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加賀藩 史料 第一 一 編 


慶長 十一 年 

一夜 旅客の 通 一.？」 


> ィ 


長 鏡 は長德 

前严 _ … 


一 一月 十九 日。 越 中 射 水 郡 一 一 上 村の 渡 守に 屋敷 を與 へ 亲 

便ぜし む。 

〔越 中古 文書〕 

當地 船豐敷 一 町 一 段 之 所、 被 成 御 f  I、 向後 震賺行 之 者、 舟 III 候。 若 

於闕如 者、 可 爲曲言 旨 被 仰 出 者 也 0  1 

慶長 十一 年 二月 十九 日  橫山大 膳職長知 判 

奧村河 內守榮 明 判 

岡 島 備中守 一 吉 判 

條原出 羽 守 一 孝 判 

山 崎 長 門 守長鎮 判 - 

二 上 村 渡 舟 船頭 中 

加賀藩 料 第二 編 * 長 十 一 年  . 


奉行 次第の 

次 脫文歟 


？ は 上 

殿、 同 桃 

^は 下 白山 


四月 十六 日。 前 田 利 好 命 を 能 登 珠洲郡 金 峰 寺に 傅へ て、 竹 三十 本 を 富 田 

直士" に與 へ しむ。 

〔珠 洲邵金 峰寺藏 文書〕 

已 上 

急 度 申入 候。 仍於其 藪 竹 三十 本、 富 田下總 殿へ 被 遣 候。 御 印 此方お 之 事に 候。 奉行 次第、 目 

廻 五 寸之竹 之 由 候。 右 之 外 堅 可 被 仰 付 候、 恐惶 謹言。 

慶長十 一 年 卯月 十六 日 •  前 播摩守 判 

金 峰 寺 參 

四月 十 A 日。 頭 左 中 辨總光 綸旨を 白山 七 社 惣長吏 法 印に 傳 へて、 社殿 造 

營の爲 に 募 財せ しむ。 

〔考據 摘錄〕 

贺州 白山 禪 頂. 同權現 造營之 事、 勸 都鄙 奉加、 勵苒與 功、 可爲 神妙 3:: 天 氣所候 也。 仍執達 如 件。 

慶長 十一 年 四月 十八 日.  頸 左 屮辨判 

白山 七 祉惣長 吏 法 印 御 房 


此 米と あろ 

は 布の 代價 


四月 廿 四日。 前 田 利 長 越 中 礪波郡 八講田 村の 布 を領收 す。 

〔有賀 家 文書〕 

慶長十 一 年 八 講田布 上中下 請 取 事 

、 十 端 者、 但 うね 布。 

此米 十一 後 三 斗、 一端 付 一俵 八 升充。 

、 一 一端 者、 伹は びろ。 

此米ニ 俵 一斗 六 升、 一端 付 一俵 八 升充。 

、 上 四十 端 者。 

此米 四十 六 俵 二 斗、 一端 付 一俵 八 升充。 

、 中 四十 五 端 者。 

此米 四十 三 俵 三 斗 一 一 合 五 勺、 一 端 付 四 斗 八 升 四 合 五 勺。 

、 下 三十 六 端 者。 

此米 三十 六 俵、 一端 付 一俵 充 Q 

布數 三十 三 端 者。 

此米百 三十 九 倏四斗 六 升 I 一 合 五 勺。 

加賀藩 史料 第二 編 慶長十 一 年  一 一 1, 


右 化 i 取 所 也。 

(利 B5 

慶長 十一 年 卯月 廿 四日  t  ひ 判 

八 かう でん 百せ う 中 

四月 廿 六日。 前 田 利 長 金澤の 郊外 泉 野に 於いて 放鷹す る を 禁ず。 

〔加賀 古文書〕 

法度  いづみ 野 

於當 地、 たかつ かひ 候 事、 大た か. 小た かに よらす、 堅 令 停止 畢。 若 背 法度、 1^ つか ひ 候 も 

の 有 之ば、 ひそかに 可 申 上、 ほうび を 可 遣 者 也。 

(利 長) 

慶長十 一 年 四月 廿 六日  判 

五月七日。 前 田 利 長 能 登 羽 咋郡寶 達 金山に 制札 を與 ふ。 

〔國； 利 遺文〕 

定  寶達 金山 

一 、 當 山ね ほり こ. 商人 之 外、 諸 奉公人 二 牛 人 其 外む ざ VJ し；，！ る 物 入 こみ、 山 仕の 者 V- もに 非 

分 族申懸 儀ち やう じの 事 0 

一 、 けんく わこう ろん 之條令 停止 候 事。 


、、の 文書 は 

何れの 年に 

係る か，^ 知 

らさる ~, -、 - 

、、に 附 載す 

い 申 候 は 居 

申 候 

つかへ はつ 


一 、 ほり こざ も 運上 之義、 おやかた 共 如定、 急 度 相 濟可申 之 事。 

右條々 相 背 輩 於 有 之 者 堅 可 申 付 者 也、 如 件。 

慶長十 一 年 五月七日  判 

〔國初 遺文〕 

きう 人の 下人な ど、 金山へ はしりい 申睽は マ、 ど ヾけ可 申 候 l£&o 

高札の 事 申 候 は、 >-、 金山に ありきたりの ご，、」 くに のへ させ、 つかへ 可 中 候 fe*o 

三月 十八 日 

九 兵 へ 


(利 長) 

ひ 


相 兵 へ 

七月 十三 日。 金 澤小立 野 • 泉 野 • 袋 畠の 三 所に 於い て 放鷹 を 禁ず。 

〔萬 治 已前定 書〕 

法 度 

當地小 立 野. 泉 野. 袋 5£、 右 之 三 所 御鷹 場に 付而、 下々 鷹 野 御 停止 之 旨 かたく 御靛 候。 若み だ 

りの 族 於 有 之 者、 可 爲曲言 旨 被 仰 出 者 也。 

慶長十 一 年 七月 十三 日 

加貿藩 史料 第二 編 慶長十 一 年  五 


六 

七月 十五 日。 前 田 利 長 又 越 中 礪波郡 人講田 村の 布 を領收 す。 

〔が賀 家 文書〕 

慶長十 一 年 八 講田布 上中下 請 取 事 

一 、 上 十五 端。 

此米 十七 後 二 斗、 一端 付 ー懷八 升充。 

一 、 中 四十 三 端。 

此米 三十 俵 五 升、 一 端 付 三 斗 五 升充。 

一 、 下 二十 五 端 0 

此米 十六 斗、 一端 付 三 斗 二 升充。 ， 

一 、 うね 布 五 端。 

此米五 俵 四 斗、 一 端 付 一 俵 八 升充。 

布 数 八十 八端。 

此米 六十 九 懐 一 斗 五 升。 

右 請 取 所 也 ◦ 

慶長 十一 年 七月 十五 日  ひ 判 


のさ 人宫ひ 
妹い 玉 Itll 
齋は泉 利 利 
姬利 院長 長 
長 夫 


るす 月慶ニ 

11 る廿 a の 

非 も 四十 B 
なの 日年附 
リ あ と 七プぉ 


八 かう でん 百せ う 中 

七月 廿四 n。 前 田 利 長 能 登 鹿 島 郡新庄 村の 地 を 石 淸水人 幡宮に 寄進し、 

利 家の 命 を 新たに す。 

〔社家 來 歷〕 

能 州新庄 村之內 七十 俵、 八幡， 利 家 寄進 之 所 無 相違 申 付 候條、 當 年より 可 被 相 納所 如 件。 

慶長十 一 年 七月 廿四曰  利  長 判 

八幡 害； 幢房 

七月。 前 田 利 長 以下 白山 權 現の 奉加に 應ず。 

〔國事 雜抄〕 

慶長十 一 年 白山 舉加帳 

銀 子 二 まへ  ひ 

五 石  宮 

十 匁  さい 

十 匁  きく 

十 匁  あち や 

加賀藩 史料 第二 編 廣長卞 一年  七 
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しん 大夫 

せう しゃう 

あ ■ い 

ま  に 

さやく 

まゝち 

し や 

い ち 

き 


しゃ- 

力 
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五 匁 

五 匁 

五 匁 

五 文め 

三文め 

三文め 

三文め 

二 文め 

二 文め 

三文め 

二 文め 

一 匁 

一 匁 

二百 文お あし 


た  つ 

い  ち 

二 五 

せん ふく 

さ いしゃう 

おな ほ 

五 い 

こ し う 

あ  こ 

あ ちやこ 

た  ま 

VJ さいね 

おち ま 

7k  く 


東 丸 上樣は 

芳春ま 


はォ】 は 長 谷 

もんぜん 坊 

,れ 愛 8 


九月 廿 三日 

五 石 

同  日 

二十 目 

二十 目 

同  日 

1 匁 

八月 


ひがしの 九 御う へ さま 


おちの ス さま 


，つへの さ i ム 


御 女房 衆 

日。 加 賀石川 郡 石 浦 等 七 村の 民、 その 守護 佛 たる 觀， 音像 を 

河北 郡 卯 辰 山より 回復 せんこと を訴 ふ。  . 

〔國初 遺文〕  一 

七 村 之 うぢ 子 共 連判 

抑 石 うら 村 はせ の 御觀昔 様、 近年 卯た つ 山へ 引取 申に 付て、 長 谷へ かへ し 申 間 敷 VJ あんせん 

坊御 返事 候 間、 取 か へ し 可 申 御 理條々 公儀 へ 申 上 候。 始終 此七村 之 人数 一 昧 同心 可 申 候。 其 

時 兎角 申 間 敷 候。 爲其七 村 之 連署 如 件。 

加賀藩 史料 第二 搨 慶長十 一 年  九 


〇 


sl^cs は 法 島 

朱 免 野 は 示 

野 


まほ.： r ほど 


いや は 居 家 

なろ ベ し 

ふどう 坊ほ 

不動 坊 


慶 -l:;^ 十 一 年 八月 十：：：  石 うら 村 彥 兵 衞 

笠 舞村久 介 

保 島 村 五衞門 

朱 免 野 村 八衞門 

山 崎 村 徳衞門 

今 市 村 平 左衞門 

木 新 保 村 甚兵衞 

〔金 澤石浦 祌社藏 文書〕 

謹 言 上 

はせ の 御 觀音樣 は、 むかしより 此石 うら 村. かさ 舞 村. ほし ま 村. まめ の 村. いま いち 村. 木の 

新 保 村. やま さき 村、 此七村 之 まほり ほ V- け VJ 申 事 は、 國中 歷然其 かくれ 無 御座 候。 然處か 

のへた つの 年 三月 九日に 國中ー 亂引申 候。 其 時 御 觀昔樣 山中への け 申 候へば、 てきみ だう を 

やきはら ひ 申 候。 其 後 うぢ 子： H ハ 山中より もり 下、 いやにす へお き 申 候處、 三年 過てみ づ のへ 

むまの VJ し、 ふ V- ぅ坊石 うら 村へ 御 出 候て、 三月 廿 八日に 御 觀昔樣 御 かり 被 成 候。 其 時 はせ 

にみ だう 御た て 候て、 御 觀昔樣 を はせ へ かへ し 可 申 候 ど 被 仰 候て 御 かり 被 成 候。 其 後 木の 新 


出 羽 殿 町 は 

今の 出 羽 町 


三 わう は. W 

王 

ぜんぐ ば遷 

宫 


ほうじ ゆ. S 

は 法住坊 


保 村の 內に 御觀音 御座 候。 又 其 後出 羽 殿 まちに 御座 候。 其 時 も 七 村 之內に 御觀昔 樣 御座 候 

間、 彼 御坊へ 切々 相 屈 候て かたく 預け 申 候。 然ば此 近年 かの ビ のうしの ，こし、 河北 郡 之 内う 

たつ 山へ 御 觀音樣 御 引 被 成 候 由、 七 村 之 うぢ-子 共 承 及 驚 入、 慶長七 年 三月 十一 日に 石 うら 村 

之 住人 與三 兵衞. 宗衞 門以兩 使、 彼 御坊へ 相屆申 候へば、 何時 成 共 はせ に 御堂 御た て 候 は > -、 

無 異義 御 觀音樣 御 かへ し 可 申，、.」、 其 時 は あんせん 坊被仰 候 間、 其 ぶんに 仕 候て 預け 申 候 事 0 

一 、 慶長七 年 三月 廿 九日に、 石 うら 村 之內三 わう Q 御み やうつ しの 時、 御 せんぐ vj して あん 

ぜん 坊石 うら 村へ 御 出 候。 其 時 も 御 觀音樣 御 かへ し 候へ，、」 申 候へば、 右 之 ぶんに て 候、、」 被 仰 

候 間 預け. &候 事。 

一 、 慶長九 年 之 春み v,」 びら き VJ 承 候 間、 うぢ 子 其うた つ 山へ 參、 當年廿 七 年に 成 中 候 間、 み 

，こびら き は 御 無用、 こ相屆 候へば、 其 時 は ほうじ ゅ坊石 うら 村へ 御 出 候て、 御 わび 事 被 成 候。 

はや はや 町々 にもみ，、」 びら き VJ ふだ をた て 申 候 間、 た ビへ 三十 三年に なり 候 はす 共、 み， を 

ひらかせて くれ 候へ ピ、 御 わび 事 被 成 候 間 ひらかせ 申 候。 其 時もう ぢ 子共參 候て、 惜 に相屆 

候て 預け 申 候。 然ば此 近年 は、 御 觀昔樣 御座 候 在所 は 他 郡，、」 いひ、 他村 VJ いひ、 七 村の うぢ 

子せ ハ まほり ほ Vj けに はなれ、 此 近年 は 在々 所々 に 病人 出き、 村 もた へう せ、 いろ さま ざ 

ま の けがれ ノレ も 出き 申 候 事 は 、 御觀昔 檨 の はせ に 無 御座 候 ゆへ にて 候 V, -、 おの 歎 申 候。 

加賀藩 史料 第二 編 慶長十 一年  一 一 


一 二 

就 夫 あまりに 無 勿 鉢 候 間、 七 村 之 うぢ 子其此 春す、 め をいた し、 はせ に 御堂 をた て 申， こ、 彼 

御坊へ 御理申 候へば、 いま 何 か，、」 被 仰 候て、 御 觀音樣 御 かへ しなく 候 寧、 七 村 之 うぢ 子せ ハ迷 

惑 申 候。 御觀 昔の 御た、 り VJ 申 事 は、 七 村 之 內御觀 昔 堂の むかうな る^め の 村 は、 田 過分 

の 高に て 御座 候 を、 此 近年 河く すれに まかり 成、 一村た へう せ 申 候。 慶長 元年 ほし ま 村 河む 

かひへ 行、 其 外 何も 衬々 年々 に 河く やれに 成 申 事 迷惑 申 候。 殊七村 之 百姓 共 相 煩、 かつたい. 

物ぐ るいに なり、 又は こしぬけ、 子 共 も そだち 不申 候。 いろく ふしぎ 共いで き 申 候 間、 御 

別當樣 も此度 はせ に 御寺 御 立 候て、 はんまい を 進 候 0 隨分 うぢ 子 共 馳走 可 申 候。 百姓 之 ぶん 

どして 加 様に 申 上 候 事 は、 あまりに 迷惑 さの ま 申 上 候。 此等の 趣 哀，、 」 思 召 被 聞 召 分、 御 観 

音樣 はせ へ 御 か へ り 被 成 候 樣に被 仰 付 候 者、 七 村 之 うぢ 子 共 萬々 可存 候。 依訟 狀恐惶 謹言 Q 

八月 廿 三日  七 村 之 うぢ 子 共惣中 

御 奉行 衆樣 參 人々 御中 

〔金 澤石浦 神社 藏 文書〕 

乍 恐 以前 以 一書 如 申 上 候、 此は せの 御 觀音様 は、 一番に 大和 之 はせ の 御 観 昔 様、 二番に 加 加 M 

石 川 郡 石 うらの はせ の 御觀昔 様、 三番に かま くらの はせ の御觀 音樣、 此三牀 は 天下に 三 はせ 

VJ 申義、 歷 然無隱 御座 候。 然處 河北 郡 卯 辰 山に 御 立 候 間、 御 別當御 もり 被 成、 はせ に 御座 候， 


者、 七 村 之 うぢ 子 共 御馳走 可 申，」、 切々 申入 候へ V- も 無 御 承引 候。 此等之 趣 速 問 召 被 分 候 は 

ば 萬々 恭可 奉存候 0 仍訟狀 如 件。 

十 一 月廿 六日  七 村 うぢ 子せ ハ 

〔金澤 古蹟 志〕 

長 谷觀昔 來歷 

延資ニ 年由來 書に、 本尊 十 一 而觀昔 は 行 基 菩薩 之 作、 大和 國長谷 觀音之 末 木 を 以て 被 作け る 

に 依て、 長谷觀 昔， >0 稱す 0 本尊 由 來之緣 起、 安座 之 地所々 替義 等、 山 祐慶代 盜難之 刻 紛失、 

委細 不知、、」 あり.。 按に中 村 氏 筆記に、 前 田 源 隨老の 傳說に は、 越 中 安居 觀音 VJ 同 一体にて、 

往昔 盗賊 安居 觀ー者 を 盜み來 り、 卯 辰 山 王の 本地佛 ，となしたり。 其 頃 安居の 住僧，.， J、 卯 辰 山の 

坊主 VJ ハ？^ 論に 及びた る を、 條原出 羽 G 裁判に て 落着す，. J あり 0 おも ふに 開山 祐慶代 盗難 云々 

，、し 載た る は、 右 安居 觀ー昔 を盜 みし 時の 事な らん か。 但し 安居 觀ー昔 を 盜み來 り、 卯 辰 山 王の 本 

地佛 なしたり，、」 いふ は 過 聞なる べし。 其 實は石 浦 山 王の 本 地觀昔 をば か..^ 請、 觀音堂 を 造 

立せ しもの 也 0 其 所謂 は、 今 石 浦 神社に 傳來 せる 慶長十 一 年 八月 廿 三日 石 浦 七ケ村 氏子 速 判 

訴狀 に、 如 左 載たり。 (訴狀 の 文 略す) 

按に 右訴狀 にて 見れば、 石 浦の 觀昔當 天 正 八 庚 辰の年 三月 九日の 兵火に 罹り、 それより 觀ー 習 
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家 鍋 は 永觸 

の 前名 


一 四 

像 は 石 浦 村 家に^ 置處、 三年 目なる 天 正 十 壬 午の 年 三月 廿 八：：： 不動 坊 VJ 云 來て借 行、 木 新 

保 村に 安置し、 其 後 は 小 立 野 出 羽 町に 安置し ける。 延寶 の由來 寄に 修理 谷 坂の 上に あり VJ 載 

たる もの、. 則 出 羽 町 を 云なる ベ し。 さて 慶長六 辛 a 年 河北 郡 卯 辰 山の 地へ 移した るに 依て、 

翌七年 三月 十 一 日 石 浦 村より 兩使を 遣し、 十 一 年の 春 石 浦 村に 舰昔 堂を苒 建せ し VJ 也 0 觀昔 

院 に傳來 せる 奥 村 $,豫 守 の 書翰 に 、 

巳 上 

態 申入 候。 仍其地 在 之 長 谷觀音 之義に 付而、 如 此被成 御 書 候 0 即爲持 進 之 候。 彼 石 浦へ も此 

御 書 可 有 御 見せ 候而 可然存 候、 恐惶 謹言 0 

九月 十日  奥 村 伊豫 守 家 福 判 

観昔院 足下 

猶以 愛宕より 持 來候間 進入 申 候、 以上。 

卯 ：！^ 山に 御座 候 長 谷觀昔 之義に 付而、 石浦ぽ 姓 ど 観 昔院 ，こ 出入 有 之 由 候。 然ば富 山 様より 如 

此被成 御 書 候、 可 有 御拜見 候。 併大石 木工 かたより 書 狀も爲 持 進 候。 期 而上之 節 候、 恐々 謹 

言 0 

九月 十日  奧 伊豫 守 家 福 判 


橫 大膳樣 

山 長州樣 

篠 羽州樣 

岡 備州樣 

奥 河州樣 

人々 御中 

右 書翰 は 慶長十 一 年 九月なる ベ し。 此年 八月 石 浦 七ケ村 氏子 t 〔代 連署 之 訴狀差 出に 付、 此頃 

二世 利 長 卿 越 中 富 山 養老 中なる に 依て、 富 山へ 相 伺け る處、 御 裁判 之 親 翰 到來に 付、 右 親 翰 

をば 觀音院 へ 相 渡し、 石 浦 村 百姓 共へ も 爲相見 可 申，、」 の 事 也。 さわば 此時利 長 卿 の 栽 判に て、 

石 浦傳來 の觀音 像 は 則 石 浦 村へ 返し、 卯 辰觀ー ntl 院には 新に 佛像， ^造 立す 0 故に 石 浦の 像 は 古 

作 なれ *ざ、 卯 辰の 像 は 新作 也，、」 い へり。 桉に菅 家 見聞 集に、 寬文五 年 三月よ. 0 四 ほ 迄、 卯 H 

山觀音 院本 尊觀音 三十 三年 目 開帳 VJ あり 0 寛 文 五 年よ，， T 三十 三年 前に 寬永十 年 也。 然ば 彼の 

本 靠は寬 永 十 年の 作佛 なる 事 知られけ る 0 依て おも ふに 卯 辰 長谷觀 音に、 その かみ 石 浦 山 王 

社の 本 地 長 谷 觀音を かり 請、 城 內の產 土神，， 、主張し、 卯 辰 山に 一 寺 建立して 觀 11_1-院^> 號し、 

別當ビ 成し かざ、 石 浦 七 村の 訴訟に 依て、 彼 古作の 本尊 をば 無 是非 石 浦へ 返し、 其 模像を 安 
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ilsi せし か V -、 尙も 石？ g の 長 谷觀音 なる 由 を 申立け るに 依て、 元祿十 年觀音 院長 谷 觀音緣 起に 

も、 往古 は 石 川 郡 石 浦 村に 堂宇 ありて、 願主 は 芋掘 藤 五郎に て、 石 浦 庄七ケ 村の 氏寺 也 記 

載し、 延 寶由來 書に 本尊 由 來の緣 起 開山 祐慶 代盜難 紛失 委細 不知な ざ 載たり。 

九月 七日。 賞 を 懸けて 盗賊 及び 辻 斬 を 出訴せ しむ。 

〔萬 治 已前定 書〕 

一 、 當地才 川口 實成 寺へ、 去月 廿 一 日 之 夜盗 人 候而、 坊主 を ころし 候 0 彼 盜人之 脇 かけ 置 

候。 見し りたる もの 於 有 之 者、 ひそかに 奉行所へ 來可申 上 事。 付、 此中當 地所々 ね 盜人入 候。 

存知 之 もの 於 有 之 者、 是又 ひそかに 可 申 上 事。 

一 、 去月 二十日 之 夜、 於 田 井口 やみ 打 之 もの、 其外去年已來當地に而：^；-ぎり仕候もの、 存知 

之 仕 合 就 有 者 可 申 上 事。 

右條々 お 知 之 もの 有 之 者 申て 可 出、 御 褒美 して 此 金子 五 枚 則 可 被 下 候 Q 縱 同類たり，.」 いふ 

VJ も、 かへ りちうた る 間、 其 科 不及改 者 也。 

慶長十 ： 年 九月 七日  條 出 羽 守 

橫山大 膳 職 

奥 村 伊豫 守 


大納言 は 利 

家中 納言は 

利 長 


南坊 は 高山 

右近 


巨海齋 は 中 

J タ S 


九月 十六 日。 能 登羽咋 郡羽咋 村の 諸稅を 免じ、 厳に 鹽釜 役の 上納 及び 公 

用の 航海に 服せ しむ。 

〔國事 雑抄〕 

已 上 

羽， は 村 之 姓 等、 以 目安 申 上 候條、 被 遂穿凝 候處、 大納言 樣以來 諸 役 無 之 筋目 を以、 中納言 

様より 目安 奉行ね 被 仰 付、 彼 墨 付 有 之 上 は、 彌 不可 有 諸 役。 年來 公義ね 上る 臨 I 签役並 船 之 御 

用 等、 不可 有無 沙汰 者 也。 

慶長十 一 年 九月 十六 日  南 坊等伯 判 

岡 島 備中守 一 吉 判 

篠原出 羽 守 一 孝 判 

.  山 崎 長 門 守長錢 判 

橫山大 膳 職長 知 判 

巨 海 齋宗宇 判 

十月 十 一 日。 前 田 利 長、 能 登 島の 民當 摩に 牡蠣 漁獲 稅の 領收 書を與 ふ。 


〔當摩 氏 文書〕 

慶長六 年より 十 年まで かき 取 やくの 金子 請 取 事。 

金 五雨 者 

右 請 取 所 也。 

慶長十 一 年 十月 十 一日  ひ 判 

能 州 島た へ ま 

十月 廿人 日。 前 田 利 長、 石 淸水人 幡宮の 寄進 地 能 登 鹿 島 郡 新 庄を收 めて、 

新たに 鳳 至 郡 光村 を與 ふ。 

〔社家 來歷〕  - 

知行 目錄 

一 、 三十 五 石  能 登 鳳 氣至郡 光村 之內 

右 八幡 領能州 鹿 島 郡 於 新 庄村之 內雖令 寄進、 彼 地 就 相違、 爲改替 渡^ 候條、 自今 以後 可爲社 

領之狀 如 件。 

慶長十 一 年 十月 廿 八日  t ひ 利 長 判  - 

„  八幡 寶幛房 Him  I*  llfl  > 


是歳。 土方 雄 久の越 中 新 川 郡內に 於け る 采邑を 納めて 能 登に 散在す る 地 

を與 ふ。 

〔越 登 賀三州 志來西 槪覽〕 

官田 は、 慶長五 年 越 中 新 川 郡 布市邑 等の 一 萬 石の 地 を、 瑞龍 公より 土方 勘 兵 衞雄久 に 分與し 

給 ふに 起原せ り。 此分與 に多說 あり。 兹に公 放鷹の 妨 なる を 以て、 同 十一 年 鶴舰？ Igli^t 神 

と 云. y は爲 十三 年。 今 作 十一 年は從 こま 匸、 ヒ匕！ 勺 こ 一し JI ごホ、 き P こ匚 1: ーオ、 

官 田.^ 記。.^ 十三 te-J^ 十二^ 御定。 に扭て ム H 澄 匹 君の ti^^s^ 君に て ，1 II あ 鹿 磨 君に て 二. r  一.^ 

鳳至邵 にて 二十 二 村、 珠洲 郡に て 一村、 合せて 六十 一村 一 萬 石の 釆邑を 以て 之に 代 ふ。 

土方 領之事 

一 、 慶長 五年瑞 寵院樣 より、 越 中 新 川 郡 布 市 村 等 之 高 一 萬 石、 土方 勘兵衞 雄久， 被 遣。 

一 、 同 十三 酉年、 右 新 川 郡 一 萬 石 之 地孚、 能 州 四 郡之內 六十 一 ケ村、 高 一 萬 三千 石の 地，、」 引 

替被 遣。 

一 、 貞享元 子年 七月 土方 伊賀 守 雄 直、 家中 申 分に 依て、 能 州..^、 州 之領知 一 萬 八 千 石 被 沒收、 

能 州 之 領分 御 代官 所ね 相 渡 候 迄、 土方 領四代 之 間、 年數 四十 九 年に 相 成。 

家 光 公 御 判 物 迄 は、 三ケ國 一圓に 候 得 共、 家 綱 公 御 判 物より、 御 兩家樣 共 相 別る。 土方 領 
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沿れ;^ 宗下貪 

革た^ 家 は 7 
なる 收の 土 元 
り 後ぜ領 力-年 
の ら 知氏以 


二 〇 

も此 度より、 ^御朱印に 相成歟 0 

一 、 御 代官 井狩 十 郞殿。 贞享 元年より 元 祿ニ年 迄六ケ 年間 Q 

一 、 御代 官金 丸 又 左衞門 殿。 元 祿ニ年 春より 同 十月 迄。 

一 、 御 地頭 鳥 井 播磨守 殿。 元祿ニ 年より 同 八 年 迄 七 ケ年之 間 御 知行 所。 

一 、 御 代官 古 郡 文 右衞門 殿。 元祿八 年より 同 九 年迄兩 年。 

一 、 御 地頭 { 六 倉 與兵衞 殿。 元祿九 年より 同 十 一 年 迄 三 ケ年之 間。 

一 、 御 地頭 水 野 隱岐守 殿 Q 元祿十 一 年より 同 十三 年 迄 三 ケ年之 問 御 知行 所。 

一 、 御 代官 古 郡 文 右衞門 殿。 元祿 十三 年より 正德 三年 迄 十四 ケ年之 間。 

一 、 御代 官金 丸 四 郞兵衞 殿。 正德 三年より 同 四 年 迄ニケ 年。 

一 、 御 代官 小 泉 市 太夫 殿. If 島 作 右衞門 殿。 正 德四年 三月より 同 七月 迄。 

一 、 御 代官 H 野 小 左衞門 殿。 正 德四年 八月より 享保七 年まで 九 年 之 間。 

一 、 御預 所。 享保七 年 九月より 至于 今。 

一 、 天明 五 年 御領 所 千路村 等御替 村有 之、 物 成 詰 を以御 振替 有 之。 

御 判 物 等に は 相違 無 之 候へ 共、 籠 高 之 內に而 八 石 七 斗 二 升 九 合 を 減じ、 新田 高に 而百 三十 九 


所と は 

幕府，； g.^ 前 

田 氏に 託 

したる もの 


もべ た 部士れ 故に の^ 十 十^ リ享 てに 次 百 賀賀ズ 千年 雄 五河以 
な さり 雄 方ろ に 收頜錢 六 郞满て 元 雄 分子 五 は 1 - 弟 石 一隆 代 內 下 

リ 1  お と 頟能 後め Z おさ '年に II そ 年 隆っ長 十千與 民^ 萬大 守 、 

誤い のに 登 にら 幕て 他 元れ の 罪 1 1 而十石 石へ si: 割 石 和 賀雄土 
れふ 領民の 殘 る府そ 家祿長 領ぁ貞 し 郎ズぉ 中 雄 雄 さ 中元 守 久方 


石 三 斗 八 升 四 合 相增、 指 引而百 三十 石 六 斗 五 升 五合 一 一勺 增，、 」 なる 0 

御預地 御高 並衬數 

一、 一 萬 四千 八十 一石 三 升 七 合 二 勺 能 州 四 郡 之 內村數 六十 ニケ村 

土方 河 內守ニ 男 民 部ね、 延害； 八 年分 知 被 仰 付、 河內守 次代 伊賀 守 雄 直、 貞享 元年 領知被 沒收、 

當時之 土方 領は右 民 部 之 家 也。 


覺 

高 四百 五十六 石 五斗 四 升 五合 

高 百 八十 五 石 八 斗 一 升 四 合 八 勺 

高 二百 九 石 一 斗 二 升 六合 二 勺 


羽 咋郡太 田 村之內 

同 郡 HI 町村 之內 

鹿 島郡淸 水. 牛 村. 柑子 山村. 小？ 木 村. 根 山村 • 外 林 村 

此五 ケ衬同 郡 庵 衬之枝 鄕に而 高 は 之內， が 有 之 gfo  土方 河內 

守 二 男 民 部 LL 分 知 被 仰 付 刻、 庵 衬之內 より 高 分れ 候 由 0 


高 合 八 百 五十 一 石 四 斗 八 升 六合 

〔加 越 能 御 繪圖覺 書〕 

能 州 土 方 領御預 地 VJ 成猶 知行 所 相 殘候事 

慶長五 年 越 中 新 川 郡 布 市 村 等き 梳 ば： 婦| き 1? 一  萬 石 之 地 を 棚滅 sis。 瑞龍院 

樣 より 土方 勘 兵衞殿 mgg, 任に 被 遣 候處、 御 廳野之 障り VJ 御座 候而、 同 十三 年 能 州 四 郡之內 
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ニニ 一 


棕部 は^ 兵 

衞め 誤 


々は 羽 咋郡敷 浪村. 針山 村. 原 村. 神 子 s^. 福 水 村. 白 石 村 Issi.EI 町村 • 太 田：；^  P^KIW ぼ？ 

御座 候 3^ 共、 中 山村 は 上棚衬 之桉鄉 にて、 延寶 三年より 一 衬 建に.， 各寸. LJS オ. 一 一万 孝 nl^ii:. 叮： ii:. 

成 候 由) 左候得者寬^?<四年之御目錄十七村と有之に）.^加間敷歟。 ザ^ t ユ胡ネ 一 Isiigf  5:55， t  ^  t 

安部屋 村. 佛木 村. 松 木 村. 豐 後名 村。 以上 十七 ケ村。 

能 登 郡 川 田 村. 八幡 村. 熊 淵 村. 山 崎 村. 花園 村. 東 渡 村. 大泊 村. 佐々 波 村 • 庵 村. 江 泊 村. 大野 木 

村. 祖濱 村. 石 崎 村. 瀬 嵐 村. 谷內 村. 別 所 村. 深 滞 村. 外 村. 田 ili: 村. 橫見 村。 以上 二十 ケ村リ 

鳳 至 郡 鹿 島 村. 鵜 島 村. 大 町村. 川 島 村. 天神 谷 村. 上 il: 川 村. 下 i^: 川 村. 黑ぉ 村. 七 海 村. 梶 村-藤 

卷村. 岩 車 村. 鹿 波 村. 曾 良 村. 中 谷 村. 院內 村. 黑川 村. 河 內村. 伏 In, 村. 大野 村. 井面 村. 時國 村。 

以上 二十 ニケ村 fsss^^fe-- 

珠洲 郡眞脇 村、 以上 一 ケ村 I ば， g 蛇。 ケ合 六十 一 ケ村。 

つお 浦閡 書〕 

一 、 越 中 新 川 郡 富 山 御城 南、 布市邊 一 萬 石 土方 掃 部 殿 知行 也。 利 長卿應 野に 御 出、 道 惡敷御 

落！ iS:T にて、 御腹 立 有て 郡 奉行 引張參 候へ，、」、 長刀 粮はづ し 玉 ふ 0 引 張て 參る。 其 時郡舉 行、 

是は 土方 領 にて 私. S. 事 不用 ど 申。 利 長 卿 何 土方 分、 こ 申 か、 土方 代官 を 引張參 候へ ど あり。 せ 

この 者 其 村 を 取卷、 家 を さがす。 折節 土方 代官 村 廻に 出 不在 合。 土方 殿 聞 玉 ひ、 隨分申 付 候 


へ. ざ も 耳遠 故 迷惑 仕、 所 替被仰 付、 御國 端に て 可 被 下 V」 あり。 利 長 卿 御 満足 被 成、 能 州に て 

三千 石 入 込に て 一 萬 三千 石 被 遣。 穴 水 も其內 也。 如 庵 先知 成に より、 信 連 御影堂 あり。 土方 

掃 部 殿 は 芳春院 殿 甥 也。 

慶長 十二 年 

正月 十七 日。 金澤 町に 於いて 豆腐の 製造 販賣を 禁ず。 

〔慶長 以來定 書〕， 

淀  金澤町 

御 分國中 豆腐 之 事、 かたく 被 成 御 停止 訖。 自今 以後 商賣 仕儀 有 間 敷 候。 若 猥之輩 於 有 之 者、 

可 爲曲言 旨 被 仰 出 者 也 0 

慶長 十一 一年 正月 十七：：：  條原出 羽 守 

橫山大 膳 

奥 村 伊豫 守 

一 一月 十五 日。 金澤の 市人 越 前屋喜 右衞門 歿す" 

〔越 前屋 文書〕 
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二 四 

一、 二 代  空遍 嫡子 越 前屋喜 右衞門 

高 德院樣 ね 毎度 御 目 見 仕、 口 切 之 御茶. 御 看 指 上申 候處、 御 書 頂戴 仕 候 得 共、 先年 火事 之砌烧 

失 仕 候。 

瑞龍院 樣に每 度 御 目 見 仕、 其 上 度々 御 料理 被 下、 喜 右 衞門宅 三度 被爲御 腰懸、 御茶 指 上申 候 

內、 御 時 服 拜領仕 候。 最前 居 屋敷 被 下家 作 仕 候 時分、 御鷹 野 御歸に 被爲御 腰懸、 作 事 奇麗に 

出來 満足 可 仕 Jlin 難 有 御意 御座 候。 每年ロ 切 之 御茶 御 翁 指 上申 候處、 御 書 頂戴 仕 候 得せ r 右 火 

事 之 砌不殘 燒失仕 候。 法 鉢 宗休孚 相改、 慶長 十二 年 二月 十五 日 病死 仕 候。 

一 、 三代  宗休 嫡子 越 前屋次 郞兵衞 

瑞龍院 様ね 毎度 御 目 見 仕、 口 切 之 御茶 御 翁 指 上申 候。 兩 度に 刺 鮪. 鯭之股 献上 仕 候處、 難 有 御 

書 二通 .取 戴 仕、 今以 所持 仕 候 Q 

微妙 院樣. Si 毎度 御 目 見 仕、 御 料理 被 下、 其 上 居 宅. 5： 被爲御 腰懸、 御茶 指 上申 候。 毎年 口 切 之 

御茶 御符招 上申 候處、 御 書 頂戴 仕、 並 御 被 露 狀數通 被 下、 今以 所持 仕 候。 江 御上 下 遠御迎 

御 見送り 罷出申 候 0 

三月 一 一日。 前 田 利 長 越 中 礪波郡 五箇山 昨年の 稅 として 鹽礆 を領收 す。 

〔五 筒 山 古文書〕 


當 城に 富 .5 

なリ 


慶長十 一 年 五ケ山 納所の ゑんせ う 請 取 事。 

合 二 千 斤 者、 但中目 四百 貫め。 ， 

右う け 取 相 濟所也 0 

慶長 十二 年 三月 二日  t  ひ 判 

五ケ山 市 介 

三月 五日。 富 山城 修築の 材を能 登^ 咋 郡に 採らし む。 

〔越 中 國田氏 文書〕 

已 上 

御當城 作事爲 御用、 羽 喰 山へ 大雜 そま 被 遣 候條、 手傳之 人足、 よき 取 並 小屋 以上 之 事、 御 奉 

行 田 邊市內 相談 可 令 馳走 候。 於 無沙汰 者 可 爲曲言 者 也。 

慶長 十二 年 三月 五日  I 條原出 羽 守 一孝 在 判 

橫山大 膳 職長 知 在 判 

奧村 伊豫 守 家 福 在 判 

羽 喰 郡 菅原村 百姓 行政 

四月 二日" 前 田 利 長、 越 中 礪波郡 五箇山の 稅 として 鹽 硝を徵 する こと を 
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廢し、 代 ふるに 貨幣 を 以てする を 命ず。 

〔國初 造 文〕 

慶長 十二 年より、 五ケ山 納所 金子 四十 枚に 相 究候。 五ケ山 中 田 畠、 こ，、」 ご VJ  く 念 を 入 見 立、 

引なら し 納所 相 調 候 様に 可 申 付 候 也 ◦ 

慶長 十二 年 四月 二日  印 

五ケ山 市 助 

〔改作 方 雑留〕 

五箇山 納所 

一 、 慶長十 年 金 三十 枚 鹽 確 千 五 百 斤 

同 十二 年 金 四十 枚 鹽硝. 二 千 斤 

其 後 四十 五 枚。 鹽贿は 御 買 上に 成。 

四月 四日。 加 賀石川 郡 白山 村の 用水路 破損した る を 以て 村々 をして 修理 

せし む。 

〔改作 所舊 記〕 


大納言 は 前 

田 利 家 


筑前守 は 前 

ほ， 利 紫 . 


石 川 郡へ 取 候 白山 之 井口、 去年 之 水に 損じ 候 由、 先年 大納言 樣被仰 付 之 通、 爲在々 水道 之 普 

請 可 致 之 候。 そだ 伐 候 山 之 儀、 可爲如 前々、 時分 柄 儀 候 間、 於 油 斷可爲 曲 言 者 也。 

慶長 十二 年 卯月 四 =  御 算用 場 印 

石 川 郡 在々 肝 煎 中 

五月 三日。 前 田 利 常駿府 城の 修築 を 課せられ たる を 以て、 是日利 長 法令 

十七 章 を 制して 家臣に 頒っ。 • 

〔國初 遣 文〕 

今般 駿州御 普請に 付、 筑前守 家中 之 面々 法度 之 事 ◦ 

一、 喧嚷 口論 等 之義、 他家 衆、、」 於 仕出 者、 不構 理非 此方 之 者 可 令 成敗。 口論たり ビ いふ，. -も、 

如何 樣 にも 相手 存分に 可 申 付 候 0 此 度之義 にお ゐて は、 如何 樣之義 も 可 令 堪忍 心持^ 一  に 候。 

た，/ J へ 耻辱之 樣に相 成 候，、」 も、 其 段 不苦候 間、 可成 其 意 事。 

1 、 家中 k=. ま 口論 之義、 不及 理非 可 令 双方 成敗。 此度 公義 大事 之 御 普請に 候 問、 存分お 之義 

に 候 共、 堪忍せ しむる 輩 は 神妙に 可存 事。  . 

一 、 町 宿 賴事令 停止 候。 則 小屋 懸可 仕事 0 

一 、 諸 侍 小者 下に 至 吃 一、 迂歌ノ辻 立、 並 無 由 所に 夜 ありき、 辻す まふ、 諸事 ありき 候 事 力 
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二八 

たく 令 停止 事 Q 

一 、 他家 衆 ど不寄 上下 參會令 停止 0 但御 普請 於 談合、 格別た るべき 事。 

仁た る 本の 一 一 、 路次ー 於 何方も 仁た る 面々 見 付 一 m 一打 可爲 曲事 事、 殊" 史 御所 様 御^ 近 衆に 對し、 少 

も 盧外ケ 間 敷義、 以來聞 付 候 は、 3、 主人 共に 可 爲曲言 事。 

1 、 駿州 御城 回. 町中 近 邊並御 普請場に ぉゐ て、 馬に 乘候事 一 切： 令 停止 候 事。 

1 、 他家 之 者不寄 上下 老若、 た VJ へ緣 者. 親類. 知 昔；^ り，、」 いへ ざ も、 一 切不 相拘、 當座之 宿 

を も 仕事、 越度 可 爲曲言 事 0 

1 、 御 普請 之內、 町中 並在鄕 何方に ぉゐて も、 諸事 買物 之義押 かひ 仕 族 於 有 之 者、 不寄 上下 

可 <S5r 一  錢伐、 聞隱. 見隱 不申樣 に、 手前く 召 遣 者 共に、 兼而 5^ 目. S. 付、 堅處 可壮事 0 

一 、 御 普請 中 自身 之 油斷、 如 在 之 族 於 有 之 者、 互 穿 露 仕、 其 身 油 斷之輩 於 有 之 者、 注進 可 申 

越 事。 

I  、 御 普請 丁 場 割之義 は、 普請 奉行 次第に 可 仕、 惣様 つもり 以下 之義 は、 おどな 共 普請 奉行、 

能々 令 相談 可 申 付 事 Q 

一 、 御 普請 丁 場 其 外 振 廻 之 事、 一 汁 1 一菜 並 引 菜 一 つたる ベ き 事 0 

附、 洒常々 京盃 三つ 宛 之 事。 


一 、 家中 不寄 上下、 諸 勝負 一 切 可 爲曲言 事。 

一 、 家中 之 者 共不寄 上下、 女ぐ る ひ 並 若衆ぐ る ひ 堅 令 停止 事。 附、 下々 不寄 男女、 他所 之 者 

普請 中 抱 召 仕事、 一 切 可 爲曲言 事。 

一 、 普請場. 小屋 懸 たり いふ，、」 も、 火事 仕出 不申候 様に、 下々！^ :4= 置 目 可 申 付 候 事。 

一 、 侍. 小者に よらす、 家中に 而 自今 以後 不 相屆義 仕、 何 之 家中に 有 之，、」 いふ， こも、 此 度之義 

客人 は告人 にお ゐて は、 た VJ へ 如何様の 客人たり VJ いふ 共、 一切 不可 相 構。 當御 普請 中に、 下々 立 走、 

なる ベ し 

他家に 有 之 族 候 者、 聞 屈緣取 仕、 いかにも 神妙に 相理可 申、 卒爾に VJ らへ申 義可爲 曲 言 事。 

は 前 一 、 御 普請 役 之義、 手前く 未進 過 上 之 帳面 封 じ、 筑前 守. 我々 方ね 普請 爲 奉行 注進 可 仕 候 

普 M 爲 奉行 條、 未進 過 上 之 面々 於 有 之 者、 互穿靈 仕、 則 普請 爲舉行 催促 可 仕 Q 此度之 御 普請 大事に 候 間、 

は爲 普請 奉 

行  可 入 情事 肝要に 候。 過 上 之 面々 は筑前 守に 申、 以來 ほうび 可 申 付 事 0 

右 之條々 若 違犯 之 輩 は、 以來閡 付 次第、 越度 可 爲曲言 者 也。 

慶長 十二 年 五月 三日  利  長 判 

金澤 年寄 中 並 普請 面々 中 

六月 廿 三日。 前 田 利 長、 山 崎長德 及び 靑山吉 次に 書を與 へて、 駿府 城の 

課役に 赴かざる 士を處 罰せし む。 
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三 〇 

〔國初 遺文〕 

£ 門 は 山 崎  長  門  /し、 ノ 

長德、 さど  EB  P  .V  一し 

は 靑山吉 次  S  -. き 

さ  タ」 參 

なを/^ きつ VJ 申 付 可 申 候、 以上 0 

ね 1^  〔あ  い へな ざ は あはれ さぬ やうに 申 付 可 申 候。 

わざ VJ 申 人 候 0 仍 今度 はふ しんに まかりの ぼり 不申物 V- も、 此 かきつけの ごビく 申つ け 可 申 

一 、 おか 崎 久三郞 

一 、 長 木 か 右 もん 

此兩人 はせいば いいたし 可 申 候 事 0 

一 、 火 町少右 もん 

一 、 ，こびた でん 兵へ 

一 、 こにし 次 太夫 

一 、 千 ふく 長 左 

此四 人おば、 早々 おひう しない 可. S.O 國中 にい 申 候 は  > -、 これ もせい ばい 申 付 可 申 候 Tlloo 


龍郎長 る 事 甲 故 I  - は お 然氏平 
左 九べ に斐 に？ a 變衞れ な 右 
衞左 さて 重 そせ 門 どる は 
門はか^^定の し六定 もべ 髙 
連 九 もの 子が 年]^ 平し 畠 


六月 廿 三日 

九月 十五 日。 前 田 利 長、 長 連 龍 等に 書を與 へて、 駿 府城營 繕の 事 その 緖 

に 就ける や を 問 ふ。 

〔國初 遺文〕 

はや/^ 御 ふしんに，、」 りっかれ 候 や、 うけた ま はり 度 候 。其方 ぢん 取のう みて に は、 さくを 

もい はれ 申 候。 もつ VJ も 候。 なを 明日け さん 見 可 申 候。 いづれ もく み 中へ も 申 度 候 ISO 

九月 十五 日  ひ 

平  右 殿 

長  門 殿 

長 九 左 殿 

九月 十 入日。 前 田 利 長 駿府に 赴きて 德川 家康に 謁し、 後乂 江戸に 行きて 

秀忠に 見 ゆ。 

〔舊藩 遺文〕 

爲 見舞 書狀 披見 候 ◦ 依而 十八 日 至 駿府參 着 候。 十九 日 御醴申 上、 仕 合 無殘所 候。 今月 二十日 
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いはれ は 結 

はれ 

けさん は 見 

參な るべ し 


御茶 被 下、 無 冥加 候 樣子共 可 心安 候。 頓而 可歸城 候、 謹言。 

九月 二十日  利  長 判 

奧野紀 伊 守 殿 

〔桑 華 字苑〕 

一 、 利 長 公慶 長年 中に、 富 山より 駿府， に 御 出、 其より 東海道 を 江 11^ ね 御 下向の 時に、 此度駿 

府江 B 'のい，、」 まご ひ VJ 思 召な り。 道に て 諸國の 大名 V- もに あ ふ 事 在べ し、 見 苦 敷して 叶 まじ、 

なる ほ V- きれいに 御供 中 用意すべし VJ 被 仰 出、 骑馬 五十 騎に 虎の 革の くらお ほひ 一 つ 宛、 ら 

しゃの かっぱ 一 つ 宛 被 下。 » 信 州 善 光寺より 甲 州へ 御 か、 り 、女坂. 柏 坂 を 御 通り、 駿府. 2 被 

成 御座、 其より 江戸へ 御 下向な り。 相 州 藤澤御 泊り なり。 何者 申出る VJ もな く、 是 より 鎌 倉 

は 二 里なら でな し、 此次 でに 鎌 倉 を 見物せ やば、 もはや 我等 命の 內には 見る 事 在 まじ、 立 

よりて 見物 せん VJ 云 0 尤 なり、 我 も ゆかん 人 も ゆかん ，こ 云 ま、 に、 五十 騎の 馬上 三十 騎ほ V- 

行、 やうく 二十 騎計 御供し、 江 11^ ね 御 入 被爲成 時、 川 崎の 邊 にて 两國 大名に 御^被 成、 御 

跡 を 御 覽被爲 成に、 以之外 無人な り。 利 長 公 御機嫌 あしく、 御 せんさく 被 成 候へば 右の 仕 合 

なり。 可 在 事に 非す、 是ほ V- の 事に 切腹 も 御 扶持 を はなさる、 事 も 如何な り、 何 VJ 可 被 成 VJ 

御腹 立、 過 銀 を 出させよ 被 仰 出 0 かしこまる VJ 申 上け るが、 終に過銀のさたもなかりし^0 


也 ( 


困 は 疲れな 

る X  L 


ず 光 は 《7 常 

の 前名 


一、 右の 御歸 りに 飛 驊越を 被 成、 越 中 八つ 尾， は 御 出、 御 堅固に 富 山へ 御 入城、 十日 計 過 候。 

困 もな をり、 神 通 川ね 狩に 御 出。 然 所に 飛 驊 の 方より、 乘馬 乘懸 ひき も きらす 來 る。 利 長 公 

御覽被 成、 あれ は 何者 ぞビ 御尋。 今度 御歸 に、 御 跡に さがり 申 者 V- も、 頃 毎日 あの 通 VJ 申 上 

る。 にくき やつばら かな、 困 さがる VJ て も 一 日 か 二日 は尤 なり。 唯今 來 る-.」 云 事 在べき か VI 

て 御 立腹の 由な り。 

是歳。 前 田 利 常、 金澤の 市人 金 屋彦四 1^ に對 し、 利 長の 例に 倣 ひて 漁船 

十艘 及び 町並の 諸 役 を 免除す。  、 

〔金澤 家柄 町人 金屋彥 四郞藏 文書〕 

獵船 十艘分 國之內 浦々 諸 役、 付 町並 之 諸 役 末代 免 之 者 也。 

慶. 長 十二 年 月日  利  光 判 

新 太夫む こ 彥四郞 

是歳。 金澤野 町の 郊端舊 と 刑場の 地を眞 宗因德 寺に 與ふ。 

〔金 澤古蹈 志〕 
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三 四： 


古 肥 前 は 前 

田 fi,  


. 葡藩國 初 刑法 場 跡 

野 町 三 丁目 因德 寺の 寺 地邊、 其 遺蹟な り，、」 いひ 傳 へり。 按に闲 德寺傳 記に、 慶長 十二 年に 元 

刑法 場の 跡地 を 賜り、 寺 創立す V」 あれば、 慶長 十二 年より 以前に、 此地邊 町 地，、」 成、 刑法 場 

は 泉 村の 村 地、 今 泉 新 町 養 淸寺橋 邊へ追 ひ 出されし 事 知られけ， 00 おも ふに 野 町の 地 を 町 地 

VJ 成た る は、 慶長 十二 年より 遙 以前にて、 卯 辰觀昔 院傳來 古筆の 覺 書に、 犀 川 神明の 社 地 古 

肥 前 樣當地 御 移 之砌被 下、 同年 十 一 月 遷宮の よし 記載す 0 是慶長 五 年の 事 也。 又 慶長八 年 四 

月利 長 卿 在 判定 書に、 泉 野 新 町 新 儀に 取 立 云々 載せられた：：： ば、 慶長八 年に 旣に野 町より 

以南の 町 端 をば、 追々 町 地 ，こ 成したり し 事 いちじるし。 されば 國初 以來の 刑法 場 をば 泉 新 町 

の 地へ 遷 されし は、 慶長五 年よ 以前なる ベく、 その かみ 町 地 VJ 成したり しか ざ、 元 刑法 場 

VJ て {ゃ- 閑の 荒 地，、」 なり 居りし を、 慶長 十二 年に 因德寺 開祖 敬 患に 賜. 0 たるなる べし 0 抑 刑法 

場 は、 市中 町 端の 外に 設け 1^ ける ものに て、 金 澤町端 上下せ ハ、 其 時世に 依りて 違へ り。 佐久 

間 盛 政の 頃 は、 松 町の 邊町 端な りし，、」、 加府事 蹐實錄 にい へり。 葡藩祖 利 家 卿金澤 入城の 

初 は、 扉 川口 は 香 林 坊橋邊 町 端に て、 今の 片町. 河南 町邊、 都而 河ぬな りし 故に、 犀 川 橋の 向 

ふ 蛤 坂の下 邊に 刑法 場 あり。 淺野 川口 は 枯木 橋邊町 端に て、 淺野川 橋爪掛 作りの 邊に 刑法 場 

あり。 宮腰ロ は 安江 町の 末 町 端に て、 舛形 橋邊に 刑法 場 あり ビぃ へり。 


是歳。 前 田 利 長 越 中 礪波郡 安居 寺に 梵鐘 を 寄進す。 

〔寺社 來歷〕 安居 寺 由來書 

鐘之銘 に、 慶長 十二 年 鳳 温 下旬、 瑞龍院 様 之 御 寄進、 御 奉行 之 名、 其 外 別當. 役人 之 名、 具に 

彫 付 御座 候。 鐘の 御供 養 被爲成 候。 御 自筆 之 御 書 被 下 候 事。 

慶長 十三 年 

一 一月 七日。 金澤 附近に 於いて 雲雀 を 捕 ふる を 禁ず。 

〔萬 治 已前定 書〕 

法 度 

右 當地於 近邊、 ひに-り 取 候 事 堅 御 停止 候。 若 背此旨 もの 有 之 候 者、 可處 罪科 旨 被 仰 出 候 者 

也。 

慶長 十三 年 二月 七日 

二月 十日。 本月廿 五日より 新 製の 桝を用 ふべき を 令す。 

〔慶長 以來定 書〕 

定  金澤町 
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武藏 守は橫 

山お 知、 此 

月 山城 守-」 

改む 


越 中。 加州. 能 州 三ケ國 うりか ひ舛之 儀、 一統に 相 改可遣 之 旨 被 仰 出 候 之條、 二月 廿五 H 以前 

兩 人之舉 行より 新 升 を 可 請 取。 若 右 之 日限 以後、 ふる 升 をめ しっか ひ 候 もの 有 之ば、 可爲曲 

事 者 也。 

慶長 十三 年 二月 十日  條原出 羽 守 

橫山 武藏守 

奥 村 伊豫 守 

一 月 十四日。 居 村より 脫走 せ る 農民 の 穿鑿 等に 關す る 法令 を定 む。 

〔萬 治 巳前定 書〕 

定 

一、 去年 被 仰 出 候 三ケ國 在々 に、 十 村. 組頭. 肝 煎、 召 寄 走 ぼ姓穽 之 儀、 御 代官 衆. 給 人衆不 

及 相 屈、 公债 より 可 被 仰 付 候條、 給 人. 代官 存分 有 間 敷 事。 

一 、 御分圃 中、 對 丙 姓 等 公儀 之 御用 於 有 之 者、 御 代官 衆. 給 人 衆 不及相 屈、 舉行 所より すぐに 

可 被 召 寄 候。 其 時給 人. 代官 爲 H 用 召 寄、 公義 之 御用 致 懈怠 義有間 敷 事。 

1、 走 kn 姓 御 穿， 露の ため、 十 村 組 之 肝 煎 方へ 召符 之，、 此衆中 誰々 手前に 而調候 共、 不及異 

義可有 加判 事。  . 


富 山 樣は利 

長 

巨 海齋は 中 


一 、 三 ケ國十 村 組 肝煎^ 御法度 旨、 不相屆 化合 於歷然 者、 奉行所より 得 御意、 御 誰 次第 可爲 

成敗 候。 至 其 時 御 代官. 給 人-、」 して 申 分 有 之 間 敷 候 之 事。 

一 、 走 百姓 之 儀、 如 御法度 十 村 組 VJ して 尋出、 當給 人に 可 相 渡 事 勿論 候。 萬 一 走 百姓 致 他國、 

當分於 不罷出 者、 彼是 百姓 手前 は 年貢米 並 夫役 諸 役 之 事、 其 村 中 相 給 人中 之 並に 令 算用、 右 

之 爲十村 組 可 致 沙汰 候。 彼是 百姓 無 還 住 間 之 儀 者、 田 畠 爲十村 組 致 耕作、 年貢米 諸 役 右 之 並 

に 年.々 可 致 沙汰 事 ◦ 付、 此 法度 以前 之 走 W 姓之條 者、 最前 請 人 任 證文之 旨 可相究 事。 

右被定 liw 趣、 若 相違 之 漦於有 之 者、 誰々 雖爲 手前、 爲御橫 目 衆 富 山 樣へ可 有 言上 者 也。 

慶長 十三 年 二月 十四日  巨 海 齋宗半 

江 守 彥左衞 門 元 家 

奧村河 內守榮 明 

岡 島 備中守 一 吉 

條原出 羽 守 一 孝 

山 崎 長 門 守 長 鏡 

.  橫山 山城 守 長 知 

南 坊等伯 
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三月 朔日。 越 前領ー 一口 村の 農民、 地境 を爭 ひて 加 賀能美 郡 佛師ケ 野に 亂 

暴す。 

〔越 登 賀三州 志來因 槪覽〕 

妓に能 美 郡 河 山村の 後山の 獨活平 どい ふ 所、 古へ より 河原 山村の 者 耕 転し 來る を、 木 村 主 

計. 大 橋九郞 兵衞. 石 川 茂； 牛 丈 量して、 後山 分び 石 餘の草 高に 究る を、 慶長 十二 年 他領の 二 口 

村の^ 姓來 り、 此地は 二 口村 領，、 J 謂て 亂 暴す。 時に 牛 首 村の 藤 兵 衞越前 瓴佛師 ケ野村 加 W 領 へ 

來り、 獨活. 平 を 中分し 疆論を 治めん ビす。 然れ Vj も 河原 山村の 者肯ぜ ざる ゆ ゑ、 明年 三 = ；朔 

日三屋野村加賀領の界枕尾ょりニロ村の領山どぃひ^！：がり、 河原 山村の 山上へ 群 出し、 11 を擧げ 

て 放 銃す 0 仍て 河原 山村よりも 邑卒 を率ゐ ておりの 崃、、 J いふ 所に て 迫 合、 二 r: 村の 新 四 郞- 

E: 郞 三郞ビ いふ 者の 首 を 獲る。 而 して その 村人 岩 VJ いふ 者の 首 は、 二 口村の もの、 爲に斬 取 

ら る。 是 より 兩方 共に 後山へ 手 人 まじく の 令 あり 0 是に 於て 河原 山村の 者、 後山 分 年貢 高 減 

却す る を 以て、 上 收の德 高の 減少 を 乞 ふ VJ いへ Vj も、 國 高に 支へ ある を 以て、 向後 此 村の 夫 

鈒諸役 免許の 令 有て、 今に 至る？ 

七月 三日。 前 田 利拔越 中礪波 郡人講 田の 村民に 對し、 木 年分 上納の 入講 

田 布の 領收 書を與 ふ。 


〔ぉ賀 家 文書〕 

慶長 十三 年 八講田 かい 布 請 取 事 

一 、 うね 布 五 端 一たん 付 一 懐 八升づ >o 

此米五 俵 四 斗。 

一 、 中の 布 三十 端 

此米 二十 九 俵 三 升 五合、 一たん 付 四 斗 四 升 g: 合 五 勺 Q 

一 、 下の 布 三十 四 端 一 たん 付 ー懐づ /^。 

此米 三十 四 俵。 

合 六十 八 俵 四 斗 三 升 五合 

右う け 取 所 也。 

慶長 十三 年 七月 三 E  t  ひ 判  ) 

八 かう でん 百せ う 中 

入 月 十一 一日. - 前 田 利 長、 加賀 河北 郡 森 村の 民 居 を 北陸 沿道に 移さん と 請 

ひたる を 許す" 

〔國初 造 文〕 
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四 〇 

書狀 ひけん 候。 仍 くりから 村. 竹の はし 村の 間 森 村、 大 みちへ 出度 候 由。 ちかごろ もつ VJ もの 

事 候。 おうく わんの 物 ざ も ひぶんの 義な Vj 申 かけざる やうに 申つ け、 ねんの 入 度 候，： so 

八月 十一 一日 

いよ は奧衬  いよ 參る  ひ 

永 維 

八月 十五 日。 加賀 河北 郡に 新 立せ る 森 村の 諸 役 を 免 除す。 

〔國 1 初 造 文〕  • 

定  森  村 

當地於 新 村、 往還の 者 ざ も 少も非 分申懸 もの 有 之 者、 可 爲曲言 候。 然者郡 役之義 は、 被 成 御 

免許 旨 被 仰 出 者 也。 

家； 藉は 、水脑  慶長 十三 年 八月 十五 日  奥 村 伊豫 守 家 福 判 

の 前名 

篠 1^ 出 羽 守 一 孝 判 

横 山山 城 守 長 知 判 

慶長 十四 年 

三月 十 人 日。 富 山城 災 あり。 前 田 利 長 難 を 同！： 魚津 城に 避く。 


八月 十六 日 

と ある は 誤 

なリ 


八月 十四日 

も 亦 非 


〔三 國事路 集 覽〕 

一 、 富 山 大火 事 は、 慶長 十四 年 三月 十八 日 御城 下 鼬 川邊小 家より 出火、 武士 町 屋敷 御城 御烧 

失、 侍 屋敷の 內神 IJ^ 淸左衞 門 一 軒殘 り、 利 長 公被爲 移。 夫より ま 滓 之 御城， 御 入、 關 野に 御 

隱 居城 を 被 築 度 旨、 宮崎藏 人 を 以御願 相 叶、 關 野に 新 城 被 築、 高 岡，、」 御改、 八月 十六 日 御 移 

徒 有 之。 

〔可觀 小說〕 

慶長 十四 年 三月 十八 日 富 山城 下 鼬 川之邊 より IS 騰 失火、 御城 以下 士商之 家 不殘燒 失。 神 淸 

左 衞門居 宅 無恙に 付、 瑞龍公 暫く 是に被 成 御座、 魚津 にて 青山 佐 渡 居 第へ 被 成 御座 候。 富 山 

は 火炎 有 之 地 之 由に て、 御城 を關 野へ 御 移し 可 然、、 J て、 其 趣 宮崎藏 人 を 御 使 どして、 江 BS- 駿 

河へ 御 示談 之處、 御 勝手次第， この 義 にて、 日夜 普請 有 之、 同年 八月 十六 日负淨 より 御 移り、 

改名に て 高 岡 城，、 J 云。 

〔快 草〕 

同 十四 年 己 酉 三月 十八 日 富 山の 城燒 失、 魚 律の 城へ 移 玉 ふ Qllf 守 佐る ^ 同年 越 中 關野を 開、 新 

城 を 築きて 高 岡，、」 名 付 玉 ひ、 同年 八月 十四日に 移 玉 ふ，、」 云 々o 

〔異本 藩 政 類聚〕 
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慶長 十四 年 三月 富 山の 御城 燒 失に 依て、 宫崎藏 人 重 元 を 江 へ 遣され、 關 野に 新 城 を 御 築き 

有 之 度 旨 を 御 達 あり。 藏人 往來十 一 日に て歸 着、 御望の 通 仰 出さる 皆 申 上る 0 藏 人に 白銀 三 

十 枚. 御 胴 服 を 被 下 ◦ 八月 十六 日 關野新 城 成就、 利 長 公魚津 より 御移徙 有て、 高 岡の 御城， こ 

稱す。 

〔三壺 記〕  . 

慶長 十四 年 春 三月 十八 日 鼬 川の 端なる 柄卷屋 彥三郞 家より 火 を 出し、 折節 風烈敷 火の こ g; 方 

にち り、 御城 を 初め 侍 屋敷 不殘燒 失し、 忽ち 野原 どなる。 千 石 町神戶 淸左衞 門家殘 り、 利 長 

公是へ 入らせ 給 ひける。 其 節哀成 は、 御 寵愛の 女中 方 を 御 居間の 土藏へ 入て、 老人 一 人附置 

給 ふに、 一 人 も不殘 架に けり。 千 石 町に 三； 《 御 逗留 有け る 所に、 魚津の 城代 靑山佐 渡より 御 

膳 を 上、 夫より < ^雄 へ 人ら せらる。 金澤 より 人 持. 物頭不 殘馳參 じ、 掛川. 新庄. 水 橋 迄 宿 礼 打 

相 詰 御用 承る。 御前に 人 持 等 伺 公し 御咄の 上に、 富 山、、」 申 所 は 度々 火事の 參る所 也 0 富 山の 

火事 は必劍 村の 火事 ど 申傳候 間、 御 思案 被 成、 所 替をも 可 被 遊 や，、」 申 上ければ、 更ば此 節に 

所 を替ん VJ 思 ひ 給 ひ、 關野は 可然所 也、、」 御給 圖被相 調、 關 野へ 御 越 被 成 度 旨、 江 へ 御 使 VJ 

して 宮崎藏 人 を 造 はされ、 往來十 一 日に て能歸 り、 越 中の 內 何方に て も 願の 通 VJ の 奉書 下り 

ければ、 利 長 公御悅 i1 おおて、 藏人 早速 罷歸 手柄の 由 御意 有て、 御 胴 服に 銀 子 三十 枚 被 下け る。 


な と る 十本 

る異 I 七 文 

ベな の 日!^ 
しり 前と 災 
非條 す^ 


閥 野へ 御 出 有て 御 指 圖被仰 付、 御作 事 を 急がせ 給 ふ 0 

〔壬 寅妄 志〕 

同 十四 己 酉年 三月 十七： n 瑞龍公 御座 富 山 之 御城、 町中，， J もに 失火に 付、 同國射 水郡關 野グ胶 

に 新 城 を 御 取 立、 夏 秋 中 迄に 城 普請 御作 事共に 出來、 高 岡、、」 御名 付 御 移 徙也。 御 普請 出來の 

間 は 越 中 魚津の 城に 被 成 御座 候 0 

〔前 田貞親 手記〕 

其 年 三月 十七 日、 富 山 御城 町 共に 燒 失に 付、 夏 中 は 同國魚 之 城， £： 被爲 人、 三 ケ國之 人夫 を 

以 御 普請 御作 事 御 急 被 成、 高 岡 城 落成、 十月 頃 御 入城、 同 十九 年 迄 六 ケ年御 在 城 之 由。 

〔前 田家 雜錄〕 有澤 永負談 

一 、 慶長 十四 年 三月 十六 日 富 山城 下 大火に 付、 關野 1^ に 城 を 築き、 高 岡 VJ 改 0 同年 十月 構 御 

殿 等出來 御移徙 也。 尤 三ケ國 より 夫 集る VJ 云へ V- も、 其間漸 六月 二： C 日の 前後 也。 尤：^ 栴等 

は 其 後作 之 £也0 高山 南 坊之繩 張 VJ 云 傅る 也 0 

〔天寬 日記〕 

一、 廿ニ. 三日 頃 羽 柴肥前 守 領地 越 中 富 山城 燒 uo 靑光 脇差. 落葉 肩 街の み 火難 を 免、 其 外 S 

寶悉燒 亡。 
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十 g 頃と も 

る は 誤な り 


三月 廿 二三 

日に 係く る 

もの 亦 非 
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〔前 田家 雑錄〕 前 田 駿河守 殿御 談 

一 、 瑞龍院 樣富山 御 在 城 之 時、 火事 出來 御城 燒失之 時、 金澤 より 諸侍懸 付ける に、 Ja? 卷维人 

一番に 駆 付る ビ也 0 此 儀を维 人に 或 時、 如何して 其 時 は 先立て 被參 ける，、」 被尋 ければ、 第 人 

申け る は、 別に 替 たる 儀 も 無 之 候、 火事 之 由 を 聞て、 家來 共に 飯 を 三人 前 用意 させ、 上下せ ハ 

に 一 飯 をば 食し、 二 飯 を 用意，、」 し、 馬に も 喰 物 を 用意して、 乘出を 地道より 少 はやめて、 く 

りから に 至る 處に、 愛 彼 處に馬 を乘斃 し、 人 は疲て 所々 に 在 之。 ^人仉 利加羅 を、 上り坂 は 

馬よ， 9 下り 步 行し、 崎より あなた 馬上 VJ なりぬ 0 如此故人馬不疲して早く着せし^0ぞ0 惣じ 

て维人 は、 常々 多言に なく、 ねばき 人 也。 御用の 事 を も 目 をふさぎ 居て、 相役に 埒明 させて 

のみ 居け り。 极 何も 入く みたる 相談の 時 は、 人の 不及 こど を 云 出せし 也。 

四月 四日。 先に 富 山城 燒 けたる を 以て、 德川秀 忠前田 利 長に 慰問 狀を與 

ふ 0 

〔國初 遺文〕 

其 元 不相殘 火 • 出來之 由、 無心 元 候に 付即 申達 候。 委曲 本 多 佐 渡 守 可 申 候、 謹言 0 

卯月 四日  秀  忠判 

越 中中 納言殿 


四月 五日。 德 川秀忠 再び 使 を 前 田 利 長に 送り、 與 ふるに 目錄を 以てす。 

〔國 1 观 遺文〕 

其 許 火事 之義 無心 元 候而、 重 而指越 使者 候。 仍而目 錄之通 指 越 之 候。 委曲 都 筑彌左 衞門可 申 

候、 謹言 0 

卯月 五日  秀  忠 判 

越 中中 納 1  一一 一口 殿 

四月 六日。 前 將軍德 川 家 康亦前 田 利 長の 罹災 を 慰問し、 新 城 は隨意 の 地 

を擇 びて 之 を 築く を 許す。 

〔國初 遺文〕 

不慮 之 火事 出來 候而、 居城 悉燒失 之 由、 不及 是非 候。 居城 普請 之 儀、 何方に 而も 其方 次第 候 0 

御 氣遣有 之 間 敷 候。 定而將 軍より、 右 之 分に 而可有 之 候。 愛 許 も 火事 之 時分 取亂候 間、 其 地 

之義 推量 申 候、 謹言。  ，， 

卯月 六日  家  康判 

越 中中 納言殿 

四月 十日。 德 川家康 再び 前 田 利 長に 使 を 遣 はして 罹災の 事情 を徵 し、 與 
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ふ る に 衣服 • 夜具 を 以てす。 

〔國 初遗 文〕 

其 地 火事 出來、 無心 元 候條、 以使申 候。 其 元 之 様子 委敷承 度 候。 然者 小袖 五十、 夜の 物 十進 

之 候、 謹言。 

卯月 十日  家  康判 

越 中中 納 言 殿 

四月 十日。 前 田 利長德 川秀忠 に返牒 して、 火^ 慰問 を 謝す。 

〔國初 遣 文〕 

被 成 下御內 書、 謹而 頂戴 忝 奉 存候。 不慮 之 火災 出來仕 候。 誠 早々 被 下 御 下知 候 段、 冥加 至極 

奉存候 旨、 可 然様 御 取 成 所 仰 候、 恐惶 謹言。 

卯月 十 H  羽 柴肥前 守 利 長 判 

本 多 佐 渡 守 殿 

大久保 相 模守殿 

四月 廿 二日。 前 田 利 長、 高 岡 城の 設計に 關 して 書 を 神 尾 之 直 等に 與ふ。 

〔諸家 所藏 文書 寫〕 


は リは割 d 


づ しょは； w 

尾 之 直 

ぃな.^,きは 

與右衞 門 


尙々 、、ーしょりざもゃしきなど大方はり候は，^.^  、 早々 ゑづを もちて こし 候べ く 候。 

せん Vj のしろ vib のゑづ に、 やしき は， 9 のさ しづを つきあ はせ 候て、 此方へ もちて こし 候べ 

く 候。 大方 此方に てみ 候て、 きに あは や 候 所 候 は  > -、 だんが う 可 申 候 fe>o 

四月 廿ー 一日 

,  づ し よ 

ひ 

い な が. き 

四月 廿 四日。 前 田 利長德 川家康 に返牒 して、 先に 火災 慰問の 爲に物 を 賜 

はりた る を 謝す。 

〔國初 遺文〕 

就 火事 義、 重 而被成 下御內 書、 謹而 頂戴 忝奉存 候。 仍御服 五十. 御 夜 之 物 十、 種々 拜領誠 有難 

次第、 冥加 至極 舉存候 0 猶橫田 甚右衞 門 殿 可 被 仰 上 候 間、 宜預御 取 成 候、 恐々 謹言。 

卯月 廿 四日  羽 柴肥前 守 利 長 判 

村 越 茂 介 殿 

五月。 芳春院 夫人 京都 紫 野大德 寺の 塔 頭に 建立した る 伽藍 成り、 之を芳 

春 院と號 す。 
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〔考據 摘錄〕 

慶長 十四 年 五月 芳春院 君、 於 京都 紫 野 一 寺 御 建立、 被號芳 春院。 

〔寺社 來歷〕 

紫 野 芳春院 住持 

開山 玉 室和尙  拍 首座 

玉 舟和尙  瑶 首座 

一 溪和尙  什 首座 

者 峯和尙  恕 首座 

心 嶽和尙  欽 首座 

桂  嶽  齄 首 座 

但桂嶽 未 和 尙に而 無 御座 候。 

右 之 通 御座 候。 玉 室 和尙之 師匠 春 屋和尙 御 相談に 而、 慶長 十二 年より 御 催 被 成、 同 十四 年 

芳春院 御 建立 出來、 春 屋和尙 之 弟子 玉 室 和尙ね 住持 被 仰 付 由に 御座 候、 以上。 

十一月 十日  伊藤： 牛 右衞門 

戶田 靱負樣 


御 紙面 致拜見 候。 紫 野^:^ 院御 建立 之 儀、 先年 翁 峰和尙 より 被 書 出 候 紙面に、 

芳泰院 樣春屋 ，2: 法 を 御 聞 被 遊、 其 以後 御 菩提 所 御 建立 被 成 度 被 思 食、 春屋ね 御 相談に 而、 則 

御寺 御 建立 之 由に 御座 候。 左 候へば 芳 寿院樣 より 之 御 相談 ど 相 見 申 候、 以上。 

十一月 十五 日  藤 平 右衞門 

"田 靱負樣 

〔關 屋政奔 古兵 談〕 

芳春院 様 京都 紫 野 大德寺 春 SH^ 國師 御擅那 にて、 國師の 弟子 玉 室 を 坊主 子に なされて、 大徳 寺 

の內大 仙院. 物 見院 . 眞珠庵 の 寺內を 御 召、 劳春院 を 御 建立 也。 

〔關屋 政 春 古兵 談〕 

芳舂院 の 開山 玉 室 和 尙は春 屋國師 の 弟子 也 C 芳春院 樣御取 立に て、 大德 寺の 內大 仙院 の寺內 

惣見院 の寺內 を、 大分の 金子に て 御 買 被 成、 芳春院 を 御 建立、 玉 室 和尙を 住持に 御 居 被 成。 

大德寺 廿四塔 頭の 內 也。 寺領 九十 石、 是は 永代 也 0 大徳 寺 二 千 石 Q 御朱印の 內也 0 此 外大津 

にて 御 合力 米 在、 大德寺 一山に て 福 貴の 寺 也。 拆芳春 院は玉 舟に 讓り、 玉 室 は 紫 野の 古 御所 

ぐ」 て、 往昔^ 盤 御前の 住 玉 ふ ど 云 屋敷 在 を、 田屋 の登甫 云 者 永代 買 取て、 結構 成 寺 を 建て 

玉 室の 隱 居所 ごす。 大元 庵，. -云。 大元 庵. 高 林 庵. 通 天 庵. 哀學庵 四ケ寺 は、 芳春院 の 寮 舍也。 
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塔 頭、、」 云 は 直 參の心 也 o 寮舍 VJ 云 は 陪臣の 心 也 VJ 云 々o 

〔可觀 小說〕 

一 、 紫 野 芳^ 院、 芳春 夫人 御 自書 達 摩の 御贊 

おしへ 1；3： 其 こ VJ の 葉 をし るべ にて、 心の奥 を たづね しらば や 0 

過し 來し 六十 あまりの 春の 夢、 さめての 後 は 嵐 吹な り。 

宵 像 號芳 春院花 巖宗富 

大夫 面目。 意 氣凛然 0 摩 尼 在 手。 ^衣掛 肩。 瞞却月 上。 壓倒 華鮮。 龜齢 鶴算。 億萬斯 年。 

慶長 十四 己酉稔 仲夏 下^ 春 屋宗園 書 A 十  一 m 

奥に 芳春 夫人 御自贊 自書 一 一首 

くもりな き 秋の み 空の 月影 を、 心の 水に うつして ぞ 見る 0 

なき 跡の かたみまで， こや 殘 すらん 六十 餘の 春の 面影。 

御發句 一 首 

夕霧 や 秋の ちぐ さ の 花ぐ もり 0 

六月 廿六 H。 幕府の 令を傳 へて、 銀 子 灰 吹 及び 筋金 吹 分 を 禁ず。 

〔魔 長 以來定 書〕  ， 


舟 頭 は 船頭 

なるべし 


法度  金澤町 

銀 子 はいふき 並 筋金 吹 分 之 事、 諸國就 御法度、 越. 中. 加 賀" 能 登 三 ケ國之 儀 堅 可 申 付 旨、 從駿 

河 被 仰 出 候條、 於 自今 以後 堅 被 成 御 停止 畢。 若み だり の 籠 於 有 之 者、 則可遂 成敗 皆 被 仰 出 候、 

t7  n 中 0 

慶長 十四 年 六月 廿 六日  篠原出 羽 守 

奧村 豫 守 

橫山 山城 守 

七月 七 一 日。 前 田 利 長 越 中 新 川 郡に 舟 渡 を 設けし め、 草 島 • 千 原 崎 • 今 市 

三 村の 楝役 若干 を 免除す。 

〔越 中古 文書〕 

草 島 村 

淀  ちわら 崎 村 兩新町 

今 市 村 

一 、 今度 始而 往還 之 舟 渡 申 付條、 兩新町 之 儀 諸 役-平 夫 令 免許 事。 

一 、 當 町へ 罷出者 共 事、 於 何方も 無 構 者 可罷出 事。 耐分 除 
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五 ニー 


はる， It- ば わ 

るき 


づ しょは 神 

ば う 松 

平 


(利 長) 


一 、 富. H. お 瀨並當 舟 渡 之 外、 わきく 舟 渡 令 停止 事。 

右 可成 其 意 者 也。 

慶長 十四 年 七月 十 一 日 

八月 廿 六日。 前 田 利 長 高 岡 築城の 石壘 崩壊せ る を 以て、 書 を 神 尾 之 直 等 

に與 ふ。 

〔諸家 所藏 文書 寫〕 

高 岡の 本丸つ きざめ、 いづれ もく づれ申 候。 三 ケ國の 物 V- も、 久々 本丸の ふしんに か、 り、 

ようく 此間 出來の 所に、 石が きく づれ申 候 由 候。 我々 しゃ はせ はるき ゆへ 候。 くるしから 

や 候 間、 く づれ申 候 所に わ、 もがりな V- ゆいま はし 候て おき 申 候 やうに よく 候べ く： はる 

へ なり 候て、 なりし だいにい たし 可 申 候。 本丸の へ い 並つ ち はし 出來 しだい、 ふしんの 物 あ 

け 可 申 候 間、 內々 其 心へ 候べ く 候 0 さく じさへ 出來 候へば よく 候 ISO 

八月 廿 六日 

づ しょ 


ひ 


+6 


き 


はた まし は 

わた まし 


九月 十三 日。 前 田 利 長 高 岡 城に 移徙 す。 

〔諸家 所藏 文書 寫〕 

尙々 三分 一 ほ V- 人 をの こし 候て くれ 候よう に 申 度 候。 

わざ，、」 申入 候。 依 十三 日 はた ましいた し 申 候 。內 々申 ご ，じく、 其い せんに 加州 ふしんの 物 あ 

け 度 候 問、 兩 人より 此 よし 申さるべし。 いまだう ちつめ られ候 はん VJ 申され 候 VJ も、 たって 

申 候て、 くつろぎ 候よう に 申さるべし。 こん v~ はおの/、 せいの 入 候 ゆへ、 此 じぶん はた ま 

しまん ぞく 申 候 由、 兩人 よく 申 度 候 koo 

九月 五日 

づ し よ 

ひ 

よ  う  き 

〔壬 子 集錄〕 齋藤四 郞左衞 門覺書 

覺 

芳春院 樣御祈 禱被仰 付 候 陰陽師 

吉田 右衞門 

上方 へ 罷登果 申 由 
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此の 日附の 

年 不詳 


五 四 

同  せがれ 吉田 右衞門 

御當地 に て 六七ケ 年 以前 果串候 

孫 吉田市 左衞門 

ロハ 今御當 地に 罷在候 

右 陰陽師 吉田先 右衞門 俄、 於 江 11^^ 赛院樣 御 祈 禱被仰 付 候。 瑞龍院 樣御隱 居 被 遊 候 剥、 一 „2 岡 

御城 御 地 祭 之 儀、 南光 坊に被 仰 付 候處、 芳春院 樣被爲 聞 召、 現；^ 之 御 祈 禱之儀 は、 陰陽師 之 

役に 御座 候 0 沙門に 被 仰 付 候 は 不可 然被爲 思 召 候 0 吉田右 衞門を 御阈， 2： 被 遣 候 間、 早々 罷越 

御 地 祭 仕直 可 中 旨、 芳春 院樣以 御意 高 岡へ 罷越御 祈禱相 勤、 御城 出來、 色々 致 拜領候 由 ◦ 御 

在國之 刻、 右 衞門儀 高 岡に 相 詰、 於 御前 御 咄なざ も 申 上、 度々 御懇之 御意 御座 候而、 金澤町 

屋 並に 居 屋敷 被 下 之、 數年御 祈 禱相勸 0 且又 他國 より 御當 地ね： 飽越候 陰陽師 之分改 之、 む ざ 

VJ 仕 たるま ぎれ ものな V- 有 之 候 者、 當 分に 而も 指 置 申 間 敷旨士 口田に 被 仰 付 能 在。 其 後上 方よ 

りせ がれ 右 衞門を 召 寄 sis:、 其 身 は 上方へ 罷登果 申 旨、 常々 二 代 目 右衞門 私ね 物語 仕 候。 孫 市 

左衞 門，、」 申 者 之 儀 は、 若年の 時分 親 年寄 申 候 故、 家職 傅 不中內 死去 仕 候 付而、 巿左衞 門 儀 只 

今廿 g: 五に 罷成、 御 家中に 舉公 仕、 母 を 育 罷有申 候、 以上。 

七月 八日  齋藤 郞左衞 門  _ 


〔重輯 雑談〕 

高岡定 

1 、 越の 高 岡に 定塚 あり、 下の 町 端に 定塚ど 云 所の 小 家 ざ も あり。 是は慶 長 十四 年 酉の 歲高 

Jisc.? 元 右近と 云、 高槻の 城主 太 閣へ被 仰て、 常 國-」 堪忍 料 二 萬 石に てお かれ、 御茶 湯 相手 こ け、 謂盱 

山 也。 瑞龍公 御世、 耶蘇 禁斷の 時、 .な 戶ょリ の 命に ズ被 放送、 西洋 國諸 記-」 具な リ。 dH^I4t  If 

； II に 新 城 を 被 築。 初 高 丘 ど 云、 後に 被改高 岡。 舉行稻 垣 與右衞 門に て、 堀 を 掘せ ける に棺 

一 を 掘 出す。 古き 棺 にて 利 長 房 VJ 云 札 ある、、) 申 上る に、 瑞龍公 聞 召て、 如 元 棺を埋 候へ ，、レ 

被 仰、 三の 丸の 外 北東の 隅に 改埋 0 今に 其 所 を定塚 云。 借 所に 言 傅る 赴 は、 二三 百年 も已 

前 か、 利 長 房、 三 K 修行者 此 所に 來り、 此 地に 末世に 及で 城 を 築き、 城主，、」 なるべし、 何も 聞 

置て 後世に 傅へ よ，、」 云て 定に 入け る VJ 申 傅，、」 云々。 所の 者 ども 此傅來 を 知る，、」 いへ ざ も、 公 

義を 憚り 忌て 不知，、」 いひ、 又 達て ビ いへば 利乘房 定 塚，、」 申 傅る は 是也、 由緒 は 不存ビ 

答， こ 云 々o 此事實 に 可 有事に も 無 けれ V -、 御 字 二，、」 も 同き も 有 間 布 事に て は 無 儀、 又 不思議 

ども 可 申 哉 0 

九月 十七 日。 村 井 a 明 再び 前 田 利 長に 仕へ て 一 一 百 石の 扶助 を受 く。 

〔加賀 古文書〕 

爲 扶助、 越 中 新 川 郡之內 を以、 二百 石 之所充 行、 御目錄 別紙に 有 之、 全 可 令 領知狀 如 件。 

加賀藩 史料 第二 編 慶長 十四 年 I  五 五 


五山 ハ 


又 兵 衞は長 

明 


is 後に 又 兵 

衞のヌ 長賴 


殿 樣は利 家 

勘 十 郎は長 

明 


慶長 十四 年 九月 十 网=  利  長 判 

村 井 又 兵衞殿 

〔象 賢紀 略〕 

1 、 村 井 又兵衞 去年ら う 人いた し、 淺野彈 正殿に 芳春院 様より 江 11^ にて 御 あ づけ 候處 に、 よ 

くく 村豊 後御存 ゆる r 殊外御 懇意、 彈 正殿 知行 所 まかべ £ 云 所に、 忝 御 しっしに て 居 申 候 

へば、 肥 前 様め しな ほされ 候 はん 由、 江 芦へ 御 下の 時 被 仰 出、 則江卢 にて 御 鱧 申 上 候。 富 山 

火事、 御城 もやけ、 高 丘に て 御 申 上 候。 其 時 神 尾 圖書. 奥 村長 兵 衞兩人 を もって、 色々 忝 御 

意、 以來 一 かざ 御 取 立 可 被 成 3；31 に 御座 候。 忝 御請 申 上 候へば、 頓而利 長 様 御 行 ゆ ゑ此， 姊に 

有 之 申 候。 少し さい 候て、 伏 見の 時分 大納言 樣に、 又兵衞 小々 姓に 御 奉公. e. 候 刻、 利 長 公 又 

兵衞に 御い しゅ 事 御座 候。 其 ゆ ゑ 後々 ま でも 何 か ，、」 身上ち が ひ 申 事。 

〔陳 善錄〕 

1 、 殿様 御機嫌 事の 外よ き 時、 又は 御し かり 候 時に、 勘 十 郞を小 又 兵 衞、、 」 御意 候。 其 時 は 我 

が父豐 後に おれが 付た 又 兵衞に 候。 今程 武道 事 は、 天下 しづ まりなく 候 間、 好舉公 仕、 年 

たけ 二十に 餘 りたら ば 又 兵 衞に成 申 候へ、 その 時 は 小 又 兵 衞ど云 まじ.、」、 今 も 度々 御意 被 成 

候。 忝 奉 存候。 かやう の 御詞の 末生々 世 々難お 舉^ 候 事。 


九 年と ある 

は 誤 


八月 十六 R 

亦 非 


十月 朔口。 高 岡關野 神社の 神職 豐後 をして 新 城の 祈 禱を行 はしむ。 

〔高 岡關野 神社 生 關氏蔡 記〕 

關野 神社 熊 野 之 開闢、 往古 當國熊 野 邑熊野 神社 於、 天 暦 一 一年 仁 關野鄉 下 關邑今 高 岡 御阪 止 云 所 

爾奉勸 請、 即舉 號關野 神社 熊 野權現 云々。 然仁慶 長 九 年 大納言 利 長 卿、 關野鄉 仁 新 城 御 築御繩 

張 之 節、 右 宮地就 御用、 神主 豐 後へ 被 仰 渡、 則 加久彌 神社 之 境 內仁奉 移 云 々o お 一 S 〈所 之 名 於 

高 岡 止 被 仰 付、 至慶長 十四 年 新 城 成就。 同年 八月 十六 日 御 入城。 同年 十月 朔日新 城 之 御祈禱 

被 仰 付。 其 砌拜領 之 狩 衣于今 所持 仕。 同月 十 一 日 高 岡 御城 へ 、 御 祈禱之 卷數. 神洒指 上、 則 御 

受納 之 御 紙面 御 印 物 所持 仕。 

かりぎぬ の 御れ いの 事 nizl 申 あげ 候。 御く わん じゅ 御く う 御み き あげられ 候。 御まん ぞ 

くの よしお ほせられ 候 0 一  だんの 御き げんにて 候。 御 心 やすく 候べ く 候 0 

十月 十 一 日 

せん？ 1 く 


是歲。 江 州木ノ 本の 革 多 孫 右衛門 等 越 中高 岡に 移住す。 

〔越 中古 文書〕 

皮 多 之 事 

加 H 藩 史料 第二 編 慶長 十四 年  五 七 


五八 

孫 右衞門 

孫  七 

次兵衞 

與 三 兵 衞 

右 皮 多 孫 右 衞門先 皿、 江 州 木本 村 之 者に 御座 候 所、 御 應師千 田 庄左衞 門 殿 口上 を 以被申 上、 

慶長 十四 年 當國に 引越、 翌年 御 書 御 印 六 通 並 古定塚 町 高 居 屋敷 千 二 fni 步拜領 仕、 同 十九 年に 

も 御 印 一 通 頂戴 仕る 0 正 保 二 年に 古定塚 町より 橫田町 端ね 引越、 橫田村 宗四郞 方より 請 地 0 

慶， 長 十五 年 

1 一月 朔日。 前 田 播磨守 利 好 卒す。 

〔壬 子 集錄〕 

慶長 十五 庚 戌 二月 朔日、 俊 巖玉英 居士、 前 田 五 郞兵衞 様 御子 播磨様 也。 御影 御 位牌 御座 候。 

當寺 中に 御 墓 御座 候 0 

閩 六月 二十日  能 州 七 尾 長齡寺 徐映判 

閏ー 一月 人 日。 前 田 利 常 尾 張 名 古屋城 築造 助役の 爲に 出張 を 命ぜら る。 後 


利 光に 利 常 

の 前名 


利 常 一 一の 丸の 石垣 を 築く。 

〔德川 實紀〕 

八日、 州 名 古 屋の城 新築 をい そぎ 給へば、 駿府 に參觐 せし 諸 大名、 みな 暇 給 はりて 足 州に 

赴く。 松： 牛 筑前守 利 常. 加籐肥 後守淸 正-池 田 宰相^ 政 (中略) 等 Q 西國. 北國 のど もがら、 各 

人數に 家臣 を そ へ 出し、 名古屋 の 地 に 假舍を 設け て 群 参す。 

〔尾 陽始君 知〕 

慶長庚 戌 十五 年 正月 二日、 家康 一公 名 古屋に 至り 給 ひ、 以牧助 右 衞門信 次繩- 吸お C 西 國* 北國の 

諸 大名に 命じて、 尾 州 名 古： の 城 を 築かせら る 0 同閏 二月 八 0、 大樹 秀忠公 命 を 承、 此間駿 

府に 有け る西國 衆、 名 古屋御 普請の ため 尾 州に 赴く。 今度 尾 州 名 古 EHSi 御城 御 普請 等、 御手^ 

被 命 諸 大名 衆。 

加 賀能登  本名 前 田 松 平 筑前守 利 光 

百 三十 四 萬 二 千 五 百 十 石 三 割 加て 

本 百 三 萬 二 千 七 百 石 也 

〔天寬 日記〕 

三月 廿 九日 

加賀藩 史料 第二 編 慶長 十五 年  五 九 
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此春 名古屋 城 築造に 預る輩 左の 如し。 

請 取 場所 五 千 百 二十 一 坪、 松 平 筑前守 利 光。 fs 二十 二 萬 二 千 七 百 石、 加贺. 能^. 越 中。 

〔天寬 日記〕 

六月 三日 

一 、 尾 州 名 古 屋の城 二の 曲 輪、 當赛 より 加賀利 光是を 築く。 本 城 をば 諸侯^ 町 場 を 定め、 镇 

を 穿ち、 今日より 石垣 を 築き 始 む。 

〔前 田 出 雲貞里 手記〕 

一 、 尾 州 名 古屋御 普請に 利 常 卿 御 越 被 成、 御 普請 も 首尾 能、 御 歸可被 成 時分、 御 横目に 利 長 

卿より 被 遣 s:^ 候 西 村 右馬助. 河原 兵 庫. 淺 野將監 より \ 右 之 通 御 注進 申 上る に 付、 利 長 卿 御， M 

立 被 成、 脇 田 九 兵衞. 大橋六 右 衞門兩 人 御前に 有 合に 付、 何も 承 候 へ 、歷々 奥 村 快 心 • 同 河 內* 

岡島備 中な V- を 御 付 被 遣 候處、 御 普請の 樣子を だに 御 注進 不申 上、 脇より 箇樣に 被 聞 召 候、 

沙汰 之 限 候 由、 以之外 御氣色 損じながら、 西 尾 主馬 を 召て、 利 $ か 漸可爲 歸國候 旨 相 聞 候條、 

急 迎に可 相^ 候、 內々 訴訟の 名 をも维 人に 被 成 候 VJ て 黄金 三枚 被 下。 ^又 同名 不卜仆 所へ も 

立 寄、 無 爲に有 哉、、」 申 傅 へ 候 へ ど 被 仰 付、 黄金 一 枚 御 渡 被 成に 付 ^荷 仕、 挾 箱 計に て 馬に 打 

乘、 夜 通に 金澤に 到り、 朝 四時 分 中 川大隅 所へ 行處、 今 明 之內に 御歸之 由申惯 候條、 不可 有 


由斷、 其方 之： ii:? 可 疲，、 J 被 申に 付、 大隅 馬に 乘り小 松に 着て 聞けば、 夕べ 大正 寺に 御 泊、 今晝 

是に而 御 休息 之 由 を 申に 付、 龍が 馬場へ 出れば、 早 御供 衆 來る故 飛 下 有之處 へ、 河 內來て 口 

上 を 承る。 御 書は暫 VJ て不請 取。 然 所に 利 常 卿 下馬、 御 袴 を 召、 御 歩行に て 被 成 御 取、 口上 

被 聞 召 申 候。 御 書 御 頂戴、 さて 维人は 小 松へ 可 參旨。 御馬に 付、 小 松へ 御先に 參有 候處、 於 

彼 地 御 返事 被 仰 渡、 御 小袖 二つ 西 尾に 被 下、 いそぎ 罷歸、 御機嫌 御 様子 今 石 動 迄 御 注進 

可 申 上 候、 直に 高 岡へ 可 被 成 御座 旨 御意に 付、 罷歸右 之 趣 申 上 候處、 以之外 利 長 卿 御 立腹に 

て、 某 夫婦の 利 常 を 見 度 思 ふこ VJ は、 一 人の子 ビ して 國を 渡す 程の こ VJ なれば、 申に 不及 0 

然るに 疊の 表な Vj を も か へす 利 常に 見せん こ VJ は、 隱 居して 子に 從ふ禮 に は大に 背く こ VJ 

なる ぞ、 急石勸 迄參、 其よりか へられ 候て、 案內 次第 重て 可 被參、 扨 三人の ぼれ 者 首 をぬ か 

ん やる ぞピ可 申 渡 旨 被 仰 合、 今 石 動へ 被 遣。 又 脇 田. 大橋 をめ して、 疊の 表替並 御供 衆 小屋 

御 振舞 御用 意 早 被 仰 付。 西 愿は彼 地へ 參、 愈々，、」 申に 付て、 利 常 卿 御 泪を被 流、 御尤 至極 仕 

たる こ VJ 也。 某 はせ がれに て 氣不付 ざ も、 三人の 者 V- も 無 曲ビ依 仰、 何も 赤面す。 其 中に 快 

心 は、 御 尤重疊 せり、 某 首 被 刎 ，こて、 御腹 ゐ えさせられ 候 樣に被 申 上よ VJ、 淚を ながし 西 

に 申す 也。 其より 利 常 卿 金澤ね 御歸、 十日 計 過て 又 西 尾 を 金 澤へ被 遣、 御 對面可 被 成 旨 被 仰 

遣、 又 三人の 者，，、」 もも 御供 可 仕 旨 被 仰 出、 御，、」 も 也。 於 高 岡 御馳走 は不及 申、 ^三人の 手前、 

加賀藩 史料 第二 編 慶長 十五 年  カー 
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當中納 言 は 

利 常 


跡 之 趣 は不及 是非， 三し、 御 小袖 五 宛 被 下。 其 仰に 西 村. 河原. 淺 野に は 骨 を 折 候 旨、 御 懇之御 

意に 而、 御小釉.？^^、金なビ過分に被下、 御 かへ し 被 成 候 也。 當中納 一一 一一 C 様 も 箇樣之 御難 條被爲 

合 候 也。 

三月 人 日つ 前 田 利 長 越 中 射 水 郡 一 一 上 山 

〔越 中 射 水 郡 養老 寺藏 文書〕 


田地 を 寄進す、 


草 高  _ 

一 、 六 石 七 斗 九 升 二 合  二 上 村 高 

定免六 つ 一 步 

內上免 一 つ 

三 石 八 斗 五 升 二 合  定納米 

四 匁 八 分 九 厘 九 毛  春秋 夫 銀 

右從當 年、 爲社 領分 寄附 訖。 彌有精 誠、 武運 永久 國家 安全 之 被抽懇 祈、 每日 勤行 不可 怠慢 之 

狀如 件。 

慶長 十五 年 三月 八日  利  長 判 

二 上 山 養老 寺 


三月 十 人 日。 前 田 利 長 越 中 射 水 郡 一 一 上 山 金 光院に その 支配に 屬 する 地 を 

安堵せ しむ。 

〔越 中 射 水 郡 養老 寺藏 文書〕 

定 

二 上 山 其方 持 分、 如 前々 至 竹 木 等 迄 可 被 致 策 配 候。 從 他所 かまい 候 事 有 間 敷 候。 山 之 境 者、 

從先規 さだまり 可 在 之 候條、 可 被 任 其 旨 者 也。 

慶長 十五 年 三月 十八 日  利  長 判 

談議所 金光院 

三月 十 入日。 前 田 利 長 越 中 射 水 郡 養老 寺に 國內 より 知識 米 を徵收 する こ 

と を 許す 0 

〔越 中古 文書〕 

定 

二 上 山權現 知識 初穂 米、 從越中 四 郡 軒別 一 升充 永代 取 集、 彌爲精 誠、 武運 永久 國家 安全 五穀 

成就 被抽懇 祈、 長 日勤 行 不可 有 怠慢 之狀如 件。 

加賀藩 史料 第二 編 慶長 十五 年 1  六 三 


六 四 

慶長 十五 年 三月 十八 日  利  長 判 

祈願 所 養老 寺 

三月 廿 七日。 德川秀 忠書を 以て 前 田利娃 の 病 狀を訪 ふ。 

〔國初 造 文〕 

腫物 被 相 煩 候 由、 如何 候 哉 無心 元 候。 能々 可お 條養 事專 一 に 候。 猶重而 可 申 越 候、 謹言。 

三月 廿 七日  秀  忠 判 

越 中中 納言殿 

三月。 芳舂院 夫人の 建立した る 能 登 鳳 至 郡總持 寺の 山門 成る。 . 

〔國初 遺文〕 

能 登 總持寺 山門 上 梁 文 

當 山門、 加贺 大納言 利 家 卿 御 內所東 之 御 方 芳春院 殿 被 成 建立 者 也。 仰冀、 以觀昔 慈眼 壽福增 

延、 子孫 繁； HIT 成 佛法僧 之 功德、 依 羅漢 聖應、 除 炎 與樂、 ぼ 寧 吉祥、 修證 過现當 菩提 0 

晋慶長 十五 庚 戌年 暮春 如意 吉辰 

舉行 越 前 住 三輪 藤 兵 衞尉藤 原 朝 SHilll 宗 

同 越 前住大 井久 兵衞尉 源直泰 


下 奉行 田 中 仁 兵 衞尉重 政 

五十嵐 角 兵 衞尉吉 連 

楝 梁 藤 原 朝臣 森 五 郞左衞 門 尉淸定 

脇 棟梁 藤 原 朝臣 櫛比 源 兵 衞尉重 次 

藤 原 朝臣 名 村 甚左衞 門 尉 正 藤 

此 下番 匠數 一 萬 三千 七 ぼ 六十 人 

四月 朔日。 德川秀 忠前田 利 長の 病 を 問 ふ。 

〔國初 遺文〕 

就所勞 無心 元、 m 而溝ロ 伯耆遣 候" 聊 無油斷 療養 尤候。 猶 口上 可 申 候、 謹言。 

卯月 朔日  秀  忠判 

越 中中 納言殿 

四月 四日。 前 田 利 長 書 を 幕府の 老臣に 與 へて、 德川 秀忠の 先に 病狀を 

ひたる を 謝す。 

〔國初 造 文〕 

加賀藩 史料 第二 編 慶長 十五 年  六 五 
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被 成 下御敎 書、 謹而 頂戴、 HI 次第、 併 冥加 之 至 奉 存知 候。 殊私 腫物 之義、 被 加 御 下知 段、 誠 

以^ 難 舉存候 旨、 可 然様 御 取 成 所 仰 候、 恐惶 謹言。 

卯月 四日  羽 柴肥前 守 利 長 判 

本 多 佐 渡 守 殿 

大久保 相模守 殿 

四月 九日、 前 田 利 長 再び 德川秀 忠の病 を 問 ひたる を 謝す。 

〔國初 造 文〕 

重 而被成 下御敎 書、 謹而 頂戴 殊溝ロ 伯 香 守 殿 被 指 下、 私 腿 物 之條忝 上意、 誠以 有難 次第、 冥 

加 之 至、 併 甚恐多 奉 存知 候 3S、 可 然樣御 取 成 所 仰 候、 恐惶 謹言。 

卯月 九日  羽 柴肥前 守 利 長 判 

本 多 佐 渡 守 殿 

大久保 相模守 殿 

四月 十日。 德川 家康、 前 田 利 長の 病 狀を問 ふの 書を與 ふ。 

〔國初 遺文〕 


煩 無心 元 候 間、 使者 差遣 候。 無 油斷御 養生 專 一 候、 謹言。 

卯月 十 HI  家  康判 

越 中中 納言殿 

四月 十 人 日。 前 田 利 長 先に 德川家 康の病 を 問 ひたる を 謝す。 

〔國初 遣 文〕 

被 成 下御敎 書、 殊御書 判謹而 頂戴、 並 被 指 下 岡 田 新三郎 殿、 私膙物 之義忝 上意、 誠以 有難 次 

第 冥加 之 至、 併 甚恐多 舉存候 旨、 可 然樣御 取 成 所 仰 候、 恐惶 謹言。 

卯月 十八 日  羽 柴肥前 守 利 長 判 

本 多 上野 介 殿 

村 越 茂 介 殿 

四月 卄 ：n。 前 田 知 好 能 登羽咋 郡に 道場 坊主の 貢租に 關 する 令 を 下す。 

〔能 登 古文書〕 

尙以 三ケ國 道場 坊主 衆、 何も 右 之 通 之 旨 候。 自然 又 申 分 於 有 之 者、 罷出 可相理 候。 聞屆可 

申 付 候。 並 國役之 事 も、 田地 之 高下 相 隨可申 付 事 候條、 何も 可成 其 意 候、 以上。 
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急 度 申 遣 候。 其 郡 道場 坊主 衆 役懷之 事。 

一 、 田地 相 抱 候 坊主、 田地 之 役儀 仕 間 敷 ど 申 坊主 於 有 之 者、 堅 可 申 付 候 事。 

一 、 坊主 分 者、 何も 別に 役儀 被 仰 付 候 故、 棟 帳に は 着 候へ 共、 役 は 何も 御 除 之 事 候 間、 田地 

にか、 らざ る 役 義申付 候 事 も 有 間 敷 候。 

一、 坊主に 而者 召使 候 者 迄 百姓 同前に 役 義申付 候 通、 左 樣之義 は 非 分 之 事 候 0 右 何も 在々、 

國中 在々 並 可 有 之 候條、 諸事 可 爲惣並 者 也 0 

慶長 十五 年 卯月 二十日  修理 知 好 判 

羽 ia 郡 二 口村 新兵 衞 

菅 原 行 永 

中 川 太 郞右衞 門 

上 江 文 左衞門 

羽 喰 三 郞右衞 門 

本 念 寺並惣 坊主 中 

四月。 前 田 利畏越 中高 岡に 稻荷 を勸 す。 

〔寺社 來歷〕 高 岡稻荷 由來書 


一 、 高 岡稻荷 神社 問闢 者、 瑞龍院 sas 岡 御 在 城 之 刻、 於 御城 中 希有 之银有 之に 付、 別而 被爲. 

成御^.な敬、 御子 孫爲御 繁昌、 京都 稻 荷より 慶長 十五 年に 始而此 地ね 勸請、 社 御 逆立 被爲仰 付- 

候。 至當 年に 七十 五 年に 罷成申 候。 御 遷宮 之 時節、 神輿. 同 御 道具 御 寄進に 而、 于今 所持 仕 

候。 御 遷宮 人 用 之 道具 品々 並 御供 米 被 爲成御 寄進、 右 何も 瑞龍院 樣御印 所 侍 化 候 御 事。 

〔稻荷 神 像 御 願文 寫〕  一 

歸命頂 賴飯成 神、 謹 白 越 之 仲 國於高 岡鄉、 新城遂 成就 畢。 雖然不 止 畜物犯 事、 曁 _0 年 以來々 

頻旱辩 而不熟 な 穀、 惱亂 土民 而 非常 者、 吿神生 正 盛 除 邪 難、 可 祈國中 靜^、 定格 鱧、 ^4爲稻- 

荷 御正 姊 寄附 而應肥 前 守 利 長謹而 仰、 永久 爲 武運 子孫、 再 拜々々 。 

慶長 十五 稔 四月  ，  利  長 判 

〔高 岡 神社 神職 關氏藏 文書〕 

御 かき つ け 御め にかけ 申 候。 その ほうの あに、 こ、 も， >u の やしろ V- もうけ もちに い た し 候よ 

し 0 さやう に は ある まじき 事に 院 0  うしよ のみや V- も は、 その ほうさく ばい 申べ し。 此ょ 

し われらより 申 候 へ ど 仰ら れ 候。  一 

三月 十三 日  せん ふく  一 

いなり かんぬし 
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九月 廿 七日。 前 田 知 奸能登 鹿 島 郡 所 口 以外より 輸入す る 檜 物 製の 道具 を 

賣る ことな からしむ。 

〔能^ 古文書〕 

以 上 

急 度 中 遣 候。 仍 ひもの 屋 道具、 他國 より 持 來て商 買 付而、 當地之 檢物屋 道具 一 切 商 £パ 無 之. H 

申 候。 然者如 前々、 所 之 口 ひもの 屋 かたに うらせ 可 申 候。 伹申義 於 有 之 者、 早々 罷出可 申 候 0 

近所 之 在々 へ も 其 通 一 一 付 者 也。 

慶長 十五 九月 廿 七日  修理 亮知好 判 

能登邊 左 藤 五郎  . 

堀 松 長 中 

富 木 長 中 

田 鶴 溶 長 中 

十一 一月 十日。 金澤 町に 對し捕 鳥の 方法に 關 する 禁令 を發 す。 

〔萬 治 已前定 書〕 


禁制  金澤 町. 

一 、 千 本 は ごの 事。 

1 、 さし ざ をの 事 0 

一、 てんの あみに て ひばり 取寨。 

一 、 あみに て 諸 鳥 取 事。 

一 、 つな さし 候 事 0 

右 石 川. 河北 兩郡堅 御 停止 候 0 但御判 形に 而被仰 付 候 もの 義は 無異儀 候。 其 外み だり に 致 

殺生 輩 於 有 之 者、 可爲 御成 敗 旨 被 仰 出 候 也。 仍如 件。 

慶長 十五 年 十二月 十日 .  橫山 山城 守 

奥 村 伊豫 守 

篠原出 羽 守 

是歳 「- 金澤 城の 外壕 成る。 

〔越 登 贺三州 志 來因槪 覽〕 

慶長 十五 年 辛亥、 微妙 公 尾 州 名 護 屋城經 營の爲 尾 州に 入 給 ふ，、」 き、 金城に 篠原出 羽 守 留守た 

り。 餘暇 ある ゆ ゑ、 外羅郭 G 塹を 整ち 作らし む。 今存 する 外塹是 也。 所 li 本 多 安房 守 第 下よ 
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小 ftl 屋町は 

小 烏 IW1 橘な 

るべ し 


乙 部.^ 乙 兵 

衞 と？：^ する 

ものめ り 

鐵^5-は手筋 

之 助と ゼ る 

もの 是ゎる 

べし 


り 掘 出し、 香 林坊へ 導き、 長 町を經 て、 村 井 豊後守 第 前にて 掘 止め、 又 高 畠 木工 宅 前より 別 

に 掘 出し、 長 九 郞左衞 門 第 前にて 掘 止め、 升形の 後を繞 りて、 彥三 町の 後 を經、 前 ra 監物第 

後に て 掘 止む。 東 は 石 引 町 端より 掘 出し、 脊； 崎 寺 坂の下 溪間 を經、 小姓 町 後を繞 り、 材木 町 

r;^ ク灸こ ^！り、 M,^ri  ； §f  n  ^  iro 此地 名人 名-,.^ 疏 時代と わ はす。 是亦 後人：^ 聞，^ 

田^^0核」抵り バ鳥 より^ BH  J へ 達す 記 マる 者な らん。 姑く 舊記の 文 LL 就て 兹 LL 載す。 

是歳。 金澤 及び 越 中せ E 岡に 於け る 無 賴の徒 六十 三人 を 摘へ て 死に 處す。 

〔菅家 見聞 集〕 

一、 今年 金澤. 高 岡に かぶき もの ビ名 付、 あふれ もの 多し。 兩 所に 六十 三人 捕へ て悉 斬罪せ 

らる。 此楝梁 御 小姓 長 田 牛 之 助 並 長 田 乙 部 云 者 也。 牛 之 助 は 神 尾圖書 宅に て 切腹、 西 足 準 

人 介錯す 0 乙 部 は 水 原 左衞門 宅に 而 切腹、 宫崎藏 入. 介錯す。 其 外 石原鐵 次、、」 云牢人 同額 也。 

上通缺 落、 大正 持 之於關 所、 近 藤 大和 家 來討捕 之。 其節以 飛脚 高 岡へ 被 越。 

〔金 澤 古蹟 志〕 

三壶 記に 云、 慶長 十五 年の 頃、 中 納言利 長 卿 越 中高 岡に 在 城し 給 ひ、 小姓 組長 田 卟之助 方に 

尾 張 牢人石 原 手筋 之助ビ 云 者 を 抱へ 置け るよ し 聞 召され、 彼 者 早々 取て 出せ-., -牛之 助 へ 仰せ 

渡されけ る。 牛 之 助 左様の 审人は 手前に 居 申さす、 其 上 抱 て も、 捕て 出す 申 武士 は 有 間 

敷、 こ 取合 や、 彼 手筋 之 助に は 路銀 を ビらせ 上方へ お VJ しけり。 此 事隱れ なければ、 早 逍之者 


かに 大長は 夕 に 今 も 敗歌此 
ぁ瞎 知橫大 附! K の r- 舞 文 
ら康と 山と 載に、 關伎 
ざ 支 其 夕 わ す： す-ぶ-前 
h と 子 庵る 、 しる 成視 


堀 作兵衞 に 、 彼 者 の 男 振 • 衣類. 刀 脇差 等覺書 にして 相 渡し、 大塞寺 の 近 藤 大和 方 へ 被 遣け る 0 

作 兵 衞高岡 を 四つ 時分に 出、 八つ 時 過に 大 1^ 寺へ 參 着し、 大和に 書狀を 渡す 0 大和 は 甲斐 守 

の 父に て、 大聖 寺の 所 司 代 なれば、 取も敢 ゃ足輕 十四 人 を 撰 出し、 大聖 寺の 關 所に 隱し 3!^、 

今や/、，、」 待け る處 に、 翌朝 彼 手筋 之助關 所へ 來る。 手筋 之 助、 こ 見る よりも 關門を 塞ぎ けれ 

ば、 手筋 之 助 永 正 祐定の 刀 を拔て 切む すぶ。 然れ ども 終に 首 を ビ られ、 使者 を 添て 彼 ila をば 

高 岡 へ 指 上げる VJO 

〔諸家 所藏 文書 寫〕 

尙々 くるしから ャ 候はヾ 早々 せいばい よく 候べ く 候。 はしらな V- を も、 ねんの 入 させ、 す 

こし もな わからげ な. ざに はいたす まじく 候 。はりつけ も ねんの 入 可 申 候。 

わざ、、」 申入 候。 依 今度の せいばい 物、 夕 大方う け 給 候ば、 廿四五 人 も はりつけ 御い り 候。 ち 

ビぉ、 すぎ 申 候ビ存 候。 江 戶- する がに も、 かやう の 物 御 あらため にて、 御せ いばい 御 入 候 

も、 これ ほ V- は 人 かや ある まじく 候 VJ 存 候。 VJ う 所に は 人 も すくなく 候に、 ち VJ にあ ひ不申 

候 間、 廿四五 人の 內十 五六 人 も かけ、 よの 物 はくび を も かけ 候て は 何，、」 候 はんや、 だんが う 

のた め 申入 候 1£ &。 

正月 十四日 
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すこ始 てるの 九ば と 口 
と と 夫 も 法 月 元定米 
に 同^の 令 十 和め/お 
も 年の I こに 七 二た 八 

ら €> 創し よ 曰 年る 升 


七 四 

づ し よ 

ひ 

中  少 

是歳。 夫役に 代 ふるに 夫 錢を納 むる を 許す。 

〔三 逢 記〕 

慶長 十五 年に は、 郡 中より 人夫 を以、 御 臺所並 家中 給 人 共 迄、 人夫 を 取 而用所 調へ ければ、 

農業 之 時分 を さまたげ、 耕作に 指 合、 江 1IV 駿 河. 大阪. 伏 見へ 參^ 之 節、 殊更 人夫 を以召 連、 

郡 中の 難儀 也。 就 夫 連々 御 訴訟 申 上に 付、 夫 餞に 直り、 近き 比 迄 夫錢ど 申なら はしける を、 

何の 比に や 夫 銀 VJ 申け り。 夫より 人夫 は 止に けり 0 其 比 迄 天下の 升に 不同 あり 0 御 分 國の升 

を 御改被 成。 佐久 間支蕃 並に 祌 保の 代に は、 免 相 殊外下 免 也 U 然に依 而升を 大きにして 收納 

せられけ るに、 當代 扶持 方 下行に、 懐數を 渡す に 損益 有 故に、 京 升 を 正にして 斗 升 を 改め、 

八 升の 出目 有け る を、 定納の 外の 口 米 ビ 定めけ り。 是を 代官の 領に少 被 遣、 夫 鈒は物 成に か 

けて 口 米に はかけ す。 其 時分 男女の 給 恩、 諸事の 代物、 米 を 以請取 渡し、 銀 餞 VJ: 云 事な し 0 

夫 故 斗 升少く 成而、 口 米 こそ は 出來に けれ。 

〔改作 雑 集錄〕  、 

慶長 十五 年、 今年 夫 銀、、」 云 こ、、」 始 る。 是 より 先 御 家中 給 人に 到る 迄、 郡 村より 人夫 を 呼で、 


I  二十 和し 一定 夫 
よ 一三た 匁納銀 
h 日 年る 四 一の 

の 一 は 分 石 額 

令 月 元と 


私用に 是を仕 ふが 故に、 農業の 妨 多く、 百姓 艱難の 由を訴 ふるに 依て、 人夫 を 夫 錢に易 へら 

る。 後 是を夫 銀 VJ 稱 す。 是年斗 升 を 改めら る。 是 より 先 佐々 內藏 助成 政 富 山の 城主た る 時、 

下 免に なし、 升 を大に 作て 收納の 不義 をな す。 依 之此度 升の 損益 を改、 京都 升 を 以て 證 VJ し 

て 是を改 らる。 然るに 往古の 升 分量 廣大 にして、 餘目 有て 八 升 を 出す 0 是をロ 米 ど 稱す。 

〔理塵 集〕 

一 、 御 改作 四十 二 年 以前、 慶長 十五 年の 顷迄 は、 御 家中の 侍 中 も、 知行 所より 人夫 を 遣 ふ 也 0 

耕作の 時分 難儀，、」 の斷に 付、 年中の 人夫 を 錢に圖 り、 定納 一 石に 一 匁 四 分 ど 極め、 今の 夫 銀 

は此 節より 被定、 奔秋兩 度に 出す。 此 故に 口 米に は 夫 銀 を不懸 也。 

〔河 合錄 追加〕 

夫 銀 之 事 

一 、 夫 銀 は、 元 來昔は 村 役 平 夫、、」 申而、 諸 給 人 も 知行 所より 夫役に 人 を 召 仕 候處、 慶娃 十五 

年より お S ほ琉六 右平 夫 相 止み、 爲代 銀に 而納 る。 是を夫 銀 名 付 候 由。 

一 、 夫 銀 は 定納米 一 石に 付 一 匁 四 分 宛 也。 

此根 元は、 定納百 石に 付 夫 米 五 石 宛 之圖り 也。 五 石 を 銀に 直して 夫 銀 VJ す。 其顷米 一 石 之 代 

銀 二十 八.^ 之 直 段 也 0 依て 定納百 石に 付 百 四十 目，^ 相 成る。 則定納 一 石に 一 匁 四 分 也。 
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口 来の 制定 

劉に 前 LL い 

へ る 如し 


、、の 項 前 LL 

同じ 


七 六 


夫 銀の 元は 

云々 前 LL 同 

じ 


元 和 六 七 年 

以下 前に 同 

じ 


〔改作 要錄〕 

一 、 夫 銀、 慶長 十五 年より 村 役 平 夫 相 止、 夫銀始 る、、」 云。 又 元 和 六 年より 始る ども 云。 夫 銀 

の 元は、 定納百 石に 付 夫 米 五 石 也。 石に 付 二十 八 匁 之 米 直 段 也。 此 K 段に 而 銀に 直し、 定納 

百 石に 付 百 四十 目 也。 古代 夫 銀 之 根元 有 也。 布 幅 一 尺 一 一寸 五分. 長 五 尺 一 一寸、 此代七 匁 也。 則 

片夫銀 石に 付 七 分、 春秋 夫 銀 一 匁 EI 分、、.」 云。 =；4 《夫 銀より 出た るか。 

一 、 夫 銀 上納 は、 三月. 九月 廿 五：" 限 也。 上納 切手 は 役所に 而仆 出、 銀座 封印 名 印 は、 都 •， ^惣 

年寄 赏座 也。  ， 

〔五十嵐 夫 銀考〕 

1 、 相 合 村 五郎 左 衞門覺 帳之內 

御給 人 方 御 收納被 成樣、 其 以前 は 御給 人. 百姓 相 對に而 、村より 少 分に 米 御 取 候而、 柴. 杪. 糠 

一：：： 一 米. 銀 子、 御 勝手次第に 御 取 被 成 候。 又 米 かち. 煤 はき. 新つ き、 色々 に 人足 御 遣 被 成 候 方 

も 御座 候に 付、 御收納 高下 御座 候處、 元 和 六. 七 年 之顷御 家中 御 役、 免 平均 御座 候而、 墓 则 

より 何れも 御 取 被 成、 御 改直段 御 定鈒子 御 圖り被 成、 加州 は 米 直 段. 一石に 付 十七 匁、 越 中. 能 

州 一石に 付 十三 匁 VJ 被爲 成、 夫 銀 物 成 石に ：c 四十 目、 口 米 kn 石に 八 石 vjSS 引 御座 候而、 御 

,i^L^O      I 


じる 郡 二十 本 

i  I こ 十五 文 
の 與日年 は 
にへ 羽 四 g 

同た 咋月長 


〔免雞 綱〕 

一 、 夫 銀，、」 云 初 は、 慶長 十五 年 之 頃より、 御領 內 fo 姓より 人夫 を以 御上 向 御用 被 遺、 曁御家 

中 用事に も 遣 候處、 農業に 差 支 候 旨 を 以て 相斷、 夫錢 VJ して 出 之 也。 今 云 夫 銀 是也。 元祿の 

頃 迄 中 村 源 右衞門 方に 老女 有 之 候。 是は百 姓より、 夫 銀に 支へ 候に 付人 を 以て 代，、」 したる 處、 

久しく 召 仕、 源 右衞門 宅に 而 病死す。 諺に 夫 銀ば、 VJ 云 也。 

是歳" 越 中高 岡の 櫻 馬場 成る。 

〔續 漸得雜 記〕 

一 、 高 岡 櫻 馬場 は慶長 十五 年 出來、 其 節 被 爲植候 山 櫻の 苗 は、 太 田 村 宗右衞 門より 指 上 候。 

右 御 褒美 ，、し して 御紋 付の 御 上下 頂戴 仕 候。 

慶長 十六 年 ， 

正月 十 一 日。 前 田 知 好 道場 坊主の 納 稅に關 する 令 を 能 登 鳳 至 郡に 頒っ。 

〔能 登 古文書〕 

尙以 道場 坊迄 役義之 事、 三ケ國 何も 右 之 通 候。 自然 又 申 分 も 於 有 之 は、 罷出可 相 調理 候、 

閔屆可 申 付 候。 並 國役之 事共、 田地 之 高下に したが ひ 可 申 付 候條、 何も 可成 其 意 也、 以上。 

加賀藩 史料 第二 編 慶長 十六 年  七 七 


七 八 


に 、 は 仁 行 

なる ベ し 


急 度 中 造 候、 其 郡 道場 坊主 役義之 事。  - 

1 、 田地 相抱攸 坊主、 田地 之 役 義仕間 敷 与 申 坊主 於 有 之 は、 堅 可 巾 付 候 事。 

1 、 坊主 分 者、 何も 別に 役儀 被 仰 付 候 故、 楝 帳に は 付 候へ 4r 何も 役 義を被 相 除 候 間、 田地 

に不懸 役儀 申 付 候 事 有 間 敷 候 0 


一 、 坊主 衆 使 候 者 迄、 百姓同前に役^^申，付5;5:候( 

所々 之 並 可お 之 候條、 諸 is^ 可 爲悠並 者 也。 

慶長 十六 年 正月 十 一 日 

鳳氣至 郡之內 櫛比 八ケ寺 

道 下 三 郞左衞 門 

荒 屋 

に、 村 

阿 岸 

仁 岸 


三 郞左衞 門 

太兵衞 

高 右 近 

八兵衞 

彥右衞 門 

左 近 


左 之 義者非 分 之 候。 右 何も 闽中 在々 


修理 知 好 判 


としかみ ば 

後^なる ベ 


海い そ は 鹿 

0 


內 注 は 不明 

內保か 


本 誓 寺 は 南 

衬 

- 、の 月 は大 

盡なリ 


VJ しかみ 和  泉 

本 鄕 角 左衞門 

海い そ 刀 禰 

皆 月 五 郞左衞 門 

內 住 壽  松  - 

諸 岡 兵 衞 

本 誓 寺並惣 坊主 中 

正月 晦日。 幕府 前 田 利 長に 書 を與へ て、 後陽成 天皇 讓 位に 付 德川 家康の 

上^す る も、 隨從を 要せ-さるべ きを 告ぐ。 

〔加賀 古文書〕 • 

態.， ナ 申入 候。 御 讓位付 而今 度 大御所 様 被 成 御 上洛 候。 然者 何も 諸 大名 衆 御上 之義に 候へ 共、 

御手 前義は 御上 之 事 御 無用 之 旨 御意 御座 候。 其 御 心得 被 成、 御 在 國可被 成 候、 恐惶 謹言。 

正月 晦日  本 多 上野 介 正 純 判 

羽 柴肥前 守 殿 
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八 〇 

一 一月 一 一日。 德川 秀忠、 前 田 利 長の 病 狀を問 ひ、 放鷹に よりて 獲た る 雁 を 

贈る 0 

〔國 初遗 文〕 

爾來所 勞致驗 氣候事 候 哉。 可 有 療養 儀專 一 候。 仍驚之 雁 二十 相 送 之 候。 ^期來 信 候、 謹言。 

二月 二日  秀  忠判 

越 中中 納 一一 一一 n 殿 

二月 八日。 幕府 再び 前 田 利 長に 書を與 へて、 利 常 は 德川家 康に從 ひて 上 

洛 すべき も、 利 長の 在國 すべき を告 ぐ。 

〔加賀 古文書〕 

態 令 啓 達 候 Q 今度 禁裡 樣就 御讓 位、 大御所 樣爲御 上洛、 當月廿 二三 日頃 駿府被 成 出御 3 曰 御座 

候。 就 者 谷 御 國衆可 有 御 上洛 之 由、 從駿府 申來候 付、 筑前守 殿御 上 之義候 間、 貴 樣事は 御上 

洛被爲 御 無用 由、 本 多 上野 介舉 書に 而被申 越 候。 猶自 拙者 所 可 申入. E 候條、 如此 候。 可 被 成 

其 御 心得 候、 恐惶 謹言。 

二月 八 =：  板 倉 伊賀 守 勝 重 判 


森 付の 新 立 

は慶長 十三 

年 八月 Li あ 


羽 柴肥前 守 殿 人々 御中 

一月 十一 一日. - 前 田 利 常加賀 河北 郡 森 村が 新 村なる を 以て 郡 役 を 免ず。 

〔加賀 河北 郡 森 村 次 右 衞門藏 文書〕 

於當新 村、 往還 之 もの、 若 非 分 之 儀 申 懸輩有 之ば、 可 爲曲言 候 0 然ば郡 役 令 免許 者 也 0 

慶長 十六 年 二月 十二 日  利  光 判 

淼新村 百姓 中 

一月 十五 日" 前 田 利 長 先に 德川秀 忠の病 を 問 ひたる を 謝す。 

〔加賀 古文書〕 

被 成 下御內 書、 謹而 頂戴、 殊鷹之 雁 二十 拜領、 誠以 次第、 併>:ハ 加 之 至舉存 候。 次 私 所勞之 

儀、 彌可致 養生 旨 被 加 御 下知 義、 有難 奉存 候。 可 然樣御 取 成 所 仰 候、 恐惶 謹言。 

二月 十五 日  羽 柴肥前 守 利 長 判 

本 多 佐 渡 守 殿 

大久保 相模守 殿 

1 月 十五 日。 前 田 利 長 先に 幕府の 後陽成 天皇 讓 位の 際 上洛 を 免ぜられし 
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八 


,  八 二 

を 謝す。 

〔加賀 古文書〕 

貴札 致 拜見候 。仍 今度 御讓 位に 付而、 大御所 樣爲御 上洛、 諸國之 面々 上洛に 付、 此度罷 上候義 

無用 之 皆 、爲 御意 被 仰 越 候 通 舉得其 意 候。 御 次 而を以 、御前 可 然様 御 取 成 所 仰 候、 恐惶 謹言。 

二月 十五 日  羽 柴肥前 守 利 長 判 

本 多 上野 介 殿 貴 報 

〔加贺 古文書〕 

御礼 之 趣 致拜見 候。 仍 今度 禁裡 樣御讓 位 付而、 大御所 様爲 御上 济、 諸 國之而 々上洛 之 義被仰 

出 候 付、 筑前守 可 罷上由 奉 得 其 意 候。 然ば 拙者 義此度 致 上洛 義 無用 之 旨、 爲 上意 被 仰 越 候 通 

致 承知 候 0 御次而 を以、 可 然様 御 取 成 所 仰 候、 恐惶 謹言 0 

二月 十五 日  羽 柴肥前 守 利 長 判 

板 倉 伊賀 守 殿 貴 報 

二月 十六 日。 去年 名 古 屋城を 修築した る 際、 役夫の 派遣に 斡旋した る 村 

肝 煎の 赏與額 を 規定す。 


間 は 一 軒 


備中 守に 岡 

島 

志 摩 守 は 三 

輪 

河内 守 は 奥 

村 

長 門 守 は 山 

出 羽 守 は 漆 

原 


〔鹿 島郡當 摩氏藏 文書〕 

以 上 

去年 名 古屋千 人夫 之 事。 

一 、 其 在所 肝 煎 手前 之 家 一 間、 並 在々 組 之 內に而 役 之 家 一 間、 肝 煎に 令 扶持 候。 其 外 役 之 家 

一 間 も不致 用捨 候 事 0 

一 、 在々 肝 煎、 此外非 分 之 儀 申懸、 銀 子. 米 を も 取 籠 候ば、 致 算用 小百姓 方へ 相 返し 可 申 事 0 

一 、 是以來 肝 煎、 非 分 之 儀 仕 懸候は  > -、 具に 可 申 上 候。 様子に より 成敗 可 申 付！^ 者 也。 


慶長 十六 二月 十六 ：！： 


備 中 

志 摩 


長 

出 


內 

P 


守 

守 


能 州 鹿 島 郡 中 肝 煎 .惣 小百姓 

1 一月 十六 日。 前 田 利 長、 山 崎 長德に 

告げ、 併せて 病戕を 報ず。 


肯を與 へ て. nn から 上洛せ ざる こと を 
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狗 はのに 阿 門 ひ 利 女 喜お 
丸 長 、嫁 波長 、家に 多 ひ 
鄉ぉぜ 守 德山之 し秀め 

のい る 長の 崎;^ -C 家ば 

子 鄕子長 養 、の 宇 


八 四 

〔加賀 古文書〕 

尙々、 此間 はしゅ もつ さい ほつ にて、 そ VJ  くろぶ しのぶん、 久しくた ちいなら す 候 問、 せ 

つかく やう ぜ ういた し 候 0 

此方み まい V- して、 書 狀* かなが しら 百 給 候。 いまく い. & 候う おにて、 一入まん ぞく 申 候 。う 

け 給 候 ご どく、 御 上洛 ど はふれ 候へ 共、 我々 所へ は 上洛む やうの よし、 いたくら 方. 上野よ 

b 御 ふれ 狀 まいり 候 間、 まづ する が. 江 ln^ 御み まい、 すこしの 間の ベ 申 候， i^o 

二月 十六 日 

山 長門參  t  ひ 

一 一月 卄日。 前 田 利 長の 病再發 せし を 以て 山 崎 長德に 醫師の 周旋 を 求む。 

〔加賀 古文書〕 

尙々 書狀 まんぞく 申 候。 

書狀給 候。 こどに なまし いたけ 一 こ 給 候。 めづ らしき 物に てまん ぞく 申 候。 こん V- はお ひめ 

nz 一お いぬ を もつれ 申 候。 一 だん そくさいの 事に てまん ぞく 申 候。 我ら しゅもつ、 此間こ 

ビの 外の さい ほつ にて 候。 あわの かみ ぞんじの くす しある 由 候。 それに 見せ 度 候 間 可 給 候 0 

たのみ 入 候 1:60 


上野 は 木 多 


內 やく は 內 

藥 


阿波 守長鄉 

此年 四月 九 

日投す 


二月 廿日 

山 長門參  ひ 

三月 六日" 前 田 利 長 書 を 山 崎 長 德に與 へて、 その子 長 鄕の病 を 問 ふ。 

〔加賀 古文書〕 

さい/,^ たづ ねられ 候まん ぞく 申 候。 今日の しう ぎ、 あわび 五十 給 候。 まんぞく 申 候。 

一 、 せい 左へ もん 內 やく  Q み 申 候。 

1、 石 半 左 かう やく 昨：：： よりつけ 申 候。 しゅもつの いろ 一 だんよ く 成 申 候。 

1 、 あわの かみ ゎづ らい 心 も，、」 なく 候 fe*o 

三 月 六日 

山 長門參  V  ひ 

三月 十日。 前 田 知 好 書 を 能 登 珠洲郡 妙 厳 寺に 與 へて 西方 寺 山に 出入す る 

者を禁 せし む。 

〔珠 洲邵鵜 II 妙 嚴寺藏 文書〕 

急 度 令 申 候 0 仍其地 西方 寺 山 之 事、 最前より 留山之 由 候 0 今 以相替 義有之 問 敷 候。 -11::然公^^ 
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： の 月ば 大 


より 御用 之 刻 は、 此方より 可 申 遣 候條、 む ざ，、」 立 入 候 者 於 有 之 は、 右 之 通 理可申 候。 其 上 何 

角 申 者 於 有 之 は、 此方へ 可 被 申 越 候。 爲其如 此候者 也。 

亥 三月 十：：：  修理 知 好 判 

賴飼 妙嚴寺 參 

三月 晦日。 德川秀 忠前田 利 常 等に 命じて 禁裏の 造 營に從 はしむ。 

〔天宽 日記〕 

三月 晦日 

1 、 從 征夷 大將軍 氏 長者 淳和獎 學兩院 別常從 一 位 前 右大臣 源 朝臣 家 康公被 仰 出、 禁中 御造營 

之人數 帳。 

越 前 少將殿 

越後 少將殿 

尾 張 右兵衞 4? 殿 

德川常 陸 介 殿 


六十 八 萬 石 

三十 萬 石 

四十 三 萬 石 

三十 萬 石 

十六 萬 石 

百 三 萬 三千 石 


羽 柴肥前 守 

子.！ & 

松 平 筑前守 (下略) 


、、の 文 *;e に 

慶長 十三 年 

なるべし と 

せ らる *  )v 

の なれ ど 

今-、、 に附 

載す 


四月 五日。 前 W 利 常 馬 牛 倒 物の 剝皮を 河北 郡淺野 村の 革多兩 人に 許した 

る こと を 加 賀 • 能 登兩 國に 布告す。 

〔河北 郡 淺野村 皮多藏 文書〕 

以 上 

加州. 能 州兩國 之お 中 倒 物 之 皮をはぎ 候 事、 革 屋左衞 門 五郎. 治 部 兩人之 者に 申 付 候條、 何 之 

在々 所々 に 倒， 有 之 候 共、 右二 人 方へ 可 告知 候。 或は 海 川へ 流、 或は 埋み捨 候歟、 む ざ VJ 皮 

を はぎ 候 者 於 有 之 は、 可 爲曲言 者 也。 

慶長 十六 年 四月 五 H  利  光 判 

加州. 能 州 惣肝煎 中 

〔河北 郡 淺野村 皮多藏 文書〕 

播磨之 皮 田、 從去々 年 其 地に 有 付 候 旨、 一 段 尤之儀 候。 就 其 右 之 もの 越 候而、 犬な めし • 馬 皮 

しほな： Q し 上 候。 悅入之 通 相 心得 候て 可 被 申 聞 候、 謹言。 

八月 八日  肥 前 守 利 長 印 

奧村攝 津守殿 

〔河北 郡 淺野村 革 多 i 文書〕 
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かわた まかりこし、 かわ V- も かきつけの ご VJ  く あげ 候 0  ん ぞくの よし 申 候て、 かたびら 二 

つ. 銀 子 一 まいつ かわし 候 間、 わたし 申べ く 候 0 

年紀 不詳  八月 八日  印 

さへ）^ ん tl 

左衞門 K 郎  さへ もん 

なるべし 

四月 十三 日。 前 田 利 常 諸侯 伯と 共に、 幕府の 命を邀 奉すべき を 誓 ふ。 

〔事 林 明證〕 

條 々 

一 、 如 右 大將家 以後 代々 公方 之 法式 可 奉 仰 之、 考 損益 而自江 卢於被 出御 目錄 者、 彌堅可 守 其 

旨 事。 

一 、 或 背 御法度、 或 違 上意 之 輩、 各國々 可 停止 隱 1;^ 事。 

一 、 各 抱 置 之 諸侍已 下、 若爲 叛逆 殺害 人 之 由、 於 有其屆 者、 互 可 停止 相 抱 事。 

右條々 若 於 相 背 者、 被 遂御亂 明、 可 致 處嚴重 之 法度 者 也 0 

慶長 十六 年 四月 十二 日  豐前 宰相 忠典 判  、 

越 前 少將忠 通 判 

.  播磨少 將輝政 判 


上 州 は 上野 

介 正 純 

直 江 安房 守 

は 本 多 政 重 

の 前名 


佐 渡 は 政 重 

の 父 正 信 


安藝 少將 正則 判 

薩摩少 將家久 判 

美 作 侍 從忠政 判 

加 賀侍從 利 光 判 

周 防 侍 從秀就 判 (下略) 

四月 十六 日。 藤 堂 高 虎 書 を 前 田 利 ft に與 へ て 本 多 政 重 を推擧 す。 

〔本 多 氏 古文書〕 

筑前守 樣御仕 合 能 御 下向 珍重 奉 存候。 仍而御 腫物 未然々 共 無 御座、 無 御 心 元 存候。 然ば本 上 

州 舍弟直 江 安房 守 身上 之義、 直 江山 城 守實子 御座 候 付而、 彼 者に 安房 守 知行 方 相 渡 分に て、 

皮 逃 立 返いた し、 其 身 は 先 ひっそくして 可 有 之 由 申 候 分に 候へ 共、 若き 仁 之 事に 御座 候 問、 

何方へ も 在 付 候樣に VJ 各存候 事に 候。 彼 仁 事前 かたより 被 懸御目 之 由に 候 間、 筑前守 様へ 被 

召 出 候樣に 御座 候ば、 佐 渡 殿. 上野 殿 別 而忝可 被^ 候 0 委細 筑前守 樣に申 上 候條、 不能 細筆 

候、 恐惶 謹言。 

卯月 十六 日  藤 堂 和 泉 守 判 

羽 肥前樣 参 人々 御中 
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五月 五日。 前 田 利 長、 本 多 政 重の 登庸に 關 して 藤 堂 高 虎に 答 書 を 送る。 

利 常 亦 同じく 應 ふる 所 あり。 

〔本 多 氏 古文書〕 

貴札 之 趣拜覽 恐悅存 候。 仍 今度 は筑前 守義於 御前 御 取 持 之 由、 過分 至極 候 0 如 蒙 仰 候 拙 子 事、 

腫物 於 于今然 々共 無 之、 行 步不相 叶 体 令 迷惑 候。 然ば上 州 舍弟直 江 安房 守 之義、 直 江山 城 守 

實 子ね 知行 分 被 相 渡、 彼 國被立 返に 付而、 筑前守 相 抱申樣 に，、」、 本 佐 州. 上 州 御 內存之 由 被 仰 

越 候。 彼 安房 守之義 は、 從前廉 拙者 も 無 等閑 間 之義、 旁 以少も 無 練 意 存候。 然共 一 兩年 已來、 

筑前守 手前 之義、 內證 共に 諸事 我等 さし 引 不申遣 体 候 0 乍 去 右 安房 守之義 は、 不泥自 餘義攸 

間、 何.、」 ぞ筑前 守 並 年寄 共 かたへ も 申 談度存 候。 併 今度 於 京都、 諸 奉公人 之 義に付 而御置 目 

被 仰 出 碗、 公儀 如何 難 相 計 存知 候 間、 本 佐 州. 上 州ね 能 御 相談、 何 之 道に も筑前 守爲公 權不苦 

樣に御 指南 所 仰 候。 猶筑前 守より 可 申入 候、 恐々 謹言 0 

五月 五日  羽 肥 前 守 利 長 判 

藤 堂 和 泉 守 殿 貴 報 

〔本 多 氏 古文書〕 

今度 在 洛中 申 承、 本望 之 至お 候。 仍 安房 守 身上 之義、 內々 被 仰 聞 通、 肥 前 守に も そ VJ 爲申聞 


候處、 此 以前より 安房 守 方 之 義無竦 意存候 間、 如何 樣 にも 御馳走 申 度 義，、 」 被お 候 0 然共此 度 

一  一 大御所 樣被仰 出 候 御法度 之 筋目、 いか ゾ可^ 御座 候 哉、 其 段 御 分 

別 候て 可 被 下 候。 拙者 若輩 之義候 間、 駿府御 年寄 衆， £i も 被 示 合 可 蔡仰候 0 何も 任贵意 追而可 

申談 候、 恐々 謹言 0 

日附 不詳  五月  松 平 筑前守 

藤 堂 和 泉 守 殿 

五月 九日。 前 田 利 長 書 を 本 多 政 重に 與 へて、 出仕の；^-は藤堂高虎ょり報 

ず、/ きを： $1 ぐ。 

〔本 多 氏 古文書〕  一 

將又 雖是式 候、 布 百. 時 服 三 令 進入 候、 誠 書中 驗迄 候、 以上。 

此頃米 澤之義 御 立 返 之 由、 如何 無心 元^ 候 0 早々 可 申入 候處、 不ぉ 候に 付 無 t 一 曰 慮外 之 至 候 0 

先爲御 見廻 使者 令 進入 候。 次 御手 前 之 義藤堂 和，；： r 水 守 方より 飢被申 越 候。 何 之 道に も 球 意不存 

候義候 間、 筑前守 方， Si も 其 通 申 遣 候。 委曲 藤 堂 泉 州ね 申 遣 候。 就中 拙者 事從 S 冬 腫物 再發、 行 

步も不 相 叶 体、 旁 被 犯病氣 無心 元 令 迷惑 候。 併 於何篇 も、 御用 之 義無御 隔意 可 承 候。 猶期來 

音 候、 恐々 謹言 0 
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五月 九日  羽 柴肥前 守 利 長 判 

直 江 安， 房 守 殿 

五月 十五 日。 前 田 利 長 書 を 利 常に 與 へ て、 その 薨 後に 於け る 方針 を訓 ふ。 

〔國初 造 文〕 

其方 之 事 速に 成人 之 上、 諸篇 助言 之 義雖不 入 事 候、 我等 如斯 腫物 令 再發、 行步不 叶、 氣彼 

是 有に 無 甲斐 鉢 候 間、 未 存命 之 內に彌 ^寄 候 通、 家中 面々， にも 其方 之 義申置 度に 付而、 兩人 

に 申 渡 指 越 候。 雖不及 申 候、 萬端兩 御所 樣被仰 出 守 御 置 目、 諸事 家中 仕置、 朝 暮無油 斷可被 

懸 心事 肝要 候 0 將又 其方 之蕺 は、 不限 自餘、 偏 奉 對將軍 樣可齓 奉公 之忠 身上 之義候 間、 成 其 

意尤 候。 父 利 家 以來旣 に 三代 家中 無 異儀候 之條、 彌以 子孫 相 續候樣 に，、」 存知 候 0 猶 前田對 lli^ 

守. 奧村 伊豫 守 申 含 候 0 可 得 其 意 候、 恐々 謹言 0 

五月 十五 =  羽 柴肥前 守 利 長 判 

松 平 筑前守 殿 

〔瑞龍 公造 書〕 

1 、 今度 我等 膘物令 再發、 事 外 痛 候 故、 氣カ も盡、 追 日 所 勞强成 候 間、 稃命も 幾程 有 間 敷 候 0 

就 夫 我等 相 架 候ば、 其方 分別 彌 肝要に 候 間、 思 寄 之 通 令 申達 候。 


一 、 舉對 御所 樣. 將 軍樣、 可抽 忠勤、 藏胸 驢無異 念、 行住座臥 可 致 覺悟之 事。 

1 、 兩 御所 前後 被 仰 付 出 候 御法度 之 旨、 聊も無 令 違背 分別 仕 候而、 召 仆候者 共 並 分國中 下々 

迄、 可 相 守 御法度 之 旨 堅 可 被 申 付。 就中 奉公人 之 事、 堅 被 仰 出 由に 候 間、 自然 抱 候 時 は、 口 

入 人 を以彼 奉公人 先主 を尋、 其 故 を 先主ね 相斷、 如御捉 殺害. 謀反 人に 而無之 由 答 候ば、 可 

被 相 抱 候 事。 

一、 就公懷 御用 並 御 普請 等、 每年國 持 衆 孚可有 參會候 0 計 知 其 人 之 分限、 可 被 爲會釋 候。 將 

又 從我下 樣之人 尋來り 候ば、 假 にも 不現 尾籠、 和 面 難 憩 可 間繞事 0 

一 、 洛中. 驗府. 江戶怀 ね 之 御 奉公 參勸之 時、 供 之 下々 迄 無用 之 町め りき、 他方 之 者^ 參會可 

停止 事。 

一 、 召 仕 候 諸 侍 並分國 中、 就 諸事 可 有 訴論候 0 我々 申 付 候訴論 裁許 之 者 共、 或緣者 親類 或 知 

昔に 付、 偏頗 之 沙汰 有 之 旨、 論 人に 而も 訴人に 而も 申に 付而 は、 雙方 書付 令披昆 可被爲 裁許 

候 0 若不及 分別 之 時 は、 右 偏頗 之 批判 人 之 外、 宿老 共少々 召 寄、 談合 候 而尤に 候。 „^取前定置 

候訴論 批判 之 者 共、 偏頗 之 所 於 現 形 は、 知行 之內 五分 一 可 被 沒收。 t^ハ故は致CJ^负偏頗間敷候、 

相背靈 社上卷 起請 之 事、 就 諸事 無賴 事に 候 間、 雖可放 扶持 義候、 召 仕 候 者 之 事に 候 間、 其 段 

先知 行 所之內 五分 一 を 被 致 沒收尤 候 事。 
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(up," 明爲は 

力 


一 、 召 仕 候 人 持 至 小姓 共、 其 以下 迄、 依勳功 宮仕淺 深、 早 可 被 行 忠赏、 是賞罰 明爲 威行 之 由に 

候。 又 重祿則 義士 輕死現 候 事、 此外可 申 置 義雖數 多 有 之、 心壶候 間申殘 候。 唯 功 者 14. 令 談合、 

又は 隙々 に 聖賢 之 被 聞 金言 可 爲師者 也。 

亥 五月 十五 日  利  長 判 

筑 前 殿 

五月 十五 日。 利 ft 又 家臣に 訓 へて、 能く 幕府の 命 を 守り、 和衷 協同 圍務 

に盡库 せし む。 

广， 一ほ 田 &錄〕 

今度 我々 腿 物 令再發 付、 行 步も不 相 叶、 其 上 次第に 被 犯 病氣、 せ 化 有に 無 甲斐 故、 存生 之內に 

筑前 守事彌 以心に 懸り、 乍 病中 存寄之 通、 凡 申 書 條々。 

一 、 此度於 天下 諸 奉公人 之 儀、 旣諸國 の 面々 御法度 被 仰 出 之 上、 家中 諸 侍 第 一 可 守 御 置 目 事 

專 一 候。 且筑前 守爲、 且令 逼塞 在 之 我等 爲迄 も、 皆 共 其覺悟 肝要，、」； i 候條、 能々 嗜 正義、 諸 

篇公依 御用 等之條 不可 在 油 斷事。 

一 、 舉對上 儀、 於 何等 之 俄 も、 筑前守 爲可然 ，こお 寄候義 者、 年寄 共 令 相談、 筑前 守に 異見 可 

被 申 聞 事 G 


一 、 筑前守 權雖令 成人、 未 若年 之 儀 候 間、 諸事 面々 可 被 入 情 儀 肝要 候。 我々 事迚 存命 不可 有 

幾程 鉢 候 間、 自今 以後 對馬守 可 被 致 奉公 之忠候 事、 尤於身 令 満足 事 0 

一 、 是跡互 如何様 之爲下 出入 隔意 雖在 之、 向後 之 儀 或 止 私 之 義斷、 或 止 意趣 遗恨、 普 可成 入 

魂 之 思 0 自然 此旨相 背 族 於 有 之 者、 令輕 公儀 可爲 同前、 筑前守 事不及 申、 對我々 も 逆心 非條 

同事 候條、 深厚に 不忠 之 人，、」 可存居 事。 

1 、 常々 我々 存寄 も、 宴 莫大 之圃 家督 筑前守 相 渡、 殊以 }! ^も將 K 欉御姬 ^^被 下、 成 安堵 之 

思 令 ii 居 も、 偏 大御所 樣御 厚恩 不淺、 相 叶 天道 冥 慮 故，.」 難有存 候條、 兩 御所 樣之 俄、 筑前守 

事 者不及 申、 家中 下々 至 迄、 萬 端 可 奉 守 公儀 專事 0 

一 、 公儀 御 普請、 其 外諸國 面々、 毎 事 於 何方も 出合 之 儀 可 有 之 候 間、 家中 下々 迄 不背御 澄 目 

樣に、 兼々 筑前守 仕置 以下 申出 候樣 に、 年寄. ざ も 可 申 談事。 

一 、 家中 於 公事 邊之儀 も、 或 構 私 之 依怙、 諸事 非道 取 立、 或 爲方人 令：^ 負 偏頗、 不謂義 申立 

族、 甚以 不可 然候 條、 速 可 守 正義 事。 

右 之條々 筑前守 早 令 成人 上、 雖不入 助言、 公儀 御 恩 朝夕 忝奉存 付而、 縱利長 無 之 跡 も、 筑前 

守 事 奉 對上樣 無 逆亂、 御 奉公 之 忠勤 儀、 哀 累代 相 績候樣 に令存 故、 如 此申遣 候條、 面々 於 被 

得 其 意 者、 尤以 神妙 可 爲喜悅 之 狀如件 0 
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慶長 十六 年 五月 十五 日 

前 ffl 對馬守 殿 

高山 南坊 

山 崎 長 門 守 殿 

岡 島 備中守 殿 

近 藤 掃 部 殿 

三輪 志 摩 守 殿 

上 坂 又 兵衞殿 

津田和 泉 守 殿 

奧村攝 津守殿 

成 瀨掃部 殿 

前 田 美 作 守 殿 

小 塚 淡 路守殿 

生 駒內膳 正殿 


前 田 修理 亮殿 

長 十 左 衞門殿 

村 井出 雲 守 殿 

奥 村 河 內守殿 

神 谷 信 濃 守 殿 

赤 座 土 佐 守 殿 

不破彥 三 殿 

奧野紀 伊 守 殿 

奥 村 周 防 守 殿 

高 5JS 左 京 亮 殿 

直 江 安房 守 殿 

祌尾主 殿 助 殿 

安見 隱鼓守 殿 

橫山 式部 少殿. 


九 六 

肥 前 守 利 長 

中川宗 半 

橫山 山城 守 殿 

條原出 羽 守 殿 

富 田 越後 守 殿 

靑 山 豐 後 守 殿 

小 幡駿河 守 殿 

寺 西 若 狹守殿 

奥 村 備後守 殿 

加 藤 石 見守 殿 

石 野 讃贱守 殿 

松" 股 伯 省 守 殿 

富 田 下 總守殿 

今 枝 內記殿 

中 川 宫內少 殿 


缺字は 遣な 

るべ し 

事樣 は異樣 


馬 廻 組頭 中 鐵炮弓 組 頭 中 小姓 番： 頒中 

〔前 田家 雜錄〕 

我々 腫物 久敷煩 候而令 再發、 事 之 外 癌 候而、 氣カ もよ わり、 殘命程 有 間 敷 樣に覺 候 之 間、 我 

々相 架 候 而も、 筑前守 心 持 彌可爲 肝要 候。 就 夫 拙者 存知 之 通 書狀相 添、 前田對 _mT. 奥 村 仆豫兩 

人 指 遣 候 0 就 夫 各々 へ も □ 一  書 候 0 

1 、 御所 樣 我等へ 御懇之 Y:^、 各 存知 之 通、 今 13^ 爲申聞 候 義雖事 様に 候、 若き 者 ざ も は 不存者 

も 可 有 之 候 之條、 申述 事に 候 0 抑 信 長樣. 太閤 様より 被 下 候 三 ケ國、 無 別 義爲致 拜領、 其 上 加 

州 上 二 郡 並 分國中 金銀の 山より Q 運上 被 成 扶持、 殊に は 大澍様 之 御 姬君樣 金 澤わ被 遣、 被 入 

御輿 候 事 者、 外聞，、，」 云實儀 大慶 無 極 候。 其 後 隠居 之 事 を 申 上候處 に、 我々 可 任 愚意 被 仰 出 

候 0 如此 段々 H$ 事、 億々 兆々 勝 計られざる 儀に 候 0 右 之 御 厚恩 過分 之 事に 候 間、 隱居仕 候 VJ 

も、 自然 御用 之 時 は、 罷出可 勵勳功 VJ 常々 思 居候 處に、 今 之 分に 候 者、 存も不 寄 候 間、 兼々 

存念 無に 可成 事 無念に 而、 淚を 滴る ばかりに 候。 就 夫筑前 守相續 で、 兩 御所 樣之 御用に も 相 

立、 家も續 ぎ候樣 にど 思 事に 候。 左 候へば、 筑前守は未若年之^^-に候問、 諸事 皆々 可 被 入 情 

事 肝要に 候。 

一 、 御所 様 先年 被 仰 出 候 御法度、 又は 當年於 京都 被 仰 出 候 御法度 之 旨、 何も谷^！：身之事は不 
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なるべし 


及 中、 郞徒 以下 迄 も、 右 之 御法度 之 趣 少も不 相 背 樣に可 被 巾 付 候事專 一 に 候。 

一 、 筑 前守兩 御所 樣， S 御 奉公、 或 節々 之 進物、 或 不時 之 進物な ど懈候 VJ も、 年寄せ ハ 相談に て 

可被爲 異見 候。 自然 筑前守 不聞入 候 者、 何 ケ度も 可 被 申 理事。 

一 、 分 國中就 諸事 訴論可 有 之 候 0 緣者 親類 又は 数年の 知 音に 候 ども、 少，、 、負 偏 颇無之 様に 

可 有 裁許 候。 此中閉 及 候へば、 何も 訴論聞 候 節 偏 億 之 心 候而、 裁許 數日 不相果 よしに 候。 於 

事實は 不可 然候 0 最前の 誓詞 を 被 相 背 候 而無曲 次第、 其 仁に 不 似合 候て たのもしから す 候。 

自今 以後 は^ 心 を嗜、 可 守 正路 事專 一 に 候。 

一 、 筑前守 駿河. 江 m-. 京都 にても、 兩 御所 樣爲御 目 鼠 被 爲參上 候歟、 又は 御 普請に 被 爲參候 

かの 時 は、 各 談合 候而、 筑前 守に 爲申聞 候て、 家中 新 様 gi^ 法度、 供 之 者 ごも 並 普請の 者 ざ も、 

猥に無 之 様に 可 被 申 付 事。  - 

1 、 面々 聞 候へば、 筑前守 召 仕 候 年寄 V- もの 內、 近年 は 中惡敷 候. 而、 參會之 族 無 之 由、 不可 

然 事に 候。 自然 御陣御 普請な ざの 時 も、 惣 家中 一 統に無 之 候 者、 不慮 可 出 來候。 又は 普請に 

は 一 切 はか ゆき 候 事 有 間 敷 候 0 何に やらん、 衆 VJ 惡を 同す る 則 傾す VJ 云な し V- 有 之よ しに 候 

へば、 且家 之可倾 端に 候 か、 笑止 千 萬に 候。 又もろ こし VJ やらん に、 いづれ の 世に て 候 や、 

一 榻之外 他の 鼾睡を 入れす，. J 申 候而、 諸侯 一 統 して 久く國 治る の 由。 然ば 自今 以後、 前々 の 


相捨遗 恨、 互に 甚深致 人魂、 筑前守 可 被 取 立事專 一 に 候。 於 然は對 筑前守 可 爲忠功 候。 我々 

は. sa^fK, 迄 も、 且は 忠義に も 且はビ ぶら ひに も 可成 候。 

一 、 我々 唯今 申 處於被 同心 者、 右 之 趣少も 違犯 有 間 敷 之 31:1、 靈社 上卷之 起請 を、 筑前守 方ね 

VJ 我々 方. S-VJ、 一 通 宛 相 調 可 被 出 候。 伹我々 方へ 誓詞 は不入 事に 候へ ざ も、 お 日の 內に兒 候 

而可令 安堵 VJ 思 計に 候。 誓詞 仕 候 者、 聊も於 相 背 は、 深 重に 謀叛 同意に 可存 0 可 申 1:^ 儀雖繁 

多 候、 心 付 候而、 是 さへ 寐 ながら 書せ 候 間申殘 候。 VJ かく 筑前 守不背 上意 分別 ど、 家中 並 分 

國中相 治る の 分別，. J までに 相 究候之 間、 其 11：11 可 有覺悟 候。 兩 使節 令附與 口上 候、 以上。 

右 之 面々， S 

〔國初 遺文〕 

. 敬白 天罰 上卷 起請文 前書 之 事 

1 、 從兩 御所 樣被爲 仰 出 候 御 置 目 之 儀、 少も不 相 背樣に 何も 可 致覺悟 候。 並 從公條 樣被出 仰 

候 御用 御 普請 以下 之 儀、 是 又聊不 存由斷 候。 下々 共に 入 情 候 様 兼々 可 申 付 候 事 0 

一 、 奉 守 公儀 專之 儀、 且御 父子 樣御 爲、 且御 家中 無恙 諸人 身之爲 御座 候 間、 公儀 並 御 父子 樣 

之義、 聊 疎に 不可 存知 候 事。 

一 、 此度條 々御 家中ね 被 仰 出 候 儀、 乍 恐 無殘所 御誥、 誠以 忝奉存 候。 守 御意 之 旨、 自今 以前 
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縱私 VJ して 意趣 遗恨雖 有 之 候、 此節任 御 誰、 自今 以後 之 儀 は 互に 止 私 之 義斷、 致 入魂 候 様に 

可 仕 候。 此儀併 御 父子 様 御た め VJ 奉存 候條、 或 私 之 構 依估、 諸事 非道 取 立、 或 爲方人 令 M 、負 

偏頗、 不 li 義 申立 族 無 御座 候樣 に、 嗜 正義^ 申 事 0 

右 僞虛言 於 申 上 者、 此罰文 深厚 可 罷蒙者 也 0 仍而 起請文 前書 如 件。 

〔前 田家 雑錄〕 

. 覺 

1 、 筑前 守に、 右 彼是 家中 申出 通、 具 可 被 申 候。 則 書中に も 兩人申 渡 候 通 書付 遣 候 事 0 

一 、 金澤諸 奉公人 面々 へ 、 利 長 存寄候 通 一 書 申 分 之 事。 

一 、 知行 高 召 s!^ 候 面々 共 之 儀 者不及 申、 人 持 並 馬 廻 頭. 鐵炮 1,7 組頭. 小姓 番. H 以下、 無 殘閔屈 

候樣 に、 其 組頭/^ 召集 可 申 渡 候。 家中 諸 侍 何も 自今 以後、 私 之 意趣 造 恨 縱雖在 之、 如此申 

遣 候 上 者、 互 一 同意 可 令 入魂 事專 一 候。 是併 公儀 御 爲令重 故、 又は 筑前守 爲存候 間、 如何 

si^ 之 儀 私 之 宿意 雖在 之、 可 止義斷 事尤可 4^ 滿足 由、 能々 可 被 申 渡 事。 

一 、 橫山. E 城 守 姊娘芋 神 尾 生 殿 助 緣邊之 事 0 

一 、 山城 守姊 娘，、」 山 崎 市 正，、」 可 被 申 合 事。 

一 、 南 坊ど村 井出 雲 守，、」、 間然々，、」 無 之^に 相 聞 候 之條、 加 核 之 問 も 右 之通攸 間、 以來 之^ 


は兩 人に 可 被 e. 渡 事。 

一 、 金澤 年寄， さも、 其 外 諸 面々 より、 筑前守 並 我々 方へ 誓紙 一 通 宛 可 被 請 取 候 事。 凡 案文 造 

候。 尙以筑 前 守 並 年寄 V- も 令 相談、 文 言 之 儀、 何も 愚意 不殘可 被 引 直 候。 此方 之 者不入 Si に 

候へ ども、 在世 之內 VJ 存置 候 事。 

一 、 此 地に 在 之 面々 にも、 右 之 様子 少も無 相違 樣に可 申出 候。 當分 我々 傍に 召 遣 候 者 共 之 事、 

尙以右 之條々 申出す 心 持、 成 其 意 候 様に 可 申 聞 VJ 存候。 其 通 筑前守 並 年寄 共ね も 可 被 申 渡 候 

一 、 其方 兩人 之條、 自今 以後 家中 諸 侍ビも 間惡敷 無之樣 に、 能々 可 被 入 情儀尤 肝心 i^o 

右 之 外 口上に 申 渡 候 趣 以下、 被 得 其 意 可. &渡者 也 0 

五月 十五 =  ■ 利  長 

前田對 Hil' 守 殿 

爽村 伊豫 守 殿 

五月 廿 七日。 前 田 利 常 越 中 礪波郡 植生 入幡 社に 命じ て 利 長 の 病惱 平癒 を 

祈らし む。 

〔越 中礪波 郡爐生 八幡 社藏 文書〕 

加 H 藩 史料 第二 編 慶長 十六 年  I  1〇一 


一 〇 二 

高 岳 Y::! 就 御 不例、 爲御 祈念、 從筑前 守樣御 立願 之 條々。 

一、 鳥居 

右 於 御 神前、 撰 吉日 良 辰 被 致 精 誠、 頓速有 本復、 御 延命 息災、 御 武運 長久 之 可 被 抽懇祈 3:! 御 

誰 候。 被 得 其 意、 勸行 不可 有 怠慢 之狀如 件。 

慶長 十六 年 五月 廿 七日  篠 出 羽 守 一 孝 判 

橫山 山城 守 長 知 判 

奧村河 內守榮 明 判 

埴生 神主 

五月 廿 七日つ 前 田 利 常加賀 河北 郡 栗 柄 明 王院に 命じて 利畏 の病惱 平癒 を 

祈らし む。 

〔加賀 古文書〕 

高 や Z 樣就御 不例、 爲御 祈念 從筑前 守樣御 立願 之 條々。 

一 、 不動 堂 一 宇 可 有 御 建立 事。 

1、 二王 堂 一宇 可^ 御 建立 事。 


右於佛 前、 撰吉 H 良^ 被 致 精 誠、 頓速有 御 本復、 御 延命 息災、 御 武運 長久 之 可 被 抽懇祈 51：： 御 

誰 候。 被 得 其 意、 勤行 不可 有 怠慢 之狀如 件。 

慶長 十六 年 五月 廿 七日  篠原出 羽 守 一孝 判 

奧村河 內守榮 明 判 

橫山 山城 守 長 知 判 

栗 柄 明王院 

五月 廿 七日。 前 田 利 常 加 賀江沼 郡 敷地 天神 社に 命じて 利 長の 病惱 平癒 を 

祈らし む。 

〔加賀 古文書〕 

高 岳 樣就御 不例、 爲御 祈念、 從筑前守^^御立願之事。 

1 、 御 湯 立 

一 、 千 句 之 連歌 

右 於 御 神前、 撰 吉日 良 辰 被 致 精 誠、 頓速有 本復、 御 延命 息災、 御 武運 長久 之 可 被 抽懇祈 lb 御 

誰 候。 被 得 其 意 不可 有 怠慢。 因玆米 五十 俵 御 奉納 候。 仍狀如 件。 

慶長 十六 年 五月 廿 七日  奧村河 內守榮 明 判 
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1 〇 四 

條原出 羽 守 一 孝 判 

橫山. H 城 守 長 知 判 

敷地 神主 

五月 廿 七日。 前 田 利 常 尾 張 熟 田の神 職 龍 太夫に 利" k の病惱 平癒 を 祈らし 

む 0 

〔尾 張 熟 田 松 岡氏傳 記〕 

今度 肥 前 守 就 不例、 爲御 祈念、 從筑 前守以 使者 被 申達 候。 然者於 御 神前 大々 神樂、 以 吉日 良 

辰お 精 誠、 頓速被 致 本 役、 延命 息災、 武運 長久 之 可 被 抽懇祈 之 3=、 從兩 三人 可 申 人 候 由 候 Q 

仍之 黄金 三枚 被 致進献 候。 _3 吉後音 之 節 可. S. 承 候、 恐 々謹言。 

五月 廿 七：！ I  奥 村 河 內守榮 明 判 

條原出 羽 守 一 孝 判 

橫山 山城 守 長 知 判 

熱田寵 太夫 殿 人々 御中 

六月 朔日。 領國に 煙草の 賣買を 禁ず。 


盛 方法 印ば 

本道， 慶祐 

法 印 は 外科 


〔萬 治 巳 前御定 書〕 

御分國 中、 たば 粉 かたく 被 成 御 停止 畢。 若み だり に 取扱 候 もの 於 有 之 者、 可被處 罪科 旨 被 仰 

出 者 也 0 

慶長 十六 年 六月 朔日 

六月 四日。 前 田 利 長 幕府の 老臣に 書を與 へて 病狀を 告げ、 且つ その 母芳 

春 院の歸 國を請 ふこと ある も 許さ , る ベ きを 求む。 

〔國初 造 文〕 

尙々 芳春院 事 左 之 通 可預御 心得 候。 主 かたへ もお り/ 遣義 共に 候、 以上。 

就 私 腫物 並 所勞之 儀、 先度 も 重 而被成 下御內 書、 有難 上意 併 冥加 之 至に 存候。 仍 腫物 は、 於 

于今同 遍之牀 に 御座 候へ ざ も、 所 勞之儀 追 日少宛 快氣に 御座 候 間、 可 御 心 易 候 0 就中 拙者 烦 

之 儀に 付、 母芳春 院義、 自然 御 臺樣御 暇 VJ の 義被加 御意、 此方へ 爲 見舞 能 越度 に、 女之義 

故存候 へ f、 1 切 不被成 御 許容 様に、 谷 被 成 御 心得 可 被 下 候。 其 段 舉賴存 候 0  方养院 方 へ 

も 堅 申 遣 候へ ざ も、 女 之義之 事に 候 間、 御理 申入 義候は > -、 腫物 令； 牛 愈行步 さへ 相 叶. m. 程に 

候 は >-、 其 地へ 罷越 御見舞 を も 申 上度覺 悟に 御座 候 間、 隨分 無油斷 養生 仕 候。 就 夫 盛 方法 印 

^慶祐 法 印 奉賴、 今明日 中に 可 被 下着 由に 候 間、 彌以致 養生、 煩 を も 取 直 御 目 見に 罷越、 各 

加 K 藩 史料 第二 編 慶長 十六 年  1〇 五 
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直 江 安房 守 

は 本 多 政 重 


大隅守 は 本 

多忠繼 


へ 可 得&; 意 心中 迄に 御座 候。 自然 御 次に 御 取 成 所 仰 候、 恐惶 謹言。 

六月 四日  羽 柴肥前 守 利 長 判 

本 多 佐 渡 守 殿 

大久保 相 模守殿 

六月 十日。 藤 堂 高 虎 書 を 前 田 利 長 及び 利 常に 與 へて、 再び 本 多 政 重の 祿 

仕 を 周旋す。 

〔本 多 氏 古文書〕 

以 上 

態以 使者 申 上 候。 御 煩い か 無 御 心 元 奉 存候。 仍 最前 得 御意 候 直 江 安房 守 身上 之 儀、 駿河年 

寄 衆ね 談合 仕 候へ VJ 御 書中 御座 候而、 則 申 遣 候處、 墨 付 を 以被申 上 候條、 筑前樣 わ 被 召 出 候 

は、 3、 本 佐 州. 上 州. 我等 牀恭 可舉存 候。 猶橫 山山 城 方 迄 申達 候、 恐惶 謹言 0 

. 六月 十日  藤 堂 和 泉 守 判 

前守樣 人々 御中 

〔本 多 氏 古文書〕 

猶以 江戶. 駿河 公義 無 別義候 故、 安房 守 身上 之義に 付、 本 多大 隅 守 本 佐 州より 被 差 上 候。 


旁 公義 無 異義 候 間、 其 段 可 御 心 易 候、 以上。 

態 以使札 申 上 候。 仍直江 安房 守 身上 之義、 最前 得 御意 候處、 公義 御 遠慮 之 由、 御尤 に舉存 候。 

就 其 駿府御 年寄 衆重而 談合 之處、 少茂不 苦 候 旨 墨 付 を 被 出 候。 其上！？！：^勝手前之義も、 無別義 

暇 出 候 間、 いづ 方 も 御 氣遣被 成 間 敷 候。 彌無 相違 様に 肥 前 様ね 被 仰談、 被 召 寄 候 者、 佐 州 • 上 

州別而 可存 候。 猶橫 山山 城. 奥村攝 方 迄 申 上候條 不能 具 候、 恐惶 謹言。 

六月 十日  藤 堂 和 泉 守 判 

松 筑 前守樣 人々 御中 

〔本 多 氏 古文書〕 

以 上  . 

直 江 安房 守 身上 之義に 付而、 重 而筑前 様， に 以 飛札 申 上 候 間、 可 然様 御馳走 奉賴申 候。 先度 申 

人 候 剣、 公義い か、 S 可 在 之 哉，、」 被 成 御意、 駿府御 年寄 衆へ 相尋 候へ VJ 被 仰 下 候條、 則 談合 申 

候處、 安房 守 義不苦 之 皆 墨 付 を 以被申 上 候。 其 上 彼 身上 之義に 付て、 本 佐 州より 安房 守舍弟 

大隅守 被 差 上 候。 御 父子 樣之 御手 前 不苦之 旨、 重 疊念を 被 人 被 申 越 候 間、 彌御氣 遣 被 成 間 敷 

候。 委細 は 本 多大 隅 方より、 我等 者に 使者 を 被 相 添 被 進上 候 間、 兩人 口上に 具に 可 得 贵意候 

條、 よき 様に 御 父子 樣 御前 御 取 成 所 仰 候、 恐々 謹言。 

加賀藩 史料 第二 編 慶長 十六 年 V  1〇 七 
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六月 十：：；  藤 和 泉 守 判 

横 山山 城 殿 人々 中 

六月 十五 日。 前 田 利 長 病中の 養生に 關 して 幕府の 醫盛方 院に誓 書を與 ふ。 

〔國初 造 文〕 

敬白 起 證文之 事 

一 、 御 藥被下 已來、 女方な ざの 義無之 候。 自今 以後 猶以御 藥被下 候內、 少も致 不養生 間 敷 事。 

1 、 事 好物 之義、 度々 御 書 立 之 外、 毒が 間 敷物 不被下 候義、 是又 自今 已後御 書 立 次第に 可 

被 下 候 事。 

一 、 御 藥不給 義を被 下 候 様に 僞申 間鋪 事。 

右條々 若僞於 申入 者、 日本 國中 大小 神祇. 八幡 大菩 i^J. 愛宕山 大權 現、 殊 氏神 御 罰 可^^ 也。 

仍 誓紙 如 件。 

慶長 十六 年 六月 十五 日  羽 柴肥前 守 利 長 

盛 方 院法印 

六月 十七 日。 前 田 利： ：$r 本 多 政 重の 登庸に 關 して 利 常に 諮る。 

〔本 多 氏 古文書〕 


就 直 江 安房 守義、 藤 堂 和 泉 方より 使 札 之 趣、 並 錢州御 年寄 衆より 幾 付 何も 令披兑 候。 如此之 

上 者、 何 か V」 其方 御理可 申入 樣も無 之義候 間、 彼 安房 守義 早速 被 爲下國 候 様 申 造尤候 其 

通， M 州へ も 御 報 申入 候。 猶奧 村攝津 守に 申 渡 候、 謹言 0 

六月 十七 日  羽 肥 前 守 

松 平 筑前守 殿 

六月 廿 七日。 前 田 利 長 書 を 藤 堂 高 虎に 與 へ て 本 多 政 重を來 仕せ しむべ き 

を告 ぐ。 

〔本 多 氏 古文書〕 

御 使 札 之 趣 欣悅候 0 仍直江 安房 殿義 最前 雖被仰 越、 今度 天下 御法度 之義に 付、 筑 前守爲 如何 

存、 其 段 御 報 申入 候處、 駿府御 年寄 衆より、 筑前守 かたへ 御 墨 付 之 通 得 其 意、 如 此之上 は 

何榜せ r 安房 守 殿之義 御馳走 尤之 由、 筑前守 かた へ も 申 遣 候。 早速 御 下 國候樣 に 可 被 仰談候 0 

次 拙者 所勞並 腫物 之義、 此 自 上方 盛 方法 印. 慶祐 法印賴 入、 御 下向 候 付而、 以下 令 相當、 

少得驗 申 候 付、 且以可 御 心 易 候。 猶期來 音 候、 恐 々謹言。 

六月 廿七： Z  羽 柴肥前 守 利 長 判 

藤 堂 和. M 守 殿 貴 報 

加 貧 藩 史料 ペル 二 編 慶& 十六 年  一 〇大 


一 一 0 

六月 廿 七日。 德川秀 忠書を 前 田 利 長に 與 へ て 病 狀を問 ふ。 

〔國 初遗 文〕 

今度 盛 方院. 慶祐下 國に而 療養 之處令 相當、 追 曰 驗氣之 由可然 its. 候。 彌無由 斷可有 養生 事 肝 

要 候。 尙大久 保 相 模守可 申， 候、 謹言。 

六月 廿 七日  秀  忠 判 

越 中中 納言殿 

七月 一 一日。 城内 勤番の 士の 作法に 關 する 法令 を 定めて 之を頒 つ。 

〔慶長 以來定 書〕 

一 、 城 中 諸 奉公人 肩 衣 袴に 而可相 詰 事。 

一 、 小姓 共 城 中へ 出入 候 付て、 大脇 指. 取 上 かみ、 並 廣釉. びんき り 停止 之 事 0 

一 、 當番改 候 事、 毎日 着 到 を 付、 懈怠 之 もの 於 有 之 者、 番頭 して 當番之 小者 申 付、 即；！ 

過 錢請取 可 指 上 候。 但長煩 之 もの は、 誓紙 迄 可 指 上 候。 其 上 爲檢使 着 到 付 を 可 遣 候。 當座之 

煩に 付而 者、 傍輩 之 中 名代に 可 相 立 候 事。 

一 、 於分國 殺害 人並 辻 切 等 於 有 之 者、 案內 次第 頓速 公事 場 年寄 中 檢使を 造、 此 以前 相 定候如 


御法度、 急 度 可 申 付 候。 

一 、 家中 刀 之 事、 侍 小者に よらす、 つか. さやかけ て 三尺 七寸 より 長く 仕 候 事、 令 停止 候。 並 

脇 指つ か. さやかけ て 二 尺五寸 より 外な がく 致 候 事、 可 爲曲言 事。 

一 、 或他國 もの、 或 主な しの もの 宿 かり 候 事、 當町兩 下 代 切手 次第に かし 可 申 候。 本 町 之 外 

脇々 に 宿 を. a. し 候 事、 堅 令 停止 候 事。 

一 、 本丸へ 出入 者、 年寄 之 分 者 小姓 三人. ざう り 取 二人、 其 外 之 儀 は 小姓 二人. ざう り 取 一 人 

可召述 候。 自然 背 御法度、 猥に出 人 仕 候 者、 當 門番 之 者，. J して 可 申 上 候。 不依 誰々 に 可令改 

易 候 事。 

一、 お ざり 並 辻 やま ふ 堅 停止 候 事、 若 從他國 かぶきお V- り 相 越 候せ ハ、 一切 宿 かし 候 傻可爲 曲 

言 事。 

一 、 相 定番 所 之 外、 猥に 奥へ 立 入 候 義可爲 曲 言、 用 所 之 もの 呼出し 次第 可 罷出候 事。 

慶長 十六 年 七月 二日 

七月 六日。 前 田 利 長 幕府の 醫を 下して 加療せ しめられ たる を 謝す。 

〔國初 遺文〕 

被 成 下 御內書 謹而致 頂戴 候。 仍私 煩之義 に付而 上意、 盛 方 院之義 江 11^ 御 當番之 儀 御座 候處、 

加賀藩 史料 第二 編 慶長 十六 年  一 一 一 


な 想 高る 此 
リ け 札 は 金 
置の 判子 
け 下金と 
るに ズぉ あ 


一 1 二 

緩々，、」 致 抑留 療養 可 仕 旨、 被 加 御 下知 義 有難 次第、 誠 冥加 之 至甚恐 多舉存 候。 盛 方院藥 一段 

致 相當、 舉 得驗氣 候。 艘 物之義 は慶： t 法 印疲治 故、 過半； 牛 癒 仕 体 御座 候。 彌 養生 不 致油斷 通、 

可 然御取 成 所 仰 候、 恐惶 謹言 Q 

七月 六日  羽 柴肥前 守 利 長 判 

本 多 佐 渡 守 殿 

大久保 相 校 守 殿 

七月 十七 日。 前 田 利 長、 犯罪 人 を告發 する 者 をお する の 令 を 越 中高 岡に 

布く  0 

〔萬 治 已前定 書〕 高 岡 御高 札之寫 

一 、 當地於 所々、 辻ぎ り. あくた う 人、 縱其 同類 之內 たり ど いふ VJ も、 つげ 來か、 不然ば ひそ 

かに 可 令 言上 候。 又 若黨. 下人. 町人 以下に おいて は、 當 座之爲 褒美、 此金子 五 枚 可逍之 0 直 

參之 輩に 至て は、 爲 忠節 其 身に お ふじて、 一 かざ ほうび をく はへ、 尤 神妙 可お 之 事。 

一 、 火付. 惡逆 人、 右 同前た るべき 

一 、 家中 之 面々、 又 若黨人 以下 かぶき もの 抱 置候， 雖. S. 出、 尙以墜 令 停止 畢。 見 付 聞 付 次第 


たれぐ た， 9VJ いふ VJ も、 其 主人 可 爲曲言 事。 

右條 可成 其 意 也。 

慶長 十六 年 七月 十七 rn  判 

七月 十九 日。 本 多 政 重 金澤に 着せし を 以て、 前 田 利 畏歡迎 の^を 利 常の 

老臣に i|: ふ。 

〔本 多 氏 古文書〕 

尙々 能 様に 心得 候て 可 給 候、 以上。 

書 狀披兒 申 候。 直 江 安房 守 其 地 迄 昨日 被 着 候 由 被 申 越 候。 ^候 者 迎をも 可 出 候 所に、 不知 候 

而 無其義 候。 能々 心得 候て 可 給 候。 舟に て 被 越 候 者、 未可爲 れい 臥 候 間、 緩々， こ 此方へ は 被 越 

候 樣に可 被 申 候。 先 筑前守 所へ 目 見 候て 尤候、 謹言。 

七月 十九 日  利  長 判 

奥 村 攝津守 殿 

八月 十二 日。 前 田 利 常の 老臣、 犯罪ん を告發 する もの を K する の 令 を 金 

澤に 布く。 

加賀藩 史料 第二 編 K 長 十六 年  1 1 三 


四 


K, お 石の 中 

二 萬 石增賜 

の こと は 慶 

長 十九 年 六 


〔萬 治 已前定 書〕 

一 、 御 當地於 所々、 頃日 辻ぎ りいた すよ し 被 聞 召 屆候。 彼 惡逆人 之義、 上下に よらす 密申上 

候 は  > -、 縱 同類たり VJ いふ VJ も、 かへ り忠 たるの 間、 爲當座 之 御 褒卖、 此 金子 五 枚 可 被 下 候 0 

直參之 衆に 候 は、. -、 隨其仁 可 被 加 御 褒美 事。 

一 、 火付 並 惡黨人 之 儀、 是又申 上に 付 者、 御 褒美 可爲右 同前 事 0 

一 、 當御 家中 面々、 少多 不肖に よらす、 若黨. 小者 以下 かぶき もの 栩抱候 義堅御 停止 候 0 若 背 

御 誰 之 旨 候 者、 其 主人 可 被 處曲言 事。 

右條々 被 仰 出處如 件。 

慶長 十六 年 八月 十二 日  山  城 


內 


出 


A 月 十一 一日。 前 田 利 常 本 多 政 重に 食 祿五萬 石の 判 物を與 へ、 その 一 一 萬 石 

は異日 之を與 ふ る を 約す。 

〔本 多 氏 古文書〕 

以分國 之 內五萬 石 之 所、 令 扶助 了。 全 可 被 致 知行 之狀如 件。 


月 十 三日に 

在り ！ 1, 


わなた は 幕 

府なリ 


し 候 者 就 有 之 は、 則 搦捕可 括 上 ほ、 

-之儀 〔^ 之 候 者、 可被處 厳科 皆 被 仰 


慶長 十六 年 八月 十二 日  利  光 判 

本 多 安房 守 殿 

人 月 十四日。 加賀 藩、 幕府の 灰 吹 銀 • 蟹 灰 吹 を 禁ずる 法令 を 領内に 傳ふ。 

〔萬 治 已前定 書〕 

あなた 灰 吹の 銀 子 並に せ 灰 吹、 堅 御 停止 候條、 若 取扱. 

駿 河御舉 ll;! 衆より 被 仰 越 候條、 自今 以後、 於分國 中み： 

出 候。 依而如 件。 

慶長 十六 年 八月 十四日  河  內 

山  城 

出  羽 

八月 十 人 日。 加賀 藩の 老臣 等 先に 發 せられた る 禁令 を 確守す ベ きを 命ず。 

〔^治 已前定 書〕 

爲 御意 申入 候。 

一 、 御 家中 諸事 御法度 被 仰 出 候處、 自然 下々 猥之義 就 有 之 者、 淺野 將監. 河原 兵 庫. 西 村 右 

助爲兩 三人 相改、 可 致 言上 旨 被 仰 出 候 事。 

加賀藩 史料 第二 編 慶長 十六 年  一 1 五 


六 


子 樣は利 

長 利 常 


一 、 又 若黨. 小者 等に 到 迄、 かぶき もの 於 被 相 抱 は、 其 主人 可爲 越度 旨、 從御 父子 樣竪被 仰 出 

候 事。 

一 、 たば 粉 之 俄、 最前 如 被 仰 出 候 堅 可 被 申 付 候。 ^_?致取扱もの有之者、 見 逢 次第に 搦捕可 指 

上旨 被 仰 出 候 事。 

右 之 趣、 何 茂 御法度 無 相違 檨に可 被 申 付 皆 被 仰 出 候條、 可 被 得 其 意 者 也 G 

八月 十八 日  橫山 山城 守 

奥 村 河內守 

篠原出 羽 守 

人月廿 七日。 前 田 利 常 西 村 右馬助 等 五 人 を 金 澤の惣 屋敷 奉行と す。 

〔定. 書〕 

金澤 屋敷 奉行 

西 村 右馬助 淺 野將監 河 兵 庫 

石 川 茂 平 野 村 五 郞兵衞 

右 當地惣 屋敷 奉行 申 付 候 0 何 茂 見 計、 可 然樣に 可 相 渡 候。 若 脇々 より 申 分雖有 之、 奉行 共に 

相尋、 以其上 可 相定者 也。 仍如 件。 


慶長 十六 年 八月 廿七 n  利  光 

A 月廿 九日。 前 田 利 長、 利 常に 書を與 へて、 病中 政務 を 問 ひ 又は 訪問に 

よ. SN て 頃 はすこと なから しむ。 

〔 萬 治 已前定 書〕 

條 々 

一 、 從 其方 我々 かたへ、 諸篇 常々 用 所之義 被相尋 事、 中 礙に成 申 義に候 間、 於 其 地 年寄せ ハ 

被 相談、 能 に 被 申 付尤候 事。 

一 、 病中 爲 見舞、 使者 已下被 指 越義、 煩 故 返答 も 六 ケ敷候 間、 被 相 止 可 給 候 事 0 

1 、 從 上方 此 地へ 見舞 衆 之義、 自然 雖有 之、 ゆ J も 懸御目 候 事 不成仕 合 候 間、 於 其 地 被 相 切 可 

糸 W 

一 、 其方 家中 面々、 爲 見舞 相 越義、 病中 無用に 候 間、 其 通 被 申 付 可 給 候 事。 

1 、 公僙其 外出 仕候義 も、 相談 候 はで 不相 叶義 者可爲 格別 事。 

右 之 通、 病氣遂 療養 內は被 得 其 意 可 給 候。 用 所 之 義候は  > -從是 可 被 4^ 申 候、 以上。 

亥 八月 廿 九日  肥 前 守 利 長 

松 平 筑前守 殿 

加賀藩 史料 第二 編 慶長 十六 年  ■  1 1 七 


る屬て 從年髙 
も ぜ金士 冬 岡 

の し澤ズ お利^ 
め I： 减長 It 
た歸 じの 此 


1 1 八 

九月 三日。 前 田 利 常 金 澤の侍 屋敷に 跟 する 法令 を 定めて 屋敷 奉行に 下す。 

〔慶長 以來定 書〕 

金 澤屋鋪 之 法度 

1 、 今度 高 岡 衆へ 相 渡 候 家中 下屋敷 替地之 i^T 此巳前 之 屋敷 之 通、 物 ^ 構 之 外に 而可遣 候 事。 

1 、 新 儀に 屋敷 申請 もの 於 有 之 者、 舉行 共に 相 尋可遣 候 事。 

一 、 侍 屋敷 致 賣買候 事、 此已 前より 堅 <^ 停止 候。 若 法度 相 背 者 於 有 之 者、 買 生可爲 失墜 之條、 

何 茂 相 改可申 上 候 事。 

1 、 惣構侍 屋敷 之內 に、 寺 庵 並 諸 職人 於.：^ 之 者、 是又相 改可申 上 候 事。 

一 、 明 屋敷 之 事、 何 茂 令 穿 驚 可 申 上 候 事。  , 

一 、 悠構土 居 之 內道之 事、 二 間 通 明 可 申 候 事。 

1 、 惣構之 外、 下屋敷へ 出入 之 道筋、 見 計 可 申 付 事。 

一 、 奉行 人 指圖之 外に 道 を 明、 又は 在來道 ふさぎ 候 事、 並 土 居 之 土 を 取 堀 を埋候 事。 

一 、 惣構之 土 居 之 竹、 其 屋敷 通 之 者 共、、」 して 可 相 改候。 若み だり に 伐 取 候 は > -、 屋鋪 主可爲 

越度 旨 可 申 聞 候 事 0 

右 屋敷 舉行之 者 共 どして、 急 度 相 改可申 上 候。 若對舉 行人 猥之義 申 もの 於 有 之 は、 遂 穿鑿 可 


利  光 

西 村 右馬助 殿 


申 付 者 也。 

慶長 十六 年 九月 三日 

淺野 將監殿 河^ 兵 庫 殿 

野 村 五郎兵衛 殿 石 川 茂 平 殿 

九月 三日。 前 田 利 常 金 澤の侍 屋敷の 坪 數に關 する 法を定 む。 

〔慶長 以來定 書〕 


金澤侍 屋敷 之定 

、 一 萬 石 四十 間 四方  一 、 九 千 石： 

、 八 千 石 三十 五 間 四十 間 一 、 七 千 石 一 

、六 千 石 三十 間 四十 間  一、 五千石 

、 TO: 千 石 三十 間 四方  一 、 三千 石 

、 二 千 五 fJE 石 二十 五 間 三十 間  一 、 二 千 石 

、千 九 百 石より 千 五百石 二十 間 三十 間 - 

、 千 石より 八 ぼ 石 迄  一 一十 間 1 1 十五 間 

、七 百 石より 五百石 迄  二十 間 四方 - 

加賀藩 史料 第二 編 麼長 十六 年  一 


同 

同 


九 


二 〇 


一 、 四 石より 三 kn 石 迄 十五 間 二十 間 

一、 二百 石より ぼ 五十石 迄 十 間 二十 間 

右 屋敷 之 事、 間 數を以 令 算用、 步圖 りに 可 相 渡 候。 何 茂 尾 敷 並 可 然様 見 計 可 申 候。 父子 有 之 

者 は 一 所に 可 遣 者 也 ◦ 

< 利 常) 

亥 九月 三 U  判 

淺野 將監殿 野 村 五郎 兵衞 殿 河原 兵 庫 殿 

石 川 茂 平 殿 西 村 右馬助 殿 

九月 四日。 前 田 利 常 高 岡より 金 澤に還 住せる 侍 屋敷の 坪 數に關 する 法 を 

定む。 


〔慶長 以來定 書〕 

高 岡 衆屋舗 之御定 

一、 一 萬 石 四十 五 間 四十 問 

一 、 八 千 石 四十 間 四方 

一 、 六 千 石 三十 五 間 四十 間 

一 、 四千 石 三十 三 間 三十 間 


九 千 石 

七 千 石 

五千石 

三千 石 


同 


同 


、二 千 五： r:: 石 二十 七 間 三十 間  一 、 二 千 石 同 

、 千 九 百 石より 千 五百石 迄 一 一十 一 間 三十 間 

、 千 1 一お 石より 千 三百 石 迄 1 一十 一 間 二十 七 問 

、 千 石より 八 ぼ 石 迄  二十 一間 一 一十 五 間 

、 七 百 石より 五 石 迄  二十 一間 1 一十 間  ， 

、 四 ku 石より 三百 石 迄  十六 間 二十 間 

、 一 一 百 石より 百 五十石 迄 十 一 間 一 一十 間 

右高 岡 衆 屋敷 之 俄 御 理被申 上 候條、 此度之 依者此 書付 之 ご，. J く 可 被 相 渡 3：： 御意 候 0 以來之 儀 

は、 右 任 御 判 之 旨 可 被 相 渡 旨 被 仰 出 候 0 可 被 得 其 意 者 也。 

慶長 十六 年 九月 四日  橫山 山城 守 

篠原出 羽 守 

奥 衬河內 守 

西 村 右馬助 殿 河原 兵 庫 殿 淺野 將監殿 

野 村 五 郞兵衞 殿 石 川 茂 平 殿 

九月 七日。 前 田 利 常加賀 河北 郡津幡 町の 市日 *傳 馬 等に 關 する 法令 を定 

加賀藩 料 第二 編 慶長 十六 年  ニニ 


ニニ 一 


む 


〔國初 遺文〕 

定  渾幡四 町 

一 、 當町 市日 之 事 如 前々 可 執行 候。 若 押 g 只 狼藉 之 龍 有 之 者、 町中 VJ して 押 ffi 可 注進 之 事。 

轉馬 は傳馬 一 一 、 上下 之 柱 f、 轉 -iT 人足 一 切 不可 有 之 候。 宿 送り 以下^、 切手 次第 可 申 付 事。 

一 、 幡村. 庄村. 淸水 村. 加 賀爪村 合 四 町、 永代 Kf: 所 入に 申 付 候 家數、 郡 役 利 長 公 可 爲如被 相 

>ニ 0 

右 之條々 若 違犯 之 族 於 有 之 者、 速可處 罪科 者 也。 仍如 件。 

慶長 十六 年 九月 七日  利  光 判 

九月 十七 n。 加 賀石川 郡 白山 社 建立に 關 する 法令 を定 む。 

〔國初 遺文〕 

法度  白山 社中 

一 、 當社 建立 之 間、 大工 諸 職人 並手傳 之義、 最前 如 折紙、 在々 より 毎：：： 無 懈怠、 朝 は 天 あけ 

より、 晚は = 之 暮迄相 詰 可 致 事。 

付、 長 吏. 社 人中、 ニ番^^5可被相詰事。 


一 、 材木 丈 木 之 きれ、 並 釘 かすがい 以下、 作 事 場より 外へ む ざ VJ 不可 出 之 事 0 

1 、 於 社中 竹 木 不可 伐 取、 並 牛 不可 放 之 事。 - 

右 條々、 少も猥 に 於 有 之 者、 可 爲嚴科 皆 被 仰 出 候 也。 仍如 件。 


慶長 十六 年 九月 十七 日 


九月 廿 三日。 高祿の 藩士に 對 する 下 

〔慶長 以來定 書〕 

御 家中 下屋鋪 

一 、 一 町 二 段 半 

1 、 三 町 七 段 半 

一、 一町 二 段 半 

一 、 ra: 町 二 段 半 

一 、 四 町 三 段 二十 五步 

一 、 八 町 二 段 半 

加 資藩 史料 第二 編 


五千石 

一 萬 五千石 

五千石 

1 萬 七 千 石 

一 萬 七 千 三百 石 

三 萬 三 千 石 

麼長 十六 年 


條原出 羽 守 一孝 判 

奧村河 內守榮 明 判 

橫山 山城 守 長 知 判 

一 敷の 坪 數を定 む。 


高 畠 左 京 亮 

橫山 山城 守 

同 式部 少輔 

山 崎 市 正 

村 井出 雲 守 

長 九 郞左衞 門 


S 


二  XiT? 

志 隅 
摩 

守 守 半 


宗半は 中 H 

守 は その 弟 

にして 31 た 

る 光忠 


一 二 


二 萬 四千 五百石 

七 千 二百 五十石 

六 千 石 

五千石 

六 千 九 百 石 

三 千 九 石 

五 千 五百石 

四千 石 


、 六 町 一 段 二十 五步 

、 一町 八 段 一 馘七步 半 

、 一町 五段 

、 一町 二 段 半 

、 一町 七 段 二十 五步 

、 九 段 七 畝 十五 步 

、 一町 三 段 七 畝 十五 步 

、一町 

以 上 

右 中 納言樣 御餘之 並に、 歩 割 書付 可 遣 3a、 筑前^ 就 御意 如斯 候、 以上。 

亥 九月 廿 三：：：  奥 村河內 守 

篠原出 羽 守 

橫山 山城 守 

淺野 將監殿 西 村 右； 助 殿 河原 兵耀殿 

石 川 茂ギ殿 野 村 五 郞兵衞 殿 


小 幡駿河 守 

奧村周 防 守 

石 野 讃岐守 

加 藤 石 見守 

奧野紀 伊 守 

玉 井 市 正 


十月 四日。 德川秀 忠書を 以て 前 田 利 長の 病を訪 ふ。 

〔國初 遺文〕 

其 後 不申越 候條、 爲 見舞 染筆 候。 煩 所 勞彌被 得 驗氣候 哉、 猶以 無油斷 養生 之 義專要 候、 謹言。 

十月 四日  秀  忠判 

越 中中 納言殿 

十月 八日。 本 多 政 重 その 知行 所に 對し、 納租 等に 嗣 する 令 を 下す。 • 

〔諸家 文書 一 

覺 

一 、 當物成 之 儀、 如 相 定可致 納所 事 Q 

一 、 升 は 役 米 共に、 京 升 を 以六斗 俵た るべ き 事 0  , 

1 、 人足 召使 候 儀、 直 之 印判 を 不遣候 は > -、 代官 共 申 付 候、、」 も 承引 仕 間 敷 is^o 

一 、 百姓 迷惑 無之樣 に，、」、 條 中を以 代官 共に 申 付 候。 其 樣子聞 屈、 少も非 分 之 義候は > -、 則 

橫目之 者に 可 申 付 候 0 自然 橫 目の 者 聞の がしに 仕 候 は、 3、 目安 を以 直に 可 申來候 0 有様に 可 

申 付 候 間、 心安 可存事 ◦ 

一 、 代官 橫目之 者 は、 禮錢 -f き 物 は不及 申、 ぬか. わら. 薪. さ、 樽. くわし 類 にても 出す まじ 

加 K 藩 史料 第二 編 慶長 十六 年  一二 五 


+呔江 安房 守 

Jsi, 重— 


一 ニム 

く 候。 惣而 人足 一 人馬 を 一 疋 かすま じき 事 0 

右 之條々 相違 候 は. >-、 曲事に 可 申 付 者 也 0 

慶長 十六 年 十月 十八 日  直 江 安房 守 印 

元 女 村 百姓 中 

上 河 合 村 勘兵衞 

免 田 村 善 了 

上田 村 九兵衞 

十月 十日。 前 田 利 長 幕府の 老臣に 對し、 先に 德川秀 忠の病 狀を問 ひたる 

を 謝す。 

〔國初 遺文〕  - 

被 成 下御內 書、 謹而 頂戴、 殊私 所勞之 儀、 無 油 斷可致 養生 之 ll:! 被 加 御 下知、 忝 上意 誠以 有難 

次第、 冥加 之 至奉存 候。 彌舉得 驗氣之 由、 可 然様 御 収成所 仰 候、 恐惶 謹言。 

十月 十日  羽 柴肥前 守 利 長 判 

本 多 佐 渡 守 殿 

大久保 相 模守殿 


可參 被與義 

本め i  V 


十月 廿 六日。 前 田 知 好 能 登の 村民に、 利 常が 皮革に 關 する 一 切の 處置を 

加賀 河北 郡淺野 村の 革 多に 許した るを告 ぐ。 

〔河北 郡 淺野村 皮多藏 文書〕 

以 上 

急 度 申 遣 候。 仍筑前 様より 當國中 革 之義、 此 者に 被 仰 付 候。 就 其 郡々 に 人 を 付 屍 US 候 間、 牛 

馬 死 候 共、 私ビ して 革 を はぎ 候 事 仕 間 敷 候。 爲其申 遣 者 也。 

亥十 月廿 六日  修理 知 好 判 

能 州 在々 所々 肝煎惣 百姓 中 

十 一 月 十日。 前 田 利 長 病 氣再發 せし を 以て 慕 府復盛 方 院法印 を 下向せ し 

めんと する を識す 0 

〔國初 文〕 

被 成 下御內 書、 謹而 頂戴 忝舉存 候。 仍私所 勞少致 苒發候 付而、 盛 方法 印 奉 願被爲 下. w、 可參 

被與義 御座 候條、 養生 不致 油斷 候。 誠以 11^ 上意 有難 次第、 併甚恐 多奉存 候。 宜預御 取 成 候、 

恐惶 謹言 Q 

加賀藩 史料 第二 編 慶長 十六 年  一 二 七 


二八： 


新 屋 数と も 

るは變 S 十 

七 年 新 建築 

前の 假 居な 

るべ し 


十 一 お 十日  羽 柴肥前 守 利 長 判 

大久保 相 模守殿 

十一 一月 一 一日。 前 田 利 長 害 を 本 多 政 重に 與 へ て 病狀を 告げ，、 且 その 起居 を 

問 ひて 物 を 贈る。 

〔本 多 氏 古文書〕 ， 

態 申入 候。 今度 盛 方法 印被罷 下、 緩々 VJ 被 逗留 候 故 得驗申 候。 可 心 易 候。 其 元 新 屋敷 之 事 候 

間、 被 有 付 候 哉 承 度 候 ◦ 爱許用 之 事 候 者 可 被 申 越 候。 態 計に 油搏ー 一斗 桶. 銀 子 百 枚 進 之 候、 恐 

々謹言。 

十二月 二日  肥 前 守 利 長 印 

直 江 安房 守 殿 

十二月 四日。 前 田 利 長 屢德川 家 康* 秀忠の 病 を 問 ひたる を 謝し、 且つ 從 

臣の 一 部 を 金澤に K 還せ しめたる に 付 諒解 を 求む。 

〔國初 遺文〕 

就 私 相^ 候義、 去 春 以來、 縱兩 御所 樣度々 被 成 下御內 書、 殊 養生 以下 之義 迄、 重 3151 被 加 御 下 


從臣 の？^ a! 

.^認許ぜら 

れたる は 明 

年 二月に 在 


知、 恭 上意 誠以 K 加 之 至、 甚恐多^^ぉ迄御座候。 尤早々 罷越、 御 目 見 を も 申 上度義 御座 候へ 

共、 折々 如 申入 候、 所勞は 大形 致 本 俊 候へ 共、 腫物 le 癒 仕 兼、 于今行 步不相 叶に 付而、 乍存 

知 延引 致 迷惑 候。 御次而 を以、 御前 可 然樣御 取 成 所 仰 候。 就 夫、 私如此 長々 敷 相 烦申鉢 御座 

候 間、 隱居 分に 召 遣、 御 普請 役 を も 仕 候 程 之 者 共、 少々 筑前守 かたへ 遣、 金澤へ 引越せ 申 候 0 

私義 は、 當分 手前 人 遣 以下 も 入 不申体 御座 候 間、 旁 以右之 通 御座-候。 然せ 〈相 殘罷在 候 者に 而、 

用 所 相 叶申義 は、 內々 被 遊 御 心得 可 被 下 候。 自然 於 御前、 筒樣之 御沙汰 も 御. M 候 は > -、 宜預 

御 取 成 候 者 可忝存 候、 恐々 謹言。 

亥 極月 四日  羽 柴肥前 守 利 長 判 

本 多 佐 渡 守 殿 

大久保 相模守 殿 

十一 一月 十三 日。 前 田 利 常 能 登 羽 昨 郡 妙 成 寺に 土地 を 寄進し、 乂 制札 を 下 

©す0 

〔萬 治 已前定 書〕 

土 田 之 莊之內 十三 後 之 所、 對當 寺、 利 家 公. 利 長 公任 墨 付 之 旨、 令 寄附 候。 並 瀧 谷 村 永 不作 之 

地 三 町 三 段 所 令 寄進 候。 自今 以後 寺納 不可 有 相違 之狀如 件。 
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一 三 o 

lt4H. 六 年 十二  十三 日 

能 州 妙 成 寺 納所 

〔國初 遺文〕 

淀  瀧 谷 寺 

一 、 當寺內 諸式 可爲如 前々 事。 

一 、 不可 採 伐 山林 木 之 事。 並 殺生 禁斷之 事。 

一 、 往還 之 輩 於 寺 中 猥之義 4. 停止 事。 付、 對 門前 之 者、 代官. 給 人 非 分 之 沙汰 有 之 間 敷 事 0 

右 條々、 お 違犯 之 輩 有 之 者、 可 被 處嚴科 者 也。 依 如 件 0 

慶長 十六 年 十二月 十三 日  利  光 判 

十一 一月 十 人 日。 前 田 利 常加賀 河北 郡俱利 迦羅明 王院に 土地 を 寄進す。 

〔加贺 古文書〕 

俱梨 迦羅村 五十 三 石、 並 山手 錢十 一 俵 二 斗、 從當年 不動 堂 令 寄進 訖。 彌有精 誠、 武運 長久 國 

家 安全 之 被抽懇 祈、 毎日 勤行 不可 有 怠慢 之狀如 件。 

慶長 十，： ハ年 十二月 十八 n  利  光 判 

供 梨迦羅 明王院 


七 拾 四 石と 

あるば 慶長 

十六 年 Li 三 

拾 三 石 三 斗 

な 寄進した 

る 前の， t の 

, ^合算した 

るなる べし 


私 は 長 吏 


十一 一月 廿 四日。 前 田 利 常 加 賀石川 郡 白山 社に 土地 を 寄進す。 

〔國初 造 文〕 

白山 權現 爲 立願 寄進 之 事 

一 、 十 石 八 斗  年中 毎日 御供 米 

一、 二十 二 石 五斗  年中 四十 餘度之 祭 

合 三十 三 石 三 斗 

右 社人以 屋敷 方 之內令 寄附 訖。 然者於 御 神前 致 精 誠、 彌 武運 長久 國家 安全 抽懇 祈、 毎 = 之 勤 

. 行 不可 令 怠慢 之狀如 件。 

慶長 十六 年 十二月 廿 四日  利  光 判 

白山 長 吏. 兩神主 

〔寺社 來歷〕 ^^：！；享ニ年白山神生由來書 

一 、 自 微妙 院樣、 慶長 十六 年に 神領 七十 四 石 御 寄進 被爲 成、 長 吏. 私共 拜領 仕？ 能 有 申 候。 

一 、 居屋 舗之義 者、 先規 より 四 段 所に 十 人 神主 罷有申 候。 

〔寺社 來歷〕 長 吏 由來書 

1 、 從 微妙 院樣、 慶長 十六 年に 御神領 七十 四 石 御 寄進 被爲 成、 神主 中. 私 自領壮 申 候。 御 寄 
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る も 銀の 四變 なけお 
の 山 ,》 け jji る大ぅ 
之と に 十 十 雙れ 

にい a 八 七 如^い 
當ふ谷 日 年く 村 村 


ニニ 二 

進 狀祌主 方に 所持 仕 候。 

十一 一月 廿 五日。 前 田 利 常 越 中 新 川 郡に 於いて 發 見せられ たる 新鑛 山の 試 

掘 を 命ず。 

〔國 初遗 文〕 

新 川 郡おう れい 村より、 飛 iw 境 信 濃 境 黑部谷 ひたの また 大谷 において、 余-子 新 山 見 立 候 由、 

則 申 付 候條、 不相殘 可 令 普請 0 然者 運上 之義 は、 金 づる尋 付、 其方 重而 左右 次第 可 相定、 並 

新 川 中 何 之 山に 不寄、 たち 入、 金銀 新 山 見 立 可 申 者 也。 

慶長 十六 年 十二， 月廿 五日  判 

大山 左兵衞 

さ くらい 久左衞 門 

是歳。 芳春院 夫人 江戸 を 出で 、伊勢 參 宫を爲 し、 歸路鎌 倉 を遊覽 す。 

〔三^ 記〕 

慶長 十六 年に は、 大御所 家 康將軍 御 上洛 被 成、 其より 大 坂へ 御 發 有 之、 秀賴 公へ 御對面 0 

色々 の 御 進物、 卸 付々 の 男女 共に 到る 迄、 御念 顷之御 事に て、 上下の よろこび 御馳走 申ば か 


リ藩代 前と 小 
の 以田書 姓 
慣後 綱す^ 
例 加 紀る小 
な賀時 は將 


りなし。 加 藤 肥 後守淸 正. 大野 修理. 木 村長 門、 其 外 何も 取 持て 大御所へ 御 f 贻申 上、 頓而御 暇 

被 進、 駿 河へ 御 歸國被 成け り。 然るに 利 家 公の 御 後室^ 赛院 殿、 如何 御內談 や^けん、 大御 

所より 御 家老 酒 井 左衞門 を御殘 し、 芳春院 殿 伊勢 御 參宮被 成、 路次 御馳走の 爲 VJ ぞ聞 えけ る。 

頓而 御用 意出來 し、 御輿 御供 乘物 騎馬 之 供、 歷々 共、 相 隨ひ舉 る。 金澤 より 付 1^ かせ 給 ふ內に 

て、 橋 爪 縫 殿 介 を 可 被 召 速、、」 の 御意に て、 御 もいた し、 道中 夫傳馬 大御所よりの 御馳走な 

れば、 御 不自由 成 事 更にな し。 國々 の 諸侯より 進物 を 上 奉る。 名所く 御覧 じて、 山 田に お 

いて 福 井土 佐 守 太夫 孚左衞 門 方に 御 入 被 成、 それより 內宮. 外宮 御 心靜に 御社 參 にて、 頓而御 

發駕被 成け， 9。 其より 直に 鎌 倉 御 見物な されて、 江 I!!' へ 御着 あそばされ、 利 長 公の 御屋 形へ 

いらせ 玉 ひけり 0 

是歳。 前 田 利 常 子 小姓 尼 子牛 左 衞門を 手 f?- し、 河合內 匠に 蟄居 を 命ず。 

〔可觀 小說〕 

慶長 十六 年 辛亥 微妙 公 十九 歳の 時、 於金澤 御城 內尼子 半 左衞門 gf^l 行 櫛 御手 撃に 被 

成 候。 此趣は 或 どき 御 兒小將 河 合內匠 I い 打 酒宴 を 催し、 三昧 線な ざ もてはやし 候處、 御 

步橫目 見廻り 候に 付 俄に 相 止、 半 左 衞門. 內匠ビ もに： i 宅 致し 候。 然處 急に 召に 參、 半左衞 

門罷出 候處、 段々 被 仰 出 候て 御手 撃に 被 成 候。 內匠も 召に 參候 處、 又不 及， 泥 出 Id 中來 候。 皮 
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酒 井 左衞門 

は 家 次 


1 三 四 

々の 使に て SI 子 不分明、 無心 許 候に 付、 內 15^ 先 靴屋 坂 迄， 溜 越、 今 G 出 本源 右衞門 宅地の 邊に、 

作 都、、」 申 盲目の 家 有 之、 是 ，£i 立 寄 承 合 候 得 者、 御 兒小將 部 个！： にて 不作法の 代 形 有 之、 半左衞 

門 御手？^ 之樣子 也。 內匠も 同事の 思 召に て 呼に 被 造 候 所、 內匠義 瑞龍公 御 寵愛 之 者に て、 其 

上に 微妙 公ね 御 附被成 候せ 尾に 候へば、 左様 之 者 を 御手 撃 被 成 候て は、 瑞龍公屮^召如何可^^ 

之 哉 V -、 御近？，1に而^&:職の輩指留§!^候。 內 匠父惣 三郞、 守 山 御城 下にて 五 百 五十石 被 下 御 奉 

公仆候 所、 內匠當 歳の 時 父 致 病死、 其妻类 女に て 後家に 成 候 を、 瑞龍公 被 召使 候て、 小少將 

ビ稱し 出頭いた し、 內匠を 部屋 子に 仕 © 候處、 名 を 藤、、」 御 呼 被 成、 知行；：： 石 被 下、 事の 外寵 

愛査夜 御^に 罷在 候。 或 時 上使^ 之 時分、 御 膝の 上， S あがり 罷在 候。 » 々にくき 奴め かな、 

手前 無 子 事 は 知れ 申 ながら、 如 子に 仕 能 在 候、、」 て、 御 笑 被 成 候 程の 樣子也 0 藤 八 歳の 時內 

匠 ど 御 改稱、 百 五十石 御 加^ 二 W: 五十石に 成. S. 候て、 微妙 公. 御附 被遊攸 a 半 左衞門 御手 攀 

以後、 御 家老 衆指圖 にて、 內匠は 越 中 氷 見國泰 寺， 5： 立 退け 被 申 候。 國泰 寺に： 能 在 候 内前髮 も 

執 申 候。 此時瑞龍公は守山に御^；^城に付、 金澤 より 瑞龍 公. に、 御 家中 之 面々 何 にても 献上 仕 

候 節 は、 必內 ぼに も ー11 曰 物 仕 候。 是も瑞 龍 公ね 舉對 候ての 事に 候。 筒 出 如 故、 右 之 節 御 近？ ぬ 

の 衆 御手！. を^ 申 も 尤成事 也。 右 小少將 iir 死 之 後、 爲 名跡 小 泉 勘十郞 被お 出 候。 內匠は 今の 

河 合 九 郞視父 也。 宅地 は 味 嗜 藏町、 以前 寺 两新七 宅より、 今の 大野 木舍人 宅， £： 懸て其 宅地 


其 s 年は大 

阪御陣 にあ 

らす 


當公は 前 田 

mw 已 


也。 W 右 之 I 立年內 E 十八 歲之 時、 瑞龍 公より 御勘氣 御免 許 被 成、 御 迥 組に 被 仰 付 候。 此砌 

は 父の 名 惣三郞 に罷成 候。 又 其 翌年 十九 歳に て、 大 坂御陣 御供いた し、 山 森 吉兵衞 VJ 一所に 

節 を 合 高名 仕 候 得 共、 右 之 首尾 有 之に 付 御 取 上 も 無 之 候て、 其 後 は淸泰 院^ 御 廣式番 に 被 仰 

付 候。 微妙 公 お 去 之 年、 E 取 早 身 も 年寄 候 問、 惣三郞 、こ 中 も 可 申 哉、、 At^ 有 之。 其 段 竹 田 市 

三郞 より 內證申 聞 候に 付、 或 時 惣三郎 より 御 看 致 献上 候へば、 御 滿悅. 被 遊 候 3:1 被 仰 出 候。 此 

年 十月 御 逝去 被 遊。 其 翌年 當 公より 百 五十石 御 加增被 下、 四百 石に 被 成、 足 輕頭被 仰 付， 攸リ 

是は大坂^-の御下心も有之由ぃづれも申候。 gli^ll^M 

慶長 十七 年 

正月 十四日。 一 一 百 人夫に 關 する 規程 を定 む。 

〔萬 治 已前定 書〕 

二百 人夫 御 役之定 

一 、 他國， に 之 荷物、 ふうたい 共に 十 貫目 之 事。 

1 、 さく 木 五日に 一本 充上可 申 候。 但、 三月より 九月 迄た るべ く 候 事。 

1 、 江 駿府 より 罷歸候 は、 >-、 五日 充休可 申 候。 付、 中國.西國御使も同前之^;!„.。 
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三 六 


高！！ は 前 田 


一 、 京. 大阪 より 罷歸候 は >M 二日 充休可 申 候 事。 

一 、 吉田傳 右衞門 方へ 相 渡 候 人足、 御臺 所へ 詰 夫 之 外、 他 國へ被 召逍候 人足 之內 を以、 替り 

替 りに 可 被 相 渡 候 事。 

右二 百 人夫 御 役 如 御 定可被 巾 付 候。 さく 木 未進 分 之 儀 も、 右 之 分に 算用 可 被 相究候 也" 

慶長 十七 年 正月 十四日  奥 村 河內守 

篠原出 羽 守 

橫山 山城 守 

九 里 甚左衞 門 殿 

大波 忠兵衞 殿 

正月 廿 三日。 豐臣 秀賴書 を芳春 院に與 へ て 安否 を訪 ふ。 

〔國初 造 文〕 

猶 ふみの 驗に、 此 二色 まいらせ 候、 めでたく，： &0  . 

大藏 卿く だし 候 ま、、 一 筆 申 まいらせ 候。 何事な くそく さいに 候 や。 高 岡に も 盛 方院藥 にて 

驗氣の 由 申 候 ま、 、 まんぞく たるべ きど ぞんじ 候 l:&o 

正月 廿 三日  秀  賴  . 


芳春院 殿 

正月 廿 七日。 前 田 利 書 を 木 多 政 重に 與 へて、 其の父正！；！^兄正純の懇 

志 を 謝す。 

〔本 多 氏 古文書〕 

返々、 日頃 其方 ねんごろに 申 入られ 候 ゆ へ ，、」 まんぞく 申 候 fe>o 

わざ、、」 申入 候。 せいぼ ねん？ つに、 ゑ V- 丄 9 るが へ つか はし 申 候し しゃに、 さ V- 殿. かう づけ 

殿 一 だん 御 ねんごろ にて、 我々 おや 子の 義 じょさいな きど をり、 御せ いもんに て 仰き かされ 

よし 申 候 0 こ VJ にさ Vj 殿へ は 御ない ぎ かたまで CZU ら せられよ し、 使 G 物 かたり 申 候。 御 

ひま も 有 まじき 所に、 かやう にっか ひの 物に、 御 ふしながら 御 ねんの 入られ 候よ し、 日 比 其 

方 申 入られ 候 ゆへ VJ まんぞく 申 候。 つか ひの 物の かきつけ、 ひけんの ためしん じ 候。 江戶へ 

びんぎ も 候はヾ 、 かたじけながり候，、」をり申されて可給候，，^&0 

正月 廿 七日  ひ ぜ ん 

あわの 守 殿 參  ひ 

一 一月 十一 一日. - 前 田 利 長 その 臣 僚の 一 部 を金澤 に還附 したる ことに 關し慕 
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1 三 八 


文意 は 今後 

從臣の 一 部 

金 澤に轉 

愿^ しめん 

とする もの 

V 如く なれ 

ど... 赏は旣 

に その 事..^ 

了せ るな 

り， 去年 十 

二月 四日 條 

參照 


府の 諒解 を 得た る を 謝す < 


〔本 多 氏 古文書〕 

就 私隱居 分に、 召 遣 候 者 共 之內、 少々 加州ね 遣 申義、 奮冬以 別紙. S. 人 候 通 被 上 §1 候處、 被 

爲聞 召屆候 旨、 此度被 成 下御內 書、 謹而 -取戴、 殊忝 上意 之 趣、 誠 以ぉ難 次第、 冥加 之 至舉苻 

候 由、 以御序 可 然様 御 取 成 所 仰 御座 候、 恐惶 謹言。 

子 二月 十二 日  羽 柴肥前 守 利 長 判 

本 多 佐 渡 守 殿 

大久保 相 摸 守 殿  - 

〔越 登 賀三州 志键鬚 餘考〕 

十七 年 VH 子 瑞龍公 越 中 養老 封入の 內、 十 萬 石餘を 金澤へ 返して 微妙 公の <：5 納を なし、 ト§ 家；;' 

九^ 石 は 養老の 采邑 たる-、 と、 慶長十 年分 封の 本 高 也。 此內某 年 六 萬 石， 其 後 同 十七 年 十 萬 石，^ 微妙 公へ 返し 玉 ひ、 此後 

殘る所 は 高岡邊 にて 六 萬 石と いふ 說は、 是 に似て 非な り。 有澤武 貞考に は、 養老 瓴 二十 萬 石の 內、 魔 長卞 年に 十お 石 分 • 

同 十六 年 に 六 萬 石 分 返さ^られ、 其 時々 從臣 之に 應 じて 金澤へ 返させられ、 其 後 は 六 萬 石までの 養老 铽と あり。 然れど 

も此武 貞の說 信じ ^し。 十 年 は 八 ム富山 養老の 初年、 且 養老の 許 命 十 年の 冬 下り、 十 一 年の 春 富 山！ 5§ 城の 一 說も^^れば、必 

此年 返し 玉 ふ-、 ともる ベから す。 十六 年に 六 萬 石 返し 玉 ふとい ふむ 不詳。 又 武貞、 養老 二十 石と いひ 一.」， 十 萬 石 六 萬 

石 返させら る、 後、 六 萬 石まで 養老 敏と 云，， ^員 數不 合。 徂後六 萬 石 迄なる は 無 相違。 烈祖成 綾 等 に は、 公の 薨 する 頃 致 什 

l^a 十六 is? 石と す、 も 常ら す。 慶長 十六 年舂三 神 i: 被 命 禁中 之 人數帳 に は、 十六 石 羽柴肥 前せ、 百； ll^e? 三千 石 子 

松 平筑前 守と もリ。 景 此 K 錄.^ 得ろ に、 此十 f»5 石餘の 分.^ 金澤へ 返させら る、 心よ リ、 大樹へ 內 書.^ 上られ， 大樹 


リカ、' 十翌高 
故 五 年 岡 

I： 年 は 移 
誤な 慶住 
なる 長の 


ょリ許 命の 內 答-^ ぁリ。 ^子の 二月の B 附也。 されば 此 、、と 今年に 決せるな リ。 或 一： ム八ム よ JV 一  こ -i じ 匸定； n: 三， II, し 

りの 上 « は 十六 年 十二月 四日 にて、 祌 1^ 許 命の 退 翰 は 十七 年 二月 十二  B いふ。 此說も 善し。 お f '三 1 プ 

nt ピ&- さ ン t  000 冗 千 石 前 田 美 作、 八 千 石 松 平 S 耆、 九 千 石神 Bi! 主 殿、 j5 千 I 二十 石 富 S ド 

員 を、，^ せら. W  4^ お r.fl^ させら る 總、 .一 ハ千石 今枝內 つ 六 千 石 安見 隱岐、 七 千 石 小 塚 淡路、 五千石 も駒內 

四千 石大音 主馬、 四千 石 松 田 四 郎左衞 i:、 三千 石 大塚壹 1<、 三千 石山 下 兵 庫、 二 千 五百石 拇 大學、 三千 石 水 越 縫 殿、 三千 

石 吉田猪 之 助、 二 千 石 iS: 田 刑 部、 千 八 百 石 稻葉左 近、 千 三百 石 松 平 治 部、 千 五百石 富 永 勘 解 由左衞 門、 千 五百石 平野 斓次 

右衞 門、 千 二百 石 富田彌 五作、 千 石 國府新 助、 千 石 4i 左-あ 助、 千 石 井上 勘左衞 門、 千 石 成 田 助 九郎、 七 石 富 田キ： 水、 

八 百 石 坂 田 勘 兵衞、 五百石 菊 池 庄左衞 門、 千 石 細 野 雅#、 千 石 村瀨丹 後、 千 石 原 左 近、 千 二百 石 猪 股齊、 七お 石 多 田 主計、 

.- ハ百石 前 田 刑 部， 六 百 石 靑木采 女、 五百石 律 田右衞 門、 五百石 吉田左 近、 千 五 

百 石 菊 池大ぉ i -、 千 石吉田 伊織、 以上 三十 九 人、 知行の 通計 十 萬 五 一二 十 石。 

〔今 枝 家譜〕 

慶長 十六 年 亥 八月 十九 日、 高 岡 御領 十 萬 三千 石餘之 数十 人、 被附 * 鹿于 金澤、 ^^道其列也。 直 

恒者留 于高岡 也。 

〔越 中古 文書〕  、 

五 kn 懐 九十 俵 之 事 

1 、 古 肥 前樣御 隱居領 二十 二 萬 石。 然所高 岡 御 移住 之 翌年、 十二 萬 石金澤 御 返に 付、 御 侍 

方 御歸、 明 地に 罷成候 故、 御 逝去 以後、 町人せ パ地子 米 百 八十 俵に 奉 願、 夫より 段々 手 上 仕、 

五 百 懐に 申請 候。 且又 寺 方 裏地 も 有 之 候。 明 地 九十 俵 之 所、 町中ね 被 下、 役 間に 割符 仕、 其 

後明^ 二 年に 御 印 御 改之節 被 召 上、 地 子に 成。 

一 一月 十四日。 前 田 利 常、 本 多 政 重の 政務に 參晝 せんこと を 求む。 . 

加 K 藩 史料 第二 編 廣長 .b4-fr  ：:  f—iilK  .  
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〔本 多 氏 古文書〕  • 

追而、 國 のしお き 家中の しおきよ く 申 付、 兩 御所 様 御 ほうこう 申 上 候 は、 >-、 上様 御た め も 

よき 事に て 候 はん ビ、 其 段 分別 候て、 しまりの jjg きかれ 候に おいて はまん ぞく 一  一 

我ら ふんべ つに て はなく、 ひぜん V- の へ 相 だんいた し 候ての ぎに、 手間 きづか ひ 有 まじく、 

たのみ 入 申 候、 以上 0 

1 、 萬 寧 我等た めの ぎ、 きも 被 入 候て たまわらん V, -、 其 も VJ さ しづをう け 申 度 候 0 頼 入 申 候 

一 、 ちぎ やう わり、 分國 中し おきた う 赖申度 候へ V- も、 さだめて 左^の ぎ もむ づ かしく 可 被 

存候 間、 申 かね 候。 其 段 はちつ ピ延盧 候。 さりながら しまりの 儀 は、 きかれて、 よき やう ま 

かせ 入 申 候 事。 

一 、 公 俄む き G ぎ、 又は 御 ふしん 以下、 その も VJ のさ しづ 候て たまわるべく 候 事 0 

右の やうす、 猶以奥 村 伊豫 守. 同河內 守れう 人口 上に 申 八，：： 候、 以上。 

二月 十四日  利  光 

本 田 あ 3i のかみ 殿 

1 一月 十八 日。 前 田 利 常 光に 金 澤開禪 寺の 寺 地 を 家臣の 下 厘 敷と したる を 


以て、 替 地 を 木 新 保に 與 ふべき を 命ず。 

〔蕩藩 造 文〕 . 

當地 開禪寺 屋敷 之 儀、 家中 下屋敷に 相 渡 候 付而、 理被申 候條、 爲替地 木 新 保 之 内以、 可然所 

十五 間に 二十 間 之 分 可 相 渡 候 也。 

慶長 十七 年 二月 十八 =  利  光 印 

淺野 將監殿 

河 •  ぬ 兵 庫 殿 

西 村 右 助 殿 

石 川 茂； 牛 殿 

野 村 五 郞兵衞 殿 

二月 廿 九日。 前 田 利 長 書 を 本 多 政 重に 與 へて、 舊と赤 座 某の 地 を その 邸 

地と なさし む。 

〔本 多 氏 古文書〕 

尙々 み 事の くわし 給 候。 まんぞく 申 候。 

加賀藩 史料 第二 編 廣長 十七 年  一 四 1 
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御狀 並みい かん. くね ぼ 給 候。 めづ らしく 候。 せう くわん 申 候。 其方 やしきの 寧、 あかざ やし 

きもつ ，、」 もの こ 、、」 にて 候 0 やう の 事う け 可 給 候，.： &0 

二月 廿 九日  ひ 

あわの かみ 殿 參 

三月 三：！ I。 前 田 利 常、 家中 臣 僚の 歌舞伎 者 を 召 抱 ふるものに 過怠 金 を 出 

さしむ ベ きを 令す。 

〔萬 治 已前定 書〕 

家中 かぶき もの 抱 置 候 主人 過怠 之 事 Q 


、 二ず！： 石よ. 5 上 

、 一 萬 石より 一 萬 九 千 石 迄 

、 五千石より 九 千 石 迄 

、 三千 石より 四千 石 迄 

、 千 石より 二 千 石 迄 


銀 子 三十 枚 

銀 子 二十 枚 

銀 子 十 枚 

銀 子 五 枚 

銀 子 二 枚 

右 家中 下々 諸舉 公人、 かぶき 物 抱 置 候 儀 令 停止 候 之 HIT 最前 雖 申出 候、 C 今 以後 不旭之 輩 於 

有 之 者、 訴人 次第 攝捕指 上 可 申 候 0 主人 之 儀 者、 爲 過怠 如 右 銀 子 可 指 上。 _ ^彼い たづら もの 


上 不申候 は， >-、 遂穿懇 主人 越度 可. S. 付 者 也。 

(S  f 

慶長 十七 年 三月 三日  判 

〔萬 治 已前定 書〕 

御 家中 下 々侍. 小者に よら や、 かぶき もの 相 抱 候 儀 堅 御 停止 之 旨 致 承知 候 0  C: 今 以後 抱 置 候 も 

のせ 〈之 儀、 不相屆 仕 合 於 有 之 者、 其 もの 事 は 御 誌 次第 搦捕指 上 可 候 0 主人 手前 之 儀 者、 如 

御定 過怠 之 銀 子 上 可 申 候 0 若 彼い たづら もの 搦捕上 不申候 者、 生 人 越度 可 被 仰 付 候。 爲其御 

請狀如 件。 

慶長 十七 年 三月 三日  橫山 山城 守 

篠原出 羽 守 

奧村 河內守 

三月 A 日。 前 田 利 常 能 登 珠洲郡 若 山 鄕中田 • 延武兩 村 保護の 爲に 書を與 

ふ 0 

〔能 登； 古文書〕 

已 上 

能 州 鈴 郡 若 山鄕之 儀、 自今 以後、 誰々 非 分 之 族 雖申懸 不可 承引、 右 之 SI:! 相 背 輩 有 之 者、 可 致 
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子細 fim 上 者 也 0 

慶長 十七 年 三月 八 口，  利  光 

鈴 郡 若山鄕 中 田 

延 武 

三月 廿 四日。 前 田 利 常 能 登 羽 咋郡氣 多 神社の 社領 及び 供 僧 • 神主の 居屋 

敷 を 安堵せ しむ。 

〔氣多 神社 藏 文書〕 

能 州 一 宮氣 多大 神宮 社領ー lf.:n 石 之 所、 並 供 僧. 祌主等 居 屋敷 之 事、 利 長 任 御 證文之 3:1、 如 前々 

令 寄進 訖。 然ば 毎年 祭 ^勤行 修造 以下、 如先規 不可 <^ 怠慢 候 也。 仍如 件。 

慶長 十七 年 三月 廿 四日  利  光 判 

當社々 官中 

三月 廿人 日。 前 田 利 常、 能 登 羽 咋郡氣 多 神社に 制札 を與 ふ。 

〔國 雜抄〕 

禁 制  能 州 氣多社 


一 、 於 社中 殺生の 事。 

一 、 假初 にも 狼藉の 寧。 

一 、 當社於 山林、 侍 凡 下 A ハ猥に 竹 木 伐 取 事。 

付、 社： 敏爲營 可 伐採 木 は 可 令 披露、 可 遣 書 出 事。 

右 條々、 若 違犯 之 輩 於 有 之 は、 記 交 名 可 令 言上、 速可遂 成敗 也。 仍 如件リ 

慶長 十七 年 三月 廿 八日  利  常 判 

四月 十 A 日。 前 出 利 長、 德川家 康* 秀忠に 銀 子等 を進献 す。 その 銀 は 越 中 

龜谷 山に 產 する 所な り。 

〔國初 遺文〕 

雖此式 御座 候。 染裙百 疋並銀 子 千 枚 致 進上 候。 然ば銀 子 之義、 於 越 中 私隱居 分に 被 下 置 候 新 

川 郡 之 內龜谷 山より、 去年 銀 子に 而召 i!s 一 候 初花、 爲祝義 進上 仕 候 由、 可 然様に 御 披露 所 仰 候、 

恐惶謹 首。 

卯月 十八 日  羽 柴肥前 守 利 長 判 

村 越 茂介樣 

〔國初 遺文〕 
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雖此式 御 候、 白 布 百 端. 1^ 子 地 長 持 十指 並 銀 子 千 枚 致 進上 候。 然者銀 子 之義、 於 越 中 私隱ー 

居 分に 被 下 g^. 候 新 川 郡 之 內龜谷 銀山より、 去年 銀 子に 而召俊 申 候 初花、 爲祝義 致 進上 候 由、 一 

可然樣御披.^||所仰候、 恐惶 謹言。 

卯月 十八 日  羽 柴肥前 守 利 長 判 

本 多 佐 渡 守 殿  ， 

大久保 相 摸 守 殿 

追 而申上 候 Q 

1 、 右兵衞 樣 ねの しづけ 大小 共。 

一 、 常陸樣 ねの しづけ 大小 共。 

一 、 御 鶴 ||ね 梨 子 地 御 挾 箱 二 荷。 

右是式 如何 御座 候 得 共、 致 進上 候。 可 然様 御 披.！ ^所 仰 候、 恐惶 謹言。 

卯月 十八 日  羽 柴肥前 守 利 長 判 

村 越 茂 介 殿 

〔駿府政^=^錄〕  j 

慶 十ヒ年 五月 八日 羽柴 肥守以 使者 献 白銀 it ュ萬兩 gjS 所. 染賴^ 疋. 白 絹 百疋. 白 布 百 又 


宰相 殿. 中將 殿、 黄金 M 斗 付 之 刀 十 腰 宛同献 之。 

〔大： ：： 本 貨幣 史附 錄〕 

右 花 降 銀 は、 金銀 圖錄 に、 利 長の 時 前 田 氏 造 どころ、 陽 漫錄に 室町 季 世の 物、、」 し、 或は 會 

律の 物，、」 する は 無稽の 說 なり， こい へり。 利 長の 時 鑄 造す る もの は、 鈒位 最も 佳に して 花 降の 

第 一 等な， 90 後に 至て 加賀 にて 鎮 る VJ ころの 花 降 銀 は、 其 位下れ るケ 以て 銀座の もの 罪せら 

れ しこ，、」 あり 0 因りて 銀 質の よき こ，、」 推して 知るべし。 慶長 十六 年 越 中國新 川邵龜 谷に 銀坑 

^け、 其 明年 利 長より 德川 氏に 贈りし 害に 初花 を 進 や， こ 載す 0 其 初花 銀 は 此ニ品 9 花 降 銀に 

て、 利 長の 好みに て 鑄さし む ゆ ゑ、 殊に 美麗なる 乎。 花 降，、」 名け し は諸說 あれ V- も、 畢竟 美 

銀を稱 するな らん。 世に 花 降、、」 いへば、 皆 加賀の 製の 如く 思へ ざ も、 何の 地 にても 美 銀を稱 

する ものに て、 出 羽 佐 竹に 花 降 銀の 名 あり。 又 越後に も 花 降 銀の 名 あり。 加賀 のみに あら ざ 

る こ VJ 是を以 て 知る ベ し 0 

四月 廿 六日。 前 田 利 常 能 登 諸 港に 入津す る 商船の 稅率を 改めし む。 

〔萬 治 已前定 書〕 

能 州 浦々 商 舟 間 役 之 事、 內々 高 岡ね も 被 申 上 候 由に 而、 兩通之 御 墨 付 見 屈 候。 然ば其 地 町人 

俊 頭： IH- 任 申 分 申 付 候條、 國他之 間 役 ざ も 聞 合、 自他 商人 共に 不致 迷惑 核に 可 被. S. 付 候、 謹言。 
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.  一 四 八 

慶長 十七 年 卯月 廿 六日 

前 田 對馬守 殿 

五月 十日。 德川秀 忠書を 前 田 利 長に 與 へて、 先に 銀 子等 を 贈れる を 謝す。 

〔國初 遺文〕 

就 銀山 出來、 則 銀 千 枚 並 越 布 百 端、 薛繪長 持 十指 被 相 贈 候。 悃志之 至 念 を 入 候 0 委曲 本 多 佐 

渡 守. 大久保 相 摸 守 可 申 候、 謹言。 

五月 十日  秀  忠判 

越 中中 納言殿 

五月 十三 日。 德川 家康、 先に 前 田 利 長の 銀 子等 を 贈れる を 謝す。 

〔國初 遺文〕 

追 而御煩 無油斷 養生 專要 候。 

遠路 爲昔 信、 銀 子 千 枚. 色々 染綰百 疋並腿 布 百 疋到來 候。 永々 御 煩 之內、 被 思 召 寄 候 段、 I 人 

祝 着 候 也。 

五月 十三 日  家  康判 

越 中中 納言殿 


五月 十七 日。 前 田 利 常 制札 を 領內に 建て、、 駿府を 追 はれた る 切支丹 宗 

徒 を 宿泊せ しむるな からしむ。 

〔加お 古文書〕 

^  津幡 

原 主 水 小 笠 原權丞 柳 原 加兵衞 西鄕 宗三郞 梶 十 郞兵衞 

梶市之 介 山 下 庄三郞 橫地長 五郎 由 座 傳三郞 吉田 武兵衞 

山 田 次 左衞門 小 野庄藏 水 野 二 右衞門 須贺 久兵衞 

右 之 面々 きりしたん 依爲宗 $1:1、 於 駿府被 成 御 改易 候。 然ば於 分 國中抱 置 候 儀、 堅 御 停止 之 旨 

被 仰 出 候。 或 名字 を替、 或は 形 を替、 相 越 族 可 有 之 候條、 無 由緒 もの 、やど を かすべ から や 0 

若 むら 在々 所々 一 人 も かくし 置 輩 就 有 之 者、 類 親 共に 速可遂 成敗 者 也。 

(利 S 

慶長 十七 年 五月 十七 日  判 

五月 廿 五日。 前 田 利 長 書 を 幕府の 老臣に 送り、 前に 德川秀 忠の內 書 を 得 

たる を 謝す。  ， 

〔國初 造 文〕 

加賀藩 史料 第二 編 慶長 十七 年  一四 九 


一玉 〇 

今 皮 銀 子 千 枚 致 進上 候處、 被 成 下御內 書、 謹而 则銀子 拜領、 殊忝 上意 之 趣、 誠以 有難 

次. 第、 冥加 之 至 舉存候 旨、 宜預御 取 成 候、 恐惶 謹言。 

五月 廿 五日  羽 柴肥前 守 利 長 判 

本 多 佐 渡 守 殿  • 

大久保 相 摸 守 殿 

五月 廿 六日。 橫 山- k 知 先に 前 田 利 長の 病氣 平癒 を祈禱 したる ものに 謝狀 

を與 ふ。 

〔加贺 古文書〕 

以 上 

先度 は 中 納言樣 御 祈 禱之俄 申 上 候處、 早速 御 執行 御札 被 下 尊お 候。 其 節致參 上御禮 可. S. 上 候 

處、 御城 邊に隙 入申攸 故、 不能 其 儀 候。 先々 爲 御鱧以 使者 申 上 候 0 是式 候へ 共、 銀 子 十兩致 

進上 候。 猶 使者 口上 可 申 上 候條、 不能 細 要 候、 恐 te- 謹言 0 

五月 廿 六日  橫山 山城 守 長 知 

六月 十四日" 前 田 利 常 能 登 鹿 島 郡 小島 德翁 寺の 居 屋敷 を 安堵せ しむ。 


此 月に 大盡 

なり 


〔能 登 鹿 £5 郡德 翁.^ 藏 文書〕  * 

能 州 七 尾 山 之 寺 居 屋敷 之 所、 利 家 公 如 墨 付 之 令 寄附 候。 並 諸 役 令 免許 者 也" 

慶長 十七 年 六月 十四日  利  光 判 

山 之 寺 

七月 一 百。 加 賀石川 郡 倉谷鑛 山に 定 ffi を與 ふ. - 

〔萬 治 已前定 書〕 

定  くら 谷 山 

1 、 金子 倉 谷 山に 而商資 可 仕 候 事。 

一 、 倉 谷 山 三 里 四方 之 内見 立山 仕、 金 出 申に 付 而は御 案 內可申 上 候 jS? -。 

一 、 重 倉に 金 ほ-り 共 町屋相 立、 可 致 商資候 事。 

右條々 何樣之 出入 有 之 4r 爲 山中 令 相談、 相 究可申 者 也。 

慶長 十七 年 七月 二： n  河  內 

出  羽 

山  城 

七月 晦日、 J 前 田 利 長、 木 多 政 重の 邸 地に 石垣の 成れる を 祝す、 


加賀藩 史料 第二 編 慶長 十七 年 


五 


一 五 二 


不申候 は 申 

侯なる ベ し 


〔本 多 氏 古文書〕 

御狀 披見 申 候。 仍 御，.^ 敷 うらの 石垣、 一 昨日 出來申 候. H 承 候。 先以 珍重 存候 0 愛 元 御 見廻 之 

事 御 無用に 候。 彌 無油斷 御^ 請 御 申付尤 候。 -c^ 追而 可申述 候、 恐々 謹言 0 

七月 晦日  肥 前 守 利 長 判 

本 多 安房 守 殿 

入 月朔： n。 前 田 利 長、 本 多 政 重に 放鷹に よりて 獲た る 鳥 一 籠 を 贈る。 

〔本 多 氏 古文書〕 

此問 之書狀 にても 不申 候。 其方 屍 敷 之 石垣 出 來之由 承 候 0 端々 可 有 普請、、」 存 候。 用之^s^候ば 

可 被 巾 越 候。 又々 應 之餅枘 一 籠數 五十 遣 候、 恐々 謹言。 

八月 朔 =  肥 前 利 長 判 

本 多 安守 房 殿 

八月 十一 一日。 芳春院 その 所領 能 登 鳳 至 郡 道 下 村の 大工 • 肝 煎に 對 して 諸 

役 を 免除す。 

〔國初 造 文〕  • 


已 上 

われら 知行 分、 三ケ國 之內諸 やく 以下 之 事、 大納言 殿以來 しゃめん 之 事に 候 問、 今以 たれ だ 

れ申 候、、， -も、 其 意 をな すべく 候 也。 

.  < ヂ，！ liss 

慶長 十七 年 八月 十二 曰  印 判 

たうげ 村 大 ェ 

同  . 肝 煎 

九月 十九 日つ 前 田 利 l^r 本 多 政 重の 利 常 輔佐の 功を嘉 し、 その 勞苦を 謝 

す。 

〔本 多 氏 古文書〕 

尙々 此間大 に 心む づ かしく 存居申 候 0 

御 ふみ 給り まんぞく 申 候。 誠にち く ぜん 義、 其方せ い を 入られ 候 ゆへ、 いづれ も 下々， ともに 

しまり 候て、 まんぞく これにす ぎ卞 候。 いよ/^ せい を いれて 可 給 候。 明日 はて 候ても、 此 

ぶんに 候へば まんぞく 申 候 0 其方 さく じ、 ざい 木な き 所に て 候 間、 一入く らう 存じ 申 候 0 

九月 十九 日 

あ のかみ 殿 參  ひ 

加賀藩 史料 第二 編 R 長 十七 年  一 五三 


五 四 


入 龍 は 入り 

こみなる ベ 


十月 七日。 藩士の 風俗に 關 する 法を定 む。 

〔萬 已前定 書〕 

御 壁 書之覺  , 

一 、 御 家中 刀 之 事、 侍 小者に よらす、 柄. かけて 三尺 七寸、 並 脇 指老柄 .稍 かけて 二 尺五寸 

に 御，： 候。 -ぉ此 外な がく 致 候 者 有 之 候ば、 可爲曲 一： -nii?! -。 

一 、 お V> り 並 辻 やま ふ、 是又御 停止 候。 自然 他國 よりかぶ きお V- りな Vj 相 越 候 共、 一 切 宿 借 

候 義可爲 曲 言 事 ◦ 

一 、 於分國 中、 傳馬並 追 立 夫 之 事、 法度 之 ご、、」 く、 切手 之 外猥に 召使 候 者 有 之に 付而 は、 可 

爲曲言 事。 

1 、 應師並 餅 さし • 犬 引 以下、 在々 にお ゐて、 贿其外 非 分 申懸義 不可 有 之 

一 、 宿々 並 在々 所々 にお ゐて、 W かひの 物猥に 不可 取 之。 此外簑 笠 以下 借 取 候 儀、 可 爲曲言 

into 

WIT 

一 、 在々 所々 ね 入 籠、 竹 木 伐 取、 樹木 を 掘、 或 猫. 鶴 以下 取 候 義有之 間 敷 事。 

一 、 御供 之 者 共、 侍 • 小者に よらす、 高 雜言仕 問 敷お。 

一 、 夜屮 下々 たいまつ VJ もし、 家 廻 之 道具、、」 り 候義、 可 爲曲言 事。 


一 、 不 依自國 他國、 K< ^所 廻り、 役人 之 外 入 籠 候 儀お 之 間 敷 候 事。 

一 、 御廳野 供に 相 越 候 下々、 田 畠 ふみあらし、 並稻 にう 引ち らし 候 義ぉ間 敷 候 事。 

一 、 船 渡に ぉゐ て、 船頭. 百姓 以下に 到 迄、 猥 にちやう ちゃくい たし 候 儀、 可ハ A 曲 言 事。 

右 御法度 之 條數書 顯相渡 候。 若 此趣相 背、 猥之輩 於 有 之 は、 誰々 によら や 相改、 可 致 言上 33 

被 仰 出 候 0 此外或 かぶ さもの 共 徒黨を 立 候 儀、 或 致 辻 切 族 於 聞 出 は、 御 昵近之 衆、 御 家中に 

よらす、 急 度 致 穿 ，紫 可 申 上 由御魏 候。 但面々 私に 意趣 遺恨 を以、 無 筋 儀 就申懸 は、 可爲 越度 

St 被 仰 出 候條、 可 被 得 其 意 者 也。 

慶長 十七 年 十月 十七：：：  奧村河 內守榮 明 

篠原出 羽 守 一 孝 

橫山 山城 守 長 知 

大屋 理右衞 門 殿 林 査左衞 門 殿 中 山 九 郞兵衞 殿 

竹 川 三 郞兵衞 殿 宫木作 左 衞門殿 澤田九 郞左衞 門 殿 

市 橋 次 郎左衞 門 殿 飯 島 久右衞 門 殿 南 村 十 左 衞門殿 

黑瀨茂 左 衞門殿 萩原 助 太夫 殿 井 內四郞 右 衞門殿 

闺 十月 人 日。 前 田 利 常 越 中 礪波郡 植生 人幡 社に、 利 長病惱 快復の 断禱を 

如賀藩 史料 第二 編 慶長 十七 年  一 五 五 


一 五六 

命ず。 

〔越 中 礪波郡 適 生 八幡 社 藏〕 

高 岳 樣御病 氣就御 再發、 從筑前 守樣御 祈念 之 義被仰 出 候。 然ば於 御 神前 御 立、 撰 吉日. ul:^ 

有 精：！、 顿速被 成 御 本復、 御 延命 息災、 御 武運 長久 之 可 被 抽懇祈 之 旨 御 誰 候。 依 之 米 二十 俵 

御 舉納候 也。 仍狀如 件。 

慶長 十七 年閏 十月 八日  奧村河 內守榮 明 判 

條原出 羽 守 一 孝 判 

橫山 山城 守 長 知 判 

姐 生 神主 殿  - 

閻 十月 八日. - 前 田 利 常、 尾 張 熟 田 神宮の 神職に 命じ、 利 &病氣 平癒の 爲 

に祈藝 せし む。 

〔nii^ 張 熱 田 松 岡氏藏 文書〕 

態 令 啓 達 候。 然ば羽 柴肥前 守 病氣就 挥發、 爲令 祈禱、 從松 ie.^ 前守以 使者 被申述 候。 於 御 神 

前大々 神樂 吉日 良 辰 有 精 誠、 頓速被 得 平驗、 延命 息^ 武释せ 久之可 被 抽懇祈 ほ、 從兩 三人 


可 申入 候.^ 候。 依 之黃金 三枚 被 致 奉納 候。 萬 吉來昔 之 節 可申述 候、 恐々 謹言 0 

後 十月 八 H  奥 村 河 內守榮 明 判 

篠原出 羽 守 一孝 判 

橫山 山城 守 長 知 判 

熱 田 龍 太夫 殿 人々 御中 

閏 十月 九日。 前 田 利 長、 奧村榮 明に 命じ、 越 中立 山寺が 祈 薦の札 を 上つ 

りたる を 謝せし む。 

〔瑞龍 公 御 書寫〕 

我々 爲 祈念、 立山 寺拜 殿、 筑前守 建立 之 由 承り 候 0 誠 被 入念 候 通、 満足 申 事 候。 就 夫 衆徒 中 

より 札 並 a 布 一 折 三 束 到來、 祝 着 候 由 心得 候て 可 被 申 候、 謹言 0 

後 十月 九日  肥 利 長 判 

奧村河 內守殿 

閏 十月 廿 六日。 前 田 利 常、 高 岡より 書 を 奧村永 福に 與 へて、 利 長の S 状 

を 報ず。 

加賀藩 史料 第二 編 慶 長 十七 年  一 -,1 ヒ 


五八 


大多敷 は§| 

しきな リ 


〔金澤 文書〕 

愛元爲 見廻 早々 飛脚 令 満足 候。 昨日 至高 岡參着 候つ る。 然者黃 門 御 氣色別 條無之 候 條可心 易 

候、 謹言。 

闘 十月 廿 六日  筑前利 光 判 

奥 村 伊豫 守 殿 

十 一 月 十日。 前 田 利 長 書 を 本 多 政 重に 與 へ て、 その 新 邸の 成れる を 祝し、 

且つ 利 常の 招待せられ たる を 謝す。 

〔本 多 氏 古文書〕 

其方 作 事出來 付て、 早々 被 移 候 由 目出度 候。 又 筑前を も 被 呼 候 由、 是又 満足に 存候。 早速 作 

事 出來候 事、 御手 柄 共 候。 彌其 元へ 様子 はか 行 候 之 si^ 頼 申 候、 恐々 謹言 0 

十 ； 月 十日  肥 前 守 利 長 判 

本 多 安房 守 殿  ， 

〔本 多 氏 古文書〕 

安房 守 作：；；！？. 出來に 付て、 筑前被 呼 候 由 候。 目出度： 大多敷 作^ 之 旨候處 に、 早々 出來之 段、 

安房 守 被 入 情 候 故，、」；：^ 候。 安房 守 へ も 能 核に 心得 候て 可 給 候、 謹言。 


#J 衬攝 守 


もどた やば 

江 戶旅屋 な 


十 一 月 十日  肥 前 守 利 長 判 

奧村攝 津守殿 

十 一 月 十四日。 前 田 利 常 明年 德川 秀忠を その 江戸 邸に 招かん とする の 意 

あり。 本 多 政 重に 命じて 利 長の 內意を 問 はしむ。 

〔本 多 氏 古文書〕 

猶々 だう ぶく 一  一 つ 遣 申 候。 

一書 申入 候。 もう 日 たかを かへ 被參候 由、 御たい ぎせ ハに 候。 しかれば 來 ねん ゑ. ざ にて、 すき 

や 御な り 成 共 仕て よく 候 はんや。 ゑ ざた や あたらしき 內に. ，こ 申 事に 候。 圖書. 右衞門 VJ だん 

がう 候て、 そ，、」 うか ヾ われて たまわるべく 候、 ^3-上0  . 

十一月 十四日  利  光 

本 多 安房 守 殿 

十一 一月 七日。 前 田 利 常 能 登 羽咋郡 柳瀨出 村の 漁網 稅を定 む。 

〔諸家 文書〕 

已 上 

加贺藩 史料 第二 編 慶县 十七 年  一 五 九 


新 衬は柳 瀬 

出 衬なリ 


一 六 〇 

能 州 羽 喰 郡 之內、 今濱 どち り濱之 間に 新 村 を 相 立、 網 一 筒 可 仕 旨尤に 候。 網錢 之義、 一 筒に 

付 三 ケ年之 間 は 八 百 文 允、 四 年 目より は 一 貫 五 百 文 充可致 運上 候。 然ば諸 役 令 免許 候 0 若 非 

分 申 懸者於 有 之 は、 搦捕可 差 上 者 也、 以上。 

(利 常) 

慶長 十七 年 十二月 七日  印 

新 村 與右衞 門 

伊 右衞門 

十一 一月 十一 一日。 諸侯 伯 禁裏 仙；！ 造營の 助役 を 命ぜられ、 前 田 利 長 • 利 常 

之に 與 かる。  . 

〔天宽 日記〕 

十一 一月 十二 日 

1 、 禁 ー*! 仙. 朐 宮殿 t, 營始。 

南方 築地 受取。 

政宗 本 多 美 濃 守 

里 見 安房 守 松平攝 津 守 

南部 信 濃 守 米澤 景勝 


最上 出 羽 守 

松" 牛 飛 驊 守 

佐 竹 右 竹大夫 


柳^ 近 江 守 

奥 平 大膳大 夫 

加 藤 肥 後 守 


•5 御所 樣も 

.5 ヒ樣も 共 

に 家 康秀忠 


淺野紀 併 守 羽 柴左衞 門大夫 井伊に (部 少輔 羽柴 右近 

羽 柴越中 守 

西方 築地。 

羽柴三 左衞門 越 前 少將殿 生 駒 讃岐守 寺 澤志摩 守 

松 ： 牛 筑 前 守 (以下 略) 

十一 一月 十： 一日。 本 多 政 重 諸 老臣に 書を與 へて、 政務の總载を辭するの.^:? 

を 前 田 利 常 に 上申 せんこと を 求む。 

〔本 多 氏 古文書〕 

謹 而申上 候 0 當 春より 御 仕置 あらたまり、 愛 元 御 仕置 等し まり 之 所 を以、 拙者： 他出 間 5. 候樣 

に，、.」 被 仰 出 候。 誠 W 外聞 實儀忝 奉存候 事。 

一 、 當春被 仰 出 候 刻、 則 御 理可申 上、、」 存 候へ 共、 相 背 仰 出 候へば 如何，、」 存、 先任 御 錠 候。 雖 

然 私儀、 兩 御所 樣蒙御 勘氣罷 在義に 候條、 しまり 之義承 候義、 兩上樣 被爲聞 候ても、 筑前榇 

御た め、 又は 拙者 親類 共 之た め、 以來 如何 可 有 御座 候 哉、 其 上 御 家屮御 年寄 衆多 御座 候に、 

拙者 若輩 之 儀に てし ま. 5 之 所 承 候義、 先 以被成 御免 候 様に、 御^ 一 K 被 仰 上 可 被 下 候 事。 

一、 御 父子 樣 かやう に 被 懸御目 候 上 は、 いか やう 之 儀な り 共 御 奉公 可 申 上 候へ 共、 右 之 慮 
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一 六 二 

に 御座 候條、 しまり 之 儀 をば、 是非 御 ゆるされ 候 やうに 被 仰 上 候て 可 被 下 候 l^o 

一 、 御 普請 役、 おもてむきの 御舉 公、 又は 御內々 之義 をば 何事 を 被 仰 付 候 共、 何れも 致 相談 

身に および 申 程 は 御 奉公 可 申 上 候 やうに 申 上 候 も、 末 久敷御 奉公 仕度 心底に て 申 上 候條、 被 

成 其 御 分別、 以 御機嫌、 しまり 之 義承候 事、 被 成 御 .9- 候 樣に被 仰 上 可 被 下 候 0 爲其 書付 を以 

谷 迄. S. 入 候 事。 

以 上 

極月 十二 日  本 多 安房 守 

奧村 伊豫 守 殿 

奥 村 河 內守殿 

奥 村攝^ 守 殿 

篠 12- 出 羽 守 殿 

橫山 山城 守 殿 

十一 一月 十六 日。 前 田 利 長 能 登 羽 咋郡寶 達 山採鑛 者の 稅を 領收 す。 

〔能^ 羽 昨 郡 齊達村 文書〕 

慶長 十七 年分 能 州寶達 金山 金子 運上 之 事。  . 


合 三十 七 枚 者 但今判 金子 也。 

右 相 濟所如 件。 

慶長 十七 年 十二月 十六：：：  I  ひ 印 

八兵衞 

,  竹 松 や， 

才  次 

又 兵 衞 

十二月 十六 日。 前 田 利 常、 本 多 政 重の 願意 を 容れ、 臨時に H 政に * 與せ 

ん こと を 求む。 

〔本 多 氏 古文書〕 

VJ しょり 共 かたまで 書付 披見 申 候 0 兩 御所 樣 御前、 貴所 かくれ 候ぎ に 候 間、 しまり 候 所き か 

れ 候ぎ 御意に 入ん も、 我等た め、 又は 其方 しんるい 衆た め も、 以來 いか 候 はん ビ 遠慮の 旨、 

又は 家中、、」 しよりも お ほく 候、 又は貴所^<Jしもゎかく，、，-、 たって こ，、」 わり 候 段、 一 ，、一お りき 

、申 候。 さりながら 家中 VJ しょり 共、 われらた め 能樣に V, -、 そこから およる もの も 無 之 間、 

物 ご，、」 はか V- り 不申、 みだりに 候 間、 貴所 迄賴申 候へ 共、 たって こ， じ はりに 候 間、 先 貴所 申 
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一 六 四 

ぶんに まかせ ゆるし 申 候。 しかしながら、 しまり 之 所 まかせ 申 もの 一 人 も 無 之 候 0 同 はき か 

れて可 給 候。 それぐ にくに 聞、 さん 用 聞、 金銀 あ づけ 候 もの、 七月 十一 日に 相 さだめ 候 0 

其 上 六 かしき 事 も 有 之 まじく 候 0 貴所 聞 度 もな き 事 は、 かまい 候 まじく 候 0 しかしながら 貴 

所 萬 事 心 あてい か、、 の 上 は、 家中の しおき、 國 のし をき、 我々 ための 事 を 見、 むづ かしく 候 

共 さし 出い けん 候て 可 給、 頼 人 申 候 。いさい 伊豫. 河內. 攝津 守兩 三人 申盡候 はん ビ存 候，： 

十二月 十六 日  ちく せん 利 光 判 

本 多 あわの かみ 殿 參 

十一 一月 十 人 日。 本 多 政 重 その 內願を 許された る を 諸 老臣に 謝す。 

〔本 多 氏 古文書〕 

謹而致 言上 候 0 爱元御 仕置 等に 罷出儀 被 成 御免 候樣に VJ、 御 年寄 迄 書付 を 以中 上 候處、 被 聞 

召 屈、 御 ゆるし 可 被 成 ビ御直 書 頂戴、 誠 以難有 仕 合 奉お 候。 御 ふしん. 御 ぐんやく. おもてむ 

き 之御舉 公、 如： 1: 樣 にも 可 申 上 候。 御 國並御 家 巾の 御 仕：.：^ に、 御 年寄 衆な みの 御 9^ 公 はいよ 

いよ 御免被 成 候て 可 給 候。 餘に御 魏共恭 奉^ 候 故、 御 理申上 候 0 御 次 を 3 此 等の 趣 可 然様に 

御 披露 所 仰 候、 恐々 謹言。 

十二月 十八 日  本 多 安房 守 判 


奧村 伊豫 守 殿 

奧村河 內守殿 

奧村攝 ^守 殿 

十一 一月 廿 五日。 前 田 利 常、 加 賀能美 郡 八幡* 若 杉 *沖， 不動 島。 打 越 五村の 

夫役に 代 へ て 疊表を 納入す る を 許す。 

〔國初 造 文〕 

當ニ ケ村爲 夫役、 從慶長 六 年 以疊之 表 納來之 旨、 先 御證文 披見 畢 0 於 向後 彌可爲 其 分 0 然ば 

三 帖之 事、 京 間 之 中次 を 以可上 之。 若 無沙汰 之 輩 於お 之 は、 可 爲曲言 0 猶山崎 岡 齋可中 付 

者 也。 

慶長 十七 年 十二月 廿 五日  判 

若杉衬 

八皤村 きもいり t: 姓 中 

〔國初 遺文〕 

當三 ケ村爲 夫役、 從慶長 六 年 以疊之 表 納來之 11:3、 先 御證文 披見 畢。 於 向後 彌可爲 其 分。 然ば 

glkw 帖之事 京 問 之 中次 を 以可上 之 0 若 無沙汰 之 輩 於^ 之 は、 可爲曲 言。 猶石野 諧岐守 可 申 付 

加賀藩 史料 二 編 廣長 十七 年  一六 五 


1 六 六 


者 也 ( 


i 常) 

步 


もい- 4H 姓 中 

豐臣秀 賴の爲 黃金千 枚 を 調達 せんこと を 


慶長 十七 年 十二月 廿 五日 

沖 村 

打 越 村 

是歳。 大野 治 長、 前 田 利 常に 

求む。 利 常 報ぜず。 

〔鳴 鶴 集〕 

1 、 慶長 十七 年 松 平 筑前守 利 光の 長臣 へ、 大野 修理 亮 より 書中 を 以て、 ^^^、金千枚御取l_::候て 

御用に 御 立 候 は マ、 秀賴公 可 及 御 滿悅ビ 申 送る。 頓て利 光 其 狀駿府 へ 奉りければ、 公 仰 らる 

、は、 秀頼 Q 金銀 も、 山な り，、」 も 最早！ r へし、 日本 G 大社 佛閣不 殘造營 あれば、 さも あるべ 

し，、 し、 御詮義 もなか， 0- し。 

是歳。 前 田 利 常 越 中 新 川 郡芦蛴 寺の 社 壇 を 修理し、 護摩 修行の 料 米 を 寄 


な忠 人田姬 
以の ■&、' 利 君 
て 女德常 と 
g な 川の は 
ふる 秀夫前 


〔寺社 來歷〕 

貪享ニ 年お 崃寺 由來書 

從 微妙 院様、 立山 前 立 3 石： t 寺の 御社 壇. 拜殿、 慶-ぉ 十七 年. 正 保 二 年 兩度破 根 修理 被爲成 •  攸。 

同年より 當殿樣 御 祈禱、 每年每 月 一 七 = 宛、 護 磨 修行 被爲仰 付、 爲其料 米 八 石 被 爲下候 = ^に、 

萬 治 三年に 被 召 上 候。 

慶長十 A 年 

二月 朔日。 前 田 利 常 夫人 妊む を 以て、 金澤 千手院 及び 寶幢坊 に 命じて 平 

產を 祈らし む。 

〔國初 遣 文〕 

姬君樣 就 被 爲成御 懐胎、 御 祈念 之 事、 於 御 神前 撰 吉日 良 辰 有 精 誠、 目出度 御產 平安、 御 息災 

御 延命 御 長久に 御座 候 様 可 被 抽懇祈 3:1、 自兩 三人 可 申達 之 由 候。 就 者 米 三十 俵 御 奉納 候 0 當 

月より 卯月 迄 毎月 無 怠慢 有 勤行、 卷數. 御札 興^ 內記方 迄 可 被 措 上 候。 爲其令 啓 候、 恐々 謹 tno 

慶長 十八 年 二 H 朔日  橫山 山城 守 長 知 判 

篠原出 羽 守 一 孝 判 

加賀藩 史料 第二 編 慶 十八 年  一六 七 


g  (津內 記 は 

幕府より 夫 

人 へ の御附 

家老 


1 し、 i 

一 .1  ノノ 

奧村河 內守榮 明 判 

千手院 

〔國初 造 文〕 

姬君樣 就 被 爲成御 懐胎、 御 祈念 候 isT 於 御祌前 P ぶ 口 n 良！ 1^ 有 精 誠、 H 出度 御產： 牛 安、 御 息災 

御 延命 御 長久に 御座 候 様、 可 被 抽懇祈 旨、 自兩 三人 可 申達 由 候 0. 就て 米 三十 俵 御 奉納 候。 當 

2：： より 卯月 迄 每月無 怠慢 有 勤行、 卷數. 御札 興^ 內記方 迄 可 被 差 上 候。 爲其令 啓 候、 恐惶謹 HO 

慶長 十八 年 二月 朔日  橫山 山城 守-:;;^ 知 判 

條原出 羽 守 一 孝 判 

奥 村 河 內守榮 明 判 

愛 宕寶 崎 坊 

一 一月 一 百 0 前 田 利 常 加 賀江沼 郡 九 谷 村の 山林 伐採 を 禁じて 制札 を與 ふ。 

〔國初 遺文〕 

制 礼  江 沼 郡く たに 村 

右 於 此山松 木. 木 以下 剪 取 事、 堅 令 停止 訖。 tl; 背此 ほ 輩お 之 者、 則可處 科 者 也。 仍執 a! 

如 件。  I  I  .  —  ，  it  f 


慶長 十八 年 二月 二："  利  光 判 

一 一月 十日。 前 田 利 常 金澤寶 M 寺に 加 賀石川 郡 野 田 村の 地 を 寄進す。 

〔寶 圓寺藏 文書〕 

寄 進 

一、 百 二十 五 石  野 田 村之內 

右爲 御寺 領 寄附 畢。 全 可 有 納所 之狀如 件。  ， 

慶長 十八 年 二月 十日  利  光 判 

寶圓寺 衣鉢 閣下 

1 一月 十日。 前田利常加賀石川郡野田村祧-^."4寺に同村內の地を寄進す。 

〔石 川 郡 野 田 村 桃 雲寺藏 文書〕 

寄 進 

一 、 五十八 石  野 田 村之內 

右 爲寺領 寄附 候。 全 可 有 納所 之狀如 件。 

慶長 十八 年 二月 十日  利  光 判 

加賀藩 史料 第二 編 K 長 十八 年  一六 九 


1 七。 

祧雲寺  ， 

一 一月 十 一 日" 前 田 利 常 夫人の 安 產を越 中 礪波郡 植生 人幡 社に 祈らし む。 

〔國初 造 文〕 

態 令 啓 達 候、 然者姬 君 樣就被 爲成御 懷胎、 於 御 神前 撰 吉日 良 1:^ 有 精 誠、 目出度 御產 平安、 御 

息災 御 延命 長久 被 成 御座 候 樣可被 抽懇祈 之 由、 自兩人 可 申達 旨 候。 因 米 三十 俵 御 奉納 候。 

彌無 怠慢 有 御 祈念、 御札 毎月 輿 律 內記方 迄 指 上 候、 恐々 謹言。 

慶長 十八 年 二月 十一 日  奧村河 內守榮 明 判 

奧村攝 律 守榮赖 判 

敏生祌 主 殿 

1 一月 廿 一 日。 前 田 利 長、 利 常 夫人の 安 產を尾 張 熟 田 神宮に 祈らし む。 

〔熱 田 松 岡 氏 所藏〕 

態 申入 候。 仍而 加州 姬君樣 御 懷仁之 事 候。 無 何事す が/, -VJ 被 成 御 誕生 被 成： ^i:^ に 御 祈念 舉 

任 候。 然ば 金子 一 枚 令 進入 候、 恐々 謹言。 

1 一月 廿 一 日  羽 肥 前 守 利 長 判 

熱 田 龍 太夫 殿御 所 


リ と 從常九 本 

なす 軍 大年夂 

VJ る 中 坂九慶 

はの 陣月 
誤 事 I： 利 十 


三月 五日。 前 田 利 長、 利 常 夫人 疾むを 以て その 快癒 を， fe- 張 熟 田 神宮に 祈 

らしむ。 

〔熱 田 松 M 氏藏 文書〕 

態 申入 候。 仍金澤 姬君樣 御 煩 敷に 付而、 爲 御祈禱 只今 金子 一 枚 進覽^ 條、 於 神前 能々 被遂御 

祈念 候て、 御 氣相頓 速 御 平 愈 候 様に 任 置 存候外 無 他 候、 恐 々謹言。 

三 月 五 日  羽 肥 前 TP ネ長 f 

熟田寵 太夫 殿上る 

三月 九日。 前 田 利 常 夫人 龜鶴姬 を 生む" 

L チ子集 し 

一 、 龜鶴樣 癸 三月 九日 生。 

〔三ぃ ぼ 記〕  - 

慶長 十九 年 九月 は、 利 光 公 G 御前 樣姬君 御 誕生 被 遊。 將軍 家の 御 孫 也、 一柳の 御產 なり、 旁以 

一 大事に、 芳， I マれ 殿. 玉， I 水院 殿御 油斷 なく 御指圖 にて、 御 保養 申 計 もまし まさ や。 殊更 大坂冬 

の 御 陣之御 留守 之 事 なれば、 つぎん \ の 女中つ ぼね を 初、 養育 をな し 奉りければ、 追 = 御 機 

加貿藩 史料 第二 編 KulK 十八 年  一七 一 


越 中 一 國は 

ハ 1 郡な 

るべ し 


本 多 政 重の 

二 萬 石.^ 加 

賜^られ し 

は慶& 十九 

年な リ 


1 七 二 

嫌 能 御 肥 立 あそばされ、 目出度 御 事 申に 不 及。 方々 御 一 門 中よりの 御見舞、 御 使者 等 筆紙の 

及ぶ 所に あらす。 御名 を 龜鶴姬 VJ 申 奉る。 

春。 幕府 前 田 氏の 領越屮 新 川 郡 を 返上せ しめんと する の 議 ありと 聞き、 

本 多 政 重 江戸 及び 駿府に 至りて 奔走す 「 

〔本 多 氏 系譜〕 

慶長 十八 年 癸 春、 瑞龍公 越 中 一 國可被 差 上 之 旨 付、 以政重 佐 渡 g 江ね 被 仰 遣 之。 上野 介 £M 

達 上聽。 此時江 liv 駿河兩 上様 窺 御機嫌、 奔走 及 七 度、 無 相違 越 中國如 前々 可 被 進 之 由 就 上意、 

百 二十 萬 石 全 御領 掌。 瑞龍公 御 直、 今度 者 政 重功勞 故.. h 仰 有 之而、 旣其年 御 加 頒ニ萬 石、 本 

知 都合 五 萬 石 e 

四月 三日；」 前 田 利 長、 奧村永 福に 齊 を與 へ て 龜鶴姬 誕生に 付、 德 川家康 

の 物 を 贈りた る 喜悅を 報ず 。 

〔金澤 文書〕 

書 狀< ^披見 候。 仍 今度 御 よろこ ぴの爲 之 祝條、 從 大御所^、 高 井助 兵衞 ，と 申 仁被爲 越、 銘 

々に 御 服. 御う ぶぎ 物 數被進 之 由 目出银 共、 殊更 大御所 樣御滿 足不斜 由、 大慶 不過之 儀に 候。 


次 我. L 「腫物 之 事、 さして 別 條無之 攸間可 心 易 候、 謹言 0 

卯月 三日  肥 前 守 利 長 

奥 村 伊豫 守 殿 

四月 十三 日。 前 田 利 常、 奧村易 英を慕 府に遣 はし、 夫人 分娩の 祝儀と し 

て 物 を 上つ る。 

〔天寬 日記〕 

四月 十三 日 

一 、 加 賀國主 松 平 筑前守 利 光 1^ 爲 使者 奥 村 備後守 參府、 御 息女 誕生 祝義、 銀 千兩. 御 服十領 

被献 之。 時、 備後守 召 御前 被 下 御 服、 即 暇歸。 政事 錄 

四月 十四日。 前 田 利 長、 德川 秀忠に その 症狀 可なら ざる を 報じ、 且つ 音 

物 を 贈る。 

〔天寬 H 記〕 

四月 十四 日 

一 、 北國の 主 前 田 肥 前 守、 煩 ひ 以の外 之 由、 使者 を以 言上、 昔 物の ため 肩 街 直 五 ほ 枚 一 つ、 金 

如 W 藩 史料 第二 編 慶長 十八 年  一 七 三 


ベ 賜に 1 1 こ 邸 木 
し tf/i 此辨は 多 
る 敷の 成 去 政 
な^ 際せ 年 重 
る增更 る旣の 


1 七 四 

子 五： C 枚 進上。 若君 兩 三人へ 金子 五 拾枚づ 進上。 江 t!^ 將軍 家ね 鄉 G 刀 ； 腰、 新 見 膝 四郞の 

脇差 一 腰 進上 之。 是も 若君 兩人 へ 金子 五十 枚づ 、也。 创業 記、 常 代 Si 

一 、 或說に 云、 肥 前 煩は實 儀に あらす、 虚 一:^ のた め 欺の 由。 謳歌の 說 なり。 京都 町人 同 如 

此 0 當代 Si 

五月 六日。 前 田 利 長、 本 多 政 重の 江戶 及び 駿府に 至りて 奔走せ る 勞を謝 

to 

〔本 多 古文書〕 

以 上 

御 じ やう ひけんい たし 候 0 その ほう やしき、 てらに しわ かさ. にしむ らくろ す やしき、 一 しょ 

に その ほうへ ちく せんかたより つかい 候よ しに 候。 もつ，、」 もに 候。 ゑ Vj. する がへの じ やう 

V- もっか われ 候よ し、 まんぞくい たし 候 0 こん V- ゑ す るが にて 御 ほねおり のぎ を も、 な 

にか、、」，、 J り まぎれ 申入す 候 0 なをこれ より 申べ く 候 間、 さう/^ 申 人 候。 

五月 六日 

あわの かみ 殿  ひぜん 


五月 一 一十 日。 前 田 利 常 駿府に 至り、 德川 家康に 謁して 物を献 ずつ 橫山長 

知 • 奧村榮 明 .奧 村 榮賴も 亦 同じ く 謁を賜 ふ 0 

〔又 新齋目 錄〕 

五月 二十：：： 松 平 利 光來謁 駿府。 獻 白金 Ki: 枚. 綿 五 百 屯. 紅 耩輯絹 各 疋 0 其 は橫 山々 城 守 長 知 

11;,。 更稱奧 村河內 守. 奧紂 攝津守 拜謁。 利光往 江府、 謁大將 軍。 

〔天寬 n: 記〕 . 

五月 二十 U 

一 、 今朝 早天 松" キ筑前 守 利 光 參府、 即達 上聞。 有 上使。 巳 刻 登城。 於 御座 間 御 目 見 御 鱧。 献 

銀 子 五 百 枚. 綿 五 百 把、 紅 絹お 疋. 朽葉 色 絹 西 疋。 陪臣 橫山 山城 守. 奧 村河內 守. 同 攝律守 自分 

御？ ぬ。 献 進物 御 目 見，、」 云 々o  ^^府政事錄  . 

五月 廿ー 一日。 前 田 利常駿 府を發 して 江戸に 向 ふ。 

〔天 寛 日記〕 

五月 廿ニ  = 

一 、 筑前守 利 光 依 御 暇 江 II； 下向 云々。 駿府 記、 政事 錄 

加賀藩 史料 第二 編 慶長 十八 年  一七 五 


1 七 六 

人 月 人 H。 大野 藏人等 能 登 鳳 至 郡 鹿 機 及び 道下兩 村の 相爭 へ る濱 境を檢 

し、 道 下 を 利と す。 

〔能 登 古文書〕 

御尋に 付て おそれながら 申立 候 御 事 

一 、 かいそ 村より 兩 人の ものにさ かい VJ 一  一  1 たしかなるしー.0し.^御^^なく候0 は 

まに さかいの つか，、. - おしへ 申 候 も、 ゎづ かなる ぎに 御 ざ 候。 その上 山のお かた/^ に 人 を 立 

置 候て、 是を さかい VJ おしへ 申 候へ 共、 兩人は 何.、」 も 見 わけ 不申御 事。 

一 、 道 下 村より さかい VJ 見せ 申候處 は、 りゃう ごん、、」 申 ものた て 申、 たら 屋 しきょり 三り、 

めが た？，、」 申 VJ ころへ 一町ば かり も 御座 候 はんか、 ほり を ほりつけ おき 申 候。 そのうへ たき 

の 川す そかね あらい 川、 八ケ 村お、、」 な 共 さかいめ のよ しも 存候御 事に 御座 候。 兩人 もお それ 

ながらせ いし を もって 申立 候 間、 右 之 通お ほせ 上られ 候て 可 被 下 候、 以上 0 

慶長 十八 年 八月 八：：：  大野 藏人 

橋 爪 縫 殿 助 殿  ， 

生 島主 計 助 殿 


前視 上申書 

の 八日 附！ J- 

して 起請文 

の廿 ハ日附 

なる は 疑 ふ 

べし 


〔能 登 古文書 ：- 

天罰 起請文 前書 之 御 事 

一 、 今度 道 下 村. かいそ 村 出入 之 儀に 付而、 檢 使に 罷越候 0 就 其 双方 御 百姓 中に 被賴 中、 金銀 

米錢 一粒 一 錢取不 申 候 0 其 元 ひいき へんば の 儀 毛頭 不仕 候。 私^ 見 及 申 候 通、 不殘 ^様に 申 

上 候。 若此 むね 少も於 僞申上 者、 忝 も 上 は 梵天 帝 釋四大 天 王、 惣而 日本 國中 大小 之 神祇、 春 

大明 神、 伊豆 箱 根 三 島大明 神、 白山 權現、 立山 權現、 愛宕 八幡 熊 野 三 社 御 多 賀大明 神、 殊 

者 氏神、 別而者 一 宮 二宮 石 動 五社 權現三 崎 大明神 蒙 御 罰、 來 世に 而者沈 無 間 不可お 浮 期、 今 

生に 者 白" 燔黑痣 之 病 請 可 申 候。 仍 起請文 如 件。 

18 十八 年 八月せ 六日  ^ 


大野 藏人 

齋籐彌 兵 衞 


橋 爪 縫 殿 助 殿 

生 島主 計 助 殿 

人 月 十日。 前 田 利 孝 大和 守に 任ぜら る 

〔天寬 日記〕 

八月 十日 

加賀藩 史料 第二 編 慶長 十八 年 


七 七 


一 七 八 

一 、 大納言 利 家 四 男前 田 孫 八 郞利孝 叙任 大和 守。 寬 永系圖 

A 月 十六 日。 前 田 利 常 訴訟 及び 刑罰に 關 する 規定 を發 布し、 去年 十月 十 

七日の 令 を 追加す。 

〔金澤 市中 古文書〕 

新 追加 

1 、 在々 fm 姓 町人 出入 雖有 之、 其 代官. 給 人 公事 場， 2i 出 候 義< ^停止 候 事。 

一 、 侍 共 之雖爲 公事、 双方 一 人 宛 可罷出 事。 

1 、 公事 場， に 出 候 者、 誰々 に不 寄、 刀， 脇 指 を 置 可 罷出候 事。 

1 、 在々 田 白 E 並 野 山 境 出入 於 有 之 は、 近 鄕ぼ姓 召 出 相尋、 其 上 明 境 無 之に 付而 は、 檢使を 遣 

可 相 極 事。 

一 、 嘩は 公條如 御法度た るべき 也。 家財 之 義は當 座に 押 s、 隣 三 間可預 ss。 後日に 理非 之 

輕重遂 穿！ ^た 非 分 之 方 迄 越度 可 申 付 事。 

一 、 奉公人ど町人商£::^^儀付而、 於 町中 出 人 有 之ば、 奉公人 可爲 越度。 伹舉 公人 達 而申分 於 

有 之 は、 令^^^整、 理非 之 隨輕重 可 申 付 事。 

一 、 借用 什 者 之條、 不依 奉公人. 町人 4M 姓に、 如 申 定可致 沙汰。 自然 如 在 仕 者雖有 之、 代官 


春 香 院は前 

田 利 家の 女 

衬井長 次の 

妻 

玉 泉 院は春 

香院 と共に 

此 その 夫 

存命中な リ 

法名^. 吧" せ 

る もの 疑 ふ 

べし 


給 人に 無； 5、 理不^^に其身を捕！^は、 可爲 越度 候 事。 

一 、 夜中に 往行之 女 を らへ、 出入 於 有 之 は、 理非に 不立 入可爲 成敗 事。 

一 、 馬 牛賣買 之義、 相 極上に 而 三日 過 候 は、 3、 如何様 之く せ 馬たり，、」 い へ 共、 主， 返遣義 

停止 之 事。 

一 、 侍. 地下 人に 不寄、 或 公事 をた くみ、 或 證跡無 之 儀に 虚言 を か i< へ 、 公事 場ね 罷出 輩、 曲 

言に 可 申 付 事 0 

一 、 公事 篇各令 裁許、 理非 相究、 書付 を 出 上、 重 而違篇 申 輩 於 有 之 は、 曲 言に 可 申 付 事 C 

右 之條々 申 分 有 之 輩 は、 公事 錢，、 J して 銀 子 一 枚充可 持参 候 。但理 運 之 手前 は 銀 子 可 返 造 者 也。 

慶長 十八 年 八月 十六 日  利  光 判 

人 月" 前 田 利 常 等 白山 太 神宮 撞鐘 建立. に 奉加す。 

〔國初 造 文〕 

白山 大神宮 报鐘御 奉加帳 

(利 常 > 

一、 銀 子 十 枚  印 

一、 八 木 二十 傣  玉泉院 

1、 銀 子  一 枚  まゆん かう ゐん 

加賀藩 史料 第二 編 慶長 十八 年  一 七 九 


枚 


枚 


銀 子 一枚 

銀 子 二 枚 

銀 子 二 枚 

0 子 

銀 子 

0 子 

銀 子 

銀 子 一枚 

銀 子廿目 

銀 子 三十 匁 

鈒子 二十 目 

銀 子 二十 目 

此外十 匁 

銀 子 二十 匁 

銀 子 三十 目 


奧村^ 豫守 判 

篠原出 羽 守 判 

橫山 山城 守 判 

長 左 兵衞尉 判 

岡 島 備屮守 判 

中 川 大隅守 判 

富 田 下野 守 判 

山 崎 長 門 守 判 

. ^"村 周 防 守 判 

神 谷 信 濃 守 判 

小 幡駿河 守 判 

松 下 伯耆守 判 

松 千代 

寺 西 若狹守 判 


A 
O 


銀 子 二 枚 者 

銀 子 一枚 

銀 子 二十 匁 

銀 子 二十 目 

銀 子」 枚 

銀 子 十 匁 

銀 子 十二 匁 

銀 子 十 匁 

十 匁 

一長 十八 稔癸 八月 吉日 


本 多 安房 守 政 m 判 

村 井 兵部少 11^ 政 判 

高 畠 左 京 亮重勝 判 

成 瀨內藏 助吉長 判 

奧村 河內守 判 

奧村玄 蕃助榮 明 判 

前 田 日向 守 利 □ 判 

加籐石 見守 重 A 判 

瀧 右&, 門 佐 


長 

兩 


主 


九月 一 一日。 前 田 利 常、 加 賀* 能 登 一 一岡の 船 役に 關 する 规 定を發 布す、 

〔加賀 古文書〕 

加州 國中 へ 每年申 付 船 役 之 事 

一 、 松 前へ 鷹 舟 遣 割符 之 事。 . 

加賀藩 史料 第二 編 慶長 十八 年  1 八 一 


一 八 二 

一 、 自秋田 取 越 丈 木 三千 本。 . 

一 、 御菜 並 火 燒銀子 割符 之 事。 

一、 二 年に 一 度 之 船 烧判錢 之 事。 

一 、 小 役之義 者、 此以前可爲如有來之ie^。 

右 之 外 於 用 所お 之 者、 船賃 可 令 扶持 0 當年申 付 材木 船賃、 是又令 用捨 候條、 此 以前 走： r-c: 姓 

等、 早速 可 召？；：^ 候 0 還 住 之 百姓 等、 二 ケ年之 間 諸 役 可 令 赦免 候。 ^^對代官.給人於申分有之 

は、 奉行所 へ 以 書付 可 申 上 者 也。 

慶長 十八 年 九月 二  H  筑前守 利 光 判 

加州 國中 在々 肝 煎 惣.， H 姓 中 

〔能 登 古文書〕 

能 州 國中ハ 毋年巾 付 船 役 之 事。 

一 、 松 前へ 廳船遣 割符 之 事。 

1 、 秋 田より 取 越 丈 木 三千 丁 割符 之 事。 

一 、 栗之木三千本割符之^^。 

一 、 炭 之 義可爲 如 有來之 iai^。 


一 、 二 年に 一度 之 船 燒判錢 之 事。 

一 、 鹽之儀 可爲如 有來之 事。 

一 、 御^^並火燒之銀子割符之事。 

一 、 小 役 之 儀 可爲如 有來之 事。 

右 之 外 於 用 所有 之 は、 船 赁可令 扶持。 當年申 付 材木 舟賃、 是乂令 用捨 候 之條、 此 以前 走 候お 

姓 等 早速 可 召 返。 還 住 之 百姓 等、 二 ケ年之 間 諸 役 可 赦免 候。 若對 代官. 給 人 於 申 分 在 之 は、 舉 

行 所 へ 以 書付 可 申 上 者 也 ◦ 

慶長 十八 年 九月 二日  筑前利 光 判 

能 州國屮 在々 肝煎惣 ^ 姓 中 

十月 十五 日。 前 田 利 常加賀 河北 郡 中 山村 等の 林木 田圃 を 保護す るの 令 を 

發す。 

〔加贺 河北 郡 中 山村 藏文 to 

挖  中 山村 其 外在々 

一 、 しば. ほ ゑ を 切 捕 候 事。 

一 、 松-竹 木. 桑. ちゃの 木 切 捕 候 事。 

如賀藩 史料 第二 編 褒長 十八 年  1 八 三  — 


1 八 四 

一 、 田 畠 作 毛 ふみあらし 候 事。  ， 

並 普請 之 もの 在々 へ 立 入、 對地 下人 非 分 之 族 中懸、 無理に 宿 を VJ り 申 事。 

右條々 相 背い たづら もの 有 之ば、 おさへ おき 注進 可 什、 忽 可成 收者 也" 

慶 -：！^ 十八 年 十月 十五： n  利  光 判 

ト月 三十日。 前 田 利 長 母 芳春院 夫人 を 見ん と 欲する の 書 を 神 尾 之 直に 致 

•  一-^ \ 

〔前 田家 文書〕 

尙々 つまり. i て、 は、 にあい 候て は、 いらざる 事に 候 。ち VJ まへ か V- にあい 皮 候。 

わざ VJ 申入 候。 仍 我ら， C づら ひち VJ おもり 候。 つらな Vj も はれ、 かたはらな ビ もうき. E. 候。 

はやち かづき 申 か、、」 存候。 かやう に 候て は ほ V- なき 物故、 ようたいく すし へ たづ ねられ 候て 

可 給、 其く ちし だいに、 すこしも まへ か V- に、 は、 にあい 度 候。 しょくじ は 此中六 口まで、 

よくす、 み 申-候、 以上。 

十月 三十日  ひ 

づ しょ 參 


十一月 十一 日。 前 田 利 長 夫人 卯 辰 山 愛宕 寺に 藥師像 等 を 寄進す。 

〔寺社 來歷〕 卯 1:^ 明 王 院由來 書 

當院は 高 德院樣 以來御 斬 願 所に 而、 先 規者本 多 安房， な 敷に 住居 仕、 山 號金澤 山 愛宕 寺 明 王お 

VJ 號 候。 往昔 之 草創 開基 年代 者、 舊記等 無 御座 候に 付 難 知 候 0 天 正 年中 之 住持 a: 法 印.^: 過以 

後、 八 代 目 之 院主 法 印翁遍 時代に、 瑞龍院 様從越 中高 岡當 御城ね 被 爲移、 其 以後 慶長五 年に 

鬼門 先ね 愛宕 堂 建 可 申 由 被， 仰 渡、 唯今 之 屋敷 致拜領 移住 仕 候。 步 数之義 は、 唯今 之 屋敷 山 一 

つ 被 下 旨に 付、 其 節 御 打 渡 無 御座 候 故知 不申 候。 其砌 愛宕 本社. 拜 殿. 三 問 四面 之護縻 堂. 鳥 

居. 石 階、 並 主 殿. 雜舍. 門 御 造 營被仰 付 候。 社頭 者于今 御座 候。 翌年に 眞言 寺院 八 筒 寺同處 

引越 候 様に，、」 被 仰 渡、 則 御 書 所持 仕 候。 其 後 從陽廣 院樣、 愛 { 石 堂 道筋 橫三間 堅廿三 間、 西 

尾 隼 人ね 被 仰 渡 拜領仕 候 0 慶長 十八 年 十 一 月 十 一 = に瑞龍 院樣從 御前 樣、 御子 孫 奉爲御 安全、 

傳敎 大師 作 藥師之 像、 大黑天 並幡四 流. 打 敷. 札 箱、 何も 御 寄進 被爲 成、 于今 所持 仕 候。 

1、 度々 御 祈 禱被仰 付 候 御 書. 御 印 等、 數通 所持 仕 候 0 毎年 正. 五. 九月 御 祈お 料、 先年 者 御 

城 北 之 御藏に 而米 三十 读拜領 仕 候。 其 節 裁許 人 折紙 御座 候。 從其後 米 十 懐今以 拜倾仆 候。 

此外寺 由 來緣起 等 無 御座 候。 
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一 八 六 

虞 享ニ年 二月 十八 日  卯 1:^ 愛宕山 明王院 判 

冬。 豐臣秀 賴の使 織 田 賴長高 岡に 至りて 前 田 利 に會 見す ゥ 

〔關屋 政 春 古兵 談〕 

一 、 慶長 十八？^ の 冬、 秀賴 公の 爲御使 絨田左 門、 後 雲 生 寺、、」 云、 北國に 下り、 越 前の 今 压 よ 

り 賀州小 松 迄 ： 日に 參着、 但步也 ◦ 下人 一 人に て 也。 小 松に て 前 田 對馬馬 守 家 禮樱井 掃 部 VJ 

云 者、 元 來家禮 筋なる 故、 掃 部處に 一 宿 也。 金澤高 岡の 様子 を 聞 合せ、 翌： n 高 岡に 至り、 利 

長 公に 對面 在て、 秀賴 公の 御 口上、 東夷の 鉢 近年の 內に秀 賴公を 清し 可 申 鉢 也、 偏に 利 長 公 

を賴思 召の 由 也。 利 長 公 御 返事に、 私の 儀 貴殿 御 覽の通 一:^ 中に て、 家の 內を さへ 不行步 の 仕 

合に 候 得ば、 罷登 御馳走の 儀 難 成 奉稃候 0 又 筑前守 儀 は 父子の 間 £ 乍 申、 是は關東將^5^の聲 

に 御座 候へば、 いか やうの 儀 を 存罷在 も 不；； ^候 得ば、 唯々 私 御請 何、、」 も 難 申 上、 隱 居の 人數 

の 儀 は、 何時 にても 進上 可 仕 VJ の 御 返事の 由 也。 

〔又 新 喪 日記〕 

此 年大阪 より 爲御使 織 田 左門賴 長^ 、子；^ 1^^^  ，高 岡に 赴く  0 其 節 小 松の 城へ 立 寄、 前 田 長 

種 方に 三 宿して、 其 翌日 草履 取 一 人 召 連、 步行 にて 其 日に 高 岡へ 來て wlij 二 上屋へ 立 入、 爲 

御 使 織 田 左 門來の 間、 御城 中へ 案內賴 入の iln 申 候。 則 登城、 尤御 饗應。 即時に 御 暇 を 吿て被 


け は ひ 知ば 

化粧 領 


歸也。 是秀賴 の 仰に、 近年 大阪 の爲姊 何、、」 も 不能 愚意、 經年關 東より 出軍 無 疑、 其 節 は 是非 

御 賴被成 度 由 申 候 也。 御請に は、 萬 一 左 樣の義 有 之ば、 隱居 G 人 數は不 殘可指 上 候。 私義此 

病氣 にて、 出 勢 仕ても 聊 御用に 不相立 義也。 又筑前 守は關 東の 聱に 候へば、 其 身の 分別 次第 

に 候へば、 其義は 御請 難 申 上旨 被 仰 遣 候。 追 付 左 門 高 岡 を 發也。 金 澤迄歸 りに、 高山 南坊は 

數 寄の 舊友故 及 夜話 云々。 此所迄 高 岡より、 以御 使者 雁 二. 密柑ー 籠、 左 門 方へ 被 遣 申 候 0 

是歳。 天德院 夫人 加賀 河北 郡 北 屮條村 山 王 社の 社殿 を 寄進す。 

〔寺社 來歷〕 北 中 條村山 王 由來書 

加 賀郡北 中 條村山 王者、 承久ニ 年に 勸請 申、 當年迄 四百 六十 六 年に 罷成候 0 則 產子は 加お 郡 

井上 庄之內 十七 ケ村 御座 候 ◦ 古昔 者 社 も數多 御座 候而、 社領等 御座 候 由。 然共中 比 及 大破 申 

候處、 天 德院樣 山 王 之 社 及 大破 候 義被爲 聞 召 上、 山 王者 御 氏神に 御座 候 所、 幸 御け は ひ 知、 

北 中 條村御 納被成 候。 右 御 知行 所 之 內に山 王 御座 候 間、 御 尊 5t.w 可 被 爲成旨 被爲仰 出、 慶長十 

八 年 御 建立 被爲仰 付。 本社 九 尺 二 間、 拜殿三 間 四面、 何も こけら ぶきに 御 建立 被爲 成、 則 典 

淨內記 殿. 稻野德 左衞門 殿. 多羅 尾左內 殿御 奉行に て、 同年 御 遷宮 之 御 能 被爲仰 付、 御 米 三十 

懐 御 寄進 被爲 成、 御靳禱 執行 仕、 御札 差 上申 候。 翌年 之 四月 御 神事 之 節 も 御 能 被爲仰 付、 御 

米 三十 俵 御 寄進 被 爲成候 ◦ 如此兩 年相績 御祈禱 執行 仕、 御札 指 上申 候。 然處右 之 社 破 损仕候 
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八 八 


タ圓 寺ば 法 

圓寺な る ベ 


に 付、 慶 安二 年に 寺社 御 奉行 岡 島 市 郞兵衞 殿. 葛 卷藏人 殿ね 御斷申 上、 松 御 材木 五十 本拜領 

化、 則 御 印 致 m 戴、 山 御 奉行 大塚庄 太夫 殿. 山 森 傅兵衞 殿. 由 比彥市 殿、 御 郡 御ん.. 行 山 ロ次郞 

左衞門 殿. 松 崎 佐兵衞 殿御 裁許に 而、 御 材木 人足 共に 請 取、 御宮 修理 化、 于今其 御社に 而 御座 

候。 慶 安四 年 八 右衞門 祖父 忠兵衞 家、 火事に 逢 中に 付、 御 書 御 印 之物緣 起等燒 失 仕 候。 

右 之 外 由 來並緣 起 御 寄進 狀等無 御座 候、 以上。 

負 享ニ年 七月 十一：：： 加 賀郡北 中 條村山 王 社 人 布施 與三 左衞門 

同  栗 本 八 右衞門 

是歳" 廣山恕 陽 前 田 利 長に 招かれて 越屮 せ2 岡に 移り、 法 M 寺 を 創 す。 

〔越 中古 文書〕 

一 、 瑞龍寺 御 開闢 は、 瑞龍院 樣富山 御 在 城 之 時分、 御意 を以 開山 廣山 和尙御 招被爲 成、 慶畏 

十八 年 高 岡.， 右 和尙御 引越、 寶圓寺 ど號、 一 宇 御 建立。 瑞龍院 様 御 逝去 之 後、 瑞龍寺 寺號 

改申候 0 

〔越 中古 文書〕 

高 岡 山 什！ 江 錦 Is^l^ 俾記 

太 閣秀吉 卿 朝鮮 征伐 日。 着用 蜀江錦 K 垂。 賜 前 田 利 .41。 製 之 作 僧伽 黎衣。 寄附 于瑞 龍院 開山 


れ忌舉 二る ふかの 十 然し 寺 ft 瑞 
る 辰に 十べ に ら名 八れ た;^^ 龍 

な よ 利 B  く 追す も 年ば る 吹 後 寺 
り リ長 五害已 ° るに 魔な め 法 は 

° 採の 亦 月 な 思べ そ 長り 稱 a 利 


廣山恕 陽 和^。 以充 せ： it 戒察受 之 翻矣。 

晋慶長 十八 癸 a 五月 廿日  中越 高！： 山瑞 龍禪剎 庫司 誌焉 

慶長 十九 年 

正月 廿ー 一日。 前 田 利 長 能 登 羽 咋郡寶 達 山 金坑の 税額 及び 仕 法 等を定 む。 

〔能^ 羽 昨郡寶 達村藏 文書〕 

能 州寶達 金山 慶長 十九 年 運上 金子 五十 五 枚に 申 付 之 事. 

一 、 山 之義如 前々 諸 役な したる ベ く 候 事。 

一 、 河 共之義 海ぎ はまで、 金づる 次第、 おか • ふ ちせ ハに可 裁許 之 事 0 

一 、 寳達近 鄕新見 立 可 仕 候 事 D 

一 、 小屋 木. すみ 木 手 寄 次第 可 伐 取 之 事。 

一 、 し を VJ し 於せ 之 は、 帳面 次第に 請 取 渡 可 仕 之 事 0 

慶長 十九 年 正月 廿 二日  t  ひ 

八兵衞 竹 松屋 才 次 

又兵衞 少左衞 門 
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るる 澤： 二 は 4>切德 
ベ II にの 月 十 發支川 
し 正 逢 令な 八し 丹 家 
° 月 しのろ 年た？^ 廣 
なた 金 も 十る 令の 


一九 〇 

正月 廿 九日。 前 田 利 常 越後 高 田 城 築造の 助役 を 命ぜら る。 

〔天宽 日記〕 

正月 廿九 m 

一 、 越後 福 島の 城 水 入の 地 故、 高 田に 引く 御城 普請 有 之。 北國. 奧 大名 衆 被 仰 付 候 故、 松卒筑 

前-汀. 米 澤中納 言. 松； 牛 下野 守. 最上 駿河 守. 松 ギ陸奧 守. 眞田信 濃 守. 材上周 防 守. 溝 口 伯耆守 • 

仙 石 越 前 守 • 佐 竹 右京 太夫. 南部 信 濃 守。 慶 長年 錄、 慶長 見聞 書 

正月。 高山 南 坊* 內藤德 庵 等 切支丹 宗徒た る を 以て 捕へ らる。 

〔駿府 政 寧錄〕 

正月 廿六 B 

松. 中筑前 守 利 光 使 札 到來。 高山 右近!^. 內藤飛 iw 守依爲 伴天連 宗 3:11 捕 之、 遣于 京都 板 倉 伊賀 

守、 其 外 宗旨 替者不 替者記 錄而献 之。 本 多 佐 渡 守. 同上 野 介 言上。 仰 曰、 日本 國中 伴天連 宗 

旨 不替者 急 可 流 遣津輕 云々。 兩人奉 之、 即 问觸狀 云々。 

〔開3^雑錄〕 

南坊同^£&-に配流の衆、 慶長 十八 年の 慕。 

^.^u^k^'.^M&.t  / 相 坂まで 筱 S 出 被 遣、 

^ •  -Ff  #E ん 1 &奇 まで 安原华 人。 


宇喜田 休閣. 同 太 郞右衞 門. 品 川 九 郞右衞 門. 奧村外 記. 柴山 權兵衞 奥州ね。 

〔三壺 記〕 、 

駿河 G 大御所 家康 公より、 秀忠將 se-. 2： 御意お て、 天下の ま 利 支 丹 を 御 制 被 成、 國々 のばで 

れん 道場 を 破 却し、 宗門 を か はらざる 者 は 御成 敗 被 成、 餘宗に 成る もの はころ ばせ くるし か 

ら や。 其 時 江戸に 內藤飛 驛守ビ て 大名 有、 きりしたんの てう 本 也。 異國へ 送.^ 遣 さる、。 此 

者の 甥に 內藤德 庵，、」 て 二 千 石の 進 返 也。 金 澤に有 之け る を、 き.^ したん なれば 是 らっか はさ 

れ候。 甘； 《時 加州に 高山 南 坊ニ萬 石、 宇喜田 久閑千 五百石、 品 川 右兵衞 千 石、 柴山權 兵 衞五百 

石、 是 等の 者 共 宗旨 ころぶ 事 仕 間 敷、、」 申に 付、 何も 上方ね 遣され 候。 高山 南坊 の惣領 十次郞 

は 天下の 美少年 也。 每日能 を 致され 諸人 見物いた しけり。 其 頃 はやり 歌に、 能 を 見よう なら 

高山 なんぽう おもて かけやの 十 次 郞を。 かやう に责 ざもう た ひけり。 十 次 郞の妹 を 橫山大 膳 

に 嫁 娶-ぃ 所に、 ー兩^ 立て 此事起 h. 、南坊 より 理り 有て、 一所に 上方へ 同道 也。 哀 なりけ る 

事共 多 かりけ り。 鈴 木 孫 左 衞門其 外餘宗 にか はる 者 共 は、 其 分に 成に けり。 金澤の 甚右衞 門 

坂の下に ばてれん 有 之、 是も 高山 南坊 VJ 一所に 上ね 送られ、 きりしたんで うすの 根は絕 にけ 

り 0 

〔今 枝 直方悅 草〕 
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一九二 

直 1:^ 云、 高山 南 坊を南 蠻へ被 遣 刻、 篠原出 羽 を 御 付 ありし。 下舉 行に は 淺野將 ^な Vj ハ 打て、 

丸腰に して 籠 ごしに 乘 せし. を、 出 羽 守 見て、 南坊事 常に は 中惡候 どい へ ざ も、 此 段に 至て は 

其 違 有 之 間 敷 候。 流石の 南 坊を籠 ごしに のせ 申 儀 無用に いたし 候へ。 若 道中に て 不慮 あらば、 

出 羽 守 一 人 切腹いた し 候へば 相濟 儀な り。 侍の 筋目 は 左様に は 仕 物に て 無 之，、」 て、 籠 ごし を 

かへ て、 常の 乘 物に のせ、 大小 を爲 けれ 共、 询坊 申け る は、 今度 之 御 芳志 生々 世 々忝お 候、 

併ケ樣 に罷成 候而、 兩腰指 申 俄 は、 殿の 御た め 不可 然候 間、 本の 樣 にして 給り 候へ どて、 達 

而 所望な りければ、 大小 をば 不爲 指、 常の 乘 物に のせて、 道中 にても 緩々 ビ したる 權 にて 有 

しビ 也。 諸人 出 羽を譽 めし，、」 なん。 

〔混 見 摘 寫〕 

高山 南坊 は 攝州高 機の 城 生、 秀吉 公山 崎 合 戰の時 先陣たり、 其餘の 武功 世に 知る 所 也。 

然るに 秀吉公 御 治世に 成て、 耶蘇 宗門 御 禁制に 付、 右近 彼 宗門た る 事 を 聞 召 改可申 旨 上意 有 

VJ いへ ざ も 承引せ す。 武功の 侍 故 秀吉公 惜み給 ひ、 右近が 茶 湯の 師千利 休 を 召て、 汝 行て 異 

見 を 加へ、 宗門 を改 させ 可 申 旨 也。 利休畏 て、 右近に 爾々 の 趣 を述る 所に、 右近が 云く、 彼 

宗門 師 おの 命より 重き 事 を 我 未知。 然其恃 の 所存 は、 一 度 夫に 志して 不變易 を 以て 丈夫 どす。 

師 君の 命 ど いふ 共、 今輕々 敷 改之事 武士の 本意に 非す ど 云。 利 休 も是を 感じて、 苒往 不及異 


見、 右 之 趣 を 言上す。 秀吉公 も 無據、 且 右近が 罪を算 へられ 識^ 有 之、 領知を 召 上 流浪す C 

時に 利 家 公 深く 勞り給 ひ、 且 武功の 士 故に、 少知 にて 被 召^ 度 皆、 秀吉 公へ 被 仰 上、 御免：^ 

て 二 萬 七 千 石に て 御 國に被 居け る VJ 也。 其 後 御 當家御 治世，、」 成、 士ロ利 支 丹 宗門 而御改 故に、 

南 坊を其 儘 被 指 置が たきに よ. り、 其 身 も 願 ふ 故に 旁 公儀 を慷 ちれ、 西洋 國へ 被逍 ける VJ 也 0 

此 時に 內 藤飛驊 守、 關 東より 一 所に 被 遣け り。 右近 は 御 國へ來 て 剃 髮南坊 どなり、 子供 一 所 

に 南 蠻國へ 行。 但し 南坊 死去 之 後 用る 事な き 故、 歸 朝して 又 彼 宗門 を廣 むる ゆ へ、 於 公儀 殺 

害せら る 0 

〔天寬 日記〕 

三月 七日 

一 、 高山 右近 堅く 吉利支 丹 之 邪法 を 守る。 依 之 西洋 國に 放さる。 家忠 日-記、 御 年譜、 榮松錄 

一 、 加 賀中納 言 家中 高山 南 之 坊，、 J 申 者、 吉利支 丹 之 伴天連に 成、 宗旨 を改 可. S. 候 由 上意 之 旨、 

加贺 殿より 被 申 付 候へ V- も、 改申間 敷，、」 申 切 0 此も 〇 元來 荒木 亂之 時、 信 長へ は 忠節 之 も 

の 也。 近年 加 賀に罷 在、 知行 二 萬 石 取 申 候。 命 は 御 助 被 成、 南 蠻ね御 拂被成 候。 蠻人 百餘人 

肥 前 長 崎迄迎 に參、 同道 申 候。 高山 娘者橫 山山 城 守よ めに 候へ ざ も、 令 同道 參度 よし 望、 つ 

れて南 蠻國へ 渡る。 廣 長年 錄、 見聞 錄 

如 18 史 .，料 第二 編 ils 卞. S-  I  一九 三 


一 九 四 

一 、 俾天迚 之 門 派 者 共、、 京都に 有 之 分、 此間 大形 ころぶ。 相殘 ころばざる 者 七十 人餘有 之、； 

奥州 外 溶へ 可 有 流罪に 相定、 今 H 出京 東に 下。 加州 居住 商. 5 南坊 右近 去 より 坂 本へ 參 居す、 一 

是も 妻子 以下 十 人 計 九州 長 崎 へ 下。 創業 記、 常 代 Si  _ 

〔擢 萃錄〕  一 

一 、 慶長 十九 年 三月 七日 高山 右近、 吉利支 丹 宗門なる に 改宗いた し不 申に 付、 南 蠻國わ 被 遣 0 一 

松 倉 豊後守 島 原の 城 拜領之 節、 公條， 2 相 達、 南 蠻國を 自力に て 切 取 度，、」 有 之 0 爲內兒 分 侍兩ー 

人. 足 輕廿人 計に、 高山 を爲 見廻 南 蠻國へ 被 指 越 候處、 一 人 之 侍 は 船 巾に 而 致.；：？ 死、 吉岡九 左 一 

衞 門，、」 申 者 着岸いた し、 右近 方， 0: 申 通 候處、 日本に 而畏 崎な どの 樣成、 餘 大き 成 家作に 居 i 

住いた し、 朝夕 不自由 成姊 にも 相 見不申 候へ V- も、 其 あたりへ は 寄付 不申 候。 豐 後方よりの 一 

書狀も 封の ま、 にて、 音物 等 も 其 ま 、にて、 所の 奉行 • 目 付，、」 も 可 申 ご VJ き の 者 V、J も 五人餘 請， 

取 候て、 都ね 爲指越 候 様子に 相 見 申 候。 あまり 遠方 にても 無 之 や、 ：^.s 五 n:^ に而 右の 書狀ー 

昔 物の 內少々 を留、 高山 方ね 國 王より 給り 候樣 子に 有 之。 九 左 衞門は 別宅に 差 殺、 高山 前へ 一 

出 候 節 は、 南 蠻人四 五 人 傍に 付添 罷在 候に 付、 中々 密事 S 相談 if|;G 血 成 事に 無 之 VJ 也 0 其： 

節 召 速 候足輕 二十 人の 內、 十 人餘も 船中に て相果 候よ し。 右 九 左衞門 K 話 也。 九 左衞門 は大： 

阪^^；に而覺有之、 知行 千 石 を 取、 安藝 守 殿に て 先手 物 頭 其の 組： m を 相 勤！^ i 


すの 三 ： 
べ條月 趣の 
しズぉ 十は訴 
參 三本 訟 
看 日 年の 


一 一月 十 人 日。 前 田 利 長 幕府に 對 する 訴狀の 案文 を認 む。 

〔本 多 氏 古文書〕 包紙 瑞龍 院樣御 訴訟 書 之 案 

覺 

一 、 御 そせ う 申 上 儀 相 叶 候 は > -、 高 岡 城 之 儀、 筑前 守に 申 付 わらせ 可 申 候 事。 

一 、 越 中 內新川 郡、 わたくし いんきょ 分に 被 下候內 を以、 召 遣 候 も- TVj も、 人 多に 不入 儀に 

付而、 高 を も 取 申 候 得 共、 四 年 以前に 加州へ つか はし 申 候。 然ば相 殘る分 並 右 之 郡 檢地を も 

いたし、 一  1 御座 候。 申 上 候 次第に いづかた へ 成 共 可 被 仰 付 候 事。 

一、 かめが へな まり 山 之 儀 も、 ない く 如 申 上、 過分に なまり もいで 申 候 山に て 御座 候 間、 

御用の ため 御 奉行 を も 可 被 仰 付 候 哉、 並 銀 子 も 出 申 候 事。 

以 上 

二月 十八 日  羽 柴肥前 守 利 長 判 

本 多 佐渡樣 

本 野 上野 樣 

一 一月 一 一十 日。 前 田 利 長 越後 高 田 城 築造の 鍬 初に 役夫 を 派すべき こと を 本 

如 K 藩 史料 第二 編 慶長 十九 年  1 九 五 


四 年，：：^ 前 は 

十六 年 

なリ 


かめ，^> へ は 

龜ケ谷 


1 九 六 

多 政 重に 命ず。 

〔本 多 氏 古文書〕 

返々 きりしたん 御 はらいの 義 にて、 上方 さわがし きてい 申 こし 候 はヾ、 なん 時に てもう 

けた ま はるべ く KTi&o 

こん V- は兩ビ まで 御いで、 はる ^のろし 1 入御く たびれ 候 はん VJ ぞんじ 候。 ゑち ごの 御 ふ 

しん 三月  一 H より 御く わ はじめの やうけ 給 候。 何樣 にも 五 百 か 千 ほ. ビ人 をつ か はれ、 まづち 

やうば へ少 にても 人 をく ばり 申た く 候。 其 だん も 其方 ふんべつし だいよ し。 うけ 給 候へば、 

ゑち ぜんに はぐ そくさし 物よう いのよ し、 たしかに うけ 袷 候。 かぶきに もなら ざる 事に 候 0 

御 ふしんい ち 大事の 事に て 候 間、 かなら やく わ はじめに はてう ば へ 人 をつ か はした く 候。 ち 

く ぜんかた より 折々 申 こし 候 間、 其方 ゆだんな くちく ぜん 债 きも いられ 候よ し、 まんぞくに 

ぞんじ 候 VJ ほり、 我々 によく 心得 候て 申 候へ ど 申 こし 攸。 いよ ゆだんな く、 せい を 入ら 

れ 候て 可 給 候， i&o 

二月 二十 =  ひぜん 印 

あわの 守 殿 參  ひぜん 

一 一月 廿ー 一：：！。 橫山長 知 剃髮祿 仕を辭 せんとす る 件に n 刪し、 田 利 畏本多 


政 重に その 處置を 命ず。 

〔本 多 氏 古文書〕 

橫山 山城 儀に 付て 書付 見 申 候。 

一 、 われ/^ ゎづら ひ、 日々 にお、、」 ろへ 申 候 を 聞 候て、 かしら を も そり、 高 岡ち かき 寺へ も 

はいり あるべ きょし、 これ は あまり はやす ぎた る 事 か，、」 ぞんじ 候 0 いまだ われ/^ 儀ながら 

へ 候て 居 申 候に、 かやう の 仕 合 はてう ぶく 同前に 存 to 

一、 われく 取た てに て筑 前につ け、 萬 事い けん を も 申 やうに，、」 申 付候處 に、 さやう の はや 

を もちが へ、 かしら を そり 申 事、 1 ゑんが てんま いら ゃ院 0 

1 、 筑前 はらだち 尤 VJ 存 候。 山城 そせ うな V- に 候 は、：^、 筑 前にい けん を も 可 申 候へ 共、 ぬし 

力 しら を も そり、 何たる ふそく を もしら や 候 あいだ、 めしつかい flii- やうに VJ ま不存 候。 

一、 山城 かしら を も そり たちのき 申 候 事、 公儀に もい か、 > -，、 J 可 被 思 召 候 あ ひだ、 そこ も VJ 可 

然 やうに せられ 候て 尤候 0 

一、 筑前 はらだち 候て せいばい を もいた したき，、」 申 候 共、 たって いけん を も 申され、 せいば 

いいたさ や 候 やう 候て 尤院。 以上 0 

二月 廿 二日  肥 前 守 利 長 印 

加賀藩 史料 第二 編 慶長 十九 年  一九 七 


1 九 八 

本 多 安房 守 殿 

〔前 田家 雑錄〕 

一 、 瑞龍院 御 氣色御 指^り 被 遊 候 時、 本 多 安房 守 政 重 を 御 召 被 仰 候^、 我等 氣分 5^1 日 

候 0 此姊 ならば 追 付 可 相果。 我等 は 一 刻 も 相果る 事、 何よりの 大慶 也。 此段 其方に も 合点 可 

爲也。 就 夫 大阪關 東の 鉢 を 見る に、 追 付 取合 起べ き 也。 其 時 我等お 命なら ば 大阪へ < ロカす ベ 

く、 利^ 寧は關 東の 聱 なれば 御昧 方すべき 也。 然れビも我等，：^命なれば与風^^飄に而大阪へ 

御 味方な ビ 可 仕 候へば、 旁 一刻 もはやく 相果度 也。 大阪 御攻候 は、 s、 太^ 御 取 立の 衆多 大阪 

へ 可 籠 也 0 左 候 は  一 度 は內府 公の 御 方 破 軍す ベ き 也 0 利 《：？ 儀 尤內府 方た るべ き なれば、 萬 

事 指 引 其方へ 赖入 也。 右 破 軍の 時 如何 可 被仆哉 所存 ii 皮、、」 被 仰 候處、 安房 申 上 候 は、 先以御 

譜代 衆 も 多 御座 候に、 私 を 被 召 出 思 召 之 旨 被 仰 iw、 難 有 ど 落涙 被 中 候。 さて は 大阪御 ー戰之 

砌、 關 東方 御 破 軍に 及 申 候 者、 利 常 公 御 同道 仕、！^ 州 大垣迄 退 可 申 候 0 幸大 垣の tl^ 田 左 門 は、 

私 、ひ 易 仆作義 仁に 御座 候。 私さへ 賴申候 ど 申 候 は、、、 少も如 在 仁に 無 御座 候 0 あれに 而破軍 

の 御 士卒 を 集、 重而御 一戦 之 時分、 御供被成候^^;^に可什候，、」被申上候へば、 瑞能院 様 御 起^ 

も 被 成が たく 御 鹿 候へ 共、 孚風御 起 K り 被 成、 W 々安房 守 申 分 ども 不被 m.^ 召 俄 を 申 上 候 哉。 

其 破 軍 仕 候砌、 利 常 は 其 所に 而 討死 仕 候 而ぞ本 なれ 0 跡 職之權 はお 共 多く 候へば、 いづれ 


わ.^ は 能 美 


成、、」 も 內府の 御 心 次第に 被 仰 付候樣 に、 鬼； 利な 9m は 其 破 軍 Q 時 討死 仕 候が 御 本 公，、」、 御 機 

嫌 散々 惡敷成 候。 房 州 御尤、 、二し 退 申 候 由。 此儀御 奥意お 之 候ての 事 VJ 也。 房 州は關 東方の 人 

故 筒 様に 被 仰 候 ピ也。 此時橫 山山 城 守 被存候 は、 我等 を 御 指 置、 新參 者の 房 州に 简樣之 俗 被 

仰 候 事 は、 偏に 奥 村 攝津守 讒訴 故 £ 被 ^候 歟、 山城. 大膳. 式部 父子 三人 落髮 仕、 旦那 寺へ 引 籠 0 

是 常に 山城. J 攝津守 中 惡敷故 也。 因 玆瑞龍 院樣追 付 山城に 御 暇 被 下 候而、 旣に 京都へ 立 返 候 

砌に、 攝津守 加州へ 來り、 篠原出 羽へ 見廻、 被 申 候 は、 御意に は、 今度 横 山山 城 父子^ 御 

意 京都へ 立 退 候。 大事之御密議をも御預^^被成候もの^-事に候へば、 他 國へ被 造 難 被 成、 左 

り ビ而又 罪 も 無 之 御成 敗 も 難 被 成 故、 御 家中 誰ビか 申 候 而者思 召 あて 無 之、 其方 老人 之债な 

がら、 其方 外に 御 頼 可 被 成 も Q 無 之 候 間、 山城 京都へ 立 返 候砌、 あ を 河原に 而討可 申 旨 被 仰 

出 候 故、 罷越 候へ，、」 被 申 候。 此時出 羽 殿 は 極 老之由 也。 出 羽 被 申 候 は、 先以 御意 畏り申 候。 

殊に 人 も 多く 御座 候に、 昔 之 儀 を 思 召、 老人の 私 を 御用に も 立 可 申， こ、 箇樣之 僮 被 仰 付 候 段 

難 有 義ビ被 申 候。 併 私 も 御 家 久敷罷 在 候 事！； 御座 候へば、 筒樣之 御密舉 をば、 御前に 御 召 候 

歟、 又は 御 自筆に 而被仰 下 候 は、：^ 糙 に可存 候へ V- も、 贵 殿御 使 迄にて は 御請 楚忽 に存候 間、 

彌可被 仰 付 候 は  > -、 御 書 御 直 判 之 もの を 御 越 候 様、、」 被 申 候 故、 攝津守 高 岡へ 歸被申 候。 其 跡 

に 出 羽 申 候 は、 我等， こ 攝津守 常々 不快、 山城，、」 も攝津 守不中 なれば、 御意，、」 申、 我等に 山城 


二 〇〇 

を 申 付、 ， 町. 唯の 沙汰に して 兩人 共に 可 殺，、」 のた くみ 也 V」 被 申 候 也。 彌其通 故、 1^ 而何 G 俄 も 

不申來 ど 也。 

三月 十 H。 大野 治 長 書 を 前 田 利 に與 へて、 大 阪の舉 兵. を 告げ その 參加 

を 促す。 

〔國初 遺文〕 

秀頼樣 事 御 才覺、 彌追日 令增長 候。 漸 時節 此 時候。 兵粮 以下 大阪^ 之 分、 福 左 衞門大 夫 手 

前 三 萬 石、 秀賴樣 御藏 米 七 萬 石、 其 外商 H 兵粮 數多有 之 候 間、 早々 上洛 候而 is?: 端 可.；^ 御 35 南 

候、 恐々 謹言。 

三月 十日  大野 修理 亮治長 判 

羽 柴肥前 守 殿 御宿 所 

三月 十三 日。 本 多 政 重、 前 田 利 畏の怠 中 を 幕府に 告げ、 その 所領 を 返上 

して 京都に 居住の 許可 を 得ん こと を 求めん が爲 使^ を 命ず。 

〔木 多 氏 古文書〕 

覺  - 


二月 十八 日 

と は 前 田 利 

長の 願書の 

、、とに 關す 


久々 は 急々 


おとる へく 

れ脫字 もる 

べし 


一 、 內々 にて 得 御意 候 ゆへ、 肥 前 使者 をば 越不 中、 安房 守 もの を兩 人く だし 被 申 les-o 

一 、 二月 十八 日に 御意 izz:: 一安 房守兩 人く だし 申處 に、 大阪 より 大修现 使者 をく だし 子細 

申 越に 付て、 此 みぎり は、 不入儀 VJ 被存、 まづ相 やめられ 候き 0 せい 前 三 ケ條之 一 つがき も 

一 一月 十八： 《 に はんぎ やういた しお かれ 候 事。 

1 、 こ 、も VJ へ 御 使 にても こさせられ 候に おいて は、 煩 之 鉢 御 目に 懸度候 0 上方へ まかりつ 

き 候 は > -、 すな はち 板 倉 伊賀 殿へ 可 懸御目 候。 但久々 にて 相 はてられ 候 はんも しれす 候。 何 

れ來 年中 迄 は 相の び 申 まじき，、」 存 候。 乍 去 ふく 中に やま ひ は 無 御座 候。 腫物 さい 發、 手 あし 

用に 立不 申、 ぎ やうぶ かな ひ不 申、 ね ふし を も 女 A ハに か、 へられい たす 林に て 候。 尤め した 

ベ 候 もく、 めら れ候 儀に 候。 お，、」 ろへ くれ 候に、 中々 前の かたち は 無 之 御座 候 事。 

一 、 今度 肥 前 所より 使者 を 可 進義に 候へ 共、 公儀 御み に 入 させら る/ -條、 不入事 VJ 被 思 召 

候 時に、 世間 取 さたへ もい か に 候 間、 內々 にて 先 御意 をう け 候た め、 しのびに て 安房 守 も 

の を 進 候。 其 元 鱧す み 候 は > -、 此方より 肥 前 使者 をく だし 可 申 哉 之 事。 

一 、 御內々 にて 御 ひろう 被 成 候 は、 >-、 此 すみ 付 越 候へ ども、 まづ 使者 をば 相 返し 申 候 VJ 成 VJ 

も 可 被 仰 上 候 哉。 いか やう VJ も可然 やうに 御 分別 候て 可 被 下 候。 まかせたてまっ..^候事o 

一 、 御前 相す み 候に おいて は、 板 倉 伊賀 殿御 さし 圖 候て 可 被 下 候。 ^賀殿 近所に 罷在度 由 候 
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二 〇 二 


知リ 候-, 、は 

知リ候 人の 

意なる ベ し 


ばう. （-.=*' パ 

んは 芳春院 


一 、 作 事 之 やうす 之 事。 

一 、 ながらへ 候內 に、 自然 上方い そがし き 義出來 候 時 は、 板 倉 殿 長屋の 內に 成、、】 も、 又は 伏 

見 御 域 之 內に成 共 可 罷在候 事。 

一 、 上方に て は 火 G 用心 夜番 之 者 小 もの 十 人 計、 だい 所 人 二三 人 程、 門番 二人 ほざ、 £ り 次 

の 間に 二三 人 程、 以上 合 惣七八 人 程に て 罷在度 候 由 0 だい 所 人 門番 之 もの は、 知り 候て はつ 

れ申 まじく 候 0 かちの もの 同前 之、、. - しのより たるり ちぎなる もの 計に て 可 有 御座 候 0 女房 衆 

並に めしつか ひの 女房 はした 共に、 女數廿 五六 人 計に て 可罷在 由に 候。 門番 之 儀、 同 敷に 板 

倉 伊 贺殿も の を や ビ ひ お き 申 度 候 由 に 候 事。 

一、 存命に てこれ ある 內、 こ、 も，、」 仕置 申 付、 筑 前にい，、」 まご ひ 仕、 G ぼり 申 候 上 はいか や 

う G 儀 候 共、 はや 北圃 より. は ひきゃくの 取 かにし を 一 ゑんに 不仕候 はで、 同ぜん にいた し 度 

心中に 候 事 0 

一 、 高 岡 之 儀 わが 申 度 由 申 事。  . 

1、 いんきょ 分 G 知行 指 上申 候 間、 たれく にな h せハ、 御 誌 次第に 相 わたし 可 申 候 事 C 

一 、 生前 之 心中 も 無 之 候。 上方 之つ ちに 罷成、 むらさき 野 はう しゅいん 寺に て、 いつ、、」 なく 


人 もお 候 はぬ やうに 取お かれ 申 度 候 由に 候 事。 

一 、 上方に 罷在 候、、， "も、 はて 候 時は國 にて さう れい を も 仕度，.」^ 申 儀に 候 を、 上へ 罷上 度、、」 

申 儀、 さだめて 煩に ぼうきゃく いたし、 きがち が ひ 候 か VJ 可 有 思 召 儘め いわく 化 候へ ども、 

つね < ^上方に て 取お かれ 申 度 のぞみに、 爲其御 そせ う 申 上、 おぼしめし やられ 候て、 よき 

様に 御 取 成た のみた てまつ-..' 候 由に 御座 候 -。 

以 上 

慶長 十九 年 三月 十三 日  安房 守 政 重 判 印 

河 井 忠兵衞 殿 

松本權 r ポー 殿 

三月 4 "四日。 前 田 利 長、 本 多 政 重の 使者 を駿府 • 江戸に 派す るに 同 有？ した 

る を 謝す。 

〔本 多 氏 古文書〕 

以 上 

書 じ やう ひけ A 申 候。 せん V- や ー郞を もって 申入 候 所に、 さう//^ うけられ 候て ま < ぞく 巾 

候。 返事 や 一 郞申候 をう け 給 候。 いづれ も ねん を 入、 - つれ 候 義 共に 候。 ベ つに 申ぶ ん是 なく 候 
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ゑち ご は 越 

後 高 田 


二 〇 四 

間、 せん Vj 仰 こされ 候 VJ ほり、 する が • ゑ V- へ 申つ かわ ゐて可 給 候。 こ、、」 にち VJ を だ てられ、 

ししゃ 兩人 つかわれ 候よ し、 なを もって めでたく ぞんじ 候。 又 ゑち ごへ ふしんの 物 共、 それ 

< ^に 申つ けられ 候よ し、 是 又まん ぞく 申 候， iloo 

三月 十四日  ひぜん 印 

あわの 守 殿 參  ひ 

四月 三日。 橫山長 知 鞭 山に 在りて、 金 澤蠻幢 寺より 慰問の 爲に使 僧 を 遣 

したる を 謝す。 

〔國初 造 文〕 

以 上 

尊書 具 致 拜見候 0 早々 爲 御見舞、 御 使 僧 被 差 上 候 isji- 忝 存候。 手前 之 仕 合 無 是非 段、 併 如何様 

にも 成 次第，.. -存義 候條、 御 氣遣被 成 間 敷 候。 此中者 叙 山に 致 逗留 候 得 共、 近： n 西 國邊， 可^ 

越覺悟 候條、 重 而御狀 も 被 下 間 敷 候。 猶御 使惯， 2： 申入 候 間、 不能 細筆 候、 恐惶 謹言 0 

卯月 三日  橫山夕 庵道哲 判 

寶 幛 寺 責報 


五月。 前 田 利 長 書 を 本 多 政 重に 與 へ て 幕府より その 住 地 を 隨.； 一:.^ に定 むべ 

き 許可 を 得た る を 謝す。 

〔本 多 氏 古文書〕 

尙々 一 昨日 は 御つ かひ 品々 給 候。 くわ ぶんに 存候。 ひぐ らしの 馬み 申 候、 ついに 此 中み 不 

申 馬 見 候 ひし。 かやう の 馬 給り 候 事、 一入 こんせつの 義 ざ もまん ぞく 申 候 0  - 

御狀 はいけん 申 候。 仍 我ら 居 申 候 やしきが ま へ の 事、 兩 御所 樣へ 御意 をえ 申 候 所に、 いづかた 

にな. OVJ も あ， 0 よき 所に 居 申 候よ し御內 書に て、 誠に かたじけな きしゃ I  中々 申 もお 

ろかに て 御座 候。 こビに 御つ かひに て、 いろく はいれう いたす 義、 せう 一  一な き 一  一 

かたじけな きょし、 さ v~ 殿-上野 殿へ よく 御 申しく ださるべく 候、 以上。 

五月 一 一 

五月 九日。 前 田 利 長 書 を 京都 芳春院 の 住持 玉室宗 珀に與 へ て 永訣の 情 を 

叙す" 

〔芳 春院振 古錄〕 

以 上 
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二 〇 六 


, 、くし は大 

德寺 春屋宗 

園な リ 

ばく： J  si 

柏樹、 しち 

れん は 失念 

> ；-- よくしつ 

は 玉 室宗珀 


わざ，、」 申 上 候。 我//' しょら う 日々 お VJ ろへ あい はて 申 候。 今了ビ 御め にか、 りたき 事 も、 

い たづら 事に まかり 成 候 0 こくし 樣御 ゆるしの 一大事の はくじ § しちね ん いたさ や 候。 御 心 

やすく 候べ く 候 0 銀 子 二 fa 枚 しんじ 候 0 心 ざしまで にて 候.！ so 

五月 九日  ひせん 印 

ぎょく ま つ 殿 

五月 十 一 日。 前 田 知 好 能 登 珠洲郡 三 崎 神主に 利 長病氣 快癒の 爲に 祈醻を 

命ず。 

〔珠洲 郡 三 崎 猿 女氏藏 文書〕 

尙々 委細 之 寧 Ir^ 田 彌五左 衞門可 申入 候、 以上。 

殿樣御 氣色惡 御座 候 間、 爲御 祈禱御 立 被 成 可 給 候。 布施 物 八 木 十 俵 進 之 候。 彌御总 災_ 候 様 

に 御 祈念 賴人申 候 0 謹言 0 

五月 十 一日  修理 知 好 判 

三 崎 神主 中 

五月 十三 日。 芳春院 夫人に 隨從 せる 生 駒內膳 K 勝 江戸に S すリ 


〔金 澤 古路 志〕 

生 駒內膳 直勝傳 

家譜に 云。 結 城 朝 光 十六 代 孫 直廣。 改結 城稱吉 田。 歷事于 室町 幕府。 其 子 稱監物 介 屬朝倉 氏 oi 

大永七 年 戰死。 久之 嫡子 直 元。 天文 十八 年始 事 織 田 信 長 公。 賜祿 三百 貫。 永 祿七年 五月 公 • 

賜 其 寵妾於 直 元以爲 妻。 森 三 左衞門 可成 之 長女 也。 同年 六月 直 勝生于 京師 0 實信長 公之 遺 腹 一 

子 也。 小字 牛 助 又 稱勘右 衞門。 或 萬 兵 衞或監 物 介。 後稱 生駒內 膳。 元龜 元年 時七歲 0 公 始徵， 

之。 賜！^ 姓 生 駒 氏。 且左 文字 佩刀。 ゆ 之 以祿。 蓋 生 駒 公之 ほ 家 之 氏 也 0 從此 近侍 左右 0 恩 遇： 

甚 厚。 天 正 四 年 夏 公發 安土。 攻撃 本願 寺 光佐 於攝津 石山 城。 直 勝 時 年 十三。 從公裔 戰獲首 ニー 

級。 公大 歎賞 之。 賜感書 及志津 佩刀。 同 五 年 屬瀧川 左 近將監 一 益。 討北國 一 揆。 直 勝 十四 歲。 

於 賀州能 美 郡 波 佐 谷 有 戦功、 其 翁傅于 家。 後 歸參織 田家。 同 十 年 夏 本能 寺 凶變之 後。 事關 

白 秀次公 賜祿。 同 二十 年 二月 加 賜 勢 州 地 千 石。 同月 以秀次 公之 命。 代 服 部 釆女正 爲勢州 一 志 

郡 多 良 生鄕等 十八 鄕 代官。 同年 七月 爲尾州 春 日 井 海 東 中島 郡內之 代官。 文 祿ニ年 三月 加 賜 尾 一 

州 中 ^1? 郡 千 石。 同 三年 二月 秀次公 賜豐臣 姓。 且叙從 五位 下內膳 正。 扈從 公之 參內。 任官 賜 姓 一 

之 文書 今 猶存。 同 四 年 七月 公薨于 高野山。 於是 K 勝 事 信 雄 公。 同 五年閏 七月 賜 千 五 百 九 石え 

同月 加 賜 五百石。 慶長 三年 八月 加 賜 千 五 百 九 石。 同 五 年 九月 使 K 勝 掌 城 中 鳥銃. 卒 三十 人。 賜： 
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二 〇 八 

料 知 六 ぼ 石。 同年 秋 有 故辭織 田家。 同 六 年 五月 加 藤 左- ii:T 介嘉 明賜祿 四千 石餘。 有 文書 0 同 八 

年 瑞龍公 以織田 河 內守長 益 召 1 ^勝。 同年 九月 朔日賜 五千石。 後 公 退 休 於 越 中お 山城。 直勝陪 

侍 之。 富 山 失火。 城郭 市井 一 朝爲 焦土。 此時直 勝 祖先 傳來之 系譜 感書及 佩刀 兵器 等。 大半 燒 

失。 遷居高 岡 城。 直 勝 亦 從之。 其 後 侍 ほ 数 輩。 辭高 岡^ 本 藩。 勝 其 一 也。 後舉 微妙 公之 命。 

侍 芳春大 夫人 於江府 0 同 十九 年 五月 十三 日卒 于江府 0 享年 五十 一 歳 0  VJ あり。 桉に^ 勝が 父 

吉田又 左 衞門直 元に 二子め. 90 長男 は吉田 勘右衞 門，、」 云、 後生 駒內膳 VJ 稱す、 ^勝是 也。 次 

男 は吉田 伊織、、」 云、 利 長 卿 被 召 出 千 石 賜り、 能 州 郡 奉行 足 輕頭を 勤、 後宮 山附。 三 子 あり 0 

長 源 左 衞門富 山附。 二 男 覺右衞 門 利 常 卿 七 石 賜 之、 此 子孫 吉田氏 也。 三男 生 駒 孫 助 松" 牛 

越 中 守に 仕へ り。 生 駒 氏 家譜に 此事 記載せ す。 

〔金澤 古蹟 志〕 

生 駒 內膳邸 跡 

延资 金澤 圔 に、 生 駒內膳 上屋敷. 下屋敷 共に、 前 口 四十 五 問 五 尺八 寸、 南側 儿 十二 間 四 尺 五 

寸、 北側 七十 五 間 五 尺，、」 記載す。 元祿 六年士 帳に、 生 駒 內膳三 社 三ッ構 近所 ど ありて、 世々 居 

住せし か.、，、」、 廢藩後 返 去す。 今 下 邸せ ハに 地，、」 す。 

五月 十四日。 前 田 利 長、 加賀 河北 郡俱利 伽羅 明 王 院の祈 藤 札 等 を 奉りた 


る を 謝す。 

〔寺社 來歴〕 俱利 伽羅 山 長樂寺 由來書 

1 、 瑞寵 院樣高 岡ね 御 移 被爲成 時分、 供 利 伽羅 堂 寺 及 返 轉候を 御 覽被爲 成、 1$ 興 可 仕 住持 御 

尋被爲 成、 中興 秀雅被 召 出、 始而米 五十 俵 被爲下 候。 

一 、 慶長 十六 年に 瑞寵院 樣就御 不例、 從 微妙 院樣御 立願 狀御 籠。 其 以後 慶長 十九 年に 堂 御^ 

立 被爲成 候。 則 其 節瑞龍 院樣ゎ 御札 指 上申 候 所に、 從 微妙 院樣右 堂 御 建立 被 爲成候 旨 御 書 加 

被 遊 候。 從瑞龍 院様御 書 所持 仕 候。 其 後一 山 不殘拜 領仕候 時分の 草 高 五十 三 石に 而 御座 候 U 

元 和 二 年に 御 檢地被 仰 付、 出 高 三十 七 石 一斗 餘、 同 四 年に 重 而御檢 地 之 節 五 石 三 斗 餘出高 御 

座 候。 右三 口 合 九十 五 石 四 斗 餘拜領 仕 候。 一 一代 住持 寛 永 十六 年に 出 高 十六 石 一 斗餘、 右 引合 

十 一 石 五斗 餘に相 極、 御 印 項 戴 仕 候。 只今 迄 五代 收納、 並 山林 竹 木 如先規 支配 仕 候。 

一 、 明曆ニ 年に 御 改作に 被 仰 付、 只今 は 百姓 門前 も 十 村 裁許に 罷成 候。 ， 

一 、 中興 開山 秀雅 は、 從瑞 龍院様 伊勢 大峰 寺へ 御代 參に被 遣 候 時分 は、 御國^ 迄 公 より 傅 

お. 人夫 等 被爲下 候。 

一 、 中興 秀雅は 富 山 富 山寺、 高 岡惣持 寺、 御當地 末寺 永久.. It. 懸 持に 仕 候。 

右 之 趣如此 候。 此之 外綠起 寄進 狀無 御座 候、 以上。 
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指 は 越の 誤 


以下 外 山 又 

は 富 山と も 

る は 高 si- の 

十日に 二十 

日な り 


二 一  〇 

貞享ニ 年 二月 廿 三日  ^利 伽羅 山 長樂寺 周傳 判 

〔瑞龍 公 御書寫 〕 

爲當 月祈禱 札. 卷数. 守 並毘布 一 折 措 之 候。 H 出 満足 事 候 0 然者筑 前 守 方より、 仍利 伽羅 不動 

堂. 同 二王 堂 建立 之義に 付て、 追々 出來 之旨尤 候。 猶追而 可 申達 候、 恐々 謹言 0 

五月 十四日  利  長 印 • 

明王院 

五月 一 一十 日。 前 田 利 長 越 中高 岡に 薨ず。 

〔慶 長年 錄〕 

五月 廿 no 羽 柴肥前 守、 越 中 於 外 山 之 城、 唐瘡之 煩に 而 死去、 五十 三。 

〔當代 記〕 ， 

五月 十日。 越 中 國富山 羽 柴肥前 守 死去。 近年 il: 瘡 病惱、 終以 如此。 

〔天宽 日記〕 

五月 二十 H 

一 、 羽 柴肥前 守 利 長逝 去 五十 三 0 大納言 正 二位 を 贈らる。 

〔壬^ 妄志〕 


慶畏 十九 E- 寅年 五月 二十日。 瑞^ 公 於 高^ 御 逝去。 高 御； 城 Q 間 六 年 n 也。 御代。 

〔象 賢紀 略〕 

一 、 利長樣 五十 三に て、 高 岡に て 五月 二十 = 朝 四つ 時に 御 逝去 被 成 候。 御 家中 人 持 小姓 馬 廻 

不殘、 御 一 門 衆 は不及 申、 金銀 を 御 ゆい 物に 被 下 候 事。 其 時分 御供 可 申 候， こ 三人 を さし 申 候 

へ 共、 一人 も 無 其 儀、 色々 方々 に 樂翁申 候 事。 

〔寬永 系 11 〕 

慶長 十九 年 五月 二十日 薨、 年 五十 三、 贈 大納言 正 二位、 院號瑞 龍、 法名 英資。 

〔藩 翰譜〕 

慶長 十九 年 五月 一 一十 日、 利 長 越 中國富 山城に 卒す 云 々。正 二位 大納言 を 贈らる 、，こぞ 聞へ し 0 

〔駿 府攻 事錄〕 

五月 廿 五日。 自 加賀國 飛脚 到來。 去 廿日 加 賀肥前 守 利 長、 歳 五十 三 逝去 之 由、 今 H 申來云 々o 

； 府之 諸侯 麾下 多士、 爲 追悼 利長悉 登城。 

〔三い 記〕 

肥 前 守 利 長 公 御 逝去 之 事 

慶長 十九 年の 春の 頃より、 北國高 岡の 羽 柴肥前 守 利 長 公 例なら ぬ 御 心地に て、 金澤の 醫師針 
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立 指つ ざ ひ、 治 御油 斷 なかり けれ V- も、 次第く にお もらせた まへば、 金澤 より 筑前守 利 

光 公 を初舉 り、 御 一門 其 外 大名. 小名. 物 頭 等 高 岡に 相 詰、 御機嫌 を 窺 奉る，、」 いへ..、」 も、 御 快 

氣の御 心 もまし まさす、 御遺言それぐに被仰！；^、 御 遺物 共 被 仰？^。 五月 二十 H 卯の 刻に、 

御， こし 五十 三 歳に て 終に 御 逝去 被 成け り 。此の 御 方 を 初 奉り、 上下の なげき 言語に 絕し ¥な0 

金澤 より 寶圓寺 伴 翁 和 尙被召 寄、 御 葬送 あそばされ、 御 戒名 瑞龍院 殿 贈亞相 英賢大 居士 

く」 號し舉 り、 御 ^ な 提所御 建立 有 之。 則 瑞龍院 ど 名 付、 毎月 御 命日に は 利 光 公金 澤 より 御參詣 

之 事 なれば、 高 岡 衆 は 別 而勸の 暇を考 へ、 參詣 怠る 事 はなし。 北 Q 御 方 も 御ぐ しおろ させた 

まひて、 御 小袖の 色を替 させ 給 ひけ わば、 玉，：：1^院殿，、」號し^#.り、 頓て金 澤へ御 引越 被 成、 當 

分橫山 大膳屋 形へ 人ら せられ、 大膳は 下屋敷に 住居して、 御城の 西の 丸に 御 新宅 を 御 造營被 

成、 秋 中の 頃 御 わた まし、 玉 泉 様 九，、」 名 付たり。 

〔懷惠 夜話〕 

1 、 瑞 寵院樣 守成 之 御 功 は 無類 事 也。 太 問 御 他界 之 後天 下 之 者 目 を 付 候 者、 御 家 ど 權現様 也。 

然るに 慶長 三年 大納 首樣御 逝去 之 後、 石 田 逆 亂之催 あり。 同 四 年 御： i 國御 休足 被 遊 可 然由在 

之 節、 御 同心に て 早速 御歸 城。 夫 ゆへ 萬 人 皆 肥 前 様に は 天下 之 御 無 之 ど 申 候。 是 はは ゃ權 

现 様，、」 御 nr 矢 之 位 を 被 知 召、 専ら 守成に 御 心お ゆ ゑ 也。 關ケ原 之 時分 も、 北國 S 事 は 伐 取次 


第、、」 關 東よりも 申來、 御手 G 廣 がるべ き 道. にい か 程 も 有し か 共、 大 寺 切に 而御： i 诚被遊 も、 

重 疊思召 有事 也。 其 後 大坂陣 可 起 前、 秀賴 公より 御. M 方に 賴思召 候 由 被 仰 入 候 所、 太 si!^ 御 

取 立の 私に 候へば 畏入 候。 利 光の 事 は 內府緣 者の 義に 候へば、 爾後 難 計 候 由 御 受也。 ^御身 

付 御 家 來之內 にても、 宜敷者 は 皆々 金澤ね 御^被 遊、 御自身 毒 を 被 召 上 候て 御 他界 也。 夫 前 

左ば かり 出頭に て 御 取 立 被 遊し 橫山 山城、 御勘氣 にて 御 改易、 是も其 儘 被 召 仕 候 は > ^殉死 可 

仕事 を惜 み、 思 召 御 分別 有し 事 也。 其 頃 人々 驚き 不審 申 候處、 奧村快 心 一 人、 何，、」 ぞ 子細 可 

有，、) 被 申し 由。 是は右 之 御 心 を 奉 察 §5- 也。 微妙 公大；^ 御 出陣 之 時、 大^にて 被 召 出に 付、 

諸人^ は，、」 心 付 申 也 0 

御 家 G 御榮、 三 ケ國之 人： 手足 を 安き に 置 事、 大納言 樣御草 業 之 御 功 は 更に も 不言、 且瑞龍 

公の 御 守成の 御 勝れ 在し 故 也。 彼我の 位 を 知る、、」 云 は、 彼， こ 我 、やの 勝 劣 を 知る 寧 也。 是 兵法 

之 眼目、 創業 守成 も 愛 を以成 也。 匹夫の 上に て も 此位を 知 時 は、 我より 勝れし 者、、」 智を ひ、 

藝 をい V- む 事 は 在 まじき 也。 瑞龍公 御手 自毒を 上りし 事、 御 家 を 大事に 思 召、 且は三 ケ國之 

民 を 惠み思 召す 事、 御仁 愛 無比 類 事 也。 數代 御恩澤 に？ 价 する 者 誰か 淚を 落さ、 らん 哉し 

〔桑 華 字苑〕 

一 、 慶長 十九 年 五月 利 長 公 御 煩 御つ まり，、」 て、 利 常 公爲御 見廻 金澤 より 御 越 被 成 御 對而、 則 
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九 草 $ ^は 草 

津の誤 


豐後は 村 井 

五兵 衞は德 

山なる ベ く 

長 右 衞門は 

考へ 得す 


御 遺言 在た る 由。 しばらく 在て 利 常 公 御 右に 富 田が うの 御 腰 物、 御 左に 御 遺書 ビ 見えて 卷物 

一 卷御持 被 成、 ^^.外御愁傷-^鉢にて御出被成たり0 其 時 今 枝 古 K 部 御子 小姓に て、 御 次- ssi 

に 居て 見 申たり 。然ば 利 長 公 御 遺書 は 在た る 必定な り VJ  、古 民 部の 被 語た る，、」 奥 村 因幡 話る 0 

前 田 利 長行狀 

〔^利 家 卿 語？^〕  . 

1 、 大納言 樣九 草^の 湯へ 御 入 被 成 候 跡に、 太 閻樣御 煩 出し、 就 夫諸國 大名 小名 中惡敷 者 共 

を、 內府 にて 中 を 直し 可 申 候。 秀賴^ 御 爲之由 上様 御 錠に 付而、 肥 前 樣を初 大名 小名、 內府 

へ 御 寄 合に 御座 候 由。 樣子之 儀 事な がく、 か れ不申 候。 正宗.、」肥前^^、、」御盃之引合にて、 

正宗に 酒 を かたより むねへ 御 ひっかけ 被 成 候。 そこにて 家 废公御 あいさつの 様子 も 御座 候。 

せい 津ょ. 9 殿^ 御上り の 明日、 森 野壹岐 殿. 加 須屋內 膳 殿御 越 候而、 右 之 咄を利 家 様へ 御. S. 被 

成、 利 長 公 無 御 勿 姊儀候 間、 以來之 儀 御 異見 被 仰 可 然由被 申 候 時、 大納言 樣 御意に、 爲御 il 

まんぞくに 存候、 一 入に お 事。 但 我等 若き 時 は 左様 之 事 は 幾度 も 御座 候、 その 心 だて は 一 段 

よく 存候由 0 拆又我等加^^^^に申候通、 人に 御 語^ 間 敷 由 御意 被 成 御 笑 候 0  ^御 次 G 問 へ兩人 

御 出 候而、 豊 後-長 右衞門 • 五兵 衞な V- に、 おやじ 樣の 今の 御 申 分 御 聞 候 哉 ど 笑 被 申しに、 何 

れも笑 被 申 候。 其 後 殿様 も 內府も 御 登城 被 成 候。 いつもの 番屋供 だち、 家 康御內 同朋； g 海. usi 


島 源十郞 .u^ 田 近 次、 大納 一一 一一 n 御供 は 奥 野 金 左 衞門. 村 井 勘十郞 罷越咄 中；^。 あなた 兩人 衆、 利 

長樣 正宗に 洒を御 かけ 被 成 候 儀 を 物語いた され、 其 時分 源 十 郞酌を 仕 候 由、 ものがたり いろ 

有 之 事。 

〔國初 遺文〕 橫山 山城 守 物語 

一 、 奥 村 甚左衞 門 御成 敗の 意趣、 御 披露 無 御座 候 故、 様子 不存 候。 御 家老 筋の 者に 付、 御 

守 居な ざ 被 仰 付 候。 御 奥方の 雪 垣 申 付 候 刻、 作法 不屈 被 思 召、 御手 打に 被 成 候 様に、 其 時分 

取沙汰 御座 候^ 被 申 候。 

〔肺肝 鈔〕 

一 、 石 田 治 部少輔 被搦、 假屋 の內に 人、 前に 薦を懸 て 有之處 に、 淺野彈 正殿 前 厳より 不和 成 

故、 假屋の 口ね 被 行、 薦を 引上げて、 治 部よ ぃ氣 味の ビ 被 申ければ、 治 部 返答に、 されば よ 

己れ を かくせん，、」 思 ひしに VJ 云。 其 跡ね 瑞寵公 御 越 被 遊、 治 部 了簡 もな き 仕 合 VJ 被 仰し に、 

治 部 さしう つむき、 打し ほれて 居たり し，、」 かや。 

〔夜話 之抄〕 

一 、 石 田 治 部 被虜、 ニ條の 御城 一 間なる 處に、 いまし： つ」 ながら 被 入 iwo 諸 大名 御 鱧 申て 被い 邮 

時、 見て 被 通！ ！13 に 被 成？？： 候へば、 諸 大名 衆 治 部 を 見 付て は、 顔 を 振て 被 通しに、 瑞能公 計 御 
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詞を 被懸、 如何に 治 部、 侍， こして は繩を 被掛は 恥に あらや、 不仕合 故如斯 なり、 必 恥、、」 不可 

被 3气 了簡な き 儀，、」 あきらめら るべ し VI 被 仰て 御 通有し が、 治 部 塞 さう に 相 見え 候 間 造せ，」 

て、 白 綾の 小袖 を 御 送り 被 成し、、」 なり、 厥 後 治 部 京 中 を わたされし 時 も、 右の 小釉を 着せし 

、、し 云 々o 其 頃 瑞龍公 を 諸人 讃美せ しなり。 

〔又 新齋 日錄〕 

一 、 瑞龍 公慶 長中大 明の. 備者王 伯 子 を 召し、 佥府に 澄 せらる。 其證 あり。 今 越 屮瑞龍 寺に 藏 

する、 和 人 S 霜せ る 鷹の 屛風 十六 枚に、 王 伯 子書贊 ある もの 遺 1： ^す。 又 金府の 醫摔田 豹阿彌 

所藏之 金扇 面に、 山水 を 書し、 题詩も 有て 甚道 逸也。 其 終に 日本 慶長某 年 某 H 大明王 伯 子 

加 陽旅舍 題す ビ 書し、 其扇而 S 金色 も甚 古色な りしが、 今 はなし。 お^した る、、」 き賣 りたる 

，、」；^;2る、 惜 むべき 事 也。 瑞龍寺 屏風の 書贊に 印ニ顆 あり。 上の 印に 王 印 柱の 三 篆は見 ゆれ^ 

も、 聽 の篆考 ベから や。 下の 印は國 氏、、」 見 §、 伯 子の 字なる べし。 十六 枚、、.」 も、 其 筆力-鮭 

逸 可 稱也。 但題詩 は iw 詩な V- も 雜り見 ゆれば、 伯 子 自作に は 有 まじ。 

〔桑 華 字苑〕  .  . 

一 、 天 正 G 頃 利 長 公、 越 中 守 山に 御 在 城の 時、 御 夜ば なしに、 上方に はも はやみかん 在べ し 0 

极 もくひ 度 事 かな、 遠國に 居て は 左 やうの 物 もお も ひ 出した る 計な り， こ、 事の 外み かん を ま 
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るりた き 御意な. 00 然 V- も 其 時分 は、 北國 にみ かんな ざ は 見た る 事 もな し 0 其 御 夜話に 居た 

る 小姓 衆： i りに、 或 方へ 立 寄 はなす 所に、 見事なる みかん を 菓子に 出す。 小姓 衆是を 見て、 

殿樣 今夜の 御 夜話に、 みかん を あがり 度，、.】 御意な り。 明朝い そぎ 上げよ、、」 云。 亭主 申 は、 我 

等て いの 指いで 不入 義，、 」云0 小姓 衆 申 は、 少も不 苦、 事の 外 あがりた き VJ 御意な り、 是非 上 

げょ VJ 云。 さらば，、」 て 四 五十 上る。 御機嫌に て內々 御望に 思 召す 所な り，、」 て、 則 あがる。 然 

所に 晝 時分より、 以ての外 虫氣 さし 出で、 御大 車な， 90 藥師衆 何 を あがりた る VJ 云 0 みかん 

を あがりた き VJ 御意の 所に、 去 方より みかん 今朝 上げた るに 依て、 則 あがりた る VJ 云。 うた 

が ひもな き 御 食傷な り，、」 て藥を 上る に、 御快氣 なし 0 みかん 上げた る 人 は、 御 かくれ 被 成た 

らば 切腹す ベ し VJ 行水し、 ゆかた を 着て 御城に つめて 居る。 夜る の五ッ 時分に 御 虫 しづ まり、 

御快氣 にて 御 性 氣付。 みかん 上げた る 者、 加樣の 鉢に て 詰て 居 申，、， -御耳 立、 尤な り、 さい子 

V- も 左 こそ あんじ 可 申、 我等 はも はや 死ぬ まじ、 いそぎ 歸宅 仕て、 さい子に よる こばせ よ VJ 

被 仰 出、 森 山中い き 出た る 様な り，/」、 矢 部 孫 右衞門 語る。 

〔漸 得雜 記〕 

一 、 豊臣 大閣 天子 を 聚樂へ 行幸な し 參らせ 給 ひし 時に や、 世上專ら^^|_^風流、 別而 高位の 人 

に 立てつ く 事 を 快よ しどせ し 折な りし。 公家 衆の 顿を はりの けて 步行 する 杯、 若侍の 手柄の 
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樣に覺 えたる o 是 武家 大柄 を 取る が 故 成べ し。 或 き 小 の邊 にて 遊 宴の 事 ありて、 加贺中 

納言利 長卿此 中に おはして、 高き 所より 見下して 居 給 ひし 事 ありし に、 一 小名の 行列 公家 衆 

,/J 行 合 ひた， 00 野外 どい ひ、 よき 頃、、」 いひ、 定而 -ぉ嘩 する か、 荒き 寧 見せ付けて 通るな らん 

ビ、 御 近習の 若者 ざ も 走りお りて 見 居たり しに、 彼 小名 乘物を 下り、 手 を 出せし、、」 見えし が、 

供 廻り ひたく ど 田の 中に ギ 伏す るに、 公家 衆 は 直に 通りぬ けたり 0 加州 家. S 近習の 若侍 

も、 偖々 弱き 奴 哉 どい ひしに、 利 長 卿 はお も ひの 外大に 感じ 給 ひ、 ロハ 者に あるべ からす、 下 

々迄せ い/ 片付けし 体、 Him ハ 法令の よき 家、、」 見えたり、 名 を 尋ね 來れょ VJ 仰ら る、 に、 

御 近習 衆 彼 小名の 名を尋 ぬるに、 島 津兵庫 頭の 家中 新 納武藏 守 也 ど 答へ ける。 其 後伏見 聚樂 

にて、 度々 利 長 卿 新 納武藏 守に 心 を 付て 見 給 ひけん、 能く 小 早 川 隆：！ おに 似た る 男ぞど 仰ら れ 

し VJ 也 0 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 中 納言樣 御意に、 故 肥 前 殿 人 之 目 利 能 被 成攸、 橫山 山城. 山 崎 閃齋、 其 外 誰かれ，、」 御 申、 

第 一 我々 迄 御 見 立 被 成 候.， ナ 御意に 御座 候。 

〔三 漏〕 

瑞龍院 様の 御 噂 之 事 


利 長 公 御へ や 住より 御 舉公申 上げつ る 人々 より、 合 物 かたりいた しける は、 乍^ 此 殿様、 御 

心 も短氣 にお はし まし、 物 每被仰 出、 御意 之 下より 明け ざれば 相應し 奉ら や。 唯 は兩成 

敗、 こ 大御所より 御定 s;^ 被 成 けれ、、，、」 も、 理非に 依て 御 助 被 成、 姓 • けい 圖の御 構な く、 武 た、 

敷 を 以て 御 取 立 被 成 被 召 仕。 第 一 御身 輕く御 持 被 成、 さの み 花れ い を 御 好な く、 奥深く まし 

まさす、 和 光 同 壅の 御 結緣を 施し 給 ふ § ゑ、 上下 進 返 ひ，、」 しく、  なら はし もやす くして、 

下々 の 申 分 も 御 聞 入 被 成ければ、 皆 難 有奉存 0 別而 ふしぎなる 事 は、 0? に 御船に すかせ 給 ふ 

に、 如何 成 難 風、、」 い つま， 御座 船出ければ、 急ぎ 順風に ぞ成 にけ る。 の 旅人 も、 御上 下 

の 便 を 待、 肥 前樣風 VJ て あ ふぎ 奉る。 ふしぎ 成 御 事 VJ ぞ 申しけ る 0 

〔竹 園 雑記〕 

利長樣 高山 南坊に 御茶 被 下、 御茶 過て 立 炭 被 遊 候 時、 南坊拜 見して、 拆々 珍重 成 御作 意に て 

御座 候、 是は源 三位 賴 政の 歌の心に て 御座 候、 感じ 奉る，、」 被 申 上け. わば、 御機嫌 殊之 外宜被 

成 御座 候。 其 後生 田四郞 兵衞、 御 序 を 以利長 様ね、 南 坊御挨 桜 申 上 候^ 奉尋 ければ、 御意 被 

遊け る は、 其方 其 合点 ゆく  i6 じ、 南 坊は利 休 七 人の 弟子の 內に 勝れた る 茶 ilg 者 也。 賴政は 後 

白 川 院の御 時の 者に て、 歌の 上手 也。 十文字 云 題 を 被 下、 曙い 峰に たな 引 横雲の 立つ は 炭 

やく 煙な りけ り 0 如此 よみ 奉りければ、 歌の 宗匠 V- いはれ けり。 我等 先日の 炭 散 々不出来に 
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而、 十文字の 嫌 炭 有、 されせ ハふ すべ ものに て あ ひしら ひ ける を、 . ^坊挨 桜に 譽 めたり。 誠 

に數寄 者な り，、」 被 仰し 也。 

〔夜話 之抄〕 

一 、 或 仁の 言、 瑞龍 殿より 宮井 太郞左 衞鬥、 こい ふ 者 を 古田 織 部 方へ 被 遣し が、 其 折節 は 風お 

の 茶？ 時分な， 御 使 を 仕 廻罷歸 候へば、 ^而織 部 茶 湯に 逢 可 申 候、 如何様に も替 りし 事な 

かりし や VJ 御尋被 成ければ、 宮井 別に 替 りたる 事 も 無 之 候、 定而 御尋被 成、 こ、 隨分心 を 付 見 

申 候 得 ども、 存付も 無 之 候。 御影 故 織 部 茶の湯に 逢 忝舉存 候。 に是 ぞ、、 J お 事 も 無 之 候が、 

風呂の 前 土器 無 御座 候、 さて 釜の 口 を しめられ 候 VJ 申 上ければ、 瑞龍 公、 不燕成 • 也、 其 節 

天氣 はいか マ，、」 御尋 候へば、 餘程凉 敷 御座 候よ し 申 あげれば、 御 合點參 候。 き ゆ ゑに 签の 

蓋 をグ、 土器 を も，、」 られ しものに て 可 有 VJ 被 仰し VJ 也。 厥 後 大工 を 被 造、 織 部 HiG やうす 御 

寫 させ、 於 高 岡 御 普請 被 仰 付、 大形出來之刻御1^-ぁりて、 下地 窓の 明 所 御 合 點不參 候 ど 被 仰 

候 得ば、 大工、 いかにも 少の逮 なく 寸法まで ^11 して 參候ど 申ければ、 左 も 候 は  > -其牖 より 何 

くぞ 景色の 見 ゆる 方 なきや，、」 御尋の 時、 窓より は 東 寺の 塔 さしつけて 見ね 候つ る，. J 申 上け 

ねば、 其 故 明られ たる もの 也、 此方 G 圓には 不入皆 被 仰て、 此窓 をふさ がれし VJ 云々。 

〔夜 話〕  • 


國師 ば大德 

寺の 春 宗 


一 、 瑞龍公 御 近所 衆に、 我々 天下に こわき もの 三ッぉ 0 何も 思案して 見 候へ VJ 被 仰 0 いづれ 

も 何に て 御座 候 哉，、」 申 上ければ、 一 に は 太 閣秀吉 也、 上^^！の御前へ出るど、 二に は 國師の 前 

へ 出る， こ、 三ッ に は 利 休の 前にて 茶 を 立る VJ 是三ッ 也 0 其 中に も 利久の 前にて 茶 をた つるが 

第 一 こわき、 こ 被 仰し ピ 云々。 

〔鳴 鶴 集〕 

一 、 江村^ 齋長壽 にして、 常々 其彥孫 伊藤 宗恕 語りけ る は、 利 休 子の 道 安へ 五六 年つ けて 

茶の 會に往 きけ るに、 鶴の 一 聲，、 」 初て 名 付し 花 入に 花 を 入、 一 度 も懸物 はかけ や、 今時 之 人 

種々 の 道具 を 集め、 奢を宗 VJ して 茶の湯す る，/」 は、 遙隔 りの 志 也。 右 之 花 人 公儀の 御 道具 ど 

なる o( 中略) 茶 入 高直に 成た る も 近代の 事 也。 相國 寺に 有りし 废 物肩銜 を、 古田 織 部 正調へ 

られし 時 も、 漸く 黃金 十一 枚 也。 程 もな きに、 此人石 田 治 部 ビ 中 惡敷、 勘定 を 催促せられ、 

無 是非 此の 茶 入 圓淨坊 11" 執 持に て 加 賀利長 卿へ 遣し、 其 時 所望に て、 加賀 家より 速 華 王の 

茶壺，、」 黄金 六十 枚 被 越て、 茶 入 を 手に入 給 ふ。 某 其 時 織 部 正方に 罷 在て 歷然に 見たり き。 

〔關屋 政 春 古兵 談〕 

一 、 中 納言利 長，、」 細 川 越 中 守忠與 g§ ビ千 G 利 休、 彼是 御 同道 御步 にて 愛 { 右 御 參詣。 御 下向 

に 何も 御步 行の 道に 御 咄し被 成 御座。 二王門の 邊 より 利 長 公 被 仰 は、 泥 障 は 小形なる が 見 能 
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し，、」 被 仰。 忠典は 大形なる が 見 能し、 こ 被 仰。 御兩， 人 御， 麓 迄 落着せ す。 利 長 公^も 氣が 付か 

なんだ、 是に 和尙の 居らる、、 批判し 玉へ，、」 被 仰。 利 休 承り、 茶 約 か 茶 入の 物數 寄に て 御座 

候 は V  、成らぬ 迄 も 申して 見 可 申 候へ ざ も、 弓馬の 事 は 不案內 の 身に て、 批判 仕 難し，、」 云。 

いや 是は用 方の 事に て はなし、 見 分 物 数寄に て 候 間、 是非 云 はれよ 被 仰。 其 時 利 休、 先程 

より 御， ひ 承り 候に、 用 方の 儀 ど不舉 お、 兒 たる 處は 馬の 大小に も 寄 可 申 候 やど 申ければ、 

各是は 至極、、」 被 仰 由。 生 田 四 郞兵衞 其 時 御供に 行きて、 直に 承りた る 事 VJ て 語りたり、、」、 佐 

々伢 左衞門 語る。 

〔重輯 雑談〕 

一 、 御 家に 有 之 遠 江 長 光，、」 云 御 腰 物 は、 以の 外に 見事なる 刀，、」 い へ V- も 、外様 者 は 輙く難 見 0 

此 緣を 聞く に、 津田遠 江より 瑞龍 公へ 献ゃ。 世に は 遺物の 由 をい へ. V」 も、 御 代官 勤めけ る 

引 負の 方に、 此 刀，、」 眞ま VJ を 上げた る 也。 世上 沙汰 を 能き にして 子孫 は不 (サ、 其 儘に 仕置 ビ、 

孫の 伊織 語る VJ ぞ。 天 正 十 年 信 長 公生 { 杏の 時、 明智 光秀 安土へ 柱き、 寳藏 を披き 器物 ざ も 取 

出し、 諸 從へ爲 取け る 時、 あ を や 長 光. 海老 背 長 光 f  一- J 釘 ー购 JJ^SJ 兰ー腰 取 出し、 何れ 

にても 好 次第に，、」 れ VJ て、 光秀 出しければ、 明 智左馬 は あ を や を もら ひ、 律 田 與三郞 は 海老 

背 を もら ひて、— 外に^ 宗の脇 刺 を もら ひける。 方々 經め ぐり て、 當國 へ來て 後に、 前に 記す 


外 木の 儘 


中 納言は 利 


筑前は 利 常 


如く 公へ 上て 今に 遠 江 長 光 ,レ て 御物 內也 0 

〔微妙 公 御 夜話〕 

一 、 瑞寵 寺に 信 長 公 並 城 之 助 殿御 石塔 在 之 候。 御院號 年月日 迄 惜有之 候。 是は瑞 龍 院樣者 信 

長 公之 御 114 故、 御 殺害 後 御 慕 被 仰 付 候 由、 古き 者 申 傳候。 

六月 朔日。 前 田 利 政、 奧野 氏淸に 書を與 へて 利 長の 薨去 を 弔す。 

〔傷 藩 遣 文〕 

遠路 飛脚 本望 候。 肥 前 殿 去月 二十 n 未 刻 御 遠 行 之 段、 » 々無 了簡 化合、 覺外不 斜候。 皆々 上 

下 共に 愁歎 由 令 推察 候。 此方 之 心底 別而拋 筆々々、 恐々 謹言 0 

六月 一日  孫 四 利 政 判 

奧野紀 伊 守 殿 

六月 八日。 本 多 政 重、 前 田 利 常に 誓文 を 上つ りて 忠誠 を盡 すの 意 を 表す。 

〔本 多 氏 古文書〕 

出 羽 • 閑 齋-備 中爲御 使、 中 納言樣 わたくしに、 以來迄 別 而御目 を かけさせられ 候。 うしろ 立 

にも 罷成候 やうに，、」、 れんく 被 仰 候而、 御 誰 ..ビ もみ やうが しごくに 舉存候 御 事。 

1 、 筑前樣 御 心 付， こして、 御 加 增ニ萬 石 被 下 候 旨、 誠 ありがたき 仕 合、 可 申 上 やう も 無 御座 
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候。 此砌の 事に 御座 候 間、 方々 の 御 事 御 取 込 可 被成處 に、 思 召 付 させられ、 急 度 御き を 付ら 

れ候 儀、 外聞 實儀 めり がた き 共、 中々 申 上がた く、 かんるい をな がした てまつ り 候。 委細 兩 

三人 之 御 使 並 攝津守 かたへ、 御請 之 口上 申 上 候 間、 可 被舉得 御意 候 御 ie。 

一 、 利 長 様 わたくしに 被 成 御意に も、 筑前^ 御う しろ 立に 罷成、 存寄候 事 をば 御た め 之 儀 申 

上 候へ，、」 の 御 誰に 候 間、 さま 忝 儀 共 かさなり 申 候 間、 筑前樣 へきつ， こ 御 舉公申 上 候 はで 

不叶 儀に 候處 に、 將以 今度 御き を 付 させられ、 色々 忝 御 錠せ ハ みやう がに かないた る 儀，、」 難 有 

舉存候 0 公 俵 日 かげに 御座 候處、 さし 立ての 儀 は、 右に 御 理申上 ご，、」 く 御 めん 可 被 成 候。 內 

々の 儀 をば いか やう， こも 御た め 能 やうに 奉公 可 申 上 候。 しせん 之 儀 も 候 は マ、 御 ぐんやく 等 

御 さきて、 あるひ は御國 はしに おかせられ 候 共、 二心な く 一筋に 御 奉公 可 申 上 候。 

一 、 駿 河. 江 府へ內 々にて 被 仰 遣候傻 共、 身に およぶ 程 はせい を 出し 內談可 什 候 。其 段 は 乍 恐 

御 心安 可 被 思 召 候。 御 年寄 衆 もお、 き 中に、 かやう に 取 分 我等 一人の やうに、 おくそこ なく 

御 心安 御 目 を かけらる 上 は、 た VJ へ 御 心に かけさせられ 候 共、 よき あしきに 付お 寄 候 事 を 

ば 可. 5. 上 候。 尤思 召の 通， を も 被 仰 聞 可 被 下 候。 申 上ても/ \ 今度 之 御 誰 共、 外聞 實儀 忝舉存 

候 事。 

右 之條々 いつわり 申 上 候に おいて は、  , 


K. 六月 八日 

六月 十一 百。 大野 治 長 書 を 長 連 龍に 與 へ て 前 田 利 長の 葬儀に 參 列し 得 ざ 

りし を 虫、 fjln とす。 

〔長家 文書〕 

內々 罷下 候て 可 申 上 候 VJ 舉存候 へ ども、 俄爲 御使駿 河. 江 11^ へ 罷下候 付、 以 使者 申 上 候。 此度 

御雜 儀に も 不罷下 候。 极々 迷惑 仕 候。 御 次 而に可 然樣、 筑前樣 へ 御 取 成 奉 頼お 候。 歡 使者 可 

申 上 候、 恐惶 謹言。 

六月 十二 日  大野 修理. Kg  U 

長 九 郞左衞 門 殿 人々 御中 

六月 十三 日。 前 田 利 常、 本 多 政 重に 食祿ー 一 萬 石 を 加 賜す。 是れに 於いて 

前 封 を 併せて 五 萬 石と なる。 

〔本 多 氏 古文書〕 

爲加增 二 萬 石、 以分國 之內令 扶助 訖。 全 可 被 爲領知 之狀如 件。 

慶長 十九 年 六月 十三 日  利  光. 判 
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春 ((|) の ら石 のよ 使 重 八本 

の し 意れ 4 "薨リ ぜ が 年 文 
條 ソ ぷた增 後て る 關本慶 
森 同る リ賜ニ 利 功お 多 Jit 
照 年 、'とせ 萬 長に I： 政 十 
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本 多 安房 守 殿 

〔本 多 氏 家譜〕 

慶長 十九 年從 微妙 公 御 加墦知 1 1 萬 石 拜領。 六月 十三 日 御 判 物 頂戴 0  - 

〔七 家 家譜〕 

慶長 十九 甲 寅年 利 長 公 i 逝去 之 後、 關東御 使 被 仰 付。 家康公 及秀忠 公之 御兩 判、 加 越 能三箇 

國全 御.^ 印 請而歸 ぶ械？ i ぶ I つ 一助 纏 Its  。之 由 此時 一一 碧、 合 S 石。 ^^pn 

六月 十四日。 前 田 利 常 覺書を 諸 老臣に 與 へて、 利長薨 後の 處置を 講ぜし 

む 0 

〔本 多 氏 古文書〕 

自筆 三覺書 

1 、 在 江戸 被 成 事。 

一、 いんきょ 分 十六 萬 石 を 被 下に 付 御 役義之 事。 

一 、 ，、」 山之條 十六 萬 石 を 被 下に 付 御 役 義の事 0 

一 、 かぞう 之 事。 


載る の 同と^ 文以 
す^と じい 明 書 下 

以思 比へ に (ェニ 
のどせ S 通 

附る も もす 附の 


一 、 所々 城代 入 替之事 ◦ 

一 、 證人之 事 G 

六月 十四日 

本 多 安房 守 殿 

奥 村 攝津守 殿 

〔本 多 氏 古文書〕 

覺 

1 、 新 川、 肥 前 守 いんきょ 分 十六 萬 石 之 事 0 

一、 新 川 かめ かい 銀山 之 事。 

一 、 高 岡 城 之 事。 

1 、 三 ケ國御 黑印之 事。 

一 、 三ケ國 仕置 之 事。 肥 前 守 ぞんじょう 之 刻 速々 申お き 候 事。 

六月 日 

前 田 對馬守 殿 

奧衬攝 雜守殿 

如賀藩 史料 第二 編 慶長 十九 年  ニニ 七 


卜 方 は i 方 


.  ニニ 八 

〔本 多 氏 古文書〕 

覺 

一 、 ^前 守せ う 人 同家 中 人 じち、 並 筑前守 手前せ いし、 家屮之 ものせ いしの 事。 

一 、 加州へ 御よ こめ 衆、 筑前守 方より、 まづ 三年 ほ.，、」 も 申う けられ 可 申 候 事。 

一 、 所々 城 人 かへ しおきの 事。 

一 、 肥 前 守 連々 申お き、 ちがへ 候 はぬ 樣に いたされべき 事。 

一 、 御 公债御 ぐんやく ゆだん 無 之 やうに 心がけ 可 申 事 0 

付、 すりきらざる やうに 心 もち 可 有 候 事。 

以 上 

六月 十六 日。 前 田 利 常 書 を 幕府の 老臣に 與 へて、 本 多 政 重が 先 侯 利 長の 

遺命 を 奉ずべ く 諭さん こと を 求む。 

〔本 多 氏 古文書〕 

一書 申入 候。 繼目 御前 あいすむ において は、 し をき はつ VJ の 儀、 それぐ の やく 人、 れんれ 

ん肥 前. S. をき 候 其，、， -を りに 仕度 候 0 いか  御座 あるべく 候 哉 0 我等 わかく 御座 候へば、 肥 前 

に はなれ、 いよく 十 方 も 無 之 候 間、 御前 可然 やうに 御 ひきまわし 舉願候 0 然ば 御前へ そ V- 


被 仰 上 儀 まかりなる べきに 候 は、 >-、 本 多 あわの 守 手前 之 俄し かるべ き やうに 被 仰 上 可 被 下 

候。 公儀；： Z かげに ivj 申 候て、 肥 前 申 をき の VJ をり を も、 度々 こ VJ はり 申に 付めい わく 申 候 0 

其ー兀 こて 御い けん 候て、 肥 前 申 をき のごビ く、 並に われら 申な りに ほうこう いたされ 候 様に 

たのみた てまつ り 候。 やうす 之 儀 は、 前 田つ しま • おく 村つ のかみ • み わら 左衞 門に 中 ふくめ 

候 問、 可 得 御意 候 Q 

六月 十六 日 

土 井 大炊樣 

〔本 多 氏 古文書〕 

おって 申入 候。 あわの かみ 手 まへ 之 儀、 萬 事き も を いられ、 我等 うしろだて にも なられ 候^ 

に，、」、 肥 前 れんく 申 を かれ 候へ V- も、 公儀 日 かげの 儀に 候 間、 ゑんり よ 之 3:! 度々 たって こ 

，こ はり 被 申 笑。 さりながら 此 時分 之 儀に 候 間、 肥 前 申 を かる、 ご，.， -く、 並 われら 申な りに 奉 

いたされ 候 やうに、 御い けん 被 成 候て 可 被 下 候。 たのみた てまつ り 候。 いさい 前 田つ しま • 

おく 村つ のかみ • み わら 左衞 門に 申 ふくめ 候 間、 可 得 御意 候。 

六 月 

本 佐 渡守樣 一通 

加賀藩 史料 第二 編 廣長 十九 年  ニニ 九 


ほち は保智 

姬 


«s 原主搭 は 

出 羽 守 一 孝 

の 男 


本文 忌 辰. 5- 

八月 五 B と 

する は 非な 

るべ し 


二三 〇 

本 上野 介樣 一通 

六月 廿 四日。 前 田 利 家の 女 保智姬 歿す。 

〔壬 子 集錄〕 

今 御 一 人 樣は御 ほち 樣 にて 御座 候 。御 VJ し は、 た  今まで 御 そくさい 樣に御 ざな され 候へば、 

七十 八に ならせられ 候。 御たん じ やうつ き は 九月に 御座 候，、」 うけ 給り 申 候。 御たん じ やう 日 

はお ぼへ 不申 候。 御せ いき やう は御廿 にて、 六月 廿 四日に て 御 ざ 候。 

きしの 樣 


おがわ 樣 

〔壬 子 集錄〕 

. 一 、 しの わらし ゆせん 殿へ 御 ざ 候 は、 お ほち 樣， >d 申 候 0 

〔公 女傳〕 

慶長 十九 年 八月 五日 卒、 享年 廿。 

〔象 賢紀 略〕 

1 、 おいわ 腹 ひめ 君、 條原主 膳へ。 


半 七郞母 


六月。 芳春院 夫人 江戸 を發 して 金 澤に歸 り、 利 常の 母 壽福院 代りて 德川 

氏に 質と なる。 

〔三 ま 記〕 

芳春院 殿 江 より 加州 へ 御 越 候 事 

同年 六月 上旬 之 事なる に、 江戶 にて 芳春院 殿 は、 つくん \VJ 物 を あんじ 見る に、 今 は 筑前守 

利 光の 代な りけ り、 利 長むな しく 成た まへば、 我等 江 戶に相 詰て せん もな し、 利 光の 母う へ 

の是に まし ませば、 我等に は 御い £ ま 下され 候へ，. J 言上 之處 に、 御 尤之由 上意に て、 御公條 

より 傳馬. 人足 等 被 仰 付、 御發駕 をい そがせた まへば、 六月 中旬に 高 岡へ 入らせられ、 紳尾圆 

書 屋形其 砌有之 て、 當分 いら せた まひ て、 金澤へ 御案內 有け れ ば 、 人 持物が しら 御用 人 V- も 

利 光 公の 御 使者 御 進物 上げ、 道中せ き 合 ふば かりに はせ ちが ふ。 され V- も 十 = ばかり 高 岡に 

御逗 52 被 成、 於 御靈前 恩愛の 御子 離別 愁傷 之 御な みだに むせば せた まへば、 御供の 女中 一度 

に 泣 走りて、 今更 聞傳 へく 高 岡 中の 人民 V- も、 聲を ばかりに なげきけ り。 御 なみだもろ ビ 

もに、 香 を もり 花 を さ、 げ、 御 ゑ かう あそばし、 頓而御 發篤被 成、 金澤へ いらせられ、 御 本 

t にいら せ 給 ふ。 其內に 二の 九に 御 屋形を あらたに 御 造營被 成、 八月 上旬に 御 移徙を こそ あ 

そばし けれ。 御 本丸より 御 なぐさみ のために ビて、 曲 諸藝の けんげ，？ ごぜな ざっか はさ 

加賀藩 史料 第二 編 慶長 十九 年  一一 三 一 


御： s 様に 利 

常 夫人 


れ、 日々 夜々 の 御馳走 は、 山海の 珍 物 を 山の ご，、」 くに 上げさせ 給 ふ。 御 一門 衆數々 まし ませ 

ビ も、 女なら ねば 御 目見え も 成が たく、 唯 御 進物 上げて 御機嫌 窺 ひ 舉る。 村 井飛驊 殿御 內 室. 

宇喜多 中納言 殿御 後室な V- は、 御 娘 子 達の 御 事な り、 不及 申。 小身 もの/ -內 にて は、 土 肥 左 

京 母 末 守 殿. 藤 田 八 郞兵衞 門室奧 田. 山 田 道 伴 後室 は、 日々 夜々 に 御 次 迄 相 詰、 尾 張 以來之 御 

物が たり 共 申 上、 なぐさめ 奉る。 御 本丸に て 御前 樣. 芳春 院樣. 玉 泉院樣 御座 被 成 候へば、 御 

城 中の にぎやか 成 事 不及申 上、 町方 山里に 至る 迄 御用し げく、 相 詰る もの ビ もの、 暂時之 間 

に 富家， こ 成、 千秋 萬歲 のこ VJ ぶきの みに して、 非人 VJ 云 事 更にな き 世、 こ 聞え けり。 才川 • ^野 

U にて 芝居 をた て、 を ざり 子 • あや、 こりし な，^ の 見物 場 あり。 折々 御城へ めし 上げられ、 吉 

松が 立 舞、 あみだの むね わり、 ごう S 姬 な、、，/」、 云 上る り、 別而 上る りひめ が 十二 だん、 此時 

分^ら！？ {| に はやりければ、 山里まで も 口す ざみ、 はやり 歌に もつ、 じつば き は. E の 端 迄 てら 

す、 诚の 上らう 衆 は極樂 ばし を 照らす ビ、 こ ゑぐ にうた ひければ、 御 繁昌 成 事 推して 知る 

べし、 目出度 かりけ る 御代な りけ り。 

〔可觀 小說〕 

1 、 芳春大 夫人 慶長 十九 年 六月 江戶 より 御： i 、高 岡に 十日 計 御 一？ 候而、 金 澤ね被 成 御座：^。 

〔前 3 家 雜錄〕 杉 本義 隣覺書 


能 登 は 越 中 

の 誤、 知行 

高に 就、 は 

慶長 十七 年 

1 1 月 十二 日 

條參照 

本 多 安房 守 

は此 使者の 

中 Li あら ざ 

る ベ し 


一 、 芳春院 様の 御替， こして、 壽福院 樣江戶 ね 御 下向 被 成 候 時、 芳寿院 様 御前ね 御 出 被 成、 是 

は 九州より 御： i 之 後、 初めて 之 御對面 也。 芳春院 様 被 仰 候 者、 其方に 對 面する 事 餘之義 にあ 

らす、 一 言 可 申 聞 事 ありて 也。 今度 關 東に 下- T ば、 人手に か、 らぬ覺 悟 第 一 なり。 若 世間に 

騷敷事 あらば 早速 自殺す ベ き 也。 此儀 を爲可 申聞對 面す VJ 宣ふ 0 壽福院 様 舉畏旨 御請 被 仰 上 

ぐ」 也 0 

七月 十三 日。 德川家 康駿府 に 於いて、 前 田 利 常の 臣前田 長 種 等 を 召し 謁 

を 賜 ふ。 

〔天寬 日記〕 

七月 十三 日 

一、 右大炊 助參着 は、 加 賀肥前 守 I 隱居 領，、 J して 十六 萬 石 能 登國ぉ 之、 於 筑前守 可 被 下歟； 小 M 

云々。 肥 前 守 陪臣 前 田對馬 守. 水 原 左衞門 尉. 奥 村攝津 守. 本 多 安房 守 §、 是 三人 及 晚被召 出 

御前。 仰 曰、 筑前守 I 北方 三 萬 石 可 遣 之 由 被 仰 出。 幕下 御 息女 也。 未 筑前守 若輩、 各 後見 可 

有 之 由 被 仰 出、 頼 被 思 召 之 旨 依 御意、 三人 輩 流感 涙 返 出。 又 候 獻加賀 絹 五十 匹 宛。 又 肥 前 守 

爲造 物、 不動 正宗. 脇差 備前 三郞獻 之。 本 多 上野 介 披露 之 云々。 駭府 記、 政事 錄 • 
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二三 四 

七月 十三 日。 土方 雄 久領能 登 鳳 至 郡院內 村の 室 役を徵 す。 • 

〔能 登 古文書〕 

以 上 

院內村 室 役、 如 前々 其方 申 付 候。 其 分 相 意 得 可 申 候 者 也。 

慶長 十九 七月 十三 日  桑 茂 左衞門 判 

日 比 茂 右衞門 判 

山 田 之 內院內 村 甚吉ざ の へ 

人 月 十日。 豐臣秀 賴書を 前 田 利 常に 與 へて、 密謀に 參 加すべき を 求む。 

〔金 洋市 中古 文書〕 

態 令 啓 飛 礼 候。 然者故 太 問 御 治世 之 時、 有 遺命、 其方 可 令 輔佐 秀賴之 旨、 在 諸人 之 耳目。 是 

故 平世以 其方 成 父母 之 念 候。 自今 以後 一 大事 之 儀 共 可 令 密通 候 間、 不可お • 陥 心お 也、 恐々 謹 

一一 一一 ao 

八月 十 H  . . 秀  頼 判 

松 1^ 筑前守 殿 


人月廿 五日。 前 田 利 常 越 中 射 水 郡國泰 寺の 寺 地 を 安堵せ しむ。 

〔國初 遺文〕 

國泰寺 居 屋敷 田地 並 山林 竹 木、 如 ffi 相黃門 相違 有 間 敷 者 也。 

慶長 十九 年 八月 廿 五日  利  光 判 

圃 泰寺惣 中. 

入月廿 九日。 加 賀石川 郡 白山 權 現の 社僧 澄淸、 七社您 K 吏た るべき 綸旨 

を受 く。 

〔考據 摘錄〕 

賀州 白山 禪頂. 同 權現七 社 惣長吏 職 之 事、 如 先 規澄淸 可 存知。 然 如有來 神事 祭^ 勸行 等、 造營 

勸 都鄙 奉加、 勵 再興 功可爲 神妙 11:11、 天 氣所候 也 0 仍執達 如 件 0 

慶長 十九 年 八月 廿 九日  左 少辨判 

白山 七 社 惣長吏 法 印 御 房 

八月。 芳春院 • 玉 泉院ー 一夫 人 越 中 新 川 郡 立山 中宮 寺に 參詣 す。 

〔+计 社 來歷〕 
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二三 六 

一 、 慶畏 十九 年 八月 芳春院 様. 玉， 5^ 院樣、 中宮 姥堂， 21 御參？ i 被 遊 御 逗^、 姥ゃ： 御 .效 前之幡 天蓋 

膝 付 御 召 衣 被 仰 付。 御 資前之 橋に 布 橋 を掛、 御 渡り 被 成 候 御 事。 

九月 朔日。 前 田 利 常 越 中の 鮭 川 役に 關 する 令 を定 む。 

〔；賀 家 文書〕 

一 、 越 中 之 國鮭川 役 之 在々、 誰々 代官 雖爲 知行 分、 未進 仕 候 者、 不及屆 催促 を 造 可 申 候。 其 

上 無沙汰 仕 者 有 之 者、 召 寄同檨 にも 穿靈可 仕事。 

一 、 鮭 河 仕來候 百姓 之內、 走 候 もの 於 在 之 者、 其 村 之 百姓 中、、」 して 可 致 納所 候。 伹村 中返轉 

仕 候 者、 田. 作の 物より 納所 可 仕 候。 自然 於 令 不作 者、 其 村 代官 給 人 之 手前より、 納所 仆樣 

に 可 申 付 事 0 

一、 初 鮭 之義、 取次 第に 上 候 樣に可 申 付 候。 わきく へち らし 候 は  > -、 其•^H姓？s-爲曲言事o 

右 之 旨 相 背 もの 於 在 之 者、 急 度 可 申 付 候條、 可 言上 者 也。 

慶長 十九 年 九月 朔日  利  光 判 

有 賀左京 殿 

九月 十六 日。 前 田 利 常 駿府に 於いて 德川 家康に 謁し、 利 長の 遺 領相續 の 


この 宛名 1 

に 加贺 從 

どのへ LJ- 作 

る もの ぁリ 


寸 七日と も 

るに 非なる 

べし 


十四 

なる ベ し 


命を受 く。 

〔天寬 B 記〕 

九月 十六 日 

一 、 今朝 早天 松 半^前 守 利 光 着府。 午刻 御？^、 黄金 三 fa 枚. 紅染賴 二百 疋. C 紹 W: 疋。 則 出御 

前、 御太刀 守 家. 御 脇差 11 字 國悛獻 之。 御太刀 守 家. 御 脇 指. 拜領。 本 多 上野 介 傅 之。 饥 前守陪 

臣奧 村河內 守. 同攝津 守 御 目 見、 獻御 服。 及 晚繼目 御朱印 被 遣 之。 其詞 曰。 

加賀. 能 登. 越 中 三 ケ國之 事、 一 圓被仰 付訖。 守此 旨可抽 忠勤 者 也。 仍如 件。 

i  is) 

慶長 十九 年 九月 十六 日  判  . 

松 平 筑前守 殿 

一 、 松 •  中筑前 守 11 駿府へ 下着、 故 肥 前 守 拜領國 々不可 有 相違，、」 の 儀 也。 自 江戸 爲迎土 井大炊 

助、 去 十四日 至 駿府。 此筑前 は將軍 家爲聱 也。 江戸へ 同道に て 可 下，.」 の 儀 也。 創業 Si 、當代 

一 、 十七 日 筑前守 出仕、 進物 金 三百 枚 • 紅梅 加賀箱 二百 疋. 白耦 百疋. 長 光太 刀 一 腰 也。 三人 

若君へ、 銀 三 ：6 枚 宛、 刀 脇差 相 添 可 進，、」 の 儀 也。 自 大御所 被 止 之 0 筑前 守， 21 自 大御所 長 光太 

刀 1 腰. 同 刀  一 M^TO  000, 寺 代 ST 御 年譜 附尾 

一 、 十四日 松-平 筑前守 下 駿府、 肥 前 跡 式 不可 有 相違 ど 被 仰 付。 自江芦 爲迎土 井大炊 助來、 今 
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：：： 音府、 江 へ 令 同 t 可 下， ，0 の 儀 也 0 慶 長年 錄 

〔天寬 日記〕 

御 あち や、 おかち、 おまん、 おかめ。 右 之 四 人へ 黃金十 枚. 綿 二百 把。 

おな つ、 金 五 枚. 綿 百 把、 其 外 之 女中へ 銀 三 kn 枚。 

一 、 i 贞金 三十 枚. 小袖 十 本 多 上野 介 

安藤 帶刀 

成 瀨隼人 

永 井 右近  ， 

松 平 右 衞門大 夫 

醫 者宗哲 

後藤 莊 三 郞 

一 、 大御所^より 筑前 守へ 被 下、 御太刀 <光. 御 刀 長義。 年錄 

九月 廿 三日。 德川秀 忠亦前 田 利 常に 加 越 能 三 州を領 すべ き 朱印 狀を與 ふ。 

〔國初 遺文〕 

加賀. 越 中. 能 登 三 ケ國之 事。 任 今年 九月 十六 = 先 判 之 旨、 永 不可 相違 者 也。 守此 旨、 彌可勵 


黄金 十 枚. 小袖 五 

黄金 十 枚. 小袖 五 

黄金 十 枚. 小袖 五 

黄金 十 枚. 小袖 五 

黄金 五 枚. 小袖 三 

黄金 五 枚. 小釉 三- 


忠勤 之狀如 件。 

(秀 お) 

慶長 十九 年 九月 二十 三日  判 

松 平 筑前守 殿 

九月 廿三 H。 前 田 利 常 左 近衞權 少將に 任ぜら る。 

〔天宽 日記〕 

此 =1： 

1、 松； 牛 i 前 守 利 常廿ニ 歳に して 少將に 任 や 0 台德院 殿より 長銘 正宗 之 御 脇差 をた まふ 。宽 

、水系 圖 

〔前 田 家譜〕 

九月 利 常 駿府に 如き、 遂に 江 11^ に 如く。 廿 三日 利 常 左 少將に 任す。 

十月 十日。 前 田 利 常 江戸より 歸途、 越 中 境に 於いて 大阪 出師の 令に 接す。 

〔諸 荡雜 志〕 

一 、 慶長 十九 年大坂 御陣。 筑前守 利 光 公、 同年 十月 十日 江 表より 越 中 境へ 御着 0 申の 剥よ 

り金澤 へ御歸 城。 

〔前 田家 雜錄〕 
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二 四 〇 


其 日  一 n と 

いふ は 誤な 

ろべ し 


軍令.^ 出せ 

る は 十三 日 

なるべし 


一 、 利 光 公慶 畏 十九 年、 御家^ 之 爲御禮 駿府， 5i 御 越、 御歸候 時分 に 而大坂 陣觸御 聞、 其 日 

一 rr に 金澤へ 御懸付 VJ 也。 

十月 十 一 日。 前 田 利 常 金 澤に歸 城す。 

〔又 新齋 日錄〕 

一 、 慶長 十九 年瑞 龍公薨 後、 微妙 公 御 忌 明に 付 江 戶へ御 越、 十月 上旬 江 11^ 御 發駕、 十日に は 

境 御 止宿 之 所へ、 江戶 より 飛 夫 到來、 大坂表 御 出陣 之 事申來 る。 同 U 申 之 刻 御 首途、 十 一 日 

に余澤 へ被爲 人、 十三；：： に 御先 手 出發。 公に は 十四：：： 御發駕 也。 十二 日 陣觸ぉ 之、 軍役 等 御 

定書 出たり 0 

〔可觀 小 說〕 

一 、 慶長 十九 年 微妙 公 御 家督 御 鰻 之 由に 而、 駿府並 江 11^ へ 御 越 被 遊、 御 11 圃之時 越 中 境に 而 

被 成 御座 候處 へ、 其 夜金澤 年寄 中より 早 飛脚 到來、 奥 村 攝津御 取次に 而指上 之。 非常 之 飛脚 

ど 相 見え、 各 無心 許存、 攝 Si 御 次より 罷出候 を、 各 取々 何 之 御 養 脚、、」 相尋候 得ば、 御陣觸 VJ 

申 候。 其 時分 菊 田 今 之 逸 角 祖父 逸 角、 御 次 詰 相勸候 故、 御 障子の 透 問より 相 窺 候處、 公 n ハ御 

獨 御う つぶしね 被 遊、 良久 敷 何やらん 御 思案 被 成 候 鉢に 而、 急に 御 起 被 遊、 御 筆 御 取 一筆 被 

遊、 是を造 候 得 ど 御意に 而、 飛脚 罷歸 候。 ^1 日 半に 金澤， に 御 歸着、 三 曰 目に 御 出陣。 觸は 


典！ Is 决心は 

永 維 


高山 南坊は 

旣に流 調の 

後 に あり 


東海道より 金 澤ね到 來仕候 0 只 三 日 之 用意に て諸士 御供に 付、 中々：^ 調不 申、 其 段 申 上 候 得 

共、 御 聞 屈な く、 松 任より 末 は靜に 御行 軍に 而、 追々 御供 仕 候。 大律ね 御着 陣者、 內府 公よ 

り 一 日 前に 被 成 御座 候。 內府公 御着 之 時、 宿 端 迄 御 迎に御 出に 付、 言 之外悅 iir. 被 成、 御 同道 

に而 御旅館へ 被爲 入、 御 火 鍵に 御 向 合 御 あたり、 ^々早き 事 VJ 被 仰 候 Ibo 加^ 之 事 は、 諸大 

名 之內に 而も 御 一 人 之 由申慣 候。 

〔松 梅 語 園〕 

一 、 大坂 御陣觸 に、 何も 早々 用意 仕 候へ、 三日 之 內に御 立 可 被 成 芋 被 仰 觸候得 者、 奥 材快心 

出 申 上 候。 御 H 限 今少御 差延可 然舉存 候、 大坂迄 は 餘程之 間、 其 上 御 家中 用意 も 仕 兼 可 申 VJ 

申 上 候へば、 其方 申 所 尤に候 得 共、 申 觸候事 はや 違 候 得ば、 此度 之陣は 我等が 下知 は 聞 ぬ i 苦 

に而候 間、 其まy^にぃたし置候得VJ被仰候o 御 尤成義 V- 快 心 も 申 候。 ^三： CE に 御 立、 道中 

成程 靜に御 越 ゆ ゑ、 御 跡より 何も 追 付 申 候 由。 松 任に 一 兩日御 逗留に 而、 追々 かけつけ 申 候 

よし ◦  . . 

〔前 田家 雜錄〕 杉 本義 隣覺書 

一 、 大坂 初の 御陣の 時、 利 常 公江 11^ より 御： i 國、 其 儘 御陣觸 にて 翌 U 御 出陣 也。 其 時 高山^ 

坊. 松 平伯耆 等の 老臣 諫而、 一 雨：：： 御 猶豫被 遊可然 候、 御 家中 之 者せ 〈軍用 可 調 問 無 之 ほ、 達： 血 

加 S 藩 史料 第二 徧 慶長 十九 年  二 四 一 


二 四 一 


十二 日 は 十 

1 日なる ベ 


中 上 候 得 共、 無 御 承引 御 出陣、 松 任に 二  H 御 滯留、 是を 見聞して 右 之 面々、 扨々 若き 殿に ぬ 

かれた る VJ.S. 感じけ る。 松 任へ 御 著 之 刻、 御 道 之 側に 引付、 御先へ： 牛 伏 之 者 あり。 御 尋之處 

に、 屋彌 五兵 衞、、 」 答る。 則 達 御聽、 心 掛之段 神妙に 思 召 候。 但 其方 年寄 候 問、 是 より 罷歸、 

御 留守 を 可 勤 被 仰 渡 候處、 奉畏旨 申金澤 ね罷歸 V」 也 e 

〔加 陽 諸 士書行 筆記〕 

一 、 微妙 公江 戸より 下 通 御 房、 越 中 境へ 御着 之 時、 大坂 表へ 御發 向お 之 問、 ？ =;ー 付 御 馳登被 成 

候へ、、」 山 御 飛脚 到來 す。 殊之外 御 急、 一 日 一 夜に 津幡迄 御着、 是十： =: 十二：：： 申の 刻 也。 1$ 十 

其 時 御 武具 支配の 井上 權左衞 門、 此處迄 御 迎に罷 越、 御 出立 指 支 申條無 御座，、」 申 上 候 得 者、 

殊之 外御感 にて、 被 爲召候 御 道 服 御脫被 遊、 御 liiT 上ながら 權左衞 門へ 被 下 候。 夫より 金澤御 

着。 楚：： ： 御 出馬 可 被 遊 被 仰 出 候處、 年寄 中  一 ^^御逗留人H^^ピ休足爲被仕度、 一而 被 申 上、 十 

四日 御 出陣 也 0 神速なる 事 奉感候 ひぬ 0 

十月 十三 日。 前 田 利 常 軍令 を 定めて 之 を 頒 つ 。 

〔三壺 記〕 

軍 法定 

1 、 武者 押 並 陣取 之 次第、 一 組 充先綠 々々不 入 込 様に 可 申 付。 備を離 私に 而 陣取、 散々 有 之 


族可爲 越度 寧。 

一 、 旗本 騎 iH.T 次第 定置 之 通 不可 有 相 遠。 主人 下 立 候 共、 右 之 次第に： を 爲牽可 申 事 0 付り、 

船 渡可爲 同前、 若猥相 交に 付 は 可 爲曲言 事。 

1 、 武者 押 之 時、 脇道 通 候 儀 一 切 有 間 敷 事 0 

一 、 敵陣に 近く、 先手へ 爲 見廻 相 越 候 儀、 小姓. mT 廻. 後備 之 而々、 ^令 停，^! 惣而 他" 備 

に 相 交 儀 可 爲曲言 事。 

一 、 先手の 者 共 並 旗本 面々、 我々 背 下知、 備を 崩、 卒爾 之 働 仕 に 付 は、 縱雖爲 高名 可爲曲 

言 事 Q 

1 、 諸事 奉行 人 申 付 儀 不可 相 背。 自然 不屈 之 輩、 對奉 行人 及 申 事 者、 不立入 理非、 其 者可處 

一 、 爲當座 之 使、 如何様 之 者 差遣 候 ども、 不及異 儀 可隨其 沙汰 事。 

1 、 於 陣中 liiT を 取 放に おいて は、 其 主人 過 錢百疋 可 出 ^J^o 

一 、 先手 頭々 並旗舉 行人 之 儀 者、 li^Jr 上に て 可 致 下知 事。 

1 、 牢人衆 誰 々によらす、 他所 衆當 家の 先手へ 相 加 候 事、 一 切 停止 之 事。 

一 、 喧嚷 口論 仕出 輩 有 之 者、 任 法度 之 旨、 双方 可成 敗。 若手 過 者 於 見逃 は、 其 場に 有 合 者 可 
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爲 越度 事。  . 

一 、 御 當家對 御^ 近 衆、 若 致盧外 者^ 之ば、 於 以來聞 次第 可 爲曲言 之 事。 

一 、 侍 小者に よらす、 家屮 走者、 何 之 家中に 有 之，、」 も、 於當 陣中 捕候權 一 切 不可 有 之 0 自然 

曲 人 於 見 付 は、 當 主人に 預け 置、 後に 斷. 1^ 申 事。 

一 、 味方の 地に ぉゐ て、 下々 迄 猥藉不 仕樣に 可 申 付。 宿 l^E- 以下 如 御 定可相 渡 事。 

右條々 若 違背 輩 可爲曲 言、 如 件 Q 

慶長 十九 年 十月 十三 = 

十月 十四日。 前 田 利 常 兵. を 率 ゐて金 澤を發 す。 

〔可觀 小說〕 

一 、 慶長 十九 年十パ 十四日 微妙 公金 澤の城 御 出軍。 御 M 令 者 十三 日に 被 命。 御 出 •il 之 時 御^ 

捕に 不法 之 者^ 之、 御馬 前に 而引張 切に 仰 付。 是日小 松 御着 也。 

〔三 ま 記〕 

加州 利 光 公 は 其 時 在 江 11^ にて、 十月 上旬に 江 lE^t 發駕、 同 十：：： 越 中の 裸に 御陣 をめ さる 、曰、 

江 Ir^ より 御 飛脚 到 來す。 大 坂へ 追々 に 御 出 勢 有べき 旨の 御 事 なれば、 驚 入 給 ひ、 申の；！ に 11; 

御 立、 十一 日に 金 澤へ御 入城、 中二 日 御 逗留に て、 其內 御觸狀 廻、 軍役 御定、 先手 人 數は十 


三 に 澤發 足す。 利 光 公 十四日に はや 御發 I や、」 ぞ 聞え ける. - 金澤 城代に は 奥 村^ 豫永福 入 

道 快 心、 小 松 城代 前 田 對瑪長 種 入道 源 大正 持の 城代 田 遠 江 入道 道. 並 近 藤 大和、 越 

中 魚 渾は靑 山 佐 渡、 今 石 動^ 島豊 前、 富 山に 津田刑 部、 七 だ 城 三輪 藤 兵衞. 大 井久 兵 衞、 各與 

力 數多付 置 せらる。 

〔大坂 出陣 覺書〕 

松 平 筑前守 利 光 卿、 慶長 十九 年 十月 十日に 從武州 江 ti^、  越中w^に御着、 屮剥御 立、 同 十  一 U 

金澤 御：！ 城。 同 十四 H に大坂 へ 御 出陣。 

先手 い 大將に は、 山 崎 長 門 守 . 同閑齋 . 岡 島備中 . 同 帶刀 • 村 井出 雲 守家來 . 小 塚 淡路守 . 安 兌 右 

近.高0£甲斐.津田和泉守.安原位^<*藤田八郞兵衞.堀才之助.^島三藏.長田市兵衞0 

1 一番 備 0 本 多 安房 守. 長 如 庵. 奥 村攝津 守. 成 瀨內藏 助 • 水野內 匠 • 上 坂 因幡 • 安藤 長 左衞門 • 奥 

村 半 兵衞. 同 五兵 衞. 中 村 刑 部 少輔. 丹 羽織 部少. 富 田 主 水. 岡 田 助 右 衞門。 

三番 備。 樓原出 羽 守. 富 田 下野 守. 富 田 越後 守. 神 谷 信 濃 守. 奥 村 備後守 *取 、野 紀$- 守. 奥 村 周 防 

守 • 小 幡駿河 守. 同播摩 守. 大橋外 記. 大河 5- 助右衞 門. 同 四 郞兵衞 • 野 村 小右衞 門. 稻ぉ掃 部。 

四 番備。 奧村河 內守. 前 田 美 作 守. 同 丹 後. 奥村玄 富 田 下 總守. 神 K-il 書 *同 生 殿 助. 中川宮 

內 同大 隅 名代. 加 藤 石 見守. 後藤 又 助. 野 村 左； ii;r允• 佐藤瀨 兵衞. 岡田维 人. 今枝內 記. 同， k 部少 輔. 
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富田彌 五作 • 松 田左衞 門. 才 伊豆。 

此等右 先手 之 組 敏&。 

御 近陣。 橫山 山城 入道 • 同大 膳. 同 式部. 石 川 茂 平. 水 越 縫 殿 助. 堀 田： 牛 右 衞門. 杉 江 兵 助. 安彥 

左 馬 允. 平野 彌次 左衞 門. 瀧右衞 門. 神卢藏 人. 高 木工 助. 三輪 主 水. 水 • 说左衞 門. 石黑^ 左衞 

旗 大將。 岩 田內藏 助. 富 永 勘 解 由左衞 門。 

鎚 舉行。 齋藤 市左衞 門。 

馬上！ Iro 五十 騎。 

lit 上 鐵炮。 五十 騎。 

侍 大將。 松 平伯耆 守. 淨田遠 江 守 0 

使番。 黑 母！^。 成 田 助 九郞. 不破加 兵衞. 淼權 太夫 .津 田 外 記. 西 尾^ 人. ぉ卷 m い 人. 森 伊右衞 門. 

歸山 助右衞 門. 脇田帶 刀. 北川久 兵衞. 前 田 刑 部. 生 田四郞 兵衞. 靑地四 郞左衞 門. 佐 藤 忠兵衞 • 

宮崎藏 人 ◦ 

浮 武者。 前 田 七 兵衞. 淺野 將監. 河原 兵 庫. 西 村 右 助 Q 

小々 姓 。赤 母 衣。 百 五十 條騎。 ,  ^  ：  ^  .r  ». 


同 番頭 o 齋藤 中務. 堀 田 左 兵衞. 生 駒 主 水 • 小幡 ぉ內. 多 賀大炊 • 生 駒 市 正. 本 保 木工 助" 

中小 姓 0 赤 母 衣。 百餘騎 0 

同 番頭 0 半田 大炊. 宫井太 郞右衞 門. 行 山 主馬 助. 不破 忠左衞 門. 伴雅樂 助。 

大ト i^o 鉗の 小 旗 金の 丸 名 銘々。 

同 番頭。 條^-織江.恒川監物.田丸兵庫.^^れ木六兵衞.熊谷勘解由.渾川外記。 

li;:T 廻^ 頭。 山 下 兵 庫. 江 守 半 兵衞. 市 橋左衞 門. 姆 大學. 大塚 壹岐. 菊 地 大^。 

跡備。 前 田 修理. 不破彥 三. 不破彥 五郞. 石 野 讚岐. 寺 西 若 狭。 

〔松 山覺 書〕 


山 


大 坂 冬 陣 

組 衆 左右 二  . 


0 足 輕頭先 


3^ 


上 同 

本 多 安房 守 

上  同 


三 


上 冋 

奥 村 河內守 

上 同 


上 同 

篠原出 羽 守 

上 同 


卸 £ 牵 1 橫山大 膳 

御 近^ ま 同 式部 


此兩 人へ 御 lii^r 廻 二 組御預 


足？ 一組 l?^A  sm .§m  8m 

加賀藩 史料 第二 編 廣長 十九 年  二 四 七 


二 四 八 


本文 檨出長 

知の、、 とに 


浮 武者 

浮 武者 


御 後備 


育  D 


衆 

修 理 

衆 


右 橫山氏 之 家來松 山覺^ 之 趣 如此。 

T. 月 十六 日。 前 田 利 常 越 前 麻 生津に 着し、 橫山畏 知 を 見て 再び 之 を祿仕 

せし む 0 

〔橫山 氏 家譜〕 

同年 十月 利 常 公大 坂御發 向の 時に、 越 前 淺生津 於 御旅館 歸參被 仰 付、 即御目 見 仕。 其 時の 御 

意に は、 此度大 坂より 凱 還の 砌迄、 三 ケ國御 預被成 候條、 心の^に 仕 S 可 申 付 旨 御 誰に て、 

に 金澤へ 罷歸。 此時大 膳. 式部 は大 津に殘 ii^ 候處、 大 坂へ 御供 可 仕 旨、 長 知 方より 申 遣す。 

之に 依て 兩人 は大 律より 直に 大 坂へ 御供 仕。 長 知 は 翌元和 元 乙 卯 夏 御 陣の刻 御供 仕、 先錄有 

軍功" 

〔可觀 小說〕 

十五：：： 大正 寺へ 御 急 之 所に、 京師より 飛脚 來り、 兩上樣 十二：：： に 御上 京、 ニ條 城へ 被 爲入ど 

有 之に 付、 御 急 被 成、 越 前 溝 落の 驛へ御 越 候 所に、 橫山 山城 守 近年 瑞龍公 G 御 勘氣の 蒙り、 


ベ 共との 時 父た 利 
しにす 地と 子る 常 

0 ま 突る Jif し 三な に 

uim  、人 長謁 
るの 落 そ 同 知 し 


御國を 立 返き、 京都に 罷在 候。 此處 御免被 遊 下向 仕、 其 子 大膳. 式部 二人 も！；？： 速、 於 淸落拜 

謁す 0 御喜 色に 而 御供に 被 召 加。 十八 日 海 に 御着 船に 而、 十九 日に 大^へ 御着 0 

〔前 田家 雜錄〕 

慶長 十九 年大坂 陣の砌 に、 微妙 院樣大 津迄御 越、 則 御旅館に 而被仰 付 は、 此 邊に橫 山山 城 父 

子 逼塞 在 之 旨 也、 彌左樣 か，.」 御尋 也。 御 近所 衆 其 段 御請 申 上 候。 于時御 式 代に 安房 守. 攝津守 

詰 罷在候 所へ 被 仰 出 候 は、 橫山 山城 儀牢々 仕 有 之 儀 不便に 思 召 候 故、 此度 御免被 成、 御陣御 

地へ 可 被 召 連 か，、」 思 召 VJ の 事 也。 本 多 被 申 候 は、 御意 難 有 儀に て 候、 兼々 御 $ 化 申 上 候 處に御 

座 候。 成程 宜可 御座 VJ 也。 攝津 守へ いか > -，、 J 被 申 候へば、 是も 御尤に 御座 候、 併お そからぬ 

御 事に 御座 候。 此 儀は關 東へ も 御 達 候 儀に 御座 候 間、 又 御免被 成 儀 も 御 達 候而之 依可然 かど 

被 申 上 候。 其 時 微妙 院樣 御意に は、 一 度 は 相談の 爲申 きかせ 候。 此上は 各 相談に 不及 旨に 而、 

御 近習 之 衆 御 使に 被 遣 御 呼 返し、 則大 津に而 山城. 大膳. 式部 三人 剡髮黑 衣に 而御 f 軋 被 申 上 

候。 則 御意に は大 膳. 式部 は、 此度 御供に 被 召 速 候 0 其方 事 は金澤 無心 元 間， 潘越、 政^？-を可 

司 旨 御意 也。 畏候， 三し 金 澤へ被 罷歸、 翌年 元 和 元年に は 山城 も 御供 仕 ど 也。 

十月 十 人 日。 前 田 利 常の 飛脚 德川 家康の 許に 着し、 その 京都 附近に 於け 

る 陣地の 指定 を 求む。 

加賀藩 史料 第二 編 慶長 十九 年  二 四 九 


大 ftf とする 

は 誤な り 

安房 守 は 本 

多 政 重、 攝 

津守 は奧村 

榮賴 


二 五 〇 

〔天寬 日記〕 

十月 十八 日 

一 、 自加賀 筑前守 飛脚 到來、 去 十四日 國本發 足、 近日 京 着。 然者陣 所 何方 可罷在 哉。 仰 曰 淀. 

鳥 羽 近邊迄 出張 可 有 之 皆 被 仰 出 云 々o 駿府， 記、 政事 錄、 增補麼 長 日 御 年譜 附尾 

十月 十九 日。 前 田 利 常 近 江 大津に 着す。 

a 條 氏藏 文書〕 

尙々 何事な く大津 までまい り 申 候。 やがてく がいじん いたし 可 申 候 l:£o 

1 書 申入 候。 了 中う ちつ  きょき てんきに て、 十九 H にあ ふみの うちあ ふ つまで まいり 申 候 0 

御所 樣は 今日、 あ ふみのう ちな が はら VJ 申 所へ 御 ざ 候よ し 申 候。 明：：； はせ ヾ がさき、 廿 四日 

に は 京 入な され 候 やうに 申。 我等 は 明日せ  がさき にて 御め 見へ 申、 明日の ばんか、 廿 EI 日 

のば < か 京 入いた し 可 申ビ存 候。 京に て 我等 ぢん V- りの 事、 にしの 京-さが. きぬがさ 山、 此 

三、、」 ころに て 候べ く 候。 我等 事そう/^ まいり 申、、」 て、 御所 様さん ぐ 御き げんよ く 候 n 

つぼね 參  ちくせ， < 

〔桑 華 字苑〕 


家 康は廿 三 一 、 大坂 御陣の 時、 利 常 公大 津 御着 陣、 其 後 大御所 樣今 H 御上 京. i 云：；：、 せた まで 彻むカ ひ 

3 矢 走よ リ 

MM に 御 出 被 成、 御供 衆 は 何も 道より 遠の け、 利 常 公 は 道の 脇に て 御 目 見、 大御所 樣 御- S り 物 下 

京し.；： るな 

リ瀨 田.^ 經 に 置、 召ながら 御 じき 在て、 御供の 衆に あれ 見て 置け、 若き 仁に は 手が るく 物 はやき 牀 さ 

ベ 力 1 すが 利 家の 子 ほグ」 あるし かたなり、、」 御 ほ.. つ」 被 成 由。 葛卷藏 人語。 

十 一 月 一 一日。 前 田 利 常 兵 を 河內砂 村に 進め、 途 にして 寒 雨に 會す。 

〔前 ra 家 雜錄〕  , 

I 衬進 一 、 利 常 公大 坂冬陣 に、 慶長 十九 年 十 一 月 山城 蛾より 河內 之すな へ 押 給 ふ 時、 大 にしぶ 

き 付 候 故、 御馬 を留 られ、 暫御 行列 を 被留候 時、 西 村 右お 助減騎 §， 御先より 立歸、 如何 之 俄 

御座 候 哉， こ 申上疾 へば、 仰に、 つよく 荒 候 故、 是 にて は 道に て 何事 ぞ ありても、 物 之 色 合 も 

見分けが たき 故、 此處に 御 扣候旨 也。 其 時 西 村 申 上 候 は、 惣 じて ケ樣 Q 時 も、 軍勢 共 敵に 

合ュ fc^ 而は、 聊こ えざる ものに 御座 候。 ロハ 被 仰 出 候 場所に 御 押 被 遊 可 然旨申 上 候。 其 時 御 機 

嫌 直り、 其 ま > 河內 之すな 迄 御 押 付 被 成 候。 §^而 事に 臨みて は、 手足. お- 氣 にも 不凍 もの，、」 也 0 

右 有 澤永贞 先生 談也。 

〔懷恵 夜話〕 

一 、 同時 微妙 院樣 京都に て は 平野に 御 陣所也 0 夫より 大 坂へ 御 人数 御 出し 被 遊 候。 p」 蛾より 

加賀藩 史料 第二 編 慶長 十九 年  二 五一 


二 五 二 

河內 すな、、」 申 所 へ 御 押 被 遊 候 日、 以の 外大荒 大雪 吹きに て、 諸卒 迷惑 仕 候。 微妙 院， 极 にも、 是 

にて はすな 迄 如何に 候 間、 御 人 數押止 候 様に，、」 御意に て 御 旗本 太鼓 を 打 申 候。 御先に 押 申 候 

足 輕大將 西 村 右お 允 乘员、 何 ゆ ゑ 御 人數押 被. 候 哉 r ナ伺申 候 0 以 之外大 荒に 候 ゆ.，. -、 今日す 

な 迄 御 押 候て は、 諸 軍 も 疲可申 候 ゆ ゑ、 一 夜 野 陣可被 遊 思 召 候 由 御意 候 得ば、 西 村 承り、 兼 

而の被 仰 渡、 左樣に 相違 仕候而 は、 軍法 難 整 ものに 候 間、 是非すな 迄 御 押 被 遊 候 申上攸 所、 

以の 外寒氣 にて 士卒 も 半 こ、 S え 居 申 候へば、 若 敵 出 候 時 物 之 用に 立 まじく 御意 被 遊 候 得ば、 

其 段 は 私に 御 任せ 可 被 遊 候。 物に 逢 候て は、 少も手 こ > -ぇ不 申 物の 由、 御請 中 上 候。 左 核に 

候 は > 押 候 様 御意に て、 すな 迄 押 付 申 候。 

十 一 月 六日。 前 田 利 常 領國の 村 肝 煎に 對し、 戰時 中傳馬 • 人足の 供給 を 

台 § るべ から. さる を $1 ぐ。 

〔諸家文害〕 

大坂^^出陣中、 傅 .it. 人足 之 is!- 無 由 斷可致 馳走 候。 於 無 馳走 可爲 曲事 候。 精 を 入 候 は可褒 

美 者 也。 

(利 常) 

霜月 六日  ^  . 

加賀. 越 中. 能 登 肝 煎 中 


十 一 月 十七 日。 前 田 利 常住 吉に 赴きて 德川 家康に 謁し、 大阪城 攻撃の 方 

法 を 聞く。 今日より 諸 軍 甲甯を 着す。 

〔天宽 = 記〕 

十 一 月 十七 日 

1 、 從 今日 供奉 輩 着 甲冑、 則 於 住 吉藤堂 和 泉 守. 淺野但 is:r 守. 峻須賀 阿波 守. 松： 牛 前 守. 越 前 

少將殿 § . 生 駒讚岐 守. 一 柳監物 父子. 松 平 下 總守. 本 多 美 濃 守 父子. 古田 大 膳. 本 多 左 京. 桑 山 

伊賀 守 • 脇 坂淡路 守. 松 平宫內 少輔、 其 外 諸 大名 諸士 不可 勝 計、 御 目見參 上。 藤 堂 和 泉 守. 松. 牛 

筑前守 召 御前、 大 坂表输 圖令昆 給、 攻ロ 次第 被 仰 付。 駿府 詆、 政事 錄、 增？ S 慶長 日記 

十 一 月廿 一 日。 前 田 利常戰 時に 際する 納稅 • 夫役 • 奉公人 等の 寧に 關 して 

令を發 す。 

〔慶長 以來定 書〕 

淀 

一 、 分 國中藏 入 並 給 人 地、 當 年貢米 之 事、 代官. 給 人當陣 留守た るに よって、 令難游 百姓 有 之 

者、 一 類 共に 可 爲曲言 事。 

加賀藩 史料— 第二 編 廣長 十九 年  II 二 五三 


取替 本の 儘 


二 五 四 

一 、 代官. 給入對 W 姓 非 分之债 於申懸 は、 奧村 豫 守. 三輪 志麼 守. 橫 山山 城守兩 三人 かたへ 

可 申理、 穿 驚 を V.- げ曲言 に 可 行事。 

一 、 此以， ：S ちくでんの 姓 等 於立歸 者、 郡 役 可 用捨 事。 

一 、 於 在々 所々、 他國之 者に 宿 を かす 事、 一 切 令 停止 了 ◦ 但路次 筋 往還 人 一 夜泊り 之 事 は、 

可爲谷別^^.。 

一 、 當陣 につる て 夫 九 召 遣 候 之條、 藏入之 高 百 石に 付て、 米 三 石 宛 借 遣 候 問、 成 其 意 詰 夫 等 

堅 可 相 勤 事。 

一 、 當年. 去年 切 之 奉公人、 來 年中 不替當 主可遂 奉公。 た VJ ひか へ 置 候 刻 、如何様に 申定儀 

雖有 之、 如此 {il 置 上、 一 切 申 分 不可 有 之。 伹 取替 等 之 事、 如 當年可 遣 之。 若彼舉 公人 於 欠落 

仕 者、 當年之 請 人 可 爲曲言 事。 

一 、 當陣を は づし候 もの、 在々 所々 にかくれ 於 有 之 者、 其 村，、」 してから め，、」 り、 兩 三人 かた 

へ 可 引渡 候。 自然 かくし 置 もの 有 之ば、 其 身 並 宿主 事 は不及 申、 一 在所 VJ もに 可處 罪科 候。 

但余澤 其 外 城下町 中 之 儀 は、 十 人 組 之 もの 可 爲曲言 事 C 

慶長 十九 年 十 一月 廿 一日  判 

十 一 月廿ー 一日。 大阪に 於いて 前 田 利 常の 臣富田 次 郧左衞 門 その 陣營 より 


冬陣 niiLL 

失.^ せし 者 

. ^富 田 次 左 

衞門 とせ リ 

今 之に 從ふ 


上 樣は利 常 

夫人 


興 は 興津氏 


火 を 失し 出奔す。 

〔袂 草〕 

一 、 大坂陣 Q 時、 關 東の 御 制 法に、 陣屋より 出火 あらば、 其 小屋 主 切腹 也、、 JO 然に 此方 御陣 

中 北 村 次右衞 門出 火す。 時に 利 常 公密に 御內證 有て 出奔す。 後 加州に 來 る、、」 云 々o 是 無法の 

罰 也。 然ゲ Jw: 其 儘に し 玉 ひがたく、 切腹 も 不便に 思 召て 如 此，、 J 也 0 

十一 月廿 四：： I：：。 前 田 利 常 夫人、 德川家 康* 秀忠 及び 利 常の 軍陣に 在る を 

以て、 越 中 礪波郡 植生 入幡 社の 神職に 祈禱を 求む。 

〔國初 f 返 文〕 

已 上 

一 書 令 啓 候。 就は兩 御所 樣. 筑前樣 御 三人 御 陣之御 祈禱、 從上^ 被 成 度 候 由 被 仰 出 候 間、 其 元 

於 御 祌前御 祈念 候而、 御礼. 守 可 有 御上 候。 此度 之義候 間、 隨分被入御情候^5?!.肝要候。 尙追而 

申入 候、 恐 々謹言。 

慶長 十九 年 十一月 廿 四日  興 內記忠 治 判 

姐 生 神主 殿 御宿 所 

加賀藩 史料 第二 編 慶長 t 九 年  二 五 五 


二 五六 

十一 一月 三日。 大坂在 陣の前 田 知奸、 能 登 鹿 島 郡 府中 町民の 贈れる 銀 子 を 

辭し、 因りて 書を與 ふ。 

〔能 登 古文書〕 

以 上 

此地爲 見廻、 府中 町中より 銀子廿 目相屆 候。 心 付 之 通 而令滿 足 候。 併 何も 不納お 候 間 相 返 

候。 能々 相 意 得 可 被 申 候 0 目出度 歸陣之 節 可 申 候 者 也。 

十二月 三日  修理 知 好 判  * 

府中 町 佐 藤 左衞門 

十一 一月 四日。 黎明 加賀の 兵.、 越 前 ，彥 根の 士卒と 共に 大阪城 を 攻撃し、 德 

川 家康の 譴を受 く。 

〔天. 冠 日記〕 

十一 一月 四日 

一 、 加賀. 越 前-井伊 掃 部 手より さわぎ 立、 惣寄手 俄に 攻向 ひ、 堀ば たね 押 寄。 敵 も； 貝 ど 心 

得、 鐵炮を 打た て、 持 口く を 堅め ひしめき 申 候。 加賀. 越 前. 掃 部 衆 は、 堀の 屮に さくを 付 


候 を、 ふみやぶり 堀 下につ き 候 間、 敵 雨の ご VJ  くに 打 立る 鐵 炮に當 り、 ^死 数千 也 0 是は右 

之 三 家 之 衆 之陣之 前に、 篠山 どい ふ 小山 あり。 はじめは 此 山に 敵 も 足輕を s:^ き、 鐡炮 をうた 

せ 候。 少し 油 斷之樣 に 見得 申 候 間、 加賀之 手より、 今朝お しかけ 夜 込に いたし 候 得ば、 人 は 

皆 丸 之內ね 入、 人な し 0 掃 部 手の 衆 も、 同く 此 所ね 出 來り候 時節、 敵 も是又 出合 候 はん VJ、 

持 rn ね 出向 候 時分、 眞 田家 來南條 中 務ビ申 者 あやまり、 櫓に て 鐵炮の に 火 をつ け 候 間、 其 

火 忽に燃 上り、 小き 櫓 一 っ燒申 候。 是を 見て 越 前 衆、 敵に 心が はりの 者 あり. VJ 心 5:::、 本 多 飛 

驟守 先陣して 堀へ 乘入、 柵 を 破り 解ね つき 候 はん VJ いたし 候 間、 敬 鐵炮を 揃へ て 打 立 申 候 0 

越 前 衆の 先手 足輕頭 伊達 與兵衞 一  15^ を 初、 大勢 討死。 然れ共 本 多 飛驊守 堀ば たに、 竹た ば を！； i 

へ、 少將殿 本陣ね 使 をた て、 御 詰 可 然由を 申。 此由 大御所 樣御陣 住吉ね 吿來る 間、 午の 刻 時 

分に 茶臼 山， 21 御 出 被 成、 右 之 味方 三 家中より せり 合 を 御 巡 見 被 成、 殊之外 御 立腹 被 成、 あば 

れ ものめ が、 御 下知 も無此 候に、 惣攻仕 候 はん VJ いたし 候 哉。 掃 部 家中. 越 前 家中に は 旗本 

より 被 遣 候 者 数多 罷 在に、 是程無 案 內成軍 を 可 仕，、」 は不思 召、 早々 引 上 可 中 由、 御 立腹 之 御 

使 (女 藤 帶刀を 被 遣。 其 後 又 御 使 衆 兩人被 遣。 御供 之 衆 を 住 吉ね御 返 被 成、 本 多 上野 介. 安藤 

帶 刀. 成瀨 ¥<  • 御 使 番衆六 人. 御 ；！^ 取 二人； §郎|衞§- 御 小者 九 藏計被 召 藤 堂 和 泉守陣 場， り 御 

出、 御 巡 見 被 成 候 間、 和 泉 も 只 一 騎に而 御供 申、 それより 攻宗陣 場ね 御 出御 巡兑被 成、 政 {!•  め 

如 貧 藩 史料 第二 編 慶長. h 九 年  I  二 五 七 


二 五八 


小 ノ將は 松 平 

忠直 


あい は 阿井 


も！： ハ 一 騎に而 御供 仕、 =暮 時分に 住吉. Si 御^被 成。 兩三家 之 衆 任 上意 之 旨、 引 上 候 はん 、こい 

たし 候 時分、 敵 鐵炮を 打懸候 間、 討死 不數知 0 越 前 衆 之 先手 堀 之 柵 を やぶり 候而、 塀に つき、 

敵の 矢 ざま を 打，、」 ぢ、 堀端. 5- 廻、 竹た ば をつ け 候 間、 中々 引 上 間 敷 由、 本 多 飛 騵 守 申 候 得 共、 

越 前少將 殿より 森 川 內藏丞 V」 申使番 を以、 御所 樣 御意に 候 間、 R 早々 引 上 候 得 VJ 被 仰 下 候 

間、 飛 驊守も 引 上申 候。 此時少 將殿舍 弟 出 羽 守、 幼少に ての き 分 は、 武者ぶ りょく 候 由、 陣 

中の 沙汰 有 之。 慶長 年錄、 見聞 書 

1 說に四 = に は 陣を可 寄 之 旨に 依て、 加賀. 越 前. 佐 和 山の手 も 一 々夜中よ. -陣を 進め 寄、 思 

はや 堀 際に 至る 0 敵 鐵炮を 放ち 拒ぐ。 三 手の 兵 塀に つき、 直に 城に 乘ん VJ して 死傷 多し 0 公 

そ を住吉 の御陣 所に 而聞 合、 御機嫌 惡く、 御 下知な きに 攻む ベから す ，この 御 使 有 之 0 各陣所 

ね 引取 0  ^業 記考異 

〔前 m 家 雜錄〕 

： 、 大坂 冬陣之 時、 加州 之 小姓 組 二三 骑乘 出す を、 馬 廻 衆 如何、、」 有 之處、 靑地氏 どかく 御 旗 

次第，、」 制止 之 所に、 折節 御 旗本に は、 御 旗 立 處を替 ふべき VJ、 御 旗 動く を 見る や 否や、 御馬 

廻 組 懸出。 是は御 下知な きに 如何，、」 いへ V- も 不聞付 ど 也。 其內 あいの 八兵衞 VJ 云 者、 指に 手 

負 候 VJ ほり 上 見せ 候處、 靑地 氏げ じに ひかる、 物 也、 かくせく ど 云。 又 山田大 炊、 眞 向に 


鐵炮疵 ft- V- 云へば、 其 痛 かくされぬ 處也、 走れく ビ靑地 氏 云 ひし，、」 也。 然るに 共晚御 下知 

なきに 懸 出す 事 法 を 破る，、)、 段々 其 先登 を 御 穿 整 有， こいへ ざ もしれ や。 ，、」 かく 手 負 を 穿懇， i 

有 之處、 右兩人 共に 走りぬ。 其 外に も あり，、」 いへ ざ も 皆 かくす，、」 也。 依 之 右の 埒も不 立 故、 

七日 之內右 兩人尋 出さす 候 は、 3、 組頭 切腹 ど 相 極る，、」 也。 然るに 六日 目、 右 兩入罷 出切 腹す 

る，、」 也。 右 小川 八 郞右衞 門咄ど 也。 右旗少 高所より 下す 故、 うつむき か、 る， こみえ し，、」 也。 

S 草〕  , 

1 、 大坂 冬陣、 御 家の 一 番備 il^l、  二の 手 11^5。 一 の 手 味方 崩て 二の 手 も 引 立ら る。 房 州 

のま どひ 足 を 立 兼ぬべき 所に、 少も 場を不 去。 大御所 御 本陣より 見 給 ひ、 物見 衆 を 以御尋 の 

處、 本 多が まど ひの 由 言上す 0 于時 上野 介 を 召、 此 lb 被 仰 聞、 安房 守 を 御 €<〔 也。 其 時 纏 場 を 

不去事 は、 其比橫 山山 城牢 人して 他 國へ參 候 節、 譜代の 家人 二十 人 許 房 州へ 預け ま。 其內木 

村 權兵新 VJ 云 者、 纏 持の 首に 太刀 を拔き 押當、 愛 を 一 足 もし さるに 於て は 首 を 討つ ぞ、 同じ 

死 するならば 敵の 爲に 討死せ よ，、」 云て 踏 留めさす。 此功故 御家人に 被 成。 是れ木 村 新兵 衞父 

也、 國府掃 部か聲 也、、」 云々。 

〔松 雲 公 御 夜話〕 

一 、 大坂 御陣の 時分、 御 家の 御 人 數眞田 丸ね 御つ き 申 節、 言の 外 朝霧 ふかく、 行 先見え 不申 

如賀藩 史料 第二 編 慶長 十九 年  二 五 九 


二 六 〇 


御意 は 綱紀 

なリ 


に 付、 城の 土手， £1 行 當り申 鉢に 候。 其 節眞田 はい まだ ふせり 申に 付、 寄 手近 付 候 哉 人 昔いた 

し 候 旨 案 內仕候 得 者、 中々 のせ 申 事に て は 無 之 候、 下知 次第に 心得 候へ ，こて、 狭間 一 つに 鐵 

炮 六挺づ 仕懸、 寄 手前 後の 間 を 打 切 候 得、、」 て、 しきりに 打た せ 申 候 0 木 を 將魏の 駒な りに 

して、 糸に つなぎ^に 懸有 之、 働よ きものへ は 一 ッ充 褒美に 遣し 申 候。 御 家の 御人數 は、 前 

後の 間 を 打 きられ 候。 跡より つ く 御 人数 は、 近付き かね 引取 申 候。 御先 手 は 何，、」 も 引取り 

がた く、  土手 下に 付、 何 茂 ふして 居 申 候。 中納言 檨に 者、 何，， 」 て 引取 不申候 哉 ，こ 御 怒 被 遊 候。 

此時 水枕 權 太夫 御 使 番相勤 候に 付 被 遣 之、 早涑- 引取 候樣に 下知 可 仕 皆 被 仰 付。 -强越 見 申 所、 右 

之 趣に て 何，、」 も 引取りが たく、 權 太夫 も 土 居 下に 伏 之 候 0 其 時 小便 も、 立て は鐵炮 の氣遣 

にて 仕りが たき 程に 候 ， こころ、 權 太夫 存 候は此 ま、 にて 小便 仕 候 者、 たれ 申な ビ、 後の 批判 

可 有 之. こ存、 城の 方へ 向 ひ、 立って 小便いた し 候。 其 以後 彼是いた し、 やう/ \ '御 人 數 引取 

申 候 0 御 使 番御定 の 黑母衣 懸て居 申處、 鐵炮 にて 打ぬ かれ、 ： ^衣す だれの ご，、」 くに 成 申 候 仕 

合に て、 其 身鐵炮 にも 中り 不申 候。 其 時の ふ h 言の 外宜 敷、 以後く 迄 も 中 納言樣 被 出、 御 

感じ 被 遊 候 由。 享保七 年 正月 十五 日の 夜 御意 也。 

〔可觀 小說〕 

十二月 四日 朝霧 深く 起る。 其紛に 加贺. 越 前の 兩^ 押 寄、 城 中より 鐵炮甚 敷 打 之、 寄 手 敗北 


す 。眞田 手へ 首 八十 三 取 之。 城 內には 手 負 一人也。 越 前 S 手より 松： 牛 出 羽 守、 生年 十五 歲、 

^々緋 の 羽織 を 着し、 拔 群の 働に て 手 負ぬ。 爲 上使 安藤 帶刀來 る。 拆兩國 S 軍勢 は引擧 げた 

〔孝 亮宿漏 日 次 記〕 

六日 甲 申晴。 去 四日 大阪表 城 貴、 越 前 少將勢 四百 八十 騎、 松 16. i 前 勢 三 f:: 騎死。 此外雜 兵 死 

者 不知 其 數之由 有 風聞。 

〔井伊 家譜〕 

朝霧 大に 族る。 家來 先手 之 者 加 贺. 越 前 之 勢、、 ー爭 進、 城 迄 攻詰候 得 共、 依 上意 引揚 ぐ。 

〔北 藩 祕鑑〕  . 

大坂御 陣戰死 姓名 慶長 十九 年 甲 寅 十一 一月 四日 之戰 

足 輕頭七 百 石 

ffi 山 之 先手^ 行 鐵炮嚴 敷 所 

.Kis.ti5s.f¥§p"  進出、 鐵炮に 中り 死す。 

,vr;^SJiaTP>w、Ki 助右衞 弟に 而 養子と 成、 養父と 一 所に 有 之、 助右衞 門.^ 引取ん とし 乂 同 じく 鐵 炮-」 中り 死。 家 

1^ 一 ^Itiwp 良ぶ 人も此 所に 而 死す。 四 郎乒、 衞子助 右衛門^ 兩人之 知； 付相續 之處， 嫡子 義絶 故， 跡 H 不" g 斷絕。 

元祿十 一 年 十月 孫 助 進 被" 口 出、 

新 知 玉 百 石 被 下。 助 之 丞亂。 

足輕頭 

加 K 藩 史料 第二 編 慶長 十九 年  二 六 一 


二 六 二 


- かひ は， 船 


足 輕頭千 石： 


足 輕頭千 kn 五十石 

^  §  ^  5  ^山に 而鐵炮 に中リ 死。 弟 

タゼ夕 SB 又兵衞 相續。 又 右衞門 祖。 

M  f  X  £  1 靑屋 口-」 而 一 番 LL 進み、 鐵炮に 中り 死。 

J ル. 9.2  51= nr  ^孫 市 之助亂 心。 元祿 十二 年 斷絕。 

十一 一月 七日。 能 登 珠洲郡 妙 厳 寺、 郡內 一 ,间 宗各 寺院と 共に、 戰 時に 際し 

て ー授を 催す 等の ことなき を 誓 ふ。 

〔能 登 古文書〕 

能 州 鈴 郡 道場 方 證人之 事 

1 、 自身 定詰 うか ひ 妙^ 寺 

右番之 isf. 無 滞 自身 相 詰 可 申 候。 自然 相 煩 申 候 者 及御理 に、 於 御 同心 は 實子を 指 上 可 申 候。 然 

ば此 連判 之 者 共 之條、 舉對 公儀 少も企 非 分 仕 間 敷 候。 並 門徒 中 町人 • 百姓に よらす、 於 御 陣中 

に、 或 一 揆を 催、 或 公 俄 を 背、 不相屆 之義無 御座 樣に可 申 付 候。 若 不屈 之 子細 御座 候 者、 誰 


々によらす 早速 可 申 上 候。 萬 一見 かくし 聞かく し 申に 付て は、 此迚 判の もの V- も 可 被 s 御 


い 、 田に 鈑 

田 


正ゐん は 正 

院 


敗 候。 仍 門徒 中 御請 狀如 件。 

慶長 十九 年 十一 一月 七日 


う 力 ひ 

い .ヽ 田 

若 山 

正ゐん 

松 波 


上 

、 


戶 

木 


正 

き 


光 


光 


慶 


樂 


寺 

覺 


加賀藩 史料 第二 編 慶長 十九 年 


二 六 三 


二 六 四 

永 誓 寺 判 

十一 一月 十九 日。 前 田 利 常德川 家康に 謁す。 - 

〔天寬 日記〕 

十 1 一月 十九 日 

一、 松： 牛 甲斐 守 御 目 見。 松 平筑前 守. 越 前少將 殿. 加 藤 式部 少輔. ね 偏 後 守. 松； 牛 河 內守御 目 

MO 駿府 記、 政事 錄、 增補 魔. 

十一 一月 一 一十 日。 大阪戰 役 中に 於け る 領内 農民の 心得 を 令す。 

〔國初 遺文〕 

大坂表 御 陣御留 主 中 在々 被 申渡覺 

一 、 今度 殿 樣御在 陣中、 公儀 御用 之 子細 於 有 之 者、 兩 三人 かたより 以墨付 可 申 越 候。 自然 右 

之 書付 無 之 輩、 如何様 之 義中付 候 共、 一 切 承引 仕 まじく 候。 萬 一 理不盡 之 裁許いた す もの 有 

之 者、 可 爲曲言 候條、 其 在所 中、、」 して 押 置、 急速 此方. 2： 可 申 越 事。 

一 、 御公顿 分. 給 人知に よら や、 當 年貢米 不相 濟內、 借物 方ね 米 相 立 候 事 一 切 有 之 間 舗 候。 Q 

然 下，、」 して 催促 遣 もの 於^ 之 者 押 置、 急 度 可 致 注進 候。 御 留守中に 從 公義 御 催促 就 被 造^、 

兩 三人 かたより 付 封 可 指 越 候 。墨 付 無 之 候 は  > -、 一切 許容 仕 間 舗 事 0 


與內 tl 余 荷 

なる ベ し 


家； 鹏 は永顯 

に 同じ 


1 、 當御 陣中 在々 所々 長 Kn 姓 等、 證人被 召 上に 付而、 從 公義 二人 扶持 宛 被 下^ 候條、 下々 小 

百姓 中 與內申 付 候 義有之 間 舗 事。 

一 、 御 國役其 外 公義 御用 之義に 付、 在々 所々 へ 出し 銀 申觸候 者、 三輪 藤 兵衞. 大 井久 兵 衞 方へ 

相尋、 員數 を究、 小百姓 中へ 可 申 觸候。 自是 以後、 組頭，、」 肝 煎 共、、」 して 猥申 觸、 於 私曲 化 者 

急 度 可 被 成 御成 敗 旨 被 仰 出 候 事。 

一 、 今度 就 御法度、 此已前 之 走 百姓 於 致 還 住 者、 雖元 借物 三 ケ年之 內可致 返 辨候。 若 现不ャ 証 

に 致 催促輋 就 有 之 者、 此方へ 可 申 越 事 Q 

右 之條々 無 相違 樣 可申觸 候。 自然 非 分 之 儀 就 有 之 者、 下々 小百姓に よら ゃ兩 三人 かたへ 可 申 

越 候。 急 度 遂穿凝 可 申 付 者 也。 

慶長 十九 年 十二月 廿日  奥 村 伊豫 守 家 福 钊 

三 翰 志 靡 守 長 好 判 

橫山夕 庵道哲 判 

能 州 鹿 島 郡 肝煎惣 姓 中 
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二 六 六 


川に 手 取 川 


御所 様 は 家 

筑 is 守 は 利 

山城 は橫山 

長 知 

あそ うづ は 

麻. ie^ 津  >  い 

まじょ はべ r 

庄 


膳 所が 崎 

とも-ろ は 近 

江 永 原の 誤 


十月 十四日、 金 澤を御 出陣 被 成 候。 門出 軍神の 血 祭、、」 て、 御 Hiir 取 御成 敗、 其晚小 松へ 御 著 被 

成 候。 雨降り、 川以 3 外 水 出し かば、 夫 馬 數多流 死 也。 

同 十五 rn、 雨降り、 小 松 を 御 出 被 成、 大聖 寺へ 御着 被 成 0 

同 十六 日、 大 If, 寺 を 御 出 被 成、 こ、 上方へ 御所 樣、 御 急 被 成 御上り 候に より、 大津 にて 御 出. M 

候 ひて、 御 目 見 被 成 候 半、、」 て、 筑前守 御 急 被 成 候。 其晚 越前內 あそ うづ へ 御着 被 成、 山城 父 

子 三人ながら 被 召 出 候。 

同 十七 日、 あそ うづ を 御 出 被 成、 いま じょ を同晝 時分 御 通り 被 成 候。 夜 通に 海^へ 御 通り 被 

成、 則 十八 日朝、 海津へ 御着 被 成 候。 

同 十八 日、 雨 降、 海 律より 御舟に 御乘被 成。 

同十儿 日、 雨 降、 朝大 滓へ 御着 被 成、 御所 樣御待 被 成 候。 

同 二十日、 雨 降、 大津に 御 逗留 被 成 候。 

同廿： 日、 大 律御逗 被 成 候。 

同廿 二日、 御所 樣膳 所が 崎へ 御着 被 成 候 故、 御 目 見に ぜ S へ 御 出 被 成 候。 

同廿 三：：：、 御所 ぜ を 御 出陣 被 成、 京 二 條へ御 著 被 成 候。 筑前樣 大津に 御 逗留 被 成：^ 間、 御 

跡より 大人 數御待 被 成 候。 


薪の 寺は酬 


同廿四 =、 大禅を 御 立 被 成、 惣人數 大形 參 著。 京 を 御 通 被 成 候て、 崃峨 S 本 観へ 御お 被 成」 攸。 

洛中の 者人數 見物 申、 見事 成 故、 諸人 萬 民 耳目 を 驚し 申 候。 

同廿 五日、 嵯峨に 御 逗留 被 成 候 0 

同廿六 nl、 嗟 蛾に 御 逗留 被 成 候。 御所 樣御目 見に、 京 ニ條へ 御座 被 成 候。 御所 樣能を させ 御 

覽被成 候。 

同廿 七日、 峻 蛾に 御 逗留 被 成 候。 京 衆 御 目 見 其數を 不知。 

同廿 八日、 魄峨に 御 逗留 0 諸方より 見廻、 其數を 不知。 

同廿 九日、 峻蛾御 立 被 成、 山城 G 內、 天神の 森の 內 薪の 寺 迄 御着 被 成 候。 京 御 通 被 成 候へ ど 

も、 見事 成 故、 諸人 萬 民 見物 をいた し、 數馬 八幡 山 右に 見て、 御供 申 也。 

十 一 月朔 日、 天 氣吉、 薪 G 寺に 御 逗留 被 成 候。 

同 二日、 雨 降、 天神の 森より 御 出 被 成、 河內 G 國飯 盛の わき 砂 村へ 御着 被 成 候。 其晚雨 降、 

小屋の 者 迷惑 申 候。 

同 三日、 天氣士 II、 書より 風。 飯 盛に 御 逗留 被 成 候。 砂 村に て濫妨 をいた す 0 

同 四日、 同所 御 逗留 0 

同 五日、 飯 盛 を 御 出 被 成、 河 內國高 安 へ 御着 被 成 候。 
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二. 一 ハ八 

同 六日、 高 安の 內、 小山 ど 申 所へ 御着 被 成 候。 屋敷 御法度に て、 御馬 廻 御 扶持 被 召 放 候。 

同 七日、 攝 津の國 の內、 田邊 VJ 申 所に 御着 被 成 候。 其 日 一段 装く、 午刻 時分 雨風 吹. S. 候に、 

丸 山，、」 申 所に て、 諸人 21 を 揃、 武者 立 御 覽被成 候半ビ て、 左右の ならぶ およりお り 候へば、 

諸人 寒く 御座 候 故、 迷惑 不及 是非 候。 

同 八日、 田 邊に御 逗留 被 成 候。 諸人 i 別 田いた し 候。 

同 九日、 同所に 御 逗留 被 成、 莉 田いた し 候 0 

同 十日、 田 邊を御 出 被 成、 住吉 のわき、 矢 野、/ J やらん 申 所へ 御着。 

同 十 一 日、 同所に 御 逗留 被 成 候 0 

同 十二 日、 同所に 御 逗留 被 成 候。 

同 十三 日、 矢 野 を 御 出 被 成 候て、 阿部野 ，こ 申 所へ 御着 被 成 候。 

同 十四 =、 同所に 御 逗留 被 成 候。 

同 十五 日、 同所 御 逗留 被 成 候。 御 見廻 衆多し。 

同 十六 日、 同所に 御 逗留 被 成 候。 

同 十七 日、 同所に 御 逗留 被 成 候。 

同 十八 日、 御所 様 へ 御 目 見、 住吉 へ 御 越 被 成 候。 


同 十九 =、 同所に 御逗 被 成 候。 

同 二十 =、 同所に 御 逗留 被 成 候。 戌 刻に 俄に 風 吹、 鐵炮 なりし かば、 諸人^き 巾 候 也 

様 も 先手へ 御 見廻 VJ して、 其 夜 御座 被 成 0 諸 勢 道より 御返し 被 成 候 0 

同廿 一 日、 同所に 御 逗留 被 成、 先手へ 御 見廻 被 成 候 0 

同廿 二日、 同所に 御 逗留。 曉、 富 田 次左衞 門火 事 出 申 故、 行方 不知 走り 申 候な り。 

同廿 三日、 天 氣吉、 同所に 御 逗留 被 成 候。 御 見廻 衆餘多 御座 候。 先手へ 御 見廻 被 成 候 

同廿 四日、 天 氣吉、 同所 御 逗留。 御 見廻 衆多 御座 候。 

同廿五 n、 同所 御 逗留 被 成、 先手へ 御 見廻 被 成 候 0 

同廿 六日、 同所に 御 逗留 被 成 候 0 

同廿 七日、 同所 御 逗留 被 成、 先手へ 御 見廻 0 

同廿 九日、 同所 御 逗留 0 先手へ 御 見廻 被 成 候 0 昆廻 衆多 御座 候 0 

同 三十日、 同所 御 逗留 0 先手へ 御 見廻 被 成 候。 

十一 一月 朔日、 同所 御 逗留。 先手 へ 御 見廻 被 成 候 0 

同 二日、 同所 御 逗留 0 先手へ 御 見廻 被 成 候 0 

同 三日、 同所 御 逗留 被 成 候 0 
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二 七 〇 

同 四日、 同所に 御 逗留 被 成 候 0 大坂 表條薮 を、 御先 衆 山 崎 阴齋乘 取 申 候。 岡 田 助 右 衞門. 大 

橋 外 記. 大河 原 助 右 衞門. 同 四 郞兵衞 討死いた し 候。 以上。 手 負 は 稻垣掃 部. 加 藤 石 見. 才 伊豆. 

奥村備 後. 小幡播 磨" 生駒監 物. 上田 六左衞 門. アイ 八 兵 衞. 山 田大炊 也。 其 日 大小 姓 先手へ 參 

る、、」 て、 御 突 凝 被 成 候 0 則 筑前樣 は、 木の 村に 御着 被 成、 先手 は條 山に 陣取 申 候。 御お 廻-小 

姓 衆 先手へ 御法度の 由 候 間、 御！ 廻りに て アイ 八 兵衞. 大小 姓に て 山 ffl 大炊、 御穽靈 極り 申 

候て、 切腹 化 候。 

间 五日、 同所 御 逗留 被 成 候。 

同 六日、 右 同斷。 

同 七日、 右同斷 0 

同 八日、 右同斷 0 

同 九 口、 同所 御 逗留 被 成 候。 其晚 時の 聲揚可 申の よし、 御前 様 被 仰 出 候。 鐵 炮述發 にて 揚申 

候 0 

同 十日、 同所 御 逗留、 時の こ ゑ 又 揚申候 0 

同 十一 日、 其 晚筑前 守 樣被仰 出 候 は、 する ベ 鐵炮仕 候への よしに て、 家 巾鐵炮 大小に よらす、 

持 筒まで もち、 條山 へ參申 候 0 


同 十二 日、 同所 御 逗留。 

同 十三 日、 同斷。 雨 ふる 0  、 

同 十四日、 御城 之內 璃刚 右衛門. 米田監 物. 御宿 越 前. 上條又 八. 二宮 與三 右衞 門. 下澤彥 太夫 

首 を V」 る0 七條彌 三右衞 門、 此首は 二宮 與三 右衞 門，、」 る 也 0 同所に 御 逗留 o 其 晚條須 加 阿波 守 

仙 波 は 船 場 一 所 へ 夜^^入申候。 仙 波 へ 人. &候。 安房 守 內中村 右近 討死 仕 候。 又稻田 修理 縫 合 申 候。 其子稻 

iiSSf  ： 田 九 兵衞、 十六 歲 にて 鐽合申 候，、」 て、 御前 様より 感狀出 申 候。 其 外 山 田 織 部. 岩 田 七左衞 門. 

し 

あ ひのき は 森甚 五兵 衞. 森 甚太失 父子 鏠合申 候，.」 て、 御城 之 內吉田 七左衞 門、 修理，、 41 合 申 候 0 あ ひの 

相 退 

さ 0 

同 十五 日、 同所 御 逗留 被 成 候。 人數. 馬數 家中 付 候へ よし、 池 田 外 記. 森甚 太夫. 西尾维 人に 被 

仰 出、 御 付 被 成 候 0 

同 十六 日、 同所 御 逗留 被 成 候 ◦ 

同 十七！ u、 同所 御 逗留、 小々 姓 又 lil- に乘、 御 目に 懸申 候。 

同 十八 ：n、 右 同斷。 

同 十九："、 中小 姓 衆 馬乘、 御前に て 懸御目 申 候 0 其 晚京極 若 狭の 後室、 右 は 御极ビ して 御城 

へ 御 人 被 成 候に、 出不申 候。 其 晚御出 被 成 候。 御 扱に 御 出 被 成 候。 
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御 氣遣之 故 

本の ま V 


同所 御 逗留 被 成 Q 


同 廿日、 同所 御 逗留。 大坂 御城 御 扱 御 相談、 大形 相 極 申 竿 ：o 

同廿 一日、 同所 御 逗留 0 大坂 御城、 御 扱に て 相 濟申候 0 

同廿ニ  ：n、 同所 御 返 00 御城 わり 申 候 0 

同廿 三：：：、 同所 御 逗留。 

同廿 W 日 

同廿 五日 

同廿 六日 

同廿 七日 

同廿八 =、 

同廿九 =、 同所 御 逗留。 其 夜 將軍樣 御 本陣に、 戌 刻 計に、 火事 出 候 ひて 諸人 驚 人中 候 0 

慶長 二十 年 正月 朔日、 同所に 御 逗留 被 成 候。 其 朝 井伊 婦部、 嘉例の 由に て 鐵炮打 候へば、 諸 

人 驚 申 候。 御 氣遣之 故、 城 中よりも 鐵炮打 中 候 0 婦部 迷惑 仕 候 0 

同 二  H、 同所 御 逗留 被 成 候。 將軍樣 へ 御 # ねに、 筑前核 被 成 御座 候。 

同 三 n:、 同所 御逗 53。 御所 樣京ニ 條を御 立 被 成、 名 古尾 迄 御 越 被 成 候。 

同 四：：：、 同所 御 逗留。 將軍 様へ 御 目 見に 御 越 被 成 候。 


同所に 御 逗留 被 成 候。 藤 堂 和 ，3^ 內衆 成敗 被 成 


同 五； =、 同所に 御 逗留 被 成 候 0 

同 六日、 同所 0 大坂 普請 御覽被 成に、 筑前様 御 越 被 成 候 0 夫よ り^に 將軍樣 へ も 御 越 被 成 候 0 

其 夜少雨 降る。 

同 八日、 同所 御 逗^ 被 成 候 0 先手 御 普請場、 御覽被 成に 御 越 候 0  . 

同 十日、 同所 御 逗留。 大坂御 普請 御 見廻。 御 年寄 衆 御 振 廻 被 成 候 U 

同 十 一 日、 同所 御 逗留。 家中 年寄 衆 御 振 廻に、 御 普請場へ 御 越 被 成 候。 

同 十二 日、 雨 降 申 候、 少。 同所 御 逗留 0 先手へ 御 見廻、 將軍 様へ 御 目 見 也。 大坂之 掃除 0 

同 十三 日、 雪少 降る。 巳 刻に 晴。 同所 御 逗留、 大坂御 普請場へ 御 見廻 被 成 候 0 

同 十四日、 同所 御 逗留。 御 普請 奉行 衆 御 振 廻 被 成 候。 將軍樣 より 鯉 筑前樣 へ 被 遣 候 0 亥 刻に 

参 候。 

同 十五 日、 風 吹。 同所 御 逗留。 まきゑ 屋與兵 衞御振 廻 申 上， 候。 

同 十六 日、 風 吹。 同所 御 逗留 0 辰 刻に 地震 ゆり 申 候 0 右兵衞 樣 隆樣大 坂 表 を 御 立 被 成 候 0 

松 W 左衞門 死す。 

同 十七 日、 風少 吹。 同所 御 逗留。 生 駒 主 水 御 扶持 被 召 放 候。 

同 十八 日、 同所 御 逗留。 將軍樣 へ 御 暇 乞に 御 越 被 成 候 0 
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同 十九 日、 同所 御 逗留。 將軍檨 伏 見 迄 御 越 被 成 候。 

同 二十日、 同所 御 逗留。 御 普請場へ 御 見廻 被 成 候。 御 普請 奉行 御 見廻 被 成 候。 

同廿 一日、 同所 御 逗留 0 何も 知行 之 書付 之 御 判 被 下 候 0 御 普請 御見舞。 小 幡宫內 五百石. 前 田 

七 兵 衞 t^",*- 百 石 被 遣 

同廿ニ  E、 同所 御 逗留。 

同廿三 s、 大坂御 普請 終 申 候。 

同廿 g: 日、 この 衬を御 立 被 成 候て、 京 本能 寺へ 御 越 被 成 候。 

同廿 五日、 京に 御 逗留 0 

同廿 六日、 將軍樣 御參內 0 

同 廿ヒ： ：：、 の、 宮. しゅんね ぃ丄ニ 井寺、 少進 にて 能 も 御座 候。 京に 御 逗留 被 成 候。 

同廿 八日、 將軍 様ぜ、 S まで 御 出 被 成 候。 

同廿九 日、 筑 前樣、 少 進へ 御 振 廻 能 御座 候。 しゅんね い • う VJ う. 道 成 寺. 淸經。 

同 三十： 《、 三 河 殿御 出 被 成 候。 京 御 逗留 0 晝、 織 都 殿へ 數 寄に 御 被 成 候。 其晚、 本能 寺に 

て 地震 ゆり. 5. 候 0 

二月 朔日、 京 を 御 出 被 成、 和爾へ 御着 被 成 候。 


同 二日、 わに 御 出 被 成、 今津へ 御着 被 成 候。 

同 三日、 今 津を 御出疋 田へ 御着 被 成 候。 

同 四日、 疋田を 御 出、 今庄へ 御着 被 成 0 今庄 にて 三 河 殿御 振 廻。 

同 五日、 今庄 より 大聖 寺まで 御 出 被 成 候。 

同 六日、 天 氣吉。 大聖 寺より 金澤 へ 御 歸城被 成 候。 

〔大阪 冬 御陣； n 記〕 

賀陽侯 冬 御陣日 次之覺 

21 關東 より 御陣觸 は、 十月 十日 上 通より 金澤に 至る。 此節利 常 公、 江 II;. 駿 河より 下 通り 御 

歸 也。 依 之 老中 內見、 御迎 飛脚 を 出す。 十 一 日の 夜 越 中 境に て 御覽、 十二 H の 晩方 金澤御 

着 城、 十三 日 御 出陣 VJ 有之處 に、 老中 舉願 候て 御 逗留 0 十 一 日に 老中よ， 0 金 澤中觸 る、 ゆ 

へ、 十一 • 十二. 十三、、」 三日の 用意，、」 云 傅る 是也。 

冬御陣 十月 十四日 金澤卸 出陣、 其 夜 小 松。 但金澤 より 小 松 迄、 惣軍六 具 着す。 

十五 H 大聖 寺 0 但小 松よ リ、 iiwtl 具足.^ 脫、 下々 は 着 詰な リ。 

十. K 日淺水 0 此日 大御所 急て 御上 京の 由 相 聞え、 大津の 御 待 請 可 被 成と、 軍勢， <5 -棄て 倍 道 兼行して 御 急。 

十七： ：！ 今庄。 晝の頃 御着、 夜 通に 梅津へ 御着。 
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十 rt^ 日朝 海 禅。 爱 より 湖上 御乘船 二：^ 波 御難 義の： と 有リ。 

十九 R 朝 大津、 此 所に 御 逗留。 廿 二日 睹 所へ 御 出 被 成、 大御所.. 待 請 給 ふ。 

廿 四日 大津を 御 出、 洛中 を 御 通り、 峰 蛾ね 御陣を 移さる。 廿 九日 迄 御 逗留。 lllff ょリ ゆわ 軍 

霜月 朔：： ： 天神 之 庵 御陣。 二： n 河 州 砂 村 四 曰 迄 御 逗留。 

五日 高 安。 六日 攝州 田邊。 1^)11 十 H 住 吉之脇 矢 野 十二 日 迄 御 逗留。 

1 三！， S-K- 予 Jacr.K. ォこ &、  b マこ^ ヨ^ 豆 一 70 十九 B 大阪^ 多 崎.^ 條須賀 氏^ 野 氏是. ^破らる。 什 六 

T 三. It^^^n^ 之 内 ネ衬に 陣 此^:に彭日^1遇^^3 日 今 腦.. ^野 LL 於ズ、 佐 竹 氏、 h 杉 氏、 城 力水 村長 門 守 

等と 迫 合。 此外數 日の 間 馬 口 

勞ケ 淵. 福 島 等の 秦， ^破る。 

a»HnTraT.r'a-.EU4,R、tHl.t,".Mfl-;x.-J2  5p、  ^^l^o 大河照助ぉ衞門*^四郞ほハ衞.大椅外？^-.岡田助^?衞£^ 

寸 二月 四： n 御： 手 遺， 一田 丸. N^^w 仲.： n.rj^ 劐. <,v=^ 稻 部. 川 島 源 右 衞門等 討死。.^ 村備 後.^ 初 數人敏 

飽 に 中り、 奥 村 攝津守 旗 崩れ、 ォ伊 豆. 小幡 勘兵衞 武者 振 等の 事此場 也。 御 旗本 、內、 司 九ョ： V： 入物 

御馬 迴相野 八 兵衞. 大御小 將山田 大炊蒲 手^ a 候 ゆ へ 、 牙齒 人と して 後日に 切腹 被 仰 付 候 事。 にブ日 ^1/?!^ 

閱を發 す。 十日 も 同斷。 十 一 日 之 夜 城より 鐵炮 揃へ 打 出す。 jlg^ 十六 H 之 夜 城 中より 夜 

. 討 0 墒團右 衞門. 米田監 物、 蜂 須賀民 部 陣へ打 入。 

十 几 日. 廿日 城內. 寄 手 扱，、」 成。 廿 二日より 大坂之 城 を拂、 廿五 nc 大御所 京 二 條へ御 越、 翌年 

正月 二日 利 常  <ム 岡 山 之御陣 所に 於て 大樹 公へ 御禮。 五日 大御所 京都 御 立。 ，セ 詣， g 睹顧総 f 

柳？ S 六日より 十一 日 迄の 間、 利 常 公 度々 廢城御 見 分。 十四 H 御 並" 請 奉行 衆 御 iJ 應。 十九 日大 

樹公伏 見， £： 御 入城。 同廿 七日 利 常 公木 村 を 御 立、 京都 本能 寺 御 寄宿。 iff^fso 々御廿 七日 大 


正 進 は少進 


越 前の 水 落 

W 下 橫山氏 

歸參の 記事 

1， ょリ、 

本年 十月 十 

六日の 條參 

看 


樹公御 參內。 I 一 M 叩 御廿九 n 利 常 公 を 下 間 正 進 法 印 饗應、 能 有。 晦 古田 織 部 御茶 を 上る。 

二月 朔日利 常 公 御 出京、 和 仁 御 泊 。二日 今， ま。 三日 疋田。 四日 今庄。 五日 北庄。 mjfi 

六日 大整寺 0 七日 金 澤御還 城。 

于時寶 永 四 年 丁亥 年 正月 中句 筆 之、 同 五 戊 子年 林 鐘 下， W 改之。 有； ゆ 永い：：：：^。 

umwi 記〕 

加 賀利光 公 御 出 勢 之 事 

利 光 公 御 年 二十 二 歲之御 時 也。 器量 骨柄 千 萬 人に 秀逸 被 成 候 事 なれば、 花やかなる 御出途 に 

て、 太く 逞しき 御-: iil に 被 召、 御城 御發 駕之處 に、 御馬 捕 不作法 之 儀 有 之、 御 の 先にて 引 張 

切に 被 仰 付。 其：" 十月 十五 日 小 松に 御陣 0 十六 日 大正 持へ 入らせら る S 時節、 京都より 兩御 

所 十二 n に 御上 京、 ニ條之 城へ 御 入城 候 由申來 るに 付、 越 前 之 水 落 迄 かけ 付 給 ひて、 in 御陣 

を 居 ゑら れ、 人馬の 息を繼 がせ 給 ふ。 其節橫 山山 城. 同大 膳. 式部 父子 三人 御 勘 氣を藥 り、 上 

方に 立 返 有 之け るに、 大 坂へ 御 出 勢 之 由 承り、 手勢 引率し、 上方より 御 迎に書 一夜 を懸て はせ 

來り、 水 落に て 御 目 見、 御機嫌 能 御念 比 G 御意に て 御供。 十八 日に 海 律へ 御着、 御船に めし、 

十九 日の 曉に 大津 へ 御上り 被 成、 御 聞 合の 處に、 御所 様廿 1 1 日 膳 所 へ 御 入 被 成 や：：，、」 有ければ、 

御 待合 御 目 見 被 遊け り 0 大津に 御 逗留 之內 に、 金澤勢 追々 に 到着す。 廿 四日に 大^より 嵯蛾 
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へ御陣 をす ゑら れ、 御人數 行列 を 不亂、 きらびやかなる 有樣、 济中 上下の 見物人、 人山 をつ 

きて 彌 重り、 おびた ゾ敷 次第 也。 廿 五日 未だ さがに 御座 候內、 大地震、 時 移りて 止 なし 0 

廿 六日に 爲御毘 廻、 早々 二 條へ御 越 御 目 見。 折 ふし 御 能 被 仰 付。 利 光 公 も御见 物に て 御^被 

成け り。 地震 見舞の 御 旗本 衆、 利 光 公の 御陣へ 群集 せらる、。 廿九： n に 峻峨御 立 被 成、 大和 

之內 天神の 森 薪，、」 云 所に 御着、 一 休の 寺に 御 泊り。 八幡の 森 を 右に 見て、 河 內の飯 守の 並 砂 

村 VJ 云 所に 御着 候處 に、 雨夥敷 降、 小屋 共 もり、 上下 難. いたせり。 四 n 御 逗留 之 間、 下々 

共 走 廻り、 方々 へ 濫妨に 出る 事 限な し。 五日に 河 內の高 安に 御陣を 移され、 六日 小山に 御着 

陣、 上下 共に 屋陣を 取る 事 堅 御 停止 候處 に、 御- it 廻 一 人屋 陣取、 追放 被 仰 付。 七日、 の國田 

邊へ 御着。 其 日 者 塞氣甚 敷、 武者 立 御 覽可被 成 どて、 左右の 備を 成し、 暫時 liT 上 仕け り。 病 

人並 若輩 成 武者せ ハは、 寒 苦せ り ど 聞え けり 0 八 H 御逗 5E、 敵地 なれば 各 田 濫妨隙 もな し 0 

十日 住 吉の脇 矢 野，、」 云 所に 御着。 十三 日 並 村 阿部野に 御着 陣。 发に廿 二日 御 逗留。 此內 十八 

日 御前へ 爲御目 見、 住 吉へ御 越な り。 十九 日大 坂の 穢多 崎 を、 條须賀 阿波，、」 松： 牛 か 2 內攻 破る 0 

御舟 奉行 向將監 • 九 鬼 長 門. 千賀與 八郞. 小： m 久太郞 な、 f は、 新慶 村の 要害 を 破り、 敵 船 多く 乘 

取。 惣而大 坂の 城の 外に、 えった. 新慶村 -i- 勞 淵. 野 田 .福岛.^ 山. 岡 山、 此六ケ 所 之 取出大 

坂より こしら へ、 歷々 大將與 力 相 添 堅固に 守る。 然るに 穢多. 新 慶兩所 は、. 少分之 所 なれ、、 ヌ 


も 敵 味方 幾千 人 討死す o 殘 る四ケ 所を攻 破らん、、」、 何も 心 懸る處 に、 爲 上意 永 井 右近 • 水 野 日 

向. 堀 丹 後- 菅沼織 部. 山 岡 主計 物見に 出、 見廻し 罷歸申 上ぐ る は、 野 田. 福 島に 敵 七 八 千相備 

へ 有 之 由、 達台聽 0 廿 八日に 本 多 上野. 成瀨 化い 人. 安藤 帶 刀に 被 仰 付 0 廿九=:に淺野^-,i^,ーm 

賀 阿波. 寺澤志 摩. 加 藤 式部. 生 駒 讃岐. 加 藤 肥 後 • 松 平 宮內、 此人々 野 田. 福 島 • ^勞ケ 淵な ざへ 

取懸 て、 悉攻 破り、 首數 取りて 獻 上す。 平 子 主 膳 首 を 松 平 宮內. 橫川次 太夫 打取、 御成 狀被 

下。 博勞 淵，.」 申す は、 西國船 手の 大事の 要害 持 口なる 故、 鈴 木 田 人 を大將 どす。 是 太閤 御 

取 立、 常. に 御用に 可 立 V 一廣 言の ものな りしが、 先夜 町へ 出 遊女 ど 酒 盛し、 酤酊 して 夜 明を不 

知。 然る 所へ 敵亂 入、 一 人 ももら さす 討 ，こられ、 面目 をう しなへ り。 (中略)。 眞田左 衞門佐 

幸 村 は、 關 ケ^の 時 高野山へ 引 籠り、 唯今 大坂 籠城，、」 聞て 馳來 り、 秀頼 公へ 御 目 見 巾 上、 一 

命 を 君に 舉 る，、」 東南の 篠 山に 出 丸 を 築き、 械が 兵法の 術 を 學ぴ、 四方に 堀 を ほり、 柵を报 り、 

逆茂木 引、 鐵炮狹 間 一 つに 六 挺 宛 間々 に 仕懸、 越 前 * 加 賀の持 口に 向 ふたり。 十二月 四日 朝 

t 将 深く 物の 色 見えざる に、 時分よ き、、」 云 儘に 加 賀* 越 前兩國 の 人数 共、 柵 を 越え 堀 を 渡りて 

塀 下へ 付 所 を、 眞田引 請け 思 ふ圖に 成ければ、 鐵炮 にて 能き 武者 ねら ひ 打に する 程に、 加賀 

の 先手 山 崎閑齋 • 同 長門大 に 働き、 足 輕大將 "奴 助 右衞門 霧の まぎれに 柳 を 破り 越 ゆる 所 を、 兩 

玉に て ロハ 中 を 打て、 1&T よ. 5 逆様に 落つ。 せがれ 四 郞兵衞 小脇に 在りけ るが 父 打れ たり，、」 聞く 
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才野 はォ、 

相 野に 阿井 

なリ 


十二  us!  = 

まで 廿ー 一日 

の 間なる ベ 


より 父が 死骸の 本へ 來り、 大昔 上て 大河 原 助右衞 門せ がれ 四郎兵 衞、、 」 云 者 也、 我、、」 思 はん 者 

あらば、 來 りて 首 ビれ VJ 呼 はれば、 眞田幸 村 聞 之、 親子 武者 ど 見え 比類な き與士 也、 あれ 打 

ちて 益な し、 不可 打、、」 矢 V- めして 有け るが、 何く より 來 りけん 矢 一 っ來 て、 馬より 下に 打 落 

され、 父子 一 つ 枕に 伏たり けり。 鐵炮大 將岡田 助右衞 門. 大橋外 記大に 働き 討死す。 越 前の 

軍兵 共 何 茂 手いた く 働け るに、 松 平 出 羽 守 生年 十五 歳、 獨々 皮の 羽織に て 柵 を切拂 ひ、 堀 を 

越え： TT へ 付て、 逆茂木 押 分 上る。 城 中より 是を 見て、 若武者の 勇々 敷有樣 比類な し、 か 

まへ て 不可 打 VJ 矢^して 見物す 0 然る 所へ 上使 どして 安藤 帶刀 馳來 り、 兩國 大將 へ、 眞田 

丸カ攻 にて は 不可 叶、 人數打せて；^^んなし、 早々 引 VJ れ VJ 觸て 廻りければ、 上意に 任せ 引取り、 

出 羽 守 も疵を 蒙り 本陣へ 引 入れ 給 ふ。 春ぬ 人 こそな かり けれ。 加 贺の足 輕大將 四 人 討死す。 

稻垣掃 部. 加 藤 石 見. 才野 伊豆. 奥村備 後. 小 幡播磨 • 生駒監 物. 上田 六 左 衞^. 相 野 八 兵 衞- 山 

田 大炊九 人 は 手 を 負 ひ 引退く。 其 中に 相 野 八 兵 衞、、 」 山 田大炊 は、 御 小姓 成が、 備を たがへ 先 

へ 出、 御 軍法 を 背く 故、 其 科に 切腹 被 仰 付けり。 本 多. 橫山， 長. 山 崎 汗水に 成、 人数 を 下知 

して 急に 出 丸 を 乘、、 J らん，、」 せし か 共、 上意 きびしければ 兩國 一 續に 引取け り。 

利 光 公 御： i 陣之事 

加州 利 光 公、 十一 月 十三 日より 十二月 五日 迄、 廿 三日 之 間 阿部野に 御 逗留。 其 內に池 田 外 記 • 


森 櫂 太夫. 西 尾お 人に 被 仰 付、 御 家中 馬共改 られ、 帳に 付、 御 見物 被 成、 子 小姓. 中小 姓に 爲 

乘、 御 見物 被 成。 正月 朔日 は、 井伊 掃 部 は 嘉例 之鐡炮 つるべ 放しいた しければ、 何も 不審し 

あへ り Q  二日 將 軍へ 御 禮被仰 上。 三日 御所 様 御 立 被 成。 六日 大坂之 城 普請 御 見！！ 被 成。 御歸、 

御 家中 老中 を 初 御 振舞。 十四日 將 軍より 御 使者 有 之、 鯉 御 拜領。 十五 日 京 蒔 繪師與 兵 衞御膳 

を 上る。 十六 日 辰 刻 地震 夥敷、 此日 右兵衞 殿. 常 陸 介 殿 大坂を 御 立 被 成。 十七 日 生 駒 主 水 御 折 

濫。 十八 ：！： 大 坂より 伏 見へ 將軍還 御に 付、 御 目見え 有。 十九 日 前 田 七 兵衞、 五千石 御 加蟠に 

て備 前に 被 成、 小 幡宮內 に 五百石 御加增 也。 廿 四日 木 村より 本能 寺へ 御 越。 廿 六日 將 軍御參 

內 にて、 廿 八日 膳 所へ 入御 被 成。 少進法 印 御 振舞 御 能 被 仰 付、 老松. 淸終. 野 々宮. 道 成 寺. 春 

榮. う VJ う 御 見物 0 晦日 は 利 光 公 越 前 殿へ 御見舞、 それより 古田 織 部 方へ 入らせられ、 茶 之 

湯 を 出し 上らる、 0  二月 一日 京 御 立、 其 日和 爾に御 泊り、 二日 今 律、 三日 疋田、 四日 今庄、 

此所 にて 越 前 殿より 御 振 廻。 五日 大正 持、 六 n に金澤 御着 城。 出入 百 十 H にて、 金澤 上下 脤 

布、 千秋 萬歲、 家々 醉 賞の 聲止 事な く、 目出度 かりけ る 次第な り。 

〔前 田家 雑錄〕 

一 、 大坂 冬陣の 時、 山 崎 問 齊備の 旗 少引込 故、 旗 奉行に 立直すべき 旨なる 處、 先 一 本爲持 だ：；： 

立、 又 一 本爲持 行、 少行 過、 又 立歸り 二三 間歸り 立。 然るに 閑齋 側に 靑地彌 右衛門 有 之、 あ 
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そこに 立 可 然，、 J 兩人 被. £. 候處 に、 右 旗 奉行 立る、、」 也。 則 二度 共に 此方へ 乘.： 1： け 伺ふ牀 故、 ^ 

齋來を 合せ 伏ら る ，こ 也 0 然れば三人の心同^5^^。 偖殘る 旗、 右の 內へ 出し 立る VJ 也。 

〔續 漸得雜 記〕 

一 、 難 波の 役冬陣 大小 名 中へ 白銀 を頒ち 下さる。 加賀. 仙臺 .is 麼杯は 別て 大名 なれば、 お徳 

院樣 より 白銀 三 枚、 東照宮より 二 枚、 合せて 五 百枚づ S- 被 下。 森 作 州 等 之 大名に は 二 

枚，、」 百 枚，、」、 合せて 三 k:; 枚 被 下。 作 州 は 其 時 即時に、 京の 町人より 借た る 銀を惯 はれたり 0 

人 之 を 感じた る £也0 

〔小 松 中 納言様 御 夜話〕 

一 、 大坂 御陣之 節、 山に 中 納言樣 御 陣取、 高き 所に 床几に 御 腰被掛 御座 候處、 眞 田左衞 門 

陣 所より、 鐵炮事 之 外 打 懸申候 故、 御 近" 衆、 事 之 外鐵炮 打. S. 候 間、 山陰へ 御お り 候樣、 誰 

かれ 申 上 候 得 共、 御 返事 茂 不被遊 候。 然 所に 山 崎 齋參 り掛、 今：：： は 風 はげしく、 自然 風な 

V- 御 引 候 得 者、 もの 前にい か、 VJ 存候 間、 山陰へ 御お り 被 遊 候へ VJ 被 申 上 候へば、 誠に. 愛 は 

風惡 敷、、」 被 仰 出、 陰 へ 御 下 被 遊 候 由 ◦ 

〔前 田家 雜錄〕  . 

一 、 大坂 にて、 ある 夜 俄につ るべ 鐵炮打 出す VJ 也。 其 時 寄 手 殊之外 噪，、 J 也。 時分 自然 城 中 夜 


富 田 越後 は 

i  


此時 は大阪 

冬陣の 時に 

L ズ利長 は 

在世に もら 

す 

忠 細 川 

忠隆の は 

即ち 千世 姬 


討な ざ 致さば、 大形 敗軍 可致樣 子，、」 也 0 中々 噪立、 敵 大勢 夜？^ に出づ るの 由 申 i 也。 然るに 

加 藤の 手な V- も 左 樣の處 に、 富 田 越後 一 人 手燭 を 以て 乘 廻り、 我 手の 諸 勢少も 不可 騷、 上よ 

り-御 下知 次第 人 數を可 出 旨 下知 せらる S  ，こ 也 0 其 時 大形 諸 軍い 心 麻 利 支 天い 校に 力 を 得 候 ど 

也 0 是等 を以、 信 玄岡部 鐵炮の 時 諸 軍不騒 事、 能々 可 心 付、、」 也。 

十一 一月 廿 四日。 前 田 利 常、 德川 家康に 謁す。 

〔天寬 日記〕 

十一 一月 廿 四日 

巳 刻 諸 大名 御 E 見。 松 平 筑前守 0( 下略) 

是歳。 前 田 利 家の 女 千世 姬大阪 より 加 賀に歸 る" 

〔新 東鑑〕 

或 記に、 此時忠 興の 息與 一 郞 M§ 與忠隆 の 妻 は 左右して 大 坂を遁 出、 加州へ 走り、 兄 前 田 利 長 

卿の 許に 蟄居す。 忠與之 を 怒て 離緣 すべ き 由 を 諭す，.. -雖、 忠隆父 命 を 背き 密に 加州へ 昔 問し 

ける を、 忠與漏 聞き、 始の 急難 を 見て 出奔せ る 不義の 婦に心 を 通 はす 段、 柔弱， こやせむ、 不 

孝、、」 や 謂む、 歎に 堪 へたり，、」 て、 遂に 忠隆を 放逐せ しめ、 三男 內記忠 利 を 家；^ に定 む。 依 

りて 與 一郎 は 剃髮 して 立 允 ，、一 改名し、 洛 陽に 幽居し ける が、 寬 永の 頃 家 光 公 御 上洛の 砌、 
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忠興 夫婦が 忠義 を 思 召 付ら れ ける にや、 立 允 を 思 召 出され 還俗 あらしめ、 父が 勘 氣をも 免 さ 

れ、 中 務少輔 に 任ぜら る。 isMgl£!5£:;%。 新て 正 保の 頃 父の 願に より 三 萬 石の 地 を 分て 

是歳。 家中 不破彥 五郎の 妾 等 を 火刑に 處す。 

0 お 家 見聞 集〕 

慶長 十九 年 不破彥 五郎 召 仕 之 小 女、 妾に 被賴、 彥 五郎の 妻女に 毒を與 へたる 事. 裕顯 し、 毒藥 

を 商 ひたる 尾 張 町大坂 屋丹齋 ど、 彼 妾 並 小 女 三人 共、 泉 野に 於いて 火刑に 被處。 

〔金 澤古蹬 志〕 

大坂屋 丹齋傳 

三 b ぽ 記に 云、 慶長 十四 年の 顷、 藩士 不破彥 五 郞は千 五百石の 身上に て覺の 侍な り。 此 妻の 腰 

本に せんどい ふ 小 女 ありて、 茶 を はこび 內 方へ 参らせけ るに、 折節 草紙 を讀 みか、 り、 餘 り 

面白さに 其 茶 を 取て、 其 儘 側に 置、 草紙に 心 を 入れ 有ければ、 虎 毛の 猫來 りて、 傍なる 茶 を 

二 口 三 口の みければ、 やれ 此茶を 取 かへ 參 れ、、 」 出されたり。 然るに猫はニ足三足ふら/^-VJ 

よろめき、 其！ |i 倒れ伏、 啖を はきて 死たり けり 0 此は 不審なる 事 也 て 彼 小 女 を どらへ、 毛 

ひきばし にて 股 を 五ケ所 はさみければ、 其 儘 白狀に 及びけ り 0 茶の間に 容儀 美々 敷 若 女！：^ あ 


り， 常に 彥 五郎、、」 密通し、 自然 內方. I 仝 敷なら ば、 家 を かれに 任せん ビ戯 ご，. J を實ど 心得、 尾 

張 町 大坂屋 丹 齋，、 」 いへ る木藥 店へ 言 ひ 遣し、 ひそう 石 を 買 取りて、 粉に して 茶の 中へ ひねり 

入れた るよ し、 有の 儘に 申ければ、 彼 丹 齋坊を 吟味 ありし に、 申け る やう は、 其 賣 渡す 時、 

みせの 緣 端へ 出、 毒 藥を此 女に 賣渡 す，、」、 苒三呼 はりて 遣し けり -o 然ば 我等 - 昧に無 之 旨 申 

わけ 致し けれ， ざ、 少し 內談も 有し やらん、 丹 齋，、 」 彼 若 女房 VJ 小 女，、」 を 牛に のせ、 金 澤町下 を 

引渡し、 犀 川 泉 野に て 火 罪に 處 せられたり。 丹齋 常に 角 頭巾 を かぶ.^ 居け るが、 火 罪に 處せ 

られし 時、 火炎の 中に も 頭巾 を はなさす、 其 ま、 死し けり。 故に 後々 まで も 丹" 一 娘 巾 ビ申傅 

へけ り VJO 按に不 破 彥五郞 は、 慶長 十七 八 年の 士 帳に 四千 石 不破彥 五郎 VJ あ， 元 和 元. 二 年 

の士 帳に、 馬 廻 頭の 中に 四千 石 不破壹 岐，、 」 あり。 是則 同人に て、 此比は 改名して 蜜岐ど 呼び 

たりし，、」 聞 ゆ。 寬永四 年の 士 帳に 其 名 見え や。 

是歳" 前 田 利 長 越 中 射 水 郡 氷 見の 上 日 寺に 山林 を 寄進す。 

〔寺院 來歷〕 上 日 寺 由來書 

氷 見 朝日 山上 日 寺 御 祈禱之 御札 等 指 上 候 儀、 且又 御 目見不 仕樣 子相尋 候處、 毎 歲御祈 禱卷数 

指 上 候 儀 は、 慶長 十九 年 從瑞寵 院樣、 山 四 町に 五町 程 御 寄進 被 遊、 于今 所持 化 候に 付、 其砌 

より 献上 仕來候 0 
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一 、 御 目 見 之 儀 は、 慶安 元年 迄 微妙 院 様ね 代々 年 頸 御 目 見仕來 候處、 同一 一年 住持 能 州 一 宮長 

福院. に 他山 仕、 七 ケ年之 間 看 坊入置 申 候 故、 御 目 見不仕 候。 其 以後 住持 居 置、 只今 迄 三代 相 

續仕 候。 御 目 見 は 不仕由 上 日 寺 申 候 以上。 

壬 午 十二月 九： □  明王院 

竹 田 五 郞左衞 門 殿 

伊藤 ギ右衞 門 殿 

元 和 元 年 

一月 一 一日。 前 田 利 常 江 州 今津に 着した る こと を橫山 K 知に 報ず。 

〔國初 造 文〕 

爲 年頭 之 祝儀、 從能州 一宮、 札. 守 並 鳥目 五十 疋到來 候 0 誠 悅入事 候。 隨而 我等 今月 二日に、 

至 今 津令參 着 候、 恐惶 謹言。 

二月 二  =»  筑前守 利 光 判 

撗山夕 庵 

一月 一 一十 日。 前 田 利 常 越 中 新 川 郡 立山の 中宮 寺に 百 後の 地 を 寄進す。 


〔越 中 新川邵 立山 中 宫寺藏 文書〕 

越 中 新 川 郡 芦倉 之內百 俵、 令 新 寄進 候。 利 長 判 形 之 筋目 不相 逢、 彌祭禮 勤行 無 怠慢 可 有 執行 

候 0 並造營 之義、 可 被 加 相應之 修理 事尤 候。 仍狀如 件。 

慶長 二十 年 二月 二十日  利  光 判 

姥堂 中宮 寺 衆徒 中 

社 入 中 

一 一月 一 一十 日。 一 年 切の 奉公人 及び 逃散の 百姓に 對 する 法令 を發 す。 

〔慶長 以來定 書〕 

高札  【 

一 、 御 家中 一 年切舉 公人、 就 御 ffi 陣、 當年可 被 召 仕，. J 最前 雖被仰 出、 御開 陣之上 者、 侍. 小者 

によらす、 何もい， こま を 出 可 申 候 0 自然 取替 を 致 請 取 輩 者、 主從 あいさつ 次第た るべ し。 此 

法度 以前 走 候 もの S 儀 は、 爲 過怠 當 年中 無 足に て 可 召 仕 候 0 若 彼 奉公人 令 逐電 者、 請 人並 其 

村 中 VJ して 人 代 可 相 立 事。 

一 、 逃散 候 百姓、 御分國 中に かくし 置 候儀甚 以可爲 曲事 0 向後 其 村々 代官. 給 人， i して 相改、 

一 切 か、 へ 不展樣 に 可 申 付。 若 此旨於 令 違背 者 、代官. 領生可 被 成 御 改易、 宿主 之 儀 は 被 行 死 
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罪、 村 中 之 屋別如 前々 可 被 召 上。 但 地頭. 代官に かくし か S- へ 1;^ 候に 付て は、 被遂御 穿鑿、 當 

村 之 肝 煎 可 被 成 御成 敗 事。 

一 、 自今 以後、 彼 走 百姓 か  >  へ 置 候 もの 、 權 於申顯 者、 爲御 褒美 金子 一 枚、 並 主家 財 雑 具、 

悉 訴人に 可 被 宛 行事 0 

右條々 被 仰 出 所 如 件。 

慶長ー 一十 年 二月 一 一十 日  橫山 山城 守 

奧村 河內守 

多 本 安房 守 

三月 五日。 郡 奉行に 命じ、 百姓に 對 する 非 分 • 過 役 を 行 ふ もの なきや を 

調査せ しむ。 

〔慶 .：：^ 以來^ 書〕 

被 仰 出條々 

一 、 御 代官 衆 VJ 諸 百姓 之 問、 公俊 御用 之 外に 非 分改候 事。 

一 、 給 人 VJ 百姓 あい 非 分. 過役改 事。 

一 、 在々 所々 用水 滯候 所改 事、 並^ 地 ひらきの 事。 


一 、 御國役 不同 改事。 

一 、 走 百姓 改候 事。 

一 、 御園 役 別 出し 銀 改候事 0 

一 、 代官 衆 自分 かし 米 之 利 足改事 0 

一 、 公儀 御 かし 米 出 取に 付而、 奉行 手前 改候事 0 

一 、 御 廳帥. 御 餌 さし 以下に よらす、 金澤奉行衆ょり墨付無之^1申懸候もの改候事0 

一 、 山 奉行 非 分 改候事 0 

一 、 御國 中小 物成舉 行 之 手前、 算用 を 聞、 金銀 請 取 上 可 申 事。 

右條々 加州 河北 郡. 石 川 郡 在々 所々 被 相改、 百姓 等にたい し 非 分. 過 役 無 之 様に 可 申 付 候。 此 

外 諸事 郡 中 之 儀 被 聞 届、 無 滯樣に 可 申 付 候事尤 候。 若猥之 子細 於 有 之 者、 急 度 可 被 致 言上 候 

由 被 仰 出 候條、 可 被 得 其 意 者 也 0  . 

慶長ー 一十 年 三月 五日  橫山 山城 守 

奥 村 河內守 

本 多 安房 守 

郡舉 行中 
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此 御朱印と 

あるば 印鑑 

に 押捺せ る 

なり 


三月 五日。 加 越 能の 宿 送 人足 *傳 馬 は、 朱印 狀を 有する もの く 外 之 を 使役 

する を 禁ず。 

〔國初 遺文〕 

御 分 國屮宿 送 人足. 傳馬之 事、 此 御朱印 を 以可被 仰 遣 33 就 御魏、 見合 可 申た め、 御 印 被 遣 置 

候。 自今 以後 猥に申 付 族 有 之 者、 村 中 VJ して 搦捕可 差 上旨 被 仰 出 候條、 可成 其 意 者 也。 

慶長 二十 年 三月 五日  橫. E 山城 守 判 

本 多 安房 守 判 

津幡肝 煎. 惣百姓 中 

〔能 登 古文書〕 

御 分 國屮宿 送 之 人足. 傳馬之 事、 此 御朱印 を 以可被 仰 遣 3:1 就 御 誌、 見合 可 申た め 御 印 被 遣 置 

候 0 向 今 W 後 猥に申 付 族 有 之 者、 爲村中 搦捕可 差 上 3:n 被 仰 出 候條、 可成 其 意 者 也 0 

慶長 二十 年 三月 五日  橫山 山城 守 

本 多 安房 守 

所 之 口 肝 煎. 惣町 人中 

〔能 登 文書〕 ： ： .  . - I  ■  f  . i 


御 分 國中宿 送り 之 人足. 傳； JiT*、 此 御朱印 を 以被仰 遣 旨 就 御 見合 可 申た め 御 印 被 造 置 候 C 

自今 以後 1^ に 申 付 族 在 之 者、 爲村中 溺捕可 指 上 被 仰 出 候 之條、 可成 其 意 者 也 Q 

慶長ー 一十 年 三月 五 H  橫山 山城 守 判 

本 多 安房 守 判 

能 州 二宮 村 肝 煎. 愁 百姓 中 

三月 十六 日。 前 田 利 常 越 中 永 見小堺 村の 伊勢大神宮 領を 安堵せ しむ。 

〔伊勢神宮 堤 氏 所藏〕 

越 中 國氷見 於 小 村 之 内、 爲^ 勢領高 二十 俵 之 所、 利 家 公. 利 長 公代々 寄進 候。 則 如 前々 

無 相違 之狀如 件。 

慶長 二十 年 三月 十六 日  松. 牛 筑前守 利 光 判 

御師 堺 源 介 殿 

三月 廿 六日。 加 越 能 三 州に 領知を 有する もの . ^軍役 を定 む。 

〔萬 治 已前定 書〕 

御 軍役 之定 

加 賀  一 萬 石に 付 
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二 九 二 


砲 

5： 氣分 次第 


、 の ぼ 

， S 

、 0 

* 弓 

以 上 

越 中. 能 登 

、 の I.  よ り 

、 馬 乘 

、 0 砲 

、 0 

、 弓 但氣分 次第 

以 上 

覺 


十 本 

二十 五騎 

三十 五 挺 

三 十 本 


萬 石に 付 

十 本 

二十 騎 

三 十 挺 

二十 本 


打 かけ 二 は  長さ 常 之 長の ぼり、 地 白、 黑き筋 かい 三 筋。 


、御 IJa- 廻の ぼり 

、 御先 手 衆の ぼり 

、御： iil- 廻 組頭 

、同 立 物 

、大小 姓 衆 指 物 

、同 組頭 衆 指 物 

、小々 姓 衆报物 

、御 使 番衆指 物 

、 御 鐵炮頭 衆の ぼり 

、 御 旗本 御 直 之 鐵砲衆 指 物 

、 馬上 之 鐵炮衆 指 物 

、 馬上 之 御 弓 衆 指 物 
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打 かけ 三 は マ上黑 く、 下 白く そき つき、 上に 思 ひ/^ の もん、 

長さ 一 一間 一 尺 0 

打 かけ 三 は  > -地黑 く、 白き 筋 かい 三 筋、 上に 思 ひ， （-の もん、 

長さ 二 間 一 尺。 

しゃう ぐ ひの 羽織 0 

金の わぬけ。 

一本し なへ、 こん 地に 金の もちい 七つ、 長さ 九 尺。 

一 本し な へ 、 むらさき 地に 金の もちい 七つ、 長さ 九 尺 0 

母 衣 5：?：： き だし 金 思 ひく。 

黑 a. 衣、 だし 金お も ひく 0 

赤地 吹ぬ きもんな し、 だしお も ひく。 

金のう ち は、 赤 は をり。 

四 半 は  > - 三尺、 長さ 三尺 五寸、 こん 地に 金の もちい 一つ、 二 

尺五寸 四方。 

右同斷 0 

二 九 三 


二 九 四 


天 抨役は 天 

种 tt^ ち 銀 

拖の 給料 


お 坂 は 36! 坂 

にて 金澤城 

の 大手と し 

そ - - に牢； 

v5*3H さしな 

上々 ほ 藩 

侯 御^様 は 

夫人 


一 、 家中 之 •：：a' 乘^ 物  一 頭充 おも ひく。 

一 、 同 鐡炮之 もの 指 物  右 同前 ◦ 

已 上 

慶長 二十 年 三月 廿 六：：： 

四月 三日。 金澤 町の 諸稅 課役 等 を 規定す。 

〔慶長 以來定 書〕 

當 町中 役儀 被 仰付覺 

一 、 天秤 役 判 金 二 枚 宛 如 前々 出 可 申 事。 

1 、 町中 無 役 之 家、 何も 御 役 可 仕 皆 被 仰 出 候。 若 御免 許の もの；^ 之付而 者、 御 印 可 被 遣 之攸、 

可 任 其 旨 事。 

一 、 町家^ 公人に 被 下 候，、」 も、 町並に 諸 役 可 被 仰 付 寧。 

1 、 お 坂 籠 番之事 如 前々 可 仕事。 

一 、 同 賄 之 俄 如 前々 可 仕事。 

1 、 上 々様より 御 買物 被 仰 付 候老、 山城 守 切手 次第 可 相 渡 候。 從 御前^ 御 物之银 は、 典， 律 

內記 切手 次第た るべき 事。 . >  ,  . , 


一 、 大工 手 傳夫之 事、 ^村備 後 切手 次第 可 出 事。  一 

一 、 森 下町 跡 先 町 役 之 事、 篠原出 羽 守. 小 塚 淡路守 手前に て 致 弃^、 本 町 之 役 家相 應に見 計、 一 

無 甲乙 樣に可 被 申 付 之 旨 被 仰 出 候 0 

一 、 江 III. 駿河其 外 他國傳 lii=T 之 事、 其 時々 に 被 思 召 計 可 被 仰 付 事。 

一 、 御つ み 綿 之つ みちん、 並御疊 糸のう みちん、 如 前々 町 役に 可 仕 候。 伹 山城 守 切 平 次第た 

るべき 事。  一 

一 、 犀 川. 淺野川 河 橋 之手傳 夫、 奧村備 後 守 切手 次第 出 可 申 事。  ： 

一 、 御 米 かち 夫、 奧村備 後 守 切手 次第 出 可 申 事。  I 

1 、 町中 御 新 座 衆ね 宿 被 仰 付 所、 屋內を も あらし 不屈 之 仕 合、 曲 寧 候 由 被 仰 出 候。 自今 以後 一 

作 事 を も 致、 他 國之御 客人 等 至 迄、 於 致 御馳走 者、 可 被 加 御 褒美 3:1 被 仰 出 候。  一 

但、 御 家中 宿 かり 衆、 對宿生 不沙汰 之 儀 有 之付而 者、 町 舉行迄 理可申 事。  一 

一 、 鹿 丁 人並 御疊 之手傳 夫、 奧村備 後 切手 次第た るべ き 事。 

一 、 御 臺所水 汲 夫、 並 ひもの ゃ手傳 夫、 奧村備 後 切手 次第た るべき 事。 

一 、 歳暮 御 鱧 之 事、 殿 樣* 御前 様ね 者 御 樓肴上 可 申 事。  „ 

1 、 年頭 御禮 之義、 殿樣， に 銀 子 三枚、 御前 樣ね銀 子 二 枚 宛、 每年指 上 可 申 候。 五節句 御 f 鼬 之 一 
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二 九 六 

義、 御樽矜 たるべき 事。 

一 、 町奉行 兩人 者、 歳暮 之 鱧 儀 樽 5^ たるべ く 候。 年頭 之 鱧 儀 銀 子 一 枚 宛 每年出 可 申 候。 下 代 

中ね 鹂儀被 成 御 停止 候 事。 

一 、 町 奉：， れ 並 下 代、 人足. 傅 馬 召 仕 候 事、 一 切 有 之 問 敷 候 被 仰 出！^ 事。 

右 被 仰 出 條々、 相違お 間 敷 候。 若 奉公人 並 肝 煎 誰々 によ， T や、 公條 御用 之 外 非 分 於巾懸 者、 

可 及 訴訟 ほ 被 成 御意 候條、 可成 其 意 者 也。 

慶長 二十 年 卯月 三 nz  橫山 山城 守 

本 多 安房 守 

金 澤町肝 煎. 惣町 人中 

g: 月 十八 u。 前 田 利 常 金 澤を發 して 大阪 夏陣に 臨む。 

〔越 登 贺三州 志踺饔 餘考〕 

三月 公江 11^ へ 朝觀、 四月 朔 休暇 を 賜りて、 東海道より 歸北、 越 前今庄 にて 大坂 和睦 再び 破れ、 

兩 大君 旣に發 旗、、」 聞 給 ひ、 急に 金 澤へ還 城 ありて、 金澤 城代，、」 して 奧村 SI 幡に 三輪 志 t: を 副 

へ、 大乘 寺に、 律 田 道 供 重久、 越 中高 岡に^ 島備 中、 同 富 山に 涞田刑 部、 能 州 七： に 三輪 藤 兵 

衞.大 井久 兵衞 を^き、 其 他の 留守 は 前年の 如し。 乃 本 月 十八 = 金城 出軍 あり。 


井ヌ 

重 兵 
mm 

It 
衬 


〔村 井 重賴覺 書〕 

一 、 同 四月 十八 = に 又大坂 御 陣へ利 常 公 御 出陣、 五月 七 H に大阪 落城。 其 時 又兵衞 三十 五 也 0 

〔三壶 記〕 

重 而大坂 陣起事 

さしもう かりし 年 墓て、 あら 玉 G 、こし 立歸 り、 今 はは ゃ慶長 二十 年 乙 卯に ぞ 成に ける。 秀賴ー 

公の 御 母君，、」、 將 軍秀忠 公之 御 力 所，、) は 御兄弟の 御 事 也。 秀忠公之御姬^；は秀賴公の御六せ所 

也。 かるが 故に 大御所へ、 秀賴公 0 御 事 を 太 問 も 能 賴に思 召 事 なれば、 宜樣 にも V」 思 召す 所 一 

に、 諸牢人 共に かたら はれ、 野心の まし ま 寸秀賴 之 御 心底 こそうた てけ れ 。去年 秋 Q 騒動に、 一 

近國の 在々 所々 へ濫妨 ，，，、」 も 押 込、 食物 衣類 家財 等悉 取て 行、 唯 明 家に して 置ければ、 家に 歸ー 

りて 餓死す る 事お びた 敷。 然るに 依て 河內. 攝 津國. 和 泉之內 より、 一粒 も收納 をせ ざれば、 一 

士農工商 共に 難儀せ り。 秀賴 公より 大藏 卿に 靑木民 部 を 被 指 添、 關 東へ 被 遣、 御 扶持 方 助成 一 

被 成 被 遣候樣 に，， J の 御 訴訟な bo 然 所に 大御所 之 上意に は、 年內 和睦して 惣軍 引取 上に は A 

牢人 v. も 扶持 放し、 國替等 も 申 渡す 樣 に、、) 內意も 有べき 所に、 人 共 を 介抱して 情を懸 

剩へ 合力せ よな ざ は存候 外成斷 也。 未 逆心の 不止 所な りビ、 大きに 御腹 立 被 成ければ、 重： 

而可 申上樣 もな く、 無 是非 罷登， り、 其 通 申上處 に、 秀頼 公開 召、 W 々無念 至極 成 次第な り、 
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去年 可 果處 に、 計略に 逢 ひ 和^に する 事、 偏に 極 運の 處也。 此 上に は 何事 も 頼みな し、 い 

ざく 討死 之 用意せ ょビ、 金銀 財寶 V- も 底を拂 ひて 取 出し、 兵 51 用意して、 石垣 並 S 請 堀稱柵 

逆茂木 等、 夜， こ 共に 鬧敷ぞ 成に けり。 織 田お 樂. 大野 修理な ど は 色々 に 諫言 を 被 申 上，、」 いへ 

ども、 且而御 承引な し。 此 上に は 秀賴が 首 を 取て 關東 へさ、 げ、 如何にも せよ ど 被 仰に 付、 

無 是非 又 大坂中 上 を 下へ， じ 返して、 事 急に こそ 成に けれ。 加州 IS 前 守 利 光 公 は、 其 節 御 在 江 

戶 にて、 上 通り 御： i 城。 越 前 今 庄に御 泊の：：：、 未の 刻に 江 11^ より 飛脚 到來、 兩 御所 御 出馬 VJ 

申來る 0 今庄 より  一 En がけに 金澤へ 御歸着 0 追 付 御 出；^ T 有け るに、 大坂岡 山 口の 先手 VJ 定り 

給 ふ。 

〔廳事 通 載〕 

一 、 慶長之 頃 は、 手 取川大 竹村邊 より 手 取 川 邊を通 申 由、 則 手 取 新 村 領內に 船 渡 場の 跡 あり。 

大坂 御陣之 時分、 右 渡 場ね 近在より 男女 罷出、 御 軍 列 見物 仕 由。 松 任 迄 甲冑 被 帶候得 其、 松 

任 より 此方 は 素肌 之 由。 此話は 手 取 新 村 四 郞兵衞 ど 云 百姓 Kn 一歳に て 明 和 年中 病死いた し 

候 0 則 四 郞兵衞 親 四 郞兵衞 物語 仕、 惜に覺 居候 3:1、 六郞 右衛門 村 廻 節、 毎度 送迎に 四 郞兵衞 

罷出、 咄承候 故覺書 仕置。 

四月 廿 六日。 前 田 利 常 軍法 を その 家中に 頒っ。 


、、の 軍令の 

内容に 冬陣 

の 時の もの 

に 3^ じ 


〔萬 治 已前御 定〕 

軍 法 

一 、 武者 押 並 陣取 之 次第、 一与 宛先ぐ り に 不入込 様に 可 申 付、 そな へ を 離れ、 私 どして 

陣 所ち りぐ に 有 之 族、 可爲 越度 事。 

一 、 武者 押 之 時 脇道 通 候 儀、 一 切 有 之 まじき 事。 

一 、 旗本 騎馬 之 次第、 定置 趣 不可 有 相 達、 主人お りたち 候 共、 4^ 之 次第に ひかせ 可 €. 付。 舟 

渡 も可爲 同前。 若 亂に相 交に 付而 は、 可 處曲言 事。 

一 、 敵陣へ 手 遣 之砌、 小姓 馬 廻 並 後備 之 者、 先手ね 見回，、」 して 相 越義、 堅 令 停止 候。 您而他 

之 備に 相 交 義可爲 曲 言 事。 

一 、 先手 之 者 共、 年々 定置 候 所、 組頭 指圔之 外、 自分 之 働 一 切 不可；^ 之。 諸式 組頭 次第に 可 

仕事。 

一 、 先手 之 者 共 並 旗本 面々、 頭々 背 下知、 備を 崩、 卒爾 之 働 仕に 付て は、 縱雖 高名 可 爲曲言 

き。 

一 、 諸事 奉行 人 申付義 不可 相違、 不屈 之輩對 奉行 人 及 申 事 者、 不立入 理非、 其 もの 可 所 越度 

事 0 
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一 、 當座之 使， こして、 如何 樣之 もの 指 遣，、」 いふ，、」 も、 不及異 儀 可隨其 沙汰 事。 

一 、 於陣 所お を 取 はなつ にお ゐて は、 其主人ょり過錢百疋宛可出候^^^。 

： 、 先手 之 頭々. 旗本 奉行 人 之 儀 は、 馬上に 而可致 下知 事。 

1 、 牢人衆 たれ <\- によ. T や、 他所 衆 當家之 先手. 5： 相 加り 候 事、 一 切 令 停止 事。 

一 、 if: 嘩 口論 仕出 輩 有 之ば、 任 法度 之 旨、 双方 可成 敗。 若手 を 過す もの 見の がすに ぉゐて は、 

其 場に 有 合 もの 可爲 越度 事。 

一 、 御 當家對 御 眤近之 衆、 致 慮外 者 有 之ば、 於 以來聞 出 次第 可 爲曲言 事。 

一 、 侍. 小者に よらす、 家中 走者 いづれ の 家中に 有 之、、」 いふ，、」 も、 於當御 陣中に，、」 ら へ候條 一 

切 不町有 之 0 自然 曲 人 見 屈に 付て は、 當 主人へ 預置、 後日に 斷可申 is?.o 

一 、 御 味方 地に ぉゐ て、 下々 迄 狼藉 不 仕樣に 可 申 付、 宿賃 以下 如 御法度 可 渡 遣 事。 

右條々 違背 之 輩、 可 爲曲言 者 也 G 

慶長廿 年 四月 廿 六日  判 

四月 廿 六日。 能 登より 商人の 他！： に 出 づるを 禁じ、 及び 竹 木に 關 する 规 

程を定 む。 

〔國： 利 遺文〕 


定 


傍 示 は榜示 

土方 分に 土 

方 雄 久の所 


一 、 從 能登國 中、 爲商 他 國へ相 越 候義、 如 此已前 之墜令 停止 候 事。 

一 、 從能 州、 1:5=- 國 中へ 商 賣相越 候 材木 舟 之 事、 能 州 於 浦々 相改、 三輪 藤 兵衞. 大 井久 兵衞 切手 

次第 可 致 出 舟。 於 加州. 越 中 右 之 材木 舟 相 着 候 者、 其 浦 之 肝 煎 藤 兵衞. 久兵衞 切手. W 改 取替 可 

一 、 於 七 尾 城 山 伐採 材木 輩 於 有 之 者、 相 改搦捕 可 指 上 事 ◦ 

一 、 用 木 之 山、 傍示定 之內不 伐採 樣堅可 相改、 若 猥立入 もの 就 有 之 者、 搦捕可 差 丄 事。 

一 、 下 寄 竹 大小 伐採 之 儀、 堅 令 停止 候。 土方 分. 長 九 郞左衞 門領內 より 出 候 分 は、 可爲 切手 

次第 事。 

右 申出 趣、 若 相違 之 儀 有 之 者、 兩 人可爲 越度 候條、 被 成 其 意 急 度 可 相 改者也 0 

元 和 元年 卯月 廿六 B  判 

三 輪 藤兵衞 

大 井久 兵 衞 

五月 三日。 前 田 利 政 書 を 三輪 藤 兵 衞に與 へ て 夫役の 事 を 令す。 

〔三輪 家傳 書〕 
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尙以 夫錢の 事、 何 A ハ 分別 無之、 一 手に 五 人 分 は 一 貫 八 kn 目 か、、」 お 候。 具に 可 承 候。 

去月 廿五： n 之 一 書 之 趣、 具 加 披見 候。 其 地 之樣子 明細に 聞 屈 候 0 令 滿足攸 0 殊劳 春お 息災 之 

事、 大慶 不！ E- 過 之 候。 次 其方 も 金 澤留主 居 被 仰 付 候段尤 候。 大坂表 之 儀、 御 人教諸 n 被 指 詰 

候。 被 進 御-: iit に は 落着 不可 有 程 鉢 候 0 將亦 夫役 之 寧、 入念 急 度 可 被 申 付 候。 無 相 遠 候 機に、 

前後 之 勘定 可相究 候。 久兵衞 同前 可 被 申 渡 候。 猶重而 可申屆 候、 恐 々謹言。 

五月 三日  孫 四 利 政 判 

五月 六日。 奧村永 福 金 澤寶幢 寺に 命じて 前 田 利 常の 戦勝 を 祈念せ しむ。 

〔國 初^ 文〕 

已 上 

就 今度 御陣、 利 光 樣爲御 祈禱、 護 靡 御 執行 御 祈念 專 一 候。 則 御 施物 之義、 中；^ 九郞右 衞門申 

渡 間、 可 有 御請 取 候、 恐惶 謹言。 

五月 六日  奥 村 伊豫 守 判 

寶幢寺 

五月七日。 前 田 利 常の 丘 ハ大に 大阪城 岡 山 口に 戰ふ。 


三 宿 は 御宿 


〔天 寛 日記〕 

一 、 五月七日 兩 御所 御 進發。 天 王 寺 表 先陣 越 前 少將忠 底. 松： 牛 筑前守 利 光. 藤 堂 和 泉 守 高 虎. 

井伊 掃 部 頭 直 孝、 關 東諸士 之^ 頭 榊 原 遠 江守康 勝. 酒 井 左 衞門尉 家 次. 本 多 出 雲 守 忠朝相 從0紀 

年錄 

〔天寬 = 記〕 

一 、 七日 敵 東西に 押出、 一 面に 備を たて ひろげ 申 候 間、 大御所 さま 御先 越 前 衆な り。 將軍 

様の 御先 手加贺 衆な り 0 越 前の 先手 本 多 伊豆守. 本 多 飛 驟 敵の 姊を 見て、 合 戰を始 可 申な， S 

令 相談。 兼 而申合 候に 付而、 加 賀衆ど 手 を 合、 一同に 合戰を 初可丰 ために、 9 ろし を あげ 申 

處に、 加賀 衆の 方に のろし を あげ 不申 候。 是は 敵の 案外に 大勢に 而、 廣く 陣取 申 候に 付、 眛 

方の 跡備. 脇 備本多 安房 守 以下 先へ くり 出し 、敵，、」 一面に 備へ合 候而、 彼是 隙 を， とり 候 間、 の 

ろし を も 合 不申候 0 時 剥 移 申 候 間、 越 前 衆の 先手 本 多 方より、 少將 殿軍 を 初 可 申 候よ し 申 遣 

す 0 慶長 年錄、 慶長 見聞 錄 

〔桑 華 字 苑〕 

一 、 慶長 二十 年 五月七日 大坂岡 山 表ね、 城 中より 出た る大將 大野 主馬 • 三 衍越 前. 山 崎 長 助。 

利常樣 御先ね 向 ひたる は 大野 主馬. 三 宿. 山 崎 は 越 前の 手ね むか ふ 0 三 {$ 組の 者 ざ も 利 常 公の 
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御先 X： 來り、 津田勘 兵衞. 同源 右衞 門. 西 尾 隼 人 VJ 譴を 合た る 衆、 佐々 長 右衞門 討死、 立身 三 

郞兵衞 _t ^死、 沖 次 郞右衞 門 討死、 山田豐右衞門松倉豊後守殿，£^被^^抱由、 山 葉 左 助 行 ゑ 不知、 

神 尾 左 兵衞. 品 川 太兵衞 なり 0 此內 勘兵衞 縫合 手品 川 太 兵衞、 後 御 國ね來 り 勘 兵 衞狀を 取て、 

本 多能 登 守 殿ね 行、 八； 白 石に 有 付。 昧方 右三人の 外 永 井 左內、 其 外 亦 家中の 侍 在 どなり。 勘 

兵 衞家禮 山 下 甚左衞 門な ,ーレ 此內な り 0 

〔前 田家 雜錄〕 

一 、 大坂 にて、 七日 岡 山 口にて、 大野 主馬，、」 山 崎 問 齋備の 間、 未 二十 町 も 有 之 時分、 早大 野 

方より 惣鐵炮 ばら こ 打 初る， こ 也。 此 時分 閑 齋備の 衆 は 未 馬よりも 下り や 候 時分 故、 うろ 

たへ たる 時の 鐵 炮、、 J 何も 笑 候 VJ 也。 夫より 一 町 も 詰 寄 候 時、 齋 手の 鐵炮 一 きりばら く，、」 

打 出 候。 其 時 何も 此方の 鐵炮も 打 出 候，、」 申 候 ビ 也。 追 付 又 一 きりばら く  VJ 打 VJ 也。 ^齋手 

二 放し 宛 打た り，、」 いへ ざ も、 實は閑 齋功者 故、 足輕ニ 段に 備、 二度に 打せ たり、、」 也。 其 後 敵 

味方 足輕は 一 人 も 無 之、，」 也。 是に而 甲 州 流、 二 町 程の 時分 鐡炮 初る.、」 云 こ、、」 心 付 也。 

〔前 田家 雜錄〕 

一、 大坂岡 山表備 立、 一番 山 崎 閑齋、 二番 富 田 越後、 三番 奥 村河內 也。 然るに 御 旗本より、 

度々 一 戰 初めよ ど 被 仰 出 候 得 共、 閑 齋不始 故、 三番 目 之 粗、 村 一 戰 せん VJ 出る 處、 閑资立 塞り 


出さす， こ 也。 必- 党^ 齋心 は、 越 前 手 又は 御 本陣 も 可 崩 VJG 目 利狱。 ^？せパ跡を改めて、 加贺手 

を以勝 取る ベ き 奥意 歟，、 J 也。 淺井 表に 而も 右之樣 子，、」 也 ◦ 

〔桑 華 字苑〕 

一 、 大坂： 01  御陣 五月 七 H 御先 手 山 崎 閑齋. 長 九 郞左衞 門. 本 多 安房 備て 居所ね、 御 旗本よ—， 本 

多 三彌、 ちいさき ほの 中 ほ V- に、 くろき はぐ ま を 付、 腰 ざしに して 閑^ 手 へ來 り、 閑^ はやる 

まい ぞく.、」 云。 我等の 居る ほざに 氣遣 めされ そ三彌 C いや 年寄ば おき 心出來 する 物な り、 

はやくめ さる、 な、、 J 云。 其 時閑齋 はやる はやらぬな V- 云 事 は、 そ な た な V- の 知 る に 非す 、 

我等 居 申 上 は 心安く 思 召せ、、」 申た. 9  ^、 山 崎 小 右衞門 語る 0 

一 、 极其 後少間 在て、 左の 方 越 前の 少將殿 手より 合戰 初り、 くろけむり 立て、 ，、」 きのこ ゑ 天 

地 を ひ かし、 ばち (, -、」 云 お ，、」 は 大火 事 の お ，、」 の ご，、」 く、 金 の ひ ら く ろ け むり の 中に 

ひらめく は、 さながら 火事に こ VJ ならす。 利 常 公 御せ き 被 成、 御合戰 はじめよ，/」、 おひ/^ 

御 使來れ V- も、 問齋 見合 有 やらん、 事の 外お そし。 去 ざ も 能 時分に 初"、 おつく づし、 城に 

火 を あげたる は、 當 御手よ， 9 一  番 にあがるな， 90 

〔橫 山山 城守覺 書〕 

一 、 先年 大坂之 城ぎ わにて 御 合戦の 砌は、 町 口に 火 を 付 させ、 拙者 も 町中 迄 乘込申 候 得 共、 
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三 〇 六 


と む 


山人 .睹 は 

山城 守 長 知 


其 前 11 利 常 樣內々 に 而被仰 聞 候 趣 御座 候 間、 御 旗本 衆を以 本丸 御 攻被爲 成 候 樣に可 申 上，.， - 

存、 町中より 嶺の 上迄乘 返、 御 出馬 を舉 待候處 に、 はや 御 旗本の 者 共 をき つて はなさせられ 

候 VJ 相 見 候條、 御尤 VJ 奉存、 嶺の 上に 御の ぼり を 立 させ 申 候 得 者、 御 人数 も然り 申 候 間、 本 

丸ね 御 取 掛被成 候 樣に可 申 上 ど 存候內 に、 本丸より 燒立申 候 故、 御行に 不及 相濟. 1. 候。 此時 

之 御 見合 御 下知の 御樣 子、 乍 恐舉感 候。 

〔前 S 家 雜錄〕 朝日 盛 房覺書 

一 、 大坂七 組頭の 內、 野々 村 伊豫 守 首 は 加州へ 取し 也。 是に付 淺井源 右 衞門談 有。 

大 坂の 城 加賀 の人數 段々 追 入の 處、 小身 者之內 井上 權左衞 門、、」 云 者、 是 又城內 に入處 に、 門 

外に 武者 一騎、 本丸へ 不被人 牀に而 石に 腰掛 居候 故、 權左衞 門 側， S 寄 候處、 右 之 武者 言葉 を 

懸、 其方 は 何方の 人数，.」 問。 其 時 加賀の 住人 井上 權左 衞門ビ 云の 由 名乘。 其、 時 橫山大 膳は此 

陣に 居候 哉、 こ 問。 いかにも 其 通，、」 答 0 用事 有 之樣子 故、 此外曲 輪へ 御尋候 者、 大 膳に 御 逢 可 

被 成、、」 云。 其 時、 此方 義此 石より 外へ は少も 出ぬ 者 也。 此翁 取、 此脇 に 添て 横 山 氏へ 持て 

可 參由被 申、 上帶 切り 切腹 也。 其 時 井上 氏 首 取て、 大小 を 添 罷歸、 橫山 氏へ 右 之 通有の ま S 

に 被 申し ビ也。 是野々 村 伊豫 守 前 也。 井上 首尾 も宜也 0 井上に は 新 知 百 五十石 被 下，、」 也 0 利 

常 公 ありの ま、 の義 を御褒 に而、 人 持の 列 坐の 時 も 末座に 加り、 御 料理な ざ 被 下し ど 也。 


石 川 嘉右衞 

門 は 丈 山 ， 


〔桑 華 字苑〕 

松 ギ筑前 守攻ロ 事。 

松 平 筑前守 三 萬餘騎 にて、 去年の 攻 口より 押 寄け る。 大軍 なれば、 本 多 三彌に 安藤 次 右衞門 

を 添て、 先手み はから ひの 爲に遣 さる。 筑前守 も 三 手に て、 右 備は山 崎^. IT 左 備は本 多 

安房 守、 三番 は撗 山山 城 守、 軍 奉行 は 松 平 伯 耆守. 水 野內匠 VJ 定ら る。 三 彌は將 軍 家の 武者 

大將 なれば、 合戦の 次第 は此 人の 下知，、」 ぞ 聞え ける。 大 坂より は 大野 主馬 首め、 同道 犬大將 

VJ して 岡 山に 出張す。 大御所の 御 旗. i4 より、 石 川嘉右 衞門拔 がけして、 此 先手に 加る。 大手 

茶臼 山の 合 戰始ら ざる 先に、 此手は 進み 懸り、 時の 聲を 合て 押 寄け る。 敵 岡 山に て爱ぞ せん 

ざ，、」 戰けれ V- も、 終に 敗北して、 城 中 を 指して 引返く 0 筑前 守の 人数、 二の丸の 柵ぎ わまで 

押つ めて 嚴 しく 攻 ければ、 柵 を 破られ じ、、」、 名 を 惜む士 V- も 防ぎ 戰 ひける。 筑前 守の 郞徒五 

十騎計 討れ けれ ざ も、 勝に 乘 たる 寄 手 なれば、 切 V- も 顧す、 柵 を 押 敗て こみ 入ければ、 m: 山 

より 二の丸までの 間に、 首數 三千 餘討 取け る。 嘉右衞 門 は、 岡 出に て 敵 VJ 突 合て 被 創、 繼て 

；牛野 口の 大手の 門へ 馳著、 某 十 左 衞門ビ 名乘 ける 者 ご 渡し 合て、 翁 を 合せ 其 首 を 取、 其郞黨 

を も 突 伏せ、 殘る敵 を 門の 內ね追 散し、 二人の 若黨 にも 首 を 捕らせて 出け り。 路 にて 筑前守 

に 行 逢て、 某 は 大御所の 御 旗本より 來り、 安房 守が 手に 加り、 今日 岡 山.： 牛 野 口の 大手の 門、 雨 
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所の 働，？ 如 此，、 J て、 首 Vj も をみ せて ぞ歸 りけ る。 嘉右衞 門 駿府を 出し 時、 淸見寺に行て：^^、：：" 

和 尙に暇 乞をぞ しける 。年生 參禪の 師家 なれば、 說心 及び 江湖^ 二十 人 計 門前 迄 送りけ る 時、 

說心 曰、 戰 場の 事 は 幸 居士の 所 希 也、 宜く 功名 を！^ げ、 纏て 可 有 |g 旋，、 」 云ければ、 加 右衞門 

答て 曰、 此度大 坂 表 大御所の 御 旗本に て、 三人，、 J 手に 逢 者 あらば 一 人 は 某た るべ し 0 若不然 

ば 二度 和尙に 不可 相 見 VJ 申け る、、」 なん 0 今度 豊 島主 膳. 間宫權 左衞門 は、 六日に 道 明 寺 口ね 

御 使に 被 遣ければ、 其より 直に 翌 n: 七日に 越 前 衆の 手に 加り、 城 中， 眞 先に 乘込、 兩入 ，こも 

に 捕 首て 出に け bo 主 膳. 權左 衞門丄 聶右衞 門、 此 三人より 外に は、 大御所の 御 旗本に て 功名 

したる 者 一 人 もなかり き 0 嘉右衞 門が 說 心に 云け る 一 言、 少も違 は ざり け. 00 其 日 安藤 次 右 

衞 門 は、 を 著. ざり ける によ. 9、 或 人是を 問ければ、 次右衞 門が 曰く、 御 使番の 役に て 第陣の 

見 は 力ら ひ をす る 者が、 兜鑒 をき て は、 諸人 面 は 見が にきに よ. 0. て 、わざ，、」 胄を きざるな， 0  VJ 

云て、 其 後 大勢，、」 渡 合て、 散々 に 戰て頭 を 切られて 沒 し"。 士の 志^まぬ 者 はな かりけ り。 

〔耳底 記〕 

大坂 合戦の 時 は、 利 常 公 御小將 番頭 を 次 郎兵衞 被 仰 付、 備の立 を 御 褒美 有。 城へ か s.b. 候 時 

次 郞兵衞 算用 丸に 付く 0 市 正 丸より 鐵炮嚴 敷 放ちければ、 寄 手 さ  >  へて 進ます。 次 郞兵衞 衆 

に 向 ひて 只 向の 場 下に 一 番に 付べ し、 見 置いて 語れ，、」 言 ひて 厥 出る。 矢 部 孫 右衞門 後より^ 


..T へて、 箇樣の 所に て は 出ざる 物ぞ、 若氣 成，^】 引 留る。 次郞兵 衞留れ ば、 矢 部 放つ 處を 又^ 

出る 0 次 郞兵衞 が 家人 大津久 太夫、 續 て小將 傍輩 佐 分 儀 兵 衞も續 きた. 道の 中程に 伏して 

！： 息をつぎ、 山 崎 立 上る 處を、 城より 鐵炮 にて， H の 目庇に 中れ ビも 不通。 次郞兵衞*5^パ進ん 

で、 一番に 稱 裏に 付、 先陣、、」 名 乘て鎚 を 以て 挾 間 を 閉。 佐 分 は 矢疵を 蒙て 退く。 大 $^久 太夫 

も 鐽手を 負、 鶴 見 左 門押績 て配來 り、 挾 間 を 夫より 敵 も 引 色に 成、 依惣 軍勢 押 寄た る ど 

〔前 田家 雜錄〕 

一 、 大坂ー PI^ 陣 加州 御 旗 奉行、 岩田內 藏之丞 VJ 也 0 御 旗 今少し 出すべき 旨 御意 之處、 畏候， こ 申 

其條有 之、 先手 合戦， 初り 候而 出す VJ 也。 如何 VJ 御 詮義有 之處、 右 之 時 御 旗 出し 候 は、 3、 先手 

衆合戰 前なる 故、 御 旗本より 合戰御 急ぎ 候、、」 被存、 無理に 合戰 初， り-可 申歟 VJ、 遠慮いた し 見 

合 候、. こ 御請 有 之。 則 其 時 御 旗 何も 進 返 障な き爲、 道の 脇に 直に 持 行 立ん，、」 也。 

〔前 田家 雑錄〕 杉 本義 隣覺書 

一 、 大坂陣 の時齋 藤氏、 神戶藏 人が 頭 を 捕て、 利 常 公の 實檢に 備ふ。 是神戶 が 頭 也，、」 御 じ 

付ら れ、 御 吟味の 上 神 戸頭に 無紛 故に、 齊藤は 切腹 被 仰 付 也。 是元 來神戶 金熨， 付の 太刀 を帶 

する 故に、 是を 目が け、 欲より 味方 討す， こ 也。 
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江 守 氏名 は 

覺左 衞門痕 

孝、 致 什の 

す 


〔集 古 雑話 抄〕 

•1 、 大 坂に 而江 守是雪 據| 首 を 取 被 申 候へ f も、 披露 もな く 居 被 申 候處、 脇から 手柄 之 趣 達 御 

聽。 江守義 高名 仕た るよ し 御 聞 被 遊、 いか の 義に不 申 上 哉 ど 御意 候處、 爲招 依に 而も 無 御 

座 候 故打捨 ffi 申、 高名 V」 被 仰 出 候條、 難 有 儀に 舉存 候。 成程^ は 取 中 候 得 共、 右 之 所；：^ 故不 

巾 上 候 段 被 申 也。 御感被 遊、 一 倍 之 御 加 增被下 由 也。 同人 はなし。 

〔前 田家 雑錄〕 

1 、 大坂 御陣の 時、 中 村 安 右衞門 兵糧 舉行被 仰 付 を、 無念 存 ながら 先 御請して、 横 山山 城 守 

方へ 相 越、 日 比 出入 仕事、 御 取 成 を 以て 立身 等 望み 申に も 非す。 若 箇樣の 時節、 御 取 成を以 

て 武士の 可動 役 義をも 被 仰 付樣に VJ 舉願處 に、 箇樣之 役 義被仰 付 候 事、 一 生の 御 恨に 被；！^ 候。 

是 程の 事 は 御 心得に て 可成 事，、」 云 ◦ 山城 聞て 尤也、 是寧贫 て 不知。 去、、，、」 も 唯今 何共 難 仕、 先 

役義可 相勸、 大坂惣 攻、、 J あらば 予不存 事 あら じ。 其 時 早速 以 飛脚 可 案內。 然 らば 兵 SI の 事に 

無 貪 着、 打 捨て 大 坂へ 可來。 其 段 は予請 取る ど 申ければ、 屮村色 を 直し 京都に 登る ◦ さて 大 

坂 惣攻ど 云 時、 山城 方より 中 村へ 申 遣す 處に、 中 村 其 懸來 て、 山城へ 厚く f 帔を述 て、 攻城 

の眞 先に 懸て 討死す、 こ 也。 

五月 入日， 伊達 政 宗の陣 より 銃丸 を 放ち、 前 田 利 常の 軍騷擾 す。 


〔桑帮 字苑〕 

一 、 大坂 五月 八 H 秀赖御 切腹，、」 申て 以後、 何も 萬歲 VJ 悅 所に、 伊達 陸 奥 守政宗 G 陣ょ りつる 

ベ 鐵炮を はなす。 其お，、」 天地 を ひ、、 かせお びた、 S しく、 諸陣 そう V- う 不斜、 何事 ども 不知、 

むほんなる べし v.】 云 0 利 常 公 御の り 廻し、 御 下知に 曰、 むほんな らば 兩御 旗本の 內， £： 懸陣在 

べし、 其 備ね當 手 はっき か、 るべ し。 さなき 中 は しづ まり 下知 を まつべし，、」 被 仰、 諸 陣を御 

のり 廻した まへば、 各 夜の 明た る やうに おも はれ 落着たり 0 其 後山 崎閣齋 古今の 大將 なる ベ 

し、 廿 三の 御大 將に は极 見事 成 御 さくばい VJ ほ ,z た り。 

五月 九日。 河原 隼 人 その 戰功を 上申す。 

〔國初 遺文〕 

今度 大坂於 御責ロ 拙者 働 之 様子 申 上 候。 はじめは 玉 作 口 櫻の 門へ つき 申 候 時、 江 守 半 兵衞. 

瀧右衞 門. 小 倉 兵 部、 此 者，、」 一所に る 申 候。 其 外 大勢 御座 候へ 共、 名々 に 不及中 上 候。 其 後 

高名 仕 候 所 大和 口へ 廻、 へいぎ わにて 敵 はから 堀に ゐ申 候。 私 は 上に 有 之 候て、 鎚 にて せり 

合、 薄手 負、 首 を 取 申 候。 其 仕 合 は 堀 勘 兵衞. 茨木 助 右 衞門見 申 候。 助 右 衞門は ゐ申候 を も 

手前 故不存 候へ 共、 下 澤小內 膳 を 以働之 鉢 見 申 候 由に 御座 候。 高名 之^ 子兩 人へ 御 尋被成 可 

被 下 候。 則し るし 之義 は、 山田大 かく-平野 善右衞 門に みせ、 鼻 かき、 多贺出 雲に こ VJ わりす 
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て 申 候。 此等之 趣 被 仰 上 可 被 下 候、 以上。 

五月 九 H  河原 ホ人判 

本 多 安房 守 殿 

.E 崎 問齋老 

松 平 伯耆守 殿 

橫山 山城 守 殿 

五月 九日。 堀 勘兵衞 その 戰功を 上申す。 

〔國初 遺文〕 

今度大坂於御^^；ロ、 拙者 働 之 樣子御 尋に付 而申上 候 0 はじめは 玉 作 口 櫻 之 門に 付、 それより 

ひだりの へ いぎ わに 付 申 候 時、 板 坂 市 右 衞門. 石黑 覺左衞 門. 茨木 助右衞 門. 靑 木助丞 など ビ 

一 集に ゐ申 候。 其 外 大勢 御座 候へ ども、 名々 に 不及申 上に 候 0 其 後 高名 仕候處 大和 口へ 廻、 

へいぎ わに 付 居 申候處 に、 內 よりて き 出 申 候 を、 我等 鏠 付則く び 取 申 候。 其 時の 仕 合 は 河 合 

第 人. 大^ 助 進 見 被 申 候。 下人 一 人 も 付不申 候に 付而、 しるしの 義者 多賀出 雲. 河原 兵 庫に み 

せ 申し、 はな かきすて 申 候。 是等之 趣 被 仰 上 可 被 下 候、 以上 0 

五月 九 n  0 勒兵衞 光 判 


本 多 安房 守樣 

山 閑齋樣 

松 平 伯 耆守樣 

橫 山山 城守檨 御 披露 

五月 九日。 士：： 田 一 角 その 戰功を 上申す。 

〔國初 造 文〕  • 

今度 大 坂に てくび 二つ VJ り 申樣 子、 一 つ はた まつく り 口へ いの 內 にて VJ り 申 候 。則 富 田 くら 

の S にみ せ 申、 こ v> ば を あわせ、 はな を はぎ 申 候。 一 つ は 同 玉 作 口へ いの そ VJ にて、 わたく 

しゃりつ け 候て、 わかた うにく び どらせ 申 候。 則お のぎ 土左衞 門- 齋藤中 書に みせ、 これ も 

はな を そぎ 候て、 殿 樣へぢ きに あげ 申 候、 以上。 

五月 九："  吉田 一角 判 

橫山 山城 守 殿 

本 多 安房 守 殿 

山 崎 閑齋殿 

松； 牛 伯 耆守殿 
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五月 九 日。 井上 勒左衞 門 その 戦功 を 上申す。 

〔大坂 表 働 之 様子 面々 書付〕 

七日 之 日 之 御鐽戰 に、 我等 高名 仕 候 所 は、 八 町め 之 口 さく 内 やがてき わにて、、」 .O.S- 候。 一 つ 

のく び は、 土 山 之 下の 田な わて にて 御め にかけ. S. 候。 一 つのく び は、 土 山 之 坂 之 あがり 口に 

て 御め にかけ 申 候。 此御 VJ り 次 は、 御 かち 衆 五 郞左衞 門 仕 候て 上申 候。 則、 其 さく 之 內左之 

方 之 家へ 火 を かけ 申 候 は、 我等 之 かけ 申 候が 一 番かビ 奉お 候。 其 後 入み だれ 申 候 間、 殿^ 御 

前 無 御 心元存 候而、 かけ かへ り、 御前に てみ 申 候へば、 我等 かの 火 かけ 申 候が はやくみ え 申 

候。 但く びかす も多參 候而、 いらざる 事 かど 存候 へ V. も、 先々 如 此申上 候。 可 然様 奉賴存 候、 

以上。 

五月 九日  井上 勘 左衞門  - 

松 • 牛伯耆 守 殿 

五月 九日。 橋 爪 半兵衞 その 戰功を 上 巾す。 

〔國初 遺文〕 

我等 手前 之義、 あ を や 口にて くび 一 つ 取 申 候。 持參 仕候義 御法度に 付て、 茨木 助 右 衞門. 笠 

問 傳兵衞 に 見せ 候て、 み、. はな そぎ、 すな はち はう き 殿-山城 殿に 卸め にかけ 候て、 すてお 


き 申 候 o 

五月 九 日  橋 爪 半 兵衞判 

熊 谷 勘 解 由 殿  - 

山 崎 宇 兵衞殿 

五月 九日。 加須屋 式部 少 その 戦功 を 上申す。 

〔國初 遺文〕 

今度 大坂 にて 私 手前 之義、 あ を や 口にて 首 二つ 取 申 候。 待 參仕義 御法度に 付て、 富田內 藏丞， 

茨木 勘右衞 門、 右兩 人に 見せ 申 候て すて 申 候、 以上。 

五： n: 九日  加須屋 式部 少 判 

熊 谷 勘 解 由 殿 

山 崎 次 郞兵衞 殿 

五月 十 一 日。 茨木 助 右衛門 その 戰功を 上申す" . 

〔國初 遺文〕 

今度 大 坂に てくび 取 申 候 様子、 ひがしがわ 二の丸へ い 下にて 取 申 候。 則 橋 爪 半 兵衞. 加 W ノハ屋 

式部. 吉田 一角に 言 を 合 申 候 、以上。 
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五月 十 一日  茨木 助 右 衞門判 

橫山 山城 守 殿 

本 多 安房 守 殿 

山 崎 齋 

松 平 伯 者 殿 

五月 十三 日。 德川 家康、 前 田 利 常の 軍功 を 賞して 感 狀を授 く。 

〔國 • 观遗 文〕 

今度 秀頼企 逆心、 國々 回 調略 處、 不被致 加判、 去年 極月 四日 眞田 丸， 執懸、 家中 面々 数多 被 

爲^ 死、 翌 五月七日 於 岡 山 口、 無比 類 合戰斬 勝、 大坂落 去、 盡粉 骨勵第 功之 條、 不可 勝 計 之 

問、 御 感に思 召、 爲 御加坩 阿波 並 岐. 伊豫. 土 佐 四ケ國 一圓に 雖被宛 行、 斟酌 之 上 者、 本國 

三 ケ國如 前々 可 被 致 領分 者 也。 

慶長廿 年 五月 十三 日  家  康判 

松 筑前守 殿 

五月 十五 日。 瀨川藏 人 その 戰功を 上申す。 

〔國初 造 文〕 


おいこれ 木 

のま、 


今度 大坂城 中二の 丸 東の もんへ、 我等 一番に 付 申 候、 はしり 出 申 時、 澤 少兵衞 我等に あいつ 

き 被 出 候 0 こ VJ ば を あわせ 被 申 候。 其 次に 茨木 助 右衞門 も被參 候て、 これ も 我等に こ、、」 ば 

を あわせ 被 申 候。 橫地忠 左 衞門も 参、 こ，、」 ば を あわせ 申 候。 御 ぎんみ 被 成 候ば、 加樣之 衆め 

しいだ され 御 尋可被 成 候。 右の もんへ 付 申、 則 右手の もん はしらに ひつ そい をり、 へいの さ 

まごし にっき あい 申、 譴 手ニケ 所お い 申候處 に、 ほうろく ひや 內ょ りなげ 申 候 時、 まへ くつ 

ろぎ 申 付の き 申 候。 五十 間ば かりこな たへ まいり、 才 伊豆に あい、 たゾ いま もんへ 一番に 付 

てきお いこみ、 譴手如 此ニケ 所お いのき 申 候。 以來其 分 あいこ、 ろ へられ 候樣 に， こ 申 こ，、」 わ 

り 候。 伊豆 被 申 候 は、 此 もん はっかれ 申 もんに てこれ なく 候。 みな^^ぶ 二う によりて、 お 

いこれ ある ビ あいみへ 申 候。 併て がらに て 候 由 被 申 候。 此段 伊豆に 御 尋可被 成 候。 大坂城 中 

てきびしき 所、 此もん よ， り ほかに 御座 有 間 敷 候。 ておいし にん も、 くわ はん 此門 にて 御座 候 所 

へ、 一番に 付 申、 かたの ご，、」 く かせぎ 申 候 か，、」 存 候。 よしあし きの 御 ぎんみ も 被 成 候ば、 め 

しいだ され 御 せんさく 被 成 候て 可 被 下 候。 かの もん わき 三十 間 計に しの 方へ いぎ わに、 高 白 田 

もく • 石 黑 覺左衞 門. 杉 江 兵 介 等 どっき 申 候。 さしむかい にて よく 見 被 申 候。 御 小姓 衆 さし も 

の 武者 二人 はしり 出 申、 糙み申 由 被 申 候。 其 二人の 內 さき 拙者に て 御座 候。 つぎ 澤少 兵衞被 

參 候。 加樣之 衆に 御 尋可被 成 候。 VJ かくめ しいだ され、 やうす きこしめし あげられ 候樣 に、 
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御 次の 刻 御 取 成 可 忝 候、 以上 0 

五月 十五 日  瀨川藏 人 判 

本 多 安房 守 殿 

松 ギ伯耆 守 殿 

橫山 山城 守 殿 

五月 十六 日。 前 田 利 常、 能 登 一 宫長 福院の 軍陣 見舞 を 謝す。 

〔國初 遺文〕 

此衷爲 見廻 使 僧、 殊更 卷數並 福 野 干瓢 五 把 到 來候。 以悅人 申 事 候。 委細 追而 可申述 候、 不 

具靈ー 曰。 

五月 十六 日  筑 利 光 判 

一宮 長 福 院 

五月 廿 四日。 前 田 利 政 書 を 生 島主 計に 與 へ て 利 常の 勝利 を 祝す。 

〔i^ 藩 遺文〕 

巳 上 

來礼 披見 申 候。 依大坂 早速 落城に て、 上下 俱 大慶 推量 可 有 之 0 殊筑前 殿 手柄 候 事に て 珍重 存 


利 政 又 利 正 

と 書す る、 、 

とわり 


十九 年に 二 

十 年の 該 


すな は 砂 


^；？^-候。 其 元 春院樣 一 段 御 息 炎 之 由、 何より 満足 此事候 0 猶追而 可 申述候 0 恐 々謹言。 

五月 廿 四日  利  正 判 

生 ぼ "ォ ニー 殿 

大阪 夏陣雜 姐。 

〔慶長 十九 年；^ 五月 大坂表 夏陣之 覺〕 

1 、 自 京都 五月 三日 御 出陣 之 旨、 公债 御定。 藤 堂 和 泉 殿. 井伊 掃 部殿兩 組、 其 次 越 前 宰相 殿、 

其 次 利 常樣、 其 次台德 院樣、 其 次 家 康公御 旗本に 而 御座 候 事。 

一 、 利 常 様 京都に 而者、 北 野に 御 在陣、 御 家中 之人數 者、 峰 蛾に 被 成 指 五月 三：！： 御 出陣、 

竹 田 通 御 武者 押し、 則 竹 田に 御宿 陣 0 四日、 天神 之 森 御宿 陣。 五日、 すな，、」 申 所 御宿 陣。 六 

nn、 久法寺 御宿 陣。 七日、 大坂 城攻、 岡 山 口 迄 御 人 數出之 事。 

但、 久法寺 は、 大 坂より 三 里 平 許 も 可 有 御座 由 0 

一、 道中 御 武者 押し 之 刻、 一番 旗、 二番 鐵炮、 一 二番 弓、 四 番長 柄、 五番 其 手 之 組頭、 其 次々 

組 中 一手々々 行列 之 事。 

一 、 七日、 岡 山 口 御 人数 被 出 候 儀 者、 前月大 坂より 人數を 出し、 藤 堂 和， お 殿. 井伊 掃 部 頭 殿 手 

に 合、 利 常樣者 程隔り 御手 合 無 御座に 付、 御先 手 御 訴訟 被 成、 岡 山 口， Si 御^之 由 御座 候 御 事 0 
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一 , 岡 山 口 御 家 御 鶴、 岡 山 本道 左の 方、 山 崎 閑齋. 奧村河 內兩組 一 偏。 其 次長 儿郞 左衞門 • 本 

多 安房 兩組 ー備。 岡 山 本道 右の 方、 橫山 山城. 富 田 越後 兩組： 備。 其 次 利 常 御手 之 備に 而御 

座 候 御 事。 

ai  富 田 越後 且ー轄 御馬 廻 三組 御 小姓 も X  jn お la 完 豪 

ai  橫山 山城 萍 I 一  係 御馬 廻 三組 御 小姓 禾 v= 様 も德 K 榜 

^^M- 岡 山 口 本道 

山 峰閑齋 且 Is 本 多 安房 w« 且 一 i  御 家 之 御備. g 此 

ai 奧衬 河内 W あ  一 f 長 九 郎左衞 門 评^  一  f  家康 は 天 王 寺 口  Li 御備之 由-」 御座 候。 

一 、 岡 山 口 御備之 時分、 一番 鐵炮、 二番 弓、 三番 長柄 之 •。 但旗 者、 御備之 跡に 立 申 事 0 

一 、 一 組 之內、 人々 G 鐵炮， 弓. 長柄、 其 組頭，、」 一 所に 遣、 其 手々 之 栽 許 人相 添 候 事。 

一 、 岡 山 口人 數御 備候處 に、 敵方 人數多 押し 廻し、 御 味方 之人數 不足に 相 見 候 故、 御家人 數 

くらい を 取 有 之候處 に、 鐵炮ー 放 宛 打捨、 御 人 數懸り 候へば、 敵 敗軍に 付、 追. 对に被 成 候 御 

一 、 武者 大將、 松： 牛 伯 香. 水野內 匠に 而 御座 候 事。 

一 、 竹た ば 付 儀 者、 一 手 之 組頭 指圖 次第 之 御定之 事。 

1 、 惣而 小屋 取之ぺ 第、， 先手より 一 組 切、 或 者 在家 を こぼち、 或 者 山林 竹 木 伐 取、 小屋 掛候 


一 、 一 組 切 小屋 を 取、 三 町 又 者 四 町 程 先に、 夜中 捨篝 二つ 三つ、 其 夜 明 候 迄 燒捨候 事 0 

一 、 本篝 は、 小屋より 一 町 前後に.、 一 一 つ 三つ 爲燒申 候 lsl?.o 

一 、 夜中 張番、 一 組之內 より、 かわ るん \ 相 勤 候 事。 

一 、 夜之內 間、 鐵炮 組々 より、 所々 より、 或 二度、 或 三度 宛 打 捨申候 御 事。 

1 、 一 手 小屋 之け こみに 11;^ 驗を 立、 其より 兩 方ね、 旗. 長柄 立. まぜ 候 率。 

一 、 甲 はけ こみに 立 候 も 有 之 候 得 共、 大半 者 小屋 之 內に立 置 候、 勝手次第 之 事。 

一 、 111 つか ひ 候 者、 七つ 以前に 仕 廻、 黄 之 一 天 御 出張 御 定之事 0 

一 、 朝飯 仕 廻、 晝飯步 行 之 者より 以下 者 腰に 付 させ、 晚の 飯米 も、 人々 腰 袋に 付 させ 候樣 に、 

惣組屮 申定之 事。 

一 、 骑馬之 者 は、 其身牀 により、 鞍 輪に 付 申 候。 一 手 之 組頭 は、 辨當爲 待 候 得 共、 先 は 鞍 輪 

飯米 付 候 事 Q 

一 、 大 坂御陣 之內、 公 俄より 御 扶持 方 相 渡. -、 御 家より は、 早見 十 太夫 VJ 申 者、 請 取に 被 遣 

由に 御座 候 0 道中 其 外御對 陣中 者、 無 御 構 三日 分之圖 りの 由 御座 候。 是者、 大坂三 n 之內に 

落城 仕に 付 其 故 に 而可有 御座 かど、 何 茂 取沙汰 仕 旨 に 御座 候 事。 
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三 ニニ 

一 、 御 家 之 小 荷駄 舉行、 極た る は 無 御座、 人々 手前よ， - 裁許 之 者 添、 惣 人数 之 跡に 遣 候，、」 覺 

候 由に 候。 大正 持 御 陣之節 者、 高 知. 御 小姓、 かわる ぐ 被 仰 付 候 事、 以上。 

〔贺陽 侯； 御陣 H 次 之 覺〕 

.「^- 卸 車 tr ョ卜, >  曰 5r-w^i>sf 卸お 車 0 利 常 公 京都に 於て 北 野に 御陣、 御家中之軍；^は嵯峨>」陣<,^<3三."再印 

,ふ 御^ & 1 パ リ<5!^き 彻 ±1^ 取 也。 四月 廿 六日 之 日 附に而 御 軍法 十 五ケ 條.^ 被定。 rf=^月三t兩：^ 

所樣 京都 伏 見 御 出軍 之 旨御定 o§g§MgM5 いし 利 常 公 五月 三日に 北 野 峰 蛾 御 出 勢、 竹 田 通 御 押 0 

其夜叫竹田31,^1:,>申.^^;^木0  ^薪 吋 5^1 少寸 0  .4 ヽョ おき. ¥o 大 坂よ リー 一-鬼 半 計。 此 B 藤 堂 州 道 明 寺 筋に 於て 

に 御陣。 .-I ヌ 森 なリ。 51  お ナ 日 寶寺 县 我 部 盛， 魂と 迫 合 有り。 井侨 IS 部 若 江に 於て 木 


■  御先 を 望み、 利 常 公 御 押出 之 所に 城方收 走に 及、 御先 手 進て 是を討 先手に 加る。 物 頭 中 

卸：；，0,:13る：^?^ル义昔>ひ操動有之0  .Ef^E^ 右近. W 附左； ぼ 助.、 孩 w§ 娥部. 伴 雅樂助 • 律 田 勘 兵衞. 同源 右衞門 .西 尾 nsu 

I Mff  afef  s^f人•丹羽繊部.橫山大si.営城^^、女.山田$^^9衞門•後藤*.•左衞門等也o 

町： u に 於て tl を 合、 或は 高名 を 遂る族 有 之 0 

葛 卷掌人 山 森 吉兵衞 古屋七 左衞門 脇 m 九兵衞 梶川彌 左衞門 

猪 子 九 郞右衞 門 生 田四郞 兵衞 氏 家 久兵衞 山 本 九 右衞門 玉 井藤 左衞門 

野 村 七 左衞門 江 守 覺左衞 門 橫地忠 左衞門 葛 岡 平四郞 大野 其 之 t^l 

脇 S 帶刀 淺井八 左衞門 瀧 與右衞 門 澤 ffl 源 左衞門 河 合 惣三郞 

、 Ml  *TV  R-  L  p 

.ん J-  ^  6^  IT-  ^  '  «  r  ■  r  ■  I ト If  —  ！  f  , 


等 其 働 谷 品替て 場所 も 所々 にて 有之ハ 

同 有 之。 

五月七日 所々 に 於て 討死 之士有 之。 ， 


此外 所々 に而鏈 高名 之士 有り。 i^w 帳に 隨て出 之。 猶 M ハ 


長瀨小 右衞門 小 寺 甚右衞 門 多 田大學 堀 田 早 右衞門 

靑木權 右衞門 ^.l-田七左衞門 山 下 勘 兵^ 富 田 市十郞 

祌子田 五兵 衞 妻 木 左 京 堀 久左衞 門 服 部 左 源 太 

藤 田 內藏允 矢 野 所 左衞門 古澤 加 太夫 杉 野 三郞 

^田 助 左衞門 大 原忠菅 山川 織 部 改田 久兵衞 

前 波 助 一  鈴 木 忠兵衞 細 野 雅樂助 桑原 十兵衞 

森 覺右衞 門 澤 少 兵 衞 坂 田 權右衞 門 

以上 三十 四 人、 冬 陣眞田 丸に 而 十二月 四日 討死 六 人、 都合 四十 人。 寶圓 寺下祠 堂に 其 位牌 を 

立 $3； る ， もの 也 0 

敵 敗軍に 及で 追討 之 高名 多し。 眞參. 家中 合 二百 十三 人 敵 を 討 取、 首數 二百 五十八。 一』? Jfiilf"" 

討 取った る 者 有 之 ゆ へ なリ0人囀分之下士數多首^^ぼ內、^;„1ハ首31^能 郎<? ロ維& (Jtt( ： 三 千^. M 曾 隈. ^  nr 人 日 

御 褒美-,, L ぁづ かる もの 八十 二人、 其內鍵 も 合よ さ 働 者 四十 五 人。 者 カロ 菊 £z さ I 三 1 ぎ. 2 まお ゼ 3 戶ノ E 

之 朝 秀賴公 御 生害 之 後、 大御所 即刻 御 入洛；^ 錢滅 sl*fi^ 麵" 同 九日 大樹 伏 見， 御 入城 ； g 则 
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神 11； 藏人 

诹訪 八兵衞 

三 好 左 助 

中 村 安左衛門 

神 田 左 門 

眞田勘 解 由 

犬 嶋織部 


三 二 四 


に御陣 


し 


I。 山 六月 十五 n 大樹 御 參內。 IJJiK 默 fll 嘴 古 七月 十七 日 大樹 公二 條亭 に來て 大御所に 謁ー 

玉 ふ。 同 十九 日 大樹 伏 見 を 出御。 ； ^細細 細い」 江 八月 四日 大御所 京都 を 出御 fwg 麵， 府 

〔北 藩 秘鑑〕 

元 和 元年 乙 卯 五月 七：：：  . 


大坂御 陣戰死 姓名 

五百石 

服 部 左 源 太 M 田 丸に 而錯 .M。 

御 .it 廻 頭 二 千 五百石 


敵 大勢と 組合 戰死。 五月 六 n 之 事と 雖、 下祠堂 LL 七 B と 記。 牧 田胆。 


死。 五郎 右衞 門祖。 嫡子 だ 郎右衞 門 

0 右 五郎 右衞 S: 娘 trs, 物- si,M^llil?t 


石 被 下、 三男 五郎 右 衞門千 五百石 相續、 是^ だ 郞右衞 門 家 也。 監 

物 曾孫 次 郎兵衞 寬政ニ 年 病死。 跡目 不被 仰； 5;、 依而 1M, 者 敏辭。 


J,n  =- 芒、 S 黑門前に而首ニっ、 內 一 っはもざ付證人森伊右衞門等.51。 戰死之後-欉んょリ働之^^子言上。 町 

^  .^  r-  f 之 內に而 敵 三十 人計扣 ii? 之 中に 進入、 大さに 働 其 場に， S 死ォ。 加兵衞 子孫 豐左衞 門 死後 跡目 不 


被 仰付斷 絶。 今の 惣左衞 門 家 者 加 

兵斷ょ y 以前 に <Rh 候 庶梳之 由。 


【 炮 頭 

堀 田 平 右衞門 

藤 田 內藏允 

山 下 勘兵衞 


岡山に而同姓圖愈：介と相突；^^死。 子孫 御 國に鍵 一之。 宽永 十六 牟御人 分、 千 四百 石 堀 田 左 ik 、衞、 

1 一一 百 五 拾 石 堀 田 喜 右 衞門兩 人 富 山， S 被 遺 候， 是等平 右衞門 子孫 歟未 考。 

岡 山 口に 而戰 死。 八 郞兵衞 嫡子に 而新知 百 五 拾 石 被 下 8M、 無 子。 八 兵 衞泣跡 者、 次男 八郞兵 

衞 相續、 则甚 四郞祖 也。 

右 同斷。 子孫 無 之御國 に。 元 和 七年士 帳、 六 百 石山 下 大學同 次 郎九郎 有 之。 寬永四 年 士帳、 四 

百 石山 下大 mi- 有 之。 其 後不相 見、 斷絕之 千 細 未詳。 


識訪 八兵衞 

四 W 石 

齋田七 左衞門 

五 ぼ 石 

小 寺 甚右衞 門 

千 石 

神 1!^ 藏 


人 


清 右衞門 家筋 

_霞 女 也 C 


右 同斷。 子孫 御 國に無 之。 元和七年士帳1!^百石詉訪長八、寬.水1:年士；^1„5!11:石詉訪八兵衞^?之" 

其 後不相 見、 斷紹之子細！^^未^^。 


右 同斷. - 虎之助 a( 


右 同斷。 主計 祖。 


眞田丸§.5構之木.<?&1身？，|指.^以切破、內，っ」乘入敵大5^カと鐘>^ロ"、、其場に^ぬ源，，^。 ，子 kif*.pn 

其 孫 長 太 都 不屆有 之 御 追放 也。 二 代藏人 次男 甚七郞 ，^=1 百 石 配分。 是 fi 人家 孤 也。 初代 藏人 弟， 


五百石 

神 子 田 五兵 衞 

三 好 左 介 

心 自殺、 

家 斷絕。 

二百 三十 石 

中 村 安 右衞門 

五百石 
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眞 田 丸 口にて 戦死 歟。 五兵 衞祖。 

アイ 場 屋敷 LL 左 介 剌之銷 計 有 之.^ 家來見 付、 定而其 場 Li 而 戦死 成べ しと 云。 又 成 田 半 右衞門 

黑門稱 下に 附居 たる 時、 左 介と 付 居候.^ 袋 狭間よ リ鐽 ド而突 殺と 云。 嫡流 助左衞 門資 永 ニ年亂 


黑 門に 早く 付、 鐵炮 LL 中 死。 岡 三 郞祖。 子孫 相續、 左 丘 ハ衞者 次男 家 也。 


元 和 元年 


三 二 五 


多 w 大學 

富 田 市十郞 

五 kn 石 

靑木權 右衞門 

坂 田 權右衞 門 

妻 木 左 京 

二  石 

堀 久右衞 門 

矢 野 所 左衞門 

四 石 

杉 野 善 三 郞 

大 原 忠 菅 

細 野 雅樂助 

六 は 石 

眞田勘 解 由 


黑門 筋に 而戰 死歟。 小 寺 甚右衞 門 嫡子に. ►g、 多 田 四郎右 衞門ハ ijis 子 相續。 死 之 投赏弟 甚七郞 

S 五百石 相總被 ：5： 處、 五歲 にズ^ 瘡に而 死去、 家 斷絕。 今 之 多 S 次 郎左衞 E:^ 此 末孫に 而 無 之。 

二 丸 町 口に 而鎚， ^合、 卽 座に 戦死。 子孫 五兵 衞 永 十六 年 御 人 分 之 節， 大聖 寺. S 铍遣、 末孫 左 

膀と 云。 五兵 衞正 流^ 斷絕。 


二 丸 町 口に 而戰 死撖。 和平 組。 

右 同斷。 子孫 御 國に無 之、 斷絕の 子細 も 不知。 今の 坂 田， は 之 助 者 松 平家 之 而、 械右衞 門 子 

孫に.,^ 無 之。 

右 同斷。 子孫 有無 一 向不相 知。 


場所 不知。 與八 郞祖。 

右 同斷。 所 左衞門 肌。 


黑 門之內 S 入、 門下に B« 持 二 あ 之に 腰，^ 掛 居候 處、 ^之內 より 此長持 打、 中 LL.^ 藥 

有 之 燃 出、 喜三郎 IS の內. ^入 入、 同月 十六 B 死す。 善三郞 組。 ^以下 同日 死去。 

眞田丸 邊に而 手 貴。 彌 三組。 

稱乘 さまに 大萄 に而 ちり 毛 之 頭より 胸中 迄 突れ て、 鐽之 しほ 首 肩の 內ゎ折 入 候 vi- 家人 共 31- ズ歸 

り、 少し 正氣 在て 後 死去。 富 山 細 野雅樂 助胍。 


岡 山 口：，： 而戰、 手 貢。 左 次 兵 衞祖。 


條 助 左衞門 

三 ぼ 石 

祌田左 門 

改 田 久兵衞 

山川 織 部 

前 波助丞 

鈴木忠 兵 衞 

桑 涼 十兵衞 

二 巧 石 

澤 少兵衞 

大島織 部 

森 覺右衞 門 


岡 山 口 筋 Li 而 深手 氣。 子 助 左衞門 文 八 年 嶺覺丞 と 致 喧嘩 相 ST 家斷 絕.. 


右 同斷。 ォ次 郎祖。 

ニ丸町ロに而^_れ手臭0 島 田 喜 四郞ぜ がれ 小兵 衞 叔父 攻田半 右衞門 養子 分に 而、 苗字 改久兵 衞弟， 

に 相 成、 久兵^ 遣 知 之 內気百 石 元 和 元年 被 下、 其 子孫 今の 主 爲也。 

右 斷。 子孫 御 國に無 之。 寬永 十六 年 富 山； S 御 人 分、 五.？ H 石山 川彌 五右衞 I：、 大聖 寺ね 一 1 一 百 石 

山川 與兵衞 被 遣。 是等之 內織部 子孫 歟。  • 

右同斷 0 子孫 御 國に無 之、 其 子細 不知 0 今 前 波 氏 者助丞 子孫に 而無 之。 

右 同斷。 子孫 御國 LL 無 之) 寬永卞 六 年 富 山 S 四百 石 鈴木權 佐、 御 人 分に 而被遣 候ノ是 忠^ ll^J^ 

子孫 歟、 未詳。 寬永四 年 士帳百 五十石 鈴 木 大藏と 云 有 之。 今 鈴 木 氏 一 園 忠兵衞 末葉に 而無 之。 

右同斷。 富 山 y お 原 友 之 助 狐 0 


黑門邊 に 而 深手 貴、 同月 十七 日 死。 服 部 常 在院子 也。 少兵衞 死後 五 右衞門 相镣、 氏な 服 部と 坎" 

少 兵衞澤 氏.^ 稱す、 子細 不知。 幸三郎 孤。 

黑門 際に 而 一 番 に 塀 > ^乘候 虚、 敵數人 鍵に て 突 落 候 v^、  ^^0^^^^ 

善兵衞 存生 之 內ょリ 被 召 出お 之、 戦死 之 後 弟 左 太夫 じ 織 部 遠 知 铍下。 


同月 十八：！！ 死す 0 

i< じ 織 部 遠 知 被 下。 

岡 山 口に 而 深手 負、 右 同日 死す。 富 山 森 新兵 衞 孤。 

右 四十 人 忠死之 功 を 被 爲感、 寬永七 年 十月 寶圓寺 方丈に 並で 一 宇 を 建立せられ、 下祠 堂， こ號 

し、 位牌 を 被設、 姓名 等 被 書記、 此內ね 被 建 置。  一 

〔國初 道 文〕  一 

加 1*^ 史料 第 二 編 元 和 元年  一一 一二 七  一 


三 二八 


加 M 守 は 前 

田 綱紀 


大坂 落城 首 帳 

ま 三 VJI ヒ ta£4l 三 戊」 .：=' トノ^^ 內 laE 左衞 門； 久作捕 之 0 

一一， 丄百玉 1H 少 §e  1^ 御宿 越 前 守 首&本 右近 抽 之。. 


同 三千 二百 

同 六 百 二十 

同 三百 六十 

同 三お 一 

同一 一 kn 十七 

同一 一 百 六 

同 ffl 十五 

同 百 五 

(下略) ， 


松 平筑前 守 

松 平 武藏守 

京 極 1^ 狹 守 

羽 柴丹後 守 

本 多大 隅 守 

羽柴 右近 

桑 山 左 衞門尉 

カ胖式 力" 少輔 

本 多 縫 殿 介 


〔大坂 一 卷〕 

寬文九 年加賀 守^より 佐々 木 道 求 へ 御尋； 

御 鐵炮頭 


同 八 百 六十 八 

同 五 百 二十 五 

同 三百 十五 

同 二". = 五十二 

同一 一^ 八 

同 百 五十 三， 

同 k:: 十七 

同 ぼ 八 

同 wn 一 


. 付大坂 一 卷 i 


藤 堂 和 泉 守 

松 • 平 陸 奥 守 

井伊 掃 部 §5 

本 多 美 作  广 I、 

鳥居 土 佐 守 

金 森 出 雲 守 

小 出 大和 守 

毛 利 甲斐 守 

土 井 大炊助 


石 川 茂 平 首 

石 川 虎之助  首 

石 川宮內  首 

長瀨 生計  曾 一 

玉 井 市 正 首 

水 野次 郞右衞 門 首 

水 野 勘兵衞 首 

高 畠 木工  首 

渡邊 助次郞 首 

野 村 小 右衞門 首 

富田彌 五作  酋 

富 田 兵 部  首 

石黑覺 左衞門 首 

梅大學 首 

長 田 市兵衞 首 

加賀藩 史料 第二 編 元 和 元年 


ほ 」 

岡 山 

大手の^ * 

田 丸 構之內 

ざ 付 三の 

丸 町 に 而 

惣 構の 內に而 

町 口 

八 町 町に 而 

もぎ： & 岡 山 

もぎ 付 町 口 


三の 九 

篠山 

も ざ 付 千 

貫 槽の北 


證人 なし 

同 なし 

同 なし 

同 なし 

同 11^ 田與五 右衞門 

同 なし 

同 なし 

同 長瀨 主計 

同 里 村 治兵衞 

同 淺 野將監 

同 なし 

同 なし 

同 杉 江 兵 助 

同 なし 

同 不 破大學 

1 一三 九 


岡 田 惟人 首 二 三の 丸 

不破 加兵衞 首 一 

井上 勘 左衞門 首 二 

井上 右京 首 一 

御馬 廻 衆 

高 S 左 門  首 二 

津田 源三郞 首 一 

中 川 久右衞 門 首 一 

湯 原 主 水 首 二 

大塚 刀 首 一 

山 本 生： iT 佐 首  一 二の丸 

板 坂 市 右衞門 首 一 二の丸 

橫山縫 殿 助 首 二 靑屋ロ 

長屋 數^ 首  一 二の丸 

森 右衛門 一  篠山 南の 谷 


六日 Li- ま は、 リと 

^fvj うほう じの 間に 而 

天 王 寺 口 構 

靑屋ロ 

靑屋 ロニの 丸 

玉 作 口 森 豐前尾 敷 

の內前 

心樂之 

本 IS 敷 

難 波 橋 

二の丸 


三 三 〇 

證人 森 伊 右衞門 

同 なし 

同 なし 

同 なし , 

IV 大西 佥右衞 iZ 

露ス 森 田 左 近 

同 なし 

同 橫地忠 左衞門 

司 今枝內 Sli 

^ 山 田大學 

同 なし 

同 なし 

同 櫻 井 九 右衞門 

同 なし 

同 なし 

なし 


後 m 笠 江山 な 

藤 谷間 守 下し 
― 勘 傳半 

^ 解 兵 兵 ^ 

助 由 衞衞庫 


渡^  土 左 三 長 

野 方 山 

邊彌 本 藤 山 星 
？平市 

內右 右武丘 数 

衞衞 ハ 

匠 門 門內 t^i 


進 藤監物 

淺香出 雲 

堀 內膳 

堀 伊 豆 

高 畠 善 太夫 

高 畠彥 太夫 

渡 邊內匠 

永 井生 馬 佐 

津田兵 部 

佐 久間三 右衞門 

lli^ 淵 加 右衞門 

里 村 彌兵衞 

林 彌次 右衞門 

村瀨九 右衞門 

森 田 左 近 

加賀藩 史料 第二 編 


首 一 

首 1 一 

首 一 一 

首 1 j 

首 一 

首 二 

首 一 

首 一 

首 一 

首 一 一 

首 一 一 

首 一 

首 一 

首 一 

首 二 

元 和 元年 


算用 丸 


1 、 二の丸 堀 際 

町 口 

侍 町 

三 Q 丸 

二の丸 

二の丸 

片桐市 正 

屋數の 下 

三の 丸 

二の丸 

町 場 

岡 山 

二の丸 町 口 

本衬長 門 

屋敷の 前 


證人 なし 

同 なし 

同 なし 

同 淺 野將監 

同 

同 


同 

同 なし 

司 橫山 大膳內 

^  辰 巳 隼 人 

同 なし 

三 三 一 


同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同同證 

人 

永 島 沐佐河 な 原 佐橫田 な な な な ^ な な な 齋 な 


田 合し 山 井 
\m%      « 藤 も 


ししし し 


主 右 九 武左 

衞 衞 

.R^ 門那 內門 


外武右 ち 
衞 f55f 

養 已內門 P"3 


田 


郞 


し 


しし 藤 
市 
左 
衞 
門 


し 


本庄 主馬 佐 首 一 

津田甚 三 郞 首 二 

生 駒 左 門 首 二 

歸山助 右衞門 首 一 

加 藤 半兵衞 首 一 

村 山 太 郞左衞 門 首 二 

前 波 義太夫 首 一 

佐藤彌 右衛門 首 一 

佐 分利 權 太夫 首 一 

藁 科 助五郞 竹 二 

林 助 八 首 一 

河 合 吉右衞 門 首 一 

鈴 木 權右衞 門 首 一 

橫山膝 左衞門 ^一 

靑 山勘 解 由  首 一 


織 田ヒ野 IT 敷 

と 二 の 丸の 間 

櫻の； IgF 


玉 作 ロニの 丸 

靑屋 ロ桥際 

町之內 

二の丸 秘^ 

玉 作 ロニ  5 丸 

二の丸 摊際 

二の丸：^ 內 

本丸の 下 侍 町 

二の丸 

二の丸 堀 際 


同 同 同 同 同 

な な 三 吹 上 な な 

し し 山 田 田 し し 


林 孫九郞 

久津見 善兵衞 

小 塚 半 右衞門 

加 藤內匠 

三階 書 右衞門 

佐 久間彌 右衞門 

原 傳左衞 門 

矢 部 孫 右衞門 

三 田 村庄 兵衞 

半田 八 右衞門 

長 田 庄右衞 門 

小幡 K 獄助 

鶴 見文內 

大 • 牛 左 "AT 允 

山 崎 吉左衞 門 

加賀藩 史料 第二 編 


首 一 玉 作 ロニの 丸屋下 

き 一 玉 作 二の丸 

f 一  三の 丸 間 

首 一 玉 作 口 

首  一 1:15 邛 

酋 一 極樂橋 近所 

首  一 二の丸 堀 際 

首 一 眞田九 

首 一 極樂橋 Q 口 

首 一 玉 作 ロ惣構 

首 一 玉 作 ロニ Q 丸 

首  一 二の丸 

首  一 二の丸 外に 而 

首 一 靑屋 口： W 下 

酋ー 二の丸 

首 一 玉 作 ロニの 丸 

元 和 元年 


證人 

同 


靑山^ 解 由 

島 田^ 左衞門 

なし 

なし 

石 川茂ギ 

なし 

なし 

なし 


陋 之 助 

平 左衞門 

市 兵 衞 


同 

同 


なし 

なし 

なし 


水 商 丹 

千 原 田 羽 

田佐嘉 

采內 十 輪 
女 郞部 


な 

し 


三 三 四 


富 田 與五郞 首 一 

原 田 外 記  首 二 

島 田 勘 右衞門  首 一 

松 田 平 太夫 首 

羽田 三 右衞門 首 

橫井五 郞右衞 門 首 

齋藤三 太夫 首 

上田 權之助  首 

鳞井は 部  ^ 

小 林 六 左衞門 せ 

原 五 郞左衞 門 首 

豐 島 八兵衞 首 

永澤左 允 首 

松 崎 左兵衞  首 

柘植數 首 


二の丸 極樂橋 

塀の 下 に 乂 

靑屋 口 

も ざ 付 二の丸 

と 三の 丸 間 


侍 町 

二の丸 市 止 

屋敷に 而 

二の丸 

靑 屋ロ屋 

敷に 而 


櫻の 門 構 際 

泥町朿 

の 侍 s 

つき 山 西 

京 橋 二の丸 

もぎ 付 1 一 の 丸 


證人 

同 

同 


なし 


平野 彌次 右衞門 

林 孫九郎 

靑山 勘 解 由 

なし 

水 野次 郞左衞 門 

加 藤 半兵衞 

なし 

高 畠 左 門 

中 衬彌五 右衞門 

なし 


柴田柄 漏 之 助 

なし 

なし 


高 水 平 岩 西菊麵 渡!^ t 

野 EH 瀨ォ 
皇野 彌田 付〜 田彌 

次 孫 次 六 

二 左 式 右平 単— 左右 ^ 

H 衞 ー衞ハ 
五 門 部 門 蔵人 郎京 門衞 


宮田加 右衞門 

ほ 香 人 

平野 主馬 之 助 

小篠五 左衞門 

市 村 新之丞 

岡 田 八 郞兵衞 

吉田 主馬 之 助 

柳 田 半 助 

齋藤次 郞兵衞 

御 小 

齋 藤中務 

山 崎采女 

國府掃 部 

淺 野次 太夫 ， 

.glA 藩 史料 第二 編 


二の丸 櫻 

の爲場 


さ 

首 一 

首 一 

せ 一 

首 一 

首 一 

首 一 

首 一 

首 一 

首 一 

姓 衆 

^ 一 

首 一 

首 一 

曾 一 靑 屋ロ稱 下に 而 

元 和 元年 


市 正 丸 

三の 九 

三の 丸 

もぎ 付 岡 山 

もぎ；： Jz: 

織 田 上野 屋敷と 

さき 小 二の丸の 間に ズ 


靑屋 ロニの 丸 

同所に 而 


同 

證人 

同 


なし 

なし 

福 尾 左兵衞 

平野 善 左衞門 

： 牛 野 善 左衞門 

脇 田 IW 刀 

なし 

なし 

なし 

なし 


同 同 同 同 同 同 ft3 同 同 同 同 同 同同證 

人 


篠岛掃 部 

ス r 井 作十离 

淺香市 正 

小塚權 太夫 

佐々 作十郞 

河原 $ ^人 

下 澤小內 膳 

菊 田 逸 角 

I  ノ  .iwT*  ノ 11 ノ 

奥 村 三 左衞門 

藤掛又 太夫 

本 保 木工 之 助 

笠 間 九 郞三郞 

pfflfe 兵 衞 


首 一 

首 一 

首 一 靑屋ロ 構の 際 

首 一 二の丸 

旨 


靑屋ロ 三 

の丸內 


f 一  三の 丸の F 

1 一 市 正 丸の 下 

首 一 大和 口 塀 際 

首 一 靑屋 口に 而 

首 一 二の丸 堀 際 

首 二 靑屋： ：： 二の丸 

首 三 同所に 而 

首 一 同所に 而 

曾 二 靑屋 rn 侍 町 

首  一 |き^ 


大手 樱門 

口に 而 


三 三 六 

吉田左 近 

松原 內 K 

下 澤小內 膳 

建 部舍， S 

なし 

福 a3 左兵衞 

吉田 小 左 近 

堀 脑兵衞 

茨木 助 右衞門 

ズ S? 正 

吉田 "兵衞 

淺舒次 太 部 

水 野 式部 

板 坂 市 右 街 門 

小 幡民部 

板 坂 市 右衞門 

大島雲 平 

名衬重 左衞門 

： 牛 澤釆女 

長 田 市兵衞 


平 澤采女 

杉 本： 部 

渡 邊维人 

福 田 左 京 

遠 田 勘 右衞門 

久田儀 左衞門 

大島左 太夫 

行 山 主馬 助 

山 田大學 

村 井 左 近 

淺 野將監 

齋藤市 左衞門 

齋藤兵 部 

神 11^ 金 太夫 

千 福 權 佐 

加賀藩 史料 第二 編 


首 二 

首 一 三の 丸 下町 

首  一 二の丸 

首 一 靑屋 口 

4m 一  三の 丸 東 

首 一 の 方稱際 

首 一 

首 一 黑門 について 

首 二  yl^* 

首  一 二の丸 

首  一 一二の 丸 塀 際 

4a  二 ゆの 村の 後谷の 上 

^一 一  眞田丸 LL 而 

首 一 あへの 二の丸 

首 一 三の 九 塀 下 

首 一 櫻 Q 門に 而 

首 一 

元 和 元年 


證人 笠 問 九 郎三郞 

同 淺香出 雲 

同 なし 

西 衬準人 

司 菊 田 源 左衞門 

山 崎采女 

a, 松平內 匠、 小 加丘ハ 

^ 衞、 井上 憐左衞 門 、奥 

付 河內內 齊藤兵^^門 

同 なし 

同 なし 

小 林 民 部- 能 木 六 乒、 

同 衞、 笠問傳 兵衞， 奧 

村 三 左衞門 

司 久 It 兵衞 

r 長 田 八 郞兵衞 

同 歸山助 右衞門 

同 なし 

中衬彌 五 左衞門 

ns: 津 勧 三部 

半田 八 右衞門 

同 吉田逸 

同 平野 善 左衞門 

同 富田彌 五作 

三 三 七 


7: 森 平 山 松 遠 奥 

し 野 me 田 fai 衬 
猪: 請 勘 石 

右 右釆內 右^ 


衞 


衞 衞:^ 
門 門 女 匠門衞 


內 


三 三 八 


田 部 助 太夫  首 一 

寺 西十藏  首 一 

小 塚 源 左衞門 首 一 

瀧 左 源 太 首 一 

岡 田 傳左衞 門 首 一 

大井. お 佐 首 一 

渡 湖彌次 右衞門 首 三 

石黑 新十郞 首 一 

大瘦助 之 進 首 一 

井上 權左衞 門 首 三 

土 肥 庄兵衞  首 一 

小 林」 兵衞 首 一 

小 鳩 八兵衞 首 一 

瀧 三 郞兵衞 せ 一 

木 村 武兵衞 首 111 


平野 口に 而 

靑屋ロ 三の 丸 

同所に 而 

市 正 丸 塀 下にて 

市 正 丸 東の 堀 

際に 而 

a ゆ 田丸惣 

玉 作 ロニの 九 

天守の 下 堀に 而 

靑屋 口 

崎 島 南の 

堤の はた 

三の 丸 東搏下 

眞 田丸惣 

構. ほの 內 

靑 1® ロニの 

丸 門の 內 

菊 田 源右衞 門と 

相對靑 1®  口 三の 

丸屋 下に 而 


證人 

间 

同 ， 


なし 

なし 

なし 

题三酣 兵衞、 嶺嘉 右 

衞門、 内 田 太 郎右衞 

門、 河原 兵 庫 

なし 

なし 

山 崎 吉右衞 門 

富 田 內藏允 

なし 

0 勘兵衞 

遠 田 勘 右衞門 


なし 


大河 木 山 福 な 山奥 行齋 な 神 廣羅久 今 松 

^  し FH 村 山 し 戸木田 田 

'* 原 衬崎田 彌 _  U 藤 t 瀨 -卞枝 , 

IH>  1=： 二  +  *       ニ该 乂、 

助  iL 主  . 
_ ^単 助 采左 右左お 中 右彦郞 右內 

之  衞 衞' 街  衞 兵衞 兵 
進 人 平 女 京 P き 門 允 移 門 進 衞門旨 


行 
山 
ま 


河 崎 木工 之 助 首 

^ 木 六 兵 衞 首 

河 合傳次  首 

^間 傳兵衞 首 

窪 田 九 郞兵衞  首 

堀 三 郞兵衞  首 

村 田 嘉太郞 首 

河口 彌次 右衞門  首 

小幡民 部 首 一 

由 比 善 右衞門  首 

原 治 部 首 

西 村藏人 首 

0 勘 兵 衞 首 

吉田五 郞兵衞 首 

櫻 井 九 右衛門 首 一 
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市 正 丸に 而 

二の丸 

二の丸 口 南 

の 間 堀：，： 而 

靑屋 口に 而 

伊勢 御 Ss* 用 

場 に ズ 

三の 丸 町 口 

靑屋ロ 

黑 門に 而 

三の 丸稱下 

二、  ^の內 

玉 作 ロニ 

の 丸稱際 

も ざ 玉 作 口 

二の丸 解 下 


大和： n 树際 

靑屋 ロニ の 

丸稱際 

靑匿ロ 


同 

同 


同 

同 


奥 村河內 

渡 湖彌次 右衞門 

橫地忠 左衞門 


同 


平野 善 左衞門 

なし 

三 三 九 


首 首 

木 天 の靑 
町モ 丸屋 

^3)j 寺 塀 口 


同 同 同 同 同 同 

橫淺 7^ 加 橋 


同 同 同 同 同 同 同 


な 

し 


平 
野 
彌 
次 
右 

門 


な 

し 


山野 „^/R  ^ 

縫 冶 屋半 1 

え 太お ぷ兵衞 
助 夫 近部衞 


矢 
部 
新 
右 

門 


な 

し 


宫 笠 茨 橫田 齋富 富 茨 

田 間 木 地 部 藤 田 田 
^     助 M 市 助 
內 傳 那助 內 內 

藏 兵衞 》 衞蔵 藏衞 
允 衞門 門 夫 門 允 允 門 


同 證 
人 

な 淺中寺 

し 野衬— 
西 

治彌 

太 五主 三 
四 

夫郞ぉ 0 


市 橋 小 右衞門 

半 井 造酒 

^ ず 屋式资 

バ 水 林  ^  き a 

日 夏 三 左衞門 

橋 爪 半兵衞 

屮村彌 五 左衞門 

吉 ffl 逸 角 

櫻 井 丹 助 

福 ：^?. 太 兵 衞 

木 助 右衞門 

神 111' 治 太夫 

淺香權 之 助 

吉田左 近 

松原 內匠 


首  一 二の丸 

首  一 二の丸 

首 二 靑屋ロ 

t 一  ぶ】 付 市 正 

1 一 屋敷の 前 

4a 一 一  平屋 口 屋形町 

ま 一一 二の丸 塀 下 

首 一 靑屋 口 

首  一 二の丸 

首 二 玉 作 塀の 內 

首  一 二の丸 

t 1 櫻の It 

售 _ 場に 而 

首  一 二の丸 塀 下 

二 

首 一 

413 一  靑！！  口 

^ 一  解お ほ 


同 同 同 


菊 
田 

逸 


扛瀧 
守 

右 

半 

丘お】 
衞門 


吉田 le- 兵 衞 

手 野 善 左衞門 

佐 藤 兵 部 


弓 


久德 傅兵衞 

井岡 四 郞左衞 門 

萩原 助 左衞門 

山田庄 太夫 

名 村 重 左衞門 

大野 權 太夫 

林 勘 右衞門 

布施 勘兵衞 

橫田重 右衞門 

吉田甚 之 一 

村 田 久左衞 門 
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首 

首 一 

首 

首 

首 


衆 


靑屋ロ 

玉 作 ロニの 


二の丸 稱 

の 外に 而 

二の丸 

片桐市 正 丸 

塀 下- IL 而 

二の丸 塀 外 

靑屋ロ 

同 所 

長 織 部 

IHi 敷 門口 

二の丸 

三の 九 


首 

元 和 元 Jil. 


同所 


小 出播磨 

6. 敷 ー. 


證人 平野 彌ニ 右衞門 

同 奥 村 三 左衞門 

同 林 i 太夫 

同 武藤 加兵衞 

同 本 保 木工 

司 吉田左 近 

P 同大 內藏 

同 伊藤 源 左衞門 

同 大瀨左 太夫 

同 律 田 兵 部 

同 齋藤市 左衞門 

^ 板 坂 巿右衞 門 

ほ 获原四 郞右衞 門 

三 四 一 


平野 彌 次右衞 n 

吉田 五郎 兵 衞 


本文の 外 M5 

臣.」 して 首 

級 > ^瘦た る 

^は 略す 


尾 敷 

も ざ 付 大野 

修理 履 敷 T 

小 出播磨 

1® 影 


伊藤 源 右 衞？：  首 

武藤 加兵衞 首 

大瀬左 太夫 首 

〔たも，、」 や〕 

大坂赏 卯兩陣 軍功 加 恩 面々 

伴 八 矢 葛 

野 村 左お 篠 

丹 羽織 部梶 

山 崎 小 右衞門 

山 本 久左衞 門 

/  t や 夕 11 一 IP 

淺野與 右衞門 


證人 林 


三 四 二 


同 

同 


なし 

なし 


卷ホ人 

篠 織 部 

梶川彌 左衞門 

めせ 田 理兵衞 

寺 西 主 li^l 

髓 與右衞 門 

金子 左 馬 


御 は 前 田 

切 UJ 


安見 隱岐 

古屋所 左衞門 

宮城 采女 

氏 家 久兵衞 

北 川 久兵衞 

和 W 助 右衞門 

森 權 太夫 

〔松 雲 公 御 夜話〕 

一 、 大坂 御陣之 時分、 中 納言様 御人數 何" に 御座 候 哉、、』、 岡 田 豐前殿 わ 相 伺候 處、， 冬 は 三 萬、 

夏 は 二 萬 五 千に 候 由 御物 語 被 遊 候 を 被 聞 召 候 3::、 右 同日 御意 也。 


澤田次 左衞門 

津田 勘兵衞 

脇 田 九兵衞 

佐 藤 久右衞 門 

河 合 惣三 郞 

淺 野將監 


西： =^ 人 

淖田源 右衞門 

江 守 覺左衞 門 

山 森 吉 兵 衞 

玉 井 掃 部 

猪 子 九 郞左衞 門 


〔殘瀵 拾 玉 集〕 

大坂之 時、 加賀之 御馬 廻、 冬 御 陣には 六 組 を、 三組 宛 二 ッに分 左右，. J し、 外に ニ組ハ 橫山大 

膳 越" 麻 水に て 歸參、 人數無 之に 付、 祌戶藏 人. 瀧 與右衞 門 兩組を 添ら れ、 御 近 陣組ど 號し前 

備の 如し 0 夏 御 陣には 十一 一組に 被 仰 付、 大頭を 定め 可 被 成、、」 て、 大昔. wiiT. 多贺坪 ぺ庵被 仰付處 

に、 御" ぬ 廻 頭 中 申 は、 大昔 は 利 長 公 御 取 立 之 人、 何分下知^^^,?可申o 多 賀鷀舰 は歷々 之 筋 ど 申 

ながら、 冬御陣 過て、 夏 御陣ご G- 間に 被 召 出 新參者 なれば、 下知 請 まじ VJ 云て 止たり，、」 也。 

〔前 田家 雑錄〕 

一 、 富 田 下野 家來 股野 五 郞右衞 門、 大坂 WJi 御陣 に、 柏 野に 而； it を ひろ ひ、 則 夫に 乘、 大坂御 

陣相勤 0 歸陣の 時 柏 野に 而、 此 £T 放れ 走り 行衞 不知 Q 朱 鞍に 三 柏の 紋 あり。 其 年 五 郞右衞 門 

勢 州 山 田へ 參宮 方々 巡 見の 時、 則 止宿の 御 帥、 馳走に 乘 lJJ!r を 帝 出す を 見れば、 彼 朱 鞍に 而兑 

知りた る； at 故、 御師に 委く尋 ければ、 私 馬 也、 當 春より 何方へ 哉覽失 候而、 其 後 何 比： i り來 

る、、」 云 時節 相 叶たり。 則 郞右衞 門 常 々伊勢大神宮 を 信仰、 大 坂御陣 前に も 心願し ける 故、 

此 を 借 玉 ひ、 於大坂 手に 合、 後御呢 近，、」 成、 御加增 五十石 被 ド.！ ^也。 

六月 十 人 日。 加 賀石川 郡 野 田の 桃 雲寺燒 失す" 

〔寺社 來歷〕 祧雲寺 由來書 
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三 ra: 四 

當寺 開闢 者、 高 德院樣 如 御 遺言 當 山に 御廟 御 築、 慶長五 年 之 春 瑞龍樣 御 建立。 開山 者 高德院 

名は徐 樣引 導師 害 一圓 寺 一 一代 象 山 和尙、 隱居 以後 住持 被 仰 付 候。 其 時分 之 御 書に 野 田 之^ 圓 寺：， チ被遊 

候 ◦ 其 後 寺 號桃雲 寺，、」、 從瑞龍 院樣御 付 被爲成 候。 元 和 元年 六月 十八： 《 寺 中 致 燒失候 之處、 

追 付 從芳春 院樣御 再 造 被 成 下 候 ◦ 至當 歳に 八十 六 年に 罷成 候。 寺 厘 敷 之 義者拜 領地に 而 御座 

〔寺社 來歷〕 能 州 七 尾長 齡寺 由來書 

I 透 名は圭 從 高德院 様、 大透和 尙當寺 在住 之 內被下 候 御 書 御座 候 所、 當寺 三代 雲 堯和尙 野 田 桃 雲 寺ね 住 

I 堯 字は泰 持に 參候 時分、 當時 住持 相 定不申 候に 付、 野 田， に持參 申候處 に、 桃 雲 寺慶長 十九 年に 炎燒仕 

は鮮 候 節、 御 書不殘 致燒失 候。 

六月 一 一十：！：。 篠原 一 孝金澤 の寶幢 寺に 對し贈 遺 を 謝し、 己れ の 病 狀を報 

ず。 

〔國初 遺文〕 

尙々 煩 之 後灸藥 にて 無油斷 養生 仕 候、 以上。 

遠路 處御使 僧、 殊更 御札. 御 守 並 蠟燭十 丁 被 懸御怠 候。 御 悃志之 段別 而辱存 候。 如仰大 坂.^ 早 

速 相濟、 諸人 大慶 壮事 候。 筑前樣 末長く 御 逗^ 之牀 御座 候。 將又 拙者 其 地 罷莊候 刻より 相 煩、 


御 推量の 次 


大坂表 迄少能 候處、 京都 迄罷歸 煩苒發 いたし、 令 迷惑 候 0 併大 I ゅ衆賴 入、 無油斷 養生 中 條、 

頓而致 歸阔可 得 御意 候、 恐惶 謹言。 

六月 二十日  條 出 羽 守 一孝 判 

寳 糠寺樣 貴 報 

六月 廿 一 日。 橫山長 知 亦蠻幢 寺に 對し贈 遣 を 謝し、 前 田 利 常の 歸期を 報 

〔國初 遺文〕 

尙々 被 入御 念 示 預忝存 候、 以上。 

尊書 拜見 本望 至極 奉存候 0 殊 御礼. 守 並 紅燭十 挺、 被懸 御意 忝存 候。 如 仰 於大坂 表、 筑前様 無 

比類 御手 柄、 御大 慶舉察 候。 早速 可 被 成 御^ 國ぉ 候處、 長々 御 逗留に て 下々 迄 迷惑 可 申義、 

御 推量 候。 併來月 中には 可 被 成 御 下向 樣に申 候條、 可 心 易 候。 いづれ も 面拜之 節、 相 積義共 

可 得 御意 候、 恐惶 謹言。 

六月 廿 一 =  橫山 山城 守 長 知 判 

寶 幛寺樣 貴 報 

閏 六月 六日。 奧村榮 卿 等 大阪に 於いて 明 王 院* 寶幢寺 を 招き、 領内の 大 
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三 四 六 

阪 落人 を 探索す ベ き 命を傳 ふ 。 

〔國初 遺文〕 

猶々 御 心中 被 仰 談可有 御 出 候、 天台宗へ も此旨 可 被 仰 入 候、 以上。 

態 申入 候。 去 比 大坂落 居 之 落人 可 致 券 之 3::、 從 公儀 等筑前 様へ 被 仰 出 候に 付、 從 筑前樣 も、 

御 分 國屮家 を 持 候 之 者 を 亂明可 仕 之 ほ 被 仰 下 候條、 乍 大義 今 H 奧村備 後 所 迄 御 來儀舉 待 候、 

恐々 謹言。 

閩 六月 六日  奥 村 備後守 判 

長 如 庵 判 

山 崎 ^ 齋判 

松： 牛 伯 省 守 判 

§  王』 

寶幢寺 御 同宿 中 

閏 六月 六 11:。 德 川秀忠 京都 ニ條 城に 於て 眞言の 論義を 試みし め、 前 田 利 

常 等 之 を陪聽 す。 

〔天寬 日記〕 


問 六月 六日  一 

一 、 將軍家 伏 見より ニ條ね 渡御 御 閣談、 本 多 佐 渡 守. 同上 野 介 伺 公 於 前 殿、 眞言 論義有 之。 題 

は 十惡起 不起 身 三 口 四 意 三 四時に 起耶 各^ 耶。 賓 性院. 無量 壽院. 遍 明院. 正 智院. 金剛 三味 

院- 如意 輪 子 庵室. 北寶院 也。 講師 者 多 聞院。 兩 御所 出御 _聽 聞。 越後 少將. 足 張 宰相. 遠 江 中 

將. 越 前 少將. 松： 牛 陸奧守 I. 松 ギ筑前 守 京 橋 若狹守 羧守 本 多 佐 渡 守 |¥ -、 其 外 

日 野 唯 心 • 諸 公家 坐 列 0 政事 錄、 增補慶 日記、 驗府 記。 

閏 六月 十九 日。 前 田 利 常 參議に 任じ、 本 多 政 重 • 橫山長 知は從 五位 下に 

叙 せらる。 

〔天寬 日記〕 

関 六月 十九 日 

一 、 蒙 鈞命松 平 筑前守 I 任 參議。 丑 利 光 家老 本 多 安房 守 橫山 山城 守 I 叙從 五位 下。 培 補 俊 長 

日 5S, 家 忠 日記、 寬系、 駭府 s?。 

〔天寬 日記〕 

関 六月 一 一十 日 

一 、 松-牛 陸 奥 守. 松 平筑前 守. 藤 堂 和 泉 守 御腹。 皆 官位 昇進 _3 御醴 言上 云々。 III 長 ^If  、 
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三 四 八 


政 滋は政 重 


〔贺陽 侯 夏 御 陣日次 之覺〕 

利 常 公大 坂 落城 之 後 御上 京、 北 野に 御 逗留。 閏 六月 十九 日 依 台 命 任 參議。 且 家老 本 多 安房 守 

^.s-  J  JMfi  V  -^J^£E4r  、 1>'弓こ巨ー-,<;1!|55^せ.^0 此間 軍勢 御 國へ歸 され、 御 在留 中 御用 之 事 

お 3. 檢山 はお 從 玉お T ァ 月し 31 て 擇稠 や； 51 お 有 之 人々 は、 替々 京都へ 被 召 寄。 八月 LL 到 

て 兩八ム 御 出京 之 後 御 歸國。 五 ょリ 八月 迄 之 内 三 四 ヶ月 之 間 、八ム 武家 請 方 之御酬 酢， 日 15^ 之 御 催 興 日 ii 

不相傳 之 故、 委敷事 不知 之、 老士之 語リ傳 ふる 所大鉢 如此。 緒圃之 大名 衆多く 在京せ しむる の 由 也。 

〔國初 造 文〕 

慶長 十九 年 八月の 頃よ. C ノ、 世上 何 ごな くさ、 やく 事 出來て さはぎ 候。 無 程 天下の 大亂 おこり 

ぬ。 駿府. 江 III 兩 御所 ど秀 頼 公，、」 御手 ぎれ 有て、 大坂を 可被攻 どて、 諸國 大名 を 被 催け る。 同 

十 一 月家康 公. 秀忠 公、 大坂 表へ 御進發 有て 攻 させら る/ 筑前守 利 光 將軍方 岡 山 先手に 向 

ふ。 委細 別紙に 記 有 之 間 略 之。 同 二十 年 元 和 元 五月 再 大坂御 參陣、 利 光城 中へ 責入、 敵數 n 人 

討 取 # を献 す。 依 之 同年 六月 利光參 議に遷 さる。 並 長 臣本多 安房 守 政滋. 橫 山山 城守畏 知從 

五位 下に 叙 せらる、 也。 

于時元 和 元年 九月 三日 書 之 者 也。 

閏 六月 廿 七：：！：。 德川秀 忠ニ條 城に 於いて 舞樂を 見、 前 田 利 常 等陪觀 す。 

〔天 直：：： 記〕 

問 六月 廿 七日 


一 、 將軍 家-一 一條 御所 渡御。 伶人 を 一 一條の 城に 召て 舞樂を 見た まふ。 慶 長年 絶、 35 見聞 書。 メ 

公家 衆 出仕。 尾 張 宰相 殿. 遠 江中將 殿. 越 前 宰相 殿 • 加贺 宰相 I. 大崎 宰相 |- 越後 少將殿 (中略 } 

、.^下^出士0 政事 錄、 駿 府錄、 增補？ ぽ 長錄。 

七月 十三 日。 幕府 能 登總持 寺に 對 して 曹；！ 宗法 度を定 む。 

〔天 寬= "記〕 

七月 十三： n 

一 、 越 前 永-牛 寺. 能 登總持 寺、 曹洞 宗法 度 御 印 被 申 度 之 由 申 上 云々。 駿府 m 、政事 錄。 

〔國初 造 文〕 

總持寺 諸 法度 

一 、 遂 二十 年 之 修行、 致 江湖 頭 經五年 僧、 以有轉 衣 之 望、 嗣： 師之椎 舉狀、 致 登山 可 申理之 

Into 

一 、 從當寺 就 傅奏、 申降綸 3nl、 以其上 出世 轉衣可 有 披露。 附、 非 三十 年 修行 畢者、 不可 立法 

幢 之 事 ◦ 

一 、 出世 之戒臘 者、 可 爲綸旨 日付 次第 事。 

一 、 至 紫 衣 者、 永 平 寺當寺 爲當住 仁者、 經 奏聞 勅許 之 時 可 有 着用。 於 退院 者 可 脫紫衣 之 事 0 
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三 五 〇 

一 、 ^山 ニ代总 共、、 加贺. 能 登. 越 中 三 ケ國諸 末寺 不殘可 出 化。 ^遠 阔可爲 志 趣 次第 事。 

右近 年 法度 相亂、 往々 紫 衣. 黄 衣 着用 之僧満 巷衢、 違 佛制受 人 嘲、 法 道 陵 夷 無 甚之。 於 此且爲 

佛法 紹隆、 且爲 宗門 繁榮相 定訖。 若 於 違背 之 僧徒 有 之 者、 可處 配流 者 也。 仍如 件。 

元 和 元 乙 卯年 七月 H  朱印 

七月 十 入 德川秀 忠前田 利 常に 暇 を 賜 ひ、 黄金 若干 を 贈る。 

〔天寬 日記〕 

七月 十八 日 

一 、 此度田 中筑後 守. 稻葉 修理 ト • 兩人御 暇不被 下、 諸 門 成 不審 之 思 云々。 其 外 之 大名 は、 越 

前 宰相 殿. 加贺 宰相 御 暇 出の 時、 從將軍 家 黄金 二百 枚 宛 進ぜらる。 島渾 家久. 松： 牛 武藏守 共 銀 

千 枚 宛 賜 之。 自 餘有拜 領分 限 云 々o 驗府 記、 政事 錄 

A 月 十二 日。 茨木 助 右 衞鬥。 同小 刑 部、 大阪 役に 於け る 己れ の 功 勞を具 

申す。 

〔國初 造 文〕 

今度 大坂 表、 玉 作 ロニ 之 丸柬之 門へ はやく 付 働 申 候。 則 岸 主計. 瀬川藏 人. 俾理理 兵衞、 私 四 


人より 先へ、 門に 付 申 者 は 無 御座 候。 私樣子 門下に 而片岡 三 右 衞門も 被^ 知 候。 右 之 者 共働 

*屋は4^矢 一 申 內に人 ダク罷 成 候 所に、 ほうろく 火屋 を 出し 申 候へ 共、 四 五 入. - 門下に 相殘申 候。 中に も 岸 

主計. 作 無理 兵衞、 私 あひこ 仁へ 居 申 候 通 可 被存候 間、 御 尋可被 成 候 0 其 後 右 之 門より 北い 

い 下にて 高名 仕、 手 をお ひ 申 候。 此通 加領屋 式部. 吉田 一角. 橋 爪 半 兵衞兩 三人 被お 候 0 此等 

之 趣 御 尋可被 成 候、 以上。 

月 十二 日  茨木 助 右衞門 判 

橫山大 膳 殿 

〔圃初 遺文〕 

今度 大坂 表、 玉 作 rn 二 之 丸 東 之 門より 前に、 材木つ みおき 有 之 所に て、 四 五 人 も 居 申 候。 我 

等 も其內 にて 御座 候。 則 岸 主計. 小 倉 兵部兩 入に 詞を合 申 候。 右 之 衆，、」. 一度に 東 之 門へ 付 寄 

り， 私義は 二三 間 も 門の 前に 而、 すね を 鐵炮に 被 討 有 之 所に、 又 小 倉 兵 部 見 被 申 候。 則是ま 

では やく チ申 通、 詞を合 申 候へば、 つ V- いて 浦 上 治 部被罷 越、 我等す ねかな ひ 不申義 被 申 候 

て、 無理に のけ 被 申 候。 此 等の 趣 右の 衆へ 被 成 御 尋可被 下 候、 以上。 

or 十二 日  #^ 木 开 ぉ*" ず 

橫山大 膳 殿 
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三 五 二 

八月 4- 三日。 奧村榮 明 金 澤寶幢 寺の 贈 遺 を 謝し、 前 田 利 常の 近狀を 報ず。 

〔國初 遣 文〕 

以 上 

遠路 贵札、 殊爲御 昔 信、 蠟燭十 丁 並 御礼. 守被懸 御意 恭存候 ◦ 然者此 表 宰相 様、 彌御仕 合殘所 

無 御座 候 條可心 易 候。 頓而致 御供 罷歸、 萬 事 可 得 御意 候、 恐惶 謹言。 

八月 十三 日  奥 河 內守榮 明， 判 

寶 幢寺樣 

人 月 十四日。 杉 村 十 左衞門 大阪に 於け る 戰功を 具. &す。 

〔國初 遺文〕 

乍 恐 申 上 候 Q  . 

一 、 今度 大坂 表に て 私 手前 之 御 事、 玉 作 ロニ 之 九柬之 大門 前に 材木 少 御座 候、 此所 ，£t 岸 生計. 

茨木 小 刑 部 令 同心つ き 申 候。 則 其 場に 伴， 無理 兵 衞も居 被 申 候 0 其より 大門に つき 申 候へ 共、 

門 をた て 申 候 付而、 行 山 主 lij^r 助. 大島織 部に 詞を かけ 合、 一 所に 居 申 候。 岸 主計 は 我等より 左 

之 方に 居 被 申 候。 定而 我等 樣 子な ざ も 可 被 存知 候。 其內に 跡より 人數 かさなり 申に 付而、 門 

より ほうろく 火矢 を 出し、 我等 召 速 候 もの 二人、 我等 ど 三人ながら やけ 中 候 問、 無 是非 其 場 


を罷 のき 申 候。 此等之 趣 御 披露 所 仰 御座 候、 已 上。 

元 和 元年 八月 十四日  杉 村 十 左衞門 判  一 

橫山大 膳 殿 

人 月 十四日。 岸 主計 • 伴 無理 兵衞ー 一人、 大阪に 於け る 戰功を 具 巾す。 

〔國初 造 文〕 

乍 恐 申 上 候  伴 無 理兵衞 

岸 主計 

一 、 今度 私共 大 坂に てかせぎ 申 候 事、 最前 上方 にても 以 書付 如 申 上 候、 ^山に て は 御法度に 

付て 御 さきへ も 不被參 候 故、 玉 作 ロニの 丸 東の 大門に さきに 付 申 候。 其 刻 何も 付 被 申 候 衆 之 

內に、 互に こ，、」 ば を かわし 申 衆 は、 荧木助 右 衞門. 松坂彌 ニ右衞 門. 牛 田 助 兵衞. 屮村 安右衞 

門. 山 本 久左衞 門. 淺井少 兵衞、 御 かち 衆 石 黑太郞 兵衞、 筒樣之 衆に て 御座 候，。 

一 、 其內 におい に 何も 付 被 申 候 所に、 門の 內 より ほうろく 火矢 を なげ 出し、 門の くわん 

の 木 をなら し、 ひら をう ごかし 申 折節、 其 口 何もく づれ申 候。 然共 我等 兩人 は、 互に こ VJ 

ば を かけ 合殘り 候て、 さま ごしに て つき 合、 鐘な..，，」 を もつ き 折、 又す たり 候て 有 之鏠を 取、 

隨分 手柄 を 仕 かせぎ 申 候 事 0  . 
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三 五 四 

1 、 右く づれ申 候 時、 我等 兩人殘 り 申 刻、 山 本 久左衞 門. 中 村 安右衞 門. 茨木 助 右 衞門. 松坂彌 

ニ右衞 門な ざ も 殘り被 申 候。 猶以 我等 兩人 かせぎ 申候處 に、 兩 人，、」 もがら 手 負 申に 付て、 不 

及 是非の き 申 候。 其 門口に て は、 敵 味方に よらす、 おそらく は 誰々 にも はづ かしき 事 は 毛頭 

無 御座 候。 自然 我等な Vj より さきへ も 付、 又はく づれ申 時 も、 兩 人より さきに 殘り 候，、」 申 仁 

御座 候歟、 其上兩 人手 前 かせぎ 候 事、 何 か，. J 申 人 も 御座 候に おいて は、 つき 合 急 度 御 せん さ 

く 被 成、 被 爲聞召 屆被下 候 は、 ^ 難 有 可舉存 候。 隨分 手柄 を 仕 候 か，、」 奉お 候 車に 御座 候。 あわ 

れ御尋 被 成 候に お いて は、 口上に て 具に 申 上 度奉存 候。 此等之 趣 可然之 様に 被 仰 上 可 被 下 候、 

以上。 

元 和 元年 八月 十四日  岸 主計 判 

伴 無理 兵衞 判 

橫山 大膳樣 

人 月 十 八日。 江 沼 郡 山中 溫 泉に 代官 を 置く を 止め、 百姓より 湯錢の 運上 

を 納めし む。 

〔加贺 古文書〕 

當村揚 餞 御 運上 金子 二 枚充、 每年此 者 どして 相 調 可 指 上 候條、 右 之 御 代官 被 付 候 儀、 可 被 成 


御 用捨 旨 就 致 首 上、 百姓 等 被 任 申 分 候。 然ば 年々 之 御 運上、 無殘可 致進納 候。 お 於 無沙汰 者、 

可爲 曲事 之 旨 被 仰 出 候條、 可成 其 意 者 也。 

元 和 元年 八月 十八 日  橫山 山城 守 判 

本 多 安房 守 判  ， 

市 右衞門 四 右衞門 淸 介 理右衞 門 

次 右衞門 又 兵衞淸 兵 衞 忠 兵 衞 

藤 右衞門 作 右衞門 

人 月 一 一十 日。 前 田 利 常 能 登 鳳 至 郡總持 寺の 法度 を定 む。 

〔國初 遺文〕 

諸 嶽山總 持 寺 法度 

、 當寺 出世 之義、 被 相 守 上意 御 條目之 旨、 全 不可 違背 事。 

、 本庵當 輪番、 立 代僧、 構 私曲、 不可 被 相 背 先達 之 淀 事。 

、 寺 領分 諸 役 令 免許 事。 

、 甲乙 人 於寺內 山林 竹木猥 不可 伐 取。 况 緩怠 狼藉 堅 令 停止 事。 

、 惡逆人 不可 被 抱 置 事。 

加賀藩 史料 第二 編 元 和 元年  三 五 五 


三 五六 


肥 後 は 直 之 


^田 大和に 

利 家の 子 利 

孝 


一 、 僧侶 儀式、 ^正 戒律、 當 住持 並 寶圓寺 任 演說可 被 執行 事。 

一 、 祠堂 米預置 入、 五院 末寺 共、 毎年 加 二 和 利、 無 怠慢 可受 用。 右 借物 若 至 練赂輩 者、 可處 

罪過 事。 

一 、 貴賤 祠堂之 深志異 他、 改器備 靈供茶 湯、 勸行 不可 有 怠慢 事。 

一 、 當寺 物米錢 等、 或爲 造營、 或 爲公界 償 也。 就 構 依估 不可 企濫 吹、 以 評議 可^ 裁許 事。 

右 條々、 大將軍 家 御意 之 皆 定置 候處、 若 於 參差之 輩 者、 加 衆評、 永 宗門 可 被 搭出者 也。 仍如 件。 

元 和 元 乙 卯 八月 二十日  松 ギ筑前 守 源 朝お 利 光 判 

九月 廿 八日。 本 多 政 重、 父 正 信に 蝶して、 前 田 利 政の 子 直 之 を 江戸に 下 

して 將 軍の 小姓たら しめん こと 乞 ふ。 

〔本 多 氏 古文書〕 

お ぼへ 

一、 ちく せん 申され 候 は、 前 田 まご 四郞子 ひご、、」 申、 ，こうねん 十三 四に まかりな b 候、 一. だ 

ん りさつなる 子に て 御 ざ 候。 しゃう ぐん 樣御 こしゃう に、 前 田 やま、、」 なみに めしつか はれ 候 

やうに しん 上申た き 由に 御座 候 事 0 

一、 ft いせん、 はう しゅいん ゑ Vj に 御ざ睽 時分、 ゑ v~ へく だし、 はう しゅいん そばに おき、 


肥 前 は 利 長 


孫四郞 は 利 

政 

筑前は 利 常 


おり/^ しゃう ぐん 樣御 めに も かけられ 候つ る。 しかる，、」 ころに 六 七 ねんぜん に、 ひぜん や 

しない ぶんに いたし、 此は うへ よび 候て、 ひぜん そばに おき 被 申つ る 事。 

一、 此 かちう、 はう しゅいん おんじ やう 見 申 しゅ、 VJ しょり V- もに お ほく 御 ざ 候。 さ 候へ 

ば まご 四郞 かた へ 、 よろ づ に つ きない/^ にて きづ かい v~ も 候つ る 間、 VJ かくひ ごこ 、 も VJ 

に をき 事、 ちく せんうる さく ぞんぜ られ候 間、 そこ も、、， -へ くだし 度， aJ 被存 候へ V- も、 はう 

しゅいん こ 、ろ を かねられ、 ひごく だした き，、.」 申 候 事 申 かね いられ 候 事。 

一、 ちく ぜん すこしも ぞん せざる やうに 被 成、 そこ も VJ へ 御ない しゃう にて めしよせられ 候 

やう、 ちく せんかた へお ほせく だされ 候 やうに、 しゃう ぐん 檨 へお ほせ あげられく だされん 

よし 被 申 候 事。 

一、 かやう にこの 方より 申 上 候 事、 こ、 も VJ へき こえ 候へば、 はう しゅいん まへ へたい し、 ち 

くせんめ いわくい たされ 候 間、 贵樣御 一 人へば かり、 御 だんが うのた め 申 上られ 候。 ひご そ 

こも，、」 へ くだし est て、 よき VJ おぼしめし 候 は ヾ、 そこ も、、」 より 御ない 儀に てくだし 候へ £ 

御ぢ やうの よしち くせん かたへ お ほせく だされ、 そのうへ にて くだし 申た き VJ 被 申 候。 御前 

しかるべき やうに 御 VJ りなし 候て、 ひごく だり 候 やうに たのみた てまつ るの むね 被 申 候 。こ 

G 方 にても われら 一 人より ほかき かせ 不被申 候 事。 
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、- の？： 簡は 

木 多 正 信 LL 

宛；， 1 る の 

なり 


一 、 そこ も VJ へ ひごく だり 候 事 は 

候 0 そのし さい は、 このはう にて， 5 

いだし 申され や 候。 そこ も，、」 へ く〕 

石 ほ V- もいだ し、 くだし 可 申、、」 な. 

九月 廿 八日 


三 五八 

はう しゅいん もめ いわくに はぞん せられ まじき か ，、」 存 

れも._め4>^り に+.?,1^，っ不申；^0  の， つ へち ぎ や， つもい iv た 

り 候 はヾ、 かんにん ぶんに、 この 方に てもちぎ やう 四 五 千 

被 ^候。 くわしく は此も S  口上に 可. &上 候、 以上。 

本 多 安房 守 政 重 判 


き 氏 *  J  . 

筑前守 殿 思 召 之 通、 御 一書 口上 之 趣、 佐 渡 守 はち VJ 煩 候て、 此頃 御前へ 不罷出 候 間、 土井大 

炊 助 可 被 申 上候處 に、 何 之 道に も筑前 殿御 爲可 然様に，.」 思 召 候條、 何篇 にも 筑前殿 思 召 候 や 

うにて、 重 而可預 示 候 0 此方より 筑前 殿へ 成 共、 芳春院 殿へ 成 共、 宿老 中へ 成 共、 筑前 殿御 

內总之 通 書 狀相調 可 遣 候。 委曲 彼 使者 可 爲演說 候條、 其 地よりの 書付に 其 別 をいた し 令進覽 

候 0 

十月 廿 二日  本 多 佐 渡 守 正 信 判 

土 井 大炊助 利 勝 判 

十月 1 一日。 前 田 利 常 越 中 新 川 郡 立山 寺に 岩 俯 村の 地 を 寄進す。 

〔越 中 新 川 郡 岩 畊村雄 山 神社 所藏〕 


越 中 新 川 郡 5 石 倉 村之內 を以、 Hn 俵 之 所、 立山 權 現ね 寄進、 利 家. 利 畏在判 筋目 不可 有 相違 候 0 

然者諸 堂 被 加 修理、 彌祭鱧 勤行 莫被 怠慢 事、 仍狀如 件。 

元 和 元年 十月 二日  宰相 源 朝臣 利 光 判 

立山 寺 衆徒 中 

十月 八日。 宇喜多秀家の 女 残す。 

〔公 女傳〕 

備前樣 御 息女、 初め 山 崎 阿波に 嫁し、 阿波 死後 高 岡へ 御歸、 慶長 十八 年 富 田 下野に 再嫁、 元 

和 元年 十月 八日 歿。 

十 一 月 七日。 代官 *葳 奉行 及び 下 代の 貢納米 • 登せ 米に 關 する 取扱 規程 を 

定む。  - 

〔國初 遣 文〕 

定 

一 、 諸 代官 衆、 ロ米納 一 石に 付て、 斗 子 を 以四升 宛 取 可 被 申 事。 

一 、 藏 奉行 衆、 ロ米納 一 石に 付て、 斗 子 を 以ニ升 宛 取 可 被 申 事。 

加 賀藩 史料 第二 編 元 和 元年  . 一 一一 五ォ 


三 六 〇 

一 、 藁 物 成、 千 石に 付て 六： 白 束 宛 取 可 被 申 事。 、 

一 、 糠 物 成、 千 石に 付て 二百 傣宛取 可 被 申 事。 

一 、 下 代 在所へ 指 越 候 者、 一汁一菜 にて、 朝夕 之 食 其 在所 中、、」 して 賄 可 申 候。  - 

但、 人数 上下 二人 三人に は 不可 過 事。 付、 當座之 飛脚 以下 右 同前 之 事。 

一 、 下 代 在所へ 指 越 候 時 、傅 馬 一 疋宛、 代官 村つ  き 五 里. 十 里 之 內は乘 可 巾 候。 柯駄！ ^にな 

をし 候 は 可爲曲 言^。 

一 、 公儀 御用 之 儀に 付而、 百姓 召 遣 候 事 就 有 之 者、. 其 村々 に 書記、 下 代. 肝 煎 致 判 形、 年之暮 

に 郡 奉行 手前に て 讚 談可仕 候。 此外爲 自分 人足. 傳 召 遣 候 儀、 一 切お 之 間 敷 事。 

一 、 此 以前より 有 來候ぼ 姓 走 候 は  > -、 御 代官 衆 下 代 共に 可 爲曲言 事。 

一 、 在々 所々 田 畠、 不作 不致樣 に 可 被 申 付 候。 自然 用水 以下 於相滯 者、 郡 舉行令 談合、 代官 

衆 どして 普請 等 念 を 入 可 被 相 調 候。 若 致 無沙汰 田 cm あらし 候 は：^、 代官 可爲 越度 事。 

1、 御藏 下敷 之 事、 御 米 損 不申樣 に、 御代 官中爲 Kn 姓 共、 出 可 申 候。 

伹、 御 米 を 拂 候て、 右 之 下敷 K= 姓 共 かたへ 返し 可 被 付 事 0 

一 、 御藏 房 敷 事、 御 定之外 町方 又は 在々 所々 に 立 候 儀、 一切 被 成 御 停止 候 事。 

1 、 御藏 番之 事、 御 代官 中 之 fG 姓せ ハ VJ して 無 懈怠 可相勸 事。 


一 、 御藏 米 舟 之 上乘之 事、 爲 代官 衆 可 被 申 付 事。 

一 、 舟 場に 御 米 出 候 事、 御 代官 中 之 ぼ 姓 共 可 出 之 事。 

g は 读の假 一 、 諸 代官 衆より 大津登 米 候 事、 於 彼 津に京 外を以 五斗 表に 廻し、 御 米 衆に 引渡、 下 代 

は 可罷歸 事。 

右條々 被 定置 候 趣、 若 違背 之 輩 於 有 之 は、 可 爲曲言 旨 被 仰 出 候條、 可 被 得 其 意 者 也。 

元 和 元年 十 一 月 七日 ■  橫山 山城 守 

奥 村河內 守 

本 多 安房 守 

御 算用 場 衆. 御 代官 衆 . 郡舉行 衆 

十 一 月 一 一十 日。 前 田 利 常の 子 光高 生る。 

C 壬 子 集 ."1?^3 

りてい. しゅて い 口上 橫山志 摩覺書 ， 

略 雄^ は S 一 、 陽 廣院様 御 誕生日、 霜月 二 寸日之 由、 りてい • しゅて ぃ覺 也。 

Mf? 亦 〔壬 子 集錄〕 

fllS そ 一 、 筑前様 一 一十 乙 卯 霜月 一 一十 日 生。 淡 路樣元 和 三年 丁已 四月 廿 八日 生。 
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三 六 二 


八月 三日 は 

誤な リ 


〔三 記〕 

元 和 元年に も 成 ぬれば、 春 夏 かけて 又大 坂の 御陣 ど て 事 さわがしく 有け れビ も、 何 之 御つ か 

れ もまし まさす。 八月 三日 巳の 一刻に 到而、 又 若君 様 御 誕生 被 成ければ、 御 祖父 様の 御 例に な 

ぞら へて、 犬 千代 丸，、」 號し 奉りて、 御 抱 守に は 富 田 善 左 衞門. 岡 田 十七 郞. 氏 家內藏 允. 三輪 

生水 を 付 させられ、 それより 追 付 西 尾 隼 人. 淺井 源右衞 門、 其外歷 々s もの ざ も を 御用 人 ど し 

て 御 付 被 成、 五六 歳の 御 時 池 田松齋 手本に て 御手 習 あそばされ、 大文字の 御掛 字な V- を、 御 

前の もの 共に あそばし 拜領 させられ、 諸人 頂戴 仕 感じ入 奉る。 

十二月 二日。 田 畠 • 男女の 賣買を 禁じ、 百姓の 出 稼 等に 關 する 規程 を定 

む 0 

〔慶長 以來定 書〕 

高 札 

1 、 御 分國中 在々 所々、 田 畠责買 仕 者お 之付而 は、 悠 年貢米、 本 村 物 成 之 並 を以、 買 生かた 

よ.^ 可 致 納所。 但於非 分 者 互に 可 爲申定 趣 事。 

一 、 田帛 S パ取 候砌、 地主へ 相 渡 候 あた ひ、 金銀 米 餞に よらす、 當作之 內を以 本分 可 引取 事。 

1 、 自今 以後、 御公領 分. 給 人 地に よらす、 田畠賣 g 只 堅 御 停止 之 事。 


給 人 地 は 給 

人知 


一間 は 一 軒 


一 、 走^ 姓 者、 慶. お 十 年 以後 於 逃散 仕 者、 本 村へ 可 返付。 其以前之條は不及御改^^。 

一 、 諸 百姓 不依 男女 他國 わう り 遣 事、 並 致 譜代 重代 之 契約、 在所 を 罷出俄 堅 被 成 御 停止 候。 

或は 年 切に 罷出候 奉公人、 或は 當給 人、、」 相 對之上 を以、 納所 之^ 川に 引 次 召 仕 候 者 之 iTO は：^ 

爲各 別事。 

1 、 御公領 分. 給 人 地 共、 に、 田 畠 就 不作 者、 其 村々 代官. 給 人 ど 百姓 等 引合 被遂御 ilkli、 於不 

屆之輩 者 可 被 處曲言 事。 

一 、 諸 百姓 他國之 金山ね 罷越候 儀、 一 切 有 之 間 敷 候。 若 に 相 越 者 於 あ 之 者、 其村屮 より 爲 

過总、 家 一 間に 付 米 一 石 宛 可 被 召 上。 但衍之 町人 其 村 中，、」 して 相 改可申 上 。若 見 1^ 候 付て は、 

十 人 組 之 者共應 分限に 過 錢可被 召 上 事。 

右條々 被 仰 出 趣、 若 於 違犯 之 輩 者 可 爲曲言 事 也。 仍如 件。 

元 和 元年 十一 一月 二日  橫. H 山城 守 

奥 村 河內守 

本 多 安房 守 

十一 一月 九日。 慶長六 年 以降 徵收 したる 能 登のお 菜 役 を 免除す。 

〔能 登 古文書〕  ， 
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三 六 四 

去 慶長六 年 以來御 納所 仕 候 新 御菜 役、 來年辰 之 歳より 被 成 御 赦免 之 皆 被 仰 出 候。 然者 近年 能 

州 浦 方より 他 國へ相 越 候 者 共 悉可召 返 候。 若 右 之 走 人 等 於 不致還 住 者、 御菜 役 如 前々 可 被 召 

上 之 旨 被 仰 出 候條、 可成 其 意 者 也。 

元 和 元年 十二月 九 n=  横. E 出城 守 長 知 判 

本 多 安房 守 政 ま 判 

一  一 百姓 中 

十一 一月 廿 四日。 前 田 利 常 山中 温泉の 湯稅 本年 分に 對 する 領收善 を與 ふ。 

〔加賀 古文書〕 

元 和 元年 加州 山中 湯 役 運上 之 金 之 事。 

合 二 枚 者 

右う け 取 所 如 件。 

元 和 元年 十二月 廿 四日  ちく ぜん 印 

山中 村 市 右衞門 

是歳。 加賀 藩の 家中に て 主なる もの 左の 如し。 

〔金澤 侍 帳〕  一 


元 和 之 始金澤 侍 帳 

五 萬 石 本 多 安房 守 

一 萬 千 石 前 田 對 itT 守 

1 萬 二 千 石 富 田 甲斐 守 

一 萬 三千 石 篠 お出 羽 守 

一 萬 石 淺井左 馬 助 

九 千 石 神 谷 信 濃 守 

ァ  千 石 富 田 下總守 

五 千 石 前 田 丹 後 守 

七 千 石 小！^ 淡路守 

五千石 奧村源 左衞門 

六 千 五百石 石 野 讚贱守 g^si 

六 千 石 津田 勘兵衞 

五 千 石 高 左 京 


三 萬 石 

一 萬 七 千 石 

一 萬 二 千 石 

一 萬 五千石 

一 萬 石 

九 千 石 

八 千 五十石 

三 千 石 

七 千 石 

七 千 石 

六 千 五百石 

二 千 石 

五千石 

七 千 石 


橫山 山城 守 

村 井 飛 驊 守 

岡 島備中 守 

靑山豊 後 守 

前 田^ 作 守 

奥 村 因幡 守 

前 田 備 後 守 

前 田 曰 向 守 

安見 右近 

永 原 土 佐 守 

不破彥 三 

橫山大 膳 亮 

中 川宫內 

寺 西若狹 
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三 萬 三千 石 

一 萬 七 千 石 

一 萬 千 石 

一 萬 七 千 石 

一 萬 石 

八 千 石 

五 千 五百石 

八 千 石 

七 千 石 

七 千 石 

六 千 石 

四千 五百石 

四千 石 

三 千 石 

三 六 五 


長 九 郎左衞 門 

山 崎 長 門 守 

神お 主 殿 之 助 

^村 河內 守 

神ハ. ^式部 

成 湘內藏 之 助 

前田備 前 守 

今 枝 民 部 

小 幡播磨 守 

三輪 生水 

村 平 人 正 

佐 川 出 雲 守 

才 伊 豆 守 

水 野內匠 


快 心 は 奥 村 

永 掘 


四千 五百石 生 駒內膳 

六 千石津 田玄蕃 

五千石 松. 牛 治 部少輔 

三 千 石 加 藤 石 見守 

千 七 百 石 松 平 松 千代 £| 門 


五 千 五百石 奥 野 主馬 之 助 

四千 石 大昔 主馬 

四千 石山 下 兵 庫 

三 千 石 近 藤 甲斐 守， 


三 六 六 

四千 石 

一 萬 石 

四千 石 

三 千 石 _ 


多 賀左近 

小幡 右京 

松 le- 玄蕃頭 

倏 織 部 


是歳。 奧 村榮賴 仕を辭 して 加 賀藩を 去る。 

〔袂 草〕 

奧村攝 津御家 を 出し 事、 有澤釆 右衞門 物語 

一 、 攝^ は 快 心の 三男、 河 內. 因幡の 弟、 利 常 公の 出頭に て 領知七 千 石 賜。 妻 は 寺 西 宗與娘 

也。 11^ 次 本 多 故 安房 守 政 重 組に て、 殊に 大知昔 也。 利 常 公 御意に、 ^大坂 等 御 出陣 有に 於 

て は、 其方 三 萬 石の 軍役に て 相勸る 心得 可 仕 由、 兼て 仰 付 置かる。 角て 慶長 十九 年 大坂陣 の 

事 起て、 攝淨 御先 手 房 州の 手に 付 出陣す C 日比懇 志なる 故、 道中 にても 道 廣き所 は、： JiT を雙て 

乘、 物語せられ し，、」 也。 然るに 大坂城 仕よりの 節、 朝. 霧 深く 城邊 曾て 不見、 房 州 整 山の こなた 

に備を 立ら る。 攝州來 て 房 州に 向て 申 は、 城門に 今少 近く 備を 立ら れ可然 哉，、」 詞を掛 る處、 

房 州 返答な し。 又 重て 申さる、 返答な し。 依 之攝州 一 人 先へ 出備を 立る。 于時漸 朝. お， 晴 除て 


歳 く  m にしの す-も 中す 大 十佥戶 利 W 
に 今 ド- S は 藩 11 る る 《^ 八 澤 ^ 常 月 
係! S わの 恐な' 村べ 狩 故に- n  r-mna 
く  I： る陣 ら去榮 かのに 出 再歸し B 前 
是べ以 く リ賴ら 事越陣 ひ' リ て 江 田 


見れば、 山 を 離れて、 城 際 眞田出 丸へ は狱 近く、 中 々俯の 立ら る、 場に あらす。 錢炮 雨の 

如く^^立る跡ニ、  ^たる 旗 ま，、」 ひなびき 倒、 地に さした る 旗 は猶片 はしょり 打倒す。 依 之 御 

本陣より 備を立 替可申 旨、 使 番を以 度々 御 下知に 依て 跡へ しさる。 旗色 以下 右-い 様子、 外見 

に は ひ、、」 へ に 加 賀の先 勢 敗軍， こ 見え、 惣 陣中に 其 沙汰 あ、 り 0 利 常 公大に 御不與 也。 5^ 其 冬 御 

あっか ひに て 事濟、 翌年 二月 金 澤御歸 城 。其 四月 利 常 公 越 中へ 御鷹 狩に 御 越、 いつも 御鷹 野 

の 節攝州 *ー  度 も 御供に はづ る、 事な し。 然に此 度 御供 G 仰 出されな し、 御 出途の 朝、 攝州御 

供 装束に て 御城へ 罷出居 申 候へ V も、 何の 御 事な く 越 中へ 御 越 也。 其 比 御城 代 故河內 也。 御 

出の 跡に は必 登城 せらる。 橋 爪 御門の 外にて 攝津 下城に 河 州 行 逢、 今日 其方 御供に て はなし 

や，，」 申さ るれば、 いや 召 連ら れ す，、」 答ら る 。其 顔色 鬼神の 如し。 ^御歸 城 後書 付 を以申 上る 

は、 最前 三 萬 石の 軍役 相 勤る 心得 可 仕 旨御內 意に 依て、 舊 冬より 大勢. ¥ 人 召 抱、 其 外 兵器 以 

下 皆 其 用意 仕來り 候。 召 抱 候 者 V- も 今更 扶持 放れ 候 はん 申立 も 無 御座 候 間、 私 御 暇 賜 候へ ビ 

の 紙面 也 0 利 常 公 是を見 玉 ひ、 暫く 御 思案^て 御硯 引よ せられ、 其 裏に 御眞翰 を以、 何 V」 成 

，こも 心 次第，、」 あそばされ、 御返しな さる 0 依 之 河 州. 因 州へ も此 通に 候 間、 他 國可仕 由 申す 0 

兩人 聞て 其方 左^の 所お に 於て は、 我等，、」 も 御 家 を 立 返 可 申，、」 其 用意 ある を、 ® 寺 两氏も 同 

意 也 0 此事房 州 聞て、 攝州大 坂に ての 首尾 我等 備にての 事 也 0 殊に あれ は 若 將，、 J 云、 是は？ 
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三 六 八 


松 や 伯耆康 

定初 名久兵 

衞元和 六 年 


奥衬 榮賴寬 

永 八 年 四月 

四日 京都に 

乂 死す 


身に 掛 りたる 義 なれば、 某 も 一所に 他國 せん VJ 申さる。 拆 各其覺 悟に て、 兄^？三人父快心の 

隱 居所へ 参て 此段 々申さる。 快 心 聞て 尤也、 い 安く 手間 不入 義、 我等が 首 を 討、 其 足に て 

立 返 可 申 由 申 渡さる。 依 之 談合 大きに 替り、 攝州ー 人 立 返、 其 外 は 何事な し。 結句 房 州 手間 

入、 漸に中 る 由 也。 攝 州の 家來 ども 房 州、 其 外 一 門 衆 配分に て 抱ら れ、 今に 其 末 々あり。 御 

家中 齋藤 九右衞 門な ざ も、 初 は攝州 家來の 由。 攝州江 1IV へ往、 評定 衆へ 書付 を以 一 々利 常 公 

を訴 へ、 大坂御 陣中 事 其 外 御國御 仕置の 事な ざ、 公儀 御 咎可有 寧、、，、」 も を 書付る 由。 依 之 江 5- 

より 御家來 何某，、」 申 者訴の 書付 出し 候。 仰 分られの 爲江卢 へ 御 家 來可被 遣 申來 る。 攝州辯 

舌 布 留那の 如し、 此 相手に は 誰 を か 遣し 玉 はん，、」 各 申處、 松； 牛 伯 あ" ど 可 被 遣 由 仰 渡さる。 伯 

州 安々 VJ 御請す 0 此伯耆 武^ 無隱仁 なれ ざ も、 物 云 事は大 鉢よりも 惡し 0 子息 治 部、 此御使 

大切に 存候、 攝州名 譽の辯 舌、 殊に 理屈 者に 候、 如何 樣 難問 可 申掛も 不知 事に：^、 始終 能く 

御 了簡 有て、 御 伺 有て 可然 哉， こ 申さ るれば、 心 (女く 存 候へ、 御 進 返-の. ほりになる if 曾て 有 ま 

じ、 其方 申 如く あれ は 口上 無数の 者 也、 一 二度 は 返答し、 其 上に は 只 一 討に すべし。 左樣に 

思 召て 不 口上 の 我等 を 遣 さる VJ 覺 たり VJ  . 」 VJ も なげ に 申さる 由。 然所 に 天罰 に ゃ懾 州.：； g 氣 に 

成、 伯 州 江 府參着 時分 大病に 成、 終 死去す。 依 之此事 止む，、」 云 々o 本 多 佐 渡 守 殿 卒去 後の 事 


〔懷惠 夜 J^〕 

1 、 右 攝律守 御 國を立 返、 江 卢ね出 候而、 金澤御仕^：^-ぃ^^^御老屮方，に訴申に付、 被 仰 分の 爲 

御家來 一 人 被 指 出 候 樣申來 に 付、 松 平 伯 耆守可 被 遣 由 被 仰 渡 候。 

伯 耆は淺 井 繩手小 返鏠の 一 人、 段々 御 取 立に て 一 萬 石 を領す 。今 0 松 平 治 部 .キ>？ 等の 先祖 

不 辯に 而 物言 宜 からす。 右 御 使 被 仰 渡 後、 一 家 知 昔 伯 耆へ被 申 候 は、 御 e; 分不 辯に て、 

然も 御 仕置 方の 事 も委く 不知。 攝津守 は 御 仕置の 事 を も 手に 懸、 飽迄 知た る 事 0 物 云 V- 云 

ひ 彼是、 何 V」 して 公事の 相手に 可成 哉。 此儀は 大事の 御 使 なれば、 達而御 斷可然 1IM 異見 之 

處、 伯 耆其義 は 疾合點 いたし 候。 併 我等 不辯舌 を も 御存知に て 被 仰 付 は、 思 召在ビ 見えた 

り。 出府 候 而攝渾 守に 出合 候 は 速に 刺殺 可 申。 其 上に 而 如何 鉢の 者 を 被 出 候 而も、 安 

く 被 仰 分立 可 申。 此思召 を 奉 推察に よりて 御 斷不申 上 由 申，、】 な bo 

近： n 發 足の 害の 所、 攝津守 痢 病 煩 死去に 付、 御 家 來御指 出に 不及 由、 ま而御 老中 方より.^ 來、 

其 沙汰 相 止。 

• 元 和 二 年 

正月 十 一 日つ 前 田 利 常 老臣 本 多 政 重の 勤務に 關 する 覺書を 交付す。 
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〔本 多 氏 古文書〕 

覺  _ 

一 、 書付 何れも 御 聞 屆被成 候。 こまかなる 義は 安房 守に は 似合 不申 VJ 內々 被 思 召 候 間、 結句 

おもし かろく 見へ 申 候 間、 こまかなる 事 は 山城 守 可 巾 付 候。 但少の 義をも あわの かみに だん 

がう 仕、 其 上に て 可 申 付 候 事。 

一 、 御 家中 ふれ 狀、 又は 何ぞ仰 出しの 儀 は、 安房 守 を 以被仰 出 候 VJ、 狀の 文体に も、 又は 口 

上 にても 可 申 付 事。 但 相談に て 判 形 仕り 可 然義に は、 安房 判 形 可 仕 候 事。 

一 、 氣相 あしく、 こ、 ろ 六 ケ敷候 時 は、 出仕に 不及候 0 天 氣能時 は 用 無 之、、」 も 出仕いた し、 

萬 事 可 申 付 候。 

一 、 他國 御供 之義、 理り御 聞 屈 被 成 候。 こなたより 御 さ しづ 可 被 成 VJ の 義に候 事。 

一 、 兩 御所 樣御目 見へ 被 仕 候 上 は、 自國他 國之義 によらす 萬 事の さし 引 可 被 仕 候 事 0 

右 御 誥之趣 承 候 所 如此。 

(利 常) 

辰 正月 十 一 日  判 

正月 廿ー 日。 前 田 利 常 書 を 本 多 政 重に 與 へて、 前 田 直 之 を 江戸に 下さん 

ことを慕！^^に乞はしむ。 


元 和 元年 九 

=-廿 八日 荣 

參照 

ぎ 田 肥 後.：； i 

直 之 


老母 は壽福 


肥 前 守 は 利 

孫 四 郞は利 

政 


〔本 多 氏 古文書〕 

一 、 前 田 肥 後 義江戶 へ 被 召 寄、 御 小姓に もめし つか はされ 候樣に VJ 存、 佐 渡 殿まで 得 御內意 

候處 に、 御 耳に 被 立 候へば、 恭 上意 V- も 身に あまり 舉存 候。 其に 付而江 P 御 宿老 衆より 此地 

へ 被 下 候 御 狀の案 紙 可 指 上 之 旨 被 仰 越 候。 それ. におよ ばざる 儀，、」^ 候へ 共、 御 さし 圖に まか 

せ、 大形 書付 さし 越 申 候。 御 引な をし 候て 可 被 下 由、 其方より 可 被 申 越 候。 此 地へ あて 所 之 

儀 は、 贵意 次第にて 御座 候。 誠條々 被 加 御 誌 候 儀 忝 次第、 可 申 上様 も 無 御座 候 由 申 上 候 事。 

一 、 芳春院 もく だし 候 様に 可 有 御座 か，、」 の 儀、 如 御意 內々 くだし 申 度 候へ 共、 はう しゅいん 

V」 老母、 此已 前より 間が らし か， ども 無 御座 候 間、 江 戶 にての 御 あいさつ も 被 成に く、 可 

有 御座 かど 存候。 尤 此方よりも 萬々 心 付、 兩 方への あいさつ 仕に く、 候 間、 けっくく だり 候 

て 如何 可 有 御座 候 哉。 其 上 はう しゅいん 砵く だり 候へ VJ 申出 候 ど も、 同心 仕 申 まじき 様子に 

相 見へ 候 間、 旁以先 一 兩年も 見合 候て 可然 御座 候 はんか VJ 存候" 肥 後 御內意 を以當 年く だし 

申 度 候 事。 

一 、 ^^院 は當春 中に 上がた への ぼり、 肥 前 守 三年 紀 の，.】 ぶら ひ を むらさき 野に て 仕度 VJ 被 

申 候 。久 々孫 四郞 にあわれ や 候 間、 定而 孫四郞 に見參 ながらの ぼり 度 VJ 申さる 、 VJ 相 見 へ 候 0 

京に 被 居候ば、 愛 元の ためによ き 事に て 御座 候。 さ ゆ は ひに て 候 間の ぼせ 可 申 かど 存 候。 拙 
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三 七 二 


本文ば前に 


大和 は 利 孝 


宰相 樣は利 

常 


者 御！！ II 見に 罷下候 刻、 直に はう しゅいん 事 をば 御 談合 申、 其 上 之 儀に 可 仕 候。 ま づ肥後 計く 

だり 候 やうに 申 上 度 候。 三月な かば 時分 は、 芳奢院 上方への ぼり 可 申 候 間、 其 前に 江 S; 御 年 

寄 衆より 御 狀被下 候 様に いたし 度 候。 御機嫌 を 以御內 意 をう けさせられ、 御意 次第に 被 成 可 

被 下 之 旨、 其方 かたより 佐 渡 殿. 大炊殿 迄 可 被 申 上 候、 以上。 

正月 廿 一日  筑前守 利 光 判 

本 多 安房 守 殿へ 

〔本 多 氏 古文書〕 

態 令 啓 候。 仍前田 孫 四 郞息肥 後、 其 元に 有 之 由 候。 定而可 爲成仁 候。 大和な ざ も 在 江 11^ に 候 

之 問、 此方へ 差 下 御 奉公 候樣に 可然存 候。 爲其 申入 候、 恐 々謹言。 

〔本 多 氏 古文書〕 

猶以土 井大炊 殿、 上野な ざ/^ 被 仰談、 於 其 地に 御調 可 被 成 候。 爲其御 一 書 返 進 仕 候。 又 其 

地に 而不被 成 候 は  > -、 此方へ 可 被 下 候。 大炊殿 申談、 能 様に 可 仕 候、 以上。 

去年 被 仰 下 候御內 意之 通、 此方 之 檨姊、 宰相 樣. S 御請 申 上候處 に、 重而御 內存之 趣、 正月 廿 

一 R 之 御 日付に 而、 苒被下 候 段拜見 仕、 尤舉得 其 意 候 得 共、 將軍樣 駿府へ 御座 被爲 成、 于今 

御 逗留 之 御 ^fl- に 候 間、 其 儀 無 御座 候。 於 還 御者 得御內 意、 是 より 可 申 上 候。 此等之 趣 御機嫌 


能 樣御披 • 衛所 仰 候、 恐々 靈 一一！ 1。 

二月 廿 九日  本 多 佐 渡 守 正 信 判 

本 多 安房 守 殿 

正月 廿 七日。 天德院 夫人 懷胎 せる を 以て 熟 田 神宮に 祈？ 藤 を 求む。 

〔國初 遺文〕 

態 令 啓 達 候。 然ば姬 君 様 就 被 爲成御 懷胎、 於 御 神前 撰吉 H 良 辰 有 精 誠、 目出度 御 逢. 牛 安、 御 

息災 御 延命 畏久に 被 成 御座 候 様、 可 被 抽懇祈 旨、 自兩 三人 可 申達 候 由 候。 因妓 黄金 壹枚被 致 

奉納 候。 委細 使者 申 合候條 不能 詳候、 恐惶 謹言。 

正月 二十 七日  奧村河 內守榮 明 K 

橫山 山城 守 長 知 判 

篠原出 羽 守 一 孝 判 

熟 田 龍 太夫 殿 人々 御中 

四月 十八 日。 前 田 利 家の 女 幸姬殁 すつ 幸 姬は前 田 長 稍の 室な り。 

〔壬 子 集録〕 前 田 對馬覺 書 
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三 七 四 


源^ は 前 田 

县種 


三月 は 四月 

なる ベ し 


中 納言は 利 

常 


利 犀 俗名 かう 

元 和 一 一年 四月 十八 H 五十八 歲に而 死去、 春 桂 院殿月 照 利 渾大姊 0 

〔壬 子 集錄〕 松ギ支 # 母覺書 

げん ほう 樣御 こもじ 様の 事。 

一 、 御な はり さい 様。 

一 、 御し き やうの 年 は 五十八 0 

1 、 P- しゃう 月 は 四月 0 

一 、 御め い 日 は 十八 =o 

一 、 ねんす は 五十 七 年。 

以 上 

〔壬 子 集錄〕 香 壽覺書 

1 、 げんばう のおく 樣 はおこう 樣，、 J 申 候。 御し き やうの 月日 は 三月 十八 日に て 御 ざ 候。 

四月。 德 川家康 薨去 せんとす るに 先 だち、 前 田 利 常 を 召して 遣 言す。 

〔松 梅 語 園〕 

1 、 東 照 權现樣 御 不例 被 括 詰 時分、 中納 言樣. 加 藤 肥 後 守 殿. 福 島 左 衞門大 夫 殿 召て 御 遺言 之 


事 有。 其 時 先へ 中納 言樣御 出御 聞 被 成 候。 次へ 御 出 被 成 候 得ば、 大夬殿 何 isl- に 候 哉，、」 御尋な 

ho 中 納言樣 御 返答に、 ロハ 今 谷 も 御 聞 被 成 事 VJ 被 仰、 御歸被 遊、 爾々 の 事 有。 大夫は 能歲な 

れざも 若輩 成人 也、 無分別 成 事 被 申、 輕き事共也，、」御物；^?-被成也。 果して 御言 葉不逯 也、 能 

御 答 成 £ 奉感 0 御 造言 は 我等 只今 果可申 也、 其方 をば 何，. J して 殺さん，、」 存共、 將軍 # 、負に 

而 是非 用捨，/ J 云 事故 助 置 也。 將軍之 恩 莫大 成 間、 如何 樣之事 有 共、 心な V- 替事 不可 有 之 由 御 

遺言 也。 殘兩人 又 被 召 寄 之、 關グ 原に 而心替 無 之 事 過分 也。 去 共 其 f 酣には 大坂衷 へ 指 除け た 

る 也 0 此 f 鼢を 申さん 爲也、 何も 將 軍へ VJ 心 入 賴思召 也 の 御 遺言， こ 承 傳也。 

〔懷恵 夜話〕 

一 、 權現樣 御 他界 之砌、 天下の 諸侯に 御 遺言に、 將 軍器な く 候 は、 S 誰 にても 天下 を 奪 ひ 可 被 

申 候。 天下 は 廻り 持に 候へば、 少も御 恨 VJ は 不被思 召 候。 伹祷 W 衣に て は 取れぬ ものに 候 問、 

弓矢に て 取 可 被 申 VJ の 御 事 也。 微妙 院樣ね は 御手 前身 代 果可申 由、 我等 度々 申 候へ 共、 將軍 

達而 同心 無 之 故 無其義 候。 左 候 得ば 我等 恩 は 少も無 之、 將 軍の 厚恩に 候。 此義御 忘れ 有 間 敷 

由 0 福 島 左衞門 殿ね は 關原之 時分 無比 類 忠節 過分に 候。 但此膿 は 申た る.、) 覺 候，、」 御意。 誠に 

大國を 被預置 難有義 ：、、」 被 申 上 候處、 いや，、」 よ 左様 候 事 は 無 之 候。 右の 忠節に 三ケ國 五ケ 圃逍 

候 而も、 飽 たる 事に 無 之 候。 禮 VJ 申は大 坂ね 同道 不申 儀，、」 上意 也。 是必竟 正則 身代 御 清し 可 
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三 七 六 

彼 成 思 召 在 之 故 也。 

正則 は 秀吉公 御 取 立 之 人 也 0 夫 を 思 召、 大坂御 陣の時 は、 江 11^ 御 留守 御 賴被遊 由に 殘し置 


本文 政宗と 

する，. の 前 

棍松梅 語 圜 

に 異な リ 


〔懷惠 夜話〕 

一 、 駿府に 而權現 樣御遗 言 被 仰 渡 候砌、 諸 大名 段々 登城に 候。 微妙 院樣に は 御 下り、 仙^ 之 

政 宗は被 上 候に、 御玄 關に而 御行 逢 被 遊 候處、 政宗 御用 有 之 皆 に而 登城 仕 候、 何事に て 御座 

候 哉，、】 相 尋られ 候。 御 返答に、 只今 被 仰 渡 候へば 相 知 申 事 之 由 御意 被 成 候。 以後 迄政宗 

も 大形 知た る 者に 候、 大切 之事尋 候，、」 て 被 仰 ものに 候 哉，、」、 度々 御意 被 成 候。 

微妙 院様御 はやき 事 申 も 恐れ 有り C 政宗も 無双の 人 なれば、 うか VJ 申た るに は 有べ から や。 

其 頃 微妙 院樣未 御 年若なる なれば、 可 奉 試た めなる ベ し。 

六月 一 一十 日。 田 畠に 關 する 制 を 定め、 步數 一 段 を 三百 歩と す。 

〔慶長 以來定 書〕 

一 、 今度 檢地、 田 白 S 一  反に 付而 三ぼ步 宛、 無 相違 樣に可 打 渡 候。 江川 道 以下、 如 此巳前 可 打 

一 、 畠 方 折 之 事、 上中下に より 可相究 事。 


自儘 は自賄 

なる 一し 


小成 物 は 小 

物 成に 同じ 

かるべし 


一 、 去年. 當年 新^ 之 地、 打 わけ 帳面に しるし 可 上 之。 並 長 不作 同前 事 C 

1 、 藏納分 在々 所々 田 畠 立 毛、 上中下 見賴 り、 有來候 年貢米 相違 之 在所 於^ 之^、 此皮遂 穿 

翳 可相究 事。 

1、 田 畠 境目 ふみ 隱候ほ 姓 有 之に 付て は、 急 度 可成 敗 候。 若 此度隱 田 之 地お 之 者 可 申顯候 G 

爲 褒美 隱田之 地 年貢米 一 作 分 訴人に 可 遣 候 0 其 上 踏隱候 百姓 家屋 家 敷 宛 行、 後年 迄 肝 煎 可 申 

ナー 3i:  0 

一 、 檢地之 者 共可爲 自儘 候。 但ざぅし•薪•l^i^^の糠ゎらは、 在所より 可 出 候 事。 

一 、 下々 鱧银. f 駄物 取 不申樣 可 申 付 候。 若猥之 儀；：？ 之に 付て は、 不寄侍 • 小者、 類 親せ ハに 可成 

敗 候 事。 付、 觼物出 候 百姓 可爲 同罪 事。 

一 、 檢地之 者 共、 荷物 もたせ 候 人足 之 儀、 村づた ひに 召 連 可 申。 其 跡に 乘 .ij^ 1 疋宛、 其 

在所より や VJ ひ 可 申。 此外 下々 猥に 馬に 乘候事 有 之 間 敷 事。 

一 、 在々 所々 小成 物 可相改 事。 

右條々 若 相違 之 儀 於 有 之 者、 面々 可爲 越度 者 也。 

元 和 二 年 六月 二十 n 

御 檢地衆 
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三 七 八 


傍 示 は榜示 


や 木 等、 下々 爲賀買 伐採 之 事 


七月 一 HU 能 登の 林木 伐採に 關 する 法令 を定 む。 

〔慶長 以來定 書〕 

定 

1 、 能 登國中 山々 材木 之 事、 杉. 檢木. 松. 梅. 栗： つるしの 木- 

堅 停止 候。 當地用 所に ぉゐて は、 印判 次第に きらせ 可 申 候 事。 

1 、 右 之 外 雑木 分、 國中 にて 賣買 いたし 候 事 令 赦免 候 ◦ 最前 如 申出 候。 三輪 藤 兵衞. 大 井久 

兵衞 切手 を以 出し 可 申 候 0 自然 他 國へ指 越 候に 付而 は、 相 改急度 可 申 付 事。 

一 、 竹 大小に よらす 切 取 候 事 堅 令 停止 候。 用 所に つ ゐては 印判 を 可 遣 候 事。 

1 、 にが 竹 此方より 遣 候 奉行 人 令 相談 きらせ、 ね 程 を 定可遣 之 候。 但年々 切 取 候 竹の 內 五分 

1 、 其 村 百姓に 可 遣 候 事 G 

一 、 能 州 氣多社 はやしの 事、 宮廻ニ 町 四方 令 寄進 之條、 傍 示を定 社家 中へ 可 相 渡 候。 其 外 之 

材木、 此 外用 所 次第 印判 を 可 遣 候 事。 

右 相 定之所 無 異義 候 様に 可 申 付 候。 若 猥之儀 於 有 之 者、 兩 人可爲 越度 者 也。 

元 和 二 年 七月 二 H 

三 輪 藤兵衞 


P 

PL 


大 井久 兵衞 

七月 廿 六日。 金澤 附近の 檢 地に 關 する 通牒 を發 す。 - 

〔加賀 古文書〕 

以 上 

今日うた つ. E 御檢地 付而、 八幡宮 屋布之 事 被 仰 越。 先年 取 立候砌 は^ 地 山に 而 候つ る條、 此 

度 之義御 見合 候而、 御 引 被 成 可然存 候。 あたご やわた 道 之 事、 是又御 見合 候而可 然様に 可 被 

仰。 其 外 奉公 人屋 布 之 事、 公義 屋布 奉行 衆より 相 渡 不申所 は、 いづれ も 御 打候而 可然存 候、 

恐々 謹 一一：！。 

七月 廿 六日  橫 山城 守 長 知 判 

成瀨內 藏介樣 

加 藤 宗 兵衞樣  、 

堀 掃部樣 

山 本久左 衞門樣 御 報 

人 月 十五 日。 能 登 一 向宗 道場の 屋敷に 檢地を 免除 せられん こと を 乞 ふ。 

〔能 登 古文書〕 
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三 八 〇 

ill 恐 申 上院 

一 、 今度 能 州御檢 地に 付而、 道場 屋布 皆々 御 打 被 成 候。 何共め くわく 仕 候 御 事。 

一 、 御 掃除 番料 之義、 諸宗 一 方、 道場 一 方に 罷成、 銀 子 相 立 申 候。 其 上 殿樣御 上洛 又は 江 11;. 

駿河， に 御 下向 被 成 候 時 は、 右 之 御 掃除 番衆， に まし 銀 相 立 申 御 事。 

1 、 能 州 道場 方，、」 して、 しらはし 三千 五 百 膳 每年指 上申 候 御 事。 

右 之 通 被 仰 上、 國中 道場 屋敷 被 成 御免 候 は  > -、 有難 可奉存 候、 以上。 

元 和 二 年 八月 十五 日  はくい 郡 本 念 寺 

ふげ し 郡 本 誓 寺 

すゾ郡 妙嚴寺 

かしま 郡 長 福 寺 

能 州惣 道場 中 

, 山 城 様 

安 房樣 

人 月 二十日。 百姓の 納租 以前に 米を賣 買す る を 禁じ、 又 領內の 量 制を定 

む。 


〔慶長 以來定 書〕 

高 札 

A 木 ははち 一、 御 公 諸給人 かたに よらす、 當 年貢米 無 皆濟已 前、 k= 姓 かたより 八 木 寶買堅 被 成 御 停 

- ほくと よ t 

止 0 

但、 給 人中より 八 木 寶 申 候 儀 は、 可爲各 別事。 

斗 升 はと ま 一 、 三 ケ國納 升、 何も 御公領 分 之 斗 升な みたる ベ きの 事。 

一 、 當納不 相濟內 に、 百姓 かたより 八 木. 大豆 以下、 俵 子 預り候 俄 在 之 間 敷 事 0 

右條々 若 於 相 背 は、 可被處 罪科 之 旨 被 仰 出 者 也。 仍如 件。 

元 和 二 年 八月 廿日  橫山々 城 守 

本 多 安房 守 

月廿 八日。 S 支丹宗 停止に 關 する 高札 を定 む。 

〔慶長 以來定 書〕 

高 札 

一 、 きりしたん 門徒 之 事、 侍. 凡 下に よら や、 堅 御 停. 之 旨 江戸 御 零 行 衆より 被 仰 越 候條、 於 

御 分國彼 宗旨 仁る 者 有 之ば、 可被處 曲事 之 由 被 仰 出 候 間、 可成 其 意 者 也。 仍如件 0 

加賀藩 史料 第 二 編 元 和 二 年  三-ノー 


持 僧 は 寺 僭 

なるべし 


元 和 二 年 八月 廿 八日 


三 八 二 

撗山 山城 守 

本 多 安房 守 

入 月。 金 澤卯辰 山 觀音院 の 寺 地を轉 じ、 堂宇 建立の 工事に 着手す。 

〔寺社 來歷〕 觀昔院 由來書 

瑞 龍院樣 御代、 奧 村長 兵衞. 澤崎柬 春に 被 仰 付、 卯" 挺 山 只今 法 住 坊罷在 候 所に 而、 慶長六 年に 

居 屋敷 拜領仕 候處、 微妙 院樣 御代 淺野 將監. 石 河 茂 兵 衞に被 仰 付、 ；兀和 一 一年 八月に 當山御 普請 

初 御座 候而、 客殿 廊下 御 建立、 並 長柄 之鏠 十本、 毛氈 五 間 被 遊 御 寄進 候 0 本堂 者 天 德院樣 御 

建立、 幡 十一 一流. 花 霞 十一 一流. 天蓋 .1!^ 張. 打 敷. 佛 道具、 其 外 奏御紋 之 御 幕 五色、 緞子之御^3^1 1 

色、 御簾 五 掛被遊 御 寄進 候。 

1 、 山 王 社 並 塔、 微妙 院^ 御 建立 被 遊 候。 

一 、 陽 廣院樣 御代に 西 尾 维人被 仰 付、 當山坂 下より 淺野 河大橋 迄、 最前 道狹 御座 候、 幅 三 間 

通り 直 道 被 成、 町 之 名 も改、 觀. 昔 町 ど 被 仰 付 候。 毎 歳 御祭 禮には 行 器 之 赤飯 米. 御 樽 五 種. 橋 

懸り根 引 之 松、 並 正月 門松 被 下 候 0 

一 、 當山 之內に 愛染 院. 醫王院 VJ 申 持 僧 ニケ寺 御座 候。 由來 之^ はニケ 寺より 書 上げ 申： 

九月 十 一 日。 家中の 準備すべき 軍器に 關 する 制 を改， め、 大阪 附陣に 破損 


したる もの を 整理せ しむ。 

〔萬 治 已前定 書〕 

加州 知行 御 軍役 之覺 

一、 一 萬 石 

のぼり 七 本 

弓 五 張 

一、 七 千 石 

のぼり 五 本 

弓 三 張 

一、 五千石 

のぼり 三 本 

弓 二 張 

一、 四千 石 

のぼり 三 本 

鏠 一 一十 本 持 鍵 共 

加賀藩 史料 第二 編 元 和 二 年 


馬上 二十 騎 

0 五十 本 持 鍵 共 

馬上 十四 騎 

鍵 三十 五本 持 鍵 共 

馬上 干 騎 

鏠 二十 五本 特鐽共 


小馬 驗 一 本 鐵炮 二十 五 挺 


小瑪驗 一本 鐵炮 十八 挺 


小 -iiir 驗 一本 鐵炮 十三 挺 


馬上 六骑 鐵炮十 挺 弓 


三 八 三 


三 八 四 


、三千 石 

のぼり 二 本 

0 十五 本 持鏠共 

、二 千 石 

のぼり 二 本 

、 千 石 

のぼり 一 本 

、五 西 石 

一 挺 


馬上 四騎 鐵炮 八挺 弓 


馬上 一 一 騎 

鐵炮 三 挺 

0 三 本 持鐽共 

能 登 越 中 知行 御 軍役 之覺 

、一 萬 石 

のぼり 七 本 馬上 十五 騎 

弓 五 張 縫 四十 本 持鐽共 

、七 千 石 

のぼり 五 本 lii:T 上 十 騎 


張 


鐵炮六 挺 錢十 本 持鐽共 


鐽 五 本 持鎚共 


小馬 驗 一本 鐵炮 二十 挺 


小； it 驗 一本 鐵炮 十四 挺 


弓 三 張 

一、 五千石 

のぼり 三 本 

弓 二 張 

一、 四千 石 

のぼり 三 本 

鏠 十五 本 持 鍵 共 

一、 三 千 石 

のばり 二 本 

0 十二 本 持 鍵 共 

1 、 二 千 石 

のぼり 一 本 

一、 千 石 

のぼり 一 本 

一、 五百石 

加 IH1 藩 史料 第二 編 


0  . 三十 本 持鎚共 

馬上 七 騎 

0  二十 本 特鍵共 

馬上 四 騎 

馬上 三 騎 

馬上 一 騎 

鐵炮ニ 挺 

元 和 二 年 


小馬 驗 一 本 

鐵炮 六 挺 

鐵炮四 挺 

m 四 本 持 鍵 共 


お. to 十  ^ 


弓 二き 


弓  一 張 


0 四 术持鎚 共 


三 八 五 


三 八 六 

鐡炮ー 挺 縫 二 本 持 鍵. i ハ 

右 最前 兩度之 就 御陣、 御 家中 諸道 具 何も 損 申 由に 候條、 連々 可 致 用意 之 旨 被 仰 出 也 0 

元 和 二 年 九月 十一 日 

九月 十七 日 J 納租に 關 する 細則 を 代官に 令し、 本年より 租覺 石に 付 口 米 

八 升に 定む。 

〔慶長 以來定 書〕 

御 定  、 

一 、 御公領 分 御 年貢米、 如 御 定年々 致皆濟 様に 可 被 申 付 候。 但、 旱損水 損 以下に 付て、 姓 

等 申 分 於 有 之 は、 郡 奉行 衆 言上 次第に 御 見 立 を 可 被 遣 候 事。 付、 御 年貢米 其 外 小成 物に 至 迄、 

御 納所 請 取 被 申 候ば、 時々 に 手形 無 滞 姓 かたへ 可 被 相 渡 候。 若舉： 付 出 不申候 由、 百姓 申 分 

有 之 者、 代官 衆可爲 越度 事。 

一 、 當 年より 口 米、 一 石に ついて 八 升 宛 請 取 可 被 申 候。 此之外 役 米 非 分 申懸に 付て は、 御代 

官 衆可爲 越度 事。 

一 、 藁 は 物 成 千 石に 付て 六 百 束 宛 取 可 被 申 事。  . 

一 、 糠 は 物 成 千 石に 付て 二百 俵 宛 取 可 被 申 寧。 


一 、 御藏 米每年 大^へ 三ケ 一 、 敦贺 へ三ケ 一 可 被 指 上 候。 相 殘三ケ 一 は 御 下行 方 並 可 爲地拂 

候 ：5;^o 付、 加州 米 は 四月 切、 能 登. 越 中 は 五月 を 限り 可 被 指 上 候 0 但、 御 符被付 候^ 被 成 御用 

捨 候條、 不寄 何方 諸 代官 衆 勝手次第 御 米拂被 申、 大津之 相場 中 之 並に 金子 可 被 指 上 候 哉 之 事。 

一 、 御藏 米 地拂之 事、 御 米 買 候 もの 御 代官 衆， こして 被 聞 立、 商人 御 算用 場へ 召迚、 段 相 極 

致 言上、 仰 出 次第に 拂可被 申 候 事。 

一 、 大 へ 登り 米 之 事、 一石に ついて、 當國之 京 舛を以 一 石に 一 升 宛に 廻し、 御东行 衆へ 可 

被 相 渡 候 事。 *  , 

一 、 御 米 地 拂並敦 賀拂之 金子 之 寧、 毎年 六月より 同 霜月 迄 之 内に 金子 可 被 指 上 候 事。 

一、 御藏 米 敦賀. 若狹， に 相 越砌、 海上に て 舟 致 破損 付而 は、 すたり 米 御 算用に 可 被 立 候條、 御 

米賴. S. 候 時、 船頭 之 切手 諸 代官 衆 取-き 可 被 申 候。 若 船頭 切手 無 之 付て は 不可 及 申 分 事 0 

一 、 御藏 米 船 之 上乗 之 事、 代官 衆 VJ して 可 被 申 付 候 事。 

一 、 舟 場ね 御藏 米 出 申 候 事、 御 代官 中へ 百姓 共，、」 して 無 懈怠 可 相 勸事。 

1 、 御藏 屋敷 之 事、 御 定之外 町方 又は 在々 所々 立 置 候 儀、 一切 被 成 御 停止 候 事 0 

一 、 御藏 下敷 之 事、 御 米損不 申候樣 に、 百姓 VJ していた し 可 申 候。 但、 御 米を拂 候ば、 右 之 

下敷 百姓 共 かた へ 返し 付ら る へ き 事。 
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三 八 八 

一 、 下 代 在所へ 指 越 候ば、 ： 汁 一 菜に て 朝夕 之 食 を、 其 在所 中 どして 賄 可 申 候。 但、 人數上 

下 二人 三人に は 不可 過 候 事。 付、 當座之 飛脚 以下 贿可爲 右 同前 事。 

一 、 下 代 在々 所々 指 越 候 時、 傳馬ー 疋宛、 代官 所 村つ き 五 里 十 里 之 內は乘 可 申 候。 但、 駄 

e;; に 直し 候 は 可 爲曲言 事。 

一 、 公儀 御用 之 儀に 付て、 百姓 召 仕 候 事 有 之 付而、 其 時々 に 書記、 下 代 肝 煎 致 判 形、 年暮に 

一  郡 奉行 手前に て 讚 談可仕 候。 此外御 代官 之 衆、 爲 自分 人足 *傳 馬 召 仕 候 儀、 一 切 有 之 間 敷 事 0 

一 、 此 以前より 有來 百姓 走 候ば、 御 代官 衆 下 代 共に 可爲 曲事。 

一 、 在々 所々 田 畠、 不致 不作 候 之 様に 可 被 申 付 候。 自然 用水 以下 於相滯 は、 郡 奉行 令 相談、 

代 {nr 衆，、」 して 普請 等 念 を 入 可 被 相 調 候。 若 致 無沙汰 田 畠 あらし 候 は > -、 代官 可爲 越度 事 0 

右條々 被爲 定置 候 趣、 若 違背 之 輩 於 有 之 は、 可 爲曲言 之 旨 被 仰 出 候 通、 諸 代官 中へ 可 被申傳 

者 也。 

元 和 1 一年 九月 十七 日  橫山 山城 守 

本 多 安房 守 

三 輪 志 摩 守 

小 1^ 淡路守  f 


九月 廿 七日。 加 賀能美 郡 尾 添 村の 温泉に 高札 を與 ふつ 

〔國初 造 文〕 

高札  尾 添 村 

一 、 當 所.？ 入 候 者 は、 湯 奉行に 相斷、 iS§ 賃定、 令 湯治 之 事。 

1 、 御 家中 之 者、 自然 對他國 人並 村人、 猥之 作法 有 之ば、 交 名 をし るし 可 申 上 候 事。 

一 、 御 切手な くして 人足 不可 召 遣 旨 0 作 毛 之 者 不可 拔 執事。 

右條々 被定 所、 若 違犯 之 輩 於 有 之 は、 可 被 處嚴科 之 ^1:= 被 仰 出 者 也 0 仍如 件。 

元 和 一 一年 九月 廿 七日  橫 山山：^ 

本 多 安房 守 

十月 一 一：！：。 加 賀能美 郡 小 松 多 太 神社に 社 地 及び 社領の 目錄を 附與す 

〔御 印 目 錄寫〕 

能 美 郡 小 松 八幡 之 地目 錄 

千 三百 九十 1 1 步 道 堀せ ハ に宮 屋敷 分 

三 反 五十 步  社 領上中 之 田 五ケ所 

右條爲 御意、 小 松 三日 市領 永代 打 渡す 所 如 件 0 
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-の村 は 木 


元 和 二 年 十月 二日 


三 九 〇 

中 川 宮內判 

上 村 八 左衞門 判 

不破孫 六 判 

上 坂 久兵衞 判 

岸 ま 計 判 

櫻 井 丹 助 判 

渡邊角 右衞門 判 

神主 富 岡 八 郞右衞 門 殿 

十 一 月 三日。 岡 田 治 太夫 大阪 夏陣に 於け る 戰功を 上申す。 

〔國初 遺文〕 

覺 

一 、 去年 五月 七 = 岡 山 表 御 合戰之 刻、 御 鐵炮衆 何れも 堅 被 申 候。 我等 一 所 i 能 越 候 事。 

1 、 道筋 之義 は、 この 衬道は 本道 を參、 其より 眞田丸 口そう がわのう ちへ 乘入申 迄 は、 鐵炮 

衆 何れも 召 被 越 候處、 町 之內に 而鐵炮 衆お くれ 申、 二 之 九 西の 門，、」 へいぎ わ 迄 三人 付 巾 候 


一 、 私 二 之 丸 西 0 門 登、 尾 敷より へ い をのり、 櫻 門に 着 居 申 候 刻 は、 富 田 兵 部. 淺野 將監. 中 

川宮內 など も あ ひ 申 候 0 城 中火 懸 候て、 何れも 出 候 刻 は、 松 平. W 蕃 な.、，、」 一 所に 同心 化、 御 

陣所 へ 罷越申 候 0 右 之 衆 定而可 被存候 間、 御尋可 被 成 候、 以上。 

辰 十 一 月 三日  岡 田 治 太夫 判 

橫山大 膳 殿 御披^^ 

十 一 月 五日。 領内 各驛に 於け る傳馬 役を定 む。  - 

〔國初 遺文〕  - 

三 ケ國衍 々傅 Ha- 役 之 (.^ 

一 、 加州 大正 寺より 竹 之 橋 迄 之 宿々、 並宮腰 可爲本 役。 但、 高 松より は 三 間に 一 間 御 役義之 

1 、 金 澤之內 卯 辰 之 木 町、 宮腰ロ 之 木 町、 森 下町 之金屋 町、 五 間に 一 間 之 可 爲御役 之 事。 

1 、 越 中 富 山. 今 石 動 は、 加州 並に 可爲本 役。 其 外 中 田. 三 田 境 迄 之 宿々 は 可 爲半役 事。 

一 、 高 岡 町. 立 野 町. 峰 峨町. 氷 見 町、 三 間に 一 間 之 可 爲役俄 事。 

一 、 東 3 石瀨. 草 島. 千^ 崎、 五 間に 一 間 之可爲 役儀 事。  ， 

一 、 能 州今濱 より 所 之 口 迄 宿々、 三 間に 一 問 之可爲 役儀 事。 
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Ill 九 二 

1 、 當年^ 春院樣 御上 洛之傳 SSI より 跡 之 分 は、 此 以前 之家數 を以、 三ケ國 {$ 々等分に 算用 可 

相 極 事。  • 

右 被仰定 候處、 無 相違 可 相 勤 候。 若 無沙汰 之 輩 於 有 之、 可 爲曲言 者 也。 

元 和 一一 年 霜月 五 曰  橫山 山城 守 

本 多 安房 守 

十二月 十六 日。 惡錢選 擇に關 する 制、 及び 金貨と 錢貨 との 交換 比例 を定 

む。  . 

〔慶長 以來定 書〕 

代物 法度 

一、 大 かけ 

一、 大 われ 

一、 新錢  - 

一、 かたなし  ， 

一 、 な ま り 錢 

1 、 ころ 錢  . 


右 六 錢の外 ゑら ぶべ から や。 然者 金子 一 步 に付而 代物 一 貫 宛之収 やりた るべ し。 此定に 代物 

は 御藏へ も被納 候條、 自今 以後 相 背 御法度 輩 者、 可被處曲-ー-，-^-！：被仰出者也。 

元 和 一 一年 十一 一月 十六 日  橫. H  .E 城 守 

奧 村河內 守 

本 多 安房 守 

士 一月 十六 日， - 加 賀國四 郡 各 肝 煎の 扶持と して、 S 民 鍬 一 挺に 付. 米 一 一 

升 を 出さし むつ 鍬 米と いふ もの 是 なり。 

〔國初 造 文〕 

加州 四 郡 在々 所々 芋 頭 之 肝 煎 扶持、 從當年 其 与 中，、」 して 餓  一 丁に 付て 米 二 升 宛 出 之、 公银御 

用 之 賄に 可 仕 之 旨 被 仰 出 候。 此外小 姓 等にたい し 非 分 於申懸 は、 可爲 曲事 之 被 成 御意 候 

條、 右 之 趣 諸 百姓 中 へ 堅 可 被 申 觸者也 ◦ 

辰 十一 一月 十六 日  橫山 山城 守 

本 多 安房 守 

郡 奉行 中 

〔河 合錄〕 
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三 九 四 


鍬 来の 徴收 

. ^寬永 三年 

に 初る とす 

る說は 非な 


田 兵 は 田 丸 

兵 庫 


鍬 米，^ 元 和 

三年に 起る 

とする 說亦 

.1?プ。* ノ 


. 十 村锹役 米 之 事 

1 、 鍬 役 米 VJ 云 は、 村々 十五 歳より 六十 歳 迄の 男 一 人より 二 升 宛 取 立、 其 組 裁許 之 十 村， Si 被 

下 候 品 也。 如斯相 極り 候 事、 其 始は寬 永 三年 ど 相 見ね 候 之 事。 舊記之 趣 左 之 通。 

一 、 其方 中手 前^ 中 村々 鍬數 可相改 旨、 御 目安 場より 被 仰 渡 候 間、 何 茂 爲肝煎 中 可 致吟咏 

一 、 人數可 相改樣 子、 其 品 書 遣 候 事。 

1 、 鍬 役相究 候而、 組々 御 帳 指 揚る上 は、 锹  一 丁に 付 米 二 升 宛 十 村 肝 煎 共 御 扶持に 被 遣 候 

き。 

右 之 通い.？ 中小 百姓 共. 2： 堅 可 申 渡 候。 如此定 上 は、 以來与 頭 共 非 分 於 有 之 は 御突猶 被 成、 急 

度 曲 言に 可 被 仰 付 候 間 可 得 其 意 者 也。 

宽永 三年 八月  田  兵 印 

出 村 又 右衞門 

一 、 又 十 村ね 鍬 米 被 下 候 初り は、 元 和 三年 VJ も 相 見ね 候。 元祿之 書 出 候 趣 左 之 通 也。 併是 

は 其 頃. e. 傳候 趣， こも 可 申 哉。  、 

覺 


j  、 先年 十五 歳より 六十 歳 迄 男、 村々 鳅役御 極、 諸事 御 普請 之 刻、 其 村々 右 鍬 役 七 B 懸り 

普 f.i 被 仰 付 候 事。 

1 、 十 村 給 米 之義、 先年 は 在々 家 數に應 じ 出 申 由、 元 和 三年 被お 仰 出、 右锹米 一 丁に 付 二 

升 宛 被 下 候 由に 而、 ロハ 今迄 取來申 候。 

一 、 在々 之 者他國 他方ね 遣 申 間 敷 旨 被爲仰 出、 右人 數相改 申 刻 殘不申 様、 村々 肝 煎 • 長 K= 姓 

誓詞 被 仰 付改申 候。 彌念を 入 可 相改、 十 村 給 米 も 鳅數應 じ 被 下 候 由 及 承 申 候。 

一 、 一季 居並 年季に 而も 舉公仕 候 者、 生 在所に 而鳅米 出 申 御定に 付、 末々 に而は 出不中 候。 

一 、 所御拂 御座 候 者 方に 奉公 仕 候 而も、 他國 他方， 2： 遣 申 間 敷、 御 縮 等 生 所， 就 被 仰 付 候、 

锹米 取來申 候、 已上。 

元 祿ニ年 五月 廿 八日 御所 村長 次郞 北 中 條衬半 七 田井衬 次郞吉 

熱野衬 少兵衞 吉野衬 藤 右衞門 村 井村 與兵衞 

御 改作 御 奉行 

一 、 鍬 役 米 之義、 其 十 村 切 害 被 仰 付 候 時 は、 = 割 御上， 先年 は 被 召 上 候 由 承 候、 且 預け 又は 

禁牢被 仰 付 候 者之義 も、 いか、 S 可 相 心得 哉 之 旨、 御所 村長 次 郎等より 伺 出、 於 御 算用 場 段々 

訟義之 上、 右 樣之分 は 跡 組 預り候 者 方ね 取 立 可 申、 年中 十四 ヶ月 割に = 割 當り取 立 可 支配 32、 
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三 九 六 

元 祿六年 十二月 申 渡 候 趣、 御 記 有 之 候 事。 

長文 段 故 要 文 迄 記 之。 十村咎 方に より 鍬 米 指 引 之義、 享保之 申 渡 今も规 則、、」 成る。 猶^ 之 

箇條に 委し。 

但、 寬永ニ 年 鍬 米 十 村 被 召 上 候 分 御上へ 取 立、 百姓 入用に 被 下 候 由、 此 文中に あ bo 

一 、 鍬 役 米之義 は、 在々 之 者他國 他領 b 遺 申 間 敷、 爲縮方 十五より 六十 迄の 男 之 分 一 人 二 升 

宛 取 立、 十 村 役 料に 可 被 下 33 被^ 出 之 通 可 相 心得 候 云々。 如 此も葡 記に お 之、 锹役米 之義は 

甚 御意 眛も有 之 品 之 由。 

一 、 鍬 役 米、 分 役 は 一 家内 取立不 申、 村 肝 煎 は 身 當り不 取 立、 家 內之分 取 立 候 事 a 

一、 十四 ヶ月 割 VJ は、 十一月. 十二月 は 二 ヶ月 分 宛 之 割にす る ieflf- 也。 日 割算 用、 當時も 十四 ケ 

月 割にいた す 也。 

一 、 新田 裁許に 而、 組當分 裁許いた し 候 者 も、 十 村 同 樣锹役 米 被 下 候 事。 

一 、 無 高所 之 村々 は、 一 人 何程 VJ 云 定も無 之、 村々 に 寄り、 龈に而 何程 VJ か 又は 米 VJ か、 前 

々仕 來り有 之、 又は 楝役 VJ 申 名目に 而取 立る も あり、 皆锹役 米へ 打 込 取 立る 也。 

十一 一月 廿 一 日。 前 田 利 常 加 賀江沼 郡 山中 温泉 本年 分の 湯稅 を領收 す。 

〔醫 王寺藏 文書〕 


元 和 二 年分、 加州 山中^ 役 金子 之 事。 

合 二 枚 者。 

右 皆 濟所如 件。 

元 和 二 年 十二月 廿 一：：：  判  、 

山中 市 右衞門 

十一 一月 廿 六日。 前 田 利 家の 子 利 孝、 上野 七日 市に 封ぜら れ采地 一 萬 石 を 

食む。 

〔系 譜〕 

前 田 利 孝、 利 家 第五 男、 文祿 三年 金澤に 生る。 幼名 孫 八郞、 慶長九 年 兄 利 長の 命に 因り、 江 

11^ に 赴きて 芳春院 に隨從 し、 十八 年 八月 十八 日從 五位 下に 叙し、 大和 守に 任 や ◦ 秩祿 初め 幕 

府 より 千 口、 宗家より 二 千 口 を 受け、 元 和 二 年 十二月 二十 六日 上野 國廿樂 郡內に 一 萬 十四 石 

を 賜 ひ、 七日 市に 治す 0 

〔天 寛 日記〕 

是 冬 

一 、 前 田 大和 守 利 孝に、 上 州 七日 市に 於て 釆地 一 萬 石 を 賜る 0 柬武 實錄 
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三 九 八 


下司 は 下知 


油 木 は 袖 桐 

なろ べし 


是歳。 金澤の 市區を 改め 近郊の 道路 を修 む。 

〔三壶 記〕 

金澤 町立 替り道 橋 等 付 替る事 

元 和 一 一年の 頃 は 瀧 與右衞 門，、」 云 もの、 石 川-河北 兩郡哉 許 被 仰 付、 就 其 諸 代 官等 も 其 下司に 隨 

ふ。 才川大 橋より 坂 之 上、 白 S にて 所々 に 小 松な V- 有 之け る を、 町中に はさまる 諸 寺 等 を 泉 野へ 

上させら る。 河原 町の 裏、 西の方の 寺 町、 其 外方々 より 野へ 屋敷 渡りて 引越す 0 下 口 惣構之 

內の寺 町 共、 淺野川 山の 際に 移さる、。 川が けの 上 菜園に 被 仰 付。 寺 町は片 町に て 相濟。 そ 

れ より 野 田 山への 道筋 は、 利 家 公の 御 墓所へ 參詣 衆の 往還 なれば 見ぐ るし ，こて、 寺 町の はづ 

れ より； 木に 小 松 を植 させられ、 道に 指 添 ひ li^T 場 を 通し、 野 田の ふ も，、」 三本 松の 南に、 遠乘 

の爲 どて 芝に て 土手 をつ き、 isiT 場 を 愛に もこ しらへ たり。 才川 のがけ の 上野に 柹の木 畠. 栗 

林 • ぶ.、 さつの 棚、 山の かたはらに 稷盆子 畠 を 付 させられ、 野 田 道 右手， 5 野 に 油木數 千本植 さ， 

せられ、 三 ッ屋の 在所に 土藏を 立、 木の 實を取 入、 御城 中の 灯油に 用 之。 宮 のこしの 海道 才 

川の 方に 有 之て、 御城より 見お ろせば 九折に て 見ぐ るし VJ て、 極樂 橋の 上より 目の 下に 見 ゆ 

る やうに、 廣 岡の 町ば なに か， S り 火 を燒、 宫 のこしの 町 口に 又 か り 火 をた き、 其 間々 にも 


五ケ所 かヾり を燒、 夜中に 火の 目 あてに て、 ぼうじ を さし 繩 ばり を究、 道 を 直に 作らせたり。 

此かゾ b の 火に て 道 を 直に 通す 事 は、 今枝內 記指圖 を以、 瀧 與右衞 門 郡い 人足 等 下司して 出 

來寸 0 此年人 持 衆 下， fe; 敷 等 相 渡り、 面々 に 作 事 をい どなみ、 地 干 町. 本 町立咎 り、 にぎやか 成 

事 申ば かりなし 0 

〔老翁 雜記〕 

一 、 元 和 二 年金 澤 町中に はさまる 諸 寺、 泉 野に 屋敷 渡， り 可 引越、 惣構 Q 內の 寺院 共 は、 淺野 

川 山際に 移る。 野 田 道 双方に 松 を植、 往還の 並 馬場 を 付、 乂其邊 に 柹木帛 木木 林-蒲 萄棚. 覆 

盆 子 畑. 柚 Q 木 等 を 被 植る。 又 宮腰道 を 直に 付改、 人 持 中 下屋敷 今年 初而 渡る。 今 枝 內記奉 

り、 瀧與右 衞門舉 行す 0 

〔正說 起 本〕 

一 、 金 澤野田 道に 遠乘 馬場 出來 は、 元 和 二 年 松林 を 伐なら し、 新に 出來に 候。 |;^^.柹木林、 

宫の腰 道 も 付 替新出 來也。 其 外 町中 寺院 今の 寺 町ね 引 移り、 下 口 は 卯- 4 山に 移す 0 

〔前 田家 雑錄〕 

一 、 問 云、 人 持 中ね 下屋敷 渡り 初 は 何 頃に 候 哉 0 答 云、 元 和 二 年に 今 枝 內記被 命、 瀧 與右衞 

門舉 行に て 相 渡り 候 0 此年柹 畠 杯の 事前に 申入 候。 葡萄棚. 覆 盆 子 畑、 柚 G 木 等 も植る 也。 
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正月 十 一 日。 百姓の 夫役 及び 小 役 を 除き、 夫 銀 及び 小 役 料と して 物 成 百 

石に 付 夫 銀 百 四十 目を徵 す。 

〔慶長 以來定 書〕 

三 ケ國諸 役 御 赦免 之目錄 

一 、 二百 五十人。  御城 詰 夫 之 事。 

一 、 他 國夫之 事。 

但、 御 國役並 宿 送 等 之 儀 者、 前々 より 如有來 たるべき 事。 

1 、 他阈 ね傳； 被 遣 事。 

但、 宿 送 之 儀 者、 前々 より 如有來 たるべき 事。 

一 、 薪錢之 事。  5： 御給 人 地せ 〈に。 

一 、 炭 之 事。  同。 

一 、 鍛冶 炭 之 事 0  同。 

一 、 御 膽餌犬 之 iES.。  同。 


當年 三月 中 迄は皙 冬より 御 割符 有 之 事。 

一 、 御馬據之^=!?.。 

一 、 御" iit 藁 之 事。 

一 、 御 liiir 草 之 事。 

一 、 御疊 うら ごもの 事。 

一 、 むしろの 事 0 

一 、 こもの 事。 

一 、 繩之 事。 

一 、 御 遣わら の 事。 

一 、 能 州 御國役 上鹽之 事。 御給 人 地 共。 

但、 ァま御 年 買鹽之 外た るべき 事。 

一 、 能 州 柳 木 之 寧 ◦  同。 

一 、 うす あした 役人 之 事。 同。 

一 、 ころ 木 之 事。  同 0 

1 、 なる の 事。  同。 
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、 桑 役 之 寧。 

、 箸 木 之 事。 

、 雪 こすき の 事。 

、 鍬 がらの isli-o 

、 しぶかき の 事。 


同 0 

同 0 

同 0 

同 0 

同 0 


、 山椒. わらび • 芋. いものく き • 山の いも. う す 、竹. 靑梅. 遝の 葉. よもぎ. しゃう ぶ. ぬ 

かご. わさび. ち 草. かや. ま め 以下 之 事。 御給 人 地 共。 

右 條々、 從當年 何も 被 成 御 赦免 之 3:! 被 仰 出 候。 然間 御公領 所、 物 成 高 石に 付而、 夫 銀並爲 

小 役 料 銀 子 百 1： 十目 宛、 四 步米相 加 可 出 之。 然者春 中に 半分、 秋 中に 半分、 兩 度に 可 指 上 候 0 

伹 去年 迄 之 御 割符 之 物數、 未進 於 有 之 者、 早速 可 被 相 濟候。 如 此被仰 出御 誰 之 旨、 諸 代官 中 

に 具に 可 被 申 渡 者 也 0 

元 和 三年 正月 十 一日  橫山 山城 守 

本 多 安房 守 

三 輪 志 摩 守 

小 塚 淡路守  ， 


リ衬碟 'キ村 郡 ば ニ紀御 
五 波の 七 八 能 十に 當 
十 郡 外 十幡登 石し 代 
石 富 越 石 座 羽 五て は 
な 腰 中 五主 咋斗百 綱 


駒 井中 務  . 

三月 五日。 前 田 利 常、 伊勢神宮 領と して 能 登羽咋 郡入幡 村の 地を增 加す。 

〔社家 來歴〕 微妙 公 御 寄進 狀寫 

能 登 國羽喻 郡 七 箇之內 於 八幡 村、 神 田 高 五十石 之 所 先 寄進。 此外 辰の年 檢地 出來分 二十 石 五 

斗 八 升、 重而令 寄附 了。 先高 引合 七十 石 五斗 八 升 之 所、 諸 役 免、 永代 可爲 勢 領之狀 如 件"^ 

元 和 三年 三月 五日  加賀 宰相 利 光 

福 井 與左衞 門 殿 

福 井與左 衞門兩 度に 致 頂戴 候。 

一 、 利長樣 御代、 右 御 寄附 御 判 形 之 御 折紙、 是亦私 曾祖父 致 頂戴 候。 

一 、 利常樣 御代 御 檢地之 時分、 右 能 州 八幡 庵主 村 打 出 二十 石條御 寄附 被 成 下、 御 判 形 之 御 一 

紙、 私 親 福 井 與左衞 門 致 頂戴 候。 

一 、 御當 代、 右 御 寄附 惣高 二十 石 五斗 餘之 所、 御 一 紙 之 御 判 之 物 被 成 下、 私 致 K 戴 候。 

一 、 當殿樣 御 誕生 被 爲成候 節、 御 產着私 親 献上 仕 候處、 綿 二百 把、 爲大神 樂料五 座 分 銀 子 六 

十 枚 被 下 之 候。 

右 御代々 御 判 之 物、 先年 入御 覽候 處、 寬文十 年 山 田 大火 事 之 節 悉燒失 仕 候に 付、 翌年 御當地 
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能 下、 委細 書付 を 以御斷 申 上^ 候。 

一 、 口宣 之 儀、 私家 祠官に 付、 代々 頂戴 仕 候。 伊勢 之 定例に 而、 私義 _ 初而從 五位 下 被 成 下、 

從四 位下 迄 致 昇進 候。 右 口宣 4r 寛 文 之 火事に 燒亡。 机從四 位下 之 口宣 は 火事 以後に 而 所持 

一 、 私 山 田 年寄 之 家業、 高祖父より 代々 相 勤、 于今其 通に 御座 候、 以上。 

真享 三年 六月 廿 一 日  御師 福 井土 佐 末 起 判 

不破彥 三 殿 

富 田 治 部 左 衞門殿 

三月 十五 日。 寶達 金山の 親方 を廢 し、 奉行 監督の 下に 百姓の 自 から 採掘 

す- る を マ：：：^ す 0 

〔諸家 文書〕  • 

能 登寶達 金山 之 僅、 山 親方な しに 仕、 奉行 を こい、 普請 山に のぞみ 申に 付て、 則 其 通に 申 付 

候條、 萬 事 奉行ね 令 相談、 山 盛 候 半 ど 可 申 付 者 也。 

(利 常) 

元 和 三年 三月 十五 日  印 

！  _  . 仁兵衞 與 兵 衞 I 淸 介， 


小 右衞門 喜 右衞門 伊 右衞門 

與 介 市 介 相 兵 衞 

又 助 左 次 右衞門 宗左衞 門 

三月 廿 六日。 山 崎久兵 衞大阪 夏陣の 際に 於け る 戰功を 具 巾す。 

〔國初 造 文〕 

1 、 去々 年 五月七日、 大坂岡 山 表に おいて 一 番鎚を 合 申 候。 其 時黑は をり 着 申 者 を、 胸板つ 

きぬき つき ふせ 申。 そこにて 我等べ っ乘申 言葉 を 合 可 申 も、 あたりに 眛方無 御座 候 間 無 其 義候。 

則 其^ 取 可 申，、」 仕候處 に、 敵 四 五 人我 等に つき か、 り 申 候。 そこにて 私兩 度まで 名乘 つき 合 

申 候 0 其 內に首 は 敵方へ あげ 申 候。 其 時 味方 四 五 人 一 所に あわせ 申 候。 其 もの はま ぐれ 申 候 

へ 共、 私 はだ まり 居 申 候。 黑きは をり つき ふせ 申 候 證據は 我等 は 見不申 候へ 共、 其 場に て 私 

傍輩に 中西來 女手 を 負 見 申 候へ 共、 相果申 ゆへ、 來女 下人 見 申 由 申 候。 其 口 を 私 傍輩 西 村 次 

右衞 門，、」 申 ものき 申 候。 其 上 安見 右近 殿 家中 遠 藤 藤 太夫 ど 申 者 見 申 由 申 候 事。 

1 、 二番 11 之 時、 黑き母 衣 かけ 申 もの ど 鍵 を 合 申 候。 しばし つき 合 申候內 に、 私 ほう をつ き 

ぬかれ 申、 則 其鐽を 我等に ぎり、 しばらく 引 あ ひ 申 候。 其 場に 味 島 半 右 衞門有 合 見. 2. 由 申 候 0 

其 外 いづれ も 見 可 申 候。 我等 手 を 負、 立の き 申 候 刻、 殿 樣御通 被 成 候 間、 鐽を合 手 を 負 申 由 
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申 上 候。 則 山城 殿. 伯 香 殿へ も 右 之 通 申 人 候。 以 來之徹 所.、」 存、 手 を 負、 下人つ き不申 候へ 

共、 11 さし 物 を もす て不申 罷歸申 候。 其 上 鍵 をつ きわけ 申 候。 右 之 心 付に 加增 くれられ 申 候 

一、 長 門 守 父子に、 せがれより めしつか はれ 有 之 申 候 故、 渡り奉公 は不仕 候。 私 十六 之 年、 

山 崎 安房 守より 木 村 勘左衞 門？」 申 者 成敗 被 仕 候 時、 坪 坂 左 太夫. 岡 部 八 彌太. 私、 兩 三人に 被 

申 付 候。 彼 も 5 け，./」 り 申 候へ 共 成敗 仕 候。 其 刻 手 負、 少知 もらい 申 候。 私當 年は廿 九に r 能 成 

申 候 事。 

右三 ケ條 之內聊 虚言 不申上 候。 

元 和 三年 三月 廿 六日  山 崎 久兵衞 判 

淺野 將監殿 

水 野 內匠殿 

篠原織 部 殿 

石 川 茂 _ 牛 殿 

三月 廿 七日" 前 田 利 常 篠島豐 前に 命じ、 越 中 諸 浦に 來る 他國 船の 入港 稅 

を徵 し、 又 農民の 他國に S 出す る もの を險 i^J しむ。 


久兵 衞は祿 

二百 石：， i し 

て延 寶八投 


島豐 前に 

前名 三藏 


元 和 二 年 は 

三年、 寬永 

九 年 は 八 年 

なるべし 


〔篠島 卯 三郞藏 文書〕 

越 中 四 郡 諸？^、 他 國船問 役 之 事、 米 百 後に 付 銀 子 一 匁 宛、 相 改可差 上 候 0 然者 浦々 肝 煎に 下 

代 差 添、 右 之 役 齦、 並 分 國之バ 姓 他 國へ不 相 越 様に、 舟 中 可 相 改候。 於 無沙汰 者可爲 越度 者 

也 0 

S  $») 

元 和 三年 三月 廿七 H  印 

越 中 篠島豊 前 守 殿 

三月。 重ねて 大阪役 從軍者 を 精査し 陪隸の 徒に 及ぶ。 

〔越 登 賀三州 志〕 

元 和 三年 丁 巳 三月 嚮に 浪華の 役に 預る 諸臣 の殿最 眞腭： を 正して 之を定 む。 淺野 將監. 水野內 

匠. 篠原織 部. 石 川 茂 平 之に 監 たり。 

〔前 田家 雑錄〕 

一 、 大坂覺 衆、 元 和 二 年 御 詮義の 時、 岡 山 口 覺衆五 ぼ 石 宛、 黑 門の 衆 は 二百 石 宛、 右 御加坩 

VJ 也。 宽永九 年の 時 岡 出 表の 衆 二 千 石 宛、 黑門 表の 衆 五 ぼ 石 宛 御 加 增，、 J 也。 

〔微妙 公 御 夜^〕 

一 、 大坂 以後 御^ 被 成、 並々 の 者 御 知行 二百 石 宛 御 加 墦被下 候。 天下に 無 之 結構 成 御加增 
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御 不審ば 幕 

府ょリ なり 


元 和 二 年 は 

三年なる ベ 


內^ は興津 

氏 


の 由申惯 候。 其 以後 重而大 坂の 高名 批判 被 仰 付、 御 加 恩 有 之 者 も 御座 候。 筒 様の 儀 微妙 院樣 

ね 御不藩 御座 候內之 由、 有 澤氏咄 申 候。 

〔三壶 記〕 

宽永八 年 十月 上句に、 先年 大坂 i: に 高名の 者せ ハ 大形に 聞 屆加增 を さす。 元 和 二 年に 家中. 又 者 

共 手柄の 次第 聞 屈 褒美 を さす どい へ 共、 唯今 又 委細に 可 被 聞 召の 旨 被 仰 出。 

四月 廿 三日。 由 比 民 部 丞命を 得て 越屮 植生 人幡 社の 神職に 前 田 利 常 夫人 

の 安產を 祈らし む。 

〔越 中古 文書〕 

以 上 

一 書 □ 啓  一：： U 仍御祈 禱之爲 御 初尾鈒 一 枚 被 造 候 ◦ 彌々 無 御 由斷、 御 安産 之 御 祈念 可 有 之 候。 

內記 方より 可 被. &入 候へ 共、 御用 之義候 間、 我等 方より 如此 候、 恐惶 謹言。 

元 和 三年 卯月： h 三日  由 比 民 部 丞ロロ 判 

はに う 神主 殿 人々 御中 

四月 廿九日 3 前 田 利 常の 子 千 勝 丸 生る。 後の 利次是 なり。 


〔三壺 記〕 

利 光 公 御 若君 御 出生 之 事 

元 和 三年に は 千 勝 丸 殿御 誕生 被 成ければ、 生 駒 內膳を 御 守に つけさせられ、 其 外 子 小姓 Vj も 

それ/.,^ に 前後 を 守護し 奉る。 

五月 十三 日" 德川 秀忠、 前 田 利 常の 邸に 臨む、， . 

〔天寬 日記〕 

五月 十三 日 

一、 公 松 平 筑前守 利 常が 家に 渡御 あり。 御太刀 守 家. 御 刀 一文字. 御 脇差 平野 藤 四耶. 御： お 衣 御 

松 fs- 御 輦物： 6. 御 小袖 百. 八丈島 三 端-白銀 三千 枚 利 常に 賜 はる。 太刀 守 家. 刀 貞宗. 脇差 新. - 

藤 四邢. &T 一  疋|:^小釉百.袷百.白絲百斤.紅絲百斤.綿千把.卷物；.=卷1|;.资金三百枚利1  お 

を 献す。 猿樂七 番上覽 あり。 三番 過て 小釉 I 猿樂大 夫に 與ふ 。其餘 の 役者 等に 小 釉を與 へ、 舞 

臺に 鳥目 五 百 貫是を 積み 與 る。 利 常が 家 ほ 九 人 御前に 出で 拜 謁す。 時に 太刀. 拾 を 献す。 各 

白銀 御 單物を 賜る 差 あ， 90 東武 實錄、 紀 年錄、 續 年錄。 . 

〔天寬 日記〕 

元 和 三年 巳 五月 十三 日 卯 辰 之 間、 公方 檨松平 筑前守 殿へ 御成 之 次第、 路次 口より 御數寄 "UH- へ 
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酒 

ひ 

て 

麵 

御 
汁 

大牛靑 
根房鷺 


瞎符 ほ瞎部 


四 一 〇 

くせう 雪 雀 

御 一 一盛 こ ほし 

燒蒲 2 御 汁 小栾香  物 

銜弓 もの 

さ し み 缠 からしす 

御く わし ふ ち 高 

御 柳 枝 枇杷 もち 里い も 

御 相伴 二人 H 野 唯 心. 藤 堂 和 泉 守。 

公方 様 御前 御 三 迄 杉 足 折。 二人 杉 平 具 御 相伴、 さしみへ ぎ、 引 物 重 はちな り。 

御茶 過、 被 爲成御 書院、 則 三方に のし 御前へ 出 申 候。 頓て御 祝 之 御 膳 出 申 候。 公方 樣 上段、 

筑前守 下段、 御 二人 許 也。 

-初 献 

燒鳥 御雑煮 iS!S 五 種 


か"^、 0t ぴ 眞 羽 煮 

三 献 

下 键  にし ひし ほ 煮  まきす るめ  以 上。 

御廣 間. に 被 爲成候 時、 筑前守 殿より 御 進物 之 事。 

1 、 太刀 一 腰 守 家 一、 御馬 一疋  一 、 吳服ぼ 

一、 御給 百  一 、 白 絲百斤  一 、 紅絲 斤 

一、 卷 物百卷 一 、黄金 三百 疋 一 、 綿 千 把 

右 道具 入 申 候な し 地 長 持 三十 枚、 あ を ひ 御 もん 有。 

御 家中 之 衆 御禮之 次第 

1、 御太刀 一 腰. 御 單物廿  橫山 山城 守 

1、 御太刀 一 腰. 御 單物廿  本 多 安房 守 

一、 御太刀 一 腰. 御 單物十  奧村 河內守 

1、 御太刀 一 腰. 御 單物十  松 平 伯 省 守 

一 、 御太刀 一 腰. 御 單物十  神 谷 信 濃 守 
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一 、 御太刀 一 腰. 御， £3^ 物 十 

一 、 御太刀 一 腰. 御 單物十 

一 、 御太刀 一 腰. 御 軍 物 十 

一 、 御太刀 一 腰. 御 軍 物 十 

以 上 

右 之 御？ 鼢濟、 御 能 初り 候而 三番 過、 最： 

公方 様 筑前守 殿 和 泉 殿 日 野 唯 心 

御 本膳 

豳 I 引た こ かまぼこ 

御 二 之 膳 

卷 するめ 海月 貝 盛 

からすみ ； g 

御 三 之 膳 

は 盛 さ マ ゐ 三 盛 


四  一二 

橫山大 膳 正 

橫山 式部 正 

富 田下總 守 

今 枝內記 

： 之 御 書院， に被爲 成、 七五三 之 御 膳 出攸也 Q 

水無瀨 

あへ ませ 御 a 漬 麵手睡 

御 汁 集 

卸. t- 呢 

御 汁 白鳥 

御 汁 鱸 


御菓子 

1 、 やき ふ 一、 

一、 くるみ 一、 

以 上 

御 引替 御 膳 之 事 

御 本膳 

m  香 

獒物 み るく ひ 田 

御 二 之 膳 

燒 物ます 貝 

すし こし 丸 さた 

0  ^ ご い 


鯉の 見 いり 

御 かさへの 物 


大豆 あめ 

結 こぶ 


， まん ぢ う〕 

、 油 物 一 


の 物 御 汁 集 

貪 


燒 

」 み 

ら き 


御 汁 竹 の 于 

しゐ たけ 


はまぐり 

おきった い 


水 


御く わし さめが ゐ もち みかん びわ 

重而御 進物 之 事 
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や， フカん 


、みかん 
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一 、 御 腰 物 一 腰貞宗 一 、 御 脇差 

以上 何も 御披 人 酒 井 雅樂頭 殿。 御て 

靑 山大藏 • 菅沼主 殿 . 酒 井下 總守 

右 何れも 御 膳 過、 御廣 間， 被爲成 

〔天 寛 = 記〕 

一 、 十日 御 能 之 事。 


わ き 

二 番 

三 番 

四 番 

五 番 

六 番 

七 番 


加 茂 

や 、 

夕 い 

せ ， 

あしか， 9 

み わ 

祝 言 


ま 


き 


顿新肩 藤四郎 

レ， 板 倉 周 防 守。 

鳥居 讃岐 守。 
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- わへ、 永 井信 濃 守 0 御 かよ ひ、 


右 四 座之大 夫に、 御 小袖 .袷- 帷子. 鳥目 舞 K や； に 御つ ませ 被 下 候。 御 能 七つ 時分に 過、 則 本の 路 

次 口より 還 御 也。 御 次の 日 何れも 諸 大名 衆 被 仰 人、 御 祝 之 御 能 御座 候。 


拙 老は金 地 

院崇傳 


わき  しら ひげ 

二番  ゑ びら 

三番  ゆや 

四 番花月 

五番  藤 BS 

六番  山う ば 

七番  祝  言 

〔天寬 日記〕 

五月 二十日 

一 、 今：：： 加 賀筑前 殿へ 御成 之 御用 意 候。 明日 者 御 年寄 衆 各 筑前守 殿へ 御 寄 合に 而、 拙 老式も 

呼に 來候 間罷出 候つ る。 事々 敷 御作 法 可 被 成 御 推量 候。 御 進上 物 も 金子 千 枚. 卷 粉. 糸. 綿. 御 

太刀. 御 瑪- 御 腰 物 も 何も 名物 候 0 其 外 御 小袖. 御 袷. 長 持 以下 數を盡 したる 御用 意，.， -相 見へ 申 

候。 朝は數 寄に 被爲 成、 夫より 御 書院ね 被爲 出、 御 一 献上り、 其よ-^ 廣 間へ 出御に て 御 能 有 

之 pl^ 樣 子に 候。 圃師日 sic 

七月 十六 日。 芳春院 夫人 残す。 
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四 一 五 


申ば 享保 

元年 

披： a は 前 田 

^  ML 


. 芳释院 肖像 

賛 の、, と は 

陵 a 十四 年 

五 し 在り 
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〔三壶 記〕 

利 家の 北の 御 方 芳春院 殿御 遠 行 之 事 

元 和 三年 丁 巳 七月 十六 日に、 芳春院 御 遠 行 あそばされ、 寶圆寺 伴 翁和尙 導師 被 成、 大法 會を 

執行 被 仰 付。 犀 川. 淺野 川に て 米 施行、 功 德甚深 之 御 報謝 どもお びた し。 御 戒名 を 芳春院 

殿 花 巖宗富 大禪定 尼、、」 號し 奉り、 御 一門 中 は不及 申、 御な じみの かた <\« 哀傷の 悲淚釉 をし 

ぼり、 御靈 前の 參詣衆 筆紙に 籤し がた し。 

〔桑 華 字苑〕 

一 、 丙 申 歲山本 基 庸來于 江 都、 其 念 有 六日 献 一 封 0 披見 之 云、 京都 芳春院 什物 之內 に、 芳春 

院 御詠歌 御 自筆に 而 御座 候 旨、 菊 池 大學寫 取 罷歸候 ◦ 私共 終に 拜見不 仕 候 0 芳春院 樣は御 連 

歌 も 御上 手に て、 夕. 霧 や 秋の 千 種の 花ぐ もり 0 此御發 句な ざ は宗 紙. 宗長 句に も 無 不足 事， こ 人 

口に 御座 候 間、 御詠 も 其 通 ど 奉お 候 0 大學申 候 は、 若 未 入御 覽事も 可 有 御座 候 間、 御 序に 入 

御 覽候樣 に、、) 相 渡 候 故 上 之 申 候。 奧村故 半 兵衞， £： 被 下 候 御 書 共、 奧村故 助三郞 家に 現お 拜見 

仕 候。 御手 も 宜敷被 遊 候。 所謂 大學入 愚見 候 御 筆之寫 は 0 

芳春院 殿 $1： 像 春 屋の贊 に 御 自贊御 自筆 之 和歌 御 書 副之寫 

くもりな き 秋の み 空の 月影 を 心の 水に うつして ぞ 見る。 


下 津間は 下 

間 


松 緣寺は 照 

a 寺 


なき あ VJ の 形見まで，/」 やの こすらん む そぢ餘 りの 春の おもかげ 0 

芳春院 殿御 自窗之 達磨に 御 自赞之 和歌 

おし へ おく その 言の は をし るべ にて 心のお く を たづね しらば や 0 

すぐし こしむ そぢ餘 りの 春の ゆめ 醒 ての 後 は 嵐 吹な り 0 

右一 一通 高德公 年譜 考閲之 書類に 人 之。 大學へ は 滿悅之 段 可 申 遣 旨 基^に 命 之 0 

〔桑 華 字苑〕 

一 、 利 家 公 天 正の 比に や、 金澤の 御城 御 廣間は 下津間 時の 道場 を 用 ひて 給 ふ。 或 時 御 出 被 

成，、」 て、 廣 間の 上むな ぎに こも 包の 物 ゆ ひ 付て 在。 何なる らん どてお ろして 見た まへば、 阿 

彌陀也 0 是 はふし ぎの 物な り どて 寺ね 遣せ ど 被 仰。 御前 樣 事の 外の 佛法御 尊敬 故、 幸の 事な 

り VJ て 御持佛 堂に 置た まふ。 此事 御門 跡， S きこ， はて、 是は 一向の 門跡の 家に 無くて は 叶 はぬ 

本尊な り、 申請 度 VJ 被 仰 越。 御前 樣後芳 春 院樣御 同心な く不被 遣。 芳春 院樣御 他界 以後、 金澤 

表の 末寺 松緣 寺. 21 被 遣、 いまに 在 0 是を 微妙 院樣御 聞 被 成、 本尊へ 御き しん-,」 て、 松 緣寺屋 

敷せば しどて 您 構の 方 を 被 下 0 

七月 一 一十 日。 能 登 羽 咋郡瀧 谷 妙 成 寺の 日 鳳 寂す。 

〔本 化 別 頭佛祖 統紀〕 
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能 州 瀧 谷 妙 成 寺 十三 代 日 鳳 上人 傳 

師諱日 鳳。 號驚 山院。 越 中 富 山 之 人。 初 入敎外 門。 省 悟發明 一 時 蓋 世。 性 得 臨 池 妙。 爲人所 

稱。 亞相利 家 卿 道 契最厚 0 偶 遇 普賢 院日慈 0 禀本 化敎。 始 知己 非。 且駭且 奮。 慈 者 瀧 谷 第 十 

二 代キ： 也。 師就慈 欲 更衣。 慈 不容而 曰。 敎外別 傅 者。 天魔 所爲。 魔窟 之漢。 易 徹正信 道。 吾 

宗者以 信 代 子 也 容易 之 信。 是亦 魔障 也。 師依慈 一 針。 遍身大 汗。 如斯 四十 =。 竊走于 松 

崎談 林。 學 天台 書。 夙 善感 歟。 正 信 發歟。 夜々 明星 天子。 來而 指摇. f> ；義 文句。 . ^觀通 貫 解 了 C 

更入 大藏。 得 自然 昝。 歸對日 慈 伸 其 所得。 慈大驚 即日 印 可。 具 授別頭 秘靈。 終 爲瀧谷 主。 師 

自行 房猛。 化 他亦鐽 0 日 慈 化矣。 其廬云 妙法 山圓 光寺。 師遷圓 光寺。 葺之補 之。 以報慈 之 恩。 

又 去隱瀧 谷。 其 地呼昌 運坊。 今猶存 也。 元 和 三年 丁 巳 七月 二十日 奄然 化矣。 未詳 世壽。 初師 

在 松 崎 茶 堂 偶語。 忽涕淚 曰。 瀧 谷 鐘 司 之 僧 0 唯今 落命。 於 後 有 信。 校 之 不妄。 每々 有 異人。 

呼爲 六根淨 大徳。 

十月 一 一十 日。 前 田 利 常 越 中 今 石 動永傳 寺に 寺領を 寄進す。 

〔越 中古. 書〕 

爲 ヒサ 領分お 俵 之 所、 利 長 任 在 判 之 皆、 如 前々 全 4: 寄進 了。 全 可お 知行 之狀如 件。 

元 和 三年 十月 二十日  利  光 印 


〔寺院 來歷〕 享ニ年 由來書 

文祿ニ 年に 瑞龍 院樣御 印、 元 和 三年 微妙 院樣御 印 被 下 置 候。 

〔國事 雜抄〕 

今 石 動 永傳寺 由來書 

拙 寺 開闢 者、 永祿 元年 越 中 礪波郡 矢 波 村に 於て、 開山 文 藝和尙 草庵 建立 仕、 被 致 居住 候。 道 

風德義 世人 高く 仰ぎ、 高 德，， J 相唱 候。 夫より 自然 ビ 庵室 を 高 德寺ビ 號し來 候。 然處天 正 十三 

年 酉 十 一 月廿 九日、 礪波郡 木 舟 之 城 生前 田 右近 將監樣 御 夫婦 様、 同日 御 逝去に 付、 御 息 前 田 

又 次 郞樣、 右高 德寺文 藝和尙 を 御 導師に 御 頼に 而、 御 法號御 授け 申 上、 導師 相 勤 御 薪 送相濟 

候。 依 之 御 兩親樣 御 菩提 所に 被 仰 渡、 同 十四 年 寺 領被成 下 候。 

一 、 前 田 又 次 郞樣今 石 動 御 居城 之 刻、 高 德寺を 假に城 山際 柴山 之內， に被爲 引。 右 御 建立 之 

砌、 御 兩親樣 御 法號之 文字 を以、 眞 光山 永傳 寺，、」 被 爲改、 同 十五 年 寺 領も加 增被仰 付、 其 上 

柴山曁 御 祠堂米 等 御 寄附、 寺 屋敷 も拜 領地に 被 成 下 iMO 其 後 文 祿ニ年 巳 十二月 十九 日 又次郞 

樣御 逝去に 付、 當寺ニ 代 一 山順甫 和尙、 御 法號良 將院殿 VJ 舉授、 御 引導 燒香仕 候。 其 後 文祿. 

元 和 中瑞龍 院樣. 微妙 院樣 御代 右寺領 御改、 玄米 百 懐 宛 之 御 印 物 頂戴 仕 候。 (下略 リ 
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四き 

年號 月日  今 石 動 永傳寺 

瑞龍寺 御 役 寮 

十 一 月朔 日。 前 田 利 常 越 中 礪波郡 植生 人幡 社に 社領を 寄進す。 

〔越 中古 文書〕 

通 生 村之內 六十 俵 之 所、 任 利 長 在 判 之 旨、 當社 八幡宮， 令 寄進 畢。 全 可 有 社 納之狀 如 件。 

元 和 三年 十 一 月朔日  利  光 印 

爐生 八幡宮 神 生 民 部 

十 一 月朔 日。 越 中 礪波郡 芹 谷 千 光寺に 制札 を 立つ。 

〔國初 造 文〕  ， 

禁制  千 光寺 

一 、 於 山林 伐採 竹 木 事。 

一 、 於 境 內並山 C£ 之 間 放 牛馬 事。 

一 、 於門內 殺生 之 事 C 

右 之 通 被 仰 出 候。 若 於 違犯 之 輩、 可爲 曲事 者 也。 

元 和 三年 十 一 月朔日  橫山 山城 守 


前 源 峰 は 前 

田 長 種 


千 勝 は 前 田 

？タ 


奥 村河內 守 

本 多 安房 守 

〔寺社 來歷〕 貞享ニ 年 由來書 

當 寺大寶 三年 唐 僧圓德 上人 草創 之 地 也。 緣 起由來 寄進 狀等亂 世 之 頃 紛失、 委曲 雖不相 知、 依 

爲 古跡、 瑞寵公 守 山 御 在 城 之砌、 以前 源峰老 取次、 山林 寺 屋敷 拜領之 御 印書 頂戴 之處、 先年 

當寺 回祿、 其 頃 御 印書 燒失云 々o 

十 一 月 三日。 前 田 利 次 初めて 金 澤卯辰 山 觀音院 山 王 社に 詣で 猿樂を 奏せ 

しむ。 

〔寺社 來歷〕 觀昔院 由來書 

元 和 二 年 八月より 御 普請 初 御座 候。 同 三年 從天德 院樣觀 昔 堂 御 建立 被 遊、 曁鎭守 山 王 社. 塔 • 

庫裏 廻り. 鳥居. 門 柵、 坂 之 道筋 石 壇 被 仰 付。 十月 本堂. 客殿 等 不殘御 普請 相濟 候に 付、 十 一 月 

三日 千勝樣 御宮 參被 遊、 御祭 鱧 御 能 可 相 勤 旨 被 仰 出。 則 三日. 四 曰 御祭 禮御能 御座 候。 翌年 

より は 四月 朔日. 二日に 可 相 勤 旨 被 仰 出 候 由、 舊 記に 御座 候。 

〔金澤 古蹟 志〕 

卯 辰 山 王 社 客殿。 延寶ニ 年由來 書に 云、 山 王 社 客殿 者、 元 和 三年 從中納 言樣御 建立 被 遊、 長 
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常 山 ti 卯 辰 

觀音 院なリ 


柄之键 十本. 毛 魁 五 間 御 寄進 被 遊，、」 あり。 

〔金澤 古路 志〕 

舊藩中 諸 公 子宮 參事赂 

延寶 一 一 年 由來書 に 云、 於 當山者 少將 樣. 淡路守 様-おまん 樣. 飛驊 守樣. 御 ふ う さ ま 御宮 參被 

遊、 御代々 御產 神之宫 寺に 被 仰 付、 御前 樣御 懐胎の 度々、 御 祈禱護 麼 被 仰 付、 以御 吉例 を大 

姬君御 懷胎之 節 も、 御產 平安 之 護摩 被 仰 付 ど 見え、 又 別由來 書に も、 少 將樣. 淡路守 様-御 ま 

ん さま. 飛 li 守 樣- 御 ふうさ ま、 其 外 御子 樣方 御宮 參被 遊、 御代々 御 產宮に 被 仰 付、 中 納言樣 

御前 樣御 懐胎 之 度々、 御產 安之 祈 禱被仰 付、 大姬 君樣御 懐胎 之 節、 從御 二方 祈 禱被仰 付、 

加 賀守様 御 誕生 被 遊-刻、 御 守 を 江 li^ へ 致 持 參指上 VJ あり 0 又 鎭守山 王者、 中納 言^ 御子 樣方御 

宮參被 遊、 度々 先山 王ね 御 宫參被 遊 候 故、 山 王 社 迄 道筋に 並木 之 杉 を 御植被 成、 其 外 當山松 • 

杉. 栗 之 木，、」 も、 從中納 言 樣御植 被 遊， こも 記載す。 右 中納言 樣，、 J ある は 利 常 卿、 少將， ある は 

光高 君、 加 賀守樣 VJ ある は 綱紀 卿な り。 また 淡 路守は 富 山の 藩 祖利次 君、 飛 驟 守 は 大聖 寺の 

藩 祖利治 君な り。 按に石 浦の 社 傅に は、 少將 光高 君 及び 淡 路守利 次 君. 飛 職 守 利 治 君 等 誕生の 

頃、 石 浦 山 王 社へ 社參 せらる ビの事 成し かビ、 別當某 高野山 留守中に て 不在なる により、 野 

町 神明 宮へ社 参せられ、 是 より 石 浦 は 城 中 産土神の 趣意 絶えたり-. J、 寬延ニ 年の 由來 書に 記 


載し、 ー說に は、 此の 時 高野山 留學 中な り、、」 も： i 社すべし ，この 事 成し かざ、 其の 儀な り 難き 

よし 申立たり 0 依て 卯 1^ 山 王 社 は、 石 浦 山 王を勸 請せ し 社に て 同事な り？」、 金澤 寺社 舉 行の 

建議に より、 卯 辰 山 王へ 社參 せられ、 是 より 卯 辰 山 王 をば 城 中の 產 土神，.， - 定められたり ビ見 

えたり。 但し 光高 君 以下 諸 公子、 石 浦 山 王 社へ 社 參の事 は、 僖 記に 所見な し。 恐らく は 傅 聞 

の 誤なる べし。 卯-お 山 王 社へ 社 參の事 は、 彼是 諸記錄 にも 載せた るの みならす、 世人の 知る 

所な り 0 

十 一 月 十五 日。 越 中高 岡 城内の 天 滿宫を 金澤泉 野に 移す。 

〔北雖 文集〕 

玉 泉 寺 天 満宮上 梁 文 

天滿大 自在 天 祌者。 其 先 出 自天穗 日 命。 而菅原 美稱。 依 地 爲姓矣 0 天慶之 間。 神託 文 子。 欲 

捿 右近 馬場。 天 暦年 中 移 立 社于北 野。 此乃吾 國廟祀 之 始也。 己 而國人 所 無 處不祭 之。 則 

靈感甚 新。 昔 建 武元甲 戌。 畠 山 卜 三相 攸於越 中 富 山。 恭建菅 鹿 祭事 矣。 其 後 加 越 能 三 州 使 君 

利 長 公 0 讓國于 令弟。 返 隱越之 中州。 公 乃 菅-旅 之 裔也矣 0 夫人 永 壽大姉 Q 亦舉 神威。 實當慶 

長 十六 辛亥 也。 當社之 起 本 良 有 故 哉 0 又 命 利 常 公 曰。 菅神者 吾 家 宗祖 也。 宜移于 金城 以 m ハ國 

家。 元 和 三 丁 巳 之 秋 擇地於 泉 野、 鳩ェ營 構。 不幾 月而宮 成矣。 即卜十 一 月 十五 日鎮 坐焉。 請 
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六 神 爲相殿 也。 時淨禪 十二 世 其 阿 和-: 有神佛 兼修 之譽。 命 之 兼別當 職。 住 席邊小 寺。 

是歳。 前 田 利 常 前田采 女に 諮りて 金の 御 羽織 衆を定 む。 

〔慶 長以 來御定 書〕 


元 和 三年 以 景勝 之 家人 邊見與 一 郞 故實、 

子 一 枚 宛 被 下 之。 羽織 之 腰 指 長さ 六尺、 

、 千  石 

、 千  石 

此兩人 高 知 故 羽織 之者觸 役。 

、六 百 石 

、五 百 石 

、七 百 石 

、五 百 五十石 

、四 石 

、四百 五十石 

、三 百 石 


初 而金之 御 羽織 之 者 十二 人 被 仰 付、 右 羽織 爲裕 料金 

惣地紺 金を以 面々 交 名 書付。 

平 岡 志麼助 

有 澤釆女 

林 次 右衞門 

河 村 五 右衞門 

小川 孫 左衞門 

大平 左馬丞 

櫻 井 九 右衞門 

三 山 市兵衞 

中 村彥助 


仕 元義リ 慶 杉よ 天肥采 
す 和 光 出 長景リ 正 氏 女 
二に 羽 六 勝 越 十に 初 
年&最 年に 後一 仕め 
來へ 上よ 、上 年へ 土 


一、 三 百 石  長 井 五 郞右衞 門 

一、 三 百 石  福 岡 甚右衞 門 

一、 三百 五十石  卢田彌 五左衛門 

〔有 澤氏覺 書〕 

利 常 公 御代 元 和 二 年 六月 廿ニ  = 有 澤釆女 被 召 出。 同 七：：：； 初 來女を 御 次へ 被 召 出、 景勝の 內逸 

見 與十郞 VJ 云足輕 大將、 替 りたる 出立の 由 被 聞 召 及 候 0 越後に て 見 申 や ビ御尋 の 時、 如何に 

も 同時に 罷出見 申 候。 農 人の 着用 仕る 番鳥 iaj^:i;J^O は VJ 申 物 を、 少樣子 を替、 金 切 さき を惣 

地に 縫 付、 銀の 鎌に 金の 繩 一把 を 添て 腰 指に 仕、 拔 群の 体に て 毎度 働 仕 由に て、 其 繪形等 を 

作り 指 上 候處、 則釆女 を始、 他國 にて 心 操 有 之 新参者 十二 人、 其 出立に 可 被 仰 付 候、 但番鳥 

蓑の 樣子を 少替、 袖な し 羽織の 形に して、 金の 切 さき を 縫 付、 腰 指 を 如 此の 模樣に 可 仕 旨 被 

仰 出、 則其價 黄金 一 枚 宛 被 下 之 候 0 此 役の 者 は 陣中 諸 備を乘 廻、 諸 奉行に 心 を 付、 物見 等 を 

相勸候 を、 何方へ 罷越 候，、」 早く 御覽 被成爲 に、 第一 目に 立 装束に 被 仰 付 候、 敵に 見せ 候爲 ど 

は 不被思 召 旨、 御意に て、 則 其 時分 出頭 御 右筆 松原 內 匠に、 人々 の 名 を 書付 可 申 旨； にて、 

則 此寫內 匠 筆跡の 由 也 0 其 姓名。 

千 石 有 澤釆女 千 石 平 岡 志 摩 助 七 百 石 小川 孫 左衞門 
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六 百 石 林彌次 右衞門 五 _c 五十石 大； 牛 左 馬 助 五 石 河 村 五 右衞門 

四 kn 五十石 三 山 市兵衞 四百 石 櫻 井 九 右衞門 三百 五十石 戶田彌 五蕩門 

三 百 石 中 村彥助 三 百 石 長 井 五郎 it 門 三 石 福 岡 甚右衞 門 

右 十一 一人 同時に 被 仰 付歟、 元 和 初 比 侍 帳に 有 之。 右の 內平岡 志 摩 助. 釆女兩 人 は、 身体 千 石 宛 

にて 宜く候 故、 頭分の 如く 觸使言 渡 等 相 勤 候 由。 

三 百 石 由 比 勘兵衞 二百 五十石 後藤 勘兵衞 四百 五十石 山 崎 次 郞兵衞 

四百 石 內藤助 右衞門 二百 石 土 山十郞 it 門 二百 石 笠 間 平 馬 

二 ぼ 五十石 靑木治 太夫 二百 五十石 ^間 儀兵衞 

右 八 人に 初 十二 人の 內 小川. 林. 河 村. 三 山. 櫻 井. 戸田 六 人相 添、 十四 人 寬永四 年の 侍 帳に 相 

見え 候。 相 殘衆中 は 死去 人：： 人 有 之 候 哉。 釆女 も寬永 三年より 眼 相 煩、 斯役^ 御斷 申上攸 

て、 役人に 成 候 由に 候。 此 後に 候 哉、 此 役務 候 衆。 

五 百 五十石 氏 家 內藏允 二百 三十 石 片岡三 右衞門 

右兩人 金の 羽織 役に 候。 又 瀧 助 兵衞. 有 山 忠右衞 門. 黑田久 左衞門 三人、 大坂御 備定の 朱に、 

羽織 役の 內に書 加 有 之。 猶此 外に も 一 兩人有 之 候 哉、 實否惜 に 不知 候。 

寬永 十六 年利 常 公 小 松 御 歸居 の 節、 此役義 相勸展 猴^。 ||:._卜||   に 、，  


由 比 勧兵衞 

の 知行 は 四 

百 石な 是と 

す 


內藤助 右衞門 靑木治 太夫 櫻 井 九 右衞門 BV 田彌五 左衞門 

笠 間 儀兵衞 後藤 勘兵衞 片岡三 右衞門 

右 七 人 光高 公へ も 致 勸仕候 旨、 二 代 片岡三 右衞門 方に 覺書存 之、 寫之 K 也 0 此七人 死去 後、 

余の 羽織 役斷絕 にて、 羽織 は 何れも 死去の 時分、 造 物 一 所に 指 上 之、 武具 御 土 藏に殘 有 之 由 

也。 其內 何等 之 子細 有 之 候 哉、 氏 家 內藏允 羽織 計不上 之、 當時四 代の 孫 氏 家 葛六郞 方に 所持 

之 故に、 當夏借 之 而寫置 者 也 0 腰 指 は 同氏 平 右衞門 方に 今 所持 之 故に、 其 寸尺表 臭 文字 等聊 

不違寫 置 者 也。 仕 立 樣等少 法式に 不相叶 所雖有 之不改 之、 ロハ 其 古体 相殘而 巳。 

右 金の 羽織 並 腰 指依寫 之而、 其 濫觴 由來、 相 勤 候 人々 の 姓名、 後年 子孫に 可爲相 知、、」 記 

之 者 也。 

貞享 三年 丙刁 六月 廿 三日 書 之  有^ 九 八 郞俊ト ：=； 

是歳。 玉泉院 夫ん 越 中立 山の 室 堂 を 再建す。 

〔寺社 來歷〕 岩畊寺 由來書 

一 、 從玉泉 院樣、 元 和 三年に 峯の室 堂 御苒與 被爲成 候。 

元 和 四 年 
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高 島 尾傳右 

衞門 は教賀 

の 商人な リ 


月 十一 一日。 高 島屋傳 右衛門 所有 船の 加 越 能 諸 浦に 於け る 入港税 を 免除 


す- 


〔國初 遺文〕 

追 而御分 國屮諸 浦 出船 之 刻、 船中 人 改之事 堅 可 被 申 付 候、 以上。 

其方 舟 五艘、 於 御分國 中間 役 被 成 御免 之 由 被 仰 出 候條、 以此墨 付 諸 浦 奉行 衆ね 理可被 申 者 也 0 

元 和 四 年 二月 十二 日  橫山 山城 守 長 知 判 

本 多 安房 守 政 重 判 

高 島 屋傳右 衞門殿 

一月 廿 七日。 前 田 利 常、 越 中の 大山 左 丘 ハ衞に 命じ、 領內に 鑛山を 求めし 


む 


〔國初 遺文〕 

已 上 

於分國 中、 何 之 山 見 成 共 金山 を 見 立 可 注進 候。 蓮 上 之 儀 は 追 而可定 者 也。 


元 和 i: 年 二月 廿 七日 


S  3 

P 


大山 左兵衞 

は慶長 十六 

年 十二月 廿 

五 B の條 LL 

貝え たり 


申 こと は 申 

侯 は  >  なる 

べし 


かめが へば 

龜ケ谷 


大山 左兵衞 

三月 十九 日。 越 中 新 川 郡龜谷 銀山の 納税 等に 關 する 規程 を定 む。 

〔舊藩 遺文〕  ♦ 

元 和 四 年 越 中龜谷 銀山 定之事 

一 、 當年 運上 銀 子 千 九 fH 枚、 幷 去年 之 運上い まだ 可 上 之 分 四百 枚 引く はへ、 貳千參 百 枚に 申 

付 候。 但、 去年 分 之 銀 子 四百 枚の 外 於 有 之 者、 有 次第 可 指 上 候 事。 

一 、 去年 之 運上 殘分 之內、 今迄 四郞 兵衞. 藏人請 取 置 申 こ VJ  、則 右兩 人より 可 指 上 候。 其 外い 

まだ 不相調 分 も、 皆 共 令 裁判 可 上 之 事。 

一 、 運上 銀 子 之殘、 晦日く に四郞 兵衞. 藏 人に 相 わたし、 當 年中に 可 相濟候 事。 

一 、 なまり ゐ かす 寶買候 儀、 如 前々 役義取 候て 出し 可 申 候。 伹山之 儀 一 年 切に 申 付 候 問、 當 

年 之な まり ゐ かす 之 儀 穿 藤 仕、 かめが へ より 年 內に可 出 候 事。 

一 、 仕度 分 於 有 之 は 帳面 を 以請取 渡し 可 什 候。 伹遣 入用 之 儀、 右. K 帳而 之內. ゲ以可 引取 候 事 0 

一 、 山 之 仕置、 運上 諸 役 等 之 儀、 如 前々 可 仕事。 

一 、 炭 木. 小屋 木. 留木之 事。 是又如 前々 之、 手 寄 次第 可 伐 取 候 事。 

1 、 蓮 上 引 負 走り 候 者 之 儀、 其 代官. 給 人に 相 理可召 返 候 事。 
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一 、 かめが へ にて、 此已前 未進 等 引 負 走 候 者 之 儀 を 相 ゆるし 候 間、 可罷歸 VJ 申 者 候 儀 可 召 直 

候 事。 

一、 奉公人、 fE 姓 町人に よらす 龜 谷に 有 之 者、 おやかたに 無屆 VJ らへ候 俄 有 之 まじき 事 0 

一 、 藏 人-四 郞兵衞 萬事撗 目に 申 付 候 間、 何事に よらす 相 滯事は 申理、 兩人可 任 指圖之 事。 

以 上 

(利 iG) 

元 和 四 年 三月 十九 H  印 

加兵衞 

甚左衞 門 

六月 十 A 日。 修驗者 等 神前に 於いて 湯 立 を 行 はざる ベ きを 神主に 誓文す。 

C 國事 f  .+^3 

一 筆 申 上 候。 

一 、 今度 山伏の 法に 無 御座 事 を 仕、 神主 衆 御 神前 をぬ すみ、 御 i;^ 立 仕に 付て、 神主 衆より 御 

穿 懲被成 候義、 色々 御 詫 言 申 上候處 に、 御 許 忝 奉お 候 事 0 

一 、 自今 以後、 三ケ 國之內 在々 所々 によらす、 何方に おいても 於 御 神前 諸 寧 行、 御 立な V* 

仕 間 敷 事。 


私の けさ 本 

S 'ま、 


孝養に 供養 


一 、 佥 山山 神に おいて、 諸行 御 溢 立 仕 間 敷 事、 私の けさ 筋に よらす、 他國 山伏に 而も、 右 之 

趣 於 相 背 は、 如法 度 急 度 可 申 付 候 事。 

右條々 於 相 背 輩 は、 急 度 申 付 死罪 者 也。 仍未來 之 證文如 件。 

元 和 四 年 六月 十八 日 


^  \ ィ 


院 判 

院 判 

院 判 


紀伊守 殿 惣 神主 中 參る 

七月 十日。 先に 大阪 兩陣戰 死者 追弔の 爲、 金 澤蠻圓 寺に 寄進した る 腐 堂 

金 を 町人に 託して 利殖せ しむ。 

〔古蹟 文徵〕 

於 先年 大坂表 討死 仕 候 侍 衆爲御 孝養、 寶圓 寺へ 祠堂米 ぼ 石 就 被 成 御 寄進、 右 之 米 越 前 S 孫 兵 

衞 野屋半 介. 越 前屋次 郞兵衞 三人 ビ して、 毎年 四 和 利 宛 之 利 足に かし 付、 此內三 和 利 之 利 

米 三十 石 宛寳圓 寺へ 可 相 渡 候。 一 割 之 分 を 三人に 被 下 ™! ^候 旨 被 仰 出 候。 返 辨之所 若 難 澀之輩 

於 有 之 者、 可 致 言上 之 由 被 成 御意 候條、 可成 其 意 者 也。 

元 和 四 年 七月 十日  橫山 山城 守 長 知 判 
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午 は 元 和 四 

年 


伺 御 指圖、 同廿 九日 裁許 人に 相 渡す。 

ー對 する 本年の 納税 等に 關 する 規程 


四 三 二 

本 多 安房 守 政 重 判 

越 前屋次 郞兵衞 

越前屋 孫兵衞 

平野 屋半介 

かけ 紙に 如 此調有 之。 

此祠堂 銀 は、 午の 正月 十六 日 之 御 寄進に 而- 

九月 廿九 日。 前 田 利 常 越 中龜谷 銀山】 

を定 む。 

〔葡藩 遺文〕  . 

元 和 四 年 かめが へ 銀山 運上 定の事 

、 銀 子 二 千 枚に 者  P 符四 十三 匁懸。 

、 鉛 一 萬 二 千 貫目  京 目、 伹 かめが へに て 可 上 候 事。 

、 去年 分 未進 銀 子 者、 遂穿墼 可 上 之 事 Q 

、 右 運上 之 儀、 たび く 指 上、 當 年中に 可 致 皆濟之 事。 

、 當年 三月 朔 日よりの 運上 諸 役 等 之 儀、 帳面 を以、 あ VJ 親方より 令 穿鑿 可 請 取 申 候。 自然 


申^し め 本 

のま V 


入 薪 本のま 


相違 之 條於有 之 者、 あ VJ 親方 可 爲曲言 事。 

一 、 運上 諸 役 之 事、 此 以前 四郞兵 衞. 藏人如 申 付 候、 可 令 裁判 之 寧。 

一 、 炭 木. 小屋 木. 留木、 如 前々 手 寄 次第 可 伐 取 申 候 事。 

一 、 谷 中 之 儀 者、 藏人. 四 郞兵衞 如 申 付 候 之 可 裁判 候 事。 

一 、 岡 田 新 町 之 儀、 是又右 兩人如 裁判 之 可 申 付 候 事 0 

一 、 かめが へ 近所 五 里 四方 之內、 其方 見 立 候 新 山 之 俄 は、 則 可 致 裁判 之 事 0 

一 、 かね ほり 運上 引 負 何方に 有 之 候せ ハ、 相屆令 催促 可 取 申 候。 其 上 かめが へ 前々 より 有來候 

かね ほり 走 候 は > -、 急，、」 相 理可召 返 之 事。 

一 、 かね ほりせ ハ 之內、 自然 はしり もの 於 有 之 者、 其 もの 手前 之 運上 申せし め 候。 其 上少も 非 

分 之 儀 於 申 懸者可 爲曲言 之 事。 

一 、 かめが へ 山中に 有 之な まり ゐ かす、 年 內に穿 整 仕、 龜谷山 口 迄 出させ 可 申 候 0 自然 隱し 

置 候 は  > -可爲 曲 言 事。 

一 、 かめが へ惣 かね ほ、 り 中へ、 諸 役 並 城 米 代 銀 取 候て、 其 者 之 儀に 可 相 返事。 

一 、 以來 仕度 分 有 之 候 は  > -、 山 之 入用 遣 等 帳面 を以 引取、 請 取 渡し 可 仕事。 

一 、 かめが へに 在 之 町人 • かね ほりせ ハ にたい し、 或は 入 薪、 或は 人足 めしつか ひ 候 事 かたく 
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ちゃう じ o おやかた 共 申 付 候 趣不致 承引 候ば、 藏人. 四 郞兵衞 かたへ 爲理、 兩人 裁判 次第に 可 

中 付 候 事り 

以 上 

元 和 四 年 九月 廿 九日  i き 

加 兵 衞 

甚左衞 門 

喜 兵 衞 

肝 煎 甚左衞 門 

九月 廿九 日。 前 田 利 常 越 中 射 水 郡 永 見 一 宫 社の 修理に 神木の 下附を 許す。 

〔越 中古 文書〕 

越 中 永 見之內 一 宮之 社、 令修 ™? 之 11:" 申 上 候。 神木 之 內を以 三十 本、 神主 並 肝 煎に 可 相 波 者 也。 

元 和 ral 年 九月 廿 九日  i き 

橋 本 彌甲次 

齋藤善 右衛門 

十月 廿人 日。 前 田 利 常 能 登 鳳 至 郡 輪 島 蓮 江 寺に 寺領を 寄進す。 


〔考據 摘錄〕 

和 島 は 輪 島 一 能 登 國和島 村 連 江 寺 古 St: 敷 高 十 石 之 所、 芳春院 寄進 之 通 相違 有 之 間 敷 候 0 全 可 有 寺 納之狀 如 

件。 

元 和 四 年 十月 廿 八日  利  光 判 

鳳 氣至郡 蓮 江 寺 

十月 廿人 日。 前 田 利 常 能 登 鳳 至 郡總持 寺に 對 する 規程 を定 む。 

〔國 初遗 文〕 

當寺掠 

一 、 公文 猥 不可 被 執行。 先年 從 大御所 樣可被 任 御法度 之 旨、 右 以官錢 寺 家 可 有 造營之 事。 

一 、 常住 入 料 之 係、 寺領三 二十 六 石 二 斗之內 を以、 一 ケ 年に 米 百 十石充 納所へ 相 渡、 ^山 • 

二 代 忌 夏 冬 代 共に 可 被 相 調、 以餘米 寺 家 可 有造營 事。 

一 、 官物之 金銀 於到來 者、 五 院並芳 舂院塔 生 出世 之 人致符 判、 納所 寮 可 被 置 之。 右 之 金銀 遣 

方 之 儀 者、 寺 奉行ね 相 埋可被 受用之 事。 

一 、 祠堂米 之 儀、 最前 如 定置 二 和 利 之 加 利 足、 每年本 子 共に 寺 奉行， £1 可 有 勘定 之 事。 

一 、 寺 領分 人足. 傳 馬， 猥 不可 遣 之。 但寺家 於 爲用所 者、 寺 奉行 4^ 相談 可 被 申 付 候 事。 
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一 、 寺 中. 寺 外 自然 惡黨人 於 有 之、 金澤 奉行所 迄 可 被 指 上 之 事 0 

一 、 寺 中 法度 之 俄 は、 先 式の 趣 相違 有 間 敷 候 事。 

元 和 四 戌 午年 十月 廿 八日  松 平 筑前守 宰相 源 朝臣 利 光 判 

諸 嶽山總 持 寺 

十一 一月 廿 一 日。 前 田 利 常 越 中 礪波郡 安居 寺に 寺領を 寄進す。 

〔寺院 來歷〕 贞享ニ 年 安居 寺 由來書 

元 和 四年從 微妙 院樣、 爲寺領 草 高 二十 石 並山錢 三百 文 之處、 安居 村 之 內御附 被 成、 則 御 一行 

頂戴 仕 候。 

御 寄進 狀寫 

爲當 寺領、 以越中 利 波 郡 安居 村 之內高 二十 石 並 山 餞 三百 文 之 所 令 寄附 了。 全 可 有 御寺 納之狀 

如 件。 

元 和 四 年 十二月 廿 一日  宰相 利 光 印 

安居 寺 

十一 一月 廿 一 日。 前 田 利 常 越 中 射 水 郡 古 國府勝 輿 寺の 寺 領を增 加 寄進し、 


その 保護に 關 する 規程 を定 む。 

〔寺社 來歷〕 古 國府勝 興 寺 由來書 

天 正 十六 戊 子：^ 十月 朔日前 田 孫 四郞利 勝、 於 境地 之邊百 懷糧料 寄進。 元 和 第 四 戊 午 _將 十二月 

廿 一 日 從中納 言 利 常 公、 七十 五 石 御 印 並 寺 領分 諸 役 免許。 

御 寄附 狀寫 

中 郡に 射 水 一 爲 當寺領 加增、 於 越屮々 郡 古國府 二十 五 石、 先知 高 引合 七十 五 石 之 所、 令 寄附 了 0 全 可 有 御 

寺 納之狀 可 件。 

元 和 四 年 十二月 廿 一日  宰相 利 光 印 

勝 興 寺 

右 由來書 

上略。 從瑞龍 院樣天 正 十六 年 御繩打 を以、 改而 fH 俵 之 所 被 下 置 候 0 餘者被 召 上 候而、 古府 村 

ぐ) 申 一 村 新に 出 來仕候 0 微妙 院樣 御代に 至、 元 和 四 年 御檢地 被爲在 候處、 右 fo 俵之內 より、 

五十 後 御 打 出に 候 得 共、 此分御 加 增被成 下、 都合 七十 五 石 之 御高 を 爲寺領 被 仰 付 候。 右寺領 

知 之 分 は 諸 役 御免 許 等 之 條々、 御 制札 被 成 下 候。 下略。 

^  ^  t  _  戈 E  H>  勝 輿 寺 留守居 

年不， 一  戌 正月  金 剌多膳 印 
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寺社 御 舉行所 

〔越 中古 文書〕 

淀 

1 、 於 越 中 氷 見 郡 古 國府勝 興寺領 之內、 竹 木 不可 伐 取 候 事。 

一 、 當寺內 へ 奉公人 以下 猥立 入、 非 分 之 儀 申 懸輩於 有 之 は、 則留 1;^ 金 澤舉行 所まで 可 有 注進 

之 事。 

一 、 寺 領分 諸 役 令 免許 之 事。 

右條々 相 定處如 件。 

元 和 阁 年 十二月 廿 一日  利  光 印 

古國府 勝與寺 

是歳。 前 田 利 常の 子 利 治 生る。 

〔系 譜〕 

利 治、 前 田 利 常の 三男、 幼名 宮松 九、 元 和 四 年生、 母 は 天 德院。 

〔三壶 記〕 

元 和 五 年に お 松 九 殿御 誕生、 脇 田 帶刀を 御 付 被 成、 守護し 奉る。 


是歳" J 越 中高 岡の 町 肝 煎 

〔越 中古 文書〕 


. 邸 地 及び 廪米 を與ふ 


本 月 M 

同 

同 


菊屋 嘉兵衞 

松 M 四 郞右衞 門 

矢 田 善太郞 

紅屋 仁兵衞 


右 四 人 高 岡 初 肝 煎 也。 


三 木屋善 右衞門 

伊勢屋 孫 左衞門 

梅 野屋源  一二郎 

血 一 御座 候。 爲御 扶持米 御 公 依より 一 人 四 


菊屋 代り 

松屋 代り 

矢 田 代り 

右三人 元 和 四 年より 被爲仰 渡、 相 勤 申 候。 紅屋 代- 

拾 俵 充被爲 下、 居 屋敷 拜領 0 右 御 扶持. 屋敷 被 爲下置 候 御 一 行 御 印 物 似 戴 仕罷在 候。 然所 年々 

過分 米 相場 高下 有 之、 御 願 申 上石 貳拾目 之圖を 以て、 一 人に 銀 子 四百 目 充被下 候。 依 之 先 逢 

而被下 置 候 御 一 行 御 印 物 上申 候。 居 屋敷 御 拜領之 御 印 物、 追 而可被 爲下之 旨、 伊藤 內膳 殿. 長 

屋七郞 右 衞門殿 を 以被仰 出 候 事。 
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一 、 御 在 城 之 刻 年頭 御？ お、 高 岡れ-代， こして 三人 之內 一 人 罷出申 上 候。 . お 暑之舉 ：！； 御機嫌、 且 

御お 城 之 刻 信 州まで 御 迎に罷 越 候 樣被仰 出、 來傅 御免、 IW 刀 仕候檨 に、 此砌 より 被 仰 出 

候。 則 信 州に ぉゐて 奉伺 御機嫌、 鹽御 看. 御酒 等 献上 仕 申 候。 或 時 麻 地酒 一 博 指 上 御喜 悅被爲 

思 召 之 3EI、 御 印 被爲下 候。 且犬 千代 様 御 疱瘡 之 御 祝儀. S. 上 候 御 印、 右 年頭 御 f お 申 上 時に 被爲 

下 候 御 書 御 印、 于今 所持 仕 罷在候 ◦ 

一 、 微妙 院樣小 松 御 在 城 之內、 則 於 小 松、 御領 國中 御用 之義御 取-嘴 之砌、 於 高 岡お 之 御用 之 

口 g、 偶 月 三人 之內 ii 出、 伊藤 內膳 殿. 長屋 七 郎右衞 門 殿. 神 尾 藏人殿 等に 御 取次 を以. S. 上 候り 

旣承應 三年 十一 月廿 六日 高 岡 町 藏宿縮 方 之義に 付、 御 印 物 御波 被爲 遊、 於 小 松 受収罷 越、 于 

今 所持 仕罷在 候。 其 外 御 書 御 印、 注 來傳馬 等 御免 許 之 御 印數十 通有 之 所、 就中 子細^ 之、 射 

水 郡 開發村 百姓 傳兵衞 V」 申 者 之 方ね 相 渡 殺、 是以于 今 傳兵衞 所持 罷在 候。 居 屋敷 御 拜倾地 木 

町. 土器 町 之內、 三 木屋. 栴染屋 VJ 相唱 申、 其 跡 今 以ぉ之 候 御舉。 

元 和 五 年 

一 一月 一 一日。 前 田 利 常 金 澤卯辰 眞言 宗金澤 寺に 門前 屋敷 地 を 寄進す。 

〔寺院 來歷〕 御 印害寫 


爲當 寺領、 加賀 河北 郡 卯展分 之內、 門前 屋敷 五 反 之處令 寄附 了。 全 可 有 支配 候お.^ 件 

元 和 五 年 二月 二：：：  利  光 £• 

金澤寺 

〔寺院 來歷〕 贞享ニ 年 由來書 

卯 辰 山 永久 寺、 往昔 は 下 白山に 而 一 王 寺，、」 號 候。 其 後金 澤ね 引越 金澤 寺-.^ 申 候。 唯今 永久 寺 

，こ 申 義は、 微妙 院樣小 松に 被 成 御座 候 節、 献上 物 箱 之 上書 等、 金 澤金澤 寺，、」 書付 上 之 候處、 

永久 寺，、」 可 號之旨 竹 田 市 三 郞ね被 仰 渡、 夫より 永久 寺， こ 申 候。 

〔寺院 來歷〕 天 保 九 年 書 上 

文祿 年中 只今 之 御城 山に 居住 仕、 金澤 寺，、」 號申 候。 其砌 より 御 祈願 寺に 被 仰 付 候。 其 後 微妙 

院1.^45に被爲成御座候節、 當 寺より 献上 物 上書、 金 澤金澤 寺，、」 書付 上 之. m. 處、 入御 E 爲御 

意、 金澤 永久 寺 ^」號 可 旨 竹 田 巿三郞 以被仰 出、 夫より 金澤山 永久 寺，.」 號申 候。 

三 弓 十四日。 越 中 礪波郡 里 山と 庄， 金剛 寺 村との 山地 境界に 關 する 爭議 

を 決裁す。 

〔越 中古 文書〕 

已 上 
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越 中 利 波 郡 之內、 里山ど庄.金剛寺兩村、長嶺之山境就令相論、双方召出遂^^^靈候處、 兩村申 

分 令 相違 付而、 今度 上使 被 遣 被 見 立 候 所に、 彼 長 嶺里山 分に 上使 被 相究上 は、 庄. 金剛 寺 村 之 

姓 申 所 不相聞 候。 右爭之 長嶺、 於 自今 以後に、 從里山 可 致 裁判 之 者 也。 

元 和 五 年 三月 十四日  閑  齋判 

下 總守判 

備中守 判 

利 波 郡 里 山 惣肝煎 

三月 廿  一 H。 前 田 利 常 前例に より 加賀 河北 郡 森 下 村の 館 鉗 屋孫ー 一郎 を 金 

澤染ェ の 棟梁たら しむ。 

〔國初 遺文〕 

以 上 

金澤中 紺， fe; 頭 之 儀、 枉利長 在 判 之 旨、 其方 申 付 了。 染物 過分 被 申 付 蘭、 手 傅 雑作 之 俄、 惣紕 

屋 中へ 可 割付 候。 但非分 之 儀 於申懸 者、 可爲 曲事 者 也。 

(S 常) 

元 和 五 年 三月 廿 j 日  印 

森 も VJ たち 紺屋 孫 一 一郎 


去の 次年 字 

fell 


^山に 關 する 條 例を定 む。 


四月 朔日。 前 田 利 常 越 屮新川 郡片懸 in 野 等 諸 一 

〔國初 造 文〕 

定 

條々。 懸. 吉 野. 庵谷. 松 倉. 下田. 鉢。 

一 、 當山 運上、 年 內急度 皆 濟可申 候 事。 

一 、 去 未進 之 儀 早速 皆 濟可申 付 候。 併當 運上 之 內を以 引取 指 上 候 義堅令 停止 候條、 能々 念 を 

入 可规。 其 II- より 自然み だり に 令混亂 ば、 奉行 人可爲 越度 事。 

1 、 當 山へ かし 遣 城 米 之 儀、 新 川 郡地拂 之な みに 金子 可 指 上 候。 入 米 之 儀 は 山中に 而商 人前 

可爲 相場 並 候。 右兩段 共に、 人 役 之 儀 如有來 取べき 事。 

一 、 新 見 立 之 儀 申 上 もの 於 有 之 は、 可 言上 候。 但、 留守中 之 儀 は、 奉行 共 VJ して 申 付、 樣子 

具に 書付、 追 而可申 上 事 _ し 

一 、 其方 奉行 申 付 山々 近所に、 出 來山於 有 之ば、 運上 諸 役 念 を 入 可 申 付 候 事 0 

一 、 小屋 木. 炭 木. 留木等 之 事、 手 寄 次第 可 伐 取 事。 

1 、 諸 運上 之 儀、 帳面 之 都合 を 以目錄 にしる し、 每月可 指 上 候 事。 

一 、 運上 納所 相究 日限 相延候 者、 右 請 合 分 之 金銀 一 和 利 を 加へ 可 召 直 候。 下 代 等 猥に借 付、 
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過分 之 利 足 を 取 候義、 堅 令 停止 候。 但、 町人. 金 ほりの 間にて 借 取 候 儀 者、 可爲各 別事。 

一 、 當 山に 今迄 有來 町人. かね ほり 他所へ 不可 出。 自然 科 人 走者 有 之、 何方より 相 屈 候 VJ も、 

本 多 安房 守. 橫山 山城 守 かたより 不申來 候 者、 承引 仕 間 敷 候。 其 上 彼 者 申 分 有 之ば、 召連罷 

登、 右兩 人へ 申理、 批判 次第 可 申 付 候。 其 科 人 運上. 城 米 引 負 候 は > -、 執 候 者 可 返 候。 若 於 相 

滯は、 安房 守-山城 守 任 穿 驚 可 返付 候。 下、、」 して 猥に山 内に 入 込、 理不盡 之 裁許 仕 者 於 有 之 

は、 可爲 越度 事。 

1 、 運上. 城 米 引 負 走 候 者、 何方に 有 之 共、 相 屆可召 返事 0 

一 、 當山諸 公事 等 之 儀、 念 を 人 遂穿塾 可 申 付 事。 

一 、 當山諸 口 番所 之 外、 別 道 を 罷通候 儀、 堅 令 停止 候 事。 

一 、 嚷 口論 仕 もの 於 有 之 は、 任 法度 之 旨 可 申 付 事。 

一 、 下 奉行 共 かね ほりせ つ、」 寄く み、 山 を 仕 候 權堅令 停止 候。 其 上 諸事 猥之 作法 無 之^に、 急 

度 可 申 付 事。 

1 、 山中に をゐ て、 不相屈 もの、 儀 在 之 は、 遂穿懲 籠 舍可申 付 候 事。 

元 和 五 年 四月 朔日  利  光 印 

靑木 次次 夫 


すみお かな 

し-ち は 隅 赤 

梨 子 地なる 

ベく 手箱 に 

して 現に 國 

寶 として 指 

定 せられた 

る- 1 のな リ 

なし V い ゑ 

本の ま * 


れ ）；， じに 禰 

々姬 即ち 利 

常 夫人なる 

,， P 一 


瀧 太 左衞門 

山路 彌右衞 門 

四月 十七：：：。 加 賀江沼 郡 敷地 天神の 祭 鱧に 付 物品 を 寄進す。 

〔加賀 古文書〕 

しき 地 天神 御 まつり 付て 被遣覺 

1 、 すみ あかなし ぢ  壹 つ 

此 內 

か ヾみー おもて、 なし ぢぃ ゑた うがみ 三つい。 

まゆつ くりつ み 一 つい 0 

まゆつ くり 五つ ゐ 0 

ひいな はりこ 廿ー lo 

1 、 小袖ぬ いはく  壹 かさね 

ね もじ  • 

一 、 ごち やう どんす  壹 つ 

一 、 ，、」 ちゃうき ぬ  壹 つ 
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御ち は 御 乳 

千 賸は前 田 


->n 松 は 前 田 

利 治 

御 ふく 樣は 

利 家の 女 細 

姬 なるべし 


、 し VJ ねに しき 

、 千 疋. 

以 上 

元 和 五 年 卯月 十七 日 

天神， £： 御 初 尾 . 

、二  疋 

、五十 疋 

、五十 疋 

、 三 十 疋 

、 一 包 

、 一 包 

、 一 包 

、 一 包 

右 之 通 御請 取 候 は > - 

卯月 十七 日 


壹 つ 

御 は つ お 


御神樂 千勝樣 御ち 

御神樂 同 ふく 

御神樂 営まつ 樣 御ち 

卸 初 尾. 御 ふく 樣 御ち 

中に 書付 有 めん/. 

もちや 

i や 


具に 御 返事に 可 被 仰 下 候、 


0 


；ょ 


ね 


以上。 


生 田 四 郞兵衞 判 


神主 太 郞右衞 門 殿 參 

五月 十 一 日。 前 田 利 常 能 登 羽咋郡 一 宫 社内に 於け る鴛の 羽毛 を 他所に 出 

す こと 勿ら しむ。 

〔能 登 古文書〕 

以 上 

當 社中 鷺毛幷 に 落し 羽、 他所ね 遣 事 堅 令 停止 候。 自然 猥立 入、 拾 候 者 有 之 候 得 者、 押 置 急 度 

可 申 上 者 也 0 

(利 常) 

元 和 五 年 五月 十 一 日  印 

一宮 寺 家 

社家 中  ， 

尙々 委細の 事大 田 七 兵衞へ 口上に 一：： z: 一、 以上。 

六月。 加 賀石川 郡 白山 社の 鐘 成る。 . 

〔國初 造 文〕 白山 鐘銘 

加州 白山 大神宮 者 0 本 地 觀音圓 通 菩薩。 而 出現 天神 第 七 之 宗廟 0 伊 弊册尊 尊者 天照大神 之 母 
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君 也。 亦考舊 記。 丁 元 正 天皇 養老 元年。 感泰澄 和尙之 修驗。 而乖 跡於斯 山。 慈眼 視 衆生。 誠 

哉。 自爾 以降。 靈 光耀于 今矣。 仰 猶有餘 者 也。 等 太守 參議源 朝臣 利 光 公。 發素 願。 命 冶工 鑄 

洪鐘。 欽致明 信。 伏 乞 冥 助。 尤可嘉 尙矣。 雲間 昏鐘 也。 耳 聞 者 忽聞聲 悟道。 花 外 紅 昔 也。 眼 

聞 者 必見 色 明 心。 唯 庶幾 令大鳴 之。 警 祭祀 之 送迎。 緩 打 之。 民 神 樂之起 止。 墓 其 功 用不逵 褸 

陳者 也。 於是 願主 捧 幣帛。 祝 曰 0 君臣 快樂。 子孫 安寧。 銘 曰。 

加州 靈境。 白山 神 精。 鎭護國 土。 濟益 民生。 仰而可 〈：^。 經之 以營。 鎔範 陳設。 梵鐘 新 成。 

简筵； 高掛。 蒲牢能 鳴。 寒 山 月 落。 豐嶺 霜淸。 遺 百 八 響。 報 長短 更。 饍々 夢 破。 殷々 耳 明。 

惟 君 所冀。 懇祈致 誠。 武運 延長。 政治 太平。 德被 四海。 威 及 八紘。 

元 和 五 年 六月 吉日  願主 太守 參議從 四 位下 源 朝臣 利 光 公 

波 着 寺 沙門 法 印，：；^; 照 謹書 

取次 奧村快 心 入 道 

惣長吏 • 東 祌 主. 西 神 主 

筆者 多 田 友閑齋 

七月 十三 日。 ：g 賀石川 郡 白山 社 落成す。 

〔國初 造 文〕 


ろ山 ど 如上 祠ら 二 
ベの も く の II れの 
し ニ尙 も 文た 攻 
と 下 ゆの 意る 築 
な 白れ、 嶺祌ぜ 


天神 七 之 後。 地 祗五之 前。 禽 獸恣巢 穴。 雪堆 白山 厳。 龍 蛇 互 出沒。 波惡綠 池邊。 匪 聖凡所 棲 0 

迺尊靈 現焉。 上求峯 霧散。 下化澗 泉渭。 衞 現世 冥理。 救來世 倒懸。 時 移 事 去 後。 宗社 作荒然 0 

日 久月深 代。 祌祠再 改鮮。 粱橡穿 碧 落。 柱礎 徹黃 泉。 白玉 琢成 壁。 黄金 鑄 就 Jgo 嚴禁廑 土 

汚。 能 使 漆 膠 堅。 劫 石 有 消：：：。 寶 殿無朽 年。 只 願 皇基彌 鞏固。 民 土尙 安全。 更希國 主 利 光 卿。 

徳行 叶 天命。 功名 勝國 賢。 祝々 兒 孫。 日月 幾 三千。 

今 玆元和 第五 己 未寵集 七月 中 三日 落成 畢。 

功德主 參議從 四 位 兼 筑前守 利 光 朝臣 

奉行 瀧 右衛門 尉： R 玄 判 

.  神 生 右京 少進藤 ，ぬ 安次 

花園 末 枝 千 嶽宗係 欽銘 

大 ェ 

小 ェ 

十一 一月 十五 日。 前 田 利 常の 女滿姬 生る。 

〔壬 子 集録〕 香 壽覺書 

一 、 御満様 十六、 己 未 十二月 十五 日 生。 
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祝々 a 孫の 

句 一 字脫歟 


滿姬は 後 Li 

安 侯淺野 

光 は 室 


た 加 月 元 百ネ？  s 
る增 五和 石 は 分 
J^tf 千 元の 前の 
い ら石 年上 知 御 
ふれ 4> 正に 五知 


四 五 〇 

〔三壶 記〕 

同 四 年に 姬君様 御 誕生 被 成、 ぉ萬樣 名 付 奉る。 

元 和 六 年 

： 止 月 二十日。 前 田 利 家の 子 利貞、 食祿を 返して 致仕 せんとす るの 意を述 

ぶ 0 

〔前 田^ 醇藏 文書〕  . 

乍 恐謹而 言上 

一 、 私 身上 何共 不罷 成、 今度 上方 御 役儀 もつ ビめ がた く 御座 候 付而、 せんかたな. f のま、 捧 

愚意 申 候。 くわ ぶんの 御 知行 拜領 仕、 いく 程 も 無 御座、 かやう 之 俄 申 上 候 事、 私 式に はに あ 

ひ不申 儀に 御座 候へ V- も、 知行 所惡 御座 候 哉、 又 わたくしぶ がいしゃ うに 御座 候 哉、 朝夕の 

慕 を も 仕 かね 申 付而、 御な げき 申 上 候 事。 

一 、 くわ ぶん 之 御 知行 拜領 仕、 むざビ 金銀 を もっか ひう しな ひ、 如此 すりきり 申 候 やうに 可 

被 爲及聞 召 所 迷惑 仕 候 0 され V- も 先年 大坂御 陣迄は 五百石 被 下 候 を、 大津に 而爲御 加 增五千 

石 並 金子 十， 枚拜領 仕、 則 於 京都 恃 十七 人相 抱 申 候 もの 共に、 判 金 一 枚 宛， こらせ 申 候。 其 外 小 


元 和 四 年と 

する もの は 

誤な り „ 


英 s 樣は前 


有に は 先に 


姓 を も 廿七八 人、 並 鐵炮之 もの 小者 以下 數多召 抱、 其 刻 世上 こ V- いそが はしき 時分に 御座 候 

へば、 くわ ぶんに 金銀 を も VJ らせ、 俄に 武道 具 を もも どめ 申 付而、 英. M 樣御造 物に 三十 枚 被 

下 候 金子 迄 も、 不殘 つか ひう しな ひ、 御 陣勤申 候。 御歸陣 S 後、 御藏 かへ し 半分 被 下 候へ 共、 

数多 之 侍 共 其 外人 多 抱 置 申 付 而配當 仕 かね、 淺 野將監 をた のみ 借 銀 仕、 いづれ へ も 遣 巾 候。 

又 翌年 俄 之御陣 に、 右 之 武具の ぼり さし 物 以下まで も 仕 かへ、 同- 上 之 侍 共に 又.、 わぶんに 

金銀 遣、 めしつれ 罷立申 候 事。 

一 、 次 之 御 SI 陣後 あら 屋敷 拜領 仕、 私 一 人 之 かいりき を以、 こやがけ 同前 之 家 を も 仕 申 候 0 

右 五百石 被 下 候 時 は、 誠に はさみば こ 一 つの 鉢に 御座 候 を、 くわ ぶんの 御 加 坩拜^ 让、 人が 

ましく 罷成申 付而、 萬 事 遣 道具 以下 迄 も 俄 相 も どめ、 物 入 計 打つ マき、 日 まし 借 銀 はい やま 

し、 年々 利 足に りそく かさなり、 只今 はた，、」 いきつ まり 迷惑 仕 候 事。 

一 、 今度 上方 御 役儀 何共 不罷 成に 付而、 又 淺野將 監を頼 借金 仕、 大名よ ない 並 役人 を もさし 

のぼせ 申 候へ ざ も、 もはや 此後之 入用 何共 不罷成 候 0 此 上に 成 共 かし 申 もの さへ 御座 候 は > -、 

御 役儀つ、 がな く 相つ，、」 め 申 度 候へ 共、 私すり きり 申 儀、 御分國 上下 共に 其 かくれ 無 御座 候 

付而、 一圓 かして 無 御座 候 故、 いきつ まり、 すへの 御 役儀 あて ざ も 無 御座 候條、 御 知行 指 上 

申 上 候。 則 いづかた へ 成 共、 乞食 出に 可罷出 ど舉存 候へ 共、 右に 修理 殿 さやう 之 不儀を 被 仕 
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修理 は利貞 

の 兄 知 好 LL 

して 元 和 二 

牟祿 VJ^ 辭し 

鞍 Is^w 山に 蟄 

店せ る）.：" の 


備前守 名 は 

貞 


同上 は 尾 張 


候處 に、 又々 哉 私 式 かやう 之 儀 を も 仕 候て は、 殿 樣御爲 に 對し盧 外に 御座 候 間、 此上は 能 州 

瀧 谷 寺邊に 居住 可 仕より 外 無 御座 候 事。 

一 、 葡冬借 銀に はた，、 J  VJ り つめられ、 身上 相果 可申處 を、 各 馳走 を 以先づ 越年 仕 候 0 則 借 銀 

之 書付 別紙に 仕上 申 候 間、 迚も 之 御 慈悲に、 當 慕に 只今 指 上申 候 知行の 內 を以、 借 銀 之 方へ 

被 遣 被 下 候 者恭可 奉存候 事。 

右 之 趣 乍 恐 被 入御 披見、 宜 言上 所 仰 候。 仍如 件。 

元 和 六 年 三月 二十日  前 田 備前守 判 

松 平 伯 養 守 殿 

五月 一 一十 日。 奧村榮 明 卒す。 

〔奥 村 家譜〕 

二 代 榮明河 內守從 五位 下。 

生國 同上。 蔡稱助 十郞。 又稱織 部。 娶山崎 氏 問 •： 微 女。 生 熵子榮 政。 室卒。 更娶高 氏 石 見 女。 

生 女子。 

天正士 一年 榮明 與父永 福 同 保 末森邊 城。 榮 明自發 矢。 數射 佐々 之 兵士。 且爲退 所 逼于城 

門。 冠卒自 撃鳴關 木。 以爲馳 出 之 勢。 恐此謀 敵兵亂 逃。 取 門外 所 遣 鐵炮數 挺。 因玆 士卒 益氣。 


城 中 即定。 及 亞槐利 家 公 帥 大兵 援之。 彌勵 男氣於 士卒 矣。 - 

同 十八 年。 秀吉公 攻北條 氏。 時 利 家 公入關 東。 拔八王 寺. 松 枝 等 城。 榮明 及お ぉ英。 深 入 敵陣 

共 取 首。 

慶長 元年 叙爵 仟河內 守。 同年 父 永 福 致仕。 受 家督 祿六千 六 百 五十石。 f「，MM5ff^§I.5!tg ぎ更 

賜 祿ニ千 石 0 

同 五 年利 長公拔 加州 大聖 持 城。 lugsgi  。此行 經連臺 寺 山際 凱旋 之 時。 使 長 如 庵. 太 田 w 馬 

守. 山 崎 聞齋. 橫山 山城 守、 神 尾 鬪書及 榮明等 諸 將。 分 路出于 淺井吨 暇。 小 松 城主 丹 羽 加賀守 0 

出 輕骑步 卒令襲 之。 橫銜我 殿 如 庵 行陣。 天 方 昧爽。 如 庵 部 曲 多陪于 水田 沛澤。 死傷 許 多。 時 

榮明 立お 於 山 代 橋邊。 謂 我 部 士卒 曰。 爾等 不可 少競私 功。 同心 戮カ以 射 之。 因射士 齊嫩發 

矢甚 急。 敵 兵 閃 避 旁 出。 松： 牛 伯 耆等得 交槊。 是颇榮 明 之 功也。 

利 長公感 賞。 賜 祿ニ千 石於榮 明。 其射士 四十 骑皆有 賞 賜。 I 默 I 膽? 難。。 |£ 飾 s&y- 

同 十九 年 黃門利 常 公。 繼襲利 長 公致 仕 之 地。 而 朝于武 州。 榮明 曁弟攝 律. MNtS 備中 扈從. や？。 旣 

而將歸 時 Q 幕府 召榮 明。 面 命 可 彌抽忠 於 所 事 之 ぼ。 賜 御劍。 

同年 攻攝 州大坂 城郭。 時 榮明爲 一 隊將 帥。 列 陣於數 軍 之 先 ◦ 十一 一月 四日 敵 摅于篠 山 此_ハ0 發矢 

石 鐵炮如 雨。 士卒 猶豫 不敢 進。 榮明秉 節 旅。 大呼 而馳驅 ◦ 部 曲 得氣從 進。 其 勢 沛然。 敵兵即 
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四 五 四 

返 0 乘取乎 其 郭畢。 元 和 元年 大坂 苒亂之 時。 仍蕩爲 一 隊之將 校。 五月 七： n 息 榮政並 家人。 獲 

首級 一 一十；^ 九 而献之 0 彼 城 陷沒之 後。 幕府 入御 伏 見 之營。 以 使節 召 本 多 安房 守. 橫 山山 城守曁 

榮明 。利 命 先 於 大坂戰 場。 視利常 公 陣列 堅固。 感三子 之 功之 旨。 谷 賜 黄金 三十 枚。 

同年 大樹 君 入洛 朝 舰之日 0 榮明 依爵。 與 麾下 諸大夫 同列 先 驅矣。 同年 自大 坂- m 旋之後 ◦ 利 常 

公 加 賜祿千 石。 合 先 秩總計 萬 三千 六 百 五十石 也。 

同年 羽 林次將 光高 公 降誕 之 時。 榮明承 利 常 公 命。 I；；： 鳴 弦 蟇 目 之 儀矣。 

同 六 年榮明 疾病。 利 常 公爲慰 16- 生 之 勤勞。 有 可 加 賜祿之 命。 ，ml 。榮明 因 疾病 辭曰 。他日 病 

癒 朝。 則更拜 命焉。 今 病臥 不 敢受。 Ifis 旣而疾 革 。五月 二十日 卒金澤 宅。 一^ II 十 葬 於 

野 田 兆 0 浮 展氏追 稱淸雲 院葉山 久爽。 

奥 村 河 內好弓 又 嫌 

一 、 關白秀 次 公有 事の 後、 其 被 扶持け る 射手 四十 人 を 八 千 石の 高に て 被 抱、 瑞龍公 誰に か此 

者 ども を 預けん、 奥 村河內 常々 弓 を 好 程に、 預けられん VJ の 事に て、 河內 に被預 0 然に淺 井 

嶼 のせり 合に、 一 番は太 田に て、 山城 橋に て 敵 味方 翁 合、 世上に 其 働 聞 ゆ。 河內は 1 一番に て、 

此橋際 川筋に 右 之 者 共 を 立 並、 弓 を 射させけ る 故に、 加賀勢 勝利 也。 不破 木工 左衞 門が 死た 


る も、 河內 手より 放ちた る 鐵炮に 中て 斃 る。 已 後に 至て 河內 一向に 弓 を 嫌 ひ、 常々 數奇、 こ 云 

ひ、 何も 藝カを 施させん 爲に、 淺井 啜に て與カ どに も 弓 を 射させて、 太 田に 合力せ し 也、 弓 

の 事な く、  ^々に^ を爲持 合戦せば、 太 田 計の 手柄に はせ まじき 物 を、 弓 好た る 害 を以、 各 

手に 合せざる ロ惜 次第 ，こて、 其より 透，、」 弓 好 を 止け る、、」 也。 此時 河內. E 分に 千 五 ぼ 石、 射手 

の 知行 高 八 千 石たり し。 此八千 石す る 河內領 V」 成。 故に 今に 關白 家の ほの 末流、 當伊 

豫 世へ かけて 餘程殘 居、、」 云 々o 此河內 は 父 快 心に 先達て 夭 u す。 尤 嫡子な. 9  0 

六月 十九 日. - 前 田 利 常 能 登 府中 町 四十 物 船の 稅を定 む。 

〔能 登 文書〕 

能 登 府中 町 あい 物 船 役、 從當 年毎 年 運上 定銀子 之 事。 

合 三枚 者 

右 當津從 前 之 如 在來、 あい 物 船 之 外、 從他浦 船に 而 あい 物 積來、 猥商^ 仕 候 俄 < ^停止 者 也。 

元 和 六 年 六月 十九 印 

能 州 府中 町中 

七月 六日。 前 田 利 家の 女福姬 歿す。 

〔壬 子 集錄〕 前 田 五左衞 門家來 書付 
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養よ 利 三^ 今 は 七 

子り 常 歳 元 柱 直 節 
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な 源 命 し 六部 實衞 
る院 にて 年 七 It 諱 


四 五六 

一 、 前 田 七 郞兵衞 御 養^ 樣御 ふく 樣、 後に 高 源 院芋申 候 御 事。 

1 、 五十 三年 以前 七月 六日 御 死去 之 御 事。 

一 、 御 誕生 月日 之 儀 者、 五 左 衞門召 仕 候 男女 共、 覺申者 無 御座 候 御 事。 

右 之 通 御座 候、 以上。 

子 七月 八日  前 田 五左衞 門家來 昔 地 小兵 衞 

右 富 永 小 右衞門 方より 尋に 遣、 五 左 衞門就 令 入湯 如此。 

〔壬 子 集錄〕 前 田 五 左衞門 書付 

覺 

1 、 .c 父 七 郞兵衞 養：^ 高源院 殿、 三十 四 歲に而 死去 之 lly 承傳候 事。 

一 、 高 源院殿 誕生 之 月日 覺無 御座 候。 承 合 候 は、 ^ 追而 言上 可 仕 候 事 0 

右 之 通 宜様被 仰 上 可 被 下 候、 以上。 

七月 十 一日  前 田 五 左 衞門判 

富 永 小 右衛門 殿 

右 從湯本 差 越。 

〔壬 子 集錄〕 香 壽覺書 


1 、 なかが は大 すみ 殿お く樣 はお ふく 様， こ 申 候。 

八月 一 一日。 前 田利貞 歿す。 

〔壬 子 集 錄〕 

前 田備前 守利貞 

慶長 三年 戊戌 三月 B 不知 山城 國於伏 見 誕生。 量 名 乙 松。 後 七 兵衞、 後^前 守。 元 和 六 年 庚申 八 

月 二日 卒。 歲ニ 十三。 號江月 院殿照 嶺永秋 居士  0 

〔本 藩 公 族譜〕 

備前 利： 君 0 初 通名 七 兵衞。 

高德公  >  い 第 六 公子 也。 慶長 三年 三月 十六 日 城 州伏兒 邸に 生れ 玉 ふ。 母 は 越 前 葛 野坊女 御 

力 ズム も。 一本-」 乙 若 又 御 * 松と あり。 今從小 田^ pv£.„s 日 4^ 曙、 來： ffi せられ、 !^!^"條五年五月？^！^ 

名乙杜 兵衞覺ま=。 按貞事家譜御幼名傳文なし。 m^Al 欠 ^  ^CH ホ 不 見。 ョ ョ ：li 月 

2。 瑞龍 公利 fi« 撫育の こ VJ を、 神 谷 信 濃 守 近 孝に 命 せらる。 ^賺, ダ君 ISA^=^iss.i 養 f 

s«s?if^j2J，A 年 著 祷の慶 あり。 通名 七 兵 衞，、 J 改めら る。 十 年 白山 社へ 詣拜 あり。 

十六 年 前髮を 執らる。 是歲 三月 越 中高 岡に 至られ、 瑞寵 公に 謁せら る ほお 譜 此時祌 谷 七 

兵衞近 仁?^ 。仁，、」 稱 せらる。 十 一 月廿 三日 微妙 公より 衣服 料，、」 して til  ，料 御 知行 五一 n 石 賜 

-f  :rc  ^ 1a:l^  此條家傳に缺。 家譜-」慶長十六年九月比は§谷と唱、 同年；^ 卜 几， HJ-+.34> 

ふ 。時に 氏 を ま 田 更 めら る 一 月 は 前 田と 稱す。 然れ ども 吹稱の 月日に 傳 承せ すと 云 ふ。 1 プ， 3 尸 「 

如賀藩 史料 第二 編 元 和 六 年  四 五 七 


四 五八 

四日 御 兄 修理 知 好 君に 從て、 後備 itff" 家 VJ 成て 浪華の 役に 出陣 せらる。 此月 十九 日 江 州 

大律 にて 五千石 御 加 恩 あり、 幣認 旗. 幣 頭の 御检を 賜 ふ。 ifr ど m 哪 .llg^f ほ lii ほ。"^ m 遽卒 

に處士 三十 人 許 を 抱へ、 伏 見の 御陣 に參ら る。 元 和 元年 二月 六日 凱陣 し、 四月 廿 八日 大坂再 

亂の時 後備 j|g ピて 出軍し、 八月 十五 日歸陣 せらる 0 九月 l^lwl^ 居 第 を 安江 町に て 下さ 

れ、 二 年 す 年下 第 を 木 新 保に て 賜 ふ。 gMa ，三年 五月 十三 日 台 德公我 龍 口 邸へ 渡御の 時 

拜 謁し、 御 服 を 賜 ふ。 ||!- 六 年 八月 二  H 私邸に 卒。 年廿 三。 寶圓 寺に て 御 葬 f お、 野 田 山に 葬 

る。 法 號江月 院照嶺 永秋大 居士。 微妙 公より 奧村河 內榮政 をして 御燒 香、 前 田 丹 後 直 時 をし 

匸専 二  41 夂 f  n» ふ 0 此條家^,^^^,,,1^^0 家譜に 妻 由緒 傳 なし。 

て 翁 一 一， llts^ を n^i 專缺。 铜 fhr ま 1§ らォす 死去 年月 不知と 云。  . 

〔由緖 帳〕 

生國 山城 

1 、 八 世の 祖父  前 田 故備前 利. < 

高 德院樣 御 六 男に 御座 候處、 微妙 院樣 御代 慶長 十六 年、 御 知行 五百石 拜領 仕、 同 十九 年大奴 

御 陣之刻 御 加增知 五千石 拜領 仕、 於 大坂表 前 田 修理 同事 御 後備 被 仰 付、 兩御陣 共 相勸。 元 和 

六 年 八月 二  H 病死 仕 候。 

一 、 八 世の 祖母  由 絡 傳承不 仕 候 


〔前 田 氏 家譜〕 

利^。  §2^^ 幼名 乙 松 丸。 1„。 曰 乙 後 七 兵衞。 又稱備 前。 慶長 三年 戊戌 三月 生 於 城 州 伏 見。 後來 

仕于 加州 0 與食祿 七 千 石 0 元 和 六^ 庚申 八月 二日 卒。 年 一 一十三 0 江 月 院照嶺 永 秋。 娶佐竹 氏。 

f, き， お 《3.fe  .T^io 或 H 佐 竹 氏 京師 之士人 也。 後來于 加州。 以爲貞 重 幼 OR 一  答 書 曰。 利貞室 家不傳 C  ^.^o  f£ ^出 省 

ョ 左 某 ..p\.=?l 稚爲 後見。 利 常 與之采 地 千 石。 後 爲貞重 附庸矣 C  C 貞重 母而。 山中 權右衞 門 某 女 也 C 寬文 三年 

十二 3 廿 五日 死、 號柏樹 院矣。 又 日 听頜佐 竹 五 左 衞つ或 說佐竹 氏 女。 法名^ ま || 院矣バ 今 = fu^^HFA 生.^ 號 S 正 

m 千 石 者。 後 賜 出 IHASO 乃 花押 之 害 傳于家 有于今 OG 視 之。 佐 竹氏爲 山中 氏族 長者 乎。 可 猶考。 禾 ^fa^a 

みえ 0 姓 及 生 卒等凡 

^ 不： t 云々。 

〔前 田 氏 系 圖〕 

前 田備前 利^ 

生母、 越 前 葛野坊 女、 義賊 Ig^ll 承應 元年. H 一月. H ハ日 病死、 法號 逗正院 g 卷榮壽 大姊？ 1。 

妻、 不娶。 

十一月 十一 日" 山 崎長德 歿す。 

〔家 譜〕 

山 崎 長 德初名 長錢、 小字 小 七郞、 後庄兵 衞ど稱 し、 長 門 VJ 改む 0 元 VJ 越 前の 人 0 柳 ケ瀨の 役 

柴田勝 家 G 先鋒、、」 なり、 後來 りて 前 田 利 長に 仕へ、 屡 祿を增 して 一 萬 五千石に 至る。 慶長九 

年返老 し、 十六 年削髮 して 問齋 V 一  いひ、 更に 大坂兩 役に 從ひ、 元 和 六 年 十 一 月 十 一 = 歿す、 
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四 六 〇 

享年 六十 六。 

〔前 田家 雜 錄〕 

一 、 山 崎 長 門 入道 問. ぉ氣 指つ まり 候 時、 從 微妙 院樣岩 田 四 郞兵衞 を以、 御 懇志之 上 被 仰 遣 

難 抱 本の 儘 一 候 は、 其方 病氣 大切に 及び難 抱 思 召 候。 其方 相 果候而 者、 誰に 御先 手 可 被 仰 付 者 御 思案 無 之。 

其方 存分 御 聞 被 成 度 候條、 無遠慮 可 申 候。 此義 御成 之 上 直に 可 被 仰 候へ 共、 結.：^ 申に くき 事 

可 有 之 哉 も 不知 候 間、 御 使に 而御尋 被 成 候 旨 被 仰 候處、 m 齋落淚 仕 忝が り、 御 年 も 若 御座 候 

に、 筒 樣之思 召 御座 候へば、 此御心 付 之 上に は、 誰 を 被 仰 付 候 而も 宜奉存 ！^。 私共 愚意 申 上 

に 及 不申旨 被 申 候。 そこにて 四 郞兵衞 申 候 は、 御請に 候へ.、，、」 も、 筒 樣被仰 下 候 上、 又 重而申 

義も 御病氣 大切に 候へば、 萬 一之 事 も 有 之 候 得 者 如何 敷 候條、 只 思 召 可 被 仰 上 候。 御請 候.、」 

て も、 あなた 思 召に^ 不申候 は  > -、 被 仰 置，、」 も 被 仰 付 間 敷 候。 左 候へば 御 遠 盧も無 之^  VJ 申 

候 故、 閣齋尤 に存候 旨に て 申 上 候 は、 誰，、」 申 候 而も 存當無 御座 候。 富 田 越後 可 然舉存 候。 萬 

端 軍事に も宜有 御座 候。 併 繩を御 はなし 候 ものに は 無 御座 候條、 其 御 心得 被 遊 被 仰 付 候 へ ば、 

一段 宜 もの、/. 由 被 申 上 候 由。 程 隔て 岩 田 四 郞兵衞 物語 之 由、 有澤 永. Ck 、魏也 0 

十 一 月廿 四日。 金 澤城火 を 失す。 

〔老^ 雜記〕 I  I  .  i  I   .  f  _  mull 


常 a; は 織 田 

信 雄 


十二月 は 十 

一 月なる ベ 


i£ 吾 津は興 


一 、 元 和 六 年 十 一 月廿四 n 夜、 御城 屮御奧 方 御 次 之 間 圓爐 裏の 底に 火殘 りて、 緣の 下へ 火 

移り、 ねだ 敷に 燃 付 大火に 成、 御 本丸 御 屋形不 殘燒失 也。 

〔元 和 六 年書狀 案〕 

尊書 拜見 yl^ 奉存 候。 如 貴意 當城 不慮 之 火事 致 出來、 無 是非 仕 合 御座 候。 被 入御 念、 早々 御 飛 

脚、 恐悅 至極 奉存 候。 猶從是 可 得 御意 候、 恐惶 謹言 0 

i 常) 

十二月 十七 日  松 卒筑前 守 

^ 眞 樣 貴 報 

〔三壶 記〕 

金澤 御城 火事 之 事 

同年 十二月 廿 四日の 夜、 御城 中 御 奥方の 御 次 之 間、 ^圍 爐裹之 底に 火殘 りて、 綠の 下へ 火 廻 

り、 ねだ 敷^に もえつき、 疊 を，、」 ほし. 障子に つき けれ ざ も、 ねいり か、 りし 時 なれば 人 皆 知 

る 事な し。 番人け ぶりのに ほひ を 聞、 高聲 によば はりて 何もお こしける 所に、 はや 天井板の 

上に もえ 上りければ、 下 はさの みの 火 にても なかり けれ V- も、 天井の 上の 火 を 俄にけ すべき 

やうな し 0 先 御前 様-御 若君 樣、 三の 丸 宇喜 津內 記屋形 へ いらせら る。 利 光 公 北の 丸 山 崎 美 濃 

屋 形へ 御 入 被 成、 橫山大 膳 屋形を 明て こしら へ、 利 光 公 並 御 若君 達 御 入 被 成、 大勝 者 下 
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四 六 二 

屋敷へ 引越に けり。 御 本丸 表 奥方の 御屋 形の み燒 失して、 類火の 屋形 はな かりけ り 0 神 谷 式 

部. 脇 田 兵 部. 中 村 刑 部 等に 被 仰 付、 道具に 少も無 構、 人 を 損じ 申 間 敷^ 御意 被 成、 隨分 四方 

の ta. 障子 門々 迄 打破り、 男女 共に 引の け、 玉 泉院樣 へ 入 衆 も 有、 村 井 飛 IS 屋形 へ 立 退 も あり、 

當分御 借屋に て 御 越年 被 成け り。 晝 ならば なんなく 火は涫 すべき 處に、 夜中の 儀な り、 奥方 

より 出る 火な り、 御 賄 道具 當分 御用の 家財 共 はやけ けれ ざ も、 人に あやまち なく 御機嫌 もよ 

かりければ、 誰 あやまりて 御し かり 可 被 成人 もなかり けり。 近々 御作 事 可 被 仰 付 VJ 思 召 所に、 

結句 幸の やうに おぼしめ す こそめ でた けれ。 年頭の 御 禮に波 着 寺 法 印 登城して、 御 道具の 儀 

はくる しからす 候、 上々 樣方 御つ、 が 御座な く 候 俄、 目出度 奉 存由申 上る 所に、 利 光 公の 仰 

に は、 人 も 損せ や、 道具 之 儀 無 構、 何よりお しき 物 は 其方より 上た る 火 伏の 札 を不殘 やきた 

るお しさよ VJ 御意 之處 に、 波 着 寺 は、 定而 御身に か はり 申 候て 御座 有べき VJ 申 上ければ、 さ 

も あらん，、」 御 笑 被 成け る、、」、 後々 迄 申 傅へ けり。 御作 事 奉行 辻 助左衞 門-松 江 次 郞兵衞 奉り 

て、 御 分 國者不 及 申、 上方よりも 細工 人 ざ も 參っ. f ひ、 雪 之內に 御作 事 取合、 正月 下旬に は 

や 立 家に 成に けり。 春 三月 之 內に御 障子 並 ふすませ うじの 输樣迄 出 來之。 卯月 上旬に 御 わ；， i 

まし 相濟 けり。 

〔"一 Sr 田-! 5^ 雑〃 お」 


火 伏 は 入 防 


木 文 は 凡て 


一 、 元 和 六 年 十二月 廿 四日 夜金澤 御城 燒失、 同 七 年 正月 下句 始、 卯月 上旬 御移徙 也。 

間 トー 一月 十五 日。 前 田 利 常俱利 迦羅明 王院に 火災 兄 舞 を 謝す。 

〔加賀 古文書〕 

當城 火事 付而、 遠路 早々 御 使 僧、 殊 御札 並 杉 三 束懸被 御意、 悅之至 候。 尙追而 可 中 進 候、 

恐惶 謹言。 

閏 十二月 十五 日  松 筑前 利 光 判 

俱 利迦羅 明王院 御 報 

是歳。 加賀藩 大阪城 修理の 助役 を 命ぜら る。 

〔政 隣 記〕 

今年 大阪城 普請、 日本 從諸 大名 相 勤 ◦ 從 加州 爲 奉行、 本 多 安房. 橫山 山城 登る。 

〔微 陽兩公 遺事〕 

微妙 院様 御代、 大坂御 普請 御 奉行 本 多 安房. 橫山 山城 罷越、 仕 廻 罷歸候 時分、 安房 義はー ニニ n 

先に 罷歸、 直に 致登诚 候。 御 待 請、 御 亭寧之 御 料理 被 下 候 由 0 山城 義は 夜中に 到着 仕 候 0 且 

又爲迎 二三 里 外 迄、 御 家中より 使者 飛脚 參續 候。 其 段 達 御聽候 哉、 乘物 前後に 提灯 夥敷持 運 

候、 此姊從 御 櫓 御 順 見 被 遊 候 由に 候 0 山城 直に 致 登城 候へ 共、 御馳走 且而無 之、 御 ほ 見も不 
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夫人 は芳春 

院 なり 

二 邑は近 江 

今 津弘川 


被 仰 付、 歸宅仕 候。 山城 義 以後 此段察 仕、 不應 御意 候 哉，、」 舉恐候 旨に 御座 候 事 0 

是歳。 德川 秀忠更 めて 近 江 今 津*弘 川 一 一 邑を前 田 利 常に 與ふ。 

〔越 登 賀三州 來因槪 覽〕 

三. W-&I41S、  一  ml 一 マ 3】 ど Jnn  /  t30 甚右衞 門傳承 書に、 此ニ邑 同 五 年 再び 歸 るまで、 三ケ 年の 間の 

.TrN ノー ^三， ま 一 曰 二 一" l?inll.' JSO  |> 官へ納 るに も 非す、 私藏 あるに も 非す。 微妙 八 ム內令 

て、 今津甚 右衞門 何となく ロハ^ 置 と 也。 此後 命，^ 以て、 甚右衞 門 r??r1、  E-s- 、ヌ JrgstAnt" 夂， つ 易ち o  5匸 

江 戶本行 所へ 出 \ 、柔曲 申達、 右三 ケ 年分 も 八ム の收納 となる。 り ムロ德 .K 君より め 賜る クて同 

四 年. 五 年分 兩村 藏拂 勘定書 替、 微妙 公有 印 曁び橫 山山 城 守. 本 多 安房 守 判 印に て、 元 和 八 年 

七月 七 n 兩 村の 甚六. 岩 見 介 宛の 一 紙 今 存在す 0 

是歳。 金澤に 堀川 を 開鑿して 加賀石 川郡宫 腰に 通ぜ しむ。 

〔金澤 古蹟 志〕 

堀川 之由來 

三 州 志踺鬚 餘考に 云、 元 和 六 年 庚申 M より 淺野 川， 河より 引 船 を 上る。 馬力の 助け，、」 て 下 

安江まで 堀 河 を 掘り 通す，、」、 是 堀川の 名義の 起 1^ なり。 三壶 記に 云、 (中略) また 宮腰. 大野 

より、 馬 足の 便り， こして 淺野 川下 安江 VJ 云 所より 堀川 を 通じ、 船の 通 ひ 有ければ、 則 堀川 町 

VJて倾城をI;^o 其 所の 有さ ま は、 兵 庫ゃ須 磨. 明 石に 異なら や。 中 河原 町. 野 町に 風呂屋 有て、 

湯女 ど 名 付 女 を sw、 江戶芝 口に 下屋 vj やらん に 似たり vi 見， に、 金澤^ 優 at 記に も あさの 川下 


安江す ぢ川掘 通し、 ひき 船に て每日 荷物 を あげ 候 事 あまた なれば、 堀川 町 VJ て 荷つ み 宿 多く、 

傾城 御免 あり 0 また 中 河-股 町. 野 町 その外 所々 に 風呂 やあって、 湯屋 VJ 名 づけて 傾城 を 1:^; 候 

よし 0 然るに 次第に 押 買 或は 盜賊 出來、 かたぐ 人氣 あしく 相 成 候に 付、 敷 御 指 止に 成 候 

よし，、」 あり。 龜尾 記に、 淺野川 一 錢 橋の 川下に、 あげ 場 VJ て 粟ヶ崎 其 外 能 登 近鄕の 材木 を 引 

來り、 愛に て 上るな り。 此邊 いにしへ 川 を 掘 ひらき、 材木 をば 川より 引 上る より 惣名 VJ はな 

りぬ ドーい へり 0 改作 所舊 記に 載た る 寬文五 年 四月の 覺 書に、 粟崎 古 橋より 大河 端 村 折 11U 辺 道 

程 十四 町 四十 間、 大河 端 村折戶 より 堀川 之 下 礼 之 木まで 三十 六 町、 合 一 里 十四 町，、」 あり。 元 

祿十 三年の 句 空 草庵 集に、 堀川 VJ いふ わたりの 庵に て。  . 

黐な くや 夜 はふっても ふ いても  魚 素 

ち ら /\ 月のう つる 蒲の 穂  句 

素咄 しの 屍り 御 まへ に 羽織 着て  小 舂 

以下 略 

元 和 六 年頃 は淺の 川ね 宫 腰より 川 舟 上る。 川岸 端に 遊女 町 有 0 

是歳。 馬鹿 踊 金澤に 流行す 此の 前後 操 • 歌舞伎 等 亦 大に行 はる。 

〔三壶 記〕 
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其 年 六月 十八：；： に將 軍秀忠 公の 御姬君 女御に 立せ たま ふ 0 加州よりの 御名 代 前 田 肥 後 を 京都 

へ 被 遣、 江 1!^ へ は 御 祝儀 御 進物 上げに 奥 村 河 內を被 遣 0 其 御 よろこび、、」 して 御城に て 御 家中 

御 振舞、 家々 にて 千秋 萬歲の 酒宴の 上にば か を V- り ど 名 付、 爱は三 條か签 の 座 か、 一 夜，、」 ま 

りて た、 らふ も、 佐 渡，. J 越後 は 筋 向 ひ、 な V- 、云 歌の 地 はやり 來て、 人 持 衆 も 家中 下屋敷に 

てお ざら せ、 町方 野外 河原に て 夜 を あかす。 去る 元 和の 初より 筑前守 利 光 公 は 御 在 江戸、、」 云 

事 まし まさ.^、 その ゆ ゑいかん，、」 なれば、 折々 の 江 li^ 御參勸 にも 御前 樣 より 御 飛脚し きりに 

立て、 早々 御い VJ ま を 御 そし やう 有に 付、 二三 ヶ月に もたら やして 早速 御歸 城な されけ り 0 

御前 樣並御 君樣 達の 御慰ビ て、 數ケ 所の 芝居 を淺野 川- 才川兩 所に 立て 並べ、 あや，、」 りかぶ 

き 品々 見物 有。 折々 登城 仕り 御城に て 仕りければ、 拜領 物お びた マ 敷、 其 聞へ 京都 *大 坂に か 

くれな く、 色々 の藝者 V- も のぞみく に參 ける 。其 中に 才 川口， 见 川の 緣に女 歌舞 姬の座 あり。 

大 夫に はお 吉. 腫が ま. 十五夜， こて 三人の 女 有。 人是に 異名 を 付、 楊 食妃. 李 夫人. 勾當 の內恃 

ど 申け り。 其 外 十六 七 二十ば かりの 女 共 三十 人 有 之。 兵 庫 わげ に 前髮を 置、 朱 かいら ぎの 大 

小に、 金銀す かしの ir 眞紅 下緒、 印籠 巾着 を さげさせ、 根本より 女 なれば、 出立 は いづれ 

も 若衆の 出立に て、 樣々 の を 》」 りに 狂言 を まじへ、 天下無双の 猿 若に て隨 分お もしろ かりけ 

れば、 侍 衆. 奥方. 子供 衆、 上下 男女の きら ひなく、 札 餞 灰 吹の こまが ね 三分 づ、 の 事 なれば、 


川 は 御 荷 


朱 か いら ざ 

は 背か いら 

>r> なる ベ し 


-- まがれ は 

細 銀に て 一 

Ll«i-^ とも 


每日數 百 人の 見物 有。 短册を 送る も あり、 折に は 菓子-瓶 子 を 送る も 芝居 八つに 過 けれ 

ば、 しばらく 女 共 休息し、 七つ 過に はは や 一 人 二人 三人 づっ、 屋敷く へ乘 物に のせ つれ 行 

く 程に、 十日 も 先に 約談せ ざれば、 あ ひ あ ふ 事 成が たし。 後々 是を傳 へきけば、 年中に 五三 

度參會 のかた は、 大鷹 一 居 年中 持 程 入た るよ しの ざんげ 物が たり。 奥の 小袖 を かりて 進 

物に 遣す 人々 多 かりけ り。 其 姓名 は 記に 不及。 宇右衞 門. 雅樂 助が 上る， 9 あやつり、 ^^J-E太夫. 

孫 太夫が 能 あやつり、 藤枝藏 人が ぉビり 子の 座、 油 屋與次 郞が崃 舞の 座、 あやつり の^人 か 

ぶき ほうかの 座、 寬 永の 中頃 迄 礎 之 助が さつ まぶし、 金 太夫が なげぶ しどて 品々 有 之ければ、 

武家 は勸 のい，、」 まに 見物す。 町人 は商資 のす きくに 見物し、 にぎやか 成 事 申 計な し。 宮の 

こし 大野より-: i;^ 足の 便 VJ して 淺野 川下 安江 ビ云所 迄 堀川 を 通し、 船の かよ ひ 有ければ、 則 堀 

川 町，、」 て 傾城 を a  。其 所の 有 樣は兵 庫 ゃ須磨 • 明 石に 異ならす。 中 河 町. 野 町に 風 屋 有て、 

ゆな，、」 名 付て 女 を 俊、 江 11^ 柴 口に 下屋 VJ 哉らん に 相似たり。 

元 和 七 年 

正月 一 一日。 前 田 利 常の 女富姬 生る。 

〔公 女 傅〕  - 
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富姬、 元 和 七 年 正月 二日 金澤 城に 生る。 後八條 宮中 務卿 智忠 親王の 簾 中， こなる 0 

一 一月 一 一日。 金 澤城營 繕に 要する 木材 を大阪 より 徵 せんが 爲、 此の 日 近 江 

領 今津甚 右衛門に 命を發 す。 

〔國初 遺文〕 

以 上 

今度 當城 御作 事に 付て、 大坂 材木 取に 遣 候。 右 之 御 材木 大津 より 舟に て 海岸へ 可 相 屈 候條、 

海津迄 其方 子 共 兩人遣 置、 請 取 可 申 旨 御意 候 0 從海津 敦贺， e; 相 屈候義 者、 此 奉行 衆 可 被 致 裁 

許 候 條、、 海津 にて 請 取 木數、 無 相違 樣に可 被 入念 事 肝要 候、 謹言 0 

二月 二日  橫山 山城 守 長 知 判 

本 多 安房 守 政 重 判 

今津甚 右衞門 V- の 

三月 十七 日。 能 登 羽 咋郡瀧 谷の 妙 成 寺に 寺領を 寄進す。 

〔國初 造 文〕 

能 州 羽咋郡 柴垣 村 之 內瀧谷 寺 領分 高 之 事 0 


き t^4IJ、ln 三. V 余 o 恨 先高 並 新開 同 元 和 

<1  口 ズ寸プ る 三^^ 六 年 檢地出 分 共に。 

右 爲寺領 令 寄附 候條、 可 有 御 支配者 也。 仍如 件。 

元 和 七 年 三月 十七 日  利  光 印 

瀧 谷 寺 

〔寺院 來歷〕 贞享ニ 年 由來書 

從 微妙 院殿、 元 和 七 年に 八十 六 石 三 斗餘御 印、 並 御 判 之 禁札 被 下 候 事。 

三月 十七 日 n 能 登 羽 咋郡德 田 安養寺に 寺領を 寄進す。 

〔寺社 來歷〕 貞享ニ 年 由來書 

高 德院樣 當國御 打 入 之 刻 被爲聞 召、 寺 庵 居屋舗 山林 竹 木 共 被爲下 置、 元 和 七年從 微妙 院樣居 

屋敷 之 所 寺 領被仰 付、 御 印 頂 Si 仕 候 ◦ 延寶八 年 三月 廿ー 日 座 生 圓福院 火事 出來之 剥、 右 之 御 

印 致燒失 候。 

〔寬政 二 年 七月 書付〕 

安養寺 衆徒 中ね 被爲下 候 御 判 物、 當山 座主 圓福 院納 S 申 候處、 延寳八 年 三月 廿 一 日 圓福院 

出火 之砌、 御 判 物 燒失仕 候に 付、 其 節 不破彥 三 殿. 富 田 治 部 左衞門 殿ね 御 斷申上 置 候。 寫は衆 

徒之內 常住 院 所持 什： 候 故 指 上、 尤御 奉行 右兩 人ね 申 上 候。 
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御 寄進 狀寫 

能 登 羽 咋郡矢 田 村之內 安養寺 七 尾 敷 分 高 之 事。  . 

合 拾贰石 五斗 者き sl;^  。年 

右 爲寺領 令 寄附 候條、 全 可 有 御 支配者 也。 仍如 件。 

元 和 七 年 三月 十七 H  利  光 判 

安 養 寺 衆徒 中 

〔眞 館覺 書〕 

一 、 矢 田 村 安養寺 開關 何の 頃に 候 哉、 誰 人 之 御 取 立 ど 申 儀 知不申 候。 森 山 安養寺 葡跡之 ほ 及 

御開、 坊七. 屋舗高 拾甙石 五斗 利 光 公より 元 和 七 年に 御 印 被 成 下 候。 

一 、 右 安養寺 山 之 內熊野 三 所 權現御 立。 

〔楝 札の 寫〕 

奉 造立大 講堂、 本願 藤 原 朝臣 

德田佐 渡 守、 大工 舟 見 七衞門 

永 祿十年 丁 卯 三月 七日 

五月 廿 四日。 去年 災 後の 殿閣 を 興 造 せんが 爲、 是の 日波 着 寺 等 をして 本 


丸の 地 鎭祭を 行 はしむ つ 

〔國 初？. 似 文〕 

以 上 

來る： h 四日 御 本丸 御 地 祭 御 祈 禱之義 に 付て、 三ケ 寺より 被 差 上 御 道具 目 錄之而 舉得其 意 候 _ 

いづれ も 申 付、 相 記 可 申 候、 恐惶 謹言。 

五月 廿 一日  中. 1^  ffi^  ず 一^ 

房州樣 

城 州 様 貴 報 

〔國初^^3文〕 

今 n 御 本丸 御 地 祭 御 祈禱被 執行に 付而、 三 木. 御供 被 指 上 之 通 御 披^ 候處、 御機嫌 能 御座 候 

此 3s 可 申入 旨 御意 候。 則 御 使 僧へ 申入 候、 恐惶 謹言。 

五月 廿 四日  橫 山城 守 長 知 判 

本 安房 守 政 重 判 

波 着 寺 

寶幢寺 
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大 千代 は 光 

高 

千 かつに 利 


明 王 寺 御 同宿 中 

五月 廿 五日。 前 田 光高 初めて 東 下す。 

〔本 藩 歷譜〕 

元 和 七 年 五月 廿 五：：： 光高 初て 江戸 へ 赴かせ 給 ふ。 

〔寶永 年留 書〕 

It^s ヒ面但 寬文四 年より 

1 ヌ禾. v 酉 四十 四 年 以前 

一 、 光高 樣七之 御歲、 初 而江戶 御 下向、 四十 日 餘御在 府に而 御 歸國。 

〔核 原 家 文書〕 

また 犬 千代. 千 かつ、 みちす がら そくさい にての ぼり 候よ し、 こ 、ろ やすく 候 0 よろ やか さ 

ねて 申べ く 候。 

いきみた まの しう ぎ、、」 して 文、 こ、、」 にもく ろくの ご ビく おくりた ま はり 候 0 誠にい くひ さし 

く，  いは ひ 參らせ 候。 そこ ほ V- なに 事な く、 そくさいの よし 心 やすく 候。 めでたく  Tiloo 

卷 目の 上 

か、 S へ 返事  ひて 忠 

十月 八日。 前 田 利 常 能 登 鹿 島 郡 府中 村靈泉 寺に 寺領を 寄進す。 


〔國初 1  沿 文〕 

當寺尾 舖幷檢 地 出 分 高 之 事 

1、 拾 石 七 斗 二 升  本屋 敷 分 

1 、 五 石 三 升  元 和 六 年 之 檢地出 分 

高 合 拾 五 石 七 斗 五 升 

右 爲寺領 令 寄附 畢。 全 可 有 支配者 也、 仍如 件。 

元 和 七 年 十月 八日  利  光 印 

能 登 府中 靈 寺 

〔寺院 來歷〕 貞享ニ 年 由來書 

一 、 當寺 者、 昔^^m山家之牌所に而御座候o 

1 、 瑞龍院 樣ね當 寺 五代 满翁 和尙申 上、 居 屋敷 致拜領 候。 元 和 七 年 微妙 院樣 より、 居 尾 舗 高 

拾 五 石 七 斗 五 升 爲寺領 御 印 被爲下 i!^ 候。 

十一 一月 十四日" J 先に 波 着 寺 等 本丸の 地 鎭祭を 執行せ し を 以て 施物 を 贈ら 

る 0 

〔國初 造 文〕 
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以 上 

去 度 御 本丸 地 祭 之 御 祈 禱被仰 付 候に 付而、 右 之 施物 御 書 出 持せ 進 之 候 0 御藏 奉行 衆， Si 御展候 

而可有 御 受取 候。 恐々 謹言 ◦ 

十二月 十四日  橫 山城 守 長 知 判 

本 安房 守 政 重 判 

波 着 寺 

寶幢寺 

明王院 御 同宿 中 

十一 一月 廿 一 日。 前 田 利 常加賀 河北 郡俱 利迦羅 不動 堂に 領地 を 寄進す。 

〔加贺 古文書〕 

, 俱 利迦羅 不動 堂 領之事 

1 、 五十 三 石 は  倶利 迦羅村 

一 、 五 石 七 斗 は  同斷 山手 米 

1 、 三十 七 石 一 斗餘 同 斷檢地 出 分 

高 合 九十 五 石 八斗餘  . 


五 石 三 斗 は 

前揭の 文書 

と 異な リ 


御 ほうと， 

て 本 « ま 


右 爲堂領 令 寄附 畢 0  ^夜勤 行 無 怠慢、 國家 安全 可 被 柚 丹精 者 也 0 仍狀如 件。 

元 和 七 年 十二月 廿 一日  利  光 印 

倶 利迦羅 明王院 

〔寺社 來歷〕 貞享ニ 年 由來書 

一 山 不殘拜 領仕候 時分の 草 高 五十 三 石に 而 御座 候。 元 和 二 年に 御 檢地被 仰 付、 出 高 三十 七 石 

一 斗餘、 同 四 年に 重 而御檢 地 之 節 五 石 三 斗 餘出高 御座 候 0 右三 口 合 九十 五 石 四斗餘 拜傾壮 候。 

二 代 住持 寬永 十六 年に、 出 高 十六 石 一 斗餘、 右 引合 百 十 一 石 五斗 餘に相 極 御 印 戴 仕 候 0 只 

今迄 五代 收納 並に 山林 竹 木 如先規 支配 仕 候。 

是歳。 伊勢 踊大に 流行す。 

〔金 澤古躜 志〕 

伊勢 躍 

金澤 徘優傳 記に 云、 元 和 七 年 伊勢 を.、，、」 り 世上に はやり、 金澤へ もはやり 來 たりて、 地 子 町の 

子 共 組 を 立 悉く を V- り、 神明へまで ねり を V- りけ るが、 さて 町々 より 次第に 本 町より、 . ^身 

の 武家が たまで まじり、 やがて 人 持 かたに を ざり 來り、 夫より 御城へ あがり、 女中 町 かたの 

もの V- も、 を Vj り 御意に 入 候よ し。 間もなく 御 ほう どして、 結構なる 装束に て 御殿 榈 女中 力 
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た を ざ り をな され、 町方の 者 ざ も 見物 仰せつ けられ 候。 尤 この 時 町人 もま じり を V- りし VJ な 

り。 此時 大手 さきより 野 町 神明まで、 うち 六尺 あけて 垣 を ゆ ひ、 此內 をば 大身まで 馬に 乘、 を 

V- りながら 通しな され 候。 その 歌の 文句 は、 おさまる 御代に あそべ や あそべ、 風がなければ 

波 もな し、 天下 泰平 國土 安穩、 御馬 を やらう か 御輿 を やらう か、 御 もい やよ 御輿 もい やよ、 

おも ふ 御 人に 手 を ひかれ、 普 天の下 太平 國土 安穏 VJ、 一  拍子に 頭 を ふりて ね. 0 ゆく。 其 次に 

米 搗をざ り、 金の 0 銀の 杵に 金の 柄 を さし、 件の 木口に 穴 を あけて 銀范を 切て いれ、 かつ 度 

に杵 より 箱ち り 出て 見事 也。 此歌 はめで たくの 若松 や、 枝 もさ かゆる 葉 もしげ る。 其 次に 

大身が た、 おも ひくに 唐人 出立、 或は 武者 または 手 を-ざり、 色々 に 美を盡 して を V- る 事、 

三月より 八月まで 每 年三ケ 年う ちつ： ^きを v~ り 候よ し 0 此 あい/^ に 神明に て、 場なら し VJ 

て、 神明に おいて 歌舞伎ん， 90 神明 宮の 神主 其 ころ は 二人 有 候よ し。 その 時の 入用 は、 上よ 

り 都て なさせられ 候。 依て 此 時の 御 墨 付せ r 神明の 神主 今に 所持 仕 候。 この 芝居小屋、 富 山 

の 住人 相撲 取 一 人して つ ふじ 候よ し 也，、」 云 々o 

按に右 徘優傳 記 は、 後年に 記載せ しもの 也 V】 いへ ざ も， その かみ 金澤 にて 歌舞伎 淨 瑶璃、 或 

は 狂言 あやつりな V- 流行せ し情實 をば、 悉く 書 載せた る 中に も、 此ぉ 伊勢 を V- りの 事 は、 そ 

のかみ の 一 奇事 にて、 舊藩國 初 以來の 繁昌、 實に其 時世の さまお も ひ やられけ る。 その 頃 は 


い なば きば 

稻掃 fi^ なり 


神明 宮. の 神主 二人 有よ し， こ载 たる もの、 彼 卯 M 神明 VJ 雨 社 合併せ し 頃な りし 故に、 兩 人なる 

事 知られたり。 また 此 時の 御 墨付ビ も、 神明の 神 生 今に 所持す，、」 いふ も 實$ なる 寧、 下 文に 

舉 たる 舉書等 をい へる なるべし。 さて 此の 伊勢 躍の 事 は、 舊 藩の 記錄共 にも、 彼是 見えたり 

し 中に も、 三盖 記に 云、 元 和 七 年の H の始 よりお 伊勢 躍 流行、 金澤 神明へ 懸て 御城へ あがり 

御 見物 遊ばしければ、 町方より 思 ひくに 出し、 中 町 組. 新 町 組な V- 、て 目 ざまし き 出立に 

て、 神明へ 懸て 御城へ 出、 夫よ りん 持 衆へ おも ひくに 參り、 躍濟 して 歸る 程に、 頓て 武家 

へ， b 移， 0 て、 人 持 衆より 右 之 通而々 に 出け る。 家中の 者せ (にて 役人 不足 すれば、 一門 緣者中 

出入の 者 共 馳走り して 加勢す。 其 さま 江 芦 山 王の 祭. 淺 草の 祭に ひ ビし。 されば 作り 歌 を ふ 

し 付て 拍子に 合せ、 装束 拖 ゆる 間に 歌舞の 場なら し、 數日懸 て 習 ひ 出た b けり 0 後に は 御城 

よりも を ざり 出ければ、 能 登. 越 中より 見物に 罷 登る もの 夥しく、 御城 御門の 口より 神明まで 

の 其 間、 いなばき を 敷 事 町 は 也。 先 を V- り 銀の 棒に 金の 團扇 を爲 持、 數 t: 人 稗 わり 行、 水 

色の 帷子に ふくめん V」 り、 御馬 を やろ か、 おこし を やろ 沪、 お； it もい やよ おこし もい やよ、 

我お も ふ 人に 手に ひかりよ、 天下 太 1^ 國土 安穩、 ，、」 拍子 を 揃へ て諷 ひ、 神明に て惣曲 輪に 立 

て藝 をな す 0 其 次に 米 かち 躍、 金の つき 臼 を 車に のせ、 銀の 杵に 金の 柄 さし、 杵の 頭の つく 所 

に 一 寸 四方の 風穴 を あけ、 其內へ 銀范を 切入たり。 紫の 絹に て わげ 包 ざげ たる 女 三十 人に、 
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純 +は緩 子 一 杵を かたね させ、 ふくめん にて 伊達 帷子、 赤子の 純 子 を前懸 にして、 幅 五 步づ、 に 切 さげて、 

宫內 は小幡 I 苒び 用に 立ざる 事を專 どす。 其 次に 宮內 ざの、 唐人 を V- り、 村 井飛驊 殿の かね 引 躍、 其 外の 

人 持 衆よりも 思 ひくに 出しけ り 0 入用 は 御城より 出 けれ ビ も、 役 付 なれば 何れも 罷出、 其 

役を勸 めら る/ -0 十月の 初まで 所々 より を V- り 追々 に 出て 止に けり VJ 云 々o 此 時の 奉書 及び 

書簡 神明 社藏の 古文書 中に 在り。 其 文 如 左。 

以上  . 

わざ VJ 一  ふで 申 まいらせ 候。 こん V- の 御お V> りする-,, ^  VJ すみ 申され、 めで 度 思 召 さ 

やうに 候 へ ば、 わか 殿様より 御 しんめい 樣へ御 はつを しんせられ fo 神主さぬ きかた へ つ 

かわされ f  0 そのため 申 f  0 めで fe>o 

十月 十日  殿 さまつ ぼね 

おく 村 かわち のかみ 殿 

よ こ 山大せ ん殿 

おく 村 いなばの かみ 殿 

以 上 

昨：：：： は 被 人 御念、 尊書 忝 拜見仕 候。 於 神明 御 踊 御 見物 之 由、 御尤存 候。 天氣能 珍重 存 候。 何 


度 a 七 年の 

大踊は 伊勢 

踊と 異なる 

べし 


橫 大膳ー 巌玄 判 


様 以面上 可 得 尊意 候、 恐惶 謹言。 

十月 三日 

寳, 寺 様 

明 王院樣 

千 手 院樣尊 報 

右 橫山大 膳 S 書簡 は、 費 帻 寺に 傳來 せり 0 皆 同時の 書簡なる 事 知られけ る。 按に 伊勢 踊 は、 

村 井 長 明の 象賢紀 略に、 金 澤大を どり の 年芳春 院樣、 ありまの 湯へ 御 湯治の 時 云 々o また 太 

田伹 Bj;r を 橫山大 膳に 被 仰 付、 御城に て 御せ いばい、 其 年 三月 末に 芳 养院樣 有： 1^1 の 湯へ 御 入 被 

成，、」 も 見え たれば、 金 澤に大 躍 流行せ し は、 慶長七 年の 事 也。 象賢紀 略に 又 云、 其 年 八月 初 

頃 を V- り 被 成、 ひめ 君樣へ 見せ まいらせられ 候 はんよ し、 利畏公 御つ みうたせられ、 を ざ 

りの ならし 有 之。 其 を ざり の 時、 村井豐 後. 安見お きの 守. 齋藤刑 部、 此 三人 MM くみに 成、 を 

け 結構に て、 ^たき 物 利 長 公より 被 下、 くべ まわり 候へば、 を V- り 御座 候 中 くんじ わたり 申 

候 VJ あ， 00 當 時世の さま おしはかるべし 0 拆 右の 如く 見え たれば、 伊勢 躍，、」 いふ もの 金澤に 

流行せ し は、 旣に慶 長 七 年の 頃よりの 事な り，、」 聞 ゆ。 駿府 政事 錄に、 慶長ー 一十 年 三月 廿 五日、 

從 今日 府中 號 伊勢 躍、 諸人 在々 所々 盡 風流、 爲之從 勢 州 躍 出、 奥州 邊土躍 之 云々、 晦日 伊勢 
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躍頻 也、 大神宮 飛 來給由 申 云々、 伊勢 躍 制 之 給 VJ あり 0 されば 駿府に は 二十 年の 春より 流行 

せし かど、 徳川家 康公此 に 居 給 ふゆへ に、 頓 て制禁 せられし，、」 なり。 富 山邑傳 記に、 元 和 元 

年 伊勢 を ざり 流行、 村々 へ 送り 渡す VJ ありて、 越 中 富 山 邊は元 和 元年に 伊勢 躍 流行せ し £ 見 

えたり。 されば 三壶 記に、 元 和 七 年の 夏 流行の よし 載た る もの、 若く は 元年の ^聞な らん か。 

しかし 富 山邑傳 記の 誤なる もしる ベから す。 ^追考 すべし。 按に 伊勢 躍 は、 $ ^勢 神宮よ h, 始 

りて 諸國に 及ぶ VJ いへ り、 其 起原 は 如何なる ゆへ ならん か。 = 本後紀 に、 延^ 十八 年 六月 己 

酉、 停 伊勢 齋宮新 嘗會、 但以 歌舞伎 供 九月 祭、 ，こい ふ 事 見えたり。 若く はか、 る こ VJ より 移 

り 來れる にても あらん か。 

元 和 入 年 

一 一月 朔日" 能 登 珠洲郡 狼煙 村 門 田に 新 村 を 立てし む。  • 

〔能 登 古文書〕 

能 登鈴邵 ぬるし 村 之內門 田，、」 申 所に 新 村 を 相 立、 新開 並鹽 がま を も 可 相 立 由、 任 致 言上 之 旨、 

郎申 付訖。 薪 之 儀ぬ るし 山 之 內を以 可 相 調。 然者 永代 可 爲藏納 、役儀 等 者 新開な みに 可 仕 候。 

以來免 相 指 引 之 儀 は、 郡 奉行 可 任 裁判 者 也 D 


二十 三 歳 は 

二十 四 歳な 

る y し 


元 和 八 年 二月 朔日  印 

三月 三日。 前 田 利 常の 女夏姬 生る。 

〔壬 子 集 錄〕 

一 、 御な っ樣、 戌の 御 年、 是は御 誕生 被 成、 よほど 御座 候て 御 死去。 其 後天 德院様 御 煩 被 成、 

七月 三日に 御 死 Co 

〔本 藩 is〕 

夏姬、 元 和 八 年 三月 三日 金澤に 於て 生れ 玉 ひ、 翌九年 三月 十 一 :n 卒。 法號述 W: ャ： 院殿 0 

七月 三日。 前 田 利 常 夫人 歿す。 

〔壬 子 集錄〕  > 

天 德院殿 乾 運淳贞 大禪定 尼。 御 終 命 元 和 八 年 七月 三日 0 

〔三 ま記〕 

元 和 八 年の 三月 利 光 公の 北の 御 方、 御 產の後 御 達 例爾々 VJ 御座な く、 諸人 心肝 をな やます。 

江 金 澤の其 間 は、 晝 夜の さか ひもな く、 人 HiT0 かよ ひ 止 事な し。 神社の 祈願 は八大 龍； 十； も 

お ざろ かす、 醫療之 法 は 醫王善 逝の 瑠璃の 壺の底 を拂ふ 0 然，、 J い へ ざ も 生者必滅の 悲しみ は、 

上下 を ゆるさぬ 習に て、 御 VJ し 二十 三歲 にして、 七月 三日に 御 遠 行 をば なされけ る。 十五 歲 
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にて 初產を あそばし、 八 歳の 姬君を かしら VJ して、 六 人の 御子 樣方 段々 にお はします。 此度 

の 御 產に姬 君 御 出生、 御 產後御 煩、 終に 畢らせ 給 ふゆへ、 さて/,.-っらきは此御姬^^^ゃ、、」云 

もの も あり。 御子 樣方は 申に 不及、 御，、」 し は 御 盛りな り、 御 果報 は 天下無双な り、 さてく 

VJ 申て、 上下お しなべ、 山 も 里 もな げきければ、 さ こそ：：： 本國中 VJ もに かく こそ あらめ VJ お 

も ふば かりに 見 >ん にけ り 0 

人 月 八日。 天德院 夫人の 葬儀 を 金 澤小立 野に 行 ふ。 

〔三壶 記〕 

當 座に 御 遺骸 を 納め 奉り、 八月 八日 を 三十 五日に あたりければ、 御 葬送，、」 相究 させ 給 ひ、 畫 

夜 を かけて 細 H 人 ざ も數百 人ば かりこ しらへ 立、 小 立 野に て 被 執行。 今の 御 墓所に、 三 間 四 

方に 九 品 逮臺の 火屋 をた て、 白 土に て 上ぬ りし、 白 縫の 水引 を 廻し、 四 本の 柱 を 白 絹に て 包、 

やら ひ を 外 構に 結 廻し、 發心. 修行. 菩提- 涅 盤の 四 門 を 立、 極彩色に いろ V- りたる 額 を 打、 其 

間 四 町 去て 伽 善 堂 を 四 間 四方に 立、 天井に は： 花 を ゑが き、 極彩色、 四方に まんだらげ. まん 

じゅしゃげ. 廣阿曼 多羅 花. 麼訶 曼珠娑 花-天人 迦陵頻 伽 管！^ の繪、 金石. 糸竹. 鞠 土. 革 木の 有 

樣、 あ， 0 く 布 さいしき、 四方の 軒に 金銀の けまん、 やうら く 風に ひ  かせ、 金 搠の幡 にて 

柱を隱 し、 其 堂の 眞 中に 八方 龕 を にす ゑ 置 奉る。 御 寵は惣 金に して 蓮 花の ほり 物、 金銀の 


風鈴、 瓔路を 蕨 手 軒端に かけなら ベ、 善の 綱 を 四 筋 付て、 四町之間は>-六間に大^1:竹にて 

垣 を 結、 六 地 藏を兩 向 ひに 立たり。 六尺 間に 百 目蠟燭 G- 銀み がき、 三寸 角 を 八 角に 削り、 蠍 

溜の わたり 七寸 にけ づり、 朱 を 以て 惣 ぬりに ぬり、 垣 之 內に疊 を 敷、 其 上に 白 布 を閉て 敷つ 

め fo 諸宗の 長老 同宿 幾千 人、 七 條九條 の 袈裟 色 衣、 愛 を はれ VJ 出立て、 善の 綱に 取 付、 签. 

蓽篥. 太鼓. 鈹. 銅鑼. 繞鉢、 御經に まじへ て 鳴 渡 b、 白 緩の 灯籠 六な がれ 十二 本に、 龍： 娘 を 

うごく ばかりに 作り 付、 天签は 惣て蜀 江のに しきな り。 小 幡等も 一色に して、 沈香 G 柱に 火 

を 付、 前後 四ケ 所に もたせたり。 金銀に みがきた る 花 籠に、 金銀の はく を 切入、 三 間 竿」 て 

所々 に 四ケ所 立ければ、 風に ちりぬ る きりはく、 才川. 淺野川 迄ち り 行、 異香薰 じて 花 ふる VJ 

はか、 る 事 を や 申らん。 御名 代，、」 して 御 位牌. 香爐. 花 立. たいまつ 等、 冠の 装束に て、 御 一 門 

衆 もたせら る。 御 若君 達 御 あげ ごしに めし、 がせん 堂まで 御座な され、 善の も VJ づ なに 御手 

を懸 させいた き 給へば、 御供の 人々 も 幾千 萬の 拜衆 も、 一同に 聲を 上て なきければ、 なが 

る 淚に袖 を あて 、見 奉る 事 も あらば こそ、 fsss- う つ 、 VJ も わき ま へ す。 それよ り 又 御 こしに 

めされ、 火屋まで 御座 被 成、 式次第 相濟、 御燒香 こそな され けれ。 いづれ も 御名 代 相 添、 御 

供御 介 添の 人々、 五日 も 十日 も 目 を なきはらして は 居られけ り。 寶圓寺 伴 翁 和尙の 次師 に、 

雲 堯和尙 導師に て、 御 改名 は 天 德院殿 乾 運 淳貞大 禪定尼 VJ 號し 奉る。 それより 御寺 御 造營有 
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て、 則天德 寺， こ號 し、 關 東より 泉 満和尙 を 請 招 有て、 五百石 寺領付 させられて、 孝養 修行 申 

ばかりな し。 第三 年忌に は 百 五十人の 大衆に て 江湖 被 仰 付、 郡 中より 野菜 等 を 持 はこび、 百 

日 之 御 賄 中、 おびた、 敷 次第 共、 申ば かりな かりけ り。 

九月。 髙野山 西 光院の 跡に 天 德院を 立つ。 

〔高野山 通念 集〕 

抑 此天德 院，、 J 申舉る は、 加 能 越 三 州 太守 利 常 公之 君 夫人に て、 大相國 台德院 殿の 御 女 也。 元 

和 八 壬 戌年 七 s 三日 他界 あり 。其 遺 髮* 骨 等を此 山に 納め 給 はん 爲、 名 藍 之 あ，. J をつ のり も，. J 

め 給 ふに、 幸 ひ 西 光 院の靈 地なる こ VJ をき こしめ し、 主 翁に 乞 求て 此院を 建立し、 同年 秋 九 

月に 號を改 て天德 院，、 」 名 づけ 給 ひ、 捧花燒 香 等 之 供養な がく 懈る 事な かれ，、」 の 命 を 下し 給 は 

り、 淨侶 供養 之 爲に每 年 料 を 給せ しめ 給 ふ。 叉 西光院 VJ 天德院 VJ の 名の 氓 せんこ VJ を惜 ませ 

給 ひ、 西 光 院を谷 上の 奥に 引 移せり， こ 云 々o 

〔高野山 天 德院由 來等纏 記〕 

小 松中納 言， 樣當山 御 信仰 被爲在 御座 候處、 元 和 八 壬 戌年 七月 三 R 天德院 殿御 他界 あり。 御 遺 

言 も 被 爲在候 由に 付、 於 當山御 位牌 御 取 立 之 御 催 有 之。 早速 被 達 關東候 由に 而、 公儀 寺社 御 

奉行より 高野山 祿所. 被 仰 渡 之 趣 も 有 之。 則 御 當地御 役人 御 登山 御座 候而、 一 山 衆徒 之內覺 


雄，、」 申. に 相 頼、 中 納言様 御意 を 以西 光 院之靈 所 を 相 t おひ、 彼 院之齊 地 求 得 候 ◦ 則覺 雄より 一 

礼 指 上 候。 右 自筆 之寫 次に 記し 申 候。 本書 は御當 地に 可 有 御座，、」 奉お 候。 

高野山 小 田 西光院 一 宇、 加州 御前 樣御牌 前に 永代 進 置 候。 四 至 有 別紙。 然ば就 及 • 塔 落、 四 

百 石 借 米 御座 候 間、 右 御 返 辨可被 成 候。 仍而爲 後日 如 件。 

元 和 八 年 九月 廿 三日  覺  雄 判 

前 田對： 守樣 

興津 內記樣 

右 借 米 を以求 三千 坏之 境內 也。  ， 

同年 冬 天德院 殿御 遺髮 等御納 物、 御輿に 而 高野山ね 御 送り、 一山 之 大衆 を 集、 御 法事 厳重に 

被 仰 付、 境 內之上 山ね 御 送 行 御營、 御 慕 所 御 築 被 成 候" 其 時 中 納言樣 御意に 而 古名 を改、 御 

牌 名 を 以號天 德院。 右 靈佛之 阿彌陀 如來を 本尊に 御 安置 被 成 候。 

1、 元 和 八 年より 寬永 三年 迄に、 天德院 殿御 靈屋. 同 御 位牌堂. 本堂. 護摩堂 • 鐘樓 堂. 客殿. 廨 

裡. 並 門. 長屋. 文庫. 土藏 等に 至 迄、 新に 結構 御 建立。 拆亦世 出世 之 諸道 具に 至まで、 御新造 

に 而被附 置、 其 上天 德院殿 每月御 忌日 三 HI 之 論議 料. 燈明 料、 於大津 御藏 百 石、 永代 毎 歳 被 追 

之 候。 則 御 役人 飯 1:^ 權右衞 門 殿 .1^ 岡 小 左 衞門殿 兩判之 紙面 所持 仕 候。 當院 代々 先住 遣 書に、 
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右 之 趣 載 之 候。 但御分 國に相 成、 御料 米 御 配分 御座 候。 右 現 米 百 石 之內、 從加贺 守樣 八十 石 

餘被下 之、 只今 大 坂に 而請取 候 0 富 山 様より 十 石 餘毎歳 被 下 之、 大聖 寺 様より 七 石 餘毎歳 被 

下 之。 右 は 中 納言樣 夫々 御 配分 被 仰 波、 則 其 皆 天 德院へ 被 仰 渡御 座 候。 .i 

一 、 住職 之義 は、 覺雄， £： 從中納 言 樣御頼 有 之、 公義ね 右 之 趣 御 達、 則 御朱印 三十 五 石 づ，. -、 

每歲從 公義 頂戴 仕、 寺 柄 之 御 定被爲 仰 渡御 座 候。 下略 

一 、 當院之 境內は 本號西 光院、 因^ 所 名 を 西光院 谷，、」 申 候。 西 光お 之 名より 一 の 谷、、」 所 名 起 

る 0 却 而當山 峰々 谷々 之 名 は、 此 山開關 よりお 之 候。 依而 西光院 は、 弘法 大師 御 在世 之 時よ 

り 之^ 跡に 而、 則 本、 れ阿彌 陀如來 を 安 S 仕、 西 光 院，. J 號し、 一 の 谷 之 淨剎に 御座 候。 

1 、 西 光 院は吉 田 兼 好 宿坊に 而、 位牌 等 有 之 由 先年より 申 俾候得 共、 元 和 年中 天徳 院、、 」 相改、 

西 光 院は谷 上， じ 申 所へ 引 移 候。 其 後 彼 院方相 礼 候 得 共、 位牌 等 も 無 御座 候。 尤 兼好當 院本、 尊 

阿 彌陀之 靈驗に 預り候 故、 堂宇 修造 被 申 付 候 由に 御座 候 0 自餘略 之 

是歳。 持 筒 足輕榊 原文 蔵 を 牛 製の 刑に 處す。 

〔i 好 家 見聞 集〕 

一 、 今年 澤田次 左 衞門預 り、 持 筒 足輕榊 原文 藏、 金澤泉 野に て 牛 割に 被 仰 付。 其 科 毛 利少兵 

衞 若年 之 時 衆 道の 事に 依て 也。 


るの 接と こ 

t)、' こ 榊 も ゝ 

如と 原る に 
しに 文 llfti 
當藏前 松 


〔微妙 院樣御 夜話〕 

一 、 毛 利 庄兵衞 前 髮有之 時分、 衆 道 事に 而騷動 有 之、 鶴 松，、」 申 者 や 裂に 被 仰 付 候。 只今の つ 

る i6 谷 VJ 申 は、 其 時より 名 付 申 候。 此時取 持 e. 者、 何 茂 御 刑法に 候。 此內に 三 山 市 兵衞、 幼 

少 より 召 仕 候 草履 取 有 之 候。 此者市 兵衞に 御预申 候 所に、 欠落 仕 候に 付、 市兵衞 ts^ 出 可 申 

候、 右 之 者 出 不申候 は > -、 市兵衞 曲事に 可 被 仰 付 候 旨 被 仰 渡 候 所に、 市 兵衞相 尋不申 候而、 

每 nn 美食 料理 酒 をた ベ、 心 易者 共 を 呼 集咄申 候。 何も 相尋 候へ VJ 申 候へ 共、 巿兵衞 申 候 は、 

欠落 他 國へ參 候 者 知れ 申 間 敷，、」 存候、 鬼ても 尋付不 申 候 故に、 精を盖 し、 老人の 命を惜 みあ 

りき 廻り、 終に 詰 腹切 申な V- 、人に 笑れ 候より は、 如此 たべ 度 物に 而もく ひたの しみ、 其 後 

切腹 可 仕 V」 の覺悟 VJ て 右 之 通 VJO 件 之 草履 取 越 前に 罷在、 金 澤の樣 子 無心 許存、 金澤 より 之 

旅人に 承 合 候へば、 三 山 市 兵 衞家來 御 預置候 者 欠落 仕 候，、」 て、 三十日 之 內に不 尋出候 はゾ、 

市兵衞 切腹 可 被 仰 付 候 旨に 而、 笑止 成 事 ど咄申 候に 付、 久々 之 主人 及 迷惑 候 而は生 甲斐 無 之 

VJ 存、 夜中に 立歸申 候而、 御身 之 上に 御難 儀 G 出 來，、 」 承 候 而罷歸 候。 公 俄へ 御 出 可 被 成 候 旨 

申 候へば、 市兵衞 扨々 奇特 千 萬に 候、 手前 事 七十に 今少之 身に 候、 年若 成 者 生害 させ 候 事 は 

不便 千 萬に 候、 又 立 退 可 申 候 由、 金子 十兩取 出し、 拙者 切腹 取 置の ために 殘置申 候 金子に 候 

へ 共、 炭 二三 俵に 而濟申 事に 候 間、 路銀に，、」 らせ申 候條、 早々 立 返 候 様に 申 付 候へ 共、 不^ 
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寄 事 候、 罷歸申 者 は、 何程 御意、、」 て 立 退 申 ものに 候 哉 ど 合 點不仕 候。 何も 親類 中に も、 此上 

は 申 上 候へ、 こ、 色々 市 兵 衞に申 聞、 立 歸申趣 言上 仕 候。 市兵衞 前後 之 仕形 も 達 御聽 候。 被 仰 

出 候 は、 主人 之 難儀 を 承 及 立 歸申候 段、 奇特 千 萬に 被 思 召 候に 付、 御 赦免 被 遊 候。 勝手次第 

に 召 仕 可 申 候。 市 兵 衞御預 置 候 者爲致 欠落 候 段 は 不調法に 被 思 召 候へ 共、 久々 召 仕 候 者立歸 

候 段 不便に 存 候而、 不顧我 身重 而立 返 候 樣に申 渡 候義、 御前 御 家來を 不便に 被 思 召 候 も 同事 

に 御座 候 趣、 市 兵衞儀 御免被 遊 候 旨 被 仰 渡 候。 市 兵衞義 は不及 申、 御 家中 一 統落淚 仕 候 U 右 

之 草履 取 小幡宮 內殿不 入、 達 而もら はれ、 尤 侍に 成 申 候 而少知 も 給り 候 由 0 宮井喜 兵 衞は三 

山 巿兵衞 ぶ 親類 之 旨、 右 之 咄承申 候。 右 之 草履 取 之 義御感 被 思 召 候 哉、 御意 被遊攸 は、 市 兵 

衞 小身 者、 取 立 候 而も 覺も有 之 事 候、 高 知 之 者 共 もら ひ 可 申、、」 御 御座 候 故、 小幡 宮內 もら 

ひ 知行 遣 候 旨 申 上 候へば、 左樣 にて 有 之 事 ど 御意 之 3:11、 瀨兵 衞咄承 候。 

元 和 九 年 

1 一月 廿 四日。 前 田 利 長 夫人 歿す。 

〔微妙 公 夜話〕 

1、 玉 泉 院様御 逝去な され、 御死體 G 御 番に野 田 桃 雲 寺へ 仰 付ら れ候 所、 前 廉寶圓 寺ばん の 


ぅ和尙 より 御請 候 血脈 を、 御 枕元の 御 W 風に、 小 太夫、、」 申 女中 懸， お 中 所に、 番所- S 出家是 を 

取隱し 見不申 候。 其 上に て 導師 をいた さる VJ 被 存候鉢 御 聞な され、 導師 は 人に いたさせ 申に 

不及、 我等 化るべき よしに て、 御自身が 導師 遊され 候。 寺 は 時宗 寺へ 御遷 し、 其 後 玉 泉 寺， こ 

寺 號を御 付 遊され 候。 其 節 僅なる 寺に て 御座 候 所、 右 之 仕 合に て 候。 

〔壬 子 集錄〕 

年長 公 御簾 中 法名 

玉 泉お 殿 松巖永 壽大姊  ， 

元 和九勞 亥年 二月 廿 W 日 

右 當寺御 立 置 被 爲成候 御 位牌 如此 御座 候、 以上。 

寛 文 十二 年 問 六月 九 =  玉 泉 寺 印 

〔三壶 記〕 

玉泉院 殿御、、」 し 五十 歲 にて、 元 和 九 年 二月 廿四： W に 御 遠 行お。 根本 利^ 公に 御實子 もまし ま 

さす、 御 夫婦、、」 もに 御 心に 懸 させられ、 妾の 女中 方 數多召 SJ^ 、如何 成 かたに も 其 覺も冃 出 ST 

すゑつ む 花の たね もがな，、」、 若 むらさきの 色々 に 神 ゃ佛に 祈願な され、 寅 待 日 待 1^ 々の 御い 

のりを 密々 に 被 成け るが、 いつの 程よりか 御前 様 も 御中 御う，、」 しくまし ませば、 ひさげ 
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の 水 は 湯 どなり けれ V- も、 御れ き の 習に て 色に も 出し まし まさす、 心氣欝 G かたまり ど. 

成り、 いつも 御 心 持 例なら せ 給 は ざり けれ V- も、 金澤へ 入らせられて は、 御 家 長久の 御 願，、」 一 

して、 常 善 寺，、」 申 遊行 寺に 天 満天 神 堂 を 御 建立 被 成、 月並 S 連歌 を 御祈禱 のために 被 仰 付、 一 

料 米 を 被 遣、 御 家 は 菅家之 末流 なれば、 別 而天祌 を 御 崇敬 ある 0 角て 御 遠 行の 時節、 老中よ 一 

り 獅子 之 助、 こ 云 御 相撲の もの を寶圓 寺へ 遣し、 玉 泉 院樣御 遠 行の 案內、 こして 被 造、 早々 登城 

有 て 御造骸 の 御前に 御茶， 溢な ご い，、」 なみ 申され 候へ よし 申達し ければ、 し、 の 助 其 さま あさ 一 

ましき 大男の、 大 なでつけ にて、 荒五郞 VJ 云 ひたき 男、 長刀 さし、 寶圓 寺に 早々 VJ す、 むれ 一 

ば、 和 尙急度 見て、 夜中に て は 有、 是は まさしく 盗賊の 我 をい ざな ひ、 何方に て か 打 ころし、 一 

衣 を はぎ VJ らん はかり 事 成べ し、 卒爾に 罷出 てあし かりなん、、」 心得て、 和尙 中 さる、 は、 玉 一 

泉院 殿御 遠 行なら ば、 老 巾の 御 一家 方より、 しか，、」 書札に て 御 使者 等の 有べき に、 わ どのが 一 

姊は、 先年 利 長 公の 高 岡に 御 在世 之 時、 かぶき もの ざ も 数十 人 どらへ て 張 付に 被 仰 付、 夢の そ 

ろ 右衞門 • 三味 骨 右 衞門. やみ 夜の 段 三 郞* 石垣 掛羅 左衞門 *不 世 G 作 之 助な、、，、」、 かやう 成有樣 

の ものなる か、 何も のぞ 名 をな のれ、 拙 併 はかた じけ なく も 先の 伴 翁の 一 の 弟子 雲 堯，、 J 申て、 一 

馬に 乘事を 得て、 長刀 もっか ひ 得たり、 心 ゆるすな 大男 £ 申されければ、 し、 の 助 典 さめて 一 

立歸 り、 其 由 申 上ければ、 和 尙申所 も理り 有、. J て、 御 使 番を被 遣 0 和 尙參て 其 勤せられ、 御： 


月次 連歌.^ 

興行した る 

は 寬永六 年 

以後な り 

以下 前出微 

妙 公 夜話と 

全く 異な リ 


光山に 廣山 

恕陽 


三十 世 遊行 

上人 有 三の 

來 Sf は 眞© 

明かなら す 


淨禪 寺の 名 

vi- 玉"：！^ 寺と 

吹めた るに 

寬永六 年な 

玉 泉 寺の 轉 

地した る は 

正 保 三年な 


葬送の 用意 出來 し、 齊圓寺 導師に て 被 執行。 御 戒名 は、 先年 高 岡に て利畏 公の 御^ 師 光山 和 

尙の 血脈に 任せ、 玉泉院 殿松巌 永壽大 姊、、 」 御 廻向 遂らる s。， 然るに 第三 年忌の 前 ざしの 十月、 

藤澤の 遊行 上人 加州へ 廻り 來れり 0 其 先の 三十 代 目の 遊行 上人 は、 西方 寺金澤 才川惣 がわの 

きわに 有 之、 常 善 寺 は 小 庵に て 有し ゆへ、 西方 寺に て 百日ば かり 勤行せられ 登られし が、 此 

度 は 三十 五代 目の 上人な り。 其 頃 常 善 寺 も、 玉 泉院樣 より 御 祈 禱料迚 歌 G 料 どして 繁 H:: し、 

少し 寺 も ひろく 成、 遊行 上人 是に留 り、 弟子 一 人 歌道に 達した る を 寺に すゑら れ、 是を にぶ 

や，、」 申け り。 然るに 玉 泉院殿 三年 忌に 成 ぬれば、 利 光 公 如何 思 召され けん、 玉泉院 殿の 別而 

御念 頃 成 寺な り、 殊に 天神 堂 も 安置す。 此寺 にて 三年 忌の 御 法事 可 被 執行 ，とて、 常 善 寺に 被 

仰 付、 御 入用 品々 金銀 米 錢を被 遣。 御 奉行 人 被 仰 渡、 御 法事 尤 御念 頃に、 數 ぼ 人の 遊行の 僧 

侶に、 御 布施. 御 小袖 ほどこし、 丁寧に 被 遊け り。 其 時 遊行 上人 訴訟. W 上られ、 常 善 寺、 こ 云 寺 

號を 除て、 玉 泉 寺，、」 あらためら る。 寺の 向 ひ 橫町. 野 町の きわ 迄、 寺の 門前に 被 下ければ、 

おびた 敷地 子 を 取 上、 寺の 造 用に 成に けり 。其 後明 1^ 元年 は 三十 三回忌に ならせた まへば、 

前 どし より 玉 泉 寺 屋敷が へ 有て 大 伽藍 を 御 建立 被 成、 本 G 寺 M 敷淨土 寺. 淨覺 寺に 相 渡り、 其 

時 門前町 は 被 召 上 候。 玉 泉 寺に て 三十 三年 忌 御 法事 之 節 は、 小 松より 中 納言利 常 公 御 參詣に 

てお はします 0 誠に 御 父母 御 孝養 御念 頃なる 事、 乍 恐 上下 感 奉る。 さて 玉 泉 院樣御 遠 行の 時、 
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寳圆 寺獅々 之 助に 逢て： 夜盗、、」 おも はれけ るに、 利 常 公の 和 尙も申 所理り 有，、」 御意 被 成 事 は、 

其 正月の 末に 淺野 川の 山の 根に 如來寺 有て、 一 藤に 祖 閑，、」 云坊生 有。 たつち うに 小 寺 を 作り、 

其き れい 成 事 都の 古跡の 寺に 同じ。 園爐ー si- の ふちな ざ 梨 地蒔鎗 にして、 諸人 出入いた し 慰み 

ける。 しかも 手前う，、」 く 人に て 有け る を、 夜中に. □ 者 を 送り 度よ し 申 來る。 けさ 衣に てこし 

らへ、 同 {佤 一 人. ざう り 取 一 人に て、 だんな、、」 つれ 立、 liiT 谷の 奥さん まいへ 參 けり。 同 荷-小者 

を 追拂、 祖閑を 切 ころし、 けさ 衣 はぎて 置け る を、 其 あかつき 寺より 尋見 付た. 90 其 頃 出家 

方に は 夜中に む ざ VJ 導師に 出る 事 を 吟味して、 糙 ならねば 出 ざり けり。 雲 堯和尙 も 强カ坊 ま 

にて、 早馬 乘の 上手な り、 辨慶も あざむく 和尙 なれ V- も、 聞お ぢ せられし を かし さよ，、」 諸人 

申 あへ り。 餘り lii^ にす きて はねお、、」 され、 腰 打 折て こし ひきに 成 申されし が、 小^より 芳泰 

院樣の 御 取 立 出家 子 VJ て、 御念 頃なる ゆ ゑ寶圓 寺へ 住持 被 仰 付、 其 後 劍に隱 居せられ、 C 山 

權 現を勸 請せられ、 明白 山 寶圓寺 VJ 寺 號す。 さて 如來 寺の 祖閑を ころした る もの、 後々 に 聞 

えけ り 0 吉田賴 母 VJ 云 御馬 廻 之 組頭 有。 其 家 來林藤 左 衞門ビ 云 もの、 女 は、 淨土宗 にて 祖 

旦那な り。 常に 參詣 して 祖閉 VJ 密通す。 男 聞て 祖閑 をた ばかり 出し、 則 女 もた ばかり つれ 出 

し、 一 つ 所に て 打 ころし、 加州 を 立 返け る、、」、 後に こそ 聞え けれ。 

「ト. <ム卸已.一 

广 お 徒 言」  , 


光 
山 
It 
廣 
山 


一 、 玉 泉お 様 御 逝去 被 成、 御 死骸 野 田 祧雲寺 ビ寶圓 寺 VJ 爭 ひの やうなる 事 有 之 候 に 付て、 

中 納言樣 御自身 導師 被 遊、 野へ も 御供 之 事 咄殘、 所々 c!^ 書に も 有 之、 別記に も 留置 候 也。 然 

共 玉 泉 院樣御 逝去の 時 は、 御 在 江 uv こ 相 見え 申 候。 老中より 寶圓 寺和尙 呼に 參候 者、 獅子 之 

助 VJ 申 御 相撲 取、 大男の 大 なでつけ 也 0 夜中に 罷越 候，， 」 て 和尙以 の 外氣遣 しられた る 事、 三 

壶記有 之 候。 其 時 はさきの 伴 翁の 弟子 雲 堯，、 J 云し 人、 ItT の 上手 長刀つ かひ 相撲な V- も 上手の 

よし 0 依 之 右し S の 助罷歸 申せば、 其 以後 は 御 使 番之衆 越 候よ し 0 此咄の 事 如何。 第三 御 忌 

に は 常 善 寺に て、 御 執行の 時 遊行 參 合され 御 執行の 事 は 世に 申 通 也。 ^：ホ善寺を改玉泉寺ご被 

成 候 事、 子細 有 之 事 也。 

〔金 澤古践 志〕 

玉 泉 院殿靈 堂傳話 

菅家晃 聞 集に 云、 元 和 九 癸 亥年 一 一月 廿 四日 玉 泉お 殿 逝去、 于時 五十 歲 。導師 .熨 圆寺雲 堯 和尙、 

但御 戒名 は 高 岡 光山 和 尙被授 血脈に 被 任、 玉 幾 院殿松 巌永壽 大姊， ^ 號す， こ 見 ゆ。 微妙 公 夜話 

錄に 云、 元 和 九 年 二月 廿 四日に 玉 5^ 院樣 逝去し 給 ふに より、 御 遺骸の 直 番を野 田. S 桃 雲 寺へ 

命ぜられし 處、 夫より さき 寳圓寺 伴 翁和尙 より 受けさせ 給 ひたる 血脈 をば、 小 太夬ビ いふ 女 

中 御 枕 本の 屛 風に 懸 置け るに、 直番 の傦是 を取隱 し、 桃 雲 寺より 導師 を せん，、」 の 所存の よし 
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微妙 公 問 召され、 導師 は 人に 賴に不 及、 我等 致すべし，、」 仰せられ、 御 0 身せ 師を被 成、 御 法 

會は淨 善 寺 ビ いふ 時宗の 小 庵に て 御 執行 あり。 後 御 再建 ありて 玉 泉 寺 VJ 改られ たり ぞ 0 異 

本 夜話 錄に は、 玉 泉 院樣の 御尊骸 をば、 寶圓 寺へ 奉 移 事に 極る 處、 野 田 桃 雲 寺 進み出、 御 病 

中に 血脈 を 指 上る ゆ ゑ、 當 寺へ 被 移 やうに VJ の 願に て、 何 か，、」 相 論に 及びた り0 是は桃 雲 寺 

の 旦那に 女中 年寄 有 之、 內々 にて 血脈 を 取替 S たり，、」 の 沙汰な り。 利 常 卿の 御意に は、 引導 

の 義は兩 寺へ 賴に不 及、 我等 導師す る 也、 法會は 何方 へ なり，、」 も 下知 次第 可 心得 VJ の 事に て、 

御 尊 骸に利 常 卿 向 はせられ、 扇 を 以て 御 棺の上 をた、 かせられ、 in く 御 観念 被 成、 立 返 かせ 

られ たり 0 于時 老中 を 始め 皆 はつ VJ 感じ 奉り、 か、 る名將 また 世に 可 有 やうな し、、」 感淚す VJ 

いひ 傳へ り、、」。 菊 池 十六 郞 いつも/.^ 物語す、、」 あり。 或は 是を天 徳院殿 逝去 5 時 ど すれ ど 非 

なり 0 天德院 殿の 逝去 は 翌年 二月に て、 一年 違 ひなり しゅ ゑ 過 聞せ しなるべし。 又 異本 夜話 

錄に、 玉 泉院樣 逝去の 時、 寶圓 寺の 伴 翁 和 尙へ其 由 被 仰 遣處、 其 頃 追 はぎ はやり、 町中 夜行 氣 

遣す る 頃なる に、 御 使に 參 たる もの 輕き 者なる 故、 定て追 はぎな らん，、」 和 尙思ひ 込、 玉泉院 

殿御 死去なら ば、 屹度した る 御使來 るべ し、 無 左て は 登城 致 難 ほ 返答す。 其 由 利 常 卿 被 聞 召、 

甚御怒 被 成、 左 候 は 此方 導師す ベ し、 必ゃ呼 寄す るに 不及 ほ 被 仰 出 、夫より！； 3! 圆寺 住職 御意 

に 違へ り。 其 頃 利 常 卿 仰に、 玉泉院 殿御 在世中、 御 か は ゆがり 被 成、 出入 仕出 家 は 無 之 哉 ど 


御尋 之處、 白山 御 參詣之 節 御 立 寄 御 休 被 成 時宗の 小 庵 有 之 由 言上す。 幸 Q 事此 寺へ 移さる ベー 

し。 時宗の 寺 も 御 建立 被 成 度、 幸の 義，、 ) 被 仰、 則 御 遺骸 被爲 入處、 其 由 赍圓寺 承り、 道へ 出 一 

御 遺骸 を 奪取な ざ 申 由 被 聞 召、 夫より 寶圓寺 御前 惡敷 成たり，/」 ぞ。 按に此 傅 說は過 聞なる ベー 

し。 三壺 記に 載た る 趣 其 趣旨 違へ り。 三壶 記に 云、 玉泉院 殿御 遠 行の 時 老中より 獅子 之 助 

云 御 相撲の 者 を寶圓 寺へ 遣し、 早々 登城 有べき よし 申達す。 獅子 之 助 其 さます さましく、 

殊に 早々，、」 進 むれば、 和 尙急度 見て、 夜中に はあり、 是は まさしく 盗賊 人の 我 をい ざな ひたば 

かるなる べし 0 實に御 遠 行なら ば、 老中な ざより 書札に て 使者 等 G 有べき に，、」、 ^々敷 申た 一 

りければ、 獅子 之 助 興さめ て立歸 り、 其 由 申 上ければ、 和尙申 處も尤 也，、」 て、 御 使者 を 被 遣- 

ける に、 伴 翁 和 尙頓て 登城し、 御 遺骸の 御茶 湯な ざ 勤められ、 御 葬送の 用意 等出來 し、 伸 翁； 

和尙 導師に て 御葬禮 終れ bo 御 戒名 は 先年 高 岡に て 利 長 卿 G 御 導師 光山 和尙 Q,^ 脈に 任せ、 一 

玉 泉院殿 松巖永 壽大姊 ど號し 奉る。 然るに 玉 泉院殿 三. 年忌に 成 ぬれば、 利 常 卿 如 M 思 召れ け 一 

ん、 常 善 寺 は 玉泉院 殿の 別て 御念 比なる 寺な り、 殊に 天神 堂 も 御 建立 也、 此寺 にて 御 法 會可ー 

被 執行，、」 て、 常 善 寺に て 被 仰 付。 其 時 遊行 上人 訴訟 被 申 上、 常 善 寺，、」 云 寺號を 除て 玉 泉 寺，. J: 

改めら る，， 」 あり 0 玉 泉 院殿は 贈 太 政 大臣 信 長 公之 息女、 贈 正 二位 大納言 利 長 卿 之內室 、 知 

末、 天 正 九 年 於 越 前 府中 結婚、 慶長 十九 年 五月 利 長 卿 薨逝于 越 中高 岡、 落飾稱玉^3^院殿、 同 
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明曆 元年の 

誤なる、、 と 

前に 言 へ る 

如し 

淨？ ^.i 寺 は 成 

覺 寺の 誤 


年 秋 移住 于金澤 城 西 丸、 稱之 玉泉院 丸、 是其 遺稱也 VJ す。 

〔三 州志來 因槪覽 附錄〕 

玉， M 寺 は 初め 淨土 宗淨善 寺，、」 て 小 庵 也。 宽永 元年 十月 遊行 上人 此淨善 寺へ 來る き、 參詣貴 

賤 群集し、 寺 中手 狭なる により 堂宇 改造して 廣 くなる。 此 時歌學 ある 上人の 第 子 一 人 を 住持 

ぐ」 す。 是ま では 看 主 也。 同年 玉 泉 君の 三回忌に 當 りて、 淨善寺 を 改めて 玉 泉 寺 v> 號し、 玉 泉 

君の 佛事 供養 あり。 明 1? 元年 玉 泉 君 三十 三年に 當り此 地を轉 じて 今の 地に 佛宇 及び 资神廟 を 

建立 あ. 90 是 までの 地 は淨土 宗淨覺 寺へ わたさる。 

四月 廿 七日。 能 登 鹿 島 郡 小島 村 愛宕 寺に 邸 地を與 ふるの 證書を 下す。 

〔能 州 郡方舊 記〕 

當寺爲 居 屋敷 百 二十 步は、 元 和 八 年より 永代 被 下 之 曰 御意に 候條、 可 被 得 北； 意 者 也。 

元 和 九 年 四月 廿 七日  奥 村 源 左衞門 

篠原織 部 

能 州 鹿 島 郡 小島 村 愛 宕 寺 

四月 廿 七日。 能 登 鹿 島 郡 小島 村 常 通 寺に 邸 地を與 ふ る の 證書を 賜 ふ 。 

〔能 州 郡方舊 記〕 


當寺爲 居 屋敷 二 t! 八十 步者、 元 和 八 年より 永代 被 下 之 旨 御意に 候條、 可 被 得 其 意 者 也。 

元 和 九 年 四月 廿 七日  奧村源 左衞門 

篠原織 部 

能 州 鹿 島 郡 小島 村 常 通 寺 

八月" 天德院 夫人の 侍女 自？？ H -。 

〔三^ 記〕 

天 德院樣 御つ ぼね、 常々 御前 樣へ對 して 不忠 之 儀 共、 有 之。 殊更 御 不例 之 內に猶 不厢成 事 多 か 

りければ、 御 夫婦 樣 共に にくき 次第， >0 思 召け るに や、 江 戶 にて 將軍 樣， e: 上聞に 達せられ、 御 

成敗 如何様せ ハ可被 仰 付 旨 任 上意、 山々 里々 へ 被 仰 付、 くちな は を 生ながら ふくべ に 入 曲 物に 

入れ 持參す 0 御 持 筒の 者に 被 仰 付、 請 取 置 事五檔 ばかり も あつめけ り。 まむし. からす 蛇-山 

かげな V、JVJ 云 毒蛇 V- も 第 一 VJ 取 上る。 其 中に 耳 有く ちな はも 有、 足 有 も あり、 兩 頭の 蛇 も あ 

り、 二 尾のへ み も 有 之 由 取沙汰せ り。 其 期に 望んで つぼね を はだかになし 桶に 人、 桶の くれ 

に數 百ば かり 穴 をく り、 四 尺 四方ば かりの 箱の 中へ 桶 を 入、 釘に 閉、 箱の 角に 岡 寸廻 りば か 

りの 穴 をす みちが へに 二 所 あけに けり。 元 和 九 年 八月 下句の 事なる に、 ある 山陰に ひそかに 

役人 被 仰 付 彼 箱を埋 み、 箱の 穴より 毒蛇 ざ も を 取 込、 其 中へ 高 岡 洒ニ樽 流し、 入 口 を 板に て 
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釘 付に ふさぎ、 其の ま、 土中に 埋て歸 りけ り。 天下に う へ こす 人 もな き 果報い み じきつ ぼね 

にて 有 けれ V- も、 戒行 拙き もの、 寵恩 にお ごり つき、 上 をお かす 天罰お それても あまり 有。 

世に 有 時 はへ り 下りて 天道 を尙 恐れ、 下 をめ ぐみ、 ほざ こし を專ら にせば、 た ひ 尊君 はま 

しま さや，、」 も、 御 若君 樣達數 多 なれば、 榮 花の 上に 成 佛得脫 の 身た るべき に VJ、 聞 人 毎に 念 

佛申外 はなし。 其 時の 役人 物語す る を 聞き、 書き記す。 其 時分 は 死骸 を 江 11^ へ 被 遣 由 取沙汰 

にて 有 けれ V- も、 右の 通 VJ ぞ聞 えに ける。 

〔關屋 政 春 古兵 繞〕 

一 、 同年 四月 三日 御 局 天 德院ね 參詣の 時、 御城 御門に 被 仰 付、 女房の 分 何者に よらす 御城ね 

不入、 御 局 下屋敷ね 直に 被 遣、 是 より 不出。 御 局 屋敷 は奧 村壹贱 隣、 唯今 神 尾 伊兵衞 屋敷 也 0 

一 、 同年の 夏、 津田 三左衞 門，、」 云 ふ 三百 石 取 御 小 將に被 仰 付、 御 局 を 蛇 責に被 仰 付、 則 御成 

敗 也。 

1、 御 局 は 江戸. 御船. 奉行の 娘の 由 也。 十九 歲 にて 天 德院樣 御 乳の 人に 出た る ，こ 《：？ に 物語 也 0 

天 德院樣 御 他界 以後に、 中 納言樣 の 御事惡 ざまに 江 S 'ね 申 遣した る VJ 聞ね たり 0 

〔菅家 見聞 集〕 

1 、 八月 下旬 天德院 殿の 御 局、 罪科 有に 依て 毒蛇 攻に被 行。 


儀 


-ふ ざは容 


安藝 御前 は 

利 常の 女滿 

姬 


〔微妙 公 御 夜話〕  メ 

天 德院樣 の 御 局 は、 よふぎ 宜候 故、 微妙 院樣被 召 仕。 夫より 御 局 天 德院樣 を 練み、 あしき 上 

り 物 を あげ 候 故、 御 あたり 被 遊 御 逝去 申 沙汰に て、 微妙 院樣事 之 外 御機樣 敷、 御 局 を 御 

にくみ 被 遊 候。 其 頃 御 局の 屋敷 近所に、 栗 田 久右衞 門 屋敷 有 之 候。 家 傳之白 蛇 散 調合 之爲 め、 

山里の 者へ 申 付、 まむし を 多 取 寄 申 候處、 其 時分 金澤中 取沙汰に 御 局 を 蛇 責に被 仰 付 候 V- 申 

あやまり 取沙汰 有 之 候 を、 御 局 召 仕 候 下女 使に 遣 候 時分 此 沙汰 を 承り、 女心に 誠 VJ 存、 笑止 

成 事 VJ 思 ひ、 御 局に 咄 申に 付、 御 局 被 承、 無 了簡 事に 候、 蛇 責に逢 可 申 事に 無 之 旨に て、 自 

害いた し 相 果被申 候。 此義を 世に 蛇 責に逢 申，、」 申慣 候へ 共、 實は右 之 通の 由、 生 駒內膳 .不 

破 覺之丞 語 申 候。  • 

〔混 見 摘寫〕 

天德院 殿御 逝去 後、 御 局 蛇 責被仰 付な ざ 世に 一一 H 傳ふ。 左樣 にて はなく、 中納 一一 H 樣 御手 も被掛 

事 もや 有 けん、 天 德院様 御 病中 御 藥なざ 上げ 樣不宜 事共 有 之、 御 病死 被 遊 候 後 は、 中 納言樣 

御 憤り 被 遊 候。 其 頃 萬病圓 御調 合に 付、 所々. a 里より 複 蛇の 類 多く 御 取 寄、 先是 にて 局 を 蛇 

責 にすべし 坏 VJ 御意、 御 側の 面々 も 恐れお の、 き 居 申 候。 お 局此由 承り、 宿所に て 自害せ し 

ぐ」 也。 其 以後 安 纏 御前 樣 III な ざ、 御 厠へ 被爲入 候て は、 かわ 姥が 居た るな ビ 毎度 被 仰 。松 


五 〇〇 

雲院 様に も 御 幼稚の 砌御 目に 顯れ たる 事 も 有 之，.】 也。 igwis  。は 箇樣の 事 にても や、 後お 局 

の菓所 被爲尋 しに 知れる 者な く、 割場附 小者 久右衞 門 VJ 哉覽申 者、 死骸 を舁き 葬送に 參候由 

にて、 墓所卯辰©^沙門山ー 本松の邊^§1は§^;;5$。の 堀 穿 見 候へば、 数十 年經候 死骸 腐り もや 

らで、 自害 被 致 候 脇 刺 も 其 儘 埋み置 有 之 候に 付、 佛事も 仰 付ら れ御 R£M^ し， ヒ 也。 自昌 院樣法 

華經 三部 御書寫 にて、 一 部 は 東都 靑谷月 性 寺へ 御 納經、 一 部 は 御 家へ 被 進 候。 今 一 部 は 御 逝 

去 之 時御棺 へ被爲 入し 由。 藤 田 求 馬 話。 

〔新 山田畔 書〕 

愚、 右 蛇 責の儀 不糙、 此巧を 聞て 自害 VJ も 云。 御 局 畢竟 は 上京して 慕さん VJ 思 ひ、 道具 V- も 

を 段々 に 京都へ 送 遣け る を、 此人 上京して、 內々 の 事 ども 世上へ 知ん 事 を 御い やが りに て、 

其 京へ 上る 道具 V- も を 抑留 せらる。 是御 局の 一 ケ條の 恨 也 VJ 云 沙汰 あり 0 又の 說に、 微妙 公 

御 密通 ありけ る 故、 女心に 後々 は天德 公に 立 代ん の 思 はく，、」 みえし が、 公の 御 あいしら ひさ 

もなかり し 故、 上京 VJ 云な して 江 11^ へ往 かんの 巧ビも 云。 又 御 密通 は虛說 ，こも 云。 愚が 伯母 

八十 八 歳まで 長命に て、 元祿 九九 二に 歿しけ る 老人、 其 前後の 事 聞覺て 語りけ る は、 御兩公 

御中 善て、 御對 座に て 御 快 御 笑 御 語 ありて、 夫君 表へ 御 出の 跡に は、 何事に 娘 布 面白 事 有て 

快 御 様子なる ぞ、 筑前殿 は家來 にて はなき か、 御家來 御 夫婦に 被爲成 給が 十分なる 御 事 か、 


御し、 本の 


拘はリ 本の 

ま V 


甲斐な き 思 召 や、 腹 立 や VJ て、 婦君 を以の 外に 嘴 奉れば、 婦君は 悲布思 召て、 御 泪を被 流。 

又 或 時 は 御前 G 御 立腹 VJ て、 二三 日 も 御 逢な き樣 にして、 御前 をば 一 間なる 所へ 押入 置、 御 

食事 もろく く不 進、 御 立腹 故 御 食 も 爾，、 J 不上 VJ、 江 m- へ は あらぬ 樣の事 V- も 言上し ける 0 

婦君御 病中に も、 醫師中 朝の 診 厥に、 早朝に 出れば、 何事 を も 指 置、 我 身の 排を V- く ，こ 仕 回、 

御前の 御し 當 りても、 御 朝飯 を不進 待せ 奉り、 時 過て 醫者を 招け る義糙 也。 此 仕形 故、 御 

密通の 沙汰 も 有し， こみ ゆ。 江戶の 御 蟇 所、 嫉妬深き 御 生得 を 局 能 知 故に、 局が 居すならば 可 

惡、 外の 人を附 置て は 成 間 布 VJ 思召樣 に、 夫 公の 御行 跡 も 惡布樣 に、 稀々 にあし ざまなる 事 

に 耳 申觸、 夫 公 を 江 にも 不宜思 召け る，、」 也。 婦君御 逝去の 前に、 公の 御手 を 被 執 、御腹の つ 

かへ を 御 覽に被 人、 是は姥 が出來 させし、 是 故に 早 拘 はり はせ じ V- 被 仰た る VJ 云。 御 逝去の 

時 は、 公 も 御 愁歎の 餘 りに 御肢暈 出て、 御城 中 は 一 度なら す 二度 迄 魂を滅 ける 由 也。 尤御愁 

傷不 大形。 御 在世の 間 も 一 通に 御中 能、、」 申に は 非 ざり ける ビ也。 偖 御子 樣方江 戶へ御 越の 時 

も、 御 局 をば 當 地に 被留 ける。 御着 府已後 も、 婦 君の 御 逝去 は 公 故 VJ、 局が 讒 にて 聞 召 被 及 

し 事故、 此孫 方へ も 早速に は 御對面 もな く、 程 經て御 登城の 時、 御毫所 往事 を 段々 御尋 ある 

に、 森 右近 大夫 忠廣 G 御前、 其 時 は 六. 七の 御 歳 也し が、 前後 局が 惡儀、 御前の 御，：：^ の 首尾，，、」 

も、 委被仰 上け るに、 御 幼少 人に 脇より 敎て 申させ 玉 ふ 品なら ば、 其 樣も見 ゆれ V -、 被 仰 上 
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樣御 一 心より 出た る，/」 思 召 知、 彌御尋 にて 御 聞屆被 成、 初て 局 手前 を 不屈なる 惡き女 VJ 思 召 

なりて、 今迄 思 召 誤て、 公 を 竦 略に 思 召け る 事 御 後悔の 至 也 0 大罪 至極なる 局が 儀 なれば、 

何分に も 公の 御腹の 居る 樣に被 仰 付 候へ VJ の 御 事に て、 公 も 初て 御 安堵 御悅、 思 召 儘に 御 さ 

いなみ 被 成け る。 畢竟 は 無類の 死罪に 被 行ビ、 思 召 巧 まる、 內に 自害す。 其 御 巧 V- も を も 略 

聞 及け るか，、」 云傳ふ 0 

閏 八月 一 一十 日。 能 登 鹿 島 郡 所 口の 一向 僧敎信 • 順慶 が、 門徒 支配に 關す 

る 爭議を 裁決す。 

〔能 登 古文書〕 

已 上 

能 州 鹿. ！£2 郡 所 之 口 道場 順慶 VJ 敎信、 門徒 相 論 之 趣 令 穿 露 所に、 大納言 樣. 侍 從樣兩 御 印、 敎信 

手前に 頂戴 仕 有 之 上 は、 順 慶申分 不相屆 候。 自今 以後、 右條々 門下、 如 御 印 敎信可 被 致 支配 

者 也。 

元 和 九年閏 八月 廿日  富 田下總 守； 兀成 印 

稻葉左 近 直 富 印 

能 州 所 之 口 敎 信 


、、の 訴狀. し 

對し 乂三郞 

即ち 後の！？ 

監 よりも 訴 

狀，^ 出せる 

、、と 宽永十 

七 年 四月 十 

三日の 條參 


しんやく は 

しんしゃく 


立 所 之 手本 

のま、 


主計 は 中 山 

氏 

法 院は法 印 

奥 


十月 六日。 加 賀石川 郡 佐那武 社の 神主 少丘 ハ衞、 同 神主 三 郞を訴 ふ。 

〔國事 雑抄〕 

乍 恐 申 上 候 ◦ 

一 、 慶長九 年に 御宮 立 可 申，、」 御 理り申 上 候へば、 從肥 前樣米 二十 石 被 下 之。 二十 石 之 米は大 

ェ之作 料 迄にて 御座 候。 其 上 御宮 立 申に 付て 丈 木、 我等 かひ 申 候へば、 過分 之 借 銀 出 來申候 

處に、 小 三 郞慶長 十一 年 二月 廿 五日に 相 果申候 故、 我等 之 父 式部 被 申 候 は、 別に 神主 跡目 を 

も ゆ づり申 候 もの も 無 之 候 間、 宮腰 町に 居 申 候 共、 寺 中へ 罷越、 神主 跡目 次 可 申 之 旨 被 申 候 

へ 共、 我等 しんやく 仕候處 に、 宫腰下 代 河 越 七 介 殿 を、 父 式部 賴 候て 御 瑰 りに は、 跡 式宮田 

以下に 至る 迄、 無 相違 相 渡し 可 申 旨 与 申 付 候 付て、 寺 中 村へ 參、 右 之 銀 子 を 年々 を以、 方々 

を かり かへ 相 濟申候 刻、 銀 子 立 所 之 手于今 御座 候 御 事。 

一、 元 和 三年に 御宮のう わ ふきに 丈 木 買 候て、 金澤 大工 や，、」 ひ 仕 候 御 事。 

一 、 父 式部 慶長 十七 年に 相 果被申 候に 付て、 被 申 渡 候 は、 三郞 ふ，. J り 申、 宮腰 地に も 家 を 作 

り、 其 上 御宮の たぐし 役 並そう ぢ 以下 も 仕 候 者、 田地 六 反 島な ざ も 相 渡し 申 候 様に ど、 生計 

に 而申置 候。 其に 付て 金 澤正覺 法院、 同 宮腰下 代 河 越 七 介 殿， 三右衞 門、 上 町 年寄 二 郞右衞 

門. 七左衞 門. 二 郞兵衞 • 平 左 衞門. 七左衞 門、 うね 田 村 作右衞 門、 くわん おん ビぅ村 九右衞 門、 
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くり 申 候 間、 田 畠 相 渡し 申院 


寺 中 村 喜 介、 何もの あっか ひに 付て、 三郞 十八の VJ し、 家 もつ 

一 、 三郞 VJ 申 もの 御宮 之 田地 を 取、 其上宮 地に 家 を もち 候へ 共、 一 日 も 我が家に は居不 申、 少 

も 御宮 之 そ うぢな ざ もいた し不申 候。 我等のお い 子 之義に 候へば、 今迄かん にん 仕 候 御 事り 

1 、 今度 被 仰 出候拜 殿、 來 年取 立 可 申 VJ 申 候て、 三郞に 談合 申 候へば、 中々 仕 間 敷 候、、」 申 候 0 

元 和 四 年より 當年迄 田地 を 取、 能 州. 宮腰 ばかりに 有 之、 商 を 致、 一 圓存間 敷 候 ど 申 候。 我等 

父 書 置 被 申に は、 御宮. 同拜 殿し ゅ理 以下 は、 三つ折 一 分 三分 可 仕 候 VJ 書 置 被 申 候へ せ r がて 

ん不仕 候。 其 にても 我等 拜殿相 立 可 申 候 御 事。 

右 之 趣き こしめ しわけられ、. 被 仰 付 被 下 候 者。 難 有 可奉存 候、 以上。 

元 和 九 年 十月 六日  寺 中 神主 少兵衞 判 印 • 

瀧與右 衞門樣 

是歳。 前 田 利 常の 夫人 天 德院の 菩提の 爲に、 禪剎を 小 立 野に 立て 之 を 天 

德 院と號 す。 

〔寺社 來歷〕 天德院 由來書 

1 、 當院 開闢 者、 天 德院樣 御 遠 行 之 翌年、 元 和 九 年徵妙 院樣御 建立 被 遊、 至當歲 六十 四 年に 


大藏は 富 山 

侯 前 田正甫 


罷成 候。 

一 、 當院 開山 者、 房 州 長 安寺 先住 巨 山 泉 滴 和尙に 御座 候。 微妙 院樣 當院御 建立 之 年、 先住 之 

儀 は 以上 意 被 仰 付 可 被 下 旨、 ム I？ 德院 様， 2: 御 訴訟 之處、 安房 之 泉 滴， 2 住持 可 被 仰 付 依 上意、 從 

微妙 院樣泉 滴和尙 御請 待に 候 得 共、 北國ね 罷越義 迷惑 舉存候 間、 預御慈 許 度 由 被 達 上聞 候 得 

ば、 其 寺 之 開山に 罷成 儀に 候條、 住職 可 被 相 勤 旨、 土井大 炊殿爲 上使、 再三 就 御悃之 上意 御 

請 申 上、 當院ね 被 致 住持 候。 

一 、 當院 御寺 領 五百石 之內、 草 高 百 二十 三 石 九 斗 三 升 六合 之處、 大藏 殿御 領地 婦負郡 ± ^荷 

に而 跡々 より 致 收納來 候。 風 損 水 損之砌 は、 田地 不足 米、 於 今大藏 殿より 被 遣 候。 然 4i 〈御 一 

行 之 面に は、 大藏殿 寺領御 寄附 之 趣 は 無 之 候。 

右 之 外 由 來並緣 起 等 無 御座 候、 以上。 

貞享ニ 年 十二月 十 n  天德院 龍睡印 

不破彥 三 殿 

富 田 治 部 左衞門 殿 

是歳。 前 田 利 常 幕府 よ り 越 前 侯 松 平忠直 征討 の 内命に 接す。 

〔可觀 小說〕 
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一 、 御簾 中より 早 打 を以、 忠直亂 行の 鉢 を 東都へ 吿給 ひぬ。 pisgil  、の llsfl ム 後の lif^ 

ilSiS 帽姆 ss- 依て 隣國故 加州へ 被 命、 討 潰すべき 由 議定し、 已に 加州へ 御 內意有 之よ し 也。 

然 所に 忠 直の a. 義は、 其 頃 淸凉院 ビ 申 候而、 證人 にて 在 江 II； 也 0 此人願 給 ふ は、 此度 御免 を 

蒙り 越 前へ 打 越、 一 先 申 着め、 本性に？ 他 成 候 は、 遠 流に 被 處候様 仕度 候。 若 又 母 を も 見分不 

申、 私 を も 害し 候 は、 >-、 それ を相圖 に御攻 清し 可 被 下 哉 VJ 被 申 上 候處、 尤に思 召 其 通 被 仰 出 0 

〔武者 咄聞 書〕 

一 、 加州 衆の 物語に、 越 前の 少將 g 謀反の 沙汰の 時分、 加 賀筑前 利 常 卿隣國 なれば、 御先 手 

可 被 仰 付 VJ 沙：^ 也。 利 常の 御 召に 可成 武具 下の 御馬な し。 依 之 百廿萬 石の 家中より、 ニ千餘 

の 馬 を 出し 選め、 ざ もな し。 富 田 越後が おに、 鹿 毛に てニ寸 五分、 頭 持 爪かん さき 殘 所な きを 

撰 出す。 拆物を 見る か， こ、 城の 大 庭に 指 物 數百本 立 並べ、 其 內を乘 廻し、 指 物 を 立 伏す るに 

fit も 立す、 足な み 少も不 違、 弓鐡炮 にも 不怖 0 利 常 是を召 l!i:r に定、 名 を 優 婆 塞 VJ 付ら る。 今 

1 疋乘替 を 選び 給 ひしに 終に なし。 善 馬 はなき 物 也 ど 語し 也。 

寬永 元年 

1 一月 十七 日。 前 田 利 常 代官 諸 給ん の 年 11 貝 米徵 收に關 する 心得 を定 む。 


〔慶長 以來定 書〕  . 

覺 

一 、 代官. 給 人、 年貢米 並 諸 役 等 令 納所、 百姓に 請 取 不違候 係可爲 越度。 但、 W 姓 等 右 之 請 取 

を 取 置、 以來不 請 取 旨 於 申 者、 代官 給 人 誓紙 之 上 を以、 百姓 可爲曲 言。 自然 書物 令 紛失 者、 

其當 座に 可 理事。 

一 、 諸 給人納 升、 作 事 場より 出 候 斗 升 を以、 年貢 諸 役 等 可 納所 事。 

一 、 田 畠 刈 取 時に、 百姓 等 或 召 籠、 或 追 失、 作 毛 之 上 を 以給人 I 別 取 候 は、 3、 先 郡 奉行へ 相改 

可^ 之。 然者其 年々 年貢米 相 當分召 置、 相 殘所者 百姓 かたへ 可 遣 返 候。 但右之 fa 姓 於 令 逃散 

者、 郡 奉行へ 屈 K、 其 上 を以莉 取、 郡 役. 借し 物 以下、 其 村々 連判 之 百姓 等 立 合、 様子 可相究 

候。 何方へ も不及 届、 給 人 I 刈 取に おいて は可爲 越度 事。 

一 、 諸 給 人 小 役 召 置 候 事、 其 品々 により 最前 相 定直段 を以、 百姓 手前より 銀 子に 而可召 候 

一 、 諸 給 人 免！^ 均 帳 之 儀、 每年 目安 場へ 一 通、 郡 奉行 かた へ 一 通 可 出 之、 觸渡 U 限遲々 仕 間 

敷 事。 

一 、 給 人， 代官 百姓 成敗 仕事、 目安 場へ 相理、 穿鑿 之 上 を 以可申 付 候。 自然 至 當座申 付 候 はで 
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相 抱 本のま 

ま， 相拘默 


不叶儀 有 之 者、 後日に 誓紙 を以 目安 場へ 可 相 理事。 

1 、 藏納. 給 人 地相 抱 百姓 之 儀、 代官. 相 給 人に 無 屈遂釓 明、 書物 等いた させ 候 儀 有 之 問 敷 事 G 

1、 代官. 給 人を訴 目安 指 上申 百姓、 申 所 非 分に 相 究候は > -、 依 科之輕 重-一可 申 付 事。 

1、 代官. 給 人手 前 未進 方に 百姓 召 仕 俄、 其 年々 餘人召 置 候 給 米 之 並に 相 (ル、 一年 切に 可 召 仕 

候 0 利 足 申懸、 数年 召 殺 候 條仕間 敷 候。 但、 過分 之 未進に 候 は  > -、 郡 奉行に 理、 相談 を以年 

數可 相定。 自然 少分之 未進に 召 仕 者 之 事 は、 其 年々 之 給 米 積 を 以下 行 可 遣 事 0 

一 、 代官. 給 人知 行 所 百姓、 他 鄕へ或 緣邊或 養子 等に 遣 候 事、 最前 如 申定、 代官. 給 人に 可 相 

理。 但、 何時も 三ケ年 以前 之 儀 は 不及理 申 事。 

一 、 給 人 • 代官 百姓 を や ひ 召 仕事、 五日. 七日 之 內には 一 n に 五分 宛、 及 數日者 八 分 宛 可 令 

下行 事。 

一 、 年貢 諸 役 皆濟仕 百姓、 召 仕 候 儀 仕 間 敷 候 事。 

一 、 百姓 等不寄 何事 申 分 在 之、 金 澤へ罷 出 候 は  > -、 其 者 一 兩人之 外 は 罷越間 敷 候。 村 中 姓 

等 相 催 參候儀 可爲曲 言。 但、 目安 場 並 邵泰行 召 登 儀 者 可爲谷 別事。 

元 和 十 年 二月 十七 日 

三月。 不破彦 三 光昌 残す。 


i 常) 

印 


其子彦 三に 

光昌 

四千 石 は 五 

千 石 


我れ 也 本の 

ま V 

好かし 本の 

ま V 


〔由緒 帳〕 

一 、 八 世 祖父  不破彥 三 光昌 

高 德院樣 御代、 父彥三 病死 仕 時分 幼少に 付、 慶長 三年 父 知行 之內 一 萬 懐拜領 仕。 同 四 年 御 知 

行 五千石に 御 直 被 下、 御 守役 相 勤、 微妙 院檨 御代 迄 御 奉公 仕、 寬永 元年 三月，； 死 仕 候。 

〔加 陽諸士 言行 筆記〕 

一 、 不破彥 三 は 加 賀利常 卿の 家 士也。 四千 石の 祿を 受、 武名 知れたり。 其 子も彥 三， .0 云 0 性 

質 愚鈍に 見えて 常に 怠が ち 成 事 多し。 是を諫 る 人 あれば、 時節 VJ も 云 事 あり VJ 云 ふ、 悅入候 

，、」 云ながら 聞き 用る しるし も 見へ す 0 又 諫めたり 0 其 時不破 あざ笑 ひ、 才覺成 御身 は 五^石、 

我 は 愚 なれ 共 四千 石、 さの み 譏られ そ V) 言ければ、 色を變 じて、 人の まさりお，、 Jb. 祿の 多少 

に 寄べき、 何 VJ て 左 樣に理 の 不通 成ぞ VJ 云。 不破、 夫 は 我 も 知りたり、 其詞 我れ 也。 t 父 常 

に 我 を 戒め、 小 ざ かしく 利根 だてす る 事 好かし すべから や、 人 之 心に 入ん，.」 て假 初に も諛ふ 

事 有べ から や、 唯 守るべき は義の 一 字 也。 汝 武家の 身 也、 士の道 を 忘れ ざれ VJ 申 置たり しに 

違 はんか，、」、 日夜 是 のみ 勤る 外 他事な し。 衣食の 美 を 好ま や、 俗 者 VJ 艱難 を 同 敷せ り 0  本 

1 の 大家 成 加州の 士中、 我 祿 同じき 者 多し。 くらべ 見られ、 人馬 すこやか、 武具の 揃 調た 

る、 我に まさる 事の あり， こも 覺 えす。 又 我等 利に たよりた る 事 やなした る、 諛 たる や、 僞た 

加賀藩 史料 第二 編 寬永 元年  五 〇 九  I 


五 一 〇 

る こ VJ なく や VJ、  } ^生 日々 顧て、 弓箭の 家に 生れし 職 を ゆるやか にせす 0 御身 は. C 父 VJ 親し 

き 人 也し 故、 かく 諫玉 は，^ 候 事、 忝悅存 やるな り。 され ざ も 正 敷 道に 敎へ玉 はるべき に、 時 

を 見て 世に 從 ふべき や、 實の 本意に は あらざる べし。 されば 言に 從 はすして、 本意に 從 はん 

は 如何な らん ど 答し かば、 諫る 人大に 服したり けり。 

六月 十一 一日。 奧村 伊豫 守 永 福 卒す。 

〔名 節錄〕 

奥 村 永福稱 助右衞 門。 前 田 氏世臣 也。 前 田 利家與 佐々 成 政 有 隙 0 城 末 森。 令 永 福 守 之。 以備 

成 政。 天 正 十二 年 九月 成 政 自將八 千騎。 來攻末 森。 時 城兵 僅 三百 人。 永 福^ 急 利 家。 勵衆扞 

0O 城外 礮銃畫 夜 不絕。 城 垂陷。 永 福 欲 自殺。 其 妻 加 藤氏。 煮粥自 巡陴。 食 士卒 曰。 聞 往昔 

有枘氏 者。 以 孤城 拒 百 萬 兵 ◦ 諸君 努力 能 支 一 夜。 則 明日 金澤 援兵 至矣。 士卒 皆 奮。 旣而利 家 

得報大 驚。 不暇集 兵。 即夜 單騎赴 末 森。 騎能屬 者 ぼ 人。 比 至 末 森 三千 人。 利 家 分 兵。 繞敵後 

而自銜 成 政 軍。 永 福 開門 出 戰大肷 之。 利 家 賞 其 功 0 賜 牙 旗 甲 SE 寶刀及 黄金 若干。 II 文 

十五 年豐 臣秀吉 西征。 永 福從利 長。 攻厳石 城 有功。 小 田 •  ぬ 之 役。 從攻松 枝 及 八 王 寺 先登。 其 

子榮 明. 易 英並獲 首級。 永 福 歴仕 利 家. 利 長. 利 常。 參與軍 國事。 晚讓 家榮明 而老。 自號快 心。 

宽永 元年 六月 以壽終 0 年 八十 四。 子孫 相繼爲 國老。 |§ 


〔奥 村 家譜〕 

奧村氏 趣。 原 赚 时耀5。| 麵 其 先住 筑紫福 住。 世爲前 H 氏 之 家臣。 曁前田 氏 主 膳 正 

S 舰 1 遷居尾 州。 奧村氏 從之來 尾 州矣。 至 伊豫 守。 奉 亞相利 家 公。 中 住 越 前 府中 0 卒 

遷加 陽金澤 0 

長 右衞門 尉。 生長 于尾州 淸洲。 仕 前 田 縫 殿 助 利 勝 公。 l^li 

助 左衞門 尉。 尾 州 淸洲產 也。 父子 相 繼仕利 勝 公。 

孫 助。 生國 同上。 此 裔今稱 源左衞 門。 

永 福。 伊豫 守從 五位 下。 尾 州 淸洲產 也。 舊稱 助右衞 門。 初 ft 家 富。 以其 先住 筑紫福 住。 改富 

爲福。 不敢 忘其祖 也。 其 後 避將軍 家諱。 改家 字爲永 福。 娶尾州 人 加 藤氏 女。 生 四 男 一 女。 

永 福 幼 喪 父。 其 後 母 再嫁。 爲桑山 伊兵衞 室。 お ■•。 印 利 勝 公 及妙久 君。 lis お 法 憐其 孤。 

愛 養 如 子。 及 長 仕 藏人利 昌公。 iiiss  。。有 忠名 0 後 仕 亞相利 家 公。 黄 門利畏 公。 同 利 常 公 0 

往々 有功。 弘治 年中 承利昌 公之 命。 守 尾 州 海 東 郡 荒 子 城。 利：：：： 公 無 嗣子。 欲 養 他姓 之 嬰兒以 

讓其 家。 利 家公竊 憂， 前 田 氏 之絕。 自請 繼利昌 公 0 利 In: 公 不肯與 之。 不得已 表 聞 於 信 長 公 EO 

荒 子 城 者。 自 古前 田 氏 之采邑 也。 登 所 異姓 之 可 受乎。 今利昌 無兒。 我請繼 利昌。 以保彼 城 0 

信 長 公許 之。 遂 下御敎 書。 賜 之 於 利 家 公 0 公將直 入城 0 永福據 城。 辭云。 臣嘗蒙 利 昌公命 守 
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此城。 今 雖公稱 帶信長 公之 命 書 a 臣未 得利昌 公之 改命。 願 姑 全 臣節 於舊 命。 利 家 公 善 之。 達 

事情 於利昌 公。 得利昌 公之 書。 授之於 城 中。 於是 永福始 出城。 然自懷 射 釣 之 怖。 飄泊于 他 邦 0 

後 利 家 公 招 之。 永福應 旨。 遂執 臣禮。 彼 時 永 福 十八 歳。 旣 名譽鋪 口碑 云々。 

永祿 三年 五月 十九 日。 信 長 公與今 川義元 合戰。 利 家 公 第 一 番取敵 首。 謁信長 公。 公 不言。 利 

家 公 退。 捨其首 於 水田 中。 又 人 敵陣 中。 獲 首級 以捧 之。 信 長公猶 默然。 isiiifii  。之 II が 

德&錄 。不與 利 家 公 艇然將 戰死。 稍 永 福 固諫乃 止。 後 信 長 公。 果感利 家 公之 功。 人 稱永福 

之 忠矣。 

朝 倉 中 務大輔 守 越 前金 崎 城。 元龜 元年 四月 廿六 m 信 長公攻 之。 遣 利 家 公 及 福 富-牛 左 衞門。 見 

先手 陣。 兩人共 合鎗。 此時永 福 從利家 公有 軍功。 取 首 三級。 同年 九月 十四日；： 長 公 攻攝州 天 

滿時。 深 入 旣危。 利 家公獨 殿。 而 合翁殆 死。 永 福 及 村 井 又 兵衞。 急 來救利 家 公。 永 福 合 槍。 

^^t^o 按利 家八ム 家譜。 載 天滿之 功。 爲 

^^^E 村 井 又兵衞 一 人。 實傳者 之 謹 也。 

天 正 元年 八月 朝 倉 義景沒 落 之 時。 永 福 從利家 公有 軍勞。 I。 此 nilr 利 igg^ 嚅難 【娠 Is- 同 三 

年參州 長條之 役。 信 長 公與武 田勝賴 闘戰。 永 福 從利家 公 合敏。 豐 秀吉公 與柴田 修理 亮勝家 

相鬪。 利 家 公 以鄰國 之 好。 在 勝 家 之 軍 中。 秀吉公 不悅。 永福容 多少 之 智謀。 兩公相 和睦。 自 

爾 以來。 秀吉公 厚遇 利 家 公。 是亦永 福 之 功矣。 


秀吉公 筑紫之 役 o 天 正 五 年 四月 朔 日。 利 長 公 蒲 生 飛驊守 氏鄕。 爲兩 將攻豐 前 3:i 石 城。 兩將急 

進陷 沒焉。 永 福 爲利長 公之 先鋒。 踰壘屛 入 敵 城 中。 中 石弓 被疵。 。が- ま 利 長 公 

感稱其 功矣。 天 正 十 年 六月 廿 三日。 温 井備前 守. 三 宅備後 守。 與能州 石 動 山 衆徒 相 通。 構 要 

害 於 荒 山。 其 兵 四千 餘出 屯。 利 家 公 於 柴峠相 戰得大 捷。 永 福 取 敵 首。 及 所槃頸 孔方數 百。 I 

|f 在 後 石 動 山 惡僧。 催國 中殘黨 再亂。 利 家 公俊 攻之。 手 自刺搫 破 之。 其 首千餘 級。 梟 之 於 

石 動 山門 之 左右。 秀吉 公之 時。 利 家 公 築城 於 能 州 末 森。 擇 群臣 使 永 福 守彼邊 城。 天 正 十二 年 

九月 九 Ho 永福以 重陽 佳節。 出 遊 於城邊 山上 Q 會佐々 內藏 助成 政。 * 鋭士 一  萬 人。 卒然 來 侵。 

CS 田， ATI 區，^  „*.ab 1^ 守 者旣閉 城門。 永 ー鹏踰 尿以得 人。 從士ー  人 死 9 宁 a«ll£o 成； 4. き 一 少 JO  .KM^^^O 

、！？ ^一 1 急 I ス 中 於 門外。 息 助 十 郞登壘 上。 射 所逼之 敵而； ^之。 ^iFaslf お TT^ ーネ 、！^ -1^^;^^ 

敵 若隨風 放火。 城廓 殆危。 不如自 焚 之 莫利於 敵。 遂命 士卒 焚 之。 旣而成 政 大兵。 園攻 一 日夜 Q 

永 福 以下 將士。 カ戰甚 苦。 然 衆寡 不相 敵。 所 遺 壘屛僅 一 層。 勢 甚危。 我 軍 吏 千秋 氏 主 殿 助。. 有 

交友 在 佐々 師中者 0 渠見城 孤危。 欲 爲舊好 導 生路。 数投 矢文 以誘 降。 雖 千秋 氏 無 叛狀。 永 福 

爲釋衆 疑。 姑囚 千秋 氏 於 閑地。 &ぉ if 疋 pglli は： さ。 使 家 弟 奧村加 兵衞。 代 之統其 

部。 城 中 方 安。 藤 0io 意 illl。  SWIiifp 

姐 ^利 家 公. 利 長 公 急 發城到 津幡。 一 一公 裁鏜 上帶。 示 必死 之 心。 蹈蹤來 從兵僅 三千。 兼 日 

夜進發 0 同 十 一 日 黎明 到 末 森 城下。 先鋒 村 井 又 兵 衞旣撃 內藏助 之陣。 城 中 得氣。 鳴 鐘合蔡 G 
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利 家 公 分 道。 率 麾下 兵士 急馳。 山 崎 彥右衞 門. 野村傳 兵衞. 半田 半 兵衞. 富 田 越後. 北 村 三左衞 

門爲 先登 0 或 合 鎗或獲 首. 級。 凡 取 偏 裨取吏 之 首 十 有 二級。 其 餘斬獲 甚多。 敵 乃躲避 解圍。 於 . 

是利家 公. 利 長 公 得 入城。 成 政之師 敗績。 不能 認來 路。 歷 加贺路 返。 二 公 疑 成 政 欲， M 加州 襲 其 

虚 0 故夜自 溶邊歸 0 然翌 十三 日朝。 成 政 到 津幡。 遂無 所爲而 班師越 中。 利 家 公 感永福 防禦 之 

功。 即賜ー 一公 感狀 0 及 利 家 公之 馬 幟。 所 御 甲胄. 太刀. 腰刀 I さ 腰 指 li. 黄金 七兩 ilMy 

於 永 福。 且 加賜祿 一 千 俵。 又 屬與カ 三十 人。 鶴 鴨 £:  I： 剛勸 i な。。 其 後 吿秀吉 公。. 叙 

爵任 伊豫 守。 且賜姓 豊臣。 

天 正 十八 年 秀吉公 撃 北 條氏之 時。 使 利 家 公. 利 長 公歴 信 州^ 吹 峠 入于關 東。 拔八王 寺. 松 枝 等 

城。 永 福 爲利家 公之 先登 0 合 鏺被疵 於 腹。 自此 以後 天下^ 一  四海 le. 均 0 永鯧 致仕 號快 心。 頒 

MA<0§  .3 頁 三 ulmo 長子 榮明 先卒。 以故 

^r*^ 自領 三千 H? 致仕 之祿 易英 襲焉。 

慶長 十九 年 攝州大 坂 之 役。 永 福留後 於金澤 城。 三男！^^ 守 嘗有寵 於 利 長. 利常兩 公。 其威權 

倾 朝野 0 慶長 十九 年 冬 0 於 大坂戰 場 深 入 危地。 軍士 之 來於此 者 多 死傷。 持旌旗 者不得 從而在 

後。 以其無 將帥之 令 之 者。 自爲避 矢 砲 之 計 0 進 返 無 度。 旌旗 不定。 於是 寵衰。 班 師之後 元 和 

元年！^。 攝津守 上表 求 去。 利 常 公允 之。 llf 於 親近 以爲異 事。 咸 謂。 聞 永 福 之 一 言而 決意 從 

去。 永 福從容 曰。 人 誰 不愛其 子。 然豈以 一 子 之 愛。 變愛君 報 國之節 乎。 攝津 守旣有 命。 當速 


公 は 前 田 綱 

te—；l に： 


去。 其餘 輩咸當 安心 事 君。 於 是國勢 即定。 其 忠義 蓋 如此。 

寬永 元年 六月 十二 日 卒於加 陽 之 宅。 。八十 葬 于野田 之 山。 浮 屠 氏 追稱永 福院快 心お 活。 

〔加 陽 老臣 武功〕 

奥 村 伊豫 守 永 福像贊 

惟 奥 村 氏 0 祖先 在筑 0 移 於 尾 陽。 傳至永 福 0 仕 前 田家。 世々 <„:-祿0 當時 爭亂。 豪傑 逐應。 欺 

此 壯士。 戎 容嚴肅 0 忠而有 勇。 執戟負 厳。 金 崎 之 役。 先登 獲 4no 天満 之戰。 被疵 而後。 陷 WS 

石陣。 中弩赴 々o 攻 石動壘 0 山 僧 敗走 0 末 森 築城。 選擧居 守。 佐々 狼狽。 恩賜 惟 厚。 甲 胃 利 

0O 金 装 之 飾 0 馬上 之麾。 鎰金相 副。 亞相黃 門。 股肱 羽翼。 身爲陪 ほ。 名 于北。 識於信 長。 

及豊 相國。 授從五 品。 功勞之 力。 玄冠在 頂。 緋衣揚 色。 墨痕 寫眞。 子孫 追憶。 祭祀 不絕。 趨 

豆 黍稷。 

寛 文 乙 巳 i 冬 上句。 弘文 院學士 林子爲 之贊。 應其孫 和豊懇 求。 

〔加 陽 老臣 武功〕 

寬文九 己 酉 三月。 公 命 近義。 令 書 具足 銘。 其詞 云。 

亞相利 家 公 0 天 正 十 一 年 築 堡于能 州 羽 喰 郡 末 森鄕。 令， 奥 村 伊豫 守 永福爲 後。 翌年 秋 九月 佐 

々內藏 助成 政。 自越國 率 大軍圍 末 森 城。 吿急于 加 賀府。 利 家 公 及 利 長 公 0 即日 發想挫 成 政 之 
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戶部は 民 部 

jk い A  


兵。 振 武威 於 闺國。 利 家 公 褒赏永 福 守 戰之忠 功。 ^《日 所揚 旗鐘馗 liiT 喊. 金 切 裂 腰 as。 所 着 鎧 • 

兜鑒. 大小 佩刀。 悉以賜 永 福。 永 福 返老之 後。 以鍾. § ^整。 讓與 次男 e: 幡守 易英。 至于 曾孫 因 

幡 和豊。 傅來爲 家藏。 和 豊豫經 黃門利 常 公高 聽。 待 新 君 綱 利 公之 入國。 初舉献 之。 收納 公庫 

代 周 之 赤 刀 者 也。 

晋寬文 元 辛？ 歳閏 八月 吉辰。 應新君 之 命。 今 枝 氏 lil, 部 近義謹 記焉。 

〔耳底 記〕 

一 、 堀尾帶 刀吉晴 生得 律義 温和に して、 像 婦人の ご VJ し。 人 武功 を尋 ぬれば、 程隔 りて 忘れ 

たり VJ て 語ら 中。 人 武勇 を 譽る事 あれば、 左 迄に は 非す ビ、 實に恥 思 ひたる 牀 なり。 此 人の 

武功 筆紙に も盡し 難し。 然に斯 く ある は 如何に ぞ や。 また 奧平 九八郞 も、 長條 の大忠 より 以 

來 一人 當千 也。 此人 も實鉢 温和に して、 親に 孝行 成 事 類 ひなし。 安藤 帶刀も 勇 功餘り 有て、 

且而 おごる 心なし。 榮田勝 家の 忠臣 毛 受勝助 も、 風儀 温和 律義に して、 信 を 守る 事 金石の 如 

し。 勝 助が 一 言 請 合ば、 人の 證文を 書て 越た るより 糙に思 ひし ど 也。 加州の 奥 村 伊豫 守 永 福 

も實牀 至極に して、 打 見 は 愚 成程に 見えし，、」 也。 荒 子の 城に て 信 長の 印 を 不用、 其 信 を 守る 

事 知るべし。 末 森 籠城 數萬之 敵に 圍 まれ、 小勢 を 以て 大敵 を 防いで 屈せす。 佐々 の 敗. 0、 利 

家 公の 援の急 成に よる どい へ Vj も、 鳥， 1! の诚を 明け. たる ど は 同事の 談 にあら す。 此人々 皆實 


* だ 名 づけ 

すして 早世 

せ しなる ベ 


天 德寺は 天 

德院の 初 名 

なる ベ し 


鉢 律義に して、 眞の 忠臣 者 也。 有功 を 振 ひ 武勇に 侈る 者 は、 實は皆 臆 一;^ 者な り。 

六月 十 入日。 前 田 利 常の 子 某 残す。 

〔本 藩 歷譜〕 

某 君、 御名 並に 誕辰の 年月 等 未詳。 に f^ls; と寬永 元年 一一 II， ハ月 十八 B 卒せら る。 

i 虎靑 京-. -. 几 御 本-」 院 JST 奚 4^:^S?VJ ョふ 0 譯按、 諸 譜單に 2 松 童子と あり。 後年 院號. ^gffl4?  一  iSt る 0 

^口が 精ュ， ほに 號無。 ！！^^ぉき^：-ど曰^^ 追謚 せられし なるべし。 賓圓寺 記に 院號 もり。 賓 E き る 

七月 三日。 天德院 夫人の 法會 を天德 院に修 す。 

〔政 隣 記〕 

寛 永 元 甲子 歳、 今年 天徳院 殿爲作 善、 於 天德寺 江湖 被 仰 付、 大衆 kn 五 拾 人。 ， 

A 月 五日。 加 賀石川 郡 寺 中 村の 佐 那武社 極 位に 進めら る 、 の 宗源宣 旨 を 

〔加賀 古文書〕 

宗源宣 旨  . 

正 一 位 大野 湊 神社； 颜北郡 

右 垂迹 以來 被增 一 階、 旣勘 年紀、 爲極位 之 神 者、 神官： 之 啓狀如 件。 

加 il 辑， PL 編， 宽：、 s.，  i I .  , ！  
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三十 冗 世 他 

阿 上  <  は 法 

爾 

三十 ftA 三 

の 來錫ゃ 明 

なる-、 と 前 

に 言 へ リ 


寛 永 元年 八月 五日  神 部伊岐 宿禰舉 

神祇 道 管領 勾當 長上 正三位 侍 從卜部 朝 S 兼 敬 

十月。 時宗 遊行 上人 加賀に 巡錫し、 金澤泉 野淨禪 寺に 止まる。 

〔政 隣 記〕 

1 、 寛 永 元年 十月 三十 五世 他 阿 上人 金澤へ 廻來、 常 善 寺に 入。 是 より 先此 寺に 玉泉院 殿天祌 

堂 を 御 建立、 爲 御祈禱 月次 之 連歌 を 被 行。 是御 家菅原 なれば、 別而 天神 を 御 €w 敬 之 故 也。 先 

年 遊行 三十 世の 上人 加州へ 廻 來之時 は、 此寺小 庵 故 西方 寺に 而 百日の 勸行 せらる。 然共此 度 

は 玉泉院 殿より 祈禱 連歌 料 等 寄附に 依而、 寺 中 も廣く 成り、 右上 人 は 此の 寺に 至. り、 歌道に 

達する 弟子 一 人 を 常 善 寺に 被 居。 

十 一 月 七日。 德川家 光、 前 田 利 常の 物を献 じたる を 謝す。 

〔桑 華 雑記〕 

就移徙 使者、 殊爲 祝儀 太刀 一 腰. 馬 代 黄金 三十 兩被相 送 之、 欣然 此事 候。 Ici: 酒 井 雅樂： 如 可 申 

候、 謹言。 

十一月 七日  家  光 判 

加賀 宰相 殿 


十 一 月 十七 日 野 村 五郎 兵 衞重猶 残す。 

〔野 村 五郎 兵 衞重猶 傅〕 

重猶 墓碑 記に 云。 曾 祖考諱 重猶。 俗字 五郎 兵衞。 產于江 州 0 相 傳野村 越 中 守 弟 若 狹守子 也 0 

重猶幼 失怙恃 0 其詳 不可 得 而知也 0 及 長 仕 柴田氏 0 屬佐久 間 盛 政 部下。 爲 押旗將 0 高 德公討 

能 州 荒 山賊、 盛 政援之 0 使 重、 枘贈所 獲 .1= 級 於 高德公 ◦ 重 猶壯健 有 膽氣。 公喜 之 0 賜 村 正 佩刀 0 

柴田氏 殲焉。 重猶屬 高德公 0 賜食祿 五百石 0 天 正文 祿之 際。 常 從高德 公カ戰 0 公獎其 ra^ 功 0 

倍祿爲 一 千 石。 擢 爲輕卒 隊長 0 豊關白 修大坂 城。 重 猶率賀 州 丁壯。 ェ築 敏捷 0 關白感 其 勤勞。 

脫所着 羽衣 0 手 自賜之 0 子孫 藏爲家 珍 0 慶長庚 子 石 田 三 成 作亂。 東西 分爭 0 瑞 龍公與 柬照祌 

君 有 密議。 蠟丸 陰符。 猶恐有 漏泄。 使 重猶行 0  ロ陳 機密。 蓋 以重猶 忠誠 丕 5?;o 可濟 大事 也。 

重 猶至。 醇君大 喜。 召重猶 於臥內 0 遂定 密約 0 仍賜寶 刀 鞍馬 而還 0 時 三 成賊黨 0 充付於 江 北 

越南 0 重猶用 詭計。 不爲之 阻 行。 至 越 前 北庄。 嚴 設新關 不通 往來 0 重猶單 騎提槍 0 呼 關門曰 0 

我 加賀相 公士 也 0 奉 使 內府。 卒事而 還。 若 欲 止 之。 可 自殺 以報 0 可 速 出 檢使。 意氣 奮發。 關 

吏 辟易。 北 庄城生 靑木紀 伊守感 其忠壯 曰。 人 各 爲其ま 0 其 可 遮 殺 乎 0 使 人 護送 出 其 境矣。 瑞 

龍 公 善 其 忠勇。 倍加 食 祿至ニ 千 石。 慶長十 年 瑞龍公 讓國於 微妙 公。 十 有 八 年 致 事。 難 髮改號 

宗順 Q 宗順無 子 0 以壻左 允 重 政 爲嗣。 以食祿 一 千 七 百 石 讓與重 政 0 以 三百 石 爲隱居 活計 0 

加賀藩 史料 第二 編寬永 元年  五 一 九 


.  五 二 〇 

微妙 公 謂。 三徑之 資恐不 給焉。 使 宗順與 長屋 某 相 共 掌 五 萬 石 租税。 且管 應坊諸 吏。 此 非常 渥 

恩 也。 寛 永 元年 甲子 十 一 月 十七 日 病歿 于金 澤。 享年 七十 三。 其嗣重 政^ 仕 微妙 公。 房 功智名 

有克家 之譽。 傳至 不肖 重德。 夫 自天正 至 元祿。 歷兩 甲子。 親戚 家 隸數世 互 移。 試問 舊事 多展 

烏 有。 在今不 記。 後遂 湮滅 無存 者。 故錄 家譜 梗槩。 鐫之碑 陰。 欲 後世 子孫 知 我家 之 興。 始于 

曾祖之 忠勇。 而 永久 不懈以 曰 n: 厥 後 云。 元 祿七年 歳次 甲 戌 冬 十 一 月 十七： no 不肖 曾孫 重德^ 拜 

きに ミー a 

小瀨甫 庵の 太閤 記に 云。 天 正 十 年 能 州 荒 山合戰 に、 佐 久間盛 政が 手に 討 取た る 温 井. 三 宅. 般 

若院. 山庄籐 兵衞. 筒井 雅樂助 等 五 人が 首 をば、 野 村 勘 兵衞に 持せ 進せ しかば、 野 村に 村 正の 

刀 を 賜 ふ VJ あ bo 三 州志踺 饔餘考 に、 按に野 村 勘 兵衞は 今の 與三 兵衞 先祖な り。 此 leu- では 

佐久 間に 仕 ふる か VJ 自註に いへ り。 今按 に、 右 は 小瀨甫 庵の 誤に て、 五 郞兵衞 をば 勘 兵衞， こ 

載た る 事 いちじるし。 さて 慶長 十七 八 年の 士 帳に、 馬 廻 組 千 九 百 三十 石 野 村 左 馬丞ど 見ね、 

元 和 二 年の 士 帳に、 鐵炮頭 二 千 四百 三十 石 野 村 左 馬 助. 隱居衆 二百 石 野村宗 順，. J ありて、 家 

祿方 墓碑 記 ど 符合せ や。 又 野 田 寺 町識訪 神社. 一年 由來 書に、 中 納言利 常 卿の 時 野 村 宗順. 

大平 右京 申 上、 御鷹 之 爲御祈 禱當社 取 建 申 あり。 野 村 宗順. 大平 右京 兩人共 其 頃の 鷹匠 頭 也 

VJ いへ り 。その かみ 鷹 方の 您裁 せし 事 知られけ る 0  .   


十一 一月 廿九 日。 天秤座 四 人 その 收入を 上納す。 

〔國事 雑抄〕 

天拜座 四ケ所 物お M 指 上申 御 帳面 之目錄 

一 、 一 貫 百 四十 四 匁 八 分 三 厘  後藤 才ー 一郎 分 

內五百 六十 四 匁 七 分 者 小释之 極印 賃 

一 、 二 貧 九 f0 四十 三 匁 九分 四 厘 

1 、 二 貫 三百 六十 四 匁 二分 二 厘 

一 、 二 貫 四百 八十 一 匁 七 分 

「七 貫目 

一、 四 ぼ 目 

六 口 合 十六 貫 三百 三十 四 匁 六 分 九 厘 

右 之 內三貫 六 百 五十六 匁 者 

四百 目 者 

引殘て 

十一 一貫 一 一 百 七十 八 匁 六 分 九 厘，、) 判 金 八 枚 指 上申 候、 已上。 
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次 郞兵衞 分 

武右衞 門 分 

彥四郞 分 

留 かすの 代 

今 極 之 御 本 銀に 吹 申 候 


判 金 八 枚 買 上申 候 ( 

a5-4i 畏當 所 富 山 

胡 ネ％5 天秤座 御座 候 


五 


武右衞 門の 

、 、と 前 に 同 

じ 


玉 ess の 忌 

日 は 一 一 月廿 

四日な り 

寺號 vJ* 吹め 

たる は寬永 

六 年な り 
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五 ニニ 

才ニ郞 印 

次 郞 兵 衞 印 

武右衞 門 印 

彥四郞 印 


稻葉左 近 殿 


寬 永 二 年 

1 一月 一 一十 四日" 玉泉院 夫人の 三 周忌 を 金 澤淨禪 寺に 行 ふ。 

〔菅家 見聞 集〕 

今年 玉 泉院殿 三冋总 御作 街。 於 常 羊 〈： 寺 御 執行 0 此の 時 常 善 寺 云 ふ 寺號を 去りて 玉 il^ 寺 ，こ號 

す。  . 

四月 十九 日。 富 田 越後 守 重 政 卒す。 

〔富 田方穀 由緒〕 

一 、 十世視 父。 第一 一世 富 田 越後 守 重 政 

重 政 儀、 實者山 崎 河內守 孫同彌 三兵衞 子に 御座 候處、 天 正 三年 高 德院樣 御代、 於 越 前 府中 十 


治 部 左衞門 

は. 富田景 


一歳に 而被召 出、 御 知行 fs 石 被 下 之 相 勸罷在 候 節、 山 崎 與六郞 ど 申 候。 然處富 田 治 部 左衞門 

せがれ 與五郞 儀、 右 同年 於 同所 十六 歳に 而被召 出、 御 知行 百 五十石 被 下 之 相 勤罷在 候處、 同 

十一 年 四月 廿ー 日 江 州 柳 ケ瀨御 合戦 御 人数 御 引取 之 刻、 二十 五 歲に而 討死 仕 候 0 其 子 小 法師 

丸 漸ニ歲 にて 戰鬪之 時分 御用に 難 相 立に 依り、 右 與六郞 重 政 を以壻 養子に 舉願、 三千 ra:^: 石 

家督 相 績被仰 付、 名 も 六 左 衞門ど 相 改申候 ◦ 同 十二 年末 森の 御 合戦、 同 十八 年 關東御 合戰御 

用 相 勤、 高名 共 御座 候。 其 後慶長 元年 九月 二日 下野 守，、」 叙爵 被 仰 付、 其 後 越後 守 改名 仕、 

大聖 寺. 小 松 等 諸方 御合戰 御用 相 勤、 度々 御 加增知 都合 一 萬 三千 六 百 七十 石 餘拜領 、人 持 組頭 

被 仰 付 0 同 十八 年 之 頃 隱居被 仰 付、 本 高之內 三千 石 爲隱居 料 被 下 之。 大坂兩 度 之御陣 共、 息 

下野に 相從、 御 軍役 相勸申 候。 其 後 宽永ニ 年 四月 十九 日 六十 二 歳に 而 iir 死 仕 候 0 右 隱居知 三 

千 石 者、 三男 主計， 2 相續、 人 持 組に 被 仰 付、 即 越後 重 康組， 2： 被 指 加 置 候處、 同 十三 年 二月 病 

死 仕、 男子 所持 不仕 候に 付、 主計 知行 分 被 召 上 候。 

〔高卑 雜談〕 

一 、 二 代 富 田 越後 處へ、 他國 者、 鐽を少 心得 候，、」 て 越後 太刀筋 を 望で 來 る。 越後 能 ぞ來る 物 

哉、 參會 すべき どて、 其 朝 料理 を 振舞、 其 上に て 秘藏の 家來ょ ほざ 太刀 を も 能す る 者 を 呼 出 

し、 相手に なれ VJ いふり 彼 者 H$ 仕 合に 候，. J て 立 合、 鐽筋御 覽被下 候へ ，、一て、 互に 立 寄りし が、 
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五 二 四 

越後が 家人の 胸板 を 思 ふ ざまに 突。 右 之 外驢筋 もさえ ける 故、 さて/ \- 見事なる 仕形、 今一 

度ビ 所望し ければ、 又 立 合、 又 越後 家來 負に なりけ る 。越後^も く 目 を 驚した る 事 哉、 さら 

ばビ 今一 人の 者 出け るに、 是も 二度して 二度ながら 鐽っ かひ 勝 候而、 其 時 越後 相手に ならん 

どて、 朥 手へ 立け る を、 其 座に 有 合 之 橫山大 膳. 奧村源 左衞門 抑留し、 先 我々 罷出 候て 仕 負 候 

はば 其 上に 贵 殿御 出 可 然候。 卒爾の 御 出合い かゾ にて 候，. J 申せば、 越後 さばかり 御氣遣 ある 

まじ、 負 申 事に て はなし、 貴殿 達譴を 留め かね 給 ふ 上に、 我等 出で は 益な き ビ て、 摩利支天 

に 誓 ひて 出しに より、 何も 手に 汗 を 握りて、 氣を 詰め 目 をす まし 見る 處に、 越後 平生 小袖 を 上 

に はおる 事數奇 にて 有しが、 此時 上着の 裳 を帶に はさみて、 太刀 を 持て 出る。 彼 者 申 は、 是 

は 不存寄 次第にて 候、 先程 重 而御家 來を被 出、 鍵 筋 御覽候 さへ 忝 存候處 に、 御 自分 様 御 相手 

申 事 は 恐 入 候 VJ て卒. 伏す 0 越後 左様に て はこれ なく、  II 筋 さえて 見え 候 故、 少々 試 度罷出 

たる 事 也。 鏠を 留め 得 ざ. る 時 は、 其方の 弟子になる べし。 若 留めお ほせ 候 は、 >-、 此方に 檨子 

を も 可 被 聞 。藝 者に て はなし、 侍 道の 事 なれば、 いづれ にても よろしき を學び 候へば よき， じ 

申 物 也。 い. ざ 立 給へ VJ い へ V- も、 彼 者 恐 入候ビ て、 苒 一 二 時宜に 及びければ、 越後 詞を あらく、 

さて/^ 下手なる 事 を 申 物 哉、 早々 立 候へ どい へば、 彼 者 其 時 さらば 御 相手に 可成 ビて、 鏈 

を 持て 立、 越後 は 太刀 を さげて 持ながら、 構ながら、 構 は それ 計 かど 言 ふ。 浪人 は 例の 中段 


なる ベ 


例 は 何時， 

はなり 


にか ま へ て 寄 合 ふに、 それにて は あたらぬ，/」 て、 太刀の 先を鏠 につく る VJ ひビ しく、 宴の そ 

くび 付ビ いふ ものにして、 其 分に て は あたる 事に て はなし ビて、 手 も， こまで つめよせ ける に 

より、 浪人せ きて、 左 候 は、：^ 今 一 本，、」 好む。 越後 幾 茂 にても V」 て、 此度は 立 合 ふ VJ ひ VJ しく、 

鏠下 をつ， J かひく  り て、 浪人の 身 涯へ詰 込、 太刀に て 左の 釉 すり を 丁  打てば、 左の 手よ 

り鏠 落る 處を、 二の 太刀に て 右の 手 甲 を 打に、 鏠を がらり， こ 取 落す 0 其 時推參 なり VJ 云 儘に、 

眉 をした、 かに 打ければ 血活， 0 出づ 0 越後 重 而推參 なる 仕 合、 早々 引立てよ VJ 云 ひて、 家來 

V- も 座敷 を 引 立つ る。 在 合 之 面々 不始于 今ながら、 偖 もく 手涯 に、 氣昧 よき 事 を も 見つ る 

物 かな，、」 て 讚美し ける。 其 後 養生して 歸り 候へ £ て、 銀 子 三枚 VJ らせ ける VJ 也。 亦 或 時橫山 

大膳 方に 谷 寄 合 ひ、 例の 通暮て 酒宴に 成け るに、 越後 は 宵の 內に氣 分惡敷 どて 歸る。 九つ時 

分に 成て 奥 村 源 左衞門 g 研 Mi^s: 大膳方 を 仕 廻 ひ、 歸 りに 越後が 宅へ 見舞て 玄關へ 上り、 

先刻 は 越後 殿御 氣分惡 き 由 御 申 候、 いか マ 候 哉，、」 問。 番人 共少の 事-.」 昆ぇ巾 候、 定而贵 殿御 

出 あるべ き 程に、 御 出 候 は  御 通 候 樣に申 上 候 得，、」 申 付 置 候 間、 御 通り 候へ ビ て 居間へ 通す 0 

越後 出合 ひ、 氣色も 先より は宜 候、 例 は 夜 明候處 に、 何ビて 早く 濟 哉，、」 問 候へば、 今宵 は 酒 

宴 も 染不申 候、 早く 濟 しき，、」 語る 0 越後 屛風 はころ びざる か，/」 問。 其 事に 候、 ^風 倒れ 灯 も 

消え、 さたの 限りなる 樣子 共に て、 座敷 も そ ろに 成て、 早速 濟 みたる よしを 奥 村い ふ。 左 
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も あるべし、 暮 合より 風 も 出ぬ、 彼 屛風定 て 倒るべし、 然 らばい かヾ せん，. J、 色々 VJ めて 見 

れせハ VJ まらぬ 屛風ゅ ゑに、 其 儘に 居れば 我等 頭のう へ ， り 倒れ か、 るに 付て、 立 騒ぐ も 見 苦く、 

立ちて 留 ては詮 もな し、 所訟不 居に はしか じ、 其 座席の 衆 中心 付きた る は 見や、 後に 騒動 を 

聞いて 笑 ひ 慰まむ 思 ひて 歸 りぬ VJ て 笑 ひける。 或 時 さる 方に 往て、 中 敷居に もたれて 越後 

眠りけ る を、 右 之 衆 中心 易き 弟子、 わるさに. 障子 を ひし VJ 立 付ける に、 越後 は不 驚、 暫 有て 

頭 を 揚げ、 さて/,^ わるさ 仕 給 ふ もの 哉 ビ 笑 ふ。 しかも 障子 越後が 首に あたらす、 いかん VJ 

なれば 遠慮 をして、 敷居の 樋に 扇 を 入れて 睡り ける 故 扇子に て 障子，、」 まりけ る， ぞ。 

〔殘囊 拾 玉 集〕 

一 、 富 田 越後 守 殿、 弟子の 奧村源 左 衞門宅 門； iiS 衆 VJ 連立ち、 夕方より 宵の 內咄に 被參候 

處に、 夜に 入 急に 宅へ 不參 して 不叶 用事 有 VJ て、 供 を 呼 寄 被 歸候。 5?!^ 子 中 何^ やらん VJ 合点 

無心 元、 御堀 一 重內 外の 事 なれば 跡より！！： 有て 見廻 候へば、 越 州 無 何事 凉み被 居候に 付、 如 

何の 御用に て 御 歸候哉 VJ 尋 候へば、 被 申 候 は、 夏の 事 なれば 座敷 を 明 放され 候 も 尤也。 風當 

候 VJ て 身が 際に 二 枚 屏風 を 馳走に 被 立 候。 無用，、」 再三 致辭儀 候へ V- も、 終に：^ 風 立 候 也 0  ^ 

風 は 次第に 增候樣 に 見得 申 候。 吹 倒し 候 は  如何^ 候 はん，、」 致 了簡 考見申 候へ ざ も、 何れも 

不留 候。 依 之爲左 用事 も 無 之 候へ ざ も 歸り申 候。 必々 沙汰 はめさるな、 大方 今 比 其 屛風は 倒 


れ申候 はん，、」 被 申 候 由。 致 安心 又 源 左衞門 方へ 參 候へば、 殘.^ 有 之 衆 申 候 は、 其方の 留守に 

二 枚 屏風 倒れ、 何れも 其 下に 成 散々 の 鉢 ど 咄す。 時：！ 少も不 違 0 一  道の 名人 は、 如此萬 風 

造 有 乎、、」 云 々o 

〔殘囊 拾 玉 集〕 

一 、 富 田 越後 守 方に、 久敷致 奉公 候 小者 有 之、 隨分 奉公 も 能 致 候。 或 時 庭の 掃除 を 被. S. 付、 _ 

右 之 小者 も 出罷在 候。 何£ 仕 候 哉、 其 日 は 被 申 付 候 事ビく 不呑 込、 沙汰の 限 VJ 被 叱 候へば、 一 

部屋へ 參 .9 脇差 を 指て 來 るに 付て、 越後 殿 露地 下駄 はきて 被 居候 を * 草履に はき 替 へられ、！ 

己れ が 仕形 不心得、 手 討に する， こ 被 申 候へば、 m: ほ 子 外し 有之內 11^ を 一 枚 取て、 越後 殿の 被 一 

打掛を 請たり 0 扨 其 を 以て 是を 押ね、 段々、、」 押 付て、 露地の 隅に ある 雪隱 VJ 塀の 間 ，2 越後； 

殿 を 押 込、 11^ を 蓋に して 大き 成 石 を 詰て、 其 儘 かけ 出す。 其手づ まの 利た る 率 如 神 0 近習 者 

兩人 刀を拔 いで 追うて 出る 0 大手の 御門 を 出 づる時 刀 を 鞘に 納め、 堀の 外ね 出て、 又拔 身に. 

して 追うて 行に、 尾 張 町より 枯木 橋 を 渡り、 掛 作り 邊. Ci 行 時、 漸く 日暮に 成て 何處に 逃げし. 

やらん、 見失 ひて 終に 不切屆 し V」 也 0 其 比 申 は 越後 殿劍 術の 名人 故、 若 は 天狗な Vj の 化して 

小者に 成、 右の 仕方 か VJ 申 鳴し 候 由。  一 

〔耳底 記〕 .  一 
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一 、 田 越後 者、 中條 流の 劍 術の 名人 也 0 或 時 利 《め 公 かこ ひに て、 汝が 家に 無 刀 取の 術有ビ 

聞 召、 是を 取て 見よ VJ て、 其 劍を拔 て 手に 持 給 ふ。 越後 謹 而畏り 奉 候、 乍 併 家の 秘密に て 候 

處、 御 後の 卢 の 透より 人々^ き 居候 間、 是を御 除 候へば 御意に 從ひ 申さん， こ 云。 利 常 公人の 

ぞく かど 後 を 見 かへ り 給ふ處 を、 つ，、」 寄て 御 拳 をし か，、，"，、」 ら へて、 我家の 無 刀 取 は如此 ，こい 

へば、 殊之 外御感 なり。  . 

〔耳底 記〕 

一 、 越後 髭 を 家人に 剃らせけ るに、 願の 下に 及ぶ 時 家人 思 ふ樣、 越後 殿 は劍術 天下の 名人， - 

聞て、 如何 ほ V- 上手 にても、 筒 様の 時に 晒の 下 を 一 刺 刀に やらば いはせ まじき，、」、 ふ ど 心に 

うかみ つるに、 越後、 汝は すさまじき 事 をお も ふ 者 哉、 左様に 思うても ならぬ 物 也 ど 言 はれ 

けり。 敵の 動かざる 先に 打べき 處を しる、 いづれ の 敵に か 勝. さらん や。 

〔混 見 摘寫〕 

一 、 大猷君 御代、 御 師の柳 生 但馬守 殿， こ 富 田 越後， じ 仕 合 上覽可 有， i 被 仰 出、 金府へ 申來、 發 

足の 時節 相定 る處、 其 時に 至りて 上意に、 よく 御 思 盧被遊 候 得ば、 柳 生 も 富 田 も 日本に 

かくれな き劍 術な り、 仕 合 被 仰 付 候 時 は、 何れ か 一方 は 負 申べ し、 左 あれば 名人に 疵付 申な 

り、 無用に 可 被 成 VJ 被 仰 出 相 止。 實は 兼て 仕 合 不被仰 付 思 召 なれ ざ も、 箇 様に 上覽 おべき ビ 


被 仰 出 るれば、 日本に 相 聞え て武藝 はる 也，、」 被 思 召て 被 仰る、 なり ごぞ。 佥府 利 支 天 山の 

堂、 其 時節 建立な り，、」 云 々o  • 

〔余 澤 古蹟 志〕 

享保紀 聞に 云、 金澤 越後 屋敷 は 昔 富 田 越後 守 之 屋敷な り。 其 向に 橫山大 膳の 屋敷 あり。 越後 

屋敷 庭の 櫻 花盛りの 時分、 橫山大 膳 見物に 參り度 旨 申 入れら る。 越後 守 聞いて、 成程 御 出 可 

被 下、 何 か VJ 申 內花も 散り 可 申、 可成 は 明 晚必御 出 可 被 成 哉 之 3：!： 被 申 送。 拆 初て 招請の 事な 

れば、 馳走 申 度 事 なれ Vj も、 急 成 事 ゆ ゑ 如何せん ビて、 木 具 VJ 申も餘 りこ， >o< ^しかるべし 

，、二し、 結構なる 黑 塗の 膳の 緣を、 かんな を かけて しらげ 出さる。 夜に 入ければ、 花の 下に 白 

張の 鬼 灯 提灯 を 百 張 許 VJ もしけ る VJ ぞ 0 昔の 馳走 Q 仕形 は、 心の 付た る 事. Vj もな bvj い へり。 

按に富 田 越後 重 政 は、 寬永ニ 年 四月 卒すれば、 橫山大 膳 康玄を 招請 せられし は、 元 和 年中の 

事な らん か。 村 井 長 明の 象賢紀 略に、 慶長五 年 正月 之 御法度に、 家中 振舞 ざ も殊外 過？ i に 成 

候 由、 沙汰の 限り、 こ 利 長 卿 御法度 被 仰 出、 一 汁^ かう の 物までに 三 さい、 若し 御法度 を そむ 

き 候 は  > -、 亭主 銀 一 枚 客 二十 目く わたい 錢に召 上げられ 候 はん 旨。 然處に 其 年 三月 上下 鐵炮 

ほし 方々 互に 振舞 打に 出合、 其 時 富 田 半 左衞門 方， 太 田 但馬を 振舞 申 候。 相伴 は 今 枝 內記云 

々な ざに て、 伹馬 初而被 出に 付て、 木 具 仕 立に て 膳 を 出し 候 得 者、 但 -i=T 守 膳 をお さへ、 か樣 
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に 御法度 そむき 候 事 は 我等 も不罷 成、 亭主 も 其 通に 候 云々。 利 長 卿 御 聞に 入り、 殊外 御機嫌 

よく、 伹馬を 御 ほめ 候 由 申 慣し候 VJ あり。 越後 守が 木 具 VJ 申す も餘 りこ VJ ぐし VJ て、 黑塗 

の 膳の 緣を 削ら せけ る も、 慶長五 年以來 の 法度 を 守りけ る な らん。 

五月 廿 七日。 金 澤の侍 町に 於け る 橋梁 改築の 法を定 む。 

〔御定 書〕 

侍 町方 橋 掛直樣 之 事 

一 、 其 町に て 行 留の分 は、， 其 町より 掛 させ 可 申 事 0 

一 、 二三 町 先行 留の 所、 又は 先規ょ b 自分，、」 して 懸來候 橋 は、 公儀より 材木 被 下、 人足 入用 

者 其；^ 來仕 町より 可 出 事。 

一 、 先行 留無之 往還 之 所 者、 從 公義 可 被 仰 付 事。 

右 之 通、 向後 可 仕 申 付 候、 以上。 

寬永ニ 年 五月 廿 七日 

A 月朔 日。 能 登 羽咋郡 大福 寺 村 高 爪 山觀音 堂の 管理に 圏し、 村 吏より 請 

書を徵 す。 


〔能 や： 古文書〕 

御請 申 上 候。 

一 、 大福 寺 高 爪 山 観 昔 堂 破損 修理 御 奉行 植松 武右衞 門. 小 松 助 右衞門 殿御 越に 付、 私共 被 召 

寄 被 御 渡 候 は、 觀音堂 鎖 前 等 損 有 之 候、 向後 女子 共に 至 迄 不屆之 義不仕 候 樣に急 度 申 渡、 縮 

可 化 旨 被 仰 波、 承知 仕 畏存候 御 事。 

一 、 高 爪 山 境目 御 尋被成 候へ せ r 境目 は 無 御座 候 0 高 爪 山觀音 堂より 東西南北 百 間 下り、 百 

問 目 を 山 境目、、」、 先規 より 私共 承 傳申所 相 遠 無 御座 51:1、 右 御 奉行 わ 申 上 候 所に、 左 候 者 自今 

以後 は舰昔 堂よ.. 4：： 間 下り、 其 內に而 笹* 柴、 又 者 馬 草 等に 而も^ 不 申候樣 に、 是又 縮り 可 仕 

321 被 仰 渡、 承知 仕 畏^ 候 御 事。 

一 、 高 爪 山觀昔 堂より！ 》 間 下り、 百 間 目 を 山 境，、」 承傳申 迄に 而、 山 境 之 印 無 御座 候而 者、 不 

縮り に罷 成. &に 付、 私共 相談 仕、 則 北の 坊並 私共 相 見 仕、 觀昔 堂より 百 間 下り、 な 間 目 東西 

南北 四ケ 所に 堀 を 掘、 其 間四ケ 所に 塚 を 築、 松 を植、 自今 以後 之 境目に 相 極 ゆ 候。 然上 者、 

後 堀 並 塚より 觀音堂 迄 百 間の 內 にて、 笹. 柴. 馬 草に 至 迄 f 刈取不 申候樣 に、 女子供に 至 迄 急 

度 申 渡、 縮り 可 仕 候 御 事。 

右條々 、向後 私共 互に 吟昧 仕、 急 度 相 守 毛頭 違背 仕 間 敷 候。 勿論 私共 在所 百姓. 頭 振 末々 之 者 
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共へ も 度々 申 渡、 爲致 違背 申 間 敷 候。 爲 後日 之 御請 判 形 仕 候、 以上- 


寬永ニ 年 八 DT 朔日 


大福 寺 村 肝 煎 

同村 組合頭 

同  所 

同  所 


彌兵衞 印 

加 右衞門 印 

チ. as 兵衞 ST 

新 左衞門 印 


十 村 相祌村 藤 右 衞門殿 

同 馬場 村 八 左 衞門殿 

十一 一月 朔 日つ 加 賀能美 郡 小 松 町 絹 機の 運上に 對 する 領收書 を與 ふ。 

〔小 松舊 記〕 

宽永ー 一年 分 小 松町銷 織機 運上 金子 之 事 

合 八 枚 者  今 極 金子  - 

右 請 取 候 所、 追而御 印に 取替 可 遣 之 者 也 0 

寛 永 一 一年 十 1 一月 朔曰  寺 西 若 狭 守 

駒 井中 務少輔 

ii 屋方肝 煎 覺兵衞 等 


E 


十一 一月 十三 日。 加賀石 川郡劎 村の 蠟燭 役に 對 する 受領書 を與 ふ。 

〔改作 所舊 記〕 

寛 永 1 一年 分 劍村蠟 燭役銀 子 之 事 

合 十五 匁 者  墨 封 

いは 極  此外ー 匁 一分 五 厘 は こくい 步入 

右 請 取 所、 御 印 出 次第 取替 可 遣 之 者 也。 

寬永ニ 年 十二月 十三 日  寺 西若狹 守秀統 印判 

駒 井中 務少輔 守 勝 印判 

彥右衞 門 

是歳。 井上 勘 左 衞門長 政 病死す。 

〔井上 勘 左 衞門長 政 由緒〕  . 

一 、 八 世 之 祖父  井上 先 故 勘 左 衞門長 政 

高 德院樣 御代 被 召 出、 御 知行 五 ぼ 石 被 下 i^、 肥 前 那古屋 御在陣 之；！ 御供 仕罷 越、 秀吉 公之 衆 

,.」 申 分 仕、 相手 當座仕 廻、 殘者返 申 故、 其 場 立返罷 在。 御 吟昧之 御 様子 承 合 候 所、 公 银御穿 

纖嚴 敷に 付、 小塚權 太夫 方ね 罷越、 切腹 可 仕 旨 相 斷候之 所、 權 太夫 小屋へ 人 s、 不相 達御聽 
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は 係 冬 本 月 十二 
七る 陣文 I： 九日 
日 、の は し 年 II 
の 六 事 尺 、十慶 
誤 日に 阪 、一長 


五三 四 

分に 而、 御國， 被 送 遣。 右 相手 之 儀 は、 秀吉公 御 大工 頭之內 共、 又 一 一共 兩樣承 合 申 候 0 

其 後 御 奉公 難 仕、 太田但 馬方に 罷在申 候 0 瑞 龍院樣 御代、 慶長五 年 小 松 淺井表 働 有 之。 其以 

後 被 召 出、 御 感狀並 黄金^ 斗 付 之 御 脇 刺拜倾 仕。 同 六 年 御 知行 二百 石 拜領仕 候 刻 御 判 物、 御 

感狀 同^ 御文 意に 而 御座 候 0 伹！ 申 付 置 候 先知 者、 七 百 石拜領 仕、 同 七 年 御 加增三 fn: 石拜領 

仕 候。 微妙 院樣 御代 元 和 nu 御加增 三百 石拜領 仕、 先知 都合 千 三百 石 御 判 之 物 頂戴 仕、 御 

使 番被仰 付、 其 以後 足輕 三十 人 御 預被成 候。 大坂^：：^御陣之剥は、 御 旗 舉行被 仰 付 相 勤 申 候。 

寬永ー 一年 病死 仕 候。 遺 知之內 三百 石 嫡子 井上 右京， 2： 御 配分 被 仰 付 候處、 其 後 跡目 相 願 不申候 ◦ 

六 百 石 一 一男 井上 五左衞 門， に 御 配分 被 仰 付。 一 一 百 五十石 三男 井上 又 兵 衞ね御 配分 被 仰 付 候。 

〔殘囊 拾 玉 集〕 

一 、 砂 村に 二  =• 三日. 四日 御滯 5H、 五日 高 安、 六日 攝州 田邊、 九日 迄 御 滞留、 十 = 住 吉の脇 

矢 野、 十二 日 迄 御 逗留、 十三 日 阿部野 Q 內木 村に 御陣、 此 處に翌 正月 廿六 = 迄 御在陣 也。 右 

砂 村ね 御着 被 成 候而、 何も 野陣を 張て 居 申 候。 三日三夜の 間 雨は篠 をつ くが 如く 降て 難儀 

極 也。 利 光 公 餘り降 候 間、 雨 晴候迄 在家ね 御 便り 可 被 成.、」、 御^ を 被 向候處 ね、 井上 勘左衞 

門來 り、 馬より 飛 下り、 御馬の 口 を 取て 引 居 申 上 候 は、 か 樣の時 御大 將御 一人 御身 安き 檨に 

被 成 御座 候へば、 諸 軍 休む 便り を 求ん ど 分散して、 分 も 無 之 事に 成 申 候。 御 休息 成不申 どて、 


慶長 だ 年の 

感狀は 同年 

八 Br 十二  H 

の條 に出づ 


三日三夜 雨に た、 かれて 被 成 御座 候 由 o 

〔殘囊 拾 玉 集〕 

1 、 大 坂の 時、 津田勘 兵 衞弟與 三 郞，、 」 申 候、 源 右 衞門事 也。 御使番 にて 先ね 御 使に 行 先に 止 

まり、 能き 事 も あらば VJ 見合 居所に、 井上 勘 左 衞門亦 御 使に 參り候 節 申 候 は、 此竹 束の 內に 

御 使番衆 は不居 か、 御 使に 來て は不歸 により 御 人な く、 此方 如き 老人 度々 罷出致 難儀 候，、」 中 

候へば、 勘 兵 衞被申 候 は、 與三 郎等 若き 者 故、 少し 能き 事 も 有 之 歟，、 」少 見合^ 在 候。 先 竹 束 

の內， £： 御 入 候へ、 外 は 矢玉 も 烈敷候 VJ 申さる、 を、 勘左衞 門其挨 桜は不 巾、 誰に もせよ 御 旗 

本， 2 小 廻り 被 仕 候へ VJ、 わめき 敵 城の 方 を 後に して 瑪を立 居た るが、 K ぐ 竹 束の 外を乘 

廻して 歸る 0 其 鉢 見事 成樣 云 傅 ある 也 0 

〔前 田家 雜錄〕 杉 本義 隣覺書 

一 、 淺井繩 手に 而键 をせ し 井上 勘左衞 門、 常々 勝手 不如意 也。 大坂御 陣之刻 萬 不具、 第 一 燈 

なし。 依 之 墨 屋源五 其 頃 は武藏 辻に 居住す る 所に、 かしこに 行て 道具 を 見る ふりして、 側に 

ある 燈を盜 取り 歸る。 然共 片镫迄 取て 來る 故に 走り 歸り、 源 五に 我 は 井上 勘 左衞門 VJ 云 者 也。 

镫に事 を缺、 陣立滯 る 故、 先刻 盗め どもう ろた へ、 片镫迄 取た る 故、 役に 不 立に 付而 返す 旨 

云へば、 源 五 聞て 安き 御用に 候、 能き 镫を 一 足爲持 上げ 可 申 ま、、 御 歸可被 成 VJ 申而、 跡よ 
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り镫 一足 並 金子 十雨 源 五持參 候而、 镫を上 候、 此 金子 は 御 肴 代に 副へ 申 候、 御 不如意 、こ 見 請 

申 候 間、 此度之 御 入用に 可 被 成 VJ 申 故、 勘左衞 門喜悅 不淺、 存命 歸候 者、 急 度 利 足 を 加 可 致 

返辨 VJ 云處 に、 源 五 聞 候而、 私 は 左様の 存念に て 無 御座 候、 目出度 御 歸陣、 其方が 志に て陣 

立、 手 を も ふさぎ、 仕 合 能歸候 旨、 御 鱧の 御 一 言 を 承 候 得 者 本望に 可奉存 32 申 由。 夫 故歸陣 

の 後 無 他事 入魂、 双方 及 三代、、」 云 也。  - 

是歳。 進物 奉行 小林庄 兵. 衞 及び 公事 場 用人 大 S 傳左衞 門 一 一人 死刑に 處せ 

らる 0 

〔三壺 記〕 

同年 大鹽傳 左衞門 御成 敗 被 仰 付 0 此 起り を尋 るに、 いも，、」 聱小林 庄兵衞 より 事 起り けり。 此 

小 林，、」 云 ふ 者 は、 はじめは 越 前 朝 倉 家の ものに て、 義景の ー乘の 谷に まします 時、 名 卷の醫 

道の 者 共に て、 殊更 金瘡. 腫物. 產 後. 產前之 療治 上手 也。 朝 倉 沒落之 後 利 家 公に 被 召 出 もの 

、孫な り。 庄兵衞 甥に 豊右衞 門 云 もの 醫道相 傳る。 然るに 利 常 公の 御 家督 VJ ら せられし よ 

り、 小 林 庄兵衞 は 御 式 臺に相 詰、 進物 御 奉行 相勸 しが、 其 頃 迄 は 請 拂の御 算用な く、 上り 物 

馬 代. 樽 代 共に 手前に 預り 置、 御用 次第に 指 上る。 なき 物 は 無 御座 由 申 上る。 有 時 御用 之 御 

道具 を 御尋の 有し 時、 元來 なき 哉らん 又は 取 失 ひける や、 手前に 無 御座 由 申 上ければ、 御前 


に糙に 御覺ゃ 御座 有 けん、 奧村^ 幡- 宮城 釆 女-奥 村 源 左衞門 等に 仰 出され、 前後の 御 算用；^ 

聞 召 上、 請拂し ざろ も Vj ろに 成て、 切手 證文 ビ 云 事 もな く、 おびた、 S 敷 引 込に 成、 世間に かし 

金銀 も 有、 居 棘 も 身代の 十 双 倍 も 有ければ、 こ，、」 ぐ 御吟咏 おて 被 召 上、 庄兵衞 は 切 股 被 仰 

付 0 小 じう，、」 大 1^ 傳左衞 門 は、 小 林 家 之 事 諸事 金銀に 裁許 もいた し、 御 算用の 節 は 傳左衞 門 

さばきけ るが、 此傳左 衞門は 公事 場 之 取次 相 勤、 年々 の 公事 錢. 過料. 關所銀 共に 預 リ5^、 是 

も 御 算用な かりければ、 小 林 手前 埒 明て、 傳左衞 門 手前 御 吟味に 成け るに、 傳左衞 門 方の 質 

を 取、 貸 渡す 金銀 多し。 又 手形 を 以て 貸 渡す 事お びた  敷、 かりたるもの元利；^^.|辨ぃたせビ 

も 手形 を かへ さす、 VJ のかく のど 假 手形 を 遣し 言 ひ 延べ、 一雨 年 立て 又 さいそく 入に、 二度 

なしす る 百姓 町人 多 かりけ り 0 御 公事 場の 御用 人 なれば、 非 儀 を 申立つべき やう もな く、 皆 

かんにんして 過ぎけ るが、 しち 物借狀 公儀へ 上り、 御 奉行 を究 させられ、 悉御取 立 被 成け り 0 

然る 所に 吉 光の 脇 指 を 質に たる 人、 請 返すべき 代 はなし、 おしき 事 なれ.、，、」 も 是非 なくなが 

し捨 ける 事、 御 耳に 立ければ、 いづかた へ賣 りて 遣す 哉 ど御尋 被 成ければ、 ぬすまれ たる 由 

申す 時 も 有、 又 質に、 こらぬ， と 申 時 も あり、 爾 VJ 究 まりな かりければ、 大に 御機嫌 あしく 成ら 

せられ、 ごうもん いたし 白狀 いたさせ 申べき 由 被 仰 出、 其 やくく の ものせ ハ いろく 様々 の 

せめ 道具に て、 世の中に 有 VJ あらゆる かしゃく のせめ、 中々 き、 て さへ 身の 毛 立ちけ る 次第 
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法受は 三輪 

志 摩 致^ 後 

の 名 寬永七 

年投 


なり。 傅左衞 門惣領 のせ がれ 吉左衞 門、 弟 市 郞右衞 門 甥に 牢人 一 人、 此四 人の もの 共お びた 

しきせめ に 逢 ひけり 0 然れ V- も吉 光の 脇 指の 行き 所な し。 果して 傳左衞 門 父子：： e 人、 1： 人 

共に 御成 敗 被 仰 付。 哀 VJ も すさまじ かりけ る 御 事な り。 虎，、」 申 娘 一 人、 十二 三 歳なる 小 女 有 

り。 是は 三輪 法 受家觼 木 村 權左衞 門ビ云 もの、 子な りけ る を、 みめいつ くしき VJ て 傳左衞 門 

養子に して 置け る を、 おやに 御 かへ し 下されければ、 權左衞 門 難 有 舉存、 請 取り そだて、 一 

向 宗圓長 寺に 妻 合せけ り。 傳左衞 門 女 は 御成 敗 被 成け り。 傳左衞 門 妻女 を 御成 敗 被 仰 付 事、 

此女は 先年 利 長 樣に御 奉公 申 上、 殊之 外出 頭いた し、 御前 牀も すぐれければ、 御 逝去 之後緣 

に付きた くば 緣組被 仰 付 候 はん、 さなく ば 御 ふち 方 可 被 下 ど 御意 之 御座^ 之 時、 此女申 上る 

は、 誠以 有が たき 御 事 哉、 綠付候 事 存知 も よら や 候、 樣を かへ て 御寺 まゐ りな V- をいた した 

き， ，0 申 上る に 付、 き Vj  くに 思 召、 御 知行 石 被 下。 忝 御寺 參 いたし、 しゅしゃ うに 見えけ る 

が、 金銀 多くた まりて 後、 隱 便に 大鼴 傳左衞 門に 嫁 娶相濟 し 有け る 事、 兼て 御 耳に 立て、 に 

くき 次第 どお ぼしめ せ ざ も、 序 而も や VJ 思 召し けん、 一年/^  VJ 月日 を 立、 ゑ やう ゑいぐ わ 

の有樣 なりし が、 傳左衞 門 拷問 可 被 仰 下 前 か、、，、」 に、 本 座 御 小人. 御 先番. 御 il: 犬 引な を 御 さ 

いそく に 被 遣、 ilfl- 女子 共に 給仕 させ、 下々 の ごどく 召 仕、 さいそく 賄 ひ 難 權千萬 之有樣 也。 

いろ/ \ "の 物が たり V- も 有り，、」 いへ V- も 略せし む 0 此時 のさい 促より 以前に は、 さいそく A 


云 事な し。 此 時より 初り て、 御城 銀. 御城 米 御 かし 方、 武家. 町人. 郡 方 へ 御 かし 付 日限より 

星參に 及ぶ. ごき は、 はやさい そく を 付 させら る、 に、 鶴.雁.白鳥を除き其外之^^^^ さい そ 

く 人より 献立 を 好み まかない 申 事 なれば、 さいそく 請る 人々 迷惑 かぎりな かりけ り。 一人に 

一 日に 三 匁づ、 のさい そくせん を 取りけ る を、 是を立 封， こ 名 付に り。 御隱 居の 時分、 岡 本 小 

左衞門 高直 拂 3 代 銀 借用の もの 遲參之 時 迄、 さいそく をつ か はされ けり。 

〔前 田家 雑錄〕 杉 本義 隣覺書 

一 、 寬永ニ 年 秋 石 川 郡 松 任 御 代官 大鹽傳 左 衞門並 男女 共に 死刑 被 仰 付。 傅 左 衞門述 年バ姓 

に 非 分課 役 申 付、 不道 至極、 土民 訴之 故、 御 吟味の 上 如 斯也。 

寬 永 三 年 

EIIr。 酒賈 一升 銀 三分 五 厘より 三分の 問に 在り。 

〔國事 雜抄〕 

寬永 三年 

酒 之 通  平野 や 印 

桶 屋九介 殿 
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五 四 o 


宅 利 は 森 


匁 

但 十二月 廿 七日に 參候、 遣お たみ 0 


諸 白 三 升 


正月 十日 

十 三 日 

十九 日 

同  n 

二十 = 


三分 五 ■ 

三 ふ 

九 ふ 

三 ふ 


ノん 

ん 


同 

同 


三 


ヲ 

ヲ 

ヲ 


(以下 略 之) 

一月 廿 四日。 前 田 利 常の 女龜 鶴姬、 森 右近 大夫 忠廣に 嫁す。 

〔三壺 記〕 

毛 利 右近 殿御 祝儀 之 事 

宽永ニ 年に 加州 肥 前 守 利 常 公の 姬君、 御，、」 し 十二 歳に ならせ 給 ふ を、 毛 利 右近 大夫 殿へ 緣組 

被 仰 出 0 其 御用 意 品々 御 道具お びた  敷、 惣領姬 君 之 事 なれば、 善 盡し美 盡し給 ふ。 其 時分 

天下 一 の 御よ めざり ，こ 沙汰せ しなり。 御 家老，、」 して 熊 谷 勘 解 由. 田 邊將盥 、其 外 御廣敷 御蠆所 


遠 行 は 、水 

七 te. 《月 四 


御用 人な V」 も 記に 不 及。 然るに 御^ 姻 千秋 一 ：山 歳の 御 祝ひ殘 所な く相濟 ける が、 顿而御 姬！？ 龜 

鶴 様 御 不例に て、 御 養生 G 御 爲に御 M へいら せられ、 下屋敷 壽福院 様 御 一所に 御殿 を 建 御 入 

被 成、 ょきに御保卷限なし^o申せv-も、 次第にお もらせた まへば、 頓而御 遠 行 被 成、 則 寺 町 

の 妙 連 寺に 移し 舉り、 御 葬送 相濟、 池 上に 御 慕 所 を 立 させられ、 高 妙院殿 天窓 = 榮大姊 ，こ號 

し 奉る 0 惣 領の姬 君^ なれば、 何も 御 愁傷 御斷 VJ ぞ 聞え ける。 

〔本 藩 歷譜〕 

龜鶴 姬^、 慶長 十八 年 三月 九日 金澤 城に 御 降誕 あり。 |^^||&0|&^。從^，克永元年八月 

江 11^ に 到り 玉 ふ。 時に 台德公 御 養女に なされ、 森 右近 大 失 忠廣君 fllli，lssls。 へ 

=7-ft_6nd  J  tn,/t り Jo 森 氏 齊吒。 畧、 寬.水三年正月廿四日土井尺炊頭^^以て御養女-」と緣組.^^ぜられ、 同 浮 汁に"^ f 

, 础緣 組の 台 命 あ， 9 觸禮 g:^ ょリ御 入舆、 御輿 添丄井 大炊照 利 勝、 酒井讃 岐守忠 勝 也。 加州お より 横 山左衞 門. S 

别らろ 、 ともり。 又 卸 系譜 略 に. K 猷公御 養女の 部に、 寬、 水 三年 正月 四日 森 右近 大 4K*5 廣 室と ゎリ。 1^ 武ザ ラ.； ^ぶ.^" 3^ へ. isK 

女に て 西 丸よ W 御 入 輿と ぁリ。 御入舆 行列 次第 C 御文 庫舊 記) 按す るに 御輿の 右田？^: 將監. 木 多 安房 守 4t: 中 Ss: や 部 • 

御 入 

き r 


三年 二月 廿 四日 御 人 嫁 あ， 


頃 山山 城 守、 御 後 寺 西若俠 W 奉ぜり。 土 井 侯 も 亦^ 奉 中に 見えた- 

然れば ：！： れ御 養女に ズ御入 輿 ありし 事 明 了な リ。 御 本 明文な し。 

御婚 fj^、 御禮 どして 奧村河 內榮政 を 江 t!^ へ 遣され、 台德 

一公. 大猷 公へ 拜謁 あり。 時服並御li^ど賜ふo 熊澤兵庫.中村刑部.田邊將監を附らる。 七 年 八 

nglrL-l  お ニー  -s^ 力 Ljlto 三壺 si。 龜鶴姬 *C 御 不例に ょリ御 養生の 爲 此方へ 入せられ、 下！ « 敷へ ケ n,te.4l 

月 四 H 江 in. 我 因に て 御 卒去。 115 がれ^"" 頓 P 御 遠 行と ぁリ。 按す ろに 下 第ば 本鄉 邸なる べし。 卞ー. 《 ^叶 

八。 御 法號沾 妙院殿 天聰日 眞大姊 v> 申す。 ..n:- 町 妙 蓮 寺に て 御 葬禮、 池 上 本 門 寺 g に 葬る。 ^ 
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寺 LL 御 石 牌 見に 存 す。 又 相 州 比 企 谷 妙 本 寺に）.. 之 ありと 云。 兩 寺の 客殿 姬 4? 施主し 玉 ふと 

云。 目 集、 三十 三回忌 宽文ニ 年 八月 三日. 四日 淺野川 日蓮 宗蓮心 寺に て 御 追善と あり。 

三月 六日。 前 田 利 常 龜鶴姬 の 成婚 を 謝せん が爲 物を將 軍に 上つ る。 

〔德川 赏紀〕 

宽永 三年 三月 六日 加賀 宰相 利 常 定婚の 謝 VJ て 使 を 出し、 綿 五 百把献 し、 御 內書を 賜 ふ 0 東武 SS 

三月 十 入日。 前 田 利 常 越 中に 放鷹 を 行 ふ を 以て 傳馬を 出さし む。 

〔湯 淺家傳 書〕 

惟 部 本の ま 越 中 鷹 野 付て 傳馬 八疋、 臺所方 森 田 吉右衞 門. 任 田 久左衞 門. 小河挤 兵衞. 惟 部長 左衞 門. 西 村 

又 右 衞門. 市 之 助. 新右衞 門裁領 に、 上下 宿 送に 可 出 之 者 也。 

寬永 三年 三月 十八：：：  印 

_ 金澤 より 越 中 富 山 迄 宿々 肝 煎 中 

〔德 川赏 紀〕  . 

四月 六日 加賀 宰相 利 常、 鷹の VJ りし 鶴献 する によ， 9 て 御 內書を 賜 ふ。 東 武資錄 

四月 十五 日。 金澤 附近に 於け る 捕 鳥に 關 して 法度 を定 む。 

〔萬 治 巳前定 書〕 


かたま はリ 

は 河北 渴附 

近 


敲 野. こだち 野、 付かた ま はり 御法度 之條 々o 

、 大鷹. 小廳 によらす つか ひ 候 事。 

、 天 あみの 事。 

、 地 ごく あみの 事。  - 

、 つきあみ の 事 0 

、 しき あみの 事。 

、 つな 並 千 本ぐ しの 事 0 

一 、 さし 棹の 事 0 

右 堅 御 停止 候 者 也。 

寬永 三年 卯月 十五 日 

四月。 是 月より A 月に 至る まで 大に旱 す。 

〔本 藩 歷譜〕 

今玆 四月 初 句より 八月の 末に 至る まで 大旱、 五穀 熟せす 0 

七月。 前 田 利 常 上洛して 本國 寺に 館す。 

〔本 藩 歷譜〕 
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寛 永 三年 丙 寅 六月 二十 B 台 德公御 上洛、 A 月 二 H 大欲 公 御 上洛 あ， -。 

I きき； 1 從 是 後水尾 帝ニ條 城へ 行幸 せらるべき 御 爲，、 」 聞 えし。 因て 公も是 より 先 七月 京都 

へ 赴きた まひ、 本 國寺を 旅館 VJ せらる 0 

A 月 十九 日。 前 田 利常從 三位に 叙し 權中納 言に 任ぜら る。 

〔德川 责紀〕 

寛 永 三年 八月 十九 H 駿河中 納言忠 長 卿. 215^ 張 中 納言義 直 卿. 紀 伊中 納 言賴宣 卿、 共に 從 二位 權 

大納言に のぼらせられ、 水 11U 辛 相 頼 房 卿 • 加賀 宰相 利 常. 仙臺 宰相 政宗. 薩摩 宰相 家久は 共に 

從 三位 權中納 言に あげられ 云々。 武家 補任. 寬永 系圖. 家譜. 寬政 重修譜 

九月 六日。 後水尾 天皇 一 一條 城に 幸し、 前 田 利 常 之に 供奉す。 

〔本 藩 歷譜〕 

九月 六日 ば^ 5"50 と 帝ニ條 城へ 行幸 せらる。 計 章 公束帶 御馬 上に て 供奉せられ、 右の 

一 g.M. りビ 1v:o 御 年譜 云、 此時前 田 大和 守 殿 左 十六 番目 供奉 步 立と あり。 又此 行幸の 檜卷 物に、 大和 守 殿 等 は將軍 

- ir ラ 家の 先驅 LL て 馬上、 公 は後乘 LL て 仙 臺中納 一一 一一 S の 次と す。 公黑裝 束、 馬 そへ 二人、 布 衣 六 人、 そへ と 

れリ 二人、 いか ひ 一 人と 記 ぜリ。 是御 年譜の 說とは 違へ り、 =1 東武 實錄 

に、 ，1" 幸の 時 武家の 八 ム卿五 人中 宫の供 舉乜ら る。 公共 內の御 一 人 也。 

〔三壺 記〕 


月 和の 橫本 
I こ 元 叙 山 多 
在 年 箭長政 
リ閏は 知 重 
六 元と と 


御 上洛 之 事 

寬永 三年 五月 秀忠將 軍 御上 洛被爲 成、 天下の 諸侯 供奉の 次第 御定、 中々 行列 究 りたる 御： な 

KVO  ニ條の 御城へ 御着 あそばされ、 追 付 御 參內被 爲成。 御 上洛の 儀 を 奏聞せられ ければ、 傅 

奏衆叙 聞に 達す。 御叙感 大形なら や、 禁裏より ニ條之 御城へ、 其 間 諸 町人 棚 を かざり、 道 を 

作り、 掃 拭 以下 美々 敷 こしら へ、 諸 職 尺 棚 を かざり、 糸屋. 扇屋. 織屋. 吳服. 縫物 師. 繪師. 佛 

師. 木地 引. 金銀 銅の 細工 人. 桶. 檜 物 星に 至る 迄 一 色 も 不殘、 おも ひ/^ のし や， っ柬 にて、 男 

女 それ < ^に 出立て、 い v> なむ 業の 道具 V- も を取備 へ、 六月 九日の 五つより 九つの 頃まで 御 

所 車を靜 にやり、 ほうれんの 內 より 御 ゑいらん あそばされ、 親王- 攝家 .淸 華. 女官 等に 至る 

迄、 一 人 も不殘 供奉し 舉り、 心 靜に御 見物 也。 中 三日の 御 逗留、 色々 樣々 の 御 慰 御 興行、 御 

進物. 捧物. 拜領物 筆紙に 申盡 しがた し 0 諸 大名 任官 此時多 かりけ り 0 此時 加州 利 常 公 は 八：：！： 

十九 日に 中納き S 兼 肥 前 守に 任ぜら る y -、 諸大夫 二人 隨 身たり。 本 多 安房 政 重 VJ 橫山 山城"：：； 4 知 

を諸大 夫に 補任 せらる/ -0 頓而還 御 有て、 將軍家 も 御 下向、 諸侯 も 歸國， .」 ぞ閜 えけ る。 

〔舊邦 記〕 

一 、 寬永 行幸の 時、 微妙 公 御 召 iiir 今日 ほ V- の 天 睛は無 之 候、 天下の 名馬 之 間 小 龍に 被 召 可 

然，、 J て、 御 装束に て 被 召け り。 小 龍 は 場に て はやき 事 鳥の 飛が ご VJ  くにて、 無双の 名 な 
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六 九日 は 

九月 六日の 

誤な リ 
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、、の 書名 

字.^ 缺く 


輿 は腰歟 一 がら、 鞍 あらく 輿が まへ 惡 しくて 御 装束 もめ、 御 後より 散々 見苦しく ありし。 天下の 見物 ど 

い へ Vj も 被 召替事 もなら す 不興な り VJO 伊藤 內膳話 

是歳。 前 田 光高 江戸に 赴く。 

〔口 歲紀 聞〕 

寬永三 寅。 寬文四 年より 三十 九 年 以前。 

一 、 陽 廣院樣 十一 一之 御歲  江 R 御 下向。 

間 二 年 御在府 0  - 

是歳。 法 華 法 印 日 翁、 前 田 利 常に 京都 本國 寺の 旅館に 謁し 後 その 臣 とな 

る 0 

〔集 古雜 話〕 

1 、 法 華 法 印£ いふ は、 都本國 寺の 弟子 也。 楠 流の 軍法 太 • 牛 記 之傳受 したる 入 也。 公方 家 御 

上洛 之砌、 微妙 公 京都 本國寺 御旅館に 而被成 御座 候 節、 本國 寺の 上人 折々 御前ね 被 召 出、 御 

挨桜御 咄被申 上 候 得 共、 無口 成人に 而爾々 御 咄も不 申 上。 依 之 上人 被 申 候 は、 愚 IE 無口 者に 

H 應は日 翁 而、 御 武家 方 御 數寄之 御咄も 成不申 候。 愚僧 弟子に 日應 申 者 御座 候。 此者 利口者に 而太 1^ 


松 三 前に 正 

1 一一と ぁリ 


記 を讀申 候。 出家に 不 似合 事に 候 得 共、 數 寄に 而 御座 候。 此者可 差 上 候 間、 咄等被 仰 付候樣 

に 被. S. 候 0 一段 之 儀 年 被 仰、 則 被 召 候て 咄御聞 被 遊 候處、 無頓之 者に て、 御 國ね被 召 it! 候 は 

可成 哉 年 御意 候 得ば、 如何様に も 御意 次第，. J 有 之 0 御國. 被 召 連 御咄. W 衆に 加り、 三百 石 被 

下、 馬場 二番 丁に 居 被 申 候 0 還俗 仕 候 はぬ か，、」 被 仰 候へ 共望不 申、 一 寺 建立 仕度 旨 申 上、 泉 

寺 町に 而法華 寺 御 雄 立 被 下 候 也。 

一 、 公太 平 記 御 聞 之 時分 は、 安房. 山城 御 同席に 而 承り 候。 安房 家 來大橋 全 可 許 之 弟子 也。 ^ 

又 楠 流 日 患ね 傅る 事 は、 摘 家 之 軍法 赤松 家に 傳候 處、 相 傳可申 器量 之 仁脉無 之、 名 和の 長 俊 

ね傳 り、 夫より 代々 名 和 家傳來 候處、 名 和の 末裔 名 和 正 三， こ 云 人、 牢入 にて 京都に 有て、 太 

平 記 を 講ず。 日應此 入の 弟子に 成而、 毎度 聞候處 に、 正三舊 弟子 多 候 得せ ハ 其方 程の 器量 無 之 

yj て、 ：= 應に傳 ふ 0 傳來し 加州に 殘也。 依 之 太 早 記 評判 を 異名に 加賀 評判 VJ 云 也。 

〔金澤 古蹟 志〕 

法 華 法 印 日翁傳 

石 野 氏 筆記に 云、 太平 記 現 盡鈔は 楠 長 俊の 家に 傳り、 長 俊の 末葉 名 和 松 三，、」 いふ 者、 京都 本 

國 寺の 近 邊 堀川 通りの 町屋に 居住し、 朝暮 之を讀 みたり 0 法 華 法 印 日 翁 は本國 寺に 住居し、 

是も 太平 記 を 好んで 讀 みたり けり。 名 和 松 三 曰、 此書 代々 相 傅して 吾に 至れり、 貴惯 好んで 
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善 可 前に 全 

可と もり 


«i 三と ある 

もの 前と 異 

なリ 
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太平 記 を讀み 給へ り。 此 書に 秘傳 あり、 我 朝に 知る 人 少なく して 絶なん 事 を 歎く。 出家 は 高 

位 高官に も 近寄 給 ふ もの 也。 若し 國 主な ざに 近寄 給 は マ 御傳授 候へ VJ て、 則 法 印に 傳授 す。 

然るに 其 後 中 納言利 常 卿 上洛し 給 ひ、 本國寺 をば 旅館 ビ なし、 寺 內に滯 在し 給へ bo 此時本 

國 寺の 上人 被 申 上け る は、 拙 僧 弟子の 內、 武家 方に 御 聞 被遊專 用の 事 を 能く 存知 罷在者 有 之 

候 0 御 慰に 物語 を 御 聽聞可 被 遊 哉 VJ 被 申 上處、 則 彼 者 を 被 召 出、 物語 共 御 聽閔被 成け るに、 

甚 御意に 應じ、 金 澤ね召 連ら れ、 御咄 衆に 被 成、 泉 野法逮 寺の 開山に て、 大運 院權大 僧都 日 

翁大德 號し、 終に 爱 にて 遷化な り。 法 印 理盡鈔 の 弟子 伊藤 外 記. 小 原 惣左衞 門. 大橋 新丞、 

小 原 は 後 入道して 宗惠 改め、 大橋は 後 入道して 善 加、 こ改稱 する 也 VJ 見ね、 混 見 摘寫に は、 

法 華 法 印 肥 前 唐津に 住居の 時、 太平 記す きに て、 素讀 をして 所の 百姓な Vj に講釋 して 聞す る 

處、 風呂敷 包 を かつぎた る 七十 歲 計の 老人、 每度來 りて 聽 聞し 泪を 流す。 或 時 法印尋 ければ、 

老人 曰、 法 印 樣には 理盡鈔 • 賢愚 抄 をば 御所 持 候 哉 VJ いふ。 其 名 は 承り 及び たれ V- 終に 見や 

-.0 云ければ、 老翁 潜に 風呂敷 包より 右の 二 抄を取 出し、 此書は 名 和 肥 前 守より 傳へ來 る 我等 

が 秘書に て、 身 を 離さ や 持つ VJ いへ V- も、 是を參 らせ候 どて 授けけ る。 老人の 名 を 問 ひける 

に、 名和昌 三，、」 いふ 者な り VJ て歸 り、 再び 來らす VJ 也 0 其 後 陽 廣公此 由 を 被 聞 召、 今の 權現 

堂の 地に 住居し 給 ひ、 毎度 御前に て 講釋被 仰 付 也。 此相傳 を 受けた る は 前 田 出 雲. 大橋善 可 


駄|^^夢.小原惣左衞門三人なり0 其 後 稻葉美 濃 守 正則 法名 泰應、 5_ ュ にて 被 申 越 候 故、 祷可を 

江 戶へ被 招 出、 泰應へ 相傳す ど いへ V- も、 不通 VJ して 二十 卷ま で傳授 して 歸國す 。故に 當時 

江戶の 太平 記傳は 二十 卷傳授 也 VJ あり。 按に法 華 法 印 日 翁が 事 は、 拾蕖 名言 記に、 中 納言樣 

御 家督 後 御咄の 衆、、」 て 承 傅る 分 は、 津田道 句. 今 枝 宗ニ. 法 華 法 印-石 黑釆 女. 丸 茂 道 和. 恒川 

齋仁. 廣橋 一 齋. 高田慶 安. 篠屋宗 永. 中村久 越. 佐々 木 道 休、 盲目に は 虎澤. 松 坂. 鹿嶋. 小 林 云 

々ぐ」 見え、 又 改作 方の 記に、 微妙 公 御隱居 以前 御 次に 詰、 時に 御前に 出御 咄申上 衆 は、 淨田 

道 句. 今枝宗 仁. 法 華 法 印 日 翁. 石黑采 女. 丸 茂 道 和. 恒川齋 仁. 廣橋 市齋. 高田慶 安. 篠原宗 永、 

此外多 有 之。 右 法 華 法 印 は 色々 物語、 軍法 之義申 上、 內々 國 政，、」 軍法 VJ 元 VJ. 井田より おこり 

申よ し、 委細 此法印 被 申 上よ し。 此 時より 改作 之 義をも 御 心 付 被 遊 候 哉 VJ、 或 人 被 語 申 ど あ 

寬永四 年 

正月 一 一日つ 金 澤の天 i: 座の 手数料に 關 する 規程 を定 む。 

〔國事 雜抄〕 

天种 座御定 
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一 、 判 余 裏判賃 一 枚に 付 銀 子 一 匁 充可取 之 事。 

一 、 銀 子 吹賃百 目に付 三分 充可取 事。 附 右之內 一 分 五 厘 は 吹 座 手間 料に 可 取 

一 、 銀 子 極印 賃百 目に付 一 分 宛 可 取 事。 

一 、 銀 子 封賃百 目に付 二分 充可取 之。 附、 包 直 一 分充之 寧。 

一 、 執 込 銀 子 かけ 賃百 目に付 一 分 充可取 事。 

一 、 今 極印 銀，. J 鉛 持 之 事。 

一 、 並 銀，、」 かたけ 持 之 事。 

一 、 今 極印 銀 並 吹 銀、 如 御 本 無 相違 樣に可 仕事。 

一 、 今 銀 かけ 包 御 算用 場之義 者、 從天粹 鹿 糙成者 共 指 上 可 申 付 候。 

右 如 斯被仰 付 候條、 念 を 入 以來迄 無 相違 樣可仕 者 也。 

寬永四 年 正月 二日  稻葉左 近 判 

靑木 助之丞 判 

天秤座 彥四郞 殿 

• 同 次 郞兵衞 殿 

三月 廿 四日。 藩 內の見 立檢地 等に 關 する 法を定 む。 


〔慶長 以來定 書〕 

定  一 

一 、 諸 百姓 見 立 檢地請 候 共、 無 故 見 立 檢地仕 間 敷 候。 若 無 見 立不叶 所有 之ば、 其 所 之 代官 申 _ 

談遂 吟味、 見立檢地可仕^!1-。 

一 

一 、 領國中 定納免 相 之 外、 上り 免 可 有 之 村々、 彌々 遂吟 味見 立 檢地可 什 ま。 

一 、 藏納. 給 人知 入相 之 田地、 給 人 免 聞 合、 其 上 を 以可免 定事。  _ 

1 、 村々 見立檢 地、 依估 最負 仕に お ゐては 可 爲曲言 事 0  ^ 

1 、 村々 冋り候 時分、 可成 荒 地所 於 有 之 は、 算用場 へ 申談宜申付^^^。  一 

一 

一、 用水 普請 江 下 之 fc:: 姓に 可 申 付、 大造之 普請 於 有 之 は、 算用 場へ 申談、 年寄 共 可 相斷事 Q: 

一 、 所々 川 除 普請、 郡 夫 可 出、 材木 入用 令 吟眛、 手 寄 之 山より 可 相 渡 事 0 

一 、 村々 見 立 檢地於 有 之 は、 加 右 衞門先 相 越 見 計、 惣檢地 人 可 遣 之 0 加 右衛門 見 及 上 を以、 

彌可遂 吟味 事。 ， 

1 、 毎年 所々 見立檢 地、 其 外 令 裁許 條々、 並 在々 村 廻， 9 日數 等、 帳面に 記 置 可 差 上 事。 

一 、 領國中 所 々奉行、 諸事 相談 を 以可致 沙汰 事。 

一 、 見 立檢地 人、 於 其 郡 中、 其 身 一 人馬 一 疋可乘 之。 他 之 郡 迄 不可 乘候。 此外 雑用 一 切 不可 一 
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五 五 二 

請 事 D 

一 、 見 立 檢地之 者 十 人、 他國 並領國 普請 役 令 免許、 一 ケ 年に 一 人に 付て、 銀 子 十 枚 宛 可 遣 之 

一 、 加 右衞門 役儀 之 事、 他國 普請 有 之 時 は 五百石 引、 領國 普請 役 令 免許、 一 ケ 年に 金子 三十 

枚 充可遣 之せ。 

右 之條々 不可 有 違背 者 也。 

寬永四 年 三月 廿 四日 

前 波 加 右 衞門殿 

九月 十三 日。 前 田 利 常、 德川家 光の 茶會に 招かる。 

〔德川 實紀〕 

九月 十三 n この ほざ 西 城に て 連日の 御茶 あり。 今日は 加 賀中納 言 利 常 卿. 松： 牛宮內 少輔忠 雄. 

京 極 若 狹守忠 高 . 藤 堂 和 泉 守 高 虎 召さ れ て まう 登る 0 東 武箕錄 

九月 十七 日。 金 澤の魚 商に 關 する 规 程を定 む。 

〔慶長 W 來定 書〕 

一 、 御菜 之 もの 共、 遣 用，、」 して 御 理申上 候 付而、 御城 銀 二十 貫目 被 仰 遣 候 ◦ 右之爲 御？ お、 每 


年々 の 次 無 

滞 可 指 上 候 

脫欺 


年 銀 子^ 枚 宛 可 指 上旨 申 上 候。 年々 無 滞 可 指 上 候。 徂右之 銀 於 被 召 上 者、 枚 之 御^ 銀 可 被 

成 御 赦免 候 事。 

一 、 當町 物. ^ 樣 魚屋 方 二 步之新 役 並 札 役、 當 年より 御 赦免に 付、 惣樣魚 湿 共 手前より、 爲御鷓 

毎年 銀 子 五十 枚 宛 可 指 上 之 旨 申 上 候。 是又年 々o 

1 、 諸 浦より 當 地へ 持來候 看、 如 前 々先，、」 ひや 六 人 之 者 ざ も 手前に 而直段 相定、 請 资之者 ざ 

も かたへ 可 相 渡 事。 

1 、 請賣 之者ビ も 肴 商 賣直段 之 事、 問屋 相 定候直 段に 二割 之 利 足 を 取 寶可申 候 0 此外希 高直 

に 賣申候 者、 請賣之 もの ざ も 可 爲曲言 候。 然ば 請賣之 もの 共 毎日 = 限 を 付 g:^、 月 切に 兩下代 

手前に 而可遂 勘定 事。 

一 、 魚屋 方 問屋 之 事、 先、、」 ひやに かぎらす、 何 にても 惜成 もの 望 次第に 可 被 相 定候。 E 然浦 

方 之 者に 對し、 非 分 之 儀 有 之 付 而は可 爲曲言 事。 

右 之 通 急 度 可 被 申 付 候、 仍如 件。 

寬永四 年 九月 十七 =  橫山 山城 守 

本 多 安房 守 

石 川 茂 平 
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宮崎藏 人 

〔金澤 古路 志〕 

魚 問屋 

此 問屋 は 魚 鳥の 喪 捌 所な り。 佥澤 近海 宮腰 を 初 ，こし、 上 口 は 本吉. 相 河. 安宅 浦、 下 ロは大 

野. 粟崎. 根 布. 荒屋. 高 松？^、 および 能 登 は 七 尾. 輪 島 邊の內 外 浦々、 越 中 は 氷 見. 放 生津. 山な 

瀬. 魚津浦 等より、 年中 H: 々蓮 送せ る 魚 鳥 をば、 此 問屋に 於て 代 憤の 相場 を 建、 金澤 中の 负商 

人 共へ 引渡せり 0 其 金 生 は 荷 宿、 こ稱 し、 有 福の 町人 數 名主 付きけ る。 寬政四 年 九月 金 澤町舉 

行への 覺 書に 云 々o 

九月 廿人 日。 前 田 利 常の 士、 石來吉 加、 德川家 光に 召 抱 へらる。 

〔德川 實紀〕 

九月 廿 八日。 加 賀中納 言 利 常. S 家 士石來 伊織 吉加、 宮內 卿の 局の ゆかりに よりて、 初めて 拜 

謁審壮 す 0 寬永 系圖、 寬政 重修譜 

十 一 月 九 n。 石來 織部士 ：！ 加 小姓 組に 入 番す。 寬政 重修譜 

十一 一月 廿 三日。 今 枝宗ー 一重 直 卒す。 

〔加 陽 老臣 武功 之抄〕 


朝 散大夫 內史今 枝府ぉ 碑銘  一 

府君氏 今 枝。 諱重 直。 小字 彌八。 世 爲濃州 士族。 兵燹 之餘。 譜牒 散逸 不詳 其始。 逮 關白秀 

次。 賜 姓 豊臣。 考 彌八譯 某。 天文 弘治之 際屬齋 藤氏。 數 有斬馘 之績。 齋藤 氏 褒 功之 書。 猶有ー 

數 幅：：^。 天文 甲 寅 生 府君於 濃 州 某： 巴。 元龜 元年 織 田 信 長 伐淺井 氏。 撮鋒姊 川。 府君 年甫 十七 oi 

屬信長 部將。 兵f3^初交。 右軍少 却。 府君鈹 房 奮撃 Q 早 獲 首級。 明年 信 長 檮長嶋 賊巢。 賊勢方 

熾。 及 班師。 數十百 群 尾 其 後。 府君與 安藤 氏。 カ戰却 之。 繼仕織 田 信 雄。 信 雄 者 信 長 之 子 也 0 

天 正 甲申豐 臣秀 吉有異 謀。 東照大 神？ 1;^ 援信 雄。 營 于小牧 山。 秀吉率 池 田 勝 入. 森 長 一 等。 對壘 一 

于樂 田. 羽黑。 府君與 神 子 田 某。 出營 挑戰。 摩 勝 入 之壘。 勝 入 者驍將 也。 怒 其 陵 巳。 謂 家臣 日 一 

置 正 勝 曰 Q 誰 敢薄我 軍門 者。 其 幟 其 甲。 非 今 枝 與神子 田 也 乎。 奴輩 敢如 此。 可 速往取 之。 正 一 

勝率 數十 銃. 手。 注射 如 雨。 府君與 神 子 田。 左旋 右抽。 從容翱 翔。 徐驅而 反。 衆嘖々 稱其膽 一 

長久 手 之 鏖戰。 揮 翁 健闘。 一 日兩 遭。 府君 生長 兵 間。 壯 之 名。 藉々 尾 濃 之 際。 進 仕 關白秀 一 

次。 秀次掄 選 名士。 賜 姓 叙爵。 府君與 其 列。 階 五 品。 任內 記。 秀 次之廢 也。 IM 能 越 三 州 主 贈 一 

亞相菅 公。 幣聘 招致 ◦ 移家賀 府。 寵待 優禮。 H 甚 一日。 逮黃門 公之 臨國。 恩 渥 彌隆。 府君篤 

實簡 直。 强記 好諫。 黃門 公問以 近古 之 軍略。 一 一 歷說。 琦辯如 流。 返老之 後。 雍髮 號宗ニ 。一 

居常 好 客。 茗飯酒 鱧 曲謠與 僚友 共 之。 優游 卒歲。 寬永四 年 十： 一月 一 一十三 日 病 卒於私 第。 享年 一 

加賀藩 史料 第二 編 寬永四 年  五 五 五  一 


五 五六 

七十 有 四。 葬 之 金 澤野田 山麓。 府？ S 娶平松 氏。 無 子。 以 姪直恒 爲嗣。 直 恒勤愼 ^亮。 宽 和お 

才略。 黄 門 公甚嘉 之。 選 於 衆 擧爲冢 嗣故羽 林 州 公之 傅。 與聞國 政。 筑州公 聰明 秀發 0 日 就 

月將。 仁 群 威望 0 軒 翥諸候 之 右。 大猷 幕下 數稱 直恒 輔導 有 方。 正 保 乙 酉。 筑州 公奄逝 于東武 0 

今 羽 林 公年 僅 三 歳 也 0 黃 門公慟 謂直恒 曰。 我 老遘斯 凶 0 天 之 棄我。 我 復何言 0 然國乃 祖先 之 

國 也。 我 可 以我私 負 我 祖先 乎 0 其 汝克敬 嗣傅我 孫 0 其 保 其 護。 緩 我 邦家。 直恒 稽首 泣 血而受 

命。 誓絕鄕 思。 公耳 忘 私。 保佑訓 護。 鞠躬 盡瘁。 越 七 歲而沒 干東武 {ffi; 舍。 .：：^ 革 也 黄 門 公抂駕 

臨視。 執 手 悲訣。 君臣 之 遇 可 謂 盛矣。 遂命 男近義 0 復秉國 柄 繼保傅 之 任 0 近義 勉 保勵。 夙 

夜 匪 懈十有 一 年。 羽 林 公德器 早就英 €a 四馳。 萬 治 辛 Fi-O 以 大樹 之 钩命始 就 領國。 三 州 之士民 

愛 戴 畏敬 0 莫不沐 恩 霈而肅 威風。 詩 云。 靡不有 初。 鮮克 有終。 直恒. 近 義堂構 相承。 輔養之 

勞。 可 謂 有 始ぉ終 者 0 而其聲 華行實 变乎累 葉。 蓋 復今枝 氏餘^ 之 未艾者 也。 初直恒 欲爲府 

君擇善 地。 改 卜幽. 震 而不果 0 洛之艮 隅 高 野 之墟。 群 山螢迂 瀏乎淸 泉。 葱然 茂樹。 瑕 丘之樂 0 

佳 城 之欝。 於是乎 在。 近 義多方 求 獲 之。 遷 葬祖考 祖妣。 考與妣 之 四 喪。 蓋 成 先 志 也。 且因其 

山屬 台嶺。 爲營 一 梵刹。 鳥 革 翬飛。 輪 奐可觀 0 復運 石自泉 南。 螭 其 首 0 龜其跌 0 銘其祖 之 

功行。 夫 有 先人 之 美。 而 不知 之不智 也。 知 而不傳 之 不仁 也。 不仁 不智何 以立人 之 朝。 而示後 

之 人 乎。 此近義 之 所以 汲汲 於 維 刻 也。 ^恒娶 前 田 氏 對ぉ守 長^ 之 女。 有 子 男 五 人。 近 義其嗣 


也。 次 某。 次 某。 長 乎 近義者 二人 早 u。 女 四 人 皆 適 名士 焉。 近 義屬余 請 爲之銘 者 数矣。 辭不 

得 已。 爲書其 顛末。 併述餘 慶延于 後嗣。 銘曰。 

有苑今 枝。 托根濃 陽。 士林抽 穎。 英氣 維揚。 奮拔姊 川。 陷堅 摧强。 殿 長 島 兵。 鳴 小 牧搶。 

豐臣之 姓。 大夫之 章。 卓犖榮 選。 恒赫 令望。 臨慶 之國。 i:^ 垂 休祥。 是橋是 梓。 不柔 不剛。 

輔導 濟美。 條葉 騰芳。 台嶠西 麓。 山 廻 水 長。 眢々 玄宅。 蕭々 白 楊 0 勒辭. g; 石。 永世 無疆 0 

孝 孫 近義立 

〔加 陽 老臣 武功 之抄〕 

宗ニ 居士 者。 世 爲濃州 人 0 姓 豊臣氏 今 枝 0 諱重 直。 本名 彌 八郞。 號內 記。 甫歲 十七。 ，：f 信 長 

前哨。 與朝倉 接戰姊 川。 以獲 首級。 翌年 信 長 軍 於 長 島。 攻擊髡 徒。 及 於 般師。 賊尾殿 兵。 居 

士搏撤 掃 退 一 軍。 繼爲信 雄 家臣。 振拔于 長久 手。 交搶血 一  曰 兩回。 因 以雄名 簧鼓當 時。 從 

其 之 後 晋仕關 白秀次 0 賜 姓 豊臣。 除 朝 散大夫 起居 郞也。 秀次捐 館。 而爲贈 亞相前 田 利 長所 

招。 魏於 加府。 歷仕利 長。 消 黄 門 利 常。 偕 厚遇 之。 居士. D 嗣。 養 姪^ 恒以爲 子焉。 與故祿 直 

恒。 剗章 改名 宗ニ。 其爲人 也。 節 險篤實 ◦ 不； _ ぼ 功勳。 不惰 忠勤。 好咏倭 歌。 兼嗜 i!^ 飮。 澹然 

自逸卒 於 私 第。 享年 七十 有 四。 力戦 之 勇烈 蓋够。 閥閲 功勞。 載詳 家系。 直 恒傅羽 林 光高。 與 

聞國 政。 孫 近 義復持 國秉。 世々 勿絕。 豈非 居士 之貽 厥耶。 夫 可 謂 武辨家 之 焦 望也而 巳。 壬. K 
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寬文 仲春 望 = 六 六 山人 八十 一 歳 操觚。 

〔加 陽老 g 武功 之抄〕 

高 野 蓮華 寺 記 

古 公 連 華 峯下得 佳 名 0 嘗聞其 言 0 今 見 其 事。 洛北高 野 2 巴 有 寺 0 曰 蓮華 0 加 賀國老 今 枝近義 0 

仍舊貫 所新營 也。 近 義者重 直 孫 直恒子 也。 重 直 濃 州之產 也。 初 仕 織 田 信 長 公 0 勵斬獲 之 勇 於 

姊川長 島. - 從信雄 於 長久 手。 以顯戰 功 0 聲價 藉甚。 其後陪 陸 秀次。 叙從五 品。 秀次 有事 G 

而後 應招 北行。 歷仕贈 亞相菅 君黃門 君。 名 揚加能 越 三 州。 老而 致仕。 改號宗 仁。 其 嗣直恒 被 

黄 門 君擇。 而爲故 羽 林 君 傅。 及 其 當國委 仕 政務。 不幸 遭指國 喪。 輔佐 幼君。 辛 勸不懈 而終其 

命。 近 義繼其 職 任。 而輔翼 之勞 其效遂 見焉。 幼君 乃 是今羽 林 君 也。 名遂勞 成。 不忠 父祖 之 事 

業。 求 地 於此。 營寺立 碑。 於是令 其國懦 生木 氏 貞幹作 其齚。 詳列重 直 之 功^ 恨 之勞。 而垂 

於 不朽。 可 謂 追 遠 孝 志 也。 旣而依 負 幹 請 余 加 一 毫。 且寄其 黃圖。 展視 之。 則 叙 幾 餐於其 東 0 

而八瀨 童子 伐木 於鄰。 小 原 婦女 擔薪於 前。 向 北 則 鞍馬 峯高。 貴船祠 深。 而ニ瀬^中^原一?i^接 

於 加 茂 川。 南 指 則 王城。 隔 一 片雲 而萬 tl^ 炊 烟族々 焉。 東 望 則 椅垣之 森 一 乗 寺 „ ば 殊之院 城 山 之 

跡歷々 然。 其餘 遠景 不？； 51 枚擧。 寺 前 有 長 流 之 環、 有 徑路之 通。 背 有 崔嵬。 松茂而 i^it 老。 花 

開而 紅顔 魔。 長 谷爲^ 尺。 花圓在 目下。 藤亞 相之幽 退。 有 仁 公之 顯達。 感慨 係焉。 後顧 則鎭 


守 祌乖跡 觀昔展 坐。 寺 之. 周 垣 栽 脩竹。 占 五^六 逸 之坤。 庭砌見 古梅。 移两 湖南- Mi 方。 掛鐘 

以催 聚從之 期。 掘 井 以慰誦 喷焉。 其 境其景 擇而 矣。 所謂 逮華峯 下 得 佳 名 0 古今 ： 揆乎 0 鳴 

呼 王 畿者人 所 止 也。 况重直 嘗在洛 下。 則縱然 埋骨 於 北 州。 其靈 魄豈不 遊於此 先 儒， tio 我 

精神 即祖考 精神。 重 直 之 幽魂 遊 於此。 刖直恒 之 精 交 亦 可來從 乎。 诉 義相攸 於此。 5ー33, 爲 無意 乎 0 

余 嘗識於 故 羽 林 君。 會面 直恒。 而哀幹 爲條駭 之 友。 故 不能 拒 其 請。 且夫 余亦洛 人。 而八瀨 二 

瀨者傳 襲 之釆邑 也。 對圖頻 起 望鄕之 思。 故 聊記其 大槪。 副 之 以詩。 詩 曰。 

壯士 功名 自 後留。 孝 孫 新 立 一 圖丘 0 北 雲 不隔洛 城 北。 1^ 遠 水 長 靈魄遊 0 

寬文庚 戌 之 春  弘 文學士 院林 £ズ 記 

〔可 觀小 說〕 

天 正 十二 年長 揪村陣 之 時、 信 雄 之 ほ 今枝彌 八郞、 祌子田 八右衞 門に 向て 言、 我お 年に して 敵 

合 之 樣子を 不知、 貴殿 は 度々 之 武功 なれば、 今日 我等 を 召 連、 敵 合 之 様子 を 示し 給へ VJ 云 0 

神 子 田 賢 く.. 0 能き 圖を宣 ふ もの 哉、 はや 我等に 同道し 給へ，、」 て、 ロハ ニ骑 にて 池 田 勝 入 之 先ね 

近々，、」 乘懸 る。 彌八郞 指 物 は 淺黃之 一幅の 二 間 有に て、 双 軍へ 目に か 、る。 勝 入 見て、 何者 

なれば 身共-い 先へ 近づ/、、 盧外者 あれ 打 落せよ，、」、 日 置 伊右衞 門ね 被 申 付。 彌八郞 は 伊右衞 

門 爲にを ひなれば、 指 物 も 見知 0 不便ながら、 鐵炮 三十 挺 ひしく，.」 打 之 0 神 子 田 云、 彌八 
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鐡炮に 構 ひ 給 ふな、 あたらぬ もの ぞく VJ いひく- ia- を 乗 廻し す。 彌八郞 も 神 子 田が す 

る 如くす る內 に、 一番 藥を 打拂 ひ、 二番 藥を こむ。 神 子 田 云、 箇樣之 所に 長居 はせ ぬ も のぞ、 

我等に 任せて あげ 給へ，、」 て、 輪 を 乘て引 舉る。 伊 右 衞門ー の藥 を打拂 ひ、 煙 之內に 二の 藥を 

込、 烟 散して 見れば ニ騎は 遙々， 行延 たり 0 今 柱 信齋. 彌八郞 は 宗仁若 名な リ。 

〔殘囊 拾 玉 集〕 

一 、 今 枝 民 部 信齋の 祖父 內記宗 仁、 長 篠合戰 の 時分 は彌 八郞ビ 云たり。 明日 は 甲 州の 武 田の 

衆 VJ 合戦 有之箬 VJ 諸 軍諫む VJ 也 0 能々 甲 州 者 を 深く 存け るが、 其 時 濃 州蜂屋 楝到來 したる を、 

三人して 喰け るが、 重て 會 合の 時分、 三人，、」 も 右の 姊風咏 善 惡不覺 VJ 何も 申す VJ 也 0 然者隨 

分武 田家 強敵 ど存候 様子 VJ 也。 

〔殘囊 拾 玉 集〕 

一 、 甲 寅 乙 卯 大坂兩 御陣之 節、 賀越能 三 州 一 向宗 御坊く の 人 1^3;、 或は 百姓 町人の 顔 立た る 

者の 人質 等、 金城 鶴 之 丸に 小屋 を 掛て番 を 付 被 差 i ；^。 各自 賄賂な りし，、」 也。 御城 代 奥 村 伊豫 

守 入道 快 心、 乙 卯に は 今枝內 記入 道宗 仁、 何も 人質の 奉行， にて、 晝夜 三度 宛 被 廻たり，、」 也。 

高 岡の 幽谷 院 VJ 云 一 向坊 主、 十歳內 外の 時分 右人 質に 出 在 之し が、 宗仁被 廻、 子 ざ も わるい 

事す るな、 わるい 事せば 首 を 刎る ぞ VJ 被 叱 候。 其 恐し さ 于今不 忘 ビ、 寬 文の 末年 永貞高 岡に 


て、 幽谷 院の 六十 歳內 外の 時分に 物語 有た る を、 直に 聞たり ビ 也。 有 澤俊澄 は、 寛 文 三年よ 

り延 .Mra 年 迄、 十四 ケ 年の 間 高 岡舉行 勤し に 依て、 永ぶ も 彼 地， Si 引越 有たり。 俊澄は永^：^か 

父 孫 作 也。  • 

〔耳底 記〕 

一 、 今 枝宗仁 II 元 美 濃 郡 山の 城主 也。 齋藤龍 興の 旗下 也。 後 信 長 公に 隨ひ、 安土の 城. 2 御 

鱧に 罷 出る。 何 茂 近付に 成、 諸 大名 挨拶な bo 其 内に 四十 歳計の 大名 有て、 久しく 御 目に 懸 

りたり VJ 云 0 宗仁は 見知らす。 暫 有て 今の 大名 宗 仁の 傍に 寄、 我 は 惟任 n 向 守 也、 先年な が 

ら川 にて 鮎 を 被 下恭， 、J なり。 夫に て 初て 思 ひ 付たり、 是は宗 仁領內 のながら 川に て、 舟に 乘、 

網 を 打た せて 鮎 を 取る に、 岸の 上に 男 一 人 立たり。 木綿 衣 を 着て 股引 脚半 をし、 姊の布 羽織 

を 着て、 刀の 柄に 狀莒 をく、 り 付、 是を かたね たり。 宗仁を 見て 其 鮎 を 一 つ 被 下 候へ VJ 云。 

宗仁 舟の 中に 取© たる 鮎 を 手に すく ひ、 岸へ 投上 たれば、 七つ 八つ 程 有。 彼 男 草 をぬ き、 是 

をつな ぎお し 戴、 奉存 候、 晚 程の 菜に 被 下たり VJ 悅で 行。 何方の 足輕 飛脚の 鉢 也。 則是日 

向 守 也。 其 間 僅に 七 八 年 也。 士の 立身 は 知らぬ 者 也 ど、 宗仁 後に 加州に ての 物語 也。 

〔桑 華 字苑〕  . 

一 、 今 枝 內記信 雄に 奉公の 時、 或 時 風呂ね 御い り、 內記御 あ ひて に參 ける 時 被 仰。 今度- 41 久 
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手に て 池 田 勝 入 討死，、」 云來 り、 ほざな く 池田備 よりあ しげの にの り、 何く の 具足 甲に て 

十文字の 鏈を 持、 味方の 方，^ 一  文字に 懸 込たり。 たぶん 討死 さう に 見えたり。 見事なる ふり 

なりつ る 0 何者 ぞ、 其方 は 彼 家中に 親類 在 ど 聞、 尋ょビ のた まふ。 畏る て則尋 ければ、 朥 

入の 惣領の 子息 勝 三郞、 其 時 討死な， 9。  SiT の 毛. 具足. 甲. 十文字の 縫まで 少 もちが はす。 左樣 

のい そが はしき 時、 物每其 やうに 見られす、 よくお ぼ， 2 られた 物な り。 信 雄 はか ひ < ^敷御 

人な り，. J 見 b たり .VJ、 今枝內 記後宗 仁に なりて 常に 語りけ る VJ、 今 枝 民 部 語る 0 

寬永五 年 

正月 十一 一日。 前 田 利 常 茶 入 袋 等 を 德川家 光に 献ず。 

〔德 川實 紀〕 

正月 十二 日 0 加 賀中納 言 利 常 卿より 金紗 G 茶 入 袋 五、 白 炭 二 箱 献す。 

1 一月 一 一日。 前 田 利 常 家臣の 大阪城 修築に 從事 する 者の 心得 を定 む。 

〔國初 造 文〕 

置 目 

一 、 大坂御 普請 中 諸 職、 公儀 御舉行 衆 被 仰 付 趣 不可お 相違 候。 若 違背 之 族 於お 之 者、 可爲曲 


言 事。 

一 、 家中 侍 共、 公儀 御 舉行衆 其 外 對御眤 近 衆に、 盧外之 仕 合お 之付而 は、 閜出 次第 度 可 申 

付 候 事。 

一 、 大坂御 普請 中、 割符 其 外 手 廻 之 儀に 付而、 組々 之 人 持 並 普請 奉行 之 ものせ r 巾 渡 候通不 

可 及 異儀。 若 相 滯寧有 之 者、 當番侍 共 家中. 下 奉行に よら や、 遂穿 可 處曲言 率 0 

一 、 家中 組々 普請 無 由 斷可申 付 候。 致 無沙汰 町 場お くれ 候に おいて は、 いづれ も 侍 共 可爲越 

度 事 0  , 

一、 石垣 之 町 場、 舉 行人 さ しづを 請 被 入念、 若 石垣 致 不念損 候ば、 其 組 中， こして 築^ 可 申。 

自然 次の 町 場お くれ 候に 付而は 、 可處曲 言。 付、 崩 石垣 に ひかれ 損 申 分は惣 つきた る ベ き 事。 

一 、 石垣 根 ほり 並 堀 普請 等 之 儀、 奉行 之 者 V- も 相 定之通 致出來 上に て、 崩 候者惣 普請た るべ 

き 事 0 

一 、 家中 侍. 小者に よらす、 借屋 にても 小屋に 而も、 奉行 人指圖 次第に 一 所に可有之^|-。 付、 

當 普請 中 下々 遣 女 之 外、 遊 者 共 小屋 場へ 立 入 候 事 堅 令 停止 候。 若 猥之银 有 之付而 は、 急 度 可 

申 付 候 事。 

一 、 普請 之 者 共、 諸 見物 町 ありき 夜行 錢湯入 候^、 並 諸 勝負 堅 令 停止 候。 若 普請 之 用 所爲相 
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調 町中に 於罷出 者、 人 持せ ハ之分 は 組々 之 人 持之以 切手 可罷出 候。 廻 之 者 共 は 則其與 頭よ， 5 

可爲 切手 次第 事。 

一 、 石 iSf 之 事、 他 國衆之 義は不 及 申に、 內輪之 者 共に 至 迄 先 次第た るべ し 0 伹、 前々 石滯儀 

有 之付而 は、 其舉 行人へ 相理、 後 之 石 返し 可 中 候。 自然 理不 蓋に 押 ijd 申 事 什 出 候 者、 跡 之 石 

奉行 人 可 爲曲言 事。 

一 、 普請の もの 其、 或は 作 毛 ふみあらし、 或は かうる い 等 取ち らし、 1^ 之 族 可 爲曲言 事。 

一 、 町人 並 諸 商人、 百姓 等に 對申事 仕出 候 は  > -、 不立入 理非に 此方 者 可 致 成敗 之 iH^O 

一 、 他國 衆より 走 人 之 俄、 連 於 有 之 者、 不及異 儀 先 返し 遣、 申 分 有 之ば、 追而 普請 奉行 を以 

可相究 事。 

一 、 家中 之 走 人 他方に 有 之付而 は、 能々 相斷 納得 之 上を以 可：^ 返 0 此方 內輪 にて かま ひ 有 之 

者 之 儀 は、 當 主人に 預け 置、 當年御 普請 相 勤 罷歸可 召 返、 御 普請 中 互 之 申 分 有 之 間 敷 事 0 

一 、 他 阈衆ど 家中 之 者、 1け嚷 口論 仕出 候 者、 相手 かま ひなく 此方 之 者 致 成敗、 追而 奉行 之 も 

の 共に 爲申聞 可及理 候。 惣而.ぉ嘩之場へ方人，、」して罷出候^5^ 親子 兄弟たり，、」 いふ 共 堅 令 停 

止 候。 若猥に 出 者 有 之 候 者、 遂突 靈 急 度 可 申 付 事。 

1 、 當家內 輪 之 者 共 於. LH 哦 仕出 者、 如 公儀 御法度 之 可 申 付。 若 本人 走に 付而 は、 其 場に 有 合 


給 人 地 は 給 

人知 


候 傍輩 共 之內致 穿！^. 可 令 成敗 候。 付、 惣別此 度 御 普請 中之银 者、 及 恥辱 候 VJ も 其 身 不可 爲越 

度 候條、 其 場 を 令 堪忍、 追而 奉行 中に 相理候 は、. -、 相手 之 儘 存分 之 ご，、」 く 可 申 付 i^。 

右條々 相 定所如 件。 

寬永五 年 二月 二日  判 

一月 十日。 加 賀藩貸 米 • 貸金 の 利息 等に 關す る 規程 を定 む。 

〔國初 遺文〕 

定 

一 、 公儀 御 かし 米 利 足 年中に 二 わりの 事。  .， 

一 、 同 金子 利 足 一 わりの 事。  . 

一 、 下々 借 銀 利 足 年中 二 わりの 事。 

一 、 同 銀 子 利 足 二 わり 半 之 事。 

一 、 同 米 利 足 年中に 四 わりの 事。 

但 前年 之暮 よりかし 付 候，、」 も、 金銀 米 ハに可 爲右之 利 足 候 i^o 

一 、 自今 以後 御藏 入. 給 人 地 共に、 諸 百姓し まりの 事 郡 奉行 衆 御 裁許、 十 村 切に 堅 可 被 申 付。 

若 走 百姓 於；：？ 之 者、 其 年 之 儀 は 不及申 候。 以來迄 走 k= 姓 之 田 村 中 どして 令 栽 許、 年貢米 諸 
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役 義並御 國役十 村 組，、」 して さた 可 仕 候。 然上は 向後 諸 百姓 不可 及 請 人 之 取沙汰 事。 

一 、 諸 百姓 申 分 於 有 之 者、 郡 奉行 衆 手前に 而、 前々 より 有 來免合 御 穿鑿 可 及 理事。 

一 、 走 百姓 抱 輩 於 有 之 は、 宿主 之 儀 者不及 沙汰に、 走 人 共に 可 令 行 死罪 事。 

一 、 在々 所々 ね 御 かし 被 成 候 御城 米、 村々 お 姓数屋 別 無 高下 様に、 郡 奉行 衆 可お 裁許。 お 肝 

煎 私曲 を かまへ、 小 KE 姓 等 申 分 於 有 之 者、 當村 之き も 入 可被處 曲事に、 並 郡舉行 衆可爲 越度 

Into 

右 之條々 被 仰 出 所 如 件。  . 

寬永五 年 二月 十日  • 橫山 山城 守 

本 多 安房 守 

一月 十日。 能 大夫竹 田 權兵衞 を 扶持す。 

〔國事 雜抄〕 

知行 所目錄 

1 、 一 一 石  加州 石 川 郡 鹿 島 村 

一 、 1 一 百 石  同 郡 石 立 村 

合 四百 石 


權兵衞 は 竹 

田 氏、 京都 

金 春 流の 能 

大夫 


平 四 郞は權 

兵衞の 子な 

る 以て、、 

、 に附 載す 


、 、の 前の 爭 

議は元 和 九 

年 十月 六日 

に在リ 


c*) 


右 除 山川 竹 木、 全 可 知行 之狀如 件。 

寬永五 年 二月 十 En 

金 春 權兵衞 どのへ 

養父 權兵衞 知行 之內 二百 石 11 在 事 令 扶持 畢。 右 全 可 收務者 也。 

寬文十 年 十 一 月 十日 

竹 田 '四郞 

爲加 增以領 國之內 -re 石 II 仕 事 令 扶持 訖。 本 知合 三 ぼ 石 右 全 可 收納者 也 0 

延寳 三年 三月 廿 五日  (判 

竹 田； 牛四郞 

三月 十 A 日。 加 賀石川 郡 佐 那武祉 神主 小 三 郡、 同 神主 少兵 衞を訴 ふ。 尋 

いで 少兵衞 割腹して 死す。 

〔國事 雑抄〕 

乍 恐 申 上 候 

一 、 一 昨： n 我等 寺 中 村， に 罷出 申候處 に、 少兵衞 被 申候檨 は、 御宮 參之 はし を 取 候へ VJ、 少兵 

衞被申 候に 付て、 我等 申 候 やう は、 此 はし は 先年よりか、 り、 其方 も 私 も わたり、 御宮 參り 
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瀧 與右衞 

に^, <t 行 


小 三， 郎は元 

和 九 年 十月 

六日の 訴狀 

に 三 郞とぁ 

り寬永 十七 

年 四月 十三 

B のむ の •！：• 

將ぉ g とわる 

もの 


之 はしに て 御座 候 を、 いま あらため 取 候へ，、」 は、 不及 分別に 候 VJ 申 候へば、 少兵衞 おやこ 仕 

り、 さん < ^にわき ざしに てきり たおし 申 候 0 何共 迷惑 仕 候 事。 

一 、 まへ かざ 瀧 與右衞 門 樣之御 時 も、 少兵衞 神木 事 外き り 被 申 候。 其 上方々 より 御き しんだ 

う、 六つまで 御座 候 を 取 こわし、 薪に 被 仕： 竹な ビも事 外き り 被 申 候而、 方々. うり 被 申 

に 付て、 與右衞 門 核へ 御 理り申 上 候へば、 以來 はきり 申 まじ ど 起請 を か、 せ 11^; 被 成 候處、 =H ハ 

起請 を やぶり、 くわの 木 五十六 本き り 申 候而、 薪に 被 仕 候、 神木た び に 十二 本まで きり 

被 申 候て、 御宮^し 被 申候處 に、 迷惑に 存 候而、 たびく 申 候へば、 これ をい しゅに 被 仕 候 

而、 右 之 先年より 御座 候 はしの 事 を 申出し、 私 を かやう の ありさまに 仕 被 申 候。 何共く 迷 

惑仕候御^£!5^。 

右 之 趣 被 聞 召 上 被 下 候 者、 難 有 可舉存 候。 

寬永五 年 三月 十八 日  寺 中 神 生 小 三 郞 

〔圃事 雜抄〕 

乍 恐 申 上 候 

一 、 當月 十六： ：！ に 我等 在所へ 罷 出候處 に、 少兵衞 林 之う ちに 居 被 申に 付て、 御 神木な ど 御き 

り 有 間 敷 VJ 申 候へば、 すいさんなる 隨を申 ど少 兵衞申 院而、 家う ち 之 もの 共^ 出、 さんぐ 


なんたん 衆 

はだんな 衆 

鳅 


に 我等 をき りた 、 き 申 候 事。 

一 、 右 少兵衞 ，と 我等 ビ、 御 神木 竹 成 次第 取 そだて 可 申 候 どの、 たが ひの 起請文 を かきしるし 

置 申候處 に、 起請文 之お もて 迄 やぶり 候て、 御宮のう ちなる くわの 木 を、 五十二 本き り 申 候 

而、 少兵衞 薪に 仕り 申 候 事。 

1 、 御 神木 はたびく きり、 起請文 之お もても やぶり 申に 付て、 稀々 に 異見 化. E. 候へば、 少 

も 承引いた し不 申に 付而、 其 如に 仕度き ま に 御座 候^、 御 郡 舉行樣 まで 御 理り可 .2. 上，、」、 

我等 少兵衞 に 申 候へば、 かやうな る ありさまに きりた、 き 申 候 御 事 0 

一 、 はう ぐよ， 0 御き しんの だう、 六っまで御立§;^被成候を、 少兵衞 取 こわし、 薪に 仕り 申 

候 御 事。 

一 、 御宮のう わぶ きど 仕 候へ，、」、 ほう < ^より 御き しんの 丈 木. 同 こば. 米 銀參候 をば、 御宮 

の 御用に は少も 立不申 候。 少兵衞 取 置 申 候而、 少も 御宮 G うわぶ きいた し 不申候 御 率。 

一 、 御 神木 をき り 取、 其 上 竹 を もき り 取 申 候而、 少兵衞 家 を 作り 申 候别遣 ひ、 きま 仕り 候 

間、 此儀は あまりなる 仕 合に て 御座 候 間、 我等つ ね < ^異見 什 候へ せハ、 少兵衞 終に がってん 

不被仕 候 御 事。 

一 、 御宮 拜殿 大破に 罷 成候處 を、 我等 こ、 かしこの 御なん たん 衆 を まわり 候て す、 め を 仕、 
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堅固に 相 立 申 候 御 事 0 

右 之 趣 被 聞 召 上 被 下 候 者、 難 有 可 奉；；^ 候 御 事。 

寬永五 年 三月 十八 日  神主 小三郞 

〔國 事雜 抄〕 

乍 恐 申 上 候 

一 、 少兵衞 親子 仕り、 小 三郞を きりふせ 候 刻、 腹 をき り 候へば、 けんく わ ビ 申 儀 も 御座 可 有 

候へ 共、 小三郞 方より 御 郡 奉行 様ね 御 理り申 上候處 に、 彼 少兵衞 よびに 御 見 立 を 被 遣 候へば、 

てだて をいた し 不罷出 候に 付て、 寺 中 近所の 村々 へ 御 預け ！！？； 候て、 其 後 又 村々 きもいり 衆 を、 

重而 又よ びに 被 遣 候へば、 不罷 出候而 てだて を 仕 候て、 けんく わに 仕 g:^ 候 由 申 上 候 御 事 0 左 

樣之 儀に て は 無 御座 候 0 其 上 けんく わにて 御座 候 者、 彼 少兵衞 にも きづ 御座 可 有 候へ 共、 け 

ん くわに て 無 御座 候 故、 少兵衞 に少も きづ 無 御座 候。 則 御 奉行 衆 も 御 覽被成 候。 左樣之 儀に 

御座 候 者、 我等，、」 少兵衞 子供 被 召 出 候而、 双方 共、 に 被 聞 召 上 可 被 下 候 御 事 0 

一 、 十七 日に 御 郡 奉行 様より、 重而 きもいり 衆 御 遣 候 而御屈 被 成 候 は  >-、 かまいて くむ ざ 

VJ 腹 をき b 申 候 者、 おち Vj たるべき VJ 糙に御 VJ  5.- け 被 成 候 0 少兵衞 に 申 分 も 有 之；^ 者、 いま 

罷出申 候へ，、」 御 使之處 に、 彼 少兵衞 申 分 も 無 御座 候，. J 申 候て、 少兵衞 股 をき り 申懂 は、 右條 


々御 神木く わの 木 を 事 外き り あらし 申に 付て、 此儀 小三郞 方より 申 上 候へば、 一 もんめい わ 

く 仕 候，、」 存、 一 人 腹 をき り 申 候へば、 あ，、」 に 御なん だいか、 り不申 VJ 存 候而、 腹 をき り 申 候 0 

いま 少兵 衞相果 候て、 けんく わ ビ申上 候 御 事。 中々 けんく わにて は 無 御座 候 御 事。 

寬永五 年 三月 廿 一日  山 本 四 兵衞判 

御 公儀 樣 

六月 二十日。 前 田 利 常 領内の 鷹 場に 於いて 摘 鳥 を 禁ずる が爲、 制札 を 立 

つ ベ きを 令す。 

〔加賀 古文書〕 

最前 申 遣 候、 分 國於鷹 場猥鷹 をつ かひ、 或 諸 鳥 を 取候義 停止 之 旨、 高 礼 立 置 彌堅可 被 申 付 候。 

次 津幡近 邊之於 鷹 場、 違犯 之 族 有 之 者、 津幡 村甚丞 方に 留置、 兩人方 迄 可 致 注進 旨 被 申 付 候。 

我等 歸國之 刻 遂穿懲 可 申 付 候、 謹言 ◦ 

六月 二十日  利  光 判 

奧村主 殿 助 殿 

奥 村 右近 殿 
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六月 廿 三日。 前 田 修理 知 好 京師に 歿す。 

〔前 田 氏 系 圖〕 

元 船 前 田 修理 知 好、 初 利 包、 幼名 三 九郞、 後お 海。 高徳 院様御 三男に 而、 天 正 八 年 山城 國愛 

宕郡北 野に 而 出生。 慶長 元年 能 登 國に來 候處、 瑞龍院 樣石動 山， 被 遣： 食、 同 九 年 同所 5^ 出、 

, 越 前 國北庄 ね罷越 候處、 瑞龍院 樣被召 返、 於 越 中高 岡 御 知行 三千 石 被 下 置 候。 同 十五 年 前 田 

播磨 歿後、 爲代能 州 七 尾 御城 ，£i 被 遣、 則 御城 御預被 遊、 御 知行 一 萬 三千 七； C 五十石 被 下 之 候 0 

同 十九 年 大坂冬 御 陣御跡 備被仰 付 候處、 御陣 場に 而御 先手 を 望、 神 尾！！ 書. 神 尾 生 殿 一 所に 眞 

田 丸， 着 申 候。 H 御陣 にも 御 跡 備被仰 付、 大坂 落城 之 後、 一 國 一 城 之 御 制 法に E: て 七： 2^ 之 城 

毀、 同所に 方 四 町 之 屋敷 を 被 下 候處、 翌年 七月 立 返、 京都 ，£i 罷越。 其 後 鞍 HI 眞勝院 に 居住、 

刺髮 してお 晦ど申 候 0 瑞龍 院樣御 遺言 之 通 不被仰 付 候 故 立 返 申 由、 家來之 者， £： は. S. 聞 候。 委 

細 之 心底 者 不致傳 求 候。 寬永 三年 十月 從 微妙 院樣、 前 田 大和 守 殿 を 以可被 召 返 旨 御內意 御座 

候而、 同 四 年 江 州今津 に來、 宗澤 寺に 止宿。 此時先 二百 人 扶持 被 下、 同 五 年 11^ 癒疾爲 保養 上 

京、 同 六 年 六月 廿三 H 病死 代 候。 三十 九歲 0 紫 野 正 受院に 葬、 法號 有.： 宗無大 居士。 後 大昔 

主^ 好 次、 太 厳 院ど云 號を加 0 妻 近 藤 大和 守 娘。  * 

〔金 澤古 志〕 


知 好 は 舊藩祖 大納言 利 家 卿の 三男に て、 中 納言利 常 卿の 實兄 なり 0 始： S 利 包，、」 云、 幼名 三 九 

郞 また 御 六，、」 呼べり。 俗 稱を七 左 衞門後 修理 VJ いふ。 天 正 十八 年 十二月 八日. E 城國北 野に て 

誕生す。 生！^ 名存、 小塚內 匠の 養女に て 能 登の 人 也 VJ 云。 慶長 元年 正月 金 澤へ來 られ しに、 

利 長 卿の 命に 依て、 能 登 石 動 山に 出家し 居住せられ しか ざ、 同 九 年 正月 石 動. H より 下山 せら 

れ、 同年 三月 廿 一 日 利 長 卿より 釆地 三千 石 賜り 俊歸 ありけ る。 同 十五 年 一 一月 家祿 一 萬 三千 七 

百 五十石 を 賜り、 前 田 播磨守 利 好に 代て、 能 登 七 尾 城 を 守護す 0 利 好 は 藩^ 利 家 卿の 御 兄 五 

郞兵衞 安 勝の 男に て、 釆地 一 萬 三千 七 百 五十石 を領 し、 七 尾 城 を 守り 居た る處、 慶畏 十五 年 

二月 朔日 歿す 0 嗣子な きに より 利 好の 家祿を 賜り、 七尾城を代り守らしむ^0ぃ へり。 三 州 志 

古 墟考に は、 知 好 を 養て 養子 ，こし、 遺領を 全く 繼て七 尾 城 を 守る VJO さて 知 好、 大坂 冬夏兩 

度の 軍役に、 殿將を 命せられ しにより 祿を辭 し、 元 和 二 年 京都に 至り、 鞍馬 山 眞勝院 に 蟄居 

す。 同 八 年 出京して 再び 剃髮 し、 名 を 有 庵 VJ 稱す。 寬永 三年 十月 利 常 卿より 還歸 すべき VJ の 

吿諭 により、 江 州 今 津に來 りけ る處、 病舸に 依て 居留り、 同 五 年 六月 廿 三日 京都に 歿す、 享 

年 三十 九。 紫 野 大德寺 中正 受院に 葬る。 法 號を太 巖院有 庵宗無 居士  VJ 稱す。 其 子 知-お 城 州 鞍 

馬に 生る。 後內藏 允ど稱 し、 五 千 四百 石 賜り、 微妙 公 小 松 養老 中執 政の 一 人たり。 能 州 三 崎 

瓧藏判 書 あり、 如 左。 
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尙々 委細の 事 戸田 彌五左 衞門可 申入 候、 以上。 

殿樣御 氣色惡 御座 候 間、 爲御祈 禱御湯 立 被 成 可 給 候。 布施 物 米 十 俵 遣し 候。 彌御 息災 之樣 

に 御 祈念 賴入申 候、 謹言 a 

五月 十 一日  修理 知 好 判 

三 崎 神主 中 

右 書簡 は慶長 十五 年な らん か。 知 好 君の 傅、 靑地禮 幹の 本 藩 略譜に は、 知 好 生 于城州 北 野。 

幼名 三 九郞。 長稱 修理。 嘗爲 IE 住 石 動 山。 後 還俗 賜釆地 一 萬 三千 七 百 七十 石。 是播磨 守 利 好 

舊領 也。 居 能 州 七 尾 城。 元 和 二 年 辭祿。 隱栖城 州 鞍 Iii:T 山。 或 云。 微妙 公大 坂 兩度之 役。 使 知 

好皆陣 後軍、 知 好 知 其少己 也。 憤 志 去國。 或 云。 微妙 公之 待 知 好。 違 先君 之 造 命 故 辭祿也 G 

寬永 三年 十月 微妙 公使 大和 守 利 孝 召還 之。 翌年 自鞍馬 赴 江 州 今津病 ◦ 五 年 六月 廿 三：：： 卒于京 

師。 號太 巖院。 遂不 復歸國 C 有 三男 七 女。 長男 好 次 生于能 州。 幼名 御 六。 長稱 七左衞 門。 爲 

大昔 主； ii^ 厚甫 養子。 冒 姓 大昔 氏。 後稱 主馬。 釆地 五千石。 延寶 三年 正月 朔卒。 號德 成院。 生 

母 大井氏 久兵衞 直 泰女。 VJ あり。 按 に金澤 堀川 太 厳 寺 享ニ 年由來 書に、 當寺 問基慶 安二 年 

大昔 生 馬 實父前 田 修理、 法名 太 厳 院殿有 庵宗無 居士の 爲め 建立、 依 而太巖 寺ど號 し、 大昔 氏 

代々 開基 檀那に 而 菩提 所 VJ する 由 記載したり 0 大昔 氏此 後に も 前 田に K 緣 ある を 以て、 前 田 


氏よ. - 猶子 相 人 多 かりけ り o  1 

〔前 田 修理 家譜〕  一 

利 家 公之 三男 前 田 修理 亮知 好。 初 三 九郞利 包。 天 正 十八 年 山城 國 愛宕 郡 北 野に 而 出生。 慶ぉ 

元年 七 歲之時 能登國 ね來、 r ル利長 公之 依 仰、 石 動 山ね 被 遣 1MO 鼻 中に 痛 有、 惡故 畢竟 六 筒 

敷、 所 之 御 縮に も 成 旁、 如 此之旨 傳說有 之。 同 九 年 春 右山 を 返 出、 如何様に も 武家 を 可 立志 

一 

之 由 傳說有 之、 越 前國北 庄ね罷 越。 同所 經王寺 は 家 來田邊 茂 右衞門 旦那 寺 故 令 止宿 歟。 早速 一 

從利長 公 被 召 返 於 越 中國高 岡、 領知 三千 石 賜 之。 同 十五 年廿 一 歲之 時、 能 登 國七尾 城 生前 田 一 

播磨守 死去、 右 爲代七 尾 城 御預被 成、 領知 - 萬 三千 七 百 五十石 賜 之。 同 十九 年 十月 十四日 廿ー 

五歲之 時、 利 常 公大 坂 御 出陣 之 刻、 四 五日 御 跡より 御供に 罷出、 御 跡 備に 候處、 於 御 陣場御 一 

先手 を 望、 神尾圖 書-神 尾 主 殿 ご 同所に 進、 眞田 丸ね 着 說有之 候 得共不 ino 元 和 元年 四月 十： 

八日 重而大 坂ね 御 發向之 刻、 又 御 跡より 御供に 罷出、 於 御 陣場家 來等働 之 說有之 候 得 共、 不： 

分明 故不記 之。 大坂 落城 之 後 一 國 一 城 之 因 御 制 法、 七 尾 之 城 を 毀、 同所に 方 四 町 之 屋敷 を 賜 0 

同 二 年 廿七歲 之 時 七 尾 を 立 出、 利 長 公 御 遺言 相違 候 故 立 返 由、 家 來せハ ね 申 聞 京都ね 罷越、 五 

ケ年 町家に 居住、 六ケ年 鞍馬 眞勝院 に 居住、 剃髮 して 有 庵 VJ 云。 寬永 三年 十月 從利常 公、 弟 

前 田 大和 守 利 孝 を以、 加 賀國ね 可 罷歸旨 御 內意有 之 0 此^^^毒福院殿，、」前田大和守內々被申上ー 
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候而、 御 遣 言 之 通 可 被 成 下 旨 傳說有 之。 同 四 年 四月 近 江 國今津 ね來、 宗澤 寺に 止宿。 此時先 

二百 人 扶持 賜、 用 銀 者大津 町人 菱屋源 次 方より 入用 次第 請 取 之。 同 五 年 之 春康疾 煩、 爲 保養 

上京、 六月 廿 三：：： 三十 九 歳に 而卒。 紫 野大德 寺々 內正 受院に 葬、 同所に 墓 位牌 有 之 0 戒名 左 

之 通。 

太 展院殿 ^海 宗無大 居士 

右太巖 院之號 は、 於 金 澤大音 主 liiT 好 次被附 0 正 受院に 而者左 之 通 五輪に 彫 付 有 之。 

寬永五 年 

歸源 前 匠 作 有 庵 宗無大 居士 

六月 廿 三 日 

一 、 同 五 年 七月 十四日 知 好 書 置 一 通 上 之。 其後從 利^ 公 西 尾お 人， £； 御 渡、 御 直に 舉請取 置 旨 

に而、 同人 方より 指 越 之 0 左 之 通 0 

以 上 

御 ffl 立 不申相 はて 候義、 むねんに 存候。 せがれ 好 次 其方 賴申 候。 いさい ^？. 彌五左 衞門申 置 

候、 恐惶 謹言。 

六月 廿 三日  有  庵 判 


舉 公人 は 家 

中の 士 ない 


西 尾 举人樣 

1 、 同 五 年 八月 十四日 鶴 見 左 門 田彌 五左衞 門より、 西 尾 ml 人， 2： 達 候 京都 家： 敷 之 ：^:^ 文、 左 

一 一 己 0 

1 さ 一 a 

町 口 六 間 半、 表ね 十七 間 半。 

家 表 .2 六 間、 裏ね 八 間、 書院 三 間に 六 間。 

土藏 ニ間四方ニ階^^？葺。 

土藏 三 間に 五 間 11^ 葺、 所 は 麩 屋町通 舟屋町 0 

以 上 

入月廿 三日。 金澤 町の 貴 擔* 風俗 等に 關 する 規程 を定 む。 

〔國 1 初 遺文〕 

金澤 町中 御定 之條々 

1 、 町 役 於 御免 許 者、 御 印 可 被 遣 候條、 其 外 之 儀 は 不殘御 役 可 仕事 e 

一 、 町並 之 家、 奉公人に 被 下 候 其、 如 有 來町役 可 仕事。 

1 、 御城 爲 御用 被 召 仕 候 人足 之攀、 當御舉 行 之 切手に、 稻葉左 近 • 堀 三 郞兵衞 之 判 次第に 可 

出 之 候。 若 兩人之 判 無 之 人足 出 候 者、 町人 可爲 越度 事。 
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一 、 包丁人並御£1|^之手傳夫、 御 蕞所水 汲 夫、 同 米 かち 夫、 檜 物 や 手傳之 人足、 御 算用 場 包丁 

人足、 いづれ も 稻葉左 近. 堀 三 郞兵衞 之 判 之 切手 次第に 可 出 之 

一 、 江 上方に よらす、 他國へ被召什候人si^N艰-、 其 時々 入 次第 可 被 仰 付 候條、 稻葉左 近. 

堀三郞 兵衞. 西 村 右馬助 切手 次第に 可 出 之 候。 然者右 之 夫 銀 .駄 賃銀、 稻葉左 近. 两村 右馬助. 

堀 三 郞兵衞 三人 之 切手 を以、 中 村 刑 部 手前より 請 取 可 申 事。 

一、 御城 爲 御用、 町方より 被 召 上 候 御め し 物事、 いなば 左 近 • 堀 三 郞兵衞 之 判 之 切手 次第、 町 

下代爲 三人 直 段 相 究可指 上 候 0 然者 御土藏 より 前 廉銀子 二 貫目 宛、 町 下 代 請 取 置、 御め し 物 

之 代銀當 座に 可 相 渡 候。 右 之 銀 子 拂切候 者、 算用 狀 S?, 上 重 而可請 取 事。 

一 、 從 御城 他 國へ被 遣 候 御 荷物 之 事、 馬 一 駄 に付而 三十 五 $w 目 宛、 人足 一 人に 付 而八贯 目 宛 

たるべし。 御供 衆 荷物 右 同前 0 若此外 重荷 被 相 渡に 付而 は、 町 舉行衆 を 以可及 理^。 

一 、 他國 よりの 御 使者、 町 賄に 被 仰 付 候 者、 其 時々 之 御 舉行衆 書付 を 取、 年 切に 御さん 用狀 

可 指 上 候、 御 下行 可 被 下 事。 

一 、 御城 様ね、 年頭 歳暮 五節句 之御禮 俄、 如 有 來可指 上 事。 

一 、 新參衆 {$ 之 事、 可 然家五 間、 爲惣 町中 余 荷 を 出し 可定 S 候。 此 外新參 衆へ 町 衍相渡 事 有 

之 間 敷 候條、 似合 之 致 作 事、 他國衆往^之宿以下可令馳走^^。 


籠番は 牢番 

に して その 

牢は 所謂 尾 

坂の 牢なリ 


一 、 御城 內に有 之 籠番之 事、 如 有來惣 町中、、」 して 可 相 勸候。 然者籠 舍人贿 之^、 御 分 國中之 

ものに おいて は、 其 もの、 一 族 並 其 村 中，、」 して 賄 可 申 候。 ti; 他國者 又は 賄 可 仕樣 無 之 者、 御 

公事 場より 被 入 置 候 者、 公事 錢之內 を 以賄料 可 被 相 渡 候。 又 御 目安 場より 被 入 1:^ 候 者 之 儀 は、 

過怠 銀 之 內を以 賄 料 可 被 相 渡 候 0 右 之 外に 賄 方 無 之 籠 舍人有 之 者、 稻葉左 近. 堀 三 郞兵衞 切手 

次第 町中より 賄 可 申 事。 

一 、 御 代官 衆より 御城 米 町人に 資付、 又は 借 米 借 銀 被 相 渡 候 者、 御 代官 衆より 案內 次第に、 

其 時々 肝 煎 並 十 人 組 之 者 VJ して 致 穿靈、 町人 應 分限 可 相 渡 候。 若 御 代官 衆より、 組 中へ 不及 

理 過分 之 御 米 被 渡？ 1^、 其 もの 走 候 共、 十 人 組 之 ものに たいし、 御 代官 衆 被 申 分 有 之 問鋪候 iH!:-o 

一 、 御 家中 衆より、 何 色に よら 中寶物 町人 を 賴被渡 置 候 者、 其 町 之 肝 煎 並 十 人 組 之 ものに 可 

被 申 聞 候 0 若 兼 而不及 案內、 過分 之 賣物被 渡 置、 其 もの 走 候 跡に、 十 人 組へ 懸， り 被 申 候 共 承 

引 有 間 敷 事。 

一 、 於 町中 喧嚷 仕出し 候 輩 有 之付而 は、 其 町人、、」 して 押 置、 町奉行へ 可 及 案内 候。 若 多人数 

に付而 難儀 成 候 者、 跡 先 之 町人に も 申 聞、 右 申 事 仕出 候 もの 立 退 候 跡に 付、 宿 本 見屆、 隣單 

之 衆 へ も 申屆、 其 上に 而 町奉行 へ 可申屆 事。 

一 、 火 之 用心 常々 無 由 斷可申 付 候。 若 火事 出來候 共、 火 本へ 御 改有之 問 敷 候條、 隣單 へも爲 
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申 間、 可成 程 火 をけ し 可 申 事。 

一 、 於 町中 傾城 並 出合 尾 堅 御 停止 候 事。 

一 、 當町 風呂屋 遺 女 之 事、 妄之 作法 有 之付而 は、 宿主 可 爲曲言 事 0 

. 一 、 公 俄 御用 之 儀 於 有 之 者、 町舉行 衆へ 可 被 仰 出 候條、 誰々 によらす 直に 被. m. 付 候 確、 承引 

有 之 間 敷 事。 

一 、 町人 公事 篇之 儀、 町奉行 衆 三人，. J して 遂突驚 可 被相究 候。 若 町 舉行衆 手前に 而難 相究出 

入 有 之付而 者、 御 公事 場へ 可 被 談候。 惣而 町人 公事 篇之 儀に 付而 奉公人 衆 かたら ひ 申に 付而 

は、 其 もの 手前 可爲非 公事 事。 

一 、 町奉行 三人へ 年頭 爲 祝儀、 一 人に 銀 子 十 枚 宛、 並 五節句 之 爲禮儀 一 人に 代物 百疋 宛、 惣 

町中 して 可 出 之 候 0 同 下 代 かたへ、 年頭 之禮儀 一 人に 銀 子 三枚 宛、 並 五節句に 代物 五十 疋 

宛 可 出 之 候。 此外 酒肴 人足 傳馬 以下に 至 迄、 一 切 出し 申間鋪 事。 

一 、 町人 共、 諸 侍 衆 並他國 衆へ 對し、 慮外 成 作法 有 之 付 而は可 爲曲言 事。 

一 、 近年 當 地所々 に 相 立 候 新 町 諸 役 並 諸 法度 之 事、 本 町 之 並に 町奉行 衆より 可 被 申 付 候 0 但 

御 運上. 御 地 子等 之 儀 者、 如 有 來可指 上旨 可 被 申 付 事。 

右 條々、 無 相違 樣に可 被 申 付 旨 被 仰 出 者 也。 


寬永五 年 八月 廿 三：：：  印 

横 山山 城 守 

三 輪法受 

本 多 安房 守 

石 川 茂 平 殿 

宮崎藏 人 殿 

堀 三 郞兵衞 殿 

〔金澤 古蹟 志〕 

公事 場 牢屋 並 刑法 場 

藩 中 は 公事 場の 牢屋 ビ て 圍內に 建築せられ、 金 澤町會 所に て 詮議 濟の 罪人 共 を 公事 場.：^ へ 

入 定 也。 故に 右 牢屋の 鎖 は、 森 川 五 郞右衞 門 死後 は 町奉行の 預 り，.」 成、 公事 場 式日 每に爲 

持 出す 例，、」 成たり。 按に昔 は 城 中に 禁獄 所 を 建徵れ たり けん、 寬永五 年 八月の 金澤 町中 定書 

に、 御城 內に有 之 籠 番之事 如 有來惣 町中，.， - して 可 相 勤、 然者籠 舍人賄 之 事、 御 分國之 者に 於 

て は 其 者の 一 族 並 其 村 中 VJ して 賄 可 申、 若し 他國者 又は 賄 可 仕樣 無 之 者、 御 公事 場より 被 入 

置 者 は、 公事 錢之內 を 以賄料 可 被 相 渡、 又 御 目安 場より 被 入 置 者之義 は、 過怠 銀 之 內を以 賄 
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料 可 被 相 波、 右 之 外に 賄 方 無 之 籠 舍人有 之 は、 稻葉左 近. 堀 三 郞兵衞 切手 次第 町中より 贿可申 

事。 VJ 云 一 ケ條を 載せられ、 同 十四 年 三月の 定 書に も同樣 載られたり 0 右 牢屋 は慶長 二十 年 

の 金 澤町定 書に お 坂籠番 云々 どい ふ 事 見ね たれば、 城 中 尾 坂 門の 內に建 置かれし VJ 聞 ゆ。 是- 

國初 以來の 事な らん か 0 然る を寬 永の 後に 公事 場の 圍內へ 移された りし， >」 聞 ゆ。 

十月 十六 日。 德川家 光、 前 田 利 常に 命じて、 參覲の 期 を 来春に 延 べしむ。 

〔il^ 川 實紀〕 

十月 十六 日加 賀中納 言 利 常 卿に 舉書を 賜 はる。 今年す でに 寒 候に 迫れば、 參 觐を遲 緩して 明 

春參 るべ し VJ 仰 下さる 0 東 武赏錄 

十月 廿ー 一 H。 前 田 利 常 國產の 白 炭 及び 鯽を德 川 家 光に 献ず。 

〔德 川實 紀〕 

十月 廿ニ 日加 賀中納 言 利 常 卿、 封地よ h- 白 炭 並に 鯽を献 じければ、 御 內書を 賜 ふ。 東武 K 錄 

十月 廿 入日。 前 田 利 常 加 賀染の 手綱 を 德川家 光に 献ず。 

〔iB 川 赏紀〕 

十. 月廿 八日 加 贺中納 言 利 常 卿より、 加賀染 手綱 百筋献 じければ 御 內害を 賜 ふ。 柬 武赏錄 


法 章； 坊は法 

幢坊 


本文の 白山 

宫の 所在 詳 

ならす 


十 一 月 十九 日。 前 田 利 常染絹 及び 魚類 を 德川家 光に 献ず。 

〔德川 實紀〕 

十 一 月 十九 日加 賀中納 言 利 常 卿、 封地の 染絹 五十 反. 魚 物 一 笳献 じければ、 御 內書を 賜 ふ 。お 

武實錄 

十一 一月 廿 五日。 前 田 利 常 山城 石淸水 八幡宮に 前領 と共に 五 拾 石の 地 を 寄 

進す。 

〔社家 來歷〕 

八幡宮 先 寄進 領 追加 引合 五十石 所、 令 寄附 之訖 0 全 可 有 御 支配 候 狀如件 0 

寬永五 年 十二月 廿 五日  加 賀中納 言 利 光 判 

石淸水 法童坊 

十二月 廿 五日。 前 田 利 常 能 登 白山 宫に 命じて、 自今 厳に その 神寳を 管理 

せし む。 

能 登 白山 神 寶之事 
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當社 白山 妙 理大權 現、 自 開山 爾來 代々 神寶頃 年令 紛失、 今般 改焉、 相 殘所之 寶物記 s:^ 之、 徒 

於 向後 不分 贵賤 上下、 或 捧物或 供物 等 之 儀 令 衆評、 則 載 奉納 帳、 隨其施 可 被 丹精 之懇祈 候。 

. 自今 以後 於 有 猥曲之 裁許 者、 寺社 兩家 共可爲 越度 者 也、 仍如 件。 

寬永五 胸 十一 一月 廿 五日  中 納言從 三位 源 朝臣 兼行 筑前守 利 光 

寺 家 僧 中 

社家 神 生 中 

寬永六 年 

正月 十六 日。 能 登に 於け る 山城 石淸水 八幡 宫領の 事に 關し て 書 を 法幢坊 

に與 ふ。  ， 

〔加 越 能 地理 志 料〕 

尊書 致拜見 候。 仍於能 州 八幡 社領 今度 被 致 加增、 替地就 被 申 付、 爲之御 飛 礼 之 趣 則 申 問 候處、 

御 懲慰之 至 存由被 申 候。 彌右 寄進 分 可 然候様 可 申談候 間、 御 心安 可 被 思 召 候。 委細 吸齋 より 

可 被 得 其 意 候、 恐惶 謹言。 

正月 十六 日  橫山 大膳亮 判 


法 童 坊は法 

幢坊 


、 奥 村 河内 守 判 

八幡 法童坊 尊 報 

正月 十七 日。 家中の 饗 應に關 する 制限 を定 む。 

〔國初 遺文〕 

御 家中 振 廻之定 

1 、 鶴. 白鳥、 其 外 他國肴 並木 具 御 停止 之 事。 

1 、 一 汁 三栾、 付 酒 京盃可 爲ニ篇 事。 

一 、 後段 之 振 廻 有 之 間 敷 事。 

右 被 仰 出 所 如 件。 

寬永六 年 正月 十七 日 

正月 廿 四日。 前 田 利 常 山城 石淸水 八幡宮に 祈禱 料と して、 能 登 羽 咋郡吉 

崎の 地 を 寄進す。 

〔加 越 能 地理 志 料〕 

御 祈 禱領所 付 之 事 
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*5 幢坊は 法 

幢坊 


五八 六 

合 五十石  能 州 羽 喰 郡 吉崎村 

右 爲御祈 禱領進 之 所 如 件。 

(利 常) 

寬永六 年 正月 廿 四日  . 印 

八幡 寶幢坊 

一 一月 朔日。 金 澤淨禪 寺 を 改めて 玉 泉 寺と 稱し、 爾後 その 天 滿宫に 月次 連 

歌 を 行 ふ。 

〔北 華 文集〕 

玉 泉 寺 天 満宫上 梁 文 

元 和 三 丁 巳 之 秋。 擇地於 泉 野。 鳩ェ 營搆。 不 幾月而 宮成矣 云々。 時淨禪 十二 世 其 阿 和尙。 有 

神佛 兼修 之譽。 命 之 兼 別 當職。 住 鹿邊小 寺。 寬永 己巳 年 二月 朔日有 旨。 重尋緣 起。 廣寺基 名 

改玉 泉。 令 南 水 比丘 爲 開山 第 一 祖。 神事 法樂 月次 連歌 0 菅鹿稱 日 域 詩歌 之 神。 故 毎月 連歌 0 

以祈 國舴。 定于當 時 G 

閏ー 一月 リ人 日。 金澤 神明 社の ft 地 を增加 寄進し、 次いで 社殿 を 建立せ し 

む 0 


〔寺社 來歷〕 神明 由來書 

瑞龍院 様 慶長五 年 京都より 御 歸國被 遊 候 刻、 只今 之 御宮 屋敷 七^ 一  一 十八 步之所 御 寄附 被爲 

成、 御 建立 地に 罷成 候。 其 以後 微妙 院樣 被爲仰 出、 西 尾 维人殿 奉に 而、 神明 御 再興 可 被爲成 

候 得 共、 御宮 屋敷せば く 候 由に 而、 石 川 茂 兵 衞殿. 西 村 右： liT 介 殿ね 被爲仰 付、 寬永六 年 問 二月 

十八 日に 四百 三十 三 步重而 增地御 寄附 被爲 成、 以上 千 百 六十 一 步 唯今 之 所 御宮 屋敷 被 下 候。 

則 西 尾 単 人 殿. 宫城釆 女 殿御 奉行に 而御宫 御 建立 0 同年 九月 廿 六日 正 遷宮 仕 候。 其砌 入用 爲 

御 最花米 ほ 後、 私 曾祖父 讚 岐拜領 仕 候。 

三月 廿 七日。 前 田 利 常、 德 川秀忠 及び 家 光の 江戶 邸に 臨む を迎 ふるが 

爲、 金澤の 町人 平野 屋道知 等 を 出府せ しむ。 

〔國 事雜 抄〕 

今度 皆々 此地御 見廻 申 上 度 候 旨、 御 耳に 相 立 申 候處、 御 祝 着 被 思 召 候。 御成 之 刻 御用 可^ 之、 

早々 可 罷下旨 可 申 遣 由 御意 候。 乍 大银被 相 急、 來月 十六. 七日 時分 下着 候 様に 被 罷立尤 候、 恐 

々 謹言 0 

寬永六 年 三月 廿 七日  橫 大膳 亮 判 

奥 因幡 守 判 
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の は 中日 閏屋 
事 社に に 二 敷 
に 殿と 在月彈 
關 建い リ十 g 良 

す 築 ふ！: 八 は 


五八 八 

奥 河 內守判 

平野 尾 道 知老 

金屋宗 仁老 

越前屋 次 兵衞殿 

越前屋 孫 兵衞殿 

四月 五日。 西 尾 隼 人金澤 神明 宫 社殿 造營の 事に 圈し て 書 を 送る。 

〔國事 雜抄〕 

野 町 神明 御 造 立 並 神職 之 事 

1 筆致 啓上 候。 愛 元 相 替義無 御座 候條、 可 御 心安 候。 當月. 來月兩 月 中、 兩 御所 樣 御成 之義 

に 御座 候 間、 是又可 御 心安 候。 

一 、 金 澤之御 神明 御宮 立、 夏 中に 中 納言樣 御 祈念 之爲、 御屋敷 杯 致 拜領、 神主 取 立 申 事に 御 

座 候。 則 御つ ぼね 樣へも 申 上 候へ せ r 御 女 義之義 に 候へば、 御 三人 樣舉賴 候 間、 御 肝 煎 被 成、 

御宮 建 相 調 申樣に 泰賴存 候。 御言 葉 迄 被 爲添可 被 下 候。 當年 御成 旁々 御座 候條、 爲御 祈禱之 

右 之 仕 合に 御座 候、 恐惶 謹言 0 

四月 五 U  西 尾：^ 人 判 


石 川 茂 兵衞樣 

中 村 刑 部樣  ， 

西 村 左 馬助樣 

四月 八日。 德川 秀忠、 前 田 利 常に 茶 を 饗す。 

〔德川 實紀〕 

四月 八日、 西 城 山里に て 大御所 御茶 あり。 加 賀中納 言 利 常 卿、 立 花 飛 ii 守宗 茂. 朽木元 綱 人道 

牧齋 召に 應じ てまう のぼる。 東 武實錄 

四月 廿 三日。 前 田 利 常 前名 利 光 を 改め。 世子 犬 千代 加冠して 松 平 筑前守 

光高と 稱す。 

〔德川 實紀〕 

四月 廿三 日加 賀中納 言 利 常 卿、 これ 迄筑前 守な りし を 肥 前 守，、」 改め、 長子 犬 千代 元服して 從 

四 位下 少將に 叙任し、 御名の 一字 下され、 松 平 筑前守 光高 ビ稱 せしめら る 0 これ 大御所 御 外 

孫な り。 よて 中 納言利 常に 來國次 Q 御 脇差、 筑前守 光高に 正宗の 御 脇差 を 賜 はり、 利 常 卿よ 

り吉 光の 脇差 並 銀 三百 枚、 光高より 信 光の 太刀 銀 千枚献 や。 大御所より. 利 常 卿に 則 國の御 脇 
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,れ 九 〇 

差、 光高に 五月雨 鄕の御 脇差 を 賜 は， -、 利 常 卿 貞宗の 脇差 並に 銀 三 ki! 枚、 光高 吉 次の 太刀 • 

銀 五 百枚献 や。 東武 資錄、 紀年錄 

〔竹 圓 雜記〕 

寬永六 年 巳の 四月 廿 三日 上使の 御 內證も 有 之 候 哉、 利 光 公 御上 屋敷へ 被爲 入、 御 客 衆 酒 井 讚 

岐守殿 初、 御 出入 衆數多 也。 御 咄之次 而に中 納言樣 被 仰 候 は、 我等 名乗 利 光，、」 申せ 共、 今日 

より 利 常に 相 改候旨 御 申 聞 候 之處、 何も 被 承知 候處 に、 追付爲 h 使 土 井大炊 殿お 以、 筑前守 

上意 之 趣 被 申述之 上に、 高 紙 之 內に大 猷院樣 御 自筆に て 光の 字 を 被 遊、 御 緯の字 を 被 

遣。 其 時 何も 肥 前守樣 光の 字 を 利 常 公に 御改之 儀、 當意 即妙の 義，、 」 感じ 奉る，、」 也。 是時 光高 

公 御 元服の 時な り。 

一 、 光高 公 は 初 利 高 公，、」 舉申 也。 家 光 公 御譚を 御拜領 に而、 光高 公，、」 御改 也。 家 光 公 御代 源 

姓 を 被 進 VJ 云說 あり、 可考 也。 

〔夜話 之抄〕 

一 、 或 人の 曰、 陽廣院 殿御 官位の 時、 微妙 院殿 御機嫌 能く 御城より 御 1  加舘 ありて、 鹿 布に 御 

座 候 所へ、 横 山山 城 守 長 知 萬踹功 者なる 故、 爲御 祝儀 方々 に 可 被 遣、 種々 目錄に 認め 御 披見 


vj し不 UK と 上 
た 忍 邸 も 野 
れ 池が ろの 
If  i:-|lS'J 
な對 面本墅 


に 入る 所に、 少々 御覽 ありて 被 投捨。 何 之 御意 も 無 之、 御 祝 俄 いづかた へ も 不被造 之£ 云 

々o 是は長 知 指 出た る 儀 を 仕る 故なる ベ し 0 厥 後 淡 州 四 品、 利 治 主 五位 階級の 時 は、 方々 へ 

御 祝 義夥布 被 遣し，、」 也。 

四月 廿 四日。 前 田 光高 德川 秀忠に 謁して 刀を献 ず。 

〔德川 實紀〕 

四月 廿 四：：！ 松 1^ 说前守 光高 西 城に 登り、 大御所に 拜 謁し、 國 光の 刀 • 銀 二百 枚 そへ て献ゃ 0 江 

城年錄 

四月 廿 六日。 德川家 光、 前 田 利 常の 本鄕 邸に 臨む。 

〔德川 實紀〕 

四月 廿六 日加 賀中納 言 利 常 卿が 上野の 別墅 になら せ 給 ふ。 利 常 卿に 一 一字 國 俊の 御太刀 • 秋 田 

正宗の 御 脇差. 銀 三千 枚. 時 服 三百. 夜着 二十. 羅紗 三十 間。 長子 筑前守 光高に 眞 長の 御太刀. 

ま宗の 御 脇差. 銀 千 枚. 時 服 百 0 千 勝利 次に 守 家の 御 刀. 銀 三百 枚. 時 服 五十。^ 姬 ふお 姬に銀 百 

枚. 紅 糸 二十 斤づ so 黃 門の &に銀 三百 枚. 卷物 三十. 紅 糸 五十 斤 0 森 右近 大夫 忠廣 妻に 銀 二 

百 枚. 卷物 1 一十 賜 ひ，"、 家 司 本 多 安房 守. 橫山 山城 守に 銀 三百 枚. 時 服 1 一十 づ 、 前田對 .£1 守. 長 九 

郞左衞 門. 奧村 因幡 守. 橫山大 膳. 小 幡宮內 に 銀 百 枚. 時 服十づ 5、 富 田 下 總* 神 谷 丹 波. 今 枝 民 
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淡 州 四 品 は 

淡 路守利 次 

利 治 亦 四 

位に して 五 

位たり しこ 

となし ， 


五 九 二 


恨 宗後 文に 

^守 に 作る 


部. 律 田 勘 兵衞. 生駒內 膳. 脇田帶 刀に 銀 五十 枚-時 服五づ 下さる 0 黃 門より 友成の 太刀. 大 

原眞 守の 刀. 長銘 正宗の 脇差. 黑毛鞍 一  疋. 十 枚 作の 黄金 三十 枚 |§^^計|^5|,け1^。に . 小袖 

百 • 袷 百. 加 贺染絹 五 百 反 • 綿 二 千把献 じ、 光高 は 正恒の 太刀. 包 永の 刀. 當麼の 脇差. 鞍馬 一 

疋. 銀 五 枚. 小釉 五十. 綿 千 把、 千 勝利 次 は 恒宗. 銀 二 枚. 小袖 五十、 萬姬. 富 姬は小 釉三づ 

\ 老母 は 金 二十 枚. 小袖 十、 右近 大夫 忠廣妻 は小釉 三な ho 安房 守..^ 城 守 拾 二十 宛、 對馬 

守. 九 郞左衞 門. 因幡 守. 大 膳. 宫內 袷十づ /-、 下總. 丹 波. 民 部. 內膳. 勘 兵衞. 帶刀 裣五づ さ 

？。 御茶 奉り 饗し 進ら せて 猿樂 あり 0 舞 臺に要 脚 五 百 貫 をつ み、 猿樂大 夫に il: 織 纏頭す 0 

か へらせ 給 ひて 後、 利 常. 光高 兩 城に まう のぼり、 謝し 奉る 0 東 武货錄 

〔宽永 御成 之 記錄〕  . 

卯月 廿 六日 之 御成 

將軍 様より 肥 前樣へ 

御太刀 二字 國俊。 御 腰 物 秋 田 正宗。 銀 子 三千 枚。 御 夜の 物 二十 內十唐 折。 御 小袖 

百。 御 袷 1 一 百 0 らしゃ 三十 間 0 

將軍 様より 筑前樣 へ 

御太刀 眞永 ◦ 御 脇 指 良宗 0 銀 子 五 fa 枚。 御抬 百。 


將軍樣 より 千 勝樣へ 

御 腰 物 守 家。 銀 子 三百 枚。 御裣 五十。 

將軍樣 より 宮松樣 へ 

御 腰 物 長 光。 銀 子 三百 枚 Q 御 拾 五十。 

將軍樣 へ 肥前樣 より 

御太刀 友成。 御馬 一 疋鞍 置。 御 腰 物 眞守。 

拾 百。 御 小袖 百 ◦ 加賀染 五 西 端 0 しゃ， つ 

將軍樣 へ 筑前樣 より  ， 

御太刀 正 恒。 御 腰 物 包 永。 御 腰 指 當摩 Q 

將軍樣 へ 千勝樣 より 

御 太 恒守。 銀 子 二百 枚。 御小釉 五十。 

將軍樣 へ 宮松樣 より 

御太刀 末 守。 銀 子 二百 枚。 御 小袖 五十。 

二十 六 = 之 御 能 

翁  千 歲梅若 
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御 脇 指 正宗. K 銘。 金子 但百兩 作 三十 枚 0 御 

ぐ ひ 三十 間。 綿 三千 把。 

銀 子 五 fH 枚。 御 小袖 五十。 綿 千 把。 


三番 三 權 丞. 


五 九 三 


六植 淸庄 小彈 五助 小彈 六 九淸庄 

左右 郞 左右 郞 
一^ 衞衞 蕩 衞衞 兵  一— X 

藏田 郎郎 門 門 門 三 門 門 藏衞 


長 新 rp^ 
右 右 
衞衞 

藏助 門 門 


高 

兼 


谷 


自然 居士 

是 界 

御 所 望 


0 世 

金 春 

七 太夫 

權兵衞 

七 太夫 

七 太夫 

七 太夫 

觀 世 


きずつけ 乞 

あそう 


1 右衞門 

^ 丞 


山 科 

春 藤 

權右衞 門 

高 安 


山 

春 


科 

科 


あく  X う 


庄 rfs 一ば 

清ニ郞 


彌右衞 門 

彌太郎 


以 上 

將跟樣 御成 之 御 相伴 

imiijfe 堂 I 殿. 立 花飛驊 殿。 


五 九 四 


左 43 

市 右衞門 

淸左衞 門 

庄兵衞 

彥九那 

長 藏 

庄 兵 衞 


左 吉 

市 右衞門 


なき あま I 右衞 5； 


將軍樣 御成 之 時 御 目 見 之 衆 被 指 上候覺 

御給 二十、 御太刀 iii:T 代 銀 子 一 枚 

御 松 十、 御太刀 馬 代 銀 子 一 枚 

御 袷 五、 御太刀 .iT 代 銀 子 一 枚 


將軍樣 より 被 下物 之覺 

銀 子 二百 枚、 單物十 


银子 三十 枚、 御小釉 三ッ、 御 袷ニッ 


本 多 安房 守 

長 九 郞左衞 門 

小 幡宮內 

神 谷 丹 波 守 

津田 勘兵衞 

生 駒內膳 

本 多 安房 守 

長 九 郞左衞 門 

奥 村 河內守 

橫山大 膳 

神 谷 丹 波 守 

津田 勘兵衞 

生 駒 内 膳 
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橫山 山城 守 

前 田 左兵衞 

三人 年寄 衆 

富 田下總 守 

今 枝 は 部 

脇 田帶刀 

橫山 山城 守 

前 田對馬 守 

奧村 因幡 守 

小 幡宫內 

富 田 下總守 

今 枝 民 部 

脇 田帶刀 

五 九 五 


〔東武 實錄〕 

数寄屋の 道具 

、掛物 密 庵 

、 茶 入 小 野 村肩衝 

、 香合 堆朱 布袋 


、 古今 三筆 fsg 

、 釜  むきみかん 

袋  棚 

、 水 指 かねの 物 

、 臺 朱 

銅 臺の間 

、 签 霰 

、 茶碗 三 島 

大廣間 


签 

花 入 


^  ぎ1^ 

割 高 臺 

柑子ロ 古 銅 

丸 石 ， 


茶 入 小^子 

茶杓 織 部 作 

水 指信樂 


、 水 指 

、 茶杓 


、 0, 

0 


、 天 目 

、 蓋 置 


伊賀 燒 

利 休 


あまの ぢ やく 


黃 

かねの 物 


、茶 入 中 次 


廿 二日 は 廿 

六日 


1 、 三 幅 ー對  一 、花瓶 花 は 池の 坊 立る 

白 書院 

1 、 掛物 洞 庭 秋 月  一 、 香爐 青磁 獅子 

左 小 棚 

一、 茶 入 小 鶴首  一 、 骨 吐 かねの 物 

此外 棚の 飾 物色々 の 道具 是ぁ り。 

一、 古今 定家筆  一、 砂の 物  一、 硯 石 

1 筆 良  力， tsrG> 物 

〔三 記〕 

加 賀の御 下屋敷に、 小幡 宮內惣 奉行に て、 御成 御 書院 內々 より 御 造營被 成、 此年 漸出來 して、 

家 光 公 御 疱瘡 も 御機嫌 能 相濟、 翌年 之 夏 中に 御成 ど究 りて、 其 御用 意 品々 は 御 分 國は不 及 申、 

京. 長 崎. 出 羽. 奥州 迄 御調 物 共 被 遣 相 調ければ、 四月 廿 二日に 家 光 將軍樣 ならせた まひ、 終 = 

御機嫌 能 被爲成 御成、 還 御 をぞ被 成け る。 其 時 筑前守 光高 公 四 位の 少將に 御 任官 被 仰 出、 家 

光の 光の 字 を 被 進。 其 祝儀 VJ して 御 一 門 方 數日御 振舞、 御 家中に も 御 祝の 御 振舞 被 下け， 00 

金 澤には 天 德院樣 之 第 七年忌 VJ して、 大法 事 を 被 仰 付 執行 せらる so 江 戶. 金澤 G 御用， i も 
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にか さなり、 上下 武家-町人. 百姓 迄 御 事 多、 晝夜の勸寸暇を得ざる有樣推I^mして知るべ し、 

記に 不及。 

四月 廿 九日。 德川秀 忠亦前 田 利 常の 木鄕 邸に 臨む。 

〔德川 實紀〕 

w 月廿 九日 大御 所 加 贺黄門 利 常 卿い 別墅に 成らせ 給 ふ。 水 II； 黄 門 頼 房 卿 . 藤 堂 和 泉 守 高^ . 立 

花 飛 iw 守 宗茂御 相伴たり。 直に 茶室に 渡らせられ、 利 常 御 膳を献 す。 茶 事例の 如し。 御 花. 

御 炭 御み づ から 遊ばされ、 畢りて 高樓に 登らせ 給 ひ、 俊 成. 定 家. 西 行 三筆の 古今 集 を 御覧め 

bo 御 感の餘 り賴房 卿め して 見せさせ 給 ふ。 次に 猿樂加 茂. 敦盛. 井 简-花 月. 船 辨慶. 谷 行. 祝 

言な り。 花 月 は 黄 門み づ から 仕 ふまつ る。 又 御所 望に よて、 觀世左 近 .狼 羽 を 仕 ふまつ る。 こ 

の 間 饗宴 を ひらき、 黄 門 御盃賜 はる 時、 正 恒の御 刀. 池 田 正宗の 御 脇差 • 銀 二 千 枚. 小袖 五十 • 

袷 五十. 八 丈 縞 二百 反 賜 はる。 其 御盃を 返し 奉り、 再 筑前守 光高に 賜 はる 時、 一 文字" 御 太 

刀 ニー 字國 俊の 御 刀. 銀 五 百 枚.；^ 五十 賜 はる。 又 別の 盃 もて 千 勝利 次. 宮松利 治に 給 はり、 各 

御 刀下 さる。 家 司 本 多 安房 守. 橫山 山城 守 裕十づ 、献 じ拜 謁し、 銀 百 枚. 小袖 十づ、 たま はり、 

其 外 十二 人 G 家 司 は 時 服 五づ、 献じ拜 し 奉り、 各 銀. 時 服 給 はる。 かさねて 廣 間へ わたらせ 

給 ふ どきに、 利 常 卿より 行年の 太刀. .iln 家の 刀 .B, 川 志 律の 脇差-ぎ 一 百 枚 -SH. 綿 千 把、 光 


高より 守 家の 太刀. 長 光の 刀. 景 光の 脇差. 銀 五 百 枚. 小袖 五十 献ゃ。 d 御 S 後 利 常 卿 父子 並に 

御 相伴 Q 輩、 兩城 にの ぼり 謝し 奉る。 東 SS 

〔寬永 御成 之 記錄〕 

廿 九日 之 御成 

相國 様へ 肥 前樣ょ b  . 

御太刀 行： 牛。 御 腰 物 吉家。 御 脇 指 志 f ；。 御 袷 百。 綿 千 把。 御； la- 1 疋 鞍お。 佥 

子 一 一 百 枚。 

相 國樣へ 筑前樣 より 

御太刀 守 家。 御 小袖 五十。 銀 子 三百 枚 0 御 腰 物 長 光。 御 脇 指 C お 光。 

相 國樣へ 千勝樣 より 

御太刀 元 重。 御小釉 三十。 銀 子 二 fC 枚。 

相 國樣へ 宫松樣 より 

御太刀 秀光。 御小釉 三十。 銀 子 二百 枚。 

相國樣 よ.^ 肥 前 様へ 

御太刀 正 15:0 御 脇 指 げんしん. BU 示。 八お やう 二百 端 0 御 小袖 五十 0 御^ 五十。 
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銀 子 二 千 枚 G 

相國樣 より 筑前樣 へ 

御太刀 一 文字。 御 腰 物 一 一字 國俊 

相國 様より 千 勝樣へ 

御 脇 指來國 光。 御 袷 三十。 銀 子 二： A 枚。 

相國樣 より 宮松様 へ 

御 脇 指 了戒。 御 袷 三十。 銀 子 二 枚。 

二十 九 n 之 御 能 

翁  千歳 八 右衞門 

賀茂 今春 

あ つ 盛 


御^ 五十。 銀 子 三 f« 枚 0 


三番 三 彌右衞 門 


井 筒 

花 月 

舟辨慶 

項 羽 


七 太夫 

權 丘ハ 衞 

七 太夫 

觀 世 


春 

山 


藤 

科 


彈右衞 門 


庄 7^ 1 お 

淸ニ耶 


權右衞 門 

權右衞 門 

高 安 


彈右衞 門 

小 左衞門 

九 郞兵衞 

小 左衞門 

九 郎兵衞 

小 左衞門 

庄 1 1 18 

六 m 


宗右衞 門 

庄 兵 衞 

淸左衞 門 

市 右衞門 

庄兵衞 

左 吉 

市 右衛門 

淸右衞 門 

長 & 


、> 亍 

ネ  ,ィ 

祝言 

養 老 


□ 


□ 


今 春 


春 


科 

0. 


植 田 

淸ニ郎 

助 三 

五那 It 門 


新 助 

三 四 郞 

彦九郞 

县 0  _ 


彌右衞 門 

彌太郎 

熊 藏 

彌太郎 


大 はん： 

淸 み 


. や 

つ 


二 右衛門 

權 丞 

二 右衞門 

權 丞 


彌右衞 門 一 

二 右衞門 j 


花 月の 間 權 丞 舟 辨慶間 彌太耶 


き やう げん 

せんじ ゆ i.-—" 

い ま 參 

かもの 間 彌 右衛門 

相國樣 御成 御 相伴 

水 1!^ 中納 言. 藤 堂 和 泉 殿. 立 花 飛 禪 殿 Q 

六月 三日。 神谷：^5濃守守孝卒す。 

〔金澤 古蹟 志〕 

信 濃 守 守 孝が 父 神 谷 太 郞左衞 門 は 龜田大 隅の 舅 也。 守 孝 は 初め 左 近 VJ 稱し、 利 家 卿の 小姓 立 

にて、 追々 に 取 立ら れ、 釆地九 千 石 賜り、 文 祿四年 三月 奧村助 右 衞門家 福 VJ 共に 叙爵し、 從 

五位 下 信 濃 守に 叙任す。 寛 永 五 年 永 井信 濃 守 尙政關 東 老中の 列に 加 へられし により、 丹 波 守 

ビ成、 翌六年 六月 三日 卒せり。 男子な く、 橫山 山城 守 長 知の 三男 式部 長 治 をば 壻 養子 ，こなし、 
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住 善 坊は山 

崎 種善坊 


神 谷 氏を繼 しむる， こいへ ざ も、 利 常 卿の 命に 依て 本姓に 後し、 此 後家 系轉々 して 家祿 減少し、 

血統 遂に 絶えたり けり。 龜尾 記に 云、 野 田 山 入口 大佛前 Q 川に 添 ひ、 一 町ば かりにして 右へ 

半 町ば かりの 所に 一 堆の塚 あり 0 碑 面に 從 五位 朝 散 大夫神 谷 信 濃 守 VJ 彫刻し、 國老神 谷 氏の 

墳墓な りし か.. ど、 他の 塚の 爲に 墓地 を 削られ、 今 は 地域 も 些少に て 墳墓ば かり 荒れ 果たり VJ 

歎息せ し 由 を 記載す。 按に神 谷 信 濃 守 は 利 家 卿の 兒 小姓より 取 立 給 ひたりし 故、 利 家 卿の 在 

世に は 殊に 親しく 召 仕 はれ けん。 村 井 長 明の 陳善錄 に金澤 御城 西の 丸に 村 井豐後 城代に て あ 

りし 時、 大納言 樣 上方より 下向 被 成、 御 振舞 仕 候へ よし、 御意に て、 豐 後難 有 存じ、 御成お 

之。 豐 後手 前にて 御茶 を 被 召 上、 德山 五兵 衞. 寺 西宗與 * 篠. 说出羽 守な ざ 謹而罷 在。 二 間 次に 

て 神 谷 信 濃 ，こ 江 守 早 左衞門 VJ ざれ 言の 上にから かひ 出、 旣に平 左衞門 m-^ ひ 切た る 体なる を、 

岡 田 長右衞 門. 住 善坊中 へ はいり 取 さ へ り。 大納言 樣早簿 茶に 成った 程に、 藥子を 出し 候 へ 

ど 御 挨桜被 遊 をし ほに 仕、 豊後 御前 を罷 立、 兩人. 大きに 强く 異見 を 申 候へば、 ；牛左 衞門は 

豐 後が 取次に て 出、 信 濃 は 是非共 豐 後に 引 廻され 候 様に 常々 申 候 故、 兩人共 しづ まり 迷惑 什 0 

其 夜 大納言 樣御寢 被 成、 信 濃 を 殊の外 御 かば ひ 被 成 ど 見 ゆ。 又慶 _长 四 年 二月 德川內 府、、 」 利 家 

様 御中 庶り、 利 家 様 伏 見內府 の舘へ 人ら せられし 時、 御供に は德山 五兵 衞. 齋藤刑 部-富 田 下 

野. 神 谷 信 濃. 小塚權 太夫. 村 井 勘 十 郞六人 被 召れ たり 0 右 世上 騷 ぎの 時分、 利 家樣に は內談 


の 事 を、 其が 內府 方へ 聞え 候 由に 付て、 德山 五兵 衞 ぬしの 手前 申ぬ けに、 神 谷 信 濃 を 御前 さ 

> へ 被 申 候。 其 故 は 家 康內に 神 谷 善 左 衞門ど 申 者 は、 信 濃い どこに て 有に 付、 右騷ぎ S 時分 

信 濃 をば さ、 へ 被 申 候。 色々物；.^^有之0 さて 三月 八日に 內府御 鱧 返しに 御 越、 有 間 法 印 許 同 

道に て 御 越、 御雑煮 御 吸物に て 御 振舞、 本 酌 神 谷 信 濃、 加へ 村 井 勘十郞 致し、 御 吸物の 時 

勘 十郞酌 仕、 御 刀 御 出し 候。 » 利 家樣闘 三月 三日の 朝 御 遠 行。 御 近所に 居 申 者 は 我等 颜を 兑 

度攸は > -、 中の 間まで 來り水 を 上 候 様に， こ 御 遺言の 由、 上 樣-肥 前 様より 被 仰 出。 信 濃. 勘 十 

郞 兩人罷 越、 信 濃 は 御 抱へ 申、 勘 十郞は 貝に て 水 を 奉りけ. 90 明る 岡 日 御 死骸 御遺肯 の 如く 

長 持に 入、 加州 へ 御 下し 被 成、 御供 祌谷信 濃. 橋 本 宗右衞 門 也。 其頃條 出 羽 は、 金澤 より 御 

見迥 に被罷 登、 御供 候て 被罷 下。 卯月 八日 金澤 にて 御 葬賴、 御 位牌 は 核-お出 羽、 おんの 柱に 

火 を 付 候 は 竹 田 宮內、 天が いは 神 谷 信 濃、 皆々 目錄 になり、 肥 前 様へ 上りたり。 此 天蓋の 事 

に 付、 篠原出 羽，、」 神 谷 信 濃、、」 旣 に喧嚷 あらん VJ する 時、 寳圓寺 堂 頭 も 御 出、 ^々峻 にて 濟た 

り。 其 故 は 天蓋 重く 候 間、 內の者 二三 人 も 爲持可 申 由、 信 濃 被 申に 付て G 事 也。 さて 頭 を そ 

り 候 は 出 羽. 信 濃. 勘十郞 三人 也。 元 結 を 切 候 は 生水. 左 太夫. 孫 平 次、 其 外に も 有 之 候。 御 道 

言の 由に て 肥 前 様 被 仰 出 は 右 之 通 也。 以上 陳善錄 に 載たり。 前件の 趣 共 にても、 祌谷氏 は 藩 

祖利家 卿 御 在世中 親しく 召 仕 はれし 事の 思 ひ やられ、 薨 逝の 時お よび 葬送の 時な ざの帯 にて 
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も 知られけ る。 關屋政 春 古兵 談に 云、 神 谷 信 濃 は 利 家 卿の 子 小姓 達に て、 御 取 立な りけ るが、 

無類の 鹽 らしき 仁に て、 茶の湯 者な り。 利 家 卿 御 若き 時分、 信 濃 を はじめ 彼是 四 五 人へ 御茶 

下さる 0 信 濃 先立す 0 利 常 卿路次 口まで 出させられ、 敷居 を御拂 ひ、 何もへ 御 挨拶 在て、 备 

內へ 入け る 時、 信 濃 敷居 を 戴きて 入たり ける 0 利 《s? 卿 甚御感 被 成け る 0 其 後江 戶 にて 秀忠公 

の 御茶の 湯に、 利 常 卿 御上り 被 成 候 時、 即ち 右の せ 尾に なされたり。 秀忠 公^も 肥 前 は 珍 敷 

事 をせられ ける、 尤なる 事ど大 かたなら ゃ御感 ありたり。 後に 此事を 利 常 卿へ 尋られ 候 方 有 

ける に、 利 常 卿 神 谷 信 濃，. J 云 家 來に習 ひたり VJ 仰ら れ たるよ し、 菊 池大學 語る あ， 90 三 州 

志 鍵 囊餘考 に 云、 神 谷 信 濃 守 守 孝 男子な き 故に、 橫山長 知の 三男 式部 長 治 を 女 培に 命せられ、 

神 谷 式部 VJ 云。 慶長十 年橫山 因幡 卒し、 此時 式部 を 因幡の 養子に 命せられ、 闲 幡造知 G 內五 

千 石 を 賜り、 苒び橫 山 ビ す。 然るに 寬永六 年 神 谷 守 孝 卒す。 造 知 九 千 石の 內 四百 石 は 長 治の 

室へ 賜り、 三千 石 は 長 治の 子 式部 長昌へ 賜り、 命に 依て 神 谷 丹 波，、」 稱 する 處、 同廿 年長 治卒 

し、 遣 知 一 萬 石 を 長昌へ 賜り、 命に 依て 橫山 式部 ど 稱す。 此時長 nlE の 弟 大藏隆 正 へ 、 長： ：IE 是 

まで 賜 はりし 三千 石 を 賜り、 神 谷 丹 波の 姓名 を 改められて、 信 濃 守 守 孝の 後 VJ す 0 然る 處丹 

波隆 正に 子な く 家絕る 故に、 中川大 隅の 子 治 部 守 易 は、 丹波隆 正の 從^ たれば 召 出され、 三 

千 石 賜り、 改姓すべき 旨 命 ありて、 神 谷 治 部 ど 號す。 是 即ち 今の 治 部が 家系な り どい へり 0 


^は 後の 鶴 

來なリ 


中少は 駒 井 

中 務少輔 

苦 抉ば 寺 西 

若 狭 守 


神 谷 氏の 子孫 後に 種々 轉變 して 連綿す VJ いへ V- も、 血統 早く 斷絕 して 家系 存 する のみ。 

十月 廿ー 一日。 德川 秀忠、 前 田 利 常 等に 茶 を 饗す。 

〔德川 實紀〕 

十月 让 二日 山里に て 大御所 御茶 あそばさる。 朝 は 加 賀中納 言 利 常 卿-松 1^ 宮內 少輔忠 雄. 松 平 

越 前 守 忠宗. 森 美 作守忠 政. 細 川 越 中守忠 利、 晝は京 極 若 狹守忠 高. 松华 新太郞 光政. 淺野 馬 

守 長 暴. 加 藤 肥 後 守 忠廣. 佐 竹 修理 大夫 義隆 召る 0 東 武實錄 

十一 一月 廿 三日。 石 川郡劎 の蠟燭 役に 對 して 領收 書を與 ふ。 

〔改作 所舊 記〕 

寬永六 年分 劍町之 內躐燭 銀 子 之 事 

合 十五 匁 は 今 極印 銀 也 

此外ー 匁 一 分 五 厘 は 極印 步入 

右 請 取 所 如 件 0  • 

寛 永 六 年 十二月 廿 三日 


中 

若 


加 賀藩 史料 第二 編 


らう そく 屋 彥右衞 門 かた へ 

寬永六 年 


少 印 

狹 印 

六 〇 五 


h し鑛 崩はズ ぉ從赏 
す: 铺填寬 報 前 逢 
るプぉ し 永 じの 金 
に 再た 五た 規山 
よ 興る 年る 程の 


六 0 六  ： 

寬永七 年  . 

一月 一 一日。 能 登 羽 咋郡寳 達 金山に 對 する 從來の 規程 を從 業者に 告ぐ。 

〔國初 遺文〕 

i 

寳達之 御金 山從 先年 御 定之御 樣子御 條數之 事 

一 、 御金 山 之義、 金づる 次第、 河 筋 は 岡. ふち 共に 海ぎ わ 迄 之 事。  一 

1 、 小屋 木. 炭 木 手 寄 次第に 可 仕事。  一 

一 、 御金 山ね 從所々 罷越走 人 之義、 給 人 衆 並 fE 姓 中 町人に 不限、 御金 山 御 横目 奉行 衆へ 不能 

案內、 卒爾に 尋來改 申義御 停止 之 旨に 候 0 但走人 之 依 様子、 御 横目 衆 並 御 奉行 相談 之 上を以 

申 付 樣可有 之 事。 

一 、 御金 山從 跡々 有 來候金 掘、 並 町人. 堀 子. 大工 他所へ 罷越義 於 在 之 者、 有 所 承屆可 申理候 

從前々 御定之 筋目、 是又御 橫目衆 相談の 上 を以、 急 度 可 召 返事 0 

一 、 新 見 立 之義、 寶 達近邊 何方に も 可 申 付 事。 

右 何れも 御金 山 取 立 申 様に VJ 之. 儀に 付而、 如此之 御法度に 候 間 可成 其 意 者 也。  i 

宽永七 年 二月 二日  稻葉左 近 正 福 判 


左 近 は 

伤 算用 場 奉 

-T 


御 呢近衆 は 

ffl 目 見 以上 

の 家中.^:. 

人 持 は 組の 

名稱 


吉田村 理右衞 門 

寳 達 仁 右衞門 

同 與兵衞 

野 田 能 右衞門 

四月 朔日。 前 田 利 常、 國產の 海苔 を 献じ德 川 家 光の 內書を 受く。 

〔德川 實紀〕 

四月 朔 日加 贺中納 言 利 常 卿、 封地の 海苔 を献 じければ 御 內書を 賜 ふ 0 

四月 廿 A 日。 乘 物に 闘す る 規程 を定 む。 

〔國初 遺文〕 

乘 物御定 

一、 御 一 門 衆 ◦ 

一 、 五十 已上 御呢近 衆。 

一 、 十五 歳 以下 人 持 分 之 子 共 0 

一 、 出家 衆。 

一 、 檢校並 勾當。  ， 
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六 o 八 


御牧 免 之 事 

は 御 敉免之 

外なる べし 


iiii は 長 門 

_ ぉ德、 初 名 


一 、 醫師 衆。 

1 、 五十 以下 之 侍 分、 雪國に 付而打 かけ 乘物 御赦 re- 之 事 0 

一 、 又 侍 並 町人 等 之 儀 者、 五十 已上之 ものたり ビ いふ，、」 も、 うちかけ 乘物 たるべき 事。 

一 、 本 乘物御 赦免 之 事、 乘申仁 於 有 之 者、 爲過餞 銀 子 一 枚 宛 可 被 指 上 候 0 見顯候 ものに 可 被 

下 候 事。 

右 所 被 仰 出 如 件。 

寬永七 年 四月 廿 八日 

五月 一 一十 日。 前 田 利 長の 十七 回忌 法 會を越 中高 岡瑞龍 寺に 行 ふ。 

〔政鄰 記〕 

寛 永 七 庚午歲 五月 二十日 瑞龍院 殿 十七 回忌 御作 善、 高 岡 於 瑞龍寺 百 五十人 江湖 僧 を被附 0 惣 

奉行 安見 隱岐. 永 原 土 佐、 小 舉行島 田 淸右衞 門. 古 江 次右衞 門. 池 田 彌次兵 衞等。 

五月 廿 四日。 山 崎 長 門 光 式 歿す。 

〔山 崎 氏 家譜〕  . 

一 、 十代 祖父  山 崎 二 代 長 門 光 式 

實 者閑齋 三男に 御座 候 0 若 名 市 正 VJ 申 候。 慶長 十六 年 山 崎 阿波 病死 仕 候 以後 追 付 被 召 出、 阿 


の受 閑の 光 阿 長 
け 齋弟式 波 鏡 

たのに 1111 

る 後し 長長 
I なて 鄉鄉 


波 被 下 1;^ 候 御 知行  一 ^五千石 被 下、 稱號長 門 被 仰 付 候。 赏名長 常 ど 申 候處、 同 十八 年 微妙お 

樣ニ代 長 門 方ね 被 爲成候 節 御 一字 を 被 下、 光 式 VJ 改申 候。 大坂御 陣兩度 共 御先 被 仰 付、 彼 

島豐 前. 堀才之 助. 永 田 市 兵衞. 水 越 縫 殿. 安原 难人. 藤 H 八郞 兵衞. 杉 江 兵 助、 其 外 M 島^ 屮. 

同 帶 刀. 小 塚 淡 路ふ女 見 右近. 律 田 和 泉. 高 畠 左 京 曁村井 飛 It 家 來等爲 相 備勤申 候。 元 和 元年 御 

歸陣之 以後 閑齋. 二 代 長 門 家來戰 功之 者 共、 從 微妙 院御 褒美 被 成 下、 数年 御舉公 相 勤、 宽永 

七 年 五月 廿四 H 病死 仕 候。 

六月 十六 日。 近 江！： 今津 村の 甚 右衛門に 加賀 藩の 米 廪を設 く ベ き 準備 を 

命ず。 

CBsi 事き ま〕 

以 上 

急 度 申入 候 0 

一 、 其 地に 御城 米 之 御藏 可 被 成 御 立 由 被 仰 出 候條、 藏 屋敷 見 立 相 立 候樣に 用意 可 仕 候 事。 

一 、 御城 米之藏 屋敷 等、 餘所 なみに 仕尤候 事。 

一 、 其 律より 之 運賃 海津 なみに 仕 候 由、 不屈 樣に被 思 召 候 間、 以來ぉ 海上 道 之つ もり を以致 

算用、 可 然候樣 に 可 仕事。 

加賀藩 史料 第二 編 寬永七 年  六 〇 九 


六 一 〇 

此御 返事 待 入 候、 恐 々謹言。 

七月 六日  本 安房 守 政 重 判 

ーハ 月。 前 田 直 之 等 金澤に 於いて 鬪 諍す。 

〔三壺 記〕 

利 常 公 家臣 前 田 肥 後 喧嘩の 事  . 

此年 六月 下旬の 事 成に、 前 田 孫四郎 殿御 子息 肥 後 殿 は 利 家 公の 御 孫 也、 左右な く 御 一 門 中よ 

り 崇敬 被 成、 いまだ 若年の 時分 也。 ちゃん ふ 彥右衞 門-高 帛又八 は 朝より 罷越、 晝 時分に 成て 

石黑 權左衞 門. 神戶嘉 助. 幸嶋， 藤 右 衞門. 兄の 次 右衞門 方へ 人.^ 遣し 呼 寄せられ、 タ飯を 急ぎ 

濟し、 何 茂 同道し 才 川へ 出、 中 村の 淵に て 水 を あび 未の 剣に 歸ら る. 法船.^^-町は其時分川 

除に て、 富 田右衞 門前なる 橋 迄 出る 間 は 侍 町 也。 川 除の き はに 坂 部次郞 兵衞、 其 次に 水 野 小 

兵衞、 鬼 川の 際に 村瀨九 右衞門 也。 坂 部 次 郞兵衞 向 ひに 內藤 助左衞 門、 其 次に 外科の 不 亂坊、 

材瀬九 右 衞門向 ひ に 辻 助右衞 門，.」 不亂 坊間に 横 井 淸右衞 門、 鬼 川越えて 橋 際に 松 江 次郞兵 

衞、 向. ひ は 神 戶藏人 也。 惣 構の 方へ 橫田孫 五兵 衞. 山 本 治 部、 向 ひ は 半田 五 郞左衞 門、 如斯有 

ける に、 肥 後 殿 鬼 川の 橋 際へ 何 茂 同道し 行 懸り給 ふ 所に、 村 瀨惣領 四 郞左衞 門. 坂都惣 領市郞 

右 衞門兩 人 連て 鬼 川の 橋へ 行懸 り、 坂 部 市 郞右衞 門 橋の 爪へ 渡り 懸り、 肥 後 殿 も 渡り 懸り、 


明 衣 は 浴衣 

なリ 


橋の 眞中 にて 刀の 鞘 ドー 鞘 VJ はっし VJ 當 る。 肥 後 殿 扇子 を 取 直し、 市 郞右衞 門：：^ を ひし，、」 うち 

給へば、 市 郞右衞 門 刀を拔 き、 心得たり，、」 云 所 を、 石 黑權左 衞門市 郞右衞 i: を 後よ.^ かき 抱 

き、 橋より 道へ 押 落す。 肥 後 殿家來 川へ 飛 入り、 橋 向 ひ 成 村 瀬 四 郞左衞 門 を 取 能たり 0 四郞 

左 衞門は 刀を拔 き、 肥 後 殿 橋 を 渡り 道へ おり 給 ふ を 待 かまへ たりし が、 取り ま はされ てた、 

き 合 ひ、 大勢 なれば 四 郞左衞 門松 江 次 郞兵衞 前にて 討 留る。 坂 部 は 權左衞 門に か、 へられ、 

刀 を 振る に 付て、 突 放す を 何 茂 寄 合 ひ討留 る。 其 間に 肥 後 殿 は 何 茂 引 包み、 半田 五郎 左衞 門へ 

引 入り、 裏 傅 ひに 富 田 右衞門 方へ 入 給 ひ、 表門へ 出 給 ひて、 高 岡 町へ ぞ 引取り 給 ふ。 村瀨九 

郞右衞 門 は、 其 時 湯殿に 行水して 有 之 所へ、 四 郞左衞 門 乳兄弟 左太郞 VJ 云 ふ 者 走. 9 入て、 四 

郞左衞 門 殿 こそ 喧 被 成 討れ 給 ふ，、」 申ければ、 九 右衞門 聞きて、 明 衣^ 上に 手掛帶 して、 長 

刀 追 取り かけ 出し、 せがれ を 討て 何方へ かの がし 可 申，、」 て 追 懸る。 肥 後 殿家來 共立 歸り、 追 

つまく つ、 戰 ひける が、 肥 後殿步 行の 者 二人 討れ、 草履 取 跡に さがって、 後より 九 右衛門の 

よは 腰 を 切る。 九 右衛門 長刀 取 直しけ るか VJ 見れば、 此 草履 取 胸元より 首筋 半分 かけ 倒さる 

>。 肥 後殿步 行頭 市 川 六兵衞 しばし 戰ひ、 眞甲 切られ けれ 共、 九 右衞門 を討留 たり。 其 時 坂 

部 次 郞兵衞 は 宿に 在 合 けれ 共、 程隔 りて 聞く や 否や 鏠 取て 出 けれ 共、 早 何 茂 引 入て、 見物人 

のみ 多ければ、 無 是非 妙慶 寺へ 引 込、 法 鉢して 上方へ ぞ 登りけ る 。村 瀨九右 衞門ニ 男 忠藏十 
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六 二 1  一 

六 七 歳の 頃 也、 是非に 出ん，.」 刀 を 追 取り出け る を、！^. 乳母な ざ 引 留る。 其 弟亂助 は、 いまだ 

若衆に て 十三 四 歲也。 村 瀨四郞 右衞門 乳兄弟 左太郞 は、 少手 負けれ 共輕 くして 別義 なし。 追 

付 江卢へ 言上 有 けれ 共、 肥 後 殿 手前 別條 なし。 去 共 敵 討 も あらん か，、」、 一代 氣遣 油斷 はな か， 

りけ り。 肥 後 殿 後に 三 左衞門 云。 保 科 肥 後 守 殿出來 しての 事 也。 後に は 小 幡宮內 IJt に 仰 付 j 

らる。 村瀨 妻子 共 は 江戶へ 引取け る。 森 川 出 羽 守 殿 姪！； ^ なれば、 江 lil へ 引越、 二 男 忠藏は 水 

野 甲斐 守 殿へ 在 付き、 弟 亂助は 旗本 衆へ 兒 小姓に 出け るに、 若年の 頃 器量 殊の外い み じく、 

見る 者每に 執心し、 引手 數 多に 成 ぬれば、 申 分出來 し、 亂助 後に 淺草 にて 討死す。 此由 兄忠ー 

藏聞 付け、 相手 を 打 VJ らん VJ て、 走り 廻りて 渡 合 ひ、 桃 町に て 討死す。 此事四 郞左衞 門 乳 兄： 

弟の 左 次 郞弟石 松 V」 云 者、 加州より 被 連 兄弟の 果を 見て、 又 金 澤に來 り 語りけ り。 彼 村 瀬： 

四 郞左衞 門 は新藏 申、 坂 部 市 郞右衞 門 は權八 V」 申て、 長久 寺に て 手， し、 十九 廿才の 頃 前： 

髮 取る、 其 翌年の 事 也。 惣 構の 河岸ば た、 其 時分 迄町屋 也。 靴師 徳兵衞 VJ 云 昔 頭、、」 りの 名人 一 

也。 此 者の 所へ 鞘を賴 みに 兩人參 たる 折節 也。 何 茂 若き 者 共ビ、 おしまぬ 人 はな かりけ り Ql 

〔金澤 古蹟 志〕 

三壶 記に 寬永七 年 六月 前 田 肥 後 の 事 を 記載せ し條 に、 法 船 寺 町 は 其 時分 川 除に て、 其 外， 

一 

に は 家 もな く 河 なりけ り 云 々o 又 同 八 年 火災の 後、 法 船. 寺 は 犀 川の 下 河 1^ をば 寺 地に 賜 ふ 


桃 町 は趙町 


VJ も ありて、 寬 永の 頃まで は 法 船 寺 町の 通 筋 川原な りし を、 法 船 寺 移轉の 後河原 を 築 出し、 

更に 川 除の 堤防 出來 す、 之 を 下 川 除，、」 t- ベり。 享保 十二 年に 筆記せ し咄隨 筆に、 東 美 源內吉 

田 火矢 射に、 或 夜 四 五 人 連に て 犀 川 河原へ 出け るに、 むらく ビ 蝶の 如く 成 物い くら も 飛行 

す。 追懸飛 上り 弓に てた、 き 落しけ るに、 寬永通 寶の錢 なり， ^ の 希 事 を 載たり。 右 河原 ど あ 

る も 下 川 除の 地邊 なりし 河原 通り をい へ るな らん か。 

七月。 金 澤城內 に 伴 ひ 得べき 家中 供 廻の 人 數を定 む。 

〔國初 遺文〕 

御城 出入 之御定  . 

一、 御 一 門 衆。 小姓 一 一人、 ざう り 取 一 一人、 挾 箱 一 人。 

但、 朔日. 節句. 十五 日に は 小姓 一 人、 ざう b 取 一 人、 はさみ 箱 持 一 人 宛。 

一 、 御城 代 衆. 年寄 衆。 小姓 二人、 右筆 一 人、 ざう り 取 一 人、 はさみ 箱 持 一 人。 

朔 日. 節句. 十五 日 右 同前。 

_ 1 、 人 持 衆。 小姓 一人、 ざう り 取 二人、 はさみ 箱 一人。 

朔日. 節句. 十五 日に は 小姓 一 人、 ざう り 取 一 人 宛。 

1、 御 はなし 衆. 小々 姓 衆. 夜 詰 衆. 常 番衆. 亂舞 衆。 小姓 一人、 ざう り 取 二人、 はさみ 箱 共に。 
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節句 朔 ：= 十五 口に は ざう り 取 一 人 宛。 

一 、 鐵炮頭 衆.： 廻 衆. 小姓 衆. 與は づれ 衆。 小姓 一 人、 ざう り 取 一 人。 

朔 H. 節句. 十五 日 各 同前。 

一 、 步侍之 分。 ざう り 取 一 人 0 

右 御定之 外人 數召 候付而 者、 爲過錢 御 一門、 衆. 御城 代 衆. 年寄 衆. 人 持 衆 之 分 は 二 Kn 疋、 此 

外 之 衆 は 五十 疋宛可 出 候 者 也。 

寬永七 年 七月 日  横 山山 城 守 

本 多 安房 守 

八月 四日。 前 田 利 常の 女 龜鶴姬 残す。 

〔前 田 家譜〕 

龜鶴 姬慶長 十八 年 三月 九 W 生。 母 天 德院。 寬永 三年 二月 嫁 森 右近 大夫 忠廣。 宽永七 年 八 =:岡 

日 歿。 享年 十八。 號浩妙 院。 葬 武藏本 門 寺。 

〔壬 子 集 錄〕 

微妙 院樣 御子 樣方 

一 、 よ n 少 .... しも 水 丑の 御 年 御 十八 歳に て 寬永七 年 八 HJ 四 B 

I  ,f  に 御 死去。 御 生れの 月日 存不申 候。 


八月 廿 一 一日。 三輪 志 摩 長 好 残す。 

〔三輪 氏 家譜〕 

一 、 十三 世 之 祖父  三輪 故 志 摩 長 好 

高 德院樣 尾 州に 被 成 御座 候 時分、 八 歲に而 被 召 出、 御 取 立 被 遊 所々 御供 仕 候處、 瑞能 院樣， £： 

被 爲附、 皮々 御加增 知拜領 仕、 都合 七 千 二 kE 六十 石 被 下 置 候。 最前 名作 藏，、 J 申 候處、 生水 VJ 

相改、 其 以後 志 相改 年寄 相 勤。 ー兀和 五年從 微妙 院樣隱 居 被 仰 付剃髮 仕、 名 法受ど 申 候 0 

右 之 通 被 仰 付 候 得 共、 御 奉公 相 勤 候 由。 嫡子 主 水 儀、 瑞 龍院樣 御代志 摩 存生 之 內被召 出、 御 

知行 千 石 被 下 置、 志 摩 隱居被 仰 付砌、 志 摩， に 被 下 置 候 御 知行 之內 五千石 被 下、 先知 合 六 千 石 

拜領仕 候。 次男 齋宮 儀、 瑞龍樣 御代 被 召 出御 知行 三" B 石 被 下 置 候處、 三輪 故 藤兵衞 孫娘， £： 聲 

養子 被 仰 付 候。 三男 左 門 儀 大坂御 陣の刻 御供 仕、 御 歸陣被 遊、 新 知 五 f:: 石 被 下齓、 志 摩隱居 

仕 候 節 志 摩， Si 被 下 置 候 御 知行 之 內ニ千 石 被 下、 先知 合 二 千 五百石 拜領 仕、 元 和 五 年 病死 仕。 

せがれ 無 御座 候に 付、 右一 一千 五百石 之 內新知 五 ぼ 石 は 指 除、 一 一千 石 は高德 院樣. 瑞 龍院樣 御代 

法 受ね被 下 候 御 知行 之 儀に 候 間、 被 返 下 旨 微妙 院樣被 仰 出、 難 有 奉 存候ほ 御請 申 候。 然處 

ゆ J 之 儀、 右 之 御 知行せ がれ 共ね 被 下 候樣、 法 受奉願 候處、 被 爲聞召 上、 右二 千 石 之 内 千石媧 

子 生水. £： 被 下、 殘千石 は 三輪 齋宫ニ 男 右近. G 被 下 候。 右近 儀、 志 摩 存生 之內 瑞龍院 様ね 被 召 
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出、 知行 三百 石 被 下。 然處志 摩 隱居被 仰 付 候砌、 志麼 知行 之內 二百 六十 石 御 引 足、 先知 合 五 

百 六十 石 被 下、 法受 養子 被 仰 付 置 候處、 又 候 右 之 通 法受， £： 被 下 候 御 知行 之 內千石 被 下 候に 

付、 都合 千 五 ぼ 石 拜領仕 候。 後名 彌^ 右衞門 相 改申候 0 陽 廣院樣 ね 被附、 重 而淡路 守樣わ 

被 爲附、 慶 安二 年 二月. i;^ 死 仕 候。 法 受儀寬 永 七 年 八月 廿 二日^ 死 什 候。 

九月 十四日。 前 田 利 常 新 鮭 を 献じ德 川 家 光の 內書 を受 く。 

〔徳川 實紀〕  . 

九月 十四日 加賀中 納言利 常 卿より 封地の 新 鮭 を 奉りければ 御 內書を 賜 ふ 0 東 武實錄 

十月 六日。 能 登 鹿 島 郡 石 動山大 宫坊勸 進す る を 以て 周旋す ベ きを 令す。 

〔加州 郡方舊 記〕 

急 度 申 遣 候 0 仍石勒 山 大宮坊 より、 河北 郡中勸 進に 被參候 由に 候條、 衍惜 馳走 可 申 候。 先 奉 

行 千 福 縫 殿 助 方よりも、 例 之 由に 候 間 書 狀遣者 也。 

寬 永七胛 十月 六日  大島 甚兵衞 印判 

高 松 村 新 左衞門 

木津村 十 左衞門 

荒屋村 新 助 


右 同 樣之文 段大島 甚兵衞 紙面 寫、 寬永七 年 十月 六日、 宛所 二 又 助右衞 門，、」： ^一通、 お 松 村 次 

右 衞門等 十 一 人 宛所 一 通寫 あり、 赂之。 

十月 十五 日。 前 田 利 常 國產の 白 炭を献 じ、 德川家 光の 內書 を受 く。 

〔德川 實紀〕 

十月 十五 H 加 賀中納 言 利 常 卿、 封地より 白 炭 ニ箱献 じければ 御 內書を 賜 ふ。 東 武實錄 

十一 一月 七日。 前 田 利 常、 德川 秀忠に 物を献 ず。 

〔德川 實紀〕 

十一 一月 七日。 大御所 御 狩の 御け しき 伺 VJ て、 加 賀中納 言 利 常 卿より 蒲團ー ー並國 製の 燈を献 じ、 

御 內書を 賜 ふ。 束 武實錄 

十一 一月 廿 一 曰 0 諸 土の 衣服 • 家屋 • 饗宴 等に 關 して 規程 を定 む。 

〔慶長 以來定 書〕 

定 

1 、 家中 知行 取 侍 分 衣裳 之 事、 il: 物 之 外、 染物並 ii. 細. 木綿 たるべし。 道 服. 肩 衣. 袴に 至 迄、 

唐物 之 類に て 仕 候義令 停止 候。 併 近習に 相 詰 候 小姓、 此 外人 持 分 之 子供 之義 は、 應其身 候 ほ 
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V- の 衣裳 たるべし。 惣而 分際に 過た る 仕 立 無用 之 事。 但、 他 國へ供 役 之 時 は 各 別 之 

1 、 步. 若黨. 弓 鐵炮之 もの 衣裳 之 事、 紬. 布. 木綿 之 分は不 苦、 其 上 之き る 物 停止 之 事。 付、 

刀. 脇剌 分際に 過た る排 無用 之 事。 

1 、 小者 ざう り 取き る 物 之 舉、 布. 本 綿た るべき 事。 

一 、 百姓 之き る もの S 事、 布. 木綿 たるべし。 伹 百姓の 女 は紬之 着物 迄は不 苦、 其 上 之 衣裳 

可 爲曲言 事。 

一 、 諸 侍 家屋敷 作 事 等、 不應其 身分 限、 過分 之 働 停止 之 事。 • 

一 、 家中 常 之 振舞 可 任 法度 候 旨 0 妄之仕 合お 之 付て は、 如 定候過 錢可出 候 事 0 但、 他國 客人 

之 時 は 各 別 之 事。 

1 、 家中 人 持 知行 取 侍數之 事、 最前 定置 候 通 無 相違 樣に 嗜、 公儀 御 役 等 無 懈怠 樣に可 仕事。 

右定 K 所、 若 於 違背 は、 人 持 分 之 輩は爲 過怠 銀 子 一 一枚 宛、 其 下 は 銀 子 一 枚 宛 可 出 候。 小者. ざ 

うり 取 等之義 は、 其 主人 手前より 可 出 候。 但 法度 を 違 候 事 及ニケ 所ば 可 處曲言 者 也。 

(利 ts> 

寬永七 年 十二月 廿 一日  判 

十一 一月 廿 三日。 老臣 等 更に 諸士の 衣服 • 家屋 等に 關 する 前 令 を 敷衍す。 

〔慶長 以來定 書〕 


なり 


爲 御意 申入 候。 

1 、 自今 以後 御 家中 諸恃衆 下々 至 迄 衣裳 之 儀、 其 外 諸 職 御 定之御 條目御 判 之 物. お 進 候。 此趣 

能々 御 組 中. 2： 可 被 渡 候。 雖爲 一事 相 背 御法度 候 者、 急 度 可 被 仰 付 旨 御 候 間、 可 得 其 意 候。 

年 內之義 は 無餘日 之條、 來 正月 出仕 之 衣裳より、 御定無 相違 樣可被 仰 渡 候 事 肝要 候。 

一 、 御 家中 女 衣裳 之 事、 1 一千 石より 本妻 一 人 は 薄繪之 小袖た るべ し。 其 外 之 妻子 並舉 公た る 

女房 共、 薄檢之 小袖 着 候 事 堅 御 停止 候。 次よ め 入道 具 之 事、 最前 可 爲如被 仰 出 候。 分際に 過 

たる 仕 立彌御 停止 之 事。 

1 、 小身 成 衆、 又は 身钵不 叶に、 他國之 植木 以下 高直に 置 候 事、 萬つ ゐへ になり 候 事、 不謂 

義，こ 被 思 召 候條、 是又御 組 中， £ 可 被 仰 渡 候、 恐々 謹言。 

寬永七 年 十一 一月 廿三 H  橫山 山城 守 

本 多 安房 守 

人 持 與頭恭 

！?!'  Bi え 與頭 琳\\ 

御 小姓 頭 衆 

御 鐵炮頭 衆 
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十二月 廿 五日。 元日に 出仕す る 衣裳に 關 して 令す.^ 

〔慶長 以來定 書〕 

元日 出仕 之 衣裳 之 事、 假雖爲 拜領、 御 定之外 之 小袖 着 候 事 無用 之 由、 被 仰 出 者 也。 

宽永七 年 十一 一月 廿五 =  橫山 山城 守 

本 多 安房 守 

十二月 廿九 H。 更に 諸 土の 衣服に 11 する 制限 を 追加す。 

〔慶長 以來定 書〕 

態 申入 候。 御 家中 衆 衣裳 之 儀、 最前 申觸候 外、 白 小 釉並紫 裏、 重而御 停止 之 lb 被 仰 出 候條、 

右 之 趣 御 組 中， 2： 堅 可 被仰觸 候、 恐 々謹言。 

寬永七 年 十一 一月 廿 九日  橫山 山城 守 

本 多 安房 守 

人 持 與頭衆 

御！ iJl 廻 與頭衆 

御 小姓 頭 衆 

御 鐵炮頭 衆 


貞 里に 前 田 

利 負の 子 


是歲. - 前 田 利 常 • 光高 父子、 前田貞 里の 邸に 臨む。 

〔私用 覺書〕 

1 、 寛 永 七 年中 納言利 常 公. 筑前守 光高 公、 負 里方へ 御成、 此節出 雲， こ 稱號改 之。 此時 宅， 安 

江 町 也。 

是歳。 九 里 覺右衞 門 歿す。 

〔九 里 氏 家譜〕 

1 、 六 世 之 祖父  九 里 故 覺右衞 門 

覺右衞 門 義宗智 嫡子に 御座 候處、 瑞 龍院樣 御代 慶長五 年 被 召 出、 御 知行 二百 石 被 下 之。 大聖 

寺 御 陣之砌 御供 仕 候。 微妙 院樣小 松 御 部屋 住 御 附に被 仰 付、 其 以後 微妙 院樣御 家督 之 砌御加 

增 二百 石 被 下 之。 大坂兩 度御陣 御供 仕、 夏 御 陣之砌 乘城搏 被 疵負申 候。 御 歸陣之 後 京都 御屋 

敷に 被 指 置、 黑坂 先々 吉左衞 門，.」 替 御用 相勸申 候。 元 和 六 年 七月 九日 御 加 增知六 百 石 被 下 之 

都合 千 石に 被 仰 付 候。 寬永七 年 病死 仕 候。 

是歳. - 初めて 別宫 奉行 を 置き、 前 田 知 勝 を この 職に 任ず。 

〔擢 萃錄〕 
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白山 一 卷に 

付の 意味 明 

ならす 
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一 、 前 田 銀 右衛門 先祖 刑 部 和 勝、 六 ぼ 三 石 ニ斗餘 知行 賜 はり、 白山 一 卷に 付、 寬永七 年 越 前 

境目 爲御 締、 能 美 郡 別宮， £： 被 遣、 御 役 料 1  一 石 被 下、 弓 十 張. 鐵炮ー 一十 挺 御預、 與カ四 人御附 

被 遊 候に 付 召 抱。 且 御鷹 野 御 出 之 節 御 立 寄 可 被 遊 候 間、 御屋敷 廣く 受取 可 申 被 仰 出 0 是別 

宫 奉行 之 初 也。 

寬永入 年 

正月 十 人 日。 更に 衣服の 制限に 關 して 令す。 

〔國初 遺文〕 

重 而申觸 候 

一 、 唐ら めん は、 小袖 表 又は 道 服. 袴 以下 仕 候 事、 御 赦免 之 事。 

1 、 まへ がみ 有 之 者 又 小姓 之 小釉、 絹 羽 一 一重 之 分 は 御 赦免 之 事 0 

一 、 跡々 よりき ふるし 候 小釉染 直し 候 儀 者、 何 色に よら や 御 赦免 之， 0 

右從御 譴重而 申入 候條、 此 旨御與 中へ 可 被仰觸 候、 恐々 謹言。 

寬永八 年 正月 十八 日  橫山 山城 守 

本 多 安房 守 


人 持 與頭衆 

； 1:^ 廻 組頭 衆 

鐵炮頭 衆 

御 小姓 頭 衆 

三月 三日。 金 澤寶圓 寺に 前 田 利 家の 三十 三回忌 法 會を營 む。 

〔三壶 記〕 

高 德院樣 三十 三回忌 之 事 

同年 三月 三日 寶圓 寺に おいて 大法 會を御 執行 被 仰 付、 三ケ國 之禪衆 は不及 申、 諸宗の 惣祿諷 

經の 衆、 上方 諸宗諸 門跡 諷經の 使 僧お びた ゾし 。其 頃 迄 寺に て 膳部 被 仰 付、 夜 n 三度 四 度の 

御 賄に、 木 具 野菜 品々 郡 中より 持参す。 疊の 裏に 數千 串の 豆腐 を さし、 回廊の 庭に 炭 を 置、 

數十疊 立 並べて 燒之。 か、 る 大き 成 事典 なれば、 商賣人 織る がご，、」 くに 參 りつ V- ひ、 人 K 御 

報謝の 德に 依て 豐に世 を 渡り、 有難く 奉存。 尤 施行 牢拂 ひ、 閉門 居 も 開門し、 尊 靈の牌 前 

に參詣 仕り 難 有 奉存。 三月の 十日に 二の 御 丸に おいて 御 能 被 仰 付、 御 家中 並に 出家 衆 迄 御 振 

舞 を 被 下け り 0 

〔肺肝 鈔〕 
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六 二 四 

一 、 微妙 公 御代、 金 澤寶圓 寺に て 高 德公御 遠 忌 御 執行 有 之、 年寄 中始 誰彼 相 詰。 其 H 御 結願 

之 日 也。 然處石 野 IS 岐初は 八右衞 門、、」 云、 此時雜 § 事 黄色の 頭巾 を 被り 參詣 する を、 條-ぬ 織 

部 見て、 偖々 推參 成爲牀 哉、、」 腹 立す 0 讃岐は 支關を 上る 時 頭巾 を 取て、 何も 相 詰る 所へ 來り 

挨 桜す 0 織 部 其儘聲 をい からし、 ^々方 外 千 萬 推參の 仕方 ど、 散々 に 雑言す 0  ^岐以 之 外せ 

きたる 鉢 なれ V- も、 一言 も 不出候 0 御 法事 相濟 たる 後、 年寄 中始 何もへ 向 ひて、 先刻 織部雜 

言 御 聞 之 通 也、 其 當坐討 果し可 申 VJ 存 候へ Vj も、 御 法 會之內 故 堪忍 仕たり、 最早： L ハ今は 遠せ B5 

仕事 もな く 候、 去，、」 て 年の 寄 候 得ば、 打果 すな V* 申義 にても 無 之 候、 只今 腹 を 切 申 候 VJ 云 0 

何も 立 寄、 成程 神妙 成 被 成 方御尤 なれ ざ も、 我等 共 其 通りに は 致しが たし、 鬼 角 忍びめ され 

VJ、 此趣 言上 什、 如何様 VJ も 御 存分に 可 化 VJ 取 押 ふ。 織 部 立 出、 ^々各 はい はれぬ 低 話 を 御 

やき 候、 岐 如何で 腹 を 切 得る 者に 候 哉、 よし 腹 を 切りたら ば、 其 死骸に 腰掛て 我等も^ 切 

申 分な り、 何の 六 ケ敷事 も 無 之 候、 其 分に 御 捨§ ^可 被 成，、」 云 0 讚岐 せき 上り けれ V- も、 何れ 

も兩 方へ 引分け 宿 迄歸す 0 讃岐鬼 角 堪忍 仕 まじ VJ 云に より、 微妙 公 御聽に 達す 0 被 仰 出 は 讚 

岐申分 尤千萬 也、 織部義 武功 も 有 之 者に 候 間、 命 御 もら ひ 被 成 墊居可 被 仰 付 候、 是 にて 堪忍 

仕 候へ 由 御意 也 0  岐 御請に、 老人 之 義觅^ 御意 次第，、 J 存候、 殊に 結構に 被 仰 出 難 有、 如 

何様 共 御意に 任 可 申 VJ 申 上る 0 織 部 は 御 扶持 被 召 放、 能 州 VJ やらん へ 御 近 込、 三年 立 又 被 召 


方 外 は 法外 


出 如 跡々 奉仕す o 右 整 居 中 も、 度 々御茶. 御菓子 等 被 下、 御 ffl 之 御 事 V- も 有 之 V- ぞ。 右？^ 岐枠 

の 代に 盗賊に 切られて 死す。 大きに 吝嗇 成 者に て 女 計 召 仕た る，.」 云。 

讃岐は 七 千石領 す。 與カ廿 四 人 被 付、 身に 當る 知行 は 僅な り。 右與 カ之內 無理 成^ 申懸 成敗 

す。 其 外 非 義多有 之 候 ゆ 戶"、 相 殘る與 カ共奧 村河內 迄、 讚 岐隱居 被 仰 付、 せがれ 半 左 衞門御 

仕 被 下 候 様 願 ふ。 此 願不缚 明內、 二三 ケ 年の 內、 手前が 事 訴へ申 事 不屈？」 て、 與 力に 知行 も 

不渡。 筒 樣之事 „li ハに付 御 改易 也。 

三月 六日。 前 田 利 常の 生母 壽福院 江戸 邸に て 残す。 

〔三壺 記〕 

東の 丸 様 御 遠 行 之 事 

同 八 年 三月 六日に 壽福院 樣御遠 行 被 成ければ、 江 tr^ にて 御 遺骸 を 寺 町へ 御う つし、 日 連 寺に 

て 納め 奉り、 池 上に 御 墓 御 造 立被爲 成。 加州へ 早速 御 飛脚 到來 し、 天德 院^ 之 御 例に なぞら 

へ、 御 葬 膿 を 小 立 野に て 御 執行、 善盡 し美盡 せり。 則 經王寺 導師に て規 式相濟 申け り。 御 法 

名 を 壽福院 殿 花 岳 H 榮大姊 V」 號し 奉る。 

〔壬 子 集錄〕 妙 成 寺 書付 

寬， 永 八 戊未曆 三月 六日 
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一 、 壽福院 殿 花 岳： n 榮大姊 尊台 儀 

閏 六月 九 曰  瀧 谷 妙 成 寺 =： 俊 判 

永 原 左 京 殿 

條原織 部 殿 

〔本 化 Si 頭佛祖 統紀〕 

壽福 院華嶽 日榮大 夫人 者。 加 能 越 三 州 太守 管 原 朝 ほ 亞相利 家 卿 側室。 高 岡 亞相利 長. 小 松 黄 

門 利 常 兩卿母 父 者 上 木 氏。 越 前 淺倉家 ほ jsfsf ，歸 I 纖 母 者 山 崎 氏な。 瞻碰 ！！ 。命 II 倾 

fc.ffl. 夫人 性 篤 三 費。 荷擔 宗門。 身延芬 陀利峯 伽藍 五 重大 塔。 洛龍華 大殿鼎 基 一 新。 其 功 如 

許。 又 仔 國有瀧 谷 妙 成 寺。 寺 者 像 it 趣 之舊： 夫人 振 力。 佛殿惯 坊鐘樓 門 鹿。 伽 ^所お 輪奐 

備矣。 孝子 利 長 卿 爲頒封 n^。 又 昔 在 越 前。 香 花 地 呼經王 寺、 今-:?? 加 之 金澤。 兄 有日淳 上人 C 

娃 有日條 上人。 偕 主 妙 成. 經王兩 寺。 是時 加州 佛法 繁盛 乎 哉。 寬永八 年 辛 未 三月 六日 東都 感 

疾而 逝。 壽六 十二。 池 上 火矣。 瀧 谷 墳矣。 

〔楓橋 遺事 鈔錄〕 

中 山； 門 水 tt; 侯 寄附 也。 樓門紀 州養珠 夫人 所 寄進 見 梁 牌。 又 賢 1<ム 代 欲 造 講堂。 加州 侯 夫人 喜 

捨其 t 一所 作 也。  I  .  E 


然れ ども 日 

賢 示 寂の 年 

に 併 ぜ考ふ 

る 時 は壽鹏 

院 なるべし 


賢 公 字 春甫。 號寂 靜院。 (中略)。 寬永ー 一十 一 年 九月 廿四 ョ 寂 于遠州 本源 寺。 

C 重輯 雑き に 

壽福公 御 家 

1 、 壽福院 殿 は 微妙 公の 御 母 公也。 世に いふ 處は筑 紫 陣の時 被 下し 人 也 ど 云 々o 此御父 善根 

をせられ し餘. 慶 にて、 微妙 公 を 御子に もたれし 事、 又壽福 公の 御行 狀御心 操な ざ 種々 の說有 

て、 別 錄に記 置 品 も あり、 是 をば 此に 略す。 又壽福 公の 外戚 方の 御 姪 甥 迄 も 記した る 物 あれ 

V」 も、 其 外戚の 事 迄 は 記して 益な き 儀 ど 略して、 同腹 同種 別種の 御兄弟 方の 姪 迄の 率 を 荒 

々，こ 記す。 先 上 木 新兵 衞.、 」 云 人 あり、 法名 圓乘院 永鎭， こ 云、 壽福 公の 父 公也。 永 鎮の前 配 は 

山 崎 肥 前 息女に て、 法名 花 盛院壽 榮，、 」 云。 此 腹に 四 男 五 女 あ， 9  0 一男 は 上 木 勘 解 由左衞 門、 

二  a? よ JJk..E 段： B 此主殿 助に 四 子 あり、 一男 上 木 藤 太夫 子孫 もリ。 次子ば 3 藤 上人 、三 よ CC 级 i とん、 ^0 

一 一男 は 上 ネま蹈 お 三女 は 尼 崎 藤 左衞門 妻、 四 女 は 平 田 六 右衞門 妻、 各 子孫 あり。 三8^{日嶽^1ノ  ^EA 

日淳 上人、 五 女 は；.： h: 木 氏 室、 六 女 は 和 田 氏 室 o!^f あ 七 女 は 雨 夜 室 0れ 嚿も八 女 は 大木 室 。け f も 

九 女 は 礎 松 室 嚿ぁ 是は 同^ 別 腹、 嫡母は 御 姑 君に て 有 ゆ ゑ、 九 輩 は 御兄弟 也。 御從弟 也。 

借 永 鎮㊀後 配 も 又 山 崎 肥 前 女に て、 壽命 院久延 日長、 こ 法名 を 云 ふ。 此 股に 三女 一男 あり。 一 

女 栗 田 傳兵衞 室 0 む？ も. 二 女 本 保 次 右 衞門室 ow?^ あ 三女 は壽福 君。 三男 某 早世。 是四人 は 御 

同種 腹な り。 此の 後日 長大 姊小幡 氏に 嫁して 小幡 右京 を 生む 0 別 稀 同腹の 御兄弟 也。 其 後 又 
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六 二八 

輕き 人に 嫁して 一 男 三女 を 生す 0 是又別 稀. 同腹の 御兄弟 也 0 一  男 は 右の 小幡 右京に 苗字 を 遣 

ひ、 同 苗に せよ VJ の 儀に て、 右京 種替 りの 兄弟 故 同 苗 どし、 小 幡宮內 VJ 稱し、 萬石已 上に 被 

成、 執 權の列 城代 を 勤め、 老後 隱居 法體 して 不入 VJ 云 ふ是也 0  二 女 は 堀 三 郞兵衞 妻 0 三女 は 

九 里 覺右衞 門 妻。 四 女 は 田邊助 太夫 妻。 是も 別種 同腹の 御 兄お なり 0 さるに 因て 上 木 藤 太夫. 

日條 上人. 尾 崎 藤 左衞門 妻. 平 田 六 右衞門 妻. 和 田 所左衞 門、 並に 此姊雨 夜が 子 治左衞 門. 大木 

久 兵衞. 磯松 六左衞 門. 丹 羽 平兵衞 妻、 其姊 一 人 は 同 稀_ 腹替 Q 甥 也。 •€ 水田 久右衞 門. 同 四 郞左衞 

門 • 同 三 郞右衞 門. 同權 兵衞. 黑田逸 角 妻. 岡 島 忠右衞 門 妻. 本 保 加右衞 門. 本 保 木工 之 助. 同 儀 

右衞 門. 大昔 藤藏妻 • 岡 田 準 人妻、 合せて 十 一 人 は 同種 同腹の 甥 也。 小幡 下野. 小幡 右京. 小幡 

內膳 • 小幡巿 正. 小幡 宫內. 前 田 三 左衞門 室. 中 川 意 半 室. 寺 西 孫 市. 堀 M 郞 三郞. 石黑左 近. 堀 三 

郞 兵衞. 同 國松. 丹 羽織 部 妻. 九 里 甚左衞 門 • 九 里 覺右衞 門. 高 畠 主 膳 .大 橋 市 右衞門 妻. 田 部 六 

兵衞. 同 五左衛門. 同 孫 七. 同 助 六. 橫.^ 左 近 妻、 右二 十 人 は 別 If 同腹 S 甥 達 也。 委細 は 此系圔 

にあり、 仍以略 志す る處也 0 

〔又 新齋 日記〕 

一 、 壽 福院樣 御兄弟 之 事 

國 事昌披 問答に、 上 木 新兵 衞 どて 朝 倉 義景に 仕へ て 越 前 府中に 居住す。 此 人妻に 男女 七 人、 


妾に 女 三人 あり。 妾の 嫡女は 栗田傳 兵衞、 次女 は 本 保大藏 妻、 三女 は壽 福院樣 也。 新兵 衞死 

後御國 へ 來り、 小幡 九兵衞 に仕而 右京. 宮內. 女 三人 を產 む，.」 云 ふ。 

小幡 家系 i  一 i 祖は 小幡 九兵衞 にて、 實は越 中 椎名右 衞門大 夫 泰種之 家老 神： t 筑前之 孫 也" 筑 

前 之 子 を 和 泉 VJ 云 ひ、 泰 種の 甥に して 培 也。 其 子 を 九兵衞 VJ 云。 同 家老 小幡九 助の 養子 VJ 成 

り、 姓 を 冒し、 山 崎 右京の 女を娶 りて 二 男 七 女 を 生や。 其 二 男 は 右京. 宮內、 其 七 女， に 壽福院 

殿. 堀 三 郞兵衞 妻. 九 里 覺右衞 門 妻. 田邊助 太夫 妻. 本 保 諸 右衞門 妻. 黑田逸 角 妻. 上 木 妻 .1^ 田 

傳兵衞 妻 也，、」 云。 政己按 やる に是 にて は 八 女 也。 然れざ も 上 木 は 名な し、 是は上 木 新兵 衞妻 

£ かの 書 損なるべし。 然れば 七 女に て、 政 己 家系 由緒に も、 田邊助 太夫 妻 は壽福 院^ 之御姊 

に 付、 二十 人 扶持 被 下 VJ 書傳ふ 0 

三月 六日。 德川家 光 使 を 遣 はして 壽福 院の 逝去 を 弔す。 

〔德川 實紀〕 

三月 六日 加 賀中納 言 利 常 卿が 母 壽福尼 卒去せ しにより、 溝 口 伊豆守 善 勝 御 使して 香 銀 五 枚 

賜 ふ 0 日記 

三月 十三 日。 農政に 關 する 法規 五十人 條を定 む。 

〔慶長 以來定 書〕 
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六 三 〇 

一 、 御 分 國中諸 百姓、 御 代官 衆. 給 人 衆へ たいし 申 分 有 之ば、 郡舉行 衆ね 可申理 被爲定 5^ 候 

處に、 理不ャ おに 走 候 百姓 之義 は、 背 御法度 曲 人 之 ise. 候條、 假 如何 樣之申 分雖有 之、 免 合 其 外 

用捨 有 之 間 敷 事。 但他圃 へ 相 越、 經年數 罷歸候 百姓 之義 は、 有 付 成 兼 可 申條、 最前 ひかへ 來 

候 田 畠、 裁許 可 仕 程 郡 奉行 衆，、」 して 見 計 可 被 相 渡 候。 其 上 御 國役三 ケ年之 內可爲 御 赦免 事 0 

一 、 自今 以後 若 逃散 之 fm 姓 於 有 之 者、 彼是 百姓 之 跡 田 a3 之 俄 は、 如 御法度 十 村 組 して 令 耕 

作、 年貢 諸 役 等無滯 沙汰 可 仕 候。 免 合 之 義は其 村 相 給 人 之 內可爲 中 之 並 候。 次金澤 着米 之 儀 

は 跡々 つけ 來候內 半分、 十 村 組 どして 可 相 屈 候。 但本 姓 於 令 還 住 者 可 爲如前 之 事。 

一 、 走 百姓 前年 之 未進 米 之 事、 是又十 村 組より 可 致 納所 候。 但年々 之爲古 未進に 付 而は十 村 

組 人 かけ. S. 間 敷 事。 

1 、 走 跡 御 借 米 之義、 連判 之 者 どして 指 上 可 申 候 事。 

一 、 走 ぼ 姓 之 跡、 御代 官給 人 衆 無 構 者、 其 組 中に 而も 他 組よりも せがれ 数 を 持 候 者、 又は W 

地 不持者 どして、 其 村 如 免 合 年貢 諸 役 御 國役等 無 滞 沙汰 可 仕 者 請 人相 立、 以來之 田地 主に 望 

者 於 有 之 は、 郡 奉行 衆より 書付 出し、 永代 之 百姓に 可 被 申 付 候。 然ば右 走 百姓 之 有 所 並衍本 

之權、 聞 出 次第に 如 御法度 死罪に 可 被 申 付 寧 0 


一 、 諸 w: 姓 作 毛 を 取 仕 廻 令 逐電、 或は 極月 或 至 春 立歸、 年貢 一 切 納所 不仕者 有 之 者、 給 人よ _ 

り理 次第、 郡 奉行 手前に て遂穿 整、 後 百姓 之 儀 は不及 沙汰、 走 候 刻 之 根本 どらへ、 如 御 法 茂 一 

死罪に 被 申 付、 彼 田 畠 年貢 諸 役 等之義 は、 十 村へ 可 被 申 付 候 i2f?-。 . 

一 、 給 人より 在々 へ 下 代 指 越、 年貢 穿 靈之內 に 走 候 百姓 之義、 十村糾 より 及 裁許 間 敷 ほ 理雖 

有 之、 背 御法度 走 申 者 之 寧に 付 不能 承引、 走 跡 年貢 諸 役 等 之義、 組 中へ 可 被 申 付 事。 

一 、 諸 百姓. 同 下人 等、 御國之 金山へ 走 入 於 有 之 は、 金山 奉行 衆， 5： 屆置、 其 上に 而 此方へ 可；^ 一 

理候。 兩人 かたより 申 遣 可 被 召 返事。 付、 走者 尋に相 越 候 使に、 於 金山に 宿 を かし、 走 もの 

見合 相 理候は  > -、 則 其 組 之 頭 並 小屋 組， じして 預 >5i^、 兩 人より 書付 遣 次第、 相 返 候 樣可被 申 

付 旨、 金山 奉行 衆， £1 可 被申談 事。  一 

一 、 給 人地隱 田地 就 有 之 者、 檢地 衆. 給. < 衆. 郡 舉行衆 立 合 相改、 先高 之 外に 出 分 於 有 之 は、 一 

可爲 御公領 地 事。  一 

一 、 御公領 分 本 村. 新 村に 不寄、 免 をまして 可 納所 在々 於 有 之 者、 檢地 衆. 郡 奉行 衆以 相談、 

田地 之 有 高 を 相改、 立 毛 を 見合、 分 米 を賴、 先 免之定 米. 諸 役 • 御國役 等 致 指 引、 餘米增 免に 

可 被相定 事。  - 

一 、 給 人 地 免 を增可 納所 在々 有 之付而 は、 其 村 給 人，、」 郡 奉行 衆 相談 之 上 を以被 相究、 增免分 一 
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六 三 二 


し，^ とし 本 

のま V 

物 は 小 

物 成なる ベ 


前 々事に 前 

々之なる ベ 


給 人 致 收納、 御 役に 結 候 檨可被 申 候 事。 

1 、 在々 畠 直し 致 候 儀、 檢地見 立 之 上 を以、 本 田 之 免 合に 相當 分、 本 村ね 田地 相 渡、 引殘分 

出 分に 可 被 相 究事。 

一 、 隱田相 論 地 之 事、 檢地衆 被 相 改出分 有之處 に、 其 村 姓 隱田少 も 無 之 候 得 者、 御 檢地途 

に而隱 田に 罷成、 迷惑 仕 由 達而就 相理候 者、 別に 檢地衆 を 遣し、 代官 衆. 給 人 衆. 郡 奉行 衆 立 

合、 重 而檢地 之 上 を以可 被相究 候。 若 右 之隱田 就無紛 者、 其 村 之 百姓 可 及 死罪 事。 

1 、 他村 之 山し を VJ しに 申 上 儀 御 停止 之 事。 

一 、 前々 より 有 來萬亊 小成 物 之內、 返 轉分は 被 成 御 赦免 候條、 被遂 吟味 於無紛 は、 御 算用 場 

相 理引可 被 申 候 Q 新規に 出 來候役 條候は ゾ相改 可 被 申 上 事。 

1 、 相 給 人 有 之 在々、 免 相 高下に 付、 高 免 之 百姓 相斷候 VJ も、 如 前々^ 納仕來 候に 付而 は、 

如 跡々 可 被 巾 付 候。 次 下 免 納所 仕 候 ：s 姓、 前々^?--給人ょり理於有之は、郡舉行衆於手前1牙耀、 

百姓 申 所 非 分付而 者、 高 免 並に 可 被 申 付 事。 

一 、 御公領 分. 給 人 地に よらす、 跡々 より 高 免 之 在所、 或は 給 人 替目付 而西姓 何 か VJ 申 掠、 或 

は 水 損日损 たるよ し 無 故 及理、 下 免に 仕來候 もの 於 有 之 者、 郡 奉行 衆、、」 して 被遂 i 牙 凝、 有樣 

に 免 相 可相定 事。 


一 、 御公領 分. 給 人 地に よら や、 百姓 別に 申立 も雖無 之、 年々 過分に 未進 化來、 當年買 之 i ォ靈 

さへ 難 成 百姓 有 之 候 者、 秋 初に 御 代官 衆. 給 人 衆より 郡 奉行 衆， 2： 可 有 现候。 然ば右 徒 姓 之 

田 立 毛、 十 村 組ね 被爲 渡、 其 年 之 御 借 米 年貢 諸 役 等 可 相 調 旨 可 被 申 付 候。 後年 田地 釆配之 

義も、 十 村 肝 煎に 被 申 渡、 出 作 可 被 申 付 候。 不然ば 其 村人に 而も、 他村 之 者 にても、 御 代官 

衆. 諸 給 人より 無 構 百姓 を 什 居、 有來免 相の ご，.」 く 沙汰 可 仕 旨 請 人 を 立、 以來之 田地 主に 51- も 

の 於 有 之 者、 郡 奉行 衆より 永代 之 書付 を 出し、 ほ 姓 を 入替、 納所 無 滯樣に 可 有 裁許 候。 ほ然 

先 百姓、 當 お 姓にたい し 意趣 意 恨に 存、 あたが ましき 事 申掛候 者、 急度可被申上候^?^。 

一 、 御公領 分 並 給 人 地、 立 毛 刈 上 之 地 有 之 者、 頭 肝 煎 並 近 鄕之村 肝煎罷 出、 田地 境目 可 相 立 

候。 若 於 後日、 境目 相違 之 lis 訴人 有 之 者、 其 村 之 肝 煎. 長 百姓. 田地 ま、 近 鄕之肝 煎. 長 ぱ姓可 

爲曲言 候。 頭 肝 煎 之 儀 は 過怠 可 被 申 付、 然ば右 刈 上 分 米 之內、 六 分 給 人 可 致收納 候。 四 分 は 

其 村 百姓 方へ 被 相 渡、 諸 役. 御 借 米. 御國役 等無滯 様に 可 被 申 付 事。 付、 後年 免 相 之 儀 は、 

六 分 之 米 を以遂 算用、 增下可 被相究 事。 

一 、 出 作 人手 前より 田地 主に かし 懸を 仕、 當 年貢米 を以 引取 候 儀お 之 間 敷 候。 如 之證文 

雖有 之、 當米之 银は作 人より 給 人 衆へ 納所 仕、 借物 之條は 百姓 之 間 ，こして、 あ ひ/ \ 'に 沙汰 

可 仕事。 
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六 三 四 

一 、 諸 給 人 小百姓 相對 に而、 在々 一作お ろし 免 相 相定候 上、 其 年 之 風俗に より：，：： 姓雖 及理、 

證文而 無 相違 樣 に 可 被 申 付 事。 

1 、 出 作 之 地 年 規之事 及 三ケ年 者、 作 人雖有 理可爲 前々 の ご どく。 担 年 を 重 候 ども、 一 ケ年 

切 之 證文有 之 付 而は可 及 其 沙汰 事。 

一 、 在々 田地 分 之 事 最前 相 究候處 に、 かじけ 百姓 作お、 重而 田地 分 可 仕 旨 申 分雖有 之、 不可 

及 其 沙汰。 何、 村 中.、」 して 重而 田地 分 可 致 之 旨 證文於 有 之 は 可爲各 別事 0 付、 新 給 人 衆之內 

どして 領地 割符 は 有 之 者、 新 給 人 次第 たるべし。 先 給 人 分 之義は 如有來 たるべき 事。 

一 、 田 畠 資買仕 候 儀彌御 停止 候。 若 給 人並 下 代 等 之 證文を 取、 代 米 を 渡 申定： ^共、 相 背 法 皮 

候條、 毎 年貢米 之 儀 者、 作 人より 納所 可 被 申 付 候。 田地 買 取 候 代物 之義 は、 買 主 可爲损 率 0 

一 、 御公領 分 定免之 内 納所 不相調 候 在々、 近年 代官 衆 手前 誓詞 免に 相 究候。 併 自今 以後 は 御 

算用 場ね 及理、 檢地見 立 候 上 を以、 檢地 衆，、」 郡 奉行 衆 立合遂 吟咏、 御免 合 可 被相定 候。 き、 

相 給 人 有 之 御公領 分 は、 給 人並 之 免 合た るべき 事。 

1 、 fa 姓 之せ がれ 並 兄弟 以下、 未進 方に 召 遣 候 共、 姓 死 絶無 之 付而は 在所ね 相-返、 ぼ 姓 退 

稗 不仕候 様に、 郡 奉行 衆より 給 人中. に 可 被 申 渡 候。 併 右 之 田 白 E 請 取 申 者 於 有 之 は、 給 人 相談 

次第に可被相究候^;^。 


一 、 御公領 分-給 人 地に よらす、 百姓 死 絕作人 無 之 田 之 儀 者、 十 村 肝 煎， こして 致 栽 許、 其 村 一 

々免 相 並に おろ し付樣 に 可 被 申 付 事。  一 

1 、 在々 田 畠 川 流 之 跡、 至 比 年 於 令 耕作者、 本 村， S1 可 相 付 候。 免 相 之 儀、 本 免 並に 難 成 付而ー 

は、 給 人 衆. 御 見 立 衆 相談 之 上 を以、 見 計 次第 可 被 相定候 事。  ： 

1 、 諸給人に被下候知行高に入候荒地分新開に仕候者、給人地，ci相付、御役高に結可被申^f^。 

一 、 在々 百姓 等 相 背 御法度 もの 於 有 之 者、 依 科 之輕重 死罪に 可 被 申 付 候。 伹、 可 及 過怠に 付 

而者、 其 身之應 分際 可 被 申 付 候。 自然 其 身 之 罪科の がれ 可 申た め、 公 俄 之 御 納所 並 給 人 年貢 

米 を 引取 申 候 事 有 之 間 敷 事。 

一 、 自今 以後 御公領 分 並 諸 給 人 年貢米、 宿々 在々 に 預ケ米 之 儀 請 取に 遣 候處、 預り人 之 手前 一 

にて 相滯、 預り狀 の H 限 於相延 は、 爲 過怠 一 ヶ月に 付而 一 割 宛 之 加 利 足 可 相 渡 HE 可 被 申 付 事 oi 

一 、 諸 百姓 は 未進 來之 儀、 自今 以後 六月 晦日 以前に、 米に 而可被 請 取 11::、 諸 給 人 わ 可 被 申 渡 一 

候。 七月 朔日 以後 は、 跡々 より 年貢 納來候 宿々 より、 御 算用 場 ，£i 指 上 候。 "pj 拂 相場 書 之 內高ー 

直拂 にして、 一 ヶ月に 付 二分 半 宛 之 加 利 足、 銀 子に 而相濟 候 か、 不然ば 四 割にして 相 立 候 か、 一 

兩 樣之內 百姓 之 任理、 給 人 b 可 被 申 渡 候。 佴、 連々 かじけ ぼ 姓 之 儀 は、 給 人 見 計 次第た るべ 一 

きず  i 

加賀藩 史料 第二 編 寬永八 年  .一 ハ三五 


六 三 六 

一、 諸 給 人年賈 被 及 收納候 以後、 ^*而斗直させ、 かけ 米 百姓 之辨に 被. S. 付 候 條有之 間 敷 事 0 

付、 納置候 八 木 銀 子に 拂候 儀、 百姓 於 被 申 付 者、 其 村々 之 相場 次第に 可被遂 算用 旨、 給 人ね 

可 被 申 渡 候 事 0 

1 、 御 分國中 在々、 諸 役 出 銀 之 儀に 付而、 十 村 頭 並 小百姓 中 算用 合 之 事、 一 年 切に 相定、 其 

時々 組 中小 W 姓 共立 合、 算用 帳に 致 加判 候 様に 可 被 申 付 候。 若 右 之究無 之、 十 村； 娘にたい し 

小百姓 申 分 於 有 之 者、 十 村 頭可爲 越度 事。 

一 、 諸 給 人 衆 並 諸 百姓、 宿々 町人に たいし 出入 有之處 に、 町人 背 道理 非 義之働 於 有 之 者、 其 

者 籠 舍可被 申 付 事。 

一 、 諸 給 入 百姓 を 召 仕、 理不^^成儀巾懸、 過怠 被 申 付、 百姓 迷惑 仕 由 就相理 者、 郡舉 行衆遂 

吟昧、 給 人 衆ね 可 被申理 候。 次 御 國之御 普請に 不參仕 候 者、 一 = に 付 銀 子 五分 宛 可 出 候 事 0 

： 、 御 代官 衆 並 給 人 衆ね たいし 申 分 心 之 付、 郡 奉行 衆ね 書付 出 候な 姓、 出入 不相濟 以前に、 

御 代官. 給 人に よらす、 彼 百姓 召 寄 於 被 礼 明 者可爲 越度 候 0 但、 致 高 未進 .Kz 姓 徒 をた くみ、 御 

代官 衆. 給 人 衆ね た い し不謂 難題 申出、 百姓 申 分不相 立に お い て は、 最前 如 御法度、 依 科之輕 

重 百姓 可 被 處曲首 事 0 

一 、 給 人 地 日 損. 水 損. 風损. 山 崩. 川 崩. 砂 入 之義、 百姓 理 次第、 則 給 人より 見 立 檢地之 上 を 


以、 可 被 致 免 定旨可 被 申 渡 候。 若 相滯、 姓 迷惑 之 由 相 理候は >、 郡舉行 手前に 而 I： 十 速被遂 

穿 霧、 百姓 申 分 於無紛 者、 重而給 人ね 被 相談 可 被相究 候。 自然 其 村 相 給 人之內 に、 何 か，、」 同 

心無 之 手前 之 儀 は、 らち 明 候 衆 之 並た るべ き 旨 可 被 申 理事 0 

一 、 江 UV 京都 御上 下、 並御廳 野に 被 成 御座 候 刻、 傳 人足 之 係、 至 其 時々 御 舉行可 被 仰 付 

候條、 人 縛 之 員數舉 行人より 兼 日に 切手 を 取、 々在々， £： 被 申 付 候。 切手 之 外猥. 5. 懸、 町人 

百姓 等 打擲 仕 輩 於 有 之 は、 彼 者 留置、 則 奉行所へ 可 相 理旨可 被 申 渡. 事。 

一 、 宿 々傅 馬 人足 之 儀、 奉行所より 切手 次第に、 手づ かへ 無 之 校に 可 被 申 付 候 0 駄賃 傅 ISJI 之 

儀、 如 御法度 駄賃 銀 子 を 取 切、 ^^を 可 出 51 口 可 被 申 付 候。 自然 駄貸 を不 出、 無道 を申懸 もの 

於 有 之 者、 其 宿に，、」 らへ 置、 奉行所， £： 注進 可 仕 由 可 被 申 付 事 0 

一 、 道 橋 之 儀、 在々 所々 至 迄、 滯無之 樣に可 被 申 付 候 事。 

一 、 在々 百姓 等々 類 之內、 諸事 出入 於 有 之 者、 郡 奉行 衆， S! 可 相 理候處 に、 私、、」 して 申 事 就 仕 

出 者、 手前 之 方 籠 舍被申 付、 遂 穿鑿， 科之輕 重に したが ひ、 或は 死罪、 或は 過怠に 可 被 申 付 

事。 付、 相手 疵付候 か、 又は 打擲に あ ひ 於疵付 は、 被 相改、 應其 鉢：：： 手間 疵 ぼ 生 藥代ビ して、 

以 過怠 銀 宛 行 可 被 申 付 事。 

一 、 御 折檻 衆 並 相果申 衆の 上 地より、 跡々 年貢 方、 譜代 又は 年規に 相究、 男女に よら 个先給 
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六 三 八 

人手 前に 召 置 候 者 之義、 當御 代官 衆. 當給人 衆より 可 相 返 3 曰理有 之就而 は、 御 折檻 衆 は 不及異 

俄 可 相 返 候。 死去 仕 候 衆 之 手前 は、 先 如 御法度、 未進 米 之 內員數 相尋、 有 樣之給 米 可 出つ も 

り を以 算用 相 極、 ^^*公之年數濟次第に可相返事。 

一 、 郡 奉行へ 諸事 小百姓 可 相 理義、 直々 に 可 承屆、 下 代 並 十 村： 幼 取次に 不可 及。 併 百姓 申 方 

により 十 村 頭 可 同道 事 0 

一 、 對ぼ姓 御 代官. 給 人、 非 分 之 義申懸 輩 於 有 之 者、 遂 穿鑿、 郡 奉行 衆より 急 度： 被 申 上 Ie?.o 

一 、 御 代官. 給 人 之 下 代、 在々. S1 指 遣、 百姓 賄 之傻、 在 合 を 以可爲 一 汁 一 菜 也。 酒肴 調候義 一 

切 停止 之 事。 

一 、 郡 中 用水 並 川よ け 普請 之 儀、 諸 百姓 手 透 時分 を、 十 村 頭. 村 肝 煎. 長 は 姓 勘 見 計、 郡 奉行 

衆ね 相 理可被 申 付 事。 

一 、 十 村 頭 方 へ 、 組 中 之 人馬 雇 仕 候 事 可 爲曲言 事 0 

一 、 十 村 頭 合力す.. -め、 たのもし 組 中へ 申 懸候儀 於 有 之 者、 急 度 曲 言に 可 被 仰 付 事 0 

一 、 組頭 自分 之 銀 米、 高利に かし 付 候 儀 仕 問 敷 事。 

一 、 組 中 申 分に 付而、 金 澤ね相 詰 候 十衬. M 賄 銀 子、 與中 ，£; 打褂 候義、 依 其：： g 郡 奉行 衆 可 被 申 


役 


> ろ 役 は 室 


一 、 組 中小 百姓 手前より、 十 村 頭 方， 禮義 物、 一 切 取 申 間 敷 事 0 

1 、 訴人 地、 先 五ケ 年 御 停止 之 事 0 

一 、 新開 先 五ケ 年 御 停止 之 皆 被 仰 出 候。 但、 永 荒 高 之 外野 山 を、 其 者 VJ して 開 申 儀 は 可爲备 

DC- .37 

一 、 御公領 地 夫 銀、 物 成 百 石に 付 四十 目 宛 被爲定 候。 此 外に 御用 有 之 候て 就 被 召 仕 者、 給 

人 地 之 夫 銀 御定之 並に 御 下行 可 被 成 候條、 郡 奉行 衆，、」 して 人足 奉行 衆 之 切手 を 取、 其 時々 に 

會所之 衆ね 相斷、 從御土 藏銀子 請 取、 郡 中 ね 可 被 相 渡 候。 ^^給人地之人足於被召造者、 右 同 

前 御 下行 可 被 下 事。 

一 、 御 分國中 宿々 傳 於 被 召 遣 者、 至 其 時々 御 奉行 衆より 切手 次第 可 出 之。 1=；； 無 切手 傳 Itl 出 

候付而 は、 其 所 之 肝 煎 並 馬 生 可 爲曲言 候。 此 外在々 より 傳馬於 召 仕 者、 右 同前。 然ば 金澤町 

中 駄賃 馬 並に 御 下行 可 被 下 候 事。 

一 、 御 分國中 在々 所々 野 開 就 有 之 者、 作 所に 成 候 分野 錢可被 成 御 赦免 候條、 御 見 立 を 申請、 

郡舉行 衆，、」 立 合致 檢地、 相 餞 野 餞 可相究 事。 

一 、 此 以前 京 衆に 被 下 來候酒 役. もろ 役. 紺屋 役、 當 年より 御 赦免 事。 

右條々 無 相違 樣に可 被 申 付 候。 若 猥之儀 就 有 之 者、 郡 奉行 中可爲 越度 lln: 被 仰 出 者 也。 
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寬永八 年 三月 十三 日  橫山 山城 守 

本 多 安房 守 

三 ケ國郡 舉行衆 中 

三月 十三 日。 越 中 神 通 川に 架す る 舟橋の 舟 を、 國中屋 別の 出 銀 を 以て 造 

らしむ。 

〔改作 方葡記 附錄〕 

富 山 祌通川 舟橋 之 船 五十二 艘、 越 中 浦 方 中 VJ して 相 立 申 事、 御 理申上 候。 然者右 五十二 艘之 

船、 越 中國中 在々 所々 屋別出 銀 を以、 秋 田に 而新艘 可 相 調 11:: 被 仰 候條、 右 入用 郡 奉行 衆 どし 

て 相 積、 出し 銀 能 可 被 相 調 者 也 0  、 

寬永八 年 三月 十三 日  橫山 出城 守 

本 多 安房 守 

黑田逸 角 殿 

原 五 郞左衞 門 殿 .  .1 


追 室 本の. 


同年 は寬永 

八 年 


千 石 町 は 仙 

石 町 


三月。 烏 丸 中納言 光房 壽福院 の 逝去 を 弔す。 

〔政 隣 記〕 

態 令洛上 候。 抑 御 母 公 御 逝去 之 由、 誡苦聲 失 色 候。 仍而妙 經追室 候。 和歌 一 篇 寸志 之 至 候。 

可 得 御意 候、 恐惶 謹言。 

三：：^ 日  烏 丸 中納言 光房 

世の中に さらぬ 別の 歸 やま 有 VJ もき かぬ さぞな げくらん 

四月 十四日。 金 澤城燒 失す。 

U  ニ壶 記〕 

金澤 御城 火事 之 事 

同年 四月 十四日 壽福 院樣御 葬送 之 灰 塚 も 未納 まらす、 番人 を 付て 被成處 に、 大風 吹て 天氣 

よく、 から 風に て 世間 もさ わがしく おも ふ處 に、 巳の 刻に 至而、 犀 川 橋 爪 法 船 寺の 門前町、 

二 軒の 間に 火 を はさみ やけ 上りて、 法 船 寺の 藥師 堂に. つき、 それより 客殿. くりに 付き けれ 

ば、 河原 町 を 一 面に 押來 り、 南風つ よく、 中 河原の 大橋 をへ ぎお VJ し、 本 町よ. 0 東 を さして、 

惣 構の 外 を 立 町より 燒拂、 惣 構の 外の 火 藪 之 內長九 郞左衞 門. 山 崎 長 門 家に 付く。 大家の 火 

なれば 千 石 町. 堂 形 一 面に 火，、」 成て、 けぶりく らうして 中天まで やみの ご， とく、 御城 御 本丸の 
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上に 人 雲雀の ご どく、 むしろ を 以て か、 る 火の粉 を あ ふぐ 事、 見る に 中々 きも 玉し ひもき ゆ 一 

る 計に おも はれけ り。 後に は黑 けぶ，. > 有頂天に たなびき、 城の かたち も兒ぇ ざり けり。 然る； 

に 奥 W 河內屋 形に 火懸 りて、 城 を 打 こし 見えければ、 これ はく ビ 云ふ內 に、 御城-::^ 已のゃ 一 

ぐらに 火懸 りて 御 本丸 を燒 き、 火の粉 江 ln^ 町 を やき 拂、 田 井口 悉く やけ 通り、 金屋 町に て 火 一 

一 

は V- まる 0 御城の 火 は 明る 四つまで き え ざ りけ り 0 吧前守 隨北之 丸の 飛 it 樣九 へ 入らせ 給 ふ 0, 一 

御堂 形 米 共う はこげ してけ ぶりのに ほひし、 御用に 立が にきに 付、 御 扶持 人た る もの 火事に 一 

逢た る もの ビも五 石 十 石 づっ被 下、 足輕 小者に 割符 之 外に 惣 町中へ 被 下け り。 江 Irx- へ 此ょレ 

相 聞え ければ、 爲 上使 德山 五兵 衞. 桑 山左衞 門に 御 夜着. 蒲刚. 御 小袖. 御 帷子 爲持被 造。 五月 一 

十 一 日に 余澤 着、 御 本丸へ 上り、 やけ 屋敷 見物 申されけ bo 利 常 公 御 父子 御 同道に て 御城 を 

見物し、 德山 五兵 衞 申さる、 は、 ^々此 御城 は、 昔佐久 間.^ 蕃頭 しばらく 在 城 之 後、 利 家 公. 

きづかせ 給 ふ 御城なる が、 あの 茶う す 山の 目の 下にて、 殊に 小 立 野 も 城の ためによ ろしから 

す。 上 口より 五 千、 下 口より 五 千 程 有なら ば、 あまり 手間 も 入 まじき ど 申されし は、 御 あい 

さつ ビ 何も 申なら しけり 0 その 火事に 南 町の 片町 はやけ ざれば、 かね 屋忠左 衞門處 に 近所 二 

三 軒の 町家へ、 柳 田 長 三郞. 佐 藤 伊折、 安 彥兵部 其 外 五三 人、 か はりん N に被參 けり。 顿而御 一 

いどま 申 上、 拜 領有て 江戸 被罷歸 けり 0   」 


〔可觀 小說〕 

一 、 寬永八 年 四月 十四日 金 澤城災 火。 是は 河原 町より 失火して 也。 本丸へ 火 移る 時、 微妙 公 • 

陽廣公 御 同道に て、 本丸 之" 門 石 il? を 御 出 之 頃、 御 父子 御辭讓 有て 御 出 難 被 成、 火 は 

頻に 燒來る 0 御供 中 息 をのむ。 今 枝 民 部 進出、 筑前樣は御歲^^被成御座候、 n ハ殿樣 御 出 被 遊 

候 様に VJ 申 0 公に はい やた、；. -筑前 被 出 候へ ど 御意 也 0 奥 村河內 守い やく 筑前守 は 御 若く 

御座 候、 殿^；^^御出可然どて進出、 公之 御手 を 引て 出し 奉る。 公莞 爾，、 ) 御 笑 被 成、 御 返 出 被 成 

候。 1^1 左 此時或 者ね 公 被 仰 付、 鐵炮 之： 樂藏は 如何 見て 參れ vi,oo 畏て 走り 行き、 薪 丸よ 

り 車 橋 之 坂 を 下る 時、 加藤圖 書-律 田 勘 兵衞其 外 四 人 同道し、 ^殘念 也ど言 來る。 彼兩 人ね 

御藥藏 はいか、 S  ，こ 云 ふ。 兩人云 ふ、 隨 分，、」 防ぎ ぬれ V- も 何 VJ もなら す、 不及是 非ぐ」 いふ。 彼 

人少 もはやく 申 上 度，、」 思 ひ走歸 り、 御 藥藏へ は 火 移り 候 VJ 申す。 御供 中 も 興 を醒す 0 其 所へ 

又 或 者走來 り、 御藥藏 は 御 別條無 御座 候，、」 云 ふ。 前 之 人 其方 は 何 を 申 上 候ぞ、 n ハ今律 田 勘 兵 

衞. 加 藤 圖書藥 藏へは 火 移る ど 言上 候，、」 云 ふ。 其 者 勘 兵衞. 圖書 は御藥 藏之亊 は 不可知 之、 我 

等 は 只今 迄 御藥藏 に附而 居、 直に 罷越 候、 少も御 氣遣有 間 敷，、」 云 ふ。 W 加 藤.^ 田 は 堂 形 之 御 

米 藏に附 て 居、 米 藏に火 移る 故に、 ^ef橋を渡て御城，2;行き、 其路 にて 引 逢 ふ。 然れば 聞 違に 

極る 0 其 後 終に 彼 人 御前 不宜。 則 其 人 話。 
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〔桑 華 字苑〕  一 

一 、 寬永八 年金 澤 御城 燒る。 火 本 犀 川の 河原 町 0 折節 大風つ よく 御 本丸， Si 吹懸 る。 すゐ ぶん 一 

けす VJ いへ ども 不叶、 御 本丸に 火付く、 利 公. 光高 公 御 同道に て 御 出。 其 時分 はから 門 大手： 

なり。 門ぎ はに て 利 常 公筑前 先ね 被 出よ，、」 御意 被 成 0 光高 其 時分 御 年 十七 歲、 先 殿様 御 出 一 

被 成よ，、」 て 御 ひかへ 給 ふ。 御 父子 御 じぎに なり 御 出不被 成、 火 はしき りに 燒來。 多人數 谷つ 一 

くば ひ、 息 は づんで 居た る 時、 今 枝 民 部 筑前樣 は 御 若く 被 成 御座 候、 先 殿様 御 出御 尤 VJ 申 上 i 

る。 利 常 公 御 笑/.^、 先筑 前，、」 被 仰 御 出 不被成 0 其 時 二 代 目奧村 河內っ y-VJ 立て、 利 常 様の 一 

御手 を 取て、 筑前様 は 御 若く 御座 候、 先 殿^ 御 出御 尤 どて 押出す。 其 時 御 出、 光高 公 もつ > - 

いて 御 出 0 御供 衆 大息つ いて 各 出る。 

〔微陽 兩公御 造 事〕  . 

一 、 金澤 御城 炎上 之 時、 從御 本丸 微妙 院 様. 陽 廣院樣 御 同 作 御 返 被 成 候 。於 御門 下 御 迭に及 御： 

辭宜 候。 其內御 長屋に 火 移危候 0 奧村 河內御 脇より 罷出、 誠以無 勿牀御 事に 候、 御 年 役に 先.： 

微妙 院樣 被爲 出御 尤奉存 候 由 申 上、 御手 を 奉持 候。 微妙 院^ 御 被 成 候 由 御座 候 寧 0 

一 

〔新 山田畔 書〕 

一 、 右 之 火 後に 露 顯す。 其 首尾 は 法 船 寺の 前 住 は妙慶 寺へ 隱居 にて、 後 住權譽 上人 住職の 適 


に て 、 談義 北國 無双、 寺繁 HIS して 頓て 新造 に 建立 せん VJ て 、 夥布 材木 調； て 、 大工 G 問 あ る 

時に VJ 考て 居る 內に 灰燼 VJ 成、 其 上に 火 本 也 どて 籠 舍被仰 付 0 門前 G 町人 二人 御 吟味の 處に、 

自他の 爭ひ になり、 又此 二人 も 籠 舍す。 火事の 刻、 御城 下の 御 道具 V- も 吟味 有しに、 取 返た 

る 人々 持參 して 上 之。 末々 の 道具 も 火に て燒 たる さへ 其 跡 はあり。 尤 紛失 も あり。 類 燒には 

不逢 族の 道具 盗まれて 損失の 人 多し。 町中へ 御觸 有て、 = 頃 不見馴 器 所持の 者 あらば、 隣よ 

り も 早速に 可 申 上、 御 褒美 被 下にて あらん VJ、 日々 に觸 廻る に 因て 隱置事 難 成。 于此或 寺の 

門前の 者、 小人 奉公して 賤 しき 身上なる が、 不時に 近所の 者 V- もへ 酒 を 振 廻 ひ、 諸事 心に 任 

せ、 道具 も 不審なる 物 ある 由訴に 因て、 頓て 捕へ て 御 吟味の 處に、 早々 白 狀す。 大原 次郞右 

衞門 役人 小者に 候 0 不參 銀に 詰り 難義仕 候に 付、 火 をつ け 騒動の 內何 にても 取ん ど存、 火：^ 

に 成て 河原 町より 米 ー傣 背負 來て 宿に 卸 置、 重て 惣 構の 內へ走 出、 長 九 郞左衞 門 色 代に 長 筒 

の 鐵炮數 多 有 之 を 一 挺 取て 出、 妙慶 寺の 下の 坂へ 登 見て 候へば、 御城の 櫓に 火 掛るを 見て あ 

つ， こ存、 腰拔け 立つ 事 難 成、 漸 竹垣に 取 付、 竹 一 本 求め 宿へ 歸着 候。 天罰 是非に 不 及， こ 申に 

付て、 妻子 VJ もに 三人 牛に 載せ、 四 五日町 中 を 引 波し、 泉 野に て 火 罪に 被 仰 付 0 籠 舍の法 船 

寺 御免 出 籠、 火 本の 兩人は 追放 被 仰 付。 犀 川の 下にて 敷地 渡り、 暫は 小屋 掛 にて 在け るが、 

萬 人 講を取 立、 袋 一 つ 宛 米 を 入れて 萬 人 分 調へ、 終に 寺 建立 也。 其 頃 寺へ 出入す る 座頭の 坊 
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に 宗壽ど 云 あり、 座頭 中間 を 被 免、 發心 起して 道心 坊主に 成り、 晝夜定 念 佛鐘を 鳴し 不怠勤 

ける に、 與カ する 道心 多 成て、 定 がね 定念佛 し、 頓而 寺內に 草庵 を 結び、 念佛 堂を述 て、 延 

寶の 年中に 萬 日に 當る 曰、 萬 nn 講，、 J 號 して、 江卢の 新智恩 寺、 又 御倾中 一宗の 寺 持 V- も、 其 

外衆來 して 廻向 を 首尾 能く 濟 しける。 三十 三年 迄不 懈怠 務めて、 如 此せ尾 せん VJ は、 努々 人 

の不思 寄處に 奇妙，、」 可 謂。 又 人心の 傾 敬す る 道筋、 此を以 萬に 涉 りて 可 考計。 

四月 一 一十 日。 德川家 光 書 を 遣 はして 前 田 利 常 を 慰問す。 

〔德 川實 紀〕 

四月 二十日 0 この ほ .VJ 加州 金 澤の城 中 及び 市街 火災の 聞え あれば、 中 納言利 常 卿へ 御 弔 書 を 

賜 ふ 0 日 Si 

四月 廿 七日。 德川家 光 使 を 金 澤に遣 はして 物 を 前 田 利 常に 賜 ふ。 

〔德川 實紀〕 

四月 廿 七日。 高木 肥 前 守 正 成 加 賀國金 澤へ御 使命せられ、 中 納言利 常 卿へ 蒲 M  二. 蚊蟵 二. 衾 

二-拾 一 一 百-雪 舟 筆 屏風 一 双た ま はる 0 日， 記 

四月。 金 澤城災 後の 輿 造に 着手す。 


此月は 四月 

なリ 


本文 金澤城 

興 造の 事 LL 

係る 故に.、 

V に 之な 附 

載す 


〔越 登 賀三州 志键囊 餘考〕 

此 月より 金城 典 造 を 命す。 此時諸 士の第 宅 曁び街 巷盡く 改め 作る。 

〔三ん^|記〕 

御城 御 造 營之事 

俄に 御 材木 も あら ざれば、 其 時分 六條の 末寺 建立 之爲 に、 數 萬の 材木 末 口 物 幾千 本 も、 年々 

に宮 のこしに 積 置け る を 御 借用 あそばされ、 京都 車 牛十疋 言上 有 而被召 下、 彼 末 ロ物大 材木 

を 車に て 取らせら る。 宮 のこしの 馬 借 共、 是を めいわくが りて そせ う 申 上る 處に、 此 末ロ大 

材木、 十四 間 も 通りて、 末 口にて 指 渡 二 尺. 三尺. 四 尺 有 をば、 何 其して 馬に て 着 登すべし VJ 

被 仰 付 候へば、 還而御 わび 言 申 上る。 北國七 ケ國之 大工 共 あつまり 、其，、」 し.^ 年 兩年懸 て 御 

屋形出 來す。 次 而を以 侍 屋敷町 並、 こ VJ ぐく 立直り、 屋敷 替， cAj も 有 之、 いそが はしき ば 

かりなり 0 

〔可觀 小說〕 

一 、 寬永 年中 我 先君 Q 時、 金澤城 築の 爲に R 室 山の 石； ど 切 出す 0 石 中に 切 穴 あり、 少しく 水 

を 含んで 物 有る が 如し。 石工に 命じて 割け るに、 水滿 ちて lE^ 刀 貝 二つ ありて 勸 出たり。 人 皆 

怪之、 以致君 所 云。 
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五月 一 一日。 風俗に 關 する 法規 十 五條 を 公布す。 

〔萬 治 已前定 書〕 

御法度 

一 、 又 若黨. 小者. ざう り 取 脇指寸 尺、 柄 鞘 かけて 二 尺五寸 より 內。 付、 色 ざ やの 事 0 

一 、 ； y 立. 辻うた. 辻 尺八 之 事。 

1 、 下々 ほう からげ 並 あみがさ ビぢき 申 事。 

一 、 下々 つれだち、 立なら び 道 をせば め 相 通 事。 

一 、 下 ひげ. 大 なでつけ、 惣別 かぶきた るて いの 事。 

一 、 町展並 下屋敷 何方に よら や、 諸 勝負-を V- り、 其 外み だり なる あそびの 事。 

一 、 花火. ねづみ 火. りうせ い. 車 火の 事。 

一 、 辻 やま ひの 事。 

1 、 火 を，、」 もさす 夜行の 事。 

一 、 夜中 女 を かたら ひ ありき、 猥 なる 什 合 之 事。 

一 、 さん をき の 事 0 

1 、 出合 屋の 事。 


-、 の 月は大 

盡なリ 


老母 は壽顧 

院 


一 、 町中 屋敷に よらす、 人 集 高聲の 事。 

一 、 なが 刀の 事。 

一 、 諸 寺 夜 談義 之 事 0 

右 之 條數之 外相 改可 然義 者、 以御 相談 之 上 可 有 裁許 候。 かぶき もの 其 外相 背 御法度 者 被相改 

候砌、 對 奉行 衆 非 義働於 有 之 者、 當 座に 成敗 候 而茂不 苦 候條、 可 被 得 其 意 候 者 也。 

寬永八 年 未 五月 二日  橫山 山城 守 

本 多 安房 守 

1*r  ,ィ  ヹ\\ 

五月 廿 九日。 德川家 光 書 を 遣 はして 前 田 光高の 病 狀を問 ふ。 

〔徳川 實紀〕 

五月 廿 九日 松： 牛 筑前守 光高 病臥に より、 中 納言利 常 卿 父子へ 御 書 を 賜 ふ Q  nlai 

五月 晦日。 前 田 利 常、 岡 田 伊勢 守 等に 火災に 關 する 慰問 を 謝す。 

〔國初 遣 文〕 

今度 就 居城 火事、 爲御； ni^ 廻 御 飛札 喜悅 之至存 候。 當春 老母 不盧之 刻 も、 早々 預御 使者に、 其 

以後 以 使者 可 申達 V,,,- 存 候處、 右 之 仕 合 付而、 從 是打絕 延引 所存 之 外に 候 0 旁 爲御禮 令 啓 達 候、 
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恐 々謹言。 

五月 晦日  松 肥 前 守 利 常 判 

岡 田 伊勢 守樣 人々 中 

〔舊藩 遺文〕 

今度 就 居城 火事、 爲御 見廻 御 昔 信 恭存候 0 當春 老母 不慮 之 刻 も、 早々 預御 飛脚 候。 其 以後 使 

者 可 申達，、」 存申 候處、 右 之 仕 合 付而、 彼是 打紛 延引 所存 之 外 候 0 旁 爲御禮 令 啓 達 候、 恐々 謹 

一一 一一 口。 

五月 晦日  加 賀中納 言 利^ 判 

四 辻 少將殿 人々 中 

六月 六日。 閣老等 先に 前 田 利 常が 金澤城 一 一三の 丸 を 併せて 殿閣 を 起さん 

と 請 ひたる を將 軍の 許可した る こと を傳 ふ。 

〔國初 造 文〕 

今度 御 居城 依 火事、 二三 之 九 ひ VJ つに 被 成、 御作 事 可 在 之 付、 劳春院 丸 西 之 堀 被 成 御 掘 度 之 

3：! 被 仰 上、 如 搶阖遂 披露 候 之處、 早々 可 被 申 付 US 上意 候 間、 可 被 爲得其 意 候、 恐々 謹言 0 

寬永八 年 未 六月 六日  永 井信 濃 守尙政 判 


酒 井讃岐 守忠朥 判 

土 井 大炊頭 利 勝 判 

酒 井雅樂 頭忠世 判 

加 賀中納 言 殿 

六月 廿 九日。 閣老等 前 田 利 常の 一 一の 丸に 殿閣 造營の 許可 を 得た る を 謝し 

たるに 復 書す。 

〔國初 遺文〕 

御札 致拜見 候。 御 居城 二 之 丸 御作 事に 付 御 普請 有 度 所、 以給圆 被 仰 上 候處、 則 #n 諸 被 有 之 候 

様に、、」 上意 之 儀、 御 満足 之 旨 被 差遣 使者 候。 右 之 趣 具 一 上聞 候 之處、 御念 之 入 候 段 御機嫌に 

御座 候、 恐惶 謹言 G 

六月 廿 九日  永 井信 濃 守尙政 判 

.  酒 井 讚 岐守忠 勝 判 

土 井 大炊頭 利 勝 判 

酒 井雅樂 頭忠世 判 

加 賀中納 言 殿 御 報 
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七月 一 一十 日。 德 川秀忠 の病痫 平癒 を 加 賀石川 郡 白山 社に 祈らし む。 

〔德 川實 紀〕 

七月 廿 一 日 0 大御所 寸白 のけに わたらせた まふ。 金 地 院崇傳 して 御 祈の 事 を 五山に 觸 しめら 

る。 また 伊勢 兩宮 並に 山城 國 八幡宮 中略 加賀國 白山 中略へ 同じく 御 祈の 事 を 命ぜら る。 國師 日記 

九月 十五 日。 能 登 鹿 島 郡靈泉 寺に 土地 を 寄進す。 

〔國初 造 文〕 

當寺 門前 府中 分 皇方七 百 八十 1 1 步之 所、 寺內 一 所 被 仰 付 候條、 右 之 地 永 可 有 支配者 也 0 仍如 

件 0 

寬永八 年 九月 十五 日  橫山大 膳亮判 

奥 村 河內守 判 

奥 村 因幡 守 判 

.  能 州 府中 靈泉寺 

十月 上旬。 重ねて 大阪に 於け る戰 功の 士を赏 す。 

〔三壺 記〕 


加州 之 侍 共大坂 陣鏠之 吟味 之 事 

寬永八 年 十月 上旬に、 先年 大坂陣 に 高名 之 もの 共 大形に 聞 屈、 加增を 遣す。 元 和 二 年に 家中 

又もの 迄 手柄 之 次第 聞 屈、 褒美 を 遣す ，こい へど も、 唯今 委細に 可 被 閜召上 之 ほ 被 仰 出。 古老 

之 者 共、 御 次に て覺候 もの 共 召 寄せ、 證據を 正し、 其 場 之 條を申 上る に 付、 鏠合に 前後の 諍 

有り 0 首に もぎ 付. すくび の 違 有. 00 しば/^  口論に 及ぶ やから も 有り 0 それ <,\ -に御 吟味 

有て、 恩賞 嚴密に 執行 はせ 給 ひ、 弓箭の 本意 末代の 面目なり。 

岡 山 表に て鐽 合せる 人々 は、 伴 八 矢. 安見 右近-野 村 左 lit. 條 部 田 外 記- 津田勘 兵衞. 橫 

山大 膳. 宫城釆 女. 山 田 覺左衞 門. 後藤 木工 左衞 門. 丹 羽織 部。 

南 條之让 にて 譴合 たる 人々。 卷维 人. 古屋 所左衞 門. 梶川 彌左衞 門. 山森吉 兵衞. 脇 田 九 兵 

衞. 猪 子 九 郞左衞 門. 半田 治 兵 衞. 氏家久 兵衞. 山 本 久左衞 門. 野 村 七 左 衞門. 江 守 覺左衞 門. 橫 

地 忠左衞 門. 大野 甚 一. 脇田帶 刀. 淺井 八左衞 門. 葛岡卒 四郞. 小川 ニ郞 九郞. 澤田 治左衞 門. 瀧 

與右衞 門. 佐藤久 右衛門. 寺 西 主馬. 北川久 兵衞. 淺野 將監. 和 田 助右衞 門. 森權 太夫. 淺野與 右 

衞門. 河合宗 三郞. 金子 與右衞 門 等な り。 

御鐵炮 大將に は、 石 川 茂 平. 同 虎 助. 同 宮內. 長瀨 生計. 玉 井 市 正. 水 野 二 郞左衞 門. 同 勘 兵衞. 

高 畠 木工 • 野 村 小 右 衞門. 渡 部 助 一 一郎. 富田彌 五作. 富 田 兵 部. 石黑^ 左衞 門. 長 田 市兵衞 *柯 野 
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大學 ，岡 田 人 • 不破 加兵衞 . 井上 勘 左衞門 。 同 右京。 

御 IJil 廻に は、 高 畠 左衞門 .津 田 源 三郞. 中 川 久右衞 門. 湯 原 主 水. 大塚帶 刀 • 山 本 主馬. 板 坂 市 右 

衞門. 橫山縫 殿. 長屋 数 馬. 森 伊 右衞門 • 進 藤 監物. 淺加出 雲. 堀內 膳. 同 高 畠 善 太夫. 同彥 

太夫. 渡部內 匠： 水 井 主馬. 津田兵 部. 佐 久間三 右衞門 .£T 淵 加右衞 門. M 村 次 兵衞. 林彌ー ー右衞 

門. 村 瀨九右 衞門. 森 左 近. 本庄主 ii.T.$i: 田甚 三郞. 生 駒 左 門. 歸山助 右衞門 • 加 藤 半 兵衞. 村 山 太 

左衞 門.！ 藤 彌右衞 門. 後藤 瀨兵衞 • 森 島 長 三郞. 富 永權之 助. 丹 羽： 牛 兵衞. 富永甚 十郞. 原九郞 

兵衞. 木 村 十 兵衞. 柴田柄 漏. 三輪 二 郞右衞 門. 岩 田： 牛藏. 吉田 六左衞 門. 今 村 勘 太夫.. 牛 野 源 左 

衞門. 村 井 間 兵衞. 佐 分利 權 太夫 • 藁 科 助 五郎. 林 助 兵衞. 佐 藤 武內. 河 合 吉左衞 門. 鈴 木 權左衞 

門. 横 山 藤左衞 門. 靑 山勘 解 由. 林 孫 九郎. 久津見 善 兵衞. 小 塚 半右衞 門. 加藤內 ぼ. 三階 善 左衞 

門 -：！^； 久間 彌右衞 門. 原 傳左衞 門. 矢 部 孫右衞 門. 三 田村少 兵衞. 半田 八右衞 門. 長 B 少右衞 門. 

小 幡囚獄 助. 鶴 見 文內。 大； 牛 左 馬. 山崎吉 左衞 門. 富田與 五郎. 原 田 外 記. 岛田 勘右衞 門. 松 田 平 

太夫. 羽 多 野 三右衞 門. 橫井 五郎 兵衞. 齋藤三 太夫. 上田 權之 助. 駒 井 民 部. 小 林 六左衞 門. 原 五 

郞左衞 門. 豐島八 兵衞. 長 澤左馬 助. 柘植數 IT. 松 太 兵衞. 富 田 加右衞 門" 淺加维 人 • 平野 ま 馬 • 

小笹 五左衞 門. 一村 新 岡 田八郞 兵衞. 吉田主 liiT. 柳 W 半 助、 此人 々首級 二つ. 三つ. 四つの 不 

同 右 之 通りな り 0 


御 小姓 組に は 、 齋 藤中務 . 山 崎釆女 • 國府掃 部 . 淺 野次 太夫. 恢島監 物. 河原 卞 人. 下 澤小內 膳. 

菊 田 逸 角. 大 橋小维 入. 奧村 三右衞 門. 藤掛又 太夫. 本 保 大工 助. 笠 間九郞 三郞. 堀 田 左 兵 衞.； 牛 

澤釆女•杉本民部.渡部$^<.福田左京.遠田勘右衞門•久田儀左衞門.大sw左太夬•行.E主lii^山 

田 大學. 村 井 左 近. 淺野將 監.^ 藤 市右衞 門. 神 部 金 太夫 • 千 福權之 介. 田邊助 太夫.：^ 西 十 藏. 小 

塚 源左衞 門. 瀧 左 源 太. 岡 田 傳左衞 門. 大井 主馬. 渡 瀨彌三 右衞門 • 石黑新 卜郞. 大. le: 助 進. 井上 

權左衞 門. 土肥庄 兵衞. 小 林 少兵衞 • 小島 八 兵衞. 河 合 傳次. 笠間傳 兵衞， 搭田九 郞兵衞 • 堀三郞 

兵衞. 村 田 喜 太郞. 河口 彌ー ー右衞 門. 小幡民 部. 由 比 善右衞 門. 原 治 部 .两 村藏 人. 堀 勘 兵衞. 吉田 

五郎 兵衞. 櫻 井 九 右 衞門. 半 井 造酒. 加須 n^: 式部. 小森內 記. n 夏 三左衞 門. 梳爪半 兵衞. 屮村彌 

五左衞 門. 吉田逸 角. 櫻 井 丹 助. 福 尾 太 兵衞. 茨木 助右衞 門， 神 II； 次 太夫. 淺加權 之 助. iis 田 左 近. 一 

松原 內 匠. 吉田平 兵衞. 平野 善左衞 門. 佐 藤 兵 部、 此人々 右 同斷。 

御 弓 之 衆に は、 久德傳兵衞.井岡四郞右衞門.萩.^3^助左衞門.山田少太夫.名村卜左衞門.大野ー 

權 太夫. 林 勘 右 衞門. 布施 勘 兵衞. 橫田十 右 衞門. 吉田 甚丞. 村 田 久左衞 門. 武藤加 兵衞. 大瀨左 _ 

太夫、 此人々 右同斷 Q 

本 多 安房 守の 手 合に て 手に 逢た る 者. VJ も は、 大 gJi: 彌五左 衞門. 長 井 忠左衞 門. 舟 木 治 部 左衞" 

門.森九兵衞.胸ロ三郞•瀧八郞左衞門•i^K左衞門.大町與三右衞門•北衬七左衞門.大瀬長左ー 
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衞門. 赤 尾 助左衞 門. 磯野 權之 助. 木 村 五 郞右衞 門 • 立 川 次 左 衞門. 野瀨彌 兵衞. 玉 木 作 左衞門 • 

森 川 五 郞右衞 門. 木 村 丹 右 衞門. 高 柳 儀 左衞門 • 石橋 久右衞 門。 

撗山 山城 守 手 合に は、 本村權 兵衞. 伴 太 左 衞門. 伊藤 左 源太. 松 山 助左衞 門. 岡 本 左 門. 長 谷川 

五右衞 門. 廣瀨 宇右衞 門. 長 谷川 吉右衞 門. 齋藤兵 部. 松 武左衞 門. 塚 本 猪右衞 門. 森 田 源丞. 

荒屋 松右衞 門. 長 崎 新右衞 門. 水澤淸 右衞門 .吉 田 久右衞 門. 山 本 又 助、 此外 鐵炮之 もの 共之內 

六 人、 何も 首 一 つ 宛 討 取。 

富 田 下野 手 合 に は 、 西 脇 儀兵衞 . 又 野 六兵衞 . 藤 村 忠左衞 門 0 

橫山 式部 手 合に は、 打田彌 兵衞. 加々 井 五兵 衞 0 

寺 西 若狹手 合に は、 神 太 郞左衞 門. 浦少 兵衞。 

^田 和 泉 手 合に は、 佐 久間太 左衞門 • 山 下 甚左衞 門 0 

奧村周 防 手 合に は、 中條又 兵衞. 石黑忠 兵衞. 川口 加 助.；^ 本文 內 0 

山 崎 長 門 手 合に は、 山崎久 兵衞. 大塚 余左衞 門. 三 島 半右衞 門. 西 村 次 郞右衞 門.^ 田： K 部. 岩 田 

三 左 衞門. 歸山外 記. 服 部 數馬. 石 原 孫 太夫。 

村 井 飛 驊 手 合に は、 寺 尾 主計. 稻 川瀬 兵 衞。 

篠原出 羽 手 合に は、 石黑明 石. 大窪 助左衞 門. 不破 權左衞 門. ギ田金 左 衞門. 五十嵐 少 兵衞。 


神 尾 主 殿 手 合に は、 山 田 縫 殿. -ri- 茂左衞 門。 

永 原 土 佐 手 合に は、 澤崎物 .H^ 衞門. 同^ 右衞 門. 澤崎九 兵衞。 

中 川 宫內手 合に は、 丹 羽 左 太夫、 鈴 木 十右衞 門。 

安見 右近 手 合に は、 飯田內 匠. 佐 山 主 水. 松 高大 炊 之 助. 平 井 兵 庫。 

前 田 備前手 合に は、 森 勘左衞 門。 

此外長 九 郞左衞 門 如 庵 法師 は、 如何 存念 や 有 けん、 手前の もの 共、 大坂 にて 似合の 高名 仕 も 

の 共有 之 けれ Vj も、 此方 吟味 仕、 忠賞 それぐ にあた へ 候へば、 御 公 へ 指 出 を 上る に不及 

VJ て 出し 申されす。 是に 依て 此 帳面に 指 除かる 0 

冬陣.^_^陣兩度之合戰に、 加賀 勢の 內 討死 遂げた る もの V- もに は、 矢 野 所 左 衞門. 畏瀨 小右衞 

門. 古澤 加 兵衞. 堀 田 平 右 衞門. 堀 久右衞 門. 藤 田內藏 允. 山 下 勘 兵 衞.大 島 織 部. 雛 訪八兵 衞.齋 

田 七 左 衞門. 小 寺 甚右衞 門. 河 勝 次 左 衞門. 細 野雅樂 助. 大河 原 助 右 衞門. 杉 野 善 三郞. 三吉左 

助 • 神 子 田 五兵 衞. 澤庄 兵衞. 神 11^ 藏人. 服 部 左 源 太. 中 村 安 右 衞門. 森 覺右衞 門. 神 田 左 門 *改 田 

久 兵衞. 大原忠 問. 稻ぉ 一掃 部. 大河 原四郞 兵衞. 岡 田 助右衞 門. 眞田勘 解 由. 多 田 大學. ^田 助 左 

衞門. 富田甚 十郞. 富 田 市 十郞. 妻 木 左 京. 山川 織 部. 前 波 助 靑木 權右衞 門. 桑原 十 兵衞. 大橋 

外 記. 坂 田 權右衞 門. 鈴 木 忠兵衞 合 四十 一 人な り。 誠に 御用に 立て 果 ぬる 事、 弓矢 取る 身の 幸 
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tSfg 麵 哉。 則寶圓 寺に 祠堂料 を 付 置かせられ、 御代々 此 もの V- も 牌 前に 茶 湯靈供 怠る 事な し 0 有が 

し，： る I  一 VJ 

和 四 年に 在  た 力り ける 御 事な り。 

〔政 隣 記〕 

1 、 十月 上旬に 先年 大坂兩 度 之 軍功 御 吟昧、 依其淺 深に 忠賞被 行 之 0 討死 之 者 四十 一 人、 寳 

圓 寺に 祠堂料 を被爲 寄附、 年々 牌 前に 茶 揚靈供 等 不可 慢怠旨 被 仰 渡 0 

十 一 月廿 五日。 前 田 利 常 • 光高 相 携 へて 江戸に 向 ふ。 慕 府加賀 藩の 行動 

を 疑 ふとの 風聞 ありし を 以てな り。 

〔三壺 記〕 

利 常 公. 光高 公江 戸 御 參勤之 事 

寬永八 年 十 一 月 中旬に、 江 HI にて 御 一 門 方より 御 內書之 飛脚 到來す 0 其 意趣 は、 加州 金澤に 

は 新 參の侍 共 數多被 召 抱、 其 上に 先年 大 坂の 高名 仕 もの V- も 吟味 有て 加增被 進、 人 持に 成 も 

の ざ も 多し。 其 上に 城の 堀. 石垣 之 普請 も 有、 今程 公方 樣も御 不例な り、 無心 元 次第な り ， と 取 

さた も 御座 候 間、 早々 御 父子 御 參勸被 成可然 よし 申 來る。 其 時分 迄 は、 毎年の 替り 時分の 御 

參 勤，、」 云 ふ 事な し 0 何も 不時の 參勤 にて 有ければ、 光高 公の 被 仰 上 は、 我等 參勤 仕べ し、 春 

に 成て 貴公 檨は御 參勸被 成 候へ，、」 被 仰 上 所に、 いやく 父子 一 度に 參勸 せば 公儀 も 宜し かる 


ベ し、 一 人殘 h て は然べ から や，、」 被 仰、 御兩 方、 こもに 俄に 御 參勒を 被 成け る 0 十 一 月廿 五日 

に御發 足、 下 通， り は 叶 間 敷 VJ 上 通に 御參勤 有。 夜 を 日に 繼ぎ 御い そが 被 成ければ、 彼 御手 廻 

に 候 御供の もの ざ も 道 を ふみ そこな ひ、 かた こし 引て 行 も 有、 打 またぎに" ijl- に乘 りて っヾく 

も あり、 大橋 市右衞 門. 神 戸 淸四郞 のみ 相つ V- き 御供す。 十二月 十日に 追 付 御着 被 成、 御老 

中へ 御 案內有 けれ ざ も、 御 目見え もなかり しかば、 役人. 足輕 等に 被 仰 付、 江 It; 中の 植木 も 被 

召 上、 或は 石な ざ を 車に て 御 取 寄、 御 露地 御 普請お びた、 S 敷、 きやりの 聲本鄕 湯 島の 町 を ひ 

びかす。 然る 處に 上使 有て、 屋敷の 留守居の もの を 登城 せらるべき 旨 申 來る。 奥 村 河內. 今 

枝 H 部- 橫山大 膳、 何も 御 次に 伺 公し、 誰 を 可 被 遣 哉 VJ 御意 を 窺 ひ 奉る 處に、 利 $ め 公 被 仰 出 

は、 大膳參 て 聞いて 參れ VJ 被 仰 0 大膳畏 て 登城 仕 所に、 土井大 炊頭罷 出られ、 大膳を 近付、 

肥 前 守殿國 本に て 牢人共 を 數多被 召 抱 事、 先年 大坂 にて 高名 致し 鐽を 吟味 被 仰 付、 加增を 

宛 行 給 ふ 事、 城 中 堀 石垣の 普請 等 被 仰 付 事 上聞に 達し、 大御所 御 不例 之 折 ふし なれば 御 不審 

に 思 召 之 間、 申 わけ も 可 有な り VJ 有ければ、 大膳畏 て 申 上る は、 舉達 上聞 條々、 御 不審 偏に 

御尤之 上意に て 御座 候。 併大坂 御陣之 以後、 肥 前 守 その 時分 若輩な り。 其 後天 下 太： 牛に して、 

軍法の 吟味 指 iM て、 遊山 慰の みに 取 紛れて、 骨折た る もの V- もに 忠賞を 行 ひ 申 事 も 無 御座 候 

處、 何も 年罷寄 迄い たづら に 日 を 送る 事 を、 少し 遗 恨に も存る 哉らん、 何も 申合せい VJ ま を 
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もら ひ 可 申 旨內談 いたす よし 承 及び 候に 付、 若 左 樣之場 を 存知た る もの 共に、 せんなく い VJ 

ま 遣 候て は、 上様へ 御 奉公 可 申上樣 もな く、 還而 不忠 之 至 也 0 依 之 其 節の 働に 應 じて、 少し 

づ 加增 遣し 申 候 事 紛も無 御座 候。 是併上 樣御爲 奉存 所な り。 又 侍 共、 召 S 候 事、 若年 之 時 

分より 供 廻り を 勤めし もの、 最早 何も 年罷寄 候に 付、 若輩なる 子供 を步行 同事に 召 置、 供 廻 

いたさせ 申 候。 是等は 則 親の 名跡に 成べき もの ざ もに て 御座 候。 拆城 中の 堀 石垣 之 事、 毛頭 

左 樣之儀 候 はす 0 去年 火事に 破損 候 所、 少 しづ 繕 ひふ しんいた し 候 0 此儀は 御 橫目被 遣 候 

へば、 實否は S 一に 知れ 申 候。 何 ぞ無御 心 元 事の 候べき VJ 申 上る。 大炊頭 申さる、 は、 御所 樣 

御 不例 之 時分、 江 11^ 中 かくれな き 屋敷 之 普請に 事 鬧敷姊 あり。 是は 如何 VJ 申されければ、 大 

膳 承り 申樣 は、 仰の ご VJ く 遠慮 もな く 普請 等に て、 江 tj^ 中 ひ  かせ 申 事、 是上樣 の 御 爲を存 

じたて まつる 所な り。 いかん，、.」 なれば、 此御 不例 VJ て 諸人 心肝 を勞 する 節、 肥 前な V- が 打し 

づまり 有 之 候 は  > -、 江 11^ 中に いろ/^ の風說 有べ し。 それに 虚 說出來 して、 人の 心 もさ だま 

らぬ物 なれば、 = 用人 足 大工 木 引 V- も、 数多； 敷 之內へ 出入いた させ、 露地の 普請 等 をい ビ 

なむ 事、 諸人の さばくり を やめん ためなり、 能々 御 思案 被 成、 宜敷仰 上 候へ VJ あら、 かに 申 

ければ、 大炊頭 も尤之 次第な り，、」 て、 早々 大膳可 被 罷歸， こて 奥へ 入 給 ふ 0 その後 如何 有 つら 

ん、 追 付 御 目見え VJ 御 內書有 之、 登城 被 成、 御念 頃の 御 事な り。 其 後大膳 返答の 次第、 殘所 


なき 申 分 哉 VJ、 殊之外 御感被 成、 利 常 公 御 父子より 御 ほうみ ども 不 大形、 末代 迄 も 面目 也 

ぞ 申け る 0 

〔懷恵 夜話〕 

天 徳院樣 御 逝去 以後 又々 此義 起り、 江戸より 條々 御 不審 之 義申來 候。 其 節 微妙 院樣御 ffi 國に 

而、 本 多 安房 守. 橫山 山城 守兩人 御前ね 被 召 候而、 江 11^ わ 御 出 候て 被 仰 分 可 被 遊 哉、 又 金澤城 

に 御 引 籠、 江戶 よりの 人數御 引受 可 被 遊 哉、 兩條の 御 相談 也。！！？ li^^liil 針； 1 はお。 事 I。 と 

房 州 は 有無に 當城 にて 如何 樣 にも 被爲成 可然 由、 强而被 申 上。 

f 5a 成 城 州 は 江 戶へ御 出 被 遊、 不成迄 も 被 仰 分 被 成 候て 可然由 也。 微妙 院樣 にも 御 參府被 成 

候 御 分別に 御 決定 被 成、 老木 をば 捨ょ の 御意 也。 f 鶴 其 時 房 州、 御前に も 城 州に も 左 

樣に思 召 事に 候へば、 いか 樣 にも 可 被 遊 候。 犬 千代 樣御事 は、 御 心 易 被 思 召 候 樣被申 上 候 0 

拆江 11^ へ 御 出、 被 仰 分に 御 出 被 成 候 者 誰か 可 然ど在 之 時、 城 州 私 枠 之義に 御座 候 得 共、 大膳 

可 然由被 申 上。 Islg 丘お？ SIS? いし 目 s^sir 。小 追 付 金澤御 ST 越 後路ね 御 人 被 

遊 候へば、 雜說有 之不穩 候。 信 州 榊 其 頃 越後 守 殿 領分に 候。 御 止宿 被 成 候處、 以之 外物 騒に 

而、 越後 殿 人 數取懸 申 由 沙汰 仕 候。 微妙 院樣に は 聊御氣 遣の 御 樣子も 無 之、 山 崎 半 左 衞門を 

召 候て、 鐵炮の 藥爲御 持 被 遊 候 間、 自然の 事 有 之 候 は、 >-、 火 を 懸候樣 に 被 仰 渡、 御 休 被 遊 
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候。 敵 取 懸候は  > -、 御 自害 可 被 遊 思 召，、」 相 聞 候 0 半 左 衞門は 御 次に 直 宿 仕罷在 候に、 常の 如 

く 御高 鼾 を 被 遊、 御 熟睡 被 成 候。 誠に萬人に勝れたる御《^;氣，.」て、 半 左衞門 後々 迄； M を 流し 

咄申 候。 夫より 江 へ 御 出、. 右の 被 仰 分 相濟不 申內、 外の 事 御 貪 着な く 御 普請 被 仰 付 候 0 其 

後 橫山大 膳 を 被 出 候て、 御 老中の 前にて 御 不審 之條々 申 開 仕 候。 御 家中の 子供 小 扶持に て 被 

六 年 は A 年 一 召 出 候 事、 他國 にて 船 御 抱 置 候 事、 寬永六 年に 重 而大坂 高名 御 穿 驚 之 事 等、 申譯 成申義 二三 

ケ條. &披 仕、 今一 二 ケ條申 譯難成 難問 之處に 至り、 鬼 角 か 様に 色々 難題 被 仰懸候 は、 肥 前 守 

身代 御 潰 可 被 成 思 召、、」 被存候 0 左 候 得ば 一 々申譯 仕に 不及 事、 檢使 一 人 被 遣 候 へ ば、 肥 前 守 

切腹 仕 迄の 事，. J 申披被 罷歸候 0 其 後 ひそく  VJ 成、 御 不審 之條相 止み 候。 淸泰 院^ 御 入 輿 は、 

此世 なほし 可 被 成樣無 之に 付 而の事 VJ 申 傳候。 

〔懷恵 夜話〕 

1 、 右 之 節橫山 大膪御 老中 方の 前にて 申 分の 趣、 家中の 子供 手 廻に 召 抱 候 事、 普 代 花 II 功之 者 

共の 枠に 候 へ ば、 呼 出 小 扶持 を與 へ 候。 他國之 浪人 等 數多召 抱 候 は マ 、 御 不審 も 可 有 之 候 へ 、 

家中の 者の 枠 は、 假令 扶持 不與候 共、 自然の 時の 人数 高に 候 0 又大 坂に て戰 功之 者 共、 吟味 褒 

美 仕 候 事、 天下 太平に 屬し 候て、 最早 干戈 動 可 申 様 無 之。 然ば 先年 武功 を も 勸候者 共、 类名 

を も 子孫に 傳 へさせ 可 申爲に 候。 船 抱 sis 候 事、 何 VJ か 存立 子細 候 は  > -、 領分に こそ 船 を も 用 


と 前す 利瞎本 

異揭る 常 もま 文 
なのむ 出明橫 
リ I の 府の山 
の はと 後大 


意 可 仕事に 候 0 他 國に抱 置 候 は、 自然の 時 御用に も 相 立 申 度 心懸申 故に 候 0 忠義の 志 却而不 

忠に罷 成 候 旨、 右の 如く 段々 被 申 述候由 0 此三ケ 條の申 分け 語り 傅へ 候 0 

〔松 梅 語 園〕 

一 、 或 時 從大猷 院樣御 不霧之 事 有 之、 江 1JI' へ 屮納言 樣被召 事お。 御 一 世 之 御大 事 此時成 どて 

人 々驚く。 安房-山城 被 申 上 は、 別而於 御身 御覺無 之，、」 云 ふ VJ,. 人 數ケ條 之 御 不霧也 0 先橫山 

大膳被 遣、 御 條數之 被 仰 分 被 成 可 然、、 J て、 大膳被 造 被 仰 分，、」 云へ V- も、 猶も疑 敷 被 思 召て 江 

戶へ御 召な り。 安房. 山城 被 申 上 は、 御 申 披は大 膳 被 申 上 外 無 候。 此時 卒爾に 御參 勤；^ て 後 

悔 無益。 兩人罷 越、 申 分 於不叶 は、 兩人 共に 罷歸申 間 敷 也。 其 上 を以御 籠城 之 外 は 御 思案 無 

他、、」 被 申處、 暫御 思案 被 成 御意に、 VJ かく 御 參勤可 被 成、、」 也 0 兩 人達 而 VJ 申 上 時、 卸 意に、 

老臣 VJ も 不覺、 我 乍 居 返答 申 上るならば、 沖」 御 不審 晴る事 有 間 敷、 其上老 ijii 共捨 殺して は 本 

望 達する 事 も 有 まじ 0 是非 參 勤すべし。 惣而犬 千代 有 上 は、 捨殺 申す 分別な し、 其、 ひ 得尤也 

どて、 押 而御參 勤， X」 被 仰 出， こ 也 0 兩人 御前 返 出して、 御 次に 而、 ^も 勇 成 御意 哉 VJ て、 VJ か 

く無詞 して 兩人 指向、 聲を 出て 落涙 也。 一 座の 人々、 何 VJ は 不知 泪を ながす VJ 也 0 然共 殿様 

思 召 之 通 御 參勤被 成て、 御 分に 無 誤 V」 て 仰 分立 也、 去 共 六 ケ敷御 事 は、 三年 御歸國 なし。 此 

通 新 七 郞* 左衞 門、 御 次に 有 合せ 見 申 VJ て 度々 物語 0 
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六 六 四 

十 一 月廿 A 日。 火災に 處 する 法规を 公布す。 

〔慶長 以來定 書〕 

定 

一 、 下々 火事 就 有 之 者、 御城 之番衆 當番. 非番に よらす、 何も 御城 御 番所ね 可 被， 能 出 事 0 

1 、 御 小姓 衆 之 分 は、 何も 御 本丸へ 可 被罷出 事。 

一、 火 本へ は、 最前より 被 仰 付 候 人 持 衆 並 御 .£11! 一  與宛、 替々 罷出可 有 裁許 事 0 

一 、 火 本 近所 之 者 は、 手前 之 家屋敷 火 を ふせぎ 可 有事。 

一 、 火 * 之 刻 火 本， に、 悠 町中より 水 を 持 寄 可 申 候。 然ば 一 町 切に 町 じる し を 持せ、 肝 煎 共 可 

被 出 事 0 付、 町 下 代 何も 罷出、 町々 之人數 可相改 事。 

一 、 侍 衆. 町人に よらす、 家々 に 天水 を 置 可 申 候 事 C 

右條々 所 被 仰 出 者 也 Q 

寬永八 年 十 一 月廿 八日  横 山山 城 守 

本 多 安房 守 

十 一 一月 四日。 金澤 城下の 火災 消防に 當 るべき 諸士の 組を定 む。 

〔萬 治 已前定 書〕 


一 與 姊崎 勘右衞 門. 藤懸源 太郞. 岡 田八郞 兵衞。 

一 與 瀧 五 郞右衞 門. 高山 勘 兵衞. 橋 爪 五兵 衞。 

一 、 當 地下々 火 寧 出來 に付而 者、 當番之 衆 火 本へ 被， 潘出、 火 消 番之人 持 衆 並 御お 廻 衆 被中談 

可 有 裁許 事。 

右 條々、 猥無之 樣に可 被 申 付 候。 其 外被 相改、 可 然義候 は > -、 各 相談の 上 を 以可有 裁許 候。 

かぶき もの 以下、 相 背 御法度 候 者 被 相改候 刻、 對御 奉行 衆 非 分 之 働 於 在 之 者、 當 座に 成敗 候 

而も 不苦 候條、 可 被 得 其 意 候、 仍如 件。 

未 十二月 日 

津田源 右衞門 殿 

梶川彌 左衞門 殿 

生 ま ^物！^ 

松 平 采女殿 

十一 一月 十六 日。 明年 以降 刻 煙草 を營 業と する こと を 禁ずる の 令 を 公布す。 

〔慶長 以來定 書〕 

定 
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六 六 六 

一 、 御分國 中に おいて 刻 たばこ 商賣、 來 正月 朔日 以後 被 成 御 停止 候。 自然 狼に 刻 たばこ 商賣 

仕 もの 有 之 付て は、 見合 次第、 其 もの 手前に 有 之 たばこ、 有 之 ま 取 可 申 候 事。 

1 、 彼 もの 宿 生 相改、 爲過錢 銀 子 一 枚 宛 可 召 置 事。 

一 、 葉 たばこ 商 喪 之 義は不 及 穿 im^o 

右條々 急 度 可相改 候。 然ば相 背 御法度 候 もの、 手前より 取. S. 候 たばこ、 並 過 錢之義 は、 相改 

候 者に 可 被 下 33 被 仰 出 候 ◦ 向後 若 猥之義 有 之ば、 御 橫目之 もの 共可爲 越度 者 也。 

寬永八 年 十一 一月 十六 日  本 多 安房 守 

橫山 山城 守 

御 步橫目 

御 小人 頭 

十一 一月 廿 七日。 前 田 利 次 侍從に 任ぜられ、 松 平氏 を 胃す こと を 許さる。 

〔德川 實紀〕 

十二月 廿 七日 前 田 千 勝利 次從 g! 位下 侍從に 叙任し、 かつ 御 家 號を賜 はる。 江 城 年錄、 東 武赏錄 

是歳。 加 賀石川 郡鶴來 村に 一 閑 院を營 みて、 金 澤寶圓 寺の 隱居 とす。 

〔河 合覺 書〕 


泰山 名 は 雪 

堯 


一 、 寬永 八年寳 圓寺隱 居、 鶴 來村ゎ 御 隱居被 成 候 由。 開基 泰山 和-:!。 則. 5 之 儀、 右尜山 和- 

中納言 様より 御 拜領之 由。 右 一 閑院 屋敷、 贞享 元年 鶴 來村御 檢地之 節、 高 四 石 相 詰 申 候 0 

右覺 書、 享保 十九 寅 五月 山 廻 中覺書 也。 

是歳。 加賀の 山地 子の 米納 なりし を改， めて 銀納 とす。 

〔司 e;^ 典〕 

覺 

一 、 加州 山地 子、 先年 は錢之 御定に 御座 候。 何時より 米 被 召 上 候 哉。 錢 一 貫 文に 付 米 三 石 宛 

に 而寬永 七 年 迄 米 被 召 上 候。 同 八 年より 右 之 朱 封 銀に 而慶 安四 年 迄 被 召 上 候。 直 段 は 高下 御 

一 、 承應 元年. 二 年、 右 之 米に 而被召 上 候。 

一 、 同 三年 米 直 段 一 石に 付 三十 1 1 匁 四 分に 御 極、 銀 子 被 召 上 候。 

右 之 通 古き 覺書 御座 候に 付 書 上申 候 以上。 

寶永四 年 四月 十二 日  田 井村 次郞吉 

御所 村 源 兵 衞 

御 改作 御 奉行所 
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六 六 八 


無 足と は 俸 

祿.^ 受け ざ 

る 子弟，^ い 


是歳。 前 田 利 常 家中の 子弟 を拔擢 して 供 廻と なす。 

〔三壶 記〕 

加州 利 常 公 御手 廻の 者 被 召 抱 事 

寬永八 年中 納言利 常 公 は 北の 丸に 被 成 御座、 筑前守 光高 公 は 本 多 安房 守屋 形に ましくて、 

御 本丸の 御作 事 を 被 仰 付。 然るに 大橋市 右衞門 をめ され 被 仰 出け る やう は、 供 廻りの 小姓 V- 

も 年寄て 若き もの まれな り。 子供 兄弟 甥た る もの、 無 足に てお 之 もの 三十 人 計 見 立、 由緒 を 

取りて 見せ 申べ し、 召 抱へ 供 廻り 勤めさせん よし 御意に 付、 御 家中へ ふれければ、 由緒 一門 

付 を 調べ、 大橋 市右衞 門に 持參 す。 一 々に 奉 入御 披見 處に、 利 か 公 御らん 有て 御 点 を 被 成、 

早々 目見え 可 申 付 旨に て、 何も 難お 奉存、 日限 相究 り、 觼錢 にて 御 目見え 仆。 則 御 ； 行 被 相 

調：.：^、 於 御前 頂ます。 人 持-物 頭. 小姓. -:1=T 廻. 組 外の 御 かま ひなく 被 召 出け る ゆ ゑに、 御 知行 

も ひ，.」 しから や 0 被 召 出 人々 は、 不破七 兵衞. 野 村 四 郞左衞 門. 中尾惣 兵衞. 中 衬喜左 衞門. 矢 

野 所左衞 門. 今村久 兵衞. 武藤 長左衞 門. 脇 田三郞 四郞. 湯 原 太左衞 門. 橋 爪 新兵 衞. 同宗 右衞 

門. 佃 次 兵衞. 湯" 股 又 助. 谷 與右衞 門. 島 田 又 八. 丹 羽ニ郞 兵衞. 神 ill 淸四郞 • 宇 野 五左衞 門. 河內 

山 半 助. 加 藤 九 郞右衞 門. 田邊 五左衞 門. 中 村長 右衞 門. 三 郞左衞 門. 靑木 新右衞 門. 岡 田彌五 

郞. 橫地三 郞右衞 門. 稻垣彌 三郞. 笠 間 新 助. 嶺喜 右衞 門. 古 江 狱右衞 門. 同 五兵 衞、 此 衆 江戸 御 


供の 用意 VJ て、 親 一 門 兄弟より それぐ に 用意いた し、 がん ぢ やうの ためし ビて小 松へ 往來、 一 

供 利 伽羅へ 行歸 り、 石 動. 高 岡. 富 山 迄 も行歸 り、 道の 稽古 を 勤めけ り。 大橋巿 右衛門に 被 仰 

出け る やう は、 隨 分の 大男，、」 聞き けれ V- も、 皆 子 小姓 上りの やうなる.^ 輩 もの ど 見えけ る. a 一 

御意 之處 に、 市 右 衞門畏 て 申 上る。 御意 之 通 相逮無 御座 舉存 候、 併初而 御前へ 上下 を 着し 罷ー 

出 候へば、 すくみて 見え 申 候。 旅 出立な ざ 仕 候て は、 よき 器量 V- もに 御座 候 由 被 申 上。 其 時 

分 御 家に 大橋 市右衞 門. 佃 源 太 左衞門 程なる、 申 度 儘の 出頭 人 又，、」 もなかり けり。 其 年の 暮に、 

上 通 御 參勤候 節 は、 三十 人の もの V- も 旅の 出立 は、 きる 物 もめんに て、 うすね すみ 又は 空色 

に 染めて きる ま、 に、 二 尺 二 一 三寸の 大脇指 一 腰づ 、 にて、 こしに ちいさき 瑪び しゃく、 小 

ひやう たん を帶に はさみ、 手ぬ ぐ ひを繩 にな ひて こしに はさみ、 御乘 物の 御先に す、 みけれ 一 

ば、 いづれ も 背 缄に金 鍔、 又はす き < ^の 太刀 こしら へ、 誠に はなぐ 敷 見えければ、 中納ー 

言 樣被仰 出 は、 市 右 衞門申 通り、 よき 器量の 者 共な .9，、」 御意 候へば、 市 右衞門 左樣に 御座 候 由 一 

申 上、 面目 を ほ ざ こせり。 東海道に 到て 御晝に 成た る御觸 有て、 大橋市 右衞門 早速 御 本陣に 一 

被 出。 弓手 妻 手に 御供 之 衆、 ざう り 取に 髮をゅ はせ 居たり ける を、 巿右衞 門 急 度 見て、 さて 

さて 其方 達少 分の 進 返に て、 人に 髮をゅ はする 沙汰の 限なる 事共な り、 夜中に も自餐 に ゆ ひ 一 

て 御 點に逢 ふ 事 第 一 なり 0 向後 自 びんに て 無 之ば、 急 度 申 上 候 はん VJ 高聲 にい かられければ、 一 

一 
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と 地 河に に 初 本 
^ と 原 八 關年文 
出すな 年し の は 

せる 屋 14 き 'M 
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六 七 〇 

それより 何も 自 びんに こそ は 成に けれ。 さて 道中 御い そぎの 事 なれば、 有 時 御辨當 所へ つか 

せ 給 ひ、 御 本陣へ 御 乘物を かき 入れければ、 直に VJ ほせ，、」 仰 出され、 御 かごの 底 をた、 かせ 

給 ふに 付、 直に 御 かご を 通しけ るに、 大橋 市右衞 門御乘 物の 棒の はなをおつ VJ つて、 跡へ 押 

やり 申されけ る は、 御供 廻の もの 共つ かれて 見え 候へば、 他國路 にて は 叶 i6 じ、 御 乘物を か 

きいれ ，こて、 御宿の 式臺迄 無理に 押 やり、 式 辜： へ 御乘物 をお しむけ、 れざ も、 利 クホ公 はもの 

も 仰 出され や、 御 かごの 內 より 御 出な く、 御 びんの かみ を さかさまに、 御 眼色转 りて 御座 被 

成 けれ ざ も、 其 間に 御供 廻に、 早々 したくして 罷 出よ VJ て、 何も 下宿へ 參り 辨當被 下、 早速 

罷 出で 御 乘物を 出せ VJ 市右衞 門下 司して、 御 泊り まで ひ，、」 いきに ぞ 御着な り。 其 節の 市右衞 

門氣色 は、 はんく わい-張 良. 安祿山 VJ 申す VJ も、 是ほ Vi は 有 まじ ビぞ 申け る。 

是歳。 金澤犀 川の 河原 を 屋敷 地と す。 

〔三壺 記〕 

加州 金澤に 遊女 並 あや VJ り 御法度の 事 0 

數年 所々 に 遊君 有て、 色にふけるもの金銀を^^す。 此佥 銀の 出る V」 ころに 事欠いて 勝負 V- も 

はやり、 天狗 だの もし，、」 云 事 を 下々 の もの 仕出し、 おびた 敷 利德の もの も あり、 又 身体 を 

やぶる も 有、 盜贼人 も出來 す。 富 山 藤 繩，こ 云 御 相撲の もの 大將 にて、 大形 金澤 にて^ 物 だて 


痘ぃ 
痕も 
娘 か 

は 


する 若黨 V- も、 あなた こなたに て 土藏を 破る。 筒樣之 もの も あら はれて 御成 敗 被 仰 付 0 是皆 

傾城 ある ゆ ゑな り ，こて、 町奉行へ 被 仰 渡 堅 御 制 禁之處 に、 川惣 構の 風呂屋に 女 を 抱 置、 ゆ 

な VJ 名 付て 人々 是に 群集す。 又 中 村 刑部預 りの 足輕 病死して、 其 後家い も か、 VJ 云 もの、 き 

ち VJ 云 娘 を 持、 其 弟 男子 有 0 此か、 娘 子 をうる のみなら や、 あなた こなたに かこ ひ 置て、 御 

用の かたへ まゐら せけ り。 此事御 目 付より 御兩 殿に 書 上る。 本 多 房 州- 橫 山城 州の はから ひ 

にて、 彼 風呂屋 親子 三人、 いも か、 親子 三人 を 張 付に 泉 野に 懸ら る、。 それょ.^ばくち倾城 

VJ 云 事な し 0 さて あや VJ りかぶ きの 座に、 御 歩行. 相撲の もの、 いづれ の 芝居 にても 札錢 なし 

に 見物す。 それに 似せて、 家中 又若黨 見物 せん VJ 云 ふ を、 御步行 をね すみ に 頼 置て、 目 明 

にて、 正 身 なれば 入る、、 似せ なれば 追 出す。 是に付鼠11:^にて耻をかくもの喉出る^?„-なし0 

刀 脇 指 をぬ きて ふりま はり、 さう Vj うさせ て 立 返く こ，、」 幾度 も 有 之、 手 負 も 出 來す。 國 家の 

費 喧噪の たね なれば，、」 て、 堅 御 禁制に 被 仰 出。 河原 町に 茶屋の 作 右衞門 VJ 云 もの、 河原 もの 

、芝居 を 立て かしければ、 箇樣の もの 、棟梁 人な り。 何れの 座 にても 初 H 1 日 ははう らく  VJ 

て、 所の もの 唯 見物す 0  二日 目 は 茶屋の 作 右衞門 もら ひなり 0 其 外 は 五節句の 日 見物の 札錢、 

又 作 右衞門 もら ひなり。 如此 なりければ、 作右衞 門に も 町奉行より 申 渡、 隨分 見物^も 留り 

けり。 然るに 中 一年 過て、 犀 川の 河原に 芝居 立て あや VJ り を 初めけ り。 御 目 付是を 見て， 0 が 

加賀藩 史料 第二 編 寬永八 年  六 七 一 


六 七 二 


光高の 任官 

は 1!^ 永 六 年 

利 長の 法事 

は 同 七 年 


御城 4- 事 は 


めければ、 茶屋の 作 右衞門 申け る は、 御兩 殿に 御斷申 上、 御 ゆるし を 蒙り 仕る 由 申ければ、 

其 通り を兩 殿に 申 上る 0 兩殿にも終に其さた.^なかりし處に、 作 右衞門 大成 偽 申す^ 押領至 

極せ り て、 捕へ て， r 水 野に おいて 火 罪に 被 仰 付。 それより 芝居 見物の 品々 は留 りけ り。 その 

間 三年 程 間 きれて、 又彌 天下 御靜謐 なり。 光高 公 御 任官、 其 後 英賢樣 の 御 法事 旁に、 綠引を 

以御； _g 事 申 上、 薩 摩の 磯之 助. 金 太夫 一 類 あつまり、 扉 川に 上る り あや VJ り 初めけ り 0 一  兩 

年 も 仕る 內に、 四月 十四日 御城 火事に 町中 も 立 替 りて、 犀 川の 河ぬ 寸地 もな く 屋敷に 相 渡る 0 

芝居の 有內 に龍圓 寺へ ニ千步 屋敷 相 渡り、 金 太夫 は 龍圓寺 借屋して まします 所へ f 粒に 參 りて、 

又 三十日 も あや、、」. 5 仕り、 其 後 追 付 返 散し、 いづち，、」 もな く 成て、 金澤 にあ や， りの 場 は 止 

- 一 ナ. 90 

寬永九 年 

正月 廿 七日。 前 田 利 常、 德川家 光に 召されて 登城し、 その 面 命を受 く。 

是日前 將軍秀 忠の柩 を增上 寺に 移す。 

〔德川 實紀〕 

正月 廿 七日 大御所の 柩を增 上 寺に 移す 0 是 日加 賀中鈉 言 利 常 卿. 仙 幕； 中納 言政宗 卿. it 摩中納 


相國 は秀忠 


言家久卿，松^^-伊豫守忠昌，松：牛宮內少輔忠雄，松ギ新太郞光政-加藤肥後守忠廣，松-平阿波守 

忠英. 淺野但 lii^ 守 長：^. 森 美 作守忠 政. 堀 尾 山城 守 忠晴. 生 駒壹岐 守 高 俊. 上杉彈 正大 弼定 勝. 佐 

竹 右 京大 夫 義宣. 京 極 若 狹守忠 高. 京 極 丹 波 守 高廣. 毛 利 甲斐 守秀 元. 立 花 飛 驊守宗 茂. 有馬玄 

蕃頭豊 氏 • 丹 羽 宰相 長 重. 寺澤志 摩守廣 高. 松 平中務 大輔忠 知、 召に より まう 登り、 面 命の 旨 あ 

h  o 東武 W! 錄， 國師日 S3, 紀年錄 

1 一月 五日。 德川家 光 諸侯に 前將軍 遺物の 金銀 を頒 つ。 前 田 利 常 亦 之に 與 

かる. - 

〔天宽 日記〕 

二月 五日 

一 、 御 本丸ね 諸 大名 被爲 召、 相 國樣御 遺物 之 金銀 彼 下 候 衆 之覺。 

1 、 銀 一 萬 枚  松 平 肥 前 守 

右是は 將軍樣 より 被 下 0 今度 御讓の 金銀 御 すそわけの 由 被 仰 出。 國師日 Si 

三月 廿人 日。 前 田 利 孝の 子利豐 初て 德川家 光に 謁す。 

〔天寬 日記〕 
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六 七 四 


利豐は 後に 

利 意と 稱し 

七日 C 藩 第 

二世の 主た 


中間 は 仲間 

伊折 は 伊織 


三月 廿八 = 

一 、 前 田 右近 利豐始 て將軍 家を拜 したて まつる 0 時に 八歲。 宽 永系圆 

三月 下旬。 前 田 利 常の 子 小姓 等 江戸に て決鬪 せんとす。 後 歸國を 命じ 處 

罰せら る。 

〔三壶 記〕 

宽永九 年 三月 下句 之 頃なる に、 子 小姓の 中間に 申 分出來 し、 すでに 討果 すべきの 所に、 御 目 

付より 早速 申 上ければ、 老中に 被 仰 渡、 御 吟味 を 被 成け り。 此申 分の 根本 は 柳 田 長三郞 より 

おこれり 。長 三 郞は齋 藤 中務ニ 男に て 有け る を、 柳 田 九 郞右衞 門 七 百 石の 跡へ II- 養子 被 仰 付、 

柳 田の 家を繼 ぐに、 小姓に て 有 けれ V- も、 其 時分 は 三十の 內外迄 前髮を 置かせ 給 ひて 被 召 仕 0 

長 三郞に はや 男子 二人 有け るが、 久々 江 11^ に 相 詰け る 中間の 內靑木 主 膳に かたりけ る は、 吉 

田 左 門 VJ 茨木 小 隼 人 は 入魂 也、 犬 窪 伊折 VJ 靑木主 膳に は 別 心 有、 常に 心 を ゆるす 事な かれ VJ 

語る。 兩人は 誠 ビ 思 へ り 0 又 有 時 柳 田 長 三郞、 茨木 小维人 VJ 吉田左 門に 語りけ る は、 大瘦. 靑 

木 兩人は 入魂 也、 各に は隔 心す、 常に 心 を ゆるす ベから す， AJ かたる 0 各 は 誠 VJ おも ひ、 口に 

は 出さ、 ゝり けれ V- も、 色 外に あら はれて、 はや 別隔に 成り、 柳 田 をば 兩方 VJ もに 一味，. J 互に 

おもへ り。 其 VJ しの 前 ざしより、 金澤才 川に 若衆の 座 有 0 其 狂言に はやし 物 有。 はん まち Vj 


法齋 は方齋 


部 前 #に 

伊織と ぁリ 


りの 友よ ぶこ ゑ はちり くやち りく。 如此 はやす 事 有ければ、 上下 老若 聞き 習 ひて 口す さ 

む。 後 子 小姓 V- も 出 ぬれば、 一 方より ちり/ \> やち， 9/^，こ 言 ふ ほ Vj に、 互に 心に 有て 口に 

はい はや、 ちり/^ やちり くどい ひ あ ひて、 其 ま、 申 分に 成り、 たが ひに 堪忍 成りが たく、 

柴ロ淺 草 口の 野邊へ 出、 討 はたすべき VJ 約談す 0 御 目 付 衆 ひそかに 內 聞して 注進に 及ぶ 0 柳 

田兩 舌に 究り、 早々 五 人ながら 加州へ かへ し、 やすませ 可 申 由 被 仰 出。 何も 歸國 いたし けれ 

ば、 柳 田 長三郞 は極樂 寺に て 切腹 被 仰 付、 男子 二人 殺害す ® 大 I 佧 伊折. 茨木 小 m 人. 靑木キ ： 膳. 

吉田左門牢人ぃたし、終に其ま\朽果ぬ。^^木小刑部.吉田覺右衞門.大窪覺兵衞.靑木法齋の 

愁領 Vj もに てぞ ありけ る 0 

〔士 林談叢 附錄〕 

覺 

一 、 寬永七 年 之 暮於江 11; 陽 廣院樣 御子 小 將申分 仕 候 刻、 柳 田 長 三 郞金澤 ね 御 切 股 被 仰 付 

候。 右 申 分 仕 御子 小將 木 小 隼 人. 青木 主 膳. 大窪織 部 今 一 人 は 假名 失念 仕 候。 右 四 人 者 親々 

ね 御 預置被 成 候。 具 成 義久數 儀 失念 仕 候。 

八月 十七 日  齋 藤中務 

撗山 筑後樣 
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六 七 六 


本文 は前揭 

の BB なリ 


出逢 は出會 

なるべし 


〔士 林談叢 附錄〕 

一 、 微妙 院檨 御代、 陽 廣院樣 の 御子 小 將柳田 勘 兵衞、 從 微妙 院 切腹 被 仰 付 意趣 者、 御子 小 

將 仲間 之內、 寺 西藏人 VJ 板 津兵助 申 分 仕 候 所、 藏人兵 助に 申し かれ、 藏人 仕形 散々 惡候 VJ 勘 

兵衞 物語 仕 候 を、 御子 小將 仲間 之 內吉田 半十郞 承、 藏 人に 申 聞せ 候に 付、 藏人兵 助に 相尋候 

處、 左様 之 義少も 無 之、 尤勘 兵衞に 物語 仕 候 義も無 御座 由 兵 助 申 候に 付而、 藏人 方よ. 0 勘 兵 

衞 手前 吟味 仕 候處、 左様 之 義は半 十郞に 物語 不仕候 VJ 虛言申 候 0 右 之 趣 互に 口論 出入に 罷成、 

立 微妙 院樣 御聽、 御子 小將頭 荒木 六 兵 衞を以 御 穿 態 被 仰 付 候。 右 之 濫條に 付、 微妙 院樣 御子 

小 將靑木 主 膳. 大 |£ 織 部. 吉田七 兵衞. 茨木 小 単 人、 右 何も 出逢 ひ 作法 惡敷樣 子 共、 具に 立 御 

聽、 半 十郞. 勘 兵衞. 主 膳. 織 部. 七 兵衞. 小 第 人、 從江 11^ 御 國ね御 返 被 成、 何も 被 放 御 扶持 0 勘 

兵 衞義は 虛言を 申 段 不屈 之 llaT 微妙 院樣被 成 御意、 於御國 切腹 被 仰 付 候。 然處に 藏人申 候 は、 

半 十 郞蒙御 勘 氣候義 者、 藏 人に 勘兵衞 わる 口 之 段 申 聞 候 故に 而 御座 候 間、 御 奉公 不罷成 3:: 申 

候而、 於 江 御 暇 申 上 候。 

一 、 柳 田 勘兵衞 先祖、 舊好之 者に 而候之 It 被 成 御意、 微妙. お 樣御擴 役 御徒 之 者 四 郞三郞 

I 柳 田 氏に 被 成、 御 知行 二百 石從 微妙 院檨被 下 之、 柳 田 之 家相 續被仰 付 候 0 

一 、 右 之 被 放 御 扶持 候 者 共、 親々 手前に 罷在 候處、 五六 年 以後 主 膳. 七 兵 衞兩人 は 江 B-,s: 罷 


越、 住所， 在 付 候 3:i 承 及 申 候。 相殘 面々 親 共 手前に て，；； g 死壮 候. H 御座 候。 

八月 十八 日  九 里 夕 庵 印 

四月 十日。 前 田 利 常、 德川家 光より 米 二 千 俵の 贈 與を受 く。 

〔古文 章 大全〕 

米 二 千 懐 松： 牛 肥 前 守， 2 被 遣 候 間、 內衆 手形 を 取 可 被 相 渡 候、 以上。 

寬永九 年 四月 十日  大藏 伊賀 丹 後 

、  讃岐 大 炊雅樂 

淺草 御藏 衆 

從將軍 檨米ニ 千 俵 致 拜領候 儀、 誠 以忝仕 合 御座 候 0 御 次 御前 可 然様 被 仰 上 可 被 下 候、 恐々 謹言 0 

寬永九 年 四月 十日  松 平 肥 前 守 

右 六人檨 人々 御中 

四月 上旬。 今 枝 民 部の 臣山本 九 郎右衞 門 江戸に て 人 を 害し 失踪す。 後 縛 

に 就きて 刑 せらる。  . 

〔三壶 記〕 
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六 七 八 

歩行ば かち 宽永九 年 卯月 上旬の 事なる に、 於江戶 今 枝 民 部 步行山 本 九 郞右衞 門 VJ 申 者、 本 鄕の內 にて 上 

樣の 同心 衆 之內に 借屋して 有け るに、 宿の 女 密通 致す に 及んで、 互に 色 外に 顯れ、 亭主 耳 

に 立て、 近日 討 取て 公儀， 2 斷り、 加州の 御 家老 衆ね も 案內可 申入 VJ すき 間 をね らふ 由、 彼 男 

に 妻女より 密かに 聞せ ければ、 ある 夜 忍び入て 同心の もの を 打殺し、 何 地，、」 もな く 落 去け る ® 

同心 頭ね 聞屆、 はや 評定 場の 沙汰に 成て、 肥 前 守 利 常 公 *筑 前 守 光高 公へ 御 一 門 衆より 御案內 

有ければ、 大に 驚かせ 給 ひ、 先 づ國ね 人 を 遣し、 請 人. 一 門 を 縮に 被 仰 付。 先以 可成 程 本人 相 

尋ね 可 被 申 旨、 御 老中より 內書有 之、 彼 男 を 見知りた る 者 共 撰び 出し、 都鄙 遠 國の嫌 ひなく 

人 を 廻し 尋 けれ 共 行方な し。 別而橫 山家 又は 前 田對馬 殿に は、 何も 今 枝 家の 事 は 遁れ給 はぬ 

中 なれば、 民 部爲を 大事に せられ、 如何 はせん，、」 談合 評定 油斷 なし。 請人は小松前田對：l^;r殿 

內飯田 次 郞右衞 門 也。 是 人の 母 も 小 松に 有、 先 捕へ て 召 籠 めら る. 其 頃 小 松 玉 龍 寺 八 代の 

住持 ii 岩叟文 堯和尙 は、 惠學和 尙に玉 寵寺を 被 相 渡、 金 澤ね隱 居 せらる/. -0 才 川の 河原 薩摩 

利 齋は利 犀 

き嶋 まれ M 金 太夫 芝居の 有內 に、 屋敷 二 千 步拜領 せられ、 龍 淵 寺 を 建立せられ、 利 齋樣. 源峯. 源 古. 源 心 

種 後 源 峰の 御 一 門 中の 位 稗な V- 立ら れ ければ、 前田黨 .M: 島黨. 今 枝彌平 次. 同 九藏. 安見 隱州、 其 外の 人 

室 

々 、 源峯.利齋御夫婦の 御命：！1 には參詣ぁらすVJ云^E^なしo 東 堂 は 納所 坊主 春 長 をめ し つれら 

れ、 下男 共に 下司して、 河原 屋敷の 石 を 取の け、 花 畠の 用意 杯して まします。 寺の 留守に は 


小 田 傳兵衞 vj 云 ふ もの、 いまだ 左 吉，. J て 幼少 也 。礎 野 六 兵 衛，， J て 前 田 丹 後 殿 家 f きの 子 千 太 郞、！ 

山 田 九 郞右衞 門 を 虎之助，、」 申す，、」 き、 三人 寄 合 ひ 物讀な V- して^ 之處 に、 三十 餘 りの 大男 綱 

笠 深く かぶり 大小 さして、 旅装 束に て 寺の 玄關 を^き 廻る。 小 田の 左吉、 あれ 恐し や 盗人 ご 一 

そ來り けれ、 門前の 者 を 呼ばん、、」 云。 千 太郞. 虎之助 申樣 は、 此白晝 に 何の 盜人來 るべき、 誰 一 

にて 渡り 候 哉 VJ 申ければ、 男 申樣、 東 堂 樣に逢 申 度 由 申け る。 早々 左 吉參て 同心す。 男 笠 を 

ぬぎ、 わらん ぢ脫ぎ 式臺へ 上る 0 東 堂 如何なる 御 人ぞ、 何の 用ぞ ，このた まへば、 彼男畏 りて、 

我 は 今 枝 民 部 家 來山本 九 郞右衞 門 也。 江 tl^ にて 人 を あやまり 立 退 候へ 共、 請 人 母な Vj 召 籠 

めら る、 承り、 替り可 申 爲に罷 越す 0 御 公儀の 事、 東 堂に 賴み舉 る VJ 申け り 0 和 は橫手 

を 打て、 拆 もく 侍 は 角て ぞ 有べ き 事 也、 義勇の 致す 所 也き VJ  くく  VJ 被 仰、 納所 を はや 撗山 

城 州， S 被 遣。 山城 殿 是を聞 給 ひ、 手 を 打って 悅び給 ひて、 はや 御 割 場へ 被 仰 造。 寺に は 彼 男 _ 

に盃 出し、 冷めし な Vj す、 めら れ、 小 松 表の はなしに 成る。 其 間に 虎之助、 男の 耳に さし 寄 j 

て、 先 刀 脇 刺 を 東 堂に 預けられ 可然 旨、 ひそかに 申ければ、 目 まじ 致し、 刀 脇 刺を拔 きて 東 一 

堂 様に 指 上る。 見 苦 候 得 共、 相 果候は  茶 湯 被 成、 御 廻向 被 成 可 被 下よ し 申しけ る 所へ、 御： 

小人 頭 中 村 喜兵衞 • 風 間 次 兵衞兩 人に 、 御 先番 の 小者 二十 人、 龍圓寺 へ 來りけ る 0 御城 中 御 普： 

請いた す 御 小人 百 人、 ひた/ 龍圓 寺の 屋敷 惣構 を取卷 く。 喜 兵衞. 次 兵衞彼 男，. J 近付に 成； 
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り， 奇特 成 御 越 哉，.」 感じ 申ければ、 男 申しけ る は、 此 上に は 繩を御 赦免 被 成 被 下 候 者、 難 有 

可 奉存旨 申け り 0 兩 人申樣 は、 是迄御 來駕の 上 何の あやしき 事 あらん。 併 御 公儀の 御寧 也 0 

民 部 殿 爲ビ乍 申、 且は 殿様の 御爲 にも、 如何にも 大事に 懸申樣 に 聞え の爲 にて 候 間、 そ VJ 人 

目ば かりに 可 仕、 心 易 かれ ，こて、 取て 繩付 にして 大勢 引 包、 籠へ 入れ、 逍付江 戶へ被 遣、 御 

斷被仰 上、 御成 敗相濟 ける。 

七月 十一 一日。 青木 新兵 衞正玄 歿す。 

〔金 澤名蹟 志〕 

靑木 芳齋傳 

可 觀小說 に 云、 靑木 新兵 衞正 i>r 幼名 勘 七 郞ど云 0 佐々 木 高 綱の 末裔な り。 世々 江 州 甲贺郡 

に 住し、 熊 谷 を 以て 氏 VJ す。 父 を 出兵 衞正 照，、」 稱 す。 正 玄は其 第三 子 也 0 越 前にて 彥 g: 郞 

に 仕へ、 數 々戦功 あり。 天 正 十八 年 越 前 を 去て、 蒲 生 氏鄕に 仕へ、 氏鄕 卒して 後上 杉 景勝に 

仕 ふ。 景勝 削國 以後 中納言 秀康に 仕へ、 足輕 七十 人の 頭たり。 黄 卯 大阪兩 役に 一 伯 忠^ 卿に 

從^ し、 嫡子 正次ビ 共に 首級 を 獲たり。 其 後 正 次 早世に 依て、 正. f> ^其 夭死 を 悼み、 祿を辭 し 

祝髮 して 京都に 住し、 自 から 阿房 齋 稱 す。 微妙 公其蹺 5=^ を閡 召し、 西 足 人 を 御 使に て、 

白玉，、」 いふ 名馬 一 疋. 黃金十 枚 を 賜り 給 ひ 招かせられ、 祿 五千石 を 賜 ひ、 足輕 五十人 預けられ、 


寬永九 年 七月 十二 日賀 州に て 歿す、 享年 七十 二 ど あり。 駿臺雜 話に 云、 德川秀 厳 卿 越 前に 封 

せられし 後、 阿^ 掃 部 VJ て 武功の 譽 ある 者 を厚祿 にて 抱 へられけ り 0 秀康 卿の 老臣 粕 伊勢が 

嫡子に、 鐘の 着 初 させけ る 時、 掃 部 を 招待し、 愚息に 武功の 物語 聞かせ 給へ VJ 乞 ひける に、 

某 一 生の 內に、 武者 振の 見舉 なる 士を 一 人 見たり VJ て、 志 津嶽の 戰に靑 木 新兵 衞 VJ 餘を 合し 

たる 始末 を 語りけ るに、 其 頃 狼 伊勢が もどへ、 心安く 出入す る靑 木方齋 VJ 云 ふ浪士 あり。 其 

日 勝手に 居たり しが、 此 物語 を 聞きて 勝手よりに じり 出、 掃 部に 向 ひ、 鐘のお V- し E:T の 毛色 

を 一 々 云 ひければ、 掃 部 驚きつ 、 盃 を方齋 にさし、 是を驗 しに VJ て、 腰の 脇 刺 を 引きけ る 0 

それより 方齋 が名國 中に 高く 成り、 秀康 卿の 耳へ も 達せし かば、 掃 部 VJ 同じ 祿 にて 召 出され、 

1 伯殿筑 紫へ 左遷の 時、 掃 部 はいか  なり けん、 方齋 は先祿 にて 加賀へ 招かれ、 夫より 直に 

仕へ て、 子孫 相續 して 今に あり VJ いへ り。 ギ次按 に、 天 正 十八 年 北 條責の 時 も戰功 あり。 太 

閤紀卷 十二 北條 征伐 山中 城 貴の 段に、 右の 谷 を 見れば 大母衣 かけた る 武者 ニ騎 走せ 行きし 

が、 それにお しつ き、 あまた 搦手へ 乘入、 二人 はやが て 首 捕て、 御 本陣へ 持 參し御 目に か 

け 候へば、 物 はじめよ し， >0 て 金 餞の 貫首 を VJ いて 被 下け， 0  0 其 姓名 を尋 ぬれば 靑木 新兵 衞 VJ 

かや 云々 VJ 有。 又 關屋政 春 古兵 談に 、奥州 福 島に て 正宗 VJ 景勝 衆攻合 ひ、 能き 働 衆 岡 左內. 靑 

木 新兵 衞. 才 伊豆. 永 井 近 江. 渡 部 右衞門 • 北川傳 兵衞. 同 土 佐 守. 鈴木彥 九郞、 上下 五十 騎 許に 
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て、 福 島の 城より 一 里 許 出ての 事な り。 岡左內 正宗 VJ 太刀 打す。 才 伊豆； より 切て 落さる、 

VJ い ？も， 靑木 新兵 衞助合 ひ 討死 一 人 もな し。 後景 勝より 左內を 越後 守に 任じ、 錦の 羽織 

VJ 團扇を 被 下 VJ あり。 右 働 衆の 內 なる 才 伊一 も、 後に 吾 藩士 ど 成たり。 三 州志键 鬚餘考 にも、 

才 伊豆 は 初め 上 杉 家の 士 にて、 小 田 切 庄左衞 門 VJ 云 ひ、 松 川 合 戰に靑 木 新兵 衞な ざ、 武功の 

士なり VJ い へり。 又 混 見 摘寫に 云、 靑 木方齋 はも V」 景勝に て靑木 新兵 衞 VJ いふ。 後 浪人して 

越 前に 居たり。 語て 曰、 浪人 もの 武具 多く 持け る は 何の 役に も 不立。 其 居た る 所 を かへ 候 時 

分 も、 俄に 拂ふ ，三し 捨拂 ふなり。 又 跡に 殘し 置く も 如何なる もの 也 どい へり。 御宿 越 前は以 

前 は 勘お ハ衞 VJ いひし。 大 坂に 秀賴 公へ 召 出され 越 前， こ改稱 す。 是は燒 捨てたり，、」 いへ り。 東 

都 山 鹿甚五 左衞門 曰、 軍法の 殘 りたる は 加 賀の御 家な り。 行軍 等に 木！^ でなければ 成 間 敷、 

旅籠に て は 中々 ならぬ もの 也 どて、 みづ から 食を携 或は 腰に 付けて なければ ならぬ、 尤の事 

也 VJ 感 せし VJ なり 0 

人月廿 五日。 前 田 利 常 • 光高 その 用 所と して 小判 千兩を 借る。 

〔國事 雑鈔〕 

加 賀肥前 守. 同筑前 守爲用 所、 小判 金千兩 借用 申 候、^ 利 足之義 は、 本 金 千 雨に 付 一 ヶ月に 付 

而 小判 金 十雨 充相定 候。 來 極月 切に 本 利 共に 急 度 相 濟せ可 申 候。 若 於 延引 者 利 足 之 金子 を も 


年紀 不詳 


本 金に 直、 一 割 三 之 利 足 を以、 何時 成 共 其方 用 所 次第に、 本 利 共に 可 相 濟攸。 但 天下 德政其 

外 何 樣之義 候 於此 金子 義者、 少も無 相違 返 辨可申 候 Q 依 如 件。 

寬永九 年 八月 廿 五日  橫山大 膳 印 

今 枝 民 部 印 

生 駒 內膳印 

脇 田 IW 刀 印 

長 藏殿參 る 使 阿形 宗波 

〔國事 雜鈔〕 

以 上 

一筆 令 申 候。 仍從此 以前、 其方 以肝煎 借金 相 調 候 事 令 祝 着 候。 於 以來奧 村 河內. 橫山大 膳. 今 

枝 民 部. 生駒內 膳、 此者之 內兩人 にても 借狀致 連判 候ば、 無 氣遣可 有 馳走 候。 右手 形 通 相違 

有 之 間 敷 候、 謹言。 

二月 三 H  肥 前 利 常 判 

阿形 宗波 

九月 朔日. - 德川家 光 老中 を 遣して 前 田 利 常の 病 を 問 ふ。 
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宫松丸 は 利 

常の 子 利 治 


〔德 川實 紀〕 

九月 朔 日加 賀萸門 ^臥せし かば、 松 平 伊豆守 信 綱 もて VJ はせ 給 ふ 0 日 S3 

九月 一 一日。 前 田 利 常 登城して 昨日 德川家 光の 病 を 問 はれた る を 謝す。 

〔天 宽= 記〕 

九月 二日 

1 、 午；！ 御黑 書院 北 之 間 出御、 松 平 肥 前 守 御 目 見、 有 i: 返 出。 昨 = 爲御使 松 le. 伊豆守 被逍御 

？ね也 0 次 宮松丸 御 目 見 0 寬永 日記 

〔德川 實紀〕 

九月 二日。 加 賀中納 言 病 快し VJ てまう のぼり、 きの ふ尋給 ひし を 謝し 奉る。 日記 

十一 一月 五日。 能 登 羽 咋郡大 念 寺 村の 內に 若狹の 漁民 等 新 村 を 創立す る を 

許す。 

〔能 登 古文書〕 

若 狹釣舟 之 者 共、 羽 咋郡大 念 寺村定 之內、 御檢地 御高 之 外 砂濱、 伹 川尻 村 渡 舟 之 近 邊に新 村 

を 相 立 令 居住、 於 以来 他 國獵船 をつ け、 御 役 鈒取立 可 指 上 之 旨尤に 候。 則 居 屋敷 之義 者、 望 


次第 可 相 渡 候。 御 國役諸 役 等 御免 許之義 は、 自餘之 新 村 可 爲並候 0 彌家数 出來候 様に 可 申 付 

者 也。 

宽永九 年 極月 五日  武 右；^：^^^正亥 印 

十 村 頭 福 野 村 助 太夫 

わかさ 介 左衞門 

同 助 五郎 

福 野 村 長三郞 

〔能 登 古文書〕 

當村之 先祖 は 若 州 小濱之 人に して、 御 當國ね 每年釣 獵に罷 越 申 候處、 御 國之御 仕方 を 奉 慕、 

川 得手 を 見 立、 大念寺 村定之 御高 之 外 砂濱に 居住 奉 願 上 度、 御 國十村 頭 福 野 村 助 太夫 を以奉 

言上 候處、 早速 御 承 屆被爲 下、 難 有 も 御 地 子 並 諸 役 銀 御免 許 被爲成 下、 冥加 至極 も 無 之 御 事 

に 候。 然上は 已來獵 船 彌出來 仕 候樣、 並 渡海 舟商資 望 人 候 者、 合力 致 而成共 多分 爲致 出來、 

御 役 銀 指 上 可 申樣相 心得 可 申 事。 

1 、 先祖 發端之 願に、 他 國獵船 を 岸に 着、 御 役 銀 差 上 可 申 義御願 申 上候處 御免被 下 候 上 者、 

他 國自國 之 船. 者 勿論 之 事、 商 賣入情 仕、 何 品に 不寄御 定御ロ 餞 物 取 立 差 上 可 申 候。 元 來他國 
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獵船 VJ 申內に 自國相 籠り、 獵船 VJ は 四十 物 を 可 申 上義、 四十 物 は御國 最上 之 御 ロ錢物 0 最上 

の 御 口 錢申上 候へば、 其 內其外 御定之 御ロ錢 物、 おの づ から 相 籠 申 事に 候へば、 以來隨 分 商 

船 を 岸に 着、 少分之 事 成 其 御上 之 御 益 を 重 じ 相 心得 可 申 事。 

1 、 先祖 他國 より 來候 事に 候へ 者、 別 而御國 御法度 專 一 に 相 慎、 御上 之 御難 題に 相 成 不申樣 

相 心得 可 申 候。 萬 一 心得 違 候 者、 先祖ね 對し 不忠 千 萬に 候、 晝夜無 油斷相 心得 可 申 候。 

一 、 大念寺 村 之義、 本 村 之義に 候へば、 親ね 孝 を 籤す 道理に 候。 大切に 致、 手前より 申 分 等 

仕 懸申間 敷 事 ◦ 

一 、 川尻 村之義 一 村 同様 之 事に 候へば、 是又 手前より 申 分 仕 懸申間 敷 事。 

右 事 老年に 及、 不圖思 付 候 儘、 爲以來 書殘申 候。 末々 肝 煎 相總之 面に、 無 違背 相 心得 可 被 申 

候、 千秋 萬歲。 

明 歷ニ年 三月  大念寺 新 村 肝 煎 八兵衞 

末々 肝 煎 中 

十一 一月 十三 日。 前 田 光高、 德川家 光の 養女 大姬と 婚を定 む。 

〔德 川赏 紀〕 

五月 十日 水 中 鈉言賴 房 卿の 息女 大姬の 方 を 御 嫡子 ビし給 ふ 旨 仰 出さる。 紀伊 記、 水戶記 


〔桑 華雜 記〕 

五月 一 日 賴：^ g 林 祭 酒 語 云。 淸泰院 殿の 初の 御名 はお 爲ビ 云、 後 大猷公 御 養子 被 稱大姬 君。 

〔德川 實紀〕 

十二月 十三 日加 賀中納 言 利 常 卿の 長子 筑前守 光高に、 御卷女 大姬君 降嫁 l;K 她言 の 事 仰 出さ 

る 0 日記 

十二月 十九 日。 前 田 利 常 • 光高 登城して 成婚 を 謝す。 

〔德川 實紀〕 

十二月 十九 日。 松 筑前守 光高 姬君 降嫁の 謝 VJ て、 時 服 五十. 銀 五 ぼ 枚献 じ、 父 中納言 利^ § 

も 時 服 三十. 銀 三お 枚 さ 、ぐ。 共に 太刀 目錄そ ひたり。 御三献 ありて、 光高へ 贞宗 G 御 刀、 黃 

門へ 直 宗の御 脇差た ま はり、 一門の 輩も拜 謁す 。日記 

〔前 田家 雑 錄〕 

1 、 寬永九 年 十二月 十三 日 松 平 肥 前 守 被爲召 之、 於 御座 間 水 戶黃門 息女 日來御 養子 被 成 候 

を、 筑前守 緣組被 仰 付 Q 同 十九 日 巳 剣 筑前守 祝言 之 御 鱧、 御 席 御座 間、 時 服 五十. 白銀 五 百 枚. 

± 刀 目錄献 之 0 酒 井 阿波 守 披露 之。 次 父 肥 前 守 御 鱧、 時 服 三十. 銀 三百 枚. 太刀 目錄 献上。 披 

露 酒 井 阿波 守。 御 鱧 過、 御 下段 向 方 着座。 
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初 献 

i 捨土  g 御 引渡 御盃 御前ね 上、 筑前守 頂戴、 其 盃被召 上、 肥 前 守 頂戴、 御 盃納之 0 

御 出、 御雜 煮出、 御 K 严 御前ね 上、 肥 前 守 頂戴、 其盃 御前ね 上、 筑前守 預戴納 之 0 

三 献 

御^  御 ^,^1 御前ね 上、 筑前守 頂戴、 御 S ？^、 御 腰 物 A 宗拜 領、 御； 企 御前ね 上、 肥 

前 守 項 戴、 御 肴 被 下、 御 脇差 ク、 宗 拜領、 御 御前ね 上げ 納る。 御 加 有。 返 去 之 後、 松： 牛淡路 

守 • 同 宫松丸 御 目 見 也。 何も 長 跨 也。 同 十 年 御輿 入 也。 

〔微妙 公 御 夜話〕 

一 、 天 德院様 御 逝去 被 遊 候 時分、 微妙 院樣御 不行儀 故、 御 局の 業に 而天德 院樣御 逝去の 様に 

大献院 様 御 聞に 立、， 夫 故 三年 江 III に 御 詰 被 遊 候。 然共御 如 在 無 御座に 付、 御國 ねの 御 暇 被 仰 _ 

出 候。 其 節 只 一通の 御 暇に 而は成 申 間 敷 旨、 殿中に て 御；^ 義在之 候 得せ r 一決 不 仕候處 に、 

井伊 婦部頸 殿 被 申 候 者、 公方樣御爲に御大^^^9俄者、 大名の 恨に 候。 五 • 三 萬 石の 御加增 VJ 

申 にても 在 之 問 敷 候。 所詮水11^黄門様の御息女を御^^ば子に被成、 筑前 守ね 御與入 御座 候 者、 

肥 前 守 爲には 不過之 大慶 可 仕 旨 被 申 上 候。 尤成俄 VJ 是に相 極、 其 上に 而春 日の 局 殿御 取 持 被 


利 政 は 利 正 

とも 書け リ 


松 筑前は 光 

高 


申 分に 而、 夫より 御輿 入に 相 極 申 候。 井上 淸右衞 門 ゆな ざ、 初め 舂日 局の 働き 様に. S. 候 得 共、 

實者右 之 御內談 にて 決 申 事に 候 0 生 駒 內膳委 く存、 不破覺 S 樣， 每度爲 申 聞 候。 

十一 一月 廿 五日つ 前 田 利 政、 光高 成婚の 報 を 得て 賀辭を 篠原織 部 正に 致す。 

〔條 家 文書〕 

尙以於 加州 何も 無事 之 由 大慶 存候、 以上。 

芳札 令披 HE? 候。 仍而 十三 日中 納言 殿御 城へ 被爲 召、 御 姬様筑 前 殿へ 御 緣邊之 條被仰 出 之 旨、 

誠 御 外聞 旁以 目出度 不可 過 之 候 0 中納言 殿御 機嫌 之 由、 左 樣に可 有 之 ど 奉 察 候。 被 入御 念茇 

許 迄 被 仰 聞、 忝 次第に 候 0 則 御請 申 上 候 間、 可 然様に 可 預御取 成 候 0 尙 期後慶 候、 恐々 謹言 0 

極月 廿五 H  宗悅 利 正 判 

條原織 部 正殿 御 返報 

十一 一月 廿 九日。 江戸 辰 口の 上屋敷 類燒の 難に 罹る。 

〔本 光國師 日記〕 

十二月 卅日。 過 夜 亥 之 刻 松 平 新 太郞殿 屋敷 出火、 松中將 殿. 松筑前 殿. 藤大學 殿. 生^ 岐殿、 右 

之 衆 之 屋敷 類火、 其 外 町屋共 類火、 今 辰 之 刻火留 る。 

〔天寬 日記〕 
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本文 前書と 

刻.^ 異 LL 

す 


この 月は大 

盡 なる 故 

に 前 害と 日 

附， ^異にす 

誤なる べし 


本文 廿 七日 

とする は 非 

なリ 


十二月 廿 九日 

一 、 寅 刻 松； 牛 新太郎 光政 之亭 出火。 因 此餘煙 松 平 中 務大輔 忠知. 竹 中 釆正重 次. 細 川 越 中守忠 

利. 前 田 大和 守 利 高. 裹 河岸 三 町. 山 名主 殿 頭 茂熙. 松 筑前守 光高. 松； 牛 周 防 守 光重. 松 平 五郎 

憲重. 加々 爪 民 部少輔 忠隆. 藤 堂 大學頭 高次. 生 駒 壹岐守 高 俊 • 伊奈 半 十郞. 中 川 半左衞 門. 米津 

內藏介 田 盛. 今 大路 道 三 ♦ 林 永 喜 等 舍屋、 及大橋 御門 悉災 矣。 gl^s 要錄 

1 、 此度 出火 類火 之 面々 御前へ 召し、 或は 上使に て 銀 を 被 下 0 

銀 三百 貫目  松 平 肥 前 守 

同 二百 貫目  細 川 越 中 守 (下略) 

〔德川 實紀〕 

十二月 晦日。 この 夜 松； 牛 新太郞 光政が も VJ より 失火し、 頗る 大火に およべり。 日 a- 

寬永十 年 正月 十一 日 0 去年 火災に 逢し 輩に、 造作の 費用 を 賜 はる 0 松 ギ筑前 守 光高 銀 五 百 貫 

目、 細 川 越 中守忠 利. 松 平 中 務大輔 忠知は 三百 貫目 づ y,0  (下略) 3,吒。、 國師 日記 

〔三壺 記〕 

寬永九 年 十二月 廿 七日 宵 之 間の 事 成に、 江5,にて松：牛新太郞殿，^|形ょり火^?-出來し、 近所 之 

大名 尾 形 Vi も悉 類火に 及ぶ。 肥 前 守 利 常 公 は 神 田の 御屋 形に 御座 被 成、 御 出馬 被 成 VJ て、 御 


供 中 も そろ ひければ、 はや しづ まり 申 由 聞え ければ、 目 出た し V,- て 夜 詰 も 過て、 供 衆 小屋々 

々へ^り 休息す。 然る 處に又 やけ 出た るよ し 注進に 及ぶ。 俄に 御 itT を 出させ 給へば、 山田與 

左 衞門は 御 長刀 持て 御供す。 祌戸淸 四郞. 湯 原 太右衞 門. 武藤長 右 衞門. 矢 野 所左衞 門. 中 村 喜 

右衞 門. 丹 羽ニ郞 兵衞、 いそ. ぎ あわて、 御供に 出け るが、 御 持 柄 一 筋 も 見え ざれば、 御 步の靑 

木-中 兵衞錢 を 持て 御供す。 さき/^ へ 人 を ふれさせ、 本鄕湯 島の 町家に ある 侍共髮 をく さた 

ばねに して 出る も 有 0 みだれ 髮 にはち まきして 出る も あり。 筋 違 橋へ 御座 之處 に、 多羅 尾丄ハ 

兵衞 はせ 來り、 御 姬樣達 を 御供 仕 罷越候 由 申 上る。 利 常 公御覽 有て、 火 はいかに ど御尋 有け 

れば、 御門に つきて やけ 申 を 見て 參候由 申 上る。 葛 卷维人 をめ して、 六兵衞 一所に 子 共 をつ 

れて、 神 田へ 送 屈 可 申 旨 被 仰 渡。 鷹匠 町へ 御 懸り候 所に、 御 鐡炮之 者 牧野 又 兵 衞走來 り、 御 

廣 間より 御臺 所へ 火の 懸り候 を 見て 參候旨 申 上る。 利 常 公 御意 被 成 者、 古家 なれば 幸な り、 

よい はく，.」 被 仰、 直に 御城 下" の 竹 橋へ 御座 被 成ければ、 筑前守 光高 公 輪乘被 成て おはし 

ます。 利 常 公へ 被 仰 上る やう は、 私 是に罷 在 候 間、 御馬 入 させられ 候へ 被 仰 上候處 に、 今 

少 有て 可 罷歸旨 御意 之 所に、 國々 の 大名 衆 御見舞，、」 して 登城 を 心懸て 被參。 筑前守 是に罷 有 

候、 其 通惜に 言上 可 仕、 早々 御歸可 有，、」 て、 板津左 兵衞. 脇 田 九 兵衞. 河合數 馬な》」 に 着 帳 被 

仰 付。 然る 所に 松 平 伊豆守 私宅より 罷 出られ、 利 常 公 御 父子に 御 挨拶 被 成、 はやく 御^ 可 
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被 成 旨 申され、 御城 中へ 引 入 申さる so 次に 阿部 對馬守 • 酒 井 讚岐罷 出られ、 利 ^公 御 父子へ、 

類火に あはせ 給 ふ 事、 苦々 敷 御 仕 合 之 由 申されければ、 利 常 公 被 仰け る やう は、 古家に て 候 

へば 筑前 はくる しからす 候へ ざ も、 殘る衆 迷惑た るべき 由 被 仰。 さて 御 老屮は 御城 中へ 入 給 

ふ 0 利 常 公 も 光高 公も曉 方に 成て、 最早 火 は しづ まりけ り、 いざ 神 田へ 歸， 9 申べ し VJ て、 顿 

而御下 尾 敷へ いらせ 給 ふ。 正月 二日より 御 大工 中島 甚左衞 門に 指 圖被仰 付、 はや 手 新 初 有て、 

佃 源 太 郞は御 材木 を年內 より 八丁 堀. れいがん 島 を かけ 走て、 每日 五十 輛. 百輛づ 車に て 運 

びけ り。 惣 奉行 は古屋 所右衞 門. 宮城 釆女、 小 舉行數 人、 役人 は 数 しらす、 請 取/^ の役義 

を 勤む 0 加州 は不及 申、 上方 方々 よりも、 大工. 木 引 夜 日い そぎ 到着し、 三千 六七ぱ 人づ 

毎日 入れて いそぎけ る 0 近代 稀 成 大作 事 VJ ぞ申 ける 0 內々 よ b. 御內談 にて、 水 戶屮納 言 殿の 

姬君 を、 常 將軍家 光 公の 御 養子に 被 成 s^、 加贺の 光高 公へ 結納の 御 祝儀 も濟 ければ、 御 一 門 

並國々 の 大名 小名より、 鶴. 白鳥. 雁. 鴨. 鹽 引山の ご，、」 くに 參っ. ざ ひ、 積 置きけ るに、 火事に 

逢 ひて 毛 やきして 有け る を、 下々 へ 取よ せ、 御 家中. 足輕. 小者 迄取來 りて、 神 田の 御 敷 中 

下々 は、 正月より 一 一三 日 迄 も 料理いた し 給べ にけ り。 

是歳。 金澤 城内へ 犀 川の 水 を 引く。 辰 巳 用水と いふ もの 是 なり。 

〔螢廼 光〕 


ひ る 一 、 宽永八 辛 未 夏金澤 町中 水 不自由に 付、 水道 を 取 事、 小 松 町人 板 兵次郞 巧に 仍て、 犀 川 

^^^4 之 111^ 巳 ど 云 所より 水 を 掘 上、 町中へ 水道 を 引。 

四 一郎なる 〈 

〔金城 深 秘錄〕 

1 、 辰 巳 上水 起 本。 宽永九 年長 九 郞左衞 門 殿 內毛利 半 右衞門 申 者、 昔 伏 見 川せ きし 時分、 

ェの 上手なる 事隱 なし、 此 者に 可 被 仰 付處致 病死 候に 付、 小 松 之 町人 板屋 兵四郞 VJ 言 者算勘 

之 上手に 而、 左^ 之 曲尺 を 見る 事 上手 成，、」 御 聞被爲 成、 被 召 寄 被 仰 付 候處、 則 上， St 參. -、 曲 

尺 下 墨 を 以て 考 へ罷歸 り、 何の 造作 もな く 小 立 野ね 水 を 登せ 可 申よ し 申 上る。 則 仰 付、 2 中 

役人 一日に 四 度 充賄を 被 下。 此 時より 四 度め し ビ いふ 事 初る 也。 川上に 辰巳ビ いふ 在所 有 

之、 夫より 山の 根 を 掘 廻して 小 立 野ね 水 を 上る。 辰 巳 上水 是也。 此水 町の 內を 通じ、 越 前 福 

井の ご，、」 く 有 けれ 共、 後に は埋 樋に 成て、 所々 ね 水 を 取。 小 立 野 並 下段 之 荒 地、 其 時分より 

田地，、」 成。 栗 之 木 林. 七ッ屋 村. 上 笠 舞 村 之 田地 是也。 是 より 初而、 其 後 正 保 三年 田 中 覺之丞 

小 松に 利 常 ビ云 浪人、 小 松ね 言上 仕、 寺 津村之 石 島， こ 云 所より 別に 川 を 掘 上て、 土 淸水之 山 之 腰 を 廻し、 

牛 坂 之 上野 村，、」 土 淸水ど 田地になる。 又 寬文十 一 年 內川之 割れ 岩，、」 いふ 所より、 大桑衬 之 腰 

II 林 は 六 を 掘 廻し、 野 田 山 之 麓 泉 野. 長 坂 之 下 六 塔 林、 悉く 田地に 成。 在々 の 倒れし 者 を 新 Kn 姓に 被 

仰 付、 農具. 家財. 作 食 等 御 渡、 野 田 之 麓に 在所 を定 させ 給 ふ。 
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右 板屋 兵 g: 郞 頭取、 其 以下 都合 九 人に 而、 忽ち 其 功 成る、 希代 之 者 也。 御成 就 之 上 九 人 共， ¥ 

舍被仰 付 i;^. 候處、 一 人 不思義 之 事 有 之、 逃 出候咄 承る。 年 古き 事に 候處、 上方に 而右 之咄さ 

まぐ 仕る よし なれ 其、 馀り怪 き 事故 略 之。 其 儘に 被^ 置候而 は、 お 他 國わ罷 越 相 可. H. 哉 

之 旨に 而、 右 之 通 被 仰 付 候歟。 八 人 之 者 袋 村 之 神に 祝 籠られ 候 由、 夫 故 開帳 有 之 節 は、 果而 

變 事；^ 之ビ申 事。 寬政十 一 年 大地震 も 右 故 歟ど人 之 咄仕候 共、 不詳 事に 候。 右上 水 町中 ^ 心 

水 之 願 を以、 公 邊御屆 之 由。 上水 溝 屈曲 被附 K 候 俄、 御 様子 有之義 VJ 舉 i!:^ 候 0 

〔板屋 氏 由緒〕 

乍 恐 申 上 候 由緒 書 

一、 元祖  板屋 兵四郞 

此者生 國小松 之 者に 御座 候處、 微妙 院樣小 松に 被爲在 御座 候 節、 ^勘 之 工夫 宜者被 遊 御尋、 

御 夜話に 被 召 出、 御 改作 方 被 仰 付、 辰 巳 御用 水 其 外、 兵四郞 工夫 を 以て 御田 地 新開 等 仕 候。 則 

御 普請^ 所舊 記に も 御座 候 樣申傳 候 ◦ 其 後 越 中 御 改作 方 被 仰 付、 稻葉左 近 殿下 役人に 被 仰 渡 

候處、 其內 病死 仗、 年號相 知不申 候、 其 以後 兵四郞 せがれ 有 之 fi^vj 被爲遊 御尋に 付、 せがれ 

治左衞 門，、」 申 者 罷在候 段 申 上 候處、 杉 谷 治 左衞門 VJ 相改 候^ 被 仰 出、 新 知 七十 石 被 下、 御 印 

物 頂戴 仕、 御 算用 場 附仰付 候。 右 治左衞 門せ がれ 御座 候 得 共、 . お 身に も 御座 候 哉、 諸式 相續 


次左衞 門前 

に^ 左衞門 

とわり 


不奉願 由 0 此 せがれ 其 後町 人に 罷成、 傳瑪町 居住 仕 候 0 古來之 由緒 傳書之 物 所持 仕 候 由に 御 

座 候 得 共、 享保 十七 年 類燒に 逢、 土 藏へも 火 入、 不殘燒 失仆候 由に 御座 候 0 御 印 物 之 俄は舉 

敬、 藏の內 置 候 故、 早速 駆 付尋見 申處、 不思 儀に 燒殘、 今 以取插 仕 候。 右 之 趣に 付 御 印紙に 

燒跡候 由申傳 候。 則 上 之 申 候、 以上。 

天明 五 年 十月  傳 110* 町 木屋治 左衞門 印 

町 御 奉行所 

以分 國之內 七十 石 之 所 令 扶持 畢。 右 全 可 收納狀 如 件。 

慶 安元 十二月 十三 日  利  09 印 

杉 谷 次 左衞門 ざのへ 

〔板屋 兵四郞 ゑんぎ 書〕 

一 、 問 言、 金 澤小立 野 ，£: 用水 流る。 何 比 初り 候 哉。 答 言、 宽永九 年 石 川 郡：：^ 巳 村より 才川之 

水を揚 る。 小 松 之 町人 板屋 兵四郞 VJ 云 有、 曲尺 を 見 只今 之 通 流れ 來る。 是起本 也。 近年 加州 

河北 郡 高 松 村邊に 長柄 野，、」 云 有、 高 松 村 竹 村 1^ 兵衞 新開に 相 願 田地，、」 す。 此所： K{€ 水 川より 高 

き 事 百間餘 也。 然を 一 里半餘 川上に 而水を 上げ、 長柄 野 用水 を設、 新田 成就す。 是 板屋 兵 四 

郞 曲尺 を 取 也。 
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六 九山ハ 

寬永 十三 年 十月 九 = 命日 板屋 兵四郞 _ 

寬永十 年 

正月 一 一日。 江戶辰 口の 上屋敷 興 造に 着手す。 

〔政 隣 記〕 

寬永十癸酉歲舊冬之依火^^^、 今年 正月 二日より 御上 邸 御作 m 始、 追 付 出來。 . 

^月 十 一 日。 德川家 光、 前 田 光高に 銀 子 を 贈る。 去年 辰 口 邸 類燒に 罹り 

し を 以てな り。 

〔天寬 日記〕 

正月 十 一 日 

一 、 去年 十二月 廿 九：" 夜 火事 之 節 類燒之 輩。 

1 、 銀 子 五 百 貫目  前田筑 前 守 

右 者 去年 十一 一月 廿 九日 之 夜 依 類 燒被下 云々。 宽永 日記  • 

正月 廿 七日。 前 田 利 常、 先に 光高の 束 照 宫勸請 を 幕府に 請 ひたる に その 


許可せられ たる を識 す。 

〔又 新齋 日錄〕 

舊冬筑 前 守 致 御 目 見 之 刻、 權現樣 御宮 於 國本勸 請 被 仰 付 候 御 體申上 候處、 忝 上意 之 趣 申 聞、 

誠 以難有 仕 合 御座 候。 彌以御 序 可 然樣被 仰 上 可 被 下 候。 將又 拙者 僅 御 取 成 之 由、 ハ母度 過分 之 

至存 候。 爲御觼 令 啓 一 候、 恐惶 謹言 0  , 

寬永十 正月 廿 七日  松 1^ 肥 前 守 

酒 井 讚 岐守樣 人々 御中 

二月 十三 日。 德川家 光、 前 田 利 常の 邸 地に 連續 する 町 屋敷 を與 ふ。 

〔天 寛 日記〕 

一 一月 十三 日 

一 、 今 午後 刻 尾 州. 紀州兩 ffi 相. 水 11^ 黃門於 御座 間 御 目 見、 御鷹 場被爲 進。 退出 以後、 御黑書 

院北之 間 出御。 松； 牛 肥 前 守 父子 御前ね 被爲召 出、 肥 前 守 屋敷 並 之 町 HHt; 敷拜領 之。 1^ 永.. 記 

一 一月 廿 三日" 前 田 利 常 海中より 得た る 刀 釗を德 川 家 光に 献ず。 

〔天宽 日記〕 
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六 九 八 

二月 廿 三日 

一 、 今度 於 北海 漁 父 嬰 網 引 上 之 太刀、 國生中 納言利 常献之 0 依 爲奇物 則 大惯正 天 海 之 許に 在 

之處、 可爲 日光 東 照 大權現 御 神 寶の由 御請. S. 之、 賢慮に 相 協 云 々o 寬永 日記 

〔德川 實紀〕 

二月 廿 三：： ：。 こたび 北海に て 漁網に か、 りたる 太刀 一 振 を、 加 賀中納 言 利 常 卿より 奉り けれ 

ば、 大 IE 正 天 海に しめされ しに、 是神德 のいた す 所、 希代の 天瑞 なれば、 永く 東照宮の 舯资 

たるべし VJ 申け るが、 盛 盧に應 じ、 その 言に まかさる。 ョ記 

四月 十一 一日。 來月朔 日より 領內 一 般に新 極印 銀の 通用 を 命ず。 

〔慶長 以來定 書〕 

御 定 

御 分 國中取 込 候 銀 子善惡 不同に ついて、 三 ケ國； 般に被 仰 出 候條、 來月朔 H 以後 は 新 極印 銀 

子 を 以商资 可 仕 候 0 若 當月已 後、 跡々 取 込 候 鈒子取 あっか ひ 候 もの 於 有 之 は、 可 被 處曲言 Ha 

被 仰 出 者 也。 依 如 件。 

寬永十 年 四月 十二 日  橫山 山城 守 

本 多 安 1:^ 守 


朱染 紙は修 

善 寺 紙の 謅 

なり 


四月 十七 日。 新 極印 銀の 鏡 造 を 算用 場 奉行に 令す。 

〔慶長 以來定 書〕 

覺 

一 、 御 分 國中取 込 候 銀 子、 善惡 不同に 付而、 此度被 成 御改、 取 込 候 銀 子、 朱染紙 封に ニ步下 

之 精り に 被 仰 付 候 間、 跡々 より 造 來候取 込 候 銀 子 上中下 を 見合、 一統に ふきな を させ、 新-; f 

印 打 遣 可 被 申 候。 ，M 後丁 銀，、」 つり 合 候 樣に可 被 申 付 候 事。 

一 、 金澤 町中に ぉゐ て、 |i 成 もの 二人 致 吟味、 吹 所に 可被定 候。 然ば 此以. 前 之 取 込 銀 ふき 直 

候 則、 少も 私曲 無 之樣に 堅爲致 誓紙、 其 上 橫目を 出、 有様に 致 裁許 候 樣に可 被 中 付 事。 

一 、 當町 天秤座 之 者 共 令 極印、 朱 染紙封 之 銀 子 ふき 來候 條、 今度 取 込 候 銀 子 も、 右 御 定之通 

ふかせ 可 被 申 事。 

一 、 新 極印 之 儀、 四 ケ所之 ふきや 一 樣 にいた し 可 申 候 0 其 外に 面々 添 if 印 を 打、 銀 子 不同に 

無 之 様に、 吹 所 中 爲四人 互 吟昧可 仕 旨 可 申 付 事。 

一 、 越 中之義 は、 所々 金山より 銀 子 出 申 候條、 富 山 町中に ふき 所 二 ケ所被 相 定可然 存候。 

右 御闕廻 御上 使 衆、 近：" 可 爲御廻 候條、 急 度 相 極 候 之 樣可被 申 付 事 肝要 候、 以上 0 

寬永十 年 卯月 十七 =  橫山 山城 守 
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七 〇〇 

本 多 安房 守 

稻葉左 近 

堀 三 郞兵衞 

石 川 茂 平 

四月。 駄荷 • 駄賃 及び 馬方に 對 する 法規 を定 む。 

〔國初 遣 文〕 

定 

一 、 一 駄荷 四十 赏目、 乘 かけ 荷 一 一十一 ー贯 E 之 事。 

一、 駄 ちん 金 澤 より 野々 市 迄 一駄に 付 二十 四 文、 、ゅ幡 迄 五十二 文、 宮腰迄 二十 g! 文 之 事 G 

一 、 馬つ ぎに 馬 無 之 時 は、 さきの 宿 迄 可 通 事。 

一、 往還 人 夜中たり ど いふ VJ も、 御定之 だちんに て 可 通 事。 

1、 傳馬 • 人足 之 義者、 兩人 切手 を以出 之、 若 切手 無 之み だり の 族に おいて は、 おさへ ！！？； 可 申 

越 事。 

一 、 宿 貸 はま 人 八 文、 下人 四 文、 お八 文 之 摩 Q 

一 、 大 かけ 錢。 圍 


、 かたなし。 

、 こ ろ 錢 0 

ITT  € 

、 新 錢 0 

、 なまり 錢 0  - 

此六錢 之 外 ゑら ぶべ からざる 之 事 0 

51 行事 本の 右條々 於 相 背 者、 同行 事 義可爲 曲事、 肝 敷 者 爲過錢 鳥目 二 賞 文、， 並 馬 かた 中より 家 一 間に 二 

贯文宛 可 出 之。 則 申 あら はす 者に 可 被 下 旨 被 仰 出 所 也 0 仍如 件。 

寬永十 年 四月 日  稻葉左 近 判 

中お 开部， 

四月。 能 登 羽 咋郡大 念 寺 新 村 に 移住し たる 若狹の 漁民 等 そ の 宗旨 を 届出 

づ 0 

〔能 登 古文書〕 

一、 私 =1^ ハ生國 は 若 狹國小 濱高濱 之 者 共に 御座 候。 寛 永 八 年. 九 年. 十 年に 罷越 居住 仕 罷在候 G 

則 私共 宗旨 は禪. 眞言. 一向 • 法 華、 此 宗旨に 而 御座 候條、 連判 を 以申上 候、 以上 0 
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七 〇 二 

宽永十 年 四月  禪宗 彌左衞 門 

同 宗 次 郞右衞 門 

同宗 次 郞九郞 

同宗 五郎太夫 

同宗 又兵衞 

同宗 助 五郎 

同宗 助 左衞門 

一向 宗 藤 右衞門 

同 宗 三 右衞門 

眞言 宗 四 郞右衞 門 

同宗 庄五郞 

法華宗 又 右衞門 

武部 右馬允 殿 

右 之 趣同國 同所 之 者 共に 御座 候 間、 一 所に 宗門 帳いた し 指 上申 所 相違 無 御座 候 0 お 僞申上 候 

ど 訴人 於 御座 候 は、 私共 急 度 曲事に 町 被 仰 付 候、 以上 0 


六月 六日つ 新 極印 銀 及び 錢 遣に 關 する 法規 を定 む。 

〔慶長 以來定 書〕 

一 、 今度 吹 直 候 新 極印 之 銀子不 及改、 替步入 之 算用 を 以可召 遣 事 0 

一 、 此已 前に 取 暖仕候 取 込 候 銀 子 吹 直 候 事、 自今 以後 は 朱 封 之 銀 子五步 下に 吹 立、 新 極印 S 一 

に 打 可 申 事 0 

1 、 代 物資 買 之 事、 貫 錢之分 者可爲 如御定 候。 小 遣 上錢者 一 賞 文に 付、 新 極印 之 銀 子 を以ニ 

十目 之內 外、 相對 次第 候 事 0 

一 、 小 賣之酒 看 並 青物. 菓物. 炭 薪 等、 來 七月 十日 以後 銀 子に 而商資 仕 候 事 有 之 問 敷 候。 何も 

可 爲錢遣 事。 

一 、 諸 商 寶物不 寄 何、 銀 子 一 匁より うちの 物 は 可 爲餞遣 事、 但 一 匁より 上 之 買物たり VJ いふ 

VJ も、 相對 次第 錢 遣に 可 仕事。 

右 之 分 無 相違 樣に、 當 町中ね 堅 可 被 申 付 者 也 0 

寬永十 年 六月 六日  橫山 山城 守 

本 多 安房 守 

加賀藩 史料 第二 編 寬永十 年  七 〇 三 


七 〇 四 


宗^ば 前 田 

刺 政の 法名 


稻葉左 近 

石 川茂卒 

堀 三 郞兵衞 

六月。 九 里 甚左衞 門正貞 歿す。 . 

〔九 通 氏 家譜〕  • 

一 、 七 世 之 祖父  本國越 前、 姓 源 九 里 故 甚左衞 門 正^ 

信 長 公に 罷在、 其 以後 高 德院樣 御代 越 前 於 府中 被 召 出。 天 正 八 年 能 州 初而御 入國之 刻、 御供 

仕罷 越、 御 知行 二百 石 被 下 置 0 せがれ 兩人 所持 仕候內 嫡子 覺右衞 門 儀 被 召 出、 御 知行 二 KM 石 

拜領 仕、 段々 御加增 仕、 二 男 五郎 兵 衞儀被 召 出、 御 知行 百 石 拜領仕 候處、 元 和 元年 隱居被 仰 

付、 名宗智 VJ 相改申 候。 右 宗智御 知行 二 ぼ 石、 二 男 九 里 故 五 郞兵衞 ね 被 下 之、 都合 三百 石拜 

領仕 候。 宗智儀 寬永十 年 六月 病死 仕 候。 

七月 十四日。 前 田 利 政 卒す。 

〔壬 子 集 錄〕 

宗悅 誕生 死去 之 年月 U 被 成 御尋候 間、 畨付可 上 之 旨 舉得其 意 候。 死去 仕 候 年月 H 者、 宽永十 

年 七月 十四日 五十六 歳に 而相架 申 候。 死去 仕 候 年より 當年迄 四十 年に 罷成中 候。 誕生 月日 之 


三左衞 門ば 

利 政の 子 直 

之 


相 公 は 前 田 

綱紀なる. へ 


大正 特は大 

聖寺 


^橋 川は梯 

氣 代ば 千代 


前 田 三 左衞門 判 


儀 者、 曾覺無 御座 候。 

悶 六月せ 三日 

奧村 伊豫 樣 御 報 

〔前 田 土 佐 守家覺 書〕 

一 、 能 州 御 拜領之 節、 從太閣 樣之御 判 物 は、 利 政 公 京都， £： 御 返 居 之 節、 村 井豊後 守ね 御 預け 

御上 京。 其 後藤 堂 邸 難 方より 相 公 樣わ被 上 之 候 由 之 事。 

一 、 太閤 樣爲御 道 物、 御 脇 指 貞宗利 政 公 御 拜領被 遊 候。 太 間 記に、 貪 宗能登 侍 從，. J 在 之 は、 則 

利玟 公之 御義に 御座 候 事。 

一 、 大納言 利 家 卿 御 逝去 之 節、 御 遺言に 而判金 千 枚. 御 刀 御 脇指吉 光、 此通利 政 公 御 

拜領被 遊 候 事。 御大 小 已上五 腰 御 拜領之 御 事。 

一 、 慶長五 年 關ケ原 御陣之 節、 石 田 治 部 少輔三 成 味方 加州 爲押、 同國小 松に 丹 羽 五郎 左衞門 

長秀、 大正 持に 山 口 玄蕃、 越 前に 大谷刑 部 少輔在 城 0 此時權 現 樣爲御 味方、 利 長 卿. 利 政 公 御 

出馬 被 遊、 小 松 爲押岡 島 備中守 三 堂 山に 被 指 置 候。 御兩方 樣金澤 表より 御 出 之 節、 小松懸 

橋 川 之 上 仙 代. 荒木 田 之 渡りより 山 之 手 を 御 通、 利 政 公 御先 懸 にて 大正 持 之 城御乘 取り、 山： U 

玄蕃 父子 御 打取り 被 遊。 此節利 政 公 御內丹 羽織 部、 なます 橋に 而鏠を 合 候 0 此時織 部 家來矢 
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七 〇 六 


宗伴 は宗半 


宗四 は宗悅 

なるべし 


田 勘 五郎 心 差 之 働 在 之 候。 大正 持 表 落着、 直に 越 前 細 呂木邊 御出^ 之處、 中 川宗伴 書 在 之 

に 付、 佥澤ね 御 歸陣、 於 金城 御 詮議 之處、 關ケ原 表. s 御 出陣 御 延引 如何に 付、 利 政 公 は 御 病 

氣 分に 被 仰 立、 金 澤に御 殘り被 遊 候。 御 人 數は利 長 卿ね 被爲付 候。 利 長 卿 赏而御 出 關ケ 

原ね 御着 陣被遊 候處、 御 合 戰相濟 候に 付、 從權 現樣御 出馬 延引 之 段 不藩在 之に 付、 丹 羽 五郎 

左 衞門及 異議 候に 付、 領國之 仕置 申 付、 利 政 は 病 氣故旁 見合 申內 延引に 罷成候 段 被 仰 上 候處、 

利 政 公 御 出馬 無 之 義甚以 御 不審に 而、 畢竟 能 州 は 利 長 可 爲領國 ぽ 被 仰 出。 依 之御牢 人に 被爲 

成、 京都ね 御 返 居、 ニ條 地獄 之 辻に 御 居住。 其 後 御 法 鉢 被 遊、 御名 宗 西に 被改候 0 寬永十 年 

七月 十四 E 御 卒去。 御 戒名 福 ：nl- 院殿前 羽 林怡伯 宗悅大 居士、 恭紫野 芳春院 0 此砌之 住 寺 は 玉 

舟 和尙之 事。 

一 、 大坂初 之 御陣之 節、 從權現 様 土 井 大炊頭 どの を以、 利 政 公ね 御 出 Itl 在 之^に VJ 被 仰 下 候 

處、 御 承知 被 成 候。 先年 關ケ原 御 合戰之 節病氣 故、 私義 出； iil- 不仕候 得 ざ も、 人 數は利 長 b 附 

出 之 申 候。 最前 召 仕 候家來 共、 ロハ 今 は 利 長 召 仕 候 付、 人数に 不足 無 御 候 間、 御先 手 被 仰 付 

候 者、 出馬 可 仕 旨 御請 被 仰 上 候處、 重 而被仰 下 候 は、 御先 手 は 藤 堂 和 泉 守. 井伊 兵部大 輔ズ」 被 

仰 付 置 候に 付、 唯今に 至 被 差 i! 候 儀 難 被 成 候 間、 御 本陣ね 御 出- £| 可 在 之 il:: 被 仰 下 候處、 御先 

手 被 仰 付 候 者 出： iil 可 仕 候、 無 左 候 者 出 御 用捨 可 被 下 旨 御請 候而、 御 出陣 不被遊 候 由 之 事。 ， 


利政婚 嫁の 

事 は 文祿ニ 

年 十二月に 

出せり 


1 、 大坂. 御陣 落着 後、 從權現 樣利政 公， Si 被 仰 下 候 は、 淀 之 城 御 預け 可 有 之 候 間、 御 出 候 様に 

VJ 被 仰 下 候處、 恭思召 候、 併 只今 迄國 生に 付、 何方にても國主之席に罷^：^候。 淀 之 城 御預に 

而は 城主に 付、 國主之 次に 罷成 候義致 迷惑 候。 何方 にても 國 生に 被 仰 付 候 者、 出 勸可仕 旨 御 

請 被 仰 上、 御 出 不被遊 御 卒去 之 御 事。 

一 、 利 政 公 御室 蒲 生 飛 驛 守 氏鄕御 娘、 六 女 一 男 御 出生。 氏 鄕公は 奥州 會律之 城主 之 御 事。 

一 、 利 政 公 御 嫡女様 角 倉ね 御婚 禮相濟 候義、 利 長 卿 被爲聞 召、 御氣 前に 相應不 中、 相殘 御子 

樣方 不殘御 引取 被 遊 候 様に， こ、 芳春院 様， £i 利 長 卿よ，.，. 被 仰 上、 則 御 引取 被 遊 候而、 金澤. は 御 

引越、 芳春 院樣御 養育 被 遊 候 御 事。 

御 女子  角 倉 與右衞 門 室 . 

伹角倉 與右衞 門 は 町人 也。 去 共 公方 御 代官 相 勤 之、 住宅 峻峨に 在 之、 京都に も 居 屋敷 在 之。 


御 女子 

御 女子 

御 女子 

御 女子 

御 女子 


四 辻 大納言 公理 卿 御室 

竹 屋中納 言 光久 卿 御室 

岡 島 備中守 孝 次 御室 

神 谷 治 部長 治 御室 

fe^ 野 主お 御室 
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七 〇 八 

御 男子  三 左 衞門直 之 公 

右 之 御 女子 様 方 利^ 卿 御 仕 立、 御 娘 禮在之 候。 御 化粧 田 三百 石 宛 被 遣 之 候 事。 

一 、 利 政 公 御子 樣方 不殘 妾腹。 妾 之 氏 不相知 候 事。 

但 直 之 公 御 實&寬 永 三年 十 二月 二日 死去、 位牌 時宗 玉 泉 寺に 在 之。 

嶺雲院 殿 太 房 永 薰大姊 戒名 如此。 

〔陳 善錄〕  ， 

一 、 孫 四郞様 をみ なく 感申 候。 第 一 は 江 守 平 左衞門 子細 候而、 大納言 樣御折 濫被成 候。 さ 

て 村 井 豐後を 御 使に て、 御 內證に 孫 四郞樣 へ、 平左衞 門よ そへ 可 遣 者に なく 候 間、 其 上 早 年 

も 寄 候 間、 法度 づ くに 折檻 候 事 不便に 思 召 候 間、 孫 四郞咄 者に 抱お かれ 候樣 にど 御意 候。 就 

夫 余- 澤 知行 は 六 百 石 平 左 衞門取 申 候 へ 共、 能 登に て 千 石 被 下 被 召 仕 候 0 其 後 丹 羽權助 • 小泉彌 

市 郞. 井口 茂 兵 衞* 九 里 九 郞兵衞 • 半 井 • 大道 寺 新 四郞、 みなく 殿樣 より 御 折檻 又は 御 知行 不 

足に て 身上 かへ 申 候 者 を、 今程よ そより よび 申 候より は、 まへ か V- より 利 家 様に 數年有 之 者 

抱 候 は、 なじみ 彼是よ く 候 はん V, -、 みなく 加 增少づ 被 下 召 被 i:^ 候 事 を、 年寄 衆 又は わ 

たり 奉公 仕 衆 も、 殊外利 政樣を ほめかん じ 申 候。 不斷 御行 儀 は あしく 候へ V- も、 武道 は 能 可 

有 御座 候 VJ かんじ 申 候 事に 候。 


兩， 橋 は 犀 川 


A 月。 金澤の 兩大橋 上の 荷物 述搬 に關 する 法規 を定 む。 

C-IM 事？ fif; お〕 

金 澤兩橋 制札 

此橋之 上 ころ 木 引 通 事 有 之 間 敷 候。 若 不能 承引 もの 於 有 之 は、 町人，.， - して 押：.^"、 町舉 行中. c: 

可及斷^^^也。 

寬永十 年 八月 n  撗山 山城 守 判 

本 多 安房 守 判 

十月 四日 加 賀能美 • 江 沼 二 郡に、 能 登 鹿 島 郡 石 動 山より 出で たる 勤 進 

僧に 宿泊せ しむ ベ きを 命ず。 

〔加州 郡方蔡 記〕 

態 申 遣 候。 能 州 石 動 山， 2： 從四郡 少宛御 初 尾 指 上 候 得 共、 此 二十 ケ 年以來 返 轉之 由。 就 夫 郡 中 

爲勸 進、 彼 表より 使 惯遣被 申 由に 候 0 勸進之 儀 者、 此方より 差 圖に不 及 候。 御宿 之義 馳走 申 

候樣、 何も 組 中， £： 可 申 渡 候、 以上。 

寬永十 年 十月 四日  太 田 織 印 


牛 村ば 牛 島 

村な る ベ し 

近 江村 は 誤 

なリ 


粟生 村 

寺 井村 

湯 谷 村 

宫竹村 

近 江村 

江 沼 

TN 正 寺. 4- 

片山津 村 

高 堂 村 


左 助。 

八 兵 衞。 

宗 左衞 門れ 

源右衞 門。 

德右 衞門 ( 

市 右衞門 „ 

長 右衞門 ( 

次 兵 衞。 


長 野 村 

河內村 

犬 丸 村 

牛 村 

上野 村 

南 江村 

月津村 


九 郞左衞 門。 

八郞兵 衞。 

惣右衞 門〕 

茂右衞 門。 

勘 十郞。 

傳 兵 衞。 

權右衞 門 0 
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大野 村 

波 佐 谷 村 

粟津 村 

吉 谷 村 

大杉村 

菅波村 

中 村 


六 郞右衞 門 G 

猪右衞 門。 

喜  內 Q 

彌十郞 Q 

彥右衞 門。 

又 市。 

四 右 衞門。 


十 一 月 十一 一日。 加賀 河北 郡に 能 登 鹿 島 郡 石 動 山の 勸進僧 を 宿泊せ しむべ 

きを 令す。 

〔加州 郡方舊 記〕 

；筆申 遺 候。 仍石動 山 大宮坊 より、 河北 郡 働 進 被參之 由、 宿 借し 可 被 申 候 0 先 舉行千 福 縫 殿 

助 方より、 任 例 書 狀造候 者 也。 

寬永 十^ 十 一 月 十二 n  大島 甚兵衞 判 


領 家 


ザす 

竹 又 村 

觀法寺 村 

七黑村 

與 

松 寺 村 


源 兵 衞， ざの へ 

次 兵 衞ビ の へ 

孫 助 V- のへ 

七 右衞門 どのへ， 


寺 田 村 

下 又 村 

Jy^ お； ネ 


次 右衞門 ざのへ 

少右衞 門ビの へ 

三 右衞門 ごのへ 

兵 右衞門 ざのへ， 


若松 村 次 右衞門 V-G へ 


猪 右衞門 ざの へ 

猶以勸 進 之 儀 は 此方より 差圆に は不及 候。 

十一 一月 五日。 德川家 光の 養女 大姬前 田 光高に 入 奥す。 

〔德 川實 紀〕 

十二月 四日。 明日 大姬君 加賀の 邸に 御與入 ある を もて、 御調 度 を 搬送 せらる。 日記 

五：：：。 大婭 君加贺 邸に 御 入 輿 あり。 御輿 渡 は 酒井雅 樂頭忠 世、 御 貝 桶 は 酒 井 n 岐守忠 勝 役し、 

松卒 伊豆守 信 勝 • 高 カ懾津 守忠房 • 靑山大 藏少輔 幸 成 • 秋 元伹瑪 守泰朝 • 板倉內 膳 正道" G> 大目 

付 柳 生 但馬守 宗矩. 井上 筑後守 政 重.^ 守 居 松 平 大隅守 重隆. 牧野 內匠頭 信 成. 酒 井 和. M 守忠 

吉、 そ の 外 目 付. 使番 等供舉 し、 かしこに て は 中納言 利^ 卿み づ から 御輿 を 請 取、 庶子 宫松九 

利 治 御 ヌ桶を 請，、」 る。 此日婚 禮の儀 注 は、 兼て 儒 役 林道 春 信 勝 勘進す るビ ころ を 用 ひらる 0 
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又納 I！； 役 星 合 伊 左衞門 ハ枚 かしこに まかり、 金銀 時 服 渡の 役を勸 む。 本 城に ては譜 第の 蜚並 

物 頭 等に 盛饌 をた まふ。 日記、 寬、 水系 圆、 家譜 

〔天寬 日記〕 

十二月 四日 

1 、 明日 姬君樣 御 祝言に 付、 今 = 御 道具 被 差遣。 寬永 日記  . 

五 日 

一 、 姬君 VJ 松 平 筑前守 光高 嫁娶、 酒 井 忠世灘 樂乘輿 從焉。 龍 |§|£讓： れ？ お SiSi* 

1、 將軍 家の 姬君、 松： 牛 筑前守 光高 i 糖 J 入 輿な り。 老中 並 旗本の 健士 御輿に 從ふ 。- 供奉の 

規式嚴 重なり。 此姬君 は 水 tlVt 納言賴 房の 息女、 將軍家 御 ^女，、」 な、 りて 此條に 及べ り。 元菟 

一 、 松 平 前 田 筑前守 光高 大姬 君の 御輿 光高 館に 入姊禮 あり。 洒井 雅樂頭 御輿 を 渡す、 利 <!5 是 

を 請 取。 酒 井 讚 岐守御 貝 桶 相 渡す。 飛 驊守利 治 是を請 取。 旣 にして 利 々ャ 光高 登城し 

て 御前に 出、 和歌 山 正宗の 御 脇差 を 利 常に 賜 はり、 太郞作 正宗の 御 腰 物 並 信 濃 藤 四 郞の御 脇 

差 を 光高に 賜 ふ。 この 日 利 常、 行 平の 御 太？：：；： .li^ 代 黄金 W 枚. 五月雨 鄕 Q 御 腰 物. 八幡 正宗の 

御 脇差 • 御 服 五十 領. 綿 五 百 把を献 す。 光高 一 文字の 御太刀 ..ii^r 代 銀 子 千 枚. 御 服 領 .耦ー 1W 

疋を献 じて 賀儀 をのぶ 。寬 永系阖  ， 


一 、 星 合 伊 左 衞門尉 具牧、 大姬 君の 御輿 加 賀の筑 前 守 光高の 室に 入。 此時 具牧、 彼亭 におい 

て 金銀 吳 服の 渡 役 相つ，、」 む。 寬、 水系 圔 

〔三壺 記〕  . 

寬永十 年 十二月 五日に 將軍家 光 公の 御 姬君樣 光高 公へ 御 嫁 娶の御 こし 入どぞ 聞え ける。 松 平 

伊豆•酒井讃岐•阿部對^s^酒井雅樂頭御供にて、 其規式 憚不及 申、 千秋 萬 歳の 御 祝 天下へ も 

聞え 渡りて 見えに けり。 此時 光高 公 十八 歳に てお はします。 姫君 は七歲 になら せ 給 ふ ® 未 御 

幼少 之 御 事 なれば、 折々 は 入らせられ、 有 時 は 御 登城に て、 御城，、」 加贺 の御屋 布の 其 間、 上 

牛 籠 は 牛 込 一 下男 女乘 物の^ 來は、 織る 糸 筋よりも しげ かりけ り、 牛 籠に 數千步 の 御屋敷 相 渡り、 長； H5:- を 

たて、 御 姬君樣 之 御用 人數^ 人 居住す。 加州より 御 廣敷番 其 外 役人 數百人 江 1:^ へ 被 召 寄、 牛 

籠の 屋敷へ 引越、 御前 樣 御用 相 勤む。 御前 樣御 家老に は、 塚 原 治 左 衞門を 公方 樣ょ りつけ 置 

かせられ、 諸事 御用 等 上聞に 達し 調 上げ 奉る。 有 時 中 納言利 常 公 御 一 門 光高 公に て 御 振舞 を 

被 進、 淡路守 殿. 飛驊守 殿. 安藝 守 殿-前 田 右近 大夫殿 何も 御 一 門 よらせられ、 御 咄等之 折節、 

御 姬君樣 俄に 御 登城 被 成 VJ て、 御供 中 ひしめ く。 御つ ぼね は、 中 納言樣 へ 御い VJ まご ひなされ、 

御 登城 あそばし 候 やうに VJ 申 上ければ、 御姬 様、 さらば 表へ いで、 御い VJ ま 申さん VJ て 出さ 

せられ、 つぎ <\. 'の 御 もり 女中 子. 小姓 めしつれられ、 御 表の 御座 敷へ 出させ 給 ひ、 た いま 
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御城へ 上り 申 候よ し 仰 上られければ、 利 常 公、 今少し 御 あそびな され 候 はん 哉 VJ 御意な され 

ければ、 御 ひめ^ 仰 有け る は、 これに ゆる， C  VJ 居 ま ゐらせ 候ても、 筑前 様の 御用もう けた 

ま はり 候 はねば、 まづ 登城つ かまつ り、 ちかき 內にま ゐり候 はん，、」 仰ら ねければ、 若殿 だち 

は 立て わきへ 入らせ 給 ふ。 御 客 も 御供の 女中 も與を もよ ほし、 何も 御機嫌よ かりし，、」 かや 0 

御 家の 御 威光 天下に あまねく、 光高 公の 御 登城の 折 ふし は、 所々 御 番所 下座いた しう やま ひ 

奉る 事、 將軍 家の 御成 同 寧に 見えさせ 給 ふ。 めでた かりけ る 御 事な り。 

〔殘囊 拾 玉 集〕 

一 、 水 S, 頼 房 公の 御家來 牧野 與三 右衞門 云 侍、 江 II； 引越に て、 御货 長屋 は 御 露地： U より 出 

候 小口の 外に 在た るに、 或 朝 東雲の 比に、 賴房公 御 露地 口より 御 露地 下駄 を 召 候て 御 出、 與 

三右衞 門く  VJ 御 呼 候 故、 罷出 候へば、 妻 は 此比產 仕た る由ぢ やが、 息災に て 肥 立 候 やど 御 

意。 成 ほ V- 無事に i_ ^成 候，、」 申 上ぐ わば、 夫婦 づれ にて 參り 候へ、 急用が. 有 VJ 御意。 奉 畏、、 して 

夫婦 VJ も罷出 候へば、 是ね /,,^，こ 被 仰に 付、 御 跡より 御 露地 ゎ參り 候へば、 ひた，、」 是 ゎ被爲 

入 候て、 或 御亭， に 御 入、 是ね參 れ，、 J 有 之。 入 候へば、 ， 十七 八 計りの 美 敷 女中 一 人、 產の 催し 

有之牀 にて、 少被相 滯樣子 也。 是を 頼む，、」 御意。 奉畏 VJ は 申 上 候へ ビも、 御隱密ぃ御^^^子な 

れば、 他ね も不被 申、 一 n 1 夜 難行苦行 致され、 其 夜產有 之。 御姬 SiS 御 誕生に て、 右の 母 儀 


、水 A 武貪共 

に 有澤氏 


の 女中 は 被 死たり。 頼 房 公 も、 ひた，、」 御 居間より 御往來 にて、 鬼 角 夫婦の 者に 頼む VJ 御意 故 

奉畏、 母 儀の 死骸 を 我 寺ね 頼み 片付 候て、 御 姬樣ね は與三 右衞門 妻が 乳 を 上 候て、 御成 長 被 

遊 候。 跡に 承 候 へ ば、 家 光 公 未 御 部屋 住の 時分 被 召 仕 候 女中 懐胎、 可 被 成^ 無 之 御 見合の 所、 

產 月に 成 申 候 故、 賴房 公， 潜に 御 頼み、 何分に も賴申 候，、」 被 仰。 其翌夜 水戶樣 屋敷へ 乘物 一 

丁舁來 る。 急 なれば 先 御亭， 御 入 被 成 候處、 早 催しの 牀 なる 故、 賴房公 御 取 込に て 右の 通 也 

，こ 云々。 拆 姬君樣 御成 長の 後、 家 光 公の 御 養 姬樣に 被 成 候。 大 姬君樣 VJ 奉 申、 加賀 Q 光高 公 

へ 御輿 入 被 遊 候。 實は家 光 公の 御實 子た る 事 は、 天下に 人の 不知 事 也 V」 ぞ。 此 由緒に 依て 綱 

紀公 御代に 成て、 牧與 三右衞 門が せがれの 牧與 左衞門 を、 三 巧 石に て 被 召 出し，、」 也。 此咄牧 

與 三右衞 門、 こ 田 中 左 源 太 心安くて 承 之、 又は 牧與 左衞 門に も永貞 聞た る咄 也。 筒 樣の事 は、 

後に 成て は 不知 者 也、 能覺， 居候 者 也，、」、 永 負 も 常に 咄、 田 中 式 如も咄 たる を覺 えて 武貞愛 

に 記 之 0 

广 き p」 

寬永十 年子 十一 一月 五日 午の 剥、 御前 様 御輿 入相 濟候 Q 前 四日に は 御 長 持、 梨 子 地 S 捨. 黑塗蒔 

繪 .^G 御 紋付、 物-数 五 百 八十 持 也。 五 H 及 御 案 內は土 井 大炊頭 殿 也。 御上 屋敷 御輿 入 之 次 

第、 一 番御 召替之 御輿、 次 御厨 子 棚 一 對、 御袋 棚、 御 衣掛 一 對、 御手 拭懸 一 對、 御行 器 一 荷 
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也。 次に 上 輿 等 也。 こし 添 八 人、 輿舁 十二 人 也。 四 番に春 n 局、 五番に 永 吕 院樣、 六 番に大 上 

藤の 方 也。 何 茂 輿に 而、 次に 貝 桶 一 對、 酒 井 讃岐守 殿 被 相 渡、 宫 松丸樣 御請 取 被 成 候。 御供に 

は 加 藤 石 見守 御 脇 指 持 也。 宫城釆 女御 腰 物 持 也。 次 御 長刀 中 川 巿右衞 門 相 渡す。 此人終 迄 御 

前樣御 奉公 壮被申 候。 中 川 爲代塚 原 次 左衞門 被相勸 也。 次に 御輿 左 は 酒 井 雅樂頭 殿、 右 は 酒 

井 讃岐守 殿 也。 御輿 中 納言樣 御請 被 遊 也。 御供に は 橫山大 膳 御 脇 指 持 也。 奥 村 河 內御腰 物 持 

也。 光高 樣御內 ね 御 出、 御輿に 御手 を 爲懸給 ひ 被 爲入。 御供に は橫 山山 城 守 は 御 脇 持、 本 

多 安房 守 御 腰 物 持。 御輿の 臺 1 一頭、 御から かさ 一 本、 御供 輿 十四 丁、 輿 添 六 人、 輿 兒十人 宛、 

釣 輿 三十 五 挺、 輿 添 四 人、 輿 界八人 宛、 駕舆 四十 五 丁、 輿 添 二人、 與舁六 人 宛 也。 ； 而 御供 

輿. 乘物 共に 百 挺 也。 五日 之晚、 奥方 御 膳部 七五三 百 二十 人前 也。 表 方 御 響應、 井伊 掃 部 頭 

殿. 土 井大炊 殿. 酒 井 雅樂頭 殿. 酒 井 讃岐守 殿、 其 外 御 橫目衆 以上 十 ra: 人 衆へ 御 腰 物 一 腰充被 

進 0 御酌 者 本 酌 神 谷 式部、 加 富 田 越後 此兩人 迄 也。 御 奥方 御 屋舗之 床に 蓬萊 山の 御钸、 御 表 

方 御座 敷の 床に 三 幅對御 かざり .0 此御祝 義に 衣類 之 御定、 上樣 方の 御 衆 中 は、 下着む く 裏 紅、 

上着 熨斗目 かちんの 上下、 かば 色 足袋、 伹革。 辻 警固は 上 樣衆被 相 勤。 御 自分 之 面々 は 上着 

茶色の 熨斗目、 かちんに 子 持 筋 上下、 黑 骨の 扇子、 小刀 下緒 紅色 也。 柄 卷糸濃 かば 色の 革卷 

也。 附、 足袋 濃 かば 色の 革 也。 御土產 物。 . 


御 is? 樣は滿 

姬 後に 廣島 

t:: 夫人と な 

リ たる もの 


御小釉 五十 銀 五 kn 枚 

同 五十 銀 千 枚 

同  二十 銀 二百 枚 . 

同 二十 銀 百 枚 

同 二十 銀 二百 枚 

同 二十 銀 百 枚 

御 家來， 2： 被 下物。 

御小釉 十 銀 百 枚 

同 斷 

同 斷 

同 斷 

同 斷 

同 斷 

御小釉 五 銀 五十 枚 

加賀 藩.^  11 二  181  0 永， 十 


中 納 言 様 

筑 前守樣 

淡 路守樣 

宮 松丸樣 

待 上 也 ffigft 御前 樓 也 

御萬樣 

御 富 樣 

本 多 安房 守 

撗山 山城 守 

前 田 三 左衞門 

前 田 志 摩 

今 枝 民 部 

三輪 生水 

■ 長 九 郞左衞 門 

奧村. 河內 


セ 
七 


七 1 八 


同 斷 

同 斷 

同 斷 

同 斷 

同 斷 

同 斷 

同 斷 

御 小袖 三 

御小釉 二十 枚 


山 


ん 

ゝ 

村 

富 


田 

1 


大 

內 藏 

越 後 

主 殿 


京 

內 

部 


祌谷式 部雕崎 

銀 三十 枚  組頭. 鐵炮頭  . 

番頭 • 出 物 頭 

大中 御小將 

小 頸使番 

御小釉 三 銀 十 枚  子 小姓 大中小 姓 中 

三ッ 目の 御 祝義御 振舞。 

式 掌 は 式 正 一 上様の 御 年寄 衆 • 御橫 目、 其 外 御 出頭 衆 以上 七十 人餘御 招請 0 朝 は 式 掌の 御料 狸、 さ 一より ふ 


伯 州 は 河 州 

—献 — , 


くさの 御 振舞 御 料理 也。 御 能 番組、 高 砂. 田 村. 芭蕉. 是界. 狸 々o 四 座 立 替り御 能 過て、 役者 

共に 御廣 間に 而御 小袖 二つ宛、 御前 様より 被 下 候 也。 

御 加 增ニ千 石  今 枝 民 部へ 被 下 

筑前守 様， に 安房 守. 山城 守 兩人を 此時被 進。 但是は 公方 樣 へ 利光樣 より 被 得御內 意、 上意に て 

如此 也。 公方 樣 より 國取 衆へ も、 御 旗本 衆へ も、 筑前守 様へ も f お を 可 仕 VJ 上意に て、 何も 御 

禮に御 越 也 0 中 納言樣 より 御婚 前、 江 11^ に 相 詰 候 御 家 來屮、 千 石より 以下の 人々 へ 御 小袖 

一 つ 宛、 侍 分 いづれ も 拜領被 仰 付、 頂戴 仕な り。 

〔竹 阗 雜記〕 

一 、 表 御饗應 井伊 掃 部 頭 殿. 土 井 大炊頭 殿. 酒 井 雅樂頭 殿. 酒 井 讃岐守 殿、 其 外 御橫目 衆、 以上 

十一 一人、 御 腰 物 一 腰充被 遣。 御酌 本 酌 神 谷 式部、 加 富 田 越後、 此兩人 迄。 中 納言利 光 卿. 少將光 

高 卿 御 杯 相濟、 御 家老の 面々 へ 右 掃 部 殿 初、 土 井. 兩酒 井の 御 面々 杯 有 之 0 御 勝手 は 細 川. 淺 

野の 御 一 門 初、 御 出入 衆 溝 口. 小堀數 輩な り 0 御 家老へ 杯 可 被 遣 VJ 有之處 に、 溝 口 等の 衆、 掃 

部 殿 初 御 大老の 御 杯 可 被 下 ，>) 被 仰 候、 各 早速 御前へ 被^ 出可然 VJ 三 11 度 催促 也。 (間 少し 

興さむ る 程 成に 付て、 御 目 付 衆 も 見 兼、 御 勝手へ 立 出ら る/ 彌溝 口、 伯 州に 急ぎ 被 罷出候 
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へ VJ 有 之 時、.^ 村 河 內靜に 溝 口 等へ 申さく、 各 は 先刻より 御前へ 罷 出御 杯 可 被 下 VJ 御 申 候 故、 

將 54 家 は 出御 不被 遊、 誰の 事 哉覽各 一 圓合 點不仕 候。 伹 井伊 殿. 土 井 殿. 兩酒井 殿より、 今般 

之 御 祝詞 祝 候 而杯を 被 進 申 事に 候 哉。 少將 老臣に 本 多 安房 守 は將軍 家隨ー の 忠臣 佐 渡 守 正 信 

息に 而、 今日の 客 衆に 肩 をなら ベ てい やしから ぬ 男 也。 其 上 今日 光高 は、 忝も將 5^ 家の 御聱 

なれば、 常の 國 大名 VJ は 各 別の 義 ならん。 又大 坂. 伏 見な ど において は、 私 祖父 等 今日の 客 衆 

は 皆 同座 同列し、 いそがしき はげしき 場な V- にて は、 前後 を爭 ひたる 事 も あり VJ 傳 承る。 御 

杯 VJ 云 ふの は、 主人 又は 主人 同 官位の 方より 被 下、 御盃を 頂戴す る 事 VJ 、何も 心得 居. S. 候 故、 

早速 罷出不 申 0 伹筒 様に て は 無 御座 哉 VJ 申されければ、 其 樣に右 之 御而々 も 御 察、 今日は 互 

に 御 祝言 首尾 能 御調 被 成、 千秋 萬 歲之至 也。 祝 申候而 此方の 杯 を も 各々 へ 進 候 0 又 何もの 御 

を も 被 遣候樣 にどの 事 也。 溝 口 等 は 御 勝手 衆、 客 衆 は 御 申 無 之 儀、 勝手 取 持の 面々 申 あや 

まったり、 河內の 利口に こまりたり ，こ 笑 はる、。 本 多 安房 守 初、 早く 能 所 を 取 申た る 河 州 VJ 

わら ひ/ \ 出て 杯 相濟。 客 衆 返 出の 跡、 御 祝の 御 料理 御 配 被 下、 中 納言利 常 卿の 御前へ 被 召 

出、 今日は 御大 慶不過 之、 各 も 祝 ひ 被 申、 緩々 酒 給ら れ候 やうに VJ の 御 事 也。 其 VJ き 房 州. 城 

州 御前に て 河 內手を 取、 此 利口 ものに、 今日の 御 客 方. 御 勝手の 面々 も 答に つまり VJ 云 直し、 

別て 千秋 萬 歲ど被 申 上、 御 父子 樣御笑 ひ 被 成け る 也。 


1 


十一 .i 月 五日。 德川家 光 等、 前 田 光高 夫ん 附の 用人 中 川 市右衞 門に その 心 

得 書を與 ふ。 

〔甲子 聞 書〕 

條 々 

一 、 萬 事 奥方の 義、 ちく せんの 守 家の 法度に まかせ、 あ ひそ むくべからざる $5-0 

一 、 女 上下 共に 一 切 不可 出、 用 所 ある、、」 き は、 其 用の しな を あらため、 つぼね 手 判に、 ちく 

ぜんの 守より 附 §K 候 者 V- ものうら 判に て 可 出。 墓 六つ 過 候 は  > -、 た VJ ひ 手 判 ある ども、 VJ を 

すべから す 0 伹 急の 用 ある 時 は 各 別の 事 0 

一 、 走 込の 女ち やう じの 事。 

一 、 火の よふ じんかた く 申 付べ き 事。 

一 、 おくがたい ろり の 事、 ゆるしの ほか 一切 あるべからざる 事。 

右 此ほを あいま もる ベ き 者 也 0 

i 光) 

寬永十 年 十二月 五日  黑  印 

,  中 川 市 右衞門 ざのへ 

〔甲子 聞 書〕 
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一 、 筑前守 殿 姬君樣 御た め、 おろそかに 不^、 御舉公 油斷仕 まじき 事 0 

一 、 表 方の 衆. ど 申 事な ど 有間鋪 事。 付、 表 方へ むづ かしき 義 一 切 申 間 敷 事 0 

一 、 姬君樣 へ賴候 どて、 肥 前 守 殿. 筑前守 殿に 人の わび ご ど 仕 間 敷 事 C 

一 、 臺所 方へ む ざ ど 用 を 申出 間 數事。 

一 、 女房 上下 共に、 一 年 二度 之 外 衍へ出 候 事 有べ から や 0 其 上 先 も不憐 一所へ 參 まじき 也 0 

かき 衆 之 事 は、 上.， -ふ. 式部. つぼね、 此 三人 ねん を 可 被 人事。 

一 、 萬 事 三人 之 衆 者、 中 川 市 右衞門 相談 候て 可 被 申 付 事 0 

一 、 奥方ち かき 所に て、 高聲物 あらが ひいた すま じき 事 0 

一 、 上下せ ハに ふはつ， この 輩く せ 事た るべき 事。 

右 此旨を 相 まもるべ き 者 也 0 

宽永十 年 十二月 五日  讃岐守 

大炊頭 

雅樂頭 

中 川 市 右 衞門殿 


〔甲子 聞 書〕 


ざ 0- うす い 

は 行水 


せんぶの 事 

上 之 衆 

一、 しる 二  此内 にしゃう じん あるべし。 

一、 さい 三 此內 にしゃう じん あるべし。 

中 之 衆 

一、 しる 二 此內 にしゃう じん あるべし 0 

一、 さい 二  此内 にしゃう じん あるべし。 

此 外な ににて もっけ 物。 

御 はした 又 女ぼう たちまで 

一 、 しる 1 

一、 さい 一  一 

此 外な ににて もっけ 物 

以 上 

一 、 ぎ やうす いの 事、 三日に  一 V- たるべ し。 
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右の むね を あいま もる ベ き 者 也 0 

寛 永 十 年 十二月 五日  讚岐守 

大炊頭 

雅樂頭 

中 川 市 右 衞門殿 

十一 一月 七日。 前 田 光高 夫人 入 輿 第三 日の 視儀を 行 ふ。 

〔德 川實 紀〕 

十一 一月 ヒ：： ：o 姬君 三日の 御 祝 なれば、 本 城よ， 0 宮城 右衞 門和甫 をして、 五 f:n 八十の 餅.,^ 一 一 

十 稀. 酒 五十 荷 をつ か はされ、 加賀 邸より 家 士橫山 大膳亮 もて、 五 百 八十 餅. 肴 1 一十 if. 樽 一 一十 

荷献 る。 ns^ 

〔天寬 日記〕 

十二月 七：：： 

一 、 宮城 甚右衞 門 和甫、 加 贺筑前 守 光高 婚觼 三ケ 日の 御 祝條に 上使 VJ して、 五 八十の 餅、 

御搏 五十 荷、 御 希 二十 種 を 送りた まふ 0 時に 利^ 懇意 尤 あっし 0 且備前 一 文字の 刀、 法 城 寺 

の 脇差 を和甫 にあた ふ。 寬 永系圖 


少將は 光高 


一 、 姬^ 樣 三つ 目 爲御 祝權、 從肥前 守 五^八 十 之 餅、 御 肴 二十 種、 御 樽 二十 荷進献 之。 使者 

橫山大 膳 亮ね吳 服 十 被 下 之。 寬、 水 日記 

十一 一月 廿五 H。 前 田 利 常 • 光 高等 登城して 婚儀の 終れる を 謝す。 

〔天 寛 日記〕 


十一 一月 廿 五日 

兄へ. う ^mu 太刀 一文字 一 振、 銀 子 十牧， 

小袖 贺 、絹 二百 疋献 之。 


加 賀少將 


右畢而 


太刀 行 平、 黄金 百 枚、 

小釉 五十、 SI 五 百 献之。 


太刀 目錄、 小袖 十。 

同 斷  " 


力 力,.^ ン將 

松 平淡 路守 

松 ギ宮松 丸 

右 同 樣御禮 進物 之。 -阯近 之 衆 長 袴に 而役 之、 御座 之 間 御上 御着 座。 

加 賀中納 ^一一 一口 

同少將 

妒 献 

御 出る 0 御 引渡 御铫子 御前 も 召 上、 少將. 狼 戴、 御 肴 被 下、 正宗 御 腰 物. 吉光御 脇差 被 下 之 0 
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其盃 御前， に 上、 御 否 中納言 "ss^ 之、 御铫子 入。 御 何も 三方 也。 御 加 有 ◦ 

二 献 

御 出る。 御雜煮 御铫. ^御前ね 被 召 上、 中納言 頂戴、 御 翁 被 下、 御 脇差 正宗 拜領。 其盃 御前 

ね 被 召 上 時、 御 腰 物 五月雨 鄕. 脇差 正宗 進上 之、 其 一 ^少將 戴、 御 铫子入 三方に す はる。 御 

加 有。 

三 献 

御盃 出。 御 吸物 御姚子 御前， S 被 召 上、 中納言 頂戴。 其盃 御前へ 上、 御 盃少將 .mfg 納。 次數之 

土器 出、 御前ね 召 上、 淡路守 頂戴 之 時、 御 脇差 來國 光拜領 之。 次 宮松丸 御 被 下、 御脇^；-行 

光拜傾 之。 

右 過 而本多 安房 守. 橫山 山城 守 御 鱧 申 上、 終而 何も 返 去 0  1^ 

是歳。 越 中 礪波郡 植生 人 幡宫の 本殿 を 再興す。 

〔寺社 來歷〕 墙生 八幡 由來 

寬永十 年 御 费殿從 微妙 院樣御 再興 被爲 成、 並 矢柄 之 耩被仰 付 候。 且又 願書 之寫千 岳に 被 仰 付 

候。 正 保 年中 微妙 院様 御社 參被爲 成、 西尾$^^<殿，£:被仰渡、 拜 殿御 建立。 今以 御せ：： 御 修理 等 

毎度 被 仰 付、 遷宮 之 刻 入用 銀 並 御 Ja^ 白 布 等 致 拜領、 正 遷宮 仕 候 0 巾 略 


肥 前 守 は 前 

田 利 常 


陽 廣院樣 初 而江戶 ね 御 發駕被 爲成候 刻、 御社 參被爲 成。 其 後 御 入 國之砌 も 御社 參被 遊。 木せ 

義仲卿 願書. 矢柄 之義、 西 尾 第 人 殿ね 御 尋被爲 成 候。 

寬永 十一 年 

一 一月 朔日。 加賀 藩の 老臣 等 德川家 光に 謁す。 

〔天寬 日記〕 

1 1 月朔日 

一 、 加 賀中納 言 陪臣 等 御 目 見。 蔡冬姬 君 様 御 祝言 之 剥、 御 目見不 化に 依而、 今 = 初而 出 云 

々o 

三月 九日。 德川家 光、 前 田 利 常 等に 茶 を 饗す。 

〔天寬 日記〕 

三月 九日 

一 、 早朝 御茶 湯 0 

松 年 肥 前 守 

松 平 大隅守 
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1 一 御茶 湯 ( 


七 二八 

森 美 作 守 

松 le- 長 門 守 

細 川 越 中 守 

松" 平 越 前 守 


松 平 伊豫 守 

松 平 新太郞 

松 半 安藝 守 

立 花 飛 ii 守 

佐 竹 修理 大夫 

一 、 右 終而返 出、 即刻 爲御 fis ^營。 雅樂. 大炊 .15 岐 .si 謁而返 出。 献廟 

春。 金澤束 本願 寺 末寺 を 移 築す。 

〔三 塵 

宽永十 一 年の 春より、 六條の 末寺 造營 どして、 三 ケ國郡 中 町中 寄進 勘進 相 調、 岸_ 敷なら しお 


典 野 3^ 伊 守 

氏 淸元和 四 

年 七月 四日 

S< す 


びた  し。 先年 は 御城 西北に 當 りて 後町，、」 云 所に；^、 火^ 以後 侍 屋敷に 成、 奧野紀 伊 守： 敷 

へ 家 を 買す ゑに して 渡りけ り。 一 向 一 心の 信心 者 共、 金銀 米 錢絲綿 山の 如く 持湊 ひ、 請 取々 

々に 石 場の 石 或は 板 角 釘 金物 幾 f:: 人 宛 持 積て、 異形 異類の 出立に て、 三階 やぐらの 石 かちの 

臺を 怖へ、 二三 ケ所 にて 地形 を 百日 計 もつ きに けり。 其 後 石す ゑに 成て、 老若男女 あつまり 

普請 等 を 急ぎければ、 誠に 不可 稱 不可思議 不可 說の大 く ざく に 因て、 奉行 人 もな く 催促 もせ 

ざれ V- も、 此御 普請に もれ ぬれば、 此 度成佛 成り 難き， じて、 八 九十 計のお ほぢ. うば、 孫 や 子 

ど もに かつがれて、 石 かちの 繩に手 を掛、 いた  きまつり て 急ぎければ、 墓 行事 かぎりなし。 

北國 無双の 大 がらん こそ 出來 けれ ビ、 諸人 見物 市 をな す。 近所の 者 ざも此 本願の 利 〈I に ひか 

れて、 頓て 富家 VJ ぞ 成に ける。 

〔菅家 見聞 集〕 

寬永十 一 年金 澤六條 之 東 末寺 造營、 先年 は 御城 G 乾 後町 VJ 云 所に 有 之、 今の 屋敷 は 奥 野紀伊 

守 屋敷 貝 取て 作 事 有、 則 今の 東 末寺 也。 

〔寺社 來歷〕 

一 、 金澤東 末寺 開 闘 者、 本願 寺 十二 世敎 如上 人 慶長ニ 年金 澤 後町に 末寺 致 建立、 至當歲 九十 

年罷成 候。 

加賀藩 史料 第二 編 寬永十 一 年  一  七 二 九 


七三。 

一 、 宽永八 年 四月 金澤 大火 事に 付、 金澤 町立 替候 時分、 右 後町 末寺 屋敷 被 召 上、 代地 之義奥 

野 主馬 上 地に 而、 從 微妙 院樣 屋敷 致拜領 候。 御門 跡より 以書狀 御 鱧 被 申 候處、 御 返礼 御座 候 

而 所持 仕 候。 並 本 多 安房. 橫山 山城 添狀も 所持 仕 候。 其 後 第 十三 世宣 如上 人 寺 被 致苒與 候。 

〔國 事昌披 問答〕 

問 云、 本願 寺 末寺 金澤に 建立 は 如何に 候 哉。 答、 寬永十 一 年 奥 野 紀伊守 屋敷 を 買 取て 寺 を 建 

る。 七 年に して 成就、 萬 治 元年 三月 サ 八日 移 徒。 本堂.^ 三十 七 問 二 尺 五寸、 裏 行 二十 七 間 二 

尺七寸 也。 柱數 九十 六本、 . ぁ數 二十 萬 也。 

四月 三日。 德川家 光、 前 田 光 に 南 蠻犬を 贈る。 

〔天 寛 日記〕 

四月 三日 

一 、 松 平筑前 守， に 南 蠻犬被 下 之。 人 見 私記 

四月 下旬。 前 田 利 常 江戸より 金澤に 下り、 isi- いで 上洛す。 

〔三^ 記〕 

加州 利 常 公 御 歸國之 事 

寬永十 一 年に は 將軍家 光 公 御 上洛 之 御 事 なれば、 諸國の 大名 何も 御供 之 用意 可 有 3 口にて、 ^ 


旯英 たの 月 こ 九 は 利 

ゆの ろ條 二と 日 六 常 
消奧 I： 十本に 月の 
息 村 載 五 年 あ 二 上 
I： 炭せ 日 六る 1 洛 


々歸國 せられ、 直に 國 本より 上济 也。 屮 納ーぽ 利 公 は 宽永八 年の 十二月 江 II； へ御參 勤に て、 

中年 二 年 御 在 江 GV の 事 なれば、 國 本に は久々 の御诏 守に て、 上下 待 兼た b ける に、 當 四月 初 

に は 御 歸國ど 相 聞え、 掃 拭 以下まで 善盡 し、 卯月 下句に 御城 着被爲 成、 御 分 國之諸 奉行：：： 夜 

登城 仕、 申 上る も 有、 被 仰 出 を 承る も あり、 御 夜 詰 迄 は 下馬に 市をぞ なしにけ る 0  ^御城 中 

へ 出させられ、 玉泉院 殿御 屋形之 跡 を 御 露地に 可 被 仰 付.. 二し、 大橋又 兵衞. 瀧 長兵衞 などに 被 

仰 渡。 先 地形 Q  土 をなら させて、 泉水な ざに 可 被 成 所の 土 を、 町中へ 可 被 下 旨 御 ふれに て、 

町中より 每日 掘て 取り 行 は ざに、 頓て谷 峯，、 」 成りに けり。 其 間に 御用 意出來 し、 御供 中 も 用 

意いた し、 五月 下句に 金 澤御發 足 被 成、 海 律より 御舟に めして、 大 律の 御旅屋へ 入らせ 給 ひ 


五月 廿ー 一日。 前 田 利 家の 女豪姬 残す。 

なり。 

〔前 田 家譜〕 

豪 姬寬永 十 一 年 五月 廿 二日 歿す、 享年 六十 一 歲、 樹正院 殿，、」 號 す。 

〔壬 子 集錄〕 日 妙 文 

さやう に 御座 候へば、 御 1 もん さま 卸 女中 さま 
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姬は 宇喜多秀家の 室たり しもの 


たの 御たん じ やうの 御 事、 御せ い 

七三 一 


- よねん 


力う 月日お ぼへ 申 候 はヾ、 申 上 候 やうに ビ御ゐ のよ し 仰 下され 候 。久しき 御寧、 そのうへ わ 

たくし 物^ 御 ざな く 候 ゆへ、 ，，ヒ なた さまの も 覺不申 候。 うきだ 中な ごん さまの 御內 さま は、 

御 VJ し 又 御せ いきょ はお ぼへ 申 候 ま、、 た  >  今 かきつけ 上申 候。 そのほか さま はお ぼへ 申さ 

す 候 0 

七月 十五 日  日め う々 

よこ 山し まの 助 さま 御 返事 ~々 

〔壬 子 集錄〕 日 妙 文 

う き だ 中な ご ん樣の 御內樣 

一 、 ぢゅ しゃう 院 でんめい しっし ゆかう だい ぜんじ やうに。 

くわん ゑい 十 一 ねんきの えいぬ の，、」 し 0 

うねん 三十 九 年 0 

五月 廿 三日。 前 田 光高 江戶 を出發 して 上洛す。 

〔口 歲紀 聞〕 

一 、 陽 廣院樣 1 一十 之 御歲、 江 ln^ より 御 上洛。 

但大 猷院樣 六月 一 一十 日 江戶御 立。 陽廣 K 樣同廿 三日 御發足 0 


御 出城 は 家 

光 

黃 門 利 常と 

もろは 筑前 

守 光高の 誤 

なるべし 


〔德 川實 紀〕 

五月 二十：： ZO 御 出城 0 未 ：！ 神奈川 御殿に や ざら せ 給 ふ。 

廿 三：： ：o 加 賀黄門 利 常 卿 府を發 す。 

六月 廿五 日 。 奧村易 英命を 承け て 前 田 孝 成 に 貴 債 整理 に 關す る 實行 方法 

を 示す。 

〔金澤 文書〕 

一 、 鷹 ど 小 鷹 共に 五つに 可 被 相定之 事。  ， 

一 、 金澤な ざへ 被 越 候 刻、 子 小姓 之 外の りかけ に乘せ 被申義 停止 之 事。 

1 、 臺所 奉行に 桑原 源 左衞門 • 堀江 三郞右 衞門兩 人ね 申 付、 年々 のか ひ 物さん 用 承、 直段以 

下せん さく 可 仕 候 0 臺所廻 諸事 法度 等、 き，/」 申 付 之 様に 可 被 申 付 候。 然ば おもて 詰より 臺所 

へ 立 入 候 もの 被 致 吟昧、 五 人 か 三人 被 相定、 人 さし 外む ざビ立 入不申 様に 可 被 申 付 事。 

1、 臺 所へ 立 入 候 もの 之內 たり，.， "いふ 共、 定飯之 もの、 外 飯な ど 給 候義、 一切に 停止に 可 被 

申 付 候。 酒肴 等 之 事 不及申 事。 

一 、 振舞 は 汁 二つ さい 三つ、 其 外 木 具な V- 一  切 無用に 可 被 仕 候 0 朝夕 之 儀 者 不及申 事 0 

一 、 身 廻 仕 立 之 係、 借 錢相濟 候まで、 た VJ ひ 被 仕 立 候 共、 地 編 を 以可被 仕事。 
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候內 ほ！ IK 迄 

なるべし 


志 摩 は 前 田 

直 知 三男 孝 

源^に 前 田 

S, 內記 

は 其 子 長 知 

數馬は 直 知 

の 長子 直 正 


七 11 一四 

一 、 鷹 野 又は 遊山 等に 被 骼出候 刻、 下々 の もの 1~ 飯 之 外 無用に 候。 手前 之辨當 も、 さだめ 之 

仕 立に て、 五 人前 か 三人 前 可 被 仕事 0 

一 、 此借錢 相濟候 内、 四 人 年寄 共 萬 事 立 入、 算用 以下 法度 等に せい を 出し 可 中 候。 急 度せ い 

し を 可 被 申 付 候。 借錢 ぬけ 不申內 は、 賄 方 諸事 年寄 共 次第に 可 被 仕事 0 

一 、 知行 內高ニ 千 五百石 別に 代官 を 付お かれ、 此物成 を以借 餞の かたへ 沙汰 可 被 仕 候 事 0 

一 、 家中 知行 高 百 石 取より 應高、 則 百 石に 付て 高 二十 石 宛、 借 錢相濟 候まで 可 致 <&1 力 事 0 

一 、 腹. 眛噌. 肴 以下、 其々 に 舉行可 被 申 付 候 事 Q 

1 、 志 iH 寸借 錢、 長 次郞. 八 兵衞へ も、 高 千 石に 金子 十 枚 苑懸候 様に 可 仕事 0 

一 、 源峯. 內記. 對に T 知行 押 込、 千 石 割にいた し 鬮収に 可 仕 候 事。 

右條々 以御內 意 就相究 候、 被 爲加御 印 候 間、 少も無 相違 様に 尤存 候、 以上 0 

宽永十 一 年 六月 廿 五：！！  奧村 ^ 幡守 易英 判 

前 田 志 摩 守 殿 

〔金澤 文書〕 

以 上 

寺 尾 又 兵 衞是へ 被 下 候 御內々 之 御 帳、 夜前 御 印 被 爲押被 下 候 0 何 VJ か 樣に卸 定被成 候 も、 貴 


殿 樣御心 持 惡敷候 者 成 申 間 敷 候。 急 度 御つ S しみ 被 成、 御借錢 ぬけ 申 候 樣可被 成 3ロ 御內 意に 

御座 候。 折々 は御橫 目な ざ も 被 遣 義可有 候 間、 御 氣遣可 被 成 候。 又 先度 申 上 候 年寄 共、 家中 

より 被 召 仕 候 子 V- もへ、 御 扶持 をお 放 被 成 VJ 申 候へば、 迷惑 可 仕 候。 御手 前 御 借 銀ぬ け 申 迄 

は、 親 共 之 はごくみ に 而被召 什 候 樣に可 被 成 候。 萬 寄 共 御 諫合可 被 成 候。 年寄 共に も 誓 

紙 を させ 可 申 旨 御意に 御座 候 0 中 納言樣 明日 は 御 上洛に 候條、 其 元 御 障 明 候 者、 年寄 共 此方 

へ 可 被 下 候。 猶追而 面 上 之 節 可申述 候、 恐惶 謹言。 

六： IT 廿 八日  奥 幡 守易英 判 

前 志 摩守樣 

人々 中 

七月 十 一 日。 德川家 光 入洛し、 前 田 利 常 之を大 津に迎 ふ。 

〔德川 實紀〕 

七月 十一 m 御 入洛に より、 殊に 行 装 を かいつ くろ ひ、 供奉 上下の 威儀 嚴. I ^たり。 これ を拜せ 

ん どて、 都 §1 近國の 男女、 膳 所より 京まで 立錐の 地 もな く 群集せ り。 大淨へ 人ら せ 給 ふ V- き、 

加贺中 納言利 常 卿拜し 奉る。 まかで、 後、 太 田 備中守 資宗を 御 使，、」 して 慰勞 せらる。 

七月 十 入日。 德川家 光參內 し、 前 田 利 常 之 を 四 脚 門に 迎ふ。 
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七三 六 

〔金澤 市中 古文書〕 

奉書 之 趣 謹而致 戴 候。 來十 八日 就 被 爲成御 參內、 如此跡 衣冠に 而四足 之 御門 迄 可罷出 旨、 

奉 得 其 意 候、 恐惶 謹言。 

七月  松 le- 肥 前 守 

酒 井 讚 岐守殿 

〔德 川责 紀〕 

十八 日 快晴な り 0 辰 刻 御直垂 にて 御輿に めされ、 二 條城を 出御な り。 (中略 )o 仙 中 納言政 

宗. 加 賀中納 言 利 常 卿 以下、 外樣四 =2 以下の 諸 大名 は 小路に 待 奉る。 四 足 門に て 御輿 を かきお 

ろせば、 H 野 大納言 資勝卿 御簾 を まき、 飛鳥 井中 納言 雅官： 卿 阿部 豐後 守忠 秋より 御沓 を受 VJ 

りて 奉る 0 又 資勝卿 御輿のう ちょり 御太刀 を ，こりて、 井 倂靱魚 佐 直 溢に わたし、 御 刀 をば 吉 

良 上野 介義彌 にわた す。 此時月 卿 雲 客 は、 庭 上に 群， ：15 して 拜し 奉る 0 

閏 七月。 前 田 利 常 領內の 草 高 及び 租額を 上申す。 

〔快 草〕 

一 、 加贺國 a 郡總高 四十 四 萬 二 千 五百石 四 斗 五 升 六合、 內 四百 六十 一石 七 斗 四 升 寺社 領。 惣 

田 方 二 萬 二 千 三 廿九町 六 段 二 畝 十五 步、 惣畑方 五 千 七 百 十八 町 五：？ g ニ步、 內 e: 萬 八十 七 石 


五斗 一 升 六合 荒 川 成 0 惣物成 合 十七 萬 四千 三百 七十 四 石 七 斗 六合、 內 二百 石 二 斗 七 升 七 合 寺 

止- ft -、  M^to  It 一  年 甲戌闺 七月 

吉日 松 平 肥 前 守 

一 、 能登國 四 郡 惣高 合一 一十 一 萬 六 千 八 百 九十 一 石 三 斗 五 升 四 合、 內千八 百 七十 三 石 七 斗 七 升 

五合 寺社 領 0 惣田方 一 萬 千 百 五十 一 町 三 段 三 畝 十七 步、 惣畑方 三千 三 SI 八 町 八： g サ 三步、 四 

萬 千 三十 七 石 一 斗 四 升 ral 合 荒 川 成 0 惣物成 合 六 萬 六 千 七 石 七 斗 三 升 七 合 內七百 三 石 三 斗 四 升 

寺社 領、 以上。 Mi 

一 、 越中國 四 郡 物， 5 高 五十 三 萬 三千 三百 六十 一 石 一 斗 九 升、 內百 五十石 寺；^ 領。 物 ^ 田 方 三 萬 千 

六 百 三十 町 四 段 四 畝 十五 步、 惣畑方 三千 九 百 二十 六 町 九 段六鉞 二十 三步、 內九萬 二 ぼ 五十 七 

石 三 斗 荒 川 成。 惣物成 合 十四 萬 七 千 五 •hE 九十 五 石 四 斗 六 升 三 合 五 勺 五才、 內四 十九 石 九 斗 九 

升 四 合 八 勺五才 寺社 領、 以上。 日 御名 

八月 四日。 德川家 光、 前 田 利 常の 所領 を 安堵せ しむ。 

〔舊藩 遺文〕 

加贺. 越 中. 能 登 三 筒國百 十九 萬 一 一千 七 百 六十 石 If 在 事、 任 去慶長 十九 年 九月 十六 日. 同廿 

三日 兩先判 之 旨、 全 爲領知 之狀如 件。 

寬永 十一 年 八月 四日  家  光 判 
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加 賀中納 言 殿 

〔天寬 日記〕 

八月 四日 

1 、 今日 諸 大名 領知御 直 判 被 下 之。 

加 賀中納 ^一一 一口 

加賀. 越 中. 能 登 三ケ國 合 ぼ 十九 萬 二 千 七 西 六十 石 

入 月。 前 田 利 常 京師より 金 澤に歸 る。 

〔三壶 記〕 

將軍家 光 公 御 上洛 之 事 

寬永十 一 年閏 七月 將軍家 光 公 御上 着 被 遊、 1 一條の 御城ね 入御せられ、 此 時內大 ほに 御 任官 有、 

二 條へ還 御被爲 成。 町中.^ 大小の 家に かぎら， ず、 一 軒に 銀 子 百 三十 五.^ づ. /-、 都合 五十 貫目 

被 下 候。 大 坂の 町中 は 先年より 諸 役 等 を 勤け る を、 此時 永代 諸 役 御 赦免 可 被爲成 旨、 町御舉 

行へ 御朱印 を 被 遣。 其 餘慶に ひかれて、 五 畿內近 國賑々 敷、 上下 萬 民大悅 仕、 延喜天 將の御 

代、、」 て も 是には 過 じ，， J、 千秋 萬歲 のこ VJ ぶき nz 夜 止 事な かりけ り。 頓而將 軍 家 は 御 下向 を 被 

成ければ、 利 常 公 も 御 歸國被 成け り。 利お 公の 大津に 御 逗留 之 問に、 御旅？ のうしろ 湖水 中 


g の 腰 は 加 

贺石川 郡 


御着に 京都 

ょリ歸 著の 

意な リ、 故 

に 假 Li 八月 

に 係く 


に 石垣 をつ み 上、 C2 を 被 仰 付、 上に 亭を建 させられ、 子 小姓 Vj も 水 を あび、 御亭へ 上り 御遊 

興 を もよ ほし、 御機嫌 もよ かりし、、」 かや。 大津 にて 御 材木 之 御 目錄相 調、 大工 ； 人に 御 奉行 

付て 大 坂へ 被 遣 候。 何程 は 江戶へ 廻し、 何程 は宮 のこしへ VJ 被 仰 付。 是 は江戶 にて 御成 候 御 

用意 VJ、 玉 泉院樣 九に て 御 露地、 又は 二の丸の 御殿 御作 事 之 御 支度， こ、 後に ぞ おも ひ 知られ 

ける。 先年 御幸の 御 時分、 本國 寺に 御 入 候へ、、，、」 も、 此度は 大渾に 御座 被 成、 毎 B 京へ 御 通 ひ 

なされけ るが、 早速 御歸國 有て、 御 休息の 間 も 御座な く、 玉 泉 院^ 九へ 御 出被爲 成、 御 普請 

被 仰 付けり 0 

人 月。 金澤城 玉泉院 丸の 庭園 を經營 す。 

〔三壺 記〕 

玉 泉 院樣丸 御 普請 之 事 

利 常 公 は 金澤へ 御着の 翌日よ， 9、 御 普請 所へ 每 H 御 出被爲 成、 京都より 召 寄た る 劍左衞 門 £ 

申 山 作りに 被 仰 付、 つき 山. 泉水. 御亭 等の 品々、 前代未聞 成 御 事な り。 能 州より 宮 腰へ 大石ざ 

も 着岸す。 五 百 人 千 人づ、 しゅらに のせて ビら せらる。 其 石 一 つ、 宮のこし道の半途にて^^ 

欠ければ、 其 ま、 于今捨 置きぬ。 御 家中より 植木 共 指 上る。 鶴來 山-二 俣 山. 能 州より 在々 所 

々尋 さぐって、 か りの よき 植木. 石 等 を 取 寄らる、。 御前に おいて 御 直に 被 成 御 普請 なれ 
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ば、 其 日く の舉り を以諸 奉行 勤け る 程に、 惣御 奉行 は殿樣 なり、 人足 は 御 相撲の もの 五十 

人 • 百 人 もの VJ 名 付て、 御 鐵炮の もの Vj もな り、 御 目 通の 外 は 役人 御 小人な り。 此百人 もの 

£ 申 は、 去 寬永七 年に 御 本丸の 御 露地に 御 数寄屋 被 仰 付 0 其 時 御 鐵炮の もの S 內を、 器量の 

よき 若者. ざ も ぼ 人す ぐり、 諸の 足 輕役御 赦免 被 成、 個 源 太郞を }g に 被 仰 付、 御前に て 御 直に 

被 召 仕、 何も 出頭つ かまつ り、 有た きま、 のだて をいた し、 餘り 御念 比 之 ゆ ゑに 大橋 與右衞 

門に 被 仰 付、 一人に 朱 銀 二 ー6 目 宛 御 式 察に て 被 相 渡、 利な しに 被 仰 付ぬ。 是を 式臺 のな げか 

しの 二百 目 銀 ど 申け り。 江11^^<5ぃたし候へば、 中飯 扶持 VJ て 一尺 半の 御 扶持 方 被 下、 出 銀 之 

心 持に 七 俵 米 迄 被 下。 然るに 個 源 太郞、 餘 りに 難 有 被 成 やうな り、 御供 中に 一人 半 扶持の 

もの 又 もな し，、」 て、 一 分に いたし、 半 扶持 取 上ければ、 目安に て 御な げき 可 申 上旨、 百 人 

もの Vj もせん ぎいた しけれ V- も、 うちわより M へ かへ り忠の もの 有て、 それ も 叶 はやなりに 

けり。 然るに 此 人 もの，、」、 御す も ふ 取 五十人、 かるぐ しき 出立に て、 御意に 隨而働 けれ 

ば、 頓而御 露地 出 來す。 其內に 御指圖 も相究 りて、 御 二の丸 千 Eg 敷の 御殿 を 建^させられ 給 

ひ、 御い そぎ 被 成ければ、 古今 無双の 御屋形 今にお いて、 御 材木 等 を 見る に 付ても 類 有べき 

VJ はお も は ざり. t^-h-NO 

〔金澤 古路 志〕 


ォ銀 レ朱 ま- 

銀な リ 


Kn 人 組 者傳話 

三壶 記に 云 々o 此百人 者 VJ 申 者 は、 去る 寬永七 年に 御 本丸の 御 露地に 御 数奇屋 被 仰 付。 其 時 

鐡炮之 者の 內を、 器量 能き 若者 共 百 人す ぐり 出し、 諸の 足 輕役御 赦免 被 成、 個 源太郞 を； 如に 

被 仰 付。 御前に て 御 直に 被 召 仕 ゆ ゑ 何も 出頭 仕、 有 度 儘に 伊達 を 致し、 餘り 御念 比に 候 故、 

大橋 市右衞 門に 被 仰 付、 一 人に 朱 銀 二百 目 宛 御 色事； に 而被仰 渡、 利な しに 被 仰 付、 是 を式臺 

のな げかし の 二百 目 銀，、」 ぞ 申け る。 江 B, 詰 致し 候へば、 中飯 扶持 VJ て 一人 半の 扶持 方 被 下、 

出 銀の 心 持に 七 俵 米 を 被 下。 然に佃 源 太郞餘 りに 難 有 被 成 様 也、 御供 中に 一 人 半 扶持 2 者 又 

ビも なし ，こて、 一人 扶持に 致し 半 扶持 上げ、 れば、 目安に て 御な げき 可 申 上旨、 百 人 共！^ 議 

致し けれ V- も、 內 輪より 個へ かへ り 忠の者 有て、 それ も不叶 成に けり VJ 云 々o 按に今 櫻 木 神 

社の 邊 なる 百 人 組の 組 地 跡 VJ いひ 傳る もの は、 右 佃 源 太郞が 裁許せ し 百 人の 者の 組 地なる ベ 

く 覺ゅ。 今此地 をば 百 人 町 VJ 呼べり ，こぞ。 

九月 十九 日。 加 賀能美 郡 小 松 町の 皮 多に 邸 地を與 ふ。 

〔加賀 古文書〕 

能 美 郡 小 松 三：：： 市 之內、 播磨皮 多 居 屋敷 七 百 六十 六步之 所、 右 御 所 御 指 圖を以 相 渡す 所 如 

件 0 

加賀藩 史料 第二 編 寛 永 十 一 年  七 四 一 


七 四 二 

寬永十 一 年 九月 十九 =  中 村 新左衞 門 判 

吉田 伊織 

播磨皮 多 次 郞左衞 門 

善 右衞門 

九月 廿 七日。 前 田 利 常 幕府より： 止 月 十五 日 以前 發程 參觐 すべ からず との 

命を受 く。 

〔古文 章〕 

急 度 申入 候。 就 江 II； 參上 之義、 早々 國許被 相 立 之 樣被聞 召 候。 然者 正月 十五 日 以前 阔許 被罷 

立 事、 堅 無用 之 由 被 仰 出 候條、 可 被 得 其 意 候、 恐 々謹言。 

寬永十 一 年 九月 廿 七日  堀 田 加賀守 

阿部豊後守 

松 平 伊豆 守 

土 井大學 

加 賀中納 言 殿 人々 御屮 

十 一 月。 京都 紫 野大德 寺の 塔 頭 興 臨院に 修理 料 銀 百 枚 を 贈る。 


〔寺院 來歷〕 典 臨 院由來 書 

一 、 寛 永 十 一 戌年 霜月 使僧秀 首座 を 差 下、 賀 州へ 修理 之條申 上、 銀 子 Kn 枚 拜領仕 候 it &。 

十一 一月 人 日。 能 登 鹿 島 郡 和倉溫 泉に 湯稅 の領收 書を與 ふ。 

〔政 新錄〕  . 

寬永十 一 年分 能 州 和 倉 衬湯賃 運上 銀 子 之 事。 

合 四十 四 匁  但朱封 銀 也 

右 之 銀 子 受取 所 如 件。 

寬文 十一 年 十二月 八日  駒 井 主 膳 印判 

寺 西 若狹守 印判 

卯 辰 木 町之內 孫十郞 かたへ 

十一 一月 十三 日。 加 賀江沼 郡 山中 温泉の 湯稅の 額を定 む。 

〔加賀 古文書〕 

其 村湯賃 運上 之 事、 當夏 金子 三枚に 御請 申 上 候 得 共、 此內ー 枚 被 爲成御 赦免 候 間、 如 跡々 毎 

年金 子 一 一枚 充指上 御 皆 濟可仕 者 也。 

寬永 十一 年 十二月 十三 日  寺 西 若 狹守秀 信 判 
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駒 井宗膳 重 勝 判 

加州 江 沼 郡之內 山中 村 湯 番頭 並惣 一：：：：： 一 

十二月 十五 日。 前 田 利： S 從四 位下 飛驊 守に 叙任 せらる。 

〔天宽 日記〕 

十二月 十五 日 

一 、 前 田 飛 ii 守 利 治 は 中 納言利 常の 三男、 十七 歲 にて 御 家號を 賜り、 從四 位下の 飛 職 守に 5^ 

や。 藩 翰譜、 寬 永系圆 

〔德川 實紀〕 

十二月 十五； wo この 日加 贺中納 言 利 常 卿 庶子 宮松丸 利 治、 從四 位下に 叙し、 飛 職 守ど稱 し、 

御 家號を ゆるさる。  - 

十一 一月 廿 六日。 津田遠 江 守重久 卒す。 

〔li 田 氏 由 絡〕 

一 、 九 世 之 祖父  田 故 遠 江 守重久 

生 國城州 伏 見 城、 幼名 牧之 助、 ；名 與三郞 重久、 平內大 重 碰廿ニ 代 孫 山城 伏 見 城 生 田 新 

太夫 高 重 二 男に 御座 候。 曾祖父 肥 後 守道秀 入道、 祖父 佐 渡 守 元 重 以來、 代 々管領 細 川 家に M 


三 好 家 三 州 

木の ま V 


し、 執權職 相勸申 候。 遠 江 守 儀 は 永祿. 元龜 より 天 正 初 迄、 細 川 晴元. 三 好 家 三 州 大和 守藤英 

推擧 を以、 足 利 將軍義 昭公等 幕下に 馬し、 戰 功に 因り 山城 國三室 卢. 大鳳 寺. 櫃川 三ク 芘を領 

し、 天 正 五 年より 兄 津田兵 庫 頭 遺 知 七 千 石兼領 仕、 明智 光秀に 隨身 仕。 同 十 年 夏 光秀より 暫 

近 江 一 國 給り 候 節、 遠 江 守 VJ 改名 仕、 手勢 二 千餘人 所持 仕 候。 山 崎合戰 後、 紀州 高野山 千 手 

院谷定 光 院に參 籠 仕 候處、 太 問秀吉 公より 蒙 御 召、 伏 見. に 登城 仕、 御 目 見 之 上 地方 三千 石 給 

り、 秀吉公 甥 尾 藤 左 衞門佐 知宣殿 後見 御賴被 成、 筑 紫ね 出陣 仕 候。 其 後 關白秀 次 公ね 爲附、 

御 lii^ 廻 頭 相 勤 叙 惯被仰 付。 文 祿ニ年 高麗 陣御 用意 被 仰 渡砌、 遠 江 守 一組 五百廿 人、 せがれ 共 

平藏. 四 郞兵衞 等 手勢 合 八 百 五十人 有 之 由に 御座 候。 其 節 知行 高 傳承不 仕 候。 同 g: 年 秀次公 

御 歿後、 京都に 一 兩年罷 ffi 候內、 仙f::^^ー正宗殿•福島左衞門大夫正則ょり、 並に 一 萬 石 を 以被招 

候 得 共 辭返仕 候。 於 京都 奧村 伊豫 守 快 心. 橫山 山城 守 長 知 を以御 召に 付、 金澤， に 罷下申 候 Q 

高 德院樣 御代 慶長 元年 八月 十二 日、 瑞龍院 樣ね被 召 出、 越中繩 打之內 を以、 先 四千 俊 之 領地 

被 下 殺。 其 後 御 知行 五 千 五百石 御 引 直 被 下、 大聖 寺御陣 御供 仕、 首 一 級 討 取 申 候。 御先 備， に 

被 遣 候砌、 乘廻候 節 城 中 烈敷鐵 炮打掛 候內、 佐 久間新 五左衞 門膝蕞 に而、 遠 江 守 太股 打 貫 候 

得 共、 落瑪不 仕、 勇々 敷 御 使 相勸。 家 來戀塚 作左衞 門. 野 勘 兵衞. 15 一 叙 取 申 候。 慶長八 年 遠 江 

守 新參に 御座 候 得 共、 御 心安 被 思 召 之 旨 御意に 而、 大聖 寺 11. の 御 丸 御 預け、 御鐵 炮足輕 三十 
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七 四 六 


軍 家 本の 儘 


四 人 被 爲附、 御城 番相 勤、 鐘ケ 丸に 罷在申 候。 同 十四 年 隱居奉 願 候處、 同 十五 年 御懇之 御^ 

を以、 願 之 通 隱居被 仰 付、 御 知行 無 相違 五 千 五百石 二 男 勘 兵 衞ね被 下、 直に 大聖 寺 御城 番相 

勤 申 候。 先達 而勘兵 衞ね被 下 候 新 知 五 百 五十石、 遠 江 守隱居 料拜領 仕、 同 御城 二の 御 丸 下 

黑 門に 被爲 1=3： 候。 大坂冬 御陣、 奥 村 河 內守. 奥 村攝律 守より、 十月 十日 連名 御 陣觸到 來仆、 遠 

江 守 御 本陣 被召述 候。 せがれ 勘 兵衞. 源 右 衞門兩 人ね 手勢 相 添 へ 、 眞田 丸ね 攻寄 高名 仕 候。 同 

H 御 陣勘兵 衞其節 和， M 守、 こ 申 候、 御先 手 被 仰 付 ◦ 遠 江 守 は 近 藤 甲斐，、」、 大 1^ 寺 御城 番相勤 申 

候 。其 頃 隱居名 道 供 VJ 相改申 候。 一 一男 勘 兵衞. 三男 源 右衞門 共、 大坂岡 山 小 返に 一 番に 11 合、 大 

坂 勢 追 崩、 千 貫 堤の 下 迄乘込 申に 付、 家來 共首數 十五 級 討 取 申 候。 右勳 功に 付和 泉 守 兩度三 

千 五 西 石 御加增 に而、 後 一 萬 石拜領 仕、 御 家老 相 勤 申 候 0 三男 源 右 衞門ー 一千 石 御 加 增被仰 付、 

人 持 組に 被 指 加 候。 元 和 元年 一 國 一 城 天下 御 制 法被 仰 波、 大聖 寺 御城 引け. 申に 付、 同 1 一年 金 

澤ね被 召 寄 候。 前年 安土 城寶藏 より 分 取 仕 候備前 海老 背 長 光 刀、 黄金 二百 枚 代 付 有 之 品、 微 

妙 院樣ね 指 上 候處、 黄金 十六 枚 拜領被 仰 付 候 D 其 後陽廣 院^ 御 咄衆被 仰 付 i^。 宽永八 年 乘 

輿 御免被 仰 付 候。 同 十 一 年 十二月 廿 六日. 辆死仕 候。 . お 中に も 奧村河 內守爲 上使、 御懇之 御意 

を以御 小袖 一 一つ 拜領仕 候。 其 外 働 之義、 隊將六 人 二階 堂驗河 守. 軍 家 日向 守 .tl^ 松 左 京. 播州 中 

村 城主 梶原 十右衞 門 入道 々安. 泉 州 家 原 诚主寺 町 仙 助. 松 永 足 輕大將 i 方贺某 等、 甲 首 合 1 1 十 


一 一 討 取、 一 番に槍 を 合 候 儀 三度に 及 申 候。 三 好 細 川よりも 感狀ー 一通 給り 候。 尙 委細 之 谈は竹 

級覺 帳. 先祖 由 來帳等 三 冊 所持 仕、 享保七 年 三月 十五 日 奉 入御 覽候。 緒 本朝 通鑑. 將^ 家譜 • 

大力 問 記. 御 年表 等に 相 見え 申 候。 

寬永 十二 年 

正月 七日。 町人 百姓の 領 外に 出 づる 者に 關 する 法規 を定 む。 

〔慶長 以來定 書〕 

定 

1 、 御 分國中 町人. 百姓に よら や、 或舉 公人、 或爲 日用 取、 他 國ね相 越 候 事 堅 御 停止 候。 自今 

以後 他方， £： 罷出候 輩 於 有 之 者、 其 者 類 親 被處曲 言、 在所 中より 過料 可 被 召 上 事。 

一 、 諸 給 人知 行 所 之內、 田 畠 無 構 者 相改、 如 相 並 給 銀 宛、 當給人 かたへ 可 召 仕事。 

1 、 御國の もの V- も、 あきな ひ 又は 爲 奉公 他 國ね罷 越 候 者、 其 年 切に 可罷歸 旨、 最前より 被 

爲定 il^ 候。 自然 他方に 年 を かさぬ るに おいて は、 諸 親類 共に 可 爲曲言 旨 重 而被仰 出 候條、 急 

度 可 相 返事。 

右條々 被 仰 出 所 如 件。 
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V  ^ は 勞# 


飛 li 守 は 利 

治 


寬永 十二 年 正月 七 = 


七 四 八 

橫山 山城 守 

本 多 安房 守 

金澤町 小 松 町 大正 寺 町 

今 石 動 町 富 山 町 小 町 

境 町 所 之 口町 輪 町 

高 岡 町 

正月 十五 日。 前 田 利 常 去年 その子 利 治の 叙爵せられ たる を 謝す。 

〔天寬 日記〕 

正月 十五 H 

一 、 松 平 飛驊守 元服、 官位 四 品に 被 仰 付に 依而、 爲御禮 加 贺染 五十 端、 屮納 言より 進上、 使 

者 御 目 見。 

正月 廿九 日。 前 田 利 常 江戸に 參覲 す。 

〔富 永 文書〕 

加贺中納言！^^宽永十 1 一 年 亥 正月 十八 日關 ケ 原に 御旅 衍被爲 成 候 節 御 f わ-申 上。 

江 州 醒井御 本陣 松 井新 助 


御供 橫山大 膳 様. 西 尾 単 人樣. 御 賄 青山 又右衞 門樣。 

〔天寬 日記〕 

正月 廿九 H 

一 、 松. 牛 肥 前 守當地 參府に 付、 內藤 伊賀 守 御 使 被 遣 之。 寬永 日記 

〔天寬 日記〕 

一 一月 朔日 

一 、 入御 之 刻 於御黑 書院。 

銀 五 西 枚、 小袖 五十。  加 賀中納 言 

右 當地參 勤に 付 御 目 見、 松 平 出 雲 守 披露 之。 御 日記 

一月 九日。 侍 屋敷 並に 町方の 火災に 關 する 法規 を定 む。 

〔慶長 以來定 書〕 

定 

一 、 侍 屋敷 火事 之砌、 親子. 兄弟. 聱 しう，、」 以下 一 類 之 者、 並 家 來者之 外、 火 本， 2J 懸集 るべ か 

らゃ 候。 若 無 由緒 者 相 交、 道具 以下 取 散 候 者、 火 之番御 奉行 衆 V- して 相 改可有 成敗 事 0 

一 、 町中 火事 之砌、 町奉行 之 外 一 切 火 之 本， Si 罷出間 敷 候。 自然 徒者 町人に 紛有 之付而 者、 見 
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七 五 〇 


十 衬肝煎 は 

後單 LL 十忖 

とい ひ 他 藩 

の大庄 屋に 

當る 


合 次第に 御舉行 衆，、」 し て 可 有 成敗 事 0  , 

1 、 火事 之 場ね、 爲 見廻 使 遣 儀 御 停止 候 事。 

一 、 晝 夜に 不寄、 常々 火 之 用心 堅 可 被 申 付 候。 若 致 無沙汰 火事 出來候 者、 火 本より 過料 可 被 

召 上 事。 

一 、 侍 屋敷. 町方に 不寄、 火事 出 來付而 者、 手前 之 町中より 早速 水 を 持より、 火 之 番御舉 行 衆 

任 下知、 類火 無 之 樣に可 仕 候。 若 町人 於 致油斷 者、 肝 煎 被處曲 言、 其 町中. に は 過怠 可 被 仰 付 

,1 ま- 0 

右條々 被 仰 出處不 可 有 相違 者 也。 

寬永 十一 一年 1 一月 九 曰  潢山 山城 守 

本 多 安房 守 

四月 十日。 能 登 羽 咋* 鹿島兩 郡の 十 村 肝 煎 を 命ず。 

〔眞 館氏覺 書〕 

定十村 肝 煎之覺 

押 水之內 上田 村 加兵衞 

今濱村 七兵衞 


羽 i=- 七十 五村 


同 四ケ內 


同 七 ケ之內 


鹿 島 郡之內 


同 熊 木 

同  島 

右十四人之者：^^っ 十 村 肝 煎 被 仰 付 候條、 

は 可爲如 帳面 者 也。 

寬永 十二 年 卯月 十日 
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菅原村 

土橋 村 

中 川 村 

大念寺 村 

堀 松 村 

目 申す 

ネ Iffir ネ 

尊坊村 

府中 衬 

澤野村 

有 江村 

緩目 村 


行  永 

新兵 衞 

太 郞右衞 門 

竹  內 

喜 兵 衞 

源 兵 衞 

室 ゃ兵衞 

喜 兵 衞 

藤 右衞門 

田 右衞門 

お  53 


成 其 意公備 御用 等無滯 様に 可 相 勤、 與之村 わけ 之義 


因 


七 五一 


兵 


左 


七 五 二 

內 判 

人 判 

近 判， 


能 州 羽 喰. 鹿 島兩郡 在々 百姓 中 

五月 九日。 金 澤町大 に 火く。 

〔政 隣 記〕 

宽永 十二 乙 亥 歳 五月 九日 之晚、 金澤 河原 町 之 後より 出火、 犀 川口 河原 町. 立 町，. 石范 町. 南 

町. 堤 町-尾 張 町. 新 町. 中 町. 寺 町. おが や 町より 田 井口へ 押 廻し、 淺野川 人 持 下 3;;- 敷悉燒 失。 

此時 町中 を 惣構之 外ね 屋敷 替被仰 付、 町 割 等 相 調、 文化 五 年 之 頃 之 如くに 相 成 候： 但 二三 

年 之 內如元 家 造 0 

五月 廿. iQn。 越 中 礪波郡 隠尾 村と 湯 山村との 山 論 を 裁決す。 

〔越 中古 文書〕 

越 中 利 波 郡隱尾 村里 山鄕 VJ 北 峠 相 論 之 儀、 遂穿 候 所に、 右 出入 之 儀 は、 落 村 大助匠 徒を不 

謂 儀 引 催、 里 山 之 鄕中を 書付 指 上申 由、 山村 文 助白狀 仕に 付而、 則 落 村 大助能 4：： 巾 付 候。 然 


な 葛 
る 木 
ベ は 

し 葛 
卷 


上 は 彼 北 峠 之 儀 者、 隱：^^-村持山に相究候。 如 前々 隱尾 村より 支配 可 仕 者 也。 

寛 永 十二 年 五月 廿六 n  葛 木 ml 人 判 

稻葉左 近 判 

越 中 利 波 郡 隱尾村 源 右衞門 

甚五郞 

六月 晦日。 德川家 光、 前 田 利 常に 封國に 就くべき を 命ず。 

〔德川 實紀〕 

六月 晦日。 先に 在 府の諸 大名 交替の： 仰 出されし により、 今：：； 加 賀中納 言 初め 廿六人 を 召し 

て、 就 封すべき 旨傳 へらる 0 これ 大名 四月 交替の 始 なり。 薩、 摩 中納言 はじめ 五十 五 人 は在府 

たるべ き旨傳 へ られ、 岩 城但馬 守宣隆 .11^ 澤 右京亮 政 盛 も 暇 賜 ふ。 日記、 紀 年錄、 Ic^ 永 系 31 

〔德川 實紀〕 

その かみ 諸 大名の 就 封. 在府 どもに、 しか，、」 定まれる ポは なかり しが、 寬永 十二 年 六月に 加賀 

黃門利 常 はじめ 廿六人 をめ して 就 封す ベ しど 命ぜられ、 薩摩黃 門家久 はじめ 五十 五 人 は在府 

たるべし、、」 仰傳 へられぬ 0 これ ぞ諸 大名 交替の 定期 仰 出されし 起 本な り，、」 ぞ。 日記 

七月 人 日。 能 登 鳳 至 郡 輪 島 索 S の 請 取 書を與 ふ。 
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七 五 四 

〔能 登 古文書〕 

請 取 申 輪 島 素 麵之事 

表 は 俵な リ  合 二十 表 は 

右 は 御城 樣爲 御用、 請 取 巾 所 如 件。 

寬永 十二 年 七月 八日  福 田 平 左衞門 判 印 

稻葉左 近 殿 

七月 一 一十 日。 越 中礪波 郡. 隱尾 村の 山 論に 關し 公事 場より 指令 を與 ふ。 

〔越 中古 文書〕 

八 臥 深 峠より 北 者 北 峠 分、 先規 より 隱尾村 支配 仕來之 ぼ、 相手 湯. E 衬文介 書付 之 上 者、 賛 

村 之 山に 相究候 之條、 如 前々 支配 可 仕 者 也。 

宽永 十二 年 七月 二十日  御 公事 場 印 

人月廿 六日。 伊豆 及び 江戸に 遣 はす 奉公人に 關 する 法規 を定 む。 

〔慶長 以來定 書〕 

來 te. 江戸 御 

§1 請 中と は 

江戶城 外郭  ズ 

^^^s 1 、 當年 伊豆山. 江 US 遣 候 •； 年 切 之 奉公人、 侍. 小者に 不寄、 來年 江戶御 is 中 は 不相替 可 


召 仕 候。 然上は 請 人手 前、 如 當請狀 可 令 栽 許 事 0 

一、 來年ー 記 居 之 役人、 侍. 小者に よらす、 當年 十月 中に 金 澤ね罷 出、 奉公 之 年月 可 相 究候。 

然ば 十二 ヶ月 之 給 銀、 上 之 小者 一 人に 付 二十 目、 中 之 小者 ku 十 匁、 下 之 小者 百匁 宛た るべ 

し。 至來春 者、 一 年 切 之 奉公人 不可 及 取沙汰 事。 

一 、 月 切に 相究候 小者 は、 一 ヶ月に 付 而給銀 十三 匁 宛 可 遣 事。 

一 、 諸 給 人知 行 所 之 kn 姓、 不構 田帛者 相改、 來年 江戶御 普請 中 可 召 仕。 給 銀 右 同前 之 事。 

一 、 最前 如 被 仰 出、 御 分國之 もの、 或は 號金 掘、 或：！： 用取爲 奉公、 他國，£;罷越候^?„-御停止候。 

若 此巳前 他 國ね相 越 もの 有 之付而 は、 當 年中に 急 度 可 召 返 候。 無沙汰に おいて は、 當村之 肝 

煎 並 十 村 可 爲曲言 事。  .， . 

右 所 被 仰 出 如 件 Q 

寬永 十二 年 八月 廿 六日  橫山 山城 守 

本 多 安房 守 

三ケ國 宿々 高 礼 一 枚 宛 

人 月。 金 澤寶勝 寺 千 岳、 如来 寺玄 文と 宗 義に關 して 論爭 す。 

〔三 ま 記〕 
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寬永 十二 年 六月 上旬 之 事 成に、 金澤 御^ 廻 之 內飯尾 權右衞 門 妻女 卒去す。 淨土宗 なれば、 卯 

辰 山の 如來 寺に て 葬送す 0 權右衞 門 は禪宗 にて、 贅勝寺 之 檀那 也 0 殊に. C 者 は 前 田 出で： ム姪也 0 

千 岳 殿 出 雲 殿，. J 念 頃な り、 日； 那也、 旁よ しみ 有に 付 千 岳 諷經に 出ら る so 如來 寺.^ 文 和尙は 

C 者の 導師に て、 引導の 畢に喝 を 高 聲に唱 へて たいまつ なげかけたり、 千 岳 聞いて、 淨 土の 

一喝 珍 敷 事 哉，、」 思 ひながら 歸寺 せらる，^。 一七 日 は如來 寺に て 法事 執行、 二七日に 飯 ：！；^ 權右 

衞門 宿所， は 千 岳 和 尙を請 じ、 法事 執行し、 小齋を 施し、 茶の 上に 咄 になる。 千 岳 語りて 曰、 

惠照 は懷敝 一 今度 如來寺 一 喝を 示す、 是に 二つ の 遠慮 有。 禪 家に 唱る 一 喝之 事、 初 祖臨濟 患 照禪師 より、 

代々 血脈 傳受 を以 我が 宗に 一 喝は 行す、 尤 秘法 どす 0 然るに 如來寺 他の 妙 語 を かり 用 ゆるに 

や、 我 眼前に 有 故に 拙 僧に 聞かし めん，、」 て、 廣 言に 言 哉らん、 兩棧 共に 邪氣 のいた す 所 也。 

正道に 非す。 引導の 儀 は 指 置て わが 廣言 を專 にす、 沙門の 上に 嫌 ふ 所 也。 我 知 我 見 我 愛 我慢 

は 諸 法に いまし むる 所の 根元 也。 支 文は隨 分の 談議坊 ま 也。 然るに 依て 典に 乘 じて 我 ま、 の 

氣出來 す、 1^ に 法の 邪魔 ど 言 ひつべ しど 物語いた しければ、 權右衞 門 はさ も 有べ き VJ 挨拶 なれ 

f、 座中に 淨土宗 有、 G 者の 召 仕の もの 如來 寺の 旦方 にて、 頓而 如來寺 へ 参り.^ 文に 語り 

て 云、 千 岳の 權右衞 門 方へ 參 りて、 一 喝の 謂れ 物語りの 上に、 淨土宗 は 邪 魔 外道い 法 どい は 

れ たり。 一喝 VJ 云 事 は 難 有事に て 候哉ビ 語りければ、 如來寺 俄に 氣色變 りて、 千 岳の 資 僧坊 


主め が 何 を 知り 申さん、 三 體詩. 江湖 集. 風月 往來 杯讀覺 えて、 兒 童に 敎 へて 世に もてはやす 

なり。 1 切 衆生 成佛の 他力 大乘の 事 は 何，. J 知べ し、 大海，、」 一 満水 の 相違 也、 中々 の 事 を 申 

す 小僧め や VJ、 散々 に 高聲に 怒りければ、 はや 方々 に 取沙汰す。 去れ 共 指して さた もなかり 

ける に、 頓而 八月 上旬に、 時 正の 頃に 成て、 彼岸の 初日より 結願の 畢迄、 千 岳 誹 誘 之 談議止 

む 事な く、 聽 衆に 向て 惡ロ千 萬お も ひの ま 、也。 每 日の 聽衆 方々 にて さんだんす 。互に 淨土. 

禪宗 へだてに 成て、 武家 町方 所々 家々 にて 批判 宗論夥 敷、 木刀 を 以てた、 き 合 ふ 所 も 有、 男女 

の 間に 申 分 出來し 離別す る 者 も 有 。歷 々の 參會 にも、 この 如 來寺. 千 岳の 咄 申出す ま. S 一 嘩の基 

なり，、」 て、 遠慮して 止みに けり。 千 岳より 度々 使 僭 を 以て 論談に 及ばん ど 申 遣す。 宗論を 企 

て 是非 を 究めん， こ、 御 老中へ も 相談 有 けれ 共、 江 戶の御 普請に て 兩殿も 在 江 11^ なり、 宗論之 

儀 は 江戶， S1 言上し、 御 下司に 依て 判者 を 呼び 下し、 其 上 之 沙汰 也。 去 V- も大 權現樣 より、 天 

下の 宗論御 制 禁之事 也。 其上敎 相の 法に は、 他 を そしり 我が 宗を 建立 せん， こ、 愚 味の 尼 入道 

を 濟度利 生す る 所の 法 なれば、 千 岳 等の 輩 聞 立て 宗論 せん 事 幼童の 機に 似たり、 構 ふ 事 有べ か 

らゃ VJ て、 公儀の 沙汰 は 止み けれ V- も、 下々 に は 餘事を 止めて 此 沙汰の みに て かまびすし 0 

千 岳兩度 書札 を以、 如來 寺へ 問 礼す，、」 い へ ざ も返簡 なし。 然るに 依て、 千 岳 近日 如來 f 计ゎ懸 

入て 問答 せん， こ 有よ し、 世間に 其 沙汰 かくれな く、 如來 寺に は、 愛 は，、」 云談議 坊主. 口 明 V- も 
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寄 合て、 我に 任せ 人に 任せ，.」、 聖敎闕 疑 明 目 等 を 開き、 祖師の 言 句 を 書 出して 待 受る。 か、 

る 所に 千 岳 は、 普 明 院に咄 のために 乘物を 催す。 す は 千 岳 こそ 如來 寺. £： 發 向す，、」、 佥澤 中の 

僧俗 如來 寺ね 充満す 0 如 來寺も 誠 VJ おも ひ、 一宗 悉く 來 集す。 千 1» は 何の 心 もな く、 金. 座 

かたより 歸寺 致されければ、 淨土宗 に は 千 岳 隠して 半途. より る、、」 沙汰す。 七十 五：：： も 過ぎ 

ける にや、 ひし、、」 其 沙汰 止みに けり。 

九月 一 一十 日。 前 田 利 常の 女 滿姬、 廣島 侯淺野 光晟に 嫁す。 

〔前 田家 雜錄〕 

I 昌 院は滿 一 、 自 吕 院樣 松-中 紀伊 守光晟 卿へ、 大欲 院様爲 御 養女 被 遣、 加州より 高 ST- 太夫 吉野三 左 

衞門. 入江 長 兵 衞被爲 附也。 

て 後 紀伊守 -,5, 、！'  fli 

たり  〔德 川赏 紀〕 

九月 二十 no 加 贺中納 言 利 常 卿 女子 を、 松 平 安藝 守 光晟に 嫁せ しめらる。 此 女 は 御 姪なる 

を、 御、 枘子 のよ しにより 本 城よ. り發輿 あり。 酒 井 樂雅頭 忠世輿 添、 高 カ攝、 守忠房 z: ハ： f  S 役 

• をつ VJ め、 大番士 扈從す 0 日記 

〔天宽 日記〕 

F  ,  九月 二十 n  ！  t  t  " 


一 、 午後 刻 松 平 肥 前 守 息女 松 平 安藝 守 所 嫁娶有 之。 御城より 輿 出、 輿添洒 井雅樂 頭、 n ハ： f 之 

役 高 カ攝津 守、 並 大御番 衆 十二 人 列 行 之。 右 之 息女 雖爲御 娃子、 御 養子 准、 依 被 成 如此云 々o 

寬永 日記 

〔新 山 ffl 畔 書〕 

一 、 當年 微妙 公の 姬君 g 姬 公方の 御養 子分に 被 成て、 安藝 侍 從光晟 主 へ 御 入 輿、 諸事 

公義より 御 取 持 也。 首尾 能事 濟。 自御國 高 3£ 善 太夫. 粟田 三 左 衞門を 被附、 人 江 長兵衞 を初數 

輩 又 被附。 二 代 G 御緣 者ぐ」 云。 n 聽 t 拠 g 魏 。ば 高 

九月 廿ー 一日。 前 田 利 常 • 光高 登城して 滿姬の 婚儀の 終れる を 謝す。 

〔德川 赏紀〕 

九月 廿 二日。 松 平 安藝 守光晟 婚姻 を 謝して、 備前 正恒の 太刀. 時 服 二十. 銀 W: 枚献 す。 御盃賜 

ひ、 二字 國 俊の 御 刀. 齋村^ 宗の御 脇差 を 引出 ものした まふ。 加 賀中納 言 利 常 卿. 筑前守 光高 

も拜 謝し、 淺野 因幡 守 長 治 並 利 常 卿 光 晟が家 司 等も拜 謝し 奉る。 nisi 

〔天 寛 日記〕 

九月 廿 二日 

1 、 於 御座 之 間 松 平 安藝 守 御 鱧、 御 服 二十、 銀 百 枚並備 前正恒 御太刀 進上 之、 則 御 }^顶 戴 之 
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上、 御 腰 物 御 脇差 雄 I 拜領 之。 御 祝 濟返座 之 後、 於 同席 松 平 肥 前 守 • 同 子息 筑前守 御 

禮 0 是 一 昨日 祝言 之 御 f お 也 云々。 宽 永日 S3 

其 後 御 黑街院 出御、 淺野 闲 幡御目 見、 次 安蕩守 家老 兩 人並 肥 前 守 陪臣 兩輩御 目 見仕羅 of 水 日 SSi 

九月 廿九 日。 靑地四 郧左衞 門 元 珍 残す。 

〔青地 氏 由緒〕 

一 、 八肚之 祖父  靑地先 四 郞左衞 門 元 珍 

父 駿河守 於 坂 本 戰死之 節、 稱 千代 壽丸ど 申 候。 從信長 公忠 節 之 皆預 御感。 元龜 元年 父 造領無 

相 途被仰 付罷在 候處、 天 正 十 年 信 長 公 御 生害 之 節、 明 智日 向 守 弑逆致 徒 黨候由 浮 說有之 候 得 

共、 無 其 儀 趣 明白 申 分 相 立、 從信孝 卿 御 判 物 戴 仕、 今以 所持 仕 候。 然れ共 信 孝 卿ね 御馳走 

申 上、 柴田勝 家 等 へ 合 林 仕 候に 付、 秀吉 公之 背 御意 致 浪人、 蒲 生飛驟 守氏鄕 父方い ど こに 付、 

1 萬 石 合力に て 奥州 會津 に罷在 候處、 蒲 生家 身上 致 減少、 慶長四 年 瑞龍院 樣ね被 召 出、 御 知 

行 二 千懐拜 領仕罷 在。 微妙 院樣 御代 大坂御 合戦 之 節 御使番 相勸、 寬永 十二 年 九月 廿 九日.；； g 死 

十月 七日。 德川家 光武 蔵 板 橋に 狩し、 前 田 光高 之に 從ふ。 

〔天寬 日記〕 


十月 七日 

一 、 於 板 橋 有 鹿 狩。 東武編 年耍錄 

一 、 巳 上刻 板 橋 山， 2 爲御狩 出御。 松； 牛 越後 守. 松 平筑前 守. 細 川 越 中 守. 御咄之 衆. 御 譜代 之 

衆. 御 近習 之 衆 面々 並 年寄 中 供奉 也。 大御番 衆. 御 弓. 御 鐵炮之 衆 は 勢子の 爲、 昨夕より 御先， s: 

被 差遣 之。 御 書院 番衆. 御 小姓 組 は、 大 塚より 御馬の 先へ、 一 組 切に •£ir 上に 而 一 行 被 遣 之 Q 於 

狩 場 は 御小將 組. 小 十 人 組 之 御 步行衆 御 左に 列し、 御 書院 番御 右に 並居 畢。 

一 、 鹿 五 百 餘頭留 、此內 江 町中に 被 下 之。 右 終 而於彼 地 害 一之 御 膳 被お 上、 申 下 刻 還 御 也 0 猷 

廟 B 記 

一 、 杉 浦 武兵衞 政 淸板橋 山 御 狩 御番、 十文字 槍に 而猪を 突留む 0 家譜 

一 、 杉 浦 八 太夫 勝 重 板 橋 山 御 狩に 御供、 十文字 鎗に而 猪 を突留 む。 家譜 

一 、 台駕出 板橋獵 鹿、 細 川 越 中 守 忠利依 命 奉從之 大 猷公假 所持 之檢 忠利提 之、 縱殺鹿 一 頭。 細 

川 家譜 

八 日 

1 、 昨 H 御 狩 之 鹿、 御供 之 諸 大名 並 近習 之 物； 娘 不殘被 下 之畢。 献廟 日記 

〔□ 歲紀 聞〕 
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宽永 十一 一 亥 寬文四 年より 三十 年 以前 

1 、 陽 廣院様 二十 一 之 御歲。 

六月 二：：： 安宅 九 御船 御遊 之 刻 供舉。 

十月 七 n 於 板 橋 鹿 狩 供奉。 

〔竹 園雜 記〕 

大猷院 様 板 橋 邊迄御 狩の 砌 光高 樣供事 

宽永 十二 年 八月 家 光 公、 武州板 橋 近鄕鹿 狩に 出御 被 成に 付、 八 里 四方 2 鹿 を 追 廻し、 三 里 四 

方大 番頭 組 並 其糾子 相懸、 頭 は 道具 印 を 付 前に 立、 挾 箱に 腰懸 、装束お も ひくに 出立たり Q 

大名 小名 共に 供奉す。 装束お も ひくに 奇麗 美麗 筆力 も 難 及な り。 大竹 にて 垣 結 廻し、 御 三 

卿 御  一 n がた 供舉、 其 埒の內 へ かせぎ を 追 入 わ、 討^ 突留被 成け り。 光高 樣は御 秘藏の 三 洞 

の 御 腰 物 ど 祐定の 御 腰 物 也。 中納 言^より 御拜領 也。 其 時分 今 枝： 部、 御 腰 物 は 何 を 御 指 可 

被 遊.、」 相 伺候へば、 光高 様 御意に は、 兼 可 然，、 J 思へ V- も 是は新 身なり、 晴成 場へ 用捨 也、 祐 

定を御 指 有べき，、」 て、 其；：：： は 祐定を 御 指 被 遊 也。 於 狩 場 鹿 一 つ、 光高 様の 御前 を かけ 通る 所 

を、 祐定の 御 腰 物を拔 打に 一太 刀に 御 切留被 成、 光高 樣御 満足 被 遊 也。 則 公方 樣 VJ 光高 樣御 

手 を 引合、 御機嫌 能 御 咄被爲 成。 然して 還御已 後、 光高 樣 に 利 常 樣へ御 越、 御 狩の 御樣子 


御物 語の 序に、 御前より 被 下 候祐定 にて 鹿 一 頭 切留申 候、 公方 樣 にも 一 入御 機嫌 能 被 成 御座 

候 旨 被 仰 上 候 得 者、 中納言 様御悅 にて、 我等 陣刀 にせん VJ 思 ひ、 七 度 迄た めし 候處 に、 いつ 

も 切味よ き 故、 其方へ 相 贈り 候 ほ 被 仰 也。 其 時 光高 様 鹿 一 っ御鏠 にて 御 突 通 被 成 候 時、 御 

しほく びより をれ、 鹿 先へ ぬけ 候へ 共、 末にて 死 候，、」 て、 御鎚を 上げに 御 小人 頭 牧野 金 助 御 

屋 舗へ 持 參仕申 候。 細 川 越 中 守 殿 陣刀御 措な く、 あら 身の 物 切 御 指 候 故、 鹿 御 切 候へ 共切れ 

不申 候。 光高 樣御陣 刀 大物 切、 江 1!^ 中 感申候 ◦ 御 狩 場へ 諸國の 家老 共 御供に 參候處 に、 公方 

樣御目 見 有 之 か， こ、 はなぐ 敷 出立、 美々 敷挤 也。 殊更 小 栗 五 郞左衞 門 は、 すぐれて 花々 敷 

有樣 也。 今 枝 民 部 は 如何 存念 有 之 哉覽、 目に 立たぬ 樣 にくす みたる 装束に て 出け る は、 猶 一 

入 見事 也。 其 外 は餘り 花やか 過て 見 苦 かりし なり。 諸人 民 部 を 思案 ふかし どて 譽 たりけ り 0 

井伊 掃 部 殿 は 紅梅 栗毛の 馬に、 あかき 押 懸之絨 に、 朱 鞍. 朱鏺. 紅の 手綱、 其 身の 出立 も 赤き 

小袖 狸々 棑の 羽織 也。 是は御 親父 兵 部 殿、 いまだ 萬 千代 ど 申 時、 權現樣 の 仰に て、 武田信 i 

公の 內に 小幡 山城が 赤備 を、 萬 千代に 被 下し ど 被 仰た るを覺 て如此 なり ど、 諸人 感じ 人に け. 

ho 立 花 飛 it 守 殿 は老姊 なりけ るが、 美々 敷 出立に て、 長 一 尺餘 り五寸 廻りの 竹の 筒 二 本腰 

にさ、 れ たり。 光高 樣其竹 は 何の 爲に候 哉 VJ 御尋被 成ければ、 老人 故 切の 時の 爲に、 水 を 

入 持 申 候よ し 被 仰 也。 定而酒 にても 有哉覽 VJ 上下 申 あへ り。 誠に 老功 也 VJ 諸人 感候 也。 
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BtSi は 前 田 

綱紀の 言 *J< 

なり 


同年に 享保 

五 年な リ 


〔夜話 之抄〕 

1 、 或 云、 大猷公 板 橋に て 御 鹿 狩 之 時、 筑州公 供奉 被 成、 紹鐵 御供に 候す e 御 腰 物 之 sKt 談 

合の 節、 御 持 場 之 事に 候 得ば、 新 身 可 然旨紹 鐵被申 上。 陽廣院 殿、 我々 軍 中に て 自身 切 合義 

は 有 間 敷 也。 か 樣の時 古 身 を さし 候 はで、 いつの 用に か 立 候 哉、 助 眞可然 どて、 御 陣刀を 被 

爲帶。 紹鐵 感興し 奉りし なり。 助 眞は備 前 一 文字、 御 家 之 什物な り。 

〔松 雲 公 夜話〕 

一 、 大猷公 板 橋 邊猪鹿 狩 之 時分、 諸 大名 御馬 上の 邊に步 にて 御供 被 仰 付 候。 陽廣 院^に も 御 

同事 也。 其 時 陽廣院 様、 御 腰 物に て^ 一  つ 御 留被遊 候。 かなた こなた 御 步ハ打 之內、 御 わらん 

じち ぎれ 申 候處、 御 腰に 被附候 草鞋 被 取 出、 御自身 被召替 候御樣 子、 大献公 はやく 上覧 被 遊、 

御 若き に 御 奇特 之 御 心懸、 御 感じ 被 思 召 候。 即 上意 御座 候 旨、 享保ニ 年 六：！： 拜！！ 仕 候。 

〔松 雲 公 夜話〕 

一 、 大猷 院樣板 橋邊に 於て 猪 鹿 御 狩の 時分、 諸 大名 御步 にて 御供 也。 陽 廣院樣 に 茂 御 歩い 御 

供に 御座 候。 其 御 時 丈 木の 御 腰 物 御 帶被遊 候。 即猪 一： 頭 御手 自 御^被 遊 候 旨、 右 n? 年 六月 十 

二日 御意 也。 

〔松 雲 公 夜話〕 


同日 は享保 

五 年 六月 十 


一 、 大猷院 樣右之 節、 御 旗本 御手 廻 等 何れも 長刀な，，、」 拔身 にて 大勢 込 合 申 中 を 、御-お 上に 

而御馳 廻り 被 遊 候。 其 時 板橋邊 二三 里 四方 を、 御 譜代大名 並 御 旗本 小身 之 衆 迄 茂、 身代 當り 

に 猪 垣 被 仰 付、 即其身 人數召 速、 其 垣 G 外 を 固め 被 仰 付 候。 御 家お 御 心安 御 出入 被 成 候 土星 

忠兵衞 殿 も、 垣 八 九 尺當り 申に 付、 自身 固めに 罷出有 之、 右 之 樣子拜 見 之 由 被 ゆ 上 候 段、 右 

同日 御意 也。 

-月十 A 日。 加賀 河北 郡の 出 銀 *锹 役 米に 關 する 手續を 令す。 

〔加賀 古文書〕 

定 

一 、 當年 河北 邵中出 銀 之 役、 家 一 間に付參匁充可申付^3?-0 

一 、 跡々 十 村 肝 煎 取 來候鍬 役 米、 出 申人數 之義、 無 相違 樣に 一 組 切に 帳面に 記 可 指 上 事 0 

一 、 去年 被 召 上 候 十 村 肝 煎 共、 手前 爲御 扶持 被 下 鍬 役 米 之義、 公儀に 被 召 上、 fa 姓 等 入用に 

可 被 遊 候。 併 先 十 村 之 內無恙 十 村 肝 煎 被 仰 付 者 共之義 は、 去年 之餓役 米之內 半分 可 被 下 候條、 

是又 帳面に 記 可 指 上 候 事。 

右當 0: 中に、 出 銀 並 鍬 役米兩 年分 帳面 可 指 上 者 也。 

寛 永 十二 年 十月 十八 日  勘 兵 衞判 
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加州 河北 邵 十 村 肝 煎 中 

十 一 月 四日。 是 より 先 加 賀藩始 て 町人に 用金 を 課し、 此日稻 葉 左 近 命に 

應 じたる もの を嘉 す。 

〔金澤 文書〕 

今度 者 其 元 町 衆へ、 當家御 三代 初而御 無心 被 仰進處 に、 何れも 馳走 之 ぼ 御 満足 之 由 候。 委曲 

堀 三 郞兵衞 迄 一 左右 拙者 方より 御 書 狀申候 。中に も 一 廉 精に 人 候 衆之義 も、 定而可 入御 耳 候、 

可 心安 候。 猶田屋 土兵衞 口上に 可 被 申條、 不能 細筆 候、 恐 々謹言。 

寬永 十二 年 十一月 四日  稻 左 近 名 判 

かね や 宗 一 一 殿 

かみや 德 庵 殿 

越 前 や 宗 壽 殿 

越 前 や 孫 兵衞殿 

天 种 座 彥四郞 殿 

天 种 座 二 郞兵衞 殿 

十一 一月 五日。 能 登 羽 咋郡寶 達 金山の 裁許 役 を 命ず。 


- -の 文書 は 

年 號> ^明の 

むの なれ ど 

も 技に 附載 

す 


！ 酉 竹 酉 


〔諸家 文書〕 

かな 山寶 達の もの 共、 是 以後 其方 裁許 被 仰 付 候條、 諸 華 在々 並に 可 致 候、 以上。 

亥十二 月 五日  津田宇 右衞門 判 

吉田村 次 右衞門 

〔諸家 文書〕 

寶達 金山く わ 役 之 儀、 十五より 六十 迄 男 分 一 人に 米 一 舛充取 可 申 候、 以上。 

八月 朔 R  林 甚介判 

吉田村 次 右衞門 

右吉 田 村 次 右 衞門十 村 役 之 時分 御 入 紙面、 河原 村長 兵衞 方に 在 之、 寫置。 

十一 一月 六日。 走 百姓 •  土木 • 貸借 • 衣類 等に 關 する 法規 を 追加す。 

〔慶長 以來定 書〕 

新 追加 

一 、 走 百姓 行衞 不知 內者、 最前 如御定 未進 米 並 田地 策 配 之 儀、 其 村 組 中 VJ して 可 爲鈸許 候 0 

自然 他 組ね 罷越、 隱 居候つ ゐて は、 後日に お なても 聞 出 次第に、 右 之 走 百姓 未進 米 以下、 隱 

鬵候宿 人に 組 中，、」 して 並 可 出 之 事。 
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一 、 .HiTal 姓 居 在所 之 儀 者、 組 中 か S り 米 之 外、 爲 過怠 屋前 一 間に 付而米 一 俵 宛、 公儀に て 被 

召 上 事。 

一 、 走 百姓 在所 於 後日 も 知れ 申付而 者、 隱置候 宿 人並 走 百姓 共に、 最前 如御定 死罪に 被 仰 付、 

其 村 中之義 者、 爲 過怠 屋前 一間に 米 一 懐 宛 公儀ね 可 被 召 上 事。 

一 、 御 分國中 在々 百姓 等、 金山， £： 罷越候 儀 於 有 之 者、 年中に 可罷歸 3:1、 十 村 肝 煎 手前に てし 

まり 仕 可 遣 候。 若 不念之 仕 合 於 有 之 者、 肝 煎可爲 越度 事。 

一 、 走 姓 御國之 金山， に 罷越隱 居候 付て は、 其 村 姓 聞 出 次第 十 村 肝 煎， S 相理、 公儀ね 可 申 

一 、 往還 橋々 之 儀、 道 舉行衆 吟味に て 人 用 之義、 御 郡 打 銀 之 內を以 、御 算用 場より 可 相 渡 候。 

並 往還 作 之義、 是又道 奉行 村々、 當 分宿々 並近邊 在々 ね、 年中 日用に 相 極 可 被 申 付 候。 nn 用 

代 銀 之義、 打 銀 之 內を以 御 算用 場より 可 遣 事。 

一 、 御 代官 衆 並 給 人 衆 下 代、 百姓に たいし 非 分 之 儀 有 之付而 者、 御公領 之義者 上代に 申理、 

給 人 地 之 義は其 主人に 可相改 候。 -ぉ 承引 無 之 付て は、 公 俄ね 可 申 上 候。 付、 右下 代 共 在々 に 

て 賄 候 儀、 最前 如御定 一 汁 一 菜た るべ し。 自然 御定 之外贿 化に 付 而は、 下 代 .ぉ 姓 共 可爲曲 


一 、 御 代官 衆 並 下 代、 分 之 銀 米、 手前 之 御 代官 所ね かし、 御 納所 不相濟 巳 前に 於 押 取 者、 

可爲 越度 候。 假給 人たり，、 -も、 收納 以前に 自分 之 借 米 押 取 候 事 御 停止 候。 納所 以後 之 義は可 

爲相對 事。 

一 、 在々 百姓に 出合 候 時分、 一汁一菜、 酒 者に ごり 酒 を 可用 候。 不應 分際 洒騎求 候 i^、 可爲 

曲 言 事。 

一 、 在々 西 姓 常 衣類 之 儀 者、 自今 以後 布. もめんの 外 一 切 御 停止 候。 伹、 女 之 儀者紬 御赦， お 

之 事。 

一 、 十 村 肝 煎 並 村 肝 煎、 背 御 置目禮 儀？ 鼬 物 を 取、 小百姓に 非 分 之 儀 申懸に 付て は、 礼 證據公 

儀ね 可 申 上 候。 應其品 御 褒美 可 被 下 事 0 

一 、 平 夫 御 普請 之 儀 者、 人足 を以 可相勸 候。 若 程遠 在所、 日用に 直 申 度 由 達 而申理 に付而 者、 

其 村 之 奉行 人相 理、 組 中 十 村 肝 煎 共に 申 聞、 其 上を以 日用 人 一 一人 無 懈怠 樣可仕 候。 自然 肝 煎、 

私，、」 して 銀 子に 直し 取 込 申に 付て は、 可 爲曲言 事 0 

一 、 十 村 肝 煎. 衬肝 煎、 銀 米 組 中ね 借、 御 納所 以前に 於 押 取 者、 可 爲曲言 事。 

右條々 不可 有 相違 之 旨 被 仰 出 候 間、 可成 其 意 也。 

宽永 十一 一年 十一 一月 六 B  奥 村 因幡 守 

加賀藩 史料 第二 編 寬永 十二 年  七 六 九 


七 七 〇 

津田 勘兵衞 

葛 卷ぉ人 

十一 一月 十 人 ：n。 加賀 河北 郡 竹 橋 村の 郡 役 を 免除す。 

〔圃初 遺文〕 

御 分 國中宿 役. 郡 役、 兩樣相 勸候宿 無 之處、 竹 橋 村 迄 兩役仕 候 儀、 致 迷惑 旨现申 上に 付而、 郡 

役 之 儀 者 御 赦免 被 成 候 之條、 可成 其 意 者 也 0 

寬永 十二 年 十二月 十八 日  因  幡判 

勘兵衞 判 

隼  人 判 

河北 郡 竹 橋 町中 

寬永十 三 年 

正月 八日。 德川家 光江 戸城 惣郭の 造 營を前 田 利 常 • 前 田 利 孝 等に 課す。 

〔德川 實紀〕 

正月 八日 江 城 惣郭の 營造此 n より 始めら る 所、 天氣 快晴に て、 天意 人望に 應 するどて、 殊 


に御氣 色うる はしき 3:1、 此事 奉る 國持 大名に 奉書 を 下さる。 此經營 どい ふ は、 惣郭の 石壘西 

國. 四國. 中 國の諸 大名、 城 構 物 ^ 堤 は關東 並に 奧 羽の 大名に 課せら る。 大目 付 柳 生 但^ 守宗 ffir 

作 事 奉行 佐久間 伊豫 守實 勝、 町奉行 加々 爪 民 部 少輔忠 澄. 堀 式部 少輔直 之、 普請 舉行朝 比 A 小 源 

六泰 勝、 書院 番駒井 次 郞左衞 門昌保 これ を舉 行す 0 先 石 壘經營 を 奉 はる 輩 を 六隊に 分つ。 第 

一 は 加 賀中納 言 利 常 卿 一 家に てこれ を 掌る。 第二 は 松 平 伊豫 守忠昌 を總督 どして、 松； 牛 長 門 

守秀 就. 松： 牛 大和 守 直 基. 松 平 土 佐 守 直 良. 本 多飛驛 守成 重. 九 鬼 式部 少輔 隆季 これに 嵐す o( 中 

略)。 升形 を 奉る 輩に は、 虎門 鍋 島 信 濃 守 勝 茂、 御成 橋 は 細 川 越 中守忠 利、 喰 違 は 生 駒 岐守 

高 俊、 赤 阪は松 平 右衛門佐 忠之、 外 趣 町 口 は 松 平 長 門守秀 就、 市 谷 は 森內記 長繼、 牛 込 口 は 

松" 平 阿波 守 忠英、 小石 川口 は 松； 牛 新太郞 光政、 筋 違 橋 は 加 賀中納 言 利 《=s 卿、 淺草ロ は 松 卒$: 

豫守 忠昌、 溜池 櫓 臺は松 平 勝 五郎 之 を 築く 0 城濠疏 驚の 事 奉る 輩 を 七隊に 分つ。 第 一 は仙臺 

中納言 政宗卿 一家に て 他家 を 交へ す。 (中略)。 第 七 は 酒井宮 內大輔 忠勝隊 首， こして、 丹羽宰 

相長^5|.堀丹後守直寄.卢澤右京亮政盛.井伊兵部少輔直好.前田大和守利孝.土方彥三郞雄次. 

堀 淡 路守直 升. 酒 井 長 門 守 忠重屬 す ◦ 

〔三壺 記〕 

寬永 十二 年に は、 江 戶 の 曲 輪の 惣構 橋臺は 石垣に て、 未だ 手 も あは ざれば、 天下の 諸侯へ 御 
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頼に て、 一 つ 橋より 雑 子 橋. 神 田 橋. 常 盤 橋. 吳服 橋. 鍛冶 橋. 数寄屋 梳. 姬橋. 幸梳 迄の 堀 之內、 

皆 石垣に 丁 場 迄 割付、 國々 より 奉行 人足 群集して、 つき 立 出 來す。 加贺阔 より、 右 之 外に 筋 

違 橋の 桝方を 石垣 つ き 立 被 成ければ、 利 常 公 • 光高 公. 利 次 公. 利^ 公、 毎日 御^ 請 場 へ 出さ せ 

られ、 手々 に 手 木 を もたせ 給 ひ、 手 木の 柄 を疆々 棑 にて 卷 きに けり。 加州より 人 持. 物 如. 小 

零 行 數多罷 越す。 三 ケ國の 役人 を 伊豆山へ 與カ共 を 大勢 被 遣、 石 を きらせ 船. に 積 廻し、 れい 

がん 島. 八丁 堀. 深 川 近道 へ 、 寸地 もな く 上げ 置て、 車に て 引 も 有、 しゅらに て 引付る も あり、 

珍しから ぬ 事 なれ ども、 本 多 房 州 政 重. 橫 山城 州 長 知 は、 江戸 御 老屮御 目 付 衆に 對し、 筋 違の 

御 ふしん 場に て、 あいさつ ざ も 言語に 及ぶ 所に あらや。 將軍家 も 出御れ 之、 利 常 公 御 父子 達 

へ 御念 頃 之 上意な り 0 政 重. 長知兩 人に、 骨折の 段 酒 井 雅樂迄 被 成 上意。 何も 能 出御 目見え 

いたされ、 比類な き 面目なり VJ、 諸人 申 あへ. 00 此時淺 草 橋の ます 形 は、 細 川 肥 後 守に 被 仰 

付、 同年に 出 來す。 

〔口 歲紀 聞〕 

宽永 十三 子 寬文四 年よ リニ 十九 年 以前 

一 、 陽 廣院樣 二十 二 之 御歲、 

筋 違 橋 升形 其 外 御 請。 


正月 十 一 日。 金 見 七 兵衞、 玉金賣 却に 對 する 利 分 を 上納す。 

〔國初 遺文〕 

宽永十 年 十月より 同 十 一 年. 十二 年 十二月 迄、 兩三ケ 年 買 立 申 玉 金子、 則 京都へ 爲ぉ、 S 口 之 

利 分 之 目錄。 

寛 永 十 年 十月より 十一 一月 迄。 

1 、 玉 目 三 貫 四百 六十 九 匁 二分. - 

此判金 詰 七十 三枚 九兩 一 匁 七 りん。 

代 銀 三十 一 一貫 九十 三 兩七分  朱 封。 

右 之 利 分 四 貫 百 七十 七 匁 四 分  朱 封。 

寬永十 一 年 正月より 十一 一月 迄 0 

一 、 玉 目 九 貫 九 百 三十 六 匁 六 分 五 りん。 

此判金 詰 一 一 百 九 枚 四 匁 三分 七 りん。 

代 銀 九十 六 貫 1 1 百 目 一 一分 七 りん 朱 封。 

右 之 利 分 九 貫 四百 五十 一 匁  朱 封。 

寬永 十一 一年 正月より 十一 一月 迄。 
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一 、 玉： 0 八 貫 七 五十 三 匁 三分 四 りん。 

此判金 詰 fs 七十 八 枚 三 兩三匁 一 一分 一 りん。 

代 銀 八十 一 一貫 九 W 四 匁 五分 一 りん 朱 封。 

右 之 利 分 七 賞 六 ぼ 五十 四 匁 三分 朱 封。 

兩三ケ 年利 分之级 子。 

合一 一十 一 貫 一 一 百 八十 一 一 匁 七 分 朱 封。 

此判金 詰 合 四十 五 枚 七 兩三匁 四 りん。 

此 內 

判 金 三十 九 枚 は 判 金に 而指 上申 候 Q 

判 金 六 枚 七 兩三匁 四 りん 分 は 銀 子に て 指 上申 候 0 

此代銀 三 貫 百 四十 七 匁 七 分  朱 封 ◦ 

但兩替 四 fn 六十 五 匁 かへ Q 

右 之 御 算用 相濟、 則 御 利 足 之 判 金 詰 四十 五 枚 七 兩三匁 四 りん、 只今 上 相濟申 候、 以上。 

宽永 十三 年 正月 十 一日  金 見 七 兵衞印 

稻葉左 近 殿 


右近 S5 監は 

前 田秀繼 


此條 神月 淸 

右衞 門の 事 

に關 する VJ- 

,u て附 載す 


正月。 神戶淸 右衞門 残す。 

〔神 芦 氏. S 緒〕 

一 、 八 世 之 祖父  神 淸右衞 門 

實者前 田 右 itT 允二 男に 御座 候處、 神 11^ 加 助 織 田 信 長 公に 罷在候 得 共、 病身に 付 御 暇 申請、 勢 

州 浪人 仕罷在 候處、 信 長 公 於 京都 御 生害 之 後、 尾 州蠻江 城ね 籠 討死 仕 候に 付、 右 加 助 娘 前 田 

右近 將監樣 御內室 叔母に 御座 候に 付、 高 德院樣 御意 を以、 淸右衞 門條加 助！； 4 養子 被 仰 付、 御 

知行 千 三百 石 被 下 置、 右近 將監樣 津幡御 在 城 之 刻 被 遊 御附、 其 後 瑞寵院 様ね 被 爲召、 微妙 院 

様 御代 迄 御 奉公 申 上 候。 元 和 二 年 隱居被 仰 付、 名 淸庵芋 相改、 右 御 知行 千 三百 石內五 .c 石爲 

隱居料 被 下 置 ◦ 淸庵組 柄 之 儀 傳承不 仕 候。 寬永 十三 年 正月 病死 仕 候。 

〔殘囊 拾 玉 集〕 

一 、 柳ケ瀨 後れの 時、 利 家 公 府中に 被 成 御座の 所、 勝 家 上下 三十 四 五 人に て、 長柄 を 九 尺 計 

りに 切りた る を、 四 五本 爲持 通らる、 を 御 呼 込、 湯 漬を御 振舞 被 遊 候而、 御 跡は是 にて 守り 

防ぎ 可 申 候、 御 心安く 北の 庄ね御 越 可 被 成，，」 被 仰 候へば、 勝 家 被 申 は、 御 懇情 是 迄の 儀 忝^ 

候、 秀吉 ど は 人の 知りた る 知 昔の事に 候 間、 入魂 可 有 之 VJ て 被 出た る 跡、 道程に して は 一 里 

ビ も 違 ふま じ、 秀吉公 早 御 出 候， この 事 也。 此說は 森 如菊權 太夫 人道 G 家 記に 有 之 也。 又 一 
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. ^春に 湖屋 

淸安は 庵 

永 貞は 有， ほ 

氏 


說は、 勝 家 右の 樣子 にて 被 通 候 所， に 御 使 を 被 出、 少御立 寄 御 休息 可 被 成 V」 在 之 共、 返 に、 

一 刻 も 早く 北の 庄ね參 り度存 候、 是 迄の 御 i 方 情無 所 謝 申 候、 秀吉 VJ は 無 隱御知 一昔の 事に 候 間、 

御 申 合 可 有 之，、」 て被罷 通。 又 御 使 を 御 出し、 左 候 は、、 御 跡の 事 は 私 相 防 可 申 問、 御 心 靜に御 

越 可 被 成 VJ 也。 其砌 前後 御供の 衆の 咄 たる 歟。 尾 峠を越え て s 水に て 少し 休みた る 所に、 

峠の 上ね 早秀吉 公の iSiT 印の 金瓢簞 見えたり。 其 問 一 里 VJ も 有 まじ V- 有に 付、 府中に は 鐵炮を 

狹 問に 配り、 籠城の 御用 意 有た る處 へ、 何者 やらん 門 をた 、く。 神 戶淸^ 門 役たり しに、 何. 

者 じ や，、」 云 ひしに、 秀吉じ や 愛 を 明け ど 被 仰。 無 是非 明ければ、 又 左く、、」 被 仰 御 入、 ^漬 

を 出せ、、」 御所 望。 夫より 末の 樣子は 別冊に 調た るが 如し。 此趣は 神 淸 安物， mi 也。 政 春も淸 

安 は 直に 見た る 事 なれば、 此說實 なるべし，、」 云 ひたる ビ、 永 負 常々 被 語 候 也。 

1 一月 七 n。 前 田 利 常 江戶城 工事の 進涉を 松平忠 昌に告 ぐ。 

〔古文書 大全〕 

遠路 預御， 禮怡悅 之 至存 候。 如 仰 公方 樣彌 御機嫌 能 御座 候條、 可 御 心 易 候。 此地 御^ 諸 漸出來 

仕 林 候。 殊丁場 早速 致^ 尾 之 由 珍重 候。 內々 御 參府候 而被仰 付 度 通、 御 年寄 衆 迄 被 得 御內意 

候處 に、 最前 如上 意 可 有 御 延引 就 率 書、 被 任 其 意 條尤ぉ 候。 委曲 期 後 昔 之 時候、 恐々 謹言。 

二月 十七 日  加贺 中納 言 


越 前 宰相 樣  - 

三月 廿 四日。 橫山 知淸、 兄 興 知の 後 を 繼ぐ爲 江戸に 召さる。 

〔德川 實紀〕 

三月 四 n 橫山土 佐 守 興 知 死して 子な し。 其弟內 記知淸 加州に ある 由 聞え ければ、 急ぎ 參^ 

すべし、 こ 加州の 家 司に 傳へ しめらる 0 この 興 知 は、 慶長五 年より 八歲 にて 加州の 證 人に 參り 

し を、 台 德院殿 大坂兩 度の 陣に召 具せられ、 元 和 二 年より 釆地 五千石 賜 はり、 去年 十二月 廿 

1 n に 死せ，？ 0 日記、 家譜 

三月 廿人 日。 德川家 光、 前 田 利 常に 暇 を 賜 ひて 國に 就かし む。 利 常 乃ち 

翌日 を 以て 辭 見す。 

〔天寬 日記〕 

三月 廿 八日 

一 、 酒 井 讚 岐守爲 上使、 松 1^ 肥 前 守 御 暇 被 下、 銀 千 枚. 小袖 西 拜領之 0 寬、 水 Hsi 

〔天寬 日記〕  - 

三月 廿 九日 
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一 、 松； 牛 肥 前 守 昨；：： 御 暇 被 下 。依 之 於 御座 間 御 目 見、 御 脇差 中堂 來並 御； ii:T 拜領 之。 次 筑前守 御 

目 見。 返 去 之 後御黑 書院 出御、 肥 前 守 家老 並 今度 之 普請 之 奉行 之 族 御 鱧 申 上。 、其 後 於 御白 書 

院、 御 小釉. 銀 子等 被 下 之。 大炊 頭. 讚岐 守. 伊豆守. 加 賀守被 申 渡 之。 宽. 水 日記 

〔德川 實紀〕 

三月 廿 九日。 加 贺黄門 就 封の 辭 見して、 中堂來の御脇差並に御H^^^給ふo 日 ssi 

四月 六日。 富 山 藩の 吏、 金澤 銀座に 鑄 銀 灰 糟の賣 却 價格を 問 ふ。 

〔國初 造 文〕 

其 地 銀座、 灰糟銀 子： C 目 之 吹 跡に 付而、 何程 宛に 拂被申 候 哉、 富. E 銀座 灰 糟可拂 St に 付而、 

其 地 之 傲 段 可 承 被 仰 出如斯 候。 具に 可 被 申 越 候、 

四月 六日  大原次 郞右衞 門 判 

前 田 兵 左衞門 判 

金澤 銀座 彥四郞 V- の 

八 左衞門 ざの 

五月 朔日。 橫山 知淸、 兄 興 知の 家督 相續を 命ぜられ たる を 德川家 光に 謝 


本文の 日付 

前 ま！； と符 

合せす 


〔徳川 實紀〕 

五月 朔日、 加贺の 藩士 橫山 山城 守 長 知 四男內 記知淸 は、 土 佐 守 興 知が 家つ ぐべき よし 命 せら 

れしを もて 謝し 奉る。 日記、 處 享有 上、 明 語 集 

〔天宽 H 記〕 

五月 五 = - 

一 、 橫山內 記 知 淸土佐 守 興 知 子、 初 而將軍 家に 謁し 奉り、 領知 五千石 賜 はる。 宽 永系圆 

五月 廿 一 日。 大昔 主 馬 厚 用 残す。 

〔大昔 氏 家系〕 

主馬 厚 用、 一 作 厚甫、 生國近 江。 

大 井久 兵衞男 なり、 故 有て 大昔 氏 を 稱す。 瑞龍 公に 仕へ、 釆地 四千 石 賜 ひ、 微妙 公の 時 千 石 

加 益し、 合て 五千石 領し、 越 中 四 郡 御預、 魚津に 居して § 被 四 御馬 廻 三十 人 預けさせられ、 

此 知行 高 五千石 與カ 知、、」 して 附 せられ、 所々 御用 勤めし む。 寬永 十三 年 五月 サー 日 死去、 享 

年 六十 六 0 法 號乾德 享安日 全 居士、 後 遠 成院享 安利 元 居士  改 む。 越 中 魚 律に 葬り、 位牌 を 

魚 律長敎 寺に 建て、 並に 金 澤寺町 妙法 寺に 建つ。 妻 姓氏 未詳、 正 保 二 年 五月 五日 死、 法號妙 

法 院隨眞 H 宜大 姊、 位牌 を金澤 妙法 寺に 建つ 0 
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さんかの 本 

のま > 

ごい は 五位 

0 


〔袂 草〕 

加賀利 <^ 卿の 御內 大昔 主馬に 若侍 V- も 申 は、 主馬 殿 心 は猛く 候，、」 も、 今 は 走る 事 叶 ふま じけ 

れば、 鎗之ャ n に はおくれ 給 はん、 誠戯 麟も老 ぬれば VJ 云 事 思 出ら る VJ.i- る 0 主馬 曰、 五町. 

十 町 走り 先立ても、 只 一人に て 敵へ 欠 入 事 不叶物 なれば、 能き つまりに 止 居て、 跡の 給く を 

待ち、 同勢. 續 いてから 鎗を入 るれば、 早く 走りて 益な し。 先に 行く 人 同勢 を 待つ 內に は、 老 

人 も 駆け 付る 故、 道の 早き も遲 きも 同事に 成 也 0 走り 早き VJ て 指して たりに ならす。 節 <& の 

場 は、 十 間. 十二 三 間の 間 也。 其 時は此 主馬が 樣 なる 老人 も、 心さへ 剛 なれば 人 先 を 仕る 也。 

常 々五町. 十 町 走る 事 は 安し、 鎗前十 間. 十五 間 を 走り出る 達者 は、 覺の 者に てなければ 不 

成 ビ 云へば、 若き 衆 閉口せ し VJO 

〔松 雲 公 夜話〕 

一 、 右大 井久 兵 衞子大 井 主馬 VJ 申 者、 瑞 龍院樣 御代、 於 高 岡 御 奉公 申 上 候 0 主； lil は 安 昆隱岐 

鐵炮之 一 の 弟子に て、 又 二 も 無 之 程の 上手 也 0 ある どき 高 岡の 御城に て、 瑞龍 院樣御 不例 之 

剥、 御城 S 後 沼 あし 原の 中に、 さんかの ごいう めき 申 昔、 御 頭痛に 御 ひ き 候而、 御難 依 被 

遊 候 間、 右 生 馬に 鐵炮 にて 打 留可申 旨 被 仰 付 候處、 何 VJ も あし 原に て 可 仕樣 無 之 故、 せこ を 

大勢た て、 其 先へ 主馬 舟に 乘り、 せこに 追 立 させ、 立上り 候處を 中に て 打 どめ 申 候。 生お は 


御意 は 前 田 

—MM  


本文 は 前 田 

利 常の 書簡 


力 月と わる 

は 七月 九日 

. ^誤れるな 

る ベ し 


言の 外の 鐵炮 上手に て 候 11:11、 右 同時に 御意 被 遊 候。 主馬 子孫 は大 寺に 罷在、 大井市 正 VJ 申 

候 由 0 

七月 七 H。 前 田 利 常、 光高に、 その 臣 安見 隱岐を 能 登に 流すべき こと を 

告ぐ。 

〔金澤 市中 古文書〕 

一 筆 申入 候。 依 安見 隱岐 手前 之 儀、 近年 不相屈 仕 合 候 得 共、 其方 令 相談、 其 上 之 儀 VJ 存令延 

引 候。 內々 如申談 候、 家中 さはぎ 仕出し 候義、 第 一 不相屆 候 間、 扶持 を はなし 能 州ね 遣 候條、 

可 有 御 心得 候。 次 其 地 有 之 隱岐證 人 は、 前 田 志 摩 守 妹に 候 ◦ 左 候へ 者 志 摩 守 證人無 之 候 間、 

右 妹 志 摩 守 證人指 上 能 候 は 、 其 分 可 被 申 付 候。 此由 牧野 內匠 殿. 酒 井 和 泉 殿 迄 物語 尤候、 恐 

々謹言。 

七月 七！ n 

松 平 筑前守 殿 

〔流刑 人 一 卷〕 

安見 隱岐守 殿。 伹寬永 十三 年 九月 向田 村ね 上下 人餘御 付、 遠島 被 仰 付。 則 七 尾 町奉行 不破 

源 六 殿. 石黑覺 左衞門 殿御 付 御 越 被 成 候。 
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ra: 人の 衆 は 


正 保 四 年 三月 七 n 御 死去。 葬 鱧 者 七 尾惠眼 寺に 而、 御^ 師者金 澤國泰 寺 被 成 候 ◦ 三日三夜 中 

陰 重看經 御座 候。 但御檢 使 七 尾 町 下 代 二三 人 御 越 之 由 0 金澤 より 御 檢使は 知不中 候。 御 死去 

迄 付 候 御 家來、 新 五 郞兵衞 殿 • 同 彥兵衞 殿. 渡邊又 右衞門 殿。 但前 田對馬 様より 爲御 名代、 松 

原 權兵衞 殿. 野 崎 又兵衞 殿御 越に 候。 

〔釉 .；5;- 見聞 錄〕 

一 、 安見 隱岐 守大 坂に 而、 一 番鏠を 仕 候 VJ 申 上 候へ 共、 味方 討に 而 御座 候 ど、 肥前^;^ね西25^- 

阜人申 上 候 由、 隱岐 守に 申 聞せ 候 者 御座 候に 付、 本 多 安房 守. 橫山 山城 守 方へ 西 足 離 人 同道、 

右 兩人之 前にて 遂穿整 申 候。 

一 、 隱岐守 申に は、 大坂 にて 私 働 之 儀、 味方 討 之 様に 第 人 被 申 上 候，、」 承 候 間、 被 〈逸 御 穿愁可 

被 下 候 0 昔より 合戦 之 初に、 味方 討 之 御座 候 例 を 終に 承不及 候。 敵.^ 方入亂 候ての 戰、 又は 

夜陰 山 合 物陰 之せ り 合に は、 味方 討 も 御座 候 由 承 及 候。 私 働 之 場 は 、平地，、」 申 白日， こ 申、 惣御 

人 數御歸 の 中より、 一人 進出 働 仕 候へば、 討 可 申 味方 無 御座 候。 ^私 一番 鎚を不 仕 候 は， S  、別 

に 一 番錢可 有 御座 候 0 其 者廿ケ 年に 及び、 私 を 一 番 鍵に 仕置 申 物に 御座 候 哉、 私なら で 一 番鎚 

仕た る 、こ 申 御座 候 は 、私 一 日 も 申させ 1!^ 申 間 敷 候。 其 上 松； 牛伯耆 守. 山 崎 體、^ は御兩 人、 

四 人 之 衆 度々 御 吟眛の 上に 而相究 候 儀に 候へば、 た，、」 へ 如何様に 申 成 候せ r 穿 聽仕義 に 無 御 


本 多 安房 守 

棧山 山城 守 

松 平 伯耆守 

山-崎 閑齋 


座 候へ 共、 西 尾 m 十 人 申 上 候， こ 承 候へば、 是は又 穿 整 も 不仕候 而不叶 俄 VJ^  、如此 に 御座 候 事 0 

1 、 西 尾 侬！. 人 申 候 は、 是は存 も 不寄儀 を 承 候。 隱岐守 働 之 儀 全 不申上 候。 只今 隱岐 守に 穿！^ 

被懸 候て、 ちんじ 申 樣に可 被 思 召 候 得 共、 私 も 能き せう こ を 持 申 候 故、 有牀 に. S. 候。 殿樣御 

覺可有 御座 候。 一 度 申 上 候而、 只今 不申 上，、」 は 被 申 事に 而無 御座 候。 其 上 安見 働 被 仕 候 場 VJ、 

； 5^ 搾 申 處，、 ) は 所 へ だたり 候 へ ば、 安見 働 私 か つ て 見不申 候。 我等 持 を も 安見 被 見 間鋪候 へ ば、 

互に 不存 事に 候へば、 可 申 上樣無 御座 候。 左様に 御 心得 被 成 候 様に VJ、 西 尾お 人 被 申 事。 

一 、 隱岐守 申 候 は、 西 尾 不申上 VJ 被 申 候へば、 私 申 分 少も無 御座 候。 西 尾 不申上 候 は、 3、 定 

而申上 候 者 餘に可 有 御座 候。 其 者 西 尾に なんだい を かけ、 だまり 候て は 居 申 間 敷 候。 定而追 

付 可 申出 候の 間、 其 者，、」 又 吟眛可 仕 候。 不 申出 程 之 言 ひ 甲斐な しに 候 は > -、 私 相手に 成. S. 事 

に 無 御座 候，、」 申 候 事。 

一 、 安房 守 • 山城 守 申 候 は、 安見 働 之 儀 は、 四 入 之 者 共 度々 吟味 之 上に 而、 一番 tl に 撰 じく 

而之 事に 候へば、 た，、」 へ 閑齋. 伯 着 守 相果候 而も、 安房 守. 山城 守 存生に 而 有之內 は、 如何 樣 

之 儀 を 申 候 共 穿靂に 不及候 0 兩人程 之 S 一成せ うこ 人 有 之 間 敷 候。 先 以相濟 目出度， こ、 兩人衆 

M さ つ に而 御座 候 事。 

隱岐守 牢人仕 候 樣子之 事 
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七 八 四 

一 、 寬永 十三 年 七月 九日に、 人 持 之 組頭 共、 本 多 安房 守 方へ 罷出 候樣 に、 被 仰 渡 事 有 之 由 御 

觸 御座 候に 付、 何 茂 安房 守 方 へ 寄 合 申候處 に、 奧村 因幡 守 御 使に 被 成、 大橋 市右衞 門. 坂吉 

左衞 門.^ 木」 ハ兵衞 三人 之 出頭 人 を 指 添、 隱岐 守に 被 申 渡 候 0 

一 、 去々 年 西尾维 人-.」 穿髏仕 候義、 具 聞 召 被 屈、 大坂之 儀 は 最前に 相究 候へば、 只今，、」 かう 

被爲 i! ^候。 然る を 如何 樣に申 成 候 共、 穿 懲可仕 義に無 之 候。 其 時 西 尾 不申上 通、 鉢に 申 候 

へば こそ 無事に 相濟 候。 若 西 尾 不申上 候 共、 申 上た る VJ 申 候 は：^、 於 其 場打果 すより 外 は 有 

間 敷 候。 左 候 は >^、 肥 前 家 武道 之 吟味 も 不芽愍 成 様に、 世間に. S. 候へば、 肥 前 天下 之 面目 を 

うしな ひ 候 事 を かへ りみ す、 遂穿整 候 事、 是  一 0 

一 、 隱岐 守债大 坂御陣 以後 度々 の 御 加增被 下、 一 廉御取 立 被 成、 人 持の 組頭に 被 仰 付、 殊御 

一門 衆 迄 組 子に 御 預け 被 成 候 程に、 御念 頃に 被 思 召 候へば、 た，、」 へ 如何様に 申 成 候 北 r 取 上 

可 申 義に無 之 候 0 是非 穿 墼仕候 はで 不叶 事に 候 は  > -、 得 御 內意申 候へば、 樣子 聞え 申處 に、 

御爲を 不存、 我い きざ ほりに まかせ、 ^げ成 穿 歷仕候 事、 是ニ 0 

一 、 西 尾 维人ど 申 者、 近年 江 UM^ 御用 被 仰 付、 御 老中 も 御^に 而、 諸^！^^御用被仰付者を、 

今度 隱岐守 穿^ 懸. £■ に付、 西 尾に きす 付 申 VJ 被 思 召、 以來跡 之 樣に被 召 遣 iEl 不成^に 仕 成し 

候 事、 偏に 隱岐守 不屈 義ど被 思 召 候 事 0 


右三 ケ條 を以、 中 御た が ひ 被 成 候 間、 能 州 島へ 罷越 候樣 にビ、 因幡 被 申 渡 候 0 

一 、 隱岐守 申 候 は、 御意の 趣 至極 仕 候。 委細 畏 候。 是は 因幡 殿 迄 申 候。 只今 御意 を 承 候 迄 は、 

今度の 穽懲私 じまんに 存罷在 候 0 其 子細 は 閑齋. 伯耆. 安房. 山城 四 人 之 衆、 數度之 御 吟味に 而 

相究、 其 上 殿樣御 直に 御 聞 被 成 御究被 成候義 を、 ケ樣に 申 成 候 事、 上 を かろし めに くき 仕 合 

に存候 間、 急 度遂穿 塾、 以來 迄の 侍の 見せしめに 可 仕 VJ 存、 如此仕 候。 此上 は、 以來御 家中 

に、 む ざ VJ 仕た る 事 を 申 者 御座 有間鋪 VJ、 隨分 じまんに 存候處 に、 御意に 而行當 り 申 候 0 私 

義別而 御懇之 儀に 御座 候 間、 VJ て もの 御 恩に、 是に而 切腹 被 仰 付 候 樣に被 仰 上 可 被 下 候 VJ 

申 候 處、 安房 守. 因幡、 兔角任 御意 可 然ど被 申 候。 隱岐申 候 は、 身に 餘る程 難 有 御意 兩度 御座 

候。 只今 存當 候。 此 上の 御 奉公に は、 何方へ 成せ ハ罷越 可 申 由 申、 能 州へ 罷越候 3:n、 本 多 安房 

守 殿 脇 田 九 兵衞を 使に 被 成、 拙 子 共 方へ 被 仰 聞 候。 

一 、 隱岐守 能 州へ 罷越、 九日 間 御座 候而 、奥 村 因幡 私共に 被 申 渡 候 0 伊織. 三十 郞義、 隱岐守 

甥 之 事に 候へ ば、 其 ま  >  召 遣 可 申 儀に 候 へ 共、 兩 人之內 養子に 可 仕 VJ 內々 申 由 被 聞 召 及 候 間、 

御 暇 を 被 下 候，、」 被 申 渡 候 事。 

一 、 三 ケ條其 外 不屈 義共候 間、 中 御た が ひ 被 成 候，、」 被 申 渡 候 故、 三ケ條 はが てん 仕 候。 其 外 

，、」 御座 候義、 聊覺無 御座 VJ 申候處 に、 安房 守 被 申 候 は、 定而娘 0 死 候 時 かみ を 切 申義、 筑前 
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乘： S 敷 は 

速 池 SS な 


樣 江戸 御 下向 之 御供 御 斷申義 に 而可有 之 VJ 被 申 候 由。 是は狩 野 宗印拙 子に 爲巾間 候。 此ニケ 

條は右 之 被 仰 出 之 內に而 は 無 之 VJ 覺申 候。 

〔甲 申 雑書〕 

右の 安見 右近 事、 身上の 果ロ等 先年 も 記し けれ ざ も、 此 次に 二重になる，、」 もビ 思て 又 書 加へ 

ぬ。 安見が 大坂軍 勤け る は、 六 千 石に て 足 輕大將 たり 0 出頭 故 度々 加增 して、 一 ^石 迄 立身 

しける。 然る 內に、 安見 大坂 にての 働、 城 方 どの 迫 合に て は 無くて、 黑田筑 州の 手の者，、」 出 

合、 互に 敵 VJ 思 ひて 打 合け る 由 殿の 聞 召、 . ^方に もせよ、 大坂 城攻の 如く、 日本の 人数の 出 

合に は、 我に 立 向 ふ 者 は 敵 VJ 思 ふ も 理り。 味方 討に もせよ、 働の 能き は 善し、、」 云 もの 也， この 

御 批判 ど 云々。 已後/ -黑 田家 中の 談に は、 加贺の 手に は、 此方の 者に 向 ひ 味方 討した る も 

のに 褒美 有て、 能き 身上に なりたれ V- も、 此方に は 左 樣の事 もな し 0 味方？^ の 褒美 は 珍 敷 事 

な V- 、の 沙汰、 いつ ビ もな しに 弘ま りけ るが、 其內に 安見 出頭お，、」 ろへ 畅 ，あける 頃、 

味方 討の 世上 沙汰 聞 召、 旁 御 目 通も惡 敷な りけ る，、」 也 0 此儀を 今の 世 御 耳に いれん 者 は、 

當時 勝れた る 出頭 人 西 尾维人 なれば、 多分お 入な らん VJ 思 ひ 詰て、 又 何 V ーぞ耳 打した る 者 も 

有け るに や、 西 尾，、」 可 討 果旨狀 を やる。 今の 御亭、 昔 は 作 事 所、 屮顷は 後藤 5^,乘 が 下向の 時 

は 入り 居け る 所、 其 頃は大 なる 松林な りし。 それへ 獨身 にて 可 出會ど 云々。 仍ホ人 も 云ひ掛 


られ たれば 無 了簡、 約束の HI 未明より、 自身 翁 を 持て 右の 松原へ 出 居け るに、 安兑は 一 限遲 

く、  M の 頃に 成て 出け るに、 其氣色 こそ 見え つらめ、 家來 ざ も氣 遣が りて 段々 に 付、 廿人 

計 供して、 其 身 は 馬上に て 松原へ 到着の 体、 前廉の狀旨，、」は違ひてぉ2^-不宜みゅる0 此 事い 

つ，、」 なしに 沙汰 こそ；^ つらめ、 松原の 近所の 本 多 安房 政 重. 橫山 山城 長知亭 より、 家來 V- も を 

出し 置け るに 因て、 此家來 V- も 出向 ひて、 是は可 有 義に無 之、 如此兩 人より 家來 ども 出 置 候 

うへ は、 いか 樣の事 を もさせ 不申 候。 安房 方へ 御供 申 樣に申 付 候、 山城 も 安房 宅へ 御 出 候て 

御 待 候 由 を 云 ひて、 理不盡 に 安房 方へ 同道し けるな り。 尤 山城 も來酋 して、 兩 人の 存分 を も 

聞き 和解 をな す 0 然るに 安見 申 は、 位 f 人 其方 覺可有 之 £云0 维人 は、 覺 VJ は 何ぞ、 ^^而憑無 

之，、」 云。 重而 安見 覺の 無き， こ は 何事 ぞ、 我等 事 を 御前へ さ、 へ 申 上た る 儀、 惜に承 屆た. 

夫 を n ハ今何 か VJ 申す は 沙汰の 限な-り，、」、 せきた る 体に て 云。 维人 は、 先以 c:^ 無 之。 其 上 唯今 

安見が 御前へ 申 上た る 由 を. a. 候、 此事は 御前に 御座 有 俄 也、 今 御前へ. S. 上た る 3:3 申 を、 此に 

て 不申上 由 堅く 申斷り 候へば、 安見へ 偽り 且陳 する VJ 申 物に 候 0 御前へ 申 上た る義 ならば、 

其 を 安見 前にて 不申上 由 申 候て は、 御前へ 舉對 私の 一 分立 不申 候。 此所を 御 聞 屈 可 被 成、 

かく を 可 申 子細に て は 無 之 儀 VJ、 理に當 りて 返答す る 故、 兩老も 得心し、 隱岐殿 若さに 中 言 

を 被 聞て 御せ き，、」 見え 候 間、 心 を 鎮められ 候へ VJ 有て、 種々 和解 あり。 此時も 安見 首尾 不宜、 
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彌 御意に 違 ひけれ V- も、 一 萬石已 上の 衆 被 仰 付 は、 江 B- の 老中へ 被 仰 達 候 はで は不成 故、 御 

延引 多分 被 仰 達 ものな らん、 追て 能 州の 島へ 被 遣け る。 右の 安見が 味方 討の 事 を 御 耳に 立た 

るは實 なり。 但西 尾に は 非 や、 さ へたる 者 は 前田對 爲家來 春田內 匠な り。 此內 匠が 申 上た 

る VJ 云 ふ 子細 は、 對-か ま U 若輩 故、 春 田 主の 家 內の事 を、 心の 儘に 執行ん ビ思 

へビ も、 外戚の 安見 後見し、 然も 對馬 若輩 故、 大小に も 安見が 措圖 にて、 春 田が 思 ふ 儘に な 

ら t 安見 後見 善き 事 も 害 も あれば、 其 惡き品 計 を算へ 擧げ、 其 上 味方 討の 事 を も 書付け、 

春 田 言上、 取次 は津 田玄蕃 JIM^ggsF 出 也。 此 首尾 は 脇 田 小 平、 若輩に て 御 次に 詰 居て 見聞し 

たる VJ、 後々 脇 田が 語りけ る 由な り 0 此 安見 鐵炮の 上手な り0 大坂 にて 働の 時、 無名指 VJ 小 

指 VJ を 打 落され けれ Vj も、 鳥銃の 上手、 中り は不替 ける VJ 云 々o 

〔三壶 記〕 

加州 利^ 公 の 御內 安見 隱岐事 

宽永 十三 年に は、 朝鮮 國 より 公家の 上官 等、 上下 ぼ 人 除 宗の對 守跡備 へに て、 長 崎より 江 

へ 參勤有 之、 日光 山へ 參詣 也。 献上 物 以下、 異國之 珍 物 山の ご V- し。 道中 以下 は 色々 の 御 

馳定甚 し。 宗對馬 守 はか， 9 事に て、 罪科 人 を 成敗して 朝鮮人に 是を 見せし む。 恐る、 事た VJ 

へん 方な し。 頓而 御い VJ ま を 被 遣、 歸 航を遂 しむ。 ^加州に は、 本 多 安房 守 政 ® の 尾 形へ、 


人 持 衆 寄 合 VJ して 何も 集り、 安見 隱 州へ 御意 之 趣 被 申 渡、 それより 直に 人 數を付 させ 給 ひて、 

能 州 八ケ G 內 向田 村へ 蟄居 被 仰 付、 御 扶持 方 三十 人 扶持 被 遣、 五六 ケ年 之內 に. お 死 せらる 

、o 哀成 次第，、」 て、 諸人なん だ を もよ ほしけ り。 安見 盛 之 時分 は 右近の 大夫， こ 申け る を、 毛 

刊 Q 右近 大夫 殿に 差 合 ひて 、隠岐，、」 名 を 替らる .>o 第一 武道の 覺隱 なく、 鐵炮の 一流 を 究め、 

弓馬の 道殘 所な し、 弟に 伊織，、.】 申て、 是に千 石 扶助 せらる、 に、 伊織. お 死の 跡、 無 相違 子息 

名 亦-一 立て、 千 石 被 遣 置け る を、 此時 伊織 高野山へ 引 入り 出家す。 此妹 は安彥 左- ii^ 助に 嫁娶 

にて 有け るに、 左 馬 之 助 伯父 何某 V- 申 もの、 蜂 須賀安 房 守 家老なる が、 主人 VJ 申 分出來 し、 

公儀の 御沙汰に 成る。 依 之 安 彥左馬 介 妻女 を 安見 隱岐へ 相 返し、 左 馬 之 助 家 內を掃 拭し、 

疊の 表替な V- して、 番 具足 等 迄 かざ， り 置て、 伯父の 方へ 見 次，、」 して 立 返け り。 其 翌年 安見 殿 

進 返 果たり。 此安彥 事 父 安 彥左离 は、 丹 羽 五 郞左衞 門 長 重 小 松 在 城の 時 ♦ 安彥左 太夫，、」 申て、 

淺井繩 手に て 七 本 縫 之 內也。 二 代の 左 馬に 四 人の 兄弟 有。 惣領は 左 馬 之 助、 二 男 五郎 兵衞、 

三男 兵 部、 四 男 八 助、 何も 御子 小姓 を相勸 るの 後、 御馬 廻 御 小姓な りけ るが、 二三 年 〈ぃ內 に 

死 こて、 左 馬 一 人殘り 申され けれ V- も、 是も 右の 通に 成りに け bo 安見 隱州 は、 覺 目出度 

寺な り V- て、 一 萬 石の 進退に て、 與カ 四千 石 外に 付 させ 給 ひ、 利 常 公の 姬君、 佐久間 半右衞 

門に て 御 そだちな されけ る を、 安見 隱岐の 養子に 被 仰 付、 漸く 御成 長の 頃に、 三代 目の 對馬 
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前 田 左兵衞 VJ 申 時、 嫁 娶被仰 付。 此の 出生 之 子 を 長 松 丸、、」 ぞ 申しけ る。 か、 る 御 事 なれば、 

如何 樣之 儀；^ 之 も、 さして わざ は ひもな かる まじき 御 事なる に、 かやう に 進 返 梁 給 ふ め ふ 

しぎ さよ，、」 ぞ 申け る。 安見 殿 家禮の ものお ちぶれ 有 之 かたりけ る は、 各 御 不審 は尤、 覺の家 

は隱れ もな く、 御緣 者衆橫 山家. 今 枝 家 • 前 田 黨の御 家、 何も 御念 頃 なれば、 其 威に 任せて 我 

意 も出來 いたしけ るに や、 光高 公江 戶へ始 て 入せ 給 ふ 時、 安見 を 執 權に御 頼の 處に達 而辭返 

中され、 終に 被參 ざり し。 依て 今 枝 民 部 を 被 召 速執權 せらる 0 追 付 上^ 御成の 時、 民 部 殿 七 

千 石の 上に 二 千 石の 御加增 にて、 九 千 石に 成されけ り。 又 幾程の 目出度 事の み 可 有 之。 又寬 

永 六 年に 高 岡に 於て 瑞寵院 様の 十七 问 忌に 江湖 御 付 御 弔 被 成け る 時、 安見 御 奉行 被 仰 付 0 其 

時 非人に 施行^ 石、 御 命日に 當て是 を 被 下 。是の 非人の 中に 肥 牀成男 有。 是を VJ ら へて、 ひそ 

かに 刀 だめし にいた さる、。 誰も 知る ものな しごい へ V- も、 惡事 千里の 習 ひに て、 達 上聞 哉 

らん 0 又 先年 筋 違 橋の 御 普請の 時、 加州より 役人 Vj も を 伊豆山へ 被 遣、 石 を 切 出す 0 伊豆 普 

請 VJ も 申け り。 此時 安見、 役人 数十 人 伊豆山へ 遣 さる。 伊豆に て 下行 相 渡す 役人 頭の 足輕、 金 

澤 へ罷歸 飯米の 算用 申 付ら る 引 負 有て 籠 舍被申 付。 此足輕 の 妻女 は 春光 院 殿の 仕 立の 女 

なり 0 成長の 比 安見 足輕 頭の 妻女に 春光 院 殿よ b. 仕 立 被 遣 0 それに 付 春光 院 殿へ 彼女 參、 御 

わび 事 被 成 可 被 下 旨 申に 付て、 御 わび 事 被 仰 入 どい へ V- も、 安見 承引な かりければ、 妻女の SIS 


は 舞 有 まじければ、 此へ 返し 申され 候へ ビ被仰 入。 安見 聞 給 ひて、 女 も 取て 籠舍 させら る 、o 

春光 院 殿より、 女の 儀 籠舍は 希代 成 仕 合な， り、 早々 渡し 申され 候へ、、」 再三 被 仰逍處 に、 安見 返 

事に 不及、 夫婦 頓而 成敗し、 剩 妻女 G 死骸 を 村 井出 雲 殿 前なる 惣 構の 堀へ すてら る、。 恭光 

院 殿御 女 儀 之 事 なれば、 其 御い き，、，、」 ほり ふかくして、 共に 死なん ビ御 なげき 有も理 なり。 其 

後 大坂縫 之 御 吟味の 節、 西尾维 人，、」 あらそ ひ、 無 首尾 成に 付、 達 上聞 給 ひて 流刑 被 仰 付。 御 

尤の仕 合 哉。 近年 安藝の 福 島 左 衞門大 夫 殿、 越 前の 一 伯樣、 駿河 大納言 樣、 越後の 上 總樣、 

何も 御當 家の 御 一門の 楝梁 VJ いへ 》」 も、 御 政道に は 私な し、 心の ゆく 所に 隨へ V- ものり を こ 

えす，、」、 古人の こ ビばも 有、、) なん 承る、 隱岐殿 計に かぎる ベから や， こかたり ければ、 何も 舌 

を ふる ひけり。 誠に 此物 がたり 申け る もの、 遠き を考 へたる にや。 今 枝 民 部 殿 は、 光高 公の 

御 家 營御取 被 成 時、 二 千 石の 御加增 にて 一 萬 千 石に 成 給 ひ、 天下に 名 を 得て 御 家 を 納め、 綱 

利 公の 御代に 成り、 二 千 五百石の 御加增 にて、 功な り 名 どげ 隱居被 仰 付。 誠に 末代 迄の 面目 

なり VJ 皆 人 うらやみ 申け り 0 

〔菅家 見聞 集〕 

一 、 今年 安見 隱岐依 科に、 能 登 島 八 ケ之內 向田 村へ 蟄居 被 仰 付、 本 多 安房 守 宅に て 御意 之 趣 

申 渡す。 
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〔加 陽諸士 言行 筆記〕 

一 、 中 納言樣 加 陽より 御 參勸、 江 11； 御務、 安藝 様ね 被爲人 候。 久々 御對面 もな く 故、 何 茂 御 

安全 之御悅 也。 ぉ滿樣 御尋、 御 國に替 る 御 事 も 無 御座 哉 与 被 仰 時、 中 納言樣 御意に は、 替事 

もな く 候、 去 V- も 人 持 共が 何 廉申分 をして 苦勞 のみ，、」 被 仰 候 。夫 を 誰に 而候 哉： +御尋 候へば、 

安見 右近 VJ 西 尾 位い 人 • 篠原織 部. 伴 八 矢 杯 相手に 而申分 致 候 故、 年寄 共に 扱 は せ 候 得 共埒明 

不申、 歸 りての 事，、」 いうて 御 越 VJ 被 仰 候。 お 満樣被 仰け る は、 それ は 被 仰 付、 埒明 たるが よ 

く VJ 被 仰 候 得ば、 中納言 様、 そなた は 女 儀に 而合點 參間敷 芋 御意な り。 お 滿樣、 安見 事 遠^ 

被 仰 付 可 然孚思 召 候。 子細 は、 右近 儀 は 一 萬 石に および 候 か VJ 被 思 召 候、 殊 外物 馴 たる 者に 

候、 其 上 組 も 御預候 へば、 萬 一 の 時 一 廉 御用 も 可 相 勤 者に 候。 八 矢. 维 人な V- は、 大 坂の 時 C 

身の 働の 走 廻いた し、 鐽合 杯しても、 一廉の 事 は 無覺束 候。 近年 御錢本 もの さわが 敷 候へば、 

如何 之^ 出來も 不知 候。 譬不 理屈 にても、 十 年 計 も 遠島 可 被 仰 付.. f 御意 被 成 候へば、 中納言 

樣 御意に は、 1^ 々男勝りな り、 男子に して 三 ケ國を 守らせ 度 者 哉、 扨 も尤じ や、 夫 迄 は 御前 

も御氣 付な く，、」 御意 也。 1^ 翌年 御歸、 七 八 分 安見が 不埒に 候 得せ r 能 州へ 流刑 被 仰 付 候 は、 

右 御前 樣の 御意 故，、」 申慣 候。 是自！ ：！： 院 様の 御 事 也。 綱紀公にも御^^き時御見雜被遊候へば、 

乘物 にて 被 爲人候 哉 芋 御尋候 得ば、 其通ど御^1„^に候へば、 御 之 時分 lli^r に而 御： g 候へ、 旗本 
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のた はけ 共、 そなたの 顔 を 見知らぬ，、」 申 由に 候 間、 "it にて おかへ り 候 得^ 被 仰 候. s、 氣.^ よ 

き 女郎 様 也 0 

〔金 澤古蹬 志〕 

町^ 所 跡 

三 州 志 來因槪 覽附錄 に 云、 町 會所は 寛 永 十三 年 安見 隱岐 流刑の 後、 其 遺 宅 を 以て K に 町會所 

V- す，、」 相 傅。 是 より 以前 は、 博勞 町竹屋 仁 兵 衞ビ云 町人の 居 宅に て、 町方 G 諸 用 を、 町役人 

共 集り 處 置したり 云。 竹屋 仁兵衞 由緒 帳に、 天 正 年中 御 入部 之砌 より 慶長ニ 年まで、 當地 

に 町 會所無 之。 其 頃 元祖 仁 兵 衞博勞 町に 居住 罷在、 町役人 被 仰 付、 則 居 宅 を 役所に 相 成、 其 

頃 は 當地尾 山 VJ 稱し、 傅 馬 役所 も 相 勤む VJ あり 0 されば 慶長ニ 年 以前 は、 何れの 地に 町 役所 

を 立たり けん 0 後の 町曹所 は、 安見 隱 鼓の 舊宅 をば 其 ま、 用 ひられ、 文化 二 年まで 隱 岐が傳 

宅の 建物 存在して、 寛 永 以前よりの 古 建物な りし かざ、 旣に 二百 許 年を經 たりし ゆ ゑに、 追 

々大破に 及び 文化 二 年に 造替 ありて、 建 方 も便捷 になり たり ビ 云へ. 90 然るに 明治 廢藩 置縣 

の 際、 建物 を 取 毀ち、 地所 も賣 却せられ、 今 は 其 遺跡に 悉く 町家 を 建て、 數 IIV こなしたり。 

殘れる もの VJ て は土藏 のみに て、 遺狀聊 なし，、」 い へり。 

七月 廿 八日。 錢貨 通用に 關 する 幕府の 法令 を領 內に傳 達す" 
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〔國 雜抄〕 ： 


定 

一 、 寬永 之新錢 並古錢 共に、 金子 ； 兩に四 貫 文、 勿論 一 步には 一 貫 文に 责買 たるべ し。 ，お 致 

違背、 高下の 賣買 仕に ぉゐて は、 双方より 其 資£= ^之 代 一倍 過料、、」 して 可 出 之。 其 町 之 年寄 二 

百疋、 其 外 家 一 問より 十 疋充、 過怠 どして 可 出 之 事。 

一、 大 かけ. われ 錢- かたなし. ころ 錢. なまり 錢. 新 惡錢、 此外 えらぶ ベから す。 もし えらぶ 

者、 又は 六錢を 押してつ かふ 者 有 之ば、 或 其 所に 三日 さらし、 或 十日 籠舍 たるべし。 其 町 之 

過料 右 同前 之 事。 

一 、 新錢江 IE. 並 近 江 坂 本に 而被仰 付 候 間、 兩所之 外 惡錢に 至まで 一切 不可 鑄 出 之。 若 相货族 

者、 可爲曲 jss. 事。 

一 、 今度 新 錢被仰 付 候 上、 假雖爲 有來、 惡錢 或新錢 或散錢 等に も 不可 取扱 事。 

1 、 御領. 私領 共に、 年貢 收納 等に も、 此定之 通 不可 有 相 背 事。 

寬永 十三 年 六月 朔日  奉  行 

〔國事 雑 鈔〕 

於 江戸 新錢. 古 錢資買 之義、 如此 御高 礼 被 出 之條、 自今 以後 御 分 圃中餞 遣、 江 Iru^ 爲如 御定、 


銀 子を以 出し 取 仕 候 者、 代物  一 K 文に 付、 銀 十六 匁 之^ を 以可受 用。 ^至 相 背 御法度 輩お 

可被處 曲事 皆 被 仰 出 所 也。 仍如件 0 

寬永 十三 年 七月 廿八 n  横，.， け 城 守 

本 多 安房 守 

〔三壶 記〕 

おどし 迄 も 方々 錢遣 にて 有 けれ ざ も、 關 東北 條 五代の 間 は永樂 餞を饍 出し、 八ケ國 迄に 用 之、 

國々 所々 にて はやり 候錢 有て、 他 國迄は 用 ひがたし。 後に はま じりく に 成て、 古新の 上錢 

惡錢見 わけが たし 0 北國 筋に は 且て餞 を 見知らす、 關東餞 は 水 11^錢？」 して 人 きら ひ、 又 坂 本 

にて 鑄 出す を 坊主 錢 どて 又 嫌 ふ。 かくの ご V,  くに 有ければ、 天下 一統に 可 被 成，、」 て、 新に 

永の 錢を 鑄させられ、 一 つ 形に 成りければ、 今迄 錢 遣の なき 所まで 皆 一 統に 成に けり。 寬永 

にさへ、 後々 は 御藏 錢 VJ 並 餞ビ善 惡出來 しけれ，，、」 も、 つか ふに 別に 損徳 なし。 

,^月十八日。 越 中 射 水 郡光禪 寺の 僧 呑堯、 寺 領の地 子 米 を 安堵 せんこと 

を 請 ふ。 

〔越 中古 文書〕 

先年 戌の 年、 越 中 氷 見庄於 光藤 寺、 拙 僧 ごくひんたり ビ いへ ざ も、 日本 四 ケ之本 寺 をた"^ し 
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江 11^ へ罷 下、 がう この 望 を 仕處、 則 執行 可 仕 旨 被 仰 出、 御 威光 を以 江湖 致 成就、 忝 奉お 候 0 

並 光 禪寺地 子 米 六 石 八 斗 之 所、 戌の 年 被 成 御 扶助、 重々 忝舉存 候。 然 所に 當 年より、 又 右 之 地 

子 米 可 被 成 御 取 之 旨、 御 算用 場より 被 仰 出、 何共 迷惑 仕 候。 先年 如 申 上、 佐々 內藏助 兵亂ょ 

りこの かた、 寺舍寺 領斷絕 仕、 只今 は 一 はんいつ さいの はかぐ しき だんな も 無 御座 候へば、 

やさい を まもり 朝 慕 をお くり、 寺 之 さう じ を 仕 候へ V, も、 地 子 を 被 召 上 候へば、 寺 之 まもり 

可 仕樣 も 無 御座 候。 我 こつじきに 罷出 申. より 外 無 御座 候。 御 分 國中寺 多 御座 候へ 共、 か樣之 

大寺 何も 地 子 被 爲成御 赦免 候 0 其 上 江湖 付候而 以後、 いづれ の 寺に も 地 子 米 被 下 置 候 0 若 御 

じひに、 惣寺中 地 子 領六石 八 斗 之 所 被 下 候 は > -、 有難 可 奉 存候。 仍訴狀 如 件。 

寬永 十三 年子 八月 十八 日  越 中 氷 見 庄光禪 寺 吞 堯 

奧村 因幡 守 殿  - 

橫山大 膳 守 殿 

A 月廿 三日。 能 登 羽 咋郡矢 馱村加 茂 社 修理の 爲神 林の 採 伐 を 許す。 

〔能 登 國羽咋 郡 矢 駄村加 茂社藏 文書〕 

矢 駄村加 茂 明 祌宫就 大破 致 修理 由。 宮 林之內 を以、 御宮 人 用 程 伐 可 申 候。 爲其墨 付 遣 候 0 右 

之 林 i.^ 候 はぬ 様に、 隨分可 致 政道 也。 


子 八月 廿 三日  稻葉左 近 印判 

阿津 昆 神主 悠 行司 

並 矢駄村 宗左衞 門 

倉 垣 村 佐 卒 

九月 十三 日。 加賀 河北 郡 山上 春 日 社の 神主 斷絕 したる を 以て、 高 井 三 喜 

を 之に 稀す。 

〔國事 雜抄〕 

可 北 郡 山上 春 日 社 人、 近年 依 令 斷絕、 礼 古 之 社家 筋、 其方 事、 氏子 共 就 理被仰 付 候條、 

可成 其 意 候 也。 

寬永 十三 年 九月 十一 二日  橫山大 膳 亮康支 判 

. 奧村 因幡 守易英 判 

高 井 三 喜 

十 一 月 十三 日。 作 事 奉行の 事務に 關 する 法規 を定 む。 

〔萬 治 已前定 書〕 

加賈藩 史料 第二 編 寬永 十三 年  七，？，" 


な： 


役所の 名 


七 九 八 

一 、 作 事 方 先 奉行 人 之 外、 當 奉行 申 付搴 入用 もくろみ、 大工 三人 中 渡、 相 極 目錄、 先 奉行 佐 

久間 彌右衞 門. 稻垣三 一 裏書襄 判 仕、 當舉行 手前に 請 取 置、 其 目錄之 通當舉 行人 致 手形、 會所 

者襄判 を以、 材木 奉行 方より 請 取 可 申 候 0 若 追々 入 中 材木 在 之 者、 右三人 之 者 令 相談、 重而 

H 錄相 調、 同前 可 致 沙汰 事 0 

一 、 作 事 方 入 中 諸道 具 請 取 渡、 可爲 同前 事 0 

一 先 奉行 佐 久間彌 右 衞門. 稻垣三 S 致 切手 請 込 候 材木、 其 外 諸道 具 一 ヶ月 分 之 致 目錄、 會所 

ね 可 相 渡 候 0 並當 奉行 人へ 遣 候 目錄之 寫* 會 所ね 可 遣 之 候 0 手前に 茂 請 書 可 仕 g;^ 事。 

一 、 作 事相 濟 次第、 當舉 行人 會 所ね 可遂 算用 事。 

一 、 材木 舉行 人手 前より、 作 事 場 其 外 諸方， に 相 渡. 候 材木 之 分、 一 ヶ月 充帳而 相 極、 會 所ね 可 

相 渡 事。 

一 、 繩. こも. 藁. 段. 竹 *釘. かすがい-屋根 葺、 何も 會所 にて 一 ヶ月 充可令 算用 事 0 

1 、 於宮腰 材木 買 調候樣 子、 如 跡々 可 申 付 事。 

一 、 右 之 材木 £M 申 分、 並宫 腰より 當地指 越 候 材木 之 帳、 奉行 人 方より、 毎月 內藤 淸兵衞 方ね 

渡 置 可 申 事。 

一 、 宮腰 材木 出し 申 刻、 奉行 人 方より 內藤 淸兵衞 方， £： 相斷、 內藤下 代 出し 相改、 彼 地 出 可 申 


志 摩 守 は 前 

田 孝 成 


右 定所如 件。 

寬永 十三 年 十一月 十三 日  會所中 

十 一 一月 七日。 加 賀能美 郡 小 松 町に 於いて 直賣 買す る 絹に 對し 納稅 せし む 

ベ きを 命ず。 

〔小 松舊 記〕 

追而 町中より 書 上 候 帳 相 そへ 遺し 候、 以上。 

內々 被 仰 渡 候。 小 松に 而賣買 仕 候 絹、 直 賣直買 之 分 は 不殘五 りん はね、 銀 子 を以、 寬永十 一 . 

十二. 十三 年 算用、 銀 子 取 あつめ、 當月 廿日 已 前に 拙者 其ね 請 取 候 得，、」、 昨 = 志 摩 守 様より 被 

仰 渡 候。 肝 煎 中ね 其 段 可 被 仰 渡 候 也。 

子 十二月 七日  松原 權兵衞 判 

. 寺 岡 又兵衞 判 

祌崎 五兵 衞 判 

春 田 三 右衞門 判 

宮丸屋 次 郎兵衞 殿 新保屋 類 右 衞門殿 小川" fei 久右衞 門 殿 

如 R 藩 史料 第二 編 ,M、Mi.llif_  -  k^;^  —； 


奥 は奧付 


淸水庄 兵衞殿 

菊 屋 三 郞右衞 門 殿 

山 上屋 長 右 衞門殿 


小 松屋 四 郎右衞 門 殿 

油屋 淸七郞 殿 

淸水 長 右 衞門殿 
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中 才屋彥 兵衞殿 

能美屋 武右衞 門 殿 


十一 一月 十三 日。 加賀 藩の 廪米を 市人 平野 屋半助 等に 拂 下げられ たる を以 

て 登城して 恩 を 謝せし む。 

CM 事- %^ も〕 

猶々 只今 登城 尤候、 以上。 

夜前 被 仰 付 候 御堂 形 拂米兩 人に 被 仰 付 候 義恭仕 合 候條、 少御 肴に 而も 御 被 中 上可然 候、 恐 

々謹言 0 

十二月 十三 日  奥  因幡 判 

；牛野 nH- 半 助 殿 

越 前屋孫 兵衞殿 

〔余澤 古蹟 志〕 

堂 形 米倉 

米倉 創立の 事、 諸記錄 中に 所見な し 0 按に 綱紀 卿の 時穽 §i し 給 ふに より、 越 中 組 大工 肝煎與 


平 次 は 森 田 

柹園 

千 石 町 は 仙 

石 町 


三 右 衞門父 淨_ 窗、 八十 七 歳に ての 口演 書に、 本堂 形 以前 は 近 藤 B. 変 守屋鋪 ひナ申 候。 其 節 御藏 

無 御座 候。 御 米 藏出來 以後 堂 形 芋 申 候。 年數 六十 年 許に 罷成、 ケ樣 に覺ぇ 中す VJ あ り0 此ロ 

演書、 九月 廿 HVJ のみ ありて、 年 號支干 をも闕 きたれば、 年歷考 ふべ からす VJ いへ Vj も、 若 

く は寬文 年中の 穿靈 書な らん か 0 然 らば 六十 年 許 以前 は寬 永年 中 也。 但し 米 藏出來 以後^ 形 

申 VJ いへ る も、 米倉 を 後年 堂 形 VJ 稱 する 故に かくはい へる なるべし。 又 有澤武 おの 金澤細 

見圖譜 に、 後年 三十 三 間の 的 場 跡に 米藏を 作る，.， - いへ，，、」 も、 地名 ど 成りて 今に 堂 形ど 云 ふ ど 

載せた る も、 亦 非 也。 旣に 上文に 見ね たる 如く、 利 常 卿 堂 形の 的 場に て 通 矢 を 試み 給 ふ 時、 

堂 形 米倉 裁許の 天 野 藤 太夫に、 通 矢の 撿見を 命ぜら る VJ あれば、 彼 三十 三 間 堂 形の 的 場 あり 

し 頃、 米倉 も 並べ ありし 事 著明な り。 右 通 矢の 檢見を 矢 野に 命ぜられし は、 寬永 年中の 頃歟 

，一、 湯 淺 氏の 藩國 職員 考堂形 奉行の 條注 にい へり。 }^ 次按 に、 三 患 記に、 寬永八 年 四月 十四 

B 才川橋 爪 法 船 寺の 門前町より 出火、 千 石 町 堂 形 一面に 火，、」 成 云々、 御堂 形 米う わ こげして 

煙の 臭し、 御用に 難 立に 付、 御 扶持 人た る 者 火事に 逢け る 人々 へ、 五 石. 十 石 宛 被 下、 其外您 

町中へ 被 下，、」 見ね、 關通政 春 古兵 談に、 金澤 河原 町より 出火、 御城 も燒 たり。 此時 加藤圖 書. 

^田 勘 兵 衞其外 四 五 人 同道して、 拆も殘 多き 事 哉 いうて 來 る。 津田. 加 藤 等 堂 形の 米藏に 

居て、 右藏 に火懸 りたる に 依て、 車 橋 を 渡りて 御城へ 行く  VJ て 御 使に 行 合たり 云々 VJ ある も、 
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則 寬永八 年の 火災の 時に て、 此時 米倉 旣 にあり て 火災に 罹りた る 也 0 さて 宽永 十三 年 十二月 

十三 日、 奧村 因幡より 平野 屋半 助. 越前屋 孫兵衞 宛の 判 書に、 御堂 形 拂米兩 人に 被 仰 付 VJ 見 

ね、 同 十四 年 三月 十八 H 利 常 卿 在印定 書に、 堂 形 藏入米 高 二 萬 五千石 可 納0 堂 形藏米 毎年 五 

月 中旬より 可拂 0 堂 形藏. 雜穀 藏兩所 之番、 鐵炮之 者 六 人、 替々 無 懈怠 可 相 詰〕 木 村 助 兵 衞- 

石 黑太郞 兵衞、 堂形藏 奉行 爲 扶持、 一 ケ年 一 人に 十五 石 宛 前 波に 可 下行。 越 前 llHJi 孫 兵衞. 半 

野 屋半助 米拂可 奉行、 堂 形 米之內 を以、 一 石に 付 而ロ米 一 升兩 入に 可 下行な，、，、」、 十二 グ條を 

載られ、 又 同じ 日付に て奧村 闲幡判 印の 定 書に、 御菓子 用 之 餅 米. 小豆. 靑 大豆. 味噌 並 御馬 

飼料 之 大豆. 稗、 車 牛 飼料 之 大麥、 及蠟 .ijtl 油. 種油の 石高 を 記載して、 右 御寧 行 野 木口 五兵 

衞. 淸水 權六以 相談、 雜穀 御藏へ 可納 3ni 被 仰 出 ビ あり。 おも ふに 此時堂 形 藏納の 規則 をば 改革 

ありて、 更に 定められし VJ 聞 ゆ。 抑 堂 形 米倉へ 納め しめられし 米穀 は、 切 米収 ビて 步士. 輕 

卒. 小者な V- の 扶持米に、 春秋 兩 度に、 下行 米 VJ て 人々 へ 宛 行 はれけ る 定めに て、 舊藩 中は此 

地，、」 新 堂 形の 地ビ、 兩 所に 米倉 數 11^ 前 建なら ベ、 石 川 郡の 衬々 よりの 納米は 本堂 形ね 納め、 

河北 郡の 村々 よりの 納米は 新 堂 形の 米倉へ 納めし むる 例に て、 廢藩 置縣の 後まで も 米倉 その 

ま、 ありし かど、 士族の 給 祿を廢 せられし 後、 米倉 も 取 毀 たれたり。 

是歳。 中 村 刑 部 家 正 残す。  


過禮は 華麗 

なるべし 


〔金澤 古蹟 志〕 

中 村 刑 部 家正傳 

家 正が 父 は 中 村 肥 前 VJ 云。 宇喜多 中 納言秀 家の 家士 にて、 家 正 も 初め 次 郞兵衞 VJ 稱し、 宇喜 

多 家に 仕へ り。 家譜に 云、 刑 部 家 正 初 宇喜多 家に 於て、 家老の 人々， こ 不和に 成り、 ii 原合戰 

の 前、 秀家 卿の 內意 により、 備前を 立 返き 浪人，、」 成る。 後 加州へ 來 ける 處、 利 長 卿 越 中 五ケ 

山へ 遣され、 慶長七 年 召 返され、 家 祿ニ千 石 賜 はり、 足 輕頭を 勤め、 宽永 十三 年 歿す VJ なり。 

關屋政 春 古兵 談に 云、 備前 宇喜多 中 納言秀 家 は、 領國備 前. 備 中. 美 作. 播 磨の 內、 合 八十 萬 石 

の 大名に て、 秀吉 公の 御 |j3t 也。 安土に て 利 家 卿の 御 娘 子 を、 誕生 ある VJ 其 儘 養子に 被 成、 秀 

家へ 被 嫁たり。 依 之 威勢 強く、 生得 才發 にして、 武勇 も備 りし 故、 御名 代，、」 して 朝鮮へ 渡海 

し、 過禮を 好れ し 人な り。 朝鮮に て 諸 大名 を、 野中に て 五 百 餘人木 具 仕 立 令 振舞 給 ふやう 成 

人 也。 是に 依て 金銀 を 好み、 中 村 次 郞兵衞 VJ 云 ふ 者 出頭して、 所 帶を約 やかに し、 國 中へ 課 

役 を 掛る。 金銀 を 集む る國の 仕置 も、 大方 次 郞兵衞 するな り。 譜代の 家老 11^ 川 肥 後 守 • 花房 志 

摩 守. 宇喜多 左 京. 長 船 越 中 四 人な り。 次 郞兵衞 VJ 間惡 敷、 後に は 家老 VJ 不和に 成、 四 人な が 

ら備前 を 立 返き、 直に 徳川家 康 公へ 行き、 長 船の 外 三人 は 家 康に被 召 抱。 是に 付家康 秀家 

，こ 中よ からす。 石 田 亂の時 も、 無二の 石 田 方 也。 右 中 村次郞 兵衞、 後 前 田家へ 被 召 出、 中 村 
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刑 部 VJ 改名す VJO 備前 浪人 芳賀 宗惠 語る ，こ。 又秀 家關ケ 原の 時、 三 成 ど 一味に 依て、 八丈島 

へ 遠 流、 家 禮の義 は 大身 はなら す、 小身 は 誰 にても 可 被 遣 VJ 被 仰 出たり。 秀家惡 大將ゅ ゑ、 

人 を 御 見知な く、 中 村 次 郞兵衞 勝手の 圖りを 上手に 致し、 金銀 を 取 上る 事 計 工夫 仕る 者 を 念 

比に 被 成、 武道の 用に 立つ 者 は、 一圓 御 見知な きに 依て、 此 時に 御行 當り、 御供 可 仕 VJ 申 上 

げたる 者 共に 御 鱧、 後悔 斜 ならす，、」 彼 家の 老人 芳賀 家惠 VJ 云 者 常々 物語す どい へり C 按に秀 

家 卿の 內室 は、 利 家 卿の 息女に て、 利 長 卿の 妹 聱 なり o 故に 中 村 次 郞兵衞 を 五 I： 藩士に 召 抱へ 

られ しも、 その 因に 依ての 事なる べし。 

是歳。 領內 百姓 の 年貢 輕減を 乞 ふ もの 多き を 以て 前 田 利 常 代官 の 不 正 を 

質さし むノ 

〔三壺 記〕 

諸 代官 御 吟味 下 谷 長 左 衞門被 仰 付 事 

宽永 十三 年 秋 之 頃、 御分領 在々 所々 百姓 困窮に 及び、 免 乞 訴狀止 事な し 0 御公領. 給 人知 VJ も 

に 過半 未進 出來 し、 諸 代官 難儀す 0 其 先 毎年 其 年の 風俗に 隨而、 免 相 措 引 被 仰 付、 御 宥免有 

VJ い へど も、 此年 は漸々 に 農民 行つ まり、 御公領. 給 人知 姓 を 召 寄 礼 明す，、」 い へ Vj も、 百姓 

わ だか まるに も あらす、 榮耀榮 花に ほこり 收納滯 るに も あらや、 自然に 百姓 行つ まるよ し 御 


耳 こ， 立ければ、 利 常 公 は 奧村困 幡- ^田 勘 兵 衞に被 仰 出け る樣 は、 每年高 物 成 極お、 旱招 • 水 

損 見 立 次第に 着 免す。 當暮は 無 故 自然に 土民 困窮し、 過分の 未進 難 意 得、 代官：^ ハ 手前 吟.^ 可 

仕 被 仰 出 0 兩人 奉り、 宮城 釆女. 本 保 大藏. 奧村 源左衞 門、 其 外 G 勘 者 共、 奥 村 因幡 方へ 集 

りて、 代官 手前 御 算用 聞屆 け、 り。 津田 勘兵衞 は、 在々 所々 より 代官 手前 非 分 之 儀 有 之 者、 

目安 を以 言上せ よ、 御 聞 屈 可^ 皆 御意 之 由 申 觸らる so 永 見 五 郞右衞 門. 井內 淸兵衞 は、 御分領 

在々 所々 を 走り 廻りて、 諸 代官 は不及 申、 寺社 方. 町方 *同 苗より 余 銀米錢 借用 仕 もの、 元利 

年月に 貸 生 を、 十 村 肝 煎より 與 中の 帳 一 册 にして、 又 村ぎ りに 小百姓 も 帳 一 冊に 調 可 上 之。 

過分 G 借 錢有之 ものに は、 過分に 免 を 可 被 下、 又 かり 物 も 御 吟味 之 上 を 以可被 下 3:"、 兩人ふ 

れ廻 しければ、 其 年の 暮 より 春へ 懸、 帳面 調へ 指 上、 目安 所々 より 指 上る。 其 中に 下 谷 長 左 

衞門非 分 沙汰の かぎりなり。 手前の 金銀 米錢を 一年の 利 足 三 割 • 四 割に 貨付、 年貢 を以 引取 

り、 公儀の 御 收納を 明けて 未進，、」 す 0 或は 借 付の 手形 を、 ビ やかく ど 申して 返さ や 置て、 二 

三度 宛是を 取る。 田 畠を爲 作て 我が 用 所 ，こなし、 其 年貢 入用 を 未進に 引 次ぎ、 公儀の 御藏へ 

は 手前より 入れ やして 明け 置き、 色々 樣々 の 押 領有に 付、 百姓 目安 を以 言上 可仕ビ 申す 時、 

下 谷.，；： 道理な き 故よ はりて、 五十石 • 百 石の 未進 を らせ、 又は 朱 封 銀 百 目-二百 目 宛 是を百 

姓に，、」 らせ、 漸々 宥め 置く。 下 谷 甥に 高瀬 兵左衞 門、、」 云 ふ もの、 則 下 谷 手代 也。 此者 年々 
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わやくに 誠 

譃の意 


春光 院は春 

s  


姓に 長左衞 門お ざされ て、 百姓に，、」 ら せし 米 金銀 を 帳面に 記し 置き、 御 吟咏之 時、 其 帳 を 長 

左衞門 わやく 帳， こ 名付け、 奉行所へ 指 上る。 其 外 郡 中 町中へ 貸方 多く 有け る を、 暮 より 春へ 

かけて、 矢 野 所 左 衞門. 久保 淸左衞 門に 被 仰 渡、 石 川. 河北 兩郡下 谷 借物 元利 取 立 させら る so 

手代 兩人召 置き、 足輕. 御 小人 召 速れ、 在々 所々 にて 礼 明して、 證文 手形 次第に 取 立る。 能 

美. 江 沼 郡 は 太 田 伊織、 越 中. 能 州 は 其處々 の 郡 奉行に 奉行 人 指 加へ、 御 吟味 有て 取 立る。 下 

谷 長 左 衞門は 男子の 子供 三人、 長 左衞門 一 所に 拷問の 上に、 御成 收被仰 付 也。 金銀 關所被 仰 

付、 難 漉 之 li- 共に 被 下て、 未進 等 を 補 ひ、 難 有奉存 けり 0 御領 國中 土方 領分. 長 九郎左 衞門領 

分 を 除、 其 外より 借 銀 帳 共 上りければ、 誓詞 を以 武家. 町方. 寺社 方. 後室 方 • 幼少 衆 之 私 銀、 念 

佛講. 神明 講の打 入 銀 を 書 上る ◦ 條數書 を以、 人 持. 物 頭 等 へ 被 仰 渡、 十 村. B 十 組. 廿組 宛の 帳 

相 渡り、 淸帳調 被 上 之 0 第 一 諸 代官の 自分 かし、 下 代せ ハの私 かし、 山 奉行. 那 奉行 方諸舉 

行. 町奉行. 道 橋 奉行. 檢地 奉行. 上代. 手代の 貨方 なり。 其 外 大橋市 右 衞門货 方、 资屋の宗榮^^ 

方、 御供田 村 三郞右 衞門货 方、 せがれの 吉兵衞 貸方、 其 外物 役に 懸る ほビの 货方を 類よ せし 

て、 十 村 一 人 組 切に 淸帳調 招 上らる 大橋市 右 衞門. 银 屋宗榮 は、 先年 手前 不如意 之 時、 御 

助成の ために 拜借被 仰 付、 郡 中へ 付、 利 足 を 取り 他 足 VJ せし を、 此 時節 御 取 立 可 被 成 どの 

御 事な り。 御供田 三 郞右衞 門貨方 は、 能 州 八 ケ村並 代々 知行せ り 0 春光 院殿 へ 三 郞右衞 門 取 


たけ Li も不 

立 木の ま V 


入て、 島中へ 贷 付け 倍々 高利 を 取り、 八ケ 悉く 取た ふす。 是に 依て 右 役人 ざ もの 贷方 は、 少 

の 輕重は 有り ビ いへ V- も、 下 谷 長左衞 門の 業に 同じければ、 公儀 を輕じ 私用 を 重 やる 事、 且 

而 なきに は あらや。 裁許の 德に 依て 家 を 富ましめ、 紙 手. 綿 手. ばい 木 手. 炭 手. 鯽 手，. J 號し、 

金銀 貸 渡し、 出來 次第に 取上げて、 それに 利 足 を 付け 方々 へ賣 渡す。 皆 土民より 取 上る 事な 

れば、 年々 の 利 足に 上り、 收納の 所 わきに 成り、 百 姓 難^せ しむる 事、 是皆 奉行 人、 年久敷 

用人に 狎て 入魂の 上な り。 向後 諸 奉行 一 年替 り、、」 被 仰 出、 諸 代官 上りて、 與カ ども を 御 代官 

に 被 仰 付、 少 しづ 裁許す る 手代 を 召 ilg; 申 度 皆 言上す。 殊之外 御機嫌 惡敷成 給 ひ、 何の 手代、 

おのれら 直に 可 仕、 私曲 は 手代より 起る VJ 被 仰 出。 さて 諸 代官 手前く 引 負 露 現して、 米 五 

百石丄 一一： C 石づ、 指 上る も 有り、 銀 子 五十 枚 • 百 枚づ、 上る も 有り。 田內 小右衞 門な V- は、 た 

けに も 不立夥 敷 取 込に て、 知行 被 召 上、 牢 人して 江 卢 へ參、 祖 心に 扶助 せらる/ 祖 心の 父、 

牧村兵 部 大夫殿 の 家 鱧の 筋なる ゆ ゑ なり 0 

〔三壶 記〕 

落 合 孫 左 衞門事 

諸 奉行 人 之 貸方 御 吟味に 付、 色々 樣々 の 公事 物語 多し ，こい へ ざ も、 事 長々 しければ 略せし む 0 

其 中に 大橋市 右 衞門货 付の 手代に、 嶋 金右衞 門. 落 合 孫左衞 門より 借用 V,- 云 帳面に、 銀 子ニ赏 
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行、 水 は 行 一  七 八 百 目 も 有け る を、 能 州 子 浦に お ゐて十 村 を あつめて 吟味す 0 菅 原の 行 永詰罷 在、 組 中 を 

寄す。 然る 所へ 歲の よは ひ 五十 計の 男、 歴々 たる 侍？ わにて 來 る。 御舉 行へ 申 上 度 儀 御座：^ 由 

申に 付、 矢 野 所 左 衞門ど 久保淸 左 衞門對 面し、 是へ御 通り あれ、 何 之 御用 ぞ VJ 巾 ければ、 さ 

ん候私 は 落 合 孫左衞 門，、」 申 牢人也 0 少手 之實を 持て 百姓 中へ 貸付け、 利 足 を 取て 身命 を 助か 

り 申候處 に、 大橋巿 右衞門 殿下 代 VJ 私 假名 を 書 上げて、 御 公儀へ 被 召 上 事、 何共 迷惑 千 萬に 

奉 存候。 大橋殿 手代に て は 無 御座 候 間、 借 狀に御 除 被 下 候へ VJ 申け り 0 矢 野. 久保. S. ける は、 

定而御 偽 は 有 間 敷 候へ ざ も、 これ を 見た まへ VJ て、 御 淸帳を 取 出し、 しかも 伴 八 矢 手前より 

調 上る 御 帳面、 大橋市 右衞門 年代 嶋金 右衞 門. 落 合 孫 左衞門 自分 貸す 何程，、」、 御 算用 縮 迄 有け 

れば、 此 帳面 之 外 は 吟味 仕出け しれ ざ も、 此內 をの ぞく 事、 拙 子 共 心得に ていかに ビ して 成 

可 申 ど、 あらけ なく 申 放す。 孫 左 衞門申 やう は、 それにて 候 は 何方へ 御斷申 上よ く 可 有 御 

座 候、 御お しへ 候 は、 御 恩賞た るべき，、」 云 ふ 0 奥 村 因幡 殿舉行 也. VJ 申ければ、 私 波 着 寺 法 印 

，こ 念 比に 候 間、 赖可申 上 候、 ^幡 殿御 狀 申請 參可申 ，こて、 ei^r に乘 りかけ 出す。 四つ 時分に 罷 

立ち.、 其 ：" 七つに 歸 着し、 馬より 直に 舉行 所ね 參り、 波 着 寺に 對面 化、 しかぐ の 事 を 語り 

て賴 申候處 に、 法 印 申されけ る やう は、 さて 其方 能き 年 をして 迷 ひ 申さる、 人 哉、 御 裁許 を 

奉る 奥 村 因幡 殿.， # 田 勘兵衞 殿の 綠者 一 門 衆、 其 外 御 老中の 親類の 中に、 今度 御 代官 衆 數多有 


さ こる 月 こ あは 前 
か と は 下の リ秋揭 
な翌 旬文而 のの 
る 年と に し 頃 文 
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之、 金子 一枚 ニー 枚、 銀 子 二 貫. 三 貫目 充、 代官 衆へ 合力した まへ 共、 其用扮 成が たし。 御手 

前牢人 なれば VJ て 誰か 用捨 せらるべき。 其方 出生の 時 は 身ば かりにて 生れ 給 ふ。 今迄 心安く 

命た すかる 事 仕 合 也。 今から ほね 折りて たべられ 候へ ビ 申されけ る 間、 御尤 VJ は 存知ながら 

腹立ちて、 い VJ まご ひなし に 出で、 馬に 乘り罷 歸る。 各樣へ 御苦惱 御免 あれ、 御 裁許 宜被 

遊 侯へ VJ 一  鱧 を 申け り 0 兩人 聞て 左様に 可 有、、」 存候、 笑止 成 御 事 VJ ぞ申 ける 0 然る 所に 孫 左 

衞 門に 銀 子 かりけ る 百姓 共罷 出、 いかにく 孫 左衞門 様、 去々 年. 去年の 利 足 被 下 候 上 は、 貴 

樣へ相 濟す利 足 銀 御返し 被 下 候へ， こ 云 ふ。 又 百姓 罷出 申樣 は、 只今 は 卯月 下句な り、 先月 三 

月の 末に、 急用，、」 て 三 ヶ月 分の 利 足 を 相 渡す。 只今 御 返 被 下 候へ，、」 云 ふ。 孫左衞 s: 聞て、 濟 

申さぬ 以前 こそ は 其 わけ も 有らめ、 濟 ける 物 をお こし かへ し 申 事、 沙汰の 限ビ云 ひければ 

奉行 兩人、 此場 にての せんぎ、 にくき 百姓 共，. J てし か， 9 ければ、 孫左衞 門い £ ま 申して 立に 

けり 0 跡に 何れも 申け る は、 落 合 殿 子 浦に 居住し、 嶋金 右衞門 被參候 刻、 大 撟 市 右 衞門殿 は 出 

頭 人な り、 御 貸方よ く 調 候 間、 一 所に なされ 貸付た ま はれ，. J、 嶋金右 衞門を 振舞て 申 合 けれ 

/、 右の F 一に 成に けり。 少も か、 はらぬ VJ は 申されが たし，、，， "語りければ、 公儀の 事に はま じ 

はらぬ こそよ けれ VJ 何も 申け り。 四月 上旬に 仕舞 ひ、 所々 郡 中より 罷歸り 言上 仕り、 代官 を 

被 仰 渡、 石 川. 河北 • 羽 i^. 鹿 島 並 嶋八ケ は、 久保佐 左衞門 一 人に 被 仰 付、 手代 三人 召^き、 裁 
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許 致け、 


寬永 十四 年 


食燒 本の 儘 


二月 十五 日、 藩侯に 從 ひて 領 外に 出で たる 者の 賄 料、 及び 京都 • 江戸： 

於いて 使者に 遣 さる  > 者の 駄賃 支給の 制を定 む。 

〔萬 治 已前定 書〕 

他國ね 御供に 參候 者、 路次中 並 逗留 中 御 扶持 方 賄 御 下行 覺。 

御 步並御 步者並 之 御 切 米 取 何 茂 同事。 

一 生從 二人に 四ソぉ 持-分の 相場に 銀 子.^ 以可被 >  事 

但、 趨嗜. 薪. やさい. 油. 食燒 以下、 共に 別々 銀 子に て 被 下 候 得 者、 米 之 相場に より 高下お 

之 付、 右 之 御 扶持 方 之 內を以 賄 可 申 事。 

一 、 銀 子 七十 一 匁 九分  年中 之 宿賃 

但、 一 曰に 生 人 八 匁、 下人 四 匁 宛に して、 錢之 値段 一 貫 匁に 付而 十六 匁 宛 之 算用。 

1 、 銀 子 四十 目  江戶下 通 上下 之駄！ K 銀 

但、 三人に 馬 一 疋 宛に 付、 百 二十 n 之當 り。 


1 、 同 五十 三 匁 五分  江 In, £1 上 通 上下 之 駄赏銀 

右 同斷、 馬 一 疋に付 百 六十 目之當 り。 

御 鐵炮者 持 筒 共。 

1、 1 、こ 二 、44<42.1?0 一日- IL 一升 宛、 其 所々 に而時 

1 一人に 二人 扶持 方 々相場 銀 子.^ 以可被 下 事。 

佴、 壟 t". 薪. ざう し 以下 共。 

一 、 銀 子 二十 三 匁 九分 七厘  年中 宿賃 

但、 一 H に 四 文 宛。 錢之 値段 一 貫 文に 付 十六 匁 算用。 

一 、 銀 子 一 一十 目  江 11^ 下 通 上下 駄賃 

但、 六 人に- iil- 一 疋宛 にして、 1 疋に付 百 二十 目 當り。 

一 、 同一 一十 六 匁 七 分  江 戶下通 上下 之 駄賃 銀 

右 同斷。 祖馬 一 疋に付 百 六十 目當 り。 

一 、 十 匁 五分  京 上下 之 駄賃 銀 

右 同斷。 但馬 一 疋に付 六十 三.^ 當 り。 

御 小人 並 御 草履 取 分 

1 、 御 扶持 方 搗代並 宿賃. 薪. 鹽噌、 此跡 G 如く、 其 所々 にて 買手 之 者、 航段之 上を以 算用 次第 
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に 可 被 下 事。 

一 、 銀 子 十五 匁 ■ 江 下 通 上下 之 駄賃 銀 

但、 八 人に 馬 一匹 宛に して、 一疋に 付 百 二十 目 當り。 

一 、 同一 一十 目  江 卢上通 上下 之 駄賃 銀 

右 同斷。 但馬 一 匹に 付 百 六十 目之當 り。 

一 、 同 八 匁  京 上下 之 駄賃 銀 

右 同斷。 但馬 一 疋付 六十 三 匁當り ◦ 

御 長柄 之 者  " 

一 、 御 扶持 方 一 升、 所々 値段 銀 子 を 以可被 下 候 事。 

但、 鹽噌. 薪賃 共、、 御 普請 仕 時 晝飯可 被 下 事。 

一 、 上下 路銀 一 日に 六 分 宛。 但御 荷物 無 之 は 五分 宛。 の 年 御 定以來 は、 米 値段 指 引 可；^ 舉。 

一 、 御 抉 持方鹽 i? 薪. 宿賃 御 小人 並。 伹御 普請 仕 候 n は、 盡飯 扶持 右 算用 五 割 增に可 被 下 事 0 

1 、 駄賃 銀な し。 

一 、 御鐵炮 者. 御 小人. 御 長柄 之 者に よら や、 御 普請 仕 候 日 は晝飯 扶持 可 被 下 事。 ^其 所々 時 

々の 値段 を 以可被 下 候、 以上。 


寬永 十四 年 二月 十五 日  山  城 

安  房 

〔マ 3!: 治 已前定 書〕 

江 1IV 京都 御供 之內、 御 使に 被 遣 時 駄賃 銀 御定之 事。 

1 、 十 里に 付 而銀子 一 匁 宛 之 事。 

但、 御 步之者 主従 二人、 其 外 此並之 御 切 米 之 者。 

一 、 駄賃 銀 十 里より 內は被 下 間 敷 候。 十 里 之 外は此 つもり を 以可被 下 事。 

右 御 在 江 In. 在京 御 定之賄 料 之 外 可 被 下 候。 然上 は別而 路銀 者 有 之 間 敷 事、 以上。 

右 被 仰 出 所 如 件 0 

寛 永 十四 年 二月 十五 日  山  城 

安  房 

一 一月 十九 日。 收納米 • 夫傳馬 • 出 銀 • 見立檢 地 等の 事に 關 して 靑木權 右衞 

門に 命令の 書を與 ふ。 

〔萬 治 已前定 書〕 

定 
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八 一 四 

一 、 代官 所 收納米 之 內七百 石、 鬚所爲 入用、 野 木 江 五兵 衞. 淸水權 六方 わ、 奥 村 h: 幡守以 ー4 ん判 

可 相 渡 也 ◦ 米 右 兩人令 相談、 可 入念 事。 

一 、 右 米 七 百 石 雑穀 藏. 2 納置、 欠 米 kw 姓に 不可 懸。 此外 扶持 方に も 可 相 渡 事。 

一 、 々在々 夫 傅 liiT 之 儀、 無 油斷可 相改。 若 夫 傳馬僞 申 懸者於 有 之 者、 其 人 或 屈 ss、 或 どら 

へ、 安房 守. 山城 守. 因幡 守 方， 2 可 相斷事 0 

一 、 一 ケ 年に 兩度村 々相 越、 百姓 共 無油斷 農作 相 勸候樣 見 計、 荒 地 於 有 之^、 大豆. 麥. 稗 之 

開 作 候 樣に可 申 付 事。 

一 、 諸 百姓 出 銀、 家 一 間に 三 匁 充可申 付。 右 員数 豭不懸 申樣可 入念 事。 

一 、 村々 肝 煎 等、 公儀 並 給 人 用 所 之 外、 金澤わ 出し 候 儀、 堅 4^ 停止 事 0 

一 、 百姓共無故見立儉地申^?1候事可停止0 無 見 立不叶 時分 は、 算用 場 權右衞 門 嘗付可 出 事。 

一 、 見 立 儉地之 者 於 遣 之 は、 權右衞 門^ 出 4" 相 i!5r 見 立 相 極上 帳而 加判、 百姓 等に も 見 立 帳 

可 渡 事。 

一 、 納所 口 米 如定、 其 外 同宿に 用 所 中 付、 每歳爲 扶持米 二十 石 可 宛 行事 0 

右 之條々 不可 有 違背 者 也。 

宽永 十四 年 二月 十九： n 


靑木權 右 衞門殿 

1 一月 廿 六日。 江戸に 交代 勤務す る 小姓 等の 扶持 方 代 銀給與 方法 を定 む。 

〔萬 治 已前定 書〕. 

江戶 御供 替御 小姓 衆 御 扶持 方 代 銀、 當 地面々 人 數已下 吟味 指 出、 御 小姓 頭 可 仕事 0 

一 、 右 銀 子 相 渡 候 裏 判 人、 因幡. 大膳. 河內 三人 之內、 當地有 合 次第 之 事 0 

一 、 當 地に 而御 扶持 銀 人々 に 請 取 高、 江戶ね 御 小姓 頭より 送 切手、 右三人 裏 判 也。 在 江戶年 

寄 中ね 、 江 11^ 御 扶持 方 割符 値段 を 以差引 相 究候樣 に 可 申 遣 事 0 

1 、 中 納言樣 御 在 江 ITl 之 刻、 御供 之 衆替々 參候 は、 3、 御供に 在 之 年寄 分 之 方， に、 右 同前 可 申 

遣 事。 

1 、 御 國に而 御 扶持 方 請 取 候 衆、 H 數 以前に 江戶 より 被 成 御 返 候 は > -、 在 江 In. 之 日數、 御 小 

姓 頭より 書 出、 送 切手 在 江戸 年寄 中以裏 判、 此 地に 而指 引算 用 可 相 極 旨、 因幡. 大膳. 河內方 

ね 可 申 越 候 事 0 

1 、 當地新 御 算用 場に て 差 引 相 極、 餘銀請 取 置、 御 帳に 相 添、 一 年 切に 御 納卢， £i 銀 子 可措上 

由、 度 々因幡. 大 膳. 河內 より 御 算用 場へ 書 狀可遣 事。 
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一 、 右餘銀 算用 帳 相 添、 御 納戸へ 新 御 算用 場より 可 差 上 事。 

一 、 右 江 御供 替番罷 越 刻、 御 扶持 員 數 以下、 安房 守. 山城 守 方ね 斷之 上、 裹判人 方ね 書狀可 

被 相 添。 = 数 不足 人 於罷歸 は、 新 御 算用 場に て遂 吟味、 一年 切に 相究、 餘銀指 上 候 時、 重而 

安房 守 • 山城 守 承 屈、 御納卢 衆. は 以添狀 可 相 渡 旨、 被 仰 出 所 如 件 0 

二月 廿 六日  横 山山 城 守 

本 多 安房 守 

三月 九日。 越 中高 岡 神明 • 入 幡* 熊 野 *稻 荷 • 大木 宫 五社に 對 する 寄進 地の 

印 物を改 む。 

〔寺社 來歷〕 高 岡 五社 由來 

寬永 十三 年に、 御領 國寺 社家 一統 拜領之 地面 御改に 付、 御 檢地舉 行 前 波 嘉右衞 門 殿 を以、 御 

社領並 五社 之 宫地等 被 打 立處、 二十 八 石餘之 御高 圆 りに 相 成 由、 重 而御印 之 表 御尋に 付、 御 

印 物 御 趣意 申 上 候處、 步數之 御 定無之 候に 付、 御 印 物 二通，、」 も 御 取替、 改而步 數等御 定被成 

候而、 御 寄附 候 御 印 物 一 通、 左 之 通。 

越 中高 岡 舯明. 八幡. 熊 野. 稻荷. 大木 宮、 五ケ所 宮屋敷 之 地 二 千步、 並 近年 其 元 策 配 仕 來候作 

所 之 內毛付 三千 步 地面、 右 五社 爲 修理 料 被 成 御 寄進 訖。 破損 之 所 可 令 再 典 者 也。 依 而如件 Q 


寬永 十四 年 三月 九 H  橫山 山城 守 名 判 

本 多 安房 守 名 判 

高 岡 神主 豊後殿 

三月 十四日。 藩侯に 隨 ひて 江戸 及び 京に 至る 荷物 人馬の 賃銀 を定む 

〔萬 治 已前定 書〕 

金澤 より江 戶， 御供に 被 召 遣 候 時 御 荷物 人 lii:T 駄賃 御定 

一、 かた 道、 下 通： al- 一疋に 付而 六十 五 匁 

四月より 九月 迄 六月 分 0 

一 、 同 下 通 "iiT 一  疋 に付而  八十 目 

十月より 三月 迄 六 ヶ月 分 0 

一 、 同 下 通人 足 一 人に 付而 二十 七 匁 

月より 九月 迄 六 ヶ月 分 0 佴金澤 より江 戶ゎ 十三 日、 一 日に 一 匁 五分 充。 歸 十日、 

七 分 五 厘 ◦ 

一 、 同 下 通人 足 一 人に 付而 三十 目 七 分 

十月より 三月 迄 六 ヶ月 分。 但金澤 より江 戶ね 十五： n、 一 日に 一 匁 五分。 歸十 一 日、 
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八 一 八 

七 分 五 厘。 

一 、 かた 道、 上 通 馬 一 疋 に付而 八十 目 

四月より 九月 迄 六 ヶ月 分 0 

一 、 同上 通 馬 一 疋 に付而  百 目 

十月より 三月 迄 六 ヶ月 分 0 

一 、 同上 通人 足 一 人に 付而 三十 目 七 分 

四月より 九月 迄 六 ヶ月 分 0 伹金澤 より江 戸ね 十五 日、 一 ：w に 一 匁 五分 充。 歸十 一日、 一日 

に 七 分充。 

1、 同上 通人 足 一人に 付而 三十 三 匁 

十月より 三月 迄 0 伹金澤 より江 s-ls: 十六 日、 一 H に 一 匁 五分。 11 十二 H、 一 日に 七 分 五 if 

右 之 人足、 公债爲 御用 江戶 に致逗 候 は > -、 一 H に 一 匁 宛 御 下行 可 被 下 事。 

一 、 かた？ F」 下 通 御供 衆に 被 下 候傳馬 一 疋 に付而 六十 目 

一 、 上 通 同 liiir 1 疋 に付而  八十 目 

一 、 御供に 被 召述候 外、 江 UV 京ね 御 使に 罷越候 衆 之 儀 は、 駄赁馬 一疋に 付而、 如 跡々 新 算用 

場より 一 里 三分 充可被 下 事。 


金澤 より 京ね 御供に 被 召 迚候御 荷物 人馬 駄賃 御 定如此 候、 以上。 

宽永 十四 年 三月 十四日  橫山 山城 守 

本 多 安房 守 

,  中 村 新 左衞門 殿- 

原 田 又 右 衞門殿 

副 田 權左衞 門 殿 

四 井 主馬 殿 

三月 十六 日。 加賀石 川郡宫 腰に 於け る 能 州 鹽の賣 却、 薪の 購入 及び 傳馬 

に關 する 法 规を定 む。 

〔萬 治 已前定 書〕 

定 

一 、 宮腰 土藏、 能 州 鹽五萬 後 毎年 可 納事。 

一 、 揸宮腰 肝 煎 主計. 三 右 衞門請 取、 手形 內藤淸 兵 衞裏判 を以、 能 州鹽舉 行嶋田 勘右衞 門. 小 

森 又兵衞 . 山 下 吉兵衞 方 ，に 可 遣 事 G 

一 、 所 入用 之廳舉 行人 手形、 會 所より 裏 判 を以、 五十 後 宛 可 相 渡 事。 
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一 、 鼴請拂 主計. 三右衞 門に 可 申 付、 兩人之 者 下 代 扶持 VJ して、 一 ケ年兩 人に 二十 石 可 下行 

一 、 醴 in 候 代金 銀、 淸兵衞 方 銀 箱に 入 置、 生計. 三 右 衞門符 を 付 させ、 月 切に 淸兵衞 下 代 相 

添、 金 奉行ね 相 渡、 手形 生計. 三右衞 門， 21 請 取 之 通、 毎度 淸兵衞 方ね 可相斷 事。 

一 、 贜拂 値段 之 儀、 能州鹽 奉行 三人、 並 當時越 前 屋孫兵 衞* 平野 屋半 助. 蠟燭 ：！^-彥 四郎. 紙屋 八 

4^:"衞 門. かね 屋九郎 兵 衞五人 之內、 ニ與 にして、 金 澤於兩 所 聞 合 値段 相 極 事。 付、 主計. 三 右 

衞 門齷資 帳、 度々 淸兵衞 見 候 而可加 印判 事。 

一 、 於宮腰薪、主計.三右衞門兩人之者買置、金澤薪舉行笠間平右^^^方へ可扣渡。 段 之 儀 

，彼 地 五 人 之 直 段 者 ，こ し て 可 相 極 事。 

一、 薪 栽 許 下 代 扶持 どして、 一 ケ 年に 兩 人に 廿俵、 主計. 三 右 衞門兩 人に 可 下行 事。 

一 、 金 澤ね宮 腰より、 一 ケ 年に 傳馬千 疋分可 出 之 候。 此 外用 次第 駄贷可 下行 •。 

右 之條々 不可 有 相違 者 也 a 

寬永 十四 年 三月 十六 日  內藤 淸兵衞 

三月 十 入日 堂形藏 米の 取扱に 關 する 法 规を定 む。 

〔國事 雑抄〕 


一 、 堂 形 藏入米 高 二 萬 五千石 可納。 伹、 依 年 入 米 數多於 有 之 者、 有 次第 可 請 取。 若 右 之 米 高 

不足 候 者 可 申 上、 當地不 有 合 時分 は、 奥 村 因幡 守 方へ 可 相 理事。 

一 、 入 米善惡 之義、 百姓 不致 迷惑 程に 可 相 渡 事。 

一 、 斗 升. ちきり、 會 所より 相 究可渡 事。 

一 、 人 米俵 數、 毎：：： 木 村 助 兵衞. 石 黑±郞 兵衞、 並 越 前屋孫 兵衞. "中 野 屋半助 方 相 帳 可 付 5S。 

拂之時 も 右可爲 同前 事。 

1 、 堂形藏 米、 年 五月 中句より 可拂。 若 其 W 前 拂義候 者、 因幡 守 方より 可 相 渡 事。， 

一 、 於 當地拂 方 相滯候 者、 上方 へ も 米 可 登 事。 

一 、 拂米代 之義、 余 銀 之內何 にても、 相場 次第 喪 付、 可 請 取 事。 

一、 拂米 代金 銀、 一ヶ月に 兩度 かね 奉行 人へ 可 相 波 事。 

1 、 拂米代 令遲々 もの 於 有 之 者、 因幡 守 方並會 所ね 相理、 鐵炮之 者 催促に 可 造 事。 

1 、 堂 形藏. 雜穀 藏兩所 之番、 鐵炮之 もの 六 人、 替々 無 懈怠 可 相 詰 事。 

一 、 木 村 助 兵衞. 石 黑太郞 兵衞、 堂 形 藏舉行 扶持，、」 して、 一 ケ年ー 人に 十五 石 宛、 堂 形 米之內 

を以、 前 渡に 可 下行。 但兩 度に 可 下行 事。 
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一 、 越 前 厘 孫 兵衞. 半 野 屋半助 米 拂爲舉 行、 堂 形 米之內 を以、 一 石 付 而ロ米 一 升兩 人に 可 下 

行事。 

右條々 不可 有 相違 者 也。 

寬永 十四 年 三月 十八 H  印 

木 村 助 兵 衞 

石黑太 郞兵衞 

越前屋 孫兵衞 

平野 屋半助 

三月 一 一十 日。 代官 所 收納米 等の 事に 關し靑 木 次 太夫 等に 命令す つ 

〔萬 治 巳前定 書〕 

定 

一 、 代官 所收納 米、 無 由 斷樣念 を 入 可 申 付。 萬 一 難 成 k:: 姓 於^ 之 者、 代官 屮可. S. 談，。 

一 、 堂 形 藏ね入 米、 善 惡改之 事、 藏 奉行 令 相談、 百姓 不及 迷惑， おに 可 申 付 事 0 

一 、 代官 前 算用 之 事、 如定還 一 ケ年 切に 可遂 勘定 事。 

1 、 村々 へ 一 ケ 年に 兩度充 相 越 見 計、 w: 姓 無 由 斷廣作 相 勸候之 樣可申 付 事。 


1 、 荒 地 見 計、 大豆. 麥. 稗 類、 百姓 共 開 作 候 之 樣可申 付 事。 

一 、 村々 肝 煎 等、 公儀 並 給 人 用 所 之 外、 金 澤へ出 候 儀 堅 令 停止 i^。 

一 , 百姓 共 無 故 見 立檢地 申請 事 可 停止。 無 見 立不叶 時分 は、 算用 場へ 代官より 書付 可 出 事 0 

一 、 見 立 檢地於 遣 之 者、 罷出令 相談、 見 立 相 極上 帳面 加判 形、 百姓 等に も 見 立 帳 可 渡 事 0 

1 、 口 米 下行 之 事、 藏米拂 所に 隨而、 員 數可爲 如 定置 事。 

一 、 諸 代官 下 代 村 廻爲賄 料、 一 ケ 年に 一 人に 付而 二人 扶持 0  ^半年 分 可 下行。 fC: 姓 前より 一 

切 無雑 用樣、 堅 可 申 付 事。 

1 、 代官 所 之內村 傅、 下 代 一 人に 付； tT 1 疋 可乘、 此外猥 夫 傅 lli^ へ 於 申 懸者可 爲曲言 ^0 

代官 勿論 村傳 一  疋可乘 之。 

右條々 不可 有 違背 者 也。 

寬永 十四 年 三月 廿日 

靑木次 太夫 堀 毛 左衞門 

各 通 

細 井 彌左衞 門 鈴 木 權之助 

三月 廿 四日。 加 賀能美 • 江诏ニ 郡の 郡 奉行 を吉田 伊織に 命じ、 その 心得 

を 示す。  . 
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〔萬 治 已前定 書〕 

定 

1 、 能 美. 江 沼兩郡 奉行、 如 前々 申 付 候條、 彌 諸事 可 入念 事。 

一 、 宿々 在々 夫傳 瑪 之 儀、 無 由斷可 相改. - 若 夫傳； 1^ 僞申懸 者 於お 之^、 其 人 或は 屈^、 或，、」 

らへ、 安房守.山城守.因幡守方，ロ相理|3^0 

一 、 能 美. 江 沼 兩郡諸 代官 前 算用、 奥 村 源 左 衞門申 談可遂 勘定 事。 

一 諸 姓 申 分 於 有 之 者、 早速 聞 屆遂穽 可 令 裁許。 金澤ね 百姓 ，不 相 越、 迚々可申付^^。 

一 、 諸 給 人 V」 百姓 出入 於 有 之 者、 縱其給 人兼而 不言 通 間たり，、」 いふ ビも、 亦 は 給 人より 不及 

斷候 共、 理非に まかせ 令 裁許 可相濟 事。 

一 、 往還 道 橘 修造 可 申 付 0 橋 入用 銀 子^ 田 又 右 衞門. 副 W 權左衞 門 •！： 井 主！ il. 中 村 新左衞 門 

四 人 方より 可 請 取 事。 付、 川 除. 用水 跡々 之 如く 可 申 付 事。 

一 、 百姓 共 無 故 見 立檢地 申請 事 可 停止。 無 見 立不叶 時分 は、 見立舉 行へ. S. 斷、 其 役人 相 共 兌 

立、 檢地 極上 帳面 加判 形、 百姓せ (にも 見 立 帳 可 渡 事。 

一 、 荒 地 見 計、 大豆. 麥. 稗 類、 ^«姓共問作候之様に可申付|3^。 

1 、 諸 "れ 姓 出 銀、 家 一 間に 三 匁 充可申 付、 右 C; 數猥不 申 懸樣可 入念 事。 


右 之條々 不可 令 違背 者 也。 

寬永 十四 年 三月 廿 四日 

吉田 伊織 殿 

三月 廿 五日。 金澤の 町政に 關 する 規定 を長瀨 五郎右衛門に 令す。 

〔萬 治 已前定 書〕 

金澤 町中  御定 之條々 

1 、 町 役 於 御免 許 者、 御 印 可 被 遣 候條、 其外之儀不殘御役可仕^^-。 

一 、 町並 之 家、 奉公人に 被 下 候 者、 如 在 來町役 可 仕事。 

一 、 町奉行 衆、 一 ケ 年に 二度 宛 惣町相 回、 可 然様 見 計 可 被 申 付 jH^。 

一 、 御城 爲 御用 被 召 仕 候 人足 之 事、 當御 奉行 人々 切手に、 會所衆 裏 判 次第 可 出 之 候。 何も •： 教 

判、 町 下 代， こして 可相改 候。 若裹判 無 之 切手 之 人足 出 候 は > -、 町 下 代可爲 越度 事。 

一 、 庖丁 人並 御疊 之手傳 夫、 御 臺所水 汲 夫、 同米搗 夫、 檜 物 屋手傳 之 人足、 此外御 算用 場ね 

罷出候 庖丁 人足 等、 何も 人足 請 取、 人々 切手に 會所衆 令 裏 判 次第 可 出 之 候 事。 

一 、 江 上方に よらす、 他 國へ被 召 仕 候 人 高 之 事、 其 時々 入 次第 可 被 仰 付 候條、 人-i^r請取人 

々切手、 會所惠 判 次第 可 出 之 候。 然ば右 之 夫 銀. 駄！^ M 銀、 ぬ H 所裹判 切手 を以、 原 田 又 左 衞門. 

加賀藩 史料 第二 編 寬永 十四 年  八 二 五 


八 二 六 

副 田 權左衞 門. 四 井生 馬. 中 村 新 左衞門 手前より 請 取 可 申 事。 

1 、 御城 爲 御用、 町方 被 召 上 候 御 召 物 之 事、 會所衆 真 判 切手 次第、 町 下 代 並 町 肝 煎、、」 して 相 

調 可 差 上 候。 就 は 新 御 算用 場より、 前 廉銀子 二 貫目 宛、 町 下 代 並 町 肝 煎 請 収^、 御 召 物 之 代 

銀 當座可 相 渡 候。 右 之 銀 子 拂方庶 段 之 儀、 會所衆 吟味 之 上 を以、 算用 狀を指 上、 ^s-而銀子請 

取 可 申 事。 

一 、 從 御城 他 國へ被 遣 之 候 御 荷物 之 事、 liT 一  駄 に付而 三十 五貫目 宛、 人足 一 人に 付 而八赏 目 

宛 たるべし。 御供 衆 荷物 右 同前。 若此外 重荷 被 相 渡に 付而 は、 町奉行 衆を以 可及斷 事。 

一 、 他國 より 御 使者、 町 賄に 被 仰 付 候 者、 其 時々 之 御 奉行 衆 書付 を 取、 年 切に 御 算用 狀可差 

上 候。 御 下行 可 被 下 候 事。 

一 、 御城 樣ね 年頭. 歳暮. 五節 供 之 御 f ぉ義、 如 有 來可指 上 事。 

一 、 新 參衆宿 之 事、 可 然家五 間、 惣 町中より 余 荷 を 出し 可定 §13； 候。 右 町屋有 之新參 衆、 御 知 

行 被 下にお ゐて は、 御 印 之 日限より 以後 は、 宿賃 を 定可在 之 候。 此外 猥新參 衆ね 町 宿 相 渡 候 

事 有 之 間 敷 候條、 其 身覺悟 次第 作 事 仕、 他國人 往還 之 宿、 商人 以下に 到 迄 可 令 馳走 事。 

一 、 御城 內に有 之籠番 之，、 如有來 町中 どして 可 相勸候 0 然ば籠 舍人贿 候^、 御 分 國巾之 

者に ぉゐて は、 其 者 之 一 族 並 其 村 中，、」 して 賄 可 申 候。 若 他 國者亦 は 賄 可 化 樣無之 者、 御 公事 


場より 被 人 置 候 者、 公 寧 錢之內 を 以賄料 可 被 相 渡。 右 之 外 賄 方 無 之 籠 含 人 有 之 候 は、 ：-、 罪人 

栽 許 人々 會 所ね 相斷、 ^所より 切手 次第 町中より 賄 可 申 候 事。  一 

一、 御 代官 衆より 御城 米 町人に 喪 付、 又 者 惜米銀 被 相 渡 候 は > -、 御 代官 衆より 案內 次第に、： 

其 時 之 肝 煎 並 十 人與之 者，、」 して 致 穿驢、 町人 懸 分限 可 相 渡 候。 若 代官 衆より 組 中. £： 不 及斷、 

過分 之 御 米 被 渡 置、 其 者 走 候 共、 十 人與之 者に 對、 御 代官 衆 被 申 分 有 間 敷 候 事。  一 

1 、 御家屮 衆より 何 色に よらす 寶物、 町人 を 頼 被 渡 置 候 は > -、 其 時々 肝 煎 並 十 人與之 者に 可 一 

被 申 聞 候。 若 兼て 不及 案內、 過分 之 物 被 渡 置、 其 者 走 候 跡に 十 人 與へか S り 被 申 候ば、 承 一 

引 有 間 敷 候 事 0  . 

一 、 於 町中 喧嘩 仕出 候 輩 有 之付而 は、 其 町人 して 押 候 事 難 成 候 は  > -、 前後 之 町人ね も 申 一 

聞、 宿 本 見 屈、 隣 軍 之 衆， に 申 屈、 其 上に 而 町奉行 衆， 可 申屆事 0 

1 、 火 之 用心 常々 無 由 斷可申 付 候。 若 火事 出 來候は > -、 火 本 之 御 改有之 間 敷 候條、 隣單ね 茂： 

申 聞、 可成 程 火 を 消 可 申 事。 

一 、 町 巾に ぉゐ て、 傾城 並 出合 屋堅御 停止 之 事 0 

一 、 當町 風呂屋 仕 女 之 事、 猥之 作法 有 之に 付而 は、 宿主 可 爲曲言 事。  i 

一 、 町人 公事 篇之儀 は、 爲 町奉行 衆遂穿 可 被 相 極 0 若町舉 行 衆 手前に 而難 相極條 就せ 之 は、； 
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御 公事 場へ 可 申 談候。 惣而 町人 公事 篇之傻 付而舉 公人 を かたら ひ 申付而 は、 其 者 之 手前 非 公 

事た るべ き 事 0 

一 、 町中 相 遂突懇 候 俄、 並 明家改 以下 諸事、 町奉行 衆 致 裁許 候 儀せ r 一年 切に 帳面に 記 5S、 

可 被 指 上 候 事。 

一 、 町人 共、 諸 侍 衆 並他國 衆ね 對、 慮外 成 作法 就 有之而 は、 可 爲曲言 事。 

一 、 町奉行ね 爲 年頭 祝儀、 一 人に 銀 子 十 枚 宛、 並爲 五節句 祝儀 一 人に代物•^«:疋宛、 惣中 VJ し 

て 可 出 之 候。 同 下 代 方ね 年頭 f 鼢義、 一 人に 銀 子 三枚、 並 五節句 祝義 一 人に 代物 五十 匹 宛 可 出 

之 候。 此外. 酒肴. 人足. 傅馬已 下に 至 迄、 一 切 出 之 申 間 敷 候 事。 

一 、 今年 當 地所々 に 相 立 候 新 町 諸 役、 並 諸 法度 之 事、 本 町 之 並に 町奉行 衆より 可 被 申 付。 ^ 

御 運上. 御 地 子等 之 儀 は、 如 有 來分可 被 申 付 候 事 0 

右條 々 無 相違 樣 に 可 被 申 付 旨 被 仰 出 者 也 Q 

寬永 十四 年 三月 廿五 n  橫山 山城 守 

本 多 安房 守 

長 瀨五郞 右 衞門殿 

三月 廿 五日。 加 賀能美 郡 小 松 町の 製絹檢 杏： を 行 ふ 者の 給 銀に 就いて 前 田 


成 前 
田 

ib、 

摩 

孝 


孝 成に 令す。 

〔加賀 古文書〕 

以 上 

其 地 町中より 出し 候 絹改に 付而、 沓屋. 升屋兩 人に 被 下 候 七 百 目 御給 銀、 此已 前より 如 有來、 

役 御 納所 之 內を以 可 被 下 由 被 仰 出 候條、 其 旨 可 被 仰 付 候 0 委曲 御 使 口上 申 渡 候、 恐惶 謹言 0 

a 三月 廿 五日  橫 山城 守 

本 安房 守 

前 志 iH 寸様 人々 御中 

閏 三月 一 一日。 能 登 鳳 至 • 珠洲ー 一郡の 收納方 等に 關 して 令す。 

〔萬 治 巳前定 書〕 

條 々 

1 、 鳳 至. 珠洲兩 郡 收納方 無滯可 入念 事。 

一 、 屮折 料紙 上中下 五 百 丸 可 相 調 也 0 會 所ね 斷、 瀨尾權 兵衞. 藤本 彥左衞 門. 松 岡 作兵衞 三人 

之內、 一 人爲相 奉行、 かね 小拂 奉行 方より、 因幡 守 裏 判 を以、 右 代 銀 請 取 買 調、 料紙 請 取 奉 

行 石黑九 兵衞. 出 野 善 太郞. 櫻 井新 左衞門 三人に 相 渡、 帳面 於 會所遂 算用、 銀 子 拂方假 切手 可 
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請 取 置 事。 

一 、 麻苧用 次第 買 調、 苧舉行 伊藤 喜 兵衞. 横 江 伊 兵衞會 所お 裏 判 を 以可相 渡 也 0 斷可爲 右 同前 

右 定置 所 不可 相違 者 也。 

寬永十 e: 年 問 三月 二日 

山 本 吉兵衞 

閏 三月 三日。 算用 場に 於いて 取扱 ふ 諸 件に 關 して 令す。 

〔萬 治 已前定 書〕 

定 

一 、 諸 代官 前 算用 之 事、 一 ケ年 切に 可 相究。 祖收納 米，、」 米地拂 以下、 明 夏 中 令 中 勘定、 來々 

年 春 巾遂結 解、 請 帳 可 差 上 事。 

一 、 堂 形 藏納米 二 萬 五千石に 定置 候 0 但依年 多少 可 有 之 0 右 入 米 跡々 つよく 改故、 百姓 迷惑 

仕 候 由。 自今：^ 後 不可 及 其 儀、 能 程に 改可 納所 ほ、 藏舉 行. 諸 代官 等に 申 付 申 候條、 可成 其 意 

一 、 党 形 藏米拂 ぼ 段 之 事、 奉行 人相 尋儀於 有 之 者、 宜申談 事 0 


一 、 藏納登 米 員数、 春屮相 極、 諸 代官 可 申 渡。 加州 三月 四月、 越 巾. 能 州內海 ral 月 五月 可爲出 

船。 其 以後 出船 破损 之斷立 i 敷 事。 付、 積 荷狀之 事、 代官 手前より 念 を 入、 出船. 之 刻 算用 場 

,に 可相斷 事。 

一 、 同 登 米 海上 道屮 かんた めしの 事、 奥 村 因幡 守以 相談 奉行 人 遣、 當年相 極、 後遂 算用べ 

く 事 0 付、 敦賀 より 海津迄 駄賃、 年々 間 屈 IE. 令 勘定 事 0 

一 、 同 登 米 若 船 破損 米改 奉行 人 之 事、 時々 因幡 守以 相談 可 申 渡 事。 

一 、 諸 代官より 上り 金銀 之 事、 算用 場より 金銀 奉行 方ね 書付 相 添 可 渡 事。 

一 、 諸 代官 殘銀 米、 在々 手前々々 利 足定之 事。 

銀 子  二割。 

米  二割 半 a 

堂 形 入 未進 銀 二 割 ◦ 

一 、 吉初銀 三月 中、 春 夫 銀 五月、 秋 夫 銀 年 切、 代官より 可 指 上。 若 右 日銀 於相延 は、 利 足 同 

前 之 事。 

一 、 登 米拂、 今年 切に 代官より 可 差 上。 但斷於 有 之 は、 用捨 遂 吟味、 明春 中 可相延 事。 

一 、 諸 代官より、 以 誓詞 斷申儀 有 之 間 敷 候。 遂穿聽 相 極、 其 上 帳面 記 可 指 上 事。 
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一 、 知行 割符 之 事、 井內淸 兵衞. 栗 田 與左衞 門. 和 田 八右衞 門. 下 村 兵 四 郞申付 候 0 所 附村數 

多 無 之、 物 成 を以草 高を卒 均、 物 成如定 納所 候 之 樣可令 相談 也。 右 四 人雖屮 付、 面々 存寄之 

通 於 有 之 者、 不及 遠慮 可 申談事 G 

一 、 明 知 以下 代官 付 之 事、 右 知行 割 四 人 之 者 申 渡、 其 近所 之 代官 手 寄々々 可 山 付。 若 新 代官 

に 於 申 付 は、 因幡 守 可 令 相談 事。 

一 、 切 米 扶持 方 並 諸 職人 下行 米 割符 之 事、 人々 應奉 公之 品、 或は 依 年藏所 遠近 可 有 相違、 會 

所 之 者 吟味、 書付 之 上 を 以可書 出 也 0 不在 國 時分 者、 れ所之 者 書付、 安房 守. 山城 守 可 爲衷判 

Into 

HIT 

一 、 見 立 檢地之 事、 物 成 定候上 は 無故不 遣樣、 諸 代官 檢地舉 行へ も 申 付 候條、 可成 其 意 事 0 

一 、 登 米 並地拂 下行 口 米 定之事 0 

江 沼. 能 美 一 石に 付 四 升 

石 川. 河北 同  四 升 五合 

羽咋同  五 升 

鹿 島  同  五 升 五合 

越 中  同  五 升 五合 


堂 形 入 米 同  二 升 

藏返し 同 m 給 人 分 一 升 五合 

一 、 諸 代官 下 代 數定之 事。 

高 三千 石より 下  一 人 

同 四千 石より 七 千 石  二人 

同 八 千 石より 一 萬 千 石  三人 

同一 萬 二 千 石より 一 萬 七 千 石 四 人 

同 一 萬 八 千 石より 以上  五 人 

但 右下 代數 多少、 代官 所隨 村欺彌 吟味 を 以可相 極 事 ◦ 

一 、 諸 百姓 出 銀、 家 一 間に 三匁充 たるべ し。 右 之 員數猥 不可 有 之 事。 

一 、 算用 場 出來之 事、 日出に 出 日暮に 可罷歸 事。 

一 、 算用 之 事、 物 頭 は 勿論、 小 算用 之 者 下々 迄、 他言 仕 義堅可 令 制禁事 0 

一 、 算用 場へ 用人 之 外出 入 一 切 可 停止 事。 
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右 之條々 不可 違背 者 也。 

寬永 十四 年閏 三月 三日 

宫城釆 女. 脇 田 九兵衞 一 通 

奧村源 左 衞門. 靑 木助丞 一通 

間 三月 四日。 越 中 富 山 在住の 前 田 入左衞 門に 對 して 與 力の 侍 及び 鐵炮者 

を附 する を 令す 0 

〔萬 治 已前定 書〕 

定 

一 、 爲與 力、 侍 一 一人. 鐵炮者 十 人 申 付 事。 

侍 高木 九 右 衞門. 大橋八 兵衞。 

鐵炮者 須山太 兵衞. 坪內 茂左衞 門. 森 太 郞左衞 門. 片山 忠左衞 門. 田邊次 郞右衞 門. 藤 田 助 左 

衞門. 窪 仁 兵衞. 松 田 八 右 衞門. 南部 宗右衞 門. 野 村 儀左衞 門。 

右 富 山 在 居中預 g:^ 候 也。 ^彼 地 替申付 候 者、 其 人， 可 相 渡 事。 

一 、 與カ侍 • 鐵炮之 者、 於 村々 在々、 不法 度 之 仕 合 無 之 樣堅可 申 付 事。 

一 、 富 山近邊 山林 令 裁許、 無 由 斷鐵炮 之 者 山 回り 申 付、 用 木 念 を 入、 渡 方 以下 可遂 吟味 事。 


八左衞 s: は 

對馬县 種の 

弟 


一 、 ；： C々4K 專馬之 無 懈怠 可相改 0 若夫傳 .iil 僞申懸 候 者 於 有 之 者、 或 屈" お、 或 らへ、 安 

房 守. 山城 守. 因幡 守 方， に 可相斷 0 付、 富 山近邊 諸事、 s. 上 度 僅 於 有 之 者 可 一一 112 上 事。 

一 、 與カ並 鐵炮之 者內、 令 死去 者 於 有 之 は、 替人之 儀 可 申 上 事。 

右條々 成 其 意、 不可 有 違背 者 也。 

寬永 十四 年閏 三月 四日 

前 田 八 左 衞門殿 

聞 三月 五日。 領內 農民の 他國に 在る もの を 調査し 歸 住せし む。 

〔慶長 以來定 書〕 

御 分 國屮諸 百姓、 金山 並 y 用 取. 奉公人に 至 迄、 他國， 2i 相 越 もの、^ 年 切に 可^ 歸旨 最前 被 仰 

出 候。 任 御法度 之 旨 可 召 返 候。 然者 近年 他 國ね罷 越 候 者 共、 組 中 之 在々 所々 相改、 不殘 ^l^s: 付 

可 指 上 候。 右御法度之趣於相背者、村肝煎.十衬肝煎共に可爲曲寧5^=被仰出候條、 可成 其 怠 者 

也 0 

寬永 十四 年 壬 三月 五日  橫山 山城 守 

本 多 安房 守 

三ケ國 在々 へ 造 

加 貧 藩 史料 第二 編 寬、 水 十四 年 .  一 ノーニ 五 


八 三 六 


閏 三月 六日。 諸 町人の 木斛 を拜領 したる もの 請 書 を 上つ る 

〔國初 遺文〕 


從 御城 樣 もつ こく 拜領仕 候に 付、 

寬永 十四 年閏 三月 六日 


一 人に 二十 本 宛、 

紙屋 德庵 

本 折 ゃ紹加 

近 岡屋宗 玄 

かみや 八 左衞門 

淺野屋 新 右衞門 

钸屋左 近 

かね や 助兵衞 

香林坊 喜 兵 衞 


糙に請 取 忝 琪戴仕 候、 以上 Q 

金 屋宗ニ 越前屋 宗 

金 屋宗味 

隨屋祐 念 

かね や 用 助 

きく や 七 右衞門 

市屋嘉 兵 衞 

く  3- や 又兵衞 

たかや 彌兵衞 

田 上墜九 郞兵衞 


鹽 屋 慶 西 

らう そくや ^K.^ 

三ケ 屋九 郞兵衞 

中 屋 彥右衞 門 

新 保屋宗 右衞門 

北 村屋次 郞兵衞 

本 吉屋宗 右衞門 

お？ V り や 又兵衞 


かね や 忠左衞 門 

平野 屋半助 殿 

越前屋 孫兵衞 殿 

間 三月 九日。 金 澤野町 千 手院に 護摩 用の 木 を K 採す る を 許さし む。 


「雑 抄〕 


半 ははした 

なるべし 


已 上 

當地千 手 院ね證 摩 木、 毎 歳 一 ヶ月 二 荷 充被下 候條、 各以 手形、 從 千手院 取に 遣 候 樣可被 申 付 

候。 二 荷 之 外 少も切 採 不申樣 急 度 被 申付尤 候、 恐々 謹言 0 

寛 永 十四 壬 三月 九日  奧村 0 幡 守易英 判 印 

栗 田 久右衞 門 殿 

倉 地 安 右 衞門殿 

閏 三月 十日。 金 澤の天 粹屋彦 四 郎等、 藩より 下附 せられた る 朱 染紙封 

を 小判と 交換し 之 を 上つ る。 

〔國 事. 1^ わ〕 

朱 染紙封 銀 二十 貫目、 小判 兩替に 今月 五日に 渡し 被 遣 候 。其 銀 子 を以、 小判 三お 十五.^ かひ 

皮 上 並 半 銀 子 十七 匁 六 分 五 厘 相 添、 御前， に 指 上申 候 0 其 心得 可 有 候、 恐 々謹言。 

間 三月 十日  黑坂吉 左衞門 名 判 

てん ひん や 彥四郞 殿 

同 八 左 衞門殿 

加賀藩 史料 第二 編 寬. 水 十四 年  八 三， - 


八 三 八 

• 閏 三月 十四日" 金 澤城內 夜 廻の 當番を 定め、 一般の 火災に 處 する 處置を 

令す。 

〔慶長 以來定 書〕 

定 

1 、 御 本丸。 ^番衆 夜 廻 之 外、 非番 之 御 小姓 衆。 前 田 志 摩 守 組 0 奥 村 闪幡守 組 0 當番 

之 御馬 廻替々 一 組。 

一 、 薪 之 丸 土藏。 前 田 三 左衞門 組。 

一 、 1 一之 御 丸 之內新 御殿。 長 九 郞左衞 門 組。 奧村 河內守 組。 

1 、 北 之 九。 成 瀬 內藏助 組。 御 llil 廻替々 一 組。 . 

一、 同 二 之 丸。 本 多 安房 守 組。 橫山 山城 守 組。 御お 迥替々 一 組。 

一、 新 丸。 橫山大 膳 組。 富 田 越後 守 組。 

1 、 堂 形 御藏 並 御 li 炮： 樂藏。 御馬 廻 一 組 替々。 

一、 火 本 火 消。 御 ...T 廻 二 組 特々。 

一 、 下々 火事 之砌、 所々 如 御 定何茂 可 被^ 出 候。 御 廻 與之義 者、 組頭 中 令 相談、 ^：: 々出、 

所々 當番可 被相究 事。  • 


一 、 御城 遠、 氣造無 火事 之 刻 は、 何 茂 被 罷出間 敷 事 0 

一 、 火事場ね、 擎 兄弟 其 外 一 類、 並 家中 者 之 外 雷 候靈御 停止 亲。 付、 火事 出 $s、 

火 しづ まり 候 共、 其 日 其 夜 之內に 火事場ね 使 を も 遣 申 間 敷 事。 

一 、 火 本ね は、 火 之 番之人 持 衆、 並 夜 廻 之外罷 出、 みだりに 立 入 もの 於^ 之 者、 相改 からめ 

取 可 被 申 候。 手 向 候 者 有 之付而 は、 可 爲打捨 事。 

一 、 ？成， 3  P 罷出候 侍 は、 長 道具 持せ 候 事 有 之 間 敷 事 0 但火 本へ 被 罷出候 當番之 衆 は不苦 事。 

1 、 人 持 衆. 御^ 廻. 御 小姓 衆に よらす、 火 本 近 者 共 は、 御城に 不罷出 候 共、 火 を ふせぎ 可 申 

事 肝要 候 事。 

一 、 侍 屋敷 • 町方に 不寄、 火事 出來候 共、 惣 町中より 水 を 持 寄、 一 町 切に 町 じる し を 持せ、 火 

之番 衆相斷 けし 可 申 事 0 付、 町 下代罷 出、 町々 人數 可相改 候。 若 不参 之 町人 於お 之 は、 曲 言 

可 被 仰 付 事。 

右 被 仰 出 所 如 件 0 

寬永 十四 年 壬 三月 十四日  横..， リ城， P 

本 多 安房 守 

閏 三月 廿ー 日。 領內 百姓の 他國に 出づる ものに 歸 隅せ しむべき を 令し 

加賀藩 史料 第二 編 寬永 十四 年  .Z 三 ^ 


八 四 〇 


目安 奉行の 

n 移是 LL よ 

リて 見る ベ 


越 中に 目安 奉行 を 置く。 

〔慶長 以來定 書〕 

急 度 申 遣 候 0 

一 、 御 分 國中諸 H 姓、 走 不申樣 に 堅し まり 可 仕 候。 若 逃散 候 百姓 於 有 之 者、 其 跡 之 田帛、 最 

前 被 仰 出 候 如 御法度、 組 中 どして 致 耕作、 年貢 諸 役 無 滯樣に 可 申 付 候。 於 無沙汰 は、 十 村 肝 

煎 並 當村之 肝 煎可爲 越度 事。 

一 、 御國之 百姓 等、 金山 並 日用 取 奉公に 至 迄、 他 國ね相 越 もの 於 有 之 は、 御法度の ご、 こく、 

其 年 切に 可 返 候。 然ば 近年 他國， に 相 越 有 之 者 共、 組 中 之 在々 所々 相改、 不殘 寄付 可 指 上 候 0 

^他 國に年 を 重 於 有 之 者、 十 村 肝 煎. 當村之 肝 煎 共に 可 爲曲言 事。 

一 、 諸： C 姓 共 申 分 爲可被 遂御穿 整、 越 中 御 目安 爲 奉行、 伊藤 內膳. 淺賀左 京 被 仰 付 候條、 十 

村. 肝 煎 手前に 不相究 儀 於 有 之 は、 御 目安 場，^ 罷出、 理に可 及 事。 

右條々 被 仰 出 所 如 件。 

寛 永 十四 年 壬 三月 廿 一日  橫山 山城 守 

本 多 安房 守 

加州. 越 中 十 村 肝 煎 方へ 


借屋 敷 は 貸 

尾 敷なる ベ 


閏 三月 廿 六日。 士 人の 居 屋敷 一 部分 を 貸す もの 、過怠、 及び 地 子 屋敷の 

地 子 銀 額 等に 關 する 法規 を定 む。 

〔慶長 以來定 書〕 

覺 

一 、 居 屋敷 之內惜 屋敷 過怠 之定、 上々 地 一 步に付 而銀子 五 匁、 上に 付 三 匁 上 之、 中に 付 1 1 匁、 

下に 付 一 匁 宛 之 事。 

一 、 地 子 屋敷 之內、 先 奉行 衆 地 子 被 定置 候 處々、 當 奉行 衆 手前に 而被遂 吟味、 上 之 地 一 步に 

付 而銀子 三分、 中に 付而 二分、 下に 付而 一 分 宛、 能々 見 計 可 被 申 付 事。 

1 、 上々 之 所 は、 當 奉行 衆 見 計 次第に、 御 地 子 銀 可 被 相定事 0 

一 、 明 地 分 之內、 地 子 屋敷に 請 不申所 於 有 之 者、 其 手前 本 村 之 百姓 かたへ 相 渡、 作 毛 仕候樣 

に 可 被 申 付 候 0 右 御 年貢米 之 事 は、 田 畠 上中下 見 計、 奉行 衆 相談 之 上 を 以可被 相定、 此 外に 

茂 可 被 及案內 事。 

1 、 人 持 衆 下屋敷 近所、 請 込に 可 仕孚被 申 候 衆 候 は > -、 跡々 地 子 米に 被 相究、 可 被 相 渡 事。 

右 被 仰 出 趣、 無 相違 様に 可 被 申 付 候、 以上。 

寬永 十四 年 壬 三月 廿 六日  橫山 山城 守 

加 |< 藩 史料 第二 編 寬、 水 十四 年  八 四 一 


八 四 二 

本 多 安房 守 

丹 羽 猪兵衞 

半 田 八右衞 門 

上 坂 久兵衞 

松 崎 三 郞左衞 門 

閏 三月。 召 仕の 女房 給 銀 • 賄 料 • 薪炭 等に 關 する 奧向會 計の 法規 を定 む。 

〔萬 治 已前定 書〕 

定 

一 、 奥方 女房 共 給 銀、 並 菜 直 銀 子 之 外、 賄 方 銀 子 算用、 目錄相 極、 土 藏銀子 請 取 可 相 渡 事 0 

一 、 棗 所 鹽嗜、 舉 行人 青木 三右衞 門. 木 崎 勘 十郞申 渡、 福 田 平 左衞門 手形 次第 可 相 波、 一 ケ年 

兩 度可遂 算用 事。 

1 、 接 木 白 S 菓類、 留ま 之 刻 は、 植木 奉 行 隨理、 一 門 中 其 外人 持 中， Si 可 遣 事。 

1 、 越後新潟醚引之^^-、 辻 •  牛丞. 上 木金 左 衞門令 相談 相 調、 如跡々可令勘^^;^?.0 

一 、 薪 之 事、 山 方 在々 へ 前 銀 子 相 波、 用 次第 相 調、 笠 間 平 右； 允 方ね 可 相 波 候。 一 ケ年兩 度 

充可遂 算用 寧。 


在圃は 藩侯 

の 金 澤に在 

る^な リ 


1 一 一尺八寸 は 

三尺 六寸な 

る ベ し 1^、-^ 

十六 年 二月 

廿日 參照 


一 、 於 能 州 相 調う つぎばい、 木 舟 之 通有 之 時分、 宮 腰ね 指 越、 於 彼地舉 行人に 渡， み、 用 次第 

笠 間 率 右馬允 方ね 可 相 渡 候。 一 ケ年兩 度 充可遂 算用 事 0 

一 、 燒炭之 儀、 鶴來 村長 百姓 十 人 計、 其 外 佐 良 村 九 兵衞. 吉野村 彌兵衞 召 加 令 吟味、 前 銀 子 遣 

調 置、 用 次第 福 田 平 左衞門 方ね 可 相 渡 候。 一 ケ年兩 度 宛可遂 算用 事。 

一 、 鍛冶 炭 之 事、 會所之 者 申談、 鶴來 村長 百姓せ r 其 外 佐 良 村 九 兵衞. 吉野村 彌兵衞 申 付、 是 

亦 前 銀 子 相 渡、 用 次第 鍛冶 舉 行方へ 可 相 渡 候。 一 ケ年兩 度 宛可遂 算用 事。 

一 、 奥方 大工 遣 申 刻、 三人 手前より 切手 を 出し 可 召 仕、 竹 木 巳 下 算用 可 相 極 寧。 

右 之 條々、 在 圃之刻 は 辻 平 之丞. 上 木金 左 衞門令 相談 相 調、 無 滯可申 付 者 也 0 

寬永 十四 年 SI 三月  神 卢 甚左衞 P 

久田儀 左衞門 

牧 村長 右衞門 

四 弓 廿ー 日。 士人 以下の 風俗に 關 する 制限 を 令す。 

〔慶長 以來定 書〕 

1 、 刀、 つか. さやかけ て 三尺 八 寸之外 之 事。 付、 色 ざ や 之 事。 

加賀藩 史料 第二 編 永 十四 年  八 四 三 


るう せ いば 

流星な る ベ 


萆置 に 占者 

なる.. へし 


八 w 四 

、脇 刺、 つか. さやかけ て 二 尺 五 寸之事 0 

、 小 もの ざう り 取 着物、 上帶. 下帶. 袖付. すそつ きけん ふの 事。 

下 ひげ .大 なで つけ、 惣別 かぶきた る 鉢の 事 0 付、 ほう. からげ 並 あみ 笠どぢ 候て 着 候 事。 

、 让立. 辻うた-すま ひの 事。 居 屋敷 之內 すま ひ 同前 之 事。 

、 下々 連 だち、 立なら び 道せば め 相 通 事。 

、 面々 居 屋敷. 下屋敷、 並町屋 何方 にても、 お V- り 其 外人 あつめ 高聲猥 なる 遊 之 事 0 

、 火 を VJ ぼ さや 夜行 之 事。 

、 花火 • ね やみ 火. るう せい. 車 火 之 事。 

、 女 を かたら ひ、 夜行 猥成仕 合 之 事 0 

、 出合 屋之事 Q 

、 夜中にこり取候^^。 

、 諸 寺 夜 談議之 事 0 

、 諸 勸進之 事 0 

、 さんお き S 事 0 

、 當地 火事 之 刻、 夜 廻 當番御 小姓 衆 火 本 へ 被罷 出、 火 之 番人 持 衆. 御お 廻 衆 並 町中より 持 寄 


候 水 汲 等 被 相改、 諸事 猥に無 之 樣に可 被 申 付 候。 其 外 之 御 小姓 衆、 最前 被识出 ご，、」 く 御 本 

丸， Si 可 被 罷出候 事 0 

一 、 御 番頭 之 御 小姓 衆 は、 替々 一 人 宛、 三日に 一 度 宛被罷 出、 夜 廻 衆 被 致 裁許 候 様子 を も 見 

合、 諸事 猥に無 之 樣に可 被申談 候。 

右 之條々 御 停止 之 被 仰 出 候條、 猥に無 之 樣に可 被 申 付 候 0 此 外被 相 改可然 儀 候 は、 3、 各 御 

相談 之 上 を 以可被 裁許 候。 かぶき 者 以下、 相 背 御法度 者 有 之 候 者 相改候 刻、 若 對舉行 衆 慮外 

之 仕， &候は  > -、 至 當座被 申 付不苦 候條、 可 被 得 其 意 候、 以上。 

寬永 十四 年 四月 廿 一日  橫山 山城 守 

本 多 安房 守 

津田源 右衞門 

松 平釆女 

森 權 太夫 

六月 四日.^ 七日 市 藩 祖前田 利 孝 江戸に 卒す。 

〔天寬 日記〕 

六月 四日 

加 K 藩 史料 第二 編 寬、 水 十四 年  八 M 五 


八 四 六 


1^ 文 十二 年 

なリ 


一 、 前 田 大和 守 利 孝 利 家 S 男、 江 に 於て 病に か、 りて 卒す、 歲四 十四、 慈雲院 VJ 號 す。 寬永 

系 圖 

〔壬 子 集錄〕 

然者 大和 守 出生 之 年月日 覺不申 候 0 死去 仕 候 者、 寬永 十四 年 六月 四日に て 御座 候、 以上。 

後 六月 廿 三日  前 田 主 膳 

奧村 伊豫 樣 

〔壬 子 集錄〕 

故 大和 守 行年 四十 四に 而 死去 仕 候、 以上 0 

壬 六月 廿 四日  前 田 主 膳 

奧村 伊豫 樣 

〔壬 子 集錄〕 

仍而 大和 守 孫 八 郞，. h 申 候 以前、 名坊 VJ 申 候 0 孫八郞 より 大和に 成 候 迄 之 間に、 餘之名 付 候 哉 

承 不申候 0 常 地に 而 年寄 衆 申 候 者、 大和 幼少 之內 より 之 儀お 候 者に 尋 候へ 共、 右 之 通に 御座 

候、 以上 0 

七月 五日  前 田 生 膳 


橫山 志摩樣 

〔前 田 利 孝 公 碑〕 

大祖， 利 孝 0 姓菅原 氏。 前 田 故 加 能 越三國 主贈從 一 位 利 家 公之 第五 子 也 0 母 山 本 氏。 以文 祿 

三年 甲 午 生 加 之金澤 0 幼 而謦悟 有 大志。 慶長甲 辰年 十 一 歳。 出仕 神祖。 其 宅心忠 執事 敬。 是 

以寵資 優渥。 殊蒙眷 注。 十八 年 癸 FtK ム年 二十。 叙從 五位 任 大和 守。 明年 難 波 之 役。 從台德 公 

軍 5? 山。 以爲 口 之援。 十二月 和議 成。 及 解嚴而 還。 元 和 元年 乙 卯。 秀 頼渝盟 0 公 在 幕府 之 

前隊。 蜜〉？； カ戰以 奏殊績 0 明年 丙 辰 十二月 0 論 功 賜 食 邑於毛 之 甘 樂郡七 市 0 領 一 萬餘石 0 

以崇其 動 也。 而未就 封 0 蹇々 敬 事 幕府。 其 致 匪 故 之 節 者。 三十 年猶  一 n 也。 寬永 十四 年 丁 

六月 四：： ：o 以疾 薨于， 存土賜 邸。 享年 四十 四 0 葬 駒 籠 戴訪出 吉祥 寺 0 千 平 偉 哉 0 公生 大藩 0 

抽 身百戰 策勸。 當時茅 土 好爵。 巳 雖惯其 志 0 而享榮 之 日 猶淺。 何蔡於 性 之 厚 0 而享於 年之獨 

薄 0 殊不勝 慨惋也 0 今以 不肖 0 襲 其 封踐其 位。 常恐隕 越以貽 1^、 千 祖先 C 是 以曰タ 遙拜。 W 報 

罔 極 之 恩 0 祈 默祐之 福焉。 今 玆天保 八 年 丁酉 六月 四日 0 是爲 二百 年 之 忌 辰。 愛 吿其神 0 取 兆 

上ヒ 一 塊。 卜 地 而權之 0 建碑 其 上。 以爲 子孫 瞻仰之 所焉。 冀神德 日 新。 以福 後嗣 庇 民人 矣 0 

謹書 其 事 0  吿仍雲 云。 十 世孫從 五位 下 大和 守菅原 朝臣 前 田 利 和 謹 撰 並 書 0 

天 保 十 年 己 亥 夏 五月 
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六月 上旬。 前 田 利 常、 肥 前 長 崎に 矢 野 所 左 衞門を 遣 はして 珍 器を購 はし 

む 0 

〔三壶 記〕 

寬永 十四 年 六月 上句に 利 常 公、 黑坂吉 左 衞門を 以被仰 出、 於 長 崎 古き 唐 織の きれ 共、 並 御茶 

の 具 共 調 罷越可 申 旨 被 仰 出。 御 買手に は 則 矢 野 所左衞 門に、 瀨2^-權兵衞，>0云步行相添可申由 

にて、 兩人被 召 上、 御 目 錄に銀 子 二十 枚 所左衞 門、 十枚瀨 尾に 被 下、 致 頂戴、 御金 を Jiil' に 付 

させ 裁領 し、 京都より 吉 文字 屋庄兵 衞を被 指 添、 長 崎へ 三人 同道す。 然る 處に、 大 坂より 長 

崎まで 海路 を經 て、 數日 船. 中に 曰 を 送り、 其內に 船. 中に 御金 箱の底 をく り、 金 を 取 出した る 

跡 有 之、 所 左 衞門見 付 出す。 是は鼠 か 人の 態 か ビ吟昧 しければ、 小刀の 切目な り。 水 主. 梶取 

並 三人の 家禮共 吟味せ し處 に、 矢 野 所 左衞門 小者 也。 追 付白狀 致させ、 金 遣 捨る問 もな く 返上 

す。 命 御 助 被 成 事 忝 旨の 書付 申 付、 長 崎 着岸 迄氣 遣し ければ、 何の 思ハ義 もなかり けり。 長 崎 

に て は 能 登ゃ權 兵衞、 加賀ゃ 所左衞 門、 吉 文字 や 庄兵衞 ど 町人 に 成りて、 長 崎！^ 芦の 其內 に、 

無雙の 古き きれ 共、 有に 任せて"！^ かま はや 買 取て、 歸國 致し 指 上る 0 應 御意 御機嫌 殊之外 能 

御座 有 所に、 所 左 衞門彼 盗人 を 捕へ て、 t^a 金 指し、 長屋に s!^ き、 小者 を番に 付け、 船中に て 

書付 させ く を持參 し、 其 書付に 奥 書 加へ、 黑坂士 2 左 衞門を 以て 指 上る 0 能く 仕たり VJ 御褒 


美 有而、 明日 早々 御成 敗 可 有 VJ て、 津 田玄蕃 奉り、 それぐ の 御 腰 物，、」、 所 付の 札 付て 出され 

たり 0 十月 十三 日の 事なる に、 番人 臺 所へ 食 取りに 行く 跡に、 彼盜 人. |S 金の 筒 を 引 さき、 V- 

ぢ がね をね おきって、 窓 をけ やぶり 走りけ り 0 即時に 御 耳に 立て、 葛卷维 ん. 大 11^ 巿右衞 門. 

佃 源 太左衞 門. 脇 田 三 郞四郞 に、 長 谷川 庄 太夫 召 連、 所 左衞門 宅に 而 番人 乱 明 仕り、 受人等 縮 

、リ可 仕 旨、 夜に 入り 矢 野 所 左衞門 宿所に 集り、 三郞 四郞橫 目に 而、 長 谷川 庄 太夫 彼 番人 を拷 

問せられ けれ 共 知 ざり けり。 佃 源 太 左 衞門は 小頭 共 呼 寄せ、 其 夜足輕 大正 寺 VJ 飛禪ロ  VJ 鶴來 

の 奥の 口々 へ 被 遣、 年の 齢，、. 一着 物 を 書付て 相 渡す 0 其 夜 は 小 松の くし VJ 云 所に、 富 S 彌五作 

在鄕 して 有 之、 家 禮の者 走 人の 請 人 也 どて、 夫婦，、」 せがれ 三人 召 寄せ 拷問す 0 走 人の 女 は、 

加 藤 石 見 家老 成 田 官兵衞 奥に 有 之 を、 大橋 市右衞 門より 呼 寄せ 拷問 せらる、，、」 雖、 "：：^ 崎より 

歸てぁ ひ あ ふ 間 もな し 0 請 人籠舍 させて、 其 夜 は 何 茂 退散す。 翌：： ： 御分國 金山 を さがし 可 申 

旨 被 仰 付。 加 賀- 越 中の 金山 を 探し けれせ ハ尋 出さす。 御 分 國御觸 廻， り、 捕へ 來る 者に 御 ほうみ 

可 被 下，、」 有ければ、 野 田 山村の 百姓 所に 宿 を かり、 其 夜 を 明し、 明る 朝 早天に 罷立旨 注進す 0 

寺 中の 廟堂 を 採し けれ 共 行方な し。 番人 は 如 在な く 御 赦免 有て、 所左衞 門に 被 下け り 0 請 人 

は籠舍 して、 三年 目に 籠に て 病死 致しけ り。 矢 野 所 左衞門 無調法に て 如何 可 被 仰 付 哉，、」、 一 

門 中心 肝 > ど惱す 所に、 程なく 募に 成りて、 旁の 骨折に 小判 十 兩拜領 し、 難 有 存じ 安堵のお も 
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利 意 は 利豐 

の 後の 名 


の 乘輿も 多く、 输 小 兒の甑 物 ども 鏡帶 など 上る 人數々 也。 此事 老中へ 聞え て、 奇^;、申觸^!|- 

不屆ビ て、 參詣等 停止に なり、 社 を 毀壤し 捨られ ける が、 後々 に 成りて 此濫觼 を 聞く に、 小 

身の上 方の 侍 奉公人、 其內の 女房 VJ 密通し、 懐胎して 可爲樣 なく、 頓て女 を 述れて 立 返き、 

女の 里 越 中 礪波郡 川上に 在る へ 志して 出け るに、 渾幡邊 にて 俄に 産の 催 有て、 田 CE の 巾に 休 

らひ 安産し、 赤子 をば 深き 溝川へ 流し 捨て、 味噌の 汁の み才覺 して 與へ、 越 中へ 叶 ii 布ビて 

上方へ V. 志し、 江 沼 郡 山中の 湯 本へ 柱く に、 主人 是を搜 し 求む，、」 聞いて、 山 巾 を 又 立 出で、 

鶴 來へ來 り、 白山の 神主 方に 逗留し、 一 兩日 過ぎて 女 を 指 殺し、 若黨も 自害して 失せぬ。 神 

生の 兵 部 自宅の 穢を 憚りて、 死骸 は 河原に 埋み、 家を壤 し、 地 を 三尺 削り 改め、 家作 も 改め 

營 みけれ V- も、 汚穢の た、 りに や 有り けん、 男女 追々 に^ 死して 兵 部が 一筋の 家斷 絶し ぬ。 

リ月 入日。 前 田 利豐、 七日 市 藩侯と なる。 

〔天 寛 日記〕 

九月 八日 

一 、 前 田 右近 利豐钩 命に よりて、 利 孝の 遺跡 をつ いで 一 萬 石 拜領す 0 寬 永系圖 

〔德 川赏 紀〕 

九月 八日、 又 上野 國 七日 市 領主 前 田 大和 守 利 孝子 右近 利 意に、 造領 一 萬 石 をつ がしむ。 此利 


同時 は享保 

五 年 七月 十 

1 一 日 御意 は 


孝 は贈從 一 位 大納言 利 家の 五男な り。 

十月。 島 原の 亂 起る。 尋 いで 前 田 利 常 は 足 輕武部 久左衞 門、 光高 は足輕 

堀江 加左衞 門を從 軍せ しむ。 

〔政 隣 記〕 

一 、 十月より 吉利支 丹 起て 西國騷 動す、 是を嶋 原 一 揆 VJ 云 0 翌年 三月 被攻 亡、 委嶋原 記に 

從 加州 山 崎 小 右 衞門を 被 遣、 光高 公之 爲御目 付 持 筒足輕 堀江 加左衞 門、 從利常 公武 部 久左衞 

門 VJ 云 足 輕を被 遣、 久左衞 門 は嶋原 敗軍 之 時 首 一 取。 依 之 御 知行 百 石 被 下、 御 步に被 加 之。 

〔松 雲 公 夜話〕 

一 、 齋藤次 郞八父 又 右 衞門ど 申 もの、 島 原 一 揆の 時分 陽 廣院樣 より 被 遣、 陣取. 城 貴 等の 樣 

子、 彼是 委曲 見 分いた し 罷歸候 旨、 右 同時に 御意 也。 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 大獣院 樣御氣 色 惡く候 由に て、 一 年 計 諸 大名 衆 御 目 見 も 無 之、 如何の 御樣姊 ならん，、」、 

何 茂 不審 をな し 申 時分に、 肥 前 島 原 一 探 起り、 近々 に 討 手 被 遣 候 節、 中 納言樣 は本鄉 御" fei 敷 

にっき 山 被 成、 八丁 堀 其 外 所々 より、 大 石. 作 木 多く 每日 しゅら 牛車に て 引 申 候 0 町々 の木戶 

，，、」 もに つかへ、 又 結構に 立て 遣され 候。 後 は 哀れ 肥 前 殿 石 植木 通り 候へ かし VJ 願 申 候 由に 御 
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座 候 0 其內島 Is- 彌 つのり 候へ Vj も、 肥 前 殿に 普請^ 之 鉢 は、 定而 いかめしき 事 は 有 問 敷 ど 申 

なら はし 候 0 然 處に筑 前^ 被爲召 候て、 嶋原 一 揆共 しづ まり 兼 申 由に 候 間、 罷越 しづめ 可 申 

旨 上 樣へ望 被 申、 返 治いた され 候へ VJ 被 仰 候 所、 筑前様 御意に は、 陣 用意 もいた さや、 俄に 

は 如何 可 有事に 御座 候 哉，、」 被 仰 候 得ば、 其 段 何共 成るべし VJ 御意に 付、 御 老中 を 以て 御 51.: 被 

成 候へば、 誠に 御 満足に 被 思 召 候、 御 自分 馬 を 出さる、 程の 事に は 無 之 候 間、 今度 は 御 願 被 

成 間 敷 VJ 上意に て 御座 候 0 其 以後 御國 元へ も、 自然 筑前 守嶋 原へ 越る、 事 可 有 之 候 問、 左右 

次第 關ケ原 迄人數 をく り 出し 可 申 由、 金 澤老屮 迄 御 內意有 是由。 ^又 巾納言 様よ. -被仰 上 候 

は、 昔より 加贺は 一揆 切々 起り 申 所に て 候。 ケ^ 之 節に 候 問、 淡跻守 儀國の 縮に 造 申 皮舉存 

候。 併 私 義は江 戶に相 詰 可 申 由 御 訴訟 被 成 候へば、 一段 尤なる 御 is!- に 候 由 上意に て、 淡路^ 

へ 御 暇 被 進、 御 歸り被 成 候。 是も御 心得 これ ある 事 ど 申 候。 其 以後 追々 西國 大名 鳩 原 へ 被 遣、 

大坂迄 下り 申され 候處、 西國 通りの 大船 共、 加 賀の肥 前 殿へ 御 雇 置 候 旨、 貸不申 手つ かへ 申 

由、 大名 衆より 早 飛脚 を 以江戶 御 老中 迄 斷申參 候よ し。 是に 依て 御 老中より 筑前 様へ 申來候 

に 付て、 此段肥 前^へ 被 仰 上 候へば、 左 樣に可 有 VJ 前 銀 遣 雇 s!^ 申 候、 其 段 可. S. 付 3= 被 仰 造 候。 

早々 大船. 典 御用 相 勸候樣 に、 大坂. へ 早 飛脚 被 遣 候。 是等も 御國へ 御內意 候 時、 杉 本 治 左衞門 

を 被 造、 木屋. 升 崖に 被 仰 付、 前 銀 三十 貫目 餘 にて 御 借 切 置れ 候よ し Q 其 時 木 llHJi. 升：： Hi; 御馳走 


申 由に て、 大坂御 登せ 米の 裁許 被 仰 付 候。 

〔夜話 之 抄〕 

一 、 天草 軍 之 時、 陽廣院 殿より 板 倉 周 防 殿ね 飛札 を 被 遣。 其 御文 章に 今度 內膳殿 於 天れ い^ 御 

討死、 不慮 之 御 仕 合，、」 某 調 たれば、 殊の外 御恚 にて、 討死 は 於戰場 不慮に あらや、 こ，. J に士 

の 望む 所 なれば、 ケ程に可調^1^にぁらす，、，>被仰、 被 調 直し，^」 云々。 

是歳。 農民に 敷 貸 米の 制 を 始め、 士庶 一 般に 貸借の 利子 一 ヶ月 一 步七： S 

と定 む。 

〔政 隣 記〕 

一 、 今年 三ケ國 百姓 方 御 吟味、 寬永 十一 年より 以前の 貸方 は 百姓に 被 下、 同 十二 年. 十三 年兩 

年 は 利 足 御 赦免、 當 年より 二割の 利 足に 御 極、 是を 百姓 之 敷 貸 米，、」 云。 此年迄 侍. 町方-百姓 

に 至る まで、 貸 物 利 足 を定る 事な し 。當 年より 御 分國中 貸方の 利 足 一 ヶ月に 一 步七ビ 相定る 0 

〔三壺 記〕 

在々 贷方御 吟味 之 事 

右 御 人 持より 調 上る 淸帳 を、 江 沼 郡. 能 美 郡 は吉田 伊織、 石 川. 河北. 內外七 塚、 能 州に て 押 

水. 羽 喰. 鹿島兩 郡、 嶋八ケ は 矢 野 所左衞 門. 久保 淸左衞 門、 奥 二 郡 は 宇 出 律 C 町 奉れ、 越屮利 
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波に 五ケ山. 氷 見 は 條島豊 前、 中 郡 は 高 岡の 御舉 行、 新 川 郡 は 富 山の 御舉 行、 それぐ へ 相 

渡され、 奧村 因幡 奉り 申 渡され 候 は、 寬永十 一 年より 以前よりの 貸方 元利 共に 姓に 可 被 下、 

十一 一年より 以來の 貸方 去年 迄の 利 足 kM 姓に 被 下、 當 十四 年より 1 一割の 利 足に 手形 巾 付 可參由 0 

各畏、 淸 帳に kn 姓より 上る 帳 を 指 添 請 取て、 裁許/^ ね罷越 手形 仕、 替 させたり。 代官へ 遣 

し 置く 古手 形 を 人々 に 渡し、 御請 を こしら へ、 判 形いた させ 罷 通る。 百姓 ざ も 難 有 赛存、 御 

請の 判 形 品々 は、 所々 に寬永 十一 年 迄の かし 本 幾ば く數を 知らす 有け る を、 元利 共 被 下、 同 

一 一年. 三年 兩 年の 貸本 三 割. 1： 割 之 利 足 を 又 被 下け る 事 幾千 萬。 十 w 年よ. 5 初而 1 一割に 被 仰 

付、 敷 借に 成る 事、 忝 儀尤斷 也。 拆 一 年 二割 ど 云 ふ 時 は、 半年 にても 十二 ヶ月 も 同率 なれば、 

返辨の 時節に 隨 ひ損德 有り， こて、 二割 を 十二 ヶ月に 割 而ー步 七 VJ 成， も、 此御 時より 初り、 

御分國 のかし 方 一 一 割 年中の 利に して、 月に 割而 一 步七 VJ 御 定にぞ 成に ける。 

寬永 十五 年 

正月 十三 日。 前 田 光高 痘瘡 を 病む を 以て、 越 中 礪波郡 植生 社に 平癒 を 祈 

らしむ。 

〔越 中古 文書〕 


淡 路樣は 前 

田 利 次 


大姬は 光高 

夫人  


市右衞 門前 

に 重 右衞門 

に 作る 


筑前樣 今月 二日より 被 遊 御 疱瘡 候 由、 被爲仰 越に 付而、 早速 被爲御 平癒 候 様に、 御 祈^ 可 被 

執行 旨、 從淡路 樣被仰 出 候條、 急 度 被遂御 祈念、 御礼 可 被 措 上 候 Q 爲其 申入 候、 恐々 謹言。 

正月 十三 日  橫 山城 守 判 

本 安房 守 判 

埴生 神主 

正月 十九 日。 德川家 光、 前 田 光高の 痙瘡 癒えた る を 以て 使 を 遣して 物 を 

贈る。 

〔德川 實紀〕 

正月 十九 日。 松 年 筑前守 光高 痕瘡卒 癒を賀 せられて、 阿部豊後守 忠秋御 使し、 筑前守 光高に 

銀 五 百 枚. 時 服 二十、 大姬御 方に 銀 枚. 糸 五十 斤つ か はされ、 執事 中 川 重 右 衞門忠 次 並 女房 

等に 銀 若干 給 ふ。 

〔天寬 日記〕 

正月 十九 日 0 

一 、 松 平 筑前守 疱瘡 依 平癒 、阿部豊後守 上使、 銀 子 五 百 枚. 吳服廿 被 遣 之。 大姬君 御 方， 2： お 銀 

百 枚. 糸 五十 斤 被 爲參之 Q 其 外 中 川 市 右 衞門並 女房 方ね 銀 子 被 下 之。 
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玉 室 は 京都 

芳春院 開山 

諱 は宗珀 


八 五八 

〔ロ歲 紀聞〕 

寬永 十五 寅 tfs§3j5 

一 、 陽 廣院樣 二十 四 之御歲 正月 御泡瘡 0 

二月 四日。 前 田 光高 夫人 痕を 病む を 以て、 三 家 等 柳營に 登りて その 狀を 

問 ふ。 

〔德川 1:^ 紀〕 

二月 四日、 大姬君 痘瘡 惱 ませ 給 ふに よ， 9、 三 家 まう 登り、 老臣に 謁して 伺 はる。 日記 

一 一月 十日。 前 田 利 常、 澤庵 和^の 物 を 贈りた る を 謝す。 

〔古文 章〕 

先日 玉 室 迄 御 出に 付、 一 種被懸 御意 恭存 候。 何 角 打紛、 御 禮致遲 引 候 0 猶期面 拜之節 候、 恐 

惶 謹言 0 

二月 十日  加 賀中納 言 

澤庵 大和 尙 侍者 御中 

二月 十三 日。 前 田 光高 夫人の 痘瘡 癒えた る を 以て、 德川家 光物 を 贈りて 


之を觀 す。 

〔天寬 日記〕 

1 一月 十三 日 

1 、 大姬君 御 方 御 疱瘡 平癒に 付而、 今日 酒 湯 被 爲掛、 依爲御 祝儀 銀 子. 吳服等 被 招參之 0 御 日記 

一 、 松 平 筑前守 依 右 之 祝儀、 銀 子. 吳服等 被爲下 之。 其 外 姬君之 御 方 被 召 仕 女中 衆、 中 川 市 右 

衞門等 迄 銀 子 被 下 置 之。 右 之 御 使 牧野 內匠 頭。 御 日 

〔天寬 日記〕 

一 一月 十四日 

1 、 昨日 加 賀大姬 君 御 方 疱瘡 平癒、 被爲懸 御酒揚 付而、 爲御 祝儀、 尾 紀兩亞 相. 水 11^ 龍 作^ 

0O 寬、 水 日記 

二月。 小者の 給 銀 を 制限し、 又 農民 をして 領 外に 赴く ことな からしむ。 

〔慶長 以來定 書〕 

一 、 當年 一季 居 之 小者、 給 銀 十二 ヶ月に 付て 百 目 宛 たるべし。 但此給 銀より 內は、 小者 器量 

により 相對 次第 之 事。 

一 、 御 分 國中諸 百姓 走 不申樣 に、 十 村 肝 煎 並 村 肝 煎， こして、 組々 を定、 しまり 可 申 付 候。 若 
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走 人 於 有 之 は、 其 跡 之 田 cs、 如 御法度 十 村 組 中. こして 令 耕作、 年貢 所 尙磁密 に 可 致 裁許 事 0 

付、 百姓 等 地 一 娘. 代官に たいし 申 分 於 有 之 は、 御 目安 場， S 可 及斷旨 被^ K 候處 に、 理不ャ おに 致 

逃散 候 輩、 至 後日に 申 分 相 立 間 敷 候 事。 

一 、 諸 百姓 等 或は 望 金. S 、或は 日用 取. 商人 VJ 號、 他 國へ相 越 候 le^ 堅 御 停止 候 0 若 背 御法度：^ 

族 於 有 之 者、 其 之 一 類 並 村 肝 煎 可 曲 言 事。 

宽永 十五 年 二月 日  橫山 山城 守 

本 多 安房 守 

金澤町 今 石 動 町 富 山 町 小津町 

小 松 町 大正 寺 町 所 之 口町 

四月 六日。 普請 奉行の 職務に 關 する 心得 を定 む。 

〔慶長 以來定 書〕 

定 

1 、 御家屮 役人、 毎日 出 候 時分 之， 恼、 日 之不出 以前に 御 普請に 取 懸り候 樣に可 罷出候 0 若 

日出 候 而罷出 候 者 於お 之 者、 着 到に 付 申 間 敷 事 0 付、 出 不參之 儀 者、 三日 之 不參に 可 申 付 事 0 

1 、 其 n 之 町 場、 奉行 人 見 計 申 付 候 0 御 #n 請 役人 何 角 斷申候 共、 杖 突 指 出； 5^ 言 之 族 有 之 間 敷 


候。 然上 者、 奉行 人 當？^ 候 町 場、 用捨 有 之 間 敷 候 0 若 仕 不屈 役人 於 有 之 者、 爲 過怠 北 《日 を不 

參に可 申 付 候 0 杖 突 之 手前 は、 品に より 過怠 可 申 付 事。 付、 組 切 割 町 場 之 儀 者、 組々！^ 爲裁 

許 次第 事。 

一 、 朝 御 普請に 罷出、 其 日之舉 行人より 申 付 候 樣子不 致 承引、 御 普請に 茂不取 付、 中 破 町 場 

を は づし候 役人 於 有 之 は、 惣 役人 は 一 人に 付 三日 之 不參、 統領 人 之 儀 は、 一 人に 付 六 = 宛 之 

可 爲不參 事。 

一 、 每晚 役人 罷歸 時分 之 儀 は、 其 ：《 之舉 行人 指圖 次第た るべ し 0 但、 請 取 普請に 候 は  >-、 其 

町 場 仕 廻 次第に、 舉 行人に 改相 渡し、 納得 之 上を以 可罷歸 事。 

1 、 金澤之 外、 在々 所々 へ罷越 役人 之 儀、 或は 道中 之 作 毛 を ふみあらし、 或は 立 毛 を 盜取不 

申樣 に、 1.づ 々舉 行人 並 杖 突より 急 度 可 申 渡 候 0 衍賃之 儀 は、 御定 之通當 座に 相 渡、 宿主より 

切手 を 取、 杖 突 方に 請 取 置 可 申 事 0 付、 tlu^ 山 並 わく 木 山より、 役人 金澤， に 罷歸候 時分、 竹 

木. 柴-杪 によら や、 盗賊 之 者 於 有 之 者、 曲 言に 被 可 申 付 事。 

一 、 御 植木 並 川 石 釣り 之 者に よらす、 道中に て 道 をせば め、 上下 之 者に 對し 理不^ 之 懷無之 

樣に、 其 所之舉 行人 並 杖 突より 急 度 可 申 付 事。 

一 、 御 普請場に ぉゐ て、 杖 突 之 刀. 傘、 役人 之 脇 刺 停止 之 事。 
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一 、 杖 突. 役人に よらす、 町 場に お ゐて申 分 仕出 候ば、 理非に 不立 入、 手 出の もの、 其：；： 之舉 

行人 急 度 可 申 付 候。 自然 疵付 候ば、 双方 共に 押 置、 御 普請 奉行 衆へ 申理、 何篇 にも 指圆 次第 

に 可 仕 候。 若 於 其 場、 わきより 馳集、 最負之 沙汰 仕 者 於 有 之 者、 縱 親子 兄弟たり， こ いふ 共、 

曲 言た る ベ き 事。 

一 、 所々 町 場、 奉行 人より 其 R 之 普請 之 様子、 出 人並-架 石 之坪數 相改、 每晚會 所 迄、 はがき 

に 令 判 形 可 指 越 候。 然上は 朝番. 晝番 共に 立 揃、 御 普請 之 体 吟味 可；^ 之 事。 

一 、 何方 之 御 普請 にても、 役人 四 度 食 給 申 儀 堅 停止に 候。 假其生 人、 私 して 給 させ 申 候 共、 

役人 手前 爲 過怠、 其 日 不參に 可 申 付 候 0 杖つ きも 同前た るべき 事。 

一 、 杖つ き. 役人に よらす、 其 日 之 奉行 人 申 渡候義 承引 不仕候 者、 いか 樣 にも 可 申 付 候 0 苦 

手 向 候ば、 不及 理非 當 座に 成敗 可 仕 候。 杖つ きょり 役人に、 申 付 候 義異儀 を 構 候 者、 急 度 打 

擲可仕 候。 誰々 之 者に 候せ r 其 主人より. &分有 之 間 敷 事。 

一 、 杖つ き、 自分 之 用 所 VJ して 町 場 を か、 し、 御 普請に 情 を 不入者 於 有 之 者、 其 主人に 相理 

り、 杖つ きに 出し 申 間 敷 事。 

1 、 川 石. m 石 寄 之 役人、 徒 をた くみ、 古川 除 之 石 並 石垣 をはづ し、 或は 水道 或は 所. 見々 

石、 いづれ にても 盜取申 者 於 有 之 者、 見 付 聞 付 次第に からめ 取、 御 普請 奉行 衆 迄 渡し 置 可 申 


候。 ^手 向 仕に ぉゐて は、 當 座に 成敗 可 申 付 事。 

一 、 杖つ き 共 手前 之 儀 は、 下 奉行 中， こして 定書申 付 趣、 無 相違 樣に可 申 付 事。  ■ 

一、 一 芋より 兩人宛 罷出候 下 奉行 之 儀、 一人 は 會所、 一人 は 御 町 場 h 替 りくに， 能 出、 御 普 

請 之 もくろみ、 並 町 場 之 割符 可 仕 候 ◦ 然上は 下 奉行 之內 一 人 被 出 候 衆 於お 之 者、 千 石 之觸役 

之內 五百石 引 可 申 候 事。 

右條々 無 相違 樣に堅 可 被 申 付 者 也。 

寬永 十五 年 四月 六日  撗山 山城 守 

本 多 安房 守 

近 藤 新 左衞門  ， 

別 所 勘 右衞門 

坂 田 源兵衞 

內田太 郞左衞 門 

五月 一 一日。 前 田 利 常 就 封の 暇を受 く。 

〔德 川實 紀〕 

五月 二日 0 加贺中 納言利 常 卿、 藤 堂 大學頭 高次. 京 極 丹 波 守高廣 はじめ、 十四 人の 大名 就 封の 
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木 文 寬永十 

五年の^？簡 

也と あり 


い VJ ま 賜 はる どて、 別に 令せられ し は、 先 令に 何等の 寧 あり VJ も、 谷 境 を 守るべき せら 

れし は、 谷 其國に 於て 私の 事を營 み、 令條 にたが ふか、 又は 盜賊等 ある 時の 事な b-o もし 國 

家の 大法 則 をお かし、 凶 逆の ふるま ひせる やから あらんに は、 隣 國の輩 速に 馳 むかひ 討伐す 

べし。 小 國の輩 は 時宜に より、 近領 の輩與 謀して はから ふべ し。 又 先に 五百石； 以上の 大船 

を停禁 せられし VJ いへ 共、 商船 は此 限に あらや VJ な り0 

五月 十九 日。 前 田 利 常 就 封の 爲江 戶を發 し、 世子 光高 之 を 品 川に 送る。 

〔湯 淺家傳 書〕 

尙々 昨晚は 過分 不淺 奉存 候、 以上。 

高札 致拜見 候。 肥 前 守 殿 今朝 御當 地御發 足、 品 川 迄 御 送 被 成 候 由 尤舉存 候。 昨晩 は 能 時分 御 

暇 乞に 參、 種々 御 懇意 之 段 忝 奉 存候。 然者內 々御 約束 申候硯 持せ 被 下 候、 請 取 申 候。 今朝 硯 

切よ び 候へ ざ も、 少遲 御座 候 故、 先々 返 申 候。 晚赦 明朝 見せ 候て、 頓而 返上 可 仕 候。 萬々 期 

貴 面 之 節 候、 恐惶 謹言。 

五月 十九 日  酒 井讃岐 守忠勝 判 

筑前守 樣尊報 

六月 十四日。 北 國に砂 を 降らす。 


〔三壺 記〕 

六月 十四！ n の 夜北國 筋に 砂の 降る こ，、」 夥しく、 草木の 葉の 上に 灰 を まきたる 如くな り 0 後々 

に 沙汰せ る は、 ゑぞ松 前の 大風、 砂 を 吹 立 やみ，、」 成る よし 申しけ り0 

六月 廿 五日。 夫 銀 及び 打 銀に 關 する 法規 を 定む。 

〔御定 書〕 

定 

一 、 夫 銀 子 如 定春夏 請 取 置、 拂方 一 年 切に 令 算用、 金銀 並 帳 指 上べ く 事。 

一 、 三 匁 打銀拂 方、 一 年 切に 可遂 算用 事。 

一 、 三 匁 打 銀 入 申 刻 は 可 申 聞 候。 留守中 之 儀 は、 年寄 共 申 聞、 所々 奉行 人 申 渡、 ぼ 姓 中 可 申 

付 候。 過分 之 入 料 有 之、 打 銀 不足 之 刻 急 度 可 申 上 候。 銀 子 取替 可 遣 之 候。 造而 百姓 中より、 

三 匁 打 銀 相 調 可 指 上 事。 

右 定處如 件。 

(利 常) 

寬永 十五 年 六月 廿 五日  印 判 

小 西 太 左 衞門殿 

疋田掃 部 殿 
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六月 廿 五日。 往還の 道路 撟梁 及び 用水に 關 する 費用の 支出 方法 を定 む。 

〔御定 書〕 

定 

一 、 往還 橋 之 材木 其 外 入用、 並 人足 手間 料已 下、 三 匁 打 銀 を以可 下行 事 0 

1 、 往還 道 作 候 手間 料、 <^ 吟昧、 打 銀 を 以可相 渡 事。 

一 、 用水 人 料、 前 波 加 右衞門 吟味、 打 銀 可 相 渡 事 0 

一 、 人 料 過分 之 時、 三 匁 打 銀 不足 之 刻 は、 急 度 可 申 上 候 0 銀 子 取替 可 被 遣 候。 追而： A 姓 中よ 

り 可 指 上 候 事。 

一 、 夫 銀. 打 銀 兩檨遣 方、 四 人之內 二人 宛 相替、 隔年に 可 令 裁許 寧。 

一 、 夫 銀 並 打銀拂 方、 一 ケ 年に 三度 宛 相遂中 勘定、 毎度 帳面 指 上 可 申 事 0 

1 、 百姓 中 召 仕 候 諸事 入 料、 打 銀 を以可 下行 事。 

寬永 十五 年 六月 廿五 H 

原 田 又 右 衞門殿 

成 田 左內殿 

中 村 新 左 衞門殿 


四 井 主： ii?- 殿 

七月 十七 日。 能 登 鳳 至郡總 持寺內 の五院 等、 本 寺 住持 職 及び 伽藍 修造の 

事に 關 して 協約す。 

〔國 雜抄〕  ， 

諸 嶽山總 持禪寺 者、 日域曹 洞依爲 出世 之 本 寺、 就當山 住職 之 事、 任御綸 旨、 爲伽 修造 公文 

狀、 被 任恕達 和尙之 旨、 依而 衆評 如此。 

寬永 十五 曆夷則 十七 日  妙 高 庵 

普 藏 院 


如 


意 


庵 

庵 


四千 三 ぼ 六十 三世 

進上 廣乾寺 衣鉢 閣下 

總持寺 住持 職 之 i£T 所有 勅 請 也。 殊專佛 法 紹隆、 宜舉 祈寶祐 延長 者。 依 天 氣執達 如 件 ( 

寬永 十五 年 八月 四 =  頭 左 中將判 

加賀藩^5-料 第二 編 寬永 十五 年  八 六 七 


八 六 八 

廣乾寺 恕達和 尙禪室 

八月 十日。 德川家 光 使 を 遣 はして 前 田 光高の 病 を 問 はしむ。 

〔德川 實紀〕 

八月 十日。 松； 牛 筑前守 光高 所勞 により、 少 老朽 木 民 部 少輔植 綱 御 使 VJ して 魚 物 を 遣 さる。 as- 

入 月 十 人 日。 加賀 石 川 郡 宫腰着 の 能 登 鹽に對 する 前年 中 計算 3,:!: 濟 狀を與 

ふ 0 

〔加賀 古文書〕 

寬永 十四 年分 能 州より 宮腰着 贜 請拂之 事。 

.鹽 高 

一 、 五 萬 千 二十 八 俵 は 

此 內 

二百 五十 懐 は  臺 所へ 入。 

殘 高 

五 萬 七 KM 七十 八 俵 は 宽永 十四 年 四月 九日より 同 十五 年 七月 廿 H 迄拂 if 


此代銀 

合 三百 十一 一貫 九 fs: 卅五匁 六 分 朱 封 銀 

內 一 貫 六 百 七十 目 五分  新 極印 

0 一  匁 五分 は 出目 

右遂 算用 相 濟所如 件 

(利 常) 

寬永 十五 年 八月 十八 日  判 

宫腰主 計 

三 右 衞門 

九月 朔日。 前 田 利 常 加 賀江沼 郡 敷地 天神の 社領を 安堵せ しめ、 次いで 新 

寄進の 地 を 加 ふ。  . 

〔慶長 以來定 書〕 

爲當社 御 神領、 以江沼 郡 敷地 村 田地 之內ニ 町、 利 長 公之 御 在 判 令 寄附 訖。 並 天神 屋敷 境目 可 

准 先例。 此外爲 新 寄進、 同 郡 岡 村 田地 之內ー 一町、 又 岡 村 持 山之內 後谷 山 一 町 一 反 之 處相渡 者 

也。 自今 以後 宮林內 共 令 裁許、 祭 鱧 以下 彌 不可 怠慢 之狀如 件。 

(利 常) 

寬永 十五 年 九月 朔日  判 

加賀藩 史料 第二 編 寬永 十五 年  八 六 九 


八 七 〇 

敷地 天神 供 僧 

神 主 

新 御 寄進 分 

敷地 天神 社 

二 町 

內  江 沼 郡 岡 村 

1 町  供 僧 

五 反  神主 

巫 女 一人 

五 反 

社 人 四 人 

右爲新 寄進、 御 判 形 被 遣 之條、 各 令 支配べき 之 旨 被 仰 出 者 也。 依 如 件。 

寬永 十五 年 戊 寅 九月 六日  橫. E 山城 守 

本 多 安房 守 

九月 五日。 從来 通用した る 新 極印 銀を廢 し、 專ら朱 封 銀 を 用 ひしむ 0 

〔國事 雑抄〕 


のド- しのに 印な はばえ にて 子て 朱; 
な 资む? し 銀る 從 今た も是の 封染封 

リ tf ろ 通た 同 リ 間 よ 意せ 紙 銀 
しが 用る 朱紋 と の然々 リ に る^ と 
も 爲ぜも 封極異 令れ 見 前し 銀以は 


朱 封 銀 通用 始之事 

覺  金澤町 

近年 於 御 分 國中遣 來候新 極印 銀 子、 並他國 より 相 越 候 取 込 銀 子 遣 候 義堅被 成 御 停止 訖。 然者 

來月 五日 以後、 朱 染紙封 之 銀 子 を 以商寶 可 仕 候。 但跡々 新 極印 銀 子に て 段 申 合 候 分 は、 最 

前 如 町定、 朱 封 之 銀 子 步入指 引致 算用、 受取 渡 可 仕 候。 若 御法度 を 於 相 背 輩 は、 可 被 所 曲 is?- 

St 所 被 仰 出 也、 如 件。 

寛 永 十五 年 八月 廿 八：：：  橫山 山城 守 判 

本 多 安房 守 判 

〔大日 本 貨幣 史附 錄〕 

右 花 降 銀數品 中、 此ニ品 は 朱 封 銀， こ稱 し、 寬永 十五 年 九月より 宽文十 年 十二月まで 通用した 

る 極印 銀な り。 朱 封の 名 は 封 紙より 起り、 其 包 中の 銀 は 花 降の 極 銀 印な り。 正 德六年 加賀銀 

座より 出せる 書に、 極印 銀 を 鑄 造し、 則ち 紙に て 包み、 其 包 上に 朱 封 銀 百 目 ど 書す 云々 ビぁ 

り 0 是れ朱 封の 名の 起り なるこ VJ 知る ベ し 0 又 一 書に、 宽文九 年 朱 封 銀 通用 停止の 事 を 記し 

て、 加賀能 三國に 用る，、」 ころの 菊紋の 極印 銀 自今 停止，. J あり。 是 にて 朱 封鈒は 菊紋の 極印 銀 

なるこ ど 著る し。 菊紋 VJ は、 此銀 上下に 刻した る 花形、 即ち 菊紋 にして、 是を封 じたる を 朱 

加賀 藩 史料 第二 編 寬永 十五 年  八 七 一 


八 七 一 


山野 上 は 山 

ノ上 


封 銀、、」 稱 したるな るべ し 0 

九月 人 日。 加賀 河北 郡 山上 村 春 日 社の 神主に 居 屋敷 を與 ふ。 

加州 河北 郡 山野 上 村 春 日 社 之 神主 依 仰 付、 其方 居 屋敷 三百 步之所 山野 上 村 領之內 を 以被下 1^ 

候條、 全 可 致 支配 之 Jlni 被 仰 出 者 也。 

橫山. E 城 守 長 知 判 

本 多 安房 (.7 政 重 判 


寬永 十五 年 九月 八日 


春 日 神主 

十月 朔日。 加賀 河北 郡俱利 伽羅 長樂 寺に 制札 を 與ふ， 

〔加賀 古文書〕 

禁制  長樂寺 

一 、 至 寺 中 殺生 事。 

一 、 境內， に 立 入、 山林 伐採 竹 木 事。 I 馬& 嚿放詞 

一 、 號 見物人 於 寺 內狼籍 事。 

右條々 被 停止 訖。 若 於 違犯 之 輩 者、 可被處 罪科 It 所 被 仰 出 也。 仍如 件。 


寬水 十五 年 十月 朔日  橫山 山城 守 

本 多 安房 守 

十月 朔日. - 封內に 於け る 切支丹 信 * を 告訴す る 者に 賞金 を與 ふる を 令す。 

〔慶長 以來定 書〕 

覺 

一、 伴天連 之 訴人  銀 子 二百 枚 

1、 いるまん の 訴人  銀 子 百 枚 

1 、 きりしたんの 訴人  銀 子 五十 枚 又は 三十 枚、 訴人に よるべし。 

右 致 訴人 候 輩 は、 假雖爲 同宗 門 同宗 旨、 ころび 於 申出 者、 其 科 を ゆるし、 爲御 褒美 如 書付 可 

被 下 旨 被 仰 出 候、 以上。 

寛 永 十五 年 九月 十三 日 

きりしたん 宗旨 之 者 御改に 付て、 江 御 制札 之 寫如此 也。 若 於 分 國中右 宗門 之 もの 有 之 は、 

急 度 可 申顯者 也。 仍而 下知 如 件。 

寬永 十五 年 十月 朔日  判 

加賀藩 史料 第二 編 寬永 十五 年  八 七三 


八 七 四 

1 、伴天連 之 訴人  金子 十 枚 

一 、 いるまん の 訴人  金子 五 枚 

一 、 きりしたんの 訴人  金子 三枚 

右き りしたん 宗 St 之 もの、 御分國 中に 於 有 之 者 可 申 上 候。 然者公 俄 御 褒美 之 外に、 如此 書付 

黄金 可 被 下 旨 被 仰 出 者 也。 仍而如 件 G 

寬永 十五 年 十月 朔日  橫山 山城 守 

,  本 多 安房 守 

十月 一 一日。 金澤の 市ん 竹屋仁 兵衞等 切支丹 宗門 改. の 制札 及び 懸賞の 判 金 

に對 する 請 取 書を呈 す。 

〔小 松 造 文〕 

請 取 ゆ 御高 札 並 御 掛金 子 之 御 事。 

合 十 枚 者  金子 大判 也 

右 者き りしたん 宗旨 御改之 御高 札、 並 御 掛金 判 金 十 枚 糙に請 取 置、 夜 之 俄 は 兩天稃 厘 方ね 月 

替に預 1:^、 每日 御札 掛場 にかけ 申 所 如 件。 

寬永 十五 年 十二月 二日  竹 や 仁 兵衞印 


木 文に 森 田 

平 次の 考證 

なリ 


十 間 町 太 郞兵衞 印判 

片 町 六 左衞門 印判 

新 町 彥右衞 門 印判 

堤 町 正兵 衞 印判 

山 崎 町 九兵衞 印判 

右 書面 之 判 金 請 取、 町 肝 煎 中ね 相 渡、 御札 所每月 爲掛申 候、 以上。 

寅の 十 一 月 六日  長 瀨五郞 右衞門 判 

葛卷 m い 人 判 

稻垣長 兵衞殿 

長 谷川 大學殿 

按に 右の 文書 共に 據れ ば、 囑託 場に 出せる 制 礼の 掛金 は、 現金 其 金子 をば 掛置 たる こど 知る 

べし 0 是國 初以來 S 流 例なる か、 又は 微妙 公の 時より 如此 なる か。 袁 氏世範 に、 胥 吏に 囑^ 

し 官吏に 賄赂 す、 奸惡の 訴人 を 求ん ため、 黄金 を 辻に 掛 る，、」 云ふ是 なり 0 但し 吾舊 藩の 掛金 

は、 十二 冊 定書會 所條目 部に 载せ たる 享保 十二 年 三月 會 所有物 調書 中に、 高札 見せ金 判 金 之 

圖十 枚、 下地 赤金、 金. S つき VJ あり。 是則寬 永の 頃囑託 場に 掛けられ たる 判 金なる べし。 资 

加 貧 藩 史料 第二. 編 寬、 水 十五 年  八 七 五 


常 殿 樣は利 

常 


犀 川の 河床 

今 n: の狀と 

異なれるな 


八 七 六 

ば 其實は 見せかけの 品に て、 正金に は 非ら や。 

十 一 月朔 日。 加 賀石川 郡 佐 那武祉 神主 權丞 社領を 安堵し、 併せて 社 地に 

添 ふ 犀 川 堤防 破壊の 修理 せられん こと を 請 ふ。 

〔國事 雑抄〕 

乍 恐謹而 言上  寺 中 神主 櫂 丞 

一 、 宫腰 寺中大 .vs 佐 那武大 明 神社 倾之御 事、 天 正 十， 四 年 正月 廿 二日に 從 大納言 樣、 御田 地 二 

町 永代 御 寄進 被爲 成、 則 御 印 頂戴 仕 申 候。 利長樣 御代に も 慶長九 年に 當社御 建立 被 爲仰付 被 

下 候 御 i^。 

一 、 當 殿^. に每年 御札 守 指 上、 御目見得 仕 候。 然共 終に 御 印 頂戴 不仕 候條、 逑々 申 上 度奉存 

罷在申 候へ 共、 御 次而無 御座 候 付而、 于今 言上 不仕 候。 此度被 仰 上、 御 印 被 爲成下 候 者、 難 

有 可 奉 存候御 事。 

一 、 寺 中宮 屋敷 之義、 才川 につ、 S き、 河ば たに 而 御座 候へば、 數年前 川く づれ に罷 成、 今 ほ 

V- 社 下まで くづれ こみ 申 候。 神主 自分 VJ して 川よ け も 不罷成 候條、 加 様 之 義をも 御 事 次而を 

以、 御 耳ね も 相 立 申 候檨に 御座 候 者、 難 有 可奉存 候、 以上 0 

寬永 十五 年 十 一 月朔日  寺 中 神主 權丞判 


この 前の 爭 

議は寬 、水 五 

年 三月に 在 


第三 は 第二 

なるべし 


奥 村 因. 幡檨 

奥 村 河內樣 

撗山 大膳樣 

此 紙面 御 夜 詰に 上る。 同 五日に 原 田 又 右衞門 殿御 見 立に 被 造、 十五 日より 川 ほり かへ 申、 ふ 

しん 入。 御 奉行 松 1^ 右 助 殿。 明る 三月 六日より、 御宮 大工 遣 はじまる。 則御城作^_-にて、 

同 八月 中に 成就す。 

十 一 月廿四 0::。 加 賀石川 郡 佐 那武社 神主 將監、 同 神主 櫂 丞を訴 ふ。 

〔國事 雜抄〕 

乍 恐 申 上 候 

^中 御宮 御 建立の 義被爲 仰 出 候 由、 難 有奉存 候。 左樣に 御座 候へば、 寺 中兩祉 之內第 一 之 

尊 伊勢大神宮 內宫は 私 持 分、 第三 之 尊 5r ひす 三 郞殿は 權丞持 分に 而 御座 候。 並 御社 傾 一 一町 も、 

一町 充預り 申 候。 年毎 之 祭禮其 外、 不殘兩 神主，、」 してし はい 仕 申候處 に、 今度 御 建立 之義に 

付て、 私に かくし 權丞 一 人罷 出、 次 目 之 御印權 一 一  人いた、 き 申 樣に申 上 候 由 承、 驚奉存 候。 

乍恐以 書付 申 上 候。 右 之 段々 にて 御座 候へ 者、 權丞 一人 能樣 にも、 私 一人よ き樣 にも 不罷成 

御 事に 御座 候 間、 兩 神主 双方 能 樣に被 爲仰付 被 下 候 者、 恭難有 可舉存 候。 御次而 ながら、 右 

加賀藩 史料 第二 編 寬永 十五 年  八 七 七 


八 七 八 


ょリ 本の ま 


^監は 元 和 

九 年 十月 六 

日の 條に三 

郎、 寬永五 

年 三月 十八 

日の 條 に 小 

三耶と ある 

ものな リ 


本文ば 將監 

5^|狀の案な 


より 次第 申 上 候、 私お や はそう りゃうに て 御座 候、 權 S おや 少兵衞 は 弟に て 御座 候 故、 宮腰 

ね 出し、 久々 町人 を させ g:^ 中處 に、 私お ゃ果. e. 候 其 時、 六 ツ子に て 御座 候 故、 當分神 生わ ざ 

成不 申に 付而、 權丞、 おや 少兵衞 をよ び 出し、 神 生に 仕 申、 其 後少兵 衞果申 候。 今程 は兩方 

せがれ 4i ハの 代に 罷成申 候。 左様に 御座 候へ 者、 わたくし 年 まし V」 申、 又そう りゃう 筋 ど 申、 

伊勢. 白山の 例 も 御座 候 間、 今程 は綸旨 御 印 等 私預り 可. S. はや か ピ舉存 候へ V- も、 權丞 おや 果 

申 様子に 付而、 私，、」 中 あしく 罷成申 候 ゆへ、 權丞 がてん 不仕 候に 付而、 むりに 取 申 事 も 不§§ 


成 候。 かやう の 折節 を 待 居 申 候兩祌 主、 右 申 仕 合 ゆへ、 たがいに 申 分 以來迄 はて 申 間 敷 候，、」 

奉存候 間、 永代 御 置 目の 御 印いた、 き 申 度奉存 候、 以上 0 

寛 永 十五 年 十一月 廿 四日  -  將  監 

河 內樣 

因幡 樣 

大 膳樣 

as 三百 步の所 を も 少兵収 込、 私に 少も くれ 不申候 故、 算用 仕 候へば、 六 年の 間に 米 元利 

合 三百 九十 六 表 一 斗.、 少兵衞 手前 取 込 候處、 元 和 九 年に 瀧 與右衞 門 殿へ、 右 之 様子 書付 指 上 


も やま リは 

わ やまちな 


申 候へば、 少兵衞 越度に 相 極、 色々 あっかい 御座 候而、 御社 領 三十 石之內 十五 石、 私に 永代 

返し 申 候。 其 段 誓紙 取 か へ し 相 濟申候 0 

一 、 少兵衞 if」 々神木 竹 を 切 申 候 故、 あまり 笑止に 奉存、 內々 いけん 申 候へ 共、 がてん 不什 0 

又 宽永五 年 三月 十六 H 御 林の 前 を 罷通申 候へば、 少兵衞 竹 を 切 申 候 故、 又い けん .3. 候へば、 

私 まる 腰に 而罷有 申候處 を、 りふじんに 切た をし、 少兵衞 は 宿へ，、」 りこ もり 申候處 に、 折節 

其 刻 御 郡 奉行 上 村 八 左 衞門殿 見 立に 御 出に て 、様子 御 聞 被 成、 少兵衞 方へ 御 ど、 S け 被 成 候 は、 

何たる 由緒に 而將監 を 切た をし 申 候 哉、 意趣 申 上候樣 に，.」 三度 迄 御 使 被 造候處 に、 何 之 申 

分 も 無 御座 由 申 候 故、 それより 十 村 肝 煎 並 近鄉の 百姓 共 御よ び 被 成、 番を仕 候へ，.」 被 仰 付 0 

其 上 少兵衞 切腹いた し 申 候 は > -、 死ぞん たるべく 候 間、 御 公儀より 御 せんさく 有 之まで は、 

堅固に 可 有 之 旨 被 仰 渡 候へ 共、 子供 申 候 は、 將監を あやまり 申 上 は、 是非共 切腹 仕 候へ， --す 

、め、 同 十七：：： に 切腹 仕 申 候。 其 後 少兵衞 子供 申 は、 けんく わにて 御座 候 間、 雨せ いばい に 

被 仰 付 被 下 候へ VJ、 御 公儀 様へ 書付 指 上申 候へば、 則兩方 色々 御 吟味 被 成 候へば、 少 兵衞義 

連々 神木 竹 を 切、 其 上 大破に 及 申 候 堂六ッ 迄，、」 りこ ぼち、 薪に 仕 やうなる 無道 もの、 其 上い 

けん 申 候に、 却而 切た をし 申 事、 重々，、」、 かざる ものに 相 極、 私 は 堅固に 神主 被 仰 付 候。 右 

之 段々 山城 樣. 富 田下總 様. 稻葉左 近 樣御吟 咏被成 相 極 申 候。 左様に 御座 候へば、 私お ゃ果申 
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八 八 〇 

候 刻 は 私 は 六ッ、 少兵衞 は 年 もより 申 ゆへ、 神主 職の かしら を も 仕、 御綸 旨. 御 印 を も 少兵衞 

請 取 申 はすに て 御 瘦候。 少 兵衞果 申て は、 私 は權丞 よりも，、」 しょり、 其 上そう りゃう 筋に て 

御座 候へば、 私； t 主の かしら 仕、 御 印 • 御綸旨 を も 請 取 申 害に 御座 候。 此例 伊勢. 白山に もむ 

かしょり の 制 法に て 御， 座 候 0 

一 、 利 家樣御 印、 右 之 仕 合 故 少兵衞 方に 御座 候處 に、 元 和 二 年に 近 藤 新 左 衞門殿 被 仰 候 は、 

御 印お 之 候 は、 殿 樣へ懸 御 目 候 間、 指 上 可 申 旨に 御座 候 故、 右 之 御 印 少兵衞 方より 指 上申 候 0 

其 後 新 左 衞門殿 へ 、 右 之 御 印 御返し 被 成 下 候 へど、 切 々御 理申上 候 へ 共、 何 か VJ 相 滞 申 候 故、 

寬永 十四 年に 又 新 左衞門 殿ね 御 理申上 候へば、 右 之 御 印、 山城 様に 御 印 頂戴 仕 中候處 に、 私 

VJ 權 t ^マ、」 あらそい 申に 付、 VJ かく 重 而樣子 申 上、 らち 明 候て 請 取 可 申 候，、」 て、 御 印 を 山城 樣 

御內 衆ね 預け 置、 兩 人ながら 罷歸申 候。 其 後山 城 様 被 仰 候 は、 此御 印の 俄 は、 さいせん 新 左 

衞門 方より 指 上申 候 間、 新 左衞門 方へ 返し 置 可 申 由 被 仰 候て、 新 左衞門 殿へ 御返し 被 成候處 

に、 新 左衞門 殿御 申 候 は、 さいせん 權丞 おや 少兵衞 より 請 取 申 由に て、 權 一に 御 渡 被 成 候 0 

右 之 筋目 被 聞 召 上、 御 印 私に 被 下 候 者、 難 有 忝 可舉存 候、 以上 0 

年號 月日  將監 

十 一 月廿 六日。 加 賀石川 郡 佐那武 ft 神主 櫂丞、 同 神主 將監 を訴 ふ。 


〔國事 雜抄〕 

佐 那武大 明 神 之 神主 權 S 乍 恐 申 上 候 0 

一 、 從 利家樣 御社 領被爲 付 候に 付、 私 祖父 式部 頂戴 仕 候 御 印、 先 tn 指 上. 5. 候 御 

一 、 祉下迄 さい 川く づれ入 申に 付而、 川よ け 之 義申上 候 處に被 聞 召 上、 則 川よ ひ 被 仰 付、 殊 

に 御宮 建立 之 義迄被 仰 出 候 旨 承、 難 有奉存 候。 就 其 私い VJ こ將監 VJ 申 者 書付 措 上申 候義、 不 

謂 義，、 J 存 候。 其 故 は、 彼將監 おや 小 三郞， こ 申 者 は、 式部 ためにそう りゃうに て 御座 候へ 共、 

へやす み 之內に 相果申 候。 其 刻 將監は 六 ツ子に て 御座 候 ゆへ、 私 親 少兵衞 ど 申 もの、 式部た 

めに は 二番め のせ がれに て 御座 候。 其 時分 宮 腰に 居 申 候 をよ び 申 候て、 惣領に 相た て、 二 町 

之 田地 毛 付 一 町 八 反 御座 候內 一 町 二 反、 並に 神 生職綸 旨. 利 家 樣御印 二通、 何も 私 親 少兵衞 に 

ゅづり 申に て、 式部 は 相殘る 田地 六 段隱居 分に 取 申 候て、 七 年 以後に 相果申 候。 然處 に宮腰 

先主 計 申 候 は、 式部 存生 之內に 色々 異見いた し、 隱居分 之 田地 六 反 を將監 にどら せ、 宮司 役 

つ VJ めさせ 候樣 に、 式部に 書 置 させ 申 由 申 付而、 私 親 は 其義少 も不ぉ 候へ 共、 書3|^候ぅっし 

主計 方より 越 申に 付て、 其 上 は 隱居分 之 田地 渡 可 申 由 申 候へ せ r 將監 母，、」 一所に ゑん 付に、 

宫 腰に 有 付 居 申に 付て、 寺 中へ 參候而 、代 宮司 役つ ，こめ 申 候 は  、何時 にても 式部 書 置 之 ご ど 

く 田地 を も 渡 可 申 VJ 申 候へ 共、 六 ケ年之 間は宮 腰に 罷在、 御宮 之 諸 役 を も不仕 候に 付而、 田 
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地 以下 渡し 不申 候へ 共、 七 年め に 寺 中ね 引越 申に 付て、 右 之 六 反 之 田地 相 渡し 申 候 0 其後拜 

殿 取な おし 申 刻、 入用 田地 之 高に おろし、 三分 一 將監に 出し 候 様に，、」、 私 親 少兵衞 申 候 へ ば、 

宮 腰に 居 申內之 田地 六 反 分 を、 少兵衞 取 こみ 申 候 間、 拜殿入 料將監 方より は 出し 申 問 敷 由 申 

候 を、 御 郡 舉行瀧 與右衞 門 殿 何、、」 御 聞 人 候 哉、 將監宮 腰に 罷有 候而、 御宮の 諸 役つ， こめ 不申 

VJ も、 式部 書 gl^ 之 上 は、 六 年 之 間 之 古米た、 み 候て 遣 可 申 儀 ど、 御し かり 被 成 候に 付て、 無 

是非 あっかいに まかせ 候て、 古米 代 VJ して 式部 書 置 之 外に 田 三 反 遣 申 候。 其 後 私 親 少兵衞 

手お かいは 將監 けんく わ を 仕出し、 將監 手お かい 申に 付て、 頓而果 可申樣 に、 御 郡 奉行 上 村 八 左 衞門殿 

手.^ おひな  ]rl  ► - ； 

るべ し - へ 申 上 候に 付て、 少兵衞 にきびし く 番を御 付 被 成 候に 付、 のがれが たく 存、 御 舉行， も 書 

置いた し、 將監 方へ も 使 をた て 候て 腹切 申 候。 然處に 將監は 無事に 罷在候 間、 御せ いばい を 

しょ そん は - も 被 仰 付 可 被下處 に、 私お やしよ そんに 罷成 候義、 なげか はしく 舉存 候へ 共、 長袖 之 義に御 

死 Li 損なる 一  . 

ベ こ  座 候へ 者、 御 公義 樣をは  かり、 御な げき を も不申 上、 唯今 迄罷在 候義、 迷惑 仕 候。 あわれ 

御 じひ を以、 右 之條々 被 爲聞召 分、 如 御法度 之 被 仰 付 被 下 候 は、 難 有 可 奉 存候。 

一 、 寺 中 之 本社 は、 佐 那武大 明 神に て 御座 候。 內宮は 其 後 末社に くわん じ やう 仕 候 0 就其綸 

33 にも 佐 那武大 明 紳ど被 遊 候。 其 上 利 家樣御 印に も、 佐 那武大 明 神 之 神主、、」 被 遊 候。 內， >0 之 

義は無 御座 候處、 內宮を 本社 之 外に 將監 方より 申 上 候 事、 いつわり にて 御座 候。 內宮は 末社 


にて 御座 候 故、 將監 にさい きょ 可 仕 旨、 私 親 少兵衞 申 付 候。 就 其每年 正月 八日に 御 ま 軋 申 上 候。 

札 守 を も 私 指 上申 候 0 

寬永 十五 年 十 一 月廿 六日  權  丞 

安房 守樣 

、  . 

山城 守樣 

十 一 月廿 六日。 橫山長 知、 前 田 光高の 詠歌 を 得て その 能く 世態に 明かな 

る を 感ず。 

〔橫 山家 古文書〕 

光高の 家 光 去朔曰 之御狀 到來、 本望 之 至に 候。 

^l^fe  一 、 少將樣 當朔日 被 成 御 登城 候處、 上様 御懇之 上意に 而、 逸物 之 御大 鷹 二 居被爲 進、 則 御^ 

る は 寬永十 

.^0^ 野ね 被 成 御座 候樣に 被爲仰 出、 御 仕 合 殘所無 御座 候 由、 每々 御懇之 上意 ざ もに 而 御座 候ビ H 

御 冥加 之 至 VJ 目出度 奉存候 0 就 夫 去 十四 ID に御廳 場ね 被 成 御座 候 由、 珍重 奉；：^ 候 0 此度は 緩 

々，、」 御鷹 被爲 遣、 御 氣を被 成 御延候 様に 可 有 御座 VJ、 目出度 奉存 候。 乍 去. 某-天 之 時分に 而御 

S き，， 座 候 間、 自然 風 を も 御 引 可 被 成 か VJ 氣遣仕 候。 被 爲成御 歸候は  > -、 御 氣色之 御樣子 具に 可 被 

仰 越 候。 常々 御機嫌 之 御 樣子を も 承 度 候條、 切々 書 狀をも 進度 候へ 御 目 見 不自由 候 故、 
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御詠歌と は 

田 光高の 

歌 百 首.^ 

指す 
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申 度 事 も 不被書 候に 付、 不能 其義 候。 誰に 而も 筆 を 御 かたら ひ 候而、 折々 御機嫌 之 御 樣子可 

被 仰 越 候。 表 向 之 御沙汰 計 承 候ても 無 覺柬存 候。 

一 、 御詠歌 之 由に 而 一 卷被指 越 候條、 塞以珍 敷義、 こ 致拜吟 候。 久々 御 目 見 を も不仕 候へば、 

乃 御 心 立 も 如何に 被 成 御座 候 哉，， J 氣 遣に 存 候處、 此 一 卷拜吟 仕 候 得 者、 乍 恐 御意 を も 承り 候 

心地に 而、 卷 返し 難 打 置 拜吟仕 候。 ケ樣に 千 萬 人 之 心 を 御 悟 被 成、 物 毎に 御 下知 を 分 させら 

れ候御 事、 奇特 千 萬不及 言語 事に 候。 昔より 承傳候 書物 其數 不可 勝 計 候。 然共 耳遠に 候 故、 

當時其 心 を 辨候者 は 無 之 候 。此 一 卷は 愚人 之 耳に も 落 可 申 候條、 若者 共に は 傳申度 候へ ども、 

深 被爲成 隠密 候 之 由 被 仰 遣 候條、 獨吟之 外 無 他事 候 ◦ 殊此頃 は 論語 を もお 被 爲間召 上 候 由 承 

候 0 古より 大智の 人は不 成して 成 VJ は申傳 候へ ざ も、 古語 を. X 被 聞 召 上、 當時之 風流に 引合 

御 -丄 夫 被 遊 候 得 者、 猶以 珍重 成義孚 奉存候 0 惣而大 仁へ _i を 申 上 候 儀 は 難 成^ 之 由 申傳候 0 

依 之 古を師 VJ 申 置 候 得ば、 是以御 心に 懸 させられ 候 御 事 御尤に 奉存候 0  VJ も 角に もき VJ  くな 

る 御 心 走 共に 候。 大方 は此 一 卷 にあら はれ 申 か 舉存候 御 事。 

十 一 月廿 六日  潢山 山城 守 

5 右城 老 御 返報 

十一 一月 十 一 日。 前 田 利 常 加 賀石川 郡 佐那武 社の 社領を 安堵せ しむ。 


〔考據 摘錄〕 

宮腰村 佐那武 明神爲 再興、 以當村 之內ー 一町 之處、 天 正 十四 年 任 先 判 令 寄進 訖。 無 相違 可 裁許、 

如 先鋭 爲近鄕 十五 村 可 崇敬 者 也。 仍如件 0 

寬永 十五 年 十二月 十一 日  利  常 半 

佐那武 明神兩 神主 

十一 一月 十 一 日。 前 田 利 常加賀 河北 郡 黑津舟 社の 社 領を增 し、 社殿 を造營 

せし む。 

〔金澤 市中 古 丈 書〕 

黑津船 權現爲 苒興ニ 町 之 所、 天 正 十四 年利 家 卿 所 被 寄進 也。 重 而今 一 町 之 所 石 川 郡以三 口村 

之內可 裁許、 如 先規爲 二十 六 村 可 崇敬 者 也。 仍如 件。 

寬永 十五 年 十二月 十一 日  利  常 半 

黑律船 神主 

〔政 隣 記〕 

一 、 今年 加賀郡 大野 濱黑津 船 社、 利 常 公 御 造營、 舉行 內藤淸 兵衞、 下舉行 木お 七 左^ E..,/^ 

今年 加贺郡 一二 口村 內に而 一 町 之 所 御 加附、 去 天 正 十四 年 從利家 公 御 寄附 之 社領ニ 町に、 今般 
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堂 形 は 藩の 

米 鹿な リ 


御旅屋ば 黑 

津舟 社祌幸 

の爲の もの 

なり 


御加坩 引合 三 町 也。 御 一 行 日付 十二月 十 一 日，、」 有 之。 但天正 十四 年に は 從利畏 公 御 寄附 VJ 有、 

何れ か 不詳。 

〔考據 摘錄〕 

一 、 微妙 院樣 御代 寛 永 十五 年に、 明 神 之 本社 三 間 社、 三 棟 作に 御 建立 被 成 候。 其 節爲御 加增、 

石 川 郡 三 口村 御田 地之內 を以、 田 一 町 之 所 御 寄進 被爲 成、 合 三 町 之 御 一 行 頂戴 仕 候。 然處右 

三 町之內 一 町 は、 御宮 爲御 修理 料 御 除 被爲 成、 今以 御堂 形に 納り中 候 御 

一 、 當 御代 寬文ニ 年に、 御宮 破損 御 修理 不殘被 爲仰付 候。 同 八 年に 明 神 御 本社、 紳明御 本社、 

廻り 柵 被 爲仰付 候。 其 以後 御宮 破損 仕 候 時分、 度々 不殘御 修理 被 爲仰付 候 御 事。 

一 、 御宮 破損 御 修理 被爲仰 付、 出 來仕候 時分 は、 正 遷宮 御 能 跡々 より 被 爲仰付 候。 延赍八 年 

に 御 遷宮 御 能 之 時、 御舉行 一色 瀨兵衞 殿 村 上 助 右衞門 殿、 御足輕 三十 人、 並 能役者 等 迄、 從 

御 公俊 樣被爲 仰 付 候 御 事。 

一 、 私 裁許 之 持宮、 加 贺郡橋 粟ヶ崎 村 八幡 か n 開闢 之 儀 は、 明 德ニ年 八月 十六 = に勸請 化 由. 

傳候 Q 今年 迄 二 ぼ 九十 七 年に 罷成申 候。 緣起由 來等無 御座 候に 付 委細 不舉ぉ 候。 當 御代 寬文 

十 一 年に、 橋架 ケ崎 村に 御旅屋 被 爲仰付 候 刻、 右 八幡宮 屋敷に 構 申 由に 而、 御旅屋より 一 町 

計 脇ね 可 替被爲 仰 付、 則 一 間 社 並 一 丈 鳥居 一 ケ所御 建立 被爲 成、 八幡宮 屋敷 廻りに 苗 松 1 1 百 


本餘御 植付 被爲仰 付、 毎年 八月 十六 日に 御祭 禮、 今 以相勸 御 祈？ 幅 執行 化！^ 御 is^o 

右 由 來如斯 御座 候。 御 書 御 印 之 物、 別紙 目 錄之通 取 持 仕 候、 以上 0 

贞享ニ 年 七月 十八 日 加州 黑津 舟小濱 神社 神 生 齋藤筑 後 守 印判 

十一 一月 十七 日。 加賀石 川郡宫 腰の 中 山 主計 新たに 扶持米の 印 物 を 下附せ 

ら れんこと を 請 ふ。 

〔中 山 主計 文書〕 

乍 恐 申 上 候 

一 、 私 御 扶持 之義、 先主 計 親 時より、 大納言 樣能州 御 入國之 時分、 私家に 御 腰 被 爲掛、 其 後 

御 上洛 之 刻、 御上 下 之 致 御宿、 御 扶持 頂戴 仕樣 子 之 御 事。 

一 、 柴田 殿御 他界 之砌、 從 上方 大納言 樣御 人足 以下 斕下 被爲成 候處、 加賀國 徒者 共 一 きをお 

こし、 彼 御 人足 を はぎ取、 みだり 成 仕 合 仕 候 付而、 上方へ 忍び 人 を 登せ、 御 注進 申 上 候へば、 

彼 徒 もの 共 聞 付 候而、 生計 親子 うちころし 可 申， こ、 在々 へ 人 を 廻 候 付而、 岡 道 は不罷 成、 舟 

に而能 州へ 罷越、 大納言 様 御 知行 所に 隱罷在 候。 其 後 大納言 樣加賀 へ 御 入部 被 爲成候 時、 宮 

腰へ 被爲成 御座、 私 明 家に 被爲 入、 生計 を 御 尋被爲 成 候 時、 右 之 仕 < 口 具に 申 上 候へば、 則迎 

を 被爲仰 出、 被 召 登 御禮仕 候。 其 時 私家に 十日 餘り御 逗留 被爲成 候而、 彼 徒 も G 共 御成 敗 被 
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爲成、 金 澤へ御 入部 被 成 候 時、 今度 は 主計 御馳走 共 仕 候へ，、」 被爲成 御意、 宮 腰に 而 二十 石 御 

扶持 被 下、 頂戴 仕 候。 其 後 何時 御 上洛 被 爲成候 而も、 御 吉例 VJ 被爲成 御意、 私家に 御 腰被爲 

掛候。 右 之 仕 合 候而御 扶持 被 下 候義、 自然 肝 煎 抉 持に 致 頂戴 候 か，、」 被 爲思召 義も可 有 御座 

0. 申 上 候 御 事 Q 

一 、 先年 御 上洛 之砌、 福 島大夫 殿御 落 居 之 刻、 御國之 商人 舟 敦賀. 若 狭に 御 留置 被爲 成、 此舟 

奉行に 森 田 四 郞左衞 門. 親 主計 兩人被 爲仰付 候 刻、 主計 は 殿 樣ね御 見廻に 參、 京都 罷在候 VJ 申 

上 候へば、 奧村 因幡 様. 中 村 刑 部 殿. 就安老 より、 主計 上方 罷在 候せ r 私義も 罷^、 親子せ ハ御 

馳走 仕 候へ、、」 被 仰 付 候 故、 則 御座 舟ニ艘 に乘罷 登、 敦賀. 若狹. 京都 相 詰、 親子 北 ハ御舉 公代、 

何 茂 相 詰 申 候 船頭. かこに 御 扶持 方 被 下 候。 商人 舟に は 御 下行な ざ 被 下 候。 私義も 上方 御扶 

持 方 可 被 下 旨 被 仰 付へ 4ir 此度之 御馳走 ど 奉存、 御 理り申 上、 御 扶持 方 をも不 申請、 御 奉公 

仕 候 御 事。  ， 

右 之 御 扶持 於于 今拜領 仕、 難 有 忝 奉お 候。 然ば 大納言 樣御 一 行 祖父 主計 代に いか 仕 候 哉、 

取う しな ひ 申に 付、 親 主計 時代に、 御代 之 御 印 頂戴 仕度 旨御理 り. S. 內、 相 巾 候 0 左様に 御 

座 候へば、 此屮御 書 替之御 一 行 出 申 由 承 申 候 間、 此砌私 も 頂戴 仕 候 様 申 上 度 舉存候 ST 御 次 

手 を 以被仰 上 可 被 下 候ば、 忝 可舉存 候、 以上。 


寛 永 十五 年 十二月 十七 日  宮腰主 ii^s 

内 藤 淸兵衞 殿 

是歳。 前 田 利 常 越 屮射水 郡 一 一 上 社に 神 田 を 寄進す。 

〔考據 摘錄〕 

一 、 寛 永 十五 年 微妙 院樣 より、 社 地 之 內草高 六 石 七 斗 九 升 二 合 之 所、 權現 御供田に 御 附被爲 

成候御^^-。 

一 、 瑞寵院 樣ニ上 之 山 御 寄進 並 御供田、 同 三ケ寺 屋敷、 何も 御 判 物、 萬 治 二 年に 前 田 主 膳. 橫 

山 右近 承に 而、 可 被 入御 披見 33 に而、 御 預り可 被 成 由 被 仰 波、 則 兩人， Si 上 5^ 申 候 0 

是歳。 始めて 米 縠を大 坂に 輸出して 販賣 す。 

〔混 見 摘寫〕 

1 、 寬永 十五 年、 今年 御國 より 大坂登 米，、」 申 儀 始而、 爲御試 米 百 石爲御 登、 足輕 小頭 杉 原 九 

郞兵衞 裁許 被 仰 付。 此時御 算用 場 奉行 奧村 源左衞 門. 宮城 釆 女. 脇 田 九兵衞 如鐵. 靑木 助之丞 

也。 所々 に 而拂直 段 引合。 

米 一石に 付 三十 二 匁 四 分 八 厘 金澤 段 

同 斷 三士 一 匁  大坂直 段 
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同 斷 三十 目 三分 九 厘 備 後の 辆直段 

百 石 之運貨 四 石 五斗、 小判 一 兩 六十 一 匁 九分。 I。 

〔國 事"： ：！ 披 問答〕 

1 、 大坂爲 登 米 は 何 頃よりの 事に 候 哉。 答 云、 寬永 十五 年初 而試米 石、 足輕 小頭 杉 九郞兵 

衞を 裁許に 被 遣、 登せ 米 有 之 候。 此 節の 御 算用 場 奉行 は、 奥 村 源 左 衞門. 宮城 釆女. 脇 田 九 兵 

衞. 青木 助 之 S 也。 

寬永 十六 年 

正月 五日。 前 田 光高 夫人 齒黑視 を 行 ふ。 

〔天宽 日記〕 

正月 五日 

一 、 大姬 君樣御 淘黑御 祝、 三 荷 五 種 御 進上。 紀州日 Si 

正月" 前 田 利 常 金澤に 於いて 諸 士の年 鱧 を 受け、 猿樂 及び 躍を觀 s:^ せし 

む. - 

菅家 見開 集〕  ， 


今年 利 常 公年 頭 之 御 祝、 舊臘 晦日より 御請 0 其 後 御 能 被 仰 付、 其 上に 例 之 子 小姓 を どり 被 仰 

付、 御 家中 寺社 宗坊に 至て 見物す 0 

〔三 ま 記〕  ， 

寬永 十六 年 正月の 御 晦日よ. 0 初り て、 二日 丄ニ：：！ 御 能 被 仰 付、 其 上に 件の を ざり を させ 

て、 御 家中 又は 寺社の 知識 等に 被爲 見、 御 振舞 萬々 目出度 相濟 みけり 0 

1 一月 一 一十 日。 風俗に 關 する 取締 を 令す つ 

〔慶長 以來定 書〕 

一、 御 家中 侍. 小者. ざう り 取に 至る 迄、 刀つ か-さや かけて 三尺 六寸之 外な が 刀 御 停止 之 i^o 

並色ざゃ同前之^^?^。 

一 、 脇 指つ か. さやかけ て. 二 尺 五 寸之外 御 停止 候 事。 付、 小者 ざう り 取 かいら ぎ さめの さや 

さし 申 まじき 事 0 

一 、 小者. ざう り 取 着物、 上帶. 下帶. 釉 つぎ. すそつ ぎに 至る 迄、 絹布 御 停止 之 事。 物 i 上帶 

ももん-布 たるべ き 事。 

一 、 下た け .大 なでつけ。 付、 ほうから げ .ビ ぢ あみ 笠、 萬 事 かぶき 仁る：^、 目に 立 之 儀 御 停 
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首 之 代 は 首 

代 銀と >o 首 

代お とも い 

ふ の 


之 寧 0 

一 、 下々 徒 もの、 立 徒 黨致寄 合、 或は 背 御法度、 或は 企 惡黨候 もの 於 有 之 者、 聞 立 可 申 上 事 0 

一 、 御 家中 一 年 切 之 小者. ざう り 取 給 銀、 御定之 外に 出 候 もの 有 之 付て は、 聞 出 次第 公事 場へ 

相屆、 御 公事 場よ. -安房 守. 山城 守 令 相談、 主人より 過怠 銀 三枚 又は 二 枚、 依 分限 取 可 申 候 0 

增銀子 VJ り 候 小 もの 共 手前よりも、 過怠 銀 以相對 取 可 申 候。 則 御 橫目之 ものせ ハに可 被 下 事。 

右條々 此 以前より 御 政道に 候。 若 相 背 御法度 候 もの 於 有 之 者、 見合 次第に 主人 かたへ 相屆、 

其 後 御 公事 場へ 可 申 上 候。 然ば其 もの 主人、 過怠 VJ して 銀 子 出 候 儀、 科 之依輕 ま可爲 多少 0 

御 公 奉 場より さ しづ 次第に 可 召 置 候。 此外右 かぶき もの 衣装 はぎ取、 並 首 之 代、 其 もの、 應 

. 身体に、 御 公事 場より 被 申 付 次第 召 置、 御橫 目の もの 共 VJ して 致 配分 可 被 下。 自然い たづら 

も の 、 生 人 之 名 を 不申顯 候 者、 からめ VJ り 公事 場 へ 指 上 可 遂穿歷 0 若 又 手 向 を いたし 候 は、 S  、 

當 座に 打す て 候ても 不苦者 也 0 

寬永 十六 年 一 一月 廿日  橫山 山城 守 

本 多 安房 守 ， 

御 步橫目 

御 小人 頭 


御 ざう り 取 頭 

1 一月 一 一十 日。 領內各 驛の傅 馬を廢 し、 駄賃 を與 ふるに 非 ざれば 馬 を 出す 

こと 勿ら しむ 0 

〔慶長 以來定 書〕 

三 ケ國宿 々傅^ 御 停止 候。 自今 以後 御城 御 荷物たり， こい ふビ も、 其 時々 に 駄賃 銀 子 可 被 下 之 

條、 銀 子 相 波 不申候 者、 馬 を 出 候 事 有 之 間 敷 候。 自然 指當 御用 之 時 は、 御 墨 付 可 被 遣 之條、 

任 御 判 形 之 旨に、 傳馬可 出 之 0 其 外 往還 之 者、 傅 馬に 乗 候 もの 於 有 之 は、 村 中 之 もの，. - して 

甲 置、 奉行所ね 可 申 上 候 0 不及改 に 傳馬を 出 候に 付て は、 其- iJliA ハに可 爲曲言 32 被 仰 出 者 也。 

寬永 十六 年 1 一月 廿日  橫山 山城 

本 多 安房 守 

三ケ國 宿々 一 通 宛 遺 之 

二月。 一季 居 小者の 給 銀 を 制限す。 

〔慶長 以來定 書〕 

定 
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一 、 御國之 役人 給 銀 は、 一 年 切 付 而高百 二十 目、 此內は 百 十 匁 又は 百 目、 小者 之 器量に より 

可 爲相對 次第 0 付、 ざう り 取 給 銀 は 高 八十 目、 是 より 內は 七十 目丄ハ 十目 .五 十目、 相對 次第 

に可相究^£^-。 

一 、 他國御 普請 之 時 は、 御 普請 所に より、 御 國之給 銀より 增之可 逍候。 銀 子 之 員 數は、 至 其 

年に 可 被 仰 出 事。 

一 、 江 へ 御供に 被 召 連 候 小者 共 給 銀、 道具 持 は 年中 高 百 三十 目、 其 外 は 器量に より fS 二十 

目. 百 十 匁 又は 百 目、 相對 次第 之 事。 付、 ざう り 取 高 百 目、 是 より 內は 人に より 九十 目. 八十 

目. 七十 目、 相對 次第 事。 

一 、 江 11^ より 爲御 番替、 i 國へ 罷歸候 主人 之 小者せ ハは、 去年 於 江 レ如被 仰 出 0 御國 へ^ 歸 

暇 を 遣 候 者、 定之 外に 召 仕 候 日數給 銀、 算用 次第に 相 波、 其 外に 二 ヶ月 分 之 給 銀 を まし 可 遣 

into 

一 、 右 給 銀、 御定之 外に 出 もの 於 有 之 は、 其 生人應 分際、 爲 過怠 銀 子 三枚 又 者 二 枚 可 出 之 0 

增銀子 取 候 小者 手前よ h 過 銀、 御 横目 之 者せ 《致 相 對取可 申 候。 右 之 銀 子、 則 御 横目 之 者 典 並 

申 あら はし 候 者 V- も 可 被 下 事 0 

右 所 被 仰 出 如 件。 


寬永 十六 年 一 一 月日  橫 山.： W 1^ 守 

本 多 安房 守 

佥澤町 小 松 町 大聖 寺 町 今 石勸町 

高 岡 町 富 山 町 小津町 所 之 口町 

三月 七日。 越 前敦賀 より 加賀石 川郡宮 腰に 廻 漕すべき 船舶に 關し 高島屋 

傳右衞 門に 通 蝶す。 

〔國初 造 文〕 

覺 

一 、 當 年より 上方 荷物、 敦賀迄 下り 次第、 領國之 船. 他國船 何れに 成 共、 運賃 迄 其方 被 相 定" 

荷物 宮 腰へ 積 下 可 被 申 候。 蓮 賃銀 子之義 は、 此方より 渡 候 並 之 銀 子 可 被 相 渡 候 事 0 

一 、 右 運賃 被 相 定銀子 被 相 渡、 荷物 積 申 船頭に 手形 可 被 指 越 候 事 0 

一 、 領國之 船荷 物 積 申 事、 自然 異義 を 申 者 於 有 之 は、 追 而可被 申 越 候 事。 

右 之 通、 當 年より 其方 裁許 之 義被申 渡 候 間、 荷物 員數並 運賃 銀 子 帳面に 被 付 殺 可 被 指 越， 攸" 

此義 達申理 候へ 共、 被 申 渡に 付て 如 此候。 仍定所 如 件。 

寬永 十六 年 三月 七日  寺 西 傳右衞 門秀信 判 
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永 原 土 佐 守 孝 治 判 

つるが 高 嶋屋傳 右 衞門殿 

三月 一 一十 日。 前 田 利 常 加賀石 川郡宮 腰の 中 山 主計に 舊に 依りて 扶持す る 

の 判 物を與 ふ。 

〔加賀 古文書〕 

利 家 卿 任 被 申 付 旨、 以當 村之內 二十 石 之 所 令 扶持 訖 Q 全 令 支配者 也。 仍如 件。 

寬永 十六 三月 廿日  利  常 判 

宮腰村 主計 かたへ 

三月 廿 一 一日。 加 賀石川 郡宫腰 町奉行の 職務に 關 する 法 规を定 む。 

〔萬 治 已前定 書〕 

定  ， 

1 、 公儀 爲 御用、 他 國被遣 舟 等 之 機、 被 仰 出 次第、 右 御用 依 多少、 舟數致 吟味 可 被 申 付 事 C 

一 、 諸 商人 並 他國之 船頭 以下 出入 就 有 之 は、 穿 盤いた し、 有様に 可 有 裁許 候。 ほ 然御國 之 者 

ど 他 國之仁 出入 於 有 之 は、 他國之 仁に 理を 付、 以來申 分 無 之 樣可被 申 付 候。 若 其方 手前に て 


間 役に 淵 役 

にて 入港税 

なリ 


遠 篇は違 a- 


難 相究條 は、 金澤 年寄 中へ 相 尋可被 申 付 事。 

一 、 他 國舟之 間 役 相改、 右 之 御 役 銀 其方 令 裁許、 御 土 藏へ可 被 指 上 事。 

一 、 御國之 船. 他國之 舟に よら や、 於 令 渡海 者、 舟屮 人数 相改、 其方切手次第可爲出船^^。 

一 、 公義 御 荷物 宮腰 町人に 渡 置、 其 町 VJ して 請拂 仕儀 御 停止 候。 條御舉 行人 して、 右 之 

御 荷物 可爲 裁許 事。 

一 、 公儀 御 荷物 積 申 船、 宮 腰へ 着津之 時分 頃 風惡候 者、 手 船 を 出し 取 付 可 申 候 0 然者右 之 手 

船 運賃 之 儀 は、 似合く 右 御 荷物 舟 之 船頭 方より 出 候 樣可被 申 付 事 0 

一 、 宫腰本 町人 之 外、 近年 新 儀に 相 立 候 町人 共 之 儀 は、 其方 見 計 次第 地 子に 可 被. ST 付 事。 

一 、 御城 米 並 御 家中 之 米. 商人 米に よら や、 御國之 船に 而も 他國之 船. にても、 相對 次第 積申樣 

に 可 被 申 付 事。 

一 、 竹 木 其 外 諸商賣 物、 奉公人. 町人に よらす、 直 段 相 極、 數 H 相 過 返付 候 儀 非 分 之 至に 候。 

然は S 只 物 之 直 段 相 極 日限より、 三：：： 過 候 は、 2、 違 篇有之 間 敷 候 旨 可 被 申 付 事 0 

一 、 宮腰 駄賃 馬惣 おしからめ 借 切 事 御 停止 候 。自今 3 後 奉公人. 地下 人に よらす、 借り 付 次第 

たるべし。 駄賃 直 段 之 儀 は、 今度 可爲如 御定之 事。 付り、 在 鄕馬入 込に 付 候 様 可 申 付 事 0 

一 、 宫 腰より 金澤へ 相定候 駄賃、 荷物 一 駄に付 三十 貫目 充之 積り、 請 取 渡 可 仕 旨 可 被 申 付 事。 
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一 、 宫 腰に 而 米. 大豆. 鹽. 材木 以下に よらす、 濱に而 iHS 只 仕 候 儀、 下々 勝手次第 たるべし 0 宮 

腰 町人 申 分 無 之 様に 可 被 申 付 事。 

一 、 公儀 御用 之 儀た るに ぉゐて は、 奉 之 仁より 墨 付 次第に 可 被 申 付 事 0 不及 書付. m. 越 候 仁 有 

之ば、 會 所へ 被 相尋、 依 返答 可 被 申 付 候 0 自然 無 筋 儀 を 申 掠、 私曲 之 輩 於 有 之 は、 急 度相改 

可 被 申 上 候 事。 

一 、 他國 より. 相 越 候 かもり 舟 之 かこ ビも居 屋敷 之 事、 肝 煎 一 人に 八十 步、 其 外 は 舟 一 艘 分に 

付而 六十 步充、 被 相 改何茂 一 所に 有 之 樣に可 被 申 付 事 0 

一 、 諸 奉公人 宮 腰に 致 居住、 商 仕 候義御 停止 之 事 0 

一 、 於 御 分國中 遊女 か S へ S 候 儀 堅 御 停止 候 。若宮 腰 町中に 猥之優 就 有 之 は、 奉公人. 地下 人 

によら ネ溺捕 可 被 指 上 事 0 

右 被 仰 出 之 條々、 無 相違 樣可被 申 付 候。 此外 於宫腰 御用 之：：？々 餘多有 之 候條、 其 時々 樣 子に 

より 見 計、 可 然様に 可 被 申 付 者 也。 

宽永 十六 年 三月 廿 二日  橫. H 山城 守 

本 多 安房 守 

內藤 淸兵衞 殿， 


三月。 加賀 河北 郡黑津 舟 社の 正遵宫 を 行 ひ、 能 を 演ぜし む。 

〔菅家 見聞 集〕 

寬永 十五 年 加賀郡 大野 濱黑津 舟 社 利 常 公 御 造營。 遷宮 は 愛 年 三月 也。 右 爲悅於 神前 法 樂之能 

之。 大夬は 波吉勤 之、 監使前 波 加 右 衞門。 

四月 二日。 能 登珠洲 郡鹽津 村の 刀禰 に、 同村 民 を 使役す る こと を 許す。 

〔能 登 古文書〕 

能 州 鈴 郡 三 崎 之內、 lli: 村 地方 之 者 共、 刀 禰可召 仕定之 事。 

彥介. 小左衞 門. 宗 三郞. 宗 ニ郞. 次 兵衞. 孫左衞 門. 淸十 郞. 茂 介、 右 九 人 之 者 共、 家 一 軒に 付而 

一 ヶ月に 七 人充、 不寄 男女 可 召 仕 候。 田 畠之義 は、 跡々 より 持來候 可爲並 候。 物 成 刀禰^ 許 

仕、 可 致 御 納所。 御公^£!!-場遂穿驚相定上、 自今 以後 互 申 分 是有間 敷 者 也。 

寬永 十六 年 四月 二 H  御 公事 場 判 

鹽津村 刀輔 

四月 十三 日。 錢貨 と金 銀との 交換 比例 及び 恶錢 選擇の 制限 を 示す。 

〔慶長 以來定 書〕 
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羽，^、  二^分 

典邶 本の 儘 


御 定 

、 上錢 一貫 文に 付 金子 一分 宛。 

、 上錢 一 貫 文に 付 銀 子 十六 匁 宛。 

、大 かけ 錢 0 

、つ I  MO 

ォ才 € 

、 かたなし 錢 0 

、こ ろ 錢 0 

、 新 餞 0 

、なまり 錢 0 

六 錢之外 不可 撰 事。 

右條々 ^相 背 族 於 有 之 者、 可被處 曲事 旨 被 仰 出 者 也。 依 如 件。 

宽永 十六 年 四月 十三 =  橫山 山城 守 

本 多 安房 守 

右 之 高札 所々。 越 中 今 石 動. 高 岡. 富 山. 小津. 境. 氷 見. 中 田. 城ケ 暴、 能 州 所 之 口. 羽 咬 二 郡 

分. 奥 郡、 加州 金澤. 小 松. 大聖 寺 0 


四月 十 人 H。 前 田 利 常參覲 して 柳營に 上る。 

〔德川 實紀〕 

四：：：： 十八：：：。 加 賀黄門 利 常 卿 はじめ 參觐七 人。 

四月 晦日。 朱 染紙封 銀 鑄 造に 闘す る 請拂の 計算書 を天粹 座に 附與 す。 

〔國寧 雜抄〕 

寬永 十五 年 九月 朔= より、 御分國 中朱染 紙封银 子に 就 被 仰 付、 十二月 十 n: 迄 於 新 吹 所 銀+爲 

吹 候 吹 l^:- . 極印 賃 . 糟代 銀請拂 事。 

金 一 一十 四 貫 六 百 三十 七 匁 八 分 三 厘 七 毛。 

此 拂  . 

^八 貫 三百 八十 三 匁 五分 六 厘 七 毛。 

殘る  , 

十六 貫 一 一 百 五十 四 匁 一 一分 七 M 御土藏 へ 上 候 銀 高。 

內 

寬永 十五 年 十月 十六 日. 同 十一 一 月廿 五日 兩 度に 上る。 - 

四 貫 四百 三十 五 匁 三分  根來善 左衞門 
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長 谷川 七 右衞門 

大窪 覺兵衞 

宽永 十六 年 十月 廿 二日. 同 十二月 十三 = 迄 三度に 上る。 

十 一 貫 八 百 十八 匁 九分 七厘 

合一 一十 四 貫 六 百 三十 七 匁 八 分 三 M 七 毛 

右 請拂御 算用 相 濟畢。 

寬永 十六 年 四月 晦 =  長 濱五郞 右衞門 名 判 印 

葛 卷ぉ人 名 判 印 

天 粹 座 彥 TO: 郞 

五月 朔日。 風俗に 關 する 取 練 を 令す。 

〔慶長 以來定 書〕 

定 

1 、 御 家中 侍. 小者. ざう り 取に 至 迄、 刀つ か. さやかけ 三尺 六 寸之外 長刀 御 停止 之 ^J-o 

一 、 脇 指つ か. さやかけ て 二 尺 五 寸之外 御 停止 之 i5if ？.。 

. 1 、 小者. ざう h, 取 着物、 上 帶. 下帶. 袖つ ぎ 至 迄、 絹布 御 停止 之 i^。  - 而上帶 布た るべき 事 Q 


一 、 下 ひげ. 大 なでつけ. ほう からげ .VJ ぢ あみがさ、 萬 事 かぶきた る姊、 目に 立 申 儀 御 停止 之 

事。 

一 、 トー 立 ノ.^ うた. 辻 中 まふ 御 停止 之 事。 但、 居 屋敷 內に てす まふけ いこの 事 は不苦 事。 

一 、 下々 つれ 立 X,! ちなら び、 道 をせば， S 相 通 候 儀 御 停止 之 事。 

一 、 當 町中 其 外 辻お ざり 御 停止 之 事。 但、 面々 屋敷 之 內に而 お，，、」 り 稽古 仕 候 儀 は不苦 事。 

一 、 火 を V」 もさす 夜行 之 事 御 停止に 候。 但、 月夜に は不苦 事。 

一 、 花火. ね やみ 火. りうせ い.， 車 火 御 停止 之 事。 

一、 夜中に 淺野 川. 才川 にて ごり 取 候 者 共、 か  り を燒、 猥成仕 合に 付而御 停止 之^。 

一 、 女 を かたら ひ 夜行、 猥成仕 合 御 停止 之 事。 

一 、 出合屋御停止之^&^-。  , 

1 、 於 諸 寺 庵 夜 談議御 停止 之 事 0 

一 、 諸 勸進御 停止 之 事。 

一 、 さん 置 御 停止 之 事。 

一 , 當地 火事 之 刻 は、 夜 廻 當番之 御 小 將衆火 本ね 被罷 出、 火 之 番人 持 衆. 御馬 廻 衆 並町屮 より 

持 寄 候 水 汲 等 被 相改、 諸事 猥に無 之 樣可被 申 付 候。 其 外 之 御 小將衆 は、 今度 如 仰 出 候、 御城 
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是月 は小盡 

なリ 
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二 之 九. £： 可 被 相 出 事。 

右條々 御 停止 之 皆 被 仰 出 候條、 猥に無 之 様に 可 被 申 付 候 0 此 外被 相 改可然 義候は > -、 各 御 相 

談之上 を 以可有 裁許 候。 かぶき 者 以下 相 背 御法度 旨 有 之、 相 改候刻 若舉行 衆， s: たいし 手 向 仕 

候 者、 當 坐に 被討捨 候ても 不苦候 間、 可 被 得 其 意 候、 以上。 

寬永 十六 年 五月 一日  橫山 山城 守 

本 多 安房 守 

津田源 右衞門 

松 平采女 

森 權 太夫 

北 川 久兵衞  . 

五月 六日。 德川家 光 使 を 遣 はして 前 田 利 常の 病 を 問 はしむ。 

〔德川 實紀〕 

五月 六日、 加賀黄門昨日ょり^：^臥の聞ぇぁるにょり、 朽木民 部 少輔； ^綱して ビ は せらる OBSi 

五月 晦日。 加賀 河北 郡 津幡の 旅 屋に對 して 非行 ある ことな からしむ。 

〔加贺 古文書〕 


日 申 付 候 通、 於 御旅屋 猥り之 族 有 之 者、 其方 かたに 縮 i:s:、 可 致 注進お 也。 

£ 月 晦日  寺 西 若 狹守秀 信 判 

永 原 土 佐 守 孝 治 判 

つばた 村 少右衞 門 かたへ 

六 弓 六日。 金澤城 附近の 火災に 際する 部署 を定 む。 

〔慶長 以來定 書〕 

金澤廻 火事 刻御定 

、御 本 九 前 田 志 摩 守. 奥 村 因幡 守 組 0 

、薪 九 御土藏 前 田 三 左 衞門組 0 

、 二 之 御 九 新 御殿 長 九 郞左衞 門. 奧村 河內守 組。 

、二 之 丸 本 多 安房 守. 橫山 山城 守。 

、北 之 丸 成 瀨內藏 助 組。 

、 新  丸 橫山大 膳. 富 田 越後 守 組。 

右此 以前より 如 御 定可被 罷出皆 被 仰 出 候。 ， 

玉 泉 院様丸 前 田 日向 守. 前 田內藏 允. 前 田七郞 兵衞. 祌". ^主 殿 助. 靑山豊 後 守" 
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右 與カ之 侍 召 連、 御 土藏並 御殿 火 之 用心 可 申 付 候？ 左様に 候 者、 前 廉提町 坂 ロ之梳 より 出入 

可 被 仕 候。 猥 御城 中， s: 立 人 不申候 様に 可 申 付 皆 被 仰 出 候。 

定火 之番衆 

一 番 小 塚 藤右衞 門. 不破彥 三 • 生駒內 膳. 森 川 勘 解 由. 熊澤兵 庫. 才監 物. 那古屋 藏人. 福嶋 

彌左衞 門. 堀 四 郞右衞 門。 

二番 中 川 八 郞右衞 門. 奧野 主馬 助. 山 崎 長 門 守 • 松 平 玄蕃. 織 田 左 近. 野 村 左：！ J| 允. 近 藤 甲斐 

守. 山崎庄 兵衞. 松： 牛久 兵衞。 

右當地 火之番 一 ヶ月 宛、 か はり/^ に 可 被 罷出候 0 若 御 家中 衆喧曄 口論、 又は 走 人. 盜 賊人以 

下 追 懸申義 於 有 之 候 者、 案內 次第、 右兩 組之內 非番 之衆罷 出、 可 被 致 裁許 被 仰 出 候。 

御鐵 炮藥藏 小幡 右京. 神 谷 治 部. 村 勘左衞 門. 岡島內 膳。 

右 火 本 近 候 而人數 入 申 儀 候 は、 >-、 案內 次第に 御馬 廻 衆 可 指 加 旨 被 仰 出 候。 

堂 形 並 薪 丸 被 下 御米藏 岡嶋 一 郞 兵衞. 玉 井 市 正. 加 藤 五 郞左衞 門. 成 田 半右衞 門。 

右 同斷。 

宽永 十六 年 六月 六日  本 多 安房 守 

橫山 山城 守 


六月 人 日。 火災の 際に 於け る 馬 廻 組の 士の 勤務 を定 む。 

〔慶長 以來定 書〕 

覺 

一 、 當番 御馬 廻 一組 御 本丸 

一 、 當番 御馬 廻 一組 北 之 丸 

一 、 非番 御 HiT 廻 四 組 二 之 丸 

右當地 火事 之 時分 は、 無 懈怠 御城ね 罷出、 非番 之 衆 者 安房 守. 山城 守指圖 次第に、 火 本， 可參 

旨 被 仰 出 候條、 此旨御 組 中， Si 可 被 申 渡 者 也 0 

寬永 十六 年 六月 八日  橫 山山：^ 守 

本 多 安房 守 

御馬 廻 組頭 衆 中 

六月 一 一十 日。 前 田 利 常 致仕 を 許され、 光高 家 を 襲ぎ、 利 次 • 利： e 亦 封 を 

分た る。 

〔德川 實紀〕  - 
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六月 二十日 加賀 國金澤 城主 黄 門 利 常 卿、 年頃の 願に より 致仕の 御 許 あり。 原 封 加贺. 能^. 越 

中 百 十九 萬 石のう ち、 八十 萬 石 は 長子 筑前守 光高、 十 萬 石 は 二子 淡 路守利 次、 七 萬 石 は 三 子 

飛 ii 守 利 治に 分ち、 一 一十 1 1 萬 石 は 黄 門 養老の 料たら しめらる。 

〔天宽 日記〕 

六月 二十 = 

一 、 松 平 肥 前 守隱居 仕度 旨、 累年 依 訴訟、 今日 肥 前 守. 筑前守 御前， に 被 召 出、 心 次第 與奪 可 

有 之 旨、 肥 前 守ね 被 仰 出 0 則 如 望領知 配分 被 仰 付 之 0 所謂 八十 萬 石筑前 守、 十 萬 石淡路 守、 

七 萬 石飛驊 守、 廿ニ萬 石 肥 前 守 0 猷廟日 

一 、 松； 牛 筑前守 光高 家督 をつ ぐ 0 寬、 水系 圖 

〔前 田家 雜錄〕 

一 、 利 常 公 御 隠居 被 遊 候 節、 横， 山山 城 守， 2! 被 成 下 御 書 御請。 

去 廿日 之 御 書謹而 頂戴 仕 候。 連々 御 願 之 通 御 隱居被 仰 出、 御 分 國筑前 守檨. 淡路 守樣. 飛 iw 守 

様へ 分 被 進 之、 御 隱居領 小 松 被 仰 出 候 由。 未御歲 茂^ 御座 候處、 御 家中 之 者 御 殘多舉 存候。 

乍然 御子 樣方御 繁昌 を被爲 御覽、 御 爲に候 得 者、 千秋 萬歲 目出度 舉；！ ^候、 恐惶 謹言。 

六月 廿 六：：：  橫山 山城 守 


竹 田 市 三郞殿 

〔國初 造 文〕 

今 廿日 御城ね 我等 筑前 守被爲 召、 內々 訴訟 之 通 御前 相 濟候。 我等 儀歲未 わかく、 不遲義 候へ 

共、 台德院 樣以來 連々 訴訟 申 上 候 其 上、 此頃者 病 者に 罷成候 間、 被 仰 出御 延引 被 成 候 は、 S 

氣懸 にも 可 存被思 召、 養生の ため 旁 如此、 任 申 上 候 旨 御 直 之 上意、 ^^仕合難有御^^に候。 筑 

前 守 知行 八十 萬 石、 淡 路守十 萬 石、 飛 驊守七 萬 石、 殘處隱 居 分 被 仰 付、 我等. 筑前守 可 致 在 江 

S. 之 由、 是又被 仰 付 候。 故 肥 前 守 殿 隱居分 十九 萬 石 之內、 十七 萬 石淡路 守. 飛 驊 守ね 被 下、 我 

等 義故肥 前 守 殿御 隱居國 に 被 爲置候 は、 3、 知行 分 無 構 可 有 之 罷在候 0 替々 在 江 仕 候 に 被 

思 召 候 間、 隱居分 知；，！； 高 可 被 下孚申 上候處 に、 右 之 通 被 仰 波 候。 家中 人 持 面々. 物 頭 中ね 此段 

可 被 申 聞 候、 謹言 0 

六月 廿日  肥 

本 多 安房 守 殿 

橫山 山城 守 殿 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 微妙 院樣 御隱 居の 時 御 知行 わけ 有 之、 淡 路守樣 ね 十 萬 石、 飛 驟守樣 利 治へ 七 萬 石 被 進 事、 
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^にも はぜ 

なリ 


前^より 大默院 樣へ御 願 © 被 遊 候。 家 光 公 上意に それ は 多き 樣に思 召 候、 淡 路ね五 萬 石、 飛 

ii ね 二 萬 石 遣可然 旨、 上意 有 之 候へ 共、 夫に 而は何 VJ も 難 被 遊 可お 御座 候 旨、 强而御 願 故、 

十 萬 石 ど 相 極り 申 候。 此儀 後に は 微妙 院檨 事の 外 御悔被 遊、 筑前守 達 而願巾 候 故 大分 造、 後 

悔に 候。 末子は大名に不仕^£^?-に候旨、 度々 御意 被 遊 候。 藤 田 氏咄。 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 右 之 節 件の 上意 前に、 隱 居いた し大國 を讓被 申義に 候へば、 沖」 の 事、 鶴？ 5_ 。申 候，，、」 もに 

謹り 被 申樣に VJ 上意に 御座 候處、 肥 前守樣 御請に は、 上意の 儀に 御座 候 間、 鶴 儀 迄 舉畏候 由 

被 仰 上 候。 

〔壬{^^妄志〕 

宽永 十五 戊 寅年 微妙 公 加州 小 松 へ 御隱 居、 新 川 一 郡 一 一十一 一 萬 石 御領。 陽廣 公金 澤の 城に 御 家 

督 八十 萬 石 御領 也。 淡 路守利 次 公 越 中 富 山 之 城に て 婦負郡 十 萬 石 也。 飛 驪守利 治 公 加州 大聖 

寺の 城に て 江 沼 郡 七 萬 石 也。 各 御 分 知如斯 也。 有澤 武成考 之。 

愚 此 一 札 文体、 不殘 本紙 武直之 書 之通寫 焉。 

〔三壶 記〕 

三月 下句に 江 11^ ね 御 發駕被 遊、 御 登城 被 成、 方々 之 御 勤 例の ご，.， "く、 さて 御 隱居之 御 訴訟、 


內々 御 內書被 成， 危給 ふに や、 五月 中句に 上意 被 仰 出、 小 松へ 御 隱居領 して 二十 二 萬 石、 淡 

路守 殿へ 越 中婦負 郡 哲 塚 御 在 城、、」 して 十 萬 石、 飛 驟 守 殿へ 大聖 寺に て 七 萬 石、 殘る所 は筑前 

守 殿へ，. J の 御 事 也。 何も 恭被思 召 御 禮被仰 上。 方々 より 使者 御 見廻、 毎日 門外に 市 をな す 0 

則 御 家督の 御 祝儀 六月 廿日 也。 加州 本 多 安房. 橫山 山城ね 御 父子 樣 より 御 書 被 成 0 飛脚 を以 

被^ 遣け るに 付、 兩 殿より 添書せられ、 物 頭へ 觸、 それより 與 中へ 觸ら る、 。追 付 江 m- より 

御 飛 却し きりに 立て、 瀧 長 兵衞小 松へ 罷越、 御作 事 可 申 付 旨に て、 長 兵衞小 松へ 參、 御城 屮 

へ 入て 繩張 を究、 堀 な V」 を 被 申付內 に、 御 繪圖等 到 來す。 又 追 付 御 家中 小 松 ふ W 山. 大聖 寺. 

金 澤四ケ 所 之 人付 も 到來す 0 小 松の 城に は、 其 頃 前 ffl 志 iH 寸. 前 田 長 松 殿 • 前 田 長 ニ郞殿 • 竹 

島 殿の ましく ける に、 瀧 長 兵 衞は任 御意、 奥方 並 露地 以下 走 廻-り、 繩 張し くひ を 打、 ぼう 

じ を さし へんば いす。 家禮の もの V- も あまりなる 仕 かた 存知 けれ V- も、 鼠 は 社に よってた 

つ，、」 し、、」 あるが ご VJ  くにて、 小 松 衆 は不及 是非、 取 物 も 取 あへ す 家財 を 持ち はこび 出し、 金 

澤へ晝 夜の 堺も なく 運行す 0 先 二の丸に 御 假屋を 建て、 御 本丸 は 地形 をなら し、 所々 に 堀 を 

さ、 へ、 橋 を 新 敷 掛けさせ、 原 五 郞左衞 門. 分 部 卜齋、 穴 生の 彌 七に 役人 足輕 等、 入 替く御 

普請 等、 來年御 歸城迄 上 を 下へ かへ してい そぎけ り。 御 家中の 侍 屋敷 御 搶圖に 任せ #ぎ なる 

故、 町中 も立替 り、 掛橋も くれう 橋 も、 川上へ 少 しづ、 上げ 掛 直る。 
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〔肺肝 鈔抄〕 

一 、 懷惠 高祖母 之 母 は 微妙 公の 御 乳 也。 此 人の 噺に、 微妙 公 小 松へ 人^に 被爲 入け る 時、 壽 

福院 様、、，. 一所に 御 乳 も 添 ひて 行けり。 後 丹 羽 殿 城 を 明の かる、 どき、 城 中 もの 騒し かり けれ 

ば、 御 猿 様 を も 殺し 奉る か ビ、 壽 福院檨 VJ 一所に 指 添 ひて 泣 25 ける に、 晩方に 成 御 猿 様 を 呼 

出し、 丹 羽 殿御 對面 にて 御つ ぶり を かき 上げて、 此城は 肥 前に は不 渡、 手前へ 渡す ぞく、 

能 覺ぇ被 居よ，/」 被 申け り 0 則 御 側に 居て 承りたり ，こ、 常に 語りし VJ ぞ。 微妙 公 御 隱 居 を 小 松 

城ね 被 遊た る も、 ケ樣の 事故 か VJ ぞ。 

〔見聞 雜志〕 

一 、 菊 地武康 云、 微妙 公御隱 居の 御 願 を 被 仰 上 けれ 共、 上に 御 承引な く、 或 時 老中の こらす 

上使に 被參 て、 今 暫御隱 居 御 延引 有べき よし 也。 其 時 殿殊之 外に 御機嫌 损じ、 かほ どの 望 

を 御 承引な き 段、 所存に 不能 處也。 我等 は 隨分御 奉公 を 申 上 n る VJ 存候。 大 坂の 時分 も 拙者 

二の足を踏 候 は 5-、 御 旗の 御 備之立 足 も 有 間 敷 を、 無二の 忠節 を 存候ゅ ゑ 御 勝利に 成 候。 其 

外に も 度々 寸志の 御 奉公 勸候 者の、 是 程の 御 訴訟 を 御 叶不被 下條、 いか、 の 御 ぞゃ。 存命 

無益 身に 罷成 候，、」 て、 寧 之 外に 御 立腹 被 成、 其 座 しらみた る 様子、 老中 も 難儀の 姊 にて 御自 

分 樣の御 訴訟な ざ 御 承引 被 成 間 敷 VJ の 儀に て は、 曾而 なき 事に 候 0 上の 思 召 ど 貴 樣の御 


ふれた る 本 


意 論 は 異論 

なるべし 

賀州は 堀 田 

加 賀守正 盛 


是ゃ は尤也 

献 


存意 VJ は、 各 別の ちが ひに て、 犬に ふれた る 御 事に 候。 いまだ 御 年 も 盛に 候處、 御隱 居の 御 

願 は、 御殘 多お ぼしめ し、 今し ばらく も 其 通に て 御座 候亊、 上-い 御爲 にも 宜敷思 召 候 ゆ ゑ、 

御 隱居を 被 惜て御 抑留に 候。 さほ V- に 思 召 寄た る 事 を、 上聞に 達し 候 は  > -、 定而御 願 之 通 可 

被 仰 出 候。 折 を以彌 御望の 程 具に 可 申 上，、」、 It:々：l を盡 され、 何も 意 論の 牀 なかり しに、 賀 

州 は 握り拳して、 VJ かう の 儀 もい はす、 殿の 御顔 を まもりつ めて 被 居け る。 又 御家來 にも 津 

田 先 支蕃、 此 座の やうす を 見て、 竹 田 市 三 郞を誘 ひけれ V -、 竹 田 は 遠慮して 不 出。 支 蕃は右 

之 如くに 老中 方 御 對談の 御 後に、 二 間 計 も 引きし さりて、 初 中後祗 候し ける。 是も是 や VJ 人 

申け る,/」 ぞ。 

〔松 梅 語 園抄〕 

一 、 微妙 院樣 四十 八 之 御歲、 喊ま ast^ 御 參勤被 成 候砌、 筑前守 樣板橋 迄 御 迎に御 出 被 成 候 

所に、 御 對面被 成、 御意に は、 道中 無事に 參候、 當年 はよ き 土 產有之 候 間、 左 核に 御 心得 候 

樣 に，、」 御意 被 成 候 故、 夫 は 何に 而 御座 候 哉、 早く 見 申 度義に 御座 候 US 被 仰 上-候 得ば、 いかに 

も 早く 見せ 可 申 VJ て、 御着 被 成、 又よ き 土 產有之 VJ 御意に 付、 陽 廣院樣 何に 而 御座 候 哉， こ 被 

仰 上 候へば、 追 付 參勸之 御禮申 上、 其 已後乂 追 付 相 願 隱居可 仕 候、 左 候 得ば 其方へ 家 を讓る 

事に 候、 是 程の 土 產は有 之 間 敷 候， こ 被 仰 出 候 故、 御 ざれ 言 VJ 思 召、 未 御 若き 御 ii?- に：：^ 掛ば、 
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御隱 居，、」 は 無 御 勿 牀候由 被 仰 上 候處、 ぃゃく國元に而存極罷越候^^-に候得ば、 追 付 願 可 申 

VJ 被 仰 候 0 其 巳 後 又 右 之 趣 を 被 仰 出 候 故、 陽 廣院樣 御意に は、 比日 ひた VJ 其 御意に 御座 候、 

彌左樣 に 思 召 候ば、 私舉 願度義 御座 候 由 被 仰 候 得ば、 夫 は 何に 而候^  VJ 被 仰 候 故、 陽 廣院樣 

御意 被 成 候 は、 大國を 御 讓被成 候 事に 御座 候へば、 私に 不限、 淡路. 飛 it. 私 三人の 內、 何れ 

に 而も 大國を 治 可 申 器量 之 者へ 御 讓り被 成 候樣に 仕度 奉存 候。 何れへ 御波 被 成 候 而も、 私存 

念 少も無 御座 候 由 被 仰 上 候 得ば、 いや 其方へ ゅづり 申 由 被 仰 出 候。 陽 廣院樣 御 願、 W 々御名 

言 VJ かんじた て ま つ り 候。 

〔夜話 之抄〕  、 

一 、 微妙 院 殿御 隱 居の；！、 前廉 より 再三 達而 陽廣院 殿御 訴訟 被 仰 上、 御斷 ありけ れビも 御 承 

引な かりし。 其 後 祖父 奥 村 因幡へ 陽廣院 殿御 直 書 を 被 遣、 御身 御 若年 VJ 申、 微妙 院殿 いまだ 

御 年 も 不老に、 ケ樣の 思 召 之 段 御迷惑の よし、 再三 御 斷被仰 上 候 得 ざ も、 且而御 承引な く、 

此上は 御 了簡 もこれ なき 御 事 VJ 被爲 書し VJ 云々。 

〔關屋 政 春 古兵 謙〕 

一、 微妙 院樣 四十 七 歳に て 御 隱居御 訴訟 調、 御 父子 御 同道に て 御 禮に御 登城。 時に 公方 檨、 

肥 前 殿 はい まだ 隱居 時分に て 無 之に、 無 異儀大 國を被 讓奇得 成 事、 筑前守 厚く 鱧 を 被申尤 VJ, 


上意。 其 時 筑前守 樣謹而 忝 仕 合、 此 上意 を 承り 肥 前 守 申 分 は 御座 有 間 敷，、」 榈請 也。 後に 小納 

言樣、 报も 今： n の筑前 御請 は出來 たり、 最早 三ケ 國を讓 りても 無心 元 寧 は少 もな き，、」 御滿足 

也 V. -、 今 枝 K 部 信 語る 也 0 

〔續 漸得雜 記〕 

一 、 寬永 十六 年少 將樣御 家督 之 御 祝不被 下、 町中より 御搏 代、 肝 煎 江戶 ね參上 仕上 申 候。 

七月 四日。 能 登 鳳 至 郡 輪 島 索 S の領收 書を與 ふ。 

〔能 登 古文書〕 

請 取 申輸島 索麵之 事。 

合 二十 皮 籠 者 

右 は 御城 爲 御用 請 取 申 所 如 件 ◦ 

寬永 十六 年 七月 四日  福 田 平 左衞門 判 印 

島 田 勘 右 衞門殿 

和 田 八 左 衞門殿 

山 下吉兵 衞殿 

小 林 又 兵衞殿 
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七月 九日。 前 田 利 常 登城して 致仕 を 許された る を 謝す。 

〔德川 實紀〕 

九日 加 賀黃門 利 常 卿 致仕 を 謝して 拜 謁し、 銀 三百 枚に 時 服 そへ て 奉る。 一 族^ 拜 し；^ る 0 日記 

七月 十三 日。 閣老等 前 田 利 常の 老臣 を 召し、 利 常 等の 知行 割 を その 希望 

の 如く 定 むべ きを 命ず。 

〔天寬 日記〕 

七：：！： 十三 日 

1 、 松； 牛 肥 前 守 家督 與奪 付而、 知行 割 之 儀 望 之 通 可 仕 之 3E 上意、 依 家老 奥 村 玄蕃. 今 枝 民 部 召 

寄、 於 御白 書院 老中 被 申 波 之。 日 

七月 十四日。 前 田 利 常 等 登城して 昨日の 命 を 謝す。 

〔天寬 日記〕 

七月 十四日 

一 、 松 平 肥 前 守 家督 與 奪に 付、 知行 配分 之義、 昨日 依 被 仰 出 之、 今日 爲御 f ぬ、 肥 前 守. 筑前 

守. 淡路 守. 飛驟守 登城。 


七月 廿 九日。 前 田 光高 幕府の 命 を 奉じて、 再び 切支丹 宗門の 禁を 殿に せ 


本文 は 幕 令 

なリ 


一 木廿 三日 

に 作る は 非 

な リ德川 賀 

5^ に は 四日 

LL 係け たり 


しむ。 

〔萬 治 巳前定 書〕 

一 、 吉利支 丹 之 宗門 雖爲御 制禁、 今 以從彼 國密々 伴天連 を 指 渡す に 付而、 今度 かれうた 舟 着 

岸 之 儀 御 停止 之 事。  . 

一 、 領內 浦々 に 常々 たしかなる 者 を 付 s、 不審 有 之船來 にお ゐて は、 入念 可相改 之。 自然 異 

國舟 着岸 之 時 者、 自 先年 如 御定、 早く 船中 之人數 を改、 陸地へ 不 上して、 早速 長 崎へ 可 送 遣 

之 率。 

1 、 肖然 不審 成 者 船に のせ 來り、 又は 密々 其 船中 之 者 を 陸へ 上 之 輩 あらば 可 申出 之 0 隨 訴人 

之 高下、 急 度 御 褒美 可 被 下 候。 若 以屬託 於 令相賴 にお ゐて は、 其 約束 一 倍 可 被 下 候 

右 之條々 所 被 仰 出 也。 依 執 達 如 件。 

寬永 十六 年 七月 五日  對馬守 

豊 後 守 

伊 豆 守 
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條 々 

一 、 n 本 國被成 御 制 禁之吉 利 支 丹 宗門 之 儀、 乍存其 趣、 於 彼 法 之 者 于今密 々着 渡 之 is;;-o 

一 、 宗門 之 族 結 徒黨、 企 邪 儀、 刖 御詠 罰 之 事。 

1 、 伴天連 一 同宗 旨 之 者 かくれ 居所ね、 從彼國 つ、 けの 物 送 あた ふる 事。 

右 因玆、 自今 以後 かれうた 渡海 之 儀 被 停止、 悉可處 斷罪之 旨 所 被 仰 出 也。 依 執 達 如 件。 

宽永 十六 年 七月 五日  對馬守 讚岐守 

豐 後守大 炊； ぬ 

豆 守 掃 部 頭 

加 賀 守 

公儀 被 仰 出 之條數 札に 被 書記、 御 奧書文 云。 

右き りしたん 宗門 就 御 制禁、 今度 於 江 11^ 道 而所被 仰 出 也。 分 園 中、 々浦々 奉行 人 至、 下々 相 

守此 32、 常々 改、 或 不審 成 船、 或密々 牀之者 於 有 之 者、 急 度 可 申顯、 仍 下知 如 件 0 

宽永 十六 年 七月 廿九 H  筑  前 

七月。 加 賀石川 郡 犀 川の 河床 改，， 修 -を竣 る。 

〔國^^？？-^：披！！：答〕 


正不 の 前 寸茈 じ昝佐 月に 月 十な 日 十 

寺 正 誤 羽 六 時 た出那と旯!^?^しぅ匸£， 
寺 li 年 は る 來武ま J ゆ 日 年： リ月年 

a 前 な寬 な 4» 社ろ 、の 十と 起 十 享 
普 波り 永 リ 造 は八條 一は ェ五リ 水 


一 、 問才 川筋 普 照 寺 村 西. S 荒 川 は 何顷の 寧に 候 哉。 答 云、 同年の 事に 候。 翌年 八月に 至り 出 

來、 奉行 は 松 平 右馬助 康重也 0 是は佐 那武の 社 川端に 而、 過半 川 崩、 社家よりの 願に て、 右 

之 通 掘替る 也。 

〔佐 那武社 古文 類聚〕 

此 時下の 川き りかへ 被 成 候。 御 見 立 御舉行 原 田 又 右衞門 殿. 內藤淸 右衞門 殿. 前 羽 加 右衞門 

殿、 川 i り 御舉行 松原 平 右 助 殿、 御宿 不正 寺 七 左衞門 所に 御座 候。 鷺森 村里 右衞門 所に も 

少之問 御 入 候。 御 普請 役人 金澤御 家中、 去 十 一 月より 明 七月 中 迄 0 

入 月 七日。 前 田 光高、 奧野 主馬 をして 小 松に 赴きて 利 常に 仕へ しむ。 

〔舊 藩遗 文〕 

今度 中 納言殿 小 松へ 就 可 被 召迚、 早々 飛札 通遂 披見 候 0 當分 引越 候 儀 乍 造作、 被 召 仕 候 段 仕 

合 尤候。 人數少 被參、 彌無由 斷舉公 可 被 相 勸事專 一 候、 謹言 0 

^月 七日  筑前 光高 判 

奥 野 主馬 殿 

A 月 十二 日。 領內に 於いて 諸 土に 放鷹 を 禁止す る 區域を 定め、 併せて 鳥 
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類の 銃獵を 禁ず。 

〔慶長 以來定 書〕 

1^1 當^ 手 取 川より 竹 橋 迄、 能 登 口 高 松 迄 限、 御 家中 之 諸侍大 鷹-小^に よら や 不可 遺 候。 並鐵 

炮に而 鳥 打 候 事、 堅 令 停止 訖。 お 相 背 御法度 輩に 付て は、 野 廻り 御 横目 之 者 どして 相改、 急 

度 可 中 上 Hz! 所 被 仰 出 者 也。 

寬永 十六 年 八月 十二 =  橫山 山城 守 

本 多 安房 守 

金澤町 

高 松 竹 橘 a  高 松 町 

富^ LL 村な 

るべ し  竹 橋 町 

福 富 町 

八月。 前 田 利 常 加 賀石川 郡 佐 那武社 を 再建せ しめ、 この 月 成る。 

〔寺社 來歷〕 佐郷武 由來書 

慶. お 九 年 從瑞龍 院樣御 修理 被 爲仰付 候。 其 後宽永 十六 年に 從 微妙 院樣 御宮 雄 立 被 爲仰付 候 ◦ 

^^^1^  _ 至當 御代 唯今 之拜 殿御 建立 被 遊 云々。 


〔佐 那武社 古文 額聚〕 

一 、 三 社 御宮 御 建立、 寬永 十六 年 己 卯年 八月 吉日。 (中略 )o 右 御宮の 御 奉：；；： に 前波與 一二 兵衞 

殿、 同 吉川七 郞左衞 門 殿御 兩人。 

〔延寶 一 一年 十一月 十一 日兩 神主 言上 書〕 

一、 從利常 様大明 神社. 神明 社. 八幡 社 並 鳥居 ニケ 所、 御宮 道筋 橋 共、 不殘宽 永 十六 年に 御 建 

立 被爲仰 付。 其 後 度々 御 修理 被 仰 付 候 御 事。 

秋。 金 澤に髮 切虫來 ると 稱し、 之が 蔵 除 盛に 流行す。 

〔新 山田畔 書〕 

一、 其 年 秋 半、 金澤に 何方，、」 もな く 鳩 程の 髮切 虫、 虚空より 飛馳 て反飜 し、 男女の 精 を 落す。 

愛に も彼處 にも 切隕 す、 この 沙汰 夥布、 別而 女中 は是に 恐れ、 送 物にせん， こ 云^ こそ あれ、 初 

は 下々 より 初めて、 後 は歷々 迄 送 之。 大舟を 造り、 鬼 形 を 作り、 兩手を はさみに 招へ、 卷物 

を 裁 着せ、 美々 布赃 = 々に 長 じて、 笠 鉢. 鳥 毛の 翁. 矗 笠. 立 笠、 其 供 廻り 奇麗に して、 異形の 

ねり 物 往還 を 妨げ、 往 きくて， に淺 野. 犀川兩 橋の 上より 川 中へ 拋 入れ 捨る處 に、 如此に 重き 

してに 末 奈何，、」 て、 老中より 制禁 し、 季秋比 は 止け り。 

〔政 隣 記〕 
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其 半 は寬永 

十六 Ja- なリ 


一 、 今年 余 澤に髮 を 切虫來 て、 男女の たぶ さ を 切 由 風聞す。 依 之 彼 虫 を 送 事 時 行て、 殆ざ祭 

を 渡す が 如し 0 

〔三壺 記〕 

其 年金 澤には 何方 V- もな く、 髮 切虫來 て、 5;^^のたぶさをふっく7,-切るょし風聞す。 あな 

たに も きらる、、 かしこに も きらる 、。殊に 女の 髮 のよ きを 第一 切る 事 なれば、 いざや 送れ 

VJ 云 ふ ほ ざ に、 舟 を 作って 鬼 をのせ、 鬼の 手 を 大き 成る はさみに して 送り、 川 へ ながしけ り。 

町より 侍 衆に うつし、 殊更 奥方に 是を忌 出し、 小釉 をお します 彼 鬼に きせて 送る 0 追 付 御 停 

止に 成りて 止みに け，. 

十 一 月 十四日。 德川家 光、 前 田 利 常に 茶 を 饗す。 

〔徳川 赏紀〕 

十一月 十四日。 今朝 小 松 中 納言利 常 卿に 御茶 賜 はり、 晝は細 川忠興 入道 三齋. 立 花宗茂 入道 

立齋へ 御茶 を 下さる。 

十一月 廿 一日。 德川家 光 使 を 遣して 前 田 光高 及び 大聖 寺 侯 前 田 利 治に 就 

闺の蝦 を 賜 ふ。 


大憎 正に 天 

海 

出御 は將軍 

なリ 


木文廿 六日 

とする もの 

前 まと 異な 


〔天 寬= 記〕 

十一月 廿ー = . 

一 、 松 平筑前 守. 松 平 飛 驊 守 賜 御 暇、 上使 阿部豊後守 0 筑前 守， に 御 服 白銀 千 枚、 飛 職 守 御 

服 二十. 銀 三百 枚 被 遣 之。 寬永 B 記、 水戶 日記 

十 一 月廿 五日。 前 田 光高、 大聖 寺 侯 前 田 利： S と共に 登營 して 就 封の 暇 を 

賜りた る を 謝す。  . 

〔天 寛 日記〕 

十 一 月廿 五日 

1、 大僧正 登營、 御 右筆 部屋 次 之 間にて 御 振舞 給 之。 過而御 書院 出御。 僧正 御 對顔有 之而、 

n 光之 御 緣起御 聽聞云 々o 松 平筑前 守. 松 ギ飛驟 守 依 給 御 暇 御禮。 筑前守 御廳ニ 連. 御 liil 被 下 

之。 右 兩輩返 去 之 後、 又 肥 前 守 御 目 見。 是筑前 守. 飛 驊守御 暇 之 御 禮也。 献廟 日記 

一 、 松-牛 肥 前 守. 同筑前 守、 重 而奥之 御 書院 被爲 召、 御 吸物 二。 此時筑 前 守 御 脇 指 行 光 拜領之 ◦ 

其 後 父子 於 山里 御圍 御茶 給 之、 返 去。 默廟 日記 

〔德 川實 紀〕 

十一月 廿 六日。 松- キ筑前 守 光高. 松： 牛 飛 驟守利 治 就 封の 辭 見す。 小 松 中 納言利 常 卿 もまう 登 
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じす 月 i:n こ 木 
る 十 誤 あ 文 
二なる 十 
亦 u リも七 
同と 十の 年 


九 二 四 

り 謝し 奉る。 黃門 父子 も 重ねて 奥に 召て 宴 問 かれ、 光高に 行 光の 御 脇差 を 給 ひ、 又 山 M の 御 

茶室に 於て、 父子 VJ も 御茶 給 ふ 0 

〔三壺 記〕 

十月 十二  H に 飛 n: 守 利 治 公江 戸 御發駕 VJ ぞ 聞え ける。 御 家中の 侍 V- も、 去 秋より 當年 にかけ 

て 引越し、 町 屋に居 も あり、 作 事して 入 も あり .0 織 田 左 近. 玉 井 市 正. 脇田帶 刀. 神 谷 治 部 御 家 

老 なり o 其 外に 田 丸兵庳 助. 山崎庄 兵衞. 梶川彌 左衞 門. 才監 物. 渡邊 八右衞 門. 村 井 勘 十郞. 佐 

分利 儀 兵衞. 內田太 郞左衞 門. 樫 田 主 水. 前 田 勘右衞 門. 猪 俣 助左衞 門. 河 地 才右衞 叫. 深 町 孫 

市 • 岡 崎 安左衞 門、 其 外の 士. 與カ. 步士等 追々 に 引越す。 

閏十 一 月 七日。 德川家 光 使 を 遣して 前 田 利 常の 病 を 問 ふ。 

〔德川 實紀〕 

閏十 一 月 七日。 小 松 中 納言利 常 卿の 許へ、 松 1^ 伊豆守 信 綱 もて 所勞を VJ は せらる。 日記、 S 

重 修譖、 富 士見御 寶藏番 由來、 水戶 記。 

閏 十一 月 人 日。 德川家 光 再び 使 を 遣して 前 田 利 常の 病 を 問 はしめ、 利 次 

登营 して 之 を 謝す。 

〔天宽 日記〕 


勘 十 郎は左 

衛 門なる ベ 

し 


閻十 一 月 八：：： 

一 、 松： 牛 肥 前 守 所勞之 樣子爲 見廻、 永 井 監物被 差 造 之。 則爲 御^ 松 ギ淡路 守 登城。 宽永 日記 

閏 十一月 二十日。 能 登 鹿 島 郡 和 倉 温泉 湯稅 の領收 書を與 ふ。 

〔故 新錄〕 

寬永 十六 年分 鹿 島 郡 湯 之 役 銀 子 之 事。 

合 五十 目 者  朱 染紙封 . 

右 請 取 所 如 件。 

寬永 十六 年閏十 一 月 廿日  印 

河北 郡 神 谷 村 與 兵 衞 

十一 一月 朔日。 前 田 光高 封に 就きた る を 以て、 物 を 德川家 光に 贈りて 之 を 

謝す。 

〔天寬 日記〕 

十二月 朔日 

一 、 松 ギ筑前 守 御 暇 被 下、 歸國爲 御 禮奧村 河 內守差 上 之。 御前ね 被 召 出、 筑前守 進物 目錄を 
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以、 松： 牛 出 雲 守 披露 之。 則 河 內守御 暇 返 去 之 後、 吳服. 御 羽織 被 下 之、 老中 傅 之 0 

〔口 歲紀 聞〕 

寬永 十六 卯。 寬文四 年よ リニ 十六 年 以前。 

一 、 二十 五 之 御歲御 家督、 同年 御 入國。  ， 

2 ^十七！ ：j^o 寬文四 年より 二十 五 年 以前。 

一 、 二十 六 之 御歲、 江 Ir^ 御 下向。 

十一 一月 十四日。 前 田 光高 更に 書 を 以て 使者 奧村榮 政の 道 服 を拜領 したる 

を 謝す。 

〔國 初遗 文〕 

今-^ 御 暇 被 下、 爲 御觼以 使者 令 言上 候 之處、 早速 被 達 上聞 旨 舉書之 趣、 忝 拜見仕 候。 仍 御前 

ね 奥 村 河 內被召 出、 上意 之 通 誠 以難有 仕 合 奉 存候。 御 道 服奧村 河內致 拜領之 段、 K 加 至極 之 

御 儀に 候。 以御次 而宜様 被 仰 上 可 被 下 候。 

十二月 十四 H  松 平 筑前守 光高 判 

松 平 伊豆守 樣 

阿部豊後守 樣 


阿部 對馬 守樣 人々 御中 

右國事 雜抄載 之。 按に寬 永 十六 年の 親 翰なる べし。 

今枝譜 云、 寬永 十六 年 六 H: 筑州公 受肥前 公之 家督、 間 十 一 月 十三 H 入 贺府、 直 恒愿從 云。 

高 岡 奧野社 記 云、 宽永 十六 年 陽 廣公御 家督 御 入國御 祝儀 申 上、 御 祈 禱被仰 付、 御札 上 之 0 翌 

十七 年より 兩 御城へ 御札 上 之 0 

靑地^ 幹 本 藩 略譜 云、 陽 廣公寬 永 十六 年己泖 六月 廿日 承 先君 微妙 公讓、 十八 年 辛 巳 四月 公-初 

就國躬 庶政。 

按 に三壶 記. 菅家 見聞 集、 陽廣公 入國を 十八 年 四月 上旬，. J す。 故に 靑地觼 幹 も 其 1^ に 據て十 

八 年 四月 VJ 載た るなる べし。 三 州志踺 鬓馀考 にも 十八 年 四月 上旬 陽 廣公襲 封の 後、 始て歸 北 

就國、 即ち 奥 村 河內榮 政就國 の謝聘 VJ して 北發す VJ 載た る も、 皆 三さず 記 等の 誤 を 請た る もの 

也 Q 

是歳。 組頭の 心得 を 示す。 

〔萬 治 已前定 書〕 

覺 

一 、 參宮 湯治 之 事、 與中 書付に 與頭奧 書 仕、 安房 守. 山城 守 方 わ 渡 置 可 申 候。 罷歸别 も 右 之 通 
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に 可 仕事 Q 

一 、 與中 出入 之 事 於 有 之 者、 其 柳 頭 者不及 申、 惣與頭 中. i 。談合、 疎略 仕 間敷寧 0 

一 、 若近邊 火事 等 有 之に ぉゐて は、 一 與々々 寄付 與頭 仕、 城外に 道筋 を 明 相 詰、 EI 幡 守指圖 

次第 城 內へ入 可 申 候。 居 申 候 所々 與頭中 致 相談、 所 を 相 定可申 事。 

一 、 與中 殺害 人 之し め 走者 追懸申 事、 與中番 を 相定、 由 斷有之 間 敷 候 事。 

一 、 ： 如へ 年頭に は 與中禮 に 可 參候。 與中 病人 有 之 者、 名代 を 遣 可 申 候。 一年に； 度、 與中者 

與頭 方に 而 振舞 可 申 候。 振舞 之 品定書 別紙 遣 候 事。 

一 、 與中之 儀 言上 可 仕儀 は、 封 を付會 所へ 渡 置、 江戶へ 越 可 申 候。 與中斷申^^、 道理 相 聞 

不申事 は、 致 吟味 言上 仕 間 敷 候。 與頭吟 咏仕候 通、 證 明に 候 其 人々 書付 は、 第二に 候與 頭書 

付 仕、 相 添 越 可 申 候、 以上 0 

寬永 十六 年 

與頭中 

覺  - 

一 、 年頭 與中 振舞 申 定之寧  • 


酒  三献。 希 一 種不廻 分。 

客 次第。 

塗物 木 具 不可 用。 

右 之 外 堅 令 停止 者 也。 

與頭ー 一人 與中 1 一 ッ に 分て 振舞 可 申 候 0 與頭は 双方 へ 相 加 へ 可 申 候、 以上。 

寬永 十六 年  . 

與 . 頭 中 

是歳。 越 中 新 川 郡 常 泉 寺に 江湖 會を行 ふ を 以て 田地 を 寄進す。 

〔國初 造 文〕 

寬永 十六 年 江湖に 付、 步高千 二十 ニ步御 寄進 之 旨 被 仰 出 候條、 可 有 支配 之狀、 仍如 件。 

寬永 十六 年 月日  橫山 山城 守 判 

本 多 安房 守 判 

越 中小 律 町 常 泉 寺 

寬永 十七 年 

正月 十一 日。 德川家 光 使 を 遣 はして 前 田 利 常の 病 を 問 はしむ。 
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〔天宽 日記〕 

正月 十 一 日 

上使 能 勢 治 左衞門 

松 平 肥 前 守 

右 所 勞に付 被 遣 之。 寬永 日記 

正月 廿 入日。 德川家 光 使 を 遣 はし 前 田 光高に 物 を 贈る。 是れ去 冬 光高 初 

めて 入部せ し を 以てな り。 

〔德川 實紀〕 

正！：：： 廿 八日 松 平 筑前守 光高 襲 封の 後、 初めて 入部せ しにより、 御鷹の 鶴. 卷物造 はさる。 よて 

書院 番頭 田 中 主 殿 頭吉官 御使舉 はる。 日 Si 

〔片岡 孫 兵衞藏 文書〕 

今度 家督 相續、 就 歸國、 田 中 主 殿頭爲 上使、 御鷹 之 鶴 並 卷物百 被 遣 之 候 0 委曲 可 達 口上 候、 

恐 々謹言。 

正月 廿 九日  阿部 豐後 守. 

.!  ：  f  ,  ：  松 平 伊豆守 


松！ e. 筑前守 殿 人々 御中 

〔政 隣 記〕 

今年 爲 上使 田 中 主 殿 殿 被 遣、 光高 公 松 任 迄 御 出向 ひ、 御馳走 人 寺 西 生 鶴 見 左 門。 上使 宿、 

金 澤堤町 淺野屋 ◦ 

1 一月 十 一 日つ 德川家 光 使 を 遣 はして 再び 前 田 利 常の 病 を 問 はしむ。 

〔天寬 日記〕  - 

一 一月 十 一 日 

上使 久世 大和 守  松 平 肥 前 守 

同 仙 石 大和 守  立 花立齋 

右 御菓子 被 遣 之。 右 兩人病 氣無御 心 元 依 被 思 召 也 0 爲 御禮、 肥 前 守より 息 淡路^ 城。 立齋ょ 

り爲 御禮、 息 左 近 將監可 被 差 上處、 是も依 病氣、 使者 差 上 之。 寬 永日 

一 一月 十六 日。 前 田 光高 書 を 以て 德川家 光の 物 を 賜 ひたる を 謝す。 

〔片岡 孫 兵衞藏 文書〕 

奉書 令拜見 候。 今度 爲 上使、 被 下田 中 主 殿 頭 殿、 上意 之 趣、 誠以 仕 合 難 有 舉存候 0 其 上 御 

鷹 鶴 並 卷物百 反 拜領、 謹で 頂戴 仕 候。 公方 樣彌 御機嫌 能 被 成 御座 候 旨、 乍 恐 目 出御 儀 候。 委 
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曲 主 殿 頭 殿へ 迄 御請 申 上 通、 御前 宜樣御 取 成 所 仰 候、 恐惶 謹言。 

二月 十六 H  松 平 筑前守 

松 平 伊豆守 樣 

阿部豊後守 樣 

一 一月 一 一十 日。 京都 大德寺 塔 頭芳春 院主 書 を 以て 前 田 光高の 人 部を賀 す。 

〔中 川氏藏 文書〕 

飛 驟守殿 も 大聖 寺 御 入部 之 由、 是又 目出度 奉存 候。  • 

改年之 御慶 珍重 之 至 候。 筑前守 殿御 入國之 由、 目出度 奉存候 Q 御國 彌可爲 御靜； 1 候。 仍 油煙 

五 挺 令 贈 進 候。 聊表 視義者 也、 恐々 謹言。 

二月 廿日  芳舂院 判 

中 川 八 郞右衞 門 殿 御宿 所 

二月 廿 五日。 前 田 利 次の 成婚 を 謝し、 利 常 • 利 次 等 物 を 德川家 光に 上つ 

る 0 

〔天宽 日記〕 

二月 廿 五日 I  ：  .,  ^  , ；  . 


一 、 午後 刻 御 書院 出御。  . 

松 平 肥 前 守 

右 所 勞依爲 快氣、 年頭 之 御 鱧、 太刀 目 錄並御 襟 肴 進上 之。 御 樽 肴 共 淡 路守緣 邊被仰 付 御祝满 

献之 0  . 

松 ギ淡路 守. 

右 御 目 見、 太刀 目 錄並吳 服 等 進上 之。 是去頃 緣邊依 被 仰 付 也。 右 いづれ も 松 牛 和 泉 守 披露 之。 

松 平 筑前守 使者 小 幡宮內 

右 再 御 襟^ 献之。 是淡路 守 祝言 相 濟忝之 旨 也 云 々o 則 使者 御前ね 被 召 出 之、 吳服. 御 羽織 等 被 

下 之。 御 日記 

〔德川 實紀〕 

一 一月 廿 五日 小 松 中 納言利 常 卿 病 癒て まう のぼり、 歲 首の 拜賀 す。 

三月 朔日。 前 田 利 次、 利 常に 代り、 曩に德 川 家 光の 使 を 光高に 遣 はされ 

たる を 謝す。 

〔德川 實紀〕 

二月 晦日 先に 加賀へ 使せ し 書院 番頭 田 中 主 殿 頭 吉官歸 り、 今朝なら せ 給 ふ 御 道に 出で 拜し奉 
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る 一 


B?5 九 郎左衞 

門 は 速 龍の 

子連賴 


〔天宽 日記〕 

三月 朔日 

一、 松； 伞筑前 守ね、 去顷爲 上使 田 中 主 殿 頭 被 指 遣 之、 就 歸參、 爲御 松 半 肥 前 守雖可 致^ 城、 

頃 0: 依 所勞、 息 淡路守 登城、 無 御 目 見 付而、 御 之 段々 老中 申 渡 返 去 也。 紀州 日記 

三月 三日。 前 田 光高、 長 連賴を 使と して 曩に德 川 家 光の 物 を 賜 ひたる を 

謝せし む。 

〔天 {兑 日記〕 

三月 三日 

一 、 田 中 主 殿 頭 去 頃 松 平筑前 守ね 爲 上使 被 差 上 之、 今日 御前ね 被 召 出御 請 申 上 之。 依 之筑前 

守より 長 九 郞左衞 門 を以、 御 樓肴献 之。 則 御前 ，£; 被 召 出 也。 御 日記 

〔德 川實 紀〕 

三月 三日 書院 番頭 田 中 ま 殿 頭 吉官拜 謁し、 松. 牛 筑前守 光高 御返詞 聞え 上舉 る。 

三月 廿 五日。 前 田 光高 參覲 せし を 以て 德川家 光 使 を 遣 はして 之を勞 す。 

CKV^^L- 1】 一に〕  . 


供せ 今 IE 頭 (1 九 故 年 誤 衣 高 三 
すて し 事に 十 年に 末リ の V 壷 
#  、 の) お 七と 本と て 就 十ま已 
考に 如す 年す 文せ 十 封 六 は 
に 載し る 初る 十リ 八^年 光 


三月 廿五 = 

一 、 松 平筑前 守就參 勤、 爲 上使 阿部 § 一〉 後 守 被 遣 之。 寬永 日記 

〔三盖 記〕 

寬永 十九 年 正月 元旦に は、 御 家中 御 f お 請 させられ、 五日に 御 能 被 仰 付。 金卷權 兵衞. 春 藤 勘 右 

衞門を 初、 京都の 能役者， W も年內 より 相 詰、 二日の 御 松轔子 相濟、 追 付 御 能 ど 有ければ、 樂 

屋御 奉行. 御 振舞 御 奉行 それぐ に相定 り、 其當 = に 先 二 三番 相濟、 脇能 高 砂より 吳服 迄七番 

なり。 其の 內 二番 は 淺井紀 伊之助、 海 士，、 J 千 手重衡 をいた さる、。 光高 公の 御 右 脇に、 天徳 

寺 泉 滴和尙 VJ 波 着 寺 法 印な り。 千壘 敷の 正面に、 本 多 房 州 はく り 頭巾に て 着座な， 9  0 緣通 

りに は 少人衆 幾 ぼ 人並 居たり。 瀧 野 長兵衞 御前の 御 白洲に 伺 公して、 御用 共 幾度 も 承り へん 

ばいす。 拆 役者 共に 御 小釉. 鳥目 を 被 下ければ、 小姓 衆廣 ぶた 持て、 舞 臺へ相 續く。 奧 村河內 

舞台へ 中座に 着座して、 御 小袖 を 取て 出さる 大 夫より 初り て、 舞臺掃 拭の 孫 右 衞門迄 御 

小袖 頂戴す。 誠に 以て 目出度 かりけ る御樣 鉢、 申す ばかり はな かりけ り。 角て 程なく 三月に 

も 成ければ、 廿 八日. 卯月 朔 日の 御 目見え を心懸 させ 給 ひ、 三月の 上旬に 江 R へ 御發駕 こそ 被 

成け わ。 

三月 廿 七日。 德川家 光將に 日光に 社參 せんとす る を 以て、 前 田 光高に 供 
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奉 を 命ず。 

〔天宽 日記〕 

三月 廿 七日 

加， 賀 少 將 

右 今度 n: 光 御成 之 節、 供奉 可 仕 之 旨 上意 之 趣、 召 面々、 家老 阿部豊後守 傳 之。 寬 永日 Si 

三月 廿 八日。 前 田 光高 及び 利 次 襲 封 以後 始めて 參觐 し、 物 を 德川家 光に 

上つ る。 

〔天寬 日記〕 

三月 廿八 n 

一 、 午刻 御 書院 出御 

黄金 百 枚. 綿 千 把. 小袖 五十. 御太刀 來國俊  松 卒筑前 守 

右 者 家督 與奪已 後、 始依參 勸御鰌 也。 

銀 三百 枚. 小釉ー 一十. 太刀 目錄  松 平淡 路守 

右 者 家督 與奪已 後、 始依 參勸御 f 粒 也。 

三月 廿人 日。 德川家 光、 前 田 利 常の 下屋敷に 臨み、 光高 • 利 次登營 して 之 


を 謝す。 

〔覺 書〕 

寛 永 十七 年 三月 廿 八日 利 常 下屋敷 山里ね 御成。 

家光樣 より 利 常 拜領。  ， 

一 、 御 腰 物 正 宗 

同日 於 私宅 進上。 

一 、 御 腰 物 切 p^.^!:; 宗 利 常 上 之。 

以 上 

〔天寬 日記〕  - 

三月 廿 八日 

一 、 午 下 刻 御鷹 野 出御。 夫より 直に 松 平 肥 前 守 下屋敷ね 御成、 酉 之 刻 還 御。 肥 前 守 爲御飑 登 

城 可 仕 之處、 依爲 病後 無用 之 由、 酒井讃 岐守傳 上意 之 旨。 依 之 息筑前 守. 淡 路守御 鱧に 登 

0O 御 日記 

一 、 松 平 肥 前 守 利 常が 別墅 に、 將軍家 渡御 ありて、 正宗の 御 腰 物 をた まふ 0 利^ 切 fs^ い M 宗の 

御 脇 指 を 献す。 寬、 水系 圔 
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〔三壺 記〕 

利 常 公之 御屋形 へ 御成 之 事 

寛 永 十五 年 春 夏之內 に、 將軍家 光 公 御成 之 儀、 前 手より 被 仰 上、 不時に 御幸 可 被 成 御 內書有 

に 付て、 十四 年より 茨木 小 刑 部に 御作 事 奉行 被 仰 付、 御 露地 泉水つ き 山 等出來 し、 つまり 

/^に 富士見 乃亭. 麻 木亭. 達 糜亭. からかさ 亭. 三角 亭. 鳩の 亭な V-  > 名 付て、 珍し かりけ る 

御物 やきの 御亭ざ も出來 し、 漸掃拭 以下 相 調、 御 案內之 時節、 駒 籠へ 將革家 光 公御廳 野に 出 

御 有て、 二月 十八 日に 本鄕 裏門より 御 書院ね 成らせられ、 御 膳 等 被 召 上、 御 亭せハ 御 見物、 異 

國の 美酒 御 肴、 遠來之 御菓子 品々 備へ 置。 竹 中 是三臺 司 前に 伺 公して 御茶 を 上げ 舉り、 ^常 

々御 取 立の 子 小姓 躍り を 御 覽被成 0 まだ 其 頃 御 若盛りの 御 時な り、 一入 興 を もよ ほし 給 ひ、 

御機嫌 能く 利 常 公. 光高 公. 利 次 公. 利 治 公、 何も 段々 に 伺 公 被 成、 御 目 見 あそばされ、 又 裏門 

より？ M 御なる。 追 付 御 體，、 J して、 何れも 御 登城 被 成け り。 其 後 又 上野へ 將軍樣 御成に て、 南 

光坊へ 入らせられけ るに、 躍 子の 事 御 老中より 內書 有て、 何も 出立 を 究め、 役者 V- も 被 指 添、 

終日 上野に て 御 見物 被爲成 0  , 

春、 稻葉左 近 切腹 を 命ぜら る。 

〔懷患 夜 ls〕 


臺 司に 毫子 


、、の 後 又 

井 讚岐 守， 

- I 一」 hffl ヒ VN,^ 

の-一とば 木 

年 K ガ 二日 

の條 LL あり 


ベ 至 七 二 永 時 度 若に 光す 事 月が 左  揭リ いつり 入 光 ill 稻 

しる 年月 t との しも 高れ K に 十 近  ぐ- C へ 本と ます 高の 袋 

間 三よ 六せ 入 光 ら はは' なわ 八の  こ る 文い の 初 二 左 

な 月 リ 年ば 部 高す 在此 リ る 年 W  、に 春 ひ B き 度と 近 

るに 十 十 菟の初 。國 B きと; t 七 腹  によ と且 なの は 切 


一 、 左 近 切腹 仕 候 は 春の 事に て、 庭に 櫻 盛に 咬 居 申 候。 生害の 座， Si 出 候ビて 花 を 見やり、 ^ 

の 花に 候へ せ r 唯今 切腹 仕 候 VJ 存見申 候へば、 每の 如く 不 面白 VJ 挨拶 申 候。 死 を 眼前に して 

花 を 面白き VJ 申 候 はん は、 實に在 間 敷 候。 いか 成强兵 勇士 も、 死の 可 面白 樣は無 之：^。 左 近 

口上 常 を 不失詞 にて 面白 候 由、 其 比 批判 仕 旨。 是は藤 田 安 勝 物語 也。 

〔三壺 記〕 

寛 永 十八 年 七月 上旬の 事 成に、 光高 公 西 尾 依 十 人. 丸 毛 道 和. 古 屋所左 衞門被 召 上、 稻葉左 近 方 

へ 參可申 聞 は、 其方 罪科の 事 は 我 不知、 先年 利 光 公へ 對し 奉り、 楣を つき 申に 付、 于今何 A ハ 

不被仰 出、 其 分に 被 成 5^、 追 付 御 隱居被 成。 我す でに 家督 して 金澤， e: 入城せ しむ。 中納言 

殿の 御い き V- ほり を 謝せ すん は、 不孝の 罪 を かふむ る。 科の 輕重を 御尋申 上る は遠盧 有。 兎 

角 其方 命 を 我に 得さすべし 0 不便に はお もへ Vj も、 早々 切腹 仕 候へ VJ 被 仰 渡。 何茂畏 奉存、 

御前 を罷 立、 左 近 方へ 罷越、 坐 敷へ 呼 出 も、 御意の 通 を 申 聞かせ 候へば、 誠 以難有 御意に て 

候 物 哉。 父 命 を 重 じ、 御 孝行の 道に 叶 は せられん に は、 我等 命 被 召 上 こそ 恭 本望の 至に て 候へ 

，、して、 行水いた し、 何も 御 苦勞の 段ー禮 して、 いさぎよく 切腹いた さる、。 弟 稲 薬 宇 右衞門 

も 被 仰 付、 前後に 切腹いた しけり。 此左 近事 は、 最前 利 常 公の 御 若年の 頃、 稻葉美 濃 殿 口 入 

にて 被 召 置、 御用 V- も 被 仰 付ける に、 諸事 才覺 人に て 裁許 V- も 御意に 應じ 有ければ、 能 州の 
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取 之 は 捕 之 

なるべし 


郡 代 を 被 仰 付、 それより 前 元 和 二 年の 時分より、 寬 永の 初 迄、 山ロ彌 五兵 衞 裁許 也。 七 尾に 

は慶 長の すゑ 迄 前 田 修理 殿 被 成 御座、 石 黑覺左 衞門所 司 代な り。 稻葉左 近 能 州へ 初めて 村 廻 

して、 先 奉行に 私曲 之 儀 有 之、 非義の 作法 等に て 民 難 溢に 及ぶ 事 有 之ば、 具に 目安に て 可 申 

聞、 御 公儀へ 相斷、 非義 を改、 一 を かなへ て 可 遣由觸 ければ、 百姓 V- も 一同に 先舉 行に 毛頭 

非 分の 作法 無 之、 申 分 も 無 御座 由 申ければ、 此義共 本 多. 橫 山. 奧村三 老へ相 聞え、 山 ロ彌五 

兵衞 手柄の 由 御 褒美 せらる、 由 取 さたせ り 0 其 後 左 近つ くぐ VJ 思案して 中 納言樣 ね 申 上る 

は、 能 州 は 昔 大納言 樣 より、 御 家中 御臺所 共に 知行 分 多く、 越 中 は 御公領 多し 0 能 州 は 山海 

の 珍 物の 出け る 所 多く、 上方への 舟 便 もよ く 候へば、 能 州 御公領に 被 成、 越 中 知 を 諸 給 人に 

被 渡 可 被 下 候 は > -、 可 然舉存 旨 申 上ければ、 御意に は、 尤 なれ 共 先年より 取 來る分 は 無 是非、 

自今 以後 は 越 中に て 可 被 遣 旨 被 仰 出け るに、 跡目 知行に せんぐに 能 州 御公頒 に 成に けり 0 

され 共 給 人 は、 越 中 知行 免 相 下 直にして、 n 損 水 損 有 之、 難義 いたせり ど 取 さた 也。 其顷鳳 

至 郡 之內甲 村の 九 門，、」 云 者、 至而 大身 成 百姓な り。 近 鄕の寺 持 坊主 VJ、 九 門 公事 を 取む すぶ。 

稻葉左 近 批判に て、 九 門 越度に 申 付、 取 之 火 罪せし 時、 九 門 腹 を 立、 此報を 左 近に たちまち 

思 ひしら せん，、」、 惡 口せ しど 聞え けり 0 其 後 富 田 下總相 司に て、 御 公事 場 被 仰 付、 其 後 公事 

場 御 赦免 被 成、 御 算用 場に 武具の 御 細工 所 被 仰 付。 其 時分 稻葉左 近 下司に 隨て、 能 州に 小 代 


金 律の 上野 


官有。 田 川 次 郞右衞 門. 下 村 兵四郞 VJ 云。 田 川 次 郞右衞 門 は 渡り 舉 公人に て、 御 家へ 少 扶持に 

て 被 召 出、 算勘 達者 なれば なり。 兵 TO: 郞義 は、 金澤 御城 火 の 翌年、 辰 巳の 用水堀の 指圆、 

兵 四郞見 立に 依て 成就す 0 それより 被 召 殺、 御 代官 被 仰 付。 此兩 人の 手前に て 赏用被 仰 付 節、 

彼 稻葉左 近 色々 の 非 分 を 申掛、 兩人引 負 十 貫目ば かりにた、 み 上て 達 上聞、 一門 懸 にして 取 

立ければ、 兩 人手 ビ 身に 成、 妻子に も 家に も 離れ、 難儀 千 萬 申ば かりなし。 兩人 代官つ く- r\ 

思案いた しければ、 我々 道 橋 御藏の 破损、 引 藏の造 立 一 つ VJ して 左 近 指 圖之外 はなし。 時々 

に遂 勘定たり。 然る を 我々 の 私曲の 様に、 公 聞に 達する こそ 無念 なれ 0 た VJ へ 我々 存分 を 

遂 や、、」 いふ. ども、 せめて 申譯 して 乞食 にても せば や，、」 て、 年々 左 近 非道 非 分の 私曲 V- も、 自 

分の 申譯、 卷物 一 紙に 認、 上方 通り 江 へ 御 發駕被 成 候 節、 金津の 上野に て兩 人目 安 を かつ 

ぎけ り。 御 近所の 人々、 他國 地に て 目安 上 奉る 事 沙汰の 限りな. 90 御國 へ罷歸 御意 を 待べ し 

.,」 て、 追 返され、 余- 澤-小 松に 牢 人して こそ 居た.. - けれ。 され V- も 彼 目安 を、 道中に て 御 披見 

あそばされ ける にや、 翌年 御 歸國有 之、 房 州. 城 州. 因 州 三 老に被 仰 渡、 左 近 手前 を 御 吟味 被 

成け るに、 目安の 表 一 々に 御 尋の處 に、 し ろ も V- ろの 申譯、 一 つ，/」 して 道理の あら ざれば、 

年寄 衆 も 興さめ て、 左 近 も 先々 宿へ 歸られ 候へ，.」 て、 宿所へ こそ は をり にけ り 0 重而又 荒木 

六 兵衞舉 りに て、 左 近 早々 登城 可 被 申、 御 尊の 儀 有 之 由 申來る 0 其 時 左 近惡敷 心得た るに や、 
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先年 安見 隱岐を はかり 事に て 流人に 被 仰 付、 定て其 通 成べ し 0 是 にて 切腹 可 仕、 御 儉使を 被 

下 候へ、 御用 あらば、 是 にて 可 承 候、 登城 仕に 不及候 由、 使 番に申 渡し、 登城せ ざれ は、 六 

兵衞 又重而 呼に 遣す 兩 度の 御 使に 登城せ や。 此上 は： 定而- 如何様の 御意 も 候 はん VJ、 家來の 

もの も 暇 を 出す 者に は 暇 を VJ らせ、 留る もの は 其 ま、 置き、 ひし VJ 弔 、いして 寺け る 由、 金， 

中に 沙汰し ければ、 殊に 鐡炮 玉藥は 有、 近所 も 騒動すべき ，こて、 手前/^ に 其心掛 して、 兵 

具 をち り打拂 ひそな へ 置、 馬に 鞍 置き 待 居たり 0 され V- も 其 ま Z1 重て 御意 もな く、 左 近 は 宿 

所に 打 籠りて、 時節 を 待ちて 有け るが、 果して 光高 公の 御 入國被 成、 仰 付 所 御 尤の由 VJ ぞ聞 

えけ る。 其 日の 朝 はかり 事に、 光高 公宮の 腰へ 御鷹 野 VJ ふれければ、 稻葉左 近 前 を 御 通り、 

長 九 郞左衞 門前へ 御 出 有て、 安江 木 町へ 御座 被 成 旨 披露して、 屋敷く より 人 を 出し 掃 拭し 

て、 左 近 跡 先 弓手 妻 手の 小路く に、 足輕 つけ 往來の 人 を ，こめ、 稻葉 左近兩 脇，、，」 後に、 町に 

は 登 はしご を 用意して、 近所の 人々 何 か V」 あらば、 へい を はね 越え、 切て 可 入 ど 心 懸てぞ 有 

ける に、 何の 異儀 なく、 稻葉左 近 腹切る 懸聲の 手に 取 ご VJ  くに 聞え ければ、 拆 は事濟 みける 

VJ 安堵の 思 ひ をせ し處 に、 御檢 使も埒 明て 罷出、 登城いた され 達 上聞ければ、 骨折の 段 被 仰 

出、 事濟に けれ。 

〔菅家 見聞 集〕 ■  ,  if  ；  t:  ；  L-  :,   


寬永 十八 年 七月 上旬、 光高 公 Q 依 命、 稻葉左 近. 同 弟 宇 右衞門 切腹 被 仰 付。 御使西《1^-维人.丸 

毛 道 和. 古尾 所左衞 門。 

〔微妙 公 夜話〕 

稻葉左 近 は、 微妙 院檨 御代 二 千 石 計の 身上 出頭 人に て、 御領 國の 代官 被 仰 付、 第一 能 州の 事 

な ざ 取 計 申 候 旨に 候 0 時々 不得 御意 心 儘 諸事 指圖 仕、 隨分 利口 成 者に て、 仕 落 も 無 御座 候 旨 

に 候。 諸 勘定 承 屆候事 も 無 之 故、 其 頃 は 取沙汰に、 1^ 勘定 も 御尋に 御座 候 者、 分立 申 間 敷 33 

申 慣候。 後 は 私曲 茂 出 候 哉、 微妙 院樣 より 勘定の 義被仰 付 候 所、 時々 之樣子 も知不 申、 勘 

定ま 難 成 lb の 御請 仕に 付、 曲事に 被 思 召、 切腹 可 仕 旨 被 仰 出 候處、 御 後 問き 義無 御座 候 間、 

切 仕 間 3 ^候。 討 手 を 被 下 候 得ば、 一勝 負 仕、 打 梁 可 申 旨 申 上 候。 只今の 中 川 淸六隣 屋敷 前 

田 五左衛門. 野 村 五郎 兵衞杯 屋敷の 所、 則 左 近 屋敷に 候。 取 籠り 大 廻りの 塀に 候。 鐵砲を 仕 

掛、 屋敷 之 內に鹽 悄藏も 有 之、 左 近 父子 兄弟 取 籠り 申 由に 候。 微妙 院樣は 江戸に 被 成 御座 候。 

御 國には 陽 廣院樣 被 爲入候 0 然 所に 陽 廣院樣 より、 御 使 を 以被仰 遣 候 は、 微妙 院 様の 御意に 

背 申 段、 何せ ハ御氣 の 毒に 思 召 候、 陽 廣院樣 御 頼 被 遊 候 間、 切腹 仕候樣 に，. J 被 仰 下 候。 そこに 

て 左 近丰候 は、 御 若き 殿様の 御意に 候へば、 聊 違背 可 仕様 御座な く 候、 成程 切腹 可 仕 ぼ にて、 

則 切腹 仕 候 0 若 違背 仕 候へば、 陽 廣院樣 御馬 を 被 出、 御 押つ ぶし 可 被 遊に て、 左 近 切腹の 日 
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は、 御廳 野の 由に て、 御城へ 御小將 不殘、 其 外 頸 分. 侍 中 揃. 5. 候へ 共、 右 之 仕 合 故、 無難に 事 

濟ゅ 由。 藤 田 氏不破 覺丞覺 ぇ罷在 物語に 候。 此兩人 若き 頃まで、 堤 町 後に 左 近 屋敷 跡 有 之 0 

其 時の 土 藏相殘 有 之 を 見 申 由 申 聞 候。 

〔悅 草〕 

平 井 曰、 筑州公 稻葉左 近 御成 敗の 時、 其 朝 某々 を 二人 被 遣、 御成 敗 被 仰 付 段 中波す。 其 時 左 

近 申 候 は、 中 納言樣 より 被 仰 付 候 は > -、 少は御 斷も可 申 上 候へ ざ も、 若殿の 被 仰 付 候 事、 異 

儀に や 及 申べ き VJ 、則 切腹せ し，、」 也。 此儀於 御前、 兩人之 內富田 治 部 左衞門 一 人 申 上ければ、 

筑州公 御意に は、 我等 申 付 程の 儀、 中納言 殿 は 猶以可 被 仰 付に、 推 參成申 事，、」、 殊の外 御瞋 

あり けれ 共、 彼 者 は 左 近，、」 入魂なる 者 なれば、 末期の 詞，、 J いひ、 御機嫌 をも不 顧、 左 近 言語 

の VJ を. 9 一事 も 不殘申 上し ，となん。 就 夫當分 御し かり 有 けれ 共、 後に は 御 噂 もよ かりし VJ な 

り。 右左 近 御成 敗の 後、 或は 筑州 公の 御前に て 申け る は、 弟 宇 右 衞門も 私慾の 儀 御座 候 旨 風 

閒仕旨 申 上ければ、 筑州公 御い かり 有て、 何條 さる 事の あるべき、 兩 人ながら 成敗 申 付た る 

上 は、 其 貪 著に も 及 申 間 敷， >0 被 仰し が、 後まで も 御う わさ 不宜 VJ なん。 

春。 前 田 光高 小 松に 至り、 淺井噸 の 古戦場 を 踏査す。 

〔桑 華 字苑〕  . .  . 


铽大 春な，^ の リ月リ 年 は 光 

野 S に 以年退 本の 十 十 ％ 高 
な 野 係て と 隱文間 七一 永の 
リは く是 あせ 利 に 年月 十 入 
大 年る る 常 在 三よ 六部 


一 、 微妙 院樣小 松 御 隱居被 成、 翌年 筑前樣 御 入國、 則 御 分 國御顺 見、 小 松 をも彻 1:3 被 遊、 淺 

井繩手 古戦場 御 案內、 則 其 時の 首尾 御物 語 申 上る ために、 成 田 半 右衞円 御供に 出る。 山 代 橋 

にて 御の り 物より おりさせた まひ、 慶長五 年 八月 八日の 首尾 御尋、 半 右衞門 かしこまり、 八 

日の 朝 江 口 三 郞右衞 門大良 野， Si 大物 見に 罷出、 金 澤衆退 申 首尾 を 小 松ね 注進 巾、 其 身 は大良 

に殘 り攻合 申に 付て、 小 松よりば らくに 出 申 もの、 大 は參る 者も^ 之、 又大良 はも はや 

跡になる ビ存、 も ビ をり の 八幡の 前より 左ね 付て、 北淺 井より 南淺 井、 此 山代梳 まで 取つ、 S 

、き 申 所に、 金 澤衆此 橋に 殘り 縫合 申 候。 小 松 人數は 何方より 何方まで 加 様く に罷 出、 金澤 

，は ts- 方より 何方に VJ>- まり、 山 取 を 仕罷在 候。 小 松に もよ ひより 談合 を も 仕、 手 分の 首尾 

をも，、Jく^o申合、 罷出候 は  中く 金澤 者に 一手 もい はせ 申 事に て 無 御座 候へ 共、 何の 談合 

も 無 御座、 日の 朝 江 口 注進に て、 聞懸 にばら/ \ 'に 罷出 申に 付而、 存るほ V- に 不仕ビ 申 上 

たり 0 

評に 曰、 筑前樣 前にて 金澤者 V- もに いはせ 申 事に て 御座なかった，. -申 は、 少 合 かど 各 其 

時 笑け るな り。 半 右 衞門は 成 田 助九郞 ，こ 云て、 長 重に 仕て 淺井繩 手に て鏠を 合せた る 者な 

bo 

四月 七日。 前 田 光高、 德川家 光の 日光 社參の 際隨從 せし むべき 人員 を朽 
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木植 綱の 報じた るに 答 ふ。 

〔湯 淺家傳 書〕 

來 十日に、 爱元被 遊 御 立 之 旨、 是又奉 得 其 意 候 0 於 彼 地 可 得 貴意 候、 以上 0 

咋夕預 尊書 處に、 御城に 有 之 御 報 致 延引 候 0 如 被 仰 下 候、 一 昨日 御 移 徒、 昨：：： は 何も 御禮被 

仰 上、 目出度 義不過 之 候 0 御 鱧 以後 彌 御機嫌 能 被 成 御座 候 0 其 段 御 氣遣被 成 間 敷 候。 隨 而今 

度 日光 之 供奉 被 成 候 やうに，、」 被 仰 出、 御 満足 被 成 旨、 {是以 於 私 も 珍重 奉存候 0 就 其 被 召 連 候 

御 人數、 御 書付 被 下 候 0 被爲 入御 念 候 通り、 奉 得 貴意 候 0 何 檨伺公 仕、 可 得 尊意 候、 恐 a- 謹 


言ハ 


名 


卯月 七日 

筑前守 樣尊報  朽木民 部少輔 

四月 十三 日。 加 賀石川 郡 佐那武 社の 有する 綸旨 等を兩 神主 輪番に 保管す 

る こと を定 む。 

C ぽ事 抄〕 

乍 恐 申 上 候。 

私通 父 將監、 代々 寺 中 神主 仕 申、 せがれ 兩人 御座 候處 に、 兄 小 三郞は 神主に ぼ、 弟 少兵衞 は 


宮腰 町人に 仕置 申 候處、 私お や 小 三 郞果申 候 付而、 其 刻 私 は六歲 にて 御座 候 故、 少兵衞 に 胸 

主いた させ、 御社 領之 內三ケ 一 、祖父 將監 私に くれ、 殘分は 少兵衞 にゅづ り. S. 候。 綸 33. 利 家 

樣御印 は、 將監果 候て 以後に、 少兵衞 年寄 申 付 而預り 申 候。 然 所に 私よう せう ゆへ、 右三 ケ 

一 を も 少兵衞 方， 5： 取 込 申 候 故、 元 和 九 年に 瀧 與右衞 門 殿へ、 右 之樣子 書付 指 上申 候へば、 少 

兵衞非 分に 付而、 御社 領 半分 私 方ね 返し、 それより 御宮 修理 以下、 兩人 等分に 相 勤 申 候 0 左 

樣に 御座：^ へば、 私お や 果申刻 は、 私 六歲少 兵衞は 年寄 候へば 綸旨御 印 も、 少兵衞 預り申 は 

すに て 御座 候。 右 之 次第、 伊勢. 白山に もむ かしよりの 例に て 御座 候。 權丞何 か，. J 申 候て、 

私 方へ 返し 不申候 故、 左様に 候 は 今迄 兩神 主役 相 勤 申 間、 せめて 輪 3:1. 御 印、 兩人 りんばん 

持に 可 仕 旨 申 候へ 共、 それ を も 同心 不仕候 間、 右 之 様子 被 聞 召 上、 りんばん 持に 被 仰 付 被 下 

候 者、 忝 可 奉存候 C 

年號 月日  將監 

右 草稿 案 紙 也 

〔國事 雑抄〕 

定書之 事 

1 、 御綸旨 二通、 御 一 行 三 通、 一 にして 一 ヶ月 替々 可 所持 之 事。 
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一 、 御社 何も 代々 に 可 致 御 番付、 修理 掃除 以下 之義兩 方より 可 仕 候 事。 

一 、 大宮之 分 之義、 兩人令 上 浴、 吉田 殿に 相 尋極可 申 事。 

右 之 趣 相違 於 于在之 候 は、 當社御 神罰 可罷 蒙、 仍如 件。 

宽永 十七 年 四月 十三 日  寺 中 神主 權 一  判 


この 前文 は 

三月 廿 八日 

の條に 在り 


五月 一 一日。 前 田 利 常 子 小姓 等の 躍 を 酒井忠 勝の 邸に て 德川家 光の 觀覽に 

供す。 

〔徳川 【赏 紀〕 

五月 二日 三 家 はじめ 端午 時服献 する 事例の 如し。 今日 酒 井 讚 岐守忠 勝が 別 へ ならせら る。 

猿樂 五番 あり。 果て、 小 松 中 納言利 常 卿 小姓 等、 能. 躍 を 御 1^, に そな ふ。 日 sr 曾 我 Hss 

〔三 91 記〕 

又 其 後 追 付洒井 讃岐守 殿下 屋敷 へ 御成に て、 又 を V- り 子の 御望 Q 由 內書有 て、 上させら る、。 

子 共 馬上に 稷 面に て 被 遣し に、 讃岐 殿下 屋敷 迄 道中の 見物人、 山 王の まつりの 如し 0 御成 御 

書 より 人 橋 を かけて、 上樣今 はえい やつ VJ 御 ほめな され 候、 又 ； を ざ り？」 御所 SI- 被 成 候 VJ、 

くしの は を ひく ご， aJ くに 申 上る。 利 常 公 は 一 人 御機嫌 能く、  n: れ も^^る を 待 請 させ 給 ひ、 


以下の 文 は 

十八 te- 七月 

十七 日に 出 

ぜリ 


せわた は 背 

SI なリ 

取 成の 次脫 

字歟 


.5a 城 越 前 守 

は 幕府の 目 

付な リ 


上樣の 御機嫌 の 御 容態 を 脇 田^ 之 助に お 尋ね 被 成け り 0 

五月 九日、 宫城和 甫前田 光高より 枇粑を 贈られた る を 謝す。 

〔湯淺 家 傳 書〕 

從筑前 守樣、 先刻 井上 六 左衞門 殿爲御 使者 被 下、 御意 之 趣宴以 冥加 之 至舉存 候。 殊更 枇杷 一 

折 • せわた 一壺 拜領 申、 色々 御 心 付 之 義共忝 次第 御座 候 0  ^參上 御藤 可 申 上 候處、 今日 兩傅奏 

衆. 勅使 衆. 公卿 殿上人 御 暇 被 遣 候 付而、 殿中ね 相 詰 延引 仕 候。 御前 之義、 宜敷御 取 成 候、 恐 

惶 謹言 Q 

i  ^  t  B  宮城 越 前 守和甫 判 

今 枝 民 部少樣 

五， 十三 日。 前 田 利 常登營 して 就 圃の暇 を 賜 ひたる を 謝す。 

〔天寬 日記〕 

五月 十三 日 

一 、 午刻 御黑 書院 出御。 紀伊亞 相. 同 宰相 御 對顔。 是 明日 亞槐 宅ね 御成 之御禮 也〕 返 去 之 後 

松 平 肥 前 守、 一 咋日御 暇 被 下 候 付 御 目 見、 暫 御前に 祇候、 御馬 拜領 之。 御前 返 去 之 次、 松 平 

筑前 守. 松 平淡 路守御 目 見 0 是肥前 守 御 暇 被 下、 御 目 見に 付而 也。 (中略〕 0 次 松： 牛 肥 前 守 家 
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來本多 安房 守、 以 太刀 目 錄御目 見、 奏者 番 披露 之、 當年國 元より 令 參上仍 而也。 寃 永日 

五月 廿人 日。 前 田 利 治、 利 常の 東海道より 歸路物 を 贈りた る を 謝す。 

〔舊 藩遗 文〕 

中 納言殿 東海道 被歸 付て、 愛 許爲御 見廻、 使者 並 美 濃鮎齚 一 桶 到來、 御 心 入 候 段 欣然 之 至 候 0 

猶追而 可 巾 伸 候、 恐々 謹言 0 

五月 廿 八日  松 年 飛 驊 守 利 治 判 

奧村 因幡 守 殿 

六月 十六 日。 加賀石 川郡宮 腰の 漁船 を 能 美 郡 安宅に 遣 はし 前 田 利 常の 膳 

部に 供す る 魚 を 漁せ しむ。 

〔加贺 古文書〕 

以 上 

宮 腰に 令 居住 有 之 候 かもう り 舟 三艘、 安宅 浦へ 遣 殺、 每日之 御 膳矜、 網 にても 釣 にても 相 調、 

小 松 御臺所 へ 可 指 上旨 可 申 聞 候 0 於 無沙汰 者 可 爲曲言 者 也。 

11^ 六月 十六 H  山城 判 

河  內判 


因  幅？ 

岡 野 彥左衞 門 

肝 ：1 か 主 

同 三 右衞門 

六月 十六 日。 能 登 鳳 至 郡 鳳 至 • 河井兩 村に 對 する 索 《 役の 領收 書を與 ふ。 

〔能 登 古文書〕 

請 取 申 御 役 索麪之 事。 

合一 一十 皮 籠 者  上々 しらがそう めん 之 由。 

右 如每年 之、 脈 至. 河井兩 村より 指 上申 由に 付、 封 之 ま.^ 請 取、 江戸へ 指 上申 所 如 件。 

寬永 十七 年 六月 十六 日  福 島 九 左 衞門義 固 判 印 

高 野 彌左衞 門 重 政 判 印 

鳳 至 村 藤 右衞門 

河 井村 孫 次 

六月 廿 一 日 C 前 田 利常曩 に歸國 したる を 以て 使 を 遣して 物 を 德川家 光に 

上つ る。 
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阿波 守 ti 安 


〔天寬 nn 記〕 

六月 廿 一 日 

一 、 松 平 肥 前 守歸國 付而、 使者 寺 西 次 右 衞門御 櫸肴献 之。 御 目 見 則 御 暇 被 下、 御 帷子. 御單物 

^^T^o 御徒 頭 無名氏 之 

〔德川 實紀〕 

二十 一日。 加贺の 老臣 本 多 安房 守 政 重、 國に 赴く により 辭 見し 舉 る。 日記、 酋我日 Si 

六月 廿 二日。 前 田 光高 登營 して、 昨日 利 常の 使者 等の 謁を給 ひたる を 謝 

〔天宽 日記〕  ， 

六月 廿 二日 

一 、 松 平 筑前守 登營。 是肥前 守 使者 並 本 多 阿波 守 昨 =« 御前ね 被 召 出、 御 暇 被 下御禮 也。 寬、 水 日記 

六月。 前 田 利 常 江戸より 歸り小 松 城に 居る。 

〔三 ま 記〕 

利 常 公 小 松 御 入城 之 事 

寛 永 十七 年 H 六月 十日に、 江 戶御發 足 被 成て、 東海道より 小 松へ 御 入城な り。 光高 公より 箱 


根峙 迄、 御 膳の 御 こしら へ 被 仰 付、 御 辨當御 泊り の 御贿、 御供 中 上下 共に も 被 下け り C  $ 

より 又關 ケ^ 迄 御 出. S ひ、 御 膳 を 上げ 奉り、 御供 中に も 被 下。 廿 一 日に 小 松 二の丸 御 かり 屋 

へ 入らせ 給 ひ、 御城 中の 繪圖 御覽被 成、 中 土 居に 古市 左 近、 枇杷 島に 子 小姓、 三の 九に 御 人 

持、 其 外 牧，！ S. 践 島. 松 任 町. 泥 町. さう け 町。 上牧. 園 村. 小 寺 村、 それぐ の 御指圖 にて、 引越 

く 町 尾に 借 尾して 作 事 等 申 付、 其 年 大形 移らる、。 神 尾 竹 松. 靑山與 三 を 被 召 寄、 主 殿. 將 

監に被 成、 御 家老に 被 仰 付、 前 田 長 二 郞を權 之 助に 被 成、 西 若狹を 添て 四天王，」 名 付、 三 

の 九に 並居たり。 生 殿 病死の 跡へ 山 S 長 門入替 る。 小幡 右京. 同 下野. 堀 三 郞兵衞 をば 三 谷に 

置かせら る。 愛 は 昔 一 揆の大 將岸田 常徳寺 居城して、 近 鄕を領 せし に、 信 長 公 追 拂ひ給 ひし 

き、 宇川 村へ 返 去す。 三 谷の 脇に 逮臺寺 云 所に、 能！^^土有之由被聞召上、 三ケ年 以前に 矢 

野 所左衞 門に 被 仰 付、 小屋 を掛 させられ、 ^^^^Kェ忠右衞門に楝梁させ、 1^ を燒- 初めてより 小 

松 御 在世 之內、 愛に て k ^出来す 。御 戸 W 出しに は 今 枝 與右衞 門. 溢 原 八丞. 吉田左 近. 福嶋 武左衞 

門. 栗 田 四 郞左衞 門. 平 岡 志 摩. 岡 鳩 兵 庫 一 木 逸 角. 岡 田 阜人. 個 源 太 左 衞門. 半田 五 郞左衞 門、 

三の 九 後町に は淺野 藤左衞 門. 小 林 豊右衞 門. 長 谷川 大學. 稻葉道 仁. 廳栖松 雲. 牧鳩に は 前 田 

內藏允 • 神 In. 藏人 兄弟， 西 村 右 段嶋. 竹 島 之 內には 松华治 部. 九 里 覺右衞 門. 大橋又 兵衞. 同 

市 右 衞門. 前 田七郞 兵衞. 宫部彌 三右衞 門. 籐林英 庵. 建 部九郞 兵衞. ^田 助 左 衞門. 松 本ニ郞 左 
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衞門. 武藤少 兵衞. 野 村 半 兵衞、 海老 町 口に は 永 原 土 佐 .津 田 玄蕃、 大領 野に 御 廻 七 人、 其 外 

數百 人屋 敷 取して、 思 ひ，^ に 作 事い VJ なみ 入に けり 0 御城 中 迄 所々 の 船 ざ も 入ければ、 水 

付に て濕地 ど は 申ながら、 又少は 自由 も 有 けれ V> も、 金澤 より 引越、 一 兩月 も有內 に、 おこ 

り を ゎづら はぬ 人 -; 人 もなか. 0 けり 0 

七月 朔日。 德川家 光、 前 田 利 常の 安 を 問ふ爲 使者 を 命ず。 

〔德川 贲紀〕 

七月 朔日堀 三右衞 門直景 加 賀國の 御 使に さ れい VJ また まふ 0 

〔金澤 市中 古文書〕 

今度 就隱 居、 小 松 移住 之義 珍重 被 思 召 候 0 因 1!^ 爲 上使 以堀 三右衞 門、 m 廳三 居並 御. M 衣 五. 御 

^希 被逍之 候。 委曲 三右衞 門ね 仰 含 候、 恐々 謹言。 

七月 四日  阿部 對馬守 

阿部 豐後 守 

松 1^ 伊豆守 

松 平 肥 前 守 殿 人々 御中 

七月 十六 日。 前 田 利 常の 士金森 平 三 邵金澤 に 於い て 夜 廻の 士と爭 ひ 共に 


常住 寺は淨 

住 寺な リ 


處 罰せら る。 

〔三壺 記〕 

金 森： 牛 三 郞申分 之 事 

同年 七月 盆 中の 事 成に、 所々にを^0りぉびた、敷、 餘 騒動な りければ、 中 納言樣 は 小 松へ 被 

爲入、 光高 公 は 御 在 江戸な h -、 御 留守 ど 申、 御隱 居の 物 はじめな り、 若 如何 成 申 分出來 せば、 

留守の 面々 宜し かる まじ。 第一 小 松への 聞え も、 打鎮 りたる こそ 可然 iJJ ^なり。 夜迥を 出し、 

早々 を ざり を 追 ちらせ VJ、 御 老中より 被 申 渡、 夜 廻衆罷 出て、 所々 の を ビ り を 返 ちらす。 然 

る 處に金 森 平三郞 は、 小 松へ 引越 由 なれ.、，、」 も、 病氣 に付爲 養生 金澤に 有、 常住 寺 il- 那 にて 参 

詣 いたし 申ければ、 夜 廻 衆 取 込めて どが めけ り 0 其 頃 迄 は、 御 留守中 は 月夜に も 挑 灯 なれば、 

金 森 殊に 火 は，、」 もさ や、 VJ がめ ぬる も 道理な り。 金 森、 是 は寺參 也、 目 も あかぬ 人 々哉，、」、 

少 言葉 少 にこた へければ、 夜 廻 衆 申 は、 寺 參には 作法 も あらめ、 なで 付に ちゃせん 髮、 上下 

は 着せ や、 僞り 至極せ， 9、 うろた へて 足輕 典の 棒に あたり 給 ふな ど 申ければ、 金 森 刀に 手 を 

かけたり。 互に 雑言に 成りければ、 近處の もの v- も 出合 ひ、 あっか ひ あ ひ 引に こそ 成りに け 

れ 0 はや 小 松へ 相 聞え、 御 吟味 きびしく 成ければ、 夜 廻 氏 家 十 兵衞. H 哀巿郞 右 衞門兩 人 切腹 

被 仰 付、 金 森 平三郞 追放に 被 仰 付けり。 人 皆 申け る は、 俄に 小 松. 金澤の 水ぎ は 立ちて 御隱居 
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の 者 を 金澤衆 VJ りこに する VJ 被 思 召、 御 心底に 御 ひがみ も 有. 0 ける やど、 それより 金澤 衆の 

氣遣 は、 毛頭 由斷 せなかり し，、」 かや。 

〔菅家 見聞 集〕 

一 、 七月 小 松 御 隱居之 恃金森 平 三郞、 金澤夜 廻の 横目 VJ 申 分 出來、 平 三 郞は御 追放、 夜 廻の 

內氏家 十 兵衞. 日 夏 市 郞右衞 門兩人 切腹、 其 餘は御 追放。 

〔桑 華 字苑〕 

一、 利 常 公 小 松ね 御隱 居の 砌、 御 人 分 在て 小 松. 大聖 寺 そこ ね 引越、 金澤明 屋敷 多く、 盆 

の 比 廻り 番の 小姓 日复市 郞右衞 門 .大％^ 五郎 右門。 氏 家 十 兵衞. 富永甚 十郞. 齋藤三 郞左衞 門. 

川 勝 木工 助. 中 村 瀬 兵衞、 足輕を 先に 立 夜 廻す る 0 大豆 田 邊にを ざ， 0 の 昔す る。 御法度な， 9 討 

ちらさん VJ て 行く 處に、 廻番の 衆の 來るを 聞きて にげち る 0 金 森 平 三 郞、、 J て 三 石 取、 小 松 

の 御 廻 衆、 盆の Is!- なる に 依て 定住 寺， にまい り、 大酒 をのみ て歸る VJ て、 を を 見物して 

居たり。 足 輕共を Vj り 追 ひち らし、 年 三郞を 何者 ぞ VJ 云。 平三郞 酒に え ひて、 わけ 不聞、 何 

角 VJ 云 ふ 內に刀 をぬ かん VJ する。 氏 家 十 兵 衞若黨 刀 をぬ き、 平三郞 ひた ひを少 切る。 足輕 Vj 

も 棒に てた、 きて おひやる。 此車 大きにな り * 利 常 公 以の外 御 立腹、 いろ/^ 御 わび 事 在け 

れ V- も 御 同心な く、 日. 市 郞左衞 門 は 老人， こ 云 ひ、 番頭の 樣 なる 者な り VJ て、 父子 VJ もに 篠 


原 織 部 方に て 切腹す る。 氏 家 十兵衞 若黨、 日顷 無作法に 申 付たり，. J て、 福嶋彌 右衞門 方に て 

切腹、 ちいさき せがれ 兩人、 是は 御成 敗。 十 兵 衞若黨 -足輕 二人、 しばり 首 はね 給 ふ。 其 五 人 

は 御つ いほう、 十ケ年 ほざ 過ぎて 被 召歸る 0 此內 中村瀨 兵衞. 酒 井 左衞門 殿ね 有 付、 立身 故歸 

參 せす 0 

1、 右の 後 二三 年 過ぎて、 金澤 中え けんち 被 成る。 小 松より 神戶藏 人. 岡^ 兵 庵-田 邊助 六、 

其 外 五六 人 ほど 來り、 余 澤衆は 靑山織 部. 藤 田八郞 兵衞. 原 田 又 右衞門 • 有澤孫 作な.、，、」 出る 0 小 

松 衆 は 旅なる 故に、 川原 町 邊に旅 宿す 0 或 夜 廻 番山崎 小右衞 門. 多羅 足 六 兵衞. 熊 谷 又 八、 川 

原 町筋 を 廻る。 右 けんち 帳 付 小 松 與カ小 塚 惣右衞 門ビ云 者の 草履 取、 火 を， ^ ぼ さすに あるく 

所 を、 御法度な り VJ てた 、く。 惣右衞 門に 古市 左 近が 與カ、 天下一 のお ごり 者、 小 松 者ビ云 

ふを不 聞に ちゃうち やくす る、 かんにん 仕 まじ-. J 云。 三人の 廻り 番衆、 右 日 夏-氏 家 切腹の 時 

分に て は 在、 手足 もな えて、 氣も肝 もな く、 ひらにわび 言 すれ ざ も、 猶 つのりて、 ？」 力く は 

小 松に て 御意 次第に 可 仕 極む る。 三人 此上 は不及 力、 各覺 悟せ よ VJ て、 谷へ い 門の やうに 

して 居る 0 小 松 衆 金 澤の隙 を 明け 小 松え 歸り、 けんちの 帳 を 上げ、 其 次に、 右 小塚您 右衞門 

ざう り 取 をて うち やく 仕た る 事 を 申 上る。 いそぎ 山 崎 小 右 衞門. 熊 谷 又 八 • 多羅 足 六兵衞 をよ 

びに 被 遣、 各 さいしに い，、」 まご ひし、 定めて 小 松に て 切腹なる べし， こ 極めて 行く 所に、 案に 
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相違して、 小 松の やつばら 金澤 にて おごり、 申 度 ま、 を 申す を、 き V- くにて うち やく 仕たり、 

御 ほうび，、」 して 鈒子五 枚 宛拜領 して 歸る 0 

〔懷惠 夜話〕 

一 、 微妙 院樣小 松 御 隱居被 遊候砌 は、 金澤奢 候，、」 て 殊の外 御 惡み被 遊 候 0 御 小 將或年 七月 小 

松 衆 金 森 1^ 三郞、 金 澤へ罷 出 寺參仕 候砌、 金澤町 廻り 御 小將御 番頭： n 夏 市 郞右衞 門 五百石. 氏 

家 十 兵衞、 誠 155 め 久足輕 共 召^ 罷出、 躍 を 追 はせ 候 どて、 平三郞 上下 着用 通 候 者へ あやま 

b 棒 を 當て申 候。 平 三 郞其場 は 兎角 貪着不 仕、 小 松へ 罷： i  、書付 を以 右の 首尾 言上 仕 候處、 

日 夏. 氏 家 等 仕形 不宜 由、 以の外 御 怒 被 遊、 平 三 郞には 命 御 MS 被 遊 候 間、 切腹 可 仕 候砌、 鋭 類 

知昔罷 越、 暇 乞の どて 數 倾 け沈醉 仕、 中々 切腹 成 申 牀に無 之 故、 脇 指 突立 巾に 不及、 取 

りて 戴 候 所 を宮井 喜兵衞 介錯、 首 を 打 落、 手 迄 切 付 中 由に 候。 首 1:^^ 能 仕 候て、 跡目 を も 可 被 

下様 子に 候 所、 右の 様に 付 其 沙汰 無 之 由に 候。 拆日哀.氏家は陽光院樣ょり切腐被仰付、^^濟 

申 候。 其 後 十日 計 過、 又 金 澤御小 將屮、 躍 場に て 品 川 左 門 家 來大に 打擲 仕 候 0 後に 左 門家來 

に 相 知、 定 只事 有 之 間 敷，. J 何 茂 閉門 も 可 被 仰 付 哉 VJ あやぶみ 申 所、 骨て 御小將 中へ は 御咎も 

無 之、 左 門家來 沙汰の 限りの 不屈の 由 御意、 斬罪に 被 仰 付 候。 

〔前 田家 雜錄〕 杉 本義 隣覺書 


無專方 はぜ 

ん方 なくな 


1 、 同 十七 年 七月 小 松ね 引越の 內、 御 si^r 廻 金 森 平三郞 病氣爲 養生 在留の 內、 於 佥澤火 も燈さ 

や 夜行の 處、 廻り 番御 小將四 人、 並 御 番頭 日 夏 市 郞右衞 門 行 合 ひ 咎る處 に、 逃 候に 付 追掛候 

得 者、 無 專方手 向 候 故、 召 連 候 足 輕爲致 打擲 候。 依 之 利 常 公達 御 聽、 小 松 者 を あなどり、 理 

不識成 仕形 不屈 之 旨 被 仰 出、 殊外御 立腹、 夜 廻りの 者せ ハ不殘 急 度 可 被 仰 付 3 曰 御意 之處、 本 多 

安房 守. 橫山 山城 守 達て 御 用捨 之 樣に被 申 上に より、 然 らば 番頭 其に、 五 人の 內鬧 取爲 致、 兩 

人 切腹 可 申 付 旨 被 仰 出 候。 此段も 右 兩人衆 御 訖被申 上 候 得 共、 無 御 承引 故.、 不及 是非 安房 守 

宅， £1、 夜 廻りの 面々 招 之 被 申 渡候處 に、 H 夏 申 候 は、 是は 近頃 無 御 情 儀に 候、 私 義は御 番頭 

に 候、 何 茂， 2 打 交り 鬮取可 什 段 非 本意 候、 其 夜の 支配 G 善 惡は御 番頭の 皆 什 事に 候 間、 自餘 

は ド-も かく も、 私儀 は鬮 取な しに 一 人 切腹 可 被 仰 付 旨 願 申 候 得ば、 右 兩人衆 落淚の 上、 市郞 

右衞門 申分尤 Q 間、 一 人 は 市 郞右衞 門に 決定、 今 一 人 は 殘る四 人して 鬮取可 ホ旨被 申渡處 に、 

氏 家 逸 角 ^Ll」l 進み出、 市 郞右衞 門 儀に 御 番頭の 事に 候 得 者、 鬼 角 不被申 候、 今 一 人の 儀 は、 

其 夜 私 第一 に 致 下知 爲致 打擲 候、 然者殘 る 面々 鬮 取に 不及 候、 私 切腹 可 被 仰 付 旨 望 申 候 故、 

右兩人 衆感淚 被仕處 に、 殘る 三人の 御 小 將申候 は、 鬮 取，、〕 被 仰 出 上 は、 只 四 人 共に 闘 取に 被 

仰 付 可 被 下 候、 鬼 角 一 人 其 場の 支配 も不 仕、 何 茂 四 人 一 統 して 下知 仕事に 候 旨 申 候 得 共、 右 

兩人衆 被 聞 屈、 殘 三人の 面々 斷 之段尤 也、 乍 然逸角 もケ樣 申出 候 而は鬮 も 取 まじ、 左 候 得 者 
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二人 VJ 被 仰 出 上 は、 最早 致 落着 間、 何茂斷 の趣尤 至極ながら、 其 段 は 難 叶 由 委細 被. S. 渡、 市 

郞右衞 門. 逸 角兩人 切腹 被 仰 付 候。 市 郞右衞 門 枠 ヤー 一歳 、其 日 川ね 罷越處 、家 來吿 知せ^ 宅、 父 

を 被 仰 付 上 は覺悟 候樣に VJ 申 候 得 者、 心得た る VJ 申內、 切腹 之 儀 被 仰 渡 有之而 以後 家來 に、 

子 迄 切腹 被 仰 付 事に 而有之 間敷處 に，、」 申、 暫く 思案の 姊 にて、 いやく 我等に 切 股 被 仰 付 も 

御尤 也、 助命 候 者 小 松を燒 まくり 可 申 物 を VJ 申て 切 股す £ 也。 金 森 1^ 三 郎は御 追放 也。 

〔關屋 政 春 古兵 談〕 

一 、 利 常 公 小 松，^ 御隱 居の 節、 小 松 越の 衆い まだ 過半 金澤に 居た る 時分に、 七月 十六 日廻番 

日 夏 市右衞 門. 氏 家 十 兵衞. 齋藤市 左 衞門. 富永甚 十郞. 川 勝 木工 之 助. 大島五 郞右衞 門. 中村瀨 

兵衞、 足 輕十人 計り 先に 立、 金澤 大豆 田邊を 夜の 六ッ 半時 分に 廻る。 折節 淨伟 寺の 前にて 躍 

り 有、 足 輕ざも 是を拂 ふ。 何者 やらん 侍 一 人、 若黨 草履 取 を迚、 足輕ビ 問答して 居り、 後よ 

り 右 七 人の ものせ ハ來 る。 彼 侍 刀に 手 を 懸拔ん VJ する。 氏 家 十 兵 衞子飼 立の 若 黨廿歲 計.^ なる 

が、 刀を拔 放して 侍の 肩 間 を 切、 侍 も 拔く所 を 抱き 捕へ て 見ければ、 小 松 御 廻 金 森 平三郞 

VJ 云 者な り。 小 松 者 を， あなづりて 如此 ，こ、 利 常公不 大方 御 立腹に て、 則 番頭，、」 云 年寄 VJ 云、 

第 一 日 S 市 郞右衞 門 不屈 ビ て、 條原織 部に 御 預け、 うつけ たる 家 f 鼢を召 仕 VJ て、 氏 家 十兵衞 

を 福 島 彌右衞 門に 御 預け、 其 外 五 K, は 閉門 也。 其 後 色 々御； Is 一一 n 在 けれ ざ も、 猶御 立腹 不 止し 


て、 日 夏 父子. 氏 家父 子 VJ もに 切腹、 五 人 は 御 追放 也。 金 森 平 三 郞大乘 寺に て 切腹す。 宮井 

喜 兵衞介 鉛す 0 小 松より 大橋又 兵衞を 以て、 安房 守. 山城 守 方ね 御斷 り、 則 又 兵衞檢 束す 0  ^ 

十年餘 過て、 右 五 人の 御 追放 人 被 召歸、 五 人の 內中村 瀨兵衞 は、 酒 井.！ >J ：內 殿ね 立身に て 在 付 

歸參 せす 0 金 森 平三郞 三百 石 取、 其 夜淨住 寺. S 墓 参詣して、 寺に て 大酒 を 吞て醉 狂して、 廻 

番に會 ひ. お： 嘩を 仕出したり，、」 聞え た， り。 其 頃 迄 は 御 小姓 廻り 番に は、 必ゃ 番頭 一 人 宛 加り て 

廻りた る 事 也 0 日 夏 市 郞右衞 門. 有 澤太郞 左 衞門兩 人 は、 陽 廣院樣 御 部屋 住の 時分よ.^ 御 番頭 

を 勤た る 者 也 0 

〔微 陽兩公 遺事〕 

陽 廣公御 家督 被 成、 御 在 江 之內、 七月 金 澤淨住 寺，、」 云 寺 門前に て、 雜人共 躍 仕け る。 其 刻 

小 松 廻 組頭 大撟又 兵 衞の組 金 森 平 三 郞>」 云 者 、墓参に 來候 哉、 又は 躍 見物の 爲め罷 越 候 哉、 

其 場に 在 合け る處、 躍爲制 禁小將 廻り 番の 者罷 出た り。 其 時分 は 番頭 同伴に て 廻る 例なる 故 

に、 番頭 日； 市 郞右衞 門 を 初め 廻り 來. -、 廼右躍 をば 追 散す に、 雑人 共 騒動せ し內 に、 金 森 

卒三郞 も 交 在 之、 堪忍 難 致 旨に て 刀を拔 ける 處、 足輕共 打擲す る內、 廻り 番小將 氏 家 十兵衞 

の 若黨刀 を拔、 平 三郞が 指に 疵 付たり。 併 此時平 三 郞，、 .」 云 事 も、 疵付 たる 事 も 不知、 皆々 返 

散す。 然るに 平 三郞小 松へ 罷歸 り、 手 疵隱し 置 事 も 難 成、 書付 を 以て 斷け り。 微妙 公の 御聽 
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に 達し、 以の外 御 立腹 被 遊たり。 此趣 金澤へ 聞え、 本 多 安房 守 以下、 未だ 小 松より 鬼 角 被 仰 

出 無 之，、」 いへ ざ も 恐縮し、 右 廻 b 番の者 吟味 致す 處、 十 兵 衞若黨 手 付の 段 明白に 付、 十兵衞 

へ 預け 處、 若黨 遂に 自害 相 果たり。 此旨小 松へ 相 聞え、 尙以御 立腹 被 遊、 一 盃存で 指 申せ 

の 御 誰に て、 平 三郞に 切腹 被 仰 付。 伹 表立 金澤へ 何，、」 も 被 仰 出 無 之。 急速 江 1!^ へ、 谷. 識、 

小 松 之 御様牀 最初に 及 言上。 如何 樣共 微妙 公 御腹の なほら せられ 候 やうに 可. S. 付 32 御 返事 到 

來す。 安房 等 群議 仕、 其 夜 廻り 番の 小將 中、 不殘 方々 へ 預け、 其 後い かやう 共 御 第の 由、 

小 松へ 伺候 處、 其 夜の 番頭 不作法に 思 召 候、 十 兵衞義 も若黨 自殺 爲仕候 段、 是以不 縮 之 由 被 

仰 出、 日 S 市 郞右衞 門 は條原 織部預 り、 氏 家 十 兵 衞は福 島 彌右衞 門 預り在 之處、 兩人共 切腹 

可 申 付 3:r 從金澤 言上 之。 尤に思 召 由 御 にて、 則 市 郞右衞 門 方へ は、 - 平三郞 せがれに 火 橋 

又 兵 衞を被 SS 添、 儉 使に 被 遣、 市 郞右衞 門に せがれ 兩人 切腹す。 氏 家 十兵衞 もせ がれ 一 人 有 

之、 同事に 切腹す。 

〔隱顯 名 藉抄〕 

一 、 四 fM 五十石、 又 五百石 も 有  御大 小將御 番頭 日 夏 市 郞左衞 門 

相公樣 御 幼少の 時分 迄、 右役義 相勸。 大小 將町 廻り、 小 松 之與カ 小塚惣 右衞門 家來を 打擲い 

たし、 微妙 公 御 立腹 之 趣お 之、 切腹。 


七月 十九 日。 前 田 利 常、 德川家 光の 使 を 下し 物 を 給 ひたる を 謝す。 

〔金澤 市中 古文書〕 

奉書 之 趣 致拜見 候。 今度 隱居被 仰 付、 就 小 松 移住 候、 上使 堀 三 右 衞門殿 被 下、 殊： 史御 鷹 三 

居. 御 廳之鶴 一 . 御寢衣 五. 御 樽 二 致 拜領、 誠 以難有 仕 合 奉存、 謹而 頂戴 仕 候。 、w 御次而 御前 可 

然様 被 仰 上 可 被 下 候。 委曲 三 右 衞門殿 可 被 申 上 候、 恐 々謹言。 

七月 十九 日  松 平 肥 前 守 

阿部 對馬守 殿 

阿部豊後守 殿 . 

松 平 伊豆守 殿 

七月 廿 一 日。 德川家 光、 前 田 利 常の 病む を 聞き、 醫壽 昌院玄 球に 下 W 診 

寮す ベ きを 命ず。 

〔天寬 日記〕 

七月 廿 一 日 

一 、 松 平 肥 前 守 於 國元所 勞之由 達 御 耳、 壽昌 院玄琢 加州ね 相 越 可 致 療治 之 由 被 仰 出 之。 依而 

玄琢ね 奉書 差遣 之 付而、 次 飛脚 被 遣 之。 右之爲 御禮、 筑 i 刚守. 淡路守 登城、 謁松. 牛 伊； 《^寸 返 
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去 0  S 日記 

〔德川 實紀〕 

廿 一 日 小 松 中 納言利 常 卿所勞 こ、 ろよ からす 0 よって 醫官野 間 壽昌院 成 5{「 を 遣 はさる。 

七月 廿ー 一日。 前 田 光高の 臣今枝 民 部、 書 を 利 常の 臣屮川 入 郞右衞 門に 遣 

はして 侯の 病 狀を問 ふ。 

〔中 川 文書〕 

就 御 見廻 御 當番、 少將樣 へ鮒鲊 一 桶、 御 飛札 通遂 披露 候處、 御 祝 着 之 3：! 能々 可 申 a- 由 御意 候 0 

中 納言樣 御 嬉御氣 色 之御樣 子、 追々 御 左右 御座 候而、 少將樣 無 御 心 元 被 思 召、 下々 迄 乍恐氣 

遣 仕 御 事 候。 目出度 御快驗 之御吉 左右 可 被 仰 上 候。 將又會 所より 御 荷物、 此皮御 飛脚 令 持參、 

請 取；！ 返事 遣 之 申 候。 猶追而 可 申入 候、 恐々 謹言。 

七月 廿 二日  今 枝 民 部 判 

中 川 八郞右 衞門樣 御 報 

七月 廿ー 一日。 小 松 城 中 修理の 爲人を 能 登 羽 咋郡瀧 村に 遣 はして 庭石 を 求 

しむ。 

〔國初 造 文〕 


請 取. e. 銀 子 之 事 

一、 八 匁  細 木 角丞判 

1 、八 匁  岡 本 善 太夫 判 

ズ 十六 匁 朱 封 也。 

右 之 銀 子 能 州 瀧 村へ、 御 飛石 見 立に 被爲 遣に 付而、 一 日に 五分 遣に 被 下、 日數 十六 日 分 請 取 

申 所 如 件 0 

寬永 十七 年 七月 廿 二日 

野 村 權右衞 門 殿 

吉田七 右 衞門殿 

七月 廿 三日。 前 田 光高の 命に より 小 松 城の 修築に 要する 木石 を濱 海の 櫂 

役に 割當 して 輸送せ しむ。 

〔加賀 古文書〕 

已 上 

當年宫 腰より 舟に て 小 松へ 被 爲成御 取 候 竹 木石、 何 色に よらす、 三 ケ國諸 浦 舟 道中..， - して、 

致 割符 可 相 屆候。 此外當 年 能 登. 越 中より、 小 松へ 參候竹 木 板 等に 至 迄、 三ケ國 かい 役に 致 割 
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符、 甲乙 無樣に 可相屆 候。 若 於 致 油 斷者可 爲曲言 旨、 從筑前 守 様 被 仰 出 候條、 可成 其总者 也。 

寬永 十七 年 七月 廿 三日  山城 守 判 

安 房 守 判 

加賀浦 能 登 浦 越 中 浦 肝 煎 中 • 舟 頭 中 

七月 下旬。 龜田櫂 丘 ハ衞金 澤の居 邸に 於いて 暗殺 せらる。 

〔三壺 記〕 

寬永 十七 年 七月 下旬 之 比 VJ かや、 龜田權 兵 衞を夜 討に し 金銀 取って 行ければ、 御 老中 吟味せ 

られ て、 家 禮の者 ざ も 捕へ て 拷問 樣々 也。 然せ ハ且て 家禮に 知る ものな し。 其 頃 龜田居 屋敷 は、 

惣構. S 外 藪ぎ はなり。 神戶 淸庵ビ 三輪 法受の 間に 並、 龜田 前に 堀を臂 折、 法受 のさ かひへ 堀 

を 通し、 兩方共 堀緣に 稱を掛 たり。 法受 VJ 龜田 間の 堀 をった ひ來 て、 權兵衞 塀 を 切 破り、 下 

臺 所の 水流し の 下 を 切 明け 忍び入り、 寐 間に 忍 ひ 入り、 權兵衞 をば 討 けれ ざ も、 金銀の 有 所 

不知。 物 へ 入りて 見れば、 女 を 一人 縛り く。 汝 何，、」 して 縛られた るぞ、 金銀 有 所 申なら 

ば 助け • て 出すべし ど 云。 女 開て 我 權兵衞 殿 氣に違 ひ、 二三 日 愛に 不食 にて 如斯、 はなして 給 

り i へ、 金 はね 間の 脇に 有べ し， こ 申ければ、 繩を 切りて、 かまへ て此事 申な ビ申 付て 放しけ 

り。 然 所に 御 吟味 漸く 日 數を經 て も 知れ ざり ける に、 女 一 人 公義へ 目安 を 以て 注進す。 權兵 


衞を夜 討に 仕 候 は、 津田源 右 衞門殿 家まぬ 蜂 谷 淸兵衞 ど 申 者な り 0 同類に 組す る は 才鶴现 助，， J 一 

申 人な り0 せハ 外に も 候 はん 由 申 上る。 此者共 親兄弟 迄 取て ふせて 御 吟味：^。 彼女 は 初 は條谷 

淸兵衞 妻女な り。 近き 頃 離別せられ 追 出され、 後の 妻女 を 妬み 有け るが、 世間の 御 觸も嚴 し 一 

ければ、 顯れて 後 を 恐し，. J て、 便宜 を 窺 ひ 申 上る。 拷問せられ 才鶴 は、 有の ま、 に 白 狀書こ 一 

まん \VJ 申け り。 蜂 谷 淸兵衞 老父 有 之、 久しく 權兵衞 に 奉公す、 年寄て 追 出す。 此もの 忍び 

人る 時の 案內 者な り。 蜂 谷淸兵 衞は盜 いたし、 後^ 宫 仕り、 下向して 三日 目に 無病に て 頓死 

いたし、 其 翌日 此事 露顯 す。 淸兵衞 追. 付 伊勢 參宮 いたしけ るが、 祌慮 あらたに して 難 をのが 

れし 不審な りけ る 次第 かな ど、 諸人 大神宮 を猶 有が たく 奉 老父 生 捕れて 拷問 せらる 力 

蜂 谷 淸兵衞 の 弟 有 之、 欠落す。 江戶 にて 捕へ、 御 下屋敷 鈴 木 孫 右衞門 屋敷に て 礼 明、 13- 田ス 

右衞門 奉行して、 同類 を 尋ね 探て 金澤へ 注進す ◦ 其 後江 Ir^ にて 御成 敗 被 仰 付。 同類 共 則 本 多 一 

房 州の 家來に 多分 有け るが、 佐 藤 名 右衞門 VJ 云 ふ もの は、 親子 五 人刺 殺し、 其 身 自害 を 遂に 一 

けり。 佐藤權 l^-VJ 云 者 は、 老父 腰拔 けたる を 刺殺し、 家に 火を懸 自害す。 中 村 善 一は 肓の父 一 

を 刺殺し 立 退く。 坂 上 平 右 衞門ど 云 者、 親子 兄弟 六 人 一 所に 立 返。 房 州より 何れも 追手 を懸； 

給へ ざ も 行方な し。 小 松より 御 目 付に 祌 tn. 藏人被 仰 渡、 前後 〇 吟味 承 屈、 事濟小 松， 51 罷歸言 一 

上す。 何 茂 罪人 共 御成 敗 被 仰 付。 其 中に 御 小人 次 郞兵衞 VJ 云 ふ 忍びの 者の せがれ 有て、 御成 一 
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十月と する 

は 前書と 異 

なり 


敗に 成に けり 0 

〔關屋 政 春 古兵 談〕 

龜田 權兵衞 VJ 云 ふ 者 は 龜田鐵 齋の悠 領の子 也。 大男に て大 鹿の 錡馗大 ほの 如くに て、 力 人に 

勝れ、 高麗 陣 又は 關ケ 原の 時 も 心 操 あり。 然共 無双の しわき 者に て、 人外 也 0 然ぉ其 父 錢ー微 

も義絕 也。 去 共 右 功 も あり、 鐵齋惣 額なる に 依て、 跡目 ，こして 一 萬 石 被 下。 屋敷 は 金 森 七 之 

助 向 ひ、 唯今 佐々 木 左兵衞 屋敷 也。 或 年 十月の こ VJ なる に、 雨風 烈しき 夜、 强盜 入て 權兵衞 

を 切 殺し、 財 寶不殘 取りたり。 其 首尾 は、 盗人せ ハロ々 ね 付て、 林 淸左衞 門 ¥ な 云者鐵 

炮を 一 つ 打、 是を 相圖に 口々 より 一 度に 入る。 高 野四郞 兵衞！ お _5VJ 云 者、 一 番に 入て 權兵 

衞を切 伏たり。 女房 も 五六 人 居け る を 縛りて 置、 道具の 樣子を 問 ひて、 財寶皆 取り、 ^さま 

に 女房 V- も 皆 放して 歸 る。 一 一十 計の 女房、 權兵衞 首が ね を さして たる 在、 是も 放して 出した 

KVO 盗人 共 何れも 顔に 墨 を 塗て 居た る VJ 也。 權兵衞 家 f 般奧村 彌左衞 門 VJ 云 者、 長！^; に 居 けれ 

ざ も 不知 VJ 也。 » 其 後 盗人 次郞 兵衞、 金澤を 欠落して 何 所へ 行た る も 不知。 ^は 次郞兵 iJi 殘 

黨仕 たるなる べし どて、 御 穿 驚 在 けれ 共白狀 なし。 右 林 淸左衞 門 も、 高 野 四 郎兵衞 も 御轧明 

に 逢 ひけれ V- も 終に 白狀 なし。 自害な ざ 仕た る 者 あり。 皆 同類 なれ ざ も、 何 VJ 申合せた るら 

ん 一 人 も白狀 なし。 然 V- も 右四郞 兵衞. 彌左衞 門、 外に も 惡敷こ VJ 度々 有 者に て 御成 敗 也 。其 


八 矢 は 蛾 谷 


刀 剃 付に 刀 

利 村なる ベ 


後 十 年 計 過ぎて 知れて、 六人殘 たる 者 共 御成 敗の 子細 は、 津田源 右 衞門與 力に 八 矢 消 兵衞ど 

云 者 在。 淸兵衞 親久敷 權兵衞 方に 奉公して 一雨 年 前に 暇 を 乞、 浪人して、 頭 制り 藥師に 成た 

bo 權 兵衞內 G 案內を 能く 知た るに 依て、 右淸 兵衞. 四 郞兵衞 其 外 十 人 計に 能々 指 li して、 定 

めて 以後、 權兵衞 方に 此跡 奉公して 居た る 者 共に、 御 穿鑿 懸る べし ビ 思案して、 其 夜 水 島 村 

へ 行き 虫 氣を煩 出し、 在所 中 終夜 伽 をして 居たり 0 翌： n 本 服して 金 澤に歸 る。 如 案 權兵衞 方 

に 此跡召 仕た る 者 共の 御 吟味に 成、 彼坊 まも 呼 出され けれ 共、 其 夜 水 島 村に 居た る こ ビ分叨 

なる に 依て、 御穿罄 を遁れ たり。 其 後 十 年 計 過ぎて、 八 矢 淸兵衞 一:^ 死して、 後家 は 淸兵衞 せ 

がれの 爲 には繼 ^也。 不孝 大方なら ざるに 依て、 後家 渴 命に 及ぶ を 立 服して 意趣に、 龜田權 

兵衞を 殺し、 金銀 道具 を 取り 申 者 は、 我等 古の 夫、 ^は繼 子、 又は 35- 也- 只今 我等 を 追 出し、 

加 様に 飢に 臨ませ 申 上 は、 其 時の こ、、」 も 申 上る VJ 書付-ど 上る に 依て、 淸兵衞 は 死して 不居、 

坊主 又はせ がれ 同類 殘 りたる 者せ ハ、 少々 捕 へられて 御成 敗 也。 其，、」 きの 首尾 も 白狀申 上る に 

依て、 右の通り 知れたり。 

〔金澤 古蹟 志〕 

古兵 談 G 傳說 に摅れ ば、 十月 G 冬季なる 事 知られたり。 按に越 中 礪波郡 刀 剡村農 K 卞右衞 門 

が 家に 持傳 へ る 本 多 氏 G- 書簡 あり、 其寫。 
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今度 我等 家 來之者 川 井 九 郞右衞 門. 黑川五 郞右衞 門 • 古川 十 右 衞門致 欠落 候處、 彼 一一 一 人 之 者 

見知 候 付而、 吉田 六左衞 門. 池 上 九 郞右衞 門 兩人遣 候而、 自然 其 口 通に 上 見 候 は、 、此者 共 

申 次第、 其 在所 並 近所 之 H 姓 巾お さ へ 殺、 此方， 2i 案 內可申 候。 但 おさへ 置 候 儀 不成候 は 、 

急 度 うちはたし 候て 可 給 候。 爲其如 新 候、 以上。 

, 五月 十六 日  本 安房 守 政 重 判 印 

飛驟 ロ在鄕 •，：：： 姓 中 

右 書簡 年；^ 不詳 VJ いへ ども、 若く は 龜田權 兵衞か 時の 事なら ん歟 0 予が藏 本 古 寫本三 壶記朱 

書に 云、 或 日龜田 權兵衞 妾に 男子 あり、 奥 村 伊豫へ 被預 置、 武功 之 者の 子孫 なれば、 御 取 立 

にも 可 被 成 VJ の 御內存 にても 有し 故、 伊豫 方に て 成長し、 伊豫の 與の字 を 讓て與 助 VJ 云し、 こ 

也。 如何 成 事に や 成長して 後 は 町人に 成、 龜田を 龜甲屋 VJ 言 替 へて、 于今 金澤森 下町に、 龜 

甲屋與 助，、」 て紕屋 ある 是龜田 權兵衞 の 子孫 無紛 なり VJ あり 0 右與 助が 子孫 于今 ifj 綿して 則龜 

田與 助， i 呼べり 0 

〔金澤 古蹟 志〕  . 

龜田權 兵 衞舊邸 

關 屋政泰 古兵 談に、 龜田 權兵衞 屋敷 は 金 森 七 之 助 向、 唯今 佐々 木 左兵衞 屋敷な り ど 見 わ、 三， 


州 志 鍵 鬚 除考 にも、 龜田權 兵 衞褒邸 は 今の 佐々 木 誠 善 宅地，. J 云、 一説 或は 不開 門外 共 云，. -ぁ 

り0 安 こ， 或 說は傳 問の "おなる べし。 右の 邸 地 は、 延寶金 澤圆に 金 森 ギ藏. M 佐々 木左衞 門，、」 見 

ね、 元祿六 年の 士 帳に 佐々 木 左 衞門堤 町 金 森； 牛 七 向 深 美 右京 近所 ど ありて、 所謂 石屋の 小路 

也 0 

〔菅家 見聞 翁〕 

權兵衞 を 何者-. J も 不知 夜 討に す。 是强盜 之 仕業な り。 小 松より 神 藏人を 被 遣、 御 吟味 之 上、 

無心 元黨族 人少々 御成 敗。 

〔越 登 贺三州 志 键囊餘 考〕 

今年 六月 下旬、 金澤 にて 津田源 右 衞門與 力 峰谷淸 兵衞. 才鶴理 助 共、 龜田權 兵 衞を夜 討に す。 

是與カ 二人 は、 次 郞兵衞 ど 云 大盜の 門弟 也。 次郞兵 衞は盜 術に 妙 を 得た る老ゅ ゑ、 瑞 龍公姦 

爲め にも 成べ くや，、」 有て 奚 奴に 召 か、 へさせ、 四 井 主馬に 屬し 置る 、也。 然るに 此度弟 

子 共 夜 討 ありた るに より、 諸人 次 郞兵衞 を 疑 ふ。 因て 走て 越後の 溝 口金 十郞 領分 鴨 村に る。 

乃 其 家 を 園む。 因て 次 郞兵衞 自ら 鳥銃に て 死す。 權兵衞 は大隅 嫡子に て、 ：？^ 力の 士ゅ ゑ、 浪 

華 役 後 招きて 賜 一 萬 石。 其 性 吝嗇、 金銀に 富め V- も 家臣 を 仕 ふこ ど 至って 寡し ビ云。 宅 は 今 

G- 佐々 木 誠 善の 宅地，、」 云。 ^sss 
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〔三壶 記〕 

昔， lE^ 氏將 軍の 御 時より、 加州 河北 郡 森 下に 龜田殿 VJ 申て 富家 之 者 有 0 近鄕 を押領 し、 大 永の 

頃 迄 家 盛 也。 松 任に 蕪 木 VJ 云 者お て、 近鄕 を押領 し、 家を榮 有りけ るに、 越 前 を 朝 倉孝景 VJ 

云者將 軍より 拜領 し、 越 前， S 越さる/ 加州へ 手 を 延べ て 一 揆 V- も を 討 取て、 加賀. 越 前 を 合 

せん VJ 思 ひ、 龜 田，、」 申談 し、 蕪 木 を 滅却し、 夫より 龜田ど 一 味して、 加州 を領 せんど 申 合け 

る 時、 龜田娘 を 蕪 木に 妻 合す。 松 任より 森 下へ 父子 其に 呼 寄、 振舞の 上に 而討 殺す 0 此事加 

州に 殘る 一 揆共、 拆 てこ そ龜 田野 心なれ ，こて、 申合せ 押 寄せ、 龜田 一 類 を 討 C す 0 枠 一 人生 

殘り、 討 波され て 方々 へ經 廻， り、 後 は 柴田權 六 勝 家に 扶助せられ、 溝 口 半 左衞門 VJ 名 乘る。 

柴田 滅却の 時、 越 前にて 溝 口 半 左 衞門も 追 服をぞ 致しけ る。 此 せがれ 淺野但 馬 守に 扶助 せら 

れ、 度々 の覺有 之ければ 鐵炮大 將に被 仰 付、 龜田大 隅，、」 名 乘て、 法 鉢 致し 鐵 齋、、 J 申け り。 但 

馬 守 紀伊國 の 和歌 山より. 安藝の 廣 島へ 移さる/ 但馬守 弟 を淺野 因幡 VJ 云 0 備 後の 三 好に 居 

城 被 仰 付。 伹馬守 惣領は 則 秀忠將 軍の 御 孫な り、 則 安藝 守 殿 VJ 申、 利 家 公の 御 孫お 万 姬御嫁 

娶に てお はします 0 先年 安藝 守 殿御 家 鱧 人 持 一 人 切腹 被 仰 付、 其 時 上田 宗ケ惣 領主 水 VJ 龜田 

大隅 浪人す。 重 而申譯 も 立ちければ 兩人被 召 返、 龜 田鐵齋 病死して 枠權兵 衞又牢 人す 。加州ね 

來 ければ 江 沼 郡潮津 VJ 云 所に 在 鄕被仰 付、 久々 有 之 0 龜 田家 鱧覺の 侍生殘 りて 有 之 を、 利 常 公 


I  二な 隅 兵 本 

附 以の衞 5： 
載- C 事の 翁 
す 二 な 父 田 
V る大權 


被 召 寄、 御 知行 被 下。 菅野加 右衞門 子供 兄弟、. 其 外 花 田 加 兵 衞也。 淺 野^馬 守 寵愛の 子 小姓 

上り 熊 澤兵庫 ど 云 者 有、 上田 宗ケが 智に可 被 成，、 - 約束の 處へ、 脇より 綠組有 之て 熊 澤腹を 立、 

廣島を 立 返 加州に 來る 。利 常 公 被 扶持。 去る 明；^ 之 頃 £ かや、 小 松へ 熊 澤惣領 大助を 可 被 召 仕 

旨 被 仰 下候處 に、 辭 返して 兵 庫 承引 無 之に 付、 兵 庫せ がれ を 指 置 給 ひ、 作 A 矢 惣領雅 樂助被 

召 寄。 兵 庫 病死 之 後、 跡目 之 事 御 老中 窺 有 之 時、 奉公 を 嫌 ふ 者 を 何に せん、 何方へ i, 可 參旨御 

意 有て、 大助江 tl^ に 浪人す 0  龜田權 兵 衞金澤 へ 居住 を 致し 有け るに、 至って 金銀 を 好みて、 

買物 は iif 銀 を 遣す 事 一 年 も 立て 半分 も 遣し、 小 鯛. 小 鮒 を 買 置きて、 朝より 晚之內 迄 四 五 人 も 

肴 賣を呼 入、 小を大 にかへ て 遣し、 晩に は必 大鯛大 鮒に 成す を覺 たり。 舉 公人 は 一 年に 四 

度 五 度づ、 置替 へければ、 給 銀 少しも 入らす、 扶持 方の みに て 人 を 使 ひ、 剩へ彼 奉公人 共 女 

は魴績 Q 營みを あて、 男 は沓. 草鞋. 繩. 筵 を あてければ、 夫々 難義 して 衣類 道具 を 捨て 行けれ 

ば、 其 を 代に 替て、 又 扶持 方 も 損に ならす。 口に 淡し きを 喰て、 さの み 色に も ふけらす、 世 

間 も 止めて 金銀の 集る 事 を樂み VJ す。 終に 家 滅却す、 是^死すべき爲の^；^の品ビ申ぁへり。 

〔肺肝 鈔〕 

一 、 龜田 大隅紀 州に 仕へ し 頃、 ^ 一ず 石 知行 所へ 收納の 催促に、 家 來日高 四 郞左衞 門，、. -云者 を 

遣す 所に、 百姓 ざ も 集り、 四 郞左衞 門 を 打殺して 一 村 逐電す。 龜田 聞き、 四 郞左衞 門 仕形 惡 

加賀藩 史料 第二 編 寬永 十七 年  九 七三 


關の木 は 貫 

I 木  


九 七 四 

敷 故 也，、」 て、 枠 を 追 出し、 右 百姓 共 は 聊無構 VJ 云ひ觸 しかば、 一 人 二人 宛歸 り、 後に は 一村 

不殘還 住す。 偖 三年 目に、 或 夜 家 來せハ に 俄 装束 させ、 彼 村 を取卷 き、 四方よ， -燒 立て、 逃 出 

る 者 をば 男女の 無差別、 一人 も 不殘撫 切に したり 0 

〔三 #=1 記〕 

御 小人 次 郞兵衞 事。 此次 郞兵衞 根本 は關 東上 野 近所 之 ぼ 姓 也。 若年より 盗賊に 上手 也。 一 味 

の 者 三人 有、 前 橋 近所の 在鄕 寺に 眞言 宗 一 人 坊主 有て、 名譽の 行者 也。 彼 三人の 盗人、 此坊 

主 は 手前 有德 也、 打殺し 取らん どて、 或 時 忍び入りければ、 坊生 嚴敷咎 にけ り。 三人 申檨 は、 

酒を飮 度，.」 云。 坊主、 我 も 同じく、 他所へ 行け，、」 云 0, 夫なら ば 坊主 首 を 取らん，、」 云。 坊主 は 

おぬしら が 命 を 取ん VJ 云 0 則 刀を拔 打て 掛れ ば、 坊主 中庭へ 出 手 をた、 き 笑 ふ。 又 追 廻し 切 

らん ，こすれば、 客殿に 坊主 立て 又 笑 ふ。 三人 あきれて 立 返け り。 次 郞兵衞 一 人立歸 て、 拆も 

奇 代なる 御 事 也。 向後 御 弟子に 罷成可 申、 如何様 共 奉 願 旨降參 す。 坊主 聞 之、 戒行有 盜賊を 

さへ 持ち ぬれば 願 成就せ り VJ 云。 則 本尊 不動明王の 前にて 誓言し、 秘密の 大事 相 傅す。 別て 

關の木 を 明け、 えび 鎖 明る 事 奇妙 也。 其 後 越 中へ 來り 弟子 を 取、 布 晒す 土淸水 近所に 有 之、 

弟子せ ハ方々 にて 盗賊 致す。 國府の 御坊へ 盗人 入て、 多くの 賊物 取て 行。 弟子 を 捕へ 拷問し、 

二 郞兵衞 も 籠 舍被仰 付。 籠より 每夜 出て、 在々， 所々 にて を Vj りいた し、 酒肴 を 取て 籠に 入り 


酒宴 を 催す。 籠番 迷惑が りて 注進す 0 追 付 御成 收可 被成處 に、 ケ^ 之 者 は、 四 井 主 な，，、」 役 

義 忍びの 御用に 立つべき，. J て、 御 扶持 被 下 御 小人に 成、 本 座の 者の 內に 成、 御. 露地 並 2 請 等に 

も 被 召 出勤め けり。 今度 龜田を 殺す 者 共、 皆 二 郞兵衞 弟子 共 なれば、 二 郞兵衞 をから め 捕て 

籠 舍被仰 付、 弟子 共 ら へて 御成 敗 被 仰 付。 二 郎兵衞 妻子 A ハ々 金 澤を立 返、 追手 を懸 させ 給 

ひけり。 上方へ は 行く まじ どて、 下 口へ 追 懸ければ、 下 越後 柴田 領分 鴨 村 ビ云處 に 宿 取りて 

住居 有 .\! を、 前 田 源 峯の御 孫に 溝 口金 十郎 領分 なれば、 則 所 之 者に 申 合て 彼 二 郞兵衞 を 取卷け 

れば、 一 一 郞兵衞 逃れ 難く や 思 ひけん、 老父 妻子 を 刺殺し、 我 身 は 鐵炮に 二 つ 玉 を 込め、 柱に 結 

付け、 筒先 を 我が 胸 本に さしむけ、 引が ね を 杖に て 押 やり、 胸 打破り て果 にけ り。 祌變奇 物 

有 ど 申せ 共、 運盡 きぬれば 如此、 誠に 神 は 非禮を 受け 給 はす ど、 今 こそお も ひ 知られ たれ。 

〔關屋 政 春 古兵 談〕 

1 、 微妙 院樣 御隱 居の 時分、 金澤の 役人 共 小 松に 詰 させて 橫 出城 州の 足 輕の內 に、 盜人 

次 郞兵衞 弟子 在。 或 年の 十 一 月頃、 下より 綱の 荷物 澤 山に 登る。 彼 城 州の 足輕是 を収ん ，こ 思 

ひ、 力の 強き 者 を兩人 同道して、 傘 を 一 本 持て、 日暮 時分 鯽荷 Q 問屋へ 行て、 难御 a" 只 被 成 間 

tA\ 下 直に 賣可 申， こ 云。 內には 萬 灯の 如くに 火 を 灯して、 各 食 を 喰て 居たり。 傘下 直に 

らん，， J 云 ふ を 聞て、 g 只 可 申，、」 云。 則是 にて 候 どて、 傘 を 開きて 見せ、 其 傘の 陰より 鯽荷 二つ 
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取て 出したり。 拆傘は 値段の 出入に て不 賣に歸 り、 鯽は 難なく 取た bo 內 には努 にも 是を不 

知。 宿ね 歸て、 役人 共 大勢 寄 合、 鯽を 料理して 喰た. 荷 一 つ は 獅七本 宛 在て、 十四 本の 鯽 

なる 故、 宿に も 振舞たり。 金 澤の宿 本へ も 越たり。 杌 翌日に 商人 荷物 をお に 付る どて、 荷 二 

つ 不足したり 0 不思儀 也 VJ て、 商人 町奉行， 2 斷 る。 町舉 行より 町中ね 觸 る。 役 足軽の ($ 並に 

隣の 者せ ハ、 宿 借の 役人 ざ も 鯽を澤 山に 取扱た るに 不審 を 立て、 穿懇に 成り たれば、 早速 白狀 

して 則 御 追放に 成たり。 

九月 十日。 家中に 使役す る 若 黨* 小者 • 草履 取 等の 給 銀に 關 する 法 规を定 

む 0 

〔萬 治 巳前定 書〕 

覺 

一 、 御 家中 一年 切の 若黨. 小者. 草履 取、 年中 給鈒 高の 內、 春三ケ 二、 暮 に三ケ ； 可 相 渡 事。 

一 、 三ケ 二の 所 春分、 奉公人 召 置 候 日限より 廿日 切に 相 渡、 暮之分 は 霜月 中 可 相 渡 事 0 

一 、 右 之 御 定を相 背、 春 取 切に. 召 置 候ば 主人 越度、 其 奉公人 は 急 度 曲事に 可 被 仰 付 車。 

一 、 右 如 御定、 給 銀不相 渡、 滯 主人 於 有 之ば、 其 奉公人より ま 人 與頭迄 急 度 可相斷 候。 其舉 

公人 一 ケ 年の 給 銀、 十二 ヶ月に 令 割符、 奉公 仕 日數の 外、 二 ヶ月 分の 給 銀 を增、 暇 を 造、 何 


方に 奉行 仕 候 共、 右の 主人 構 有 之 間 敷 候 事。 

一 、 若 黨リ" 儀 は、 此跡々 春 取替 少 分に 取 來候者 は、 其 並 可相對 次第 事 0 

一 、 役人 御 定之給 銀に て 不置付 面々 は、 給 銀 指 上、 公儀より 被 召 置 可 被 下 候 •。 徂與頭 手前 

にお ゐて、 不置付 子細 遂 吟味 可 申 上 事。 

一 、 若黨. 小者. 草履 取、 近年い にかに 成 來候。 其 分 を 過 候 もの、 曲事に 可 被 仰 付 候。 主人 も 

其 心得いた し 可 召 置 事。 

九月 十日 

九月 廿 一 日。 百姓の 給 人知 上納に 關 する 法規 を定 む。 

〔萬 治 已前定 書〕 

定 

一 、 分領諸 百姓 前、 此跡々 借 米. 借 銀の 事、 當納給 入. i 不致 皆濟已 前、 一 切 ゆ、 汰什間 數事。 

付、 替書出 無 之內、 每年 如此定 たるべ き 事。 

一 、 此 跡に 未進 有 之 百姓 前、 給 人より 借 延に致 置 候 分、 並 跡 未進 一 切 仕 問 敷 事。 

一 、 諸 給 人知 當納 相滯 村々 於 有 之 は 可 申 上 候 0 穿鑿 可 电付事 0 

&之通 若 令 違背、 爲 借物 乞 使、 領內 村々 ね 相 越 も Q 於 有 之 は、 曲事 可 申 付 所 也。 
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寬永 十七 年 九月 廿 一 日 

人 持 中.  一 甬一 

物 頭 中  I 通. 

郡 奉行 中  一通 

づ月 A 日。 大聖 寺 侯 前 田 利 治參覲 したる を 以て 德川家 光に 謁す。 

〔天寬 日記〕 

十月 八日 

一 、 午 下 刻御黑 書院 出御、 御上 段 御着 座 ◦  . 

參勤 之御觼 

白銀 二 ぼ 枚 • 加 賀染絹 百 反  松 平 飛驊守 

右 御 目 見 0 寬永 日記 

十月 十日。 前 田 利 常 使 を德川 * 光に 遣 はし、 幕醫の 診療に よりて 病の 癒 

えたる を 謝す。 

〔天寬 日記〕 

十月 十日 

一 、 加 贺中納 言 去 頃 所勞に 付、 彼國 元に 壽昌院 被爲付 置、 依 令 本 俊、 爲御 f 鼢 以前 田權之 助、 


加賀絹 三十 疋. 能 登鰐廿 進上 之" 

右 之 使者、 今日 御 暇 被 下、 吳服. 御 羽織 等 拜領之 云々。 寬、 水 日記 

十月 十日。 大聖 寺の 地 大に震 ふ" 

〔政 隣 記〕 

一 、 十月 十： n 大聖 寺 大地震、 民屋悉 破損、 人馬 死る 事 夥し。 

十月 十一 一日。 富 山 侯 前 田 利 次 就 封の 暇 を 賜 ひたる を 以て 登營 して 之 を 謝 

す。 

〔德川 實紀〕 

十月 十二 日 松 平淡 路守利 次 就 封の 暇 賜 ふ 0 

〔天寬 日記〕 

十月 十二  = 

1 、 松 平淡 路守 一 昨日 御 暇 被 下に 付而、 今日 登城、 於御黑 書院 御 目 見、 御 iii^ 拜領 之。 

一 、 松； 牛 筑前守 御 目 見。 淡 路守御 暇 被 下 御 也 云々 C 寬. 水 日記 

十月つ 前 田 利 次 初めて、 越 中 富 山に 入部す。 

〔三盖 記〕 
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三 壷 記に 同 

年と いへ る 

ば寬永 十八 

年 なれ ども 

利 次の 入部 

は 十七 年- IL 

在り 

又 十月 十二 

日將 軍に 辭 

見した る 

以て 富 山 着 

は 中旬 に あ 

らざ るべ し 


越 中 百 塚の 侍 從利次 御 入部の 事。 

同年 十月 中旬に 淡路守 殿、 越 中 富 山の 城へ 御着 被 成け， り 0 大聖 寺の 利 治 公，、」 御參勸 代り 也 0 

其年泰 より 富 山へ 引越す 侍 Vj も、 先 富 田 下總. 同 右衛門佐. 近 藤 甲斐. 瀧 川 玄蕃. 松平久 兵衞. 

不破內 記. 村 勘左衞 門. 那 古屋藏 人. 生 田四郞 兵衞. 岩 田 勘 右 衞門. 淺野 將監. 三輪 彌 一 右衞門 • 

堀才之 助. 蜂 江 主 膳. 富田彌 五作. 秋 山 左 助. 入江 權兵 衞. 淺野五 郞右衞 門. 西 尾 五 左 衞門. 多羅 

尾 勘 兵 衞* 山 崎 長 兵衞、 其 外 御 小姓. 御馬 廻. 御 步行. 御鷹 師、 おも ひくに 屋敷 割して、 作 事 

美々 敷造營 之、 俄に 富 山 繁昌に こそ 成に けれ 0 新 川 郡 は 小 松 御隱居 御領 分な り けれ V- も、 御 

父子の 間な り、 俄に kn 塚に 御城 御 取 建 もなら ざれ は、 替地を 遣 はされ、 富 山 御 居城に ぞ 成に 

ける 0 

〔富 山 前 田 系譜〕 

分 知 已後百 塚 侍 從、、 J 稱し、 假に富 山の 诚に 居す。 百 塚 侍 從ど稱 する 事、 年月 不詳、 舊記皆 正 

德の城 火に 燒 失す，、」 云。 古老の 云、 婦負郡 塚に 於て 新 城 を 築き 玉 はん 事 を、 公義ね 願 有て 

御免 許 あり 0 於 是雖未 城、 城主の 目 也。 故に 嚴有 院樣 御代、 利 次 頂戴し 玉 ふ 領知御 判 物、 及 

御內 書に もお 塚侍從 VJ の，、」 あ-。 gis^Jfs 確 5? 又 假に富 山の 城に 居 玉 ふ 事、 富 山 は 其 

頃 配分 頭 地に あらざる が 故、 假の名 あり。 案す るに 百 塚 新 城造營 急速に 出來 すべきに あらね 


ば、 先 富 山の 古城に 倚 居 あるべき 旨、 利^より 分 知し 玉 ふ 時 御 許お 有て、 公義， e: も 訴^ 之な 

らん。 因 之 御 分 知の 年より、 利 次 附の從 s 金澤 より 追々 引越て、 富 山に 家作す VJ 云。 同 十七 

年 十月、 入部。 

〔富 山 記錄〕 

一 、 利-::^ 公 富 山へ 御 越 遊ばされ、 町家 御改 遊ばされ 候の 處、 町 は 三十 六 町、 家 は 六 千 軒に 御 

座 候 0 淡 路守樣 御 入城より、 町家 建 申 樣に被 仰 出、 散 地. 新 町 悉く 出來仕 候。 唯今 - 萬 軒餘有 

之 由。 しかれ 共 古の 本 町に は 番小屋 無 之、 筵 懸けに て 夜番 相 勤 候。 跡 出 來の新 町に は、 让々 

に 番小屋 建 夜番 仕 候。 

十 一 月廿 八日。 德川家 光、 前 田 光高が 東照宮 を金澤 に 建てん との 請 を 許 

す。 

〔天寬 日記〕  _ 

十 一 月廿八 rn 

一 、 松： 牛 筑前守 光高、 酒 井 讃岐守 を もって、 東 照 大權現 を 加州 金 澤の城 北郭の 內に勸 請した 

てまつ らんこ VI を のぞむ 事、 すでに 將軍 家に 達し、 これ を ゆるした まふ。 其のち 光高 登營し 

て拜謁 のつ いで、 お ほせに いはく、 大權現 を 加賀國 にあがめ たつ まつらん VJ する iSj- をき く  0 
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其 こ、 ろざし あさから や、 その 敬 また 至れり 0 光高 はわが 甥な り、 他に あら 中、 よろしく 大 

權現を 祭りた てまつ りて 國家を 鎮め、 かつ 軍神 VJ すべし，、」 なり。 光高 拜 謝して 、返く。 他日 

讃岐守 苒び釣 命 をのべ て、 その _s ^を 議定す。 愛に おいて 遂に 靈廟 を營 す。 寬 永系圖 

〔拾纂 名言 記〕 

少將樣 御 家督の 後、 金 澤に權 現 堂 建立な され 度よ し 利 常 公へ 御 相談 ありけ るに、 如何 やう 

も筑前 次第 ビの御 返答 § ゑ、 上意 を 得させられ 建立な し 給へ り 0 然るに 利 常 卿、 筑前 若氣の 

至り 不入事 をす る VJ の 御意 也 0 小 ノ將樣 聞 召され 權現 堂の 義は、 最前 如何 やう VJ も、、」 仰 出さる 

に 依て 建立す。 今に 至り 不可 然思 召よ し 承 h- 迷惑す VJ 仰 上らる。 利 常 卿 如何にも 左 思 ふ 0 去 

れ ビ も假 にも 公儀 を 兼た る 事、 其方 は 日本 一 人の 大名、 さ 被 申 事 を、 父子の 間にても 止める 

事 は、 公儀 如何 VJ 存じ、 分別 次第 VJ 申たり。 ロハ 今 大姬君 も 入らせら る なれば、 一 段 左 も あら 

ん。 返て 思 ふに 末孫に 成、 何，、」 くだけん も 知れす、 末々 に 成、 以の外 六 ケ敷事 也。 淡路. 飛驟 

な，、」 が 申さば、 いかにも 留めん。 其方 は それ，、」 は 違 ひ、 我等，、」 て も 招 申義に 非す。 惣て かや 

ぅなる手の不入i^^f-は、 相談の 以前に 能々 分別 有 度 事な り，、」 御意 ありし に、 少將 樣も甚 心服 成 

されたり 0  , 

〔微 陽兩公 遺事 ：} 


陽廣 公の 時、 權 堂 を 御城 中に 建立し 給へ り。 此時 微妙 公の 御聽に 達しけ る處、 高田慶 安へ 

不功成 儀 VJ 仰せられ、 其 後 御 誌に、 都て 國主 は國の 末代 を 心に 懸、 仆置 をす るが 肝要 也。 お 

し 天下 改まり、 家康公 同事の 義出來 する 時 は造替 すへ く、 先 x- 何れへ 遷宮 致すべく 哉、 かや 

う の 堂な f は 城外 二三 里 も 脇に 營作可 然の由 仰 せらる。 

十一 一月 十八 日。 江戶 上野 常 照 院に祿 百 五 拾 石を與 ふ。 金澤 東照宮の 別當 

たるべ きを 以てな り。 

〔釉 裏雜 記〕 

知行 所 附之事 

一 、 高 ：6 四十 九 石 五斗 六 升 越 中 新 川 郡之內 平 塚 村 

f:^ 三 ッ四步 一 厘 

1、 高 五 石 五斗  同 郡  大永田 村 

免 二 ッ九步 七厘 

合 百 五十 四 石 六 斗 一 升 

一 、 本 高 Kn 五十石  三ッ五 步卒均 

此外 口 米定納 一 石に 付而八 升充、 但夫 銀定納 fa 石に 付 而_,:： 四十 目充 春秋 兩度。 
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右 除 山川 竹 木 可 有 收納者 也。 

寬永 十七 年 十二月 十八 日  判 

常 照 院 

是歳。 越 中 新 川 郡 高原 野 を 開 塾す。 

〔諸 率 記〕 

一 、 越 中 新 川 郡 大岩邊 高 15^ 野 新開 は、 寬永 十七 年 奉行 中 孫右衞 門. 山 本 小四郞 に、 水揚 圖下 

村 兵 四郞、 手 傳富田 下總. 長 谷川 物 (兵 衞也。 此水常 願 寺 を 用水，、」 する。 isti ぎ、 

是歳。 加賀藩 一 分 金 を 鑄 造す。 

〔大日 本 貨幣 史附 錄〕 

右加賀 にて 一 分 金.^ 鑄る は宽永 十七 年な b-o 諸 書に 後藤 庄三 郞徳川 氏に 請 ひて 一 分佥を 鑄る 

，、しあり。 又 甲 州に 信.^ の恭石 金 VJ 云 ふ もの あり。 此圓 形の 一 分 金 は、 彼の 港 石 金に 傚て 造れ 

る ものなら む 0 


慶長 十一 年 丙午  皇紀 ニニ 六 六 

二 月 〇 十九 B 越 中 射 水 郡 二 上 村の 渡 守に 屋敷.^ 與ふ 0(一) 

四 月 〇 十六 日 前 田 利 好 能 登 珠洲郡 金 峰 寺の 竹，^ 富 田直吉 

に 與 へしむ。 00 

〇 十八 日綸 旨.^ 白山 七 社 惣長吏 法 印に 傳 へ て、 社殿 

造 營の爲 に 墓 財せ しむ 0  01) 

〇 廿 四日 前 田 利 長 越 中 礪波郡 八講田 村の 布， „ ^領收 

す。 S 

〇 廿 六日 前 田 利 長 金澤の 郊外 泉 野 LL 於いて 放譬： する 

. ^禁す a ハ S) 

五 n; 〇 七日 前 田 利 長 能 登 羽 咋郡寶 逢 山 に 制札.^ 與ふ OOD 

七 月 〇 十三 日 金 澤小立 野. 泉 野. 袋 白 田の  一二 所 LL 於いて 放 « 

. ^禁 す。 (五) 

〇 十五 S 前 田 利 長 又 越 中 磯 波 郡 八講田 村の 布.^ 頜收 

す。 S 

〇 廿 四日 前 田 利 長 能 登 鹿 島 郡 新 庄衬の 地，^ 石 清水 八 

幡 に 寄進す。 (七) 

〇 前 田 利 長 以下 白山 權 現の 舉加 LL 應す。 S 

八 月 〇 廿 三日 加 賀石川 郡 石 浦 等 七 村の 民、 その 守護 佛戳 

附錄年  表 


世 音像 vs^l: 復 せん、、 と vi- 訴ふ。 (九) 

九 月 〇 十六 日 能 登羽咋 郡羽咋 W の 諸税， ^免す。 (一 七) 

十 月 〇 十 一 n 前 田 利 長、 能 登 島の 民お 摩に 牡蠣 稅の 顿收 

書.^ 與ふ。 05 

〇 廿 八日 前 B 利 長、 石！^？水八幡宮に能登鳳至郡光村 

の 地.^ 寄進す。 (一八) 

是 歳 〇 土方 雄久 LL 能 登に 散在す る 地 vJ- 與ふ。 (一九) 

慶長 十二 年 丁 未  皇紀 ニニ 六 七 

正 月 〇 十 七日 金澤 li て 豆腐の ass 販賫， ^禁 す。 (1111 一) 

二 月 〇 十 五日 金澤の 市人 越 前 屋喜右 衞門投 す。 CIS) 

三 月 〇 二日 前 田 利 長、 越 中礪波 郡五简 山よ W 驟贿. 

〇 五日 富 山城 修築の 材 vi- 能 登 羽 昨 郡 LL 採らし む。 

i) 

四 月 〇 二日 前 田 利 長 越 中 蠣波郡 五 筒 山の 稅 として 醮 俯.^ 

徵 するな 廢し 貨幣.^ 以てする. ^命す。 015 

〇 四日 加賀石 川 郡 白山 付の 用水路.^ 修理 せし む。 

(3 

五 月 〇 三日 前 田 利 常、 駿府 城の 修築 課せられ たろ 以 
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て、 是日利 長 法令.^ 家臣に 頌っ。 (1H0 

六 月 〇 廿三 B 前 田 利 HIT 駿府 城の 課役に 赴かざる 士 vJ- 處 

罰せし む。 (一一 九〕 

九 月 〇 十五 日 前 田 利 長、 長 速 龍 等 LL 書. 與 へて、 驗府城 

蝥 緒の 事 間 ふ。 0-0 

〇 十八 日 前 田 利 IBfJ 駿府 に 赴きて 德川家 麻に 謁し、 後 

又 江戸 LL 行きて 秀忠に 見 ゆ。 OB 

是 歳 〇 前 田 利 常、 金澤の 市人 金 展 彥四郞 に 漁船 十艘 及び 

町並の 諸 役.^ 免除す。 (登) 

〇 金澤野 町の 郊端 lis と 刑場の 地， 眞宗 困德 寺に 與 

ふ。 0 一 5 

〇 前 田 利 長、 越 中 礪波郡 安居 寺に 梵鐘 vJ< 寄進す。 

(き 

. 慶長 十一 二 年 戊 申  皇紀 illH ハ A 

二 月 〇 七日 金 澤 附近 LL 雲雀，^ 捕 ふる.^ 禁す。 (ーーー； ム) 

〇 十日 新 製の 桝， か 用 ふべき. ^令す。 0 一 € 

〇 十 1： 日 脱走せ る 農民の 穿 等に 關 する 法令 定 

む。 (一き 

三 月 〇朔0 越 前. 顿ニ  口村の 農民、 加 賀能美 郡 怫師ケ 野 LL 

亂 暴す。 0 一八) 

七 月 〇 三日 前 田 利 長、 越 中 蠣波郡 八講田 布の 領收 «VJ- 舆 

ふ。 g 八) 

八 月 ◦ 十二 日 前 田 利 長、 加贺 河北 郡 森 村の 民 iHSvJ- 北陸 沿 


道 LL 移さん と ひたる.^ 許す。 0 一九) 

〇 十 f:;.nj 加 S 河北 郡 森 村の 諸 役，. 2^ 免除す。 (s) 


慶長 十四 年 己 酉 


皇紀 ニニ 六 九 


三 月 〇 十八 日 富 山城 災 あり。 前 利 長、 難.^ 魚 津に遮 

く  0  § 

四 月 〇 四 B 富 山城 燒 けたる，^ 以ズ德 川 秀忠、 前 S 利 長 LL 

慰問 狀.^ 與ふ。 QS) 

〇 五日 德川 K 乃 *、3： 冉ぴ使 前 田 利 長に 送る。 25 

〇 六日！ IS 川 家 康亦前 田 利 長の 權災. ^慰問し 新 城ん 隨 

意の 地に 築く 許す。 CJHO 

〇 十日 德川 家康 再び 前 田 利 長に 使. 遣 はし ズ竊災 の 

事情，^ 徴す。 Q5 

〇 十 H 前 田 利 長， 德 川秀忠 に.^ 災 慰問 謝す。 a 六) 

〇廿 二日 前 田 利 長、 高 岡 城の 設計に 關しズ 書 神 尾 

之 直^に 與ふ。 (1H0 

〇 廿 §：=： 前 出 利 長、 川 家 旗 に^ 災 慰問の 爲 物，^ 賜 

はりた る，^ 謝す。 a 七) 

五 月 〇 芳春院 火 人 京都 紫 野大德 寺の 塔 頭に 芳春院 vJ- 建 

つ。 (S 

六 月 C 廿六 n 幕 命に よ リ銀子 1^ 吹 及-び 筋金 吹 分.^ 禁す。 

(S 

七 月 〇 十一 en 前 S 利 長、 越 中 新 川 郡 Li 舟 渡.^ 設けし む。 


八 月 〇 廿 六日 前 田 利 長、 高 岡 築城の 石壘 崩壊せ ろ て 

書，^ 神 尾 之 直 等に 與 ふ。 (Is) 

九 月 〇 十三 日 前 田 利 長 高 岡 城に 移 徙す。 il) 

〇 十七 日 村 井 長 明 再-び 前 田 利 長に 仕 ふ。 (蓋) 

十 月 〇 朔日越 中高 岡關野 神社の 神職 豐 後.^ しズ新 城の 祈 

禱な行 はしむ。 

是 歳 〇 江 州木ノ 本の 革 多 越 中高 岡に 移住す。 £ ち 

慶長 十五 年 庚 戌  皇紀 一三 七 0 

二 月 〇 朔日前 田 播磨守 利 好 * す。 0K) 

閏 二月 〇 八日 前 田 利 常 尾 張 名 古屋城 築造 助役の 爲 に 出張^ 

命ぜら る。 (五 八) 

三 月 〇 八 B 前 田 利 長、 越 中 射 水 郡 二 上 山 養老 寺に 田地.^ 

寄進す。 (六ニ) 

〇 十八 日 前 田 利 長、 越 中 射 水 郡 二 上 山 金 光院に その 

支配 地.^ 安^せ しむ。 § 

〇 十八 日 前 田 利 長、 越 中 射 水 郡 養老 寺-,! 知識 米の 徵 

收，^ 許す。 (六 10 

〇廿 七日 德川 秀忠書 vJ- 以て 前 田 利 長の 病 狀.^ 訪ふ。 

〇 芳春院 夫人の s~ 立した る 能 登 鳳 至 郡總持 寺の 山門 

成る。 § 

四 月 〇 朔日德 川 秀忠、 前 田 利 長の 病，^ 問 ふ。 (六五) 

ora 日 前 田 利 長、 德川 秀忠の 先に 病 狀な問 ひたる^ 

附錄年  表 


謝す。 0;5 

〇 九日 前 田 利 長， 再び 德川 秀忠の 病.^ 間 ひたる vJ* 謝 

す。 (さ 0 

〇 十日 德川 家康、 前 田 利 長の 病狀^ 間 ふの 害 與 

ふ。 (き 

〇 十八 n 前 田 利 長 先 Li 徳川家 旗の 病 VJ- 問 ひたる 謝 

す。 (.一 ハち 

〇 二十日 前 W 知 好 能 登羽咋 郡に 道場 坊主の 貢租に 關 

する 令， す。 (六 七〕 

〇 前 田 利 長 越 中高 岡 に 稻荷 vs^ 勸.？ す。 3 

九 月 〇 廿 七日 前 田 知 好 能 登 鹿 島 郡听ロ 以外よ リ 輸入す る 

槍 物， „ ^費る-、 となから しむ。 (七 0) 

十二月 〇 十 HI 佥澤 町に 捕 鳥に 關 する 禁令， ゃ教す 0  (さ) 

是 鼓 〇 金澤 城の 外 成る 0  (i) 

〇 金 澤及. び 越 中高 岡に 於け る 無 賴の徒 六十 三人.^ 死 

に處 す。 (七 二) 

〇 夫役に 代 ふるに 夫 ssvi- 納むる *J '許す。 (七 S) 

〇 越 中高 岡の 櫻 馬場 成る。 S) 

慶長 十六 年 辛亥  皇紀 一三 七 一 

正 月 〇 十 一 B 前 田 知 好 道場 坊主の 納稅に 蘭す る 令.^ 能 登 

鳳 全 郡に 頌っ。 (七 七) 

〇 晦日 幕府 前 田 利 長に、 德 川家康 上洛の 際 隨從. ^耍 

せざる ベ さ, 告 ぐ。 (七 o 

九 八 七 


四 


月 〇 二日 德川 秀忠， 前 田 利 長の 病 狀.^ 問 ふ 0  ( 八 0〕 

〇 八 B 幕府 再. び 前 田 利 長に、 德 川家康 上洛の 際在國 

すべき.^ 告ぐ。 (さ) 

〇 十二 日 前 田 利 常、 加賈 河北 都 森 W の 郡 役.^ 免す。 

(八-) 

〇 十五 日 前 田 利 長、 先に 川 秀忠の 病.^ 問 ひたる.^ 

謝す。 (八 一) 

〇 十五 日 前 田 利 長、 先に 幕府の 上洛.^-免ぜし*^-謝 

す。 (八 一) 

〇 十六 日 去年 名 古屋城 修築の 際、 役夫の 派遣 に 斡旋 

したろ 村 肝 煎の 賞與 額. <^ 規定す。 (八 一一) 

〇 十六 日 前 田 利 長、 山 崎長德 LL 書.^ 與へ て 病狀. ^報 

す。 (An 一) 

〇ニ十日前田利^51の病：冉發せし..^:^ズ巾崎長德に醫 

師の 周旋.^ 求む。 (八 n) 

月 〇 六 B 前 田 利 長 害 山 崎長德 に與 へて、 その子 長鄉 

の 病. 5- 問 ふ。 (八 五) 

〇 十日 前 ffl 知 好 書 vJ- 能 登珠洲 郡妙嚴 寺に 與 へ ズ 西方 

寺 山 LL 出入す る 者^ 禁ぜし む。 (八 10 

〇 晦日 德川 秀忠、 前 田 利 常 等 LL 命じて 禁裏の 造詧 に 

從 はしむ。 § 

月 0 五日 前 田 利 常 馬 牛 倒 物の 剝皮. ^加 |« 河北 郡？^ 野衬 

の 革 多に 許した る-、 と 布告す。 (< さ 


九 八 A 

〇 十三 日 前 田 利 常 諸侯 伯と 共 LI、 幕府の 命.^ 遵奉す 

べき .^|« ふ。 (八 八) 

〇 十六 日 藤 堂 高 虎 書.^ 前 田 利 長に 與 へ て 本 多 政 重な 

推 擧す。 (八 0 

五 月 〇 五 B 前 田 利 長、 本 多 政 重の 登庸 LL 關しズ 藤 堂 高 虎 

に 答！ sv^ 送る。 (九 0) 

0 九 n: 前 田 利 長 書.^ 本 多 政 重に 與 へて、 出仕の 事 は 

藤 堂 高 说ょリ 報すべき，^ 告ぐ。 (ん 0 

〇 卞五 B 前 田 利 長 書ん ^ 利 常 に 與 へて 遺訓す。 (九 二) 

〇 十五 日 利 長 又 家臣に S 訓 す。 § 

〇廿 七日 前 田 利 常 越 中礪波 郡壞生 八幡 社に 利 長の 平 

癒，^ 祈らし む。 (ー0 一) 

〇廿 七日 前 田 利 常加賀 河北 郡 栗 柄 明王院 に 利 長の 平 

癒 祈らし む。 (一 011) 

〇 廿七 n 前 田 利 常 加 贺江沼 郡 敷地 犬 神社 LL 利 長の 平 

癒.^ 祈らし む。 OS 

〇 廿 七日 前 田 利 常 尾 張 熱 田の神 職 Li 利 長の 平癒 ズダ祈 

らし.； 3。 (Ig) 

六 月 〇 朔日 煙草の 賣茛. ^禁 す。 (103) 

〇 四日 前 田 利 長 幕府の 老臣に 病狀. ^告げ、 且つ その 

母 芳春院 の 歸圃. ^許さ. V るべ さ.^ 求む。 (105 

〇卞日藤堂高戌^;:,^前田利長及ぴ利常に與へ て、 n 

ぴ本多 政 重の 祿仕. ^周旋す。 (10O 


o 十五 日 前 田 利 病中の 養生に 關 して 幕 醫盛 方院 に 

誓 害.^ 與ふ。 (一 00 

〇 十七 日 前 田 利 長、 木 多 政 重の 登庸に 關 して 利 常に 

0i  (一 0 八) 

〇 廿 七日 前 田 利 長、 藤 堂 高 虎に 本 多 政 重.^ 來仕 せし 

むべき，^ 告 ぐ。 (ー0 九) 

〇廿 七 Q 德 川秀忠 書，^ 前 田 利 長に 與 へ V 病狀. ^問 

ふ。 (ニ0) 

七 月 〇 二日 城内の 勤番に 關 する 法令 定む 0  ( 二 0) 

〇 六日 前 田 利 長 幕府の 醫.^ 下して 加療せ しめられた 

る.^ 謝す。 (一二.) 

〇 十七 B 前 田 利 長、 犯罪 人の 告發者 VJ- 賞す る 令^ 越 

中高 岡 Li 布く。 (一三) 

〇 十九 日本 多政重 金 澤に着 y し.^ 以て、 前 田 利 長歡 

^ の 意.^ 利 常の 老臣に 傳 ふ。 (ニー 一一) 

八 月 〇 十二 日 前 田 利 常の 老臣、 犯罪 人の 告發ぉ する 

令^ 金澤に 布く。  (i) 

〇 十二 日 前 田 利 常 本 多 政 重に 食 祿五萬 石の 判 物.^ 與 

へ、 そのニ萬石は異日之^^與ふる^^約す。 (一一 S) 

〇 十四日 加賀 藩、 1^ 吹 銀. 赞1^ 吹.^ 禁 する 幕 令ん』 領 

內に傳 ふ。 (二 10 

〇 十八 日. g 賀 藩の 老&等 先に 發 せられた る 諸 禁令.^ 

龍 守 すべさ， ^命す。 (二 10 
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〇廿 七日 前 田 利 常 西 村 右爲助 等.^ 佥澤 の惣尾 敷^" 打 

とす 0  (二 六) 

〇 廿九 B 前 田 利 長、 利 常に ポ：. ^與 へて、 病中 政務.^ 

問 ひ 又は 訪^す る-、 となから しむ。 (二 七) 

九 月 〇 三日 前 田 利 常 金 澤の侍 屋敷に 關 する 法令 定 む。 

(ニ<) 

〇 三日 前 H 利 常 金 澤の侍 Is. 敷の^ 數に關 する 法.^ 定 

む 0  (二 九) 

〇 四日 前 田 利 常 越 中高 岡よ リ金澤 に 還 住せる 侍 屋敷 

の坏 數に關 する 法.^ 定 む。 (三 S 

〇 七日，， 利 常 加 K 河北 郡津幡 町の 市 =. 傳 等に 

關 する 法令ん 定む。 (三 0 

〇 卞七 =: 加 貧 石 川 郡 白山 社 建立に 闢 する 法令.^ 定 

む。 a ニー 一) 

〇 廿 三日 高祿の 藩士に 對 する 下屋敷の 坏數 定 む。 

(i) 

十 月 〇四日德川秀忠^^:,^以\」前田利長の病.^訪ふ0(11【な 

〇 八日 本 多 政 重 その 知行 所 に 納机 等に 關 する 令.^ ド 

す。 (ニーお) 

〇 十日 前 田 利 長、 先に 德川 秀忠の 病狀^ 問 ひたる.^ 

謝す。 OIK) 

〇 廿 六日 前 田 知 好 能 登の 村民に、 加 K 河北 郡 5li 野 M 

革 多の 得 4,1 る特權 吿ぐ。 (ニー 七) 

九 八 九 


十 In- 〇 十日 前 田 利 長 幕府の 醫盛 方院法 印. ^下向せ しめん 

とする 謝す。 (一 一 一七) 

十二月 〇 二  B 前 田 利 長 書，^ 本 多 政 重に 與へ て 病 狀，^ 告 ぐ。 

(一天) 

〇 四日 前 田 利 長、 德川 家康. 秀忠の 慰問. 謝し 又從 

臣若千 金 澤に還 附 したろ に 付諫 解.^ 求む。 (三<) 

〇 十三 日 前 田 利 常 能 登 羽咋郡 妙 成 寺に 土地 .=^*寄 進 

す。 (三 九) 

〇 十八 日 前 田 利 常加賀 河北 郡俱 利； i 羅 明王院 LL  土地 

4- 寄進す。 (i) 

〇 廿 四日 前 田 利 常 加 賀石川 郡 白山 社に 土地 寄進 

す。 (111 一一) 

〇廿 五日 前 田 利 常 越 中 新 川 郡 LL 發 見せられ たる 鑛山 

の 試掘 ふ 命す。 (一 11 一二) 

是 歳 〇芳春院夫人江戶.^^出で 、 伊勢參宮.^爲す。 (S) 

〇 前 田 利 常 子 小姓 尼 子 半左衞 門.^ 手 し 河 合內匠 LL 

蟄， お.^ 命す。 (S) 

慶長 十七 年 壬 子  皇紀 ニニ 七 二 

正 月 〇 十四日 二百 人夫に 關 する 規程 vi- 定む。 (ー璧 ) 

〇 廿 三日 豐臣 秀賴、 芳春院 夫人の 安否，^ 訪ふ。 (一二 C 

〇 廿 七日 前 田 利 長 書 本 多 政 重に 與 へ て、 其の 父 正 

信. 兄 正 純の 懇志， ^謝す。 (S 七) 

ip:H^  _Q.HLB^asE 瞭め， 1M 歐鐸に 瞳附丄 に 


九九 〇 

付 幕府の 諒解.^ 得た る vJ- 謝す。 (一一 一一ち 

〇 十四 R 前 田 利 常、 本 多 政 重の 政務に 參靄 せん、、 と 

〇 十八 日 前 H 利 常 金 澤開跑 寺の 替地. ^木 新 保 に 與ふ 

べき，^ 命す。 (1E0) 

〇廿 九 n 前 S 利 長 喪，^ 木 多 政 重 LL 與 へて、 舊と赤 座 

某の 地 その 邸 地と なさし む。 (5 一) 

三 月 〇 三 B 前 田 利 常 歌舞伎 者^ 召 抱 ふるものに 過怠 金，^ 

出さし むべ さ，^ 命す 0  (lull) 

〇 八日 前 田 利 常 能 登 珠洲郡 若 山 鄉中田 • 延武 兩村保 

護の 爲 LI 齊.^ 與ふ。 (leo 

c: 廿 四日 前 W 利 常 能 登 羽 咋郡氣 多 神社の 社領 等.^ 安 

堵せ しむ。 CJEE)  . 

〇廿 八 B 前 田 利 常 能 登 羽咋郡 氣多祌社_」制札.^?與 

ふ。 (Ins) 

四 月 〇 十八 日 前 田 利 長、 德川 家康. 秀忠に 越中龜 谷山產 

の 銀 子等.^ 進献 す。 ag) 

〇 廿六 H 前 田 利 常 能 登： SS 港 LL 入津す る 商船の 税率.^ 

吹めし む。 (IE ち 

五 月 〇 十日 德川 秀忠書 .sg 田 利 長に 舆 へて、 先に 銀 子等 

. ^贈れる.^ 謝す。 (一 S 八) 

〇 十 三日 徳川家 康、 先 LL 前 田 利 fi の 銀 子等.^ 贈れる 

謝す。 as 八) 


〇 十七 H: 前 田 利 常 府  >か追 はれた る 切支丹 宗徒.^ 宿 

泊せ しむる vJ- 禁 す。 (一 £ 九) 

〇 廿 -.; i  H 前 田 利 ft 前 -」 德川秀 忠の內 書.^ 得た る.^ 謝 

す a  (§ 

〇 廿六 B 橫山長 知 先に 前 田 利 長の 病氣 平癒 ハ， -祈 縞し 

たる ものに 謝狀 vS* 與ふ。 (Is) 

六 月 〇 十四日 前 田 利 常 能 登 鹿 島 郡 小島 德翁 寺の 居 屋敷.^ 

安堵せ しむ。 (ー邑) 

七 月 〇 二日 加お 石 川 郡 倉谷鑛 山に 定 害.^ 與ふ 0  (Is) 

〇 晦日 前 田 利 長、 本 多 政 重の 邸 地に 石垣の 成れる.^ 

祝す。 (一 五一) 

八 月 〇 朔日前 田 利 長、 本 多 政 重に 放 魔に よ リズ 穫たる 鳥 

^贈る。 (一至) 

〇 十二 日 芳舂院 大人 その 所領 能 登 鳳 至 郡 道 下 村の 大 

ェ. 肝 煎に 諸 役^ 免除す。 (S5 

九 月 〇 十九 日 前 田 利 lur 本 多 政 重に 利 常 輔佐の 勞^ 謝 

す。 (五三) 

十 月 〇 十七 = 藩士の 風俗 に 關 する 法 ズど定 む C  CS 

閏 十月 〇 八日 前 S 利 常 越 中 纏 波 郡 地 生八轄 社に、 利 長病惱 

快復の 祈 fi.^ 命す。 (一 Is) 

〇 八日 前 ra 利 常， 尾 張 熱 田祌宮 の： ま 職に 利 1"« 病 氣平 

癒の 爲祈禱 せし む。 sa 

〇九8 前 S 利 長、 越 中立 山寺が 祈 耩の札 vJ- 上つ りた 

附 ギ  表 


る vi- 謝せし む。 05 

〇廿 六日 前 m 利 常、 越 中高 岡より 奥 村、 水； 1-」、 利 長 

の 病状ん 報す。 

十一月 〇 卞日前 田 利 長 書.^ 本 多 政 重に 舆 へて、 その 新 邸の 

成れる > ^？^ す。 an^-o 

〇 十四日 前 田 利 常 明年 德川 秀忠. ^江- 户邸 LL 招かん と 

欲し 本 多 政 重に 利 &の內 意. ^問 はしむ。 CS 

十一 一月 〇 七 H 前 S 利 常 能 登 羽咋^ 柳？ S 出 村の 漁網 稅 vJ* 定 

む。 (1W 九) 

〇 十 二日 前 m 利 長. 利 常禁裹 仙 洞 造督の 助役な 命ぜ 

らる 0  c§ 

〇 十二 n 本 多 政 重 JSS 老 HHLr 政務 總 裁，^ 辭す るの 

前 田 利 常- 11 上. S- せんこと > ^求む。 (ヌ 一) 

〇十六3前《利^?{能登羽咋|1>賓逢山採續^1^の稅な^ 

fo  (一六 二) 

〇 十六 n 前 田 利 常、 本 多 政 重の 顧 怠. 5- 容れ 臨^ に 國 

政に 參與 せん、 - と.^ 求む C  (5 一一) 

〇 十八 = 本 多 政 重 その 內^, ど 許された る，^; S5 老ほ に 

謝す。 CS 

〇 廿 RH 前 田 利 常、 加 K 能 美 IS 八幡^ 五村の 夫役 _し 

代 へ 乂 A ュ表. a- 納入す る vi< 許す。 (一六 5 

是 歳 〇 大野 治 長、 前 田 利 常 に， 豐臣秀 箱の 爲 黄金.^ 調 is! 

せんこと 求む。 OS 

九九 一 


〇 前 田 利 常 越 中 新 瓜 郡声晚 寺の 社 壇.^ 修理し、 護摩 

修行の 料 米，^ 寄進す。 0 六 六) 

慶長 十八 年 癸 皇紀 ニニ 七 1 一一 

二 月 〇朔日前田利常夫人妊む.^以て、 金澤千手院及ぴ寶 

幢坊に 平產. ^祈らし む。 (ISO 

〇 二日 前 田 利 常 加 賀江沼 郡 九 谷 村の 山林 伐採 禁 

す。 (K 八) 

0 十日 前 田 利 常 金 澤寶圓 寺に 土地.^ 寄進す。 (H ハ九) 

〇 卞日前 田 利 常加賀 石 川 郡 野 田 桃 雲 寺 LL  土地.^ 寄進 

す。 (一六 *0 

〇 十 一 日 前 田 利 常 夫人の 平產， ^越 中 礪波郡 地 生 八幡 

社に 祈らし む。 (一 さ) 

〇 廿 一 日 前 田 利 長、 利 常 夫人の 安產 尾 張 熱 田神宫 

に 祈らし む。 (一七 0) 

三 月 〇 五日 前 田 利 長、 利 常 夫人の 病氣 快癒.^ 尾 張 熱田祌 

営に 祈らし む。 (一七 一) 

〇 九日 前 田 利 常 夫人 鍾鑣 姬.^ 生む。 

春 〇 幕府 前 £ 氏の 領 越 中 新 川 郡.^ 返上せ しめんと すと 

聞き 本 多 政 重 江戸. 駿府 に 至りて 奔走す。 (i) 

四 月 〇 三日 前 田 利 長、 奥衬永 福に、 醢鶴姬 誕生に 付德川 

家 康の物 vJ* 贈りた る 喜悅. ^報す。 (一七 二) 

〇 ナ 三日 前 田 利 常、 奧村 易英， ^幕府に 遣 はし、 夫人 

分娩の 祝儀 上つ る。 (一 ま D 


九九 二 

0 十四 B 前 ffl 利 長、 德 川秀忠 その 症狀 可なら ざろ 

. ^報す。 (一き) 

五 月 〇 六日 前 田 利 長、 木 多 政 重の 江 戶及ぴ 驗府に 至 リズ 

奔走せ る勞 謝す。 (一七 S) 

〇 二十日 前 田 利 常 駭府に 至り、 德 川家康 LL 謁して 物 

. ^献 す。 (一七 5 

〇 廿 二日 前 W 利 常 駭府， ^後して 江戶 に 向 ふ。 (一七 五) 

八 〇 八日 大野 藏人等 能 鳳 至 郡 鹿 磯道 下兩 村の 爭 へる 

濱境 檢し、 道 下 利と す。 (一七 六) 

〇 十日 前 田 利 孝 大和 守に 任ぜら る。 (一 七ち 

〇 十六 日 前 田 利 常 訴訟 及び 刑 罸に關 する 規定 vi- 追加 

す。 (ー七八) 

〇 前 田 利 常 等 加 賀石川 郡 白山 社の 撩鐘姥 立 LL 奉加す 0 

(一七 九) 

九 月 〇ニ8 前 田 利 常、 加 賀能登 船 役の 規定.^ 發 布す 0(一 八 一) 

十 〇卞 五日 前 田 利 常 如 K 河北 郡 中山衬 等の 林木 田園 4- 

保 する の 令 1^ 發す。 (一八 一一 一) 

〇 三十日 前 田 利 長 母 芳春院 夫人.^ 見ん と 欲する の 書 

. ^神 尾 之 直 に 致す。 OAS) 

十一月 〇 十 一 3 前 田 利 長 夫人 卯 辰 山 愛 { 石 寺に 藥師像 等.^ 寄 

進す。 (ズ no 

冬 〇 豐臣秀 頼の 使 II 田 賴長越 中高 岡に 至 リズ 前 田 利 長 

に會 見す。 (50 

是 鼓 〇 前 田 利 常 夫人 加贺 河北 郡 北 中 條衬山 王 社の 社殿な 


寄進す o  (一八 七) 

〇 廣山恕 陽 前 田 利 長に 招か れて越 中高 岡に 法 ^寺.^ 

創建す。 (一八 八) 

慶長 十九 年 甲 寅  皇紀 一三 七 五 

正 月 〇廿 二日 前 田 利 長 能 登 羽 咋郡寶 逢 山 金坑の 税額 及-び 

什 法 等 定む。 (一八ん) 

〇廿 九日 前 田 利 常 越後 高 田 城 築造の 助役 vS< 命ぜら 

る。 (一九 0) 

〇 高山 南坊. 內藤德 庵 等 切支丹 宗徒たろ^ 以て 捕 へ 

らる 0  (一九 0) 

二 月 〇 十八 日 前 田 利 長 幕府に 對 する 顔 書の 案文，^ 認む。 

(一 き 

〇 二十日 前 田 利 長 越後 高 田 城 築造 の 鍬 初に 役夫.^ 派 

すべき こと，^ 命す 0  OS 

〇 廿 二日 橫山長 知、 剃髮祿 仕.^ 辭 せんとす る 件に 關 

し、 前 田 利 長 本 多 政 重 に 處 置え ど 命す。 (一九 六) 

三 月 〇 十日 大野 治 長 前 田 利 長 LL、 大 坂の 擧 兵.^ 告げ その 

參加， 5^ 促す。 (一一 00) 

〇 十三 B 木 多 政 重、 前 田 利 長の 意中.^ 幕府に 告げん 

.i, 爲 使者，^ 命す。 (一一 8) 

〇 十四日 前 a 利 長、 木 多 政 重の 使者.^ 駿府. 江戸に 

派す るに 同意した る 謝す。 oe 一一 一) 

四 月 〇 三日 橫山長 知 叙 山 LL 在りて、 金 澤寳幢 寺の 使 僧.^ 

附錄年  表 


. 遣した る.^ 謝す 0  (1  一 OS) 

五 月 〇 前 田 利 長、 水 多 政 重に 幕府より その 住 地.^ 隨 意に 

定む ベ. ^ 許可^ 得た る， ^謝す。 055 

〇 九日 前 田 利 長 京都 芳春院 の 住持 玉 室宗珀 に 、水訣 の 

情 vs- 叙す。 (一： 05 

〇 十 一 日 前 田 知 好 能 登 珠洲郡 三^ 社に 利县 快癒の 祈 

禱.^ 命す。 (1ー0六) 

〇 十三 日 芳春院 夫人に 隨從ぜ ろ 生 駒 內膳直 將江戶 に 

？ a  (一  §0 

〇 十四日 前 田 利 長、 加 K 河北 郡俱利 伽羅 明 王 院の祈 

禱 札 等，^ 舉リ たる，^ 謝す。 (110 八) 

〇 二十 B 前 田 利县越 中高 岡に 薨す。 O110) 

〇 前 田 利 長行狀 (Ills) 

六 月 〇朔3 前 田 利 政、 奧野氏 清 LL 害，^ 與 へて 利 長の 費 去 

. ^弔す。 01S) 

〇 八日 本 多 政 重， 前 田 利 常に 誓文^ 上つ りて 忠誠な 

盡 すの 意 vS- 表す。 (IISD 

〇 十二 日 大野 治 長 書，^ 長 連 龍に 與 へて 前 田 利 長の 葬 

儀に 參 列し 得 ざり し.^ 遺憾と す。 (一三 HD 

〇 十三 日 前 田 利 常、 本 多 政 重 LL 食 祿ニ萬 石 V5- 加 賜 

す。 (二 115 

〇 十四 B 前 田 利常覺 書.^ 諸 老臣に 舆 へて、 利 長薨後 

の處置^^？講ゼしむ。 (一三 六) 

九九 三 


〇 十六 日 前 m 利 常 幕府の 老 ほに、 木 多 政 重が 先 侯 利 

の 遺命.^ 奉すべく 論さん こと，^ 求む。 C 一一 一八) 

〇 廿 四日 前 田 利 家の 女 保智姬 ^す。 (ーーーさ) 

〇 芳春院 夫人 江 戶.^ 發 して 金 澤 に 歸リ、 利 常の 母壽 

顯院 代りて 德川氏 LiK となる 0  (一一 ョ) 

七 月 〇 十三 B 德川家 旗 駿府に 於いて、 前 田 利 常の 臣前田 

長 種 等，^ 召して 11.^ 賜 ふ。 01 璧) 

〇 十三 日 土方 雄 久領能 登 鳳 至 郡 院内 村の 室 役，^ 徵 

す。 0 裏) 

八 〇十03豐臣秀賴4^.^前田利常に與へ て、 密^^！に參加 

すべき，^ 求む。 (sli) 

〇 廿 五日 前 田 利 常 越 中 射 水^ a 泰 寺の 寺 地， ^安堵せ 

しむ。 (一一； 一一 五) 

〇 廿九 日加 K 石 川 郡 白山 榧 現の 社僧 港淸、 七 社惣長 

吏た るべ さ綸 旨，^ 受 く。 (一一 憂) 

〇 芳春院 • 玉泉院 一 一夫 人 越 中 新 川 郡 立山 中宫寺 LL 參 

詣す。 (一一 Dlno 

九 =: 〇朔 日 前 田 利 常、 越 中の 鮭 川 役 LL 關 する 令 む。 

(き e 

〇 十六 日 前 田 利 常駿府 にて 德川 家康に 謁し、 利 長の 

遗領 相續の 命，^ 受く。  0WO 

〇 廿 三日 德川秀 忠前田 利 常に 加 越 能 三 州，^ 頟 すべき 

朱印 狀.^ 與ふ。 (一一 11 一八〕 


九九 四 

〇 廿 三日 前 田 利 常 左 近衞權 少將に 任ぜら ろ。 (一一 3,0 

十 月 〇 十日 前 田 利 常 江戸よ リ歸 途大坂 出師の 令に 接す。 

0 き  ， 

〇 十 一 B 前 田 利 常 金澤！ i 歸 城す。 (lis) 

〇 十三 B 前 田 利 常 軍令, J- 定めて 之 LL 烦っ。 (一一 S 一 0 

〇 十四日 前 田 利 常 兵，^ 率 ゐて金 澤，^ 發 す。 alls) 

〇 十六 H: 前 田 利 常 越 前 麻生津 に 着し、 橫山長 知に 1$ 

ぴ 祿仕ゼ しむ。 ais<; 

〇 十八 B 前 田 利 常の 飛脚 Jig 川 家 康の許 LL 着し、 京都 

附近に 於け る 陣地の 指定.^ 求む。 (一一 S 几) 

〇 十九 日 前 田 利 常 近 江 大津に 着す。 (so) 

十 一 月 〇ニ03 前 田 利 常 兵 VJ- 河 內砂衬 に 進む。 (linn) 

〇 六日 前 田 利 常頜國 の衬肝 煎に、 戰昧中 博 馬 • 人足 

の 供給 vj< 怠るべからざる.^ 告 ぐ。 rrls) 

〇 十七 B 前 田 利 常住 吉に赴 さ ズ德川 家康に 謁し、 大 

坂 城 攻擊の 方法 V ^聞く。  OSS 

〇 廿  一 n 前 田 利 戦時に 際すろ 納税. 夫役. 奉公人 等 

の 事 LL 關 して 令 發す。 (1 一き 一) 

〇 廿 二日 大 坂に 於い 前 田 利 常の 臣富田 次 郎左衞 門 

その 陣營 ょリ 穴.^ 失して 出奔す。 olss) 

〇 廿四 3 前 ^利$ ？夬人 利 常 等の 軍陣 Li 在る V5- 以て 越 

中礪 波^ 塊^ 八幡 社に 祈禱 せし む。 ar ゴ 

十二月 〇 三日 大坂在 陣の前 田 知 好、 能 登 鹿 島 郡 府中 町民の 


是 


ii れろ銀 子 VJ^ 辭す。 (lis. パ) 

C 四 B 黎明 加， M の 兵大坂 城.^ 攻擊 し、 德川 家康の S 組 

. ^受 く。  (S 六) 

〇 七 B 能 SB„_ 珠洲郡 妙嚴寺 以下、 戦時に 際して 一 揆 VJ- 

催す 等の、、 となき.^ 謦 ふ。 (一一 さ) 

◦ 十九 CSM 田 利 常德川 家康に 謁す. >  (ーー3) 

〇 二十日 戰役 中に 於け る 頜內 農民の 心得. 令す。 

(ニー  8 

〇大 坂 冬 陣雜俎 0 一六 五) 

〇 廿 四日 前 田 利 常、 德 川家康 LL 謁す。 0 一八 三) 

0 〇 前 田 利 家の 女 千世 姬大 坂よ リ加賀 に歸 る。 (1KS 

〇 家中 不破彦 K 郎の妾 等.^ 4- 刑に 處す。 0 一八 S) 

〇 前 田 利 長、 越 中 射 水 郡 水 見の 上 日 寺に 山林.^ 寄進 

す。 (二八 五) 

元 和 元年 乙 卯  皇紀 ニニ 七 五 

月 〇 二日 前 田 利 常 江 州今津 に 着した る： と fj- 橫山長 知 

に 報す。 (二八 六) 

〇 二十日 前 田 利 常 越 中 新 川 郡 立山の 中宮 寺に 土地な 

寄進す。 (一一 八 六) 

〇 二十日 一 年 切の 泰 公人 及び 逃散の 百姓に 對 する 法 

令， 屮發 す。 (1 一八 七) 

月 〇 五 n 郡 舉-, 仃に <5s じ、 百姓に 對 する 非 分 • 過 役.^ 行 

ふ ものな き や，^ 調せ 一せ しむ。 (11 八 八) 

附錄年  表 


〇 五日 加 越 能の^ 人足. 傳馬 は、 朱印状.^ せす る 

もの 、外使役する，^-栈小す。 0 一九 0) 

〇 十六 日 前 ra 利 常 越 中 射 水 郡 氷 見 小堺 村の 勢大祌 

^151領.^|!^堵ぜしむ。 (一一 九 一) 

0廿六01.§越能三州に頟地.^^;?するもの 、軍役.^定 

む。 (一： 九 0 

四 月 〇 三 n 金澤 町の 諸稅 課役 等.^ 規定す 0  SS 

〇 十 八日 前 田 利 常、 金 澤.^ 鼓して 大坂 S 陣：， L 臨む。 

a き 

〇 廿六 R 前 ra 利 常 軍法，^ その 家中に 頌 つ。 冗 八) 

〇 廿 六日 能 登より 商人の 他國に 出づる vi- 禁じ、 及び 

竹 木に 關す る 規程 vs^ 定む。 (M00) 

五 月 〇 三日 前 田 利 政、 三輪 藤兵衞 に 夫役の 事 vs- 令す。 

i) 

〇 六日 奧衬永 福 佘 澤 幢寺 に 前 田 利 常の 戦勝ん， -祈念 

せし む。 (ーーー_〕 一一) 

〇 七 B 前 田 利 常の 兵 大坂城 岡 山 口に 戰ふ 0  soil) 

〇 八日 伊達 政宗の 陣ょリ 銃丸.^ 放ち， 前 田 利 常の 軍 

騒擾す。 (50) 

〇 九日 河原 维人 その 戦功 V5- 上申す。 0111) 

〇 九 a 堀 貼兵衞 その 戰功 VJ-h 申す。 0 三 0 

〇 九日 士：： 田 一 角 その 戦功な 上申す。 0ml) 

〇 九日 井上 勘 左衞門 その 戰功. ^上申す。 0 一 5) 

九九 五 


〇 九日 橋 爪 半-. * 衞 その 戦功，^ 上申す。 0 一 5) 

〇 九日 加須屋 式部 少 その 戦功.^ 上申す。 (一一 Is) 

〇 十 一 B 茨木 助 右衞門 その 戦功 va- 上申す。 01  一 5 

〇 十三 日德川 家康、 前 田 利 常の 軍功，^ 賞して 感 狀，^ 

授 く。 (き 

〇 十五 日 瀨川藏 人 その 戦功，^ 上申す。 (ーーー一 六) 

〇 十.！ ハ日前 田 利 常、 能 登 一 宮長 福院の 軍陣 見舞，^ 謝 

す。 (5 八) 

〇 廿四 rn 前 田 利 政 書.^ 生 島主 計に 與 へ て 利 常の 勝利 

. ^祝す。 (！ー 一一 八) 

〇 大坂夏 陣雜俎 Q 一一 九) 

六 月 〇 十八 日加 賀石川 郡 野 田の 桃 雪寺燒 失す。 01131) 

〇 二十日^ 原 一 孝金澤 の齊幢 寺に 對し贈 遺，^ 謝す。 

(gi) 

〇 廿 一 日 橫山長 知 亦 齊幢寺 li 對し贈 遺^ 謝し、 前 田 

利 常の 歸 期.^ 報す。 oils) 

閏 六月 〇 六 B 奥 村榮鄉 等大坂 L1 て 明 王院. 寶幢 寺に、 領內 

の大阪 落人^ 探索すべき 命.^ 傳ふ。 (一 §0 

〇 六 H: 德 川秀忠 京都 ニ條 城に て 眞言の 論義 試みし 

め、 前 田 利 常 等 之 1.^ 陪聽 す。 Q3 

〇 十九 日 前 田 利 常 參議に 任じ、 本 多 政 重. 橫山 長.^ 

は從 五位 下に 叙 せらる。 (Ills-) 

〇 廿 七日 德川秀 忠ニ條 城に 於い ズ舞樂 見、 前 W 利 


九九 六 

常 等陪觀 す。 八) 

七 月 0 十三 日 幕府 能 登 鳳 至 郡 總特寺 LL 對 して 曹洞 宗法 度 

.5- 定む。 QS 九) 

〇 十 八日 德川秀 忠、 前 田 利 常に 暇.^ 賜 ふ。 also) 

八 月 〇 十二  H 茨木 助 右 衞門等 大阪役 LL 於け る 己れ の功勞 

. ^具申す。 (ISO) 

〇 十三 日 奥 衬榮明 金 澤寶幢 寺の 贈 遺，^ 謝し、 前 田 利 

常の 近狀. ^報す。 (爱 二) 

〇 十四日 杉衬十 左衞門 大阪に 於け る 戰 功.^ 具申す C 

〇 十四日 岸 キ計. 伴 無理 兵衞、 大阪に 於け る 戦功.？ f 

具申す。 (星 o 

〇 十八 日加 賀江沼 郡 山中 溫. 1!^LL 代官，^ 置く  止め、 

百姓よ リ湯錢 の 運上.^ 納めし む。 

〇1 一十 B 前 田 利 常 能 登 鳳 至 郡總持 寺の 法度 vj- 定む。 

(靈) 

九 月 〇 廿八 日本 多 政 重、 父 正 信 に 牒し、 前 田 利 政の 子 直 

之.^ 將 軍の 小姓たら しめん-、 と， 乙 ふ。 owo 

十 月 〇 二日 前 田 利 常 越 中 新 川 郡 立山 寺 に 土地^ 寄進す 0 

i) 

〇 八日 宇喜多秀家の 女 § ^す。 (置 九) 

十 一 月 〇 七日 代官. 藏 奉行 及び 下 代の 貢 納米. 登せ 米に 關す 

る 取扱 規程，^ 定む。 (曼 九) 


〇 二十日 前 田 利 常の 子 光高 生る。 0 一六 一) 

十二月 〇 二日 田 畠. 男女の 賣 赏.^ 禁じ、 百姓の 出 稼 等 Li 關 

する 蜆 程ん、 定む。 S 六 5 

〇 九日 能 登のお 菜 役.^ 免除す。 S3 

〇 廿四 H 前 田 利 常、 加 賀江沼 郡 山中 溫. M の 湯 稅領收 

ま：，^ 與ふ。 0 一六 S) 

是 歳 〇 加賀藩 家中の 主なる もの、 交 名 0  013) 

〇 奥 衬榮賴 仕.^ 辭 して 加賀 藩.^ 去る。 OS ハ) 


元 和 二 年 丙 辰 


皇紀 ニニ 七 六 


正 月 〇 十一 日 前 田 利 常、 本 多 政 重の 勤務に 關 する 覺書 4< 

交付す。 01 六 S 

〇 廿 一 日 前 田 利 常 書，^ 本 多 政 重に 與 へ て、 前 田 直 之 

, ^江戶 LL 下さん、、 と.^ 幕府 LU 乙 はしむ。 0§ 

〇廿 七 口前 田利常夫 人懷胎 せ る て 熱 田神1ど に 祈 

纏.^ 求む。 owls 

四 月 〇 十八 B 前 田 利 家の 女 幸姬^ す。 0 一 ml) 

〇？J 川 家康、 前 田 利 常，^ 召して 遺言す。 (lllvs) 

六 月 〇 二十日 田. ar.i 關 する 制，. H!i め、 歩數 一段.^ 三百 歩 

とす。 owo 

七 月 〇 二日 能 登 林木 伐 侏！， L 關 する 法^. 5- 定む 0  0 一お) 

〇廿 六日 金澤 附近の 檢 地に 關 する 通牒，^ 發す 001 一七 九) 

八 月 〇 十五 日 能 登 一向 宗道 場の 屋敷 に 檢 地，^ 免除せられ 

ん-、 と， 化 乞 ふ。 (一一 一お) 


〇 二十日 百姓の 納机 以^に 来 資 する，^ じ、 又 

內の量 制，^ 定む。 a 八 0) 

〇廿 八日 切支丹 宗-; ^止に 關 する 高札 V5- 定む。 (一一 一八 一) 

〇 金 澤卯辰 山 卵 • 音 院の寺 地 鹎じ、 堂宇 逮 立の 工事 

に 着手す。 (一一 一八 二) 

九 月 〇 十一 日 家中の 準備 すべさ 軍器の 制，^ 吹む。 0 一八 11) 

〇 十七 n 納 ffiLL 關 する 細刖， ^代官に 令し、 租 一 石に 

付 口 米 八 升に 定む。 S 八 六 ) 

0 廿 七日 加 K 能 美 郡 尾 添 村の 溫 泉に 高札^ 與 ふ。 

0ー八九) 

十 月 〇 二 日加 賀能美 郡 小 松 多 太 神社に 社 地 及 ぴ社領 の 目 

錄，^ 附與 す。 0 一八 九) 

十一月 〇 三日^ 田 治 太夫 大阪 5 陣 に 於け る 戦功. ^上申す。 

io) 

〇 五日 領內 各驛に 於け る傳馬 役. 5- 定 む。 5 一九 一) 

十二月 〇 十 六日 惡錢選 擇に關 する 制、 及び 金 a! と^ 貨 との 

交換 比例，^ 定む。 (旯 一一) 

〇十六=!加賀國四郡各肝^^の袂^^として*  民揪ー 

挺に 付 米 二 升.^ 出さし む。 05 一) 

〇廿 一 日 前 田 利 常、 加賈江 沼 郡 山中？ i.H 水の 湯 稅.^ 領， 

取す。 (11 一九 六) 

〇 廿 六日 前 田 利 家の 子 利 孝 上野 七日 市 に 封ビら る。 
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是 歳 〇金澤の市1^|*^攻め近郊の道路.^修む。 (一一： 九 八) 

元 和 三年 丁 巳  皇紀 ニニ 七 七 

正 月 〇 十一 日 百姓の 夫役 及" ひ 小 役，^ 除 さ、 物 成 百 石に 付 

夫 銀 百 四十 目.^ 徵す。 300) 

三 月 oiA 日 前 田 利 常、 勢 神宮 領 として 能 登 羽咋郡 八幡 

村の 地 增 加す。 so 三) 

〇 十五 日 能 登 羽 昨 郡寶逢 金山の 親方 ，.5. 廢し 百姓の 自 

から 採掘す る，^ 許す。 Qg) 

〇 廿 六日 山崎久 兵衞大 阪夏陣 LL 於け る 戦功.^ 具申 

す。 (gno 

〇 廿 七日 前 田 利 常 越 中 諸 浦に 來ろ 他國 船の 入港税.^ 

徵し、 農民の 他國 脱出.^ 檢せ しむ。 (so 六) 

〇 重れて 大 阪役從 軍 者.^ 耩 查し 陪隸の 徒に 及ぶ。 

Q0 ち 

四 月 〇廿 三日 越 中 地 生 八幡 社の 神職に 前 田 利 常 夫人の 安 

產.^ 祈らし む。 (S 八) 

〇 廿九 rn 前 田 利 常の 子 利 次 生る 0  (H5 八) 

五 月 〇 十三 B 德川 秀忠、 前 田 利 常の 邸に 臨む。 QS 

七 月 〇 十六 n 芳春院 夫人 1  义す。 ss) 

〇 二十日 能 SI- 羽 咋郡瀧 谷 妙 成 寺の 日 鳳 寂す。 031 七) 

十 月 〇 二十日 前 田 利 常、 越 中 今 石 動永傳 寺に 寺 傾 .J- 寄進 

す。 (S1 八) 


十 一 月 〇朔3 前 S 利 常 越 中 礪波郡 域 生 八幡 社に 社領 VJ- 寄進 

す。 (E 二 0) 

〇朔0： 越 中 磯 波 郡 芹 谷 千 光寺に 制札，^ 立つ。 (silo) 

〇 三日 前 田 利 次 金 澤卯辰 山 觀音院 山 王 社 LL 詣で能 

奏せし む。 (I 一一 0 

〇 十五 日 越 中高 岡 城内の 天滿 宫，^ 金 澤.！ ^野 に 移す。 

(霧 一) , 

是 歲 〇 前 田 利 常 金の 御 羽織 衆.^ 定む。 Q13) 

〇 玉 C 水院 夫人 越 中立 山の 室 堂 再建す。 S 一一 七) 

元 和 四 年 戊 午  紀 ニニ 七 八 

二 月 〇 十二 日 高 島屋傳 右衞門 所有 船の 入港 稅， t% 除す。 

§•0 

〇 廿 七日 前 田 利 常、 越 中の 大山 左 兵衞に 命じ 鑣山 vJ? 

求めし む。 (I 二八) 

三 月 〇 十九 日 越 中 新 川 郡 直 谷 銀山の 納税 等に 關 すろ 規程 

. ^定 む。 a 一一 九) 

六 月 〇 十 A 日 修驗者 等 神前に 於いて 湯 立 *s< 行 は ざろ べき 

. ^誓文す。 (go) 

七 月 〇 十 B 大阪 兩陣戰 死者の 爲金澤 寶圓寺 に 寄進した る 

祠堂 金な 利^せし む。 (go 

九 月 〇 廿九 n: 前 田 利 常 越 中 趣 谷 銀山 Li 對 する 納稅 等に 關 

する 規程.^ 定 むで (n 一一 一 5 

〇 廿 九日 前 田 利 常 越 中 射 水 郡 水 見 一 宫 社の 旅理 に 神 


木の 下附 VJ^ 許す。 (isr- 

十 月 0 サ八 n 前 田 利 常 能 登 鳳 至 郡 輸島蓮 江 寺 LL 寺 1^.^ 寄 

進す。 (SIS) 

〇 廿 八日 前 田 利 常 能 登 鳳 至 郡 總持寺 LL 對 する 規程な 

定む。 (sm) 

十二月 〇 廿 一 日 前 W 利 常- 越中竊波郡安居寺に寺^5,^寄進 

す。 (霊 0 

〇 廿 一 日 前 田 利 常 越 中 射 水 郡 古 國府將 興 寺の 寺 領.^ 

增加 寄進す。 (gHO 

是 歳 〇 前 田 利 常の 干 利 治 生る 0  (きー八) 

〇 越 中高 岡の 町 肝 煎に 邸 地 及び 廩米 vJ- 與ふ。 (g 九) 

元 和 五 年 己 未  皇紀 ニニ 七 九 

二 月 〇 二日 前 田 利 常 金 澤卯辰 眞言 宗金澤 寺に 門前 屋敷 地 

寄進す。 QS 〔一) 

三 月 〇 十四日 越 中 竊波郡 里 山と 庄. 金 刚寺衬 との 山地 境 

界に關 する 爭議ズ ど 決裁す。 (go 

〇 サ 一 日 前 田 利 常加貿 河北 郡森ド 村の 館 紺屋な 金澤 

染ェの 棟梁たら しむ。 (ss 二) 

四 月 〇 朔日前 田 利 常 越 中 新 川 郡 片懸. 吉野等 諸 山に 關す 

る條 例. 定む。 QB 一一 一) 

〇 十七 日加 賀江诏 郡 敷地 天神の 祭禮 に 付 物品，^ 寄進 

す。 (S 望) 

五月 〇 十一 日 前 W 利 常 能 登 羽咋郡 一 宮社內 に 於け る鷺の 

附錄 年  表 


羽毛ん-他所 LL 出す-、 と 勿ら しむ。 CESS 

六 月 〇 加 賀石川 郡 白山 社の 銪 成る。 (SS 七) 

七 月 〇 十三 LT 加賀 石川^ 白山 社 落成す。 (g 八) 

十二月 〇 十五 U 前 田 利 常の 女滿姬 生る。 (BEO 

元 和 六 年 庚申  白 ニニ 八 〇 

正 月 〇 二十日 前 田 利 家の 子 利貞、 食祿 vs- 返して 致仕 せん 

とする の 意，^ 述ぶ。 (ま0) 

五 月 〇 二十日 奧衬榮 明 * す。 Qls) 

六 月 〇 十九 日 前 S 利 常 能 登 鹿 島 郡 府中 町 四十 物 船の 稅な 

定む。 OS 五) 

七 月 0 六日 前 S 利 家の 女 歸姬^ す。 3爱) 

八 月 〇 二  8 前 田 利 貞^す。 (！ SV) 

十一月 〇t 一  日 山 崎 &德投 す。 (望 九) 

〇廿 四 = 金澤城 火な 失す。 (B さ) 

閏 十一 一月 〇 十五 B 前 田 利 常、 加賀 河北 郡俱利 =^」 羅明 王院に 入 

災 見舞， ^謝す。 (Eg) 

是 歳 0 加賀潘 大阪城 修理の 助役 vJ* 命ぜら る。 33 一) 

〇sg 川 秀忠更 め V、 近 江 今 律弘川 二 邑.^ 前 田 利 常 •」 與 

ふ。 ss) 

0 金澤 LL 堀川 vJ- 開 £ ふして 加賀石 川郡宮 腰に 通ビし 

む。 S 六 10 

〇 馬鹿 踊 金澤に 流行す。 此の 前後 操. 歌舞伎 等亦大 

に 行 はる 0  00^ 

九九 九 


〇〇〇 


元 和 七 年 辛 酉  皇紀 ニニ A 1 

正 月 〇 二日 前 田 利 常の 女富姬 生る。 (s パ ち 

二 月 〇 二日 金 澤城螫 緒に 要する 木材.^ 大阪 ょリ徵 せんが 

爲近江 領今津 甚右衞 門に 命.^ 發す。 (1K 八) 

三 月 〇 十七 日 能 登 羽咋^ 瀧 谷の 妙 成 寺に 寺領， ^寄進す。 

〇 十七 B 能 登 羽 咋郡德 田の 安養寺 Li 寺！ g.^ 寄進す。 

五 月 〇廿 四日 災 後の 殿閣 1^ 興 造 せん， 沪爲波 着 寺 等に 本丸 

の 地鎮祭，^ 行ば しむ。 SS 

〇 廿五 n,s 田 光高 初めて 柬 下す 0  (S1 二) 

十 M 〇 八日 前 田 利 常 能 登 鹿 島 郡 府中 村靈泉 寺に 寺領. ^寄 

進す。 (E 七 二) 

十二月 〇 十四日 先に 波 着 寺 等 水 丸の 地鎮祭. ^執行せ し.^ W 

て 施物.^ 贈らる。 S 七 10 

〇廿  一 B 前 田 利 常加賀 河北 郡俱 利迦羅 不動 堂に 土地 

, ^寄進す。 (s 七 I) 

是 歳 〇 伊勢 踊大に 流行す。 S 七 10 

元 和 八 年 壬 戌  皇紀 一三 八 二 

二 月 〇朔= 能 登 珠洲郡 狼煙 村 門 田 LL 新衬. ^立てし む。 

(昌 

三 月 〇 三日 前 田 利 常の 女夏姬 生る 0  (S 八 一) 


七 月 〇 三 H 前 田 利 常 夫人 t5 す。 S 八 一) 

八 月 〇 八日： 大德院 夫人の 葬儀.^ 金 澤小立 野に 行 ふ 0(^5 

九 月 〇 高野山 西 光院の 跡に 天 德院. ^立つ 0  (E 八 S) 

是 歳 〇 持 筒 足輕榊 原文 藏.^ 牛 裂の 刑に 虚 す。 a 八 六) 

元 和 九 年 癸 亥  皇紀 ニニ 八コー 

二 月 〇廿 四日 前 田 利 長 夫人^す。 (1 八 八) 

四 月 〇廿 七日 能 鹿 島 郡 小島 村 愛宕 寺 LL 邸 地.^ 與 ふるの 

證齊， ^下す。 so 

〇廿 七 n! 能 登 鹿 島 郡 小島 村 常 通 寺に 邸 地，^ 與 ふるの 

證 書，^ 賜 ふ。 S 九 六) 

八 月 〇 天德院 夫人の 侍女 自 す 0  (E 九 七) 

閏 八月 〇 二十 B 能 登 鹿 島 郡 所 n の 一向 僧， 門徒 支配に 關す 

る爭議 VJ^ 裁决 す。 OS 二) 

十 刀 〇 六日 加 賀石川 郡 佐那武 社の 祌主少 兵衞、 同 神主 三 

郎.^ 訴ふ。 (_SSD 

是 歳 〇 天德院 夫人の 菩提 VJ- 弔 ふ 爲小立 野 LL 天 德院. ^建 

つ 。 

〇 前 田 利 常 幕府よ リ越前 侯 松 平忠直 征討の 內命に 接 

す。 08 


甲子 


皇紀 ニニ 八 四 


寛 永 元年 

二 月 〇 十七 日 代官 諸 給 人の 年貢 来徴收 LL 關 する 心得.^ 定 

む。 (i) 


三 刀 〇 不破彦 三 光昌 投す。 OS 八) 

六 月 〇 十二 日 奧衬^ 豫守永 S 卒す。 (Kno) 

〇 十八 日 前 田 利 常の 子 某 す。 G!s) 

七 月 〇 三日 天德院 夫人の 法 會，^ 天德 院に修 す。 on ち 

八 力 〇 五日 加 賀石川 郡の 佐 那武社 極 位に 進めら る、 の宗 

源宣旨 * ^得。 (S 七) 

十 月 〇 遊行 上人 加賀に 巡錫し、 金 澤淨？ i 寺 に 止まる。 

十 一 月 〇 七日 德川家 光、 前 田 利 常の 物な 献 じたる. ^謝す。 

01 一八 ソ 

〇十七日野村五耶兵衞重猶^^す。 (Ifn 九) 

十二月 0 廿 九日 天 & 座の 收入. ^上納す。 (Mo 

寬永ニ 年 乙 a  皇紀 ニニ 八 五 

二 月 〇 二十四日 玉泉院 夫人 三 周忌 > ^金 澤淨躐 寺に 行 ふ。 

i 一) 

四 月 〇 十九 B 富 田 越後 守 重 政 卒す。 (s 一一 一一) 

五 月 〇 廿 七日 金 澤の侍 町に 於け る椅梁 改築の 法，^ 定む。 

(5 一。) 

八 月 〇 朔日能 登 羽咋郡 大福 寺 衬高爪 山觀昔 堂の 管理に 關 

し、 衬 吏より 請^. 徵す 0  Q3S 

十二月 〇 朔 日加 賀能美 郡 小 松 町 絹 機の 運上 頜收 書. „5< 與ふ。 

il) 

0 十三 日 加賀石 川郡劍 村の 蟠燭 役 LL 受領書，^ 與ふ。 
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(霊) 

是 歳 〇 井上 勧 左 衞門長 政 病死す。 Qg) 

是 歳 〇 進物 奉行 小 林 庄兵衞 及" ひ 公 iie- 揚 W 人 大隨： ^左衞 門 

死刑 LLfsv- らろ。 一六) 

寛 永 三年 丙 寅  皇紀 ニニ 八 六 

正 月 〇 酒價 一升 銀 三分 五 厘より 三分の 間 に 在り。 (ま 一 0 

二 刀 〇 せ 四日 前 E 利 常の 女 a 鶴姬、 森忠廣 に 嫁す OOSO) 

三 月 〇 六日 前 田 利 常 龜鶴姬 の 成婚.^ 德川家 光に 謝す 0 

i) 

〇 十八 R 前 田 利 常 越 中 に 放 it 仃 ふ ，^以 て 傳馬 ^ 出 

さしむ。 

四 月 〇 十五 n 金， t 附近の 捕 鳥 LL 關し 法度.^ 定.； 30  QS 

〇 是 月より 八月 LL 至る まで 大に旱 す 0  (sg) 

七 月 〇 前 田 利 常 上洛し ズ本國 寺に 節す。 (His 二) 

八 月 〇 十九 n= 前 田 利常從 三位 權中納 言と なる。 Q5 

九 月 〇 六日 後水尾 天皇 ニ條城 LL 幸し、 前 田 利 常 之 LL 供奉 

す。 (gs) 

是 歳 〇 前 田 光高 江戶 LL 赴く。  (n-so 

〇 法 華 法 印 日 翁、 前 田 利 常の 臣 となる。 so 

寬永四 年 丁 卯  お A 紀ニ  二八 七 

正 月 〇 二日 金 澤天种 座の 手數 料，^ 定む。 (nino 

三 月 〇 廿 四日 見 立檢地 等に 關 する 法 定む。 SB 

1〇〇一 


〇〇 二 


九 月 〇 十三 B 前 田 利 常、 德川家 光の 茶會に 招かる o(g 一一) 

〇 十七 B 金 澤の魚 商に 關 する 規^ *^<定 む。 (KI さ 一) 

〇 廿 八日 前 田 利 常の 士石 來吉加 幕臣と なる。 

十二月 〇 廿 三日 今枝宗 二重 直 卒す。 (gE) 

寬永五 年 戊辰  皇紀 ニニ 八 八 

正 月 〇 十二 日 前 田 利 常 茶 入 袋 等 力 ^ 德川家 光 LL 献す ocsal) 

二 月 〇 二 8 前 田 利 常 家臣の 大阪城 修築に 從事 する 者の 心 

得.^ 定む。 (五 六 二) 

〇 十 R 貸 米. 貸金の 利息 等の 蜆 程， < ^定 む。 (ws) 

〇 十 m 能大夫 竹田權 兵衞， .J. 扶持す。 (K 六) 

三 月 〇 十八 B 加賀石 川 郡 佐 那武社 神主 小 三郎， 同 神主 少 

兵衞 vj- 訴ふ。 OS 六 七) 

六 ガ 〇 二十日 前 田 利 常 頷 内の 魔 場 に 捕 鳥 禁止の 制札，^ 立 

つ べき^ 令す。 

〇廿三日前田修理知好京師に§^す。 s さ 一) 

八 月 〇廿 三日 金澤 町の 貧擔. 風俗 等に 關 する 規程 定む。 

(S 

十 月 〇 十六 日 德川家 光、 前田利常參覲の期，^*來春11延べ 

しむ。 

〇廿 二日 前 田 利 常 白 炭 等^ 德川家 光に 献す。 

〇廿 八日 前 田 利 常 加 賀染の 手綱，^ 德川家 光 LL 献す。 

i) 

十一月 0 十九 日 前 田 利 i ぉ染顱 等.^ 德川家 光に 献す。 (use 


十二月 〇廿五日前^利、^€石淸水八幡宮に五拾石の地，^寄進 

す。 01 八 三) 

〇廿 だ 日 前 田 利 常 能 登 白^ 営に 命じ、 殿 に その 神齊 

, ^管理 乜 しむ 0  QB 

寬永六 年 己巳  皇紀 二 1ー< 九 

正 月 〇 十六 日 能 登 に 於け る 石 清水 八幡宮 領に關 して 書な 

法帱 坊に與 ふ。 (nKi) 

〇 十七 日 家中の 應に關 する 制限， ゃ定 む。 Oslo 

〇 廿 四日 前 田 利 常 石淸水 八幡宮に 能 登 昨 郡 古崎の 

地.^ 寄進す。 01~八5 

二 月 〇 朔日金 澤淨禪 寺.^ 吹めて 玉 泉 寺と 稱し、 爾後 その 

天滿宮 に 月次 述 歌.^ 行 ふ。 Q 八 六) 

閏 二月 〇 十八 日金澤 神明 社の 社 地 vi< 增加奇 進し、 次いで 社 

殿 .^se! 立せ しむ。 OS;) 

11ー 月 〇 廿七 n 前 田 利 常、 德川秀 忠-家 光の 臨 邶，^ 迎 ふる 

が 爲金澤 の 町人 數名. ^出. W 乜 しむ。 (緊 七) 

四 月 〇 五日 西 尾 人金澤 神明 宮 社殿 造 營 LL 關 して 書.^ 

る。 (き 

〇 八日 德川 秀忠、 前 田 利 常に 茶，^ 饗 す。 SS 

〇廿 三日 前 田 利 常 前名 利 光，^ 吹め 世子 犬 千代 加冠し 

ズ松平 筑前守 光高と 稱す。 S 八 九) 

〇廿四日前5;光<€;:^川秀忠に^|しズ刀，^-献す0^九ニ 

〇廿 六 n 德川家 光、 前 S 利 常の 本鄉 邸に 臨む o( 究 一) 


〇 廿 九 n 德川秀 £5 前 田 利 常の 木鄉 邸に 臨む。 (Iti 九 八) 

山ハ 月 〇 三日 神 谷 信 S§ 守 守 孝 卒す。 (六 01) 

十 月 〇 廿 二日 ^川 秀忠、 前 田 利 常 等 LL 茶 饗す 。(さ 五) 

十二月 〇 廿 三日 加 賀石川 郡 ^村の 蠟燭役 領收書 vi- 與ふ。 

i) 

寬永七 年 庚 午  皇紀 ニニ 九 〇 

二 月 〇 二日 能 登 羽 咋郡賓 達 金山 LL 對 する 從來の 規程 從 

業者に 告ぐ。 (六 so 

四 月 〇 朔日前 田 利 常、 國產の 海苔.^ 献じ德 川 家 光の 內書 

^受 く。 (さ 七) 

〇 廿 八日 乗物に 閼 する 規程.^ 定 む。 ag) 

五 月 〇 二十日 前 田 利 長 十七 回忌 法 會.. 越 中高 岡瑞龍 寺に 

行 ふ。 (SA) 

〇 廿四 y 山 崎 長 門 光式投 す。 ao 八) 

六 月 〇 十六 日 近 江 國今津 村の 甚右衞 ^に 加复 藩の 米 魔 

設 くべき 準備 vj. 命す。 Qoo 

〇 前 田 直 之 等 金澤に 於いて 鬪 諍す。 (50) 

七 月 〇 金 澤城內 に 伴 ひ 得る 供 廻の 人 數> ^定 む。 0;ー5 

八 月 〇 四日 前 田 利 常の 女 翁 鹤姬殁 す。 als) 

〇 廿 二日 三輪 志 摩 長 好投す。 Qlno 

九 月 〇 十四日 前 田 利 常 新 鮭.^ 献じ、 德川家 光の 內書 V5- 受 

く。  Ql 六) 

十 月 〇 六日 能 登 鹿 郡 石 動山大 宮坊勸 進す る. 5- 以て 周旋 
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すべさ， ^命す。 Q-..0 

〇 十五 日 前 田 利 常 白 炭 VJ- 献じ、 德川家 光の 內 書，^ 受 

く。  §) 

十二月 〇 七日 前 田 利 常德川 秀忠に 物，^ 献す。 Q 一七) 

0 廿 一 日 諸士の 衣服. 家屋. s 宴 等に 關 して 規程.^ 定 

む。 (六1七) 

〇 廿 三日 老臣 等更 士の 衣服. 家展 等に 闢 する 規 

令.^ 敷衍す。 (六 10 

〇廿 五 B 元日 出仕の 衣裳に 關 して 令す 0  (六 110) 

〇 廿 九日 SS 士の 衣服に 關 する 制限，^ 追加す。 (さ 一 0) 

是 歳 〇 前 田 利 常 • 光高、 前田貞 里の 邸 LL 臨む。 U01 一) 

〇 九 里 覺右衞 門 殁す。 

〇 初めて 別 宮未行 置く。 (六 一二) 

寬永八 年 辛 未  皇 三 一九 一 

正 月 〇 十八 CH 更に 衣服の 制限 LL 關 して 令す。 (さ 一 一一) 

三 月 〇 三日 金 isKK 寺 LL 前 田 利 家 三十 三回， お 法 舍.^ 替 

む。 (さ 一一 一一) 

〇.Kn 前 田 利^の 生母 表； 蹄 院^す。 (さ 15 

〇 六日 德川家 光 秦， 鹏院の 逝去. ^弔す。 05 

〇 十三 日 農政に 關 する 法規，^ 定 む。 (六 一一ん) 

〇 十三 3 越 中祌通 川に 架す ろ 舟 横の 舟.^、 國中屋 別 

の 出 銀.^ 以て 造らし む。 aEO) 

〇 烏 丸中納 t 一 2 光房 壽； P ね院の 逝去 プヤ 一? す。 c;so 

一 〇〇 三 


一 〇〇 四 


四 月 〇 十四 R 金 澤城燒 失す。 QE 一) 

b 二十 R 徳川家 光、 前 田 利 常 vi- 慰 15 す。 aiHo 

〇 廿 七日 德川家 光 使.^ 金 澤に造 はして 物 vi- 前 田 利 常 

に 賜 ふ。 (六 11 六) 

〇 金 澤城災 後の 興 造に 着手す。 aso 

五 月 〇ニロ 虱 5^に 關 する 法規，^ <ム 布す。 QS 八) 

〇廿 九 n 德川家 光、 前 田 光高の 病狀， ^間 ふ。 aso 

〇 晦日 前 田 利 常、 岡 田 伊勢 守 等に 火災 Li 關 する 慰問 

謝す。 (so 

六 月 〇 六 CH 閣老等 前 田 利 常の 金澤城 二三 ノ 丸.^ 併ば 起工 

せんとの 願意 許された る，^ 告ぐ。 Qs) 

〇廿 九日 閣老等 前 田 利 常が 殿閣 造營の 許？ 5-.^ 得た る 

謝した るに 復 « す。 一) 

七 月 〇 二十 cn 德川秀 忠の病 病 平癒. 加 賀石川 郡 白山 社 LL 

祈らし む。 (SS 二) 

九 月 〇 十五 n 能 登 鹿 島郡靈 .MHi- に 土地 寄進す。 aw 二) 

十 月 〇 上旬 重 2 て 大阪に 於け る 戦功の 士. MA す。 (S 二) 

十 一 月 〇 廿 五日 前 田 利 常. 光高 江戶 LL 向 ふ。 幕府 加 K 藩の 

行動.^ 疑 ふの 風聞 ありし 故な リ。 QS 

〇廿 八日 災に處 する 法規. ^八ム 布す。 (六 一； S) 

十二月 〇 四日 金澤の 消防 LL 當る 諸士の 組.^ 定む。 acg) 

〇 十. K 日 明年 以降 刻 煙草 螫業 禁 する 令.^ 八，？ 布す。 

〇廿 七日 前 田 利 次侍從 LL 任じ 松 平氏 V ^冒す。 


是 歳 〇 加 K 石 川 郡鶴來 村に 一 閑 院.^ 營み金 澤寶^ 寺の 膠 

居と す。 (r^c 

〇 加 K の 山地 子の 米納 坟 めて 銀納 とす。 (パパ 七) 

〇 前 田 利 常 家中の 子弟， ^抜擢し 供 廻と なす。 (六 六 八) 

〇 金澤 川の 河原.^ 屋敷 地と す。 

寬永九 年 壬 申  皇紀 ニニ 九 二 

正 月 〇廿 七 = 前 田 利 常、 德川家 光に"！： され ズ 登城し、 そ 

の 面 命.^ 受く。  u せ 一) 

二 月 〇 五 R 德川家 光、 前 田 利 常 等に 前將 軍？. ほ 物の 金銀.^ 

頃つ。 (io 

三 月 〇 廿八 n: 前 田 利 孝の 子 利豐、 初て ifj 川 家 光 LL 謁す。 

Gi) 

〇 下旬 前 田 利 常の 子 小姓 等江戶 にて 決 鬪 ぜんとす。 

(ま 

四 月 〇 十 = 前 田 利 常、 德川家 光より 米. ^贈らる。 a 七ち 

〇 上旬 今 柱 氏 部の 臣山木 九 郞右衞 門江戶 にて 人.^ ま 1 

し 失踪す。 (WW 

七 月 〇 十二 日靑木 新兵 衞正 支^す。 (•：； 八 0) 

八 月 〇 廿五 n 前 £ 利 常 • 光高 用 所の 金子.^ 借る 0  (六 八 一一) 

九 月 〇 朔日德 川 家 光、 前 田 利 常の 病.^ 間 ふ。 as) 

〇 二日 前 田 利 常 登城して 德川家 光の 病. ^問 ひたる，^ 

謝す。 Gxc 

十二月 〇 五日 能 登 羽 咋郡大 念 寺：？ の 內に若 狭の 漁民 等新衬 


, ^創立す る.^ 許す。 a 、八 S) 

〇 十三 日 前 田 光高、 德 川 家 光の 養女 大姬と 婚.^ 定む。 

(六 S 

〇^|九日前田利常.光高登城して成婚^5~謝す0  (六 八 七) 

〇廿 五日 前 田 利 政、 光高の 成 娘..^ 賀す。 (六 八 九) 

〇 廿九 = 江戶辰 口の 上屋敷 類燒 す。 G; 八 九) 

是 歳 〇 金 澤城內 へ 犀 川の 水.^ 引く。 (究 二) 

寬永十 年 癸 酉  皇紀 ニニ 九 三 

正 月 〇 二日 江戸 辰 口の 上 展 敷 興 造 LL 着手す。 0; 九ム) 

〇 十 一 日 德川家 光、 前 田 光高に 銀 子 V？ ^贈る。 G; 九パ) 

〇 廿 七日 前 S 利 常， 先 LL 光高， i> 東照宮 勸 請の 許可 

得た る 1^ 謝す。 0; 九へ 0 

二 月 〇 十三 日 德川家 光、 前 田 利 常の 邸 地に 連續 する 町屋 

敷 與ふ。 (< 九 七) 

0 廿 三日 前 田 利 常 海中よ リ？ おた る 刀 鈕.^ 德川家 光に 

献す。 (まち 

四 〇 十二  R 來月朔 日より 新 極印 銀の 通用 V5- 命す。 Q 九 八) 

〇 十七 B 新 極印 銀 禱造. ^算用 場 に 令す。 (交 九) 

〇 駄 荷. 駄貸 及び 馬方の 法規.^ 定む。 OS0) 

〇 能 登 羽 咋郡大 念 寺 新 村に 移住し-^ る若狹 漁民 その 

宗 da 腐 出づ。 (さ 一) 

六 月 〇.- ハ日新 極印 銀 及び 錢 遣の 法規. 定む。 (七 0 一一 一) 

〇 九 里 甚左衞 門 正 貞^す。 (七 0E) 
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七 月 〇 十 s:= 前 田 利 政 卒す。 (さ S) 

八 月 〇 金 澤の. g 大橋 上の  一：？ 物 搬に關 する 法 规な定 む。 

(き 

十 月 〇 四日 加 K 能 美 江 沼 二 郡に 能 登 鹿 島 郡 石 動 山の 勸進 

僧>^-宿泊せしむべさ^^55す。 (七 0 九) 

十一月 〇十ニ日加贺河北郡に能ぉ庇島郡石動山の勸進^3.^ 

宿泊せ しむべき.^ 令す。 (vlo) 

十二月 〇 五日 德川家 光の 養女 大姬前 田 光一：！ I に 入 奥す。 二) 

〇 五日 德川家 光 等 前 田 光高 夫人 附の 用人に 心得 な 

與ふ。 (七 一一 一) 

〇 七日 前 田 光高 夫人 入 輿 第三 = の 儀 vJ- 行 ふ。 Q 二 S) 

〇 廿五 nn 前 田 利 常 光高 登城して 成婚， ^謝す。 (七  一一 _0 

是 歳 〇 越 中 礪波郡 地 生 八幡 社の 本殿.^ 與す。 (七 IK) 

寬永十 一 年 甲 戌  鬼紀 ニニ 九 四 

二 月 〇 朔 日加 賀 藩の 老臣 德川家 光 に 謁す 0  (七 二 七し 

三 月 〇 九日 德川家 光、 前 田 光高に 茶.^ 缠 す。 G_ 一一 七) 

春 Q 金澤 本願 寺 末寺 vi- 移 築す。 (七 一； 0 

四 月 〇三8 德川家 光、 前 田 光高に 南蠻 犬，^ 贈る。 (ま 一 0) 

〇 下旬 前 田 利 常 红 戶ょリ 下リ尋 いで 上洛す。 QMO) 

五 月 〇 廿 二日 前 田 利 家の 女 豪姬投 す。 (七 Ml) 

〇廿 三日 前 田 光高 江 戶，^ 發 して 上洛す。 (七 Hill) 

六 月 0 廿 五日 前 田 孝 成 に賓 情 整理の 方法， ^示す。 Q3a 

七 月 0 十一 n 德川家 光 入洛し" S 田 光高 之，^ 大津に 迎ふ。 

1 0〇 五 


一 〇〇 六 


〇 十八 日 德川家 光參內 し、 前 田 光高 之，^ 四 脚 門に 迎 

ふ C  (お 一 H0 

閏 七月 〇 前 田 利 領内の 草 高 及ぴ租 額，^ 上申す。 (ま 一六) 

八 月 〇 四 CH 德川家 光、 前 田 利 常の 所領，^ 安堵 ゼ しむ。 

(き〕 

〇 前 田 利 常 京師よ リ金澤 LL 歸る。 G さ 八) 

〇 金澤城 玉痰院 丸の 庭園 *^ 經營 す。 (き 0 

九 月 〇 十九 日加^ 能 *K 郡 小 松の 皮 多に 邸 地，^ まハふ o( 七 so 

〇 廿七 B 前 田 利 常 正月 十五 日 以前 發程 參覲 すべ から 

ざる 命 受く。  a-s 一一) 

十一月 〇 京都 興 臨院に 修理 料. ^贈る。 (七 S5 

十二月 〇 八日 能 登 鹿 島 郡 和 倉 温. 1!^ に、 湯 稅領收 書.^ 與ふ。 

S 一一) 

〇 十三 B 加賀江 §5 郡 山中 溫 泉の 湯稅額 定む oo-s 三) 

〇 十五 nl 前 田 利 治從四 位下 飛驟 守と なる。 (S 四) 

〇 廿 .一 ハ日津 田 遠 江 守重久 卒す。 G-1S) 

寬永 十二 年 乙 亥  皇紀 ニニ 九 五 

正 刀 〇 七日 町人 百姓の 領 外-..! 出 づる者 LL 關 する 法 蜆，^ 定 

む。 (七 S 七) 

〇 十五 日 m 田 利 常 先に 利 治の 叙爵せ られ たる.^ 謝せ 

しむ。 Q5 

〇廿 九日 前 田 利 常江戶 に參覲 す。 QK) 


二 月 〇 九 B 侍 屋敷 及び 町方の 火災に 關 する 法規，^ 定 む。 

(き 

四 月 〇 十日 能 登羽咋 鹿島兩 郡の 十 村 肝煎^ 命す。 G-g) 

五 月 〇 九日 金 澤町大 LL 《く 0  oslr) 

〇廿 六日 越 中礪波 郡隱尾 村と 湯 尾 村との 山 論，^ 裁決 

す。 (七： さ 一) 

0 晦日 前 田 利 常 就 封.^ 命ぜら る。 QSD 

七 月 〇四0； 能 登 鳳 至 郡 輪 島 索 数の 請 取 書，^ 舆ふ。 G-S) 

0 一 一十 n 越 中 碟波郡 隠尾 村の 山； siLi 關し 八ム事 揚ょリ 

指令，^ 與ふ 0 

八 月 〇 廿 六日 伊豆 及び 江戸に 遣す 奉公人の 法規 定む。 

〇 金 澤寶勝 寺 干 岳 如來寺 2 文と 論爭 す。 

九 月 〇 二十日 前 田 利 常の 女 滿姬淺 野 光 as に. 嫁す。 (七 K 八) 

〇 廿ニ  H 前 田 利 常. 光高 登營 して 滿姬の 婚儀 終る 

謝す。 QM な 

〇廿 九日 靑地四 郞左衞 門 元 珍^す。 (七 さ) 

十 月 〇 七 n 德川家 光武 藏板 橋に 狩し 前 田 光高 之に 從ふ。 

so) 

〇 十八 日加 M 河北 郡に 出 銀 鍬 役 米に 關 する 手緩 vj- 令 

す。 (七 2) 

十一月 〇 四日 先に 加賀藩 初て 町人に 用金.^ 課し 是 n 命に 應 

じたる もの 貧す。 (ま 九) 


十二月 〇 丑 日 能 登 羽咋郡 逢 金山の 裁許 役. ^命す。 (七.パ六) 

〇 六 H 走 百姓 土木 贷借 衣類 等の 法 蜆 追加す。 (七パ 七) 

〇 十八 日加 賀 河北 郡 竹 橋 衬の郡 役，^ 免除す。 (七 七 0〕 

寬永 十三 年 丙 子  皇紀 ニニ 九 六 

正 月 〇 八日 江戸 城 惣郭の 造營. ^前 田 利 常. 利 孝 等に 課す。 

i) 

〇 十  一 B 金 見 七兵衞 玉金賣 却の 利 分^ 上納す。 (七 七 一一 一) 

〇 祌戶 洁右衞 門^す。 (w:€ 

二  〇 七 n 前 田 利 常， 江戶城 工事の 進抄， ^松 平忠昌 に吿 

ぐ。 (七 七 六) 

三 月 〇 廿四 S 橫山知 洁、 兄與 知の 後，^ 繼ぐ 爲江戶 LL 召さ 

る。 (七 七 七) 

〇 廿八 B 德川家 光、 前 田 利 常 に 暇,^ 賜 ひて 國に 就か 

しむ。 (さ 七) 

四 月 〇」 ハ H 富 山 藩 金澤 銀座 LL 鑄 銀 灰糟の 賣却價 柊.^ 問 

ふ。 (き 

五 月 〇 朔日橫 山 知淸、 兄 興 知の 家督 相績. ^命ぜられ たる 

な！！^ 川 家 光に 謝す。 (£- 八) 

〇 廿 一 日大音 主馬 ぼ用^ す。 (七 七 九) 

七 月 〇七1 前 田 利 常、 光高に その 臣 安見 隱岐. ^能 登 LL 流 

すべき，^ 告ぐ。 G-八ー) 

〇 廿 八日 錢貨 通用に 關 する 幕 令.^ 領内に 傳 達す。 

i) 

附錄年  表 


八 月 〇 十八 H 越 中 射 水 郡 光？^ 寺 その 寺铖 安堵 せん、 -と 

, ^請 ふ。 

〇 廿三 R 能 登 羽 咋郡矢 駄村加 茂 社 修理の 爲神 林の 抹 

i^vj< 許す。 (V 儿六) 

九 月 〇 十三 日加 贊 河北 郡 山上 春 B 社の 神主，^ 補す。 (お 七) 

十 一 月 〇 十三 日 作 事 奉行 LL 關 する 法規，^ 定む。 Q 九ち 

十二月 〇 七日 加賀 能 美 郡 小 松 町に 於いて 直賣 買す る 親に 對 

し納稅 せし むべき vJ- 命す。 

0 十三 日加 Sn; 藩の 鹿 米，^ 市人 平野 屋半助 等に 拂 げ 

られ たる，^ 以て 登城して 恩，^ 謝せし む。 SS) 

是 鼓 〇 中 衬刑部 家正投 す。 (八 0 二) 

〇 領内 百姓の 年貢 輕减 乞 ふ もの 多き， .5- 以て 代官の 

不 H^,^ 質さし む。 (八 OS) 

寬永 十四 年 丁 丑  皇 3- ニニ 九 七 

二 月 〇十五日藩侯に從ひて顿外に出でたる者の賄料^*^支 

給の 制.^ 定む。 (八 10) 

〇 十 九日 收納 来. 夫傳馬 • 出 銀. 見立檢 地 等の 事 に 閱 

して 令す。 (八 一 5 

〇 廿 .KB 江戸に 勤務す ろ 小姓 等の 扶持 方 代 銀 給 规ハ. R 

法 vi> 定む。 (八 s) 

三 月 〇 九 R 越 中高 岡 神明. 八幡. 熊 野. 稻荷. 大木 宮に對 す 

る 寄進 地の 印 物，^ 吹む。 (八 一 パー 

〇 十四日 藩侯に 隨 ひて 江戶 及び 京に 至る 荷物 人馬の 


貸 銀 YJ- 定む。 (八 一七) 

〇 十六 日加 賀石川 郡 営 腰に 於け る 能 州 韆の賣 却、 薪 

の 購入 及び 傳 馬に 關 する 法 规.^ 定む。 (八 一九) 

〇 十八 日 堂形藏 米の 取扱 法規，^ 定 む。 (八 110) 

〇 二十日 代官 所 收納米 等の 事に 關し 令す。 (八 一一 二) 

〇 廿 四日 加 賀能 美. 扛沼ニ 郡の 郡 奉行に その 心得.^ 

示す。 ス 一一： 一一) 

〇 廿 五日 金 澤の 町政 に 關 する 规定， ^令す。 (八 1110 

〇廿 五日 加 賀能美 郡 小 松 町の 製 親檢査 仃ふ 者の 給 

銀 LL 就いて 令す。 (八 ーー<) 

閏 三月 0 二 B 能 登 鳳 至. 珠洲ニ 郡の 收納方 等.^ 令す。 (八 一一 C 

〇 三日 算用 場 Li 於いて 取扱 ふ 諸 件 vi- 令す。 (八 1  一一 0) 

〇 四日 越 中 富 山 在住の 前 田 八左衞 門に 與 力の 侍 及び 

鐵炮 者.^ 附 する， ^令す。 

〇 五日 頟內 農民の 他國に 在る もの^ 調査し 歸 住せし 

む。 (八 1) 

〇 六日 諸 町人 の 木 斛.^ 萍頜 したる もの 請 書 上つ 

る。 (八 liHO 

〇 九日 金 澤野町 千 手院に 護摩 用の 木.^ 伐採す る，^ 許 

さしむ。 (八 一一 一六) 

〇 十日 金 澤の天 种屋彥 M 郎等 朱 染紙封 銀.^ 小判と 交 

換し 之.^ 上つ る。 (金ち 

〇 十四日 金澤 城内 夜 廻の 常 番^ 定む。 (八 一一 一八) 

〇 廿ー 3 領內 百姓の 他圃 に 出づる ものに 歸國乜 しむ 


一 〇〇 八 

べき，^ 令し、 越 中に 目安 奉行，^ 匮 く 0 

〇 廿六 n 士人ぉ 屋敷の 一 部分,^ 贷す もの 、 過怠、 及 

び 地 子 屋敷の 地 子 銀 額 等，^ 定む。 (八 El〕 

〇 召 仕の 女房 給 銀. 賄 料. 薪炭 等に 關 する 法規，^ 定 

四 月 〇 廿 一日 風俗に 關 する 制限.^ 令す 0  ( 八 El 一一) 

六 月 〇 四 =5 七日 市 藩 a 前 田 利 孝 江戸に 卒す。 (八 BHO 

〇 上旬 前 田 利 常、 肥 前 長 崎に 珍 器.^ 購 tl しむ o( 八 K) 

夏 〇 驅 落の 男女 加 賀石川 郡 白山 社 神主に 邸 LL 於い ズ變 

死す。 (八 W1) 

九 月 〇 八 B 前 田 利豐七 R 市 藩侯と なる。 (八 五 二) 

十 月 〇 島 原の 亂 起る。 尋 いで 前 田 利 常 • 光高、 足 輕，^ 從軍 

せ しむ。 (八 g) 

是 歳 〇 農民に 敷 貸 米の 制 始め、 一般に 贷 借の 利子 定 

む。 (八 g) 

寬永 十五 年 戊 寅  皇紀 ニニ 九 A 

正 月 〇 十三 B 前 田 光高 痕瘡. ^病む vJ- 以て、 越 中 碟波郡 地 

生 八幡 社 LL 平癒.^ 祈らし む。 sa 

〇 十九 日 德川家 光、 前 田 光高の 疱. 瘡 癒えた る，^ 以て 

物.^ 贈る。 (八 m 七) 

二 月 〇 四日 前 田 光高 夫人 疽療 病む l^w て、 三 家 等柳鸷 

に 登 リズ その 狀 問 ふ。 (八 五八) 

- 〇 十 n 前 田 利 常、 澤庵 和尙の 物, ^贈りた る. ^謝す。 


(八！？！ 八) 

〇 十三 n 前 田 光高 夫人の 痘疳 癒えた る， ^以て、 德川 

家 光物 贈る。 (AUK) 

〇 小者の 給 銀.^ 制限し、 又 農民の 領 外に 赴く ことな 

からしむ。 (八お。 

四 =; 〇 六日 普請 奉行の 心得 vi- 定 む。 (八 さ) 

五 月 〇 二日 前 田 利 常 就 封の 暇. 受く 0  ( 八 六 一一 一) 

〇 十九 R: 前 田 利 常 就 封の 爲 江戸.^ 鼓す。 (八パ S) 

六 ヌ 〇 十四 n 北國 に 砂，^ 降らす。 (八 六 S) 

〇 廿五 n 夫 銀 及-び 打 銀に 關 する 法規 > ^定 む。 (八 六 5 

〇 廿五， 日 往還の 道路橋 梁 及. び 用水の 費用 支出 方法.^ 

定む。 §0 

七 月 〇 十七 = 能 登 凰 至郡總 持寺內 の五院 等、 本 寺 住職 等 

の 事 LL 關 して 協約す。 (A 七) 

八 月 〇十= 德川家 光、 前 田 光高の 病 v?^ 間 はしむ。 (八 六 八) 

〇 十八 日加 賀石川 郡 営 腰 着の 能 登驢の 計算 皆濟 狀.^ 

與ふ。 (八 六 八) 

九 月 〇朔1^ 前 田 利 常 加 賀江诏 郡 敷地 天神の 社 頟.^ 安堵^ 

しむ。 (八パ 九) 、 

〇 五日 新 極印 銀.^ 廢し毐 ら朱封 銀^ 用 ひしむ o( 八 七 0) 

0 八 R 加賀 河北 郡 山上 村 春 日 社の 神主に 居 屋敷な 與 

ふ。 (< 七ラ 

十 月 〇 朔 日加 K 河北 郡俱利 伽羅の 長樂 寺に 制札. 2^ 與ふ。 

i) 

附錄半  表 


〇朔 日 切支丹 信者， ^告訴す る 者に 赏 金，^ 與 ふる，^ 令 

す。 (八お 一) 

〇 一 一日 竹 屋仁丘 ハ衞等 切支丹 宗門 攻 の 制札 及び 懸 《5i の 

判 金に 對 する 請 取 書.^ 呈 す。. (八 VS 

十一月 〇 朔：： ： 加 K 石 川邶佐 那武社 神主 權丞 社！ 安堵し、 

^せて 揮 川 堤防の 修 if 請 ふ。 (八 so 

〇廿 四 n 加 賀石川 郡 佐 那武社 神主 將監、 同祌 主權丞 

(八 七ち 

〇 廿 六日 加？ K 石 川 郡 佐 那武社 神主 權丞、 同 神主 將監 

. ^訴 ふ。 (八 八 0) 

〇 廿六 B 橫山長 知、 前 田 光高の 詠歌，^ 得て その 能く 

世 に 明かなる 感 す。 (八 八 一一 一) 

十二月 〇 十一 H 前 田 利 常 加 賀石川 郡 佐那武 社の 社領な 安堵 

ぜ しむ。 (八 s) 

〇 十  一 B 前 田 利 常、 加貨 河北 郡 黑津舟 社の 社^.^ 增 

し、 社殿.^ 造營乜 しむ。 (八 八 る 

0 十七 B 加 §4 石 川 稷の中 山 主計 扶持 来の 印 物 下 

附 ふ。 (八 八 七) 

是 歳 〇 前 田 利 常 越 中 射 水 郡 二 上 社に 神 田.^ 寄進す o( 八 八 九) 

〇 初めて 米穀.^ 大阪 に 輸出 販賫 す。 (八 八 九) 

寛 永 十六 年 己 卯  皇紀 ニニ 九九 

正 月 〇 五 = 前 田 光高 犬人齒 ml 祝， な 行 ふ。 (八 九 S 

〇 前 田 利 常金澤 LL て諸士 の年隨 1^ 受け 能 及び 躍.^ 觀 

1〇〇 九 


五 


四 


i ^せし； 3。 (八 さ) 

月 〇 二十 日 風；^ に 關 する 取締.^ 令す。 (八ん 一) 

〇 領內各 驛の傳 馬.^ 廢す。 (八な 一) 

〇 一 季居 小者の 給 銀. 制限す。 (八 九 S 

月 〇 七 R 越前敦 K よ リ加賀 石 川 郡宮腰 LL 廻 漕す る 船舶 

に闢し 通牒す。 (八ん 5 

〇 二十 n 前 田 利 常、 中 山 主計に 判 物 與ふ。 (八 九 六) 

. 〇 廿ニ 日加 賈石川 郡宫腰 町奉行の 職務 LL 關 する 法規 

, ^定 む。 (八 九 六) 

〇 加賀 河北 郡 黑津舟 社の 正 遷宮. K 仃ふ。 (八 九九) 

月 〇 二日 能 登 鹽津衬 の 刀 禰に衬 民 使役 VJ- 許す。 (八 究) 

〇 十三 日錢貨 と金 銀との 交換 比例 及び 惡錢撰 擇の制 

限，^ 示す。 (八 九九) 

〇 十八 日 前 田 利 常參覲 して 柳營に 登る。 (さ 一) 

〇晦0： 朱 染紙封 銀 禱 造の 請拂 計算書 v5< 天抨 座に 附與 

す。 (九 01) 

月 〇 朔 R 風俗に 關 する 取締，^ 令す。 (九 0 一一) 

〇六03 德川家 光、 前 田 利 常の 病.^ 問 はしむ。 (九 OS 

〇 晦日 加賀 河北 郡の 旅 屋に對 し 非行 める か 禁す。 

(き 

月 〇 六 n= 金澤城 附近の 災に 際する 部署.^ 定む o(s:?0 

0 八 災 に 於け る 馬 廻 組の 勤務，^ 定む。 (九 so 

〇 二十 n 前 田 利 常 致仕.^ 許されて 光高 家，^ 襲；^ ヽ 利 

次 利 抬亦封 分た る。 (九 S-) 
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七 月 0 四 = 能 登 鳳 至 郡綸島 索^の 收 書，^ 與ふ。 215 

〇 前 田 利 常登營 して 致仕の 許可. ^謝す。 

〇 十三 日 幕府 前 田 利 常 等の 知行 割，^ その 希 Is の 如く 

定 むる V ^許す。 (九 一六) 

〇 十四 B 前 出 利 常 登城して 昨 n の 命， cj- 謝す。 C 九 一六) 

〇 廿九ョ 前 田 光高、 W び 切支丹 宗門の 禁 V5- 嚴 に せし 

む。 (ま 

〇 加 贊石川 郡 扉 川の 河床 攻修 工事 竣る。 (た 八) 

八 月 〇 七 n 前 田 光高、 奥 野 主 16?,^ 利 常に 仕へ しむ 0に 一ん) 

. 〇 十二 n: 領 e の 放 魔禁+ •區v^- 定め 又 鳥類の 銃 織，^ 禁 

す。 (九 一な 

〇 前 田 利 常 加 賀石川 郡 佐那武 社な 再建せ しむ。 (兰 0) 

秋 〇髮 切 虫の 祓除盛 LL 流行す。 (さ 一 0 

十 一 月 〇 十四 n 德川家 光、 前 B 利 常 LL 茶.^ す。 (な 三) 

〇廿  一 Ews 田 光高 及び 大聖 寺 侯 前 H 利 治に 就 封の 暇 

^^ふ a  (九 1  一二) 

〇 廿五 n 前 田 光高 及， ひ 利 治登營 して 就 封の 暇 賜り 

たる 謝す。 (九 一 15 

閏 十一月 〇 七日 德川家 光 前 田 利 常の 病^ 問 ふ。 0! 一 S) 

〇 八 B 德川家 光 搏 び 前 田 利 常の 病な 問 ふ。 (九-一 s) 

〇 二十 = 能 s!!:; 鹿 島 都 和 倉？， 湯稅の 領收 l^nvj- 與ふ 0 

S3 

十二月 〇 朔 n 前 田 光高 封に 就 さ 德川家 光に 謝す。 (さ 15 

〇 十四日 前 田 光高、 奥村榮 政の 道 服.^ 萍；^ したる 


謝す。 (奠) 

是 歳 〇 組頭の 心得，^ 示す。 (ル 二ち 

〇 越 中 新 川 郡 常 泉 寺 LL 土地.^ 寄進す。 (九 一一 九) 

宽永 十七 年 庚 Ij^  皇紀 二三 〇o 

正月 〇 十一 ngl 川 家 光 前 田 利 常の 病.^ 問 はしむ。 (空 九) 

C 廿 八日 德川家 光、 前 田 光高の 入部.^ 祝し 物.^ 贈 

ろ。 

二 月 〇 十 一日 德川家 光 前 田 利 常の 病 問 ふ。 (な 一一) 

〇 十六 n 前 田 光高、 德川家 光の 物，^ 賜 ひ たる.^ 謝 

す。 (九 一一 一一) 

〇 二十 R 京都 芳春 院主 前 田 光高の 入部な 祝す。 (さ 一一 11) 

〇 廿玉日 前 田 利 次 成婚，^ 德川家 光に 謝す。 (S 一二) 

三 月 〇朔 日 前 田 利 次 囊に 德川家 光の 使 > ^光高に 賜 はリた 

る.^ 謝す。 (な 一 5 

〇 三 B 前 田 光高、 德川家 光の 物 賜 ひたろ，^ 謝せし 

む。 (九 §) 

〇廿 五日 前 田 光高 參覲ぜ し.^ 以て、 ；？ J 川 家 光之 *5>勞 

す。 (九 m) 

〇 廿七 n 德川家 光、 前 田 光高- IL その n 光 社 參に隨 従 

, ^命す。 (九 爱) 

〇廿 八日 前 田 光高. 利 次、 就 封 後 初めて 參 覲登營 す。 

〇 廿八 B 德川家 光、 前 田 利 常の 邸に 臨む。 (な 一六) 

附錄年  表 


春 〇 稻葉左 近 切腹，^ 命. ならる。 (九 f 一八) 

〇 前 田 光高、 加 贺能美 郡 淺井喷 の 古戦場な 踏^す。 

§) 

四 月 〇 七日 前 田 光高 H 光 社參の 事に 關し朽 木 tS 綱-,: 報 害 

す。 (九 1:5 

〇 十三 n 加賀石 川 郡^ 那武 瓧の綸 兩神. H.: 輪游保 

管と す。 §0 

五 月 〇 二日 前 田 利 常 千 小姓 躍，^ 酒 井 忠將邸 LL て 德川家 光 

の觀！^人！！供す。 (九 S 八) 

〇 九 = 宮城 和甫、 前 田 光高の 枇 把.^ 贈リ たる vJ< 謝 

す。 (き 

〇 十三 n;li- 川 家 光 • 前 田 利 常に 暇，^ 賜 ふ。 

〇廿 八 n 前 田 利； iE、 利お の 歸路柬 海道よ リ 物.^ 贈リ 

たる.^ 謝す。 (九 邑) 

六 月 0 十六 B 加 賀石川 郡 宫稷の 漁船，^ 能 美 郡 安宅 Llr 迫し 

前 田 利 常の 食用と する 魚. ^流せし む。 

〇 十六： U 能 登 鳳 * 郡 輪 島. 河 井 兩衬に 索 数 役 铽收害 

, ^與 ふ。 

〇 廿  一 n 前 田 利 常歸國 したる VJ- 以て 物.^ 德川家 光 に 

上つ る0  (ん s) 

〇 廿 二日 前 田 光高 登營し 昨日 利 常の 使者 等の 謁 賜 

はりた る vi- 謝す。 0^:5 

〇 前 田 利 $s 江戸よ リ歸リ 小 松 城に 居る。 (空 二) 

1〇 二 


〇ー 一 


七 月 0 朔 n 德川家 光、 前 田 利 常の 安 問 ふの 使者，^ 命 

す。 

0 十六 日 前 田 利 常の 士金森 平 三 郎金澤 にて 夜 廻の 士 

と爭 ふ。 (九 丑 3) 

〇 十九 日 前 田 利 常、 徳川家 光の 物 1^ 賜りた る^ 謝 

す。 (ISO 

〇廿 一 日德川 家光醫 下して 前 田 利 常の 病， ^診せ し 

む。 (九 ーハ HI) 

〇 廿ニ  B 前 田 光高の 臣今枝 民 部 書.^ 利 常の 老臣に 與 

へ 侯の 安.^ 問 ふ。 (九 六 S) 

〇 廿 二日 小 松 城 中 修理の 爲能登 羽 咋郡瀧 LL 庭石 .J- 求 

めしむ。 (九 ー；5 

〇 卄 三日 小 松 城 修築に 要する 木石の 輸送.^ 濱 海の 櫂 

役 LL 割當 する VJ- 命す。 (九 六5 

〇 下旬 龜田權 兵 衞金澤 の 居 邸 に 於いて 殺さ る o( たハ 六) 

九 月 〇 十日 若黨. 小者. 草履 取 等の 給 銀に 關 する 法規 定 

む。 (九？ 六) 

〇 廿 一 日 百姓の 給 人 知 上納に 關 する 法規 vs^ 定む。 

(ん七 七) 

十 月 0 八日 大聖 寺 侯 前 田 利 治參覲 して 德川家 光に 謁す。 

(き 

〇 十日 前 田 利 常、 德川家光に幕醫の診療.^得たる.^- 

謝す。 (九 七八) 


〇 十 n 大聖 寺の 地大 LLa ふ。 (九 七 九) 

〇 前 田 利 次 初め ズ越中 富 山に 入部す。 (九お) 

十 一 月 〇 廿 八日 德川家 光、 前 田 光高が 東照宫 VJ- 金澤 LL 建て 

ん との 請.^ 許す。 (九 AO 

十二月 0 十八 日江戶 上野 常脂院 に祿. ^給す。 (九 八 3) 

是 歳 〇 越 中 新 川 郡 高原 野.^ 開 襲す。 (^s) 

〇 加 K 藩 一 分 金，^ 鏡 や」 す。 (ズ S 


就 ^ 

侯 前 田家 嘱託 


n 置 
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